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〔1〕沿 革                                 （平成31年3月31日現在） 

 ○ 社会福祉法人サンライフ 

昭和62年（1987） 9月 ・ 社会福祉法人サンライフ 設立 

昭和63年（1988） 5月 ・ サンライフ江南 特養・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成02年（1990） 5月 ・ フラワーコート江南 老健・デイケア 開設 

平成04年（1992） 3月 ・ フラワーコート江南 増築 

平成05年（1993） 4月 ・ フラワーコート江南 老健 増築、在宅介護支援センター 開設 

平成06年（1994） 5月 ・ ジョイフル江南 特養・ケアハウス・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成08年（1996） 12月 ・ 江南職員寮 設置 

平成11年（1999） 4月 ・ フラワーコート江南 訪問介護 開設 

 10月 ・ ジョイフル江南 グループホーム 開設 

平成12年（2000） 4月 ・ サンライフ利用申し込みセンター 開設 

  ・ フラワーコート江南 居宅介護支援事業所 開設 

平成14年（2002） 4月 ・ ジョイフル布袋 デイサービス・グループホーム 開設 

平成15年（2003） 4月 ・ ジョイフル各務原 特養・ショートステイ・デイサービス・グループホーム・ 

 居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

 12月 ・ フラワーコート江南 訪問リハビリ 開設 

  ・ サンライフ レンタルサービス 開設 

平成16年（2004） 11月 ・ 第2ジョイフル江南 特養・デイサービス 開設 

平成17年（2005） 6月 ・ 第2ジョイフル江南 ショートステイ 開設 

平成18年（2006） 4月 ・ フラワーコート江南 在宅介護支援センターが江南北部地域包括支援センターに移行 

  ・ ジョイフル各務原 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

  ・ 江南第2職員寮 設置 

 8月 ・ ジョイフル新那加 

 ケアハウス（特定施設）・グループホーム・小規模多機能型居宅介護 開設 

平成19年（2007） 5月 ・ ジョイフル千種 特養・介護付有料老人ホーム（特定施設）・高齢者向け優良賃貸住宅・ 

 訪問介護･居宅介護支援事業所 開設 

 7月 ・ ジョイフル千種 ショートステイ 開設 

 8月 ・ ジョイフル千種 デイサービス 開設 

平成20年（2008） 4月 ・ ジョイフルむつみ 

 養護老人ホーム・生活支援短期宿泊事業・生活支援通所事業 江南市から譲渡・開設 

平成21年（2009） 7月 ・ 第2サンライフ江南  特別養護老人ホーム・認可外保育所 開設 

平成23年（2011） 3月 ・ ジョイフル砂田橋 

 住宅型有料老人ホーム・高齢者向け優良賃貸住宅・一般賃貸住宅 開設 

 4月 ・ ジョイフル砂田橋 サテライト型特養・小規模多機能型居宅介護・ 

 診療所（サン砂田橋リハビリクリニック）・デイケア 開設 

 8月 ・ サンサン・サロン柏森 デイサービス 開設 

平成24年（2012） 4月 ・ ジョイフル守山保育園 認可保育所 開設 

 9月 ・ サンサン・スクール東山公園 学童保育所 開設 

 11月 ・ ジョイフル羽島 特養 開設 

 12月 ・ ジョイフル羽島 養護老人ホーム・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成25年（2013） 4月 ・ ジョイフル羽島 居宅介護支援事業所 開設 

  ・ サンサン・スクール一社駅前 学童保育所 開設 

  ・ ジョイフル多治見 認可保育所（ジョイフル多治見保育園） 開設 

 5月 ・ ジョイフル多治見 

 特養・ショートステイ・デイサービス・サービス付き高齢者向け住宅 開設 

 6月 ・ ジョイフル名駅 特養・ショートステイ・老健・デイケア・サービス付き高齢者向け住宅・ 

 認可外保育所 開設 

 9月 ・ ジョイフル砂田橋 訪問リハビリ 開設 

  ・ ジョイフル各務原 認可外保育所 開設 

 11月 ・ ジョイフル千種 認可外保育所 開設 
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平成08年（1996） 12月 ・ 江南職員寮 設置 

平成11年（1999） 4月 ・ フラワーコート江南 訪問介護 開設 

 10月 ・ ジョイフル江南 グループホーム 開設 

平成12年（2000） 4月 ・ サンライフ利用申し込みセンター 開設 

  ・ フラワーコート江南 居宅介護支援事業所 開設 

平成14年（2002） 4月 ・ ジョイフル布袋 デイサービス・グループホーム 開設 

平成15年（2003） 4月 ・ ジョイフル各務原 特養・ショートステイ・デイサービス・グループホーム・ 

 居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

 12月 ・ フラワーコート江南 訪問リハビリ 開設 

  ・ サンライフ レンタルサービス 開設 

平成16年（2004） 11月 ・ 第2ジョイフル江南 特養・デイサービス 開設 

平成17年（2005） 6月 ・ 第2ジョイフル江南 ショートステイ 開設 

平成18年（2006） 4月 ・ フラワーコート江南 在宅介護支援センターが江南北部地域包括支援センターに移行 

  ・ ジョイフル各務原 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

  ・ 江南第2職員寮 設置 

 8月 ・ ジョイフル新那加 

 ケアハウス（特定施設）・グループホーム・小規模多機能型居宅介護 開設 

平成19年（2007） 5月 ・ ジョイフル千種 特養・介護付有料老人ホーム（特定施設）・高齢者向け優良賃貸住宅・ 

 訪問介護･居宅介護支援事業所 開設 

 7月 ・ ジョイフル千種 ショートステイ 開設 

 8月 ・ ジョイフル千種 デイサービス 開設 

平成20年（2008） 4月 ・ ジョイフルむつみ 

 養護老人ホーム・生活支援短期宿泊事業・生活支援通所事業 江南市から譲渡・開設 

平成21年（2009） 7月 ・ 第2サンライフ江南  特別養護老人ホーム・認可外保育所 開設 

平成23年（2011） 3月 ・ ジョイフル砂田橋 

 住宅型有料老人ホーム・高齢者向け優良賃貸住宅・一般賃貸住宅 開設 

 4月 ・ ジョイフル砂田橋 サテライト型特養・小規模多機能型居宅介護・ 

 診療所（サン砂田橋リハビリクリニック）・デイケア 開設 

 8月 ・ サンサン・サロン柏森 デイサービス 開設 

平成24年（2012） 4月 ・ ジョイフル守山保育園 認可保育所 開設 

 9月 ・ サンサン・スクール東山公園 学童保育所 開設 

 11月 ・ ジョイフル羽島 特養 開設 

 12月 ・ ジョイフル羽島 養護老人ホーム・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成25年（2013） 4月 ・ ジョイフル羽島 居宅介護支援事業所 開設 

  ・ サンサン・スクール一社駅前 学童保育所 開設 

  ・ ジョイフル多治見 認可保育所（ジョイフル多治見保育園） 開設 

 5月 ・ ジョイフル多治見 

 特養・ショートステイ・デイサービス・サービス付き高齢者向け住宅 開設 

 6月 ・ ジョイフル名駅 特養・ショートステイ・老健・デイケア・サービス付き高齢者向け住宅・ 

 認可外保育所 開設 

 9月 ・ ジョイフル砂田橋 訪問リハビリ 開設 

  ・ ジョイフル各務原 認可外保育所 開設 

 11月 ・ ジョイフル千種 認可外保育所 開設 
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平成26年（2014） 4月 ・ ジョイフル砂田橋 ジョイフル千種のサテライト特養から単独特養へ変更 

  ・ サンサン・スクール一社駅前 サンサン・スクール東山公園へ統合 

 9月 ・ ジョイフル多治見 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ ジョイフルドーム前保育園 開設 

平成27年（2015） 1月 ・ サンサン リゾート新栄 大型デイサービス・認可外保育所・居宅介護支援事業所 開設 

 3月 ・ サンサン リゾート太古の湯 大型デイサービス 開設 

 4月 ・ ジョイフル名駅 訪問リハビリ 開設 

  ・ ジョイフル砂田橋 デイケアからデイサービスへ移行 

  ・ アクティブセンター ジョイフル砂田橋へ名称変更 

 5月 ・ ジョイフル名駅 居宅介護支援事業所 開設 

 9月 ・ ジョイフル古知野 居宅介護支援事業所 開設 

平成28年（2016） 4月 ・ ジョイフル多治見 認可保育所を幼保連携型認定こども園へ移行 

 9月 ・ ジョイフル布袋 特養 開設 

平成29年（2017） 4月 ・ ジョイフルドーム前保育園を幼保連携型認定こども園ジョイフルドーム前こども園へ移行 

 12月 ・ ジョイフルむつみ 養護老人ホームをサンライフむつみへ移行 

平成30年（2018） 8月 ・ ジョイフル古知野 居宅介護支援事業所をフラワーコート江南へ統合 

平成31年（2019） 2月 ・ ジョイフル岐阜駅 一般賃貸住宅 開設 

 3月 

4月 

・ 

・ 

ジョイフル岐阜駅 サービス付き高齢者向け住宅 開設 

社会福祉法人サンライフと社会福祉法人サン･ビジョンが統合 予定 

 

   ○ 社会福祉法人サン・ビジョン 

平成08年（1996） 2月 ・ 社会福祉法人サン・ビジョン 設立 

平成09年（1997） 4月 ・ グレイスフル春日井 

 特養・ケアハウス・ショートステイ・デイサービス・在宅介護支援センター 開設 

  ・ 春日井職員寮 設置 

平成10年（1998） 4月 ・ グレイスフル春日井 訪問介護 開設 

 6月 ・ 下諏訪職員寮 設置 

  ・ グレイスフル下諏訪 

 老健・ケアハウス・デイケア・訪問看護・在宅介護支援センター 開設 

平成11年（1999） 4月 ・ グレイスフル八田 グループホーム 開設 

  ・ グレイスフル下諏訪 グループホーム 開設 

 5月 ・ グレイスフル下諏訪 特養・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成12年（2000） 4月 ・ グレイスフル春日井 老健・デイケア・訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所 開設 

  ・ グレイスフル下諏訪 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ グレイスフル辰野 デイサービス・グループホーム 開設 

平成13年（2001） 10月 ・ グレイスフル箕輪 生活支援ハウス 開設 

 11月 ・ グレイスフル箕輪 

デイサービス・グループホーム・居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

平成14年（2002） 5月 ・ グレイスフル岡谷 デイサービス・グループホーム 開設 

 9月 ・ 第2グレイスフル春日井 特養・デイサービス・グループホーム・生活支援ハウス・ 

 訪問介護・居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

 12月 ・ 第2グレイスフル春日井 ショートステイ 開設 

平成15年（2003） 4月 ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ グレイスフル日義 デイサービス・グループホーム 開設 

 12月 ・ サン・ビジョン レンタルサービス 開設 

平成16年（2004） 1月 ・ グレイスフル日義 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ サン・ビジョン ヘルパースクール 開設 

平成17年（2005） 1月 ・ グレイスフル箕輪 グループホーム 増築 

 10月 ・ グレイスフル春日井 老健 増築 

平成18年（2006） 4月 ・ グレイスフル春日井 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

  ・ 第2グレイスフル春日井 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

 10月 ・ グレイスフル日義 グループホーム 増築 

 

 12月 ・ 第2グレイスフル辰野 介護付き有料老人ホーム（特定施設）・グループホーム 開設 

  ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所を第2グレイスフル辰野へ移行 

平成19年（2007） 1月 ・ 第2グレイスフル辰野 小規模多機能型居宅介護 開設 

 6月 ・ 下諏訪 認可外保育所 開設 

 8月 ・ 春日井第2職員寮 設置 

  ・ 春日井 認可外保育所 開設 

平成20年（2008） 5月 ・ 第2グレイスフル岡谷 サテライト型特養・サテライト型老健・高齢者向け優良賃貸住宅・ 

 小規模多機能居宅介護 開設 

 7月 ・ グレイスフル熱田 特養・ショートステイ・デイサービス 開設 

  ・ グレイスフル浅山 

 地域密着型特養・住宅型有料老人ホーム・小規模多機能居宅介護 開設 

平成22年（2010） 10月 ・ グレイスフル木曽 特養・ショートステイ 開設 

平成23年（2011） 5月 ・ グレイスフル箕輪 特養・ショートステイ 開設 

 7月 ・ グレイスフル上前津 特養・ショートステイ・介護付き有料老人ホーム（特定施設）・ 

 高齢者向け優良賃貸住宅 開設 

  ・ グレイスフル上松 特養・ショートステイ 開設 

 8月 ・ サンサン・サロン高山 デイサービス 開設 

  ・ サンサン・サロン木曽 デイサービス 開設 

  ・ サンサン・サロン箕輪 デイサービス 開設 

 9月 ・ グレイスフル箕輪 居宅介護支援事業所 グレイスフル上伊那へ名称変更 

平成24年（2012） 2月 ・ サンサン・サロン岡谷 デイサービス 開設 

 4月 ・ グレイスフル塩尻 認可保育所（サン・サン保育園） 開設 

  ・ 第2グレイスフル岡谷 高齢者向け優良賃貸住宅が住宅型有料老人ホームに移行 

 5月 ・ グレイスフル塩尻 特養・ショートステイ・住宅型有料老人ホーム・一般賃貸住宅・ 

 グループホーム・小規模多機能型居宅介護・診療所・デイケア 開設 

 7月 ・ サンサン・サロン箕輪 デイサービスが地域貢献事業に移行 

 11月 ・ もくさんち グレイスフル鳥居松 地域貢献事業 開設 

平成25年（2013） 4月 ・ サンサン ヴィンヤード 開設 

 5月 ・ 第2グレイスフル辰野 小規模多機能型居宅介護がデイサービスに移行 

平成26年（2014） 3月 ・ グレイスフル春日井(老健棟) 訪問リハビリ 開設 

 6月 ・ 第2グレイスフル春日井 居宅介護支援事業所 開設 

 8月 ・ グレイスフル木曽 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ サンサン・サロン箕輪 地域貢献事業が多世代交流による地域活性化の事業に移行 

  ・ もくさんち グレイスフル鳥居松 地域貢献事業が多世代交流による地域活性化の 

 事業に移行 

平成27年（2015） 4月 ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ グレイスフル岡谷 居宅介護支援事業所 開設 

 4月 ・ グレイスフル塩尻 デイケアからデイサービスへ移行 

 6月 ・ グレイスフル下諏訪 大型デイケア 開設 

 9月 ・ 介護支援センター グレイスフル鳥居松 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ サンサンワイナリー 醸造開始 

平成28年（2016） 4月 ・ グレイスフル塩尻 認可保育所を幼保連携型認定こども園に移行 

  ・ サンサンワイナリー ショップ＆レストラン（Bottega） 開設 

 7月 ・ サンサン リゾートグレイスフル春日井 大型デイサービス 開設 

  ・ 第2グレイスフル岡谷 居宅介護支援事業所 開設 

 12月 ・ グレイスフル木曽 居宅介護支援事業所をグレイスフル日義へ移行 

平成30年（2018） 5月 ・ 第2グレイスフル春日井、グレイスフル鳥居松 居宅介護支援事業所を 

 グレイスフル春日井へ統合 

平成31年（2019） 4月 ・ 社会福祉法人サンライフと社会福祉法人サン･ビジョンが統合 予定 

令和 元年（2019） 5月 ・ ジョイフル岐阜駅 特養、ショートステイ、介護付有料老人ホーム（特定施設） 開設予定 
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平成26年（2014） 4月 ・ ジョイフル砂田橋 ジョイフル千種のサテライト特養から単独特養へ変更 

  ・ サンサン・スクール一社駅前 サンサン・スクール東山公園へ統合 

 9月 ・ ジョイフル多治見 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ ジョイフルドーム前保育園 開設 

平成27年（2015） 1月 ・ サンサン リゾート新栄 大型デイサービス・認可外保育所・居宅介護支援事業所 開設 

 3月 ・ サンサン リゾート太古の湯 大型デイサービス 開設 

 4月 ・ ジョイフル名駅 訪問リハビリ 開設 

  ・ ジョイフル砂田橋 デイケアからデイサービスへ移行 

  ・ アクティブセンター ジョイフル砂田橋へ名称変更 

 5月 ・ ジョイフル名駅 居宅介護支援事業所 開設 

 9月 ・ ジョイフル古知野 居宅介護支援事業所 開設 

平成28年（2016） 4月 ・ ジョイフル多治見 認可保育所を幼保連携型認定こども園へ移行 

 9月 ・ ジョイフル布袋 特養 開設 

平成29年（2017） 4月 ・ ジョイフルドーム前保育園を幼保連携型認定こども園ジョイフルドーム前こども園へ移行 

 12月 ・ ジョイフルむつみ 養護老人ホームをサンライフむつみへ移行 

平成30年（2018） 8月 ・ ジョイフル古知野 居宅介護支援事業所をフラワーコート江南へ統合 

平成31年（2019） 2月 ・ ジョイフル岐阜駅 一般賃貸住宅 開設 

 3月 

4月 

・ 

・ 

ジョイフル岐阜駅 サービス付き高齢者向け住宅 開設 

社会福祉法人サンライフと社会福祉法人サン･ビジョンが統合 予定 

 

   ○ 社会福祉法人サン・ビジョン 

平成08年（1996） 2月 ・ 社会福祉法人サン・ビジョン 設立 

平成09年（1997） 4月 ・ グレイスフル春日井 

 特養・ケアハウス・ショートステイ・デイサービス・在宅介護支援センター 開設 

  ・ 春日井職員寮 設置 

平成10年（1998） 4月 ・ グレイスフル春日井 訪問介護 開設 

 6月 ・ 下諏訪職員寮 設置 

  ・ グレイスフル下諏訪 

 老健・ケアハウス・デイケア・訪問看護・在宅介護支援センター 開設 

平成11年（1999） 4月 ・ グレイスフル八田 グループホーム 開設 

  ・ グレイスフル下諏訪 グループホーム 開設 

 5月 ・ グレイスフル下諏訪 特養・ショートステイ・デイサービス 開設 

平成12年（2000） 4月 ・ グレイスフル春日井 老健・デイケア・訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所 開設 

  ・ グレイスフル下諏訪 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ グレイスフル辰野 デイサービス・グループホーム 開設 

平成13年（2001） 10月 ・ グレイスフル箕輪 生活支援ハウス 開設 

 11月 ・ グレイスフル箕輪 

デイサービス・グループホーム・居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

平成14年（2002） 5月 ・ グレイスフル岡谷 デイサービス・グループホーム 開設 

 9月 ・ 第2グレイスフル春日井 特養・デイサービス・グループホーム・生活支援ハウス・ 

 訪問介護・居宅介護支援事業所・在宅介護支援センター 開設 

 12月 ・ 第2グレイスフル春日井 ショートステイ 開設 

平成15年（2003） 4月 ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ グレイスフル日義 デイサービス・グループホーム 開設 

 12月 ・ サン・ビジョン レンタルサービス 開設 

平成16年（2004） 1月 ・ グレイスフル日義 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ サン・ビジョン ヘルパースクール 開設 

平成17年（2005） 1月 ・ グレイスフル箕輪 グループホーム 増築 

 10月 ・ グレイスフル春日井 老健 増築 

平成18年（2006） 4月 ・ グレイスフル春日井 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

  ・ 第2グレイスフル春日井 在宅介護支援センターが地域包括支援センターに移行 

 10月 ・ グレイスフル日義 グループホーム 増築 

 

 12月 ・ 第2グレイスフル辰野 介護付き有料老人ホーム（特定施設）・グループホーム 開設 

  ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所を第2グレイスフル辰野へ移行 

平成19年（2007） 1月 ・ 第2グレイスフル辰野 小規模多機能型居宅介護 開設 

 6月 ・ 下諏訪 認可外保育所 開設 

 8月 ・ 春日井第2職員寮 設置 

  ・ 春日井 認可外保育所 開設 

平成20年（2008） 5月 ・ 第2グレイスフル岡谷 サテライト型特養・サテライト型老健・高齢者向け優良賃貸住宅・ 

 小規模多機能居宅介護 開設 

 7月 ・ グレイスフル熱田 特養・ショートステイ・デイサービス 開設 

  ・ グレイスフル浅山 

 地域密着型特養・住宅型有料老人ホーム・小規模多機能居宅介護 開設 

平成22年（2010） 10月 ・ グレイスフル木曽 特養・ショートステイ 開設 

平成23年（2011） 5月 ・ グレイスフル箕輪 特養・ショートステイ 開設 

 7月 ・ グレイスフル上前津 特養・ショートステイ・介護付き有料老人ホーム（特定施設）・ 

 高齢者向け優良賃貸住宅 開設 

  ・ グレイスフル上松 特養・ショートステイ 開設 

 8月 ・ サンサン・サロン高山 デイサービス 開設 

  ・ サンサン・サロン木曽 デイサービス 開設 

  ・ サンサン・サロン箕輪 デイサービス 開設 

 9月 ・ グレイスフル箕輪 居宅介護支援事業所 グレイスフル上伊那へ名称変更 

平成24年（2012） 2月 ・ サンサン・サロン岡谷 デイサービス 開設 

 4月 ・ グレイスフル塩尻 認可保育所（サン・サン保育園） 開設 

  ・ 第2グレイスフル岡谷 高齢者向け優良賃貸住宅が住宅型有料老人ホームに移行 

 5月 ・ グレイスフル塩尻 特養・ショートステイ・住宅型有料老人ホーム・一般賃貸住宅・ 

 グループホーム・小規模多機能型居宅介護・診療所・デイケア 開設 

 7月 ・ サンサン・サロン箕輪 デイサービスが地域貢献事業に移行 

 11月 ・ もくさんち グレイスフル鳥居松 地域貢献事業 開設 

平成25年（2013） 4月 ・ サンサン ヴィンヤード 開設 

 5月 ・ 第2グレイスフル辰野 小規模多機能型居宅介護がデイサービスに移行 

平成26年（2014） 3月 ・ グレイスフル春日井(老健棟) 訪問リハビリ 開設 

 6月 ・ 第2グレイスフル春日井 居宅介護支援事業所 開設 

 8月 ・ グレイスフル木曽 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ サンサン・サロン箕輪 地域貢献事業が多世代交流による地域活性化の事業に移行 

  ・ もくさんち グレイスフル鳥居松 地域貢献事業が多世代交流による地域活性化の 

 事業に移行 

平成27年（2015） 4月 ・ グレイスフル辰野 居宅介護支援事業所 開設 

 5月 ・ グレイスフル岡谷 居宅介護支援事業所 開設 

 4月 ・ グレイスフル塩尻 デイケアからデイサービスへ移行 

 6月 ・ グレイスフル下諏訪 大型デイケア 開設 

 9月 ・ 介護支援センター グレイスフル鳥居松 居宅介護支援事業所 開設 

 10月 ・ サンサンワイナリー 醸造開始 

平成28年（2016） 4月 ・ グレイスフル塩尻 認可保育所を幼保連携型認定こども園に移行 

  ・ サンサンワイナリー ショップ＆レストラン（Bottega） 開設 

 7月 ・ サンサン リゾートグレイスフル春日井 大型デイサービス 開設 

  ・ 第2グレイスフル岡谷 居宅介護支援事業所 開設 

 12月 ・ グレイスフル木曽 居宅介護支援事業所をグレイスフル日義へ移行 

平成30年（2018） 5月 ・ 第2グレイスフル春日井、グレイスフル鳥居松 居宅介護支援事業所を 

 グレイスフル春日井へ統合 

平成31年（2019） 4月 ・ 社会福祉法人サンライフと社会福祉法人サン･ビジョンが統合 予定 

令和 元年（2019） 5月 ・ ジョイフル岐阜駅 特養、ショートステイ、介護付有料老人ホーム（特定施設） 開設予定 
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〔２〕現勢及び計画 平成31年4月1日現在

サ付 高優 住有 介有 養護 特養 地特 老健 サ老 ＣＨ ＧＨ ＳＨ 小多 ＳＳ (ＳＣ) Ｄ一 Ｄ認 ＤＣ 訪看 訪リ ＨＨ 支セ 在介 包括 ﾚﾝﾀﾙ 賃貸 保育 こ園 学童 多世 その他

第２サンライフ江南 80

フラワーコート江南 158 ○ 60 ○ ○ ○ ○

ジョイフル江南 80 50 9 18

第２ジョイフル江南 80 20 35

ジョイフル布袋 30 9 10 30 12 ○

サンライフむつみ 50 2

サンサンリゾート太古の湯 200

ジョイフル各務原 80 9 20 50 ○ ○

ジョイフル新那加 【29】 18 29

ジョイフル羽島 40 30 10 18 ○

ジョイフル多治見 22 100 18 18 ○ 69

ジョイフル岐阜駅 36 58

ジョイフル千種 43 【51】 90 10 ○

ジョイフル砂田橋 52 38 20 29 ○ 60 63

ジョイフル名駅 24 100 100 18 ○ 50 ○ ○

サンサンリゾート新栄 200 ○

ジョイフル守山保育園 90

ジョイフルドーム前こども園 127

サンサン・スクール東山公園 56

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井(特養棟) 100 60 18 45 ― ○

グレイスフル八田 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井(老健棟) 90 60 ○ ○ ○

第２グレイスフル春日井 100 9 15 12 ○ ○

グレイスフル浅山 20 29 29

もくさんち　グレイスフル鳥居松 ○

ｻﾝｻﾝﾘｿﾞｰﾄ ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 200

グレイスフル下諏訪 54 80 50 9 16 ○ 18 100 ○ ○

グレイスフル岡谷 9 35 ○

第２グレイスフル岡谷 20 20 20 29 ○ ○ ○

グレイスフル辰野 9 35 ○

第２グレイスフル辰野 【24】 18 10

グレイスフル箕輪 30 18 10 10 40

グレイスフル上伊那 ○

グレイスフル日義 18 18 ○

グレイスフル木曽 30 10

グレイスフル上松 30 10

グレイスフル塩尻 24 140 18 29 10 50 10 60

サンサン ワイナリー ○

グレイスフル熱田 90 10 17

グレイスフル上前津 51 【36】 100 18

合　　　　　　　　計 82 146 102 【111】 90 1344 69 428 20 189 162 25 145 240 1079 12 270 131 90 256 56

略号

サ付 サービス付き高齢者向け住宅 デイサービスセンター（一般型）

高優 高齢者向け優良賃貸住宅 デイサービスセンター（認知症対応型）

住有 住宅型有料老人ホーム デイケアセンター

介有 介護付き有料老人ホーム　　※【　】は特定入所者生活介護の指定数 訪問看護ステーション

養護 養護老人ホーム 訪問リハビリテーション

特養 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） ホームヘルパーステーション（訪問介護）

地特 地域密着型特別養護老人ホーム 介護支援センター（居宅介護支援事業所）

老健 介護老人保健施設 在宅介護支援センター

サ老 サテライト型介護老人保健施設 地域包括支援センター

ＣＨ 軽費老人ホーム　ケアハウス レンタルサービス（福祉用具貸与・販売）

ＧＨ 認知症対応型共同生活介護　グループホーム 賃貸住宅

ＳＨ 高齢者生活福祉センター　生活支援ハウス 認可保育所

小多 小規模多機能型居宅介護　　※登録定員 幼保連携型こども園

ＳＳ ショートステイホーム 学童保育所

ＳＣ ショートケアセンター　※老健定員の内数 多世代交流による地域活性化の事業

Ｄ一

施設名

事　　　業　　　名 略号 事　　　業　　　名

事業／定員　　　○は定員なし △は休止中 ―は廃止　　※略号の説明は下記参照

Ｄ認

ＤＣ

訪看

訪リ

学童

ＨＨ

支セ

こ園

多世

在介

包括

ﾚﾝﾀﾙ

賃貸

保育

〔３〕社会福祉法人サンライフ　組織図

施設長

江南・岐阜エリア

運営会議
江南・岐阜エリア

会計会議

施設長 サンライフむつみ

愛知・名古屋
ふくしネットワーク

あいち福祉
オンブズマン
全国ノーリフティング

推進協会
外7団体

園長

名古屋エリア

運営会議
名古屋エリア

会計会議

ジョイフル新栄
サンサン リゾー ト新栄

園長 ｼﾞｮｲﾌﾙ守山保育園

園長 ｼﾞｮｲﾌﾙドーム前こども園

統括管理者 サンサン・スクール東山公園

事業推進・営繕部
財　務　部
人　事　部

サンサン研修センター
総　務　部

社会貢献事業推進室

事業創設戦略部
研究・開発部

ジョイフル千種

ジョイフル砂田橋

本部長

国際研究・事業創設
特別本部長

部長 本　　　部

本　　　部

平成31年3月現在
※休止中の事業は除く

統括責任者
部長
室長

（春日井エリア責任者）

所長

施設長
副施設長

施設長

施設長
副施設長

副施設マネー
ジャー

ジョイフル新那加

施設長
副施設マネー

ジャー

老健
ジョイフル名駅

特養
ジョイフル名駅

施設長 ジョイフル羽島

施設長
ジョイフル多治見

認定こども園
ジョイフル多治見

江南・岐阜エリア事務センター

サンサンリゾート太古の湯

顧問・
特別顧問

部会検討会議

施設長 ジョイフル各務原
経営会議

理事会 人事会議

常務理事

評議員会 管理者勉強会

施設長

施設長

運営連絡協議会

理事長

副理事長

施設長 第２ｼﾞｮｲﾌﾙ江南

エリア統括責任者
（江南・岐阜・
春日井エリア

担当）
評議員

選任・解任
委員会

施設長 ジョイフル布袋

施設長 第２サンライフ江南

施設マネー
ジャー

施設長 ジョイフル江南

ﾌﾗﾜｰｺｰﾄ江南

内部監査責任者

監 事

会計監査人

エリア統括責任者

（長野・名古屋エリア

担当）

江南・岐阜エリア
責任者

名古屋エリア
責任者

内部監査部門

外部評価
ISO認証（ISO9001、SO27001）
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〔２〕現勢及び計画 平成31年4月1日現在

サ付 高優 住有 介有 養護 特養 地特 老健 サ老 ＣＨ ＧＨ ＳＨ 小多 ＳＳ (ＳＣ) Ｄ一 Ｄ認 ＤＣ 訪看 訪リ ＨＨ 支セ 在介 包括 ﾚﾝﾀﾙ 賃貸 保育 こ園 学童 多世 その他

第２サンライフ江南 80

フラワーコート江南 158 ○ 60 ○ ○ ○ ○

ジョイフル江南 80 50 9 18

第２ジョイフル江南 80 20 35

ジョイフル布袋 30 9 10 30 12 ○

サンライフむつみ 50 2

サンサンリゾート太古の湯 200

ジョイフル各務原 80 9 20 50 ○ ○

ジョイフル新那加 【29】 18 29

ジョイフル羽島 40 30 10 18 ○

ジョイフル多治見 22 100 18 18 ○ 69

ジョイフル岐阜駅 36 58

ジョイフル千種 43 【51】 90 10 ○

ジョイフル砂田橋 52 38 20 29 ○ 60 63

ジョイフル名駅 24 100 100 18 ○ 50 ○ ○

サンサンリゾート新栄 200 ○

ジョイフル守山保育園 90

ジョイフルドーム前こども園 127

サンサン・スクール東山公園 56

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井(特養棟) 100 60 18 45 ― ○

グレイスフル八田 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井(老健棟) 90 60 ○ ○ ○

第２グレイスフル春日井 100 9 15 12 ○ ○

グレイスフル浅山 20 29 29

もくさんち　グレイスフル鳥居松 ○

ｻﾝｻﾝﾘｿﾞｰﾄ ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 200

グレイスフル下諏訪 54 80 50 9 16 ○ 18 100 ○ ○

グレイスフル岡谷 9 35 ○

第２グレイスフル岡谷 20 20 20 29 ○ ○ ○

グレイスフル辰野 9 35 ○

第２グレイスフル辰野 【24】 18 10

グレイスフル箕輪 30 18 10 10 40

グレイスフル上伊那 ○

グレイスフル日義 18 18 ○

グレイスフル木曽 30 10

グレイスフル上松 30 10

グレイスフル塩尻 24 140 18 29 10 50 10 60

サンサン ワイナリー ○

グレイスフル熱田 90 10 17

グレイスフル上前津 51 【36】 100 18

合　　　　　　　　計 82 146 102 【111】 90 1344 69 428 20 189 162 25 145 240 1079 12 270 131 90 256 56

略号

サ付 サービス付き高齢者向け住宅 デイサービスセンター（一般型）

高優 高齢者向け優良賃貸住宅 デイサービスセンター（認知症対応型）

住有 住宅型有料老人ホーム デイケアセンター

介有 介護付き有料老人ホーム　　※【　】は特定入所者生活介護の指定数 訪問看護ステーション

養護 養護老人ホーム 訪問リハビリテーション

特養 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） ホームヘルパーステーション（訪問介護）

地特 地域密着型特別養護老人ホーム 介護支援センター（居宅介護支援事業所）

老健 介護老人保健施設 在宅介護支援センター

サ老 サテライト型介護老人保健施設 地域包括支援センター

ＣＨ 軽費老人ホーム　ケアハウス レンタルサービス（福祉用具貸与・販売）

ＧＨ 認知症対応型共同生活介護　グループホーム 賃貸住宅

ＳＨ 高齢者生活福祉センター　生活支援ハウス 認可保育所

小多 小規模多機能型居宅介護　　※登録定員 幼保連携型こども園

ＳＳ ショートステイホーム 学童保育所

ＳＣ ショートケアセンター　※老健定員の内数 多世代交流による地域活性化の事業

Ｄ一

施設名

事　　　業　　　名 略号 事　　　業　　　名

事業／定員　　　○は定員なし △は休止中 ―は廃止　　※略号の説明は下記参照

Ｄ認

ＤＣ

訪看

訪リ

学童

ＨＨ

支セ

こ園

多世

在介

包括

ﾚﾝﾀﾙ

賃貸

保育

〔３〕社会福祉法人サンライフ　組織図

施設長

江南・岐阜エリア

運営会議
江南・岐阜エリア

会計会議

施設長 サンライフむつみ

愛知・名古屋
ふくしネットワーク

あいち福祉
オンブズマン
全国ノーリフティング

推進協会
外7団体

園長

名古屋エリア

運営会議
名古屋エリア

会計会議

ジョイフル新栄
サンサン リゾー ト新栄

園長 ｼﾞｮｲﾌﾙ守山保育園

園長 ｼﾞｮｲﾌﾙドーム前こども園

統括管理者 サンサン・スクール東山公園

事業推進・営繕部
財　務　部
人　事　部

サンサン研修センター
総　務　部

社会貢献事業推進室

事業創設戦略部
研究・開発部

ジョイフル千種

ジョイフル砂田橋

本部長

国際研究・事業創設
特別本部長

部長 本　　　部

本　　　部

平成31年3月現在
※休止中の事業は除く

統括責任者
部長
室長

（春日井エリア責任者）

所長

施設長
副施設長

施設長

施設長
副施設長

副施設マネー
ジャー

ジョイフル新那加

施設長
副施設マネー

ジャー

老健
ジョイフル名駅

特養
ジョイフル名駅

施設長 ジョイフル羽島

施設長
ジョイフル多治見

認定こども園
ジョイフル多治見

江南・岐阜エリア事務センター

サンサンリゾート太古の湯

顧問・
特別顧問

部会検討会議

施設長 ジョイフル各務原
経営会議

理事会 人事会議

常務理事

評議員会 管理者勉強会

施設長

施設長

運営連絡協議会

理事長

副理事長

施設長 第２ｼﾞｮｲﾌﾙ江南

エリア統括責任者
（江南・岐阜・
春日井エリア

担当）
評議員

選任・解任
委員会

施設長 ジョイフル布袋

施設長 第２サンライフ江南

施設マネー
ジャー

施設長 ジョイフル江南

ﾌﾗﾜｰｺｰﾄ江南

内部監査責任者

監 事

会計監査人

エリア統括責任者

（長野・名古屋エリア

担当）

江南・岐阜エリア
責任者

名古屋エリア
責任者

内部監査部門

外部評価
ISO認証（ISO9001、SO27001）
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〔4〕社会福祉法人サン・ビジョン 組織図
平成31.年3月現在
※休止中の事業は除く 春日井ｴﾘｱ

運営会議 ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ八田
春日井ｴﾘｱ
会計会議

所長
サンサンリゾート

グレイスフル春日井

もくさんちグレイスフル鳥居松

名古屋ｴﾘｱ
運営会議
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グレイスフル熱田

人事会議

施設長
施設マネージャー

春日井エリア
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エリア担当）
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施設長
副施設長
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本部長
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施設長
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施設長
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施設長 第２ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ辰野
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本部

施設長

名古屋エリア
責任者

運営連絡協議会

長野エリア

責任者

内部監査責任者

外部評価
認証（ 、 ）

内部監査部門

〔５〕職員数                           平成31年4月1日現在

正職 ( Ｅ ) 嘱託 契約 パート 計 障

第２サンライフ江南 36 ( 3 ) 9 10 58 1.0

フラワーコート江南 96 ( 4 ) 3 15 47 165 2.0

ジョイフル江南 44 ( 2 ) 1 8 14 69 1.5

第２ジョイフル江南 53 ( 5 ) 5 35 98 0.5

ジョイフル布袋 36 5 19 60

サンライフむつみ 5 1 5 5 16 1.0

サンサン リゾート太古の湯 18 10 50 78 2.0

江南エリア小計 288 ( 14 ) 5 57 180 544 8.0

グレイスフル春日井 特養棟 58 15 27 100 5.0

グレイスフル八田 2 5 1 8

グレイスフル春日井 老健棟 65 ( 4 ) 11 22 102 2.0

第２グレイスフル春日井 60 ( 5 ) 9 31 105 2.0

グレイスフル浅山 26 2 12 40 2.0

もくさんちグレイスフル鳥居松 2 2

サンサンリゾート　グレイスフル春日井 23 7 54 84

春日井エリア小計 234 ( 9 ) 0 49 149 441 11.0

ジョイフル千種 71 ( 7 ) 1 6 6 91 3.0

ジョイフル砂田橋 31 8 14 53 1.5

ジョイフル守山保育園 16 7 23

ジョイフル名駅 133 3 7 14 157 2.5

サンサン リゾート新栄 28 5 47 80

サンサン・スクール東山公園 17 17

ジョイフルドーム前こども園 19 8 27

グレイスフル熱田 49 ( 8 ) 1 1 10 69 1.0

グレイスフル上前津 72 ( 2 ) 1 6 6 87

名古屋エリア小計 419 ( 17 ) 6 33 129 604 8.0

ジョイフル各務原 73 ( 2 ) 9 30 114 2.5

ジョイフル新那加 42 5 10 57 1.0

ジョイフル羽島 31 2 8 41

ジョイフル多治見 76 ( 2 ) 4 17 99 2.5

岐阜エリア小計 222 ( 4 ) 0 20 65 311 6.0

グレイスフル下諏訪 95 ( 1 ) 4 61 161 2.0

グレイスフル岡谷 11 3 5 19

第２グレイスフル岡谷 25 13 38 1.0

グレイスフル辰野 12 6 8 26

第２グレイスフル辰野 15 9 10 34

グレイスフル箕輪（上伊那含む） 40 7 14 61 1.0

グレイスフル日義 6 3 15 24

グレイスフル木曽 21 ( 2 ) 6 29 1.0

グレイスフル上松 21 5 26 1.0

グレイスフル塩尻 112 ( 9 ) 4 43 168 5.0

サンサンワイナリー 8 1 1 2 12

長野エリア小計 366 ( 12 ) 1 37 182 598 11.0

本　部 36 4 1 2 43

合計 1565 ( 56 ) 16 197 707 2541 44.0

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ
（H30.4.1合計） 1595 ( 40 ) 19 192 614 2460 39.5

●非常勤職員及び派遣職員は除く (Ｅ)・・・ＥＰＡ介護福祉士候補者/ＥＰＡ介護福祉士受入れ人数 

障害者雇用率：2.2% (障)・・・障害者雇用者数

− 10− − 11−
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（開設施設等）

H27年 1月　サンサン　リゾート新栄　／　3月　サンサン　リゾート太古の湯

6月　グレイスフル下諏訪[大型デイケア]

H28年 7月　サンサン リゾートグレイスフル春日井　／　9月　ジョイフル布袋[特養棟]

R元年 5月　ジョイフル岐阜駅

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年

嘱託 20 19 16 18 19 16

契約 224 212 193 205 192 197

パート 467 515 530 564 614 707

正職 1532 1603 1596 1590 1635 1621

計 2243 2349 2335 2377 2460 2541
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〔６〕有資格者数 平成31年4月1日現在

医 薬 看 准看 PT OT ST 健康 介支 管栄 栄 社福 社主 介福 精福 介初 介実 福用 福住 幼教 保育

第2ｻﾝﾗｲﾌ江南 3 2 3 1 1 2 4 24 19 3 2 1 5

ﾌﾗﾜｰｺｰﾄ江南 2 13 10 14 3 1 1 35 4 4 9 10 65 72 2 3 5 4

ｼﾞｮｲﾌﾙ江南 1 2 4 9 2 1 1 11 29 34 5 4 1

第2ｼﾞｮｲﾌﾙ江南 6 4 1 1 11 1 1 5 4 42 36 6 3 5

ｼﾞｮｲﾌﾙ布袋 6 4 9 1 2 3 3 28 25 2 1 3 1 3

ｻﾝﾗｲﾌむつみ 1 1 1 1 1 1 3 6 1 1

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ太古の湯 2 4 3 1 1 4 2 4 1 6 20 27 8 1 2 1

江南エリア小計 3 0 32 29 18 5 1 2 72 12 14 22 39 211 0 219 26 11 20 1 15

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井特養棟 6 4 1 10 1 1 6 6 31 1 34 5 1 5 1 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ八田 1 7 6

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井老健棟 1 1 11 4 7 6 1 17 2 1 7 7 39 37 5 5 6

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 4 6 8 1 3 4 11 52 44 3 4 2 1 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ浅山 2 3 3 2 1 1 2 18 13 5

ﾘｿﾞｰﾄ春日井 1 3 4 7 1 5 25 21 2 1 9

春日井エリア小計 1 1 24 20 12 6 1 0 45 6 6 19 32 172 1 155 18 12 14 2 22

ｼﾞｮｲﾌﾙ千種 5 2 8 4 2 3 15 31 30 2 3 1

ｼﾞｮｲﾌﾙ砂田橋 3 2 2 6 1 2 2 6 8 10 1

ｼﾞｮｲﾌﾙ守山保育園 2 14 19

ｼﾞｮｲﾌﾙ名駅 2 1 15 2 5 2 7 5 6 7 20 49 1 44 5 2 5

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ新栄 1 1 4 8 5 3 16 26 2 3

ｻﾝｻﾝ･ｽｸｰﾙ東山公園 1 1 1

ｼﾞｮｲﾌﾙﾄﾞｰﾑ前保育園 1 20 20

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ熱田 1 5 1 1 5 2 2 1 6 22 21 1 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ上前津 2 5 2 6 1 1 13 31 22 2 1 3 1 4

名古屋エリア小計 5 1 34 10 11 2 1 0 40 13 12 20 63 157 1 156 9 7 9 39 48

ｼﾞｮｲﾌﾙ各務原 1 5 6 2 18 1 1 6 14 63 1 40 5 2 2 4 7

ｼﾞｮｲﾌﾙ新那加 1 3 6 1 2 5 26 21 2 1 2 2

ｼﾞｮｲﾌﾙ羽島 1 2 9 1 1 6 5 17 12 2 1 2

ｼﾞｮｲﾌﾙ多治見 3 2 1 6 2 3 3 10 38 28 8 3 4 7 15

岐阜エリア小計 1 0 10 13 2 0 0 1 39 4 6 17 34 144 1 101 17 7 8 13 24

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ下諏訪 1 7 11 11 1 1 13 2 3 5 23 60 55 19 2 3 3 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ岡谷 2 1 3 1 12 8 1 1

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ岡谷 2 3 1 5 5 20 18 5 1 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ辰野 1 4 1 1 5 3 7 13 8 1 2

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ辰野 1 5 2 2 22 23 8 1 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ箕輪(上伊那含む) 1 4 1 1 5 1 1 4 8 29 26 8 1 2 1 3

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ日義 3 3 2 14 14 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ木曽 1 1 1 4 2 1 1 3 15 12 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ上松 2 1 1 4 1 1 1 6 16 8 1 2

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ塩尻 6 3 5 3 15 3 5 1 16 60 2 51 18 2 6 17 23

長野エリア小計 1 0 23 33 20 4 1 4 61 9 13 15 71 261 2 223 64 7 20 21 38
本　　　部 1 13 1 6 5 6 2 6 2 1

合計 11 2 124 105 63 17 4 7 270 45 51 99 244 951 7 860 134 44 73 76 148

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ
合計(H30.4.1） 11 4 118 113 59 17 3 6 271 40 48 93 243 932 6 859 111 40 67 69 151

　介実：介護職員実務者研修　福用：福祉用具専門相談員　福住：福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　幼稚園教諭：幼教　保育：保育士

　医：医師　薬：薬剤師　看：看護師　准看：准看護師　ＰＴ：理学療法士　ＯＴ：作業療法士　ＳＴ：言語聴覚士

　健康：健康運動実践指導者　介支：介護支援専門員　管栄：管理栄養士　栄養：栄養士　社福：社会福祉士　社主：社会福祉主事

　介福：介護福祉士　精福：精神保健福祉士　介初:介護職員初任者研修　(ﾍﾙﾊﾟｰ1級・2級、介護職員基礎研修修了者含)

役職名 氏　　名 就任日 任　期 役職名 氏　　名 就任日 任　期

理事長 堤　修三 評議員 安藤　恒三郎

最高顧問・理事 杢野　暉尚 評議員 五十里　明

常務理事 岩﨑  由紀 評議員 上野　千晴

理　事 佐野　利男 評議員 大須賀　豊博

理　事 井口　浩治 評議員 加藤　金三

理　事 竹内　榮二 評議員 小山　まり

理　事 堀　耕一 評議員 酒井　亮介

理　事 有働　奈央 評議員 牧野　髙博

理　事 太田　宏司 評議員 橋本　修三 H29.5.18

監　事 奥村　文章 評議員 中尾　友紀

監　事 足立　彰文 評議員 髙井　隆一

特別顧問 西村　六善 評議員選任・解任委員 羽毛田　信吾

特別顧問 石川　富造 評議員選任・解任委員 堀田　知光

特別顧問 水谷　博昭 評議員選任・解任委員 外山　淳治

○ 社会福祉法人サン・ビジョン
役職名 氏　　名 就任日 任　期 役職名 氏　　名 就任日 任　期

理事長 堤　修三 評議員 安藤　恒三郎

最高顧問・理事 杢野　暉尚 評議員 五十里　明

常務理事 岩﨑  由紀 評議員 上野　千晴

理　事 佐野　利男 評議員 大須賀　豊博

理　事 井口　浩治 評議員 加藤　金三

理　事 富樫　拓也 評議員 小山　まり

理　事 伊藤　大蔵 評議員 酒井　亮介

理　事 赤塚　孝之 評議員 牧野　髙博

理　事 鈴木　浩二郎 評議員 橋本　修三 H29.5.18

監　事 奥村  文章 評議員 中尾　友紀

監　事 足立　彰文 評議員 髙井　隆一

特別顧問 堀澤　増雅 評議員選任・解任委員 羽毛田　信吾

特別顧問 石川　富造 評議員選任・解任委員 堀田　知光

特別顧問 西村　六善 評議員選任・解任委員 外山　淳治

　　　　現役員の任期は、平成30年度終了後3か月以内に開催される定時評議員会の終結の時までとなります。

　　　　サン・ビジョンの現評議員及び現評議員選任・解任委員の任期は、令和2年度終了後3か月以内に開催される定時評議員
　　　　会の終結の時までとなります。

〔７〕役員・評議員・特別顧問・評議員選任解任委員　名簿　　　　　

H29.4.1
H31.3

H29.5.25 H31.3

平成31年3月31日現在

○ 社会福祉法人サンライフ

H29.5.25

H29.5.25

H29.5.25

R3.6

H31.3

H29.4.1 H31.3

H31.3

H31.3

H29.4.1

H30.6.12

H29.4.1

H30.6.12

R3.6

（注）

− 14− − 15−



〔６〕有資格者数 平成31年4月1日現在

医 薬 看 准看 PT OT ST 健康 介支 管栄 栄 社福 社主 介福 精福 介初 介実 福用 福住 幼教 保育

第2ｻﾝﾗｲﾌ江南 3 2 3 1 1 2 4 24 19 3 2 1 5

ﾌﾗﾜｰｺｰﾄ江南 2 13 10 14 3 1 1 35 4 4 9 10 65 72 2 3 5 4

ｼﾞｮｲﾌﾙ江南 1 2 4 9 2 1 1 11 29 34 5 4 1

第2ｼﾞｮｲﾌﾙ江南 6 4 1 1 11 1 1 5 4 42 36 6 3 5

ｼﾞｮｲﾌﾙ布袋 6 4 9 1 2 3 3 28 25 2 1 3 1 3

ｻﾝﾗｲﾌむつみ 1 1 1 1 1 1 3 6 1 1

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ太古の湯 2 4 3 1 1 4 2 4 1 6 20 27 8 1 2 1

江南エリア小計 3 0 32 29 18 5 1 2 72 12 14 22 39 211 0 219 26 11 20 1 15

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井特養棟 6 4 1 10 1 1 6 6 31 1 34 5 1 5 1 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ八田 1 7 6

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井老健棟 1 1 11 4 7 6 1 17 2 1 7 7 39 37 5 5 6

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 4 6 8 1 3 4 11 52 44 3 4 2 1 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ浅山 2 3 3 2 1 1 2 18 13 5

ﾘｿﾞｰﾄ春日井 1 3 4 7 1 5 25 21 2 1 9

春日井エリア小計 1 1 24 20 12 6 1 0 45 6 6 19 32 172 1 155 18 12 14 2 22

ｼﾞｮｲﾌﾙ千種 5 2 8 4 2 3 15 31 30 2 3 1

ｼﾞｮｲﾌﾙ砂田橋 3 2 2 6 1 2 2 6 8 10 1

ｼﾞｮｲﾌﾙ守山保育園 2 14 19

ｼﾞｮｲﾌﾙ名駅 2 1 15 2 5 2 7 5 6 7 20 49 1 44 5 2 5

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ新栄 1 1 4 8 5 3 16 26 2 3

ｻﾝｻﾝ･ｽｸｰﾙ東山公園 1 1 1

ｼﾞｮｲﾌﾙﾄﾞｰﾑ前保育園 1 20 20

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ熱田 1 5 1 1 5 2 2 1 6 22 21 1 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ上前津 2 5 2 6 1 1 13 31 22 2 1 3 1 4

名古屋エリア小計 5 1 34 10 11 2 1 0 40 13 12 20 63 157 1 156 9 7 9 39 48

ｼﾞｮｲﾌﾙ各務原 1 5 6 2 18 1 1 6 14 63 1 40 5 2 2 4 7

ｼﾞｮｲﾌﾙ新那加 1 3 6 1 2 5 26 21 2 1 2 2

ｼﾞｮｲﾌﾙ羽島 1 2 9 1 1 6 5 17 12 2 1 2

ｼﾞｮｲﾌﾙ多治見 3 2 1 6 2 3 3 10 38 28 8 3 4 7 15

岐阜エリア小計 1 0 10 13 2 0 0 1 39 4 6 17 34 144 1 101 17 7 8 13 24

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ下諏訪 1 7 11 11 1 1 13 2 3 5 23 60 55 19 2 3 3 9

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ岡谷 2 1 3 1 12 8 1 1

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ岡谷 2 3 1 5 5 20 18 5 1 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ辰野 1 4 1 1 5 3 7 13 8 1 2

第2ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ辰野 1 5 2 2 22 23 8 1 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ箕輪(上伊那含む) 1 4 1 1 5 1 1 4 8 29 26 8 1 2 1 3

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ日義 3 3 2 14 14 4

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ木曽 1 1 1 4 2 1 1 3 15 12 1

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ上松 2 1 1 4 1 1 1 6 16 8 1 2

ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ塩尻 6 3 5 3 15 3 5 1 16 60 2 51 18 2 6 17 23

長野エリア小計 1 0 23 33 20 4 1 4 61 9 13 15 71 261 2 223 64 7 20 21 38
本　　　部 1 13 1 6 5 6 2 6 2 1

合計 11 2 124 105 63 17 4 7 270 45 51 99 244 951 7 860 134 44 73 76 148

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ
合計(H30.4.1） 11 4 118 113 59 17 3 6 271 40 48 93 243 932 6 859 111 40 67 69 151

　介実：介護職員実務者研修　福用：福祉用具専門相談員　福住：福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　幼稚園教諭：幼教　保育：保育士

　医：医師　薬：薬剤師　看：看護師　准看：准看護師　ＰＴ：理学療法士　ＯＴ：作業療法士　ＳＴ：言語聴覚士

　健康：健康運動実践指導者　介支：介護支援専門員　管栄：管理栄養士　栄養：栄養士　社福：社会福祉士　社主：社会福祉主事

　介福：介護福祉士　精福：精神保健福祉士　介初:介護職員初任者研修　(ﾍﾙﾊﾟｰ1級・2級、介護職員基礎研修修了者含)

役職名 氏　　名 就任日 任　期 役職名 氏　　名 就任日 任　期

理事長 堤　修三 評議員 安藤　恒三郎

最高顧問・理事 杢野　暉尚 評議員 五十里　明

常務理事 岩﨑  由紀 評議員 上野　千晴

理　事 佐野　利男 評議員 大須賀　豊博

理　事 井口　浩治 評議員 加藤　金三

理　事 竹内　榮二 評議員 小山　まり

理　事 堀　耕一 評議員 酒井　亮介

理　事 有働　奈央 評議員 牧野　髙博

理　事 太田　宏司 評議員 橋本　修三 H29.5.18

監　事 奥村　文章 評議員 中尾　友紀

監　事 足立　彰文 評議員 髙井　隆一

特別顧問 西村　六善 評議員選任・解任委員 羽毛田　信吾

特別顧問 石川　富造 評議員選任・解任委員 堀田　知光

特別顧問 水谷　博昭 評議員選任・解任委員 外山　淳治

○ 社会福祉法人サン・ビジョン
役職名 氏　　名 就任日 任　期 役職名 氏　　名 就任日 任　期

理事長 堤　修三 評議員 安藤　恒三郎

最高顧問・理事 杢野　暉尚 評議員 五十里　明

常務理事 岩﨑  由紀 評議員 上野　千晴

理　事 佐野　利男 評議員 大須賀　豊博

理　事 井口　浩治 評議員 加藤　金三

理　事 富樫　拓也 評議員 小山　まり

理　事 伊藤　大蔵 評議員 酒井　亮介

理　事 赤塚　孝之 評議員 牧野　髙博

理　事 鈴木　浩二郎 評議員 橋本　修三 H29.5.18

監　事 奥村  文章 評議員 中尾　友紀

監　事 足立　彰文 評議員 髙井　隆一

特別顧問 堀澤　増雅 評議員選任・解任委員 羽毛田　信吾

特別顧問 石川　富造 評議員選任・解任委員 堀田　知光

特別顧問 西村　六善 評議員選任・解任委員 外山　淳治

　　　　現役員の任期は、平成30年度終了後3か月以内に開催される定時評議員会の終結の時までとなります。

　　　　サン・ビジョンの現評議員及び現評議員選任・解任委員の任期は、令和2年度終了後3か月以内に開催される定時評議員
　　　　会の終結の時までとなります。

〔７〕役員・評議員・特別顧問・評議員選任解任委員　名簿　　　　　

H29.4.1
H31.3

H29.5.25 H31.3

平成31年3月31日現在

○ 社会福祉法人サンライフ

H29.5.25

H29.5.25

H29.5.25

R3.6

H31.3

H29.4.1 H31.3

H31.3

H31.3

H29.4.1

H30.6.12

H29.4.1

H30.6.12

R3.6

（注）

− 14− − 15−



〔 〕平成３０年度 社会福祉法人サンライフ 理事会／評議員会／評議員選任・解任委員会 開催状況

○理事会 
開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③保育園・こども園給与規程の改正について

④居宅介護支援事業所の統合について

⑤評議員の選任候補者の推薦について

⑥定時評議員会の招集について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②平成２９年度第５回理事会第２号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）のそ

の後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②就業規則等の改正について

③岐阜駅東地区市街地再開発事業の計画変更について

④第１回評議員会の招集について

報告事項

①平成３０年度第１回評議員選任・解任委員会の議事録の提出について

②理事長の職務の執行状況の報告について

③平成３０年７月豪雨にかかる義援金の支出について

④平成３０年北海道胆振東部地震にかかる義援金の支出について

⑤重要情報の保護に関するご配慮について（ 関係）

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②定款変更について（基本財産の変更）ジョイフル多治見関連

③定款変更について（基本財産の変更）ジョイフル岐阜駅関連

④施設長等の選任について

⑤給与規程の改正について

⑥経理規程の改正について

⑦杢野暉尚最高顧問・理事の理事退任に伴う保証人の変更について

⑧ジョイフル守山保育園積立金の設定について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②監事監査の報告について

③第１回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①副理事長の解職について

②理事の解任について

③第２回評議員会の開催について

 
 
 
 

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①定款変更について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

③社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

④退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程の廃止について

⑤第３回評議員会の開催について

報告事項

①第２回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

②合併後の諸規程について

 
 
○ 評議員会 

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

定時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

報告事項

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について 
③平成２９年度第２回評議員会第１号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）

のその後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の解任について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②定款変更について

③定款変更について

④定款変更について

⑤社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

⑥社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

⑦退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

報告事項

①重要情報の保護に関するご配慮について ＩＳＯ２７００１関係
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〔 〕平成３０年度 社会福祉法人サンライフ 理事会／評議員会／評議員選任・解任委員会 開催状況

○理事会 
開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③保育園・こども園給与規程の改正について

④居宅介護支援事業所の統合について

⑤評議員の選任候補者の推薦について

⑥定時評議員会の招集について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②平成２９年度第５回理事会第２号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）のそ

の後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②就業規則等の改正について

③岐阜駅東地区市街地再開発事業の計画変更について

④第１回評議員会の招集について

報告事項

①平成３０年度第１回評議員選任・解任委員会の議事録の提出について

②理事長の職務の執行状況の報告について

③平成３０年７月豪雨にかかる義援金の支出について

④平成３０年北海道胆振東部地震にかかる義援金の支出について

⑤重要情報の保護に関するご配慮について（ 関係）

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②定款変更について（基本財産の変更）ジョイフル多治見関連

③定款変更について（基本財産の変更）ジョイフル岐阜駅関連

④施設長等の選任について

⑤給与規程の改正について

⑥経理規程の改正について

⑦杢野暉尚最高顧問・理事の理事退任に伴う保証人の変更について

⑧ジョイフル守山保育園積立金の設定について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②監事監査の報告について

③第１回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①副理事長の解職について

②理事の解任について

③第２回評議員会の開催について

 
 
 
 

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①定款変更について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

③社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

④退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程の廃止について

⑤第３回評議員会の開催について

報告事項

①第２回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

②合併後の諸規程について

 
 
○ 評議員会 

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

定時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

報告事項

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について 
③平成２９年度第２回評議員会第１号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）

のその後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の解任について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②定款変更について

③定款変更について

④定款変更について

⑤社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

⑥社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

⑦退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

報告事項

①重要情報の保護に関するご配慮について ＩＳＯ２７００１関係
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○評議員選任・解任委員会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第１回

サンサン リゾート新栄

会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

① 評議員の選任について

 

〔 〕平成３０年度 社会福祉法人サン・ビジョン 理事会／評議員会／評議員選任・解任委員会 開催状況

○理事会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③評議員の選任候補者の推薦について

④定時評議員会の招集について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②平成２９年度第５回理事会第２号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）のそ

の後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②定款変更について

③理事の推薦について

④監事の推薦について

⑤デイサービスセンターグレイスフル春日井 認知症対応型 廃止について

⑥施設長等の選任について

⑦就業規則等の改正について

⑧第１回評議員会の招集について

報告事項

①平成３０年度第１回評議員選任・解任委員会の議事録の提出について

②理事長の職務の執行状況の報告について

③平成３０年７月豪雨にかかる義援金の支出について

④平成３０年北海道胆振東部地震にかかる義援金の支出について

⑤重要情報の保護に関するご配慮について（ 関係）

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②施設長等の選任について

③給与規程の改正について

④経理規程の改正について

⑤杢野暉尚最高顧問・理事の理事退任に伴う保証人の変更について

⑥グレイスフル春日井（特養棟）大規模改修計画の変更について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②監事監査の報告について

③第１回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①副理事長の解職について

②理事の解任について

③第２回評議員会の開催について
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○評議員選任・解任委員会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第１回

サンサン リゾート新栄

会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

① 評議員の選任について

 

〔 〕平成３０年度 社会福祉法人サン・ビジョン 理事会／評議員会／評議員選任・解任委員会 開催状況

○理事会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③評議員の選任候補者の推薦について

④定時評議員会の招集について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②平成２９年度第５回理事会第２号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）のそ

の後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②定款変更について

③理事の推薦について

④監事の推薦について

⑤デイサービスセンターグレイスフル春日井 認知症対応型 廃止について

⑥施設長等の選任について

⑦就業規則等の改正について

⑧第１回評議員会の招集について

報告事項

①平成３０年度第１回評議員選任・解任委員会の議事録の提出について

②理事長の職務の執行状況の報告について

③平成３０年７月豪雨にかかる義援金の支出について

④平成３０年北海道胆振東部地震にかかる義援金の支出について

⑤重要情報の保護に関するご配慮について（ 関係）

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②施設長等の選任について

③給与規程の改正について

④経理規程の改正について

⑤杢野暉尚最高顧問・理事の理事退任に伴う保証人の変更について

⑥グレイスフル春日井（特養棟）大規模改修計画の変更について

報告事項

①理事長の職務の執行状況の報告について

②監事監査の報告について

③第１回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①副理事長の解職について

②理事の解任について

③第２回評議員会の開催について
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第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

③給与規程の改正について

④グレイスフル下諏訪 グループホーム大規模改修計画および職員寮（単身者棟）取り壊し計

画について

⑤グレイスフル辰野 大規模改修工事について

⑥退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

⑦第３回評議員会の開催について

報告事項

①第２回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

②合併後の諸規程について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の推薦について

②第３回評議員会の開催について

 
○ 評議員会 

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

定時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

報告事項

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③平成２９年度第２回評議員会第１号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）の

その後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②定款変更について

③理事の選任について

④理事の選任について

⑤理事の選任について

⑥理事の選任について

⑦理事の選任について

⑧理事の選任について

⑨理事の選任について

⑩理事の選任について

⑪理事の選任について

⑫理事の選任について

⑬監事選任について

⑭監事選任について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の解任について 

 

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

③社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

④退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

⑤理事の選任について

⑥理事の選任について

⑦理事の選任について

⑧理事の選任について

⑨理事の選任について

⑩理事の選任について

⑪理事の選任について

⑫理事の選任について

⑬理事の選任について

報告事項

①重要情報の保護に関するご配慮について ＩＳＯ２７００１関係

 
 
 

○評議員選任・解任委員会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第１回

サンサン リゾート新栄

会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

① 評議員の選任について
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第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

③給与規程の改正について

④グレイスフル下諏訪 グループホーム大規模改修計画および職員寮（単身者棟）取り壊し計

画について

⑤グレイスフル辰野 大規模改修工事について

⑥退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

⑦第３回評議員会の開催について

報告事項

①第２回コンプライアンス委員会の審議結果の報告について

②合併後の諸規程について

第 回臨時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の推薦について

②第３回評議員会の開催について

 
○ 評議員会 

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

定時

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

報告事項

①平成２９年度事業報告について

②平成２９年度決算について

③平成２９年度第２回評議員会第１号議案（定款変更（理事の職務及び権限等）について）の

その後の経過について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①合併契約締結の承認について

②定款変更について

③理事の選任について

④理事の選任について

⑤理事の選任について

⑥理事の選任について

⑦理事の選任について

⑧理事の選任について

⑨理事の選任について

⑩理事の選任について

⑪理事の選任について

⑫理事の選任について

⑬監事選任について

⑭監事選任について

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①理事の解任について 

 

第 回

ジョイフル千種

第 会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

①平成３０年度第一次補正予算について

②社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度事業計画について

③社会福祉法人サン・ビジョン ２０１９年度予算について

④退職慰労金の取扱い及び役員等報酬規程等の廃止について

⑤理事の選任について

⑥理事の選任について

⑦理事の選任について

⑧理事の選任について

⑨理事の選任について

⑩理事の選任について

⑪理事の選任について

⑫理事の選任について

⑬理事の選任について

報告事項

①重要情報の保護に関するご配慮について ＩＳＯ２７００１関係

 
 
 

○評議員選任・解任委員会

開催年月日

開催場所
議案／報告事項

第１回

サンサン リゾート新栄

会議室

開会：午後 時 分

閉会：午後 時 分

議案

① 評議員の選任について
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〔10〕平成３０年度 経営会議Ⅰ部、経営会議Ⅱ部及び人事会議 開催状況

＜経営会議Ⅰ＞
○ 開催日、開催場所

開催日 開催場所
平成30年 4月20日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 5月17日(木) JF千種　第1会議室

平成30年 6月15日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 7月13日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 8月20日(月) JF千種　第1会議室

平成30年 9月13日(木) JF千種　第1会議室

平成30年10月15日(月) JF千種　第1会議室

平成30年11月20日(火) JF千種　第1会議室

平成30年12月14日(金) JF千種　第1会議室

平成31年 1月17日(木) JF千種　第1会議室

平成31年 2月20日(水) JF千種　第1会議室

平成31年 3月18日(月) JF千種　第1会議室

○出席者　　　　　　　　　　　　(平成3１年3月現在)
役　　　　職 氏　名

堤　修三
岩﨑　由紀
堀　耕一

伊藤　大蔵
江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央
ジョイフル岐阜駅　事業開発準備室　室長 太田　宏司
名古屋エリア責任者心得／ジョイフル千種　施設長 赤塚　孝之
春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也
長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪　施設長 鈴木　浩二郎
財務部　統括責任者 安藤　孝
総務・人事部　部長 太　和律
サンライフ、サン・ビジョン　監事 足立　彰文
内部監査責任者 佐合　広利

担当施設長 特養ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔
部会長 フラワーコート江南　副施設マネージャー／主任相談員 村瀬　弘樹

担当施設長 特養グレイスフル下諏訪　施設長 大兼政　亮起
部会長 大型デイケアセンターグレイスフル下諏訪　リハビリ主任 尾崎　弘樹

担当施設長 ジョイフル砂田橋　施設長 池田　真理子
部会長 ジョイフル布袋　管理栄養士 岡嵜　美幸

担当施設長 大型デイサービスセンター　サンサンリゾート　グレイスフル春日井　所長  平木　謙輔　
部会長 デイケアセンター  グレイスフル春日井　所長 蛯原　綾子

担当施設長 ジョイフル布袋　施設長 林　克幸
部会長 老健ジョイフル名駅　介護長 日下　政幸

小規模多機能 担当施設長 グレイスフル塩尻　在宅施設長 山田  聖子
型居宅介護部会 部会長 ジョイフル新那加　ケアマネジャー  馬場　春光

担当施設長 ジョイフル多治見　施設長 鶴巣　操
部会長 サン・サンこども園　園長 山本　厚一

グループホーム 担当施設長 グレイスフル上松　施設長 桑原　由美子
部会 部会長 グレイスフル日義　ハウスマネージャー 上垣外　郁子

施設ケアマネ 担当施設長 ジョイフル江南　施設長 池元　静香
部会 部会長 特養グレイスフル下諏訪　ケアマネージャー 松井　毅

担当施設長 フラワーコート江南　施設マネージャー 濱　佐智子
部会長 ジョイフル各務原　看護長 足立　ゆかり

担当施設長 長野エリア事務センター　センター長 名村　克久
部会長 江南・岐阜エリア事務センター　事務主任 苅谷　泰宏

居宅介護 担当施設長 老健グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫
支援事業所部会 部会長 介護支援センター　フラワーコート江南　所長 横井　貴史

ヘルパー
ステーション部門

第2ジョイフル江南　施設長 南　貴晃
グレイスフル岡谷／第2グレイスフル岡谷　地域マネージャー 小林　美貴
特養ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔
老健グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫

開催回数
第 1 回

出席部会
保育部会、グループホーム部会、 施設ケアマネ部会、小規模多機能型居宅介護部会、

相談員部会、居宅介護支援事業所部会

主な議題 平成３０年度 事業計画(案)について、重要事項説明書の改訂について等
第 2 回

出席部会 介護部会、通所部会、看護部会
主な議題 平成３０年度 事業計画(案)について、平成３０年度改定事項に伴う「身体拘束等の適正化」について等
第 3 回

出席部会 栄養士部会、事務部会、通所部会、保育部会、介護部会
主な議題 生活機能向上連携加算の取得について、事故報告書　書式登録について等
第 4 回

出席部会 相談員部会、介護部会、リハビリ部会
主な議題 法人共通未収金マニュアルの見直しについて、個別機能訓練実施計画書の変更について等
第 5 回

出席部会 相談員部会、介護部会、通所部会
主な議題 法人減免の内規見直しについて、ISO9001　再発防止・水平展開マニュアルの改定について等
第 6 回

出席部会 住宅部門、保育部会、事務部会、通所部会
主な議題 住宅型施設の待機者について、資格手当・職務手当の拡充について等
第 7 回

出席部会 介護部会、通所部会
主な議題 平成31年度　新規採用職員集合研修について、交通違反報告書及び車輌事故報告書について等
第 8 回

出席部会 相談員部会、保育部会
主な議題 身元引受人・委任を受けた者・緊急連絡先・連帯保証人　変更届について、主幹保育教諭養成コースについて等
第 9 回

出席部会
居宅介護支援事業所部会、養護老人ホーム部門、栄養士部会、小規模多機能型居宅介護部会

リハビリ部会
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第10回

出席部会 相談員部会、保育部会、グループホーム部会、施設ケアマネ部会、住宅部門
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第11回

出席部会 介護部会、看護部会、ヘルパーステーション部門、通所部会、事務部会
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第12回

出席部会 リハビリ部会、居宅介護支援事業所部会、ヘルパーステーション部門、栄養士部会、養護老人ホーム部門、相談員部会

主な議題 平成３０年度活動報告

区　分
サンライフ、サン・ビジョン　理事長

サンライフ、サン･ビジョン　常務理事

江南・岐阜エリア

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア）
エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア）

名古屋エリア
春日井・多治見エリア

本部

オブザーバー

相談員部会

長野エリア

担当者 介護支援センター　フラワーコート江南　所長 横井　貴史

リハビリ部会

栄養士部会

通所部会

介護部会

保育部会

看護部会

住宅部門 担当者 グレイスフル上前津　副施設長 加藤　徳男

事務局（議事録）

事務部会

養護老人ホーム
部門

担当者 ジョイフル羽島　施設長 坂井田　嘉代

＜経営会議Ⅱ部＞

○ 開催日、開催場所

開催回数 開催日 開催場所

第 1 回 平成30年 4月20日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 2 回 平成30年 5月17日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第 3 回 平成30年 6月15日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 4 回 平成30年 7月13日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 5 回 平成30年 8月20日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

第 6 回 平成30年 9月13日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第 7 回 平成30年10月15日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

第 8 回 平成30年11月20日(火) JF千種　第１会議室

主な議題

第 9 回 平成30年12月14日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第10回 平成31年 1月17日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第11回 平成31年 2月 20日(水) JF千種　第１会議室

主な議題

第12回 平成31年 3月 18日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

○出席者　　　　　　　　　　　　(平成31年3月現在)
区　分 役　　　　職 氏　名

堤　修三

岩﨑　由紀

堀　耕一

伊藤　大蔵

江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央

ジョイフル岐阜駅　事業開発準備室　室長 太田　宏司

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得／ジョイフル千種　施設長 赤塚　孝之
春日井・多治見エリア 春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也

長野エリア 長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪　施設長 鈴木　浩二郎

総務・人事部長 太　和律

財務統括責任者 安藤　孝

サンライフ、サン･ビジョン　監事 足立　彰文

内部監査責任者 佐合　広利

第２ジョイフル江南　施設長 南　貴晃

特養　ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔

グレイスフル岡谷　第２グレイスフル岡谷　地域マネージャー 小林　美貴

老健　グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア）

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア）

本部

ＩSO監査、内部ケアサービス監査の効率化について、法人ホームページについて、各エリア・本部からの提案内容等

平成30年度内部監査計画について、年俸職員の給与についての考え方、各エリア・本部からの提案内容等

カーリースについて、収支報告について、職員手帳について、各エリア・本部からの提案内容等

災害時を想定した訓練について、資格手当の変更について、各エリア・本部からの提案内容等

求人サイトのスポンサー表示にかける費用について、春日井エリア事業運営について、各エリア・本部からの提案内容等

サンライフ、サン・ビジョン　常務理事

ISO27001法人事務局より、経理規程細則の改正案について、各エリア・本部からの提案内容等

事務局
（議事録）

JF岐阜駅駐車場料金の補助内規（案）について、入職手当の変更（案）について、各エリア・本部からの提案内容等

2019年度　経営方針について、外国人介護人材の確保策、経理規程の改定について、各エリア・本部からの提案内容等

2019年度の事業計画の作成について、法人統合に関する管理体制について、各エリア・本部　からの提案内容等

職員派遣に関する内規の変更について、ハラスメント対応マニュアルについて、各エリア・本部からの提案内容等

処遇改善期末手当の支給額算定について、献立作成ソフトの変更について、各エリア・本部からの提案内容等

オブザーバー

サンライフ、サン・ビジョン　理事長

江南・岐阜
エリア

ISO9001法人事務局より、2020年度EPA職員の採用数決定について、各エリア・本部からの提案内容等
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〔10〕平成３０年度 経営会議Ⅰ部、経営会議Ⅱ部及び人事会議 開催状況

＜経営会議Ⅰ＞
○ 開催日、開催場所

開催日 開催場所
平成30年 4月20日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 5月17日(木) JF千種　第1会議室

平成30年 6月15日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 7月13日(金) JF千種　第1会議室

平成30年 8月20日(月) JF千種　第1会議室

平成30年 9月13日(木) JF千種　第1会議室

平成30年10月15日(月) JF千種　第1会議室

平成30年11月20日(火) JF千種　第1会議室

平成30年12月14日(金) JF千種　第1会議室

平成31年 1月17日(木) JF千種　第1会議室

平成31年 2月20日(水) JF千種　第1会議室

平成31年 3月18日(月) JF千種　第1会議室

○出席者　　　　　　　　　　　　(平成3１年3月現在)
役　　　　職 氏　名

堤　修三
岩﨑　由紀
堀　耕一

伊藤　大蔵
江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央
ジョイフル岐阜駅　事業開発準備室　室長 太田　宏司
名古屋エリア責任者心得／ジョイフル千種　施設長 赤塚　孝之
春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也
長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪　施設長 鈴木　浩二郎
財務部　統括責任者 安藤　孝
総務・人事部　部長 太　和律
サンライフ、サン・ビジョン　監事 足立　彰文
内部監査責任者 佐合　広利

担当施設長 特養ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔
部会長 フラワーコート江南　副施設マネージャー／主任相談員 村瀬　弘樹

担当施設長 特養グレイスフル下諏訪　施設長 大兼政　亮起
部会長 大型デイケアセンターグレイスフル下諏訪　リハビリ主任 尾崎　弘樹

担当施設長 ジョイフル砂田橋　施設長 池田　真理子
部会長 ジョイフル布袋　管理栄養士 岡嵜　美幸

担当施設長 大型デイサービスセンター　サンサンリゾート　グレイスフル春日井　所長  平木　謙輔　
部会長 デイケアセンター  グレイスフル春日井　所長 蛯原　綾子

担当施設長 ジョイフル布袋　施設長 林　克幸
部会長 老健ジョイフル名駅　介護長 日下　政幸

小規模多機能 担当施設長 グレイスフル塩尻　在宅施設長 山田  聖子
型居宅介護部会 部会長 ジョイフル新那加　ケアマネジャー  馬場　春光

担当施設長 ジョイフル多治見　施設長 鶴巣　操
部会長 サン・サンこども園　園長 山本　厚一

グループホーム 担当施設長 グレイスフル上松　施設長 桑原　由美子
部会 部会長 グレイスフル日義　ハウスマネージャー 上垣外　郁子

施設ケアマネ 担当施設長 ジョイフル江南　施設長 池元　静香
部会 部会長 特養グレイスフル下諏訪　ケアマネージャー 松井　毅

担当施設長 フラワーコート江南　施設マネージャー 濱　佐智子
部会長 ジョイフル各務原　看護長 足立　ゆかり

担当施設長 長野エリア事務センター　センター長 名村　克久
部会長 江南・岐阜エリア事務センター　事務主任 苅谷　泰宏

居宅介護 担当施設長 老健グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫
支援事業所部会 部会長 介護支援センター　フラワーコート江南　所長 横井　貴史

ヘルパー
ステーション部門

第2ジョイフル江南　施設長 南　貴晃
グレイスフル岡谷／第2グレイスフル岡谷　地域マネージャー 小林　美貴
特養ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔
老健グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫

開催回数
第 1 回

出席部会
保育部会、グループホーム部会、 施設ケアマネ部会、小規模多機能型居宅介護部会、

相談員部会、居宅介護支援事業所部会

主な議題 平成３０年度 事業計画(案)について、重要事項説明書の改訂について等
第 2 回

出席部会 介護部会、通所部会、看護部会
主な議題 平成３０年度 事業計画(案)について、平成３０年度改定事項に伴う「身体拘束等の適正化」について等
第 3 回

出席部会 栄養士部会、事務部会、通所部会、保育部会、介護部会
主な議題 生活機能向上連携加算の取得について、事故報告書　書式登録について等
第 4 回

出席部会 相談員部会、介護部会、リハビリ部会
主な議題 法人共通未収金マニュアルの見直しについて、個別機能訓練実施計画書の変更について等
第 5 回

出席部会 相談員部会、介護部会、通所部会
主な議題 法人減免の内規見直しについて、ISO9001　再発防止・水平展開マニュアルの改定について等
第 6 回

出席部会 住宅部門、保育部会、事務部会、通所部会
主な議題 住宅型施設の待機者について、資格手当・職務手当の拡充について等
第 7 回

出席部会 介護部会、通所部会
主な議題 平成31年度　新規採用職員集合研修について、交通違反報告書及び車輌事故報告書について等
第 8 回

出席部会 相談員部会、保育部会
主な議題 身元引受人・委任を受けた者・緊急連絡先・連帯保証人　変更届について、主幹保育教諭養成コースについて等
第 9 回

出席部会
居宅介護支援事業所部会、養護老人ホーム部門、栄養士部会、小規模多機能型居宅介護部会

リハビリ部会
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第10回

出席部会 相談員部会、保育部会、グループホーム部会、施設ケアマネ部会、住宅部門
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第11回

出席部会 介護部会、看護部会、ヘルパーステーション部門、通所部会、事務部会
主な議題 平成３１年度 事業計画(案)について
第12回

出席部会 リハビリ部会、居宅介護支援事業所部会、ヘルパーステーション部門、栄養士部会、養護老人ホーム部門、相談員部会

主な議題 平成３０年度活動報告

区　分
サンライフ、サン・ビジョン　理事長

サンライフ、サン･ビジョン　常務理事

江南・岐阜エリア

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア）
エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア）

名古屋エリア
春日井・多治見エリア

本部

オブザーバー

相談員部会

長野エリア

担当者 介護支援センター　フラワーコート江南　所長 横井　貴史

リハビリ部会

栄養士部会

通所部会

介護部会

保育部会

看護部会

住宅部門 担当者 グレイスフル上前津　副施設長 加藤　徳男

事務局（議事録）

事務部会

養護老人ホーム
部門

担当者 ジョイフル羽島　施設長 坂井田　嘉代

＜経営会議Ⅱ部＞

○ 開催日、開催場所

開催回数 開催日 開催場所

第 1 回 平成30年 4月20日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 2 回 平成30年 5月17日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第 3 回 平成30年 6月15日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 4 回 平成30年 7月13日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第 5 回 平成30年 8月20日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

第 6 回 平成30年 9月13日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第 7 回 平成30年10月15日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

第 8 回 平成30年11月20日(火) JF千種　第１会議室

主な議題

第 9 回 平成30年12月14日(金) JF千種　第１会議室

主な議題

第10回 平成31年 1月17日(木) JF千種　第１会議室

主な議題

第11回 平成31年 2月 20日(水) JF千種　第１会議室

主な議題

第12回 平成31年 3月 18日(月) JF千種　第１会議室

主な議題

○出席者　　　　　　　　　　　　(平成31年3月現在)
区　分 役　　　　職 氏　名

堤　修三

岩﨑　由紀

堀　耕一

伊藤　大蔵

江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央

ジョイフル岐阜駅　事業開発準備室　室長 太田　宏司

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得／ジョイフル千種　施設長 赤塚　孝之
春日井・多治見エリア 春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也

長野エリア 長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪　施設長 鈴木　浩二郎

総務・人事部長 太　和律

財務統括責任者 安藤　孝

サンライフ、サン･ビジョン　監事 足立　彰文

内部監査責任者 佐合　広利

第２ジョイフル江南　施設長 南　貴晃

特養　ジョイフル名駅　施設長 原　浩輔

グレイスフル岡谷　第２グレイスフル岡谷　地域マネージャー 小林　美貴

老健　グレイスフル春日井　施設マネージャー 杉戸　繁夫

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア）

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア）

本部

ＩSO監査、内部ケアサービス監査の効率化について、法人ホームページについて、各エリア・本部からの提案内容等

平成30年度内部監査計画について、年俸職員の給与についての考え方、各エリア・本部からの提案内容等

カーリースについて、収支報告について、職員手帳について、各エリア・本部からの提案内容等

災害時を想定した訓練について、資格手当の変更について、各エリア・本部からの提案内容等

求人サイトのスポンサー表示にかける費用について、春日井エリア事業運営について、各エリア・本部からの提案内容等

サンライフ、サン・ビジョン　常務理事

ISO27001法人事務局より、経理規程細則の改正案について、各エリア・本部からの提案内容等

事務局
（議事録）

JF岐阜駅駐車場料金の補助内規（案）について、入職手当の変更（案）について、各エリア・本部からの提案内容等

2019年度　経営方針について、外国人介護人材の確保策、経理規程の改定について、各エリア・本部からの提案内容等

2019年度の事業計画の作成について、法人統合に関する管理体制について、各エリア・本部　からの提案内容等

職員派遣に関する内規の変更について、ハラスメント対応マニュアルについて、各エリア・本部からの提案内容等

処遇改善期末手当の支給額算定について、献立作成ソフトの変更について、各エリア・本部からの提案内容等

オブザーバー

サンライフ、サン・ビジョン　理事長

江南・岐阜
エリア

ISO9001法人事務局より、2020年度EPA職員の採用数決定について、各エリア・本部からの提案内容等
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＜人事会議＞
○ 開催日、開催場所

開催回数 開催日 開催場所

第 1 回 平成30年　4月26日(木)

議題 ジョイフル岐阜駅への職員異動について

「心得」と「見習い」の整理について

幹部職員給与規程 第5条の取扱いについて

平成30年夏期賞与支給要綱について

第 2 回 平成30年　5月11日(金)

議題 平成30年度 幹部職員の昇給額について

第 3 回 平成30年　6月27日(木)

議題 所長、介護長、相談員、事務員の給与について

第 4 回 平成30年10月26日(金)

議題 ジョイフル岐阜駅について

タイムカードの導入について

平成30年度 冬期賞与支給要綱について

法人合併に伴う、社会保険、雇用保険の管理体制について

65歳定年後の再雇用について

第 5 回 平成30年11月26日(月)

議題 平成31年度 人事について

在籍出向、人事異動、転籍出向に関する規程（内規）について

第 6 回 平成30年12月27日(木)

議題 平成31年度 人事について

在籍出向、人事異動、転籍出向に関する規程（内規）について

第 7 回 平成31年　1月30日(水)

議題 平成31年度 GW（4/27～5/7）の勤務について

地域手当について

第 8 回 平成31年　2月20日(水)

議題 タイムカード導入施設からの報告／メリット・ﾃﾞﾒﾘｯﾄ、問題点など

介護職SSS（10段階）について

○出席者　(平成31年3月現在)

区　分 役　　　　職 氏　名

岩﨑　由紀

江南・春日井・岐阜エリア エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア担当） 堀　耕一

長野・名古屋エリア エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア担当） 伊藤　大蔵

春日井・多治見エリア 春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也

江南・岐阜エリア 江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央

長野エリア 長野エリア責任者心得 鈴木　浩二郎

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得 赤塚　孝之

本　部 総務・人事部長 太　和律

JF千種　第2会議室

サンライフ、サン・ビジョン　常務理事

JF千種　第2会議室

JF千種　第2会議室

JF千種　第2会議室

JF名駅　地下１F
役員室

JF名駅　地下１F
役員室

JF千種　応接室

JF名駅　地下１F
役員室

〔11〕平成３０年度 社会福祉法人サンライフ、サン･ビジョン コンプライアンス委員会 開催状況 

 

開催年月日 

開催場所 
議案／報告事項 

第1回 

H30.10.26 

ジョイフル名駅地下1F  

地域交流センター 

開会：午後3時30分 

閉会：午後5時50分 

議案 

①平成30年度上半期の法令違反のおそれのある事案の発生状況等について 

②平成30年度上半期の内部監査結果等について 

③今後の進め方、法人に対する意見等について 

 

第2回 

H31.2.21 

ジョイフル千種1F 

第1会議室 

開会：午後4時00分 

閉会：午後5時50分 

議案 

①平成30年10月～12月期の法令違反のおそれのある事案の発生状況等について 

②平成30年10月～12月期の内部監査結果等について 

③今後の進め方、法人に対する意見等について 

 

 

 

○出席者 

委員 

区分 役職 氏名 

名古屋市立大学人文社会学部 非常勤講師 伊藤 彰 

愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科 准教授 中尾 友紀 

サンライフ、サン･ビジョン 理事長 堤 修三 

サンライフ、サン･ビジョン 常務理事 岩﨑 由紀 

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア） 堀 耕一 

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア） 伊藤 大蔵 

江南・岐阜エリア 江南・岐阜エリア責任者 有働 奈央 

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得 兼 ジョイフル千種 施設長 赤塚 孝之 

春日井・多治見

エリア 
春日井・多治見エリア責任者 富樫 拓也 

長野エリア 長野エリア責任者心得 鈴木 浩二郎 

 
職員 

区分 役職 氏名 

江南・岐阜エリア ＩＳＯ内部監査責任者 本部 まりこ※ 

春日井・多治見

エリア 
ＩＳＯ内部監査責任者 平木 謙輔※ 

長野エリア ＩＳＯ内部監査責任者 増沢 百合子※ 

名古屋エリア 
ＩＳＯ内部監査責任者 松倉 亜希※ 

安心・信頼システム統括責任者 可児 大幸※ 

本部 

内部監査責任者 佐合 広利 

総務部長 兼 人事部長 太 和律 

ＩＳＯ内部監査責任者 安藤 孝※ 

情報保護・管理システム統括責任者 山本 悦久※ 

内部監査責任者付 藤井 博規 

※第2回出席者 
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＜人事会議＞
○ 開催日、開催場所

開催回数 開催日 開催場所

第 1 回 平成30年　4月26日(木)

議題 ジョイフル岐阜駅への職員異動について

「心得」と「見習い」の整理について

幹部職員給与規程 第5条の取扱いについて

平成30年夏期賞与支給要綱について

第 2 回 平成30年　5月11日(金)

議題 平成30年度 幹部職員の昇給額について

第 3 回 平成30年　6月27日(木)

議題 所長、介護長、相談員、事務員の給与について

第 4 回 平成30年10月26日(金)

議題 ジョイフル岐阜駅について

タイムカードの導入について

平成30年度 冬期賞与支給要綱について

法人合併に伴う、社会保険、雇用保険の管理体制について

65歳定年後の再雇用について

第 5 回 平成30年11月26日(月)

議題 平成31年度 人事について

在籍出向、人事異動、転籍出向に関する規程（内規）について

第 6 回 平成30年12月27日(木)

議題 平成31年度 人事について

在籍出向、人事異動、転籍出向に関する規程（内規）について

第 7 回 平成31年　1月30日(水)

議題 平成31年度 GW（4/27～5/7）の勤務について

地域手当について

第 8 回 平成31年　2月20日(水)

議題 タイムカード導入施設からの報告／メリット・ﾃﾞﾒﾘｯﾄ、問題点など

介護職SSS（10段階）について

○出席者　(平成31年3月現在)

区　分 役　　　　職 氏　名

岩﨑　由紀

江南・春日井・岐阜エリア エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア担当） 堀　耕一

長野・名古屋エリア エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア担当） 伊藤　大蔵

春日井・多治見エリア 春日井・多治見エリア責任者 富樫　拓也

江南・岐阜エリア 江南・岐阜エリア責任者 有働　奈央

長野エリア 長野エリア責任者心得 鈴木　浩二郎

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得 赤塚　孝之

本　部 総務・人事部長 太　和律

JF千種　第2会議室

サンライフ、サン・ビジョン　常務理事

JF千種　第2会議室

JF千種　第2会議室

JF千種　第2会議室

JF名駅　地下１F
役員室

JF名駅　地下１F
役員室

JF千種　応接室

JF名駅　地下１F
役員室

〔11〕平成３０年度 社会福祉法人サンライフ、サン･ビジョン コンプライアンス委員会 開催状況 

 

開催年月日 

開催場所 
議案／報告事項 

第1回 

H30.10.26 

ジョイフル名駅地下1F  

地域交流センター 

開会：午後3時30分 

閉会：午後5時50分 

議案 

①平成30年度上半期の法令違反のおそれのある事案の発生状況等について 

②平成30年度上半期の内部監査結果等について 

③今後の進め方、法人に対する意見等について 

 

第2回 

H31.2.21 

ジョイフル千種1F 

第1会議室 

開会：午後4時00分 

閉会：午後5時50分 

議案 

①平成30年10月～12月期の法令違反のおそれのある事案の発生状況等について 

②平成30年10月～12月期の内部監査結果等について 

③今後の進め方、法人に対する意見等について 

 

 

 

○出席者 

委員 

区分 役職 氏名 

名古屋市立大学人文社会学部 非常勤講師 伊藤 彰 

愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科 准教授 中尾 友紀 

サンライフ、サン･ビジョン 理事長 堤 修三 

サンライフ、サン･ビジョン 常務理事 岩﨑 由紀 

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア） 堀 耕一 

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア） 伊藤 大蔵 

江南・岐阜エリア 江南・岐阜エリア責任者 有働 奈央 

名古屋エリア 名古屋エリア責任者心得 兼 ジョイフル千種 施設長 赤塚 孝之 

春日井・多治見

エリア 
春日井・多治見エリア責任者 富樫 拓也 

長野エリア 長野エリア責任者心得 鈴木 浩二郎 

 
職員 

区分 役職 氏名 

江南・岐阜エリア ＩＳＯ内部監査責任者 本部 まりこ※ 

春日井・多治見

エリア 
ＩＳＯ内部監査責任者 平木 謙輔※ 

長野エリア ＩＳＯ内部監査責任者 増沢 百合子※ 

名古屋エリア 
ＩＳＯ内部監査責任者 松倉 亜希※ 

安心・信頼システム統括責任者 可児 大幸※ 

本部 

内部監査責任者 佐合 広利 

総務部長 兼 人事部長 太 和律 

ＩＳＯ内部監査責任者 安藤 孝※ 

情報保護・管理システム統括責任者 山本 悦久※ 

内部監査責任者付 藤井 博規 

※第2回出席者 
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〔12〕平成３０年度 管理者勉強会 開催状況 

○ 開催日、講演/報告概要等 

開催回 開催日 開催場所 講演／報告内容 講師／報告者 

第１回 
4 月 23 日

（月） 
ジョイフル名駅 「ハラスメント防止研修」 フローリッシュ社労士事務所 所長 新美 智美 氏 

第 2 回 
5 月 31 日（月） 

サンサン リゾート新栄 

「2018 年度介護報酬改定を読み解く～介護報酬改定

から今後の介護事業を見据える～」          

㈱日本経営 組織人事コンサルティング  

主任 沼田 潤氏  

「海外人材確保と事業展開について」 ㈱日本経営 海外事業担当副部長 古屋 友貴氏   

第３回 
7 月 20 日

（金） 

サンサン リゾート 

新栄 
「ホテルに学ぶ「しつらえ」と「最高のサービス」とは」 ホテルナゴヤキャッスル 宴会副支配人  林 義男 氏 

第４回 
8 月 23 日

（木） 
ジョイフル名駅 「障害者の雇用管理について」 

愛知障害者職業センター 障害者職業カウンセラー 

野村 奈美 氏 

第５回 
９月１９日

（水） 

サンサン リゾート 

新栄 

「今どきの若者の気質を知り、採用・定着・活躍人材の

見極めポイントを考える」 
名古屋経済大学 キャリアセンター長 大黒 光一 氏 

第６回 
10 月 29 日

（月） 
ジョイフル名駅 「認知症鉄道事故裁判 がもたらしたもの」    

社会福祉法人サンライフ／社会福祉法人サン・ビジョン 

評議員 高井隆一 氏 

第７回 
11 月 26 日

（月） 
ジョイフル名駅 「北米出張報告」    

社会福祉法人サン・ビジョン 

グレイスフル岡谷、第 2 グレイスフル岡谷 

地域マネージャー 小林 美貴 氏 

第８回 
12 月 18 日

（火） 
ジョイフル名駅 「オーストラリア研修報告」 

社会福祉法人サンライフ／社会福祉法人サン・ビジョン 

オーストラリア研修参加職員 

第９回 
１月 30 日

（水） 
ジョイフル名駅  「災害史から学ぶ防災」 名古屋大学 客員教授 溝口 常俊 氏 

第 10回 
3 月 1 日

（金） 

サンサン リゾート 

新栄 
 「外国人雇用における制度とコミュニケーション」 

愛知県立大学多文化共生研究所／通訳翻訳研究所  

客員共同研究員  神田 すみれ 氏 

 

○ 管理者勉強会参加者                             （平成 3１年 3 月現在） 
区 分 役    職 氏 名 

サンライフ／サン・ビジョン 理事長 堤 修三 

サンライフ／サン・ビジョン 常務理事 岩﨑 由紀 

サンライフ／サン・ビジョン 理事 佐野 利男 

サンライフ／サン・ビジョン 監事 足立 彰文 

サンライフ／サン･ビジョン 内部監査責任者 佐合 広利 

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア担当） 堀 耕一 

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア担当） 伊藤 大蔵 

江南・岐阜エリア 

江南・岐阜エリア責任 有働 奈央 

第２サンライフ江南 施設長 本部 まり子 

フラワーコート江南 施設マネージャー 濱 佐智子 

ジョイフル江南 施設長 池元 静香 

第２ジョイフル江南 施設長 南 貴晃 

サンライフむつみ 施設長 宮生 俊郎 

サンサン リゾート太古の湯 施設長 引地 徹 

ジョイフル各務原 施設長 佐藤 晃一 

ジョイフル新那加 施設長 小山 亨 

ジョイフル羽島 施設長 坂井田 嘉代 

リハビリ統括責任者 篠田 明 

ジョイフル布袋 施設長 林 克幸 

フラワーコート江南 副施設マネージャー／主任相談員 村瀬 弘樹 

デイケアセンター フラワーコート江南 所長 三井 加代 

居宅介護支援事業所 フラワーコート江南 所長 横井 貴史 

ジョイフル岐阜駅事業開発準備室長 太田 宏司  

第２サンライフ江南 介護長 鷲見 俊樹 

春日井・多治見エリア 

春日井エリア責任者 富樫 拓也 

特養 グレイスフル春日井 施設長 小林 祐子 

老健 グレイスフル春日井 施設マネージャー 杉戸 繁夫 

第 2 グレイスフル春日井 施設長 佐藤 弘美 

グレイスフル浅山 施設長 山田 明美  

ジョイフル多治見 施設長 鶴巣 操 

ジョイフル多治見こども園 園長 新田 富美 

サンサンリゾート グレイスフル春日井 所長 平木 謙輔 

老健 グレイスフル春日井 施設マネージャー 杉戸 繁夫 

デイケアセンター グレイスフル春日井 所長 渡辺 竜馬 

居宅介護支援事業所 グレイスフル春日井 所長 小林 智子 

特養 グレイスフル春日井 副施設長 伊藤 雅基 

デイサービスセンター ジョイフル多治見 主任相談員 早川 浩史 
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名古屋エリア責任者心得/ジョイフル千種 施設長 赤塚 孝之 

老健 ジョイフル名駅 施設長 竹内 榮二 

ジョイフル千種 常勤医師 堀澤 勢津子 

特養 ジョイフル名駅 常勤医師  堀澤 稔 

グレイスフル上前津 常勤医師 堀澤 増雅 

グレイスフル熱田 常勤医師 伊藤 惣介 

ジョイフル砂田橋 施設長 池田 真理子 

特養 ジョイフル名駅 施設長 原 浩輔 

グレイスフル熱田 施設長 松倉 亜希 

グレイスフル上前津 施設長 高橋 昇 

ジョイフルドーム前こども園 園長 岩田 多鶴子 

ジョイフル守山保育園 園長 福田 尋子 

ジョイフル上前津 副施設長 加藤 徳男 

老健 ジョイフル名駅 副施設マネージャー 岡地 光成 
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〔12〕平成３０年度 管理者勉強会 開催状況 

○ 開催日、講演/報告概要等 

開催回 開催日 開催場所 講演／報告内容 講師／報告者 
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4 月 23 日

（月） 
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サンサン リゾート新栄 

「2018 年度介護報酬改定を読み解く～介護報酬改定

から今後の介護事業を見据える～」          

㈱日本経営 組織人事コンサルティング  

主任 沼田 潤氏  

「海外人材確保と事業展開について」 ㈱日本経営 海外事業担当副部長 古屋 友貴氏   
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新栄 
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ジョイフル名駅 「認知症鉄道事故裁判 がもたらしたもの」    

社会福祉法人サンライフ／社会福祉法人サン・ビジョン 

評議員 高井隆一 氏 

第７回 
11 月 26 日

（月） 
ジョイフル名駅 「北米出張報告」    

社会福祉法人サン・ビジョン 

グレイスフル岡谷、第 2 グレイスフル岡谷 

地域マネージャー 小林 美貴 氏 

第８回 
12 月 18 日

（火） 
ジョイフル名駅 「オーストラリア研修報告」 

社会福祉法人サンライフ／社会福祉法人サン・ビジョン 

オーストラリア研修参加職員 

第９回 
１月 30 日

（水） 
ジョイフル名駅  「災害史から学ぶ防災」 名古屋大学 客員教授 溝口 常俊 氏 
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3 月 1 日

（金） 

サンサン リゾート 

新栄 
 「外国人雇用における制度とコミュニケーション」 

愛知県立大学多文化共生研究所／通訳翻訳研究所  

客員共同研究員  神田 すみれ 氏 
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サンライフ／サン・ビジョン 理事長 堤 修三 

サンライフ／サン・ビジョン 常務理事 岩﨑 由紀 

サンライフ／サン・ビジョン 理事 佐野 利男 

サンライフ／サン・ビジョン 監事 足立 彰文 

サンライフ／サン･ビジョン 内部監査責任者 佐合 広利 

エリア統括責任者（江南・岐阜・春日井エリア担当） 堀 耕一 

エリア統括責任者心得（長野・名古屋エリア担当） 伊藤 大蔵 

江南・岐阜エリア 

江南・岐阜エリア責任 有働 奈央 

第２サンライフ江南 施設長 本部 まり子 

フラワーコート江南 施設マネージャー 濱 佐智子 

ジョイフル江南 施設長 池元 静香 

第２ジョイフル江南 施設長 南 貴晃 

サンライフむつみ 施設長 宮生 俊郎 

サンサン リゾート太古の湯 施設長 引地 徹 

ジョイフル各務原 施設長 佐藤 晃一 

ジョイフル新那加 施設長 小山 亨 

ジョイフル羽島 施設長 坂井田 嘉代 

リハビリ統括責任者 篠田 明 

ジョイフル布袋 施設長 林 克幸 

フラワーコート江南 副施設マネージャー／主任相談員 村瀬 弘樹 

デイケアセンター フラワーコート江南 所長 三井 加代 

居宅介護支援事業所 フラワーコート江南 所長 横井 貴史 

ジョイフル岐阜駅事業開発準備室長 太田 宏司  

第２サンライフ江南 介護長 鷲見 俊樹 

春日井・多治見エリア 

春日井エリア責任者 富樫 拓也 

特養 グレイスフル春日井 施設長 小林 祐子 

老健 グレイスフル春日井 施設マネージャー 杉戸 繁夫 

第 2 グレイスフル春日井 施設長 佐藤 弘美 

グレイスフル浅山 施設長 山田 明美  

ジョイフル多治見 施設長 鶴巣 操 

ジョイフル多治見こども園 園長 新田 富美 

サンサンリゾート グレイスフル春日井 所長 平木 謙輔 

老健 グレイスフル春日井 施設マネージャー 杉戸 繁夫 

デイケアセンター グレイスフル春日井 所長 渡辺 竜馬 

居宅介護支援事業所 グレイスフル春日井 所長 小林 智子 

特養 グレイスフル春日井 副施設長 伊藤 雅基 

デイサービスセンター ジョイフル多治見 主任相談員 早川 浩史 
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グレイスフル上前津 常勤医師 堀澤 増雅 

グレイスフル熱田 常勤医師 伊藤 惣介 

ジョイフル砂田橋 施設長 池田 真理子 

特養 ジョイフル名駅 施設長 原 浩輔 

グレイスフル熱田 施設長 松倉 亜希 

グレイスフル上前津 施設長 高橋 昇 

ジョイフルドーム前こども園 園長 岩田 多鶴子 

ジョイフル守山保育園 園長 福田 尋子 

ジョイフル上前津 副施設長 加藤 徳男 

老健 ジョイフル名駅 副施設マネージャー 岡地 光成 
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名古屋エリア 

特養 ジョイフル名駅 副施設長 可児 大幸 

ジョイフル千種 副施設長見習い/相談員 松井 和生 

サンサン・スクール東山公園 統括管理者 橋本 雅弘 

サンサン リゾート新栄 所長心得 野口 知靖 

ジョイフル新栄 居宅介護支援事業所 主任 岩田 充裕 

長野エリア 

長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪 施設長 鈴木 浩二郎 

特養／ケアハウス／デイサービス グレイスフル下諏訪 施設長 大兼政 亮起 

老健／デイケア／居宅／在宅／グループホーム 

  グレイスフル下諏訪 施設マネージャー 
宮澤 輝彦 

グレイスフル岡谷／第 2 グレイスフル岡谷 地域マネージャー 小林 美貴 

グレイスフル木曽 

  ／デイサービスセンター グレイスフル日義 施設長 
北田 治美 

グレイスフル上松 

  ／グループホーム グレイスフル日義 施設長 
桑原 由美子 

特養 グレイスフル塩尻 施設長 増澤 百合子 

デイサービス／小規模／有料／グループホーム 

  グレイスフル塩尻 在宅施設長 
山田 聖子 

第２グレイスフル辰野 施設長 松原 由紀美 

グレイスフル辰野 所長 吉川 翼 

長野エリア事務センター センター長 名村 克久 

グレイスフル塩尻 サン・サンこども園 園長／ 

サンサンワイナリー アシスタントゼネラルマネージャー 
山本 厚一 

老健 グレイスフル下諏訪 副施設マネージャー 宮坂 崇宏 

本 部 

総務・人事部 部長 太 和律 

事業推進・営繕部 統括責任者 河合 修 

事業創設戦略部 部長 山本 さやこ 

財務部 統括責任者 安藤 孝 

研究・開発部 部長心得 山本 悦久 

社会貢献事業推進室 室長 山下 麻規子 

サンサン研修センター センター長 小西 里奈 

総務部 課長心得 伊佐次 泰久 

 

〔13〕平成３０年度 主な改修事業・環境整備事業の概要 

グレイスフル春日井（特養棟）大規模改修工事 改修事業 

１ 事業の目的および工事概要 
目的 「グレイスフル春日井の特養棟」は、築２０年を経過し、建物全体の大規模改修の時

期に達していることから、建物内外装の改修工事、給湯・浴室機器設備及び空調設備機器の改

修工事等を行う必要があるため。 
 
工事概要 ① 外部改修工事； 屋上・バルコニー等防水工事 

② 内部改修工事； 床・壁・天井の改修工事 
１階浴室・脱衣室を２階、３階に移設 
１階浴室・脱衣室を倉庫・相談室に改修 
２・３階食堂・対面キッチンを各階２か所に分散改修 
その他 

③ 設備工事； 給湯・浴室機器設備工事、給湯配管工事 
④ 空調設備機器工事； 食堂等空調器設置工事 
⑤ 電気工事； 照明器具取付工事 
 

２ 事業の効果 
利用者のプライバシー保護およびアメニティ向上に伴い、利用者様のクオリティ・オブ・ライフ

の一層の向上に貢献する。 
  また、建物を改修することで、今後長期にわたり継続使用が可能となるうえ、住環境の向上に寄

与する。なお、省エネ設備の導入でランニングコストの軽減を目指す。 
 
３ 事業種類 
・ 特別養護老人ホーム １００床 
・ ショートステイホーム １８床（※２床減） 
・ ケアハウス ６０名 
・ デイサービスセンター ５２名 

 
４ 建物の所在地・敷地面積・構造・規模及び面積 

所 在 地： 愛知県春日井市桃山町字北山５０７９－１ 
敷地面積： 5,616.89 ㎡（公簿面積） 
延床面積： 8,654.68 ㎡ 
構 造： 鉄筋コンクリート造・地上 5 階建 
権利形態： 土地・建物ともに法人所有 
 

５ 事業費内訳 
建築工事費 ５９１，８４０，０００円

設計監理費 １７，０００，０００円

備品整備費 ３５，０００，０００円

準備運営資金 ３５，０００，０００円

計 ６５３，８４０，０００円

６ 資金内訳

福祉医療機構 ５００，０００，０００円

自己資金 １５３，８４０，０００円

計 ６５３，８４０，０００円

 
７ 工 期 
  工 期： 平成３０年７月５日～平成３１年３月３１日  
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特養 ジョイフル名駅 副施設長 可児 大幸 

ジョイフル千種 副施設長見習い/相談員 松井 和生 

サンサン・スクール東山公園 統括管理者 橋本 雅弘 

サンサン リゾート新栄 所長心得 野口 知靖 

ジョイフル新栄 居宅介護支援事業所 主任 岩田 充裕 

長野エリア 

長野エリア責任者心得／グレイスフル箕輪 施設長 鈴木 浩二郎 

特養／ケアハウス／デイサービス グレイスフル下諏訪 施設長 大兼政 亮起 

老健／デイケア／居宅／在宅／グループホーム 

  グレイスフル下諏訪 施設マネージャー 
宮澤 輝彦 

グレイスフル岡谷／第 2 グレイスフル岡谷 地域マネージャー 小林 美貴 

グレイスフル木曽 

  ／デイサービスセンター グレイスフル日義 施設長 
北田 治美 

グレイスフル上松 

  ／グループホーム グレイスフル日義 施設長 
桑原 由美子 

特養 グレイスフル塩尻 施設長 増澤 百合子 

デイサービス／小規模／有料／グループホーム 

  グレイスフル塩尻 在宅施設長 
山田 聖子 

第２グレイスフル辰野 施設長 松原 由紀美 

グレイスフル辰野 所長 吉川 翼 

長野エリア事務センター センター長 名村 克久 

グレイスフル塩尻 サン・サンこども園 園長／ 

サンサンワイナリー アシスタントゼネラルマネージャー 
山本 厚一 

老健 グレイスフル下諏訪 副施設マネージャー 宮坂 崇宏 

本 部 

総務・人事部 部長 太 和律 

事業推進・営繕部 統括責任者 河合 修 

事業創設戦略部 部長 山本 さやこ 

財務部 統括責任者 安藤 孝 

研究・開発部 部長心得 山本 悦久 

社会貢献事業推進室 室長 山下 麻規子 

サンサン研修センター センター長 小西 里奈 

総務部 課長心得 伊佐次 泰久 

 

〔13〕平成３０年度 主な改修事業・環境整備事業の概要 

グレイスフル春日井（特養棟）大規模改修工事 改修事業 

１ 事業の目的および工事概要 
目的 「グレイスフル春日井の特養棟」は、築２０年を経過し、建物全体の大規模改修の時

期に達していることから、建物内外装の改修工事、給湯・浴室機器設備及び空調設備機器の改

修工事等を行う必要があるため。 
 
工事概要 ① 外部改修工事； 屋上・バルコニー等防水工事 

② 内部改修工事； 床・壁・天井の改修工事 
１階浴室・脱衣室を２階、３階に移設 
１階浴室・脱衣室を倉庫・相談室に改修 
２・３階食堂・対面キッチンを各階２か所に分散改修 
その他 

③ 設備工事； 給湯・浴室機器設備工事、給湯配管工事 
④ 空調設備機器工事； 食堂等空調器設置工事 
⑤ 電気工事； 照明器具取付工事 
 

２ 事業の効果 
利用者のプライバシー保護およびアメニティ向上に伴い、利用者様のクオリティ・オブ・ライフ

の一層の向上に貢献する。 
  また、建物を改修することで、今後長期にわたり継続使用が可能となるうえ、住環境の向上に寄

与する。なお、省エネ設備の導入でランニングコストの軽減を目指す。 
 
３ 事業種類 
・ 特別養護老人ホーム １００床 
・ ショートステイホーム １８床（※２床減） 
・ ケアハウス ６０名 
・ デイサービスセンター ５２名 

 
４ 建物の所在地・敷地面積・構造・規模及び面積 

所 在 地： 愛知県春日井市桃山町字北山５０７９－１ 
敷地面積： 5,616.89 ㎡（公簿面積） 
延床面積： 8,654.68 ㎡ 
構 造： 鉄筋コンクリート造・地上 5 階建 
権利形態： 土地・建物ともに法人所有 
 

５ 事業費内訳 
建築工事費 ５９１，８４０，０００円

設計監理費 １７，０００，０００円

備品整備費 ３５，０００，０００円

準備運営資金 ３５，０００，０００円

計 ６５３，８４０，０００円

６ 資金内訳

福祉医療機構 ５００，０００，０００円

自己資金 １５３，８４０，０００円

計 ６５３，８４０，０００円

 
７ 工 期 
  工 期： 平成３０年７月５日～平成３１年３月３１日  

− 28− − 29−



〔14〕平成３０年度 建物管理の集計

(単位：円)

サンライフ江南 0

第２サンライフ江南 470,000 1,905,296

フラワーコート江南
（含むジョイフル古知野）

7,647,270

ジョイフル江南 34,824,345

第２ジョイフル江南 27,604,520

ジョイフル布袋 0

サンライフむつみ 162,000 1,631,934

サンサン リゾート太古の湯 1,991,551

ジョイフル各務原 31,560,688

ジョイフル新那加 0

ジョイフル羽島 166,212 166,212

ジョイフル多治見 853,200

ジョイフル千種 392,688 3,423,168

ジョイフル砂田橋 0

ジョイフル名駅 4,236,580

ジョイフル守山保育園 102,384 813,024

ジョイフルドーム前こども園 0

サンサン リゾート新栄 0

サンサン・スクール東山公園 1,296,000

本部（源泉太古の湯・職員寮・法人共通契約等含む） 2,979,126 2,979,126

サンライフ小計 4,272,410 120,932,914

グレイスフル春日井(特養棟)
・グレイスフル八田

552,788,303

グレイスフル春日井(老健棟) 6,496,000

第２グレイスフル春日井 5,576,400

グレイスフル浅山 2,692,000

もくさんちグレイスフル鳥居松 0

ｻﾝｻﾝﾘｿﾞｰﾄ ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 1,296,000

グレイスフル塩尻 580,837

グレイスフル下諏訪 6,701,292

グレイスフル岡谷 637,200

第２グレイスフル岡谷 0

グレイスフル辰野 0

第２グレイスフル辰野 139,320 3,265,320

グレイスフル箕輪 0

グレイスフル日義 2,555,820

グレイスフル木曽 0

グレイスフル上松 0

グレイスフル熱田 3,953,000

グレイスフル上前津 1,656,720

サンサン ワイナリー 0

本部（職員寮・法人共通契約等含む） 1,062,120 1,062,120

サン・ビジョン小計 1,201,440 589,261,012

合　　　　　　　　 計 5,473,850 710,193,926

34,824,345

27,604,520

1,469,934

4,236,580

552,788,303

704,720,076

588,059,572

修理･修繕･改修
※50万円以上

1,435,296

7,647,270

580,837

1,296,000

区　　　　分

1,991,551

3,030,480

3,953,000

6,701,292

637,200

保守新規契約のみ 合計

31,560,688

1,296,000

6,496,000

5,576,400

853,200

1,656,720

※本部契約・発注分

2,555,820

116,660,504

710,640

2,692,000

3,126,000

　建物管理の推移（修理・修繕・改修）

　（主な要因）

　主な入札結果 (単位：円)

施設名 完了日 契約金額

■社会福祉法人サンライフ

ジョイフル岐阜駅 2018/11/29 7,440,000

ジョイフル岐阜駅 2018/12/28 27,851,042

ジョイフル岐阜駅 2018/12/28 13,932,000

ジョイフル岐阜駅 2018/12/28 14,562,645

ジョイフル岐阜駅 2018/12/28 2,563,704

ジョイフル岐阜駅 2018/12/28 3,477,816

ジョイフル岐阜駅 2019/1/25 5,173,200

■社会福祉法人サン・ビジョン

グレイスフル春日井（特養棟） 2018/7/5 591,840,000

　H28　ジョイフル千種　厨房機器更新　他各種修繕
　　　 第2グレイスフル春日井　給湯配管改修　他各種修繕
　　　 グレイスフル下諏訪　浴室改修　他各種修繕
　H27　フラワーコート江南　リハビリ室改修　他各種修繕
　H26　ジョイフル各務原　空調更新　他各種修繕
　　　 ジョイフル千種　空調更新　他各種修繕

福祉用具2（ベッドマット）　調達

家電製品　調達

情報機器1（パソコン等）調達

福祉用具1　調達

　H30　グレイスフル春日井[特養棟]　大規模改修
　H29　グレイスフル下諏訪　大規模改修

家具（その1）木製家具　調達

家具（その1）スチール家具　調達

内容

大規模改修工事（建築）

福祉車輌（車椅子対応特殊車輌）調達

102,666,334 90,416,928 110,110,724

301,780,090

704,720,076

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年（百万）

− 30− − 31−



〔14〕平成３０年度 建物管理の集計

(単位：円)

サンライフ江南 0

第２サンライフ江南 470,000 1,905,296

フラワーコート江南
（含むジョイフル古知野）

7,647,270

ジョイフル江南 34,824,345

第２ジョイフル江南 27,604,520

ジョイフル布袋 0

サンライフむつみ 162,000 1,631,934

サンサン リゾート太古の湯 1,991,551

ジョイフル各務原 31,560,688

ジョイフル新那加 0
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ジョイフル多治見 853,200

ジョイフル千種 392,688 3,423,168

ジョイフル砂田橋 0

ジョイフル名駅 4,236,580

ジョイフル守山保育園 102,384 813,024
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サンサン・スクール東山公園 1,296,000

本部（源泉太古の湯・職員寮・法人共通契約等含む） 2,979,126 2,979,126

サンライフ小計 4,272,410 120,932,914

グレイスフル春日井(特養棟)
・グレイスフル八田

552,788,303

グレイスフル春日井(老健棟) 6,496,000

第２グレイスフル春日井 5,576,400

グレイスフル浅山 2,692,000

もくさんちグレイスフル鳥居松 0

ｻﾝｻﾝﾘｿﾞｰﾄ ｸﾞﾚｲｽﾌﾙ春日井 1,296,000

グレイスフル塩尻 580,837

グレイスフル下諏訪 6,701,292

グレイスフル岡谷 637,200

第２グレイスフル岡谷 0

グレイスフル辰野 0

第２グレイスフル辰野 139,320 3,265,320

グレイスフル箕輪 0

グレイスフル日義 2,555,820

グレイスフル木曽 0

グレイスフル上松 0

グレイスフル熱田 3,953,000

グレイスフル上前津 1,656,720

サンサン ワイナリー 0

本部（職員寮・法人共通契約等含む） 1,062,120 1,062,120

サン・ビジョン小計 1,201,440 589,261,012

合　　　　　　　　 計 5,473,850 710,193,926

34,824,345

27,604,520

1,469,934

4,236,580

552,788,303

704,720,076

588,059,572

修理･修繕･改修
※50万円以上

1,435,296

7,647,270

580,837
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102,666,334 90,416,928 110,110,724

301,780,090

704,720,076

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年（百万）

− 30− − 31−



〔15〕平成３０年度 備品管理の集計

    ※　備品購入は税込１０万円超のものを記載

サンライフ (単位：円) サン・ビジョン (単位：円)

施設名 購入 施設名 購入

# サンライフ江南 0 グレイスフル春日井（特養棟） 14,121,996

# 第２サンライフ江南 1,245,440 グレイスフル八田 433,640

# フラワーコート江南　 5,412,360 グレイスフル春日井（老健棟） 4,045,140

# フラワーコート江南　ＤＣ 0 第２グレイスフル春日井 39,205,200

# ジョイフル古知野 0 グレイスフル浅山 1,931,679

# ジョイフル江南 2,065,500 サンサンリゾート グレイスフル春日井 1,218,240

# ジョイフル江南・ケアハウス 22,432,680 グレイスフル鳥居松 0

# ジョイフル江南・ＧＨ 0 グレイスフル下諏訪 17,203,198

# 第２ジョイフル江南 1,817,640 グレイスフル岡谷 0

# 第２ジョイフル江南　ＤＳ 0 第２グレイスフル岡谷 1,312,200

# ジョイフル布袋　特養 629,240 グレイスフル辰野 0

# ジョイフル布袋　ＤＳ 0 第２グレイスフル辰野 966,373

# ジョイフル布袋　ＧＨ 0 グレイスフル箕輪 989,223

# ジョイフル布袋　居宅 0 グレイスフル日義 0

# サンライフむつみ 132,840 グレイスフル木曽 137,808

サンサン　リゾート太古の湯 702,000 グレイスフル上松 0

# ジョイフル各務原　特養 1,458,000 グレイスフル塩尻 7,666,061

# ジョイフル各務原　包括 0 サンサンワイナリー 893,403

# ジョイフル新那加　特定 196,020 グレイスフル熱田 3,753,000

ジョイフル新那加　ＧＨ 0 グレイスフル上前津 899,640

ジョイフル羽島　 0 サン・ビジョン本部 0

ジョイフル羽島　ＤＳ 0 小計 94,776,801

ジョイフル多治見 517,040

ジョイフル多治見　ＤＳ 0 ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ・ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計： 287,485,539

ジョイフル多治見こども園 243,000

ジョイフル千種 4,344,840

ジョイフル砂田橋 252,720

ジョイフル守山保育園 849,960

サンサン・スクール東山公園 594,000

ジョイフル名駅 487,680

ジョイフル新栄 0
ジョイフルドーム前こども園 506,400
ジョイフル岐阜駅 148,281,378
サンライフ本部 540,000

小計 192,708,738

〔16〕平成３０年度 役員が参加した主な法人外研修、全国大会等

参加した役員
（ＳＬ、ＳＶ含む）

H30.6.30～7.1 老健管理医師総合診療研修会 竹内　榮二　理事
Ｈ30.7.23～7.29 北米認知症ケア研修 岩﨑　由紀常務理事
Ｈ30.7.23～7.29 北米認知症ケア研修 佐野　利男理事
H30.9.15～9.16 老健管理医師総合診療研修会 竹内　榮二　理事
H30.9.20～9.21 第37回全国社会福祉法人経営者大会 鈴木　浩二郎理事
H30.9.20～9.21 〃 富樫　拓也理事

H30.9.20～Ｈ30.9.21 〃 赤塚　孝之理事
H30.9.20～Ｈ30.9.21 〃 有働　奈央理事
H30.10.17～10.19 第29回　全国老人保健施設大会　埼玉大会 足立　彰文監事
H30.10.17～10.19 〃 竹内　榮二　理事
H30.10.17～10.19 〃 堀澤　増雅　特別顧問
H30.10.18～10.19 〃 富樫　拓也理事

H30.11.29 平成30年度　東海北陸6県社会福祉法人経営者セミナー富山大会 太田　宏司理事
H31.2.28 第17回愛知県老健大会 足立　彰文監事

実施日 研修名　or　研修内容
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〔15〕平成３０年度 備品管理の集計

    ※　備品購入は税込１０万円超のものを記載

サンライフ (単位：円) サン・ビジョン (単位：円)

施設名 購入 施設名 購入

# サンライフ江南 0 グレイスフル春日井（特養棟） 14,121,996

# 第２サンライフ江南 1,245,440 グレイスフル八田 433,640

# フラワーコート江南　 5,412,360 グレイスフル春日井（老健棟） 4,045,140

# フラワーコート江南　ＤＣ 0 第２グレイスフル春日井 39,205,200

# ジョイフル古知野 0 グレイスフル浅山 1,931,679

# ジョイフル江南 2,065,500 サンサンリゾート グレイスフル春日井 1,218,240

# ジョイフル江南・ケアハウス 22,432,680 グレイスフル鳥居松 0

# ジョイフル江南・ＧＨ 0 グレイスフル下諏訪 17,203,198

# 第２ジョイフル江南 1,817,640 グレイスフル岡谷 0

# 第２ジョイフル江南　ＤＳ 0 第２グレイスフル岡谷 1,312,200

# ジョイフル布袋　特養 629,240 グレイスフル辰野 0

# ジョイフル布袋　ＤＳ 0 第２グレイスフル辰野 966,373

# ジョイフル布袋　ＧＨ 0 グレイスフル箕輪 989,223

# ジョイフル布袋　居宅 0 グレイスフル日義 0

# サンライフむつみ 132,840 グレイスフル木曽 137,808

サンサン　リゾート太古の湯 702,000 グレイスフル上松 0

# ジョイフル各務原　特養 1,458,000 グレイスフル塩尻 7,666,061

# ジョイフル各務原　包括 0 サンサンワイナリー 893,403

# ジョイフル新那加　特定 196,020 グレイスフル熱田 3,753,000

ジョイフル新那加　ＧＨ 0 グレイスフル上前津 899,640

ジョイフル羽島　 0 サン・ビジョン本部 0

ジョイフル羽島　ＤＳ 0 小計 94,776,801

ジョイフル多治見 517,040

ジョイフル多治見　ＤＳ 0 ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ・ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計： 287,485,539

ジョイフル多治見こども園 243,000

ジョイフル千種 4,344,840

ジョイフル砂田橋 252,720

ジョイフル守山保育園 849,960

サンサン・スクール東山公園 594,000

ジョイフル名駅 487,680

ジョイフル新栄 0
ジョイフルドーム前こども園 506,400
ジョイフル岐阜駅 148,281,378
サンライフ本部 540,000

小計 192,708,738

〔16〕平成３０年度 役員が参加した主な法人外研修、全国大会等

参加した役員
（ＳＬ、ＳＶ含む）

H30.6.30～7.1 老健管理医師総合診療研修会 竹内　榮二　理事
Ｈ30.7.23～7.29 北米認知症ケア研修 岩﨑　由紀常務理事
Ｈ30.7.23～7.29 北米認知症ケア研修 佐野　利男理事
H30.9.15～9.16 老健管理医師総合診療研修会 竹内　榮二　理事
H30.9.20～9.21 第37回全国社会福祉法人経営者大会 鈴木　浩二郎理事
H30.9.20～9.21 〃 富樫　拓也理事

H30.9.20～Ｈ30.9.21 〃 赤塚　孝之理事
H30.9.20～Ｈ30.9.21 〃 有働　奈央理事
H30.10.17～10.19 第29回　全国老人保健施設大会　埼玉大会 足立　彰文監事
H30.10.17～10.19 〃 竹内　榮二　理事
H30.10.17～10.19 〃 堀澤　増雅　特別顧問
H30.10.18～10.19 〃 富樫　拓也理事

H30.11.29 平成30年度　東海北陸6県社会福祉法人経営者セミナー富山大会 太田　宏司理事
H31.2.28 第17回愛知県老健大会 足立　彰文監事

実施日 研修名　or　研修内容

− 32− − 33−



〔17〕平成30年度 海外研修および海外から専門家を招いての研修・講演会
（1）サンフランシスコ研修（第23回)

日　程 2018年 7月22日～ 7月31日

テーマ

参加者 氏　　名 所属施設 事業種別 役職／職種  勤続年数

1 加藤宏紀 ジョイフル多治見 特養 介護職 3年

2 武藤　亮 第2サンライフ江南 特養 ユニットリーダー 10年

3 氏原　聡 ジョイフル千種 特養 相談員心得 5年

4 村瀬健一 グレイスフル塩尻 グループホーム ハウスマネジャー 5年

5 藤原啓子 ジョイフル江南 ケアハウス 相談員 16年

6 澤田宗吾 ジョイフル名駅 老健 ユニットリーダー 5年

7 青山雄紀 グレイスフル春日井 デイケアセンター 介護職 3年

8 岡松　悠 グレイスフル箕輪 特養 ユニットリーダー 6年

9 滝沢悠太 グレイスフル塩尻 小規模多機能 介護職リーダー 7年

10 水谷康志 フラワーコート江南 デイケアセンター 理学療法士 5年

11 山村真由 グレイスフル上前津 特養 ユニットリーダー 7年

12 澤田由美子 ジョイフル各務原 特養 ユニットリーダー 5年

奥野千紘 本部 研究･開発部 事務員 -

※所属施設、役職／職種、勤続年数は研修参加時のもの

（2）オーストラリア研修(第18回)
日　程 2018年８月 25日～ ９月３日

テーマ ① 施設経営について

② 介護技術の向上

③ 生産性の向上

④ 認知症ケア総論

⑤ 多職種連携・情報共有について、ACHの工夫

⑥ 施設見学

※①～③はグループ別テーマ、④～⑥は全体研修テーマ

参加者 氏　　名 所属施設 事業種別 役職／職種 勤続年数

1 村瀬弘樹 フラワーコート江南 老健 副施設マネジャー 16年

2 林　克幸 ジョイフル布袋 特養 施設長 19年

3 野村智子 ジョイフル各務原 グループホーム ハウスマネジャー 14年

4 梶原秀匡 第2ジョイフル江南 特養 施設ケアマネ 13年

5 脇田弥勇 グレイスフル熱田 特養 介護長 7年

6 渡辺由紀 サンサン リゾート新栄 デイサービスセンター リハビリ主任 3年

7 早川浩史 ジョイフル多治見 特養 主任相談員 9年

8 辻　秀太 グレイスフル浅山 特養 主任相談員 11年

9 高木佐枝子 グレイスフル下諏訪 老健 介護長 17年

10 山本隆文 第2グレイスフル岡谷 老健 看護職/ユニットリーダー 7年

11 本田健人 グレイスフル塩尻 ユニット型特養 総合職（相談員） 7年

奥野千紘 本部 研究･開発部 事務員 -

※所属施設、役職／職種、勤続年数は研修参加時のもの

随行職員

＊臨床心理学やソーシャルワークを専門とする講師陣による、体験・相互交流型ワークショップ

＊高齢者施設の利用者様や職員との交流体験

＊自分のケアが対人援助の土台になることを学ぶ

＊異文化学習を通して、日本の介護事情や高齢者の生活、歴史、文化を再認識する

随行職員

（3）カズー･ノードシュトルム氏心理学研修
日　　程 本部職員 （会場）ジョイフル千種　第１会議室

春日井･多治見エリア職員 　　　　 ジョイフル多治見　２階交流ホール

名古屋エリア職員 　　　　 ジョイフル名駅　地下１階交流ホール

江南･岐阜エリア職員 　　　　 第２サンライフ江南　１階交流ホール

テーマ

参加数 11名

11名

16名

19名

本部

春日井･多治見

名古屋

江南･岐阜

春日井･多治見
①ストレスとの上手な向き合い方について
②チームワークづくりのコツについて

名古屋

①「居心地良い」職場環境をつくるためのチームワークづくり
②モチベーション管理（持続するために、働く意欲の維持）
③感情のコントロールについて
④苦手な人とのコミュニケーションのとり方、良好な関係（チームワーク）をつくるための
    コミュニケーション能力

江南･岐阜
①ストレスとの向き合い方・解消法について
②チーム形成について

2018年10月2日

　　　　  10月3日

　　　　　10月４日

　　　　  10月５日

①チームワークのための良好な関係づくり
②ストレス解消法と向き合い方

本部

− 34− − 35−



〔17〕平成30年度 海外研修および海外から専門家を招いての研修・講演会
（1）サンフランシスコ研修（第23回)

日　程 2018年 7月22日～ 7月31日

テーマ

参加者 氏　　名 所属施設 事業種別 役職／職種  勤続年数

1 加藤宏紀 ジョイフル多治見 特養 介護職 3年

2 武藤　亮 第2サンライフ江南 特養 ユニットリーダー 10年

3 氏原　聡 ジョイフル千種 特養 相談員心得 5年

4 村瀬健一 グレイスフル塩尻 グループホーム ハウスマネジャー 5年

5 藤原啓子 ジョイフル江南 ケアハウス 相談員 16年

6 澤田宗吾 ジョイフル名駅 老健 ユニットリーダー 5年

7 青山雄紀 グレイスフル春日井 デイケアセンター 介護職 3年

8 岡松　悠 グレイスフル箕輪 特養 ユニットリーダー 6年

9 滝沢悠太 グレイスフル塩尻 小規模多機能 介護職リーダー 7年

10 水谷康志 フラワーコート江南 デイケアセンター 理学療法士 5年

11 山村真由 グレイスフル上前津 特養 ユニットリーダー 7年

12 澤田由美子 ジョイフル各務原 特養 ユニットリーダー 5年

奥野千紘 本部 研究･開発部 事務員 -

※所属施設、役職／職種、勤続年数は研修参加時のもの

（2）オーストラリア研修(第18回)
日　程 2018年８月 25日～ ９月３日

テーマ ① 施設経営について

② 介護技術の向上

③ 生産性の向上

④ 認知症ケア総論

⑤ 多職種連携・情報共有について、ACHの工夫

⑥ 施設見学

※①～③はグループ別テーマ、④～⑥は全体研修テーマ

参加者 氏　　名 所属施設 事業種別 役職／職種 勤続年数

1 村瀬弘樹 フラワーコート江南 老健 副施設マネジャー 16年

2 林　克幸 ジョイフル布袋 特養 施設長 19年

3 野村智子 ジョイフル各務原 グループホーム ハウスマネジャー 14年

4 梶原秀匡 第2ジョイフル江南 特養 施設ケアマネ 13年

5 脇田弥勇 グレイスフル熱田 特養 介護長 7年

6 渡辺由紀 サンサン リゾート新栄 デイサービスセンター リハビリ主任 3年

7 早川浩史 ジョイフル多治見 特養 主任相談員 9年

8 辻　秀太 グレイスフル浅山 特養 主任相談員 11年

9 高木佐枝子 グレイスフル下諏訪 老健 介護長 17年

10 山本隆文 第2グレイスフル岡谷 老健 看護職/ユニットリーダー 7年

11 本田健人 グレイスフル塩尻 ユニット型特養 総合職（相談員） 7年

奥野千紘 本部 研究･開発部 事務員 -

※所属施設、役職／職種、勤続年数は研修参加時のもの

随行職員

＊臨床心理学やソーシャルワークを専門とする講師陣による、体験・相互交流型ワークショップ

＊高齢者施設の利用者様や職員との交流体験

＊自分のケアが対人援助の土台になることを学ぶ

＊異文化学習を通して、日本の介護事情や高齢者の生活、歴史、文化を再認識する

随行職員

（3）カズー･ノードシュトルム氏心理学研修
日　　程 本部職員 （会場）ジョイフル千種　第１会議室

春日井･多治見エリア職員 　　　　 ジョイフル多治見　２階交流ホール

名古屋エリア職員 　　　　 ジョイフル名駅　地下１階交流ホール

江南･岐阜エリア職員 　　　　 第２サンライフ江南　１階交流ホール

テーマ

参加数 11名

11名

16名

19名

本部

春日井･多治見

名古屋

江南･岐阜

春日井･多治見
①ストレスとの上手な向き合い方について
②チームワークづくりのコツについて

名古屋

①「居心地良い」職場環境をつくるためのチームワークづくり
②モチベーション管理（持続するために、働く意欲の維持）
③感情のコントロールについて
④苦手な人とのコミュニケーションのとり方、良好な関係（チームワーク）をつくるための
    コミュニケーション能力

江南･岐阜
①ストレスとの向き合い方・解消法について
②チーム形成について

2018年10月2日

　　　　  10月3日

　　　　　10月４日

　　　　  10月５日

①チームワークのための良好な関係づくり
②ストレス解消法と向き合い方

本部
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〔18〕平成３０年度 法人福祉ＱＣ発表会 プログラム・審査員・発表リスト 

 

 

社会福祉法人サンライフ  社会福祉法人サン・ビジョン 

「第１８回法人福祉ＱＣ発表会」 

日  時  平成３０年７月１日（日） １０：００開会～１６：１０閉会 
場  所  メルパルク名古屋 ２階コンベンションホール瑞雲の間 
 

プログラム 

【午前の部】  
 

９：３０  受付開始 
 

１０：００   職員表彰 
 
１０：２５  開 会 
              主催者挨拶 
              来賓祝辞 
 
１０：４０   ＱＣ発表（５題×１４分） 

 

»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»« 
１１：５０           昼食・休憩 

»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»« 
 
【午後の部】 
 
１２：４０  ＱＣ発表（５題×１４分） 
 
１３：５０  休 憩 
 
１４：００  ＱＣ発表（５題×１４分） 
 
１５：１０  審査／休憩 
 
１５：４０  審査結果発表・表彰・講評 
 
１６：１０  閉 会 

　　     　　　　（　敬称略/順不同　）

発表者

PC操作

介護老人保健施設 衣類の返し間違え撲滅！ 河口　仁美

ジョイフル名駅 ～返却システムの構築によるスマート化～ 松田　雄太

大型デイサービスセンター 一人一人の声を見逃さない 田中　貴恵

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ太古の湯 質の高いサービスの提供 尾関　亮

デイサービスセンター 職員も利用者様もＷｉｎ★Ｗin 赤羽　正弘

グレイスフル辰野 運動特化のデイサービスにできること 和田　美雪

介護老人保健施設 介助の統一で安心生活 馬場　あゆみ

フラワーコート江南 ～介助方法の見える化から始めよう～ 古山　泰弘

特別養護老人ホーム 自立支援に向けたケアの確立 奈須　紫

ジョイフル各務原 下剤を使用しない自然排便を目指して 林　彩夏

特別養護老人ホーム 情報の見える化で仕事の効率を高めよう 内門　利真

第2グレイスフル春日井 マネジメント力の向上を目指して 栗野　美里

こども園 食べることの大切さを伝えるために 矢田　美希

ジョイフルドーム前こども園 食育活動を通して 山中　和代

デイサービスセンター 一緒に作るデイサービス 番　史江

ジョイフル布袋 お仕事していただけませんか？ 池戸　友香

特別養護老人ホーム 「活動量と意欲向上」 安田　達弘

ジョイフル多治見 ～毎日楽しくメリハリ生活～ 中村　涼

デイサービスセンター 利用者様の生きがいアップを！！ 松田　直美

第2グレイスフル辰野 ～手作業レクからのお土産作り～ 大田　玲子

介護老人保健施設 誰がみても綺麗な見た目 牧野　桂大

グレイスフル下諏訪 ～整容を行う効果～ 松倉　健斗

介護老人保健施設 夜間の睡眠時間を確保しよう！ 印宮　栞

ジョイフル名駅 ～安眠からＱＯＬの向上へ～ 加藤　雅崇

特別養護老人ホーム グレ木曽「ファン」を増やそう！！ 田中　文世

グレイスフル木曽 ～在宅生活継続の提案～ 平林　翔太

特別養護老人ホーム 退屈な毎日からの脱却 山下　紋加

グレイスフル熱田 ～「やりたいこと」をかたちに～ 日高　未緒

デイケアセンター ＤＯＵＭＥＩ 洞　巧介

グレイスフル春日井 ～リハビリテーションの個別化/充実化のための連携強化～ 青山　雄紀

審    査    員

Switch

がんばれ！！御嶽海

さくらんぼ

ＴＥＡＭ　ＳＯＲＡ

　社会福祉法人サンライフ／サン・ビジョン　理事長

はじめの一歩

ＪＦＤ岩ちゃん

㈱小口屋　布袋支店

こでまりファミリー

チーム牧野

加　藤　　善　

堤　　修　三

中　尾　友　紀

エリア

Ｑ　Ｃ　発　表
発
表
順

テ　ー　マ

【午後の部　後半】

　静岡福祉大学　社会福祉学部健康福祉学科　特任教授　

テーマ

お陽さま

improvement 「改善」

ぴっかりちゃん

活動戦隊ヤングマン

　愛知県立大学　教育福祉学部社会福祉学科　准教授

【午前の部】

所属事業所

江南・岐阜

長野

サークル名

7 名古屋

【　事業計画の経営方針に基づくもの　】

春日井・
多治見

1

【午後の部　前半】

猫好き

8

3

やまきん

薄　井　照　人

清　水　将　一

江南・岐阜

2

　名古屋市総務局職員部　人材育成・コンプライアンス推進室　室長

　株式会社川原経営総合センター　常務取締役

長野

名古屋

11

江南・岐阜

名古屋

江南・岐阜

5

9

長野

6

春日井・
多治見

12

長野10

4

15
春日井・
多治見

13

名古屋14
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〔18〕平成３０年度 法人福祉ＱＣ発表会 プログラム・審査員・発表リスト 

 

 

社会福祉法人サンライフ  社会福祉法人サン・ビジョン 

「第１８回法人福祉ＱＣ発表会」 

日  時  平成３０年７月１日（日） １０：００開会～１６：１０閉会 
場  所  メルパルク名古屋 ２階コンベンションホール瑞雲の間 
 

プログラム 

【午前の部】  
 

９：３０  受付開始 
 

１０：００   職員表彰 
 
１０：２５  開 会 
              主催者挨拶 
              来賓祝辞 
 
１０：４０   ＱＣ発表（５題×１４分） 

 

»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»« 
１１：５０           昼食・休憩 

»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»«»« 
 
【午後の部】 
 
１２：４０  ＱＣ発表（５題×１４分） 
 
１３：５０  休 憩 
 
１４：００  ＱＣ発表（５題×１４分） 
 
１５：１０  審査／休憩 
 
１５：４０  審査結果発表・表彰・講評 
 
１６：１０  閉 会 

　　     　　　　（　敬称略/順不同　）

発表者

PC操作

介護老人保健施設 衣類の返し間違え撲滅！ 河口　仁美

ジョイフル名駅 ～返却システムの構築によるスマート化～ 松田　雄太

大型デイサービスセンター 一人一人の声を見逃さない 田中　貴恵

ｻﾝｻﾝ ﾘｿﾞｰﾄ太古の湯 質の高いサービスの提供 尾関　亮

デイサービスセンター 職員も利用者様もＷｉｎ★Ｗin 赤羽　正弘

グレイスフル辰野 運動特化のデイサービスにできること 和田　美雪

介護老人保健施設 介助の統一で安心生活 馬場　あゆみ

フラワーコート江南 ～介助方法の見える化から始めよう～ 古山　泰弘

特別養護老人ホーム 自立支援に向けたケアの確立 奈須　紫

ジョイフル各務原 下剤を使用しない自然排便を目指して 林　彩夏

特別養護老人ホーム 情報の見える化で仕事の効率を高めよう 内門　利真

第2グレイスフル春日井 マネジメント力の向上を目指して 栗野　美里

こども園 食べることの大切さを伝えるために 矢田　美希

ジョイフルドーム前こども園 食育活動を通して 山中　和代

デイサービスセンター 一緒に作るデイサービス 番　史江

ジョイフル布袋 お仕事していただけませんか？ 池戸　友香

特別養護老人ホーム 「活動量と意欲向上」 安田　達弘

ジョイフル多治見 ～毎日楽しくメリハリ生活～ 中村　涼

デイサービスセンター 利用者様の生きがいアップを！！ 松田　直美

第2グレイスフル辰野 ～手作業レクからのお土産作り～ 大田　玲子

介護老人保健施設 誰がみても綺麗な見た目 牧野　桂大

グレイスフル下諏訪 ～整容を行う効果～ 松倉　健斗

介護老人保健施設 夜間の睡眠時間を確保しよう！ 印宮　栞

ジョイフル名駅 ～安眠からＱＯＬの向上へ～ 加藤　雅崇

特別養護老人ホーム グレ木曽「ファン」を増やそう！！ 田中　文世

グレイスフル木曽 ～在宅生活継続の提案～ 平林　翔太

特別養護老人ホーム 退屈な毎日からの脱却 山下　紋加

グレイスフル熱田 ～「やりたいこと」をかたちに～ 日高　未緒

デイケアセンター ＤＯＵＭＥＩ 洞　巧介

グレイスフル春日井 ～リハビリテーションの個別化/充実化のための連携強化～ 青山　雄紀

審    査    員

Switch

がんばれ！！御嶽海

さくらんぼ

ＴＥＡＭ　ＳＯＲＡ

　社会福祉法人サンライフ／サン・ビジョン　理事長

はじめの一歩

ＪＦＤ岩ちゃん

㈱小口屋　布袋支店

こでまりファミリー

チーム牧野

加　藤　　善　

堤　　修　三

中　尾　友　紀

エリア

Ｑ　Ｃ　発　表
発
表
順

テ　ー　マ

【午後の部　後半】

　静岡福祉大学　社会福祉学部健康福祉学科　特任教授　

テーマ

お陽さま

improvement 「改善」

ぴっかりちゃん

活動戦隊ヤングマン

　愛知県立大学　教育福祉学部社会福祉学科　准教授

【午前の部】

所属事業所

江南・岐阜

長野

サークル名

7 名古屋

【　事業計画の経営方針に基づくもの　】

春日井・
多治見

1

【午後の部　前半】

猫好き

8

3

やまきん

薄　井　照　人

清　水　将　一

江南・岐阜

2

　名古屋市総務局職員部　人材育成・コンプライアンス推進室　室長

　株式会社川原経営総合センター　常務取締役

長野

名古屋

11

江南・岐阜

名古屋

江南・岐阜

5

9

長野

6

春日井・
多治見

12

長野10

4

15
春日井・
多治見

13

名古屋14
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〔19〕平成３０年度　全国大会などでの発表記録

○社会福祉法人サンライフ
開催日 大会名

訪問リハビリ

開催日 大会名

特養

特養

デイサービス

特養

グループホーム

特養

特養

アクティブセンター

特養

老健

老健

デイサービス

開催日 大会名

特養

開催日 大会名

グループホーム

グループホーム

GH
グループホーム

グループホーム

開催日 大会名

老健

デイケア

老健

デイサービス

特養

特養

デイサービス

特定

特養

利用者様主体の喫茶活動～個々の能力が発揮できるプログラム～

○社会福祉法人サン・ビジョン

私はここで暮らしたい ～転倒、骨折しない為の身体つくり～

サンサンリゾート新栄 食事時の混雑解消を目指して　～ゆとりのある食事環境を～

ジョイフル多治見 この薬、私のじゃないよ～配薬ミスをなくす為のチェック方法～

ジョイフル千種

グレイスフル熱田 「その人らしさ」を求めて

グレイスフル下諏訪 ＱＯＬの向上を目指して　～多職種連携による委員会活動の成果～

グレイスフル岡谷 もっと利用者様に愛される施設を～稼働率向上の道筋～

第２グレイスフル岡谷 「水分摂取量と生活の潤い」水分摂取量増加による利用者様のQOL向上を目指して

グレイスフル箕輪 ﾕﾆｯﾄの環境の取り組み

第2グレイスフル辰野 ひやり・ハットを活用し事故防止に取り組む

グレイスフル春日井（老健棟） 業務改善～職員負担の軽減～

グレイスフル下諏訪 業務の制度を高める　～正確な記録を～

第2グレイスフル辰野

グレイスフル岡谷 業務改善で利用者様の満足度UP↑～活気のある職場環境を目指す！～

Ｈ30.10.17～10.19 第28回　全国介護老人保健施設大会　埼玉

発表施設 発表テーマ

グレイスフル日義 ノーリフティングポリシーを活用して　～腰痛を予防して元気で長く働きたい！～

スムーズな受診対応　～正確な情報の共有ができるようになる～

H30.9.7～9.8 第20回記念　日本認知症グループホーム全国大会　栃木

発表施設 発表テーマ

グレイスフル下諏訪

H30.11.22～11.23 第１２回全国研修大会in沖縄

発表施設 発表テーマ

ジョイフル名駅 「職場の活性化を目指して」

グレイスフル箕輪 授業の変更と活動性の向上の取りくみ

ジョイフル名駅 「体も心もほっこりと」　～入浴満足度を上げるために～

ジョイフル名駅 排泄支援による要介護状態の改善に向けての取組み

ジョイフル名駅 看取りを通して学んだこと　～少しの間でいいから自宅へ帰りたい～

グレイスフル塩尻 認知症ケアのストレスと不安～新人職員の精神的不安の軽減を目指して～

利用者様の行動の意味を知ろう！～信頼関係の構築～

ジョイフル砂田橋 「転倒事故ゼロを目指して！～一人一人ができることを～」

ジョイフル布袋 入所されても変わらない生活を　～利用者様に楽しみを持って頂けるように～

サンサンリゾート太古の湯 いつまでも笑顔で生活できる～私たちができる支援～

ジョイフル羽島 働きやすい・学びやすい職場環境つくりをめざして

ジョイフル新那加

Ｈ30.10.17～10.19 第28回　全国介護老人保健施設大会　埼玉

発表施設 発表テーマ

第２サンライフ江南 新人教育を活用した職員教育

H30.5.24～5.25 東海・北陸ブロック老健大会　福井

発表施設 発表テーマ

ジョイフル名駅 高齢者の在宅生活のサポート　～生活の変化に対するチームアプローチ～

〔20〕平成３０年度 利用料減免実績 生活困難者に対する減免実績

(単位：円)
無料低額

老人保健施設利用事業

事業所 実人数 金額 実人数 金額 減免額

第２サンライフ江南 0 0 7 720,389 0

フラワーコート江南 11 63,300 6 40,315 0

ジョイフル江南 8 64,529 15 1,230,264 0

第２ジョイフル江南 0 0 3 224,499 0

ジョイフル布袋 0 0 4 620,834 0

サンサンリゾート　太古の湯 0 0 4 111,812 0

ジョイフル各務原 0 0 1 110,409 0

ジョイフル新那加 0 0 0 0 0

ジョイフル羽島 1 3,650 2 139,802 0

ジョイフル多治見 0 0 4 739,649 0

ジョイフル千種 3 9,240 7 1,746,849 0

ジョイフル砂田橋 0 0 2 459,526 0

ジョイフル名駅 3 10,124 10 1,638,858 5,577,539

ジョイフル新栄 0 0 0 0 0

サンライフ計 26 150,843 65 7,783,206 5,577,539

グレイスフル春日井特養棟 1 36,500 8 757,585 0

グレイスフル八田 0 0 0 0 0

グレイスフル春日井老健棟 0 0 0 0 3,029,329

第２グレイスフル春日井 0 0 5 964,709 0

グレイスフル浅山 0 0 0 0 0

サンサン リゾート グレイスフル春日井 0 0 0 0 0

グレイスフル下諏訪 4 32,100 4 479,645 3,557,626

グレイスフル岡谷 2 9,400 0 0 0

第２グレイスフル岡谷 0 0 0 0 0

グレイスフル辰野 0 0 2 6,400 0

第２グレイスフル辰野 0 0 0 0 0

グレイスフル箕輪 0 0 0 0 0

グレイスフル日義 0 0 0 0 0

グレイスフル木曽 0 0 0 0 0

グレイスフル上松 0 0 0 0 0

グレイスフル塩尻 5 12,400 3 274,002 0

グレイスフル熱田 0 0 1 60,680 0

グレイスフル上前津 0 0 12 2,317,966 0

サン・ビジョン計 12 90,400 35 4,860,987 6,586,955

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計(H30年度） 38 241,243 100 12,644,193 12,164,494

減免額合計： 25,049,930

　

サンライフ減免
サン・ビジョン減免

社会福祉法人減免

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

SL/SV減免 408,277 542,693 532,615 486,600 241,243

社福減免 10,720,210 11,707,483 12,068,493 12,769,982 12,644,193

無料低額 4,313,097 9,649,622 11,289,577 11,698,271 12,164,494

計 15,441,584 21,899,798 23,890,685 24,954,853 25,049,930

0

5,000
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（千円）

■ 減免実績の推移
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〔19〕平成３０年度　全国大会などでの発表記録

○社会福祉法人サンライフ
開催日 大会名

訪問リハビリ

開催日 大会名

特養

特養

デイサービス

特養

グループホーム

特養

特養

アクティブセンター

特養

老健

老健

デイサービス

開催日 大会名

特養

開催日 大会名

グループホーム

グループホーム

GH
グループホーム

グループホーム

開催日 大会名

老健

デイケア

老健

デイサービス

特養

特養

デイサービス

特定

特養

利用者様主体の喫茶活動～個々の能力が発揮できるプログラム～

○社会福祉法人サン・ビジョン

私はここで暮らしたい ～転倒、骨折しない為の身体つくり～

サンサンリゾート新栄 食事時の混雑解消を目指して　～ゆとりのある食事環境を～

ジョイフル多治見 この薬、私のじゃないよ～配薬ミスをなくす為のチェック方法～

ジョイフル千種

グレイスフル熱田 「その人らしさ」を求めて

グレイスフル下諏訪 ＱＯＬの向上を目指して　～多職種連携による委員会活動の成果～

グレイスフル岡谷 もっと利用者様に愛される施設を～稼働率向上の道筋～

第２グレイスフル岡谷 「水分摂取量と生活の潤い」水分摂取量増加による利用者様のQOL向上を目指して

グレイスフル箕輪 ﾕﾆｯﾄの環境の取り組み

第2グレイスフル辰野 ひやり・ハットを活用し事故防止に取り組む

グレイスフル春日井（老健棟） 業務改善～職員負担の軽減～

グレイスフル下諏訪 業務の制度を高める　～正確な記録を～

第2グレイスフル辰野

グレイスフル岡谷 業務改善で利用者様の満足度UP↑～活気のある職場環境を目指す！～

Ｈ30.10.17～10.19 第28回　全国介護老人保健施設大会　埼玉

発表施設 発表テーマ

グレイスフル日義 ノーリフティングポリシーを活用して　～腰痛を予防して元気で長く働きたい！～

スムーズな受診対応　～正確な情報の共有ができるようになる～

H30.9.7～9.8 第20回記念　日本認知症グループホーム全国大会　栃木

発表施設 発表テーマ

グレイスフル下諏訪

H30.11.22～11.23 第１２回全国研修大会in沖縄

発表施設 発表テーマ

ジョイフル名駅 「職場の活性化を目指して」

グレイスフル箕輪 授業の変更と活動性の向上の取りくみ

ジョイフル名駅 「体も心もほっこりと」　～入浴満足度を上げるために～

ジョイフル名駅 排泄支援による要介護状態の改善に向けての取組み

ジョイフル名駅 看取りを通して学んだこと　～少しの間でいいから自宅へ帰りたい～

グレイスフル塩尻 認知症ケアのストレスと不安～新人職員の精神的不安の軽減を目指して～

利用者様の行動の意味を知ろう！～信頼関係の構築～

ジョイフル砂田橋 「転倒事故ゼロを目指して！～一人一人ができることを～」

ジョイフル布袋 入所されても変わらない生活を　～利用者様に楽しみを持って頂けるように～

サンサンリゾート太古の湯 いつまでも笑顔で生活できる～私たちができる支援～

ジョイフル羽島 働きやすい・学びやすい職場環境つくりをめざして

ジョイフル新那加

Ｈ30.10.17～10.19 第28回　全国介護老人保健施設大会　埼玉

発表施設 発表テーマ

第２サンライフ江南 新人教育を活用した職員教育

H30.5.24～5.25 東海・北陸ブロック老健大会　福井

発表施設 発表テーマ

ジョイフル名駅 高齢者の在宅生活のサポート　～生活の変化に対するチームアプローチ～

〔20〕平成３０年度 利用料減免実績 生活困難者に対する減免実績

(単位：円)
無料低額

老人保健施設利用事業

事業所 実人数 金額 実人数 金額 減免額

第２サンライフ江南 0 0 7 720,389 0

フラワーコート江南 11 63,300 6 40,315 0

ジョイフル江南 8 64,529 15 1,230,264 0

第２ジョイフル江南 0 0 3 224,499 0

ジョイフル布袋 0 0 4 620,834 0

サンサンリゾート　太古の湯 0 0 4 111,812 0

ジョイフル各務原 0 0 1 110,409 0

ジョイフル新那加 0 0 0 0 0

ジョイフル羽島 1 3,650 2 139,802 0

ジョイフル多治見 0 0 4 739,649 0

ジョイフル千種 3 9,240 7 1,746,849 0

ジョイフル砂田橋 0 0 2 459,526 0

ジョイフル名駅 3 10,124 10 1,638,858 5,577,539

ジョイフル新栄 0 0 0 0 0

サンライフ計 26 150,843 65 7,783,206 5,577,539

グレイスフル春日井特養棟 1 36,500 8 757,585 0

グレイスフル八田 0 0 0 0 0

グレイスフル春日井老健棟 0 0 0 0 3,029,329

第２グレイスフル春日井 0 0 5 964,709 0

グレイスフル浅山 0 0 0 0 0

サンサン リゾート グレイスフル春日井 0 0 0 0 0

グレイスフル下諏訪 4 32,100 4 479,645 3,557,626

グレイスフル岡谷 2 9,400 0 0 0

第２グレイスフル岡谷 0 0 0 0 0

グレイスフル辰野 0 0 2 6,400 0

第２グレイスフル辰野 0 0 0 0 0

グレイスフル箕輪 0 0 0 0 0

グレイスフル日義 0 0 0 0 0

グレイスフル木曽 0 0 0 0 0

グレイスフル上松 0 0 0 0 0

グレイスフル塩尻 5 12,400 3 274,002 0

グレイスフル熱田 0 0 1 60,680 0

グレイスフル上前津 0 0 12 2,317,966 0

サン・ビジョン計 12 90,400 35 4,860,987 6,586,955

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計(H30年度） 38 241,243 100 12,644,193 12,164,494

減免額合計： 25,049,930

　

サンライフ減免
サン・ビジョン減免

社会福祉法人減免

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

SL/SV減免 408,277 542,693 532,615 486,600 241,243

社福減免 10,720,210 11,707,483 12,068,493 12,769,982 12,644,193

無料低額 4,313,097 9,649,622 11,289,577 11,698,271 12,164,494

計 15,441,584 21,899,798 23,890,685 24,954,853 25,049,930

0

5,000
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20,000

25,000

30,000

（千円）

■ 減免実績の推移
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〔21〕平成３０年度　利用料減免実績　 職員の家族に対する減免実績

(単位：円)

事業所 実人数 金額

第２サンライフ江南 2 72,400

フラワーコート江南 3 300,900

ジョイフル江南 0 0

第２ジョイフル江南 4 146,000

ジョイフル布袋 0 0

サンサンリゾート　太古の湯 0 0

ジョイフル各務原 3 96,900

ジョイフル新那加 0 0

ジョイフル羽島 0 0

ジョイフル多治見 0 0

ジョイフル千種 0 0

ジョイフル砂田橋 0 0

ジョイフル名駅 6 219,750

ジョイフル新栄 0 0

サンライフ計 18 835,950

グレイスフル春日井特養棟 2 73,000

グレイスフル八田 0 0

グレイスフル春日井老健棟 0 0

第２グレイスフル春日井 1 36,500

グレイスフル浅山 0 0

サンサン リゾート グレイスフル春日井 0 0

グレイスフル下諏訪 5 116,880

グレイスフル岡谷 0 0

第２グレイスフル岡谷 1 67,770

グレイスフル辰野 4 27,900

第２グレイスフル辰野 0 0

グレイスフル箕輪 4 35,300

グレイスフル日義 0 0

グレイスフル木曽 0 0

グレイスフル上松 1 3,100

グレイスフル塩尻 1 24,700

グレイスフル熱田 0 0

グレイスフル上前津 0 0

サン・ビジョン計 19 385,150

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計(H30年度) 37 1,221,100

職員家族減免  

第２部 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 事業報告 
 

 
～平成３０年度 法人の経営方針～ 

 

＜エリアの経営方針＞ 

１． 共通基本目標 

①虐待・身体拘束・注意すれば防げる事故など不適切ケアをなくす。（基本技術の徹底、尊厳の教

育など） 

②事業計画に沿った確実な運営を行い、適切な収支差益を確保する。（稼動率管理の徹底、支出の

効率化など） 

③コンプライアンスを確保する。基準・報酬改定に的確に対応する。 

  基準・報酬改定内容の理解と遵守に遺漏なきを期す。行政の実地指導等に適切に対応する。 

④職員を安定して確保する。（多様なリクルート方法、多様な人材の活用、キャリアパスの構築、

資格取得の奨励や管理職の育成など） 

２． 創意工夫目標 

①常に利用者様の気持ちになってよりよいケアとは何かを考え、追求する。（暖かな接遇・節度あ

るマナー、気づきの共有とケアへの活かし、ご自分らしさを取り戻すケア、心のこもった看取

りなど） 

②利用者様が日々、生活を楽しめる環境を創り出す。（清潔な空間、親しみのある設え、生活感の

ある行事、アクティヴィティなど） 

③組織内の風通しを良くし、職員全員が働きやすい環境を作る。（何でも話せる・相談できる職場

環境など） 

④常に職員の業務内容を把握・分析し、専門性に応じた業務の分担により、効率化を図る。（多様

な働き手による多様な働き方の工夫、勤務時間や勤務のあり方の工夫、職場環境の工夫など） 

＜本部の経営方針＞ 

１． 各部共通目標 

①各部相互の情報共有・連携協力により、法人全体の立場に立って、効率的に業務を行う。 

②各エリアが仕事をしやすい環境や体制の整備に配意する。 

③今後の法人の在り方について中長期的観点から考えながら、業務に取り組む。 

２． 各部個別目標 

【財務部】財務状況の正確な把握とそれに基づく必要な経営情報の発信。円滑な資金繰りの確保。 

【総務部】基本方針に基づく内部管理体制の構築とその実効性の確保。ＳＬ/ＳＶの統合に向けた 

検討。 

【事業推進・営繕部】ＪＦ岐阜駅オープンに向けた準備（エリアと共同）。 

     施設整備中期計画の見直しと営繕計画の策定・実施。 

  【人事部】職員採用方法の工夫による必要な人材の確保。長期的な人材養成方策の検討。 

      定年を迎えたキャリアがある人材の活用方法。人材確保のための新規事業の創造の 

検討。 

【研究･開発部】業務の効率化に向けたシステムの見直し（ポイントケアの扱いなど）。次期国際シ 

ンポジウムの準備。国際研究（シンポジウムなど）や海外研修などの成果を取りま 

とめ、施設運営に活かすとともに政策提言を行う。 

【事業創設戦略部】ＥＰＡ職員の確実な確保。外国人事業者に対する教育事業の創設。 技能実習 

制度に関する調査検討。  

【社会貢献事業推進室】生活困窮者支援事業・就労支援事業の着実な実施。 
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〔21〕平成３０年度　利用料減免実績　 職員の家族に対する減免実績

(単位：円)

事業所 実人数 金額

第２サンライフ江南 2 72,400

フラワーコート江南 3 300,900

ジョイフル江南 0 0

第２ジョイフル江南 4 146,000

ジョイフル布袋 0 0

サンサンリゾート　太古の湯 0 0

ジョイフル各務原 3 96,900

ジョイフル新那加 0 0

ジョイフル羽島 0 0

ジョイフル多治見 0 0

ジョイフル千種 0 0

ジョイフル砂田橋 0 0

ジョイフル名駅 6 219,750

ジョイフル新栄 0 0

サンライフ計 18 835,950

グレイスフル春日井特養棟 2 73,000

グレイスフル八田 0 0

グレイスフル春日井老健棟 0 0

第２グレイスフル春日井 1 36,500

グレイスフル浅山 0 0

サンサン リゾート グレイスフル春日井 0 0

グレイスフル下諏訪 5 116,880

グレイスフル岡谷 0 0

第２グレイスフル岡谷 1 67,770

グレイスフル辰野 4 27,900

第２グレイスフル辰野 0 0

グレイスフル箕輪 4 35,300

グレイスフル日義 0 0

グレイスフル木曽 0 0

グレイスフル上松 1 3,100

グレイスフル塩尻 1 24,700

グレイスフル熱田 0 0

グレイスフル上前津 0 0

サン・ビジョン計 19 385,150

ｻﾝﾗｲﾌ、ｻﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ合計(H30年度) 37 1,221,100

職員家族減免  

第２部 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 事業報告 
 

 
～平成３０年度 法人の経営方針～ 

 

＜エリアの経営方針＞ 

１． 共通基本目標 

①虐待・身体拘束・注意すれば防げる事故など不適切ケアをなくす。（基本技術の徹底、尊厳の教

育など） 

②事業計画に沿った確実な運営を行い、適切な収支差益を確保する。（稼動率管理の徹底、支出の

効率化など） 

③コンプライアンスを確保する。基準・報酬改定に的確に対応する。 

  基準・報酬改定内容の理解と遵守に遺漏なきを期す。行政の実地指導等に適切に対応する。 

④職員を安定して確保する。（多様なリクルート方法、多様な人材の活用、キャリアパスの構築、

資格取得の奨励や管理職の育成など） 

２． 創意工夫目標 

①常に利用者様の気持ちになってよりよいケアとは何かを考え、追求する。（暖かな接遇・節度あ

るマナー、気づきの共有とケアへの活かし、ご自分らしさを取り戻すケア、心のこもった看取

りなど） 

②利用者様が日々、生活を楽しめる環境を創り出す。（清潔な空間、親しみのある設え、生活感の

ある行事、アクティヴィティなど） 

③組織内の風通しを良くし、職員全員が働きやすい環境を作る。（何でも話せる・相談できる職場

環境など） 

④常に職員の業務内容を把握・分析し、専門性に応じた業務の分担により、効率化を図る。（多様

な働き手による多様な働き方の工夫、勤務時間や勤務のあり方の工夫、職場環境の工夫など） 

＜本部の経営方針＞ 

１． 各部共通目標 

①各部相互の情報共有・連携協力により、法人全体の立場に立って、効率的に業務を行う。 

②各エリアが仕事をしやすい環境や体制の整備に配意する。 

③今後の法人の在り方について中長期的観点から考えながら、業務に取り組む。 

２． 各部個別目標 

【財務部】財務状況の正確な把握とそれに基づく必要な経営情報の発信。円滑な資金繰りの確保。 

【総務部】基本方針に基づく内部管理体制の構築とその実効性の確保。ＳＬ/ＳＶの統合に向けた 

検討。 

【事業推進・営繕部】ＪＦ岐阜駅オープンに向けた準備（エリアと共同）。 

     施設整備中期計画の見直しと営繕計画の策定・実施。 

  【人事部】職員採用方法の工夫による必要な人材の確保。長期的な人材養成方策の検討。 

      定年を迎えたキャリアがある人材の活用方法。人材確保のための新規事業の創造の 

検討。 

【研究･開発部】業務の効率化に向けたシステムの見直し（ポイントケアの扱いなど）。次期国際シ 

ンポジウムの準備。国際研究（シンポジウムなど）や海外研修などの成果を取りま 

とめ、施設運営に活かすとともに政策提言を行う。 

【事業創設戦略部】ＥＰＡ職員の確実な確保。外国人事業者に対する教育事業の創設。 技能実習 

制度に関する調査検討。  

【社会貢献事業推進室】生活困窮者支援事業・就労支援事業の着実な実施。 
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サンサン リゾート太古の湯
〒４８３‐８３６３　愛知県江南市河野町五十間２１-１
TEL（０５８７）５２‐３５１１　FAX（０５８７）５２‐３９１１
■大型デイサービスセンター

■特別養護老人ホーム ■認可外保育所

■介護老人保健施設 ■ショートケア ■デイケアセンター
■訪問リハビリテーション ■訪問介護 ■居宅介護支援事業所
■地域包括支援センター ■申し込みセンター

■特別養護老人ホーム ■ケアハウス ■ショートステイ ■グループホーム

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター

■養護老人ホーム ■生活支援短期宿泊事業

ジョイフル布袋
〒４８３‐８１５３　愛知県江南市北山町東１９６
TEL（０５８７）５１‐１８１１　FAX（０５８７）５１‐１８１２
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■居宅介護支援事業所
■デイサービスセンター ■グループホーム

サンライフむつみ

FAX（０５８７）５８‐７８５２
〒４８３‐８３６４　愛知県江南市河野町川西７２

ジョイフル守山保育園
〒４６３‐０８０９　名古屋市守山区平池東３０１
TEL（０５２）７３９-３６１１　FAX（０５２）７３９-３６１５
■認可保育園

ジョイフルドーム前こども園
〒４６１‐００４３　名古屋市東区大幸１-１-１１
TEL（０５２）７１９‐０７１１ FAX（０５２）７１９‐０７１５
■幼保連携型認定こども園

ジョイフル名駅
〒４５０‐０００２　名古屋市中村区名駅５-２５-１２
TEL（０５２）５３３-９３２１　FAX（０５２）５３３-３７７２
■特別養護老人ホーム ■介護老人保健施設 ■ショートステイ
■ショートケア ■デイケアセンター ■サービス付き高齢者向け住宅
■訪問リハビリテーション ■居宅介護支援事業所

サンサン・スクール東山公園
〒４６４-０８０７　名古屋市千種区東山通４-１５-１ サンサン・スクール東山公園ビル
TEL（０５２）７８２-９８１１　FAX（０５２）７８２-９８１２
■学童保育所

サンサン リゾート新栄
〒４６０‐０００７　名古屋市中区新栄２-４-３
TEL（０５２）２６９‐３６１１　FAX（０５２）２６９‐３６１３
■大型デイサービスセンター ■認可外保育所 ■サンサン研修センター
■居宅介護支援事業所（ジョイフル新栄）

ジョイフル羽島
〒５０１-６３１４　岐阜県羽島市下中町城屋敷３１８-５
TEL（０５８）３９７-１９１１　FAX（０５８）３９７-１９１３
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■養護老人ホーム
■デイサービス ■居宅介護支援事業所

ジョイフル多治見
〒５０７‐００３７　岐阜県多治見市音羽町１-３５-１
TEL（０５７２）２１-１７１１　FAX（０５７２）２１-５０８０
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■サービス付き高齢者向け住宅
■デイサービスセンター ■幼保連携型認定こども園
■居宅介護支援事業所

■地域密着型特別養護老人ホーム ■住宅型有料老人ホーム
■高齢者向け優良賃貸住宅 ■小規模多機能型居宅介護
■一般賃貸住宅 ■アクティブセンター

〒４６１‐００４５　名古屋市東区砂田橋１-１-１

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター
■グループホーム ■居宅介護支援事業所 ■認可外保育所
■地域包括支援センター

■ケアハウス（特定施設） ■グループホーム ■小規模多機能型居宅介護

岐阜／多治見エリア
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サンサン リゾート太古の湯
〒４８３‐８３６３　愛知県江南市河野町五十間２１-１
TEL（０５８７）５２‐３５１１　FAX（０５８７）５２‐３９１１
■大型デイサービスセンター

■特別養護老人ホーム ■認可外保育所

■介護老人保健施設 ■ショートケア ■デイケアセンター
■訪問リハビリテーション ■訪問介護 ■居宅介護支援事業所
■地域包括支援センター ■申し込みセンター

■特別養護老人ホーム ■ケアハウス ■ショートステイ ■グループホーム

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター

■養護老人ホーム ■生活支援短期宿泊事業

ジョイフル布袋
〒４８３‐８１５３　愛知県江南市北山町東１９６
TEL（０５８７）５１‐１８１１　FAX（０５８７）５１‐１８１２
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■居宅介護支援事業所
■デイサービスセンター ■グループホーム

サンライフむつみ

FAX（０５８７）５８‐７８５２
〒４８３‐８３６４　愛知県江南市河野町川西７２

ジョイフル守山保育園
〒４６３‐０８０９　名古屋市守山区平池東３０１
TEL（０５２）７３９-３６１１　FAX（０５２）７３９-３６１５
■認可保育園

ジョイフルドーム前こども園
〒４６１‐００４３　名古屋市東区大幸１-１-１１
TEL（０５２）７１９‐０７１１ FAX（０５２）７１９‐０７１５
■幼保連携型認定こども園

ジョイフル名駅
〒４５０‐０００２　名古屋市中村区名駅５-２５-１２
TEL（０５２）５３３-９３２１　FAX（０５２）５３３-３７７２
■特別養護老人ホーム ■介護老人保健施設 ■ショートステイ
■ショートケア ■デイケアセンター ■サービス付き高齢者向け住宅
■訪問リハビリテーション ■居宅介護支援事業所

サンサン・スクール東山公園
〒４６４-０８０７　名古屋市千種区東山通４-１５-１ サンサン・スクール東山公園ビル
TEL（０５２）７８２-９８１１　FAX（０５２）７８２-９８１２
■学童保育所

サンサン リゾート新栄
〒４６０‐０００７　名古屋市中区新栄２-４-３
TEL（０５２）２６９‐３６１１　FAX（０５２）２６９‐３６１３
■大型デイサービスセンター ■認可外保育所 ■サンサン研修センター
■居宅介護支援事業所（ジョイフル新栄）

ジョイフル羽島
〒５０１-６３１４　岐阜県羽島市下中町城屋敷３１８-５
TEL（０５８）３９７-１９１１　FAX（０５８）３９７-１９１３
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■養護老人ホーム
■デイサービス ■居宅介護支援事業所

ジョイフル多治見
〒５０７‐００３７　岐阜県多治見市音羽町１-３５-１
TEL（０５７２）２１-１７１１　FAX（０５７２）２１-５０８０
■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■サービス付き高齢者向け住宅
■デイサービスセンター ■幼保連携型認定こども園
■居宅介護支援事業所

■地域密着型特別養護老人ホーム ■住宅型有料老人ホーム
■高齢者向け優良賃貸住宅 ■小規模多機能型居宅介護
■一般賃貸住宅 ■アクティブセンター

〒４６１‐００４５　名古屋市東区砂田橋１-１-１

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター
■グループホーム ■居宅介護支援事業所 ■認可外保育所
■地域包括支援センター

■ケアハウス（特定施設） ■グループホーム ■小規模多機能型居宅介護

岐阜／多治見エリア
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事
業
報
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業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
第

2
サ
ン
ラ
イ
フ
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
①
安
心
、
安
全
な
施
設
環
境
整
備

 
②
利
用
者
様
、
ご
家
族
と
の
絆
を
深
め
る

 
③
職
員
が
自
信
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
体
制
の
構
築

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 
 

   

 2
 
施
設
の
受

け
入
れ
態
勢

の
確
立

 

 

1
-
1
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
稼
働

率
 

 1
-
3
待
機

者
数

 

1
-
4
取
得

可
能

な
加

算
の
算

定
・
維

持
 

2
-
1
適
切

な
説

明
が
可

能
な
職

員
数

 

2
-
2
教
育

報
告

書
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 9

9
.8

%
 

 1
-
3
 8

名
以

上
 

1
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
1
 2

名
以

上
 

2
-
2
平

均
8
点

 

以
上

 

1
-
1
 8

9
.6

%
 

 1
-
2
 9

9
.4

%
 

 1
-
3
 6

.8
名

 

1
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
1
 2

名
 

2
-
2
平

均
7
.6
点

 

以
上

 

1
-
1
 

 
職

員
確

保
が
円

滑
に
出
来
な
か
っ
た
為
、
派
遣
雇
用
等
で
人
件
費

が
高
く
な
っ
た
こ
と
が
影
響

し
、
予
算
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 1
-
2
 
 
 
待

機
者

確
保

に
苦
慮

し
目

標
稼
動
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
他
施
設

や
居
宅

と
の
連
携
に
努

め
、
空
床
利
用

日
数

が
昨
年
度

（
1
4
1
日
）
の

3
倍
に
迫

る
日

数
（
4
1
5
日

）
と
な
っ
た
。

 

1
-
3
 
 
 
目

標
に
は
達

し
な
か
っ
た
が
、
他
法
人

老
健
と
良
好
な
関
係

性
を
築
く
事
が
出
来

、
定

期
的
に
紹
介
を
頂
い
て
い
る
。

 

1
-
4
 
 
 
算

定
根

拠
を
把

握
し
、
取
得
可

能
な
加
算

算
定
は
継
続
し
て
出
来
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
入

院
時

後
の
流

れ
に
つ
い
て
は
、
説
明
出

来
る
体
制
を
整
え
る
事
が
出

来
た
。

 

2
-
2
 
 
 
収

入
の
重

要
性

を
理
解

し
、
緊
急
の
受

入
等
も
協
力
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
継

続
し
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    ★
2
施
設
と
ご
家
族
と
の
良
好
な
関

係
づ
く

 

 
 
り

 

 

3
正
し
い
根
拠
あ
る
記
録
の
確
立

 

1
-
1
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
褥
瘡

形
成

者
 

1
-
3
看
取

り
後

ア
ン
ケ
ー

ト
満

足
度

 

 2
-
1
利
用

者
満

足
度

調
査

（
職

員
の
対

応
）
 

 2
-
2
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ご
家

族
参

加
率

 

3
-
1
介
護

記
録

評
価

表
 

 3
-
2
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評

価
表

 

1
-
1
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3

良
い

以
上

1
0
0
%
 

2
-
1

良
い

以
上

1
0
0
%
 

2
-
2
 8

0
%
以

上
 

3
-
1
平

均
7
0
点

以
上

 

3
-
2
平

均
7
0
点

以
上

 

1
-
1
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 6

名
 

1
-
3
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

2
-
1
良

い
以

上
 

9
0
%
 

2
-
2
 6

6
%
以

上
 

3
-
1
平

均
6
7
点

 

 3
-
2
平

均
8
7
点

 

1
-
1
-
1
 
業

務
の
見

直
し
や
委
員
会

活
動
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
目
標

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足

せ
ず
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組

み
た
い
。

 

1
-
1
-
2
 
利

用
者

様
の
身

嗜
み
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
更
な
る
改
善

を
図

る
。

 

1
-
2
 
 
 
3
月

末
時

点
で
は
、

6
名
の
方
は
全
員

完
治
し
て
い
る
。

1
回

/
月
の
委

員
会
に
お

い
て
予
防

策
の
検
討
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

 

1
-
3
 
 
 
看

取
り
後

の
ご
家
族

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

5
件
依
頼
し
た
内

4
件
返
信
さ
れ
、
す
べ
て
「
大
変

満
足
」
と
言
う
結
果
と
な
っ
た
。
ご
家
族
の
気
持
ち
が

 

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
現
場
の
評
価
が
目

に
見
え
て
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
の
達
成

感
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
見

が
聞
か
れ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
面

会
時

等
近

況
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
普
段
の
利

用
者
様
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
配

慮
不
足
な
面
が
あ
り
、
改
善
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が

 

 
 

 
 

 
定

期
的

に
あ
っ
た
。
迅
速

に
対
応
し
、
再

発
防
止
に
努

め
る
こ
と
で
関
係
性
を
保

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
 
初

回
の
方

は
1
0
0
%
の
参

加
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
日
参
加
が
難
し
い
ご
家
族
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
働
き
か
け
は
継
続
し
て
い
た
い
。

 

3
-
1
 
 
 
利

用
者

様
の
様

子
や
、
職
員

の
ケ
ア
内
容

は
概
ね
記
録
で
き
て
い
る
が
、
職
員

に
よ
り
内
容

に
大
き
な
差
が
あ
る
。
『
具
体
的
に
書
く
』
と
言
う
意

識
 

付
け
は
維

持
で
き
て
い
る
が
、
誤

字
脱
字
、
文
章

の
訂
正
が
必
要
な
も
の
は
多

い
。

 

3
-
2
 
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参
加

職
員

に
は
、
事
前

準
備

を
し
て
か
ら
望

ん
で
も
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
参
加
経

験
が
な
い
職
員
で
も
、
問
題
な
く
報
告
は
行
う
こ
と

 

が
出

来
た
。
職
員

が
参
加
で
き
る
時
間
や

回
数
が
少
な
い
た
め
、
回
数
を
重
ね
て
経

験
を
積
ん
で
い
け
る
環
境

を
整

え
て
い
き
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
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ｾ
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★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 

2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

   ★
3
 5

S
活
動
の
推
進
・
定
着
化

 

 ★
4
間
接
業
務
の
効
率
化

 

★
5
組
織
力
強
化

 

1
 
 
 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 

 
 

 
数

 

2
-
1
配
薬

ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 

 
ア
ン
ケ
ー

ト
で

の
良

い
以

上
の

評
価

（
清

掃
）
 

4
 
 
 
介
護

職
の
業

務
削

減
 

5
-
1
委
員

会
に
お

け
る
目

標
管

理
 

5
-
2
ユ
ニ
ッ
ト
に
お

け
る
目

標
管

理
 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
前

年
比

 

7
0
%
減

 

2
-
2
前

年
比

 

7
0
%
減

 

3
 

 
良

い
以

上
 

 
 
1
0
0
%
 

4
 

 
2
h
/
週

削
減

 

5
-
1
 Q

C
3
題

 

5
-
2
目

標
作

成
 

遂
行

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
前

年
比

 

7
1
%
減

 

2
-
2
前

年
比

 

4
5
%
減

 

3
 

 
良

い
以

上
 

 
 
 
 
1
0
0
%
 

4
 

 
2
h
/
週

削
減

 

5
-
1
 Q

C
3
題

 

5
-
2
目

標
作

成
 

遂
行

 

1
 
 
 
 
 
愛

知
県

の
実

地
指
導
（
9
月
）
で
は
書
面
で
の
指
摘
は
受

け
て
い
な
い
。
今
後
も
法

令
を
遵
守
し
、
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
げ
る
。

 

 2
-
1
 
 
 
8
月

～
1
1
月

に
集
中
し
て
、
薬

に
関
す
る
業
務
ミ
ス
が
目

立
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
と
浸

透
を
図
り
、
手
順
の
定
着

に
つ
な
げ
る
。

 

 2
-
2
 
 
 
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
運
用
に
つ
い
て
、
件

数
や

項
目
を
事
業
所

内
・
他
事
業

所
と
比
較
す
る
な
ど
意

識
を
高
め
る
働
き
か
け
を
実
施
し
た
。
ま
だ
、
収
集

件

数
に
バ
ラ
つ

き
が
あ
り
、
職
員
に
よ
っ
て
意
識
の
差

が
あ
る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
定
着

を
図
り
、
事
故
件
数
減

少
を
目
指
す
。

 

3
 

 
 
 
 
マ
ナ
ー

委
員

会
を
中

心
に
整

備
の
見

直
し
を
図

っ
た
。
清
掃

担
当

が
曖
昧

に
な
っ
て
い
た
場
所

に
つ

い
て
は
、
全
職

員
が
責

任
を
持

っ
て
行
え
る

よ
う
に
当

番
制

に
し
た
。
窓
や
外
壁
な
ど
手
の
届
き
に
く
い
場
所
や

部
屋
の
縁

や
角
な
ど
埃
が
溜
ま
り
や

す
い
場
所

は
業
務
改
善

を
す

る
。

 

4
 
 
 
 
 
職

員
配

置
の
差

が
あ
り
、
対
比
が
難
し
い
が
、
介
助
員
な
ど
の
業
務
内
容

を
見
直
し
た
こ
と
で
改

善
に
向
か
っ
て
い
る
。

 

5
-
1
 
 
 
各

委
員

会
に
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

向
上
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
外

部
研
修
参
加
も
積
極
的
に
促
し
て
い
き
た
い
。

 

5
-
2
 
 
 
事

業
計

画
を
基

に
各

フ
ロ
ア
の
サ
ー

ビ
ス
の
強

み
を
明

確
に
し
、
顧

客
満

足
度

向
上

に
つ

な
げ
る
取

り
組

み
を
ユ
ニ
ッ
ト
毎

実
施

す
る
こ
と
が
で
き

た
。
次

年
度

は
、
更

に
ユ
ニ
ッ
ト
毎
の
特

色
が
出
せ

る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職
育

成
 

 

2
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

  ★
3
職
員
の
資
質
・
マ
ナ
ー
向

上
 

1
-
1
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離
職

率
 

2
-
2
有
給

休
暇

取
得

率
 

2
-
3
職
員

満
足

度
調

査
 

3
-
1
利
用

者
体

験
の
実

施
 

3
-
2
電
話

対
応

が
可

能
な
職

員
数

 

（
介

護
職

）
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 9

名
 

2
-
1
 7

%
 

2
-
2
 7

0
%
 

2
-
3
 7

0
%
以

上
 

3
-
1
 3

回
/
年

 

3
-
2
 2

7
名

 

1
-
1
 3

回
 

1
-
2
 1

3
名

 

2
-
1
 1

7
%
 

2
-
2
 4

0
%
 

2
-
3
 5

7
%
以

上
 

3
-
1
 3

回
/
年

 

3
-
2
 2

3
名

 

1
-
1
 
 
 
不

適
切

ケ
ア
を
理
解
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
目
的
を
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
で
き
る
勉
強
会

を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
 
外

部
研

修
を
中
心
に
積

極
的
に
参
加

を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
の
研

修
が
初

め
て
の
職

員
も
多
く
、
よ
い
刺

激
に
な
っ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
職

員
面

談
を
重

ね
、
悩
み
や

ス
ト
レ
ス
な
ど
確
認

し
な
が
ら
個

別
対
応
を
図

っ
た
。
法
人

の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
取
り
組
む
必
要
性
も
あ
る
。

 

2
-
2
 
 
 
E
P
A
職

員
の
帰
省
が
複
数
重
な
っ
た
。
極

力
、
皆
が
同
じ
条
件
で
取
得
で
き
る
よ
う
勘
考
し
て
い
く
。

 

2
-
3
 
 
 
職

場
の
雰

囲
気

や
や
り
が
い
の
問

に
つ

い
て
は

1
0
～

1
5
%
上
昇
し
て
い
る
。
不
満
を
吐
き
出
し
て
も
ら
い
改
善

に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

 

3
-
1
 
 
 
勉

強
会

の
中

で
“
拘
束
体
験
”
を
実
施
し
た
。
次
年
度
も
利
用
者
様
体

験
の
機
会

を
設
け
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

 

3
-
2
 
 
 
ご
家

族
へ

の
電

話
対
応

の
育
成
を
図
り
、
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
個

々
に
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

− 44− − 45−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
第

2
サ
ン
ラ
イ
フ
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
①
安
心
、
安
全
な
施
設
環
境
整
備

 
②
利
用
者
様
、
ご
家
族
と
の
絆
を
深
め
る

 
③
職
員
が
自
信
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
体
制
の
構
築

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 
 

   

 2
 
施
設
の
受

け
入
れ
態
勢

の
確
立

 

 

1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
稼

働
率

 

 1
-
3
待

機
者

数
 

1
-
4
取

得
可

能
な
加

算
の
算

定
・
維

持
 

2
-
1
適
切

な
説

明
が
可

能
な
職

員
数

 

2
-
2
教

育
報

告
書

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 9

9
.8

%
 

 1
-
3
 8

名
以

上
 

1
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
1
 2

名
以

上
 

2
-
2
平

均
8
点

 

以
上

 

1
-
1
 8

9
.6

%
 

 1
-
2
 9

9
.4

%
 

 1
-
3
 6

.8
名

 

1
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
1
 2

名
 

2
-
2
平

均
7
.6
点

 

以
上

 

1
-
1
 

 
職

員
確

保
が
円

滑
に
出
来
な
か
っ
た
為
、
派
遣
雇
用
等
で
人
件
費

が
高
く
な
っ
た
こ
と
が
影
響

し
、
予
算
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 1
-
2
 
 
 
待

機
者

確
保

に
苦
慮
し
目

標
稼
動
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
他
施
設

や
居
宅
と
の
連
携
に
努

め
、
空
床
利
用

日
数
が
昨
年
度

（
1
4
1
日
）
の

3
倍
に
迫

る
日

数
（
4
1
5
日
）
と
な
っ
た
。

 

1
-
3
 
 
 
目

標
に
は
達

し
な
か
っ
た
が
、
他
法
人

老
健
と
良
好
な
関
係

性
を
築
く
事
が
出
来
、
定

期
的
に
紹
介
を
頂
い
て
い
る
。

 

1
-
4
 
 
 
算

定
根

拠
を
把

握
し
、
取
得
可

能
な
加
算

算
定
は
継
続
し
て
出
来
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
入

院
時

後
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
説
明
出

来
る
体
制
を
整
え
る
事
が
出

来
た
。

 

2
-
2
 
 
 
収

入
の
重

要
性
を
理
解

し
、
緊
急
の
受

入
等
も
協
力
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
継

続
し
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    ★
2
施
設
と
ご
家
族
と
の
良
好
な
関

係
づ
く

 

 
 
り

 

 

3
正
し
い
根
拠
あ
る
記
録
の
確
立

 

1
-
1
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
褥
瘡

形
成

者
 

1
-
3
看

取
り
後

ア
ン
ケ
ー

ト
満

足
度

 

 2
-
1
利
用

者
満

足
度

調
査

（
職

員
の
対

応
）
 

 2
-
2
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ご
家

族
参

加
率

 

3
-
1
介
護

記
録

評
価

表
 

 3
-
2
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評

価
表

 

1
-
1
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3

良
い

以
上

1
0
0
%
 

2
-
1

良
い

以
上

1
0
0
%
 

2
-
2
 8

0
%
以

上
 

3
-
1
平

均
7
0
点

以
上

 

3
-
2
平

均
7
0
点

以
上

 

1
-
1
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 6

名
 

1
-
3
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

2
-
1
良

い
以

上
 

9
0
%
 

2
-
2
 6

6
%
以

上
 

3
-
1
平

均
6
7
点

 

 3
-
2
平

均
8
7
点

 

1
-
1
-
1
 
業

務
の
見

直
し
や
委
員
会

活
動
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
目
標

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足

せ
ず
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組

み
た
い
。

 

1
-
1
-
2
 
利

用
者

様
の
身

嗜
み
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
更
な
る
改
善

を
図

る
。

 

1
-
2
 
 
 
3
月

末
時

点
で
は
、

6
名
の
方
は
全
員

完
治
し
て
い
る
。

1
回

/
月
の
委

員
会
に
お

い
て
予
防

策
の
検
討
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

 

1
-
3
 
 
 
看

取
り
後

の
ご
家
族

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

5
件
依
頼
し
た
内

4
件
返
信
さ
れ
、
す
べ
て
「
大
変

満
足
」
と
言
う
結
果
と
な
っ
た
。
ご
家
族
の
気
持
ち
が

 

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
現
場
の
評
価
が
目

に
見
え
て
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
の
達
成

感
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
見

が
聞
か
れ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
面

会
時

等
近

況
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
普
段
の
利

用
者
様
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
配

慮
不
足
な
面
が
あ
り
、
改
善
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が

 

 
 

 
 

 
定

期
的

に
あ
っ
た
。
迅
速

に
対
応
し
、
再

発
防
止
に
努

め
る
こ
と
で
関
係
性
を
保

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
 
初

回
の
方

は
1
0
0
%
の
参

加
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
日
参
加
が
難
し
い
ご
家
族
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
働
き
か
け
は
継
続
し
て
い
た
い
。

 

3
-
1
 
 
 
利

用
者

様
の
様
子
や
、
職
員

の
ケ
ア
内
容

は
概
ね
記
録
で
き
て
い
る
が
、
職
員

に
よ
り
内
容

に
大
き
な
差
が
あ
る
。
『
具
体
的
に
書
く
』
と
言
う
意

識
 

付
け
は
維

持
で
き
て
い
る
が
、
誤

字
脱
字
、
文
章

の
訂
正
が
必
要
な
も
の
は
多

い
。

 

3
-
2
 
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参
加

職
員

に
は
、
事
前

準
備

を
し
て
か
ら
望

ん
で
も
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
参
加
経

験
が
な
い
職
員
で
も
、
問
題
な
く
報
告
は
行
う
こ
と

 

が
出

来
た
。
職
員

が
参
加
で
き
る
時
間
や

回
数
が
少
な
い
た
め
、
回
数
を
重
ね
て
経

験
を
積
ん
で
い
け
る
環
境

を
整

え
て
い
き
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 

2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

   ★
3
 5

S
活
動
の
推
進
・
定
着
化

 

 ★
4
間
接
業
務
の
効
率
化

 

★
5
組
織
力
強
化

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 

 
 

 
数

 

2
-
1
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 

 
ア
ン
ケ
ー

ト
で

の
良

い
以

上
の

評
価

（
清

掃
）
 

4
 
 
 
介

護
職

の
業

務
削

減
 

5
-
1
委

員
会

に
お

け
る
目

標
管

理
 

5
-
2
ユ
ニ
ッ
ト
に
お

け
る
目

標
管

理
 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
前

年
比

 

7
0
%
減

 

2
-
2
前

年
比

 

7
0
%
減

 

3
 

 
良

い
以

上
 

 
 
1
0
0
%
 

4
 

 
2
h
/
週

削
減

 

5
-
1
 Q

C
3
題

 

5
-
2
目

標
作

成
 

遂
行

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
前

年
比

 

7
1
%
減

 

2
-
2
前

年
比

 

4
5
%
減

 

3
 

 
良

い
以

上
 

 
 
 
 
1
0
0
%
 

4
 

 
2
h
/
週

削
減

 

5
-
1
 Q

C
3
題

 

5
-
2
目

標
作

成
 

遂
行

 

1
 
 
 
 
 
愛

知
県

の
実

地
指
導
（
9
月
）
で
は
書
面
で
の
指
摘
は
受

け
て
い
な
い
。
今
後
も
法

令
を
遵
守
し
、
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
げ
る
。

 

 2
-
1
 
 
 
8
月

～
1
1
月

に
集
中
し
て
、
薬

に
関
す
る
業
務
ミ
ス
が
目

立
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
と
浸

透
を
図
り
、
手
順
の
定
着

に
つ
な
げ
る
。

 

 2
-
2
 
 
 
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
運
用
に
つ
い
て
、
件

数
や

項
目
を
事
業
所

内
・
他
事
業

所
と
比
較
す
る
な
ど
意

識
を
高
め
る
働
き
か
け
を
実
施
し
た
。
ま
だ
、
収
集

件

数
に
バ
ラ
つ

き
が
あ
り
、
職
員
に
よ
っ
て
意
識
の
差

が
あ
る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
定
着

を
図
り
、
事
故
件
数
減

少
を
目
指
す
。

 

3
 

 
 
 
 
マ
ナ
ー

委
員

会
を
中

心
に
整

備
の
見

直
し
を
図

っ
た
。
清
掃

担
当

が
曖
昧

に
な
っ
て
い
た
場
所

に
つ

い
て
は
、
全
職

員
が
責

任
を
持

っ
て
行
え
る

よ
う
に
当

番
制
に
し
た
。
窓
や
外
壁
な
ど
手
の
届
き
に
く
い
場
所
や

部
屋
の
縁

や
角
な
ど
埃
が
溜
ま
り
や

す
い
場
所

は
業
務
改
善

を
す

る
。

 

4
 
 
 
 
 
職

員
配

置
の
差

が
あ
り
、
対
比
が
難
し
い
が
、
介
助
員
な
ど
の
業
務
内
容

を
見
直
し
た
こ
と
で
改

善
に
向
か
っ
て
い
る
。

 

5
-
1
 
 
 
各

委
員

会
に
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

向
上
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
外

部
研
修
参
加
も
積
極
的
に
促
し
て
い
き
た
い
。

 

5
-
2
 
 
 
事

業
計

画
を
基

に
各

フ
ロ
ア
の
サ
ー

ビ
ス
の
強

み
を
明

確
に
し
、
顧

客
満

足
度

向
上

に
つ

な
げ
る
取

り
組

み
を
ユ
ニ
ッ
ト
毎

実
施

す
る
こ
と
が
で
き

た
。
次

年
度

は
、
更

に
ユ
ニ
ッ
ト
毎
の
特

色
が
出
せ

る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職
育

成
 

 

2
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

  ★
3
職
員
の
資
質
・
マ
ナ
ー
向

上
 

1
-
1
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離

職
率

 

2
-
2
有

給
休

暇
取

得
率

 

2
-
3
職

員
満

足
度

調
査

 

3
-
1
利

用
者

体
験

の
実

施
 

3
-
2
電

話
対

応
が
可

能
な
職

員
数

 

（
介

護
職

）
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 9

名
 

2
-
1
 7

%
 

2
-
2
 7

0
%
 

2
-
3
 7

0
%
以

上
 

3
-
1
 3

回
/
年

 

3
-
2
 2

7
名

 

1
-
1
 3

回
 

1
-
2
 1

3
名

 

2
-
1
 1

7
%
 

2
-
2
 4

0
%
 

2
-
3
 5

7
%
以

上
 

3
-
1
 3

回
/
年

 

3
-
2
 2

3
名

 

1
-
1
 
 
 
不

適
切

ケ
ア
を
理
解
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
目
的
を
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
で
き
る
勉
強
会

を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
 
外

部
研

修
を
中

心
に
積

極
的
に
参
加

を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
の
研

修
が
初

め
て
の
職

員
も
多
く
、
よ
い
刺

激
に
な
っ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
 
 
職

員
面

談
を
重
ね

、
悩
み
や

ス
ト
レ
ス
な
ど
確
認

し
な
が
ら
個

別
対
応
を
図

っ
た
。
法
人

の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
取
り
組
む
必
要
性
も
あ
る
。

 

2
-
2
 
 
 
E
P
A
職

員
の
帰
省
が
複
数
重
な
っ
た
。
極

力
、
皆
が
同
じ
条
件
で
取
得
で
き
る
よ
う
勘
考
し
て
い
く
。

 

2
-
3
 
 
 
職

場
の
雰

囲
気
や
や
り
が
い
の
問

に
つ

い
て
は

1
0
～

1
5
%
上
昇
し
て
い
る
。
不
満
を
吐
き
出
し
て
も
ら
い
改
善

に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

 

3
-
1
 
 
 
勉

強
会

の
中

で
“
拘
束
体
験
”
を
実
施
し
た
。
次
年
度
も
利
用
者
様
体

験
の
機
会

を
設
け
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

 

3
-
2
 
 
 
ご
家

族
へ

の
電

話
対
応

の
育
成
を
図
り
、
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
個

々
に
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

− 44− − 45−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

（
施
設
名
）
サ
ン
ラ
イ
フ
託
児
所

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
思
い
や
り
を
持
ち
、
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
元
気
な
子
」と
い
う
保
育
目
標
の
中
で
、
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

運
営
費
の
補
助

金
受
給

予
算
管
理
の
徹

底

満
額

受
給

必
要

物
品

に
関

す
る
当

初
予

算
の

達
成

満
額

受
給 円

使
用

満
額

受
給 円

労
働

局
へ

の
補

助
金
申
請
を
滞
り
な
く
実
施
し
、
満
額
受
給
に
至
る
。

子
ど
も
が
興

味
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
内

容
を
会
議
で
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
主

に
製
作

に
お

け
る
教
材
費
と
し
て
使
用
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

子
ど
も
の
生
活
の
安

定
と
充
実

安
心
・
快
適
な
保
育
環
境

維
持

年
齢
に
応
じ
た
基

本
的
生
活
習
慣

や
体
力
を
身
に
つ
け
心
身

を
成
長

さ
せ
る

ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
運
用

形
態
の

検
討

満
足

度
調

査
結

果
か
ら
の
改

善
件

数

玩
具

の
消

毒
回

数
週

利
用

前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実

施

発
達

記
録

表

申
し
込

み
利

用
表

件
以

上

週
回

以
上

新
規

全
員

全
員

作
成

毎
月

回
収

件

週
回

新
規

全
員

全
員

作
成

毎
月

回
収

週
に

度
、
お

弁
当

の
日

を
設
け
て
お
り
、
そ
れ
が
負
担

に
な
る
と
の
意
見

を
頂
い
た
。
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
為

、
従

来
通

り
お
弁
当
の
日

は
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
ニ
ー
ズ
は
特
に
な
し
。

消
毒

薬
を
用

い
て
玩
具
消

毒
を
、
感
染
予

防
の
強
化
の
観

点
か
ら
週

回
か
ら

回
と
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
確
実
に
実

施
し
、
保
護

者
の
就
労
の
不
安
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

挨
拶

や
身

の
周

り
の
片
付

け
等
、
生
活
習
慣

の
習
得
状
況
を
職
員
間
で
共
有
出

来
る
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
。

子
ど
も
一

人
ひ

と
り
の
成
長
過
程
を
観
察
し
、
保
育
士
間
・
保
護
者
間
で
情
報
を
共
有

し
て
い
く
。

保
護

者
の
勤

務
形
態
に
基
づ
き
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
運
営
を
心
掛

け
、
急
な
勤
務

変
更
に
も
対
応

し
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

防
災
・
防
犯
対
策

の
強
化

感
染
症
対
策
の
強
化

保
育

所
監

査
の
指

摘
件

数

避
難

訓
練

実
施

（
地

震
・
火

災
・
風

水
害

）

防
犯

教
育

の
実

施

感
染

症
件

数

件 回
年

回
年

件

件 回

回 件

月
に
愛

知
労

働
局

の
実
地
確
認
受

け
指
摘

は
な
し
。
今
後
も
関
係
法

令
の
把
握

に
努

め
る
。

地
震

や
火

災
の
避
難
訓
練

を
、
子
ど
も
を
含

め
て
毎
月
実
施
。
緊
急
時
の
動
き
方
の
把

握
に
努

め
た
。

建
物

内
に
不

審
者

が
侵

入
し
た
場
合

を
想
定

し
、
刺
股
を
使
用
し
た
訓

練
を
実
施
し
た
。

月
と

月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

型
の
感

染
に
て
欠
席
す
る
子
ど
も
が

名
発
生
。
保
育
所

内
で
の
感
染
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
午

前
回
と
午

後
回

の
換

気
ル
ー
ル
作
り
や
、
手
洗

い
及
び
手

指
消
毒
を
実
施
し
、
感

染
症
対
策

に
努
め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

保
育
資
質
向
上

離
職

率

研
修

参
加

回
数

以
下

回
回

職
員

面
談

を
重

ね
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
確

認
し
な
が
ら
個
別

対
応
を
図

っ
た
。
法
人
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
取
り
組
む
必
要
性
も
あ
る
。

保
育

に
関

す
る
外
部
研
修

に
名

参
加
。
効
果
的
な
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
方
法

や
体
操
。
年

齢
に
適
し
た
教
材
と
そ
の
活
用
方
法

を
学
び
、
現
場

で
活

か
す

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

 
(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
専
門
職
が
協
働
し
、
専
門
性
の
発
揮
と
チ
ー
ム
ケ
ア
を
実
践
す
る
。

2
.チ
ー
ム
の
団
結
力
を
高
め
、
最
高
の
環
境
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
在
宅
復
帰
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

     2
環
境
配
慮
・
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
支
出

の
削

 

 
減

 

1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
退

所
支

援
件

数
 

1
-
3
短
期

集
中

リ
ハ
加

算
算

定
数

（
月

平
均

 

  2
-
1
電

気
使

用
量

（
対

前
年

度
比

）
 

2
-
2
可
燃

ゴ
ミ
の
排

出
量

(対
前

年
度

比
) 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 1

0
件

 

1
-
3
 5

6
0
回

 

  2
-
1
 1
％

増
以

内
 

2
-
2
 5
％

減
 

1
-
1
 1

0
0
％

 

 1
-
2
 9

件
 

1
-
3
 5

4
5
回

 

  2
-
1
6
 2

%
減

 

2
-
2
 9
％

減
 

 

1
-
1

利
用

者
様

の
体

調
不
良
、
感

染
症
蔓
延
対

策
に
よ
る
入
所
制

限
を
図

っ
た
為
、
目
標
稼

働
率
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
安

定
し
た
稼
働

を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
次

年
度
も
、
継
続

的
な
居
宅
支
援
事

業
所
や
協
力
医
療
機

関
等
へ
の
営

業
活
動
を
実

施
し
、
待
機
者
確
保
に
努
め
る
。

 

1
-
2
 9

件
の
支

援
件

数
の
内
、

5
件
特
養

退
所
決
定

と
な
っ
た
。
そ
の
他
は
特
養
待
機
中
。
今

後
も
継
続

し
て
長
期
入
所
者
の
退

所
支
援
を
実

施
す
る
。

 

1
-
3

短
期

集
中

リ
ハ
ビ
リ
の
実

施
回

数
は
年

間
平

均
5
4
5

回
と
な
り
、
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
介

護
保

険
施

設
サ
ー

ビ
ス
費

の
「
基

本
型

」
か
ら
「
加

算

型
」
へ

の
移

行
に
つ

い
て
は
、
在

宅
復

帰
率
、
入
所

前
後
訪

問
指

導
割

合
、
配
置

割
合

が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
次

年
度

も
課

題
解

決
に
向

け
た
取

り

組
み

を
継

続
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
玄

関
照

明
、
会

議
室

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気

使
用
量
の
削
減
と
削
減
意
識
を
高
く
保
つ
こ
と
で
、
昨
年
度
に
比
べ

6
.2
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
全

体
的

に
職

員
の
意
識
も
高
く
、
無
駄
に
ゴ
ミ
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
度
に
比

べ
9
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適
な
生
活
の
提
供

 

   ★
2
退
所
先
を
念
頭
に
置
い
た
効

果
的
な
ﾘ

ﾊ
ﾋ
ﾞﾘ
の
提
供

 

★
3
在
宅
復
帰
支
援
機
能

の
充
実

 

1
-
1
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
2
利
用

者
満

足
度

調
査

（
余

暇
活

動
）
 

1
-
3
介

助
方

法
見

直
し
・
改

善
件

数
 

1
-
4
排

泄
ケ
ア
見

直
し
・
改

善
件

数
 

2
-
1
ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ評

価
指

標
の
対

象
者

数
 

2
-
2
ﾘﾊ

ﾋ
ﾞﾘ
満

足
度

（
利

用
者

満
足

度
査

）
 

3
-
1
在

宅
訪

問
件

数
 

3
-
2
在
宅

復
帰

者
数

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 

2
0
件

/
年

 

1
-
4
 

2
5
件

/
年

 

2
-
1
 

1
0
名

以
上

 

2
-
2
 1

0
0
%
 

3
-
1
 

2
5
名

 

3
-
2
 

3
5
名

 

1
-
1
 9

8
%
 

1
-
2
 9

7
%
 

1
-
3
 1

9
件

 

1
-
4
 5

0
件

 

―
 

2
-
2
 1

0
0
%
 

3
-
1
 1

8
名

 

3
-
2
 1

6
名

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
は
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
し
評
価

を
受
け
、
評
価
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
対
応

策
を
検

討
し
、
改
善
に
努

め
た
。

 

余
暇

活
動

に
つ

い
て
は
利

用
者
様
に
よ
っ
て
差

は
見
ら
れ
る
が
、
入

所
時
面
接
で
聞
き
取
り
を
行
い
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
時
に
フ
ロ
ア
で
の
状
況

を
確
認

 

し
、
取

り
組

み
内

容
を
認
知
症
ケ
ア
委
員
会
で
継
続

で
き
て
い
る
か
の
報
告
と
検
討
を
行

う
流
れ

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
ケ
ア
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
、

 

多
職

種
で
協

働
し
、
移
乗
介

助
方
法
や
排
泄
ケ
ア
の
見
直
し
な
ど
を
実
際

の
介
護
場
面
で
検

討
を
行

い
改
善
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
新

し
い
評

価
指

標
の
検

討
は
随

時
行

っ
て
き
た
が
、
各

種
書

式
と
の
整

合
性

や
重

複
を
避

け
る
為

、
ル
ー

ル
化

す
る
ま
で
に
は
時

間
が
必

要
と
思

わ

れ
た
。
従

来
の
評
価

方
法
の
運

用
方
法
を
見

直
し
、
多
職
種
で
分
か
り
や
す

い
指
標
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
退
所
後
の
方
針

を
明
確
に
し
た
。

 

3
 

 
在

宅
訪

問
時

は
、
在

宅
復

帰
に
向

け
た
課

題
を
盛

り
込

み
、
目

標
設

定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
訪

問
結

果
を
ご
家

族
や

職
員

へ
伝

達
し
在

宅

復
帰

に
向

け
た
意

識
付

け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

  ★
3
チ
ー
ム
ケ
ア
の
向
上

 

 

1
 
 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 
 

 

 
 
数

 

2
-
1
配
薬

ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
-
1
内

部
監

査
報

告
書

指
摘

件
数

 

3
-
2
既
存

登
録

書
式

の
見

直
し
件

数
 

3
-
3
施

設
内

勉
強

会
実

施
回

数
 

1
 0

件
 

 2
-
1
 3

件
 

 2
-
2
 0

件
 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 1

0
件

 

3
-
3
 1

5
回

以
上

 

1
 1

件
 

 2
-
1
 5

件
 

 2
-
2
 2

件
 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 9

件
 

3
-
3
 2

4
回

 

1
 
 
 
実

地
指

導
に
て
、
退

所
時
情
報
提
供

書
に
つ

い
て
必
要
事
項

の
記
入
漏
れ

が
あ
り
指
摘
を
受

け
た
。
指
摘
内
容
は
速

や
か
に
様

式
の
改
善

を
図
り
運

 

用
を
開

始
し
た
。

 

2
-
1
目

標
に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

年
度
の
服
薬
ミ
ス
総
件
数
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
、
教
育
等
の
効
果
あ
り
と
判
断
し
、
今

後
も
対
策
実

施

と
教

育
に
努

め
る
。

 

2
-
2
職

員
関

与
の
事

故
は

2
件
と
な
っ
た
。
今
後
も
事
故
対
策
委
員
会

を
中
心
に
各
フ
ロ
ア
へ
働
き
か
け

,重
大

事
故
発
生
防
止

に
努

め
る
。

 

3
 

 
各

部
署

で
内

部
監
査
自

己
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
各
種
加
算
に
そ
っ
た
記
録
の
整

備
、
既
存
登
録
書

式
の
見
直
し
を
行
い
、
業

務
改
善
に
も
つ
な
げ
る

 

こ
と
が
出

来
た
。
次

年
度
も
継

続
し
法
令
順
守

に
努

め
て
い
く
。
施
設

内
勉
強
会
も
計
画

通
り
に
実
施
し
、
チ
ー
ム
ケ
ア
に
つ
い
て
の
理
解
と
必

要
性
を

 

認
識

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職
育

成
 

 

2
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

 

3
Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
育
成

 

1
-
1
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離

職
率

 

2
-
2
親

睦
会

の
開

催
 

3
 

 
基

本
介

護
チ
ェ
ッ
ク

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 2

5
名

 

2
-
1
 1

0
％

以
下

 

2
-
2
 3

回
以

上
 

3
 

 
全

項
目

B
 

以
上

 

1
-
1
 6

回
 

1
-
2
 3

5
回

 

2
-
1
 6

.2
％

 

2
-
2
 1

2
回

 

3
 

 
全

項
目

Ｂ
 

以
上

 

1
 
 
 
身

体
拘

束
に
関

す
る
研
修
つ

い
て
は
外

部
研

修
へ
参
加
し
、
学
ん
だ
事
を
施
設

内
の
研
修

に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
昨
年
度

以
上
の
外

部
研

 

修
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

 

2
 

 
交

流
会

を
施

設
全

体
又
は
各

部
署
が
主
催

し
、
複
数
部
署
で
交
流
を
深
め
る
事

が
出
来
た
。
職
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円

滑
に
な
っ
た
こ
と
で

 

士
気

も
高

ま
っ
た
。
今
後
も
多
職

種
連
携
し
働
き
や

す
い
環
境
作
り
を
継
続
し
て
い
く
。

 

3
 

 
日

本
語

力
は
徐

々
に
向

上
し
、
夜
勤
業

務
も
一
人
立
ち
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今

後
も
個

々
に
あ
っ
た
指

導
を
行

い
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
行

っ
て
い
く
。
平

成

3
0
年

1
2
月
よ
り
、

2
期
生
を
迎
え
入
れ
て
い
る
為
、
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
り
な
が
ら
指
導

を
し
て
い
く
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

（
施
設
名
）
サ
ン
ラ
イ
フ
託
児
所

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
思
い
や
り
を
持
ち
、
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
元
気
な
子
」と
い
う
保
育
目
標
の
中
で
、
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

運
営
費
の
補
助

金
受
給

予
算
管
理
の
徹

底

満
額

受
給

必
要

物
品

に
関

す
る
当

初
予

算
の

達
成

満
額

受
給 円

使
用

満
額

受
給 円

労
働

局
へ

の
補

助
金
申
請
を
滞
り
な
く
実
施
し
、
満
額
受
給
に
至
る
。

子
ど
も
が
興

味
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
内

容
を
会
議
で
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
主

に
製
作

に
お

け
る
教
材
費
と
し
て
使
用
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

子
ど
も
の
生
活
の
安

定
と
充
実

安
心
・
快
適
な
保
育
環
境

維
持

年
齢
に
応
じ
た
基

本
的
生
活
習
慣

や
体
力
を
身
に
つ
け
心
身

を
成
長

さ
せ
る

ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
運
用

形
態
の

検
討

満
足

度
調

査
結

果
か
ら
の
改

善
件

数

玩
具

の
消

毒
回

数
週

利
用

前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実

施

発
達

記
録

表

申
し
込

み
利

用
表

件
以

上

週
回

以
上

新
規
全

員

全
員

作
成

毎
月
回

収

件

週
回

新
規

全
員

全
員

作
成

毎
月
回

収

週
に

度
、
お

弁
当

の
日

を
設
け
て
お
り
、
そ
れ
が
負
担

に
な
る
と
の
意
見

を
頂
い
た
。
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
為

、
従

来
通

り
お
弁
当
の
日

は
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
ニ
ー
ズ
は
特
に
な
し
。

消
毒

薬
を
用

い
て
玩
具
消

毒
を
、
感
染
予

防
の
強
化
の
観

点
か
ら
週

回
か
ら

回
と
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
確
実
に
実

施
し
、
保
護

者
の
就
労
の
不
安
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

挨
拶

や
身

の
周

り
の
片
付

け
等
、
生
活
習
慣

の
習
得
状
況
を
職
員
間
で
共
有
出

来
る
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
。

子
ど
も
一

人
ひ

と
り
の
成
長
過
程
を
観
察
し
、
保
育
士
間
・
保
護
者
間
で
情
報
を
共
有

し
て
い
く
。

保
護

者
の
勤

務
形
態
に
基
づ
き
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
運
営
を
心
掛

け
、
急
な
勤
務

変
更
に
も
対
応

し
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

防
災
・
防
犯
対
策

の
強
化

感
染
症
対
策
の
強
化

保
育

所
監

査
の
指

摘
件

数

避
難

訓
練

実
施

（
地

震
・
火

災
・
風

水
害

）

防
犯

教
育

の
実

施

感
染

症
件

数

件 回
年

回
年

件

件 回

回 件

月
に
愛

知
労

働
局

の
実
地
確
認
受

け
指
摘

は
な
し
。
今
後
も
関
係
法

令
の
把
握

に
努

め
る
。

地
震

や
火

災
の
避

難
訓
練

を
、
子
ど
も
を
含

め
て
毎
月
実
施
。
緊
急
時
の
動
き
方
の
把

握
に
努

め
た
。

建
物

内
に
不

審
者

が
侵

入
し
た
場
合

を
想
定

し
、
刺
股
を
使
用
し
た
訓

練
を
実
施
し
た
。

月
と

月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

型
の
感

染
に
て
欠
席
す
る
子
ど
も
が

名
発
生

。
保
育
所

内
で
の
感
染
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
午

前
回
と
午

後
回

の
換

気
ル
ー
ル
作
り
や
、
手
洗

い
及
び
手

指
消
毒
を
実
施
し
、
感

染
症
対
策

に
努
め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

保
育
資
質
向
上

離
職

率

研
修

参
加

回
数

以
下

回
回

職
員

面
談

を
重

ね
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
確

認
し
な
が
ら
個
別

対
応
を
図

っ
た
。
法
人
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
取
り
組
む
必
要
性
も
あ
る
。

保
育

に
関

す
る
外
部
研
修

に
名

参
加

。
効
果
的
な
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
方
法

や
体
操
。
年

齢
に
適
し
た
教
材
と
そ
の
活
用
方
法

を
学
び
、
現
場

で
活

か
す

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

 
(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
専
門
職
が
協
働
し
、
専
門
性
の
発
揮
と
チ
ー
ム
ケ
ア
を
実
践
す
る
。

2
.チ
ー
ム
の
団
結
力
を
高
め
、
最
高
の
環
境
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
在
宅
復
帰
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

     2
環
境
配
慮
・
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
支
出

の
削

 

 
減

 

1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
退

所
支

援
件

数
 

1
-
3
短
期

集
中

リ
ハ
加

算
算

定
数

（
月

平
均

 

  2
-
1
電

気
使

用
量

（
対

前
年

度
比

）
 

2
-
2
可
燃

ゴ
ミ
の
排

出
量

(対
前

年
度

比
) 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 1

0
件

 

1
-
3
 5

6
0
回

 

  2
-
1
 1
％

増
以

内
 

2
-
2
 5
％

減
 

1
-
1
 1

0
0
％

 

 1
-
2
 9

件
 

1
-
3
 5

4
5
回

 

  2
-
1
6
 2

%
減

 

2
-
2
 9
％

減
 

 

1
-
1

利
用

者
様

の
体

調
不
良
、
感

染
症
蔓
延
対

策
に
よ
る
入
所
制

限
を
図

っ
た
為
、
目
標
稼

働
率
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
安

定
し
た
稼
働

を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
次

年
度
も
、
継
続

的
な
居
宅
支
援
事

業
所
や
協
力
医
療
機

関
等
へ
の
営

業
活
動
を
実

施
し
、
待
機
者
確
保
に
努
め
る
。

 

1
-
2
 9

件
の
支

援
件

数
の
内
、

5
件
特
養

退
所
決
定

と
な
っ
た
。
そ
の
他
は
特
養
待
機
中
。
今

後
も
継
続

し
て
長
期
入
所
者
の
退

所
支
援
を
実

施
す
る
。

 

1
-
3

短
期

集
中

リ
ハ
ビ
リ
の
実

施
回

数
は
年

間
平

均
5
4
5

回
と
な
り
、
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
介

護
保

険
施

設
サ
ー

ビ
ス
費

の
「
基

本
型

」
か
ら
「
加

算

型
」
へ

の
移

行
に
つ

い
て
は
、
在

宅
復

帰
率
、
入
所

前
後
訪

問
指

導
割

合
、
配
置

割
合

が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
次

年
度

も
課

題
解

決
に
向

け
た
取

り

組
み

を
継

続
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
玄

関
照

明
、
会

議
室

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気

使
用
量
の
削
減
と
削
減
意
識
を
高
く
保
つ
こ
と
で
、
昨
年
度
に
比
べ

6
.2
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
全

体
的

に
職

員
の
意
識
も
高
く
、
無
駄
に
ゴ
ミ
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
度
に
比

べ
9
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適
な
生
活
の
提
供

 

   ★
2
退
所
先
を
念
頭
に
置
い
た
効

果
的
な
ﾘ

ﾊ
ﾋ
ﾞﾘ
の
提
供

 

★
3
在
宅
復
帰
支
援
機
能

の
充
実

 

1
-
1
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
2
利
用

者
満

足
度

調
査

（
余

暇
活

動
）
 

1
-
3
介

助
方

法
見

直
し
・
改

善
件

数
 

1
-
4
排

泄
ケ
ア
見

直
し
・
改

善
件

数
 

2
-
1
ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ評

価
指

標
の
対

象
者

数
 

2
-
2
ﾘﾊ

ﾋ
ﾞﾘ
満

足
度

（
利

用
者

満
足

度
査

）
 

3
-
1
在

宅
訪

問
件

数
 

3
-
2
在
宅

復
帰

者
数

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 

2
0
件

/
年

 

1
-
4
 

2
5
件

/
年

 

2
-
1
 

1
0
名

以
上

 

2
-
2
 1

0
0
%
 

3
-
1
 

2
5
名

 

3
-
2
 

3
5
名

 

1
-
1
 9

8
%
 

1
-
2
 9

7
%
 

1
-
3
 1

9
件

 

1
-
4
 5

0
件

 

―
 

2
-
2
 1

0
0
%
 

3
-
1
 1

8
名

 

3
-
2
 1

6
名

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
は
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
し
評
価

を
受
け
、
評
価
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
対
応

策
を
検

討
し
、
改
善
に
努

め
た
。

 

余
暇

活
動

に
つ

い
て
は
利

用
者
様
に
よ
っ
て
差

は
見
ら
れ
る
が
、
入

所
時
面
接
で
聞
き
取
り
を
行
い
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
時
に
フ
ロ
ア
で
の
状
況

を
確
認

 

し
、
取

り
組

み
内

容
を
認
知
症
ケ
ア
委
員
会
で
継
続

で
き
て
い
る
か
の
報
告
と
検
討
を
行

う
流
れ

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
ケ
ア
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
、

 

多
職

種
で
協

働
し
、
移
乗
介

助
方
法
や
排
泄
ケ
ア
の
見
直
し
な
ど
を
実
際

の
介
護
場
面
で
検

討
を
行

い
改
善
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
新

し
い
評

価
指

標
の
検

討
は
随

時
行

っ
て
き
た
が
、
各

種
書

式
と
の
整

合
性

や
重

複
を
避

け
る
為

、
ル
ー

ル
化

す
る
ま
で
に
は
時

間
が
必

要
と
思

わ

れ
た
。
従

来
の
評
価

方
法
の
運

用
方
法
を
見

直
し
、
多
職
種
で
分
か
り
や
す

い
指
標
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
退
所
後
の
方
針

を
明
確
に
し
た
。

 

3
 

 
在

宅
訪

問
時

は
、
在

宅
復

帰
に
向

け
た
課

題
を
盛

り
込

み
、
目

標
設

定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
訪

問
結

果
を
ご
家

族
や

職
員

へ
伝

達
し
在

宅

復
帰

に
向

け
た
意

識
付

け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

  ★
3
チ
ー
ム
ケ
ア
の
向
上

 

 

1
 
 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 
 

 

 
 
数

 

2
-
1
配
薬

ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
-
1
内

部
監

査
報

告
書

指
摘

件
数

 

3
-
2
既
存

登
録

書
式

の
見

直
し
件

数
 

3
-
3
施

設
内

勉
強

会
実

施
回

数
 

1
 0

件
 

 2
-
1
 3

件
 

 2
-
2
 0

件
 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 1

0
件

 

3
-
3
 1

5
回

以
上

 

1
 1

件
 

 2
-
1
 5

件
 

 2
-
2
 2

件
 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 9

件
 

3
-
3
 2

4
回

 

1
 
 
 
実

地
指

導
に
て
、
退

所
時
情
報
提
供

書
に
つ

い
て
必
要
事
項

の
記
入
漏
れ

が
あ
り
指
摘
を
受

け
た
。
指
摘
内
容
は
速

や
か
に
様

式
の
改
善

を
図
り
運

 

用
を
開

始
し
た
。

 

2
-
1
目

標
に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

年
度
の
服
薬
ミ
ス
総
件
数
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
、
教
育
等
の
効
果
あ
り
と
判
断
し
、
今

後
も
対
策
実

施

と
教

育
に
努

め
る
。

 

2
-
2
職

員
関

与
の
事

故
は

2
件
と
な
っ
た
。
今
後
も
事
故
対
策
委
員
会

を
中
心
に
各
フ
ロ
ア
へ
働
き
か
け

,重
大

事
故
発
生
防
止

に
努

め
る
。

 

3
 

 
各

部
署

で
内

部
監
査
自

己
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
各
種
加
算
に
そ
っ
た
記
録
の
整

備
、
既
存
登
録
書

式
の
見
直
し
を
行
い
、
業

務
改
善
に
も
つ
な
げ
る

 

こ
と
が
出

来
た
。
次

年
度
も
継

続
し
法
令
順
守

に
努

め
て
い
く
。
施
設

内
勉
強
会
も
計
画

通
り
に
実
施
し
、
チ
ー
ム
ケ
ア
に
つ
い
て
の
理
解
と
必

要
性
を

 

認
識

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職
育

成
 

 

2
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

 

3
Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
育
成

 

1
-
1
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離

職
率

 

2
-
2
親

睦
会

の
開

催
 

3
 

 
基

本
介

護
チ
ェ
ッ
ク

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 2

5
名

 

2
-
1
 1

0
％

以
下

 

2
-
2
 3

回
以

上
 

3
 

 
全

項
目

B
 

以
上

 

1
-
1
 6

回
 

1
-
2
 3

5
回

 

2
-
1
 6

.2
％

 

2
-
2
 1

2
回

 

3
 

 
全

項
目

Ｂ
 

以
上

 

1
 
 
 
身

体
拘

束
に
関

す
る
研
修
つ

い
て
は
外

部
研

修
へ
参
加
し
、
学
ん
だ
事
を
施
設

内
の
研
修

に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
昨
年
度

以
上
の
外

部
研

 

修
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

 

2
 

 
交

流
会

を
施

設
全

体
又
は
各

部
署
が
主
催

し
、
複
数
部
署
で
交
流
を
深
め
る
事

が
出
来
た
。
職
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円

滑
に
な
っ
た
こ
と
で

 

士
気

も
高

ま
っ
た
。
今
後
も
多
職

種
連
携
し
働
き
や

す
い
環
境
作
り
を
継
続
し
て
い
く
。

 

3
 

 
日

本
語

力
は
徐

々
に
向

上
し
、
夜
勤
業

務
も
一
人
立
ち
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今

後
も
個

々
に
あ
っ
た
指

導
を
行

い
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
行

っ
て
い
く
。
平

成

3
0
年

1
2
月
よ
り
、

2
期
生
を
迎
え
入
れ
て
い
る
為
、
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
り
な
が
ら
指
導

を
し
て
い
く
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
常
に
利
用
者
様
・ご
家
族
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
選
ば
れ
る
事
業
所
づ
く
り
を
行
う
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

  
2
 
収
入
目
標
の
達

成
 

 

1
-
1
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
-
1
 
新
規

獲
得

数
 

2
-
2
 
一
日

平
均

利
用

者
数

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 2
-
1
 6

0
人

 

2
-
2
 5

0
人

以
上

 

1
-
1
 9

9
.6

%
 

 2
-
1
 3

4
人

 

2
-
2
 4

9
.6

人
 

1
-
1

安
定

し
た
収

入
確

保
の
為
、
月

ご
と
の
収
入

の
確
認
、
算
定

可
能
な
加
算
の
維
持
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

等
に
努
め
た
が
予
算
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
1
 
月

毎
の
新

規
目

標
人
数
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
収
入
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
目

標
値

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
毎

月
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
定
期
的
に
追
加
利
用

を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 
1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 ★
2
 
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
る

 

 
 3

 
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供

 

 ★
4
 
食
事
に
関
す
る
満
足
度
向
上

 

  

1
 
 
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 2
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

（
ｱ
ｸ
ﾃ
ｨﾋ

ﾞﾃ
ｨ）

 

 3
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
（
リ
ハ
ビ
リ
）
 

 4
 
 
 
利
用

者
満

足
度

調
査

（
食

事
）
 

1
 

 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
 
 
 
1
0
0
%
 

 
 

3
 
 
 
1
0
0
%
 

 4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
8
8
%
 

 2
 
 
 
8
5
%
 

 3
 
 
 
8
8
%
 

 4
 
 
 
8
8
%
 

 
 

1
 
 
 
目

標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
接
遇
・
環
境

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、
毎
月

振
り
返
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
調
査
結
果

よ
り
判
明

 

し
た
ニ
ー

ズ
を
職
員

に
周
知
し
、
早
急

に
改
善

を
行

う
こ
と
も
で
き
た
。

 

2
-
1
 
満

足
度

調
査

及
び

つ
ぶ
や
き
か
ら
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
拾

い
上
げ
、
早

急
な
改
善
を
行

っ
た
が
、
満
足
度
向
上
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 

3
ヶ
月

毎
に
担

当
を
変
更
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
こ
と
で
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
、
利
用
者
様

に
楽

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

3
 
 
 
通

所
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始

し
て
か
ら
立
ち
上

が
り
動

作
が
改
善
さ
れ
た
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
け
て
い
る
が
、

A
D

L
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
を
効

果
的
な
、

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
く
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
食

の
イ
ベ

ン
ト
実

施
後

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
反
映

を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

  
2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 
 

 ★
3
 
自
立
支
援
と
重
度

化
防
止

 

 ★
4
 
緊
急
時
の
対

応
力
向
上

 

  

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数
 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 
 
 
平
均

要
介

護
度

（
延

べ
人

数
）
 

 4
 
 
 
緊
急

時
対

応
模

擬
訓

練
実

施
回

数
 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 6

件
 

3
 
 
 
2
.0

2
以

下
 

 4
 
 
 
6
回

 

1
 
 
 
1
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 9

件
 

3
 
 
 
2
.0

4
 

 4
 
 
 
6
回

 

1
 
 
 
実

地
指

導
の
際

、
運
営
規
程
と
重
要
事
項
説

明
書
の
整
合
性

を
図
る
よ
う
に
指
示

が
あ
っ
た
。
認

識
を
改
め
、
法

令
に
則
り
、
適
正
な
事
業

所
運
営
と

 

な
る
よ
う
に
努

め
る

 

2
-
1
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
配
薬
ミ
ス
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
発
生
件

数
0
を
目
指
す
。

 

2
-
2
 
ご
家

族
へ

の
報

告
や
対
策
周
知
な
ど
、
速
や

か
な
対
応
を
心
掛

け
た
。
利
用
者
様

の
状
態

に
つ

い
て
情
報
共
有

を
徹
底
し
、
再
発
防

止
に
努

め
る
。

 

3
 
 
 
要

介
護

度
は
上

が
っ
て
い
る
が
、
相

談
員
・
介

護
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
連
携
し
て
利
用
者

様
の
状
態
や
生
活
環
境

の
把
握
に
努
め
、
残
存

能
力

 

を
活

か
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
介

助
や
促
し
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
救

急
搬

送
等

の
緊
急
時

の
模
擬
訓
練

を
実
施

す
る
こ
と
で
、
職
員
が
連
携
し
て
適
切
な
対
応
が
出

来
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

 
1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
（
虐

待
・
身

体
 

拘
束

）
 

1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
 
 
 
離

職
率

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 

2
名

 

2
 
 
 
1
0
.0

%
以

下
 

1
-
1
 3

回
 

 1
-
2
 1

名
 

2
 

 
0
.0

6
%
 

 

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
学
び
、
知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
適
切
な
介
助
と
な
る
よ
う
努
め
た
。

 

 1
-
2
 
「
お

客
様

満
足

度
を
上
げ
る
仕
事
率

U
P
」
の
外
部
セ
ミ
ナ
ー
に
職
員

1
名
が
参
加

し
て
水
平
展

開
を
行
い
、
ケ
ア
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 

2
 
 
 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
個

々
の
職
員
が
発
信
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
目
指

す
。
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r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
素
早
く
対
応
す
る
と
共
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
高
め
健
全
な
収
支
確
保

．
新
制
度
下
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
地
域
の
中
で
の
役
割
を
今
ま
で
以
上
に
高
め
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
設
定
件
数
・
回

数
の
達
成

キ
ャ
ン
セ
ル
率
削
減

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達
成

利
用

件
数

利
用

回
数

病
欠

に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
率

件 回 以
下

％ 件 回

車
両

購
入

に
よ
り
当

初
予

算
よ
り
支
出

額
が
増

え
て
し
ま
い
、
収

支
差

額
で
は
目

標
値

に
は
達

し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
収
入

の
面
で
は
で
き
る
限
り
の
対

応
を
行

い
、
減

算
し
た
額
で
の
予
算
達
成
率
で
は

で
あ
っ
た
。
来
年
度
以
降
も
安
定
し
た
経
営
確

保
の
た
め
各

居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
対
し

て
啓

発
活

動
を
継

続
し
て
行

う
。

近
隣

居
宅

介
護

支
援

事
業
所
と
密

に
連
携
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
、
相
談

し
や
す

い
関
係
作
り
が
構

築
さ
れ
た
こ
と
で
定
期
的
に
新

規
依
頼
を
頂

け

る
よ
う
に
な
り
、
目

標
で
あ
る
利
用

件
数
・
利
用
回
数

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

状
で
満
足
せ
ず
、
今
ま
で
依
頼
を
頂
け
て
い
な
い
居

宅
介
護

支
援

事
業

所
に
対

し
て
も
啓
発
活
動

を
行
う
。

利
用

者
様

の
体

調
変
化
が
あ
っ
た
際
に
は
病

院
受
診
な
ど
積
極
的
に
勧

め
、
重
篤
化
や

長
期
入

院
予
防
に
努

め
た
が
、
目

標
値
に
は
達
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
も
病
欠
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
率
を
削
減
し
、
稼
働

状
況
の
維
持

・
向
上
に
努
め
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

利
用
者
様
の
自

立
支
援
・
重
度
化

防
止

苦
情
件
数
「

」
の
達
成

利
用

者
満

足
度

調
査

担
当

者
会

議
に
お

け
る
情

報
共

有

苦
情

申
立

て
件

数

良
い
以

上

件
年

良
い
以

上

件
年

利
用

者
様

の
快

適
な
生
活
確
保
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
掛

け
た
が
、
結

果
と
目
標
値
に
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今

後
も
対

人
援
助
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上

に
職
員
全
員

が
努

め
る
と
共
に
、
評
価
さ
れ
た
内
容
に
対
し
改
善
・
対
応

策

を
検

討
し
利

用
者
様

・
ご
家
族
に
満

足
し
て
頂
け
る
事
業
所
作
り
に
努

め
る
。

担
当

者
会

議
に
は
業
務
調
整

を
各
自
行
い

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
介
護
支
援

専
門
員
を
通
じ
他

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
利
用
者
様

に
つ

い
て
密

に
情

報
共
有

を
図
れ
た
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
自
立
支
援

や
重
度
化
予
防

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
も
常

に
利

用
者
様
・
ご
家
族

の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
生

活
の
中
で
不
自

由
に
思

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
状

況

に
応

じ
た
対

応
や
、
対

人
援
助
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
各
自
図
れ
た
こ
と
で
目
標

達
成
に
繋
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

居
宅
介

と
の
相
互

協
力

理
解
を
求
め
る

他
事
業
所
と
相
互
協

力
理
解
を
求

め
る

地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

新
規
者

対
終
了
者

の
目
標
比
率

達
成

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

楽
多

交
流

会
回

数

地
域

連
携

会
議

回
数

地
域

包
括

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

新
規

者
対

終
了

者
の
比

率

件 件 回
年

回
年

件 件 回
年

回
年

制
度

・
報

酬
改

定
に
対
す
る
知
識
不

足
で
実

地
指
導
に
て
指
摘
を
受
け
た
。
指

摘
内
容
に
関
し
て
は
速
や
か
に
様
式
の
改

善
を
図
り
運
用
を
開
始

し
た
。
今

後
同

様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
コ
ン
プ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
に
努
め
る
。

職
員

一
人

一
人

リ
ス
ク
管
理

を
し
っ
か
り
と
行

い
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
重
大

事
故
の
発

生
防
止
を
図
り
目
標

は
達
成
で
き
た
。

今
年

度
も

回
（

月
・

月
）
楽
多
交
流
会

を
開
催
で
き
た
。
毎
年
行

っ
て
い
る
こ
と
で
よ
り
一

層
信
頼
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
相
談

件
数
や

新
規

依
頼

件
数

の
増
加
に
繋

が
っ
た
。

今
年

度
も

回
（

月
・

月
）
地
域
連
携
会

議
を
開
催
し
、
近
隣

の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業

所
か
ら
の
情
報
収
集
や
協

力
体
制
の
構
築
が
行
え
た
。

今
年

度
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
で
地
域
ケ
ア
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
は
も
っ
と
要
請
が
か
か
る
よ
う
市
役
所

や
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ
ー

へ
の
働
き
か
け
を
行

う
。

利
用

者
様

一
人

一
人

に
明
確
な
ゴ
ー
ル
設
定

を
行
い
目
標

獲
得
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
に
取
組
ん
だ
が
、
長
期
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の

依
存

が
強

く
予

定
通
り
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ず

目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育
専
門
職
・
管
理

職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

全
て
の
業
務
を
職

員
全
員
が
把

握
し

実
施
で
き
る
能
力
の
育
成

不
適

切
ケ
ア
研

修

（
虐

待
・
身

体
拘

束
）

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

教
育

管
理

表

回
以

上

名
以

上

以
上

回
以

上

名
以

上

％ 以
上

「
虐

待
・
身

体
拘

束
」
に
つ

い
て
の
施
設

内
研
修

に
参
加
し
、
職
員
一

人
一
人
が
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
事
業
所
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

昨
年

度
以

上
に
各
職

員
が
外
部

研
修
へ
参
加

し
専
門
職
と
し
て
の
知
識

を
深

め
、
事
業
所
内
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
参
加
し
て
い
な

い
職

員
に
対

し
て
水
平
展
開

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
職
員

間
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
風
通
し
の
良

い
職
場
作
り
が
行
え
た
こ
と
で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
取
組

む
こ
と
が
で
き
、
目
標

で
あ
っ
た
離

職
率

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

教
育

管
理

表
を
活
用
す
る
こ
と
で
全
て
の
職
員
が
全
て
の
業

務
の
把
握

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
そ
れ
伴
い
組
織

全
体
と

し
て
人

材
の
育

成
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
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.0
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
常
に
利
用
者
様
・ご
家
族
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
選
ば
れ
る
事
業
所
づ
く
り
を
行
う
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

  
2
 
収
入
目
標
の
達

成
 

 

1
-
1
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
-
1
 
新
規

獲
得

数
 

2
-
2
 
一
日

平
均

利
用

者
数

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 2
-
1
 6

0
人

 

2
-
2
 5

0
人

以
上

 

1
-
1
 9

9
.6

%
 

 2
-
1
 3

4
人

 

2
-
2
 4

9
.6

人
 

1
-
1

安
定

し
た
収

入
確

保
の
為
、
月

ご
と
の
収
入

の
確
認
、
算
定

可
能
な
加
算
の
維
持
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

等
に
努
め
た
が
予
算
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
1
 
月

毎
の
新

規
目

標
人
数
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
収
入
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
目

標
値

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
毎

月
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
定
期
的
に
追
加
利
用

を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 
1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 ★
2
 
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
る

 

 
 3

 
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供

 

 ★
4
 
食
事
に
関
す
る
満
足
度
向
上

 

  

1
 
 
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 2
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

（
ｱ
ｸ
ﾃ
ｨﾋ

ﾞﾃ
ｨ）

 

 3
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
（
リ
ハ
ビ
リ
）
 

 4
 
 
 
利
用

者
満

足
度

調
査

（
食

事
）
 

1
 

 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
 
 
 
1
0
0
%
 

 
 

3
 
 
 
1
0
0
%
 

 4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
8
8
%
 

 2
 
 
 
8
5
%
 

 3
 
 
 
8
8
%
 

 4
 
 
 
8
8
%
 

 
 

1
 
 
 
目

標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
接
遇
・
環
境

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、
毎
月

振
り
返
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
調
査
結
果

よ
り
判
明

 

し
た
ニ
ー

ズ
を
職
員

に
周
知
し
、
早
急

に
改
善

を
行

う
こ
と
も
で
き
た
。

 

2
-
1
 
満

足
度

調
査

及
び

つ
ぶ
や
き
か
ら
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
拾

い
上
げ
、
早

急
な
改
善
を
行

っ
た
が
、
満
足
度
向
上
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 

3
ヶ
月

毎
に
担

当
を
変
更
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
こ
と
で
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
、
利
用
者
様

に
楽

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

3
 
 
 
通

所
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始

し
て
か
ら
立
ち
上

が
り
動

作
が
改
善
さ
れ
た
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
け
て
い
る
が
、

A
D

L
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
を
効

果
的
な
、

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
く
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
食

の
イ
ベ

ン
ト
実

施
後

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
反
映

を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

  
2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 
 

 ★
3
 
自
立
支
援
と
重
度

化
防
止

 

 ★
4
 
緊
急
時
の
対

応
力
向
上

 

  

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数
 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 
 
 
平
均

要
介

護
度

（
延

べ
人

数
）
 

 4
 
 
 
緊
急

時
対

応
模

擬
訓

練
実

施
回

数
 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 6

件
 

3
 
 
 
2
.0

2
以

下
 

 4
 
 
 
6
回

 

1
 
 
 
1
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 9

件
 

3
 
 
 
2
.0

4
 

 4
 
 
 
6
回

 

1
 
 
 
実

地
指

導
の
際

、
運
営
規
程
と
重
要
事
項
説

明
書
の
整
合
性

を
図
る
よ
う
に
指
示

が
あ
っ
た
。
認

識
を
改
め
、
法

令
に
則
り
、
適
正
な
事
業

所
運
営
と

 

な
る
よ
う
に
努

め
る

 

2
-
1
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
配
薬
ミ
ス
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
発
生
件

数
0
を
目
指
す
。

 

2
-
2
 
ご
家

族
へ

の
報

告
や
対
策
周
知
な
ど
、
速
や

か
な
対
応
を
心
掛

け
た
。
利
用
者
様

の
状
態

に
つ

い
て
情
報
共
有

を
徹
底
し
、
再
発
防

止
に
努

め
る
。

 

3
 
 
 
要

介
護

度
は
上

が
っ
て
い
る
が
、
相

談
員
・
介

護
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
連
携
し
て
利
用
者

様
の
状
態
や
生
活
環
境

の
把
握
に
努
め
、
残
存

能
力

 

を
活

か
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
介

助
や
促
し
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
救

急
搬

送
等

の
緊
急
時

の
模
擬
訓
練

を
実
施

す
る
こ
と
で
、
職
員
が
連
携
し
て
適
切
な
対
応
が
出

来
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

 
1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
（
虐

待
・
身

体
 

拘
束

）
 

1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
 
 
 
離

職
率

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 

2
名

 

2
 
 
 
1
0
.0

%
以

下
 

1
-
1
 3

回
 

 1
-
2
 1

名
 

2
 

 
0
.0

6
%
 

 

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
学
び
、
知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
適
切
な
介
助
と
な
る
よ
う
努
め
た
。

 

 1
-
2
 
「
お

客
様

満
足

度
を
上
げ
る
仕
事
率

U
P
」
の
外
部
セ
ミ
ナ
ー
に
職
員

1
名
が
参
加

し
て
水
平
展

開
を
行
い
、
ケ
ア
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 

2
 
 
 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
個

々
の
職
員
が
発
信
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
目
指

す
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
素
早
く
対
応
す
る
と
共
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
高
め
健
全
な
収
支
確
保

．
新
制
度
下
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
地
域
の
中
で
の
役
割
を
今
ま
で
以
上
に
高
め
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
設
定
件
数
・
回

数
の
達
成

キ
ャ
ン
セ
ル
率
削
減

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達
成

利
用

件
数

利
用

回
数

病
欠

に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
率

件 回 以
下

％ 件 回

車
両

購
入

に
よ
り
当

初
予

算
よ
り
支
出

額
が
増

え
て
し
ま
い
、
収

支
差

額
で
は
目

標
値

に
は
達

し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
収
入

の
面
で
は
で
き
る
限
り
の
対

応
を
行

い
、
減

算
し
た
額
で
の
予
算
達
成
率
で
は

で
あ
っ
た
。
来
年
度
以
降
も
安
定
し
た
経
営
確

保
の
た
め
各

居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
対
し

て
啓

発
活

動
を
継
続
し
て
行

う
。

近
隣

居
宅

介
護

支
援

事
業
所
と
密

に
連
携
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
、
相
談

し
や
す

い
関
係
作
り
が
構

築
さ
れ
た
こ
と
で
定
期
的
に
新

規
依
頼
を
頂

け

る
よ
う
に
な
り
、
目
標
で
あ
る
利
用

件
数
・
利
用
回
数

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

状
で
満
足
せ
ず
、
今
ま
で
依
頼
を
頂
け
て
い
な
い
居

宅
介
護

支
援

事
業

所
に
対

し
て
も
啓
発
活
動

を
行
う
。

利
用

者
様

の
体

調
変
化
が
あ
っ
た
際
に
は
病

院
受
診
な
ど
積
極
的
に
勧

め
、
重
篤
化
や

長
期
入

院
予
防
に
努

め
た
が
、
目

標
値
に
は
達
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
も
病
欠
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
率
を
削
減
し
、
稼
働

状
況
の
維
持

・
向
上
に
努
め
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

利
用
者
様
の
自

立
支
援
・
重
度
化

防
止

苦
情
件
数
「

」
の
達
成

利
用

者
満

足
度

調
査

担
当

者
会

議
に
お

け
る
情

報
共

有

苦
情

申
立

て
件

数

良
い
以

上

件
年

良
い
以

上

件
年

利
用

者
様

の
快

適
な
生
活
確
保
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
掛

け
た
が
、
結

果
と
目
標
値
に
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今

後
も
対
人

援
助
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上

に
職
員
全
員

が
努

め
る
と
共
に
、
評
価
さ
れ
た
内
容
に
対
し
改
善
・
対
応

策

を
検

討
し
利

用
者
様

・
ご
家
族
に
満

足
し
て
頂
け
る
事
業
所
作
り
に
努

め
る
。

担
当

者
会

議
に
は
業
務
調
整

を
各
自
行
い

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
介
護
支
援

専
門
員
を
通
じ
他

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
利
用
者
様

に
つ

い
て
密

に
情

報
共
有

を
図
れ
た
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
自
立
支
援

や
重
度
化
予
防

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
も
常

に
利

用
者
様
・
ご
家
族

の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
生

活
の
中
で
不
自

由
に
思

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
状

況

に
応

じ
た
対

応
や
、
対

人
援
助
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
各
自
図
れ
た
こ
と
で
目
標

達
成
に
繋
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

居
宅
介
と
の
相
互

協
力

理
解
を
求
め
る

他
事
業
所
と
相
互
協

力
理
解
を
求

め
る

地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

新
規
者
対
終
了
者

の
目
標
比
率

達
成

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

楽
多

交
流

会
回

数

地
域

連
携

会
議

回
数

地
域

包
括

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

新
規

者
対

終
了

者
の
比

率

件 件 回
年

回
年

件 件 回
年

回
年

制
度

・
報

酬
改

定
に
対
す
る
知
識
不

足
で
実

地
指
導
に
て
指
摘
を
受
け
た
。
指

摘
内
容
に
関
し
て
は
速
や
か
に
様
式
の
改

善
を
図
り
運
用
を
開
始

し
た
。
今

後
同

様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
コ
ン
プ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
に
努
め
る
。

職
員

一
人

一
人

リ
ス
ク
管
理

を
し
っ
か
り
と
行

い
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
重
大

事
故
の
発

生
防
止
を
図
り
目
標

は
達
成
で
き
た
。

今
年

度
も

回
（

月
・

月
）
楽
多
交
流
会

を
開
催
で
き
た
。
毎
年
行

っ
て
い
る
こ
と
で
よ
り
一

層
信
頼
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
相
談

件
数
や

新
規

依
頼

件
数

の
増
加
に
繋

が
っ
た
。

今
年

度
も

回
（

月
・

月
）
地
域
連
携
会

議
を
開
催
し
、
近
隣

の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業

所
か
ら
の
情
報
収
集
や
協

力
体
制
の
構
築
が
行
え
た
。

今
年

度
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
で
地
域
ケ
ア
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
は
も
っ
と
要
請
が
か
か
る
よ
う
市
役
所

や
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ
ー

へ
の
働
き
か
け
を
行

う
。

利
用

者
様

一
人

一
人

に
明
確
な
ゴ
ー
ル
設
定

を
行
い
目
標

獲
得
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
に
取
組
ん
だ
が
、
長
期
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の

依
存

が
強

く
予

定
通
り
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ず

目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育
専
門
職
・
管
理

職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

全
て
の
業
務
を
職

員
全
員
が
把

握
し

実
施
で
き
る
能
力
の
育
成

不
適

切
ケ
ア
研

修

（
虐

待
・
身

体
拘

束
）

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

教
育

管
理

表

回
以

上

名
以

上

以
上

回
以

上

名
以

上

％ 以
上

「
虐

待
・
身

体
拘

束
」
に
つ

い
て
の
施
設

内
研
修

に
参
加
し
、
職
員
一

人
一
人
が
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
事
業
所
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

昨
年

度
以

上
に
各

職
員
が
外
部

研
修
へ
参
加

し
専
門
職
と
し
て
の
知
識

を
深

め
、
事
業
所
内
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
参
加
し
て
い
な

い
職

員
に
対

し
て
水
平
展
開

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
職

員
間
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
風
通
し
の
良

い
職
場
作
り
が
行
え
た
こ
と
で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
取
組

む
こ
と
が
で
き
、
目
標

で
あ
っ
た
離

職
率

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

教
育

管
理

表
を
活
用
す
る
こ
と
で
全
て
の
職
員
が
全
て
の
業

務
の
把
握

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
そ
れ
伴
い
組
織

全
体
と

し
て
人

材
の
育

成
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
江
南
市
内
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
地
域
の
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
る
訪
問
介
護
事
業
所
を
目
指
し
、
利
用
者
様
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
件
数
の
達

成
に
よ
る
収
入
の

安
定

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

利
用

者
数

人
月

人
月

目
標

件
数

に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為

、
予
算
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
職
員

の
効
果
的
な
派

遣
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

入
院

・
入

所
・
永

眠
等
に
よ
り
利
用
者
様
が
減

少
し
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー

の
減
少
に
伴

い
新
規

の
受

入
れ
が
難
し
か
っ
た
。

今
後

は
、
利

用
者

の
減
少
を
見
越
し
積
極
的

に
新

規
を
受
け
入

れ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

こ
れ
ま
で
の
生
活
が
尊

重
さ
れ
る

利
用
者
様
が
相

談
し
や
す
さ
の
充

実

利
用
者
様
に
安

心
頂
け
る
事

業
所

★
効
果
的
な
総
合
事
業

の
活
用

利
用

者
満

足
度

調
査

訪
問

介
護

計
画

の
作

成

利
用

者
様

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回

数

派
遣

の
調

整
ミ
ス

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施

総
合

事
業

の
受

け
入

れ

良
い
以

上

回
ヶ

月

回 件

良
い
以

上

回
ケ

月

回

件

ヘ
ル
パ
ー

と
の
関

わ
り
に
よ
り
、
生
活
の
質

の
向
上
が
目
指
せ
る
よ
う
に
援
助
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ー

ビ
ス
提

供
責
任

者
が
派
遣
や

訪
問
を
行

い
、
利
用
者
様

の
状
況
が
把
握
で
き
意
思
・
生

活
暦

を
尊
重
し
た
計
画
書

を
作
成
す
る
事

が
で
き
た
。

担
当

の
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者

が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
事
で
利
用
者

様
の
状
況

や
思
い
を
把
握

で
き
、
納
得
さ
れ
る
援
助
が
で
き
た
。

訪
問

介
護

ソ
フ
ト
の
導
入

に
よ
り
、
個
人

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
予
定
の
連
絡
が
自
動
的
に
送

ら
れ
る
為
、
派
遣
の
調
整
ミ
ス
を
防
止
で
き
た
。

毎
月

実
施

し
て
い
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
話
し
合

い
、
危
機
管
理

の
意
識
を
高
め
た
。

総
合

事
業

の
受

け
入

れ
を
訪
問
独

自
型
に
特

化
し
て
積
極
的
に
受

け
入
れ
を
行
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
、
向
上

★
居
宅
介
護
事
業

所
等
と
の
連

携

利
用
者
様
毎
に
統
一
し
た
援
助

★
市
内
訪
問
介
護

事
業
所
と
の
情
報

交
換

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
研

修

担
当

者
会

議
へ

の
参

加

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実

施

市
内

訪
問

介
護

事
業

所
交

流
会

参
加

件 件

回 回

回

未
実

施

件

回

回 回

今
年

度
は
実

地
指

導
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後

も
毎

月
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
つ

い
て
話
し
合

い
、
よ
り
一
層

意
識
づ
け
で
き
る
様

に
し
て
い
く
。

動
画

な
ど
を
取

入
れ
視

覚
に
訴
え
る
研
修
方

法
を
と
り
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
に
も
分
か
り
や
す

い
と
好

評
だ
っ
た
。

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン
の
調
整
を
行

い
、
で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
る
。
随
時
状

況
報
告
や
情
報

共
有
を
行
い
、
よ
り
良

い
援
助

に
繋
が
っ
て
い
る
。

実
施

回
数

は
少

な
い
が
、
介
護
ソ
フ
ト
の
導
入

に
伴
い
情

報
共
有
が
容

易
に
な
り
、
よ
り
一
層
利

用
者
毎
に
統
一
し
た
援

助
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
初

は
回

の
予
定

だ
っ
た
が
、

回
目
は
事
業
所
の
都
合

が
つ
か
ず

回
開
催
。
市
内

の
事

業
所
状
況
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

人
材
の
確
保

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

採
用

者

回
以

上

名 名

回 名 名

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
研
修
を
行

い
、
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
を
深
め
た
。

介
護

福
祉

士
取

得
に
関
す
る
研

修
や
事
業
所

連
絡
会
に
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

家
庭

の
都

合
で
常

勤
職
員
が

名
退
職
。
随

時
の
面
談
を
行

い
、
相
談

し
や
す
い
事
務
所
の
雰

囲
気
作
り
と
安
心
で
き
る
職
場
環
境

を
目
指
す
。

職
員

の
知

り
合

い
等
に
呼
び
か
け
た
が
、
求
人

ま
で
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
自
立
支
援
を
意
識
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
利
用
者
様
の
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
収
支
差
益

の
達
成

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

介
護

プ
ラ
ン
件

数

予
防

・
総

合
事

業
プ
ラ
ン
件

数

認
定

調
査

件
数

特
定

事
業

所
加

算
の
維

持

件

件 件

件

件

件

平
成

年
月

に
ジ
ョ
イ
フ
ル
古
知
野
と
統

合
。
そ
れ
に
よ
り
予
定

し
た
よ
り
ケ
ア
プ
ラ
ン
数
が
増

え
、
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

古
知

野
と
統

合
し
た
為
、
目
標
件
数

は
達
成

で
き
た
。
職
員
の
異
動
等

に
よ
り
新
規
受

け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
時
期

は
あ
っ
た
。

今
年

度
は
認

定
有

効
期
間

が
長
く
な
っ
て
い
る
事
で
市
か
ら
の
委
託
調
査
依
頼

が
少
な
か
っ
た
。
依
頼
時
は
積
極

的
に
受

け
入
れ
を
行
っ
た
。

計
画

的
な
研

修
の
実
施
、
事
例
検
討

会
へ
の
参
加
等

を
行

い
、
算
定
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

★
利
用
者
様
の
自
立
支
援
・
重

度
化

防
止

★
相
談
支
援
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

利
用

者
満

足
度

調
査

適
正

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成

入
退

院
時

に
お

け
る
情

報
共

有

利
用

者
満

足
度

調
査

（
問

５
）

良
い
以

上

良
い
以

上

良
い
以

上

良
い
以

上

目
標

達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

年
度
の

か
ら
は
改

善
す
る
事
が
で
き
た
。
８
月

よ
り
古

知
野

と
の
統

合
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
人

数
も
増
え

た
事

に
よ
り
迅

速
、
的

確
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
連
携

を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

週
１
回

の
ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
て
新
規
紹
介
、
事

例
検
討
を
行

い
ケ
ア
プ
ラ
ン
内

容
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

入
院

時
は
出

来
る
だ
け

日
以
内

に
医
療
機

関
に
情
報
提
供
す

る
事
に
努

め
る
事
が
で
き
た
。
短

期
間
で
入
退
院
を
繰
り
返
す

方
も
お
り
、
目
標

に
は
至

ら
ず

。
退

院
時
も
医

療
機
関
に
状
態
の
聞
き
取
り
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
参
加
し
情
報
共
有
に
努

め
た
。

法
人

内
事

業
所

へ
の
連
絡

が
居
宅
に
入
る
事

、
複
数
部
署
が
電
話

対
応
す
る
事
も
あ
り
的
確
な
対

応
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

★
地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

★
介
護
の
質

の
向
上

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

地
域

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

他
法

人
居

宅
と
の
研

修
会

等
の
開

催

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

と
の
連

携

件 件 回

件 件 回

今
年

度
、
実

地
指

導
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
各
自
自
主
的
な
点
検

は
行
っ
た
。

各
自
、
事

業
所

内
で
の
相
談
、
確
認

を
徹
底

す
る
事
が
で
き
て
お
り
、
事
故
が
発

生
す
る
よ
う
な
事

は
な
か
っ
た
。

地
域

ケ
ア
会

議
の
役
割
を
理
解

し
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有

、
役
割
分

担
す
る
事
が
で
き
て
い
る
。

市
内

の
ケ
ア
マ
ネ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
様
々
な
情

報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ア
マ
ネ
が
一

人
で
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
担

当
者
会
議
等
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
連

携
を
行
い
、
効
果
的
な
介

護
方
法
を
検

討
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

★
職
員
の
援
助

技
術
の
向

上

主
任
ケ
ア
マ
ネ
資
格

の
継
続

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

事
例

検
討

会
等

へ
の
参

加

主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

取
得

、
更

新

回
以

上

名

回 名

回

名

回

１
名

居
宅

と
し
て
は
直

接
介
護
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
虐
待

に
関
す
る
基
本

知
識
の
研

修
を
実
施
。
疑
い
が
あ
れ
ば
通
報
を
実

施
し
て
い
る
。

研
修

計
画

を
半

期
ご
と
に
作
成
。
そ
れ
に
沿

っ
て
計
画
的
に
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

離
職

者
な
く
、
人

材
の
安
定

は
図

れ
て
い
る
。

尾
北

医
師

会
主

催
の
事
例
検

討
会
に

名
参
加
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

名
の
職

員
が
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
更

新
研
修
を
受
講
。
特

定
事
業
所
加
算

の
維
持
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
江
南
市
内
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
地
域
の
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
る
訪
問
介
護
事
業
所
を
目
指
し
、
利
用
者
様
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
件
数
の
達

成
に
よ
る
収
入
の

安
定

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

利
用

者
数

人
月

人
月

目
標

件
数

に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為

、
予
算
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
職
員

の
効
果
的
な
派

遣
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

入
院

・
入

所
・
永

眠
等
に
よ
り
利
用
者
様
が
減

少
し
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー

の
減
少
に
伴

い
新
規

の
受

入
れ
が
難
し
か
っ
た
。

今
後

は
、
利

用
者

の
減
少
を
見
越
し
積
極
的

に
新

規
を
受
け
入

れ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

こ
れ
ま
で
の
生
活
が
尊

重
さ
れ
る

利
用
者
様
が
相

談
し
や
す
さ
の
充

実

利
用
者
様
に
安

心
頂
け
る
事

業
所

★
効
果
的
な
総
合
事
業

の
活
用

利
用

者
満

足
度

調
査

訪
問

介
護

計
画

の
作

成

利
用

者
様

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回

数

派
遣

の
調

整
ミ
ス

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施

総
合

事
業

の
受

け
入

れ

良
い
以

上

回
ヶ

月

回 件

良
い
以

上

回
ケ

月

回

件

ヘ
ル
パ
ー

と
の
関

わ
り
に
よ
り
、
生
活
の
質

の
向
上
が
目
指
せ
る
よ
う
に
援
助
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ー

ビ
ス
提

供
責

任
者
が
派
遣
や

訪
問
を
行

い
、
利
用
者
様

の
状
況
が
把
握
で
き
意
思
・
生

活
暦

を
尊
重
し
た
計
画
書

を
作
成
す
る
事

が
で
き
た
。

担
当

の
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者

が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
事
で
利
用
者

様
の
状
況

や
思
い
を
把
握

で
き
、
納
得
さ
れ
る
援
助

が
で
き
た
。

訪
問

介
護

ソ
フ
ト
の
導
入

に
よ
り
、
個
人

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
予
定
の
連
絡
が
自
動
的
に
送

ら
れ
る
為
、
派
遣
の
調
整
ミ
ス
を
防
止
で
き
た
。

毎
月

実
施

し
て
い
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
話
し
合

い
、
危
機
管
理

の
意
識
を
高
め
た
。

総
合

事
業

の
受

け
入

れ
を
訪
問
独

自
型
に
特

化
し
て
積
極
的
に
受

け
入
れ
を
行
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
、
向
上

★
居
宅
介
護
事
業

所
等
と
の
連

携

利
用
者
様
毎
に
統
一
し
た
援
助

★
市
内
訪
問
介
護

事
業
所
と
の
情
報

交
換

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
研

修

担
当

者
会

議
へ

の
参

加

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実

施

市
内

訪
問

介
護

事
業

所
交

流
会

参
加

件 件

回 回

回

未
実

施

件

回

回 回

今
年

度
は
実

地
指
導
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後

も
毎

月
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
つ

い
て
話
し
合

い
、
よ
り
一
層

意
識
づ
け
で
き
る
様

に
し
て
い
く
。

動
画

な
ど
を
取

入
れ
視

覚
に
訴
え
る
研
修
方

法
を
と
り
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
に
も
分
か
り
や
す

い
と
好

評
だ
っ
た
。

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン
の
調
整
を
行

い
、
で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
る
。
随
時
状

況
報
告
や
情
報

共
有
を
行
い
、
よ
り
良

い
援
助

に
繋
が
っ
て
い
る
。

実
施

回
数

は
少

な
い
が
、
介
護
ソ
フ
ト
の
導
入

に
伴
い
情

報
共
有
が
容

易
に
な
り
、
よ
り
一
層
利

用
者
毎
に
統
一
し
た
援

助
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
初

は
回

の
予
定

だ
っ
た
が
、

回
目
は
事
業
所
の
都
合

が
つ
か
ず

回
開
催
。
市
内

の
事

業
所
状
況
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

人
材
の
確
保

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

採
用

者

回
以

上

名 名

回 名 名

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
研
修
を
行

い
、
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
を
深
め
た
。

介
護

福
祉
士

取
得

に
関
す
る
研

修
や
事
業
所

連
絡
会
に
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

家
庭

の
都

合
で
常
勤
職
員
が

名
退
職
。
随

時
の
面
談
を
行

い
、
相
談

し
や
す
い
事
務
所
の
雰

囲
気
作
り
と
安
心
で
き
る
職
場
環
境

を
目
指
す
。

職
員

の
知

り
合

い
等
に
呼
び
か
け
た
が
、
求
人

ま
で
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
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r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
自
立
支
援
を
意
識
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
利
用
者
様
の
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

目
標
収
支
差
益

の
達
成

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

介
護

プ
ラ
ン
件

数

予
防

・
総

合
事

業
プ
ラ
ン
件

数

認
定

調
査

件
数

特
定

事
業

所
加

算
の
維

持

件

件 件

件

件

件

平
成

年
月
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
古
知
野
と
統

合
。
そ
れ
に
よ
り
予
定

し
た
よ
り
ケ
ア
プ
ラ
ン
数
が
増

え
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

古
知

野
と
統

合
し
た
為
、
目
標
件
数

は
達
成

で
き
た
。
職
員
の
異
動
等

に
よ
り
新
規
受

け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
時
期

は
あ
っ
た
。

今
年

度
は
認

定
有
効
期
間

が
長
く
な
っ
て
い
る
事
で
市
か
ら
の
委
託
調
査
依
頼

が
少
な
か
っ
た
。
依
頼
時
は
積
極

的
に
受

け
入
れ
を
行
っ
た
。

計
画

的
な
研

修
の
実
施
、
事
例
検
討

会
へ
の
参
加
等

を
行

い
、
算
定
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

★
利
用
者
様
の
自
立
支
援
・
重

度
化

防
止

★
相
談
支
援
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

利
用

者
満

足
度

調
査

適
正

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成

入
退

院
時

に
お

け
る
情

報
共

有

利
用

者
満

足
度

調
査

（
問

５
）

良
い
以

上

良
い
以

上

良
い
以

上

良
い
以

上

目
標

達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

年
度
の

か
ら
は
改

善
す
る
事
が
で
き
た
。
８
月

よ
り
古

知
野

と
の
統

合
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
人

数
も
増
え

た
事

に
よ
り
迅

速
、
的

確
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
連
携

を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

週
１
回

の
ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
て
新
規
紹
介
、
事

例
検
討
を
行

い
ケ
ア
プ
ラ
ン
内

容
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

入
院

時
は
出

来
る
だ
け

日
以
内

に
医
療
機

関
に
情
報
提
供
す

る
事
に
努

め
る
事
が
で
き
た
。
短

期
間
で
入
退
院
を
繰
り
返
す

方
も
お
り
、
目
標

に
は
至

ら
ず

。
退
院
時
も
医

療
機
関
に
状
態
の
聞
き
取
り
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
参
加
し
情
報
共
有
に
努

め
た
。

法
人

内
事

業
所

へ
の
連
絡

が
居
宅
に
入
る
事

、
複
数
部
署
が
電
話

対
応
す
る
事
も
あ
り
的
確
な
対

応
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

★
地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

★
介
護
の
質

の
向
上

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

地
域

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

他
法

人
居

宅
と
の
研

修
会

等
の
開

催

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

と
の
連

携

件 件 回

件 件 回

今
年

度
、
実

地
指

導
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
各
自
自
主
的
な
点
検

は
行
っ
た
。

各
自

、
事

業
所

内
で
の
相
談
、
確
認

を
徹
底

す
る
事
が
で
き
て
お
り
、
事
故
が
発

生
す
る
よ
う
な
事

は
な
か
っ
た
。

地
域

ケ
ア
会

議
の
役
割
を
理
解

し
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有

、
役
割
分

担
す
る
事
が
で
き
て
い
る
。

市
内

の
ケ
ア
マ
ネ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
様
々
な
情

報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ア
マ
ネ
が
一

人
で
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
担

当
者
会
議
等
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
連

携
を
行
い
、
効
果
的
な
介

護
方
法
を
検

討
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

★
職
員
の
援
助

技
術
の
向

上

主
任
ケ
ア
マ
ネ
資
格

の
継
続

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

事
例

検
討

会
等

へ
の
参

加

主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

取
得

、
更

新

回
以

上

名

回 名

回

名

回

１
名

居
宅

と
し
て
は
直

接
介
護
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
虐
待

に
関
す
る
基
本

知
識
の
研

修
を
実
施
。
疑
い
が
あ
れ
ば
通
報
を
実

施
し
て
い
る
。

研
修

計
画

を
半

期
ご
と
に
作
成
。
そ
れ
に
沿

っ
て
計
画
的
に
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

離
職

者
な
く
、
人

材
の
安
定

は
図

れ
て
い
る
。

尾
北

医
師

会
主

催
の
事
例
検

討
会
に

名
参
加
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

名
の
職

員
が
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
更

新
研
修
を
受
講
。
特

定
事
業
所
加
算

の
維
持
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
お
互
い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
づ
く
り

．
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
た
接
遇
と
環
境
の
構
築

．
利
用
者
様
が
元
気
に
な
る
サ
ポ
ー
ト

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
切
な
設
備
環
境
維
持
・
管
理

事
業
活

動
資
金

収
支
差

額

（
予

算
達

成
）

特
養

平
均

介
護
度

営
繕
活

動
遂
行

率

日
常
点

検
に
基

づ
く
検

討
数

％

以
上

％

回
月

％ ％ 回
月

設
備
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
修
繕

箇
所
を
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
業
者
等
に
よ
る
調
査
や
確
認
を
強
化

す
る
。

月
以

降
は
入
院
者
が
減
っ
た
為
、
要
介
護
度
も
安
定
し

以
上
を
維
持

す
る
事
が
出
来
た
。

見
積
徴
収

や
業
者
選
定
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と
で
、
当
初
の
予
定
よ
り
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

定
期
的
に
点
検
・
報
告
を
行
い
事
前

の
不
具
合
の
発
見
・
対
応

に
よ
り
安
定
し
た
事
業
運
営
の
継
続
が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提
供

チ
ー
ム
で
「元

気
サ
ポ
ー
ト
」

信
頼
の
更
な
る
深
化

利
用
者

満
足
度

調
査

第
三
者

評
価

他
部

署
評
価

利
用
者

様
満
足

度

余
暇

活
動

こ
だ
わ
り
探
検

・発
見

件
数

苦
情

受
付
簿

の
発

生
件
数

良
い
以

上

％

点

良
い
以

上

％

件
以

上

件

点 件 件

件

上
期

％
、
下
期

％
の
結
果
を
得
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
未
記
入
が
上
期

名
、
下
期

名
あ
り
未
記
入
の
理
由

の
分

析
と
対
策
の
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
他
者
評
価
を
毎
月
実
施
、
振
り
返
り
を
す
る
事
で
満
足
度
向
上
に
努
め
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
を
基
に
、
活
動
の
様
子
が
分
か
る
写
真
の
活
用
や
活
動
計
画
を
お
知
ら
せ
す
る
方
法
の
検

討
を
行
い
実
施
し
た
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
情
報

交
換
、
つ
ぶ
や
き
内
容
の
分
析
を
行
い
多
職
種
で
検
討
し
た
。

職
員

間
の
連
携
を
高
め
苦
情

件
の
目
標
を
達
成
し
た
。
今
後
も
報
連
相
を
密
に
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

業
務
の
見
直
し
と
チ
ー
ム
の
連
携

「
気
づ

く
力
」
の
構

築

リ
ス
ク
の
管
理
の
強
化

指
導

監
査
・
実
地

指
導
等

の

指
摘

件
数

服
薬

ミ
ス
（業

務
ミ
ス
）件

数
前

年
度

対
比

職
員

関
与

事
故
発

生
件
数

年

前
年

度
比

職
員

満
足

度
（
他

職
種

と
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
）

連
携
に
関

す
る
勉

強
会
の
参

加
率

「
気

づ
く
力

」他
者

評
価

感
染

症
に
よ
る
入

院
者

数
年

前
度

対
比

件 件 件

％ ％

点
以
上

人

件 件 件 ％ ％ 点 人

介
護
保
険
実
地
指
導
の
際
に
書
類
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
。
今
後
も
法
令

を
理
解
し
、
法
令
に

沿
っ
た
運
営
を
行

う
。

新
人
職
員
や
異
動
し
た
職
員
に
よ
る
服
薬
ミ
ス
が
続
い
た
。

月
よ
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

浸
透

し
て
か
ら
は
服
薬
ミ
ス
も
減
少
し
て
い
る
。

職
員
関

与
に
よ
る
骨
折
事
故
が

件
発
生
し
た
。
利
用
者
様
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
全
職
員
が
同
じ
認
識
の
下
、
決
め

ら
れ
た
介
助
方
法
を
守
っ
た
ケ
ア
が
行
え
て
い
る
か
定
期
的
に
確
認
し
て
い
く
。

施
設
全

体
、
多
職
種
で
助
け
合
い
な
が
ら
業
務
を
行
う
大
切
さ
を
会
議
内
や
勉
強
会
で
伝
え
た
が
目
標
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

勤
務
の
兼
ね
合
い
で
参
加
率

が
低
く
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
開
催
時
間
や
方
法
を
検
討
し
参
加
し

や
す

い
勉
強
会
に
向
け
て
工
夫
す
る
。

毎
月

の
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
で
他
者
評
価
を
行
い
『
気
づ
く
力
』の

向
上
に
努
め
た
。

感
染

症
防
止
に
向
け
て
会
議
内
で
意
見
交
換
し
改
善
に
努
め
た
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
前
年
よ
り
入

院
者

の
全
体
数
は

％
削
減
す
る
事
が
出
来
た
た
め
今
後
も
多
職
種
で
連
携
し
体
調
管
理
を
行
う
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門

性
・
管

理
職

育
成

働
き
や
す
い
環
境
作
り

不
適

切
ケ
ア
研
修

（虐
待
・
身

体
拘

束
）

外
部

研
修

・交
換

研
修

へ
の

参
加

離
職

率

職
員

満
足

度
仕

事
の
悩
み

の

相
談

（
職
場

の
雰

囲
気
）

回
以
上

名

％
以

下

％

回 名

％

％

月
、
１
月
、

月
に
「
虐
待
に
つ
い
て
」の

施
設
内
勉
強
会
を
実
施
し
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
に
は
筆
記
テ
ス
ト

を
配

布
、
全
職
員
に
周
知
を
図
っ
た
。
毎
月
の
委
員
会
に
て
不
適
切
ケ
ア
に
つ
い
て
振
り
返
り
を
行
い
継
続
的
な

意
識

付
け
に
努
め
た
。

介
護
長
研
修
や
相
談
員
研
修
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研
修
へ
の
参
加
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
な
ど
外
部
研
修
に
参
加
す
る

事
が
で
き
て
い
る
。

日
常
的
な
声
か
け
や
面
談
を
行
い
離
職
防
止
に
努
め
た
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

『悩
み
の
相
談
が
出
来
る
環
境
』に

つ
い
て
は
満
足
度
の
向
上
が
見
ら
れ
た
が
、
『
職
場
の
雰
囲
気
』に

つ
い
て
は

マ
イ
ナ
ス
意
見
が
複
数

あ
り
改
善
に
至
ら
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
相
互
理
解
を
目
指
し
た
い
。
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ル
ー
ム
の
稼

働
日

数
 

2
  

 
日

常
点

検
結
果

に
基

づ
く
検

討
回

数
 

1
-1

 1
00

％
 

 1
-2

 
92

.0
％

 

1
-3

 
常
時

2
名

 

1
-4

 
65

泊
/年

 

2
 

 
1
回

/
月

 

1
-1

 
28

7
％

 

 1
-2

 
90

.6
％

 

1
-3

常
時

1
名

 

1
-4

 
53

泊
/

年
 

2
 

 
1
回

/
月

  

1
-1

 
二

人
部
屋
の
待
機
者
確
保
が
難
し
く
在
籍
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
収
入
減
の
要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、
支
出
に
お

い
て
見

込
み
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、
予
算
作
成
の
正
確
性
を
高
め
る
。

 

1
-2

 
二

人
部
屋
の
退

居
者
が
続
き
目
標
在
籍
数
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
満
室
稼
働
を
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
た
。

 

1
-3

 
入

退
居
が
続
き
、
有
効
待
機
者
を
常
時
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-4

 
目

標
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
体
験
入
居
や
ご
家
族
の
宿
泊
な
ど
で
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  

2
 

 
 定

期
的

に
設
備
の
点
検
・
報
告
を
実
施
し
計
画
的
な
修
繕
や
物
品
の
購
入
を
行
い
環
境
整
備
に
努
め
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適

な
生

活
の
提
供

 

2
先
々
の
不
安
解
消
、
意
欲
の

 

維
持

 

  3
入
居
者
同
士
が
支
え
合
う
環
境

づ
く
り

 

4
信
頼
の
更
な
る
深
化

 

1
-1

 
利

用
者

満
足
度

調
査

 

2
-1

 
満

足
度

調
査
結

果
 

（
不

安
、
悩
み

の
有

無
） 

2
-2

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
回

数
 

 3
  

 
悩

み
を
共

有
す

る
場

の
提

供
 

回
数

  

4
 

 
苦

情
受

付
簿

の
発

生
件
数

 

1
-1

良
い 1

00
％

 

2
-1

良
い 1

00
％

 

 2
-2

 
1
回

/
月

 

 3
 

 
3
回

/
年

 

 4
 

 
0
件

 

1
-1

 
32

％
 

2
-1

 
10

0
％

 
 

 2
-2

 
1
回

/
月

 

 3
 

 
6
回

/
年

 

 4
 

 
0
件

 

1
-1

 
10

0
％
の
満
足
度
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
『
悪
い
』・
『
不
満
』
と
い
う
回
答
は
前
年
度
と
比
較
し
大
幅
に
減
少
し
た
。

 

2
-1

 
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
職
員

全
体
で
共
有
、
検
討
し
迅
速
に
対
応
を
行

っ
た
。

 

 2
-2

 
全

利
用
者
様
を
対
象
に
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
リ
ス
ク
の
早
期
発
見

と
 

対
応

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
月

例
会

や
健
康
教
室
な
ど
で
認
知
症

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
・
障
害
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。

 

 
 

 
支

え
あ
う
環
境
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
相
互
理
解
に
は
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

4
 

 
大

き
な
苦
情
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
常
の
小
さ
な
不
満
を
よ
く
検
証
し
大
き
な
苦
情
に
つ
な
が
る
こ
と
が

 

な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

 3
 新

た
な
サ
ー
ビ
ス
、
強
み
（付

加

価
値
）の

創
造

 

     

1
 

 
指

導
監

査
・
実
地

指
導
等

の

指
摘

件
数

 

2
-1

服
薬

ミ
ス
（業

務
ミ
ス
）件

 

2
-2

職
員

関
与

事
故
発

生
件

 

3
-1

設
備
・
サ
ー
ビ
ス
改
善

案
 

3
-2

入
居

ガ
イ
ド
の
作
成

 

 

1
 

 
 

0
件

 

 2
-1

 
0
件

 

2
-2

 
0
件

 

3
-1

 
2
件

/
年

 

3
-2

今
年
度
作

成
 

  

1
 
該

当
な
し

 

 2
-1

 
0
件

 

2
-2

 
0
件

 

3
-1

 
2
件

/
年

 

3
-2

 
作

成
 

   

1
-1

 
外

部
監
査
や
指
導
の
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
毎
月
の
申
請
や
行
政
へ
の
報
告
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
基
づ
き
実

施
し
た
。

  

2
-1

 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
、
職
員
同
士
で
再
確
認
を
行
う
こ
と
で
服
薬
ミ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-2

 
職

員
が
関
与
し
た
重
大
事
故
の
発
生
は
防
止
出
来
た
。

  

3
-1

 
Ｑ
Ｃ
活

動
と
連
動
し
た
改
善
案
を
提
案
し
職
員
全
体
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
利
用
者
様
の
満
足
度
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
-2

 
新

規
入
居
者
様
向
け
に
入
居
ガ
イ
ド
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
平
成
３
１
年
度
か
ら
活
用
し
て
い
く
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 心

構
え
教
育

 専
門
職
・
管
理
職

育
成

 

  2
 働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

3
 業

務
改
善
の
意
識
を
持
続
す
る

4
 職

員
同
士
の
相
互
理
解
を

 

深
め
る

 

 

1
-1

 不
適
切

ケ
ア
研

修
 

（
虐

待
・
身
体

拘
束
）
 

1
-2

 外
部
研

修
・
交

換
研

修
へ
の

参
加

 

2
 

 
離

職
率

 

3
 

 Ｑ
Ｃ
発

表
 

4
  
相

互
理

解
を
目

的
と
し
た

 

意
交

換
回
数

 

 

1
-1

 
3
回

以
上

 

 1
-2

 
3
名

 

 2
 

  
0
％

 

3
 

  
1
題

 

4
 

  
1
回

/
月

 

  

1
-1

 
3
回

 

 1
-2

 
2
名

 

 2
 

 
0
％

 

3
 

 1
題

 

4
  

随
時

 

  

1
-1

 
10

月
、
１
月
、

3
月
に
『
虐
待
に
つ
い
て
』の

施
設
内
勉
強
会
を
実
施
し
た
。
毎
月
の
委
員
会
に
て
不
適
切
ケ
ア
に

つ
い
て
の
検
討
・
意
見
交
換
を
行
い
、
意
識
を
高
め
る
機
会
を
継
続
し
た
。

 

1
-2

 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
研
修
に
参
加

し
、
得
た
知
識
を
エ
リ
ア
勉
強
会
に
て
水
平
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
 

 
 離

職
者

０
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
 

 
 入

居
者
様
の
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
活
動

発
表
を
行
い
、
継
続
し
て
業
務
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

 

4
  

  
意

見
交
換
を
随
時
行
っ
た
が
相
互
理
解

を
実
感
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

 

 

 

− 52− − 53−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
お
互
い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
づ
く
り

．
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
た
接
遇
と
環
境
の
構
築

．
利
用
者
様
が
元
気
に
な
る
サ
ポ
ー
ト

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
切
な
設
備
環
境
維
持
・
管
理

事
業
活

動
資
金

収
支
差

額

（
予

算
達

成
）

特
養

平
均

介
護
度

営
繕
活

動
遂
行

率

日
常
点

検
に
基

づ
く
検

討
数

％

以
上

％

回
月

％ ％ 回
月

設
備
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
修
繕

箇
所
を
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
業
者
等
に
よ
る
調
査
や
確
認
を
強
化

す
る
。

月
以
降
は
入
院
者
が
減
っ
た
為
、
要
介
護
度
も
安
定
し

以
上
を
維
持

す
る
事
が
出
来
た
。

見
積
徴
収

や
業
者
選
定
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と
で
、
当
初
の
予
定
よ
り
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

定
期
的
に
点
検
・
報
告
を
行
い
事
前

の
不
具
合
の
発
見
・
対
応

に
よ
り
安
定
し
た
事
業
運
営
の
継
続
が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提
供

チ
ー
ム
で
「元

気
サ
ポ
ー
ト
」

信
頼
の
更
な
る
深
化

利
用
者

満
足
度

調
査

第
三
者

評
価

他
部

署
評
価

利
用
者

様
満
足

度

余
暇

活
動

こ
だ
わ
り
探
検

・発
見

件
数

苦
情

受
付
簿

の
発

生
件
数

良
い
以

上

％

点

良
い
以

上

％

件
以

上

件

点 件 件

件

上
期

％
、
下
期

％
の
結
果
を
得
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
未
記
入
が
上
期

名
、
下
期

名
あ
り
未
記
入
の
理
由

の
分

析
と
対
策
の
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
他
者
評
価
を
毎
月
実
施
、
振
り
返
り
を
す
る
事
で
満
足
度
向
上
に
努
め
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
を
基
に
、
活
動
の
様
子
が
分
か
る
写
真
の
活
用
や
活
動
計
画
を
お
知
ら
せ
す
る
方
法
の
検

討
を
行

い
実
施
し
た
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
情
報

交
換

、
つ
ぶ
や
き
内
容
の
分
析
を
行
い
多
職
種
で
検
討
し
た
。

職
員

間
の
連
携
を
高
め
苦
情

件
の
目
標
を
達
成

し
た
。
今
後
も
報
連
相
を
密
に
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

業
務
の
見
直
し
と
チ
ー
ム
の
連
携

「
気
づ

く
力
」
の
構

築

リ
ス
ク
の
管
理
の
強
化

指
導

監
査
・
実
地

指
導
等

の

指
摘

件
数

服
薬

ミ
ス
（業

務
ミ
ス
）件

数
前

年
度

対
比

職
員

関
与

事
故
発

生
件
数

年

前
年

度
比

職
員

満
足

度
（
他

職
種

と
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
）

連
携
に
関

す
る
勉

強
会
の
参

加
率

「
気

づ
く
力

」他
者

評
価

感
染

症
に
よ
る
入

院
者

数
年

前
度

対
比

件 件 件

％ ％

点
以
上

人

件 件 件 ％ ％ 点 人

介
護
保
険
実
地
指
導
の
際
に
書
類
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
。
今
後
も
法
令

を
理
解
し
、
法
令
に

沿
っ
た
運
営
を
行

う
。

新
人
職
員
や
異
動
し
た
職
員
に
よ
る
服
薬
ミ
ス
が
続
い
た
。

月
よ
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

浸
透

し
て
か
ら
は
服
薬
ミ
ス
も
減
少
し
て
い
る
。

職
員
関
与
に
よ
る
骨
折
事
故
が

件
発
生
し
た
。
利
用
者
様
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
全
職
員
が
同
じ
認
識
の
下
、
決
め

ら
れ
た
介
助
方
法
を
守
っ
た
ケ
ア
が
行
え
て
い
る
か
定
期
的
に
確
認
し
て
い
く
。

施
設
全
体
、
多
職
種
で
助
け
合
い
な
が
ら
業
務
を
行
う
大
切
さ
を
会
議
内
や
勉
強
会

で
伝
え
た
が
目
標
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

勤
務
の
兼
ね
合
い
で
参
加
率

が
低
く
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
開
催
時
間
や
方
法
を
検
討
し
参
加
し

や
す

い
勉
強
会
に
向
け
て
工
夫
す
る
。

毎
月

の
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
で
他
者
評
価
を
行
い
『
気
づ
く
力
』の

向
上
に
努
め
た
。

感
染

症
防
止
に
向
け
て
会
議
内
で
意
見
交
換
し
改
善
に
努
め
た
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
前
年
よ
り
入

院
者

の
全
体
数
は

％
削
減
す
る
事
が
出
来
た
た
め
今
後
も
多
職
種
で
連
携
し
体
調
管
理
を
行
う
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門

性
・
管

理
職

育
成

働
き
や
す
い
環
境
作
り

不
適

切
ケ
ア
研
修

（虐
待
・
身

体
拘

束
）

外
部

研
修

・交
換

研
修

へ
の

参
加

離
職

率

職
員

満
足

度
仕

事
の
悩
み

の

相
談

（
職
場

の
雰

囲
気
）

回
以
上

名

％
以

下

％

回 名

％

％

月
、
１
月
、

月
に
「
虐
待
に
つ
い
て
」の

施
設
内
勉
強
会
を
実
施
し
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
に
は
筆
記
テ
ス
ト

を
配

布
、
全
職
員
に
周
知
を
図
っ
た
。
毎
月
の
委
員
会
に
て
不
適
切
ケ
ア
に
つ
い
て
振
り
返
り
を
行
い
継
続
的
な

意
識

付
け
に
努
め
た
。

介
護
長
研
修
や
相
談
員
研
修
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研
修
へ
の
参
加
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
な
ど
外
部
研
修
に
参
加
す
る

事
が
で
き
て
い
る
。

日
常
的
な
声
か
け
や
面
談

を
行
い
離
職
防
止
に
努
め
た
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

『悩
み
の
相
談
が
出
来
る
環
境
』に

つ
い
て
は
満
足
度
の
向
上
が
見
ら
れ
た
が
、
『
職
場
の
雰
囲
気
』に

つ
い
て
は

マ
イ
ナ
ス
意
見
が
複
数

あ
り
改
善
に
至
ら
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
相
互
理
解
を
目
指
し
た
い
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
お
互
い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
づ
く
り

 
2
．
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
た
接
遇
と
環
境
の
構
築

 
3
．
利
用
者
様
が
元
気
に
な
る
サ
ポ
ー
ト

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

    2
適
切
な
設
備
環
境
維
持
・
管
理

 

1
-1

 
事

業
活

動
資
金

収
支
差

額
 

 
 

 
 
（
予

算
達

成
） 

1
-2

 
稼

働
率

 

1
-3

 
有

効
待

機
者
数

 

1
-4

 
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
の
稼

働
日

数
 

2
  

 
日

常
点

検
結
果

に
基

づ
く
検

討
回

数
 

1
-1

 1
00

％
 

 1
-2

 
92

.0
％

 

1
-3

 
常
時

2
名

 

1
-4

 
65

泊
/年

 

2
 

 
1
回

/
月

 

1
-1

 
28

7
％

 

 1
-2

 
90

.6
％

 

1
-3

常
時

1
名

 

1
-4

 
53

泊
/

年
 

2
 

 
1
回

/
月

  

1
-1

 
二

人
部
屋
の
待
機
者
確
保
が
難
し
く
在
籍
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
収
入
減
の
要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、
支
出
に
お

い
て
見
込
み
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、
予
算
作
成
の
正
確
性
を
高
め
る
。

 

1
-2

 
二

人
部
屋
の
退

居
者
が
続
き
目
標
在
籍
数
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
満
室
稼
働
を
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
た
。

 

1
-3

 
入

退
居
が
続
き
、
有
効
待
機
者
を
常
時
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-4

 
目

標
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
体
験
入
居
や
ご
家
族
の
宿
泊
な
ど
で
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  

2
 

 
 定

期
的

に
設
備
の
点
検
・
報
告
を
実
施
し
計
画
的
な
修
繕
や
物
品
の
購
入
を
行
い
環
境
整
備
に
努
め
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快
適

な
生

活
の
提
供

 

2
先
々
の
不
安
解
消
、
意
欲
の

 

維
持

 

  3
入
居
者
同
士
が
支
え
合
う
環
境

づ
く
り

 

4
信
頼
の
更
な
る
深
化

 

1
-1

 
利

用
者

満
足
度

調
査

 

2
-1

 
満

足
度

調
査
結

果
 

（
不

安
、
悩
み

の
有

無
） 

2
-2

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
回

数
 

 3
  

 
悩

み
を
共

有
す

る
場

の
提

供
 

回
数

  

4
 

 
苦

情
受

付
簿

の
発

生
件
数

 

1
-1

良
い 1

00
％

 

2
-1

良
い 1

00
％

 

 2
-2

 
1
回

/
月

 

 3
 

 
3
回

/
年

 

 4
 

 
0
件

 

1
-1

 
32

％
 

2
-1

 
10

0
％

 
 

 2
-2

 
1
回

/
月

 

 3
 

 
6
回

/
年

 

 4
 

 
0
件

 

1
-1

 
10

0
％
の
満
足
度
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
『
悪
い
』・
『
不
満
』
と
い
う
回
答
は
前
年
度
と
比
較
し
大
幅
に
減
少
し
た
。

 

2
-1

 
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
職
員
全
体
で
共
有
、
検
討
し
迅
速
に
対
応
を
行

っ
た
。

 

 2
-2

 
全

利
用
者
様
を
対
象
に
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
リ
ス
ク
の
早
期
発
見

と
 

対
応

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
月

例
会
や
健
康
教
室
な
ど
で
認
知
症

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
・
障
害
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。

 

 
 

 
支

え
あ
う
環
境
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
相
互
理
解
に
は
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

4
 

 
大

き
な
苦
情
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
常
の
小
さ
な
不
満
を
よ
く
検
証
し
大
き
な
苦
情
に
つ
な
が
る
こ
と
が

 

な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

 

 3
 新

た
な
サ
ー
ビ
ス
、
強
み
（付

加

価
値
）の

創
造

 

     

1
 

 
指

導
監

査
・
実
地

指
導
等

の

指
摘

件
数

 

2
-1

服
薬

ミ
ス
（業

務
ミ
ス
）件

 

2
-2

職
員

関
与

事
故
発

生
件

 

3
-1

設
備
・
サ
ー
ビ
ス
改
善

案
 

3
-2

入
居

ガ
イ
ド
の
作
成

 

 

1
 

 
 

0
件

 

 2
-1

 
0
件

 

2
-2

 
0
件

 

3
-1

 
2
件

/
年

 

3
-2

今
年
度
作

成
 

  

1
 
該

当
な
し

 

 2
-1

 
0
件

 

2
-2

 
0
件

 

3
-1

 
2
件

/
年

 

3
-2

 
作

成
 

   

1
-1

 
外

部
監
査
や
指
導
の
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
毎
月
の
申
請
や
行
政
へ
の
報
告
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
基
づ
き
実

施
し
た
。

  

2
-1

 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
、
職
員
同
士
で
再
確
認
を
行
う
こ
と
で
服
薬
ミ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-2

 
職

員
が
関
与
し
た
重
大
事
故
の
発
生
は
防
止
出
来
た
。

  

3
-1

 
Ｑ
Ｃ
活

動
と
連
動
し
た
改
善
案
を
提
案
し
職
員
全
体
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
利
用
者
様
の
満
足
度
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
-2

 
新

規
入
居
者
様
向
け
に
入
居
ガ
イ
ド
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
平
成
３
１
年
度
か
ら
活
用
し
て
い
く
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 心

構
え
教
育

 専
門
職
・
管
理
職

育
成

 

  2
 働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

3
 業

務
改
善
の
意
識
を
持
続
す
る

4
 職

員
同
士
の
相
互
理
解
を

 

深
め
る

 

 

1
-1

 不
適
切

ケ
ア
研

修
 

（
虐

待
・
身
体

拘
束
）
 

1
-2

 外
部
研

修
・
交

換
研

修
へ
の

参
加

 

2
 

 
離

職
率

 

3
 

 Ｑ
Ｃ
発

表
 

4
  
相

互
理

解
を
目

的
と
し
た

 

意
交

換
回
数

 

 

1
-1

 
3
回

以
上

 

 1
-2

 
3
名

 

 2
 

  
0
％

 

3
 

  
1
題

 

4
 

  
1
回

/
月

 

  

1
-1

 
3
回

 

 1
-2

 
2
名

 

 2
 

 
0
％

 

3
 

 1
題

 

4
  

随
時

 

  

1
-1

 
10

月
、
１
月
、

3
月
に
『
虐
待
に
つ
い
て
』の

施
設
内
勉
強
会
を
実
施
し
た
。
毎
月
の
委
員
会
に
て
不
適
切
ケ
ア
に

つ
い
て
の
検
討
・
意
見
交
換
を
行
い
、
意
識
を
高
め
る
機
会
を
継
続
し
た
。

 

1
-2

 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
研
修
に
参
加

し
、
得
た
知
識
を
エ
リ
ア
勉
強
会
に
て
水
平
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
 

 
 離

職
者

０
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
 

 
 入

居
者
様
の
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
活
動

発
表
を
行
い
、
継
続
し
て
業
務
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

 

4
  

  
意

見
交
換
を
随
時
行
っ
た
が
相
互
理
解

を
実
感
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

 

 

 

− 52− − 53−
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r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
お
互
い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
作
り
。

．
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
た
接
遇
と
環
境
の
提
案
。

．
利
用
者
様
が
元
気
に
な
る
サ
ポ
ー
ト
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
切
な
設
備
管
理

事
業
活

動
資
金

収
支
差

額

（
予

算
達

成
）

待
機
者

数

日
常

点
検

結
果

に
基

づ
く
検

討

常
時
１

名
以

上

１
回

月

％

２
名

１
回

月

利
用
者

様
の
状
況
把
握
を
毎
月
行
い
、
安
定
し
た
稼
働
率
と
収
支
差
益
の
確
保
が
で
き
た
。
適
切
な
物
品
購
入
と
修
繕

を
実

施
し
計

画
的
な
管
理
を
行
っ
た
が
支
出
面
で
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

施
設
内

の
相

談
員
と
連
携
を
図
り
居
宅
支
援
事
業
所
へ
の
営
業
活
動
を
積
極
的

に
行
い
待
機
者
確
保
に
努
め
た
。

定
期

的
に
点
検
・
報
告
を
行
い
事
前
に
不
具
合
の
発
見
・
対
応
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
事
業
運
営
の
継
続

が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
役
割

の
提
供

信
頼
の
更
な
る
深
化

利
用

者
満

足
度

調
査

Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
ス
ケ
ー
ル
点
数

（
前

年
度

比
）

ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
改

定

楽
し
み
や

趣
味
活

動
の
発

見
、
定

着
数

苦
情

受
付

簿
の
発
生

件
数

良
い
以

上

向
上

年
内

改
定

一
人

１
個

以
上

件

良
い
以

上

向
上

年
内

改
定

一
人 個 件

毎
月

、
接

遇
と
環
境
整
備
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
快
適
で
気
持
ち
の
良
い
生
活
に
向
け
て
見
直
す
こ
と
で

満
足

度
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
な
実
施
に
よ
り
、
体
力
や
身
体
機
能
の
維
持
が
出
来
た
。
ま
た
、
認
知
症
状
に
合
わ
せ
た
対

応
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

項
目
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
追
記
す
る
こ
と
で
、
よ
り
信
憑
性
の
高
い
ツ
ー
ル
と
な
り
、
職
員
の
気
づ
き
を
促
す

機
能
も
果
た
し

て
い
る
。

個
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
趣
味
活
動
の
提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
活

用
し
申
し
送
り
を
徹
底
し
た
こ
と
で
伝
達
漏
れ
が
な
く
な
り
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

ケ
ア
の
質
の
向
上

監
査

・実
地

指
導

等
の
指

摘

数 配
薬
ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員
関

与
に
よ
る
事

故
数

満
足
度

調
査
結

果
（
接

遇
・

マ
ナ
ー

）

満
足
度

調
査
結

果

（
満

足
度

）

件 件 件

良
い

以

上 良
い
以

上

件 件 件

良
い

以

上 良
い
以

上

制
度

・報
酬

改
定
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
法
令
を
遵
守
し
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

事
例
検

討
を
行
い
、
職
員
間
で
振
り
返
り
を
重
ね
る
こ
と
で
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
段
階
で
対
応
を
検
討
し
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。

接
遇
に
関
す

る
勉
強
会
と
振
り
返
り
の
機
会
を
持
っ
た
こ
と
で
周
知
を
深
め
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
勉
強
会
を
行
い
、
お
も
て
な
し
の
心
を
意
識
し
た
接
遇
を
実
施
す
る
こ
と
で
満
足
度
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・管

理

職
育
成

働
き
や
す
い
環
境
作
り

不
適
切

ケ
ア
研

修

（
虐

待
・
身
体

拘
束
）

外
部
研

修
・
交

換
研

修
数

離
職
率

有
給
休

暇
取
得

率

職
場
環
境
改
善

提
案
・
検

討
数

職
員
満

足
度
調

査
結
果

連
携
に
関
す

る
勉
強

会
へ
の

参
加

率

回 名 ％

％ 件

良
い
以

上
％

％

３
回

２
名 ％

９
件

良
い
以

上

不
適
切

ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
実
施
し
各
職
員
が
理
解
を
深
め
た
と
共
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
ケ
ア
の
提

供
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
換
研

修
を
通
し
新
た
な
視
点
や
事
業
所
の
違
い
を
理
解
し
自
施
設
を
客
観
視
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

職
員
満

足
度
調
査
か
ら
要
望
や
労
働
環
境
の
問
題
点
を
吸
い
上
げ
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
た
。

計
画
的

に
取
得
に
努
め
た
が
、
年
度
途
中
で
の
退
職

者
が
発
生
し
た
た
め
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

毎
月
２
回
の
施
設
内
会
議
を
行
い
各
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
職
場

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
行
い
ケ
ア
の
質
向
上

と
と
も
に
職
員
の
考
え
方
の
改
革
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

チ
ー

ム
ケ
ア
・
セ
ル
フ
ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
行
い
職
員
間
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
。

 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
第
２
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
個
別
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
業
務
の
効
率
化
及
び
職
員
の
専
門
性
・
チ
ー
ム
力
向
上
を
図
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
創
出
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安

定
し
た
経

営
の
確

保
 

  

 

1
-
1
事
業
活
動

資
金
収

支
差
額

 

（
予
算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働
率

 

1
-
3
 
入
居

が
可
能

な
待

機
者
の
確
保

 
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 

9
9
.5
％

 

1
-
3
 

6
名

/
月

 

1
-
1
 

8
6
%
 

 1
-
2
 

9
9
.1

%
 

1
-
3
 

2
名

/
月

 
 

1
-
1
急
遽
の
故

障
等

に
よ
り
修

繕
費

支
出

が
当

初
予

算
よ
り
超

過
し
た
為

、
補

正
を
行

っ
た
。
次

年
度

は
さ
ら
に
計

画
的

な
修

繕
に
努

め
る
。

 

 1
-
2
目
標
達
成

は
出

来
な
か
っ
た
が
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
新
規
増

加
、
特

養
入

居
者

の
平

均
要

介
護

度
上

昇
に
よ
り
、
収

入
確

保
が
で
き
た
。

 

1
-
3
入
居
待
機

者
へ
定

期
的

な
入

居
意

志
の
確

認
と
緊

急
ケ
ー

ス
に
対

す
る
柔

軟
な
対

応
を
行

い
、
待

機
者

確
保

に
努

め
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快

適
な
生

活
の
提

供
 

 

2
利

用
者

様
が
日

々
楽

し
め
る
環

境
 

創
出

 

3
利

用
者

様
ニ
ー

ズ
に
即

し
た
サ
ー

 

ビ
ス
提

供
 

1
 

 
利

用
者
満
足

度
調
査

 

 

2
-
1
定
期
開
催

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
件
数

 

2
-
2
新
規

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導

入
件
数

 

3
-
1
利

用
者
満

足
度
調

査
 

 3
-
2
看

取
り
後

満
足
度

調
査

 

1
 

 
良
い
以
上

1
0
0
%
 

2
-
1
 

3
件

/
月

 

2
-
2
 

3
件

/
年

 

3
-
1
良
い
以

上

1
0
0
％

 

3
-
2
 

1
0
0
％

 

1
 

 
良
い
以
上

 

9
5
.5

%
 

2
-
1
 

3
件

/
月

 

2
-
2
 

3
件

/
月

 

3
-
1
良
い
以

上

9
8
.5

%
 

3
-
2
 

7
1
.4

%
 

1
 

 
 
環
境
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
細

分
化

に
よ
っ
て
、
具

体
的

な
改

善
個

所
を
明

確
に
し
て
対

応
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
多
職
種

が
協
力

し
、
外

出
、
カ
ラ
オ
ケ
、
喫

茶
の
日

等
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実

施
し
た
結

果
、
利

用
者

様
よ
り
高

評
価

を
得

る
こ
と
が
で
き
た

 

2
-
2
 
利
用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
新

規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導

入
し
た
こ
と
で
施

設
内

行
事

の
活

性
化

に
繋

が
っ
た
。

 

3
-
1
 
次
年
度
も
利
用
者

様
の
声

、
ご
家

族
か
ら
聞

き
取

っ
た
ニ
ー

ズ
に
つ

い
て
ケ
ア
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

 

 3
-
2
 
看
取
り
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
高

評
価

を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
利

用
者

様
ご
家

族
の
意

向
に
沿

う
看

取
り
ケ
ア
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
重

大
事

故
の
発

生
防

止
 

 

3
専

門
性

確
保

の
た
め
の
業

務
効

率
 

化
 

1
 

 
指
導
監
査

・
実
地

指
導
等

の
指
摘

 

件
数

 

2
-
1
配

薬
ミ
ス

(業
務
ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
職
員
関
与

に
よ
る
事

故
発
生

件
数

 

3
 
 
業

務
効
率
化

達
成
件

数
 

1
 

 
 

0
件

 

 2
-
1
 
 
0
件

 

2
-
2
 
 
0
件

 

3
 

 
 

3
件

/
年

 

1
 

 
3
件

 

 2
-
1
 
 
6
件

 

2
-
2
 
 
1
4
件

 

3
 

 
 

4
件

/
年

 

1
 
 
 
指
導

監
査
で
指

摘
さ
れ
た
事

項
は
、
速

や
か
に
修
正

し
対

応
報

告
を
行

っ
た
。
今

後
も
指

導
・
指

摘
が
な
い
よ
う
定

期
的

に
確

認
を
行

う
。

 

 2
-
1
 
同
様
の
配
薬

ミ
ス
も
み

ら
れ
た
為

、
再

度
、
服

薬
管

理
の
重

要
性

の
理

解
を
深

め
、
確

実
で
安

全
な
方

法
を
確

立
す

る
。

 

2
-
2
 
多
く
発
生
し
て
い
る
為

、
事

故
対

策
で
導

い
た
方

法
を
水

平
展

開
し
、
職

員
関

与
の
事

故
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
努

め
る
。

 

3
 
 
 
職
員

間
で
業
務

改
善

の
ア
イ
デ

ア
を
出

し
合

い
、
実

際
の
業

務
負

担
軽

減
と
専

門
性

確
保

に
結

び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心

構
え
教

育
 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

   

2
働

き
や

す
い
環

境
つ

く
り

 

 

3
 
Ｅ
Ｐ
Ａ
実

習
生

の
育

成
 

1
-
1
不
適
切

ケ
ア
研
修

 

(虐
待
・
身
体

拘
束

) 

1
-
2
外
部
研
修

・
交
換

研
修
へ

の
 

参
加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
職
員
と
の
面
談
回

数
 

3
 

 
 
基
本
介

護
チ
ェ
ッ
ク

 

1
-
1
 

3
回
以

上
 

 1
-
2
 

1
5
名

 

 2
-
1
 
 
3
％

 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

3
 

 
全
項
目

 

Ｂ
以

上
 

1
-
1
 

3
回

/
年

 

 

1
-
2
 

 
2
4
名

 

 2
-
1
 

 
4
.2
％

2
-
2
 

 
6
回

/
年

 

3
 

 
 
全

項
目

 

Ｂ
以

上
 

1
-
1
 
虐
待
・
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
の
勉

強
会

を
行

っ
た
こ
と
で
、
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
、
ケ
ア
の
意

識
変

化
が
伺

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

 1
-
2
 
外
部
研

修
・
交
換

研
修

へ
の
参

加
に
よ
り
、
新

し
い
気

づ
き
と
な
っ
た
。
会

議
等

で
報

告
・
共

有
出

来
た
。

 

 2
-
1
 
衛
生
委

員
会
等

で
、
職

場
環

境
の
改

善
を
図

る
為

に
、
協

議
す

る
機

会
を
設

け
た
。
改

善
で
き
る
部

分
に
つ

い
て
早

期
対

応
を
行

っ
た
。

 

2
-
2
 
定
期
的

な
面

談
を
通

じ
て
、
環

境
改

善
の
意

見
や

メ
ン
タ
ル
面

の
フ
ォ
ロ
ー

す
る
良

い
機
会

と
な
っ
た
。

 

3
 

 
 
E
P
A
受
入
れ
の
為

、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
や

勉
強

会
を
実

施
し
た
。

E
P
A
職

員
が
不

安
な
く
業

務
や

ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

 

 

− 54− − 55−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
お
互
い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
作
り
。

．
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
た
接
遇
と
環
境
の
提
案
。

．
利
用
者
様
が
元
気
に
な
る
サ
ポ
ー
ト
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
切
な
設
備
管
理

事
業
活

動
資
金

収
支
差

額

（
予

算
達

成
）

待
機
者

数

日
常

点
検

結
果

に
基

づ
く
検

討

常
時
１

名
以

上

１
回

月

％

２
名

１
回

月

利
用
者

様
の
状
況
把
握
を
毎
月
行
い
、
安
定
し
た
稼
働
率
と
収
支
差
益
の
確
保
が
で
き
た
。
適
切
な
物
品
購
入
と
修
繕

を
実

施
し
計

画
的
な
管
理
を
行
っ
た
が
支
出
面
で
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

施
設
内

の
相
談
員
と
連
携
を
図
り
居
宅
支
援
事
業
所
へ
の
営
業
活
動
を
積
極
的

に
行
い
待
機
者
確
保
に
努
め
た
。

定
期

的
に
点
検
・
報
告
を
行
い
事
前
に
不
具
合
の
発
見
・
対
応
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
事
業
運
営
の
継
続

が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
役
割

の
提
供

信
頼
の
更
な
る
深
化

利
用

者
満

足
度

調
査

Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
ス
ケ
ー
ル
点
数

（
前

年
度

比
）

ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
改

定

楽
し
み
や

趣
味
活

動
の
発

見
、
定

着
数

苦
情

受
付

簿
の
発
生

件
数

良
い
以

上

向
上

年
内

改
定

一
人

１
個

以
上

件

良
い
以

上

向
上

年
内

改
定

一
人 個 件

毎
月

、
接

遇
と
環
境
整
備
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
快
適
で
気
持
ち
の
良
い
生
活
に
向
け
て
見
直
す
こ
と
で

満
足

度
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
な
実
施
に
よ
り
、
体
力
や
身
体
機
能
の
維
持
が
出
来
た
。
ま
た
、
認
知
症
状
に
合
わ
せ
た
対

応
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

項
目
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
追
記
す
る
こ
と
で
、
よ
り
信
憑
性
の
高
い
ツ
ー
ル
と
な
り
、
職
員
の
気
づ
き
を
促
す

機
能
も
果
た
し

て
い
る
。

個
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
趣
味
活
動
の
提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
活

用
し
申
し
送
り
を
徹
底
し
た
こ
と
で
伝
達
漏
れ
が
な
く
な
り
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

ケ
ア
の
質
の
向
上

監
査

・実
地

指
導

等
の
指

摘

数 配
薬
ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員
関

与
に
よ
る
事

故
数

満
足
度

調
査
結

果
（
接

遇
・

マ
ナ
ー

）

満
足
度

調
査
結

果

（
満

足
度

）

件 件 件

良
い

以

上 良
い
以

上

件 件 件

良
い

以

上 良
い
以

上

制
度

・報
酬

改
定
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
法
令
を
遵
守
し
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

事
例
検

討
を
行
い
、
職
員
間
で
振
り
返
り
を
重
ね
る
こ
と
で
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
段
階
で
対
応
を
検
討
し
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。

接
遇
に
関
す
る
勉
強
会
と
振
り
返
り
の
機
会
を
持
っ
た
こ
と
で
周
知
を
深
め
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
勉
強
会
を
行
い
、
お
も
て
な
し
の
心
を
意
識
し
た
接
遇
を
実
施
す
る
こ
と
で
満
足
度
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・管

理

職
育

成

働
き
や
す
い
環
境
作
り

不
適
切

ケ
ア
研

修

（
虐

待
・
身
体

拘
束
）

外
部
研

修
・
交

換
研

修
数

離
職
率

有
給
休

暇
取
得

率

職
場
環
境
改
善

提
案
・
検

討
数

職
員
満

足
度
調

査
結
果

連
携
に
関
す

る
勉
強

会
へ
の

参
加

率

回 名 ％

％ 件

良
い
以

上
％

％

３
回

２
名 ％

９
件

良
い
以

上

不
適
切

ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
実
施
し
各
職
員
が
理
解
を
深
め
た
と
共
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
ケ
ア
の
提

供
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
換
研

修
を
通
し
新
た
な
視
点
や
事
業
所
の
違
い
を
理
解
し
自
施
設
を
客
観
視
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

職
員
満

足
度
調
査
か
ら
要
望
や
労
働
環
境
の
問
題
点
を
吸
い
上
げ
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
た
。

計
画
的

に
取
得
に
努
め
た
が
、
年
度
途
中
で
の
退
職

者
が
発
生
し
た
た
め
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

毎
月
２
回
の
施
設
内
会
議
を
行
い
各
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
職
場

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
行
い
ケ
ア
の
質
向
上

と
と
も
に
職
員
の
考
え
方
の
改
革
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
が
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

チ
ー

ム
ケ
ア
・
セ
ル
フ
ケ
ア
勉
強
会
を
年

間
３
回
行
い
職
員
間
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
。

 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
第
２
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
個
別
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
業
務
の
効
率
化
及
び
職
員
の
専
門
性
・
チ
ー
ム
力
向
上
を
図
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
創
出
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安

定
し
た
経

営
の
確

保
 

  

 

1
-
1
事
業
活
動

資
金
収

支
差
額

 

（
予
算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働
率

 

1
-
3
 
入
居

が
可
能

な
待

機
者
の
確
保

 
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 

9
9
.5
％

 

1
-
3
 

6
名

/
月

 

1
-
1
 

8
6
%
 

 1
-
2
 

9
9
.1

%
 

1
-
3
 

2
名

/
月

 
 

1
-
1
急
遽
の
故

障
等

に
よ
り
修

繕
費

支
出

が
当

初
予

算
よ
り
超

過
し
た
為

、
補

正
を
行

っ
た
。
次

年
度

は
さ
ら
に
計

画
的

な
修

繕
に
努

め
る
。

 

 1
-
2
目
標
達
成

は
出

来
な
か
っ
た
が
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
新
規
増

加
、
特

養
入

居
者

の
平

均
要

介
護

度
上

昇
に
よ
り
、
収

入
確

保
が
で
き
た
。

 

1
-
3
入
居
待
機

者
へ
定

期
的

な
入

居
意

志
の
確

認
と
緊

急
ケ
ー

ス
に
対

す
る
柔

軟
な
対

応
を
行

い
、
待

機
者

確
保

に
努

め
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
快

適
な
生

活
の
提

供
 

 

2
利

用
者

様
が
日

々
楽

し
め
る
環

境
 

創
出

 

3
利

用
者

様
ニ
ー

ズ
に
即

し
た
サ
ー

 

ビ
ス
提

供
 

1
 

 
利

用
者
満
足

度
調
査

 

 

2
-
1
定
期
開
催

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
件
数

 

2
-
2
新
規

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導

入
件
数

 

3
-
1
利

用
者
満

足
度
調

査
 

 3
-
2
看

取
り
後

満
足
度

調
査

 

1
 

 
良
い
以
上

1
0
0
%
 

2
-
1
 

3
件

/
月

 

2
-
2
 

3
件

/
年

 

3
-
1
良
い
以

上

1
0
0
％

 

3
-
2
 

1
0
0
％

 

1
 

 
良
い
以
上

 

9
5
.5

%
 

2
-
1
 

3
件

/
月

 

2
-
2
 

3
件

/
月

 

3
-
1
良
い
以

上

9
8
.5

%
 

3
-
2
 

7
1
.4

%
 

1
 

 
 
環
境
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
細

分
化

に
よ
っ
て
、
具

体
的

な
改

善
個

所
を
明

確
に
し
て
対

応
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
多
職
種

が
協
力

し
、
外

出
、
カ
ラ
オ
ケ
、
喫

茶
の
日

等
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実

施
し
た
結

果
、
利

用
者

様
よ
り
高

評
価

を
得

る
こ
と
が
で
き
た

 

2
-
2
 
利
用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
新

規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導

入
し
た
こ
と
で
施

設
内

行
事

の
活

性
化

に
繋

が
っ
た
。

 

3
-
1
 
次
年
度
も
利
用
者

様
の
声

、
ご
家

族
か
ら
聞

き
取

っ
た
ニ
ー

ズ
に
つ

い
て
ケ
ア
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

 

 3
-
2
 
看
取
り
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
高

評
価

を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
利

用
者

様
ご
家

族
の
意

向
に
沿

う
看

取
り
ケ
ア
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
重

大
事

故
の
発

生
防

止
 

 

3
専

門
性

確
保

の
た
め
の
業

務
効

率
 

化
 

1
 

 
指
導
監
査

・
実
地

指
導
等

の
指
摘

 

件
数

 

2
-
1
配

薬
ミ
ス

(業
務
ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
職
員
関
与

に
よ
る
事

故
発
生

件
数

 

3
 
 
業

務
効
率
化

達
成
件

数
 

1
 

 
 

0
件

 

 2
-
1
 
 
0
件

 

2
-
2
 
 
0
件

 

3
 

 
 

3
件

/
年

 

1
 

 
3
件

 

 2
-
1
 
 
6
件

 

2
-
2
 
 
1
4
件

 

3
 

 
 

4
件

/
年

 

1
 
 
 
指
導

監
査
で
指

摘
さ
れ
た
事

項
は
、
速

や
か
に
修
正

し
対

応
報

告
を
行

っ
た
。
今

後
も
指

導
・
指

摘
が
な
い
よ
う
定

期
的

に
確

認
を
行

う
。

 

 2
-
1
 
同
様
の
配
薬

ミ
ス
も
み

ら
れ
た
為

、
再

度
、
服

薬
管

理
の
重

要
性

の
理

解
を
深

め
、
確

実
で
安

全
な
方

法
を
確

立
す

る
。

 

2
-
2
 
多
く
発
生
し
て
い
る
為

、
事

故
対

策
で
導

い
た
方

法
を
水

平
展

開
し
、
職

員
関

与
の
事

故
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
努

め
る
。

 

3
 
 
 
職
員

間
で
業
務

改
善

の
ア
イ
デ

ア
を
出

し
合

い
、
実

際
の
業

務
負

担
軽

減
と
専

門
性

確
保

に
結

び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心

構
え
教

育
 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

   

2
働

き
や

す
い
環

境
つ

く
り

 

 

3
 
Ｅ
Ｐ
Ａ
実

習
生

の
育

成
 

1
-
1
不
適
切

ケ
ア
研
修

 

(虐
待
・
身
体

拘
束

) 

1
-
2
外
部
研
修

・
交
換

研
修
へ

の
 

参
加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
職
員
と
の
面
談
回

数
 

3
 

 
 
基
本
介

護
チ
ェ
ッ
ク

 

1
-
1
 

3
回
以

上
 

 1
-
2
 

1
5
名

 

 2
-
1
 
 
3
％

 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

3
 

 
全
項
目

 

Ｂ
以

上
 

1
-
1
 

3
回

/
年

 

 

1
-
2
 

 
2
4
名

 

 2
-
1
 

 
4
.2
％

2
-
2
 

 
6
回

/
年

 

3
 

 
 
全

項
目

 

Ｂ
以

上
 

1
-
1
 
虐
待
・
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
の
勉

強
会

を
行

っ
た
こ
と
で
、
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
、
ケ
ア
の
意

識
変

化
が
伺

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

 1
-
2
 
外
部
研

修
・
交
換

研
修

へ
の
参

加
に
よ
り
、
新

し
い
気

づ
き
と
な
っ
た
。
会

議
等

で
報

告
・
共

有
出

来
た
。

 

 2
-
1
 
衛
生
委

員
会
等

で
、
職

場
環

境
の
改

善
を
図

る
為

に
、
協

議
す

る
機

会
を
設

け
た
。
改

善
で
き
る
部

分
に
つ

い
て
早

期
対

応
を
行

っ
た
。

 

2
-
2
 
定
期
的

な
面

談
を
通

じ
て
、
環

境
改

善
の
意

見
や

メ
ン
タ
ル
面

の
フ
ォ
ロ
ー

す
る
良

い
機
会

と
な
っ
た
。

 

3
 

 
 
E
P
A
受
入
れ
の
為

、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
や

勉
強

会
を
実

施
し
た
。

E
P
A
職

員
が
不

安
な
く
業

務
や

ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

 

 

− 54− − 55−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
 

 
（
施
設
名
）
第
２
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
認
知
症
及
び
重
度
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
快
適
な
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
個
別
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
業
務
の
効
率
化
及
び
職
員
の
専
門
性
・
チ
ー
ム
力
向
上
を
図
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
創

出
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 

1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
稼

働
率

 

1
-
3
稼

働
向

上
に
つ

な
が
る
営

業
活

動
の

実
施

 

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 

8
5
％

 

1
-
3
月

2
回

 

 

1
-
1
 
 
8
6
%
 

 1
-
2
 

8
3
.9
％

 

1
-
3
月

2
回

 

 

1
-
1
 
年

度
前

期
に

7
0
％
台

の
稼
働

が
続
い
た
が
、

8
0
％
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
に
な
り
収
入
確

保
に
繋

が
っ
た
。

 

 
 

1
-
2
 
７
月

の
相

談
員

増
員

に
よ
り
居
宅
支

援
事
業

所
へ
の
積
極
的
な
営
業

を
実
施
し
た
結
果
、
稼
動

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
営

業
活

動
の
一

環
と
し
て
電
話
対
応

の
迅
速

化
を
実
施
し
た
結
果
、
正
確
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
徹
底

が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 2
 
効
果
的
な
機
能
訓
練

の
提
供

 

 3
 
ご
家
族
へ
の
情
報
提

供
の
充
実

 

 

1
-
1
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
2
介
助

方
法

検
討

件
数

 

2
 
 
 
機
能

訓
練

満
足

度
（
利

用
者

満
足

度

調
査

）
 

3
-
1
 
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

で
の
映

像
報

 

告
 

3
-
2
入
院

等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
件

数
（
人

）
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

5
件

以
上

 

2
 
 

 
1
0
0
％

 

 3
-
1
 

1
0
0
％

 

 3
-
2
 
年

5
名

 

以
内

 

1
-
1
 

9
2
％

 

1
-
2
 

5
件

 

2
 
 

 
5
5
％

 

 3
-
1
 
 
1
0
0
％

 

 3
-
2
 
年

1
7
名

 

 

1
-
1
 
接

遇
・
環

境
整

備
ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ﾘｽ

ﾄを
活
用
し
、
全
職

員
へ
意
識
向
上
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
目
標
達
成
と
な
っ
た
。

 

1
-
2
 
毎

月
の
デ

イ
会

議
に
て
介
助

方
法
を
多
職

種
で
検
討
し
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
利
用
者

様
・
職
員
双
方
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
ご
家

族
が
実

施
内
容

の
把
握

が
出
来
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次

年
度
は
、
活

動
の
様
子

に
つ

い
て
周
知
を
行

い
、
満
足
度

の
向
上

を
図
る
。

 

 3
-
1
 

iP
aｄ

導
入

に
向

け
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会

議
に
て
デ
ジ
カ
メ
の
画

像
、
動
画
を
使

用
し
て
の
報

告
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 3
-
2

入
院

等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
は
み

ら
れ

た
が
、
ご
利
用
中

の
状
態
観

察
に
努
め
る
こ
と
で
、
異

常
の
早
期
発
見
、
ご
家
族
へ

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行

う

こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 

 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 3
 

 
専
門
性
確
保
の
た
め
の
業
務
効
率
化

 

 

1
 

 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 

 
 

 
数

 

2
-
1
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 

 
業
務

効
率

化
達

成
件

数
 

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
 

 
3
件

/
年

 

1
 
 
 
2
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
 

 
4
件

/
年

 

1
 

 
実

地
指

導
に
て

2
件
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
次
年

度
は
、
制
度
・
報
酬

改
定
等
に
関

す
る
知
識
向
上
、
情
報
共
有
を
図
り
、
法
令
遵

守
に
努

め
る
。

 

 2
-
1
配

薬
ミ
ス
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
次
年
度
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
た
配
薬

の
徹
底
を
行

う
こ
と
で
は
ミ
ス
の
発
生

を
防
ぐ
。

 

2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事
故
の
発
生

は
な
か
っ
た
。
事
故
対
策
会
議
に
お
け
る
事
例

の
水
平
展

開
を
行

う
こ
と
で
再
発
防
止
に
も
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
業

務
の
洗

い
出

し
を
行

い
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
業
務
改
善
が
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
効
率
化

を
図

る
こ
と
が
出
来
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 2
 
 
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

 

1
-
1
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離

職
率

 

2
-
2
職

員
と
の
面

談
回

数
 

1
-
1
 

3
回

以
上

 

1
-
2
 

5
名

 

2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

4
名

 

2
-
1
 

9
.1

%
 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

1
-
1
 
勉

強
会

に
参

加
す
る
こ
と
で
、
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
を
進
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
を
し
、
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

1
-
2
 
外

部
研

修
は
目

標
達
成
し
た
が
、
交
換
研
修

へ
の
参
加
が
出
来
な
か
っ
た
。
次

年
度
は
他

事
業

所
へ
の
見
学
・
実

習
に
よ
り
知

識
向
上
を
図
る
。

 

2
-
1
 
退

職
者

２
名

。
引
き
続
き
、
職
員
満
足

度
調
査

か
ら
の
労
働

環
境
の
改

善
及
び
取
り
組
み
を
行
い
、
離
職
防
止
を
図
る
。

 

2
-
2
 
所

属
長

と
の
面

談
に
よ
り
、
普
段
聞
け
な
い
悩

み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
の
確

保
が
で
き
た
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
布
袋
地
域
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
に
な
る
」
た
め
、
施
設
環
境
を
整
え
、
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
図
り
、
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
し
、
安
定
し
た
運
営
と
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に
な
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

   2
 S

S
稼
働
管
理

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

 

3
 
適
切
な
加
算
取
得
・
維

持
 

  

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
施

設
内

経
営

会
議

の
実

施
 

2
 
 

 
S
S
稼

働
率

 

 3
 
 

 
加

算
算

定
状

況
表

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 9

9
.5

%
 

 1
-
3
 
毎

月
実

施
 

2
 
 
 
9
9
.5

%
 

 3
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 1

1
0
%
 

 1
-
2
 9

8
.3

%
 

 1
-
3
 
毎

月
実

施
 

2
 
 
 
9
9
.1

%
 

 3
 
 
 
毎

月
確

認
 

       

1
-
1
 
利

用
者

様
の
情

報
把
握
や
営

業
活
動
、
エ
リ
ア
内
の
連
携

を
強
化
に
取
り
組

ん
だ
が
、
目
標
稼
働

率
を
達
成
で
き
ず
目
標
収

入
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
支

出
の
適

正
管
理
を
行

い
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
安

定
し
た
経
営
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
入

院
者

発
生

時
に
は
Ｓ
Ｓ
空
床
利
用

に
て
、
空

き
を
最
小
限
に
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
入
院
長

期
化
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
早

め
の

 

調
整

が
出

来
る
よ
う
、
来
年

度
も
注
意
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
毎

月
実

施
し
、
会
議

内
に
て
待
機
者

・
申
込
者

状
況
の
情
報
共
有
、
稼
働
向
上

に
向
け
た
検

討
な
ど
実
施
で
き
た
。

 

2
 
 
 
冬

季
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
を
見
越
し
た
予
約
調

整
が
十
分
で
は
無

か
っ
た
為
、
予
約
調
整

の
際
に
は
次
年
度

は
 

対
応

出
来

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

3
 
 
 
毎

月
確

認
し
、
加

算
の
継
続
算

定
は
出
来
た
。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    2
 
自
分
ら
し
く
楽
し
め
る
生
活

の
実
現

 

 

1
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
 
褥
瘡

形
成

者
数

 

1
-
3
 
タ
ー

ミ
ナ
ル
委

員
会

の
実

施
 

 2
 
 

 
利

用
者

様
「
楽

し
み

情
報

一
覧

」
 

1
-
1
 
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3
 
毎

月
実

施
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 
良

い
以

上
 

9
5
.4

%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3
 
毎

月
実

施
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

     

1
-
1
 
接

遇
・
マ
ナ
ー

、
清

掃
に
関
す
る
項
目

に
つ

い
て
は
良
い
以

上
の
評
価

を
多
く
頂
け
て
い
る
が
、
余

暇
活
動
に
つ

い
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
さ
れ

る
こ
と
も
多

く
、
連
携
を
図
り
改
善
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
毎

月
、
褥

瘡
対

策
委
員
会
で
、
リ
ス
ク
者
と
対

応
策
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
発
生
者

0
名
を
維

持
で
き
た
。

 

1
-
3
 
毎

月
実

施
し
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
者
の
確

認
や
対
応

に
つ
い
て
の
周
知
・
把
握

は
実
施
で
き
た
が
、
振
り
返
り
か
ら
、
ケ
ア
へ
の
結

び
付
き
に
課
題

を
残
し
て

い
る
の
で
、
ケ
ア
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 

2
 
 
 
リ
ー

ダ
ー

会
議

で
計
画
・
実
施
状
況

を
確
認
し
て
い
る
。
全
利
用
者
様
へ

の
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
来
年
度
は
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

   3
 
業
務
の
効
率
化

を
図
る
。

 

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 2
-
3
 
介
護

技
術

チ
ェ
ッ
ク

 

3
 
 
 
業
務

改
善

件
数

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 1

件
 

2
-
2
 4

件
 

 2
-
3
 
年

2
回

 

3
 
 
 
3
件

以
上

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 2

件
 

2
-
2
 0

件
 

 2
-
3
 
年

2
回

 

3
 

 
3
件

 

   

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
人

の
間

違
い
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
薬
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
現
場
確

認
に
よ
る
指
導
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

 

2
-
2
 
今

年
度

は
職

員
関
与
に
よ
る
重
大
事

故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
ケ
ア
の
個
別
確
認

・
指
導
や
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
で
福
祉
用
具
や
ケ
ア
方
法

の

検
討

を
行

い
、
職

員
間
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

 

2
-
3
 

7
月

と
2
月

に
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
を
全
介
護

職
に
実
施
。
チ
ェ
ッ
ク
に
基
づ
く
指
導
を
実

施
し
、
各

職
員
の
介
護
技
術

レ
ベ
ル
向
上

が
み
ら
れ
た
。

 

3
 
 
 
間

接
業

務
に
関

わ
る
人

材
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
活

用
や
障
害
者
雇

用
な
ど
新
た
に
雇

い
入
れ
、
介
護

職
員
の
間

接
業
務
に
関

わ
る
時
間

が
少

な
く
な
り
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

3
 
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 

  

1
-
1
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
 

 
離
職

率
 

3
 
 
 
施
設

内
勉

強
会

・
リ
ー

ダ
ー

勉
強

会
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

2
名

以
上

 

2
 

 
8
%
以

下
 

3
 
 
 
毎

月
実

施
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

5
名

 

2
 

 
7
%
 
 

3
 
 
 
毎

月
実

施
 

        

1
-
1
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ー

ビ
ス
向
上
委
員
会

を
通
じ
、
マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
、
言
葉
遣
い
や
適

切
な
対
応
を
意

識
し
、
ケ
ア
に

 

当
た
れ
る
よ
う
心

掛
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

1
-
2
 
参

加
が
必

要
な
研

修
に
計
画

通
り
参
加
調
整

で
き
た
。

 

2
 
 
 
職

員
面

談
を

2
ヶ
月
に

1
回
実
施
で
き
た
が
、
体
調
不
良
や
本
人

の
都
合
に
よ
る
離
職
者

は
発
生

し
て
い
る
。

 

3
 
 
 
毎

月
計

画
通

り
に
実

施
で
き
た
が
、
参
加

調
整

が
難
し
く
、
伝
達
講
習
や

資
料
に
よ
る
自
己
学
習
で
の
対
応
を
行

い
実
施
し
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
 

 
（
施
設
名
）
第
２
ジ
ョ
イ
フ
ル
江
南

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
認
知
症
及
び
重
度
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
快
適
な
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
個
別
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
業
務
の
効
率
化
及
び
職
員
の
専
門
性
・
チ
ー
ム
力
向
上
を
図
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
創

出
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 

1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
稼

働
率

 

1
-
3
稼

働
向

上
に
つ

な
が
る
営

業
活

動
の

実
施

 

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 

8
5
％

 

1
-
3
月

2
回

 

 

1
-
1
 
 
8
6
%
 

 1
-
2
 

8
3
.9
％

 

1
-
3
月

2
回

 

 

1
-
1
 
年

度
前

期
に

7
0
％
台

の
稼
働

が
続
い
た
が
、

8
0
％
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
に
な
り
収
入
確

保
に
繋

が
っ
た
。

 

 
 

1
-
2
 
７
月

の
相

談
員

増
員

に
よ
り
居
宅
支

援
事
業

所
へ
の
積
極
的
な
営
業

を
実
施
し
た
結
果
、
稼
動

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
営

業
活

動
の
一

環
と
し
て
電
話
対
応

の
迅
速

化
を
実
施
し
た
結
果
、
正
確
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
徹
底

が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 2
 
効
果
的
な
機
能
訓
練

の
提
供

 

 3
 
ご
家
族
へ
の
情
報
提

供
の
充
実

 

 

1
-
1
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
2
介
助

方
法

検
討

件
数

 

2
 
 
 
機
能

訓
練

満
足

度
（
利

用
者

満
足

度

調
査

）
 

3
-
1
 
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

で
の
映

像
報

 

告
 

3
-
2
入
院

等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
件

数
（
人

）
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

5
件

以
上

 

2
 
 

 
1
0
0
％

 

 3
-
1
 

1
0
0
％

 

 3
-
2
 
年

5
名

 

以
内

 

1
-
1
 

9
2
％

 

1
-
2
 

5
件

 

2
 
 

 
5
5
％

 

 3
-
1
 
 
1
0
0
％

 

 3
-
2
 
年

1
7
名

 

 

1
-
1
 
接

遇
・
環

境
整

備
ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ﾘｽ

ﾄを
活
用
し
、
全
職

員
へ
意
識
向
上
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
目
標
達
成
と
な
っ
た
。

 

1
-
2
 
毎

月
の
デ

イ
会

議
に
て
介
助

方
法
を
多
職

種
で
検
討
し
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
利
用
者

様
・
職
員
双
方
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
ご
家

族
が
実

施
内
容

の
把
握

が
出
来
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次

年
度
は
、
活

動
の
様
子

に
つ

い
て
周
知
を
行

い
、
満
足
度

の
向
上

を
図
る
。

 

 3
-
1
 

iP
aｄ

導
入

に
向

け
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会

議
に
て
デ
ジ
カ
メ
の
画

像
、
動
画
を
使

用
し
て
の
報

告
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 3
-
2

入
院

等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
は
み

ら
れ

た
が
、
ご
利
用
中

の
状
態
観

察
に
努
め
る
こ
と
で
、
異

常
の
早
期
発
見
、
ご
家
族
へ

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行

う

こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 

 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 3
 

 
専
門
性
確
保
の
た
め
の
業
務
効
率
化

 

 

1
 

 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

 

 
 

 
数

 

2
-
1
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 

 
業
務

効
率

化
達

成
件

数
 

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
 

 
3
件

/
年

 

1
 
 
 
2
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
 

 
4
件

/
年

 

1
 

 
実

地
指

導
に
て

2
件
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
次
年

度
は
、
制
度
・
報
酬

改
定
等
に
関

す
る
知
識
向
上
、
情
報
共
有
を
図
り
、
法
令
遵

守
に
努

め
る
。

 

 2
-
1
配

薬
ミ
ス
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
次
年
度
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
た
配
薬

の
徹
底
を
行

う
こ
と
で
は
ミ
ス
の
発
生

を
防
ぐ
。

 

2
-
2
職

員
関

与
に
よ
る
事
故
の
発
生

は
な
か
っ
た
。
事
故
対
策
会
議
に
お
け
る
事
例

の
水
平
展

開
を
行

う
こ
と
で
再
発
防
止
に
も
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
業

務
の
洗

い
出

し
を
行

い
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
業
務
改
善
が
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
効
率
化

を
図

る
こ
と
が
出
来
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 2
 
 
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

 

1
-
1
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
離

職
率

 

2
-
2
職

員
と
の
面

談
回

数
 

1
-
1
 

3
回

以
上

 

1
-
2
 

5
名

 

2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

4
名

 

2
-
1
 

9
.1

%
 

2
-
2
 

6
回

/
年

 

1
-
1
 
勉

強
会

に
参

加
す
る
こ
と
で
、
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
を
進
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
を
し
、
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

1
-
2
 
外

部
研

修
は
目

標
達
成
し
た
が
、
交
換
研
修

へ
の
参
加
が
出
来
な
か
っ
た
。
次

年
度
は
他

事
業

所
へ
の
見
学
・
実

習
に
よ
り
知

識
向
上
を
図
る
。

 

2
-
1
 
退

職
者

２
名

。
引
き
続
き
、
職
員
満
足

度
調
査

か
ら
の
労
働

環
境
の
改

善
及
び
取
り
組
み
を
行
い
、
離
職
防
止
を
図
る
。

 

2
-
2
 
所

属
長

と
の
面

談
に
よ
り
、
普
段
聞
け
な
い
悩

み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
の
確

保
が
で
き
た
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
布
袋
地
域
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
に
な
る
」
た
め
、
施
設
環
境
を
整
え
、
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
図
り
、
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
し
、
安
定
し
た
運
営
と
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に
な
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

   2
 S

S
稼
働
管
理

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

 

3
 
適
切
な
加
算
取
得
・
維

持
 

  

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
施

設
内

経
営

会
議

の
実

施
 

2
 
 

 
S
S
稼

働
率

 

 3
 
 

 
加

算
算

定
状

況
表

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 9

9
.5

%
 

 1
-
3
 
毎

月
実

施
 

2
 
 
 
9
9
.5

%
 

 3
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 1

1
0
%
 

 1
-
2
 9

8
.3

%
 

 1
-
3
 
毎

月
実

施
 

2
 
 
 
9
9
.1

%
 

 3
 
 
 
毎

月
確

認
 

       

1
-
1
 
利

用
者

様
の
情

報
把
握
や
営

業
活
動
、
エ
リ
ア
内
の
連
携

を
強
化
に
取
り
組

ん
だ
が
、
目
標
稼
働

率
を
達
成
で
き
ず
目
標
収

入
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
支

出
の
適

正
管
理
を
行

い
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
安

定
し
た
経
営
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
入

院
者

発
生

時
に
は
Ｓ
Ｓ
空
床
利
用

に
て
、
空

き
を
最
小
限
に
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
入
院
長

期
化
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
早

め
の

 

調
整

が
出

来
る
よ
う
、
来
年

度
も
注
意
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
毎

月
実

施
し
、
会
議

内
に
て
待
機
者

・
申
込
者

状
況
の
情
報
共
有
、
稼
働
向
上

に
向
け
た
検

討
な
ど
実
施
で
き
た
。

 

2
 
 
 
冬

季
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
を
見
越
し
た
予
約
調

整
が
十
分
で
は
無

か
っ
た
為
、
予
約
調
整

の
際
に
は
次
年
度

は
 

対
応

出
来

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

3
 
 
 
毎

月
確

認
し
、
加

算
の
継
続
算

定
は
出
来
た
。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    2
 
自
分
ら
し
く
楽
し
め
る
生
活

の
実
現

 

 

1
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
 
褥
瘡

形
成

者
数

 

1
-
3
 
タ
ー

ミ
ナ
ル
委

員
会

の
実

施
 

 2
 
 

 
利

用
者

様
「
楽

し
み

情
報

一
覧

」
 

1
-
1
 
良

い
以

上
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3
 
毎

月
実

施
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 
良

い
以

上
 

9
5
.4

%
 

1
-
2
 0

名
 

1
-
3
 
毎

月
実

施
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

     

1
-
1
 
接

遇
・
マ
ナ
ー

、
清

掃
に
関
す
る
項
目

に
つ

い
て
は
良
い
以

上
の
評
価

を
多
く
頂
け
て
い
る
が
、
余

暇
活
動
に
つ

い
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
さ
れ

る
こ
と
も
多

く
、
連
携
を
図
り
改
善
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
毎

月
、
褥

瘡
対

策
委
員
会
で
、
リ
ス
ク
者
と
対

応
策
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
発
生
者

0
名
を
維

持
で
き
た
。

 

1
-
3
 
毎

月
実

施
し
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
者
の
確

認
や
対
応

に
つ
い
て
の
周
知
・
把
握

は
実
施
で
き
た
が
、
振
り
返
り
か
ら
、
ケ
ア
へ
の
結

び
付
き
に
課
題

を
残
し
て

い
る
の
で
、
ケ
ア
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 

2
 
 
 
リ
ー

ダ
ー

会
議

で
計
画
・
実
施
状
況

を
確
認
し
て
い
る
。
全
利
用
者
様
へ

の
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
来
年
度
は
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

   3
 
業
務
の
効
率
化

を
図
る
。

 

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 2
-
3
 
介
護

技
術

チ
ェ
ッ
ク

 

3
 
 
 
業
務

改
善

件
数

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 1

件
 

2
-
2
 4

件
 

 2
-
3
 
年

2
回

 

3
 
 
 
3
件

以
上

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 2

件
 

2
-
2
 0

件
 

 2
-
3
 
年

2
回

 

3
 

 
3
件

 

   

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
人

の
間

違
い
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
薬
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
現
場
確

認
に
よ
る
指
導
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

 

2
-
2
 
今

年
度

は
職

員
関
与
に
よ
る
重
大
事

故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
ケ
ア
の
個
別
確
認

・
指
導
や
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
で
福
祉
用
具
や
ケ
ア
方
法

の

検
討

を
行

い
、
職

員
間
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

 

2
-
3
 

7
月

と
2
月

に
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
を
全
介
護

職
に
実
施
。
チ
ェ
ッ
ク
に
基
づ
く
指
導
を
実

施
し
、
各

職
員
の
介
護
技
術

レ
ベ
ル
向
上

が
み
ら
れ
た
。

 

3
 
 
 
間

接
業

務
に
関

わ
る
人

材
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
活

用
や
障
害
者
雇

用
な
ど
新
た
に
雇

い
入
れ
、
介
護

職
員
の
間

接
業
務
に
関

わ
る
時
間

が
少

な
く
な
り
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

3
 
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 

  

1
-
1
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
 

 
離
職

率
 

3
 
 
 
施

設
内

勉
強

会
・
リ
ー

ダ
ー

勉
強

会
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

2
名

以
上

 

2
 

 
8
%
以

下
 

3
 
 
 
毎

月
実

施
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

5
名

 

2
 

 
7
%
 
 

3
 
 
 
毎

月
実

施
 

        

1
-
1
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ー

ビ
ス
向
上
委
員
会

を
通
じ
、
マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
、
言
葉
遣
い
や
適

切
な
対
応
を
意

識
し
、
ケ
ア
に

 

当
た
れ
る
よ
う
心

掛
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

1
-
2
 
参

加
が
必

要
な
研

修
に
計
画

通
り
参
加
調
整

で
き
た
。

 

2
 
 
 
職

員
面

談
を

2
ヶ
月
に

1
回
実
施
で
き
た
が
、
体
調
不
良
や
本
人

の
都
合
に
よ
る
離
職
者

は
発
生

し
て
い
る
。

 

3
 
 
 
毎

月
計

画
通

り
に
実

施
で
き
た
が
、
参
加

調
整

が
難
し
く
、
伝
達
講
習
や

資
料
に
よ
る
自
己
学
習
で
の
対
応
を
行

い
実
施
し
た
。

 

 

− 56− − 57−
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r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
布
袋
地
域
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
に
な
る
」
た
め
、
施
設
環
境
を
整
え
、
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
図
り
、
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
し
、
安
定
し
た
運
営
と
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に
な
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

     ★
2
 
適
切
な
加
算
取
得
・
維
持

 

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
支

出
執

行
率

 

 2
 
 
 
加

算
算

定
状

況
表

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 

1
-
2
 8

5
%
 

 1
-
3
 1

0
0
％

以
下

 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 1

1
0
%
 

 1
-
2
 8

8
.7

%
 

 1
-
3
 8

5
%
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 
利

用
者

様
の
情

報
把
握
や
計

画
的
な
営
業
活

動
が
実
施
で
き
、
エ
リ
ア
内

の
連
携

強
化
も
図
る
事

が
で
き
た
た
め
、
稼

働
が
向
上
し
、
安
定
し
た
収
入

の
確

保
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
施

設
内

経
営

会
議

を
定
期
的

に
開
催
し
対

策
を
立
案
し
、
対
策
を
実
施
す
る
事
で
短
期

間
で
の
迅

速
な
対
応
が
で
き
、
稼
働
向
上

に
繋
が
っ
た
。

 

 1
-
3
 
過

去
の
デ

ー
タ
、
実
情

を
分
析
し
た
上
で
の
物

品
購
入
や
修
繕
等

を
実
施
す
る
事

が
で
き
た
。
又
、
丁
寧
な
備
品
使
用
方
法

を
周
知
し
、
管
理

状
況

を
確
認

す
る
こ
と
や
、
購
入
時
の

2
回
見
積

も
り
を
徹
底
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

 

2
 
 
 
毎

月
、
加

算
算

定
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
加
算
の
維
持

が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    ★
2
 
重
度
対
応
の
充
実

 

★
3
 
心
が
動
く
活
動

 

1
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
 
接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

実
施

者
 

1
-
3
 
家

族
懇

談
会

の
開

催
 

2
 
 
 
在

宅
看

取
り
対

応
件

数
 

3
 
 
 
新

し
い
活

動
件

数
 

1
-
1
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

1
-
2
 1

0
名

以
上

 

 1
-
3
 
１
回

以
上

 

2
 
 
 
2
件

以
上

 

3
 
 
 
6
件

 

1
-
1
良

い
以

上
 

8
0
％

 

1
-
2
 1

2
名

 

 1
-
3
 1

回
 

2
 
 

1
件

 

3
 
 

6
件

 

1
-
1
 
全

項
目

目
標

値
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
半

数
以
上
の
ご
家
族
・
利
用
者
様

よ
り
、
良
い
評
価

は
い
た
だ
け
た
。

 

 1
-
2
 
毎

月
職

員
で
担

当
を
決

め
、
接
遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

が
で
き
た
。
意
見

を
も
と
に
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 

 1
-
3
 
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参

加
さ
れ
た
ご
家

族
か
ら
は
、
定

期
的
に
実

施
し
て
欲
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

 

2
 
 
 
看

取
り
も
含

め
た
重
度
対
応
の
受
け
入

れ
は
実
施
し
た
が
、
入
院
や

施
設
入
所

に
な
っ
て
し
ま
い
目
標
値
に
至

ら
な
か
っ
た
。

 

3
 

 
 
「
一

人
ひ

と
り
の
心
が
動
く
活
動
」
を
目

指
し
、
検
討
・
開
発
を
お
こ
な
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
、
新
た
な
活
動

を
選
定
し
、

 

実
施

・
評

価
を
会
議
で
行
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

  ★
3
 
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
地

域
参

加
の
活

動
 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 0

件
 

 3
 
 
 
3
件

以
上

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 3

件
 

 3
 

 
0
件

 

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
を
し
、
管
理
・
確

認
方
法
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
職

員
の
付

き
添

い
徹
底

が
出
来
て
い
な
か
っ
た
件
や
歩
行
器
の
ス
ト
ッ
パ
ー
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
事
故
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
の
た
め
、

 

 
 

 
職

員
間

で
再

発
防
止

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
同
様
の
事
故

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

3
 

 
運

営
推

進
会

議
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
働
き
掛
け
は
行
っ
た
が
、
行
事
で
の
地

域
参
加
の
活
動

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

 

地
域

と
の
関

わ
り
と
し
て
は
、
利
用
者

様
と
の
地
域

清
掃
へ
の
参
加

は
実
施
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  

2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

  ★
3
 
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
親
睦

会
の
実

施
 

2
-
3
 
定
期

的
な
面

談
 

3
 
 
 
勉

強
会

開
催

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

名
 

2
-
1
 1

0
%
 

2
-
2
 4

回
 

2
-
3
 2

回
以

上
 

3
 
 
 
8
回

以
上

 

1
-
1
 

3
回

 

 1
-
2
 

3
回

 

2
-
1
 

2
7
%
 

2
-
2
 

4
回

 

2
-
3
 

1
回

 

3
 
 

 
8
回

 

1
-
1
 
デ

イ
会

議
の
中

で
勉
強
会
の
実
施
は
で
き
た
。
一
人
ひ
と
り
が
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
も
出
来
て
き
て
お
り
、
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

 

1
-
2
 
専

門
職

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向

上
を
目
的

に
外
部
研
修
へ
積

極
的
に
参

加
し
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
定

期
的

に
面

談
を
行

う
こ
と
で
心
身
の
安

定
を
図
り
、
離
職
防
止
に
努

め
た
が
、
家

庭
の
事
情

に
よ
り
退
職
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。

 

2
-
2
 
年

間
を
通

じ
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
に
も
な
っ
た
。

 

2
-
3
 
職

員
面

談
の
機

会
を
設

け
、
意
見
交
換

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
回
数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
新
年
度
早
々

に
実
施
予

定
と
す
る
。

 

3
 
 
 
デ

イ
会

議
や

各
フ
ロ
ア
会
議
で
勉
強

会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
ご
と
に
基
本
の
徹

底
と
意
識
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
稼
働
率
や
予
算
管
理
を
適
切
に
行
い
、
安
定
し
た
経
営
を
実
践
す
る
。
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
基
、
専
門
性
の
高
い
支
援
を
行
う
こ
と
で

Q
O

L
を
保
ち
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
や
「
質
の
高
い
生
活
」
を
守
る
。
利
用
者
様
の
課
題
に
合
っ
た
機

 

能
訓
練
や
質
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
、
身
体
機
能
と
認
知
機
能
の
維
持
・
改
善
を
図
る
。
在
宅
で
の
高
齢
者
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
増
大
に
応
じ
ら
れ
る
職
員
教
育
を
行
う
。
職
場
に
喜
び
を
感
じ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 

2
 
待
機
者
の
確
保

 

 

1
 

 
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
 

 
 
待

機
者

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 

2
 

 
2
名

 

 

1
 
 
 
8
8
%
 

 2
 

 
1
名

 

 

1
 
 
 
待

機
者

確
保

が
十
分
に
出
来
ず
、
空
床

が
発

生
し
た
た
め
稼
働

低
下
を
招

い
て
し
ま
い
、
収

入
が
減
少
し
た
た
め
、
目

標
収
支
差
額

を
達
成
で
き

 

 
 

 
な
か
っ
た
。

 

2
 

 
ス
ム
ー

ズ
な
入

退
所
が
出
来

ず
空
き
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
。
急
な
入
院
等
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
待

機
者
の
確
保
と
定

期
的
な
状
態
確
認

に
努
め
て

い
き
た
い
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 

2
喜
び
と
幸
福
感
に
満
た
さ
れ

た
暮
ら
し

 

の
継
続

 

 

3
 
運
動
能
力
と
認
知
機

能
の
維
持
・
向

 

 
上

 

  4
 
利
用
者
満
足
度
向

上
 

 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
 

2
-
2
 
ご
家

族
参

加
の
行

事
計

画
 

 3
-
1
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
改

善
項

目
数

 

 3
-
2
 
 
M

M
S
E
ス
ケ
ー

ル
点

数
 

 4
 
 
 
 
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値
 

1
 
 
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
-
1
 6

回
 

2
-
2
 4

回
 

 3
-
1
 5

項
目

 

以
上

 

3
-
2
 1

割
向

上
 

 4
 
 
 
Y

es
8
0
%
 

以
上

 

1
 
 
良

い
以

上
 

9
8
.4
％

 

2
-
1
 6

回
 

2
-
2
 4

回
 

 3
-
1
 4

項
目

 

 3
-
2
 1

割
向

上
 

 4
 

6
7
.2

%
 

 

1
 
 
 
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
お
お

む
ね
良

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
満
足
度

が
向
上
で
き
る
よ
う
に
接
遇
の
勉
強

会
を
開
催

す
る
な
ど
意
識

 

を
高

め
て
い
く
。

 

2
-
1
 
計

画
的

に
実

施
で
き
た
。
ご
家
族
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
展
示
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
作

品
づ
く
り
を
行
い
、
意
欲
を
高
め
る
事

が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
計

画
的

に
実

施
で
き
た
。
施
設
内
行
事

だ
け
で
な
く
、
今
回
、
外
出
行
事
に
参

加
し
て
頂
く
事
で
事
業
所
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
頂
く
良

い
機
会

に
 

な
っ
た
。

 

3
-
1
 
会

議
に
て
、
運

動
能

力
・
認
知
機
能

維
持
向

上
に
つ
い
て
検

討
し
、
ニ
ー
ズ
抽
出

に
取
り
組
ん
だ
が
、
目
標
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 3
-
2
 3

割
の
方

が
維

持
で
き
て
い
た
。
会
議
に
て
推

移
や
項
目
の
変
化

等
を
み
て
認
知

症
の
進
行
状

態
の
確
認
を
行

っ
た
。
結
果
を
ご
家
族
へ
報
告
し
て

い
る
。

 

4
 

 
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
で
き
て
い
な
い
項

目
に
対
し
て
改
善
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

   
 
3
 
業
務
の
効
率

化
を
図
る

 

1
 
 
 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 
 
 
業

務
改

善
検

討
会

議
 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

 2
-
2
 0

件
 

3
 

 
1
2
回

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 1

件
 

 2
-
2
 1

件
 

3
 

 
1
2
回

 

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
外

出
行

事
に
際

に
薬

を
持
っ
て
行
く
事

を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
。
表
に
薬

の
有
無
を
記

入
す
る
ル
ー

ル
作
り
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
を
行
い
再

発
防
止

 

 
 
 
 
に
努

め
て
い
く
。

 

2
-
2
 
上

記
の
薬

の
飲

み
忘

れ
が
あ
っ
た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
会
を
行
い
予

防
に
努

め
て
い
く
。

 

3
 

 
 
毎

月
会

議
を
開

催
し
業
務
内
容

の
見
直
し
を
行
い
業
務

の
入
れ
替
え
や
、
チ
ェ
ッ
ク
表

の
変
更
等

を
行
う
こ
と
で
効
率
化

が
図
れ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 

2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

 

3
 
認
知
症
専
門
職
と
し
て
の
プ
ロ
意
識

 

 
の
向
上

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
親

睦
会

の
実

施
 

3
 
 
 
認
知

症
勉

強
会

の
開

催
 

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 3

名
以

上
 

2
-
1
 0

%
 

2
-
2
 4

回
 

3
 
 
 
1
2
回

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

4
名

 

2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

4
回

 

3
 
 
 

1
2
回

 

1
-
1
 
定

期
的

に
実

施
で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
て
自
己
の
ケ
ア
の
振
り
返
り
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行

い
で
意
識
の
向
上
に
繋
げ
る
事
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
研

修
に
参

加
し
た
際
は
会

議
に
て
報
告
し
情

報
の
共
有
や
取
り
組
み

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
今

年
度

、
退

職
者

は
い
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
計

画
的

に
実

行
で
き
た
。
職
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
他
事
業
所
と
の
親
睦
を
深
め
る
機

会
に
な
っ
た
。

 

3
 

 
ひ

も
と
き
シ
ー

ト
を
行
う
事
で
根
拠
の
あ
る
ケ
ア
の
実
施
が
で
き
意
識

の
向
上

に
繋
が
っ
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
布
袋
地
域
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
に
な
る
」
た
め
、
施
設
環
境
を
整
え
、
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
図
り
、
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
し
、
安
定
し
た
運
営
と
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に
な
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

     ★
2
 
適
切
な
加
算
取
得
・
維
持

 

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
支

出
執

行
率

 

 2
 
 
 
加

算
算

定
状

況
表

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 

1
-
2
 8

5
%
 

 1
-
3
 1

0
0
％

以
下

 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 1

1
0
%
 

 1
-
2
 8

8
.7

%
 

 1
-
3
 8

5
%
 

 2
 
 
 
毎

月
確

認
 

1
-
1
 
利

用
者

様
の
情

報
把
握
や
計

画
的
な
営
業
活

動
が
実
施
で
き
、
エ
リ
ア
内

の
連
携

強
化
も
図
る
事

が
で
き
た
た
め
、
稼

働
が
向
上
し
、
安
定
し
た
収
入

の
確

保
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
施

設
内

経
営

会
議

を
定
期
的

に
開
催
し
対

策
を
立
案
し
、
対
策
を
実
施
す
る
事
で
短
期

間
で
の
迅

速
な
対
応
が
で
き
、
稼
働
向
上

に
繋
が
っ
た
。

 

 1
-
3
 
過

去
の
デ

ー
タ
、
実
情

を
分
析
し
た
上
で
の
物

品
購
入
や
修
繕
等

を
実
施
す
る
事

が
で
き
た
。
又
、
丁
寧
な
備
品
使
用
方
法

を
周
知
し
、
管
理

状
況

を
確
認

す
る
こ
と
や
、
購
入
時
の

2
回
見
積

も
り
を
徹
底
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

 

2
 
 
 
毎

月
、
加

算
算

定
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
加
算
の
維
持

が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

    ★
2
 
重
度
対
応
の
充
実

 

★
3
 
心
が
動
く
活
動

 

1
-
1
 
利
用

者
満

足
度

調
査

 

 1
-
2
 
接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

実
施

者
 

1
-
3
 
家

族
懇

談
会

の
開

催
 

2
 
 
 
在

宅
看

取
り
対

応
件

数
 

3
 
 
 
新

し
い
活

動
件

数
 

1
-
1
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

1
-
2
 1

0
名

以
上

 

 1
-
3
 
１
回

以
上

 

2
 
 
 
2
件

以
上

 

3
 
 
 
6
件

 

1
-
1
良

い
以

上
 

8
0
％

 

1
-
2
 1

2
名

 

 1
-
3
 1

回
 

2
 
 

1
件

 

3
 
 

6
件

 

1
-
1
 
全

項
目

目
標

値
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
半

数
以
上
の
ご
家
族
・
利
用
者
様

よ
り
、
良
い
評
価

は
い
た
だ
け
た
。

 

 1
-
2
 
毎

月
職

員
で
担

当
を
決

め
、
接
遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

が
で
き
た
。
意
見

を
も
と
に
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 

 1
-
3
 
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参

加
さ
れ
た
ご
家

族
か
ら
は
、
定

期
的
に
実

施
し
て
欲
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

 

2
 
 
 
看

取
り
も
含

め
た
重
度
対
応
の
受
け
入

れ
は
実
施
し
た
が
、
入
院
や

施
設
入
所

に
な
っ
て
し
ま
い
目
標
値
に
至

ら
な
か
っ
た
。

 

3
 

 
 
「
一

人
ひ

と
り
の
心
が
動
く
活
動
」
を
目

指
し
、
検
討
・
開
発
を
お
こ
な
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
、
新
た
な
活
動

を
選
定
し
、

 

実
施

・
評

価
を
会
議
で
行
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

  ★
3
 
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
地

域
参

加
の
活

動
 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 0

件
 

 3
 
 
 
3
件

以
上

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 3

件
 

 3
 

 
0
件

 

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
を
し
、
管
理
・
確

認
方
法
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
職

員
の
付

き
添

い
徹
底

が
出
来
て
い
な
か
っ
た
件
や
歩
行
器
の
ス
ト
ッ
パ
ー
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
事
故
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
の
た
め
、

 

 
 

 
職

員
間

で
再

発
防
止

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
同
様
の
事
故

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

3
 

 
運

営
推

進
会

議
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
働
き
掛
け
は
行
っ
た
が
、
行
事
で
の
地

域
参
加
の
活
動

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

 

地
域

と
の
関

わ
り
と
し
て
は
、
利
用
者

様
と
の
地
域

清
掃
へ
の
参
加

は
実
施
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  

2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

  ★
3
 
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
親

睦
会

の
実

施
 

2
-
3
 
定
期

的
な
面

談
 

3
 
 
 
勉

強
会

開
催

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 1

名
 

2
-
1
 1

0
%
 

2
-
2
 4

回
 

2
-
3
 2

回
以

上
 

3
 
 
 
8
回

以
上

 

1
-
1
 

3
回

 

 1
-
2
 

3
回

 

2
-
1
 

2
7
%
 

2
-
2
 

4
回

 

2
-
3
 

1
回

 

3
 
 

 
8
回

 

1
-
1
 
デ

イ
会

議
の
中

で
勉
強
会
の
実
施
は
で
き
た
。
一
人
ひ
と
り
が
不
適
切
ケ
ア
の
理
解
も
出
来
て
き
て
お
り
、
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

 

1
-
2
 
専

門
職

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向

上
を
目
的

に
外
部
研
修
へ
積

極
的
に
参

加
し
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
定

期
的

に
面

談
を
行

う
こ
と
で
心
身
の
安

定
を
図
り
、
離
職
防
止
に
努

め
た
が
、
家

庭
の
事
情

に
よ
り
退
職
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。

 

2
-
2
 
年

間
を
通

じ
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
に
も
な
っ
た
。

 

2
-
3
 
職

員
面

談
の
機

会
を
設

け
、
意
見
交
換

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
回
数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
新
年
度
早
々

に
実
施
予

定
と
す
る
。

 

3
 
 
 
デ

イ
会

議
や

各
フ
ロ
ア
会
議
で
勉
強

会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
ご
と
に
基
本
の
徹

底
と
意
識
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
稼
働
率
や
予
算
管
理
を
適
切
に
行
い
、
安
定
し
た
経
営
を
実
践
す
る
。
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
基
、
専
門
性
の
高
い
支
援
を
行
う
こ
と
で

Q
O

L
を
保
ち
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
や
「
質
の
高
い
生
活
」
を
守
る
。
利
用
者
様
の
課
題
に
合
っ
た
機

 

能
訓
練
や
質
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
、
身
体
機
能
と
認
知
機
能
の
維
持
・
改
善
を
図
る
。
在
宅
で
の
高
齢
者
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
増
大
に
応
じ
ら
れ
る
職
員
教
育
を
行
う
。
職
場
に
喜
び
を
感
じ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

 
  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

 

2
 
待
機
者
の
確
保

 

 

1
 

 
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
 

 
 
待

機
者

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 

2
 

 
2
名

 

 

1
 
 
 
8
8
%
 

 2
 

 
1
名

 

 

1
 
 
 
待

機
者

確
保

が
十
分
に
出
来
ず
、
空
床

が
発

生
し
た
た
め
稼
働

低
下
を
招

い
て
し
ま
い
、
収

入
が
減
少
し
た
た
め
、
目

標
収
支
差
額

を
達
成
で
き

 

 
 

 
な
か
っ
た
。

 

2
 

 
ス
ム
ー

ズ
な
入

退
所
が
出
来

ず
空
き
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
。
急
な
入
院
等
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
待

機
者
の
確
保
と
定

期
的
な
状
態
確
認

に
努
め
て

い
き
た
い
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 

2
喜
び
と
幸
福
感
に
満
た
さ
れ

た
暮
ら
し

 

の
継
続

 

 

3
 
運
動
能
力
と
認
知
機

能
の
維
持
・
向

 

 
上

 

  4
 
利
用
者
満
足
度
向

上
 

 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
 

2
-
2
 
ご
家

族
参

加
の
行

事
計

画
 

 3
-
1
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
改

善
項

目
数

 

 3
-
2
 
 
M

M
S
E
ス
ケ
ー

ル
点

数
 

 4
 
 
 
 
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値
 

1
 
 
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
-
1
 6

回
 

2
-
2
 4

回
 

 3
-
1
 5

項
目

 

以
上

 

3
-
2
 1

割
向

上
 

 4
 
 
 
Y

es
8
0
%
 

以
上

 

1
 
 
良

い
以

上
 

9
8
.4
％

 

2
-
1
 6

回
 

2
-
2
 4

回
 

 3
-
1
 4

項
目

 

 3
-
2
 1

割
向

上
 

 4
 

6
7
.2

%
 

 

1
 
 
 
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
お
お

む
ね
良

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
満
足
度

が
向
上
で
き
る
よ
う
に
接
遇
の
勉
強

会
を
開
催

す
る
な
ど
意
識

 

を
高

め
て
い
く
。

 

2
-
1
 
計

画
的

に
実

施
で
き
た
。
ご
家
族
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
展
示
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
作

品
づ
く
り
を
行
い
、
意
欲
を
高
め
る
事

が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
計

画
的

に
実

施
で
き
た
。
施
設
内
行
事

だ
け
で
な
く
、
今
回
、
外
出
行
事
に
参

加
し
て
頂
く
事
で
事
業
所
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
頂
く
良

い
機
会

に
 

な
っ
た
。

 

3
-
1
 
会

議
に
て
、
運

動
能

力
・
認
知
機
能

維
持
向

上
に
つ
い
て
検

討
し
、
ニ
ー
ズ
抽
出

に
取
り
組
ん
だ
が
、
目
標
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 3
-
2
 3

割
の
方

が
維

持
で
き
て
い
た
。
会
議
に
て
推

移
や
項
目
の
変
化

等
を
み
て
認
知

症
の
進
行
状

態
の
確
認
を
行

っ
た
。
結
果
を
ご
家
族
へ
報
告
し
て

い
る
。

 

4
 

 
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
で
き
て
い
な
い
項

目
に
対
し
て
改
善
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

   
 
3
 
業
務
の
効
率

化
を
図
る

 

1
 
 
 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

 2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
 
 
 
業

務
改

善
検

討
会

議
 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 0

件
 

 2
-
2
 0

件
 

3
 

 
1
2
回

 

1
 

 
0
件

 

 2
-
1
 1

件
 

 2
-
2
 1

件
 

3
 

 
1
2
回

 

1
 
 
 
制

度
・
報

酬
改

定
に
関
す
る
勉

強
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
、
情
報
共
有

を
図
り
、
法
令
を
遵

守
し
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
外

出
行

事
に
際

に
薬

を
持
っ
て
行
く
事

を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
。
表
に
薬

の
有
無
を
記

入
す
る
ル
ー

ル
作
り
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
を
行
い
再

発
防
止

 

 
 
 
 
に
努

め
て
い
く
。

 

2
-
2
 
上

記
の
薬

の
飲

み
忘

れ
が
あ
っ
た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
会
を
行
い
予

防
に
努

め
て
い
く
。

 

3
 

 
 
毎

月
会

議
を
開

催
し
業
務
内
容

の
見
直
し
を
行
い
業
務

の
入
れ
替
え
や
、
チ
ェ
ッ
ク
表

の
変
更
等

を
行
う
こ
と
で
効
率
化

が
図
れ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 

2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

 

3
 
認
知
症
専
門
職
と
し
て
の
プ
ロ
意
識

 

 
の
向
上

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
親
睦

会
の
実

施
 

3
 
 
 
認
知

症
勉

強
会

の
開

催
 

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 3

名
以

上
 

2
-
1
 0

%
 

2
-
2
 4

回
 

3
 
 
 
1
2
回

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

4
名

 

2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

4
回

 

3
 
 
 

1
2
回

 

1
-
1
 
定

期
的

に
実

施
で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
て
自
己
の
ケ
ア
の
振
り
返
り
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行

い
で
意
識
の
向
上
に
繋
げ
る
事
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
研

修
に
参

加
し
た
際
は
会

議
に
て
報
告
し
情

報
の
共
有
や
取
り
組
み

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
今

年
度

、
退

職
者

は
い
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
計

画
的

に
実

行
で
き
た
。
職
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
他
事
業
所
と
の
親
睦
を
深
め
る
機

会
に
な
っ
た
。

 

3
 

 
ひ

も
と
き
シ
ー

ト
を
行
う
事
で
根
拠
の
あ
る
ケ
ア
の
実
施
が
で
き
意
識

の
向
上

に
繋
が
っ
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
急
な
依
頼
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
職
員
全
員
が
協
力
し
て
対
応
し
、
ご
家
族
、
関
係
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
居
宅
事
業
所
を
目
指
し
、
地
域
で
の
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
く
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し

た
経

営
の

確
保

 

 2
 
目

標
収

支
差

益
の

達
成

 

       

1
 

 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
-
1
 
介

護
プ

ラ
ン

件
数

 

2
-
2
 
予

防
・
総

合
事

業
プ

ラ
ン

件
数

 

2
-
3
 
認

定
調

査
件

数
 

2
-
4
 
特

定
事

業
所

加
算

の
維

持
 

2
-
5
 
入

院
連

携
加

算
の

算
定

 

1
 

 
1
0
0
%
 

 2
-
1
 1

3
8
0

件
 

2
-
2
 5

0
0

件
 

2
-
3
 8

4
件

 

2
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
5
 1

0
0
％

 

  

1
 

 
1
2
0
%
 

 2
-
1
 1

4
2
8

件
 

2
-
2
 7

2
0

件
 

2
-
3
 2

1
件

 

2
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
5
 9

3
％

 

  

1
 

 
開

設
時

に
必

要
な

物
品

は
購

入
し

て
お

り
、

物
品

購
入

や
修

繕
は

少
な

か
っ

た
。

又
、

プ
ラ

ン
件

数
を

増
や

す
こ

と
で

収
入

を
増

や
し

、
目

標
を

達
成

 

で
き

た
。

 
2
-
1
 
事

業
所

内
で

プ
ラ

ン
件

数
の

意
識

の
向

上
を

図
り

、
新

規
を

積
極

的
に

受
け

、
介

護
プ

ラ
ン

件
数

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

2
-
2
 
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

新
規

依
頼

は
要

支
援

が
圧

倒
的

に
多

く
、

予
防

プ
ラ

ン
件

数
は

目
標

値
よ

り
大

幅
に

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

2
-
3
 
認

定
有

効
期

間
が

２
年

に
な

り
、

今
年

度
は

市
か

ら
の

調
査

依
頼

が
少

な
く

、
目

標
値

は
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

 

2
-
4
 
事

例
検

討
会

の
参

加
な

ど
特

定
事

業
所

加
算

の
算

定
要

件
を

満
た

し
、

「
特

定
事

業
所

加
算

Ⅱ
」
は

維
持

で
き

て
い

る
。

 

2
-
5
 
各

ケ
ア

マ
ネ

が
医

療
連

携
の

必
要

性
を

理
解

し
て

お
り

、
入

院
時

は
速

や
か

に
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

っ
た

が
、

目
標

値
に

は
達

成
で

き
な

か

っ
た

。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快

適
な

生
活

の
提

供
 

 ★
2
 
利

用
者

様
の

自
立

支
援

・
重

度
化

 

防
止

 

 

3
 
利

用
者

様
の

安
心

・
安

全
な

生
活

 

の
確

保
 

   

1
 

 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
適

正
な

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

作
成

 

2
-
2
 
入

退
院

時
に

お
け

る
情

報
共

有
 

2
-
3
 
主

治
医

と
の

連
携

 

3
 
 
 
困

難
・
虐

待
ケ

ー
ス

の
支

援
 

1
 

 
「

良
い

」
1
0
0
%
 

2
-
1
 1

0
0
%
 

2
-
2
 1

0
0
%
 

2
-
3
 1

0
0
%
 

3
 

 
1
0
0
%
 

1
 

「
良

い
」

8
5
.1

%
 

2
-
1
 1

0
0
%
 

2
-
2
 9

0
%
 

2
-
3
 9

5
%
 

3
 

 
1
0
0
%
 

1
 

 
「
良

い
」
は

前
期

8
5
.8

%
、

後
期

8
4
.3

％
で

あ
り

、
「
普

通
」
の

評
価

が
増

え
て

お
り

、
目

標
値

に
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
満

足
度

が
上

が
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

く
。

 
2
-
1
 
訪

問
介

護
の

プ
ラ

ン
作

成
に

お
い

て
、

自
立

支
援

や
重

度
化

防
止

を
意

識
し

、
過

剰
な

訪
問

回
数

を
計

画
す

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

2
-
2
 
入

院
時

は
医

療
機

関
に

情
報

を
提

供
し

、
退

院
時

は
医

療
機

関
に

状
態

の
聞

き
取

り
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
情

報
共

有
に

努
め

た
。

 

2
-
3
 
主

治
医

と
の

連
携

時
に

服
薬

状
況

や
健

康
面

の
情

報
提

供
も

行
う

よ
う

に
心

が
け

た
。

 

3
 

 
地

域
包

括
と

連
携

し
て

い
る

ケ
ー

ス
は

月
に

3
.4

件
で

あ
る

。
地

域
包

括
、

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

情
報

共
有

、
役

割
分

担
を

行
い

、
支

援
を

行
っ

た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

 

2
 
重

大
事

故
の

発
生

防
止

 

3
 
地

域
包

括
ケ

ア
構

築
の

実
現

 

 ★
4
 
介

護
の

質
の

向
上

 

★
5
 
業

務
の

効
率

化
を

図
る

 

   

1
 

 
制

度
・
報

酬
改

定
に

対
す

る
理

解
 

2
 

 
職

員
関

与
に

よ
る

事
故

発
生

件
数

 

3
-
1
 
地

域
ケ

ア
会

議
へ

の
参

加
 

3
-
2
 
他

法
人

居
宅

と
の

研
修

会
等

の
開

催
 

4
 

 
サ

－
ビ

ス
事

業
所

と
の

連
携

 

5
 

 
業

務
改

善
の

検
討

回
数

 

1
 

 
1
0
0
%
 

2
 

 
0

件
 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 3

回
 

4
 

 
1
0
0
%
 

5
 

 
月

1
回

 

1
 

 
1
0
0
%
 

2
 

 
0

件
 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 3

回
 

4
 

 
1
0
0
%
 

5
 

 
月

1
回

 

1
 

 
制

度
・
報

酬
改

定
の

情
報

収
集

を
行

い
、

部
会

や
会

議
で

勉
強

会
を

行
い

理
解

を
深

め
、

支
障

な
く

業
務

が
行

え
て

い
る

。
 

2
 

 
困

っ
た

こ
と

、
わ

か
ら

な
い

こ
と

は
相

談
や

確
認

を
行

い
、

重
大

事
故

が
発

生
す

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

3
-
1
 
地

域
包

括
や

市
か

ら
の

要
請

時
は

会
議

に
参

加
し

、
情

報
共

有
や

支
援

方
法

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

3
-
2
 
市

内
の

ケ
ア

マ
ネ

ク
ラ

ブ
の

定
例

会
に

参
加

し
、

知
識

や
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

4
 

 
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
連

絡
を

密
に

と
り

、
健

康
面

・
心

身
状

態
・
家

族
状

況
・
住

環
境

な
ど

の
情

報
共

有
や

対
応

の
見

直
し

な
ど

を
行

っ
た

。
 

5
 

 
会

議
時

に
業

務
で

の
困

り
ご

と
を

確
認

し
た

。
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心

構
え

教
育

 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

 

2
 
働

き
や

す
い

環
境

づ
く

り
 

3
 
職

員
の

援
助

技
術

の
向

上
 

4
 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
資

格
の

継
続

 

   

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア

研
修

 

（
虐

待
・
身

体
拘

束
）
 

1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
 

2
 

 
離

職
率

 

3
 

 
事

例
検

討
会

等
へ

の
参

加
 

4
 

 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
取

得
・
更

新
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 6

0
名

 

2
 

 
0
%
 

3
 

 
3

回
 

4
 

 
1

名
 

1
-
1
 2

回
 

 1
-
2
 6

3
名

 

2
 

 
0
%
 

3
 

 
3

回
 

4
 

 
1

名
 

1
-
1
 
虐

待
の

研
修

参
加

、
又

、
勉

強
会

を
行

い
虐

待
の

理
解

を
再

確
認

し
た

。
虐

待
の

予
防

、
早

期
発

見
・
包

括
へ

の
通

報
は

行
え

て
い

る
。

 

 

1
-
2
 
各

自
、

年
間

の
研

修
計

画
を

作
成

し
、

計
画

に
沿

っ
て

研
修

に
参

加
し

た
。

自
分

の
苦

手
な

分
野

や
伸

ば
し

た
い

分
野

の
研

修
に

参
加

し
た

。
 

2
 

 
離

職
者

は
い

な
か

っ
た

。
事

業
所

の
風

通
し

を
良

く
し

、
相

談
し

や
す

い
、

協
力

し
や

す
い

職
場

環
境

に
心

が
け

て
い

る
。

 

3
 

 
尾

北
医

師
会

が
主

催
す

る
事

例
検

討
会

に
参

加
し

、
事

例
検

討
を

通
し

て
情

報
を

得
た

り
、

支
援

方
法

の
気

づ
き

な
ど

学
ん

だ
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

4
 

 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
更

新
研

修
を

受
講

し
、

１
名

が
資

格
の

更
新

を
し

た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
サ
ン
ラ
イ
フ
む
つ
み

事
業
所
の
経
営
方
針
：
新
し
い
施
設
に
移
転
し
新
し
い
環
境
の
も
と
、
職
員
、
利
用
者
の
行
動
基
準
、
範
囲
、
動
線
、
行
事
全
般
を
見
直
し
、
確
実
に
把
握
し
事
故
を
防
ぎ
新
し
い
風
土
の
創
出
を
目
指
す

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

施
設

館
内

点
検

回
日

回
日

目
標

稼
働

に
達

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
支
出
を
見
直
し
、
毎
月

修
繕
箇
所

の
確
認
と
備
品

の
管
理
に
努

め
、
収
支

差
額
は
計
画

的
な
予
算

執
行

が
図

れ
た
。

目
標

未
達

成
。
江

南
市
の
人
数

は
変

わ
り
な
い
が
、
他
市

町
村
の
入
所

者
数
が
減

少
。
今
年
度

は
昨
年
度
対
比
で

増
加
し
た
が
長
期
利
用
者

様
の
病

状
の
悪

化
等

が
重
な
り
、
退
所

者
数
が
昨

年
度
よ
り

名
増
加
。

毎
月

修
繕

箇
所

の
確
認
と
備

品
の
管
理

に
努

め
、
緊
急
の
案
件
以
外

は
計
画
的
な
予
算

の
執
行

が
図
れ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

身
元
引
受
人

ご
家
族
様

と
の
面
会
回

数
増
加

利
用
者
様
の
意

欲
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

面
会

者
数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
参

加
人

数

利
用

者
様

良
い
以

上

良
い
以

上

名
以

上

／
月 名

良
い
以

上

良
い
以

上

名
月

名

上
半

期
％

に
対
し
て
下
半
期

の
減
少
。
利
用

者
様
に
記
載

い
た
だ
き
、
未
回
収

な
し
。
精
神
的
疾
患
に
よ
る
躁
う
つ
症
状
、
入
居
前

生
活

環
境

の
違

い
か
ら
、
口
論
に
発

展
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
施
設
の
雰
囲
気

に
影
響
。
環
境

の
見
直
し
や

職
員
介
入
に
よ
る
改
善

に
努
め
た
。

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
毎

月
の
課
題
、
目
標
を
設
定

。
挨

拶
、
手
を
止

め
て
話
を
聞

く
と
い
っ
た
基
本

を
意
識
し
、
改

善
に
努

め
た
。

目
標
未
達

成
。
身

元
引

受
人

に
行

事
案

内
を
送

付
す

る
も
面

会
件

数
の
増

加
は
み

ら
れ
て
い
な
い
。
利

用
者

様
と
身

元
引

受
人

の
関

係
性

構
築
の
為
、
今

後
も
行

事
等

の
通

知
を
継

続
的

に
実

施
。

近
隣
施
設
へ

の
清

掃
活

動
に
週

日
参

加
。
参

加
可

能
な
方

全
て
に
お

声
を
掛

け
、
参

加
い
た
だ
け
て
い
る
。
新

規
入

所
の
方

で
参

加
可

能
な
方
で
あ
れ
ば

促
し
、
現

状
参

加
い
た
だ
け
て
い
る
方

が
継

続
で
き
る
よ
う
調

整
に
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

支
援
技
術

品
質

の
向
上

環
境
美
化
の
向

上

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

業
務

改
善

件
数

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
達

成

件 件 件 回
月

件 件 件 回
月

今
年

度
書

面
監

査
の
み
で
実
地

指
導
な
し
。
制
度
改
定
に
関
す
る
勉
強
会
を
実

施
し
、
知
識
向

上
、
情
報
共
有
を
図
り
、
法
令

を
遵
守
し
た
経

営
が

で
き
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
対
応

の
徹
底
が
図

れ
て
い
る
。

今
年

度
は
職

員
関
与
に
よ
る
重
大
事

故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
ケ
ア
の
個
別
確
認

に
つ

い
て
全
員

が
統
一
が
図

れ
て
い
る
か
会
議
に
て
確
認
し
、
必

要
に
応

じ
て
ケ
ア
方
法

の
検
討
を
行

い
、
職
員

間
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
。

施
設
内
の
会
議
に
て
業

務
課

題
を
抽

出
し
、
統

一
を
図

る
よ
う
努

め
た
。
改

善
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
環

境
面

の
変

化
に
よ
り
、
以

前
と
は
異

な
る
課

題
も
挙
が
っ
て
き
て
い
る
為

、
継

続
的

に
実

施
し
、
支

援
技

術
の
向

上
を
図

る
。

目
標

未
達

成
で
は
あ
る
が
清
掃
計
画
と
毎
月

の
接
遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
目

標
と
重

点
箇
所
を
定

め
る
こ
と
で
意
識
の
向

上
が
図

れ
た

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

職
員
満
足

度
の
向
上

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

親
睦

会
の
実

施

職
員

面
談

回
以

上

年

名
以

上

以
下

名
以

上

回
年

回
年

回

名 名 回
年

回
年

職
員

会
議

に
て
虐

待
・
身
体
拘
束

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
。
会

議
不
参
加
の
職
員
に
は
テ
ス
ト
を
配
布
し
、
記
載
後
提

出
。
職
員
の
意

識
統
一

と
周

知
徹

底
を
図

っ
た
。
併
せ
て
接
遇

マ
ナ
ー
の
教

育
も
実
施
。

外
部
研
修
を
通

じ
て
、
知

識
や

サ
ー

ビ
ス
を
学

び
、
外

部
研

修
後

は
報

告
書

と
資

料
を
活

用
し
、
会

議
に
て
水

平
展

開
を
図

れ
た
。

今
年
度
は
退
職
者

名
。
職

員
満

足
度

調
査

等
に
て
意

見
を
集

約
し
、
働

き
易

い
環

境
づ

く
り
に
努

め
る
。

職
員

の
希

望
を
踏

ま
え
、
有
給
等
を
活
用

し
、

連
休
以
上
の
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

計
画
通
り
実
施
。
職

員
間

の
交

流
の
場

と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
来

年
度

も
親

睦
の
機

会
と
し
て
回

数
の
確

保
に
努

め
る

職
員
面
談

の
機

会
を
適

宜
設

け
、
意

見
交

換
が
図

れ
、
問

題
点

を
事

前
に
洗

い
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
急
な
依
頼
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
職
員
全
員
が
協
力
し
て
対
応
し
、
ご
家
族
、
関
係
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
居
宅
事
業
所
を
目
指
し
、
地
域
で
の
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
く
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し

た
経

営
の

確
保

 

 2
 
目

標
収

支
差

益
の

達
成

 

       

1
 

 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

2
-
1
 
介

護
プ

ラ
ン

件
数

 

2
-
2
 
予

防
・
総

合
事

業
プ

ラ
ン

件
数

 

2
-
3
 
認

定
調

査
件

数
 

2
-
4
 
特

定
事

業
所

加
算

の
維

持
 

2
-
5
 
入

院
連

携
加

算
の

算
定

 

1
 

 
1
0
0
%
 

 2
-
1
 1

3
8
0

件
 

2
-
2
 5

0
0

件
 

2
-
3
 8

4
件

 

2
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
5
 1

0
0
％

 

  

1
 

 
1
2
0
%
 

 2
-
1
 1

4
2
8

件
 

2
-
2
 7

2
0

件
 

2
-
3
 2

1
件

 

2
-
4
 1

0
0
%
 

2
-
5
 9

3
％

 

  

1
 

 
開

設
時

に
必

要
な

物
品

は
購

入
し

て
お

り
、

物
品

購
入

や
修

繕
は

少
な

か
っ

た
。

又
、

プ
ラ

ン
件

数
を

増
や

す
こ

と
で

収
入

を
増

や
し

、
目

標
を

達
成

 

で
き

た
。

 
2
-
1
 
事

業
所

内
で

プ
ラ

ン
件

数
の

意
識

の
向

上
を

図
り

、
新

規
を

積
極

的
に

受
け

、
介

護
プ

ラ
ン

件
数

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

2
-
2
 
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

新
規

依
頼

は
要

支
援

が
圧

倒
的

に
多

く
、

予
防

プ
ラ

ン
件

数
は

目
標

値
よ

り
大

幅
に

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

2
-
3
 
認

定
有

効
期

間
が

２
年

に
な

り
、

今
年

度
は

市
か

ら
の

調
査

依
頼

が
少

な
く

、
目

標
値

は
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

 

2
-
4
 
事

例
検

討
会

の
参

加
な

ど
特

定
事

業
所

加
算

の
算

定
要

件
を

満
た

し
、

「
特

定
事

業
所

加
算

Ⅱ
」
は

維
持

で
き

て
い

る
。

 

2
-
5
 
各

ケ
ア

マ
ネ

が
医

療
連

携
の

必
要

性
を

理
解

し
て

お
り

、
入

院
時

は
速

や
か

に
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

っ
た

が
、

目
標

値
に

は
達

成
で

き
な

か

っ
た

。
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快

適
な

生
活

の
提

供
 

 ★
2
 
利

用
者

様
の

自
立

支
援

・
重

度
化

 

防
止

 

 

3
 
利

用
者

様
の

安
心

・
安

全
な

生
活

 

の
確

保
 

   

1
 

 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
適

正
な

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

作
成

 

2
-
2
 
入

退
院

時
に

お
け

る
情

報
共

有
 

2
-
3
 
主

治
医

と
の

連
携

 

3
 
 
 
困

難
・
虐

待
ケ

ー
ス

の
支

援
 

1
 

 
「

良
い

」
1
0
0
%
 

2
-
1
 1

0
0
%
 

2
-
2
 1

0
0
%
 

2
-
3
 1

0
0
%
 

3
 

 
1
0
0
%
 

1
 

「
良

い
」

8
5
.1

%
 

2
-
1
 1

0
0
%
 

2
-
2
 9

0
%
 

2
-
3
 9

5
%
 

3
 

 
1
0
0
%
 

1
 

 
「
良

い
」
は

前
期

8
5
.8

%
、

後
期

8
4
.3

％
で

あ
り

、
「
普

通
」
の

評
価

が
増

え
て

お
り

、
目

標
値

に
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
満

足
度

が
上

が
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

く
。

 
2
-
1
 
訪

問
介

護
の

プ
ラ

ン
作

成
に

お
い

て
、

自
立

支
援

や
重

度
化

防
止

を
意

識
し

、
過

剰
な

訪
問

回
数

を
計

画
す

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

2
-
2
 
入

院
時

は
医

療
機

関
に

情
報

を
提

供
し

、
退

院
時

は
医

療
機

関
に

状
態

の
聞

き
取

り
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
情

報
共

有
に

努
め

た
。

 

2
-
3
 
主

治
医

と
の

連
携

時
に

服
薬

状
況

や
健

康
面

の
情

報
提

供
も

行
う

よ
う

に
心

が
け

た
。

 

3
 

 
地

域
包

括
と

連
携

し
て

い
る

ケ
ー

ス
は

月
に

3
.4

件
で

あ
る

。
地

域
包

括
、

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

情
報

共
有

、
役

割
分

担
を

行
い

、
支

援
を

行
っ

た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

 

2
 
重

大
事

故
の

発
生

防
止

 

3
 
地

域
包

括
ケ

ア
構

築
の

実
現

 

 ★
4
 
介

護
の

質
の

向
上

 

★
5
 
業

務
の

効
率

化
を

図
る

 

   

1
 

 
制

度
・
報

酬
改

定
に

対
す

る
理

解
 

2
 

 
職

員
関

与
に

よ
る

事
故

発
生

件
数

 

3
-
1
 
地

域
ケ

ア
会

議
へ

の
参

加
 

3
-
2
 
他

法
人

居
宅

と
の

研
修

会
等

の
開

催
 

4
 

 
サ

－
ビ

ス
事

業
所

と
の

連
携

 

5
 

 
業

務
改

善
の

検
討

回
数

 

1
 

 
1
0
0
%
 

2
 

 
0

件
 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 3

回
 

4
 

 
1
0
0
%
 

5
 

 
月

1
回

 

1
 

 
1
0
0
%
 

2
 

 
0

件
 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 3

回
 

4
 

 
1
0
0
%
 

5
 

 
月

1
回

 

1
 

 
制

度
・
報

酬
改

定
の

情
報

収
集

を
行

い
、

部
会

や
会

議
で

勉
強

会
を

行
い

理
解

を
深

め
、

支
障

な
く

業
務

が
行

え
て

い
る

。
 

2
 

 
困

っ
た

こ
と

、
わ

か
ら

な
い

こ
と

は
相

談
や

確
認

を
行

い
、

重
大

事
故

が
発

生
す

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

3
-
1
 
地

域
包

括
や

市
か

ら
の

要
請

時
は

会
議

に
参

加
し

、
情

報
共

有
や

支
援

方
法

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

3
-
2
 
市

内
の

ケ
ア

マ
ネ

ク
ラ

ブ
の

定
例

会
に

参
加

し
、

知
識

や
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

4
 

 
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
連

絡
を

密
に

と
り

、
健

康
面

・
心

身
状

態
・
家

族
状

況
・
住

環
境

な
ど

の
情

報
共

有
や

対
応

の
見

直
し

な
ど

を
行

っ
た

。
 

5
 

 
会

議
時

に
業

務
で

の
困

り
ご

と
を

確
認

し
た

。
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心

構
え

教
育

 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

 

2
 
働

き
や

す
い

環
境

づ
く

り
 

3
 
職

員
の

援
助

技
術

の
向

上
 

4
 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
資

格
の

継
続

 

   

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア

研
修

 

（
虐

待
・
身

体
拘

束
）
 

1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
 

2
 

 
離

職
率

 

3
 

 
事

例
検

討
会

等
へ

の
参

加
 

4
 

 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
取

得
・
更

新
 

1
-
1
 3

回
以

上
 

 1
-
2
 6

0
名

 

2
 

 
0
%
 

3
 

 
3

回
 

4
 

 
1

名
 

1
-
1
 2

回
 

 1
-
2
 6

3
名

 

2
 

 
0
%
 

3
 

 
3

回
 

4
 

 
1

名
 

1
-
1
 
虐

待
の

研
修

参
加

、
又

、
勉

強
会

を
行

い
虐

待
の

理
解

を
再

確
認

し
た

。
虐

待
の

予
防

、
早

期
発

見
・
包

括
へ

の
通

報
は

行
え

て
い

る
。

 

 

1
-
2
 
各

自
、

年
間

の
研

修
計

画
を

作
成

し
、

計
画

に
沿

っ
て

研
修

に
参

加
し

た
。

自
分

の
苦

手
な

分
野

や
伸

ば
し

た
い

分
野

の
研

修
に

参
加

し
た

。
 

2
 

 
離

職
者

は
い

な
か

っ
た

。
事

業
所

の
風

通
し

を
良

く
し

、
相

談
し

や
す

い
、

協
力

し
や

す
い

職
場

環
境

に
心

が
け

て
い

る
。

 

3
 

 
尾

北
医

師
会

が
主

催
す

る
事

例
検

討
会

に
参

加
し

、
事

例
検

討
を

通
し

て
情

報
を

得
た

り
、

支
援

方
法

の
気

づ
き

な
ど

学
ん

だ
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

4
 

 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
更

新
研

修
を

受
講

し
、

１
名

が
資

格
の

更
新

を
し

た
。
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平
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事
業
報
告

事
業
所
名
）
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
サ
ン
ラ
イ
フ
む
つ
み

事
業
所
の
経
営
方
針
：
新
し
い
施
設
に
移
転
し
新
し
い
環
境
の
も
と
、
職
員
、
利
用
者
の
行
動
基
準
、
範
囲
、
動
線
、
行
事
全
般
を
見
直
し
、
確
実
に
把
握
し
事
故
を
防
ぎ
新
し
い
風
土
の
創
出
を
目
指
す

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

施
設

館
内

点
検

回
日

回
日

目
標

稼
働

に
達

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
支
出
を
見
直
し
、
毎
月

修
繕
箇
所

の
確
認
と
備
品

の
管
理
に
努

め
、
収
支
差

額
は
計
画

的
な
予
算

執
行

が
図

れ
た
。

目
標

未
達

成
。
江

南
市
の
人
数

は
変

わ
り
な
い
が
、
他
市

町
村
の
入
所

者
数
が
減

少
。
今
年
度

は
昨
年
度
対
比
で

増
加
し
た
が
長
期
利
用
者

様
の
病

状
の
悪

化
等

が
重
な
り
、
退
所

者
数
が
昨

年
度
よ
り

名
増
加
。

毎
月

修
繕

箇
所

の
確
認
と
備

品
の
管
理

に
努

め
、
緊
急
の
案
件
以
外

は
計
画
的
な
予
算

の
執
行

が
図
れ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

身
元
引
受
人

ご
家
族
様

と
の
面
会
回

数
増
加

利
用
者
様
の
意

欲
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

面
会

者
数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
参

加
人

数

利
用

者
様

良
い
以

上

良
い
以

上

名
以

上

／
月 名

良
い
以

上

良
い
以

上

名
月

名

上
半

期
％

に
対
し
て
下
半
期

の
減
少
。
利
用

者
様
に
記
載

い
た
だ
き
、
未
回
収

な
し
。
精
神
的
疾
患
に
よ
る
躁
う
つ
症
状
、
入
居
前

生
活

環
境

の
違

い
か
ら
、
口
論
に
発

展
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
施
設
の
雰
囲
気

に
影
響
。
環
境

の
見
直
し
や

職
員
介
入
に
よ
る
改
善

に
努
め
た
。

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
毎

月
の
課
題
、
目
標
を
設
定

。
挨

拶
、
手
を
止

め
て
話
を
聞

く
と
い
っ
た
基
本

を
意
識
し
、
改

善
に
努

め
た
。

目
標
未
達

成
。
身

元
引

受
人

に
行

事
案

内
を
送

付
す

る
も
面

会
件

数
の
増

加
は
み

ら
れ
て
い
な
い
。
利

用
者

様
と
身

元
引

受
人

の
関

係
性

構
築
の
為
、
今

後
も
行

事
等

の
通

知
を
継

続
的

に
実

施
。

近
隣
施
設
へ

の
清

掃
活

動
に
週

日
参

加
。
参

加
可

能
な
方

全
て
に
お

声
を
掛

け
、
参

加
い
た
だ
け
て
い
る
。
新

規
入

所
の
方

で
参

加
可

能
な
方
で
あ
れ
ば

促
し
、
現

状
参

加
い
た
だ
け
て
い
る
方

が
継

続
で
き
る
よ
う
調

整
に
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

支
援
技
術

品
質

の
向
上

環
境
美
化
の
向

上

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

業
務

改
善

件
数

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
達

成

件 件 件 回
月

件 件 件 回
月

今
年

度
書

面
監

査
の
み
で
実
地

指
導
な
し
。
制
度
改
定
に
関
す
る
勉
強
会
を
実

施
し
、
知
識
向

上
、
情
報
共
有
を
図
り
、
法
令

を
遵
守
し
た
経

営
が

で
き
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
対
応

の
徹
底
が
図

れ
て
い
る
。

今
年

度
は
職

員
関

与
に
よ
る
重
大
事

故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
ケ
ア
の
個
別
確
認

に
つ

い
て
全
員

が
統
一
が
図

れ
て
い
る
か
会
議
に
て
確
認
し
、
必

要
に
応

じ
て
ケ
ア
方
法

の
検
討
を
行

い
、
職
員

間
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
。

施
設
内
の
会
議
に
て
業

務
課

題
を
抽

出
し
、
統

一
を
図

る
よ
う
努

め
た
。
改

善
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
環

境
面

の
変

化
に
よ
り
、
以

前
と
は
異

な
る
課

題
も
挙
が
っ
て
き
て
い
る
為

、
継

続
的

に
実

施
し
、
支

援
技

術
の
向

上
を
図

る
。

目
標

未
達

成
で
は
あ
る
が
清
掃
計
画
と
毎
月

の
接
遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
目

標
と
重

点
箇
所
を
定

め
る
こ
と
で
意
識
の
向

上
が
図

れ
た

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

職
員
満
足

度
の
向
上

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

親
睦

会
の
実

施

職
員

面
談

回
以

上

年

名
以

上

以
下

名
以

上

回
年

回
年

回

名 名 回
年

回
年

職
員

会
議

に
て
虐

待
・
身
体
拘
束

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
。
会

議
不
参
加
の
職
員
に
は
テ
ス
ト
を
配
布
し
、
記
載
後
提

出
。
職
員
の
意

識
統
一

と
周

知
徹

底
を
図

っ
た
。
併
せ
て
接
遇

マ
ナ
ー
の
教

育
も
実
施
。

外
部
研
修
を
通

じ
て
、
知

識
や

サ
ー

ビ
ス
を
学

び
、
外

部
研

修
後

は
報

告
書

と
資

料
を
活

用
し
、
会

議
に
て
水

平
展

開
を
図

れ
た
。

今
年
度
は
退
職
者

名
。
職

員
満

足
度

調
査

等
に
て
意

見
を
集

約
し
、
働

き
易

い
環

境
づ

く
り
に
努

め
る
。

職
員

の
希

望
を
踏

ま
え
、
有
給
等
を
活
用

し
、

連
休
以
上
の
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

計
画
通
り
実
施
。
職

員
間

の
交

流
の
場

と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
来

年
度

も
親

睦
の
機

会
と
し
て
回

数
の
確

保
に
努

め
る

職
員
面
談

の
機

会
を
適

宜
設

け
、
意

見
交

換
が
図

れ
、
問

題
点

を
事

前
に
洗

い
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン

 
リ
ゾ
ー
ト
太
古
の
湯

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
職
員
が
誇
り
と
や
り
が
い
を
持
ち
、
感
性
と
想
像
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
。
効
率
的
な
業
務
の
流
れ
を
実
現
す
る
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
か
ら
、
選
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
継
続
す
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H

3
0
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 
 

1
-
1
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
新

規
数

（
月

間
平

均
）
 

 1
-
3
 
お

試
し
利

用
者

の
成

約
率

 

1
-
4
 
要

介
護

・
要

支
援

（
総

合
事

業
）
 

 
 

 
比

率
 

1
-
5
 
利

用
者

1
名

あ
た
り
の
単

価
 

 

1
-
1
 1

0
0
％

 

 1
-
2
 2

3
名

/
 

月
平

均
 

1
-
3
 7

1
%
 

1
-
4
 6

5
%
/
3
5
%
 

 1
-
5
 7

,5
0
0
円

以
上

 

1
-
1
 1

1
5
％

 

 1
-
2
 1

9
名

/
 

月
平

均
 

1
-
3
 5

9
.4

%
 

1
-
4
 6

1
%
/
3
9
%
 

 1
-
5
 7

,2
9
3
円

 

1
-
1
 
施

設
内

経
営

会
議
で
、
そ
の
月
毎

に
、
戦
略

を
練
り
、
実
行
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
目

標
に
は
届

か
な
か
っ
た
。
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
し
く
利
用
し
た
い
と
思
え
る
施
設

に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
く
。

 

 1
-
3
 
お

試
し
利

用
時
で
も
安
心
で
き
る
環
境
・
雰
囲

気
つ
く
り
に
努
め
、
是
非

継
続
し
て
利
用
し
た
い
と
思

っ
て
頂
け
る
よ
う
に
職

員
全
員
で
努

め
る

 

1
-
4
 
要

支
援

（
総

合
事

業
）
者
の
新

規
利
用
が
増
え
た
。
今
後
は
、
要
介
護

利
用
者
様
に
も
、
ご
家
族
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
頂
き
、

 

 
 

 
魅

力
の
あ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
更

に
改

善
を
行

っ
て
い
く
。

 

1
-
5
 
目

標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度

は
、
取

得
可
能
な
加
算
算
定
を
行
う
こ
と
で
、

1
名
あ
た
り
の
単
価
の
向
上

に
努
め
る
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 2
 
多
種
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応

 

 ★
3
 
介
護
の
質

の
向
上

 

4
 
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
向

上
 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
満

足
度

調
査

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
 

2
-
2
 
イ
ベ

ン
ト
後

の
ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
 

3
 
 
 
満

足
度

調
査

（
総

合
）
 

4
 
 
 
満

足
度

調
査

（
リ
ハ
ビ
リ
）
 

1
 
 
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
-
1
 
満

足
1
0
0
%
 

2
-
2
 
満

足
1
0
0
%
 

3
 
 
 
満

足
1
0
0
%
 

4
 
 
 
満

足
1
0
0
%
 

    

1
 
 
 
良

い
以

上

8
7
%
 

2
-
1
 
満

足
7
5
%
 

2
-
2
 
満

足
1
0
0
%
 

3
 
 
 
満

足
8
8
%
 

4
 
 
 
満

足
7
7
%
 

 

1
 

 
快

適
で
気

持
ち
良
い
生
活
と
な
る
よ
う
、
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
満
足
度

を
高

め
た
。

 

 2
-
1
 
つ

ぶ
や

き
や

満
足
度

調
査
の
記

載
を
参
考

に
し
て
、
利
用
者
様
が
参
加

し
た
く
な
る
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ
た
。

 
 

2
-
2
 
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記

載
さ
れ
た
意

見
を
集
計
し
、
利
用
者
様
が
望
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
で
き
た
。

 

3
 

 
総

合
評

価
の
項
目

・
意
見
を
参

考
に
し
て
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
改
善
に
努

め
た
。

 

4
 

 
新

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
転
倒
予

防
体
操
・
脳

活
性
化
体
操
を
開

始
し
た
。
ま
た
プ
ー
ル
運
動

に
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
導

入
し
た
。

 
 
 
 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 

  3
 
安
全
運
転
へ
の
意
識
の
向

上
 

 4
 
業
務
の
見
直
し
に
よ
る
労

働
時
間

 

の
適
正
化

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
 

 
 

 
指

摘
件

数
 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数
 

 2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
車

両
事

故
の
発

生
回

数
 

 4
 
 
 
超

過
時

間
前

年
度

対
比

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 
前

年
比

 

1
0
0
％

減
 

2
-
2
 
前

年
比

 

 
 

 
1
0
0
％

減
 

3
 
 
 
1
0
件

 

 4
 

 
前

年
比

 

 
 

 
1
0
%
減

 

1
 

 
1
件

 

 2
-
1
 0

件
 

 2
-
2
 0

件
 

 
 

 
 

3
 

 
1
7
件

 

 4
 

 
前

年
比

 

 
 

 
2
8
%
増

 

1
 

 
実

地
指

導
の
際

、
個

別
機
能
訓
練
加

算
Ⅰ
の
算
定
に
当
た
っ
て
、

3
ヵ
月
に

1
回
以
上
利
用
者
様

宅
を
訪
問
し
、
生
活
状

況
を
確
認
し
訓
練
内
容
、

 
 

評
価

、
進

捗
状

況
を
説
明
し
目
標
や
訓

練
内
容
等

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
と
い
う
指
摘

を
受
け
た
。

 

2
-
1
 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
、
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
ミ
ス
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 2
-
2
 
事

故
報

告
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
業
所
内

の
水

平
展
開
に
よ
り
、
職
員

が
注
意
し
て
介

助
す
る
こ
と
で
、
職
員
関
与
に
よ
る
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 3
 
 
 
定

期
的

な
啓

発
活
動
、
事
故
の
発
生

し
や
す

い
場
所
の
水
平
展
開
に
よ
り
、
昨
年
度
の

2
7
件

よ
り
は
大
幅
に
減

少
し
た
が
、

 

 
 

 
目

標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
業

務
改

善
を
行
い
、
業
務

時
間
内
に
業
務
が
終
了
す
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
昨
年

よ
り
増
加
し
て
し
ま
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  
 
 2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

★
3
 
経
営
へ
の
参

加
意
識
の
向
上

 

    

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 
 

 

2
 
 
 
離

職
率

 

3
 
 
 
イ
ベ

ン
ト
・
業

務
改

善
の
提

案
件

数
 

  

1
-
1
 3

回
以

上
 
 

 1
-
2
 1

5
名

 
 

2
 

 
1
0
%
以

下
 

3
 

 
5
0
件

/
年

 

1
-
1
 3

回
 

 1
-
2
 1

7
名

 
 

2
 

 
1
6
.2

%
 

3
 

 
9
0
件

/
年

 

1
-
1
 
研

修
3
回

の
う
ち
、

1
回
は
、
講
師
と
し
て
江

南
北
部
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長

に
、
高

齢
者
の
虐
待
と
尊

厳
に
つ

い
て
実
例
を
交
え
て
、

 

分
か
り
や

す
く
説

明
し
て
頂
き
、
職
員

が
自
覚
で
き
る
教
育
を
実
践
し
た
。

 

1
-
2
 
各

職
種

で
必

要
な
研
修

に
参
加
し
、
施

設
内
・
通
所
会
議
・
通
所
部
会

に
て
、
水
平
展
開

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
離

職
防

止
の
た
め
、
業
務

・
勤
務
時
間

の
配

慮
を
行
っ
た
が
、
家
庭
の
都

合
な
ど
に
よ
り
退
職
者

が
出
た
た
め
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

3
 
 
 
職

員
か
ら
提

案
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
職

員
の
や
り
が
い
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

事
業
所
の
経
営
方
針
：
様
々
な
状
況
・状

態
に
応
じ
ら
れ
る
基
礎
を
培
い
、
介
護
の
原
則
に
忠
実
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
期
待
に
応
え
続
け
る
事
業
所
と
し
て
存
在
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業
活
動

資
金
収

支
差
額

目
標
平
均

要
介
護

度
の
維
持

認
知
症
利

用
者
様

割
合

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
予
約
率
（
次
月
）

待
機
者
数

（
月
初

時
点
）

契
約
解
除

後
再
入

居
率

以
上

名
以

上

以
上

％

名

収
入
は
目
標
を
や

や
下

回
っ
て
い
る
た
め
、
稼

働
率

安
定

に
注

力
し
、
適

正
な
管

理
に
努

め
る
。

目
標
達

成
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
必

要
性

と
加

算
上

の
要

件
と
の
整

合
を
図

り
な
が
ら
定

期
的

に
確

認
を
行

っ
た
。

基
準
を
意

識
し
つ

つ
も
必

要
に
応

じ
た
入

居
が
案

内
で
き
、
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
も
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
値

の
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
月

内
調

整
を
確

実
に
実

施
す

る
こ
と
で
、
稼

働
率

維
持

・
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

す
ぐ
入
居

が
可
能

と
な
る
準

備
（
状

態
確

認
、
契

約
）
は
迅

速
に
で
き
た
が
、
月

初
時

点
で
一

定
数

の
待

機
者

確
保

は
で
き
な
か
っ
た
。

病
院
と
の
連

携
、
本

人
・
ご
家

族
の
意

志
確

認
と
適

切
な
説

明
を
行

い
、
可

能
な
方

は
全

て
再

入
居

に
つ

な
げ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提
供

★
最

期
ま
で
安

心
で
き
る
生

活
づ

く
り

楽
し
み

・
活

気
の
あ
る
生

活
の
提

供

利
用
者
満

足
度
調

査

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
収
集

介
助
方
法

検
討
件

数

観
察
項
目

の
理
解

不
足

件
数

看
取

り
後
ア
ン
ケ
ー
ト
満
足
度

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施
回

数
（
特

養
）

連
続
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
実
施

数

件

件

件

回

回

件

件

件

％ 回

回

指
摘
が
あ
っ
た
内

容
の
調

査
・
改

善
を
実

施
。
安

心
し
た
生

活
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
改

善
意

識
を
よ
り
高

め
て
い
く
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
収

集
す

る
こ
と
は
出

来
た
が
、
そ
の
後

の
評

価
・
検

討
が
十

分
で
な
く
、
期

待
し
て
い
た
効

果
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
適
切
な
目

標
件

数
の
設

定
が
必

要
で
あ
っ
た
。

多
職
種
を
交
え
、
状

態
変

化
に
対

す
る
検

討
機

会
を
適

切
に
設

け
る
こ
と
が
で
き
、
速

や
か
に
対

応
す

る
こ
と
も
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
後

、
多

職
種

で
の
検

討
･対

応
が
で
き
て
い
る
。

回
収
で
き
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お

い
て
は
、
全

て
満

足
以

上
の
評

価
を
頂

い
た
。

実
施
は
定
着
し
つ

つ
あ
る
が
、
利

用
者

様
に
と
っ
て
の
楽

し
み

と
機

能
向

上
の
両

立
に
工

夫
が
必

要
。

イ
ベ
ン
ト
目
的
で
の
利

用
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
予

約
前

の
時

点
で
告

知
で
き
る
よ
う
案

内
を
作

成
す

る
等

工
夫

が
必

要
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

介
護
技
術
の
底
上
げ

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

指
導

監
査
・
実

地
指
導

等
の
指

摘

件
数

配
薬
ミ
ス
（
業
務

ミ
ス
）

職
員
関
与

に
よ
る
事

故

施
設

内
研
修

参
加
者

数

あ
い
さ
つ
運
動

実
施
回

数

ユ
ニ
ッ
ト
・
部
署

毎
会
議

開
催
数

件 件 件

名

回 回
以

上

件 件

１
件

名

回 回

老
人
福

祉
法
実

地
指

導
、
保

健
所

調
査

あ
り
。
指

摘
事

項
は
な
し
。
引

き
続

き
適

正
な
運

営
に
努

め
る
。

服
薬
タ
イ
ミ
ン
グ
の
間

違
い
・
セ
ッ
ト
漏

れ
が
あ
っ
た
為

、
再

度
、
服

薬
前

後
の
ル
ー

ル
確

認
と
教

育
を
継

続
し
て
い
く
。

の
適
宜

確
認

と
介

助
方

法
の
検

討
機

会
を
持

つ
事

で
、
統

一
し
た
ケ
ア
提

供
が
で
き
る
よ
う
に
連

携
強

化
を
図

る
。

目
標
値
よ
り
参
加

者
は
多

い
結

果
と
な
っ
た
が
、
勉

強
会

自
体

の
質

の
向

上
と
省

力
化

を
検

討
し
た
い
。

目
標
回

数
は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。

参
加
で

き
な
い

職
員

か
ら

の
意

見
は

シ
ー

ト
に

て
収

集
を

実
施

。
毎

月
の
会

議
に

て
意

見
交

換
・

検
討

が
で

き
た

。
 

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門

職
・
管

理

職
育
成

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

★
効
果
的
な
研
修
の
実
施

★
安
定
的
な
人
材
確
保

不
適
切

ケ
ア
研
修

外
部
研
修

・
交
換

研
修
へ

の
参
加

数 候
補
者
へ

の
指
導

状
況

回
数

離
職

率

プ
チ
勉

強
会
の
実
施

職
員
紹
介
に
よ
る
入
職
件

数

回
以

上

名 回 回

件

回

名 回 ％

回 件

教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

目
標
値

は
下
回

っ
た
が
、
参

加
し
た
職

員
の
刺

激
と
な
り
、
意

欲
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。
研

修
後

の
振

返
り
や

他
職

種
へ

の
水

平
展

開
を

実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

の
業

務
を
行

う
こ
と
、
教

育
機

会
を
設

け
る
こ
と
で
、
候

補
者

へ
の
意

識
付

け
が
で
き
、
効

果
的

だ
っ
た
と
感

じ
た
。

一
丸
と
な
っ
て
取

組
み

、
早

期
の
対

応
や

段
階

を
経

た
面

談
機

会
等

を
実

施
。
退

職
回

避
に
つ

な
が
っ
た
事

例
も
あ
っ
た
。

必
要
、
補
充

し
た
い
知

識
に
焦

点
を
当

て
る
教

育
が
で
き
た
。
講

師
と
な
る
職

員
の
研

鑚
機

会
と
も
な
っ
た
。

目
標
未

達
成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

− 62− − 63−
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン

 
リ
ゾ
ー
ト
太
古
の
湯

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
職
員
が
誇
り
と
や
り
が
い
を
持
ち
、
感
性
と
想
像
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
。
効
率
的
な
業
務
の
流
れ
を
実
現
す
る
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
か
ら
、
選
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
継
続
す
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H

3
0
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 
 

1
-
1
 
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
 

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
新

規
数

（
月

間
平

均
）
 

 1
-
3
 
お

試
し
利

用
者

の
成

約
率

 

1
-
4
 
要

介
護

・
要

支
援

（
総

合
事

業
）
 

 
 

 
比

率
 

1
-
5
 
利

用
者

1
名

あ
た
り
の
単

価
 

 

1
-
1
 1

0
0
％

 

 1
-
2
 2

3
名

/
 

月
平

均
 

1
-
3
 7

1
%
 

1
-
4
 6

5
%
/
3
5
%
 

 1
-
5
 7

,5
0
0
円

以
上

 

1
-
1
 1

1
5
％

 

 1
-
2
 1

9
名

/
 

月
平

均
 

1
-
3
 5

9
.4

%
 

1
-
4
 6

1
%
/
3
9
%
 

 1
-
5
 7

,2
9
3
円

 

1
-
1
 
施

設
内

経
営

会
議
で
、
そ
の
月
毎

に
、
戦
略

を
練
り
、
実
行
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
目

標
に
は
届

か
な
か
っ
た
。
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
し
く
利
用
し
た
い
と
思
え
る
施
設

に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
く
。

 

 1
-
3
 
お

試
し
利

用
時
で
も
安
心
で
き
る
環
境
・
雰
囲

気
つ
く
り
に
努
め
、
是
非

継
続
し
て
利
用
し
た
い
と
思

っ
て
頂
け
る
よ
う
に
職

員
全
員
で
努

め
る

 

1
-
4
 
要

支
援

（
総

合
事

業
）
者
の
新

規
利
用
が
増
え
た
。
今
後
は
、
要
介
護

利
用
者
様
に
も
、
ご
家
族
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
頂
き
、

 

 
 

 
魅

力
の
あ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
更

に
改

善
を
行

っ
て
い
く
。

 

1
-
5
 
目

標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度

は
、
取

得
可
能
な
加
算
算
定
を
行
う
こ
と
で
、

1
名
あ
た
り
の
単
価
の
向
上

に
努
め
る
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

 2
 
多
種
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応

 

 ★
3
 
介
護
の
質

の
向
上

 

4
 
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
向

上
 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

 2
-
1
 
満

足
度

調
査

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
 

2
-
2
 
イ
ベ

ン
ト
後

の
ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
 

3
 
 
 
満

足
度

調
査

（
総

合
）
 

4
 
 
 
満

足
度

調
査

（
リ
ハ
ビ
リ
）
 

1
 
 
 
良

い
以

上

1
0
0
%
 

2
-
1
 
満

足
1
0
0
%
 

2
-
2
 
満

足
1
0
0
%
 

3
 
 
 
満

足
1
0
0
%
 

4
 
 
 
満

足
1
0
0
%
 

    

1
 
 
 
良

い
以

上

8
7
%
 

2
-
1
 
満

足
7
5
%
 

2
-
2
 
満

足
1
0
0
%
 

3
 
 
 
満

足
8
8
%
 

4
 
 
 
満

足
7
7
%
 

 

1
 

 
快

適
で
気

持
ち
良
い
生
活
と
な
る
よ
う
、
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
満
足
度

を
高

め
た
。

 

 2
-
1
 
つ

ぶ
や

き
や

満
足
度

調
査
の
記

載
を
参
考

に
し
て
、
利
用
者
様
が
参
加

し
た
く
な
る
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ
た
。

 
 

2
-
2
 
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記

載
さ
れ
た
意

見
を
集
計
し
、
利
用
者
様
が
望
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
で
き
た
。

 

3
 

 
総

合
評

価
の
項
目

・
意
見
を
参

考
に
し
て
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
改
善
に
努

め
た
。

 

4
 

 
新

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
転
倒
予

防
体
操
・
脳

活
性
化
体
操
を
開

始
し
た
。
ま
た
プ
ー
ル
運
動

に
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
導

入
し
た
。

 
 
 
 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 

  3
 
安
全
運
転
へ
の
意
識
の
向

上
 

 4
 
業
務
の
見
直
し
に
よ
る
労

働
時
間

 

の
適
正
化

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
 

 
 

 
指

摘
件

数
 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数
 

 2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
車

両
事

故
の
発

生
回

数
 

 4
 
 
 
超

過
時

間
前

年
度

対
比

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 
前

年
比

 

1
0
0
％

減
 

2
-
2
 
前

年
比

 

 
 

 
1
0
0
％

減
 

3
 
 
 
1
0
件

 

 4
 

 
前

年
比

 

 
 

 
1
0
%
減

 

1
 

 
1
件

 

 2
-
1
 0

件
 

 2
-
2
 0

件
 

 
 

 
 

3
 

 
1
7
件

 

 4
 

 
前

年
比

 

 
 

 
2
8
%
増

 

1
 

 
実

地
指

導
の
際

、
個

別
機
能
訓
練
加

算
Ⅰ
の
算
定
に
当
た
っ
て
、

3
ヵ
月
に

1
回
以
上
利
用
者
様

宅
を
訪
問
し
、
生
活
状

況
を
確
認
し
訓
練
内
容
、

 
 

評
価

、
進

捗
状

況
を
説
明
し
目
標
や
訓

練
内
容
等

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
と
い
う
指
摘

を
受
け
た
。

 

2
-
1
 
服

薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
、
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
ミ
ス
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 2
-
2
 
事

故
報

告
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
業
所
内

の
水

平
展
開
に
よ
り
、
職
員

が
注
意
し
て
介

助
す
る
こ
と
で
、
職
員
関
与
に
よ
る
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 3
 
 
 
定

期
的

な
啓

発
活
動
、
事
故
の
発
生

し
や
す

い
場
所
の
水
平
展
開
に
よ
り
、
昨
年
度
の

2
7
件

よ
り
は
大
幅
に
減

少
し
た
が
、

 

 
 

 
目

標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
業

務
改

善
を
行
い
、
業
務

時
間
内
に
業
務
が
終
了
す
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
昨
年

よ
り
増
加
し
て
し
ま
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

  
 
 2
 
働
き
や
す
い
環

境
作
り

 

★
3
 
経
営
へ
の
参

加
意
識
の
向
上

 

    

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

 1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 
 

 

2
 
 
 
離

職
率

 

3
 
 
 
イ
ベ

ン
ト
・
業

務
改

善
の
提

案
件

数
 

  

1
-
1
 3

回
以

上
 
 

 1
-
2
 1

5
名

 
 

2
 

 
1
0
%
以

下
 

3
 

 
5
0
件

/
年

 

1
-
1
 3

回
 

 1
-
2
 1

7
名

 
 

2
 

 
1
6
.2

%
 

3
 

 
9
0
件

/
年

 

1
-
1
 
研

修
3
回

の
う
ち
、

1
回
は
、
講
師
と
し
て
江

南
北
部
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長

に
、
高

齢
者
の
虐
待
と
尊

厳
に
つ

い
て
実
例
を
交
え
て
、

 

分
か
り
や

す
く
説

明
し
て
頂
き
、
職
員

が
自
覚
で
き
る
教
育
を
実
践
し
た
。

 

1
-
2
 
各

職
種

で
必

要
な
研
修

に
参
加
し
、
施

設
内
・
通
所
会
議
・
通
所
部
会

に
て
、
水
平
展
開

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
離

職
防

止
の
た
め
、
業
務

・
勤
務
時
間

の
配

慮
を
行
っ
た
が
、
家
庭
の
都

合
な
ど
に
よ
り
退
職
者

が
出
た
た
め
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

3
 
 
 
職

員
か
ら
提

案
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
職

員
の
や
り
が
い
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

事
業
所
の
経
営
方
針
：
様
々
な
状
況
・状

態
に
応
じ
ら
れ
る
基
礎
を
培
い
、
介
護
の
原
則
に
忠
実
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
期
待
に
応
え
続
け
る
事
業
所
と
し
て
存
在
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業
活
動

資
金
収

支
差
額

目
標
平
均

要
介
護

度
の
維
持

認
知
症
利

用
者
様

割
合

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
予
約
率
（
次
月
）

待
機
者
数

（
月
初

時
点
）

契
約
解
除

後
再
入

居
率

以
上

名
以

上

以
上

％

名

収
入
は
目
標
を
や

や
下

回
っ
て
い
る
た
め
、
稼

働
率

安
定

に
注

力
し
、
適

正
な
管

理
に
努

め
る
。

目
標
達

成
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
必

要
性

と
加

算
上

の
要

件
と
の
整

合
を
図

り
な
が
ら
定

期
的

に
確

認
を
行

っ
た
。

基
準
を
意

識
し
つ

つ
も
必

要
に
応

じ
た
入

居
が
案

内
で
き
、
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
も
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
値

の
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
月

内
調

整
を
確

実
に
実

施
す

る
こ
と
で
、
稼

働
率

維
持

・
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

す
ぐ
入
居

が
可
能

と
な
る
準

備
（
状

態
確

認
、
契

約
）
は
迅

速
に
で
き
た
が
、
月

初
時

点
で
一

定
数

の
待

機
者

確
保

は
で
き
な
か
っ
た
。

病
院
と
の
連

携
、
本

人
・
ご
家

族
の
意

志
確

認
と
適

切
な
説

明
を
行

い
、
可

能
な
方

は
全

て
再

入
居

に
つ

な
げ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提
供

★
最

期
ま
で
安

心
で
き
る
生

活
づ

く
り

楽
し
み

・
活

気
の
あ
る
生

活
の
提

供

利
用
者
満

足
度
調

査

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
収
集

介
助
方
法

検
討
件

数

観
察
項
目

の
理
解

不
足

件
数

看
取

り
後
ア
ン
ケ
ー
ト
満
足
度

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施
回

数
（
特

養
）

連
続
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
実
施

数

件

件

件

回

回

件

件

件

％ 回

回

指
摘
が
あ
っ
た
内

容
の
調

査
・
改

善
を
実

施
。
安

心
し
た
生

活
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
改

善
意

識
を
よ
り
高

め
て
い
く
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
収

集
す

る
こ
と
は
出

来
た
が
、
そ
の
後

の
評

価
・
検

討
が
十

分
で
な
く
、
期

待
し
て
い
た
効

果
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
適
切
な
目

標
件

数
の
設

定
が
必

要
で
あ
っ
た
。

多
職
種
を
交
え
、
状

態
変

化
に
対

す
る
検

討
機

会
を
適

切
に
設

け
る
こ
と
が
で
き
、
速

や
か
に
対

応
す

る
こ
と
も
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
後

、
多

職
種

で
の
検

討
･対

応
が
で
き
て
い
る
。

回
収
で
き
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お

い
て
は
、
全

て
満

足
以

上
の
評

価
を
頂

い
た
。

実
施
は
定
着
し
つ

つ
あ
る
が
、
利

用
者

様
に
と
っ
て
の
楽

し
み

と
機

能
向

上
の
両

立
に
工

夫
が
必

要
。

イ
ベ
ン
ト
目
的
で
の
利

用
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
予

約
前

の
時

点
で
告

知
で
き
る
よ
う
案

内
を
作

成
す

る
等

工
夫

が
必

要
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

介
護
技
術
の
底
上
げ

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

指
導

監
査
・
実

地
指
導

等
の
指

摘

件
数

配
薬
ミ
ス
（
業
務

ミ
ス
）

職
員
関
与

に
よ
る
事

故

施
設

内
研
修

参
加
者

数

あ
い
さ
つ
運
動

実
施
回

数

ユ
ニ
ッ
ト
・
部
署

毎
会
議

開
催
数

件 件 件

名

回 回
以

上

件 件

１
件

名

回 回

老
人
福

祉
法
実

地
指

導
、
保

健
所

調
査

あ
り
。
指

摘
事

項
は
な
し
。
引

き
続

き
適

正
な
運

営
に
努

め
る
。

服
薬
タ
イ
ミ
ン
グ
の
間

違
い
・
セ
ッ
ト
漏

れ
が
あ
っ
た
為

、
再

度
、
服

薬
前

後
の
ル
ー

ル
確

認
と
教

育
を
継

続
し
て
い
く
。

の
適
宜

確
認

と
介

助
方

法
の
検

討
機

会
を
持

つ
事

で
、
統

一
し
た
ケ
ア
提

供
が
で
き
る
よ
う
に
連

携
強

化
を
図

る
。

目
標
値
よ
り
参
加

者
は
多

い
結

果
と
な
っ
た
が
、
勉

強
会

自
体

の
質

の
向

上
と
省

力
化

を
検

討
し
た
い
。

目
標
回

数
は
満
た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。

参
加
で

き
な
い

職
員

か
ら

の
意

見
は

シ
ー

ト
に

て
収

集
を

実
施

。
毎

月
の
会

議
に

て
意

見
交

換
・

検
討

が
で

き
た

。
 

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門

職
・
管

理

職
育
成

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

★
効
果
的
な
研
修
の
実
施

★
安
定
的
な
人
材
確
保

不
適
切

ケ
ア
研
修

外
部
研
修

・
交
換

研
修
へ

の
参
加

数 候
補
者
へ

の
指
導

状
況

回
数

離
職

率

プ
チ
勉

強
会
の
実
施

職
員
紹
介
に
よ
る
入
職
件

数

回
以

上

名 回 回

件

回

名 回 ％

回 件

教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

目
標
値

は
下
回

っ
た
が
、
参

加
し
た
職

員
の
刺

激
と
な
り
、
意

欲
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。
研

修
後

の
振

返
り
や

他
職

種
へ

の
水

平
展

開
を

実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

の
業

務
を
行

う
こ
と
、
教

育
機

会
を
設

け
る
こ
と
で
、
候

補
者

へ
の
意

識
付

け
が
で
き
、
効

果
的

だ
っ
た
と
感

じ
た
。

一
丸
と
な
っ
て
取

組
み

、
早

期
の
対

応
や

段
階

を
経

た
面

談
機

会
等

を
実

施
。
退

職
回

避
に
つ

な
が
っ
た
事

例
も
あ
っ
た
。

必
要
、
補
充

し
た
い
知

識
に
焦

点
を
当

て
る
教

育
が
で
き
た
。
講

師
と
な
る
職

員
の
研

鑚
機

会
と
も
な
っ
た
。

目
標
未

達
成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

− 62− − 63−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

事
業
所
の
経
営
方
針
：
機
能
訓
練
と
楽
し
さ
づ
く
り
を
軸
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
利
用
者
様
の
自
立
支
援
と
、
介
護
負
担
の
軽
減
を
達
成
す
る
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
・地

域
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
期
待
に
応
え
続
け
る
事
業
所
と
し
て
存
在
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定

し
た
経

営
の
確

保
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
（
予

算
達

成
）

稼
働

率

新
規

数

要
支

援
要

介
護

の
比

率

個
別

機
能

訓
練

実
施

割
合

名
あ
た
り
の
単

価

％ 名
毎

月

支
援

：
介

護

％

円
以

上

％ ％ 名
毎

月

支
援

：
介

護

％

円

機
能

訓
練

が
あ
る
こ
と
を
目

的
に
利

用
さ
れ
る
方

が
増

え
、
収

入
増

が
あ
っ
た
こ
と
で
目

標
達

成
で
き
て
い
る
。

キ
ャ
ン
セ
ル
・
休

止
増

を
予

測
し
た
新

規
利

用
者

の
確

保
と
一

定
の
実

人
数

の
保

持
に
努

め
、
稼

動
率

の
安

定
を
図

っ
た
。

当
月

の
最

大
延

べ
人

数
か
ら
月

末
時

点
で
の
稼

働
率

の
着

地
を
予

測
し
、
受

け
入

れ
が
可

能
か
否

か
を
見

極
め
な
が
ら
慎

重
に
新

規
の
獲

得
に
努

め
た
。
居

宅
・
包

括
へ

の
営

業
の
結

果
、
お

試
し
利

用
の
問

い
合

わ
せ

が
増

加
に
つ

な
が
っ
た
。

事
業

所
の
特

徴
と
利

用
者

様
の
状

態
像

を
分

析
し
、
Ｐ
Ｒ
方

法
に
工

夫
し
た
。
ま
た
、
柔

軟
に
受

け
入

れ
る
こ
と
も
で
き
た
。

機
能

訓
練

器
具

を
活

用
し
た
運

動
は
実

施
て
き
た
が
、
興

味
・
関

心
を
引

く
よ
う
な
機

能
訓

練
の
検

討
が
必

要
だ
と
認

識
し
た
。

目
標

数
値

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
今

年
度

の
目

標
収

入
と
の
乖

離
を
把

握
す

る
た
め
の
指

標
と
し
て
活

用
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提

供

★
効

果
を
感

じ
ら
れ
る
機

能
訓

練
の
提

供

★
通

う
こ
と
が
楽

し
く
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
確

立

利
用

者
満

足
度

調
査

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
収

集

満
足

度
調

査
結

果
（
機

能
訓

練
項

目
）

測
定

実
施

率
（
対

象
者

）

食
の
イ
ベ

ン
ト
実

施
数

曜
日

ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
確

立

良
い
以

上

件 ％

回
月

回
週

良
い
以 件 ％

回
月

回
週

利
用

者
様

・
ご
家

族
か
ら
の
ご
意

見
を
分

析
し
、
改

善
策

を
検

討
・
実

施
・
評

価
し
満

足
度

の
改

善
に
つ

な
げ
る
必

要
が
あ
る
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
分

析
と
再

発
防

止
の
検

討
に
留

ま
っ
て
お

り
、
評

価
す

る
機

会
を
作

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

利
用

者
様

の
ニ
ー

ズ
に
即

し
た
機

能
訓

練
の
実

施
に
努

め
た
が
、
内

容
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
る
た
め
、
興

味
・
関

心
を
持

っ
て
参

加

い
た
だ
け
る
よ
う
、
新

た
な
内

容
の
機

能
訓

練
を
打

ち
出

し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

測
定

・
数

値
の
増

減
の
分

析
を
基

に
、
利

用
者

様
が
抱

え
て
い
る
課

題
に
着

目
し
、
適

切
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
で
き
た
。

事
業

所
の
特

色
と
し
て
利

用
者

様
・
ご
家

族
に
浸

透
し
、
追

加
・
振

替
等

で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
ケ
ー

ス
が
多

々
見

ら
れ
た
。

季
節

感
を
感

じ
ら
れ
る
イ
ベ

ン
ト
の
実

施
は
で
き
て
い
る
が
、
内

容
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
、
創

意
・
工

夫
が
必

要
と
感

じ
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重

大
事

故
の
発

生
防

止

★
計

画
性

の
あ
る
サ
ー

ビ
ス
づ

く
り

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活

性
化

★
機

能
訓

練
を
提

供
し
や

す
い
業

務
の
構

築

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

数

配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

職
員

関
与

に
よ
る
事

故

年
間

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
立

案
・
実

施
率

イ
ベ

ン
ト
の
内

容
の
検

討

あ
い
さ
つ

運
動

実
施

回
数

全
体

会
議

で
の
把

握
・
検

討
・
見

直
し
回

数

件 件 件

％

回
月

回

回
月

件 件 件

％

回
月

回

回
月

今
年

度
の
監

査
・
実

地
指

導
は
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
引

き
続

き
適

正
な
運

営
に
努

め
る
。

服
薬

時
間

の
変

更
の
未

確
認

、
配

薬
後

の
チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
申

し
送

り
の
重

要
性

と
服

薬
ミ
ス
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て

再
度

、
教

育
を
図

り
、
再

発
防

止
に
努

め
る
。

職
員

全
体

で
危

険
を
予

測
し
、
介

助
方

法
の
統

一
、
情

報
の
共

有
を
徹

底
し
、
利

用
者

様
の
安

全
確

保
に
努

め
た
。

年
間

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
活

用
に
よ
り
計

画
・
準

備
・
実

施
・
振

り
返

り
の
サ
イ
ク
ル
を
確

立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

全
体

会
議

に
て
利

用
者

様
の
つ

ぶ
や

き
を
発

表
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
お

け
る
効

果
の
検

証
と
振

り
返

り
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

回
数

は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。

全
体

会
議

を
通

じ
て
業

務
体

制
の
見

直
し
を
図

り
、
職

員
全

体
で
業

務
の
効

率
化

に
対

す
る
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構

え
教

育
専

門
職

・
管

理
職

育
成

働
き
や

す
い
環

境
づ

く
り

★
安

定
的

な
人

材
確

保

★
事

業
所

の
現

状
の
理

解
度

向
上

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

候
補

者
へ

の
指

導
状

況
回

数

離
職

率

職
員

紹
介

に
よ
る
入

職
件

数

全
体

会
議

で
の
議

題
提

出
回

数

回
以

上

名

回

件 回

回

１
名

回

件 回

教
育

機
会

、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

相
談

員
の
み

の
参

加
に
留

ま
っ
た
が
、
介

護
職

の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
・
県

の
集

団
指

導
・
事

故
防

止
対

策
研

修
会

等
の
参

加
を

通
じ
て
、
知

識
の
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。
研

修
後

の
振

返
り
や

他
職

種
へ

の
水

平
展

開
も
実

施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

主
に
相

談
員

を
中

心
に
面

談
等

を
行

い
、
新

た
な
業

務
の
習

得
と
専

門
職

と
し
て
の
意

識
の
向

上
を
図

っ
た
。

働
き
や

す
い
環

境
の
整

備
と
風

通
し
の
良

い
風

土
づ

く
り
が
よ
り
一

層
必

要
で
あ
る
と
認

識
す

る
結

果
と
な
っ
た
。

目
標

未
達

成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

目
標

稼
働

率
・
目

標
収

入
に
お

け
る
現

状
を
把

握
し
、
経

営
・
運

営
の
観

点
か
ら
事

業
所

の
実

態
を
捉

え
ら
れ
る
よ
う
努

め
た
。

 

 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

 
 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 

1
．
主
体
性
を
引
き
出
し
、
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

 
2
．
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
期
待
に
応
え
続
け
る
事
業
所
と
し
て
存
在
す
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し
た
経

営
の
確

保
 

1
-
1
 
事
業
活

動
資
金

収
支
差

額
 

（
予
算
達

成
）
 

1
-
2
 
目
標
稼

働
率

 

1
-
3
 
目
標
平

均
要
介

護
度

 

1
-
4
 
認
知
症

介
護
実

践
者
研

修
受
講

 

1
-
5
 
認
知
症

対
応
型

サ
ー

ビ
ス
事
業

 

管
理
者
研

修
受
講

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 
 

 1
-
2
 

1
0
0
％

 

1
-
3
 

1
.5

以
上

 

1
-
4
 

1
名

 

1
-
5
 

1
名

 

1
-
1
 
９
３
％

 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
3
 

2
.1

 

1
-
4
 

0
名

 

1
-
5
 

0
名

 

1
-
1
 
空
調
設

備
の
工

事
な
ど
大

き
な
修

繕
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

 1
-
2
 
目
標
は
未
達
成

で
あ
る
も
、
適

切
な
待

機
者

管
理

に
よ
り
、
退

居
後

の
空

床
期

間
を
限

り
な
く
減

ら
す

こ
と
は
で
き
た
。

 

1
-
3
 
見
学
・
申

込
時

の
説

明
機

会
に
お

い
て
、
適

切
な
説

明
を
す

る
こ
と
で
、
見

合
う
状

態
の
方

に
ご
利

用
頂

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

1
-
4
 
異
動
に
よ
り
、
対

象
者

が
不

在
と
な
っ
た
た
め
、
受

講
を
見

合
わ
せ

た
。

2
0
1
9
年

度
に
受

講
で
き
る
よ
う
図

る
。

 

1
-
5
 
異
動
に
よ
り
、
対

象
者

が
不

在
と
な
っ
た
た
め
、
受

講
を
見

合
わ
せ

た
。

2
0
1
9
年

度
に
受

講
で
き
る
よ
う
図

る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快

適
な
生

活
の
提

供
 

 

2
 
運

動
能

力
と
認

知
機

能
の
向

上
 

    ★
3
 
つ

な
が
り
の
あ
る
生

活
づ

く
り

 

1
-
1
 
利
用
者

満
足
度

調
査

 

1
-
2
 
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
収
集

 

2
-
1
 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の

 

遂
行

 

2
-
2
 
新
た
な
個

別
活
動

の
参
加

回
数

 

2
-
3
 
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
ス
ケ
ー
ル
点

数
 

 3
-
1
 
ご
家

族
の
行

事
参
加

率
 

3
-
2
 
ご
家

族
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

 

加
率

 

1
-
1
 

1
0
0
％

 

1
-
2
 

3
0
件

 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

 2
-
2
 

1
件

 

2
-
3
 

5
0
%
維

持
・

改
善

 

3
-
1
 

5
0
%
以

上
 

3
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
4
.5

%
 

1
-
2
 

1
2
件

 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

 2
-
2
 

0
.3

件
 

2
-
3
 

5
8
%
維

持
・

改
善

 

3
-
1
 

3
5
%
 

3
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
未
回
答
が

1
件

あ
り
、
目

標
が
未

達
成

と
な
っ
た
。
個

々
の
ニ
ー

ズ
を
満

た
せ

る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
意
識
向

上
を
図

り
、
取

組
み

を
行

う
が
目

標
値

に
は
至

ら
ず

。
他

の
ミ
ス
を
振

り
返

り
、
盲

点
と
な
っ
て
い
る
事

も
あ
る
と
の
認

識
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
計
画
作

成
担
当

者
だ
け
で
な
く
、
一

丸
と
な
っ
て
意

識
し
、
各

段
階

に
お

け
る
話

し
合

い
の
時

間
を
大

切
に
し
て
遂

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
各
利
用

者
様
の
好

み
や

必
要

な
こ
と
を
探

る
こ
と
に
時

間
を
要

し
、
活

動
に
結

び
つ

け
る
ま
で
の
十

分
さ
に
至

ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
3
 
目
標
値
と
し
て
は
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
が
、
活

動
、
取

り
組

み
と
の
関

連
性

を
よ
り
一

層
考

え
て
い
き
た
い
。

 

 3
-
1
 
数
回
声
を
か
け
る
、
開

催
曜

日
を
検

討
し
、
変

更
す

る
な
ど
し
て
実

施
し
た
。
従

前
に
は
な
か
っ
た
反

応
も
あ
り
、
次

に
つ

な
げ
た
い
。

 

3
-
2
 
入
所
時

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
依

頼
を
す

る
、
日

程
を
合

わ
せ

る
こ
と
で
的

確
に
実

施
日

を
設

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 ★
2
 
重

大
事

故
の
発

生
防

止
 

   

3
 
ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
活

動
の
充

実
 

 ★
4
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活

性
化

 

1
 
 
 
指
導
監

査
・
実
地

指
導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配
薬
ミ
ス

(業
務
ミ
ス

) 

 2
-
2
 
職
員
関

与
に
よ
る
事

故
 

 3
 
 
 
個
別
活

動
・
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
見

 

直
し
回
数

 

4
-
1
 
あ
い
さ
つ
運
動

実
施
回

数
 

4
-
2
 
ユ
ニ
ッ
ト
・
部
署

毎
会
議

開
催
数

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

0
件

 

 3
 
 
 

4
回

以
上

 

 4
-
1
 

1
2
回

 

4
-
2
 

1
2
回

以
上

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

1
件

 

 2
-
2
 

0
件

 

 3
 
 
 

4
回

 

 4
-
1
 

1
2
回

 

4
-
2
 

1
2
回

 

1
 
 
 
実
地
指

導
の
機

会
が
な
か
っ
た
が
、
自

主
点

検
を
行

う
中

で
、
基

準
に
沿

っ
た
対

応
が
出

来
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー

ジ
 

ャ
ー
の
異
動

が
あ
っ
た
た
め
、
不

備
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
建

屋
で
協

力
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
服

用
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違

う
も
の
を
服

用
さ
せ
て
し
ま
う
ミ
ス
が
発

生
し
た
。
チ
ー

ム
で
発

生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
と
言
う
認

識
を
持

つ
こ
と
で
、
徹

底

し
た
対
応
を
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
自

ず
と
声

を
か
け
合

う
な
ど
高

い
意

識
付

け
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

 

2
-
2
 
配
薬
ミ
ス
へ
の
対

応
の
中

で
、
業

務
全

体
へ

の
意

識
が
高

ま
り
、
発

生
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

 

 3
 
 
 
計
画
に
沿
っ
て
見

直
し
を
行

っ
た
が
、
改

善
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
に
つ

な
が
ら
ず

、
反

省
と
課

題
を
残

し
た
。

 

 4
-
1
 
目
標
回

数
は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。
 

4
-
2
 
規
定
の
会
議

回
数

を
確

保
で
き
て
い
る
。
意

見
や

考
え
を
確

認
し
合

う
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
主

旨
に
沿

っ
た
会

議
が
行

え
て
い
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
心

構
え
教

育
 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

   

2
 
働

き
や

す
い
環

境
づ

く
り

 

   ★
3
 
安

定
的

な
人

材
確

保
 

1
-
1
 
不
適
切

ケ
ア
研
修

 

1
-
2
 
外
部
研

修
・
交
換

研
修
へ

の
参

加
 

 
 

 

 
 

 
数

 

1
-
3
 
認
知
症

に
関
す

る
勉
強

会
の
実

 

施
回
数

 
 

2
-
1
 
離
職
率

 

2
-
2
 
職
員
面

談
回
数

 

2
-
3
 
新

人
職

員
対

応
に
関

す
る
見

直
し

回
数

 

3
 
 
 
職
員
紹

介
に
よ
る
入

職
件
数

 

1
-
1
 

3
回

以
上

 

1
-
2
 

5
名

 

 1
-
3
 

3
回

以
上

 

 2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

2
回

以
上

 

2
-
3
 

1
2
回

 

 3
 
 
 

5
件

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

2
名

 

 1
-
3
 

2
回

 

 2
-
1
 

2
5
%
 

2
-
2
 

2
回

 

2
-
3
 

1
2
回

 

 3
 
 
 

3
件

 

1
-
1
 
教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

 

1
-
2
 
異

動
、
人

員
の
入

れ
替

わ
り
に
よ
り
、
計
画

ど
お

り
に
進

め
ら
れ
な
い
面

も
あ
っ
た
が
、
各
職

員
へ

の
情

報
提

供
が
不

足
し
た
点

が
最

大
の

課
題
で
あ
る
。

 

1
-
3
 
計
画

は
あ
る
も
の
の
、
会

議
等

で
す

ぐ
に
必

要
な
内

容
を
勉

強
会

に
し
た
た
め
、
指

標
の
件

数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
部

会
等

で
の
情

報
を

部
署
内
で
共

有
す

る
な
ど
、
勉

強
会

の
形

式
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
な
い
よ
う
工

夫
す

る
。

 

2
-
1
 
急
な
退
職

が
あ
り
目

標
未

達
成

。
職

員
の
入

れ
替

わ
り
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改

め
て
チ
ー

ム
ワ
ー

ク
の
形

成
か
ら
始

め
て
い
く
。

 

2
-
2
 
面
談
に
加
え
、
日

常
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中

で
思

う
こ
と
を
確

認
し
、
可

能
な
こ
と
か
ら
調

整
を
図

っ
た
。

 

2
-
3
 
定
例
の
会
議

に
合

わ
せ

て
見

直
し
を
行

っ
た
。
内

容
・
伝

え
方

な
ど
を
共

有
す

る
こ
と
が
で
き
た
点

は
効

果
が
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

 

 3
 
 
 
目
標
未

達
成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

 

 
 

− 64− − 65−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

 
 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 

1
．
主
体
性
を
引
き
出
し
、
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

 
2
．
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
・
関
係
機
関
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
、
期
待
に
応
え
続
け
る
事
業
所
と
し
て
存
在
す
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し
た
経

営
の
確

保
 

1
-
1
 
事
業
活

動
資
金

収
支
差

額
 

（
予
算
達

成
）
 

1
-
2
 
目
標
稼

働
率

 

1
-
3
 
目
標
平

均
要
介

護
度

 

1
-
4
 
認
知
症

介
護
実

践
者
研

修
受
講

 

1
-
5
 
認
知
症

対
応
型

サ
ー

ビ
ス
事
業

 

管
理
者
研

修
受
講

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 
 

 1
-
2
 

1
0
0
％

 

1
-
3
 

1
.5

以
上

 

1
-
4
 

1
名

 

1
-
5
 

1
名

 

1
-
1
 
９
３
％

 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
3
 

2
.1

 

1
-
4
 

0
名

 

1
-
5
 

0
名

 

1
-
1
 
空
調
設

備
の
工

事
な
ど
大

き
な
修

繕
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

 1
-
2
 
目
標
は
未
達

成
で
あ
る
も
、
適

切
な
待

機
者

管
理

に
よ
り
、
退

居
後

の
空

床
期

間
を
限

り
な
く
減

ら
す

こ
と
は
で
き
た
。

 

1
-
3
 
見
学
・
申

込
時
の
説

明
機

会
に
お

い
て
、
適

切
な
説

明
を
す

る
こ
と
で
、
見

合
う
状

態
の
方

に
ご
利

用
頂

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

1
-
4
 
異
動
に
よ
り
、
対

象
者

が
不

在
と
な
っ
た
た
め
、
受

講
を
見

合
わ
せ

た
。

2
0
1
9
年

度
に
受

講
で
き
る
よ
う
図

る
。

 

1
-
5
 
異
動
に
よ
り
、
対

象
者

が
不

在
と
な
っ
た
た
め
、
受

講
を
見

合
わ
せ

た
。

2
0
1
9
年

度
に
受

講
で
き
る
よ
う
図

る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快

適
な
生

活
の
提

供
 

 

2
 
運

動
能

力
と
認

知
機

能
の
向

上
 

    ★
3
 
つ

な
が
り
の
あ
る
生

活
づ

く
り

 

1
-
1
 
利
用
者

満
足
度

調
査

 

1
-
2
 
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
収
集

 

2
-
1
 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の

 

遂
行

 

2
-
2
 
新
た
な
個

別
活
動

の
参
加

回
数

 

2
-
3
 
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
ス
ケ
ー
ル
点

数
 

 3
-
1
 
ご
家

族
の
行

事
参
加

率
 

3
-
2
 
ご
家

族
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

 

加
率

 

1
-
1
 

1
0
0
％

 

1
-
2
 

3
0
件

 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

 2
-
2
 

1
件

 

2
-
3
 

5
0
%
維

持
・

改
善

 

3
-
1
 

5
0
%
以

上
 

3
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
4
.5

%
 

1
-
2
 

1
2
件

 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

 2
-
2
 

0
.3

件
 

2
-
3
 

5
8
%
維

持
・

改
善

 

3
-
1
 

3
5
%
 

3
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
未
回
答
が

1
件

あ
り
、
目

標
が
未

達
成

と
な
っ
た
。
個

々
の
ニ
ー

ズ
を
満

た
せ

る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
意
識
向

上
を
図

り
、
取

組
み

を
行

う
が
目

標
値

に
は
至

ら
ず

。
他

の
ミ
ス
を
振

り
返

り
、
盲

点
と
な
っ
て
い
る
事

も
あ
る
と
の
認

識
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
計
画
作

成
担
当

者
だ
け
で
な
く
、
一

丸
と
な
っ
て
意

識
し
、
各

段
階

に
お

け
る
話

し
合

い
の
時

間
を
大

切
に
し
て
遂

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
各
利
用

者
様

の
好

み
や

必
要

な
こ
と
を
探

る
こ
と
に
時

間
を
要

し
、
活

動
に
結

び
つ

け
る
ま
で
の
十

分
さ
に
至

ら
な
か
っ
た
。

 

2
-
3
 
目
標
値
と
し
て
は
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
が
、
活

動
、
取

り
組

み
と
の
関

連
性

を
よ
り
一

層
考

え
て
い
き
た
い
。

 

 3
-
1
 
数
回
声
を
か
け
る
、
開

催
曜

日
を
検

討
し
、
変

更
す

る
な
ど
し
て
実

施
し
た
。
従

前
に
は
な
か
っ
た
反

応
も
あ
り
、
次

に
つ

な
げ
た
い
。

 

3
-
2
 
入
所
時

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
依

頼
を
す

る
、
日

程
を
合

わ
せ

る
こ
と
で
的

確
に
実

施
日

を
設

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 ★
2
 
重

大
事

故
の
発

生
防

止
 

   

3
 
ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
活

動
の
充

実
 

 ★
4
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活

性
化

 

1
 
 
 
指
導
監

査
・
実
地

指
導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配
薬
ミ
ス

(業
務
ミ
ス

) 

 2
-
2
 
職
員
関

与
に
よ
る
事

故
 

 3
 
 
 
個
別
活

動
・
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
見

 

直
し
回
数

 

4
-
1
 
あ
い
さ
つ
運
動

実
施
回

数
 

4
-
2
 
ユ
ニ
ッ
ト
・
部
署

毎
会
議

開
催
数

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

0
件

 

 3
 
 
 

4
回

以
上

 

 4
-
1
 

1
2
回

 

4
-
2
 

1
2
回

以
上

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

1
件

 

 2
-
2
 

0
件

 

 3
 
 
 

4
回

 

 4
-
1
 

1
2
回

 

4
-
2
 

1
2
回

 

1
 
 
 
実
地
指

導
の
機

会
が
な
か
っ
た
が
、
自

主
点

検
を
行

う
中

で
、
基

準
に
沿

っ
た
対

応
が
出

来
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー

ジ
 

ャ
ー
の
異
動

が
あ
っ
た
た
め
、
不

備
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
建

屋
で
協

力
し
て
い
く
。

 

2
-
1
 
服

用
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違

う
も
の
を
服

用
さ
せ
て
し
ま
う
ミ
ス
が
発

生
し
た
。
チ
ー

ム
で
発

生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
と
言
う
認

識
を
持

つ
こ
と
で
、
徹

底

し
た
対
応
を
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
自

ず
と
声

を
か
け
合

う
な
ど
高

い
意

識
付

け
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

 

2
-
2
 
配
薬
ミ
ス
へ
の
対

応
の
中

で
、
業

務
全

体
へ

の
意

識
が
高

ま
り
、
発

生
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

 

 3
 
 
 
計
画
に
沿
っ
て
見

直
し
を
行

っ
た
が
、
改

善
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
に
つ

な
が
ら
ず

、
反

省
と
課

題
を
残

し
た
。

 

 4
-
1
 
目
標
回

数
は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。
 

4
-
2
 
規
定
の
会
議
回

数
を
確

保
で
き
て
い
る
。
意

見
や

考
え
を
確

認
し
合

う
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
主

旨
に
沿

っ
た
会

議
が
行

え
て
い
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
心

構
え
教

育
 
専

門
職

・
管

理
職

 

育
成

 

   

2
 
働

き
や

す
い
環

境
づ

く
り

 

   ★
3
 
安

定
的

な
人

材
確

保
 

1
-
1
 
不
適
切

ケ
ア
研
修

 

1
-
2
 
外
部
研

修
・
交
換

研
修
へ

の
参

加
 

 
 

 

 
 

 
数

 

1
-
3
 
認
知
症

に
関
す

る
勉
強

会
の
実

 

施
回
数

 
 

2
-
1
 
離
職
率

 

2
-
2
 
職
員
面

談
回
数

 

2
-
3
 
新

人
職

員
対

応
に
関

す
る
見

直
し

回
数

 

3
 
 
 
職
員
紹

介
に
よ
る
入

職
件
数

 

1
-
1
 

3
回

以
上

 

1
-
2
 

5
名

 

 1
-
3
 

3
回

以
上

 

 2
-
1
 

0
%
 

2
-
2
 

2
回

以
上

 

2
-
3
 

1
2
回

 

 3
 
 
 

5
件

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

2
名

 

 1
-
3
 

2
回

 

 2
-
1
 

2
5
%
 

2
-
2
 

2
回

 

2
-
3
 

1
2
回

 

 3
 
 
 

3
件

 

1
-
1
 
教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

 

1
-
2
 
異

動
、
人

員
の
入

れ
替

わ
り
に
よ
り
、
計
画

ど
お

り
に
進

め
ら
れ
な
い
面

も
あ
っ
た
が
、
各
職

員
へ

の
情

報
提

供
が
不

足
し
た
点

が
最

大
の

課
題
で
あ
る
。

 

1
-
3
 
計
画

は
あ
る
も
の
の
、
会

議
等

で
す

ぐ
に
必

要
な
内

容
を
勉

強
会

に
し
た
た
め
、
指

標
の
件

数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
部

会
等

で
の
情

報
を

部
署
内
で
共

有
す

る
な
ど
、
勉

強
会

の
形

式
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
な
い
よ
う
工

夫
す

る
。

 

2
-
1
 
急
な
退
職

が
あ
り
目

標
未

達
成

。
職

員
の
入

れ
替

わ
り
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改

め
て
チ
ー

ム
ワ
ー

ク
の
形

成
か
ら
始

め
て
い
く
。

 

2
-
2
 
面
談
に
加
え
、
日

常
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中

で
思

う
こ
と
を
確

認
し
、
可

能
な
こ
と
か
ら
調

整
を
図

っ
た
。

 

2
-
3
 
定
例
の
会
議

に
合

わ
せ

て
見

直
し
を
行

っ
た
。
内

容
・
伝

え
方

な
ど
を
共

有
す

る
こ
と
が
で
き
た
点

は
効

果
が
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

 

 3
 
 
 
目
標
未

達
成

も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

 

 
 

− 64− − 65−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

事
業
所
の
経
営
方
針
：

．
支
援
に
お
け
る
質
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
様
の
自
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

．
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
向
け
、
在
宅
生
活
の
限
界
点
を
高
め
ら
れ
る
支
援
を
展
開
し
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定

し
た
経

営
の
確

保
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
（
予

算
達
成
）

介
護
プ
ラ
ン
件
数

予
防
総
合

事
業
プ
ラ
ン
件

数

認
定
調
査

件
数

特
定
事
業

所
加
算

の
維
持

法
人

内
事

業
所

サ
ー

ビ
ス
の

占

有
率

％ 件
月

件
月

件
月

％

％
未

満

％ 件
月

件
月

件
月

％

％

異
動
に
よ
る
経

費
の
重

な
り
等

も
あ
り
、
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
い
も
、
目

標
件

数
を
常

に
意

識
し
て
業

務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
未

達
成
も
、
受

入
れ
が
可

能
な
場

合
は
積

極
的

な
姿

勢
を
伝

え
、
円

滑
な
受

入
れ
に
努

め
た
。

市
内
の
状
況
を
勘

案
し
、
積

極
的

な
受

入
れ
姿

勢
を
示

し
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
限

り
受

け
入

れ
た
。

人
員
の
異
動
が
あ
っ
た
際

は
、
引

き
継

ぎ
業

務
を
優

先
し
、
一

時
的

に
対

応
を
見

合
わ
せ

る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
目

標
に
は
至

ら
ず

。

エ
リ
ア
の
協

力
を
得

て
通

年
で
の
加

算
維

持
が
で
き
、
安

定
的

な
収

入
の
確

保
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

数
値
を
常

に
意
識

し
な
が
ら
も
、
利

用
者

様
・
ご
家

族
の
選

択
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提

供

★
利

用
者

様
の
自

立
支

援
・
重

度
化

防
止

利
用
者

満
足
度

調
査

適
正

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

入
退
院

時
に
お

け
る
情

報
共
有

主
治
医
、
医

療
機
関
と
の
連
携

機
会

ケ
ア
マ
ネ

人
体

制
で
の
関

わ
り

良
い
以

上

１
％ ％ ％

回
月

以

上 年
件

良
い
以

上

％ ％ ％

回
月

年
件

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
よ
り
充

実
さ
せ

、
プ
ラ
ン
に
反

映
さ
せ

る
。
ま
た
、
適
切

な
説

明
を
す

る
こ
と
で
よ
り
多

く
の
理

解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

適
切

な
訪
問
、
サ
イ
ク
ル
の
維

持
、
遅

滞
の
無

い
作

成
な
ど
、
一

定
の
質

は
担

保
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

入
院
を
事

後
で
知

ら
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
目

標
未

達
成

。
ご
家

族
や

関
係

機
関

と
の
連

携
を
一

層
深

め
て
い
く
必

要
性

を
感

じ
た
。

主
治
医

に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
送

付
し
、
意

見
を
確

認
で
き
た
。
よ
り
多

く
の
助

言
が
頂

け
る
よ
う
情

報
提

供
に
工

夫
し
て
い
く
。

必
要
性
を
感
じ
た
ケ
ー

ス
に
は
全

て
対

応
で
き
て
い
る
。
対

象
と
す

る
ケ
ー

ス
の
拡

大
を
検

討
す

る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重

大
事

故
の
発

生
防

止

地
域

包
括

ケ
ア
構

築
の
実

現

★
サ
ー

ビ
ス
の
質

の
向

上

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活

性
化

★
業

務
の
効

率
化

、
業

務
過

多
の

軽
減

制
度
・
報
酬

改
定
に
対
す
る
理

解

職
員
関

与
に
よ
る
事

故
発
生

件
数

地
域
ケ
ア
会
議
の
参
加

他
法
人

居
宅
と
の
研
修
会

の
開
催

サ
ー

ビ
ス
事
業

所
と
プ
ラ
ン
共

有

あ
い
さ
つ
運

動
の
実

施
回

数

業
務

内
容
の
把
握
、
分
担

回
数

％

件 回 回

％ 回

回
週

％

件 回 回

％ 回

回
週

エ
リ
ア
内
で
の
情

報
共

有
に
努

め
、
適

宜
会

議
に
て
周

知
で
き
て
い
る
。
専

門
紙

等
も
回

覧
し
、
必

要
な
情

報
は
把

握
で
き
た
。

チ
ー
ム
内
で
声
を
掛

け
合

い
車

両
事

故
防

止
へ

の
意

識
を
高

め
た
。
ま
た
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
持

て
る
訪

問
時

間
の
調

整
に
も
留

意
し
た
。

必
要

な
ケ
ー
ス
に
対

し
て
は
全

て
対

応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修
会
を
企
画

す
る
中

で
、
目

標
値

を
意

識
し
つ

つ
も
、
必

要
な
回

数
を
見

極
め
て
実

施
し
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
相

互
の
理

解
を
深

め
る
こ
と
も
目

的
に
、
小

ま
め
な
情

報
交

換
、
疎

通
を
大

切
に
し
た
。

目
標
回

数
は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。

異
動
を
契

機
に
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
更

新
等

を
行

い
、
よ
り
効

率
的

に
行

え
る
業

務
に
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心

構
え
教

育
専

門
職

・
管

理
職

育
成

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

援
助

技
術

の
向

上

★
安

定
的

な
人

材
確

保

不
適
切

ケ
ア
研
修

（
虐
待
・
身

体
拘
束

）

外
部
研

修
・
交
換

研
修
へ

の

参
加
数

離
職
率

包
括
・
居

宅
勉
強

会
、
事
例

検
討

会
の
参
加

実
務
研

修
の
実

習
受
け
入
れ

介
護
支

援
専
門

員
研
修

の
受
講

職
員
紹

介
に
よ
る
入

職
件
数

回
以

上

名

％ 回
年

名
以

上

名 件

回

名 ％ 回
年

名 名 件

教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

研
鑚
の
機
会
、
横

の
つ

な
が
り
を
作

る
機

会
と
し
て
、
可

能
な
限

り
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
目

標
に
は
至

ら
ず

。

退
職
が

名
あ
っ
た
た
め
、
目

標
達

成
に
至

ら
ず

。
事

業
所

単
位

で
で
き
る
職

場
環

境
整

備
を
行

っ
て
い
く
。

年
間
計

画
に
適

切
に
位

置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
予

定
通

り
の
実

施
が
で
き
て
い
る
。

依
頼
の
全
て
に
応

じ
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
チ
ー

ム
と
し
て
も
積

極
的

に
受

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確

認
し
、
円

滑
に
受

講
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
未

達
成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。
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事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
.子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
と
共
に
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
力
を
育
み
、
地
域
で
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
。

 
2
.安
全
で
衛
生
的
な
保
育
環
境
を
目
指
し
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、
子
育
て
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安

定
し
た
収

入
の
確

保
 

2
資

源
の
活

用
 

 

1
 
 
 
事
業
活

動
資
金

収
支
差

額
 

2
 
 
 
託
児
所

の
運
用

 

1
 
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

 

1
 
 
 

1
3
0
%
 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 
託
児
所

の
存
在

意
義

を
念

頭
に
置

き
、
利

用
す

る
職

員
の
勤

務
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
業

務
と
な
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

2
 
 
 
急
な
追
加
利

用
や

キ
ャ
ン
セ
ル
、
時

間
変

更
な
ど
、
職

員
の
勤

務
変

更
に
伴

っ
た
利

用
の
変

化
に
も
対

応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
安

心
快

適
な
保

育
環

境
維

持
 

2
年

齢
に
応

じ
た
基

本
的

習
慣

 

 
や

体
力

を
身

に
付

け
心

身
を

 

成
長

さ
せ

る
 

3
楽

し
み

・
活

気
の
あ
る
生

活
の

 

提
供

 

4
高

齢
者

と
の
ふ

れ
あ
い
の
定

 
 

 

 
着

 

1
 
 
 
清
掃
回

数
 

2
 
 
 
発
達
記

録
表

 

  3
 
 
 
施
設
行

事
へ
の
参
加

 

 4
 
 
 
毎
日
の
館
内
の
お
散
歩

 

1
 
 
 

1
回

/
日

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

1
0
0
%
 

 4
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 

1
回

/
日

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

8
3
%
 

 4
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 
毎
日
の
清
掃
、
業

者
に
よ
る
床

面
清

掃
と
ガ
ラ
ス
清

掃
の
実

施
に
よ
り
、
安

心
快

適
な
保

育
環

境
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
託
児
所
・
保
護
者

間
で
、
成

長
過

程
の
共

有
、
信

頼
関

係
の
構

築
を
目

的
と
し
、
発

達
記

録
表

を
用

い
て
、
日

々
の
成

長
の
情

報
共

有
を

行
っ
て
い
る
。

 

 3
 
 
 
行
事
に
は
楽
し
み

を
持

っ
て
積

極
的

に
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
喜

び
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
施

設
内

で
の
状

況
を
勘

案
し
、
感

染
症

拡
大

予
防
と
し
て
参
加
を
見

合
わ
せ

る
対

応
も
行

っ
た
。

 

4
 
 
 
毎
日
、
館
内
を
散
歩

す
る
こ
と
で
、
利

用
者

様
と
ふ

れ
あ
う
機

会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
毎

日
の
楽

し
み

に
つ

な
が
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
防

災
・
防

犯
対

策
の
強

化
 

 3
感

染
症

対
策

の
徹

底
 

4
清

掃
業

務
の
充

実
 

1
 
 
 
指
導
監

査
・
実
地

指
導
等

の
指

摘

件
数

 

2
-
1
 
避
難
訓

練
実
施

 

2
-
2
 
防
犯
教

育
の
実

施
 

3
 
 
 
感
染
症

件
数

 

4
 
 
 
保
護
者
か
ら
託

児
所
の
汚
れ

に
対

 

す
る
意
見

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

1
2
回

/
年

 

2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

3
 
 
 

0
件

 

4
 
 
 

0
件

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

8
回

/
年

 

2
-
2
 

4
回

/
年

 

3
 
 
 

0
件

 

4
 
 
 

0
件

 

1
 
 
 

5
/
2
5
に
立

入
検

査
あ
り
。
指

摘
は
な
く
、
適

正
な
運

営
を
継

続
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
臨
場
感
を
持
っ
て
、
尚

且
つ

繰
り
返

し
訓

練
を
実

施
す

る
こ
と
で
、
子

ど
も
・
職

員
共

に
備

え
が
で
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
臨
場
感
を
持
っ
て
、
尚

且
つ

繰
り
返

し
訓

練
を
実

施
す

る
こ
と
で
、
子

ど
も
・
職

員
共

に
備

え
が
で
き
て
い
る
。

 

3
 
 
 
託
児
所

内
の
感

染
症

の
発

生
は
な
か
っ
た
。
予

防
対

策
を
主

と
し
た
対

応
に
よ
り
発

症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
託
児
所

の
汚
れ

に
対

す
る
意

見
は
無

い
。
毎

日
清

掃
を
実

施
す

る
事

で
、
清

潔
な
環

境
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
働

き
や

す
い
職

場
環

境
 

   2
職

員
研

修
の
実

施
 

 

1
-
1
 
職
員
満

足
度
調

査
 

1
-
2
 
有
給
休

暇
取
得

率
 

1
-
3
 
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施

 

2
 
 
 
研
修
参

加
率

 

1
-
1
 

2
件
以

上
 

1
-
2
 

8
0
%
以
上

 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

2
回
以

上
 

1
-
1
 

4
件

 

1
-
2
 

4
7
.5

%
 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

3
回

 

1
-
1
 
意
見
に
よ
り
複
数

の
改

善
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
上

期
と
比

較
し
、
下

期
の
満

足
度

が
3
%
向

上
し
た
。

 

1
-
2
 
目
標
達

成
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
急

な
利

用
や

人
数

増
加

に
柔

軟
に
対

応
。
取

得
率

向
上

の
仕

組
み

を
検

討
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

よ
り
、
周

囲
・
上

司
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
が
有

効
と
な
っ
て
い
る
結

果
が
分

か
り
、
強

み
と
し
て
い
く
。

 

2
 
 
 
食
中
毒
・
感
染
症

対
応

の
施

設
内

勉
強

会
、
県

主
催

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
に
参

加
。
専

門
職

と
し
て
の
資

質
向

上
に
つ

な
げ

 

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

− 66− − 67−



 
 

Ve
r.2
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2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

（
事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

事
業
所
の
経
営
方
針
：

．
支
援
に
お
け
る
質
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
様
の
自
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

．
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
向
け
、
在
宅
生
活
の
限
界
点
を
高
め
ら
れ
る
支
援
を
展
開
し
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
て
い
く
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定

し
た
経

営
の
確

保
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
（
予

算
達
成
）

介
護
プ
ラ
ン
件
数

予
防
総
合

事
業
プ
ラ
ン
件

数

認
定
調
査

件
数

特
定
事
業

所
加
算

の
維
持

法
人

内
事

業
所

サ
ー

ビ
ス
の

占

有
率

％ 件
月

件
月

件
月

％

％
未

満

％ 件
月

件
月

件
月

％

％

異
動
に
よ
る
経

費
の
重

な
り
等

も
あ
り
、
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
い
も
、
目

標
件

数
を
常

に
意

識
し
て
業

務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
未

達
成
も
、
受

入
れ
が
可

能
な
場

合
は
積

極
的

な
姿

勢
を
伝

え
、
円

滑
な
受

入
れ
に
努

め
た
。

市
内
の
状
況
を
勘

案
し
、
積

極
的

な
受

入
れ
姿

勢
を
示

し
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
限

り
受

け
入

れ
た
。

人
員
の
異
動
が
あ
っ
た
際

は
、
引

き
継

ぎ
業

務
を
優

先
し
、
一

時
的

に
対

応
を
見

合
わ
せ

る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
目

標
に
は
至

ら
ず

。

エ
リ
ア
の
協

力
を
得

て
通

年
で
の
加

算
維

持
が
で
き
、
安

定
的

な
収

入
の
確

保
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

数
値
を
常

に
意

識
し
な
が
ら
も
、
利

用
者

様
・
ご
家

族
の
選

択
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適

な
生

活
の
提

供

★
利

用
者

様
の
自

立
支

援
・
重

度
化

防
止

利
用
者

満
足
度

調
査

適
正

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

入
退
院

時
に
お

け
る
情

報
共
有

主
治
医
、
医

療
機
関
と
の
連
携

機
会

ケ
ア
マ
ネ

人
体

制
で
の
関

わ
り

良
い
以

上

１
％ ％ ％

回
月

以

上 年
件

良
い
以

上

％ ％ ％

回
月

年
件

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
よ
り
充

実
さ
せ

、
プ
ラ
ン
に
反

映
さ
せ

る
。
ま
た
、
適
切

な
説

明
を
す

る
こ
と
で
よ
り
多

く
の
理

解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

適
切

な
訪
問
、
サ
イ
ク
ル
の
維

持
、
遅

滞
の
無

い
作

成
な
ど
、
一

定
の
質

は
担

保
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

入
院
を
事

後
で
知

ら
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
目

標
未

達
成

。
ご
家

族
や

関
係

機
関

と
の
連

携
を
一

層
深

め
て
い
く
必

要
性

を
感

じ
た
。

主
治
医

に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
送

付
し
、
意

見
を
確

認
で
き
た
。
よ
り
多

く
の
助

言
が
頂

け
る
よ
う
情

報
提

供
に
工

夫
し
て
い
く
。

必
要
性
を
感
じ
た
ケ
ー

ス
に
は
全

て
対

応
で
き
て
い
る
。
対

象
と
す

る
ケ
ー

ス
の
拡

大
を
検

討
す

る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重

大
事

故
の
発

生
防

止

地
域

包
括

ケ
ア
構

築
の
実

現

★
サ
ー

ビ
ス
の
質

の
向

上

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活

性
化

★
業

務
の
効

率
化

、
業

務
過

多
の

軽
減

制
度
・
報
酬

改
定
に
対
す
る
理

解

職
員
関

与
に
よ
る
事

故
発
生

件
数

地
域
ケ
ア
会
議
の
参
加

他
法
人

居
宅
と
の
研
修
会

の
開
催

サ
ー

ビ
ス
事
業

所
と
プ
ラ
ン
共

有

あ
い
さ
つ
運

動
の
実

施
回

数

業
務

内
容
の
把
握
、
分
担

回
数

％

件 回 回

％ 回

回
週

％

件 回 回

％ 回

回
週

エ
リ
ア
内
で
の
情

報
共

有
に
努

め
、
適

宜
会

議
に
て
周

知
で
き
て
い
る
。
専

門
紙

等
も
回

覧
し
、
必

要
な
情

報
は
把

握
で
き
た
。

チ
ー
ム
内
で
声
を
掛

け
合

い
車

両
事

故
防

止
へ

の
意

識
を
高

め
た
。
ま
た
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
持

て
る
訪

問
時

間
の
調

整
に
も
留

意
し
た
。

必
要

な
ケ
ー
ス
に
対

し
て
は
全

て
対

応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修
会
を
企
画

す
る
中

で
、
目

標
値

を
意

識
し
つ

つ
も
、
必

要
な
回

数
を
見

極
め
て
実

施
し
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
相

互
の
理

解
を
深

め
る
こ
と
も
目

的
に
、
小

ま
め
な
情

報
交

換
、
疎

通
を
大

切
に
し
た
。

目
標
回

数
は
満

た
し
て
い
る
が
、
特

別
な
効

果
を
感

じ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
場

面
・
方

法
を
具

体
化

で
き
る
よ
う
見

直
す

。

異
動
を
契

機
に
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
更

新
等

を
行

い
、
よ
り
効

率
的

に
行

え
る
業

務
に
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心

構
え
教

育
専

門
職

・
管

理
職

育
成

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

援
助

技
術

の
向

上

★
安

定
的

な
人

材
確

保

不
適
切

ケ
ア
研
修

（
虐
待
・
身

体
拘
束

）

外
部
研

修
・
交
換

研
修
へ

の

参
加
数

離
職
率

包
括
・
居

宅
勉
強

会
、
事
例

検
討

会
の
参
加

実
務
研

修
の
実

習
受
け
入
れ

介
護
支

援
専
門

員
研
修

の
受
講

職
員
紹

介
に
よ
る
入

職
件
数

回
以

上

名

％ 回
年

名
以

上

名 件

回

名 ％ 回
年

名 名 件

教
育
機

会
、
会

議
・
委

員
会

を
通

じ
て
の
啓

発
に
よ
り
、
知

識
が
深

ま
り
、
全

体
で
の
理

解
度

向
上

に
至

っ
て
い
る
。

研
鑚
の
機
会
、
横

の
つ

な
が
り
を
作

る
機

会
と
し
て
、
可

能
な
限

り
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
目

標
に
は
至

ら
ず

。

退
職
が

名
あ
っ
た
た
め
、
目

標
達

成
に
至

ら
ず

。
事

業
所

単
位

で
で
き
る
職

場
環

境
整

備
を
行

っ
て
い
く
。

年
間
計

画
に
適

切
に
位

置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
予

定
通

り
の
実

施
が
で
き
て
い
る
。

依
頼
の
全
て
に
応

じ
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
チ
ー

ム
と
し
て
も
積

極
的

に
受

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確

認
し
、
円

滑
に
受

講
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
未

達
成
も
、
制

度
を
活

用
し
て
い
く
風

潮
の
高

ま
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重

要
性

の
理

解
が
更

に
進

む
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

  
 

Ve
r.2
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
.子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
と
共
に
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
力
を
育
み
、
地
域
で
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
。

 
2
.安
全
で
衛
生
的
な
保
育
環
境
を
目
指
し
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、
子
育
て
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。

  

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安

定
し
た
収

入
の
確

保
 

2
資

源
の
活

用
 

 

1
 
 
 
事
業
活

動
資
金

収
支
差

額
 

2
 
 
 
託
児
所

の
運
用

 

1
 
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

 

1
 
 
 

1
3
0
%
 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 
託
児
所

の
存
在

意
義

を
念

頭
に
置

き
、
利

用
す

る
職

員
の
勤

務
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
業

務
と
な
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

2
 
 
 
急
な
追
加
利

用
や

キ
ャ
ン
セ
ル
、
時

間
変

更
な
ど
、
職

員
の
勤

務
変

更
に
伴

っ
た
利

用
の
変

化
に
も
対

応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
安

心
快

適
な
保

育
環

境
維

持
 

2
年

齢
に
応

じ
た
基

本
的

習
慣

 

 
や

体
力

を
身

に
付

け
心

身
を

 

成
長

さ
せ

る
 

3
楽

し
み

・
活

気
の
あ
る
生

活
の

 

提
供

 

4
高

齢
者

と
の
ふ

れ
あ
い
の
定

 
 

 

 
着

 

1
 
 
 
清
掃
回

数
 

2
 
 
 
発
達
記

録
表

 

  3
 
 
 
施
設
行

事
へ
の
参
加

 

 4
 
 
 
毎
日
の
館
内
の
お
散
歩

 

1
 
 
 

1
回

/
日

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

1
0
0
%
 

 4
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 

1
回

/
日

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

8
3
%
 

 4
 
 
 

1
0
0
%
 

1
 
 
 
毎
日
の
清
掃
、
業

者
に
よ
る
床

面
清

掃
と
ガ
ラ
ス
清

掃
の
実

施
に
よ
り
、
安

心
快

適
な
保

育
環

境
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
託
児
所
・
保
護
者

間
で
、
成

長
過

程
の
共

有
、
信

頼
関

係
の
構

築
を
目

的
と
し
、
発

達
記

録
表

を
用

い
て
、
日

々
の
成

長
の
情

報
共

有
を

行
っ
て
い
る
。

 

 3
 
 
 
行
事
に
は
楽
し
み

を
持

っ
て
積

極
的

に
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
喜

び
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
施

設
内

で
の
状

況
を
勘

案
し
、
感

染
症

拡
大

予
防
と
し
て
参
加
を
見

合
わ
せ

る
対

応
も
行

っ
た
。

 

4
 
 
 
毎
日
、
館
内
を
散
歩

す
る
こ
と
で
、
利

用
者

様
と
ふ

れ
あ
う
機

会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
毎

日
の
楽

し
み

に
つ

な
が
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

 

 

2
防

災
・
防

犯
対

策
の
強

化
 

 3
感

染
症

対
策

の
徹

底
 

4
清

掃
業

務
の
充

実
 

1
 
 
 
指
導
監

査
・
実
地

指
導
等

の
指

摘

件
数

 

2
-
1
 
避
難
訓

練
実
施

 

2
-
2
 
防
犯
教

育
の
実

施
 

3
 
 
 
感
染
症

件
数

 

4
 
 
 
保
護
者
か
ら
託

児
所
の
汚
れ

に
対

 

す
る
意
見

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

1
2
回

/
年

 

2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

3
 
 
 

0
件

 

4
 
 
 

0
件

 

1
 
 
 

0
件

 

 2
-
1
 

8
回

/
年

 

2
-
2
 

4
回

/
年

 

3
 
 
 

0
件

 

4
 
 
 

0
件

 

1
 
 
 

5
/
2
5
に
立

入
検

査
あ
り
。
指

摘
は
な
く
、
適

正
な
運

営
を
継

続
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
臨
場
感
を
持
っ
て
、
尚

且
つ

繰
り
返

し
訓

練
を
実

施
す

る
こ
と
で
、
子

ど
も
・
職

員
共

に
備

え
が
で
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
臨
場
感
を
持
っ
て
、
尚

且
つ

繰
り
返

し
訓

練
を
実

施
す

る
こ
と
で
、
子

ど
も
・
職

員
共

に
備

え
が
で
き
て
い
る
。

 

3
 
 
 
託
児
所

内
の
感

染
症

の
発

生
は
な
か
っ
た
。
予

防
対

策
を
主

と
し
た
対

応
に
よ
り
発

症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
託
児
所

の
汚
れ

に
対

す
る
意

見
は
無

い
。
毎

日
清

掃
を
実

施
す

る
事

で
、
清

潔
な
環

境
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
働

き
や

す
い
職

場
環

境
 

   2
職

員
研

修
の
実

施
 

 

1
-
1
 
職
員
満

足
度
調

査
 

1
-
2
 
有
給
休

暇
取
得

率
 

1
-
3
 
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施

 

2
 
 
 
研
修
参

加
率

 

1
-
1
 

2
件
以

上
 

1
-
2
 

8
0
%
以
上

 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

2
回
以

上
 

1
-
1
 

4
件

 

1
-
2
 

4
7
.5

%
 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

3
回

 

1
-
1
 
意
見
に
よ
り
複
数

の
改

善
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
上

期
と
比

較
し
、
下

期
の
満

足
度

が
3
%
向

上
し
た
。

 

1
-
2
 
目
標
達

成
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
急

な
利

用
や

人
数

増
加

に
柔

軟
に
対

応
。
取

得
率

向
上

の
仕

組
み

を
検

討
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

よ
り
、
周

囲
・
上

司
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
が
有

効
と
な
っ
て
い
る
結

果
が
分

か
り
、
強

み
と
し
て
い
く
。

 

2
 
 
 
食
中
毒
・
感
染
症

対
応

の
施

設
内

勉
強

会
、
県

主
催

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
に
参

加
。
専

門
職

と
し
て
の
資

質
向

上
に
つ

な
げ

 

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

− 66− − 67−



Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
介
護
の
基
本
を
理
解
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
徹
底
し
、
利
用
者
様
の
意
思
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
考
え
の
も
と
、
利
用
者
様
が
望
む
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 
1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額

（
予
算

達
成

)

1
-
2
問
い
合

わ
せ

件
数

1
-
1
 

1
0
0
%

1
-
2
 

2
4
件

/
年

1
-
1
 6

7
.3

%

1
-
2
 1

9
件

/
年

1
-
1
目

標
稼

働
率

の
未
達

成
と
人
件
費
増

加
に
と
も
な
い
目
標
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
稼
働
率

に
つ

い
て
は
、
利
用
対
象
者

が
魅
力
に
感
じ
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
自

施
設

の
強
み
と
し
て
、
活

か
せ
る
よ
う
来
年

度
は
サ
ー

ビ
ス
展
開

を
行
う
。

1
-
2
昨

年
度

比
5
7
％
増
加
し
た
が
目
標
は
達
成

出
来
な
か
っ
た
。
地
域
の
方
と
の
交
流

や
外
部
会
議
へ

の
参
加
等
毎
月
実

施
し
た
。
一
定

の
認
知
度
向

2
-
1
上

は
達

成
出

来
て
い
る
為
次
年
度

は
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
い
く
。

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

１
快
適
な
生
活
の
提
供

 

★
2
食
の
楽
し
み
を
通
し
て
笑
顔
と

充
足
感
の
あ
る
生
活
の
提
供

3
信
頼
関
係
の
構
築

4
生
き
生
き
と
し
た
生
活
の
実
現

 

1
 
 
 
利
用
者
満
足
度
調
査

(満
足
度
項
目

) 

2
 
 
 
利
用
者
満
足
度
調
査

(食
事
項
目

) 

3
 
 
 
家
族
参
加
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
回
数

 

4
 
 
 
外
出
回
数

 

1
-
1
 

1
0
0
%

2
 
 

1
0
0
%
 

3
-
1
 

2
回

/
年

4
-
1
 

3
0
回

/
年

1
-
1
 

9
3
.5

%

2
-
1
 

8
9
.5

%

3
 

 
2
回

/
年

 

4
 

 
1
3
回

/
年

 

1
-
1
以

前
ご
指

摘
が
あ
っ
た
環
境

面
に
つ

い
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
清
掃
・
整
頓
、
雰

囲
気
の
評
価

は
か
な
り
上
が
っ
た
。
部
屋

の
清
掃

の
意
識
を
高

め
改
善
し

快
適

で
気

持
ち
良
い
生
活
と
な
る
よ
う
に
今
後

も
努
め
て
い
く
。

2
-
1
以

前
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
食
事
面
に
つ

い
て
イ
ベ
ン
ト
食
、
炊
き
込
み
ご
飯
・
散
ら
し
寿
司
の
提

供
を
実
施
。
個
々
の
利
用

者
様
の
要

望
、
身
体
能
力

2
-
1
を
考

え
、
個

々
に
あ
っ
た
食
事
形

態
の
提
供

が
で
き
た
。

3
 

 
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施

、
担
当
職

員
が
出
席
し
ご
家
族
と
の
情
報
共

有
を
行

い
信
頼

関
係
の
構
築

が
で
き
た
。
ご
家
族
と
の
日
々
の
情

 

3
-
1
報

共
有

も
密

に
行
な
う
こ
と
が
で
き
安
心
感

に
繋
が
っ
て
い
る
。

4
-
1
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
予
防
の
為
、
外

出
を
控
え
る
対
策
を
一
定

期
間
と
ら
せ

て
頂

い
た
。
そ
の
期
間
の
影
響

も
あ
り
目
標
値
に
は
到
達
せ

4
-
1
ず

。
次

年
度

は
感
染
症

予
防
の
シ
ー
ズ
ン
も
考

慮
し
、
年
間
の
外
出

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
１
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

★
3
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対
応
の
徹
底

4
介
護
技
術
の
標
準
化

5
業
務
の
効
率
化

1
 

 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

数
 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数

3
 

リ
ス
ク
管

理
表

を
用

い
た
会

議
検

討
回

数

4
 
 
 
勉
強

会
の
実

施
 

5
 
 
 
業

務
改

善
検

討
会

の
実

施
回

数
 

1
 
 

0
件

 

2
-
1
 

3
件

 

2
-
2
 

3
件

 

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

1
回

/
月

 

5
 
 

1
回

/
月

 

1
 
 

0
件

 

2
-
1
 

3
件

 

2
-
2
 

9
件

 

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

1
回

/
月

 

5
 
 

1
回

/
月

1
-
1
今

年
度

指
導

監
査
・
実
地

指
導
な
く
指
摘
件

数
0
件

で
あ
っ
た
。

2
-
1
同

様
な
配

薬
ミ
ス
、
特
定

の
職
員
の
業

務
ミ
ス
が
あ
り
、
対
策
の
立
案
、
指
導

を
実
施
。
評
価

を
行

い
、
今
後
も
定
期

的
に
指
導
や

振
り
返
り
を
行
い
、

2
-
1
歯

止
め
の
確

認
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

2
-
2
事

故
対

策
に
関

す
る
会

議
に
て
、
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
活
用
」
「
対
策
効

果
も
確
認
で
リ
ス
ク
管
理

を
徹

底
」
を
実
行
し
情
報

共
有
・
対
策

に
て
職
員
関
与

2
-
2
の
事

故
件

数
の
減

少
を
図

っ
た
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も
の
が
多
く
削

減
に
至

ら
な
か
っ
た
為
次
年
度
も
継
続
・
確

認
が
必
要
で
あ
る
。

3
-
1
利

用
者

様
や

環
境
面
な
ど
の
リ
ス
ク
を
洗
い
出

し
、
職
員
で
情
報
共
有
を
行
い
事

前
に
対
応

を
検

討
す
る
事
が
で
き
た
。

4
-
1
毎

月
、
介

護
チ
ェ
ッ
ク
表
に
基
づ
き
、
介
護
技

術
の
徹
底
を
図
る
事
が
で
き
た
。
又
、
個
別

指
導
等

を
行
い
、
介
護

技
術
の
向

上
を
図
っ
た
。

5
-
1
業

務
改

善
検

討
会
を
毎
月
実
施
し
、
業
務

の
ス
リ
ム
化
に
努
め
た
。
無

駄
な
時
間
が
無

い
か
を
見
直

し
、
業
務
の
効
率
化
と
事
故
削
減
・
安

全
性
の

5
-
1
確

保
の
両

立
化

を
図
っ
た
。

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職

 

育
成

 
 

2
働
き
や
す
い
環
境
作
り

 

★
3
看
取
り
介
護
の
体
制
づ
く
り

★
4
多
様
な
人
材
の
活
用

5
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
6
新
人
・
後
任
者
の
育

成

1
-
1
 
不

適
切

ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
)

1
-
2
 
外

部
研

修
・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

2
-
1
 
離

職
率

2
-
2
 
職

員
満

足
度

調
査

3
 
 
 
看

取
り
介

護
対

応
検

討
会

の
実

施
回

数
 

4
 
 
 
間
接

業
務

の
削

減
 

5
 
 
 
接

遇
マ
ナ
ー

自
己

評
価

 

6
 

 
能

力
評

価
表

 

1
-
1
 

3
回

以
上

1
-
2
 

8
名

以
上

2
-
1
 

7
.1

%

2
-
2
 

1
0
0
%

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

7
0
%
 

5
 
 

9
0
%
 

6
 
 

3
.5

以
上

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

8
名

 

2
-
1
 

0
％

2
-
2
 

1
0
0
%

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

7
0
%
 

5
 
 

9
0
%
 

6
 
 

4
.0

1
-
1
施

設
内

勉
強

会
に
参

加
し
、
不
適
切
ケ
ア
の
理

解
に
努
め
要
指
導
の
職

員
に
は
個
別
で
面
談

の
場

を
設
け
指
導

を
行
う
事
で
認
識
が
高
ま
っ
た
。

1
-
2
各

職
員

が
望

む
内
容

の
研
修

に
参
加
し
て
頂

き
、
学
ん
だ
こ
と
を
施
設

内
勉
強
会
に
て
水

平
展
開

・
知
識
の
定
着
化

を
図
っ
た
。

2
-
1
良

好
な
職

場
関
係
の
構
築

に
取
り
組
み
、
離
職

率
0
％
を
達
成
。

2
-
2
定

期
的

な
リ
ー
ダ
ー
と
の
面
談
を
行

い
、
「
や
り
が
い
」
を
持
て
る
職
場
作
り
に
努

め
た
。
働
き
や
す
さ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
高

い
数
値

を
頂
く
こ

2
-
2
と
が
で
き
た
。

3
 

 
定

め
ら
れ
た
回

数
の
実
施
を
行

い
、
看
取
り
に
対
す
る
理
解
・
行
動
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

 

4
 

 
委

託
業

者
に
間
接

業
務
を
依

頼
す
る
事
で
、
間
接
業
務
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
を
大
幅

に
削
減

す
る
事
が
で
き
、
気
持
ち
の
ゆ
と
り
に
繋

が
っ
た
。

 

5
 

 
マ
ナ
ー

委
員

会
の
取
り
組
み

を
中
心

に
行
い
、
各
自
が
接
遇

に
対
し
て
の
意
識

を
高
く
持
ち
質

の
向

上
に
繋
が
っ
た
。

 

6
 

 
新

人
職

員
・
後

任
者
育

成
に
関
し
て
の
取
り
組

み
に
力
を
入

れ
、
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ
た
。
知
識

・
技
術
の
面
で
の
更
な
る
向
上
を
求

め
、
次
年
度

 

 
 

 
に
繋

げ
て
い
く
。
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

事
業
所
の
経
営
方
針
：
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
住
み
慣
れ
た
家
を
基
点
と
し
た
生
活
を
継
続
し
な
が
ら
、
施
設
内
外
で
の
豊
か
な
交
友
関
係
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
安
定
し
た
経
営

の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達

成 問
い
合

わ
せ

件
数

‐ ‐
件

年

‐
1

件
年

当
初
予

算
で
は
収
支
差

額
は
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
が
、
稼
働
率
の
向

上
と
平
均
介
護

度
の
変
化

に
よ
り
、
収
入
が
改
善
し
目

標
を
大
き
く
上
回
る
。
今
ま
で

の
活

動
を
含

め
、
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
問

い
合

わ
せ
か
ら
契
約
利

用
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
安

定
し
た
稼
動
の
維
持

に
努
め
る
。

今
ま
で
の
活

動
の
成
果
も
あ
り
、
定
期
的
な
問

い
合
わ
せ
に
つ
な
が
り
、
目

標
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
利
用
し
た
い
と
き
に

空
き
が
な
い
と
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
へ
流

れ
る
た
め
、
待

機
者
の
確
保
と
、
他

事
業
所
で
の
受

入
調
整
を
行

い
、
契
約
利
用

に
つ
な
げ
る
よ
う
努

め
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
快
適
な
生
活
の
提
供

★
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
の
提
供

★
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
向

上
へ
つ
な
が
る
運

動

☆
の
提
供

☆
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
実
現

☆
個
別
に
応
じ
た
認
知
症
ケ
ア
の
提
供

利
用

者
様

満
足

度
満

足
度

項
目

‐
1
イ
ベ

ン
ト
実

施
回

数

‐
1
利

用
者

満
足

度
調

査
運

動
項

目

‐
利

用
者

様
満

足
度

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

項
目

‐
3
個
別

評
価

回
数

‐
1

回
年

該
当

な
し

該
当

な
し

‐ ‐
1

回
年

回
月

‐
1
利

用
者

様
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
を
受

け
、
落
ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
要

因
。
曜
日
変
更
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供

に
よ
る
気

分

転
換

な
ど
の
対

策
を
行

い
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
に
努

め
て
い
る
。

‐
1
当

初
外

出
計

画
を
予

定
し
て
い
た
が
、
業
務
等

の
都
合
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
提
供
し
た
。

参
加

さ
れ
た
利
用
者
様

に
も
好
評
で
次
回

の
開
催
を
要
望
さ
れ
る
ほ
ど
印
象

に
残
っ
て
い
る
方
が
多
い
。

当
初

運
動

機
器
の
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
運
動
を
行

っ
た
。
ま
た
利
用
者
様
に
も
飽
き
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

毎
月

運
動

の
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
で
、
一
生

懸
命
覚
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
へ
つ
な
が
り
、
大
半

の
利
用
者
様
に
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

食
の
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
、
外
出
以
外
施

設
内
で
行
え
る
行
事
に
力
を
入

れ
、
実
施
し
た
結
果

が
利
用

者
様
の
満
足
度
へ

影
響
し
た
と
思

わ
れ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
が
中

心
と
な
り
評
価
を
実

施
し
た
。
評

価
後
の
対
策
を
書
面
等
に
て
周

知
し
た
た
め
か
、
根

拠
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
対
策
定
着

に
時
間
を

要
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重
大
事
故
の
発
生
防

止

★
自
施
設
サ
ー
ビ
ス
改
善

★
統
一
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
徹

底

☆
利
用
者
様
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

指
導

監
査

・
実

施
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

市
内

小
規

模
事

業
所

へ
の
訪

問
回

数

手
順

の
不

徹
底

に
よ
る
業

務
ミ
ス

つ
ぶ

や
き
件

数

件 件 件 件
以

上

件

件

件 件 件 件 件

件

指
導

監
査

・
実

地
指
導
な
く
指
摘

件
数
は

件
。

服
薬

が
遅

延
し
た
ケ
ー

ス
が
発
生
。
訪

問
時
の
服
薬
で
あ
っ
た
た
め
、
気

が
つ
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。
事
前
の
準
備
を
徹
底
し
再
発
予

防
に
努

め
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
予

防
策
の
実

施
や
、
情
報

の
共
有
な
ど
に
よ
り
職
員

関
与
の
事
故

を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

営
業

時
に
訪

問
し
た
た
め
か
、
細

か
な
点
を
確

認
等
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
自
施
設

の
現

状
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
職
員

の
リ
ス
ク
管
理
へ
の
意

識
付
け
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

か
ら
の
予

防
策

の
検
討

の
際
、
リ
ス
ク
管
理
表

の
更
新
し
も
円
滑

に
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

現
状

把
握

や
、
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
す
べ
て
に
対
応
で
き
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
同

活
動
は
継

続
す
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

★
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

★
安
全
運
転
の
意
識
向

上

★
多
様
な
人
材
の
活
用

★
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
新
人
・
後
任
者
の
育

成

不
適

切
ケ
ア
研

修
回

数

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

満
足

度
調

査

車
輌

事
故

件
数

間
接

業
務

の
削

減

接
遇

マ
ナ
ー

自
己

評
価

能
力

評
価

表

回

名

件

以
上

回 名 件

不
適

切
ケ
ア
に
関
す
る
勉
強

会
へ

参
加

し
、
虐

待
・
身
体
拘
束
予
防

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

都
合

に
よ
り
参
加

調
整
が
困

難
と
な
り
、
ま
た
他
の
研
修
と
重
な
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
回

数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

職
員

同
士

が
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
働
き
や
す

い
環
境
と
し
た
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
良

い
影
響

を
与
え
た
。

目
標

は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
善
点

を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
同
士

の
良
好
な
関
係
性

の
構
築
を
図

っ
た
。
そ
の
後

の
確
認
に
お
い
て

全
体

に
安

全
に
配

慮
し
た
運
転

は
実
施
で
き
て
い
た
が
、
事
故

件
は
個

人
的
な
運
転
の
習

慣
が
要
因
し
て
い
た
た
め
、
改

め
て
指
導

を
行
っ
た
。

間
接

業
務

に
従
事
す
る
人
材
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業

形
態
の
特
性

に
よ
り
、
間
接

業
務

に
お
け
る
負
担

を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

マ
ナ
ー

委
員

を
中

心
に
毎
月

チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
次
回
の
勉

強
会
や
目

標
へ
繋
ぐ
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向

上
に
取
り
組

め
た
。

リ
ー

ダ
ー

不
在

と
な
り
後
任
者
も
自
事
業
所

よ
り
選
出
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
各

職
員
が
自
ら
の
職
責

を
理
解
し
て
活
動
し
て
い
る

為
、
業

務
は
円

滑
に
進
ん
で
い
る
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
介
護
の
基
本
を
理
解
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
徹
底
し
、
利
用
者
様
の
意
思
の
尊
重
と
自
立
を
支
援
す
る
考
え
の
も
と
、
利
用
者
様
が
望
む
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 
1
-
1
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額

（
予
算

達
成

)

1
-
2
問
い
合

わ
せ

件
数

1
-
1
 

1
0
0
%

1
-
2
 

2
4
件

/
年

1
-
1
 6

7
.3

%

1
-
2
 1

9
件

/
年

1
-
1
目

標
稼

働
率

の
未
達

成
と
人
件
費
増

加
に
と
も
な
い
目
標
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
稼
働
率

に
つ

い
て
は
、
利
用
対
象
者

が
魅
力
に
感
じ
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
自

施
設

の
強
み
と
し
て
、
活

か
せ
る
よ
う
来
年

度
は
サ
ー

ビ
ス
展
開

を
行
う
。

1
-
2
昨

年
度

比
5
7
％
増
加
し
た
が
目
標
は
達
成

出
来
な
か
っ
た
。
地
域
の
方
と
の
交
流

や
外
部
会
議
へ

の
参
加
等
毎
月
実

施
し
た
。
一
定

の
認
知
度
向

2
-
1
上

は
達

成
出

来
て
い
る
為
次
年
度

は
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
い
く
。

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

１
快
適
な
生
活
の
提
供

 

★
2
食
の
楽
し
み
を
通
し
て
笑
顔
と

充
足
感
の
あ
る
生
活
の
提
供

3
信
頼
関
係
の
構
築

4
生
き
生
き
と
し
た
生
活
の
実
現

 

1
 
 
 
利
用
者
満
足
度
調
査

(満
足
度
項
目

) 

2
 
 
 
利
用
者
満
足
度
調
査

(食
事
項
目

) 

3
 
 
 
家
族
参
加
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
回
数

 

4
 
 
 
外
出
回
数

 

1
-
1
 

1
0
0
%

2
 
 

1
0
0
%
 

3
-
1
 

2
回

/
年

4
-
1
 

3
0
回

/
年

1
-
1
 

9
3
.5

%

2
-
1
 

8
9
.5

%

3
 

 
2
回

/
年

 

4
 

 
1
3
回

/
年

 

1
-
1
以

前
ご
指

摘
が
あ
っ
た
環
境

面
に
つ

い
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
清
掃
・
整
頓
、
雰

囲
気
の
評
価

は
か
な
り
上
が
っ
た
。
部
屋

の
清
掃

の
意
識
を
高

め
改
善
し

快
適

で
気

持
ち
良
い
生
活
と
な
る
よ
う
に
今
後

も
努
め
て
い
く
。

2
-
1
以

前
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
食
事
面
に
つ

い
て
イ
ベ
ン
ト
食
、
炊
き
込
み
ご
飯
・
散
ら
し
寿
司
の
提

供
を
実
施
。
個
々
の
利
用

者
様
の
要

望
、
身
体
能
力

2
-
1
を
考

え
、
個

々
に
あ
っ
た
食
事
形

態
の
提
供

が
で
き
た
。

3
 

 
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施

、
担
当
職

員
が
出
席
し
ご
家
族
と
の
情
報
共

有
を
行

い
信
頼

関
係
の
構
築

が
で
き
た
。
ご
家
族
と
の
日
々
の
情

 

3
-
1
報

共
有

も
密

に
行
な
う
こ
と
が
で
き
安
心
感

に
繋
が
っ
て
い
る
。

4
-
1
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
予
防
の
為
、
外

出
を
控
え
る
対
策
を
一
定

期
間
と
ら
せ

て
頂

い
た
。
そ
の
期
間
の
影
響

も
あ
り
目
標
値
に
は
到
達
せ

4
-
1
ず

。
次

年
度

は
感
染
症

予
防
の
シ
ー
ズ
ン
も
考

慮
し
、
年
間
の
外
出

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
１
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

2
重
大
事
故
の
発
生
防
止

★
3
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対
応
の
徹
底

4
介
護
技
術
の
標
準
化

5
業
務
の
効
率
化

1
 

 
指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

数
 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事

故
発

生
件

数

3
 

リ
ス
ク
管

理
表

を
用

い
た
会

議
検

討
回

数

4
 
 
 
勉
強

会
の
実

施
 

5
 
 
 
業

務
改

善
検

討
会

の
実

施
回

数
 

1
 
 

0
件

 

2
-
1
 

3
件

 

2
-
2
 

3
件

 

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

1
回

/
月

 

5
 
 

1
回

/
月

 

1
 
 

0
件

 

2
-
1
 

3
件

 

2
-
2
 

9
件

 

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

1
回

/
月

 

5
 
 

1
回

/
月

1
-
1
今

年
度

指
導

監
査
・
実
地

指
導
な
く
指
摘
件

数
0
件

で
あ
っ
た
。

2
-
1
同

様
な
配

薬
ミ
ス
、
特
定

の
職
員
の
業

務
ミ
ス
が
あ
り
、
対
策
の
立
案
、
指
導

を
実
施
。
評
価

を
行

い
、
今
後
も
定
期

的
に
指
導
や

振
り
返
り
を
行
い
、

2
-
1
歯

止
め
の
確

認
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

2
-
2
事

故
対

策
に
関

す
る
会

議
に
て
、
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
活
用
」
「
対
策
効

果
も
確
認
で
リ
ス
ク
管
理

を
徹

底
」
を
実
行
し
情
報

共
有
・
対
策

に
て
職
員
関
与

2
-
2
の
事

故
件

数
の
減

少
を
図

っ
た
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も
の
が
多
く
削

減
に
至

ら
な
か
っ
た
為
次
年
度
も
継
続
・
確

認
が
必
要
で
あ
る
。

3
-
1
利

用
者

様
や

環
境
面
な
ど
の
リ
ス
ク
を
洗
い
出

し
、
職
員
で
情
報
共
有
を
行
い
事

前
に
対
応

を
検

討
す
る
事
が
で
き
た
。

4
-
1
毎

月
、
介

護
チ
ェ
ッ
ク
表
に
基
づ
き
、
介
護
技

術
の
徹
底
を
図
る
事
が
で
き
た
。
又
、
個
別

指
導
等

を
行
い
、
介
護

技
術
の
向

上
を
図
っ
た
。

5
-
1
業

務
改

善
検

討
会
を
毎
月
実
施
し
、
業
務

の
ス
リ
ム
化
に
努
め
た
。
無

駄
な
時
間
が
無

い
か
を
見
直

し
、
業
務
の
効
率
化
と
事
故
削
減
・
安

全
性
の

5
-
1
確

保
の
両

立
化

を
図
っ
た
。

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管
理
職

 

育
成

 
 

2
働
き
や
す
い
環
境
作
り

 

★
3
看
取
り
介
護
の
体
制
づ
く
り

★
4
多
様
な
人
材
の
活
用

5
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
6
新
人
・
後
任
者
の
育

成

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
)

1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

2
-
1
 
離
職

率

2
-
2
 
職
員

満
足

度
調

査

3
 
 
 
看
取

り
介

護
対

応
検

討
会

の
実

施
回

数
 

4
 
 
 
間
接

業
務

の
削

減
 

5
 
 
 
接

遇
マ
ナ
ー

自
己

評
価

 

6
 

 
能
力

評
価

表
 

1
-
1
 

3
回

以
上

1
-
2
 

8
名

以
上

2
-
1
 

7
.1

%

2
-
2
 

1
0
0
%

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

7
0
%
 

5
 
 

9
0
%
 

6
 
 

3
.5

以
上

 

1
-
1
 

3
回

 

1
-
2
 

8
名

 

2
-
1
 

0
％

2
-
2
 

1
0
0
%

3
 
 

1
回

/
月

 

4
 
 

7
0
%
 

5
 
 

9
0
%
 

6
 
 

4
.0

1
-
1
施

設
内

勉
強

会
に
参

加
し
、
不
適
切
ケ
ア
の
理

解
に
努
め
要
指
導
の
職

員
に
は
個
別
で
面
談

の
場

を
設
け
指
導

を
行
う
事
で
認
識
が
高
ま
っ
た
。

1
-
2
各

職
員

が
望

む
内
容

の
研
修

に
参
加
し
て
頂

き
、
学
ん
だ
こ
と
を
施
設

内
勉
強
会
に
て
水

平
展
開

・
知
識
の
定
着
化

を
図
っ
た
。

2
-
1
良

好
な
職

場
関

係
の
構
築

に
取
り
組
み
、
離
職

率
0
％
を
達
成
。

2
-
2
定

期
的

な
リ
ー
ダ
ー
と
の
面
談
を
行

い
、
「
や
り
が
い
」
を
持
て
る
職
場
作
り
に
努

め
た
。
働
き
や
す
さ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
高

い
数
値

を
頂
く
こ

2
-
2
と
が
で
き
た
。

3
 

 
定

め
ら
れ
た
回

数
の
実
施
を
行

い
、
看
取
り
に
対
す
る
理
解
・
行
動
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

 

4
 

 
委

託
業

者
に
間

接
業
務
を
依

頼
す
る
事
で
、
間
接
業
務
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
を
大
幅

に
削
減

す
る
事
が
で
き
、
気
持
ち
の
ゆ
と
り
に
繋

が
っ
た
。

 

5
 

 
マ
ナ
ー

委
員

会
の
取
り
組
み

を
中
心

に
行
い
、
各
自
が
接
遇

に
対
し
て
の
意
識

を
高
く
持
ち
質

の
向

上
に
繋
が
っ
た
。

 

6
 

 
新

人
職

員
・
後

任
者
育

成
に
関
し
て
の
取
り
組

み
に
力
を
入

れ
、
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ
た
。
知
識

・
技
術
の
面
で
の
更
な
る
向
上
を
求

め
、
次
年
度

 

 
 

 
に
繋

げ
て
い
く
。

 

 
 

Ve
r.2

.0
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

事
業
所
の
経
営
方
針
：
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
住
み
慣
れ
た
家
を
基
点
と
し
た
生
活
を
継
続
し
な
が
ら
、
施
設
内
外
で
の
豊
か
な
交
友
関
係
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
安
定
し
た
経
営

の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達

成 問
い
合

わ
せ

件
数

‐ ‐
件

年

‐
1

件
年

当
初

予
算

で
は
収
支
差

額
は
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
が
、
稼
働
率
の
向

上
と
平
均
介
護

度
の
変
化

に
よ
り
、
収
入
が
改
善
し
目

標
を
大
き
く
上
回
る
。
今
ま
で

の
活

動
を
含

め
、
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
問

い
合

わ
せ
か
ら
契
約
利

用
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
安

定
し
た
稼
動
の
維
持

に
努
め
る
。

今
ま
で
の
活

動
の
成
果
も
あ
り
、
定
期
的
な
問

い
合
わ
せ
に
つ
な
が
り
、
目

標
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
利
用
し
た
い
と
き
に

空
き
が
な
い
と
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
へ
流

れ
る
た
め
、
待

機
者
の
確
保
と
、
他

事
業
所
で
の
受

入
調
整
を
行

い
、
契
約
利
用

に
つ
な
げ
る
よ
う
努

め
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
快
適
な
生
活
の
提
供

★
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
の
提
供

★
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
向

上
へ
つ
な
が
る
運

動

☆
の
提
供

☆
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
実
現

☆
個
別
に
応
じ
た
認
知
症
ケ
ア
の
提
供

利
用

者
様

満
足

度
満

足
度

項
目

‐
1
イ
ベ

ン
ト
実

施
回

数

‐
1
利

用
者

満
足

度
調

査
運

動
項

目

‐
利

用
者

様
満

足
度

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

項
目

‐
3
個

別
評

価
回

数

‐
1

回
年

該
当

な
し

該
当

な
し

‐ ‐
1

回
年

回
月

‐
1
利

用
者

様
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
を
受

け
、
落
ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
要

因
。
曜
日
変
更
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供

に
よ
る
気

分

転
換

な
ど
の
対

策
を
行

い
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
に
努

め
て
い
る
。

‐
1
当

初
外

出
計

画
を
予

定
し
て
い
た
が
、
業
務
等

の
都
合
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
提
供
し
た
。

参
加

さ
れ
た
利
用
者
様

に
も
好
評
で
次
回

の
開
催
を
要
望
さ
れ
る
ほ
ど
印
象

に
残
っ
て
い
る
方
が
多
い
。

当
初

運
動

機
器

の
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
運
動
を
行

っ
た
。
ま
た
利
用
者
様
に
も
飽
き
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

毎
月

運
動

の
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
一
生

懸
命
覚
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
へ
つ
な
が
り
、
大
半

の
利
用
者
様
に
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

食
の
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
、
外
出
以
外
施

設
内
で
行
え
る
行
事
に
力
を
入

れ
、
実
施
し
た
結
果

が
利
用

者
様
の
満
足
度
へ

影
響
し
た
と
思

わ
れ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
が
中

心
と
な
り
評
価
を
実

施
し
た
。
評

価
後
の
対
策
を
書
面
等
に
て
周

知
し
た
た
め
か
、
根

拠
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
対
策
定
着

に
時
間
を

要
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重
大
事
故
の
発
生
防

止

★
自
施
設
サ
ー
ビ
ス
改
善

★
統
一
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
徹

底

☆
利
用
者
様
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

指
導

監
査

・
実

施
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

市
内

小
規

模
事

業
所

へ
の
訪

問
回

数

手
順

の
不

徹
底

に
よ
る
業

務
ミ
ス

つ
ぶ

や
き
件

数

件 件 件 件
以

上

件

件

件 件 件 件 件

件

指
導

監
査

・
実

地
指
導
な
く
指
摘

件
数
は

件
。

服
薬

が
遅

延
し
た
ケ
ー

ス
が
発
生
。
訪

問
時
の
服
薬
で
あ
っ
た
た
め
、
気

が
つ
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。
事
前
の
準
備
を
徹
底
し
再
発
予

防
に
努

め
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
予

防
策
の
実

施
や
、
情
報

の
共
有
な
ど
に
よ
り
職
員

関
与
の
事
故

を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

営
業

時
に
訪

問
し
た
た
め
か
、
細

か
な
点
を
確

認
等
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
自
施
設

の
現

状
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
職
員

の
リ
ス
ク
管
理
へ
の
意

識
付
け
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

か
ら
の
予

防
策

の
検
討

の
際
、
リ
ス
ク
管
理
表

の
更
新
し
も
円
滑

に
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

現
状

把
握

や
、
提

供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
す
べ
て
に
対
応
で
き
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
同

活
動
は
継

続
す
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

★
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

★
安
全
運
転
の
意
識
向

上

★
多
様
な
人
材
の
活
用

★
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
新
人
・
後
任
者
の
育

成

不
適

切
ケ
ア
研

修
回

数

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

満
足

度
調

査

車
輌

事
故

件
数

間
接

業
務

の
削

減

接
遇

マ
ナ
ー

自
己

評
価

能
力

評
価

表

回

名

件

以
上

回 名 件

不
適

切
ケ
ア
に
関

す
る
勉
強

会
へ

参
加
し
、
虐

待
・
身
体
拘
束
予
防

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

都
合

に
よ
り
参
加

調
整
が
困

難
と
な
り
、
ま
た
他
の
研
修
と
重
な
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
回

数
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

職
員

同
士

が
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
働
き
や
す

い
環
境
と
し
た
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
良

い
影
響

を
与
え
た
。

目
標

は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
善
点

を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
同
士

の
良
好
な
関
係
性

の
構
築
を
図

っ
た
。
そ
の
後

の
確
認
に
お
い
て

全
体

に
安

全
に
配

慮
し
た
運
転

は
実
施
で
き
て
い
た
が
、
事
故

件
は
個

人
的
な
運
転
の
習

慣
が
要
因
し
て
い
た
た
め
、
改

め
て
指
導

を
行
っ
た
。

間
接

業
務

に
従

事
す
る
人
材
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業

形
態
の
特
性

に
よ
り
、
間
接

業
務

に
お
け
る
負
担

を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

マ
ナ
ー

委
員

を
中
心
に
毎
月

チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
次
回
の
勉

強
会
や
目

標
へ
繋
ぐ
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向

上
に
取
り
組

め
た
。

リ
ー

ダ
ー

不
在

と
な
り
後
任
者
も
自
事
業
所

よ
り
選
出
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
各

職
員
が
自
ら
の
職
責

を
理
解
し
て
活
動
し
て
い
る

為
、
業

務
は
円

滑
に
進
ん
で
い
る
。
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
や
す
ら
ぎ
」
と
「ぬ

く
も
り
」
の
な
か
、
利
用
者
様
の
個
々
の
特
徴
や
要
望
に
着
目
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
生
活
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
安
定
し
た
経
営

の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達
成

問
い
合

わ
せ

件
数

‐ ‐
件

年

‐
1

件
年

目
標

稼
働

率
を
達
成

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
目

標
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
空
き
部
屋

の
発
生
が
要
因
で
あ
る
為
、
待
機

者
の
確
保
と
円
滑

な
入

居
調

整
を
行

う
。
ま
た
取
り
組
み
の
周
知
と
利

用
者
様
満
足
度
を
高
め
、
魅
力

の
あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

外
部

関
係

者
と
の
関
係
の
構
築

と
取
り
組
み
の
周
知
活
動
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

％
増
加

し
た
。
今
後
も
活
動
の
継
続

と
取
り
組
み
の
検

証
を
行

い
、
選

択
し
て
頂

け
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
快
適
な
生
活
の
提
供

★
認
知
機
能
の
維
持
・
向
上

★

利
用
者
様
主
体
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

★
充
実

利
用

者
様

満
足

度
満

足
度

項
目

‐
1

ス
ケ
ー

ル
点

数

3
‐
1
利

用
者

様
主

体
の
食

事
つ

く
り
実

施

3
‐

喫
茶

活
動

の
実

施

3
‐
3
個

別
外

出
回

数

‐
1

点

回
月

回
月

回
月

‐ ‐
1

点

２
回

月

回
月

回
月

‐
1
面

会
時

の
お

声
賭

け
、
状
態
変
化

等
の
連
絡

を
蜜
に
図
っ
た
こ
と
で
、
ご
家
族
か
ら
の
信
頼
度

を
得
た
こ
と
で
満
足
度
に
反
映

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

‐
1
新

規
利

用
者

様
の
Ｍ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
数
値

が
当
初
か
ら
低
い
こ
と
も
あ
り
、
目
標
値
を
下
回

っ
た
。
期
間

の
差

は
あ
る
が
、
大
半
の
利
用
者
様

は
数
値
が
維
持
さ

さ
れ
て
い
た
。

毎
食

時
の
定

期
的

に
調
理
参
加
さ
れ
る
利
用

者
様
の
定
着

が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
部

の
利
用
者
様

に
も
出
来
る
範
囲
で
の
参
加
を
促

し
実

施
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

喫
茶

活
動

に
て
、
役
割
つ
く
り
を
み

つ
け
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
に
繋

が
っ
た
。
一
部

の
利
用
者

様
が
参
加
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
が
見

ら
れ
た
こ
と
も

め
、
再

検
討

し
て
い
く
必
要
あ
り
。

利
用

者
様

の
つ

ぶ
や
き
に
傾
聴
し
、
個

別
の
要

望
に
応
じ
た
外
出

の
計
画
・
実
施

が
出
来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重
大
事
故
の
発
生
防

止

★
個
別
に
応
じ
た
認
知
症
ケ
ア
の
提
供

★
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対
応
の
徹
底

指
導

監
査

・
実

施
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

対
応

方
法

検
討

会

リ
ス
ク
管

理
表

を
用

い
た
会

議
検

討

回
数

件 件 件 回
月

回
月

件 件 件 回
月

回
月

指
導

監
査

・
実

地
指
導
な
く
指
摘

件
数
は

件
。

臨
時

薬
に
つ

い
て
の
情
報
共

有
不
足
に
よ
り
、
配
薬
ミ
ス
発
生
し
た
。
他

部
署
と
の
連

携
を
蜜

に
は
か
り
、
情
報
共
有
に
お

い
て
の
再
徹

底
を
は
か
り
再

発
防

止
に
努

め
る
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
予

防
策
の
実

施
や
、
情
報

の
共
有
な
ど
に
よ
り
職
員

関
与
の
事
故

を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

各
利

用
者

様
の
既
往

や
認
知
症
状

を
把
握
し
、
対
応
方
法
に
つ

い
て
の
検

討
会
を
開
催
し
て
、
ケ
ア
の
内
容
の
統
一
を
図
る
よ
う
努

め
た
。

利
用

者
様

に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
職
員

の
リ
ス
ク
管
理
へ
の
意

識
付
け
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

か
ら
の
予

防
策

の
検
討

の
際
、
リ
ス
ク
管
理
表

の
更
新
し
も
円
滑

に
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

★
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

★
認
知
症
へ
の
理
解

の
定
着

★
多
様
な
人
材
の
活
用

★
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
新
人
・
後
任
者
の
育

成

不
適
切
ケ
ア
研
修

回
数

外
部
研
修
・
交
換
研
修
へ
の
参
加
数

離
職
率

職
員
満
足
度
調
査

有
給
取
得
計
画
実
施
率

認
知
症
の
勉
強
会
回
数

間
接
業
務
の
削
減

接
遇
マ
ナ
ー
自
己
評
価

能
力
評
価
表

回

名

回
月

以
上

回

名

回
月

部
会

の
困

難
事
例
検

討
会
も
含

め
、
不
適
切

ケ
ア
に
関
す
る
勉
強
会
へ

参
加
し
、
虐
待
・
身

体
拘

束
予
防
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

へ
の
積
極

的
な
参
加
し
、
研
修
内

容
を
他
職
員
へ

の
周
知
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

同
士

が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
働
き
や
す

い
環
境
と
し
た
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
良

い
影
響

を
与
え
た
。

目
標

は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
善
点

を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
同
士

の
良
好
な
関
係
性

の
構
築
を
図

っ
た
。
そ
の
後

の
確
認
に
お
い
て

は
、
事

業
所

内
で
の
人
間
関
係
に
か
か
わ
る
不

満
は
聞
か
れ
て
い
な
い
。

体
調

不
良

に
よ
る
有
給

消
化
も
含
ま
れ
る
が
、
有
給
取
得
計
画
に
基
づ
き
、
概
ね
全
職

員
が
有
給

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

認
知

症
の
基

本
に
つ
い
て
、
基
礎

知
識
だ
け
で
な
く
対
応
方
法
に
つ

い
て
も
指
導
を
行

い
、
理
解

へ
の
定
着

を
図

っ
た
。

間
接

業
務

に
従
事
す
る
人
材
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業

形
態
の
特
性

に
よ
り
、
間
接

業
務

に
お
け
る
負
担

を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

マ
ナ
ー

委
員

を
中

心
に
毎
月

チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
次
回
の
勉

強
会
や
目

標
へ
繋
ぐ
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向

上
に
取
り
組

め
た
。

今
後

を
見

据
え
た
後
任
者

の
育
成
を
計

画
的

に
実
施
。
新
人
育
成

に
つ

い
て
は
、
ス
キ
ル
取
得
に
個
人
差
が
あ
り
、
計
画
を
見
直

し
て
個
人
の
レ
ベ

ル

に
合

わ
せ

た
指

導
を
行
っ
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。
．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

居
宅

向
け
ア
ン
ケ
ー

ト

％

％

稼
働

率
の
低

下
に
よ
り
、
収
入

が
減
少
し
た
が
、
事
業
活
動
資
金
収
支

差
額
は
目

標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

普
段

と
毎

週
の
施

設
経
営
会
議

に
て
細
目

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
先
手
の
策

を
講
じ
て
き
た
が
目
標
稼
働
率

に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

結
果

か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
課

題
を
改

善
し
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
と
と
も
に
紹

介
件

数
を
増

や
し
、
稼

働
率

の
向

上
に
つ

な
げ
て
い
き
た

い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
排
泄
ケ
ア
の
質

の
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

皮
膚

ト
ラ
ブ
ル
の
件

数
件

名

満
足

度
調

査
か
ら
挙

が
っ
た
課
題

を
解

決
し
、
満
足
度

向
上

に
努

め
た
。
改
善

し
た
内

容
が
一
過

性
に
な
ら
な
い
よ
う
に
業

務
の
見
直
し
も
併
せ

て
行

っ
て
い
る
。

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参

加
し
た
ご
家

族
か
ら
は
概
ね

良
い
評
価

を
頂

い
て
お
り
、
参

加
頂

け
て
い
な
い
方

に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ

の
参
加

を
促
す
こ

と
で
よ
り
満

足
度

を
高

め
て
い
き
た
い
。

未
回

答
の
方

以
外

は
良

い
以

上
の
評

価
を
頂

け
て
お

り
、
接

遇
マ
ナ
ー

の
一

定
基

準
を
保

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
細

部
に
ま
で
注

意
し
、
更

な
る
接

遇
マ
ナ
ー

の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

体
調

の
変

化
か
ら
迅
速
な
対

応
が
で
き
ず
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現
状
が
あ
っ
た
。
変

化
に
気
づ
け
る
よ
う
に
他
職
種
と
と
も
に
促
し
を
行
っ

て
い
き
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
０
を
目
指
す
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

ケ
ア
の
標
準
化

行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数

カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

清
掃

計
画

表

件 件 件 回
以

上

以
上

件 件 件 回

指
導

監
査

等
か
ら
指
摘

は
な
く
、
他
施
設
か
ら
の
水
平
展
開
を
行
い
、
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

間
の
連

携
ミ
ス
や
確
認
不

足
な
点
か
ら
ミ
ス
に
繋

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
留

め
ら
れ
て
い
る
部

分
も
あ
る
為
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
共
有
シ

ー
ト
の
活

用
を
す

す
め
、
ミ
ス
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ケ
ア
の
統

一
や

体
調

の
変
化

を
考

慮
し
た
ケ
ア
が
で
き
て
お

ら
ず

事
故

に
つ
な
が
る
事
が
あ
っ
た
。
職
員

間
で
の
情
報

共
有

や
報

連
相

の
徹
底

を
図

り
事

故
防

止
に
努

め
て
い
き
た
い
。

各
勉

強
会

に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年

度
を
重

ね
る
ご
と
に
確
認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
増
や
し
全
員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化

し
た
こ
と
で
自

己
評
価

と
他
者

評
価

と
の
差

が
明
確

で
あ
っ
た
。
持
つ

べ
き
ス
タ
ン
ス
や

指
導

の
基
準

と
し
て
も
活

用
は
行

え
て
い
る

為
、
全

員
が
目

標
値

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

清
掃

を
行

う
習

慣
は
で
き
て
お
り
、
清
掃
員
も
増
員
し
た
こ
と
で
よ
り
掃
除
箇
所

や
役
割
を
明

確
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

後
継
者
の
育
成

職
員
の
専
門
性

向
上
・
教
育
体

制
の

構
築

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

上
級

・
現

任
リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
終

了
者

一
般

職
に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の
実

施

排
泄

ケ
ア
の
勉

強
会

参
加

人
数

新
人

・
既

存
職

員
の
充

実
度

回
以

上

名 名

名 回
以

上

名 点
以

上

回

名 名

名 回

名 点

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
の
内
容
で
定
期
に
行

う
こ
と
で
職
員
に
繰
り
返
し
指
導

を
お
こ
な
い
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風

土
作
り
が

で
き
て
い
る
。

外
部

研
修

に
は
多

く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
内
の
勉
強
会

に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

定
期

と
必

要
に
応

じ
て
の
面
談

を
行
う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り
の
構
築

に
努
め
た
。

計
画

し
た
全

職
員

に
対
し
て
連
休

を
取
得
で
き
、
満
足
度
も
高
か
っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
今
後
も
作
っ
て
い
く
。

現
任

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
を
受
講

し
た
職
員
は
自

身
の
役
割
の
自
覚
も
で
き
成
長
を
促
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

一
般

職
に
よ
る
勉
強
会
も
開

催
で
き
、
開
催
の
難
し
さ
や
受
講
者
へ
の
理
解
の
促
し
方
も
良
い
学

び
と
な
っ
て
い
る
。

排
泄

ケ
ア
の
勉

強
会
を
通
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
の
排
泄
ケ
ア
に
つ

い
て
よ
り
良

い
ケ
ア
の
見
直
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教
育

担
当

の
専

任
や
伝
言
板
な
ど
の
活
用
を
通
し
、
フ
ロ
ア
全
体
で
育
て
る
風
土

が
作
ら
れ
満
足

度
を
得
ら
れ
て
い
る
。
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
那
加

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
や
す
ら
ぎ
」
と
「ぬ

く
も
り
」
の
な
か
、
利
用
者
様
の
個
々
の
特
徴
や
要
望
に
着
目
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
生
活
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
安
定
し
た
経
営

の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

予
算

達
成

問
い
合

わ
せ

件
数

‐ ‐
件

年

‐
1

件
年

目
標

稼
働

率
を
達

成
す

る
こ
と
が
出
来
ず

、
目

標
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
空
き
部
屋

の
発
生
が
要
因
で
あ
る
為
、
待
機

者
の
確
保
と
円
滑

な
入

居
調

整
を
行

う
。
ま
た
取
り
組
み
の
周
知
と
利

用
者
様
満
足
度
を
高
め
、
魅
力

の
あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

外
部

関
係

者
と
の
関
係
の
構
築

と
取
り
組
み
の
周
知
活
動
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

％
増
加

し
た
。
今
後
も
活
動
の
継
続

と
取
り
組
み
の
検

証
を
行

い
、
選

択
し
て
頂

け
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
快
適
な
生
活
の
提
供

★
認
知
機
能
の
維
持
・
向
上

★

利
用
者
様
主
体
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

★
充
実

利
用

者
様

満
足

度
満

足
度

項
目

‐
1

ス
ケ
ー

ル
点

数

3
‐
1
利

用
者

様
主

体
の
食

事
つ

く
り
実

施

3
‐

喫
茶

活
動

の
実

施

3
‐
3
個
別

外
出

回
数

‐
1

点

回
月

回
月

回
月

‐ ‐
1

点

２
回

月

回
月

回
月

‐
1
面

会
時

の
お

声
賭

け
、
状
態
変
化

等
の
連
絡

を
蜜
に
図
っ
た
こ
と
で
、
ご
家
族
か
ら
の
信
頼
度

を
得
た
こ
と
で
満
足
度
に
反
映

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

‐
1
新

規
利

用
者

様
の
Ｍ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
数
値

が
当
初
か
ら
低
い
こ
と
も
あ
り
、
目
標
値
を
下
回

っ
た
。
期
間

の
差

は
あ
る
が
、
大
半
の
利
用
者
様

は
数
値
が
維
持
さ

さ
れ
て
い
た
。

毎
食

時
の
定

期
的

に
調
理
参
加
さ
れ
る
利
用

者
様
の
定
着

が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
部

の
利
用
者
様

に
も
出
来
る
範
囲
で
の
参
加
を
促

し
実

施
す

る
こ
と
が
出

来
た
。

喫
茶

活
動

に
て
、
役
割
つ
く
り
を
み

つ
け
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
に
繋

が
っ
た
。
一
部

の
利
用
者

様
が
参
加
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
が
見

ら
れ
た
こ
と
も

め
、
再

検
討

し
て
い
く
必
要
あ
り
。

利
用

者
様

の
つ
ぶ
や
き
に
傾
聴
し
、
個

別
の
要

望
に
応
じ
た
外
出

の
計
画
・
実
施

が
出
来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保

★
重
大
事
故
の
発
生
防

止

★
個
別
に
応
じ
た
認
知
症
ケ
ア
の
提
供

★
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対
応
の
徹
底

指
導

監
査

・
実

施
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス
（
業

務
ミ
ス
）
件

数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

対
応

方
法

検
討

会

リ
ス
ク
管

理
表

を
用

い
た
会

議
検

討

回
数

件 件 件 回
月

回
月

件 件 件 回
月

回
月

指
導

監
査

・
実

地
指
導
な
く
指
摘

件
数
は

件
。

臨
時

薬
に
つ

い
て
の
情
報
共

有
不
足
に
よ
り
、
配
薬
ミ
ス
発
生
し
た
。
他

部
署
と
の
連

携
を
蜜

に
は
か
り
、
情
報
共
有
に
お

い
て
の
再
徹

底
を
は
か
り
再

発
防

止
に
努

め
る
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
予

防
策
の
実

施
や
、
情
報

の
共
有
な
ど
に
よ
り
職
員

関
与
の
事
故

を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

各
利

用
者

様
の
既
往

や
認
知
症
状

を
把
握
し
、
対
応
方
法

に
つ

い
て
の
検

討
会

を
開
催
し
て
、
ケ
ア
の
内
容
の
統
一
を
図
る
よ
う
努

め
た
。

利
用

者
様
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
職
員

の
リ
ス
ク
管
理
へ
の
意

識
付
け
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

か
ら
の
予

防
策

の
検
討

の
際
、
リ
ス
ク
管
理
表

の
更
新
し
も
円
滑

に
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育

成

★
働
き
や
す
い
環
境
つ
く
り

★
認
知
症
へ
の
理
解

の
定
着

★
多
様
な
人
材
の
活
用

★
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
新
人
・
後
任
者
の
育

成

不
適
切
ケ
ア
研
修

回
数

外
部
研
修
・
交
換
研
修
へ
の
参
加
数

離
職
率

職
員
満
足
度
調
査

有
給
取
得
計
画
実
施
率

認
知
症
の
勉
強
会
回
数

間
接
業
務
の
削
減

接
遇
マ
ナ
ー
自
己
評
価

能
力
評
価
表

回

名

回
月

以
上

回

名

回
月

部
会

の
困

難
事
例
検

討
会
も
含

め
、
不
適
切

ケ
ア
に
関
す
る
勉
強
会
へ

参
加

し
、
虐
待
・
身

体
拘

束
予
防
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

へ
の
積
極

的
な
参
加
し
、
研
修
内

容
を
他
職
員
へ

の
周
知
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

同
士

が
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
働
き
や
す

い
環
境
と
し
た
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
良

い
影
響

を
与
え
た
。

目
標

は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
善
点

を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
同
士

の
良
好
な
関
係
性

の
構
築
を
図

っ
た
。
そ
の
後

の
確
認
に
お
い
て

は
、
事

業
所

内
で
の
人
間
関
係
に
か
か
わ
る
不

満
は
聞
か
れ
て
い
な
い
。

体
調

不
良
に
よ
る
有
給

消
化
も
含
ま
れ
る
が
、
有
給
取
得
計
画
に
基
づ
き
、
概
ね
全
職

員
が
有
給

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

認
知

症
の
基

本
に
つ
い
て
、
基
礎

知
識
だ
け
で
な
く
対
応
方
法
に
つ

い
て
も
指
導
を
行

い
、
理
解

へ
の
定
着

を
図

っ
た
。

間
接

業
務

に
従
事
す
る
人
材
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業

形
態
の
特
性

に
よ
り
、
間
接

業
務

に
お
け
る
負
担

を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

マ
ナ
ー

委
員

を
中

心
に
毎
月

チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
次
回
の
勉

強
会
や
目

標
へ
繋
ぐ
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向

上
に
取
り
組

め
た
。

今
後

を
見

据
え
た
後
任
者

の
育
成
を
計

画
的

に
実
施
。
新
人
育
成

に
つ

い
て
は
、
ス
キ
ル
取
得
に
個
人
差
が
あ
り
、
計
画
を
見
直

し
て
個
人
の
レ
ベ

ル

に
合

わ
せ

た
指

導
を
行
っ
た
。
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r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。
．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

居
宅

向
け
ア
ン
ケ
ー

ト

％ ％

稼
働

率
の
低

下
に
よ
り
、
収
入

が
減
少
し
た
が
、
事
業
活
動
資
金
収
支

差
額
は
目

標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

普
段

と
毎

週
の
施

設
経
営
会
議

に
て
細
目

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
先
手
の
策

を
講
じ
て
き
た
が
目
標
稼
働
率

に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

結
果

か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
課

題
を
改

善
し
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
と
と
も
に
紹

介
件

数
を
増

や
し
、
稼

働
率

の
向

上
に
つ

な
げ
て
い
き
た

い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
排
泄
ケ
ア
の
質

の
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

皮
膚

ト
ラ
ブ
ル
の
件

数
件

名

満
足

度
調

査
か
ら
挙

が
っ
た
課
題

を
解

決
し
、
満
足
度

向
上

に
努

め
た
。
改
善

し
た
内

容
が
一
過

性
に
な
ら
な
い
よ
う
に
業

務
の
見
直
し
も
併
せ

て
行

っ
て
い
る
。

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参

加
し
た
ご
家

族
か
ら
は
概
ね

良
い
評
価

を
頂

い
て
お
り
、
参

加
頂

け
て
い
な
い
方

に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ

の
参
加

を
促
す
こ

と
で
よ
り
満

足
度

を
高

め
て
い
き
た
い
。

未
回

答
の
方

以
外

は
良

い
以

上
の
評

価
を
頂

け
て
お

り
、
接

遇
マ
ナ
ー

の
一

定
基

準
を
保

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
細

部
に
ま
で
注

意
し
、
更

な
る
接

遇
マ
ナ
ー

の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

体
調

の
変

化
か
ら
迅
速
な
対

応
が
で
き
ず
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現
状
が
あ
っ
た
。
変

化
に
気
づ
け
る
よ
う
に
他
職
種
と
と
も
に
促
し
を
行
っ

て
い
き
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
０
を
目
指
す
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

ケ
ア
の
標
準
化

行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘
件

数 配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数

カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

清
掃

計
画

表

件 件 件 回
以

上

以
上

件 件 件 回

指
導

監
査

等
か
ら
指
摘

は
な
く
、
他
施
設
か
ら
の
水
平
展
開
を
行
い
、
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

間
の
連

携
ミ
ス
や
確
認
不

足
な
点
か
ら
ミ
ス
に
繋

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
留

め
ら
れ
て
い
る
部

分
も
あ
る
為
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
共
有
シ

ー
ト
の
活

用
を
す

す
め
、
ミ
ス
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ケ
ア
の
統

一
や

体
調

の
変
化

を
考

慮
し
た
ケ
ア
が
で
き
て
お

ら
ず

事
故

に
つ
な
が
る
事
が
あ
っ
た
。
職
員

間
で
の
情
報

共
有

や
報

連
相

の
徹
底

を
図

り
事

故
防

止
に
努

め
て
い
き
た
い
。

各
勉

強
会

に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年

度
を
重

ね
る
ご
と
に
確
認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
増
や
し
全
員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化

し
た
こ
と
で
自

己
評
価

と
他
者

評
価

と
の
差

が
明
確

で
あ
っ
た
。
持
つ

べ
き
ス
タ
ン
ス
や

指
導

の
基
準

と
し
て
も
活

用
は
行

え
て
い
る

為
、
全

員
が
目

標
値

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

清
掃

を
行

う
習

慣
は
で
き
て
お
り
、
清
掃
員
も
増
員
し
た
こ
と
で
よ
り
掃
除
箇
所

や
役
割
を
明

確
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

後
継
者
の
育
成

職
員
の
専
門
性

向
上
・
教
育
体

制
の

構
築

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

上
級

・
現

任
リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
終

了
者

一
般

職
に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の
実

施

排
泄

ケ
ア
の
勉

強
会

参
加

人
数

新
人

・
既

存
職

員
の
充

実
度

回
以

上

名 名

名 回
以

上

名 点
以

上

回

名 名

名 回

名 点

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
の
内
容
で
定
期
に
行

う
こ
と
で
職
員
に
繰
り
返
し
指
導

を
お
こ
な
い
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風

土
作
り
が

で
き
て
い
る
。

外
部

研
修

に
は
多
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
内
の
勉
強
会

に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

定
期

と
必

要
に
応
じ
て
の
面
談

を
行
う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り
の
構
築

に
努
め
た
。

計
画

し
た
全

職
員

に
対
し
て
連
休

を
取
得
で
き
、
満
足
度
も
高
か
っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
今
後
も
作
っ
て
い
く
。

現
任

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
を
受
講

し
た
職
員
は
自

身
の
役
割
の
自
覚
も
で
き
成
長
を
促
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

一
般

職
に
よ
る
勉

強
会
も
開

催
で
き
、
開
催
の
難
し
さ
や
受
講
者
へ
の
理
解
の
促
し
方
も
良
い
学

び
と
な
っ
て
い
る
。

排
泄

ケ
ア
の
勉

強
会
を
通
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
の
排
泄
ケ
ア
に
つ

い
て
よ
り
良

い
ケ
ア
の
見
直
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教
育

担
当

の
専

任
や
伝
言
板
な
ど
の
活
用
を
通
し
、
フ
ロ
ア
全
体
で
育
て
る
風
土

が
作
ら
れ
満
足

度
を
得
ら
れ
て
い
る
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
措
置
権
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。

．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

 
稼

働
率

の
低

下
に
よ
り
、
予
算

を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来

年
度

は
緊

急
の
受

け
入

れ
等

、
柔
軟
に
対

応
し
、
稼
働

率
向

上
を
図

り
予

算
を
達

成
で
き

る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

措
置

権
者

か
ら
の
新
た
な
依

頼
が
少
な
く
、
ま
た
介

護
保
険

施
設

へ
の
移

動
の
た
め
措

置
終

了
と
な
る
方
も
お

ら
れ
、
稼

働
率

を
低

下
さ
せ
る
形

と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後

も
、
積

極
的

に
措

置
権

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
、
緊
急

の
受

け
入
れ
も
含

め
、
柔

軟
な
受

け
入

れ
態

勢
で
稼

働

率
向

上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
生
活
の
質

の
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実

施
件

数
月

件

％ ％

月
件

目
標

達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
常

に
改
善
や
見

直
し
を
行

っ
て
い
く
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
「
言

葉
遣

い
・
立

ち
振

る
舞

い
チ
ェ
ッ
ク
表

」
を
用

い
、
品

格
あ
る
接

遇
マ
ナ
ー

を
身

に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し

て
い
く
。

予
定

通
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
で
き
た
。
今

後
も
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

ケ
ア
の
標
準
化

行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数

カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

清
掃

計
画

表

件 件 件 回
以

上

以
上

件 件 件 回

％ ％

指
導

監
査

等
か
ら
指
摘

は
な
く
、
他
施
設
か
ら
の
水
平
展
開
を
行
い
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
生

し
た
配

薬
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
調

査
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
も
ミ
ス
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
ル
ー
ル
通
り
対
応
し
て
い
く
。

直
接

介
助

を
要

す
る
こ
と
が
少
な
く
、
ま
た
職
員
も
注
意
し
て
対
応
し
た
た
め
事
故
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

各
勉

強
会

に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年
度

を
重
ね

る
ご
と
に
確

認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
増

や
し
全

員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化

し
た
こ
と
で
自

己
評

価
と
他
者

評
価

と
の
差

が
明

確
で
あ
っ
た
。
持

つ
べ

き
ス
タ
ン
ス
や

指
導

の
基

準
と
し
て
も
活

用
は
行
え
て
い
る

為
、
全

員
が
目

標
値

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

清
掃

を
行

う
習

慣
は
で
き
て
お
り
、
清
掃

員
も
増

員
し
た
こ
と
で
よ
り
掃
除
箇
所
や

役
割
を
明
確

に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

後
継
者
の
育
成

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

一
般

職
に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の

実
施

回
以

上

名 名 回

回 名 回

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
の
内

容
で
定
期
に
行

う
こ
と
で
職
員
に
繰
り
返
し
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
で
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風
土
作

り
が
で
き
て
い
る
。

外
部

研
修

へ
の
参
加
が
で
き
て
い
な
い
が
、
他
部
署
か
ら
の
研
修
内
容

の
水
平
展
開

を
行

い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
た

定
期

と
必

要
に
応
じ
て
の
面
談

を
行
う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り
の
構
築

に
努
め
た
。

計
画

し
た
全

職
員

に
対
し
て
連
休

を
取
得
で
き
、
満
足
度
も
高
か
っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
今
後
も
作
っ
て
い
く
。

般
職

に
よ
る
勉

強
会
も
開
催
で
き
、
開

催
の
難

し
さ
や
受
講
者
へ
の
理

解
の
促
し
方
も
良
い
学

び
と
な
っ
て
い
る
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。

2
．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

    

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
居

宅
向

け
ア
ン
ケ
ー

ト
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 8

2
.5

%
 

 1
-
3
 1

0
0
%
 

1
-
1
 8

1
.1

%
 

 1
-
2
 7

4
.1

%
 

 1
-
3
 9

5
.7

%
 

1
-
1
利

用
終

了
者

が
相

次
ぎ
、
ま
た
、
新
規
利
用
者

様
数
も
少
な
く
、
収
入
減
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

月
2
回

営
業

活
動
を
行
い
、
新

規
獲
得
に
向
け
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

に
事
業
所
紹

介
の
食
事

会
を
開
催
し
た
。

 

1
-
2
支

出
を
見

直
し
、
購

入
物

等
の
変
更

を
行
い
、
経
費
削
減
を
行

っ
た
。

 

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
と
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
た
が
、
利
用
終
了
者

が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、
目

標
稼
働
率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
3
利

用
者

様
の
状

況
報

告
や
営
業
活
動

に
よ
っ
て
信
頼
関
係
の
構

築
に
努

め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

2
 
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

 

★
3
 
利
用
者
様
の
生
き
が
い
楽
し
み
の
提

 
 

 
 

 
供

 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

2
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

3
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

2
 
 
 
1
0
0
%
 

3
 
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 8

9
.7

%
 

2
 
 
9
2
.3

%
 

3
 
 
8
4
.6

%
 

1
 
 
 
環

境
整

備
を
継

続
し
て
行

い
、
過
ご
し
や
す

い
事
業
所
を
提
供
で
き
た
。

 

2
 
 
 
品

位
あ
る
応

対
を
行
え
て
お
り
、
利
用
者
様
、
ご
家
族
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
隣

接
す

る
保

育
園

の
園
児
と
の
交
流
を
利

用
者
様
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
喜

ば
れ
て
お
り
、
ご
家
族

か
ら
も
好
評
を
頂
い
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
１

 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 

3
 
ケ
ア
の
標
準
化

 

  

4
 
行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
-
1
 
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数
 

 3
-
2
 

5
カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

4
 
 
 
清

掃
計

画
表

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
-
1
 6

回
以

上
 

 3
-
2
 8

0
%
以

上
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 

-
 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 0

件
 

3
-
1
 9

回
 

 3
-
2
 6

4
%
 

4
 

 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
実

地
指

導
は
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
他
施

設
か
ら
の
水

平
展
開
に
よ
り
、
点
検
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)は
起
き
て
お
ら
ず
、
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
配
薬
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事
故

は
起
き
て
お
ら
ず
、
安

全
に
介
助
、
支
援

が
行
え
た
。

 

3
-
1
 
各

勉
強

会
に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年
度

を
重
ね

る
ご
と
に
確

認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
増

や
し
全

員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

 

3
-
2
 
職

員
に
よ
り
評

価
基
準
の
捉
え
方
に
差
が
あ
り
、
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
清

掃
を
行

う
習

慣
は
出
来
て
お
り
、
常
に
き
れ

い
な
環
境
を
保

つ
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 

2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

 

3
 
後
継
者
の
育
成

 

4
 
職
員
の
専
門
性

向
上
・
教
育
体

制
の

 
 

構
築

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
職

員
の
連

休
取

得
者

数
 

3
 

 
 
一

般
職

に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の
実

施
 

4
-
1
 
排

泄
ケ
ア
の
勉

強
会

参
加

人
数

 

4
-
2
 
新

人
・
既

存
職

員
の
充

実
度

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 3

名
 

2
-
1
 0

%
 

2
-
2
 2

名
 

3
 
 
 
2
回

 

4
-
1
 2

名
 

4
-
2
 3

.5
点

以
上

 

1
-
1
 3

回
 

1
-
2
 2

名
 

2
-
1
 5

0
%
 

2
-
2
 2

名
 

3
 
 
 
な
し

 

4
-
1
 

2
名

 

4
-
2
 3

点
 

1
-
1
各

勉
強

会
に
参

加
し
、
一

人
ひ
と
り
が
理
解

を
深
め
て
適
切
な
支
援

が
行
え
た
。

 

1
-
2
 
外

部
研

修
に
参

加
し
、
理
解

を
深
め
て
い
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
水
平

展
開
し
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
繋

げ
た
。

 

2
-
1
 
様

々
な
事

情
に
よ
り
離
職
率
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
に
よ
り
離

職
防
止
に
努

め
る
。

 

2
-
2
 
職

員
の
希

望
休

み
を
優
先

し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
す
る
こ
と
で
仕
事
に
取
り
組
む
意
欲
の
向
上

に
繋
げ
た
。

 

3
 
 
 
一

般
職

に
よ
る
勉
強
会

を
開
催
で
き
、
良

い
学

び
の
機
会
と
な
っ
た
。

 

4
-
1
 
勉

強
会

に
参

加
し
、
知
識
向
上

を
図
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
た
。

 

4
-
2
 
指

導
者

の
役

割
の
理

解
、
分

担
が
不

十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
新

し
い
職

員
へ

の
教

育
が
不

十
分

と
な
っ
た
時

も
あ
っ
た
。
年

度
途

中
で
教

育
体

制
の

見
直

し
を
し
た
が
、
来
年
度
は
各
自
の
立
場

を
尊
重

し
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
職
員

の
専
門
性
向
上
を
目

指
す
。

 

 

− 72− − 73−



 
 

Ve
r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
措
置
権
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。

．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

稼
働

率

 
稼

働
率

の
低

下
に
よ
り
、
予
算

を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来

年
度

は
緊

急
の
受

け
入

れ
等

、
柔
軟
に
対

応
し
、
稼
働

率
向

上
を
図

り
予

算
を
達

成
で
き

る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

措
置

権
者

か
ら
の
新
た
な
依

頼
が
少
な
く
、
ま
た
介

護
保
険

施
設

へ
の
移

動
の
た
め
措

置
終

了
と
な
る
方
も
お

ら
れ
、
稼

働
率

を
低

下
さ
せ
る
形

と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後

も
、
積

極
的

に
措

置
権

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
、
緊
急

の
受

け
入
れ
も
含

め
、
柔

軟
な
受

け
入

れ
態

勢
で
稼

働

率
向

上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

★
生
活
の
質

の
向
上

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

者
満

足
度

調
査

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実

施
件

数
月

件

％ ％

月
件

目
標

達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
常

に
改
善
や
見

直
し
を
行

っ
て
い
く
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
「
言

葉
遣

い
・
立

ち
振

る
舞

い
チ
ェ
ッ
ク
表

」
を
用

い
、
品

格
あ
る
接

遇
マ
ナ
ー

を
身

に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し

て
い
く
。

予
定

通
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
で
き
た
。
今

後
も
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

ケ
ア
の
標
準
化

行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

指
導

監
査

・
実

地
指

導
等

の
指

摘

件
数

配
薬

ミ
ス

業
務

ミ
ス

件
数

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数

カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

清
掃

計
画

表

件 件 件 回
以

上

以
上

件 件 件 回

％ ％

指
導

監
査

等
か
ら
指
摘

は
な
く
、
他
施
設
か
ら
の
水
平
展
開
を
行
い
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
生

し
た
配

薬
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
調

査
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
も
ミ
ス
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
ル
ー
ル
通
り
対
応
し
て
い
く
。

直
接

介
助

を
要

す
る
こ
と
が
少
な
く
、
ま
た
職
員
も
注
意
し
て
対
応
し
た
た
め
事
故
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

各
勉

強
会

に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年
度

を
重
ね

る
ご
と
に
確

認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
増

や
し
全

員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化

し
た
こ
と
で
自

己
評

価
と
他
者

評
価

と
の
差

が
明

確
で
あ
っ
た
。
持

つ
べ

き
ス
タ
ン
ス
や

指
導

の
基

準
と
し
て
も
活

用
は
行
え
て
い
る

為
、
全

員
が
目

標
値

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

清
掃

を
行

う
習

慣
は
で
き
て
お
り
、
清
掃

員
も
増

員
し
た
こ
と
で
よ
り
掃
除
箇
所
や

役
割
を
明
確

に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

後
継
者
の
育
成

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

一
般

職
に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の

実
施

回
以

上

名 名 回

回 名 回

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
の
内

容
で
定
期
に
行

う
こ
と
で
職
員
に
繰
り
返
し
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
で
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風
土
作

り
が
で
き
て
い
る
。

外
部

研
修

へ
の
参
加
が
で
き
て
い
な
い
が
、
他
部
署
か
ら
の
研
修
内
容

の
水
平
展
開

を
行

い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
た

定
期

と
必

要
に
応

じ
て
の
面
談

を
行
う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り
の
構
築

に
努
め
た
。

計
画

し
た
全

職
員

に
対
し
て
連
休

を
取
得
で
き
、
満
足
度
も
高
か
っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
今
後
も
作
っ
て
い
く
。

般
職

に
よ
る
勉

強
会
も
開
催
で
き
、
開

催
の
難

し
さ
や
受
講
者
へ
の
理

解
の
促
し
方
も
良
い
学

び
と
な
っ
て
い
る
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。

2
．
専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
と
離
職
防
止
に
努
め
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
経
営
の
確
保

 

    

1
-
1
 
事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）
 

1
-
2
 
稼
働

率
 

 1
-
3
 
居

宅
向

け
ア
ン
ケ
ー

ト
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 8

2
.5

%
 

 1
-
3
 1

0
0
%
 

1
-
1
 8

1
.1

%
 

 1
-
2
 7

4
.1

%
 

 1
-
3
 9

5
.7

%
 

1
-
1
利

用
終

了
者

が
相

次
ぎ
、
ま
た
、
新
規
利
用
者

様
数
も
少
な
く
、
収
入
減
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

月
2
回

営
業

活
動
を
行
い
、
新

規
獲
得
に
向
け
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

に
事
業
所
紹

介
の
食
事

会
を
開
催
し
た
。

 

1
-
2
支

出
を
見

直
し
、
購

入
物

等
の
変
更

を
行
い
、
経
費
削
減
を
行

っ
た
。

 

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
と
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
た
が
、
利
用
終
了
者

が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、
目

標
稼
働
率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
3
利

用
者

様
の
状

況
報

告
や
営
業
活
動

に
よ
っ
て
信
頼
関
係
の
構

築
に
努

め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
快
適
な
生
活
の
提
供

 

2
 
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

 

★
3
 
利
用
者
様
の
生
き
が
い
楽
し
み
の
提

 
 

 
 

 
供

 

1
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

2
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

3
 

 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

2
 
 
 
1
0
0
%
 

3
 
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 8

9
.7

%
 

2
 
 
9
2
.3

%
 

3
 
 
8
4
.6

%
 

1
 
 
 
環

境
整

備
を
継

続
し
て
行

い
、
過
ご
し
や
す

い
事
業
所
を
提
供
で
き
た
。

 

2
 
 
 
品

位
あ
る
応

対
を
行
え
て
お
り
、
利
用
者
様
、
ご
家
族
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
隣

接
す

る
保

育
園

の
園
児
と
の
交
流
を
利

用
者
様
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
喜

ば
れ
て
お
り
、
ご
家
族

か
ら
も
好
評
を
頂
い
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
１

 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確

保
 

 2
 
重
大
事
故
の
発

生
防
止

 

 

3
 
ケ
ア
の
標
準
化

 

  

4
 
行
き
届
い
た
清

掃
に
よ
る
環
境
美
化

 

1
 
 
 
指

導
監

査
・
実

地
指

導
等

の
指

摘
 

件
数

 

2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)件
数

 

2
-
2
 
職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数
 

3
-
1
 
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
回

数
 

 3
-
2
 

5
カ
条

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

4
 
 
 
清

掃
計

画
表

 

1
 
 
 
0
件

 

 2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

3
-
1
 6

回
以

上
 

 3
-
2
 8

0
%
以

上
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 

-
 

 2
-
1
 0

件
 

2
-
2
 0

件
 

3
-
1
 9

回
 

 3
-
2
 6

4
%
 

4
 

 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
実

地
指

導
は
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
他
施

設
か
ら
の
水

平
展
開
に
よ
り
、
点
検
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
配

薬
ミ
ス

(業
務

ミ
ス

)は
起
き
て
お
ら
ず
、
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
配
薬
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
職

員
関

与
に
よ
る
事
故

は
起
き
て
お
ら
ず
、
安

全
に
介
助
、
支
援

が
行
え
た
。

 

3
-
1
 
各

勉
強

会
に
お

い
て
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確

認
で
き
て
い
る
。
年
度

を
重
ね

る
ご
と
に
確

認
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
増

や
し
全

員
に
周
知
で
き
る
よ
う
継

続

し
て
い
く
。

 

3
-
2
 
職

員
に
よ
り
評

価
基
準
の
捉
え
方
に
差
が
あ
り
、
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

4
 
 
 
清

掃
を
行

う
習

慣
は
出
来
て
お
り
、
常
に
き
れ

い
な
環
境
を
保

つ
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
心
構
え
教
育

 
専
門
職
・
管

理
職
育
成

 

 

2
 
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

 

 

3
 
後
継
者
の
育
成

 

4
 
職
員
の
専
門
性

向
上
・
教
育
体

制
の

 
 

構
築

 

1
-
1
 
不
適

切
ケ
ア
研

修
(虐

待
・
身

体
拘

束
) 

1
-
2
 
外
部

研
修

・
交

換
研

修
へ

の
参

加
数

 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
 
職

員
の
連

休
取

得
者

数
 

3
 

 
 
一

般
職

に
よ
る
施

設
内

勉
強

会
の
実

施
 

4
-
1
 
排

泄
ケ
ア
の
勉

強
会

参
加

人
数

 

4
-
2
 
新

人
・
既

存
職

員
の
充

実
度

 

1
-
1
 3

回
以

上
 

1
-
2
 3

名
 

2
-
1
 0

%
 

2
-
2
 2

名
 

3
 
 
 
2
回

 

4
-
1
 2

名
 

4
-
2
 3

.5
点

以
上

 

1
-
1
 3

回
 

1
-
2
 2

名
 

2
-
1
 5

0
%
 

2
-
2
 2

名
 

3
 
 
 
な
し

 

4
-
1
 

2
名

 

4
-
2
 3

点
 

1
-
1
各

勉
強

会
に
参

加
し
、
一

人
ひ
と
り
が
理
解

を
深
め
て
適
切
な
支
援

が
行
え
た
。

 

1
-
2
 
外

部
研

修
に
参

加
し
、
理
解

を
深
め
て
い
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
水
平

展
開
し
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
繋

げ
た
。

 

2
-
1
 
様

々
な
事

情
に
よ
り
離
職
率
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
に
よ
り
離

職
防
止
に
努

め
る
。

 

2
-
2
 
職

員
の
希

望
休

み
を
優
先

し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
す
る
こ
と
で
仕
事
に
取
り
組
む
意
欲
の
向
上

に
繋
げ
た
。

 

3
 
 
 
一

般
職

に
よ
る
勉
強
会

を
開
催
で
き
、
良

い
学

び
の
機
会
と
な
っ
た
。

 

4
-
1
 
勉

強
会

に
参

加
し
、
知
識
向
上

を
図
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
た
。

 

4
-
2
 
指

導
者

の
役

割
の
理

解
、
分

担
が
不

十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
新

し
い
職

員
へ

の
教

育
が
不

十
分

と
な
っ
た
時

も
あ
っ
た
。
年

度
途

中
で
教

育
体

制
の

見
直

し
を
し
た
が
、
来
年
度
は
各
自
の
立
場

を
尊
重

し
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
職
員

の
専
門
性
向
上
を
目

指
す
。

 

 

− 72− − 73−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
の
質
の
向
上
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
の
達

成
に
よ
る
収
支
の

安
定

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

介
護

プ
ラ
ン
件

数

予
防

・
総

合
事

業
プ
ラ
ン
件

数

件

件

件

件

下
期

の
特

定
事

業
所

集
中
減
算
を
回
避
で
き
た
た
め
、
大
幅

に
収
入
が
増
え
た
。

前
年

度
よ
り
プ
ラ
ス

件
。

年
度
目

標
値

と
同
数
値
で
あ
っ
た
。
冬
場

に
入
院
者

が
増
え
て
し
ま
い
、
プ
ラ
ン
数
が
伸

び
な
か
っ
た
。

包
括

よ
り
委

託
を
受

け
て
い
る

名
の
要
支
援

の
利
用
者
様
を
、

年
を
通
じ
て
支
援
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

相
談
し
や
す

い
体
制
の
提
供

★
利
用
者
様
の
自
立
支
援
・
重

度
化
の

防
止

利
用

者
満

足
度

調
査

多
職

種
一

体
的

な
連

携

迅
速

な
新

規
の
受

け
入

れ

利
用

者
様

、
ご
家

族
と
の
信

頼
関

係

の
構

築

入
退

院
時

に
お

け
る
情

報
共

有

主
治

医
と
の
連

携

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

と
の
連

携

月
回

以
上

名

月
回

平
均

名

「
依

頼
さ
れ
た
内

容
を
確
実
に
実
行
し
て
い
る
か
」
と
い
う
項
目
で
、
上
下
期
平
均

％
で
「
良
い
」
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
師

や
看

護
師

、
薬
剤
師
な
ど
医
療
関
係
者

と
の
必
要
時
の
連
携
を
図
り
、
入
退
院

時
円
滑
に
支

援
が
で
き
た
。

要
介

護
の
方

（
見

込
み
を
含
む
）
を
支
援
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
包

括
の
窓
口
へ

相
談
に
来

た
際

に
電
話
連
絡
を
頂
き
、
そ
の
場
で
受

け
入
れ
可

能

で
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
な
ど
迅
速
な
新
規
受
け
入
れ
が
で
き
た
。

月
次

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
以
外
で
も
、
悩
み
事

や
相
談
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
来

設
し
て
頂
く
か
、
訪
問
し
話
を
伺
う
事
で
信

頼
関
係
が
作
れ
た
。

入
院

時
病

院
側

へ
情
報
提
供

が
行
え
、
退
院

時
病
院
側
よ
り
診
療
情

報
提
供
書
を
頂
く
事
で
情
報

共
有
を
図
れ
た
。

病
院

受
診

の
同

行
や
、
病
棟
看

護
師
、
医
療

相
談
員
か
ら
医

師
へ
の
上
申

を
依
頼
し
、
主

治
医

か
ら
の
指
示

や
意
見
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
些

細
な
変
化
で
も
報
告

や
連
絡

を
互
い
に
行
う
事
で
、
連

携
を
強
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

制
度

・
報

酬
改

定
に
対

す
る
理

解

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

地
域

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

地
域

医
療

機
関

と
の
連

携

件

年
回

件 年
回

部
会

に
て
制

度
改

定
や
報
酬
改
定

に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

関
与

に
よ
る
事
故

は
な
か
っ
た
。
今
後
も
多
職
種
で
検
討
し
、
事
故
予

防
に
努

め
る
。

事
例

提
出

の
該

当
機

会
は
な
か
っ
た
。
今
後

は
困
難
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
包

括
に
相
談

し
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催

を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

歯
科

医
師

会
主

催
の
研
修
等
に
参
加

し
た
事

で
医
療
面
で
の
意
識

向
上
に
繋

が
り
、
ご
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
変

化
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

援
助
技
術
の
向

上

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

事
例

検
討

会
等

へ
の
参

加

居
宅

連
絡

会
等

へ
の
参

加

回
以

上

名 回 回

回 名 回 回

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
を
定

期
に
行
う
こ
と
で
繰
り
返
し
指

導
が
で
き
、
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風
土
作
り
が
で
き
て
い
る
。

定
期

と
必

要
に
応

じ
て
の
面
談
を
行

う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場

作
り
の
構
築

に
努
め
た
。

事
務

所
職

員
と
連

携
し
て
連
休
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

支
援

専
門

員
の
み
、
ま
た
は
医

師
等
を
含
む
各
職
種
が
集
ま
っ
た
事
例
検
討
会

へ
参
加
し
、
援
助
技
術
の
向
上

に
繋
げ
る
事

が
で
き
た
。

開
催

時
は
概

ね
参

加
す
る
事

が
で
き
た
。
事

例
検
討
会
同
様
、
知
識
・
技
術
の
向

上
が
図
れ
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
江
南
・
岐
阜
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

事
業
所
の
経
営
方
針
：
法
令
を
遵
守
し
、
迅
速
か
つ
正
確
な
事
務
処
理
を
行
う
。
事
務
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び
エ
リ
ア
内
事
務
員
の
知
識
、
技
能
を
共
有
し
事
務
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
ご
家
族
・
利
用
者
様
よ
り
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
志
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
正
な
予
算
管
理
の
補
助

経
費
削
減
取
組
み

会
計
会
議
資
料
の
予
算
超
過
件
数

％ 件

％ 件

エ
リ
ア
内
で
一
括
購

入
で
き
る
物
品
等
は
一
括
で
購
入
す
る
こ
と
に
努
め
、
単
価
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
削
減
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
状
で
の
件
数
で
あ
る
た
め
、
決
算
後
に
各
施
設

に
周
知
し
、
今
後
の
予
算
作
成

の
参
考
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

予
算
流
用
と
し
て
は

件
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
で
き
る
限
り
件
数
が
減
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

利
用
者
様
・
ご
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化

職
員
同
士
の
情
報
・
知
識
の
連
携

利
用
料
引
き
落
と
し
に
関
す
る
苦
情
件
数

％

件

％

件

自
己
研
鑽
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
利
用
者
様
・
ご
家
族

に
迅
速
・
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

適
宜
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
引
き
落
と
し
口

座
開
始
手
続
き
を
適
切
に
実
施
し
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
へ
の
利
便
性
を
供
与

す
る
事
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

エ
リ
ア
内
施
設
の
法
令
・
規
定
違
反

指
摘

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
退
職
金
共
済
な

ど
の
処
理
遅
延

給
与
・
賞
与
の
処
理
間
違
い

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
報
告
書

誤
発
送
件
数

業
務
ミ
ス
報
告
書
件
数

件 件 件 件 件 件
以
内

件 件 件 件 件 件

法
令
・
規
定
を
遵
守
し
、
事
務
処
理

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
退
職
金
共
済
な
ど
の
処
理
が
遅
延
す
る
こ
と
な
く
、
事
務
処
理

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
適
切
に
給
与
処
理
を
行
っ
て
い
く
。

適
切
に
特
定
個
人
情
報
・
個
人
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
は
、
担
当
者

が
給
与
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

領
収
日
付
を
誤
っ
て
押
印
し
た
領
収
書
を
郵
送
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
、

人
体
制
元
行
っ
て
お
り
、
必

ず
日
付
を
確
認
し
て
押
印
し
、
間
違
い
が
起
こ
る
事
の

無
い
体
制
を
構
築
し
行
っ
て
い
る
。

事
務
業
務
を
正
確
に
行
う
た
め
、
各
自
が
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
事
務
業
務
に
取
組
ん
で
い
く
事
を
啓
発

し
て
い
く
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育
成

働
き
や
す
い
職
場
環
境

新
卒
・
中
途
採
用
職
員
の
確
保

エ
リ
ア
事
務
員
間
の
情
報
共
有

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
職
場
環
境

研
修
・
勉
強
会
参
加
数

有
給
休
暇
取
得
率

エ
リ
ア
運
営
会
議
へ
の
報
告

事
務
職
員
採
用
人
数

エ
リ
ア
事
務
員
会
議
の
開
催

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
か
ら
の
苦
情
等
件
数

％
以
上

％ 回
月

名
以
上

回
以
上

年

件

％ ％ 回
月

名 回
以
上

年

件

法
人
内
の
研
修
・
勉
強
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
今
後
は
法
人
外

の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
参
加
す
る
機

会
を
よ
り
設
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
よ
う
に
す
る
。

事
務
セ
ン
タ
ー
内
の
職
員

は
各
自
、
計
画
的

に
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
状
態
で
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
卒
・
中
途
職
員
の
採
用
状
況
を
エ
リ
ア
運
営
会
議

で
確
実
に
報
告
し
、
必
要
に
応
じ
て
求
人
活
動

の
検

討
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

中
途
職
員
を
募
集
し
、
早
期
に

名
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

名
は
エ
リ
ア
内
異
動
に
よ
り
対
応
す

る
こ
と
と
し
た
。

当
初
の
計
画
の
通
り

ヶ
月
に

回
実
施
し
た
。
ま
た
必
要
に
応
じ
、
監
査
指
摘
事
項
、
規
定
変
更
、
法
改

正
等
の
情
報
共
有
、
改
善
の
水
平
展

開
を
図
り
、
事
務

職
員
と
し
て
の
知
識

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
入
職

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
受
入
れ
に
対

し
、
借
上
げ
寮
の
手
配
や
入
職
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
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r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
羽
島

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
の
質
の
向
上
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
の
達

成
に
よ
る
収
支
の

安
定

事
業

活
動

資
金

収
支

差
額

（
予

算
達

成
）

介
護

プ
ラ
ン
件

数

予
防

・
総

合
事

業
プ
ラ
ン
件

数

件

件

件

件

下
期

の
特

定
事

業
所

集
中
減
算
を
回
避
で
き
た
た
め
、
大
幅

に
収
入
が
増
え
た
。

前
年

度
よ
り
プ
ラ
ス

件
。

年
度
目

標
値

と
同
数
値
で
あ
っ
た
。
冬
場

に
入
院
者

が
増
え
て
し
ま
い
、
プ
ラ
ン
数
が
伸

び
な
か
っ
た
。

包
括

よ
り
委

託
を
受

け
て
い
る

名
の
要
支
援

の
利
用
者
様
を
、

年
を
通
じ
て
支
援
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

相
談
し
や
す

い
体
制
の
提
供

★
利
用
者
様
の
自
立
支
援
・
重

度
化
の

防
止

利
用

者
満

足
度

調
査

多
職

種
一

体
的

な
連

携

迅
速

な
新

規
の
受

け
入

れ

利
用

者
様

、
ご
家

族
と
の
信

頼
関

係

の
構

築

入
退

院
時

に
お

け
る
情

報
共

有

主
治

医
と
の
連

携

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

と
の
連

携

月
回

以
上

名

月
回

平
均

名

「
依

頼
さ
れ
た
内

容
を
確
実
に
実
行
し
て
い
る
か
」
と
い
う
項
目
で
、
上
下
期
平
均

％
で
「
良
い
」
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
師

や
看

護
師

、
薬
剤
師
な
ど
医
療
関
係
者

と
の
必
要
時
の
連
携
を
図
り
、
入
退
院

時
円
滑
に
支

援
が
で
き
た
。

要
介

護
の
方

（
見

込
み
を
含
む
）
を
支
援
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
包

括
の
窓
口
へ

相
談
に
来

た
際

に
電
話
連
絡
を
頂
き
、
そ
の
場
で
受

け
入
れ
可

能

で
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
な
ど
迅
速
な
新
規
受
け
入
れ
が
で
き
た
。

月
次

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
以
外
で
も
、
悩
み
事

や
相
談
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
来

設
し
て
頂
く
か
、
訪
問
し
話
を
伺
う
事
で
信

頼
関
係
が
作
れ
た
。

入
院

時
病

院
側

へ
情
報
提

供
が
行
え
、
退
院

時
病
院
側
よ
り
診
療
情

報
提
供
書
を
頂
く
事
で
情
報

共
有
を
図
れ
た
。

病
院

受
診

の
同

行
や
、
病
棟
看

護
師
、
医
療

相
談
員
か
ら
医

師
へ
の
上
申

を
依
頼
し
、
主

治
医

か
ら
の
指
示

や
意
見
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
些

細
な
変
化
で
も
報
告

や
連
絡

を
互
い
に
行
う
事
で
、
連

携
を
強
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発

生
防
止

地
域
包
括
ケ
ア
構
築

の
実
現

制
度

・
報

酬
改

定
に
対

す
る
理

解

職
員

関
与

に
よ
る
事

故
発

生
件

数

地
域

ケ
ア
会

議
へ

の
参

加

地
域

医
療

機
関

と
の
連

携

件

年
回

件 年
回

部
会

に
て
制

度
改

定
や
報
酬
改
定

に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

関
与

に
よ
る
事
故

は
な
か
っ
た
。
今
後
も
多
職
種
で
検
討
し
、
事
故
予

防
に
努

め
る
。

事
例

提
出

の
該

当
機

会
は
な
か
っ
た
。
今
後

は
困
難
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
包

括
に
相
談

し
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催

を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

歯
科

医
師

会
主

催
の
研
修
等
に
参
加

し
た
事

で
医
療
面
で
の
意
識

向
上
に
繋

が
り
、
ご
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
変

化
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管

理
職
育
成

働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

援
助
技
術
の
向

上

不
適

切
ケ
ア
研

修
虐

待
・
身

体
拘

束

離
職

率

職
員

の
連

休
取

得
者

数

事
例

検
討

会
等

へ
の
参

加

居
宅

連
絡

会
等

へ
の
参

加

回
以

上

名 回 回

回 名 回 回

施
設

内
で
研

修
を
行
え
て
い
る
。
年

回
を
定

期
に
行
う
こ
と
で
繰
り
返
し
指

導
が
で
き
、
不
適
切
な
ケ
ア
を
さ
せ
な
い
風
土
作
り
が
で
き
て
い
る
。

定
期

と
必

要
に
応

じ
て
の
面
談
を
行

う
こ
と
で
職
員
の
声
を
聴
き
働
き
や
す

い
職
場

作
り
の
構
築

に
努
め
た
。

事
務

所
職

員
と
連

携
し
て
連
休
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

支
援

専
門

員
の
み
、
ま
た
は
医

師
等
を
含
む
各
職
種
が
集
ま
っ
た
事
例
検
討
会

へ
参
加
し
、
援
助
技
術
の
向
上

に
繋
げ
る
事

が
で
き
た
。

開
催

時
は
概

ね
参

加
す
る
事

が
で
き
た
。
事

例
検
討
会
同
様
、
知
識
・
技
術
の
向

上
が
図
れ
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
江
南
・
岐
阜
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

事
業
所
の
経
営
方
針
：
法
令
を
遵
守
し
、
迅
速
か
つ
正
確
な
事
務
処
理
を
行
う
。
事
務
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び
エ
リ
ア
内
事
務
員
の
知
識
、
技
能
を
共
有
し
事
務
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
ご
家
族
・
利
用
者
様
よ
り
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
志
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
経
営
の
確
保

適
正
な
予
算
管
理
の
補
助

経
費
削
減
取
組
み

会
計
会
議
資
料
の
予
算
超
過
件
数

％ 件

％ 件

エ
リ
ア
内
で
一
括
購
入
で
き
る
物
品
等
は
一
括
で
購
入
す
る
こ
と
に
努
め
、
単
価
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
削
減
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
状
で
の
件
数
で
あ
る
た
め
、
決
算
後
に
各
施
設

に
周
知
し
、
今
後
の
予
算
作
成

の
参
考
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

予
算
流
用
と
し
て
は

件
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
で
き
る
限
り
件
数
が
減
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
な
生
活
の
提
供

利
用
者
様
・
ご
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化

職
員
同
士
の
情
報
・
知
識
の
連
携

利
用
料
引
き
落
と
し
に
関
す
る
苦
情
件
数

％

件

％

件

自
己
研
鑽
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
利
用
者
様
・
ご
家
族

に
迅
速
・
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

適
宜
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
引
き
落
と
し
口

座
開
始
手
続
き
を
適
切
に
実
施
し
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
へ
の
利
便
性
を
供
与

す
る
事
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保

重
大
事
故
の
発
生
防
止

エ
リ
ア
内
施
設
の
法
令
・
規
定
違
反

指
摘

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
退
職
金
共
済
な

ど
の
処
理
遅
延

給
与
・
賞
与
の
処
理
間
違
い

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
報
告
書

誤
発
送
件
数

業
務
ミ
ス
報
告
書
件
数

件 件 件 件 件 件
以
内

件 件 件 件 件 件

法
令
・
規
定
を
遵
守
し
、
事
務
処
理

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
退
職
金
共
済
な
ど
の
処
理
が
遅
延
す
る
こ
と
な
く
、
事
務
処
理

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

適
正
な
処
理
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
適
切
に
給
与
処
理
を
行
っ
て
い
く
。

適
切
に
特
定
個
人
情
報
・
個
人
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
は
、
担
当
者

が
給
与
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

領
収
日
付
を
誤
っ
て
押
印
し
た
領
収
書
を
郵
送
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
、

人
体
制
元
行
っ
て
お
り
、
必

ず
日
付
を
確
認
し
て
押
印
し
、
間
違
い
が
起
こ
る
事
の

無
い
体
制
を
構
築
し
行
っ
て
い
る
。

事
務
業
務
を
正
確

に
行
う
た
め
、
各
自
が
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
事
務
業
務
に
取
組
ん
で
い
く
事
を
啓
発

し
て
い
く
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

心
構
え
教
育

専
門
職
・
管
理
職
育
成

働
き
や
す
い
職
場
環
境

新
卒
・
中
途
採
用
職
員
の
確
保

エ
リ
ア
事
務
員
間
の
情
報
共
有

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
職
場
環
境

研
修
・
勉
強
会
参
加
数

有
給
休
暇
取
得
率

エ
リ
ア
運
営
会
議
へ
の
報
告

事
務
職
員
採
用
人
数

エ
リ
ア
事
務
員
会
議
の
開
催

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
か
ら
の
苦
情
等
件
数

％
以
上

％ 回
月

名
以
上

回
以
上

年

件

％ ％ 回
月

名 回
以
上

年

件

法
人
内
の
研
修
・
勉
強
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
今
後
は
法
人
外

の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
参
加
す
る
機

会
を
よ
り
設
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
よ
う
に
す
る
。

事
務
セ
ン
タ
ー
内
の
職
員

は
各
自
、
計
画
的

に
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
状
態
で
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
卒
・
中
途
職
員
の
採
用
状
況
を
エ
リ
ア
運
営
会
議

で
確
実
に
報
告
し
、
必
要
に
応
じ
て
求
人
活
動

の
検

討
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

中
途
職
員
を
募
集
し
、
早
期
に

名
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

名
は
エ
リ
ア
内
異
動
に
よ
り
対
応
す

る
こ
と
と
し
た
。

当
初
の
計
画
の
通
り

ヶ
月
に

回
実
施
し
た
。
ま
た
必
要
に
応
じ
、
監
査
指
摘
事
項
、
規
定
変
更
、
法
改

正
等
の
情
報
共
有
、
改
善
の
水
平
展

開
を
図
り
、
事
務

職
員
と
し
て
の
知
識

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
入
職

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
受
入
れ
に
対

し
、
借
上
げ
寮
の
手
配
や
入
職
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
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事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
自
由
闊
達
な
風
土
の
中
、
プ
ラ
ス
思
考
で
行
動
で
き
る
職
員
を
育
成
し
、
思
い
や
り
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

１
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

    

1
-
1
 
目
標

稼
働

率
 

 1
-
2
 
支
出

予
算

執
行

率
 

1
-
3
 
収

支
に
関

す
る
勉

強
会

回
数

 

1
-
1
 

9
9
.0

%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

1
-
3
 

1
2
回

 

1
-
1
 
 
9
7
.6

%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

1
-
3
 

6
回

 
 

1
-
1
 
特

養
で
は
入

院
し
た
際
の
空

床
を
有
効
活

用
で
き
ず
、
空
床
を
増
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ご
家
族

に
契
約
終
了
を
丁
寧

に
説
明
し
、
病

院
と
は
関
係

を

崩
さ
ぬ

よ
う
相

互
理
解
に
努

め
、
Ｓ
Ｓ
と
連
携
し
空
床

を
有
効
活
用
す
る
。

 

1
-
2
 
経

営
会

議
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
月

次
の
収

支
と
次
月
以
降
へ

の
対
応
を
確

認
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
経

営
会

議
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
収

支
に
関

す
る
勉
強
会
を
６
回
行

い
施
設
全
体
で
収

支
差
益

の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
接
遇

に

関
す

る
勉

強
会

と
伝
達
講

習
を
計
６
回
行

い
、
職
員

の
質
の
向
上

を
図
っ
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

2
 
状
態
に
応
じ
た
認

知
症
ケ
ア
の
確

立
 

3
 
利
用
者
様
の
癒
し
の
時
間
と
交

流
す

る
空
間
作
り

 

★
4
 
ご
家
族
と
の
相
互

関
係
を
深

め
る

 

5
 
ご
家
族
と
の
信
頼
関

係
を
継
続
す
る

 

 

1
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）
 

2
 
教

育
報

告
書

 

3
 
ジ
ョ
イ
フ
ル
喫

茶
の
開

催
数

 

 4
 
家

族
参

加
型

の
外

出
レ
ク
回

数
 

5
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ

の
家

族
参

加
率

 

1
 
全

項
目

可
 

 2
 

2
回

/
年

 

3
 

3
回

/
年

 

 4
 

1
0
回

/
年

 

5
 

6
5
％

 

1
 
全

項
目

可
 

 2
 

2
回

/
年

 

3
 

3
回

/
年

 

 4
 

9
回

/
年

 

5
 

6
7
.3
％

 

1
 
 
 
今

年
度

も
接

遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
を
定

期
的
か
つ
実

効
的
に
活
用
し
て
、
事
業
所
内
の
５

S
（
整
理
・
整
頓
・
清

掃

清
潔

・
躾

）
お

よ
び

接
遇
・
マ
ナ
ー
面

の
向
上

に
努

め
た
。
特
に
環

境
整
備
に
関
し
て
は
着
実
な
成

果
を
生
ん
で
い
る
。

 

2
 
 
 
一

般
職

講
師

に
よ
る
認
知

症
勉
強
会
も
開

催
で
き
た
為
、
施
設
内
の
認
知

症
ケ
ア
に
関
す
る
理
解

の
底
上
げ
に
繋

が
っ
た
。

 

3
 
 
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
毎
回
内
容
に
改
良

を
加
え
、
利
用
者
様

の
満
足
度

を
毎
回
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
今

年
度

は
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
出
行
事

に
ご
家
族

様
も
参
加
し
て
頂
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
と
ご
家
族
様

の
相
互

親
密
の
関
係
を
築
く
事
が
で
き
た
。

 

5
 
 
 
今

年
度

は
、
ご
本

人
に
も
可
能
な
限
り
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
家
族
と
一

緒
に
有
意

義
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
で
き
た
。
あ
わ
せ

て
、
予
測

さ
れ
る
リ
ス
ク
へ

の
理
解
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 

    ★
2
 
凡
事
徹
底

 

 

3
 
防
災
・
緊
急
時
対
策

の
徹
底

 

 

1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

 

適
切

な
管

理
 

1
-
3
 
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

 2
 
 
 
業
務

ミ
ス
報

告
書

件
数

 

 3
-
1
 
防

災
訓

練
の
実

施
回

数
 

3
-
2
 
緊

急
訓

練
の
実

施
回

数
 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

 2
 
 
 
1
0
件

/
年

 

 3
-
1
 

3
回

以
上

/ 年

3
-
2
 

2
回

以
上

/
年

 

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

 2
 
 
 
2
1
件

/
年

 

 3
-
1
 

3
回

/
年

 

3
-
2
 

2
回

/
年

 

1
-
1
 
介

護
報

酬
改

定
解

釈
を
相
談

員
部
会
に
て
情

報
共
有
し
、
行
政
に
も
確
認
し
な
が
ら
基
準
・
報
酬

改
定
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
管

理
表

を
毎

月
確

認
し
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄
養
ケ
ア
計
画
書
等

を
漏
れ
な
く
作
成
し
て
管
理

で
き
た
。
ま
た
褥
瘡
や
骨
折
な
ど
で
生
活
に
大
き
な

変
化

が
あ
っ
た
場
合

に
も
各
職
種
と
連
携
し
プ
ラ
ン
変
更
が
で
き
て
い
る
。

 

-
 

1
-
3
 
事

務
員

会
議

を
通
じ
て
、
現
状
と
改
正

・
変
更
点
を
把
握
し
確

実
な
労
働
契
約

の
締
結
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
研
修
や
労
務

監
査
で
学
ん
だ

事
を
水

平
展

開
し
、
事

務
員
の
資

質
向
上
に
繋

が
っ
た
。

 

2
 
 
 
今

年
度

は
服

薬
関
連
に
関
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
特
に
落
薬

事
故
が
多
く
発

生
し
た
。
現
在
、
フ
ロ
ア
内
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認

し
、
利

用
者

個
別

に
服
薬
方
法
の
見
直
し
、
統
一

を
図
っ
て
い
る
。

 

3
-
1
 
年

間
を
通

し
て
、

3
回
の
防
災
訓
練
を
実
施
出

来
て
お
り
、
防
災
を
想
定
し
た
動
き
を
再
確
認
し
、
意

識
向
上
に
繋
げ
る
事

が
出
来
た
。

 

3
-
2
 
消

防
署

に
よ
る
実

技
講
習

を
通
じ
て
、
緊
急
時

の
対
応
に
つ

い
て
学
び
、
緊

急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
周
知
す
る
事
が
出

来
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

 

2
 
働
き
易
い
職
場

環
境
の
整
備

 

         3
 
利
用
者
様
主
体

の
生
活
の
安
定
と

 

充
実

 

 

1
-
1
 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

 2
-
1
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 2
-
2
 
離

職
率

 

2
-
3
 
勉

強
会

回
数

 

 2
-
4
 
一

般
職

主
体

の
勉

強
会

回
数

 

 
 

2
-
5
 
職

員
表

彰
回

数
 

 2
-
6
 
外

国
人

就
労

者
の
勉

強
会

回
数

 

3
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
1
年

3
回

 

 2
-
1
 

8
0
％

 

 2
-
2
 

1
0
％

以
下

 

2
-
3
 

1
回

/
月

 

 2
-
4
 

3
回

/
年

 

 2
-
5
 

6
回

/
年

 

 2
-
6
 

3
回

/
年

 

3
 
 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 2
-
1
 

7
5
.4
％

 

 2
-
2
 

1
4
.6
％

 

2
-
3
 

1
回

/
月

 

 2
-
4
 

3
回

/
年

 

 2
-
5
 

6
回

/
年

 

 2
-
6
 

3
回

/
年

 

3
 

 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
今

年
度

は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
が
虐
待
防
止

に
関
す
る
外
部
研
修
に
参
加
し
、
虐
待
（
不

適
切
ケ
ア
）
防
止
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
表

を
自
施
設
内

に
水
平

展
開

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
般
職
講
師

に
よ
る
勉
強
会
も
開
催
し
、
虐
待

に
関
す
る
理
解

度
の
底

上
げ
に
繋
が
っ
た
。

 

2
-
1
 
特

養
全

体
と
し
て
、
有
給

を
取
得
し
て
き
た
が
、
目
標
達
成
率
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
職
種
に
よ
っ
て
も
取
得
状
況
に
差
異

が
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
取

得
で
き
る
よ
う
に
、
計
画
表
に
基
づ
い
た
取
得
に
取

り
組
み
を
し
な
が
ら
、
有

給
休
暇
取
得
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
今

年
度

も
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
職
員
面

談
を
定
期
的
に
実
施
し
、
職
員
個

々
の
悩
み

の
共

有
と
改
善
、
振
り
返
り
の
機
会

に
繋
が
っ
て
い
る
。

 

2
-
3
 
今

年
度

も
徹

底
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
強

化
育
成
に
努

め
た
。
個
々

の
技
能
や
知
識

の
向
上

と
並
行
し
て
、
介
護
観
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
幅
広

い
分

野
に
お

い
て
学
習

の
機
会

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
向
上
に
繋
が
っ
た
。

 

2
-
4
 
今

年
度

も
一

般
職

講
師
に
よ
る
勉
強
会

を
定

期
的
に
実
施
し
た
。
一

般
職
が
教

鞭
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
研
鑽
と
責
任
感
を
養

っ
た
。
ま
た
、
自
信
と

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
も
繋
が
っ
た
。

 

2
-
5
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
回

の
表
彰
テ
ー
マ
を
現
場
職
員

が
主
体
的

に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に
即

し
た
リ
ア
ル
な
表
彰
制

度
と
な

り
、
職

員
個

々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
お

よ
び

、
施
設
内
の
褒

め
る
文
化
の
定
着
に
繋

が
っ
て
い
る
。

 

2
-
6
 E

P
A
職

員
の
受

け
入
れ
初
年

度
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
問
題
も
な
く
、

E
P
A
職
員
が
順

調
に
成
長

し
て
い
る
。
事
前
の
細

か
い
準

備
が
功

を
奏
し
た
。

 

3
 
 
 
短

時
間

雇
用

・
高

齢
者
雇
用
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
環
境
整
備
に
関

す
る
満
足
度

は
向

上
し
た
。
行
事
と
人
員
・
介

護
の
質

に
対
し
て
不
満

足
が
あ
る
た
め
、
行
事

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現

利
用
者
様
の
状
態

に
考
慮
し
、
ご
家

族
が
参
加
し
や
す
い
企
画
す
る
。
人
員
面
は
、
間
接
業
務
の

担
い
手

を
確

保
し
、
介
護

の
質
の
向
上

を
図
る
。

 

 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
虐
待
・身
体
拘
束
、
不
適
切
ケ
ア
に
つ
い
て
の
認
識
、
理
解
を
深
め
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
。

 
内
外
居
宅
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
目
標
稼
働
率
を
達
成
し
収
入
を
確
保
す
る
。

 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
業
務
改
善
に
努
め
、

よ
り
上
質
な
ケ
ア
を
実
現
す
る
。

 
利
用
者
様
が
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
環
境
整
備
に
取
り
組
み
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 収

支
差
益
を
確
保
す
る

 

 

2
 計

画
的
な
営
業
活
動
に
よ
る

顧
客
獲
得

 

1
-1

 
目

標
稼

働
率

 

1
-2

 
支

出
予

算
執
行

率
 

 2
-1

 
新

規
利

用
者
数

 

 2
-2

 
定

員
の
拡
大

 

1
-1

  
85

% 

1
-2

  
10

0%

以
下

 

2
-1

  
22

名
  

2
-2

  
18

名
 

1
-1

  
79

.2
% 

1
-2

  
10

0%

以
下

 

2
-1

  
23

名
  

2
-2

  
18

名
 

1
-1

 
8
月
よ
り
定
員
を
３
名

増
員
し
た
が
、
居
宅
支
援
事
業
所
へ
の
周
知
不
足
も
あ
り

1
月
ま
で
稼
働
が
伸
び
悩
ん
だ
。

 

1
-2

 毎
月
会

計
会
議
前
に
確
認
を
行
い
、
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 2
-1

 計
画
的

な
営

業
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
上
半
期
が
平
均

1
.3

件
/月

、
下
半
期
は
平
均

2
.5

件
/月

と
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

契
約

件
数

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 予
定
よ
り

2
か
月
早
め
て
増

員
を
行
っ
た
。
営
業
活
動
に
よ
り
２
月
に
は
概
ね
満
席
状
態
と
な
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 安

心
し
て
利
用
・
生
活
出
来

る
施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
担
保
す
る

 

2
 
利
用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 3
 
在
宅
生
活
維
持
の
為
の
自

 

 
 

 
立
支
援

 

1
  

 接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク

表
（
自
己

・他
者
） 

2
-1

 機
能
訓

練
評
価

の
満

足
率

 

2
-2

 お
試

し
利

用
か
ら
の
成

約
率

 

3
  

 介
護

度
改

善
者

数
 

1
  

 全
項

目

可
 

 2
-1

 
10

0
% 

2
-2

 
80

% 

3
  

 4
名

 

 

1
  

 全
項

目

可
 

 2
-1

  
87

% 

2
-2

  
62

.5
 

3
  

  
1
名

 

１
 

 
各

種
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

確
保

で
き
た
。

 

 

2
-1

 
満

足
度

調
査
に
よ
り
、
満
足
度
向
上
に
む
け
て
の
取
組
は
常
に
継
続
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

 

2
-2

 
お

試
し
の
際

、
全
職
種
で
満
足
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
初
め
て
の
方
の
拒
否
が
目
立
っ
た
。

 

3
 

 
 介

護
度

改
善
者
は
１
名
で
あ
っ
た
が
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
、
残
存
機
能
を
生
か
し
で
き
る
部
分
は
自
分
で
や
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
促
す
こ
と
で
在
宅
生
活
維
持
を
目
指
し
た
。

 

                          

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 法

令
を
遵
守
す
る

 

 ★
2
 デ

ー
タ
分
析
を
ル
ー
テ
ィ
ン

化
す
る

 

3
 広

域
的
な
取
り
組
み
を
行
う
 

4
 プ

ロ
グ
ラ
ム
や

イ
ベ
ン
ト
の

 

充
実

 
 

 
 

 
 

 

5
 接

遇
マ
ナ
ー
、
接
客
対
応
の

 

 
 
強
化

 

1
-1

 行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数
 

1
-2

 ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適

切
な
管
理

 

2
  

 通
所

デ
ー
タ
分

析
シ
ー
ト
入

力
漏

れ
件
数

 

3
  

 運
営

推
進

会
議

の
開

催
 

4
  

 プ
ロ
グ
ラ
ム
や

イ
ベ

ン
ト
の
企

画
・
実
行

 

5
  

 接
遇

マ
ナ
ー

勉
強
会

開
催
数

 

1
-1

  
0
件

 

1
-2

  
10

0%
 

2
  

  
0
件

 

 3
  

  
2
回

 

4
  

  
1
2
回

 

 5
  

  
4
回

 

 

1
-1

  
0
件

 

1
-2

  
10

0%
 

2
  

  
0
件

 

 3
  

  
2
回

 

4
  

  
1
2
回

 

 5
  

  
4
回

 

1
-1

 
入

所
相

談
員
会
議
等
で
の
情
報
共
有
、
行
政
へ
の
確
認
等
を
実
施
し
、
法
令
基
準
に
的
確
に
対
応
で
き
た
。

 

1
-2

 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
必
ず
入
手
し
、
毎
月
確
認
を
行
う
こ
と
で
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2 
毎

月
月

初
に
必
ず
シ
ー
ト
入
力
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3 
運

営
推

進
会
議
開
催
に
よ
り
、
ご
家
族
、
行
政
、
病
院
、
地
域
関
係
者
等
へ
の
情
報
発
信
と
意
見
交
換
が
で
き
た
。

 

4 
毎

月
、
季

節
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
お
楽
し
み
会
の
他
、
新
規
企
画
を
企
画
実
行
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト

の
充

実
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
集
客
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 

5
 

 
 サ

ー
ビ
ス
業
と
し
て
基
本
の
接
遇
マ
ナ
ー
・
接
客
対
応
を
職
員
全
員
が
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
職

員
の
育
成

 

  
2
働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

   
3
 職

員
の
資
質
の
向
上

 

1
  

 虐
待

防
止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

2
-1

 職
員
満

足
度
調

査
 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 法
人

内
外
の
勉

強
会

、
研

修

の
参

加
回
数

 

1
  

 年
3
回

 

 2
-1

  
1
回

 

2
-2

  
80

% 

3
  

  
1
0
回

 

1
  

 年
3
回

 

 2
-1

  
1
回

 

2
-2

  
81

.3
% 

3
  

 
1
4
 
回

 

1
  

 計
画

通
り
、
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
で
職
員
の
ケ
ア
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

 

2
-1

 満
足
度

調
査

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
現
状
把
握
、
課
題
の
抽
出
が
な
さ
れ
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-2

 目
標
以

上
の
有
給
取
得
率
が
達
成
で
き
、
働
き
や
す
い
環
境
作
り
の
一
因
と
な
っ
た
。

 

3
  

 各
研

修
参

加
者
が
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
、
全
職
種
の
知
識
や
技
術
の
向
上
に
役
立
っ
た
。
研
修
参
加
に
対
す
る
職
員

の
意

識
も
高
ま
っ
た
。

 

 

− 76− − 77−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
自
由
闊
達
な
風
土
の
中
、
プ
ラ
ス
思
考
で
行
動
で
き
る
職
員
を
育
成
し
、
思
い
や
り
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

１
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

    

1
-
1
 
目
標

稼
働

率
 

 1
-
2
 
支
出

予
算

執
行

率
 

1
-
3
 
収

支
に
関

す
る
勉

強
会

回
数

 

1
-
1
 

9
9
.0

%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

1
-
3
 

1
2
回

 

1
-
1
 
 
9
7
.6

%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

1
-
3
 

6
回

 
 

1
-
1
 
特

養
で
は
入

院
し
た
際
の
空

床
を
有
効
活

用
で
き
ず
、
空
床
を
増
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ご
家
族

に
契
約
終
了
を
丁
寧

に
説
明
し
、
病

院
と
は
関
係

を

崩
さ
ぬ

よ
う
相

互
理
解
に
努

め
、
Ｓ
Ｓ
と
連
携
し
空
床

を
有
効
活
用
す
る
。

 

1
-
2
 
経

営
会

議
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
月

次
の
収

支
と
次
月
以
降
へ

の
対
応
を
確

認
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
経

営
会

議
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
収

支
に
関

す
る
勉
強
会
を
６
回
行

い
施
設
全
体
で
収

支
差
益

の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
接
遇

に

関
す

る
勉

強
会

と
伝
達
講

習
を
計
６
回
行

い
、
職
員

の
質
の
向
上

を
図
っ
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

2
 
状
態
に
応
じ
た
認

知
症
ケ
ア
の
確

立
 

3
 
利
用
者
様
の
癒
し
の
時
間
と
交

流
す

る
空
間
作
り

 

★
4
 
ご
家
族
と
の
相
互

関
係
を
深

め
る

 

5
 
ご
家
族
と
の
信
頼
関

係
を
継
続
す
る

 

 

1
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）
 

2
 
教

育
報

告
書

 

3
 
ジ
ョ
イ
フ
ル
喫

茶
の
開

催
数

 

 4
 
家

族
参

加
型

の
外

出
レ
ク
回

数
 

5
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ

の
家

族
参

加
率

 

1
 
全

項
目

可
 

 2
 

2
回

/
年

 

3
 

3
回

/
年

 

 4
 

1
0
回

/
年

 

5
 

6
5
％

 

1
 
全

項
目

可
 

 2
 

2
回

/
年

 

3
 

3
回

/
年

 

 4
 

9
回

/
年

 

5
 

6
7
.3
％

 

1
 
 
 
今

年
度

も
接

遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
を
定

期
的
か
つ
実

効
的
に
活
用
し
て
、
事
業
所
内
の
５

S
（
整
理
・
整
頓
・
清

掃

清
潔

・
躾

）
お

よ
び

接
遇
・
マ
ナ
ー
面

の
向
上

に
努

め
た
。
特
に
環

境
整
備
に
関
し
て
は
着
実
な
成

果
を
生
ん
で
い
る
。

 

2
 
 
 
一

般
職

講
師

に
よ
る
認
知

症
勉
強
会
も
開

催
で
き
た
為
、
施
設
内
の
認
知

症
ケ
ア
に
関
す
る
理
解

の
底
上
げ
に
繋

が
っ
た
。

 

3
 
 
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
毎
回
内
容
に
改
良

を
加
え
、
利
用
者
様

の
満
足
度

を
毎
回
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
今

年
度

は
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
出
行
事

に
ご
家
族

様
も
参
加
し
て
頂
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
と
ご
家
族
様

の
相
互

親
密
の
関
係
を
築
く
事
が
で
き
た
。

 

5
 
 
 
今

年
度

は
、
ご
本

人
に
も
可
能
な
限
り
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
家
族
と
一

緒
に
有
意

義
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
で
き
た
。
あ
わ
せ

て
、
予
測

さ
れ
る
リ
ス
ク
へ

の
理
解
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 

    ★
2
 
凡
事
徹
底

 

 

3
 
防
災
・
緊
急
時
対
策

の
徹
底

 

 

1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

 

適
切

な
管

理
 

1
-
3
 
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

 2
 
 
 
業
務

ミ
ス
報

告
書

件
数

 

 3
-
1
 
防

災
訓

練
の
実

施
回

数
 

3
-
2
 
緊

急
訓

練
の
実

施
回

数
 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

 2
 
 
 
1
0
件

/
年

 

 3
-
1
 

3
回

以
上

/ 年

3
-
2
 

2
回

以
上

/
年

 

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

 2
 
 
 
2
1
件

/
年

 

 3
-
1
 

3
回

/
年

 

3
-
2
 

2
回

/
年

 

1
-
1
 
介

護
報

酬
改

定
解

釈
を
相
談

員
部
会
に
て
情

報
共
有
し
、
行
政
に
も
確
認
し
な
が
ら
基
準
・
報
酬

改
定
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
管

理
表

を
毎

月
確

認
し
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄
養
ケ
ア
計
画
書
等

を
漏
れ
な
く
作
成
し
て
管
理

で
き
た
。
ま
た
褥
瘡
や
骨
折
な
ど
で
生
活
に
大
き
な

変
化

が
あ
っ
た
場
合

に
も
各
職
種
と
連
携
し
プ
ラ
ン
変
更
が
で
き
て
い
る
。

 

-
 

1
-
3
 
事

務
員

会
議

を
通
じ
て
、
現
状
と
改
正

・
変
更
点
を
把
握
し
確

実
な
労
働
契
約

の
締
結
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
研
修
や
労
務

監
査
で
学
ん
だ

事
を
水

平
展

開
し
、
事

務
員
の
資

質
向
上
に
繋

が
っ
た
。

 

2
 
 
 
今

年
度

は
服

薬
関
連
に
関
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
特
に
落
薬

事
故
が
多
く
発

生
し
た
。
現
在
、
フ
ロ
ア
内
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認

し
、
利

用
者

個
別

に
服
薬
方
法
の
見
直
し
、
統
一

を
図
っ
て
い
る
。

 

3
-
1
 
年

間
を
通

し
て
、

3
回
の
防
災
訓
練
を
実
施
出

来
て
お
り
、
防
災
を
想
定
し
た
動
き
を
再
確
認
し
、
意

識
向
上
に
繋
げ
る
事

が
出
来
た
。

 

3
-
2
 
消

防
署

に
よ
る
実

技
講
習

を
通
じ
て
、
緊
急
時

の
対
応
に
つ

い
て
学
び
、
緊

急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
周
知
す
る
事
が
出

来
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

 

2
 
働
き
易
い
職
場

環
境
の
整
備

 

         3
 
利
用
者
様
主
体

の
生
活
の
安
定
と

 

充
実

 

 

1
-
1
 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

 2
-
1
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 2
-
2
 
離

職
率

 

2
-
3
 
勉

強
会

回
数

 

 2
-
4
 
一

般
職

主
体

の
勉

強
会

回
数

 

 
 

2
-
5
 
職

員
表

彰
回

数
 

 2
-
6
 
外

国
人

就
労

者
の
勉

強
会

回
数

 

3
 
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
 

1
-
1
年

3
回

 

 2
-
1
 

8
0
％

 

 2
-
2
 

1
0
％

以
下

 

2
-
3
 

1
回

/
月

 

 2
-
4
 

3
回

/
年

 

 2
-
5
 

6
回

/
年

 

 2
-
6
 

3
回

/
年

 

3
 
 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 2
-
1
 

7
5
.4
％

 

 2
-
2
 

1
4
.6
％

 

2
-
3
 

1
回

/
月

 

 2
-
4
 

3
回

/
年

 

 2
-
5
 

6
回

/
年

 

 2
-
6
 

3
回

/
年

 

3
 

 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
今

年
度

は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
が
虐
待
防
止

に
関
す
る
外
部
研
修
に
参
加
し
、
虐
待
（
不

適
切
ケ
ア
）
防
止
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
表

を
自
施
設
内

に
水
平

展
開

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
般
職
講
師

に
よ
る
勉
強
会
も
開
催
し
、
虐
待

に
関
す
る
理
解

度
の
底

上
げ
に
繋
が
っ
た
。

 

2
-
1
 
特

養
全

体
と
し
て
、
有
給

を
取
得
し
て
き
た
が
、
目
標
達
成
率
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
職
種
に
よ
っ
て
も
取
得
状
況
に
差
異

が
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
取

得
で
き
る
よ
う
に
、
計
画
表
に
基
づ
い
た
取
得
に
取

り
組
み
を
し
な
が
ら
、
有

給
休
暇
取
得
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
今

年
度

も
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
職
員
面

談
を
定
期
的
に
実
施
し
、
職
員
個

々
の
悩
み

の
共

有
と
改
善
、
振
り
返
り
の
機
会

に
繋
が
っ
て
い
る
。

 

2
-
3
 
今

年
度

も
徹

底
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
強

化
育
成
に
努

め
た
。
個
々

の
技
能
や
知
識

の
向
上

と
並
行
し
て
、
介
護
観
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
幅
広

い
分

野
に
お

い
て
学
習

の
機
会

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
向
上
に
繋
が
っ
た
。

 

2
-
4
 
今

年
度

も
一

般
職

講
師
に
よ
る
勉
強
会

を
定

期
的
に
実
施
し
た
。
一

般
職
が
教

鞭
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
研
鑽
と
責
任
感
を
養

っ
た
。
ま
た
、
自
信
と

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
も
繋
が
っ
た
。

 

2
-
5
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
回

の
表
彰
テ
ー
マ
を
現
場
職
員

が
主
体
的

に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に
即

し
た
リ
ア
ル
な
表
彰
制

度
と
な

り
、
職

員
個

々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
お

よ
び

、
施
設
内
の
褒

め
る
文
化
の
定
着
に
繋

が
っ
て
い
る
。

 

2
-
6
 E

P
A
職

員
の
受

け
入
れ
初
年

度
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
問
題
も
な
く
、

E
P
A
職
員
が
順

調
に
成
長

し
て
い
る
。
事
前
の
細

か
い
準

備
が
功

を
奏
し
た
。

 

3
 
 
 
短

時
間

雇
用

・
高

齢
者
雇
用
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
環
境
整
備
に
関

す
る
満
足
度

は
向

上
し
た
。
行
事
と
人
員
・
介

護
の
質

に
対
し
て
不
満

足
が
あ
る
た
め
、
行
事

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現

利
用
者
様
の
状
態

に
考
慮
し
、
ご
家

族
が
参
加
し
や
す
い
企
画
す
る
。
人
員
面
は
、
間
接
業
務
の

担
い
手

を
確

保
し
、
介
護

の
質
の
向
上

を
図
る
。

 

 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
虐
待
・身
体
拘
束
、
不
適
切
ケ
ア
に
つ
い
て
の
認
識
、
理
解
を
深
め
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
。

 
内
外
居
宅
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
目
標
稼
働
率
を
達
成
し
収
入
を
確
保
す
る
。

 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
業
務
改
善
に
努
め
、

よ
り
上
質
な
ケ
ア
を
実
現
す
る
。

 
利
用
者
様
が
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
環
境
整
備
に
取
り
組
み
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 収

支
差
益
を
確
保
す
る

 

 

2
 計

画
的
な
営
業
活
動
に
よ
る

顧
客
獲
得

 

1
-1

 
目

標
稼

働
率

 

1
-2

 
支

出
予

算
執
行

率
 

 2
-1

 
新

規
利

用
者
数

 

 2
-2

 
定

員
の
拡
大

 

1
-1

  
85

% 

1
-2

  
10

0%

以
下

 

2
-1

  
22

名
  

2
-2

  
18

名
 

1
-1

  
79

.2
% 

1
-2

  
10

0%

以
下

 

2
-1

  
23

名
  

2
-2

  
18

名
 

1
-1

 
8
月
よ
り
定
員
を
３
名
増
員
し
た
が
、
居
宅
支
援
事
業
所
へ
の
周
知
不
足
も
あ
り

1
月
ま
で
稼
働
が
伸
び
悩
ん
だ
。

 

1
-2

 毎
月
会

計
会
議
前
に
確
認
を
行
い
、
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 2
-1

 計
画
的

な
営

業
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
上
半
期
が
平
均

1
.3

件
/月

、
下
半
期
は
平
均

2
.5

件
/月

と
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

契
約

件
数

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 予
定
よ
り

2
か
月
早
め
て
増

員
を
行
っ
た
。
営
業
活
動
に
よ
り
２
月
に
は
概
ね
満
席
状
態
と
な
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 安

心
し
て
利
用
・
生
活
出
来

る
施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
担
保
す
る

 

2
 
利
用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 3
 
在
宅
生
活
維
持
の
為
の
自

 

 
 

 
立
支
援

 

1
  

 接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク

表
（
自
己

・他
者
） 

2
-1

 機
能
訓

練
評
価

の
満

足
率

 

2
-2

 お
試

し
利

用
か
ら
の
成

約
率

 

3
  

 介
護

度
改

善
者

数
 

1
  

 全
項

目

可
 

 2
-1

 
10

0
% 

2
-2

 
80

% 

3
  

 4
名

 

 

1
  

 全
項

目

可
 

 2
-1

  
87

% 

2
-2

  
62

.5
 

3
  

  
1
名

 

１
 

 
各

種
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

確
保

で
き
た
。

 

 

2
-1

 
満

足
度

調
査
に
よ
り
、
満
足
度
向
上
に
む
け
て
の
取
組
は
常
に
継
続
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

 

2
-2

 
お

試
し
の
際

、
全
職
種
で
満
足
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
初
め
て
の
方
の
拒
否
が
目
立
っ
た
。

 

3
 

 
 介

護
度

改
善
者
は
１
名
で
あ
っ
た
が
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
、
残
存
機
能
を
生
か
し
で
き
る
部
分
は
自
分
で
や
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
促
す
こ
と
で
在
宅
生
活
維
持
を
目
指
し
た
。

 

                          

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 法

令
を
遵
守
す
る

 

 ★
2
 デ

ー
タ
分
析
を
ル
ー
テ
ィ
ン

化
す
る

 

3
 広

域
的
な
取
り
組
み
を
行
う
 

4
 プ

ロ
グ
ラ
ム
や

イ
ベ
ン
ト
の

 

充
実

 
 

 
 

 
 

 

5
 接

遇
マ
ナ
ー
、
接
客
対
応
の

 

 
 
強
化

 

1
-1

 行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数
 

1
-2

 ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適

切
な
管
理

 

2
  

 通
所

デ
ー
タ
分

析
シ
ー
ト
入

力
漏

れ
件
数

 

3
  

 運
営

推
進

会
議

の
開

催
 

4
  

 プ
ロ
グ
ラ
ム
や

イ
ベ

ン
ト
の
企

画
・
実
行

 

5
  

 接
遇

マ
ナ
ー

勉
強
会

開
催
数

 

1
-1

  
0
件

 

1
-2

  
10

0%
 

2
  

  
0
件

 

 3
  

  
2
回

 

4
  

  
1
2
回

 

 5
  

  
4
回

 

 

1
-1

  
0
件

 

1
-2

  
10

0%
 

2
  

  
0
件

 

 3
  

  
2
回

 

4
  

  
1
2
回

 

 5
  

  
4
回

 

1
-1

 
入

所
相

談
員
会
議
等
で
の
情
報
共
有
、
行
政
へ
の
確
認
等
を
実
施
し
、
法
令
基
準
に
的
確
に
対
応
で
き
た
。

 

1
-2

 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
必
ず
入
手
し
、
毎
月
確
認
を
行
う
こ
と
で
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2 
毎

月
月

初
に
必
ず
シ
ー
ト
入
力
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3 
運

営
推

進
会
議
開
催
に
よ
り
、
ご
家
族
、
行
政
、
病
院
、
地
域
関
係
者
等
へ
の
情
報
発
信
と
意
見
交
換
が
で
き
た
。

 

4 
毎

月
、
季

節
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
お
楽
し
み
会
の
他
、
新
規
企
画
を
企
画
実
行
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト

の
充

実
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
集
客
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 

5
 

 
 サ

ー
ビ
ス
業
と
し
て
基
本
の
接
遇
マ
ナ
ー
・
接
客
対
応
を
職
員
全
員
が
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
職

員
の
育
成

 

  
2
働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

   
3
 職

員
の
資
質
の
向
上

 

1
  

 虐
待

防
止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

2
-1

 職
員
満

足
度
調

査
 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 法
人

内
外
の
勉

強
会

、
研

修

の
参

加
回
数

 

1
  

 年
3
回

 

 2
-1

  
1
回

 

2
-2

  
80

% 

3
  

  
1
0
回

 

1
  

 年
3
回

 

 2
-1

  
1
回

 

2
-2

  
81

.3
% 

3
  

 
1
4
 
回

 

1
  

 計
画

通
り
、
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
職
員
の
ケ
ア
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

 

2
-1

 満
足
度

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
現
状
把
握
、
課
題
の
抽
出
が
な
さ
れ
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-2

 目
標
以

上
の
有
給
取
得
率
が
達
成
で
き
、
働
き
や
す
い
環
境
作
り
の
一
因
と
な
っ
た
。

 

3
  

 各
研

修
参

加
者
が
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
、
全
職
種
の
知
識
や
技
術
の
向
上
に
役
立
っ
た
。
研
修
参
加
に
対
す
る
職
員

の
意

識
も
高

ま
っ
た
。
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平
成
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事
業
報
告

事
業
所
名
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
常
に
入
居
待
機
者
を
確
保
し
、
目
標
入
居
率
を
達
成
し
安
定
し
た
事
業
所
運
営
を
行
う
。
複
合
施
設
の
強
み
を
生
か
し
た
多
職
種
連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
と
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
環
境
を
提
供
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保
す
る

目
標

稼
働

率

営
業

回
数

待
機

者
へ

の
状

況
確
認

支
出

予
算

執
行
率

  
回

月

 
回

月

 
以

下

  
回

月

 
回

月 以
下

常
に
稼
働
率

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
、
居
宅
支
援
事
業
所
、
病
院
を
回
り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

待
機
の
方
に
は
月

回
の
割
合
で
連
絡
を
取
り
、
お
互
い
の
情
報
交
換
を
密
に
し
た
。

毎
月
予
算
執
行
状
況
を
確
認
し
、
次
月
対
応
の
た
め
の
要
因
分
析
を
行
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

★
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図

る

★
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
環
境

を
提
供
す
る

入
居
者

満
足
度

調
査

運
営
懇

談
会
の
開
催

 
入

居
者
・
入

居
希

望
者

か
ら
の
相

談
件

行
事

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
案
内

％

年
回

月
件

件
年

  
年

１
回

 
月

件

件
年

結
果
及
び
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
改
善
へ
の
立
案
を
行
っ
た
。

運
営
懇
談
会
を
通
し
て
ご
利
用
者
様
の
ご
意
見
を
頂
き
今
後
に
反
映
し
た
。

相
談
窓
口
の
他
に
多
職
種
連
携
に
よ
り
幅
広
く
助
言
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

施
設
行
事
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
書
道
教
室
へ
の
参
加
を
促
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

安
心
・
安
全
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
継

続
す
る

行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数

日
回

の
巡

回
の
実

施
率

 
件

 
件

１
法
令
や
基
準
に
的
確
に
対
応
し
た
。

朝
夕
の
巡
回
を
行
い
、
利
用
者
様
の
安
否
確
認
を
行
い
、
多
職
種
で
情
報
共
有
で
き

た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
す

る 職
員
の
資
質
向
上
を
図
る

有
給

休
暇

修
得

率

研
修

・
勉
強

会
へ
の
参
加

回
数

以
上

回
以
上

年
回

年

計
画
表
に
基
づ
き
、
有
給
休
暇
取
得
向
上
に
繋
げ
た
。

研
修
・
勉
強
会
に
参
加
し
、
意
識
改
革
・
自
己
啓
発
に
努
め
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ス
キ
ル
向
上
が
可
能
と
な
る
環
境
を
整
え
、

 地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

   

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件
数

 
1
 

 
4
50

件
 

1
 

 
4
42

件
 

1
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
は
要
介
護
状
態
が
予
測
値
よ
り
も
下
回
っ
た
が
、
要
介
護
と
要
支
援
を
合
わ
せ
て
目
標
値
を
達
成
す
る

事
が
出
来

た
。
定
期
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
訪
問
し
、
良
好
な
関
係
を
築
く
事
で
新
規
獲
得
へ
繋
げ
た
。

 

ま
た
利

用
様

が
入
院
さ
れ
た
時
は
、
入
院
医
療
連
携
シ
ー
ト
を
医
療
機
関
へ
提
出
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
と
情
報
を
共
有

出
来

る
よ
う
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
及
び
ご
家
族
の

 

満
足
度
向
上

 

★
2
 
利

用
者

様
が
自

分
自

身
の

 

存
在
価
値
役
割
を
感
じ
る

 

  ★
3
 
緊
急
時
の
適
切
な
対
応

 

 

1
 

 
満

足
度
調
査

結
果

 

 2
-
1
意

向
を
尊
重

し
た
計
画

書
の
作

成
 

2
-
2
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
の
実
施

 

2
-
3
サ
ー

ビ
ス
担
当

者
会
議

の
開
催

 

2
-
4
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
活
用

 

3
 

 
適

切
な
対

応
 

 

1
 

 
1
00
％

 

 2
-1

 
10

0
％

 

2
-2

 
月
１
回

 

2
-3

 
10

0
％

 

2
-4

 
10

0
％

 

3
 

 
1
00
％

 

  

1
 

 
1
00
％

 

 2
-1

 
10

0
％

 

2
-2

 
月
１
回

 

2
-3

 
10

0
％

 

2
-4

 
10

0
％

 

3
 

 
1
00
％

 

 

1
 
目

標
を
達
成

す
る
事
が
で
き
た
。
今
後
も
良
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
接
遇
を
心
掛
け
て
い
く

 

 2
-1

利
用

者
様

と
ご
家
族
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
適
切
な
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
た

 

2
-2

定
期

的
に
本
人

様
の
状
態
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
確
認
し
、
プ
ラ
ン
内
容
が
妥
当
で
あ
る
か
確
認
を
し
た

 

2
-3

担
当

者
会

議
を
開
催
し
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
医
療
関
係
者
と
密
な
関
係
を
築
く
事
が
出
来
た

 

2
-4

利
用

者
様

と
ご
家
族
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
事
が
出
来
た

 

3
 

 
緊

急
時
は
予
定
を
調
整
し
な
が
ら
、
何
を
最
善
す
る
か
を
見
極
め
て
業
務
を
行
う
事
が
出
来
た

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

 

周
知
す
る

 

★
2
 法

令
を
遵
守
す
る

 

3
情
報

保
護
・
管
理

意
識
の
更

 

な
る
向
上

 

      

1
 

 
運

営
連

絡
協

議
会
の
参
加

 

 2
 

 
行

政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

 

3
 

 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

     

1
 

 
年

２
回

 

 2
 

 
0
件

 

3
 
不

合
格

者
0
件

 

      

1
 

 
年

２
回

 

 2
 

 
0
件

 

3
 
不

合
格

者
0
件

 

     

1
 
運

営
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
、
事
業
所
の
役
割
が
分
か
る
資
料
を
作
成
し
、
相
談
窓
口
で
あ
る
事
を
周
知
し
た

 

 2
 
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
参
加
し
、
行
政
か
ら
の
伝
達
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ
た

 

3
 
毎

月
月
末

に
情
報
保
護
・管

理
に
関
す
る
業
務
が
遂
行
出
来
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
行
っ
た

 

     

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環

 

境
の
提
供

 

★
2
 
職

員
の
育
成

 

 ★
3
 
職

員
の
確
保

と
定
着

 

4
 
職
場
環
境
の
健
全
化

 

   

1
 

 
接

遇
・環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
基
準

の
合

格
率

 

2
 

 
勉

強
会
・
内

外
部

研
修
の
参

加
・
資
格

修
得

 

3
 

 
職

員
面

談
の
実
施

 

4
 

 
有

給
休

暇
取

得
率

 

    

1
 

 
1
00
％

 

 2
 

 
年

1
0
回

 

 3
 

 
年

２
回

 

4
 

 
8
0％

 

  

1
 

 
1
00
％

 

 2
 

 
年

1
8
回

 

 3
 

 
年

2
回

 

4
 

 
1
05

.0
％

 

  

1
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基
本
に
、
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環
境
整
備
を
心
掛
け
た

 

 2
 
主

任
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
修
得
し
、
専
門
知
識
の
向
上
を
図
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
市
内
の
研
修
や
勉
強
会
へ
積

極
的

に
参

加
し
、
他
事
業
所
と
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
問
題
を
早
期
に
解
決
出
来
る
よ
う
に
努
め
た

 

3
 
定

期
的
に
面
談
を
実
施
し
、
業
務
の
遂
行
状
況
な
ど
を
確
認
し
た

 

4
 
計

画
的
に
業
務
を
こ
な
し
て
、
特
養
事
務
所
職
員
の
協
力
を
得
て
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
事
が
出
来
た

 

   
 

− 78− − 79−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
常
に
入
居
待
機
者
を
確
保
し
、
目
標
入
居
率
を
達
成
し
安
定
し
た
事
業
所
運
営
を
行
う
。
複
合
施
設
の
強
み
を
生
か
し
た
多
職
種
連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
と
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
環
境
を
提
供
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保
す
る

目
標

稼
働

率

営
業

回
数

待
機

者
へ

の
状

況
確
認

支
出

予
算

執
行
率

  
回

月

 
回

月

 
以

下

  
回

月

 
回

月

以
下

常
に
稼
働
率

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
、
居
宅
支
援
事
業
所
、
病
院
を
回
り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

待
機
の
方
に
は
月

回
の
割
合
で
連
絡
を
取
り
、
お
互
い
の
情
報
交
換
を
密
に
し
た
。

毎
月
予
算
執
行
状
況
を
確
認
し
、
次
月
対
応
の
た
め
の
要
因
分
析
を
行
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

★
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図

る

★
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
環
境

を
提
供
す
る

入
居
者

満
足
度

調
査

運
営
懇

談
会
の
開
催

 
入

居
者
・
入

居
希

望
者

か
ら
の
相

談
件

行
事

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
案
内

％

年
回

月
件

件
年

  
年

１
回

 
月

件

件
年

結
果
及
び
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
改
善
へ
の
立
案
を
行
っ
た
。

運
営
懇
談
会
を
通
し
て
ご
利
用
者
様
の
ご
意
見
を
頂
き
今
後
に
反
映
し
た
。

相
談
窓
口
の
他
に
多
職
種
連
携
に
よ
り
幅
広
く
助
言
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

施
設
行
事
や
ラ
ジ
オ
体
操

、
書
道
教
室
へ
の
参
加
を
促
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

安
心
・
安
全
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
継

続
す
る

行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数

日
回

の
巡

回
の
実

施
率

 
件

 
件

１
法
令
や
基
準
に
的
確
に
対
応
し
た
。

朝
夕
の
巡
回
を
行
い
、
利
用
者
様
の
安
否
確
認
を
行
い
、
多
職
種
で
情
報
共
有
で
き

た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
す

る 職
員
の
資
質
向
上
を
図
る

有
給

休
暇

修
得

率

研
修

・
勉
強

会
へ
の
参
加

回
数

以
上

回
以
上

年
回

年

計
画
表
に
基

づ
き
、
有
給
休
暇
取
得
向
上
に
繋
げ
た
。

研
修
・
勉
強
会
に
参
加
し
、
意
識
改
革
・
自
己
啓
発
に
努
め
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ス
キ
ル
向
上
が
可
能
と
な
る
環
境
を
整
え
、

 地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

   

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件
数

 
1
 

 
4
50

件
 

1
 

 
4
42

件
 

1
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
は
要
介
護
状
態
が
予
測
値
よ
り
も
下
回
っ
た
が
、
要
介
護
と
要
支
援
を
合
わ
せ
て
目
標
値
を
達
成
す
る

事
が
出
来

た
。
定
期
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
訪
問
し
、
良
好
な
関
係
を
築
く
事
で
新
規
獲
得
へ
繋
げ
た
。

 

ま
た
利

用
様

が
入
院
さ
れ
た
時
は
、
入
院
医
療
連
携
シ
ー
ト
を
医
療
機
関
へ
提
出
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
と
情
報
を
共
有

出
来

る
よ
う
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
及
び
ご
家
族
の

 

満
足
度
向
上

 

★
2
 
利

用
者

様
が
自

分
自

身
の

 

存
在
価
値
役
割
を
感
じ
る

 

  ★
3
 
緊
急
時
の
適
切
な
対
応

 

 

1
 

 
満

足
度
調
査

結
果

 

 2
-
1
意

向
を
尊
重

し
た
計
画

書
の
作

成
 

2
-
2
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
の
実
施

 

2
-
3
サ
ー

ビ
ス
担
当

者
会
議

の
開
催

 

2
-
4
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
活
用

 

3
 

 
適

切
な
対

応
 

 

1
 

 
1
00
％

 

 2
-1

 
10

0
％

 

2
-2

 
月
１
回

 

2
-3

 
10

0
％

 

2
-4

 
10

0
％

 

3
 

 
1
00
％

 

  

1
 

 
1
00
％

 

 2
-1

 
10

0
％

 

2
-2

 
月
１
回

 

2
-3

 
10

0
％

 

2
-4

 
10

0
％

 

3
 

 
1
00
％

 

 

1
 
目

標
を
達
成

す
る
事
が
で
き
た
。
今
後
も
良
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
接
遇
を
心
掛
け
て
い
く

 

 2
-1

利
用

者
様

と
ご
家
族
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
適
切
な
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
た

 

2
-2

定
期

的
に
本
人

様
の
状
態
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
確
認
し
、
プ
ラ
ン
内
容
が
妥
当
で
あ
る
か
確
認
を
し
た

 

2
-3

担
当

者
会

議
を
開
催
し
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
医
療
関
係
者
と
密
な
関
係
を
築
く
事
が
出
来
た

 

2
-4

利
用

者
様

と
ご
家
族
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
事
が
出
来
た

 

3
 

 
緊

急
時
は
予
定
を
調
整
し
な
が
ら
、
何
を
最
善
す
る
か
を
見
極
め
て
業
務
を
行
う
事
が
出
来
た

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

 

周
知
す
る

 

★
2
 法

令
を
遵
守
す
る

 

3
情
報

保
護
・
管
理

意
識
の
更

 

な
る
向
上

 

      

1
 

 
運

営
連

絡
協

議
会
の
参
加

 

 2
 

 
行

政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

 

3
 

 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

     

1
 

 
年

２
回

 

 2
 

 
0
件

 

3
 
不

合
格

者
0
件

 

      

1
 

 
年

２
回

 

 2
 

 
0
件

 

3
 
不

合
格

者
0
件

 

     

1
 
運

営
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
、
事
業
所
の
役
割
が
分
か
る
資
料
を
作
成
し
、
相
談
窓
口
で
あ
る
事
を
周
知
し
た

 

 2
 
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
参
加
し
、
行
政
か
ら
の
伝
達
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ
た

 

3
 
毎

月
月
末

に
情
報
保
護
・管

理
に
関
す
る
業
務
が
遂
行
出
来
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
行
っ
た

 

     

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環

 

境
の
提
供

 

★
2
 
職

員
の
育
成

 

 ★
3
 
職

員
の
確
保

と
定
着

 

4
 
職
場
環
境
の
健
全
化

 

   

1
 

 
接

遇
・環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
基
準

の
合

格
率

 

2
 

 
勉

強
会
・
内

外
部

研
修
の
参

加
・
資
格

修
得

 

3
 

 
職

員
面

談
の
実
施

 

4
 

 
有

給
休

暇
取

得
率

 

    

1
 

 
1
00
％

 

 2
 

 
年

1
0
回

 

 3
 

 
年

２
回

 

4
 

 
8
0％

 

  

1
 

 
1
00
％

 

 2
 

 
年

1
8
回

 

 3
 

 
年

2
回

 

4
 

 
1
05

.0
％

 

  

1
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基
本
に
、
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環
境
整
備
を
心
掛
け
た

 

 2
 
主

任
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
修
得
し
、
専
門
知
識
の
向
上
を
図
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
市
内
の
研
修
や
勉
強
会
へ
積

極
的

に
参

加
し
、
他
事
業
所
と
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
問
題
を
早
期
に
解
決
出
来
る
よ
う
に
努
め
た

 

3
 
定

期
的
に
面
談

を
実
施
し
、
業
務
の
遂
行
状
況
な
ど
を
確
認
し
た

 

4
 
計

画
的
に
業
務

を
こ
な
し
て
、
特
養
事
務
所
職
員
の
協
力
を
得
て
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
事
が
出
来
た
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
虐
待
の
研
修
を
法
人
統
一
で
行
い
不
適
切
ケ
ア
と
は
何
か
を
全
職
員
が
理
解
し
、
個
々
の
発
達
に
あ
っ
た
教
育
・
保
育
を
提
供
し
て
い
く
。

 
児
童
福
祉
法
、
学
校
教
育
法
を
遵
守
し
、
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
を
的
確
に
と
ら
え
た
教
育
、
保
育
を
提
供
す
る
。
子
ど
も
の
主
体
性
を
育

 

む
環
境
を
整
え
、
見
守
り
の
保
育
を
実
施
し
な
が
ら
子
ど
も
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
。

 
乳
児
、
幼
児
共
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
確
保
し
、
個
々
の
状
況
を
全
職
員
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
こ
ど
も
園
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
園
を
構
築
し
て
い
く
。
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る

 

2
 
予
算
管
理
に
よ
る
適
正
な
支
出

を
執

 

行
す
る

 

 
 
3
 
適
正
な
請
求
業
務

を
行
う

 

 

1
 
 
 
合

計
稼

働
率

 

2
 
 
 
支

出
執

行
状

況
の
確

認
回

数
 

 3
 
 
 
請

求
業

務
の
ミ
ス

 

  

1
 
 
 
1
0
0
％

 

2
 
 
 
1
回

/
月

 
 

 3
 
 
 
0
件

 

 

1
 

 
9
8
.9

%
 

2
 

 
1
回

/
月

  
 

3
 

 
0
件

 

1
 

 
 
随

時
の
情

報
交

換
や
連
携

を
行
い
、
稼

働
向

上
を
図
る
こ
と
や
、
リ
ー
ダ
ー

会
議
で
稼
働
向
上

に
向
け
た
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
無

駄
を
な
く
し
、
支

出
の
管
理
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
 

 
単

価
が
変

更
に
な
る
事
が
何
度

か
あ
り
請
求
業

務
が
複
雑
に
は
な
っ
た
が
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
ミ
ス
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
個
々
の
発
達
を
と
ら
え
た
教
育
・
保
育

 

計
画

 

2
 
教
育
・
保
育
の
一
体
化

 

3
 
環
境
を
通
し
て
自
主

性
・
主
体
性
を
育

 

 
む

 

4
 
食
育
の
強
化

 

5
 
利
用
者
様
と
ご
家
族

の
方
へ
満
足

度
 

の
向
上

 

★
6
 
地
域
の
子
育
て
支

援
 

7
 
異
年
齢
保
育
を
通
し
て
優
し
い
心
を

 

育
て
る

 

 

1
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

 2
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

3
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

 4
 
 
 
食

育
教

室
の
実

施
回

数
 

5
 
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

 6
 
 
 
子

育
て
支

援
教

室
の
実

施
回

数
 

7
 
 
 
計
画

案
の
実

施
回

数
 

  

1
 
 
 
1
2
回

/
年

 

 2
 
 
 
1
2
回

/
年

 

3
 

 
 
6
回

/
年

 

 4
 

 
 
3
回

/
年

 

5
 
 
 
1
0
0
％

 

 6
 
 
 
1
0
回

/
年

 

7
 
 
 
1
1
回

/
年

 

 

1
 
 
 
1
2
回

/
年

 

 2
 
 
 
1
2
回

/
年

 

3
 
 
 
6
回

/
年

 

 4
 
 
 
3
回

/
年

 

5
 
 
 
1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
0
回

/
年

 

7
 
 
 
1
1
回

/
年

 

1
 
 
 
一

人
ひ

と
り
の
発

達
を
把
握
、
記
録
（
個
別
記

録
）
を
残
し
な
が
ら
次
月
へ

の
計
画
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 

 
 
年

間
指

導
計

画
か
ら
月
間
指

導
計
画
へ
と
繋

が
り
あ
る
計
画
を
立
案
し
、
教
育
・
保
育
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
 
子

ど
も
の
主

体
性
を
大
切
に
し
、
環

境
を
整
え
な
が
ら
行
事
計
画

を
立
案
し
教

育
・
保
育
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
栽
培
・
夏
祭
り
・
敬
老
参

観
・

運
動

会
・
作

品
展
・
発

表
会
）
 

4
 
 
 
食

育
教

室
を
計

画
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
来
年

度
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

5
 
 
 
年

2
回

の
満

足
度

調
査
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
で
あ
っ
た
個
別
懇
談

に
つ

い
て
は
来
年
度
、

 

計
画

を
入

れ
て
い
く
。

 

6
 
 
 
計

画
通

り
未

就
園

児
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
相
談
の
時
間

を
設
け
積

極
的
に
子

育
て
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

7
 
 
 
異

年
齢

で
活

動
で
き
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
遊
び
や

製
作
な
ど
を
計
画
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
異
年

齢
で
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
優
し
い
心
や
憧

れ
の
気

持
 

ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

                                  

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
園
の
活
動
内
容

等
を
地
域

に
広

め
、

 

地
域
と
一
緒
に
子

育
て
が
出
来
る
取

 

り
組
み
を
行
う

 

2
 
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

の
法
令

 

に
準
拠
し
た
運
営

 

3
 
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
を
用
い
て
、
業
務

効
率

 

化
を
図
る

 

 

1
 
 
 
運
営

連
絡

協
議

会
の
開

催
 

  2
 
 
 
行

政
監

査
指

摘
事

項
数

 

 3
 
 
 
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー

利
用

項
目

数
 

 

1
 
 
 
2
回

/
年

 

  2
 

 
不

適
合

0
 

 3
 
 
 
4
項

目
 

  

1
 
 
 
2
回

/
年

 

  2
 
 
 
不

適
合

0
 

 3
 
 
 
6
項

目
 

 

1
 

 
 
運

営
連

絡
協

議
会

を
開
催
し
、
地

域
の
要
望

、
意
見
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
要

望
の
一
つ
で
あ
っ
た
中

学
生
の
職
場

体
験
が
な
か

 

っ
た
の
で
、
来

年
度

は
希
望

が
あ
れ
ば
積
極
的

に
受
け
入
れ

を
し
、
地
域
と
交
流
し
て
い
き
た
い
。

 

 2
 
 
 
行

政
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
法
令

に
沿
っ
た
運

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

3
 
 
 
全

体
的

な
計

画
、
年
間

指
導
計
画
、
月
間

指
導
計
画
、
発
達
状
況
表

を
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
へ
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
業
務

効
率

 

化
へ

向
け
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環

境
の
提

 

供
 

★
2
 
専
門
職
と
し
て
の
必
要
な
知
識
と
質

の
 

向
上

 

 
 

 
 

  

3
 
職
員
サ
ポ
ー
ト
（
離

職
防
止
）
 

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実

施

回
数

 

2
-
1
 
虐
待

の
勉

強
会

実
施

回
数

 

 2
-
2
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
回

数
 

 2
-
3
 
担
当

制
保

育
の
勉

強
回

数
 

 3
 
 
 
調

査
結

果
か
ら
の
改

善
回

数
 

 

1
 
 
 
1
回

/
月

 

 2
-
1
 

1
回

/
年

 

 2
-
2
 

1
回

/
月

 

 2
-
3
 

3
回

/
年

 

 3
 

 
 
2
件

 

 

1
 
 
 
1
回

/
月

 

 2
-
1
 

1
回

/
年

 

 2
-
2
 

1
回

/
月

 

 2
-
3
 

3
回

/
年

 

 3
 

 
 
0
件

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
運

用
し
、
全
職
員
の
接
遇

マ
ナ
ー
向
上
と
高
品
質
な
環

境
整

備
に
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
虐

待
と
は
何

か
を
理
解
し
、
個
々
に
合

わ
せ
た
最
善
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
勉
強
会
を
し
日
々
の
保
育
の
振
り
返
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
定

期
的

に
話

し
合
い
の
時
間
を
設
け
、
一
人

ひ
と
り
の
発
達
の
理
解

や
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
援
助
の
仕
方
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
支

援
の

 

必
要

な
子

ど
も
に
対
し
て
は
来

年
度
も
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
い
く
。

 

2
-
3
 
担

当
制

保
育

に
つ
い
て
勉

強
会
を
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
担
当

の
子
ど
も
を
決

め
て
保
育
を
実
施
す
る
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
乳
児
ク
ラ
ス
は

 

担
当

を
決

め
て
保

育
す
る
こ
と
が
理

想
で
は
あ
る
が
、
当
園
で
で
き
る
範
囲
の
個
々

に
合

わ
せ
た
保
育
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

 

3
 
 
 
職

員
満

足
度

調
査
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
善

事
項

と
し
て
職
員

不
足

が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
募
集

に
努

め
た
も
の
の
今
年

度
は
人
員

を
増

や
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
ケ
ア
提
供
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.重
度
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
介
護
力
の
向
上
を
図
る

 
 

4
.人
を
活
か
し
育
て
る
職
場
風
土
を
構
築
す
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 

 
目
標
稼
働
率
の
達

成
 

★
2
 
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
 
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の

算

定
 

4
 
 
 
日
常
生
活
継
続
支

援
加
算
の
算
定

 

継
続

 

1
 
 
 
稼

働
率

 

2
 
 
 
収
支

差
益

額
 

 3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
取

得
件

数
 

 
 

 4
 

 
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
の
算

定
 

1
 
 
 
 
9
9
.6
％

 

2
 
 
 
 
1
1
2
，

5
6
5
 

 
 

 
千

円
以

上
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 

 4
 

 
 
 
1
2
月

/
年

 

 

1
 
 
 
 
9
9
.2

 
％

 

2
 

 
 

1
1
6
，

0
3
9
 

千
円

 

3
 
 
 
 
0
件

 

 

4
 

 
 
 
1
2
月

/
年

 

  

1
 
 
 
待

機
者

確
保

が
困
難
な
状
況
も
あ
り
、
目
標

達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
空
室
シ
ョ
ー
ト
で
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
稼

働
管

理
に
努

め
、
安
定

し
た
収
支
を
確
保

す
る
事
が
で
き
た
。

 

 
 

3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
を
検
討
し
た
が
、
新
規
算

定
の
要
件
を
満

た
す
事
が
困

難
で
あ
っ
た
。

 

 4
 
 
 
毎

月
、
取

得
要

件
の
確
認
を
行
い
、
適
切

に
算
定
の
継
続

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
サ
ー
ビ
ス
）
 

★
1
 
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

★
2
 
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

3
 
 
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

 

に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

・
環

境
評

価
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
 

 
入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

3
 
 
 
ご
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
 

実
施

率
 

1
-
1
 
 
1
0
0
％

 

1
-
2
 
 

0
件

 

2
 

 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
 
9
6
％

 

1
-
2
 
 
0
件

 

2
 

 
 

0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
改

善
策

を
５
Ｓ
委

員
会
で
検
討
実
施
。

 
接

遇
マ
ナ
ー
・
環
境
評
価
に
改
善
の
効

果
が
み

ら
れ
、
職

員
の
意
識
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
丁

寧
か
つ

安
全

な
ケ
ア
の
提
供

と
快

い
接
遇

の
実
践
に
努

め
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
も
な
く
、
利

用
者
様
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
入

浴
ケ
ア
に
係

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

手
順
を
遵
守

し
、
安
全
面
へ
の
配

慮
を
徹
底
し
た
結
果
、
入
浴
時

の
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
。

 

3
 
 

 
顔

を
合

わ
せ

て
意

見
を
交
え
る
こ
と
で
、
利
用

者
様
を
よ
り
理
解
す
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
人
ら
し
い
プ
ラ
ン
の
作
成

が
行

え
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

 

供
 

★
2
 
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務

の
負
担

 

軽
減

 

  

1
-
1
 
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
-
1
 
 
就

労
支

援
希

望
者

受
入

実
績

 

2
-
2
 
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

 

携
件

数
 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

の
勉

強
会
を
実

施
し
、
知
識
、
意
識

、
認
識
の
再
確
認

を
実
施
。
委
員
会

の
中
で
も
情
報

共
有
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
 
社

会
貢

献
室

と
連

携
し
、
社
会
復
帰

や
社
会

的
自
立
を
目
指
す

方
の
就
業

の
場
を
積

極
的
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
中

間
的

就
労

に
て
間
接
業
務

を
行
え
る
方
を
雇
用
し
、
ｴ
ﾘｱ

内
の
施
設

の
就
労
に
つ
な
げ
、
介
護

業
務
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 

満
足

度
調

査
の
環

境
面
で
の
評

価
の
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

★
3
 
ｴ
ﾘｱ

内
に
お
け
る
交

流
機
会
の
確
保

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

1
-
2
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

2
-
1
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 
 

1
-
1
 
 
7
5
％

 

1
-
2
 
 

2
5
％

 

2
-
1
 
 

1
5
%
以

下
 

2
-
2
 
 

7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 

1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 

1
0
％

 

2
-
1
 
 

1
7
％

 

2
-
2
 
 

6
3
％

 
 

3
 
 
 
 

1
8
件

 

 

1
-
1
 
 
エ
リ
ア
と
し
て
目
標
達
成

に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
で
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
等
、
資

格
取

得
支
援
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
支

援
は
行

っ
て
い
る
が
、
受
験
資
格

の
厳
格

化
と
介
護
職
の
処

遇
改
善
加
算

の
影
響
で
受
験
希

望
者
の
減
少
や
意

欲
低
下
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-
1
 
 
結

婚
や

家
庭

の
事
情
に
よ
る
退
職

が
目
立
っ
た
。
お
互
い
を
助
け
合

う
組
織
風
土

は
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
ル
ー
ル
に
則
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
年
間
計
画

の
立
案
と
進
捗
確

認
を
行

い
、
相
互
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
有
給
休
暇

の
取
得

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
親

睦
会

等
を
活
用
し
ｴ
ﾘｱ

内
の
同

期
や
同
部

門
の
職
員
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
士
気
や
ﾓ
ﾁ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

向
上
を
図
る
機
会

が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
多
治
見

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
虐
待
の
研
修
を
法
人
統
一
で
行
い
不
適
切
ケ
ア
と
は
何
か
を
全
職
員
が
理
解
し
、
個
々
の
発
達
に
あ
っ
た
教
育
・
保
育
を
提
供
し
て
い
く
。

 
児
童
福
祉
法
、
学
校
教
育
法
を
遵
守
し
、
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
を
的
確
に
と
ら
え
た
教
育
、
保
育
を
提
供
す
る
。
子
ど
も
の
主
体
性
を
育

 

む
環
境
を
整
え
、
見
守
り
の
保
育
を
実
施
し
な
が
ら
子
ど
も
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
。

 
乳
児
、
幼
児
共
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
確
保
し
、
個
々
の
状
況
を
全
職
員
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
こ
ど
も
園
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
園
を
構
築
し
て
い
く
。
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る

 

2
 
予
算
管
理
に
よ
る
適
正
な
支
出

を
執

 

行
す
る

 

 
 
3
 
適
正
な
請
求
業
務

を
行
う

 

 

1
 
 
 
合

計
稼

働
率

 

2
 
 
 
支

出
執

行
状

況
の
確

認
回

数
 

 3
 
 
 
請

求
業

務
の
ミ
ス

 

  

1
 
 
 
1
0
0
％

 

2
 
 
 
1
回

/
月

 
 

 3
 
 
 
0
件

 

 

1
 

 
9
8
.9

%
 

2
 

 
1
回

/
月

  
 

3
 

 
0
件

 

1
 

 
 
随

時
の
情

報
交

換
や
連
携

を
行
い
、
稼

働
向

上
を
図
る
こ
と
や
、
リ
ー
ダ
ー

会
議
で
稼
働
向
上

に
向
け
た
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
無

駄
を
な
く
し
、
支

出
の
管
理
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
 

 
単

価
が
変

更
に
な
る
事
が
何
度

か
あ
り
請
求
業

務
が
複
雑
に
は
な
っ
た
が
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
ミ
ス
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
個
々
の
発
達
を
と
ら
え
た
教
育
・
保
育

 

計
画

 

2
 
教
育
・
保
育
の
一
体
化

 

3
 
環
境
を
通
し
て
自
主

性
・
主
体
性
を
育

 

 
む

 

4
 
食
育
の
強
化

 

5
 
利
用
者
様
と
ご
家
族

の
方
へ
満
足

度
 

の
向
上

 

★
6
 
地
域
の
子
育
て
支

援
 

7
 
異
年
齢
保
育
を
通
し
て
優
し
い
心
を

 

育
て
る

 

 

1
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

 2
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

3
 
 
 
計

画
案

の
実

施
回

数
 

 4
 
 
 
食

育
教

室
の
実

施
回

数
 

5
 
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

 6
 
 
 
子

育
て
支

援
教

室
の
実

施
回

数
 

7
 
 
 
計
画

案
の
実

施
回

数
 

  

1
 
 
 
1
2
回

/
年

 

 2
 
 
 
1
2
回

/
年

 

3
 

 
 
6
回

/
年

 

 4
 

 
 
3
回

/
年

 

5
 
 
 
1
0
0
％

 

 6
 
 
 
1
0
回

/
年

 

7
 
 
 
1
1
回

/
年

 

 

1
 
 
 
1
2
回

/
年

 

 2
 
 
 
1
2
回

/
年

 

3
 
 
 
6
回

/
年

 

 4
 
 
 
3
回

/
年

 

5
 
 
 
1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
0
回

/
年

 

7
 
 
 
1
1
回

/
年

 

1
 
 
 
一

人
ひ

と
り
の
発

達
を
把
握
、
記
録
（
個
別
記

録
）
を
残
し
な
が
ら
次
月
へ

の
計
画
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 

 
 
年

間
指

導
計

画
か
ら
月
間
指

導
計
画
へ
と
繋

が
り
あ
る
計
画
を
立
案
し
、
教
育
・
保
育
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
 
子

ど
も
の
主

体
性
を
大
切
に
し
、
環

境
を
整
え
な
が
ら
行
事
計
画

を
立
案
し
教

育
・
保
育
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
栽
培
・
夏
祭
り
・
敬
老
参

観
・

運
動

会
・
作

品
展
・
発

表
会
）
 

4
 
 
 
食

育
教

室
を
計

画
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
来
年

度
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

5
 
 
 
年

2
回

の
満

足
度

調
査
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
で
あ
っ
た
個
別
懇
談

に
つ

い
て
は
来
年
度
、

 

計
画

を
入

れ
て
い
く
。

 

6
 
 
 
計

画
通

り
未

就
園

児
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
相
談
の
時
間

を
設
け
積

極
的
に
子

育
て
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

7
 
 
 
異

年
齢

で
活

動
で
き
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
遊
び
や

製
作
な
ど
を
計
画
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
異
年

齢
で
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
優
し
い
心
や
憧

れ
の
気

持
 

ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

                                  

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
園
の
活
動
内
容

等
を
地
域

に
広

め
、

 

地
域
と
一
緒
に
子

育
て
が
出
来
る
取

 

り
組
み
を
行
う

 

2
 
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

の
法
令

 

に
準
拠
し
た
運
営

 

3
 
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
を
用
い
て
、
業
務

効
率

 

化
を
図
る

 

 

1
 
 
 
運
営

連
絡

協
議

会
の
開

催
 

  2
 
 
 
行

政
監

査
指

摘
事

項
数

 

 3
 
 
 
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー

利
用

項
目

数
 

 

1
 
 
 
2
回

/
年

 

  2
 

 
不

適
合

0
 

 3
 
 
 
4
項

目
 

  

1
 
 
 
2
回

/
年

 

  2
 
 
 
不

適
合

0
 

 3
 
 
 
6
項

目
 

 

1
 

 
 
運

営
連

絡
協

議
会

を
開
催
し
、
地

域
の
要
望

、
意
見
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
要

望
の
一
つ
で
あ
っ
た
中

学
生
の
職
場

体
験
が
な
か

 

っ
た
の
で
、
来

年
度

は
希
望

が
あ
れ
ば
積
極
的

に
受
け
入
れ

を
し
、
地
域
と
交
流
し
て
い
き
た
い
。

 

 2
 
 
 
行

政
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
法
令

に
沿
っ
た
運

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

3
 
 
 
全

体
的

な
計

画
、
年
間

指
導
計
画
、
月
間

指
導
計
画
、
発
達
状
況
表

を
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
へ
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
業
務

効
率

 

化
へ

向
け
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環

境
の
提

 

供
 

★
2
 
専
門
職
と
し
て
の
必
要
な
知
識
と
質

の
 

向
上

 

 
 

 
 

  

3
 
職
員
サ
ポ
ー
ト
（
離

職
防
止
）
 

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実

施

回
数

 

2
-
1
 
虐
待

の
勉

強
会

実
施

回
数

 

 2
-
2
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
回

数
 

 2
-
3
 
担
当

制
保

育
の
勉

強
回

数
 

 3
 
 
 
調

査
結

果
か
ら
の
改

善
回

数
 

 

1
 
 
 
1
回

/
月

 

 2
-
1
 

1
回

/
年

 

 2
-
2
 

1
回

/
月

 

 2
-
3
 

3
回

/
年

 

 3
 

 
 
2
件

 

 

1
 
 
 
1
回

/
月

 

 2
-
1
 

1
回

/
年

 

 2
-
2
 

1
回

/
月

 

 2
-
3
 

3
回

/
年

 

 3
 

 
 
0
件

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
運

用
し
、
全
職
員
の
接
遇

マ
ナ
ー
向
上
と
高
品
質
な
環

境
整

備
に
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
虐

待
と
は
何

か
を
理
解
し
、
個
々
に
合

わ
せ
た
最
善
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
勉
強
会
を
し
日
々
の
保
育
の
振
り
返
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
定

期
的

に
話

し
合

い
の
時
間
を
設
け
、
一
人

ひ
と
り
の
発
達
の
理
解

や
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
援
助
の
仕
方
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
支

援
の

 

必
要

な
子

ど
も
に
対
し
て
は
来

年
度
も
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
い
く
。

 

2
-
3
 
担

当
制

保
育

に
つ
い
て
勉

強
会
を
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
担
当

の
子
ど
も
を
決

め
て
保
育
を
実
施
す
る
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
乳
児
ク
ラ
ス
は

 

担
当

を
決

め
て
保

育
す
る
こ
と
が
理

想
で
は
あ
る
が
、
当
園
で
で
き
る
範
囲
の
個
々

に
合

わ
せ
た
保
育
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

 

3
 
 
 
職

員
満

足
度

調
査

を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
善

事
項

と
し
て
職
員

不
足

が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
募
集

に
努

め
た
も
の
の
今
年

度
は
人
員

を
増

や
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
ケ
ア
提
供
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.重
度
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
介
護
力
の
向
上
を
図
る

 
 

4
.人
を
活
か
し
育
て
る
職
場
風
土
を
構
築
す
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 

 
目
標
稼
働
率
の
達

成
 

★
2
 
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
 
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の

算

定
 

4
 
 
 
日
常
生
活
継
続
支

援
加
算
の
算
定

 

継
続

 

1
 
 
 
稼

働
率

 

2
 
 
 
収
支

差
益

額
 

 3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
取

得
件

数
 

 
 

 4
 

 
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
の
算

定
 

1
 
 
 
 
9
9
.6
％

 

2
 
 
 
 
1
1
2
，

5
6
5
 

 
 

 
千

円
以

上
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 

 4
 

 
 
 
1
2
月

/
年

 

 

1
 
 
 
 
9
9
.2

 
％

 

2
 

 
 

1
1
6
，

0
3
9
 

千
円

 

3
 
 
 
 
0
件

 

 

4
 

 
 
 
1
2
月

/
年

 

  

1
 
 
 
待

機
者

確
保

が
困
難
な
状
況
も
あ
り
、
目
標

達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
空
室
シ
ョ
ー
ト
で
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
稼

働
管

理
に
努

め
、
安
定

し
た
収
支
を
確
保

す
る
事
が
で
き
た
。

 

 
 

3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
を
検
討
し
た
が
、
新
規
算

定
の
要
件
を
満

た
す
事
が
困

難
で
あ
っ
た
。

 

 4
 
 
 
毎

月
、
取

得
要

件
の
確
認
を
行
い
、
適
切

に
算
定
の
継
続

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
サ
ー
ビ
ス
）
 

★
1
 
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

★
2
 
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

3
 
 
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

 

に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

・
環

境
評

価
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
 

 
入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

3
 
 
 
ご
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
 

実
施

率
 

1
-
1
 
 
1
0
0
％

 

1
-
2
 
 

0
件

 

2
 

 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
 
9
6
％

 

1
-
2
 
 
0
件

 

2
 

 
 

0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
改

善
策

を
５
Ｓ
委

員
会
で
検
討
実
施
。

 
接

遇
マ
ナ
ー
・
環
境
評
価
に
改
善
の
効

果
が
み

ら
れ
、
職

員
の
意
識
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
丁

寧
か
つ

安
全

な
ケ
ア
の
提
供

と
快

い
接
遇

の
実
践
に
努

め
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
も
な
く
、
利

用
者
様
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
入

浴
ケ
ア
に
係

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

手
順
を
遵
守

し
、
安
全
面
へ
の
配

慮
を
徹
底
し
た
結
果
、
入
浴
時

の
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
。

 

3
 
 

 
顔

を
合

わ
せ

て
意

見
を
交
え
る
こ
と
で
、
利
用

者
様
を
よ
り
理
解
す
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
人
ら
し
い
プ
ラ
ン
の
作
成

が
行

え
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

 

供
 

★
2
 
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務

の
負
担

 

軽
減

 

  

1
-
1
 
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
-
1
 
 
就

労
支

援
希

望
者

受
入

実
績

 

2
-
2
 
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

 

携
件

数
 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

の
勉

強
会
を
実

施
し
、
知
識
、
意
識

、
認
識
の
再
確
認

を
実
施
。
委
員
会

の
中
で
も
情
報

共
有
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
 
社

会
貢

献
室

と
連

携
し
、
社
会
復
帰

や
社
会

的
自
立
を
目
指
す

方
の
就
業

の
場
を
積

極
的
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
中

間
的

就
労

に
て
間
接
業
務

を
行
え
る
方
を
雇
用
し
、
ｴ
ﾘｱ

内
の
施
設

の
就
労
に
つ
な
げ
、
介
護

業
務
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 

満
足

度
調

査
の
環

境
面
で
の
評

価
の
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

★
3
 
ｴ
ﾘｱ

内
に
お
け
る
交

流
機
会
の
確
保

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

1
-
2
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

2
-
1
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 
 

1
-
1
 
 
7
5
％

 

1
-
2
 
 

2
5
％

 

2
-
1
 
 

1
5
%
以

下
 

2
-
2
 
 

7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 

1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 

1
0
％

 

2
-
1
 
 

1
7
％

 

2
-
2
 
 

6
3
％

 
 

3
 
 
 
 

1
8
件

 

 

1
-
1
 
 
エ
リ
ア
と
し
て
目
標
達
成

に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
で
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
等
、
資

格
取

得
支
援
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
支

援
は
行

っ
て
い
る
が
、
受
験
資
格

の
厳
格

化
と
介
護
職
の
処

遇
改
善
加
算

の
影
響
で
受
験
希

望
者
の
減
少
や
意

欲
低
下
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-
1
 
 
結

婚
や

家
庭

の
事
情
に
よ
る
退
職

が
目
立
っ
た
。
お
互
い
を
助
け
合

う
組
織
風
土

は
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
ル
ー
ル
に
則
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
年
間
計
画

の
立
案
と
進
捗
確

認
を
行

い
、
相
互
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
有
給
休
暇

の
取
得

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
親

睦
会

等
を
活

用
し
ｴ
ﾘｱ

内
の
同

期
や
同
部

門
の
職
員
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
士
気
や
ﾓ
ﾁ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

向
上
を
図
る
機
会

が
で
き
た
。

 

 

− 80− − 81−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
ケ
ア
提
供
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.重
度
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
介
護
力
の
向
上
を
図
る

 
 

4
.人
を
活
か
し
育
て
る
職
場
風
土
を
構
築
す
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

4
 
医
療
機
関
か
ら
の
新
規
入

居
者
数
の

 
 

増
加

 

1
 
 
 
稼

働
率

 

 2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 
算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数
 

4
 

 
医
療

機
関

か
ら
の
新

規
入

居
者

数
 

1
 

 
 
9
9
%
 

 2
 

 
 
9
7
，

9
0
3
 

 
 

 
千

円
 

3
 

 
 
1
件

以
上

 

4
 
 
 

3
名

以
上

 

1
 

 
 
 
9
5
.8
％

 

 2
 
 
 
 
9
9
，

2
2
1
 

 
 

 
 
 
千

円
 

3
 

 
 
 
0
件

 

4
 

 
 
 
2
名

 

1
 

 
 
待

機
者

の
確

保
が
十
分

に
行
え
ず
、
目
標
未

達
成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受

け
入

れ
は
、
迅
速

に
対
応
出
来
た
。
営

業
方
法
・
リ
ー

 

 
 

 
 
フ
レ
ッ
ト
の
見

直
し
等
実
施
し
て
い
く
。

 

 2
 
 
 
 
稼

働
管

理
に
努
め
、
安

定
し
た
収
支

を
確
保

す
る
事
が
で
き
た
。

 

 3
 
 

 
 
算

定
可

能
な
加

算
を
検
討
し
た
が
、
新
規
算

定
の
要
件
を
満

た
す
事
が
困

難
で
あ
っ
た
。

 

4
 
 
 
 
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か
ら
の
受
け
入

れ
で
、

2
名
新
規
入
居
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
サ
ー
ビ
ス
）
 

★
1
 
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

★
2
 
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

3
 
 
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

 

に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

・
環

境
評

価
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
 

 
入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

3
 
 
 
ご
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
 

実
施

率
 

1
-
1
 1

0
0
％

 

1
-
2
 

0
件

 

2
 

 
 
0
件

 

3
 

 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
 
9
6
％

 

1
-
2
 
 
0
件

 

2
 

 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 

 
改

善
策

を
５
Ｓ
委

員
会
で
検
討
実
施
。

 
接

遇
マ
ナ
ー
・
環
境
評
価

に
改
善
の
効
果
が
み

ら
れ
、
職
員
の
意
識
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
 
丁

寧
か
つ

安
全
な
ケ
ア
の
提
供

と
快

い
接
遇

の
実
践
に
努

め
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
も
な
く
、
利

用
者
様
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
 
入

浴
ケ
ア
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
順
を
遵

守
し
、
安
全
面
へ
の
配
慮
を
徹
底
し
た
結
果
、
入
浴

時
の
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

 

3
 
 

 
 
顔

を
合

わ
せ

て
意
見
を
交
え
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
を
よ
り
理
解

す
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
人

ら
し
い
プ
ラ
ン
の
作
成
が
行
え
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

 

供
 

★
2
 
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務

の
負
担

 

軽
減

 

  

1
-
1
 
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
-
1
 
 
就

労
支

援
希

望
者

受
入

実
績

 

2
-
2
 
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

 

携
件

数
 

1
-
1
 
年

3
回

 

 2
-
1
 1

0
0
％

 

2
-
2
 3

件
 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
％

 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

の
勉

強
会
を
実

施
し
、
知
識
、
意
識

、
認
識
の
再
確
認

を
実
施
。
委
員
会

の
中
で
も
情
報

共
有
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
 
社

会
貢

献
室

と
連
携
し
、
社
会
復
帰

や
社
会

的
自
立
を
目
指
す

方
の
就
業

の
場
を
積

極
的
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
中

間
的

就
労

に
て
間
接
業
務

を
行
え
る
方
を
雇
用
し
、
ｴ
ﾘｱ

内
の
施
設

の
就
労
に
つ
な
げ
、
介
護

業
務
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 

満
足

度
調

査
の
環

境
面
で
の
評

価
の
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

★
3
 
ｴ
ﾘｱ

内
に
お
け
る
交

流
機
会
の
確
保

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

1
-
2
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

2
-
1
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 
 

1
-
1
 7

5
％

 

1
-
2
 2

5
％

 

2
-
1
 1

5
%
以

下
 

2
-
2
 7

0
%
以

上
 

3
 
 
 
1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 

1
0
％

 

2
-
1
 
 

8
％

 

2
-
2
 
 

9
7
％

 
 

3
 
 
 
 

1
8
件

 

 

1
-
1
 
 
エ
リ
ア
と
し
て
目

標
達
成

に
至

ら
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
で
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
等
、
資
格

取
得
支
援
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
支

援
は
行

っ
て
い
る
が
、
受
験
資
格

の
厳
格

化
と
介
護
職
の
処

遇
改
善
加
算

の
影
響
で
受
験
希

望
者
の
減
少
や
意

欲
低
下
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-
1
 
 
結

婚
や

家
庭

の
事
情
に
よ
る
退
職

が
目
立
っ
た
。
お
互
い
を
助
け
合

う
組
織
風
土

は
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
ル
ー
ル
に
則
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
年

間
計

画
の
立

案
と
進
捗
状

況
確
認
を
行

い
つ
つ
、
相
互
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
有

給
休
暇
の
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
親

睦
会

等
を
活
用
し
ｴ
ﾘｱ

内
の
同

期
や
同
部

門
の
職
員
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
士
気
や
ﾓ
ﾁ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

向
上
を
図
る
機
会

が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
住
環
境
を
作
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.入
居
者
の
自
主
性
が
高
め
て
い
け
る
機
会
を
作
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 

3
 

 
魅
力
あ
る
高
優
賃
と
し
て
信
頼
を
得
る

 
 

1
-
1
 
稼

働
率

 

1
-
2
 
待

機
者

の
確

保
 

2
 
 

 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 

 
末

入
居

希
望

待
機

者
数

 

  

1
-
1
 

9
9
.9
％

 

1
5
0
名

 

2
 

3
2
,5

6
7
 

千
円

 

3
 

 
 

1
5
0
名

 

 

1
-
1
 

9
6
.8
％

 

1
-
2
 

 
1
1
0
名

 

2
 

 
 

 
2
5
,8

3
7
 

千
円

 

3
 
 

 
 

1
1
0
名

 

1
-
1
 
 

 
昨
年
は

5
名
ほ
ど
の
退
去
者

に
対
し
て
今

年
度
は

1
3
名
と
非
常
に
多
く
の
退
去
者

が
出
た
為

、
目
標
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

1
-
2
 

 
入
居
募
集
活
動
中

4
8
件
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生

し
た
為
目
標
を
大
き
く
下
回

っ
た
。

 
 

2
 

 
 
 
待
機
者
に
連
絡

す
る
も
､北

向
き
の
入
居
募

集
に
苦
慮
し
た
為
、
収

入
目
標
を
達

成
出
来
な
か
っ
た
。
来
期
は
待
機
者

を
増
や
す
為

に
、

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
も
利
用
し
な
が
ら
収
支
差

益
の
確
保
を
図
り
た
い
。

 

3
 
 

 
 
待
機
希
望
者
に
対
し
て
必
ず
面
談

を
実
施

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
､こ

の
一
年

で
､生

活
状
況
や
身
体
状
況

の
変
化
に
よ

り
、
合
計

4
8
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
目
標
を
下

回
っ
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 

 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

★
2
 
 
安
心
で
き
る
住
環
境
作
り

 

 
 

3
 
 
適
切
な
設
備
管
理

 

 

4
 

 
孤
独
､孤

立
の
予
防

 

 

1
 

 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

 

2
-
1
 
定

期
巡

回
、
環

境
整

備
、

 

2
-
2
 
 
住

宅
型

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
回

数
 

3
 

 
 
設

備
管

理
・
修

繕
箇

所
の
確

認
回

数
 

 
 

 
 
 

(共
用

部
)(
各

部
屋

) 

4
 

 
 
入

居
者

イ
ベ

ン
ト
参

加
人

数
 

1
 

 
 

9
0
.0

%
 

2
-
1
 
 
2
回

/
毎

日
 

2
-
2
 

 
1
回

/
毎

月
 

3
 
 

 
 
週

1
回

 

 4
 

 
 

3
1
0
名

 

 

1
 

 
 

 
8
8
.5

%
 

2
-
1
 

 
2
回

/
毎

日
 

2
-
2
 
 

1
回

/
毎

月
 

3
 

 
 

 
週

1
回

 

 4
 
 

 
 
4
0
0
名

 

 

1
 

今
後
も
満
足
度
向
上

の
為
に
、
不

安
要
因
を
分

析
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

-
シ
ョ
ン
を
増
す
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

 

2
-
1
 
 
定
期
巡
回
、
環
境
整

備
等
を
行

い
、
住
み
良

い
環
境
づ
く
り
を
行

い
､満

足
度
を
向
上
さ
せ

た
い
。

 

2
-
2
 
 
利
用
者
様
と
会
話

を
交

わ
す
こ
と
に
よ
り
､日

頃
の
ご
様
子
を
確

認
し
､体

調
変
化
な
ど
の
早
期

発
見
に
努
め
る
事
が
で
き
た
。

 

3
 

 
 

 
定
期
的
な
設
備
管
理

に
努
め
､迅

速
に
必

要
な
修
繕
に
対
応
し
､対

応
で
き
な
い
要
望

に
は
外

部
サ
ー
ビ
ス
等
を
紹
介

す
る
事
が
で
き

た
。

 
 

4
 

 
 

 
勉
強
会

(認
知

症
サ
ポ
ー
ト
､防

災
訓
練

),
連

携
も
含
め
た
交
流

会
(茶

話
会
､朗

読
会
､音

楽
鑑
賞

会
､合

唱
サ
ー
ク
ル

)を
企
画
し
多
く
の

方
に
参
加
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
 
入
居
者
様
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

 

 

2
 
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

 

3
 

 
防
災
・
防
犯
対
策

の
点
検
・
強
化

 

4
 

 
法
令
順
守
の
徹
底

 

1
 

 
 
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 2
 

 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

3
 

 
 
防

災
・
防

犯
訓

練
の
実

施
 

4
 

 
 
名

古
屋

市
へ

の
定

期
報

告
 

1
 

1
0
0
%
 

 

2
 

 
 

1
0
0
%
 

3
 

 
 
年

1
回

 

4
 

 
 

1
回

/
月

 

1
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 

2
 

 
 
 

1
0
0
%
 

3
 

 
 

 
年

1
回

 

4
 

 
 

 
1
回

/
月

 

1
 

相
談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
、
介
護
職

員
、
管
理
栄
養
士
、
看
護
職
員
、
音
楽
療
法

士
の
皆
様

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
様
々

の
要
望
を
日

々
適

切
に
、
迅
速
に
対

応
で
き
､大

き
な
苦
情
に
繫

が
る
こ
と
も
無
く
､対

応
で
き
た
。

 

2
 

情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務

の
遂
行
状
況

を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管

理
状
況
を
維

持
で
き
た
。

 

3
 

 
 
 
防
災
・
防
犯
対
策

の
見
直
し
を
行
う
と
共

に
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
防
災
意
識

の
向
上
に
繋
げ
た
。

 

4
 

 
 

 
入
居
者
の
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
名
古

屋
市

住
宅
企
画
課
に
定

期
的
な
報
告
を
行
う
事

が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 

 
職
員
研
修
の
実
施

 

   

2
 

 
介
護
に
関
す
る
基

礎
知
識
の
習

得
 

3
 

 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

1
-
1
 
 
施

設
内

外
の
接

遇
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 

 

1
-
2
 
 
施

設
内

外
の
営

業
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 

 

2
 
 

 
 
介

護
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会

へ
の
参

加
 

3
-
1
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
2
 

 
離

職
率

 

1
-
1
 

年
2
回

 

以
上

 

1
-
2
 

年
２
回

 

以
上

 

2
 

 
 
年

2
回

 

3
-
1
 
 
8
0
%
 

3
-
2
 
 

0
%
 

1
-
1
 

年
2
回

 

 

1
-
2
 

年
2
回

 

 2
 

 
 

 
年

3
回

 

3
-
1
 
 
 
8
0
％

 

3
-
2
 
 
 
0
％

 

1
-
1
 

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
に
よ
り
、
高
品
質
な
接

遇
マ
ナ

-
を
取

得
で
き
た
。

 

 

1
-
2
 

営
業
マ
ナ
ー
研
修
に
よ
り
、
相
談
員
の
営
業
活
動
へ

の
姿
勢
や
ス
キ
ル
の
向
上

を
図
る
事
が
で
き
た
。

 

 2
 
 
 
 
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
概
要
を
知
る
こ
と
で
、
利

用
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
が
図

れ
た
。

 

3
-
1
 
 
積
極
的
に
有

給
休
暇
を
取

得
し
、
目
標
を
達

成
で
き
た
。

 

3
-
2
 
 
定
期
的
な
面
談
の
実
施
に
よ
り
職
員
の
精

神
的
安
定
を
図
り
。
モ
チ
べ

-
シ
ョ
ン
の
維
持
向
上

が
で
き
た
。

 

 

− 82− − 83−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
ケ
ア
提
供
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.重
度
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
介
護
力
の
向
上
を
図
る

 
 

4
.人
を
活
か
し
育
て
る
職
場
風
土
を
構
築
す
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

4
 
医
療
機
関
か
ら
の
新
規
入

居
者
数
の

 
 

増
加

 

1
 
 
 
稼

働
率

 

 2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 
算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数
 

4
 

 
医
療

機
関

か
ら
の
新

規
入

居
者

数
 

1
 

 
 
9
9
%
 

 2
 

 
 
9
7
，

9
0
3
 

 
 

 
千

円
 

3
 

 
 
1
件

以
上

 

4
 
 
 

3
名

以
上

 

1
 

 
 
 
9
5
.8
％

 

 2
 
 
 
 
9
9
，

2
2
1
 

 
 

 
 
 
千

円
 

3
 

 
 
 
0
件

 

4
 

 
 
 
2
名

 

1
 

 
 
待

機
者

の
確

保
が
十
分

に
行
え
ず
、
目
標
未

達
成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受

け
入

れ
は
、
迅
速

に
対
応
出
来
た
。
営

業
方
法
・
リ
ー

 

 
 

 
 
フ
レ
ッ
ト
の
見

直
し
等
実
施
し
て
い
く
。

 

 2
 
 
 
 
稼

働
管

理
に
努
め
、
安

定
し
た
収
支

を
確
保

す
る
事
が
で
き
た
。

 

 3
 
 

 
 
算

定
可

能
な
加

算
を
検
討
し
た
が
、
新
規
算

定
の
要
件
を
満

た
す
事
が
困

難
で
あ
っ
た
。

 

4
 
 
 
 
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か
ら
の
受
け
入

れ
で
、

2
名
新
規
入
居
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
サ
ー
ビ
ス
）
 

★
1
 
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

★
2
 
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

3
 
 
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

 

に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

・
環

境
評

価
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
 

 
入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

3
 
 
 
ご
家

族
参

加
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
 

実
施

率
 

1
-
1
 1

0
0
％

 

1
-
2
 

0
件

 

2
 

 
 
0
件

 

3
 

 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 
 
9
6
％

 

1
-
2
 
 
0
件

 

2
 

 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
 
1
0
0
％

 

  

1
-
1
 

 
改

善
策

を
５
Ｓ
委

員
会
で
検
討
実
施
。

 
接

遇
マ
ナ
ー
・
環
境
評
価

に
改
善
の
効
果
が
み

ら
れ
、
職
員
の
意
識
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

1
-
2
 
 
丁

寧
か
つ

安
全
な
ケ
ア
の
提
供

と
快

い
接
遇

の
実
践
に
努

め
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
も
な
く
、
利

用
者
様
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
っ
た
。

 

2
 
 
 
 
入

浴
ケ
ア
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
順
を
遵

守
し
、
安
全
面
へ
の
配
慮
を
徹
底
し
た
結
果
、
入
浴

時
の
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

 

3
 
 

 
 
顔

を
合

わ
せ

て
意
見
を
交
え
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
を
よ
り
理
解

す
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
人

ら
し
い
プ
ラ
ン
の
作
成
が
行
え
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

 

供
 

★
2
 
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務

の
負
担

 

軽
減

 

  

1
-
1
 
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
-
1
 
 
就

労
支

援
希

望
者

受
入

実
績

 

2
-
2
 
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

 

携
件

数
 

1
-
1
 
年

3
回

 

 2
-
1
 1

0
0
％

 

2
-
2
 3

件
 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 2
-
1
 
 
1
0
0
％

 

2
-
2
 
 
3
件

 

  

1
-
1
 
 
年

3
回

の
勉

強
会
を
実

施
し
、
知
識
、
意
識

、
認
識
の
再
確
認

を
実
施
。
委
員
会

の
中
で
も
情
報

共
有
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
 
社

会
貢

献
室

と
連
携
し
、
社
会
復
帰

や
社
会

的
自
立
を
目
指
す

方
の
就
業

の
場
を
積

極
的
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
中

間
的

就
労

に
て
間
接
業
務

を
行
え
る
方
を
雇
用
し
、
ｴ
ﾘｱ

内
の
施
設

の
就
労
に
つ
な
げ
、
介
護

業
務
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 

満
足

度
調

査
の
環

境
面
で
の
評

価
の
向
上

に
も
つ

な
が
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

★
3
 
ｴ
ﾘｱ

内
に
お
け
る
交

流
機
会
の
確
保

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

1
-
2
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
(ｴ
ﾘｱ

) 

2
-
1
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 
 

1
-
1
 7

5
％

 

1
-
2
 2

5
％

 

2
-
1
 1

5
%
以

下
 

2
-
2
 7

0
%
以

上
 

3
 
 
 
1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 

1
0
％

 

2
-
1
 
 

8
％

 

2
-
2
 
 

9
7
％

 
 

3
 
 
 
 

1
8
件

 

 

1
-
1
 
 
エ
リ
ア
と
し
て
目

標
達
成

に
至

ら
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
で
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
等
、
資
格

取
得
支
援
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
支

援
は
行

っ
て
い
る
が
、
受
験
資
格

の
厳
格

化
と
介
護
職
の
処

遇
改
善
加
算

の
影
響
で
受
験
希

望
者
の
減
少
や
意

欲
低
下
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-
1
 
 
結

婚
や

家
庭

の
事
情
に
よ
る
退
職

が
目
立
っ
た
。
お
互
い
を
助
け
合

う
組
織
風
土

は
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
ル
ー
ル
に
則
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。

 

2
-
2
 
 
年

間
計

画
の
立
案
と
進
捗
状

況
確
認
を
行

い
つ
つ
、
相
互
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
有

給
休
暇
の
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
親

睦
会

等
を
活

用
し
ｴ
ﾘｱ

内
の
同

期
や
同
部

門
の
職
員
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
士
気
や
ﾓ
ﾁ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

向
上
を
図
る
機
会

が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
 

2
.適
切
な
住
環
境
を
作
り
利
用
者
満
足
度
を
向
上
す
る

 
 

3
.入
居
者
の
自
主
性
が
高
め
て
い
け
る
機
会
を
作
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 

3
 

 
魅
力
あ
る
高
優
賃
と
し
て
信
頼
を
得
る

 
 

1
-
1
 
稼

働
率

 

1
-
2
 
待

機
者

の
確

保
 

2
 
 

 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 

 
末

入
居

希
望

待
機

者
数

 

  

1
-
1
 

9
9
.9
％

 

1
5
0
名

 

2
 

3
2
,5

6
7
 

千
円

 

3
 

 
 

1
5
0
名

 

 

1
-
1
 

9
6
.8
％

 

1
-
2
 

 
1
1
0
名

 

2
 

 
 

 
2
5
,8

3
7
 

千
円

 

3
 
 

 
 

1
1
0
名

 

1
-
1
 
 

 
昨
年
は

5
名
ほ
ど
の
退
去
者

に
対
し
て
今

年
度
は

1
3
名
と
非
常
に
多
く
の
退
去
者

が
出
た
為

、
目
標
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

1
-
2
 

 
入
居
募
集
活
動
中

4
8
件
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生

し
た
為
目
標
を
大
き
く
下
回

っ
た
。

 
 

2
 

 
 
 
待
機
者
に
連
絡

す
る
も
､北

向
き
の
入
居
募

集
に
苦
慮
し
た
為
、
収

入
目
標
を
達

成
出
来
な
か
っ
た
。
来
期
は
待
機
者

を
増
や
す
為

に
、

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
も
利
用
し
な
が
ら
収
支
差

益
の
確
保
を
図
り
た
い
。

 

3
 
 

 
 
待
機
希
望
者
に
対
し
て
必
ず
面
談

を
実
施

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
､こ

の
一
年

で
､生

活
状
況
や
身
体
状
況

の
変
化
に
よ

り
、
合
計

4
8
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
目
標
を
下

回
っ
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 

 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

★
2
 
 
安
心
で
き
る
住
環
境
作
り

 

 
 

3
 
 
適
切
な
設
備
管
理

 

 

4
 

 
孤
独
､孤

立
の
予
防

 

 

1
 

 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

 

2
-
1
 
定

期
巡

回
、
環

境
整

備
、

 

2
-
2
 
 
住

宅
型

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
回

数
 

3
 

 
 
設

備
管

理
・
修

繕
箇

所
の
確

認
回

数
 

 
 

 
 
 

(共
用

部
)(
各

部
屋

) 

4
 

 
 
入

居
者

イ
ベ

ン
ト
参

加
人

数
 

1
 

 
 

9
0
.0

%
 

2
-
1
 
 
2
回

/
毎

日
 

2
-
2
 

 
1
回

/
毎

月
 

3
 
 

 
 
週

1
回

 

 4
 

 
 

3
1
0
名

 

 

1
 

 
 

 
8
8
.5

%
 

2
-
1
 

 
2
回

/
毎

日
 

2
-
2
 
 

1
回

/
毎

月
 

3
 

 
 

 
週

1
回

 

 4
 
 

 
 
4
0
0
名

 

 

1
 

今
後
も
満
足
度
向
上

の
為
に
、
不

安
要
因
を
分

析
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

-
シ
ョ
ン
を
増
す
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

 

2
-
1
 
 
定
期
巡
回
、
環
境
整

備
等
を
行

い
、
住
み
良

い
環
境
づ
く
り
を
行

い
､満

足
度
を
向
上
さ
せ

た
い
。

 

2
-
2
 
 
利
用
者
様
と
会
話

を
交

わ
す
こ
と
に
よ
り
､日

頃
の
ご
様
子
を
確

認
し
､体

調
変
化
な
ど
の
早
期

発
見
に
努
め
る
事
が
で
き
た
。

 

3
 

 
 

 
定
期
的
な
設
備
管
理

に
努
め
､迅

速
に
必

要
な
修
繕
に
対
応
し
､対

応
で
き
な
い
要
望

に
は
外

部
サ
ー
ビ
ス
等
を
紹
介

す
る
事
が
で
き

た
。

 
 

4
 

 
 

 
勉
強
会

(認
知

症
サ
ポ
ー
ト
､防

災
訓
練

),
連

携
も
含
め
た
交
流

会
(茶

話
会
､朗

読
会
､音

楽
鑑
賞

会
､合

唱
サ
ー
ク
ル

)を
企
画
し
多
く
の

方
に
参
加
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
 
入
居
者
様
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

 

 

2
 
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

 

3
 

 
防
災
・
防
犯
対
策

の
点
検
・
強
化

 

4
 

 
法
令
順
守
の
徹
底

 

1
 

 
 
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 2
 

 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

3
 

 
 
防

災
・
防

犯
訓

練
の
実

施
 

4
 

 
 
名

古
屋

市
へ

の
定

期
報

告
 

1
 

1
0
0
%
 

 

2
 

 
 

1
0
0
%
 

3
 

 
 
年

1
回

 

4
 

 
 

1
回

/
月

 

1
 

 
 

 
1
0
0
%
 

 

2
 

 
 
 

1
0
0
%
 

3
 

 
 

 
年

1
回

 

4
 

 
 

 
1
回

/
月

 

1
 

相
談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
、
介
護
職

員
、
管
理
栄
養
士
、
看
護
職
員
、
音
楽
療
法

士
の
皆
様

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
様
々

の
要
望
を
日

々
適

切
に
、
迅
速
に
対

応
で
き
､大

き
な
苦
情
に
繫

が
る
こ
と
も
無
く
､対

応
で
き
た
。

 

2
 

情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務

の
遂
行
状
況

を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管

理
状
況
を
維

持
で
き
た
。

 

3
 

 
 
 
防
災
・
防
犯
対
策

の
見
直
し
を
行
う
と
共

に
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
防
災
意
識

の
向
上
に
繋
げ
た
。

 

4
 

 
 

 
入
居
者
の
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
名
古

屋
市

住
宅
企
画
課
に
定

期
的
な
報
告
を
行
う
事

が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 

 
職
員
研
修
の
実
施

 

   

2
 

 
介
護
に
関
す
る
基

礎
知
識
の
習

得
 

3
 

 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 

1
-
1
 
 
施

設
内

外
の
接

遇
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 

 

1
-
2
 
 
施

設
内

外
の
営

業
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 

 

2
 
 

 
 
介

護
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会

へ
の
参

加
 

3
-
1
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
2
 

 
離

職
率

 

1
-
1
 

年
2
回

 

以
上

 

1
-
2
 

年
２
回

 

以
上

 

2
 

 
 
年

2
回

 

3
-
1
 
 
8
0
%
 

3
-
2
 
 

0
%
 

1
-
1
 

年
2
回

 

 

1
-
2
 

年
2
回

 

 2
 

 
 

 
年

3
回

 

3
-
1
 
 
 
8
0
％

 

3
-
2
 
 
 
0
％

 

1
-
1
 

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
に
よ
り
、
高
品
質
な
接

遇
マ
ナ

-
を
取

得
で
き
た
。

 

 

1
-
2
 

営
業
マ
ナ
ー
研
修
に
よ
り
、
相
談
員
の
営
業
活
動
へ

の
姿
勢
や
ス
キ
ル
の
向
上

を
図
る
事
が
で
き
た
。

 

 2
 
 
 
 
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
概
要
を
知
る
こ
と
で
、
利

用
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
が
図

れ
た
。

 

3
-
1
 
 
積
極
的
に
有

給
休
暇
を
取

得
し
、
目
標
を
達

成
で
き
た
。

 

3
-
2
 
 
定
期
的
な
面
談
の
実
施
に
よ
り
職
員
の
精

神
的
安
定
を
図
り
。
モ
チ
べ

-
シ
ョ
ン
の
維
持
向
上

が
で
き
た
。

 

 

− 82− − 83−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
2
．
地
域
包
括
ケ
ア
を
意
識
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
動
的
な
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

 
3
．
制
度
改
正
に
対
応
し
た
知
識
習
得
と
力
量
の
向
上
を
図
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
件
数
の
達

成
 

  ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

  ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）
 

  2
 
 
収

支
差

益
額

 

 

3
 

 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

 

1
 
 
 
 
3
9
.5

件
 

  2
 
 
 
 
1
7
8
千

円
 

 3
 

 
 

1
件

以
上

 

  

 
 
 
 

 

1
 
 
 
 
3
6
.6

件
 

2
 

 
 

2
9
2
千

円
 

3
 

 
 

1
件

 

1
 

 
 

 
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
医
療

機
関
へ

の
訪
問
活
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
新

規
獲
得

に
繋
が
っ
た
。

 

2
 

 
 
 
営

業
活

動
実

施
し
、
新

規
獲
得
に
繋

げ
る
こ
と
で
安
定
し
た
収
入
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
 
入

院
時

に
病

院
と
の
連

携
を
図
り
、
新
た
に
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

 

足
率

 

1
-
2
 
不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数
 

1
-
3
 
つ
ぶ

や
き
件

数
 

1
-
1
 
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 
 

0
件

 

1
-
3
 
 
年

1
2
件

 

以
上

 

 

1
-
1
 
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 
 

0
件

 

1
-
3
 
 
年

1
3
件

 

 

1
-
1
 
 
 
年

２
回

満
足

度
調
査

を
行
い
、
良
い
評

価
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
調

査
の
内
容

を
検

討
し
、
高
い
満
足

度
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

 
 
 
 
 
 
 

1
-
2
 
 
 
正

確
な
情

報
提
供

を
行

い
、
適
切
な
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
た
。

 

1
-
3
 
 
 
訪

問
時

に
傾

聴
し
、
些
細
な
こ
と
で
も
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

 ★
3
 
医
療
と
の
連

携
強
化

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

 

強
会

の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

 3
 
 
 
医

療
と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定
 

1
-
1
 
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
 

1
0
件

 

1
-
1
 
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
 

2
件

 

1
-
1
 
 

 
虐

待
事

例
や

処
遇
困
難
事
例
な
ど
、
多
様

な
案
件
を
検
討
す
る
機
会

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
 

 
相

手
の
事

を
思

い
深
く
考
え
て
接
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
 

 
IS

O
9
0
0
1
、

2
7
0
0
1
に
お
い
て
不

適
合
も
無

か
っ
た
。

 

 3
 
 
 
 
 
入

院
時

は
早

期
な
情
報
提
供

が
行
え
た
が
、
入
院
ケ
ー
ス
は
少
な
く
目

標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門

職
、
管
理

職
と
し
て
の
必
要

な
知

識
の
向
上

 

2
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

 

 ★
3
 
居
宅
介

護
支
援
事

業
所
の
体
制
の
強

化
 

   

1
-
1
 
外
部

研
修

実
績

 

1
-
2
 
事

例
検

討
会

の
実

施
 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
有
給

休
暇

取
得

率
 

3
 
 
 
法

改
正

に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

 

 
 

 
 
 
へ

の
参

加
 

 
 
 

 

 
 
 

 

1
-
1
 
 
年

6
回

 

1
-
2
 
 
3
回

以
上

 

2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 
延

べ
7
名

 

 

 
 

 

 
 

 

1
-
1
 
 
年

6
回

 

1
-
2
 
 
4
回

 

2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 
 
8
1
%
 

3
 
 
 
 
延

べ
7
名

 

 

 
 

 

 
 

 

1
-
1
 
 
 
各

区
の
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
外
部

研
修
に
参
加
し
、
知

識
の
向
上

が
図
れ
実

践
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
 
他

職
種

や
事

業
所
と
の
交

流
も
含
め
、
事

例
検
討
や
意
見
交
換

が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
 
 
業

務
内

容
を
見
直
し
、
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
 
計

画
通

り
に
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
 
計

画
通

り
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
新

の
動
向
を
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  

 
 

 

 
 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
稼
動
管
理
の
徹
底

．
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

．
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

．
助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、

何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の
算

定

稼
働

率

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
取
得

件
数

％

千
円

件
以
上

％ 千
円

件

冬
季

に
突

発
的

な
入

院
者

が
発

生
し
た
際

の
空

床
シ
ョ
ー

ト
利

用
者

の
調

整
が
で
き
ず

、
目

標
に
若

干
届

か
な
か
っ
た
。
日

頃
か
ら
利

用
者

様
の
様

子
観

察
を
行

い
異

変
へ

の
速

や
か
な
対

応
に
て
重

度
化

を
防

ぐ
。
ま
た
、
絶

え
ず

待
機

者
確

保
が
で
き
る
営

業
活

動
を
他

事
業

所

と
協
力
し
な
が
ら
実

施
す

る
。

入
院

者
発

生
に
伴

い
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利

用
で
繋

い
だ
が
取

得
加

算
減

と
な
り
収

入
減

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
備

品
関

係
の
経

年
劣

化
な
ど

に
よ
る
修
繕

は
あ
る
も
の
の
、
日

常
管

理
や

適
切

な
使

用
方

法
に
て
、
予

定
外

の
備

品
購

入
を
抑

え
る
こ
と
が
出

来
た
。

新
た
な
加

算
の
取

得
に
お

い
て
は
、
難

し
い
状

況
で
は
あ
っ
た
。
来

年
度

に
向

け
て
は
追

加
で
加

算
を
取

得
で
き
る
よ
う
検

討
す

る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

満
足

度
の
向

上

★
安

楽
か
つ

快
適

な
生

活
の
確

保

余
暇

活
動

の
充

実

 
接

遇
マ
ナ

ー
及

び
環

境
評

価
の

満
足
率

職
員
関

与
に
伴
う
事
故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事
故

件
数

施
設

入
所
後

の
褥
瘡

発
生
件

数

一
人

ひ
と
り
に
合

わ
せ

た
外

出
行

事
の
実
施

件 件 件 件

件 件 件

件

満
足
度
調
査

に
お

い
て
は
、
高

評
価

を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。
面

会
時

等
で
も
元

気
に
挨

拶
す

る
こ
と
で
、
ご
家

族
に
も
満

足
し
て

頂
け
る
結

果
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
状

況
に
お

い
て
も
適

切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

職
員

関
与
に
事

故
は
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
段

階
で
の
対

策
に
よ
り
事

故
発

生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意

識
を
高

め
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

入
浴

時
に
お

け
る
事

故
は
０
件

で
あ
っ
た
。
入

浴
時

の
事

故
に
お

い
て
、
十

分
に
注

意
す

る
よ
う
意

識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

褥
瘡
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
為

、
再

度
利

用
者

様
に
合

っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や

体
位

交
換

の
方

法
を
見

直
し
し
て
い
く
。

誕
生

日
の
企

画
と
し
て
、
全

員
で
は
な
い
が
、
ご
家

族
様

や
職

員
と
一

緒
に
外

出
を
し
て
誕

生
日

を
お

祝
い
す

る
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
様

に
も
喜
ん
で
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア
の
提

供 ユ
ニ
ッ
ト
力

の
向

上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強
会
の
開
催
実

績

接
遇

マ
ナ

ー
勉

強
会

の
開

催
実

績 リ
ー
ダ
ー
戦

略
会
議

の
実
施

年
回

年
回

回
月

年
回

年
回

回
月

虐
待

勉
強

会
の
実

施
に
よ
り
、
職

員
自

身
の
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。
虐

待
勉

強
会

だ
け
で
な
く
、
認

知
症

の
理
解
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
チ
ー
ム
力
Ｕ
Ｐ
勉

強
会

も
併

せ
て
実

施
し
た
。

接
遇

・
マ
ナ
ー
の
勉

強
会

の
実

施
と
共

に
、
毎

月
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
評

価
を
実

施
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
同

士
も
な
か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図

れ
て
い
な
い
状

況
が
あ
っ
た
為

、
リ
ー

ダ
ー

力
と
し
て
の
ス
キ
ル
等

も
踏

ま
え
な
が
ら

互
い
に
協
力
し
合

え
る
関

係
性

を
築

い
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の
必

要

の
向
上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

★
職

員
の
資

質
及

び
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ

ン
の
向
上

介
護

福
祉
士

合
格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援
専

門
員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

基
本

的
ケ
ア
の
知

識
・
技

術
の
習

得
及
び

リ
ー
ダ
ー
と
の
面
談

実
施

以
上

以
上

以
下

以
上

１
回

月

％

％

回
月

エ
リ
ア
と
し
て
は
、
目

標
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
資

格
取

得
に
向

け
て
職

員
自

身
が
計

画
的

に
学

習
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

平
成

年
度
よ
り
受

験
資

格
が
変

更
と
な
り
、
全

国
的

に
み

て
も
受

験
者

・
合

格
者

が
前

年
度

よ
り
大

幅
に
減

少
し
た
受

験
に
向

け
て

計
画
的

な
学
習
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 

 
職
員
の
退

職
に
よ
り
業

務
負

担
が
増

え
、
職

員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
。

計
画
的
な
取
得

よ
り
も
、
体

調
不

良
に
よ
る
取

得
率

が
多

く
あ
っ
た
為

、
職

員
全

員
が
計

画
的

に
取

得
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

業
務

を
こ
な
す

こ
と
で
精

い
っ
ぱ

い
と
な
り
、
職

員
同

士
が
確

認
し
合

え
る
場

が
な
か
な
か
取

れ
な
い
状

況
で
あ
っ
た
が
、
リ
ー

ダ
ー

に
相

談
す
る
な
ど
、
リ
ー

ダ
ー

と
職

員
と
の
関

係
性

は
築

く
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 84− − 85−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
千
種

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
適
切
な
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
2
．
地
域
包
括
ケ
ア
を
意
識
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
動
的
な
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

 
3
．
制
度
改
正
に
対
応
し
た
知
識
習
得
と
力
量
の
向
上
を
図
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
件
数
の
達

成
 

  ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

  ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）
 

  2
 
 
収

支
差

益
額

 

 

3
 

 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

 

1
 
 
 
 
3
9
.5

件
 

  2
 
 
 
 
1
7
8
千

円
 

 3
 

 
 

1
件

以
上

 

  

 
 
 
 

 

1
 
 
 
 
3
6
.6

件
 

2
 

 
 

2
9
2
千

円
 

3
 

 
 

1
件

 

1
 

 
 

 
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
医
療

機
関
へ

の
訪
問
活
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
新

規
獲
得

に
繋
が
っ
た
。

 

2
 

 
 
 
営

業
活

動
実

施
し
、
新

規
獲
得
に
繋

げ
る
こ
と
で
安
定
し
た
収
入
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
 
入

院
時

に
病

院
と
の
連

携
を
図
り
、
新
た
に
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

 

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

 

足
率

 

1
-
2
 
不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数
 

1
-
3
 
つ
ぶ

や
き
件

数
 

1
-
1
 
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 
 

0
件

 

1
-
3
 
 
年

1
2
件

 

以
上

 

 

1
-
1
 
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 
 

0
件

 

1
-
3
 
 
年

1
3
件

 

 

1
-
1
 
 
 
年

２
回

満
足

度
調
査

を
行
い
、
良
い
評

価
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
調

査
の
内
容

を
検

討
し
、
高
い
満
足

度
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

 
 
 
 
 
 
 

1
-
2
 
 
 
正

確
な
情

報
提
供

を
行

い
、
適
切
な
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
た
。

 

1
-
3
 
 
 
訪

問
時

に
傾

聴
し
、
些
細
な
こ
と
で
も
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

 ★
3
 
医
療
と
の
連

携
強
化

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

 

強
会

の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

 3
 
 
 
医

療
と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定
 

1
-
1
 
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
 

1
0
件

 

1
-
1
 
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
 

2
件

 

1
-
1
 
 

 
虐

待
事

例
や

処
遇
困
難
事
例
な
ど
、
多
様

な
案
件
を
検
討
す
る
機
会

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
 

 
相

手
の
事

を
思

い
深
く
考
え
て
接
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
 

 
IS

O
9
0
0
1
、

2
7
0
0
1
に
お
い
て
不

適
合
も
無

か
っ
た
。

 

 3
 
 
 
 
 
入

院
時

は
早

期
な
情
報
提
供

が
行
え
た
が
、
入
院
ケ
ー
ス
は
少
な
く
目

標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門

職
、
管
理

職
と
し
て
の
必
要

な
知

識
の
向
上

 

2
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

 

 ★
3
 
居
宅
介

護
支
援
事

業
所
の
体
制
の
強

化
 

   

1
-
1
 
外
部

研
修

実
績

 

1
-
2
 
事

例
検

討
会

の
実

施
 

2
-
1
 
離
職

率
 

2
-
2
有
給

休
暇

取
得

率
 

3
 
 
 
法

改
正

に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

 

 
 

 
 
 
へ

の
参

加
 

 
 
 

 

 
 
 

 

1
-
1
 
 
年

6
回

 

1
-
2
 
 
3
回

以
上

 

2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 
延

べ
7
名

 

 

 
 

 

 
 

 

1
-
1
 
 
年

6
回

 

1
-
2
 
 
4
回

 

2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 
 
8
1
%
 

3
 
 
 
 
延

べ
7
名

 

 

 
 

 

 
 

 

1
-
1
 
 
 
各

区
の
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
外
部

研
修
に
参
加
し
、
知

識
の
向
上

が
図
れ
実

践
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
 
 
他

職
種

や
事

業
所
と
の
交

流
も
含
め
、
事

例
検
討
や
意
見
交
換

が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
 
 
業

務
内

容
を
見
直
し
、
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
 
計

画
通

り
に
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
 
 
計

画
通

り
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
新

の
動
向
を
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  

 
 

 

 
 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
稼
動
管
理
の
徹
底

．
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

．
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

．
助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、

何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の
算

定

稼
働

率

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
取
得

件
数

％

千
円

件
以
上

％ 千
円

件

冬
季
に
突

発
的

な
入

院
者

が
発

生
し
た
際

の
空

床
シ
ョ
ー

ト
利

用
者

の
調

整
が
で
き
ず

、
目

標
に
若

干
届

か
な
か
っ
た
。
日

頃
か
ら
利

用
者

様
の
様

子
観

察
を
行

い
異

変
へ

の
速

や
か
な
対

応
に
て
重

度
化

を
防

ぐ
。
ま
た
、
絶

え
ず

待
機

者
確

保
が
で
き
る
営

業
活

動
を
他

事
業

所

と
協
力
し
な
が
ら
実
施

す
る
。

入
院

者
発

生
に
伴

い
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利

用
で
繋

い
だ
が
取

得
加

算
減

と
な
り
収

入
減

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
備

品
関

係
の
経

年
劣

化
な
ど

に
よ
る
修
繕

は
あ
る
も
の
の
、
日

常
管

理
や

適
切

な
使

用
方

法
に
て
、
予

定
外

の
備

品
購

入
を
抑

え
る
こ
と
が
出

来
た
。

新
た
な
加

算
の
取

得
に
お

い
て
は
、
難

し
い
状

況
で
は
あ
っ
た
。
来

年
度

に
向

け
て
は
追

加
で
加

算
を
取

得
で
き
る
よ
う
検

討
す

る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

満
足

度
の
向

上

★
安

楽
か
つ

快
適

な
生

活
の
確

保

余
暇

活
動

の
充

実

 
接

遇
マ
ナ

ー
及

び
環

境
評

価
の

満
足
率

職
員
関

与
に
伴
う
事
故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事
故

件
数

施
設

入
所
後

の
褥
瘡

発
生
件

数

一
人

ひ
と
り
に
合

わ
せ

た
外

出
行

事
の
実
施

件 件 件 件

件 件 件

件

満
足
度
調
査

に
お

い
て
は
、
高

評
価

を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。
面

会
時

等
で
も
元

気
に
挨

拶
す

る
こ
と
で
、
ご
家

族
に
も
満

足
し
て

頂
け
る
結

果
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
状

況
に
お

い
て
も
適

切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

職
員

関
与
に
事
故

は
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
段

階
で
の
対

策
に
よ
り
事

故
発

生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意

識
を
高

め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

入
浴

時
に
お

け
る
事

故
は
０
件

で
あ
っ
た
。
入

浴
時

の
事

故
に
お

い
て
、
十

分
に
注

意
す

る
よ
う
意

識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

褥
瘡
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
為

、
再

度
利

用
者

様
に
合

っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や

体
位

交
換

の
方

法
を
見

直
し
し
て
い
く
。

誕
生

日
の
企

画
と
し
て
、
全

員
で
は
な
い
が
、
ご
家

族
様

や
職

員
と
一

緒
に
外

出
を
し
て
誕

生
日

を
お

祝
い
す

る
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
様

に
も
喜
ん
で
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア
の
提

供 ユ
ニ
ッ
ト
力

の
向

上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強
会
の
開
催
実

績

接
遇

マ
ナ

ー
勉

強
会

の
開

催
実

績 リ
ー
ダ
ー
戦

略
会
議

の
実
施

年
回

年
回

回
月

年
回

年
回

回
月

虐
待

勉
強

会
の
実

施
に
よ
り
、
職

員
自

身
の
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。
虐

待
勉

強
会

だ
け
で
な
く
、
認

知
症

の
理
解
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
チ
ー
ム
力
Ｕ
Ｐ
勉

強
会

も
併

せ
て
実

施
し
た
。

接
遇

・
マ
ナ
ー
の
勉

強
会

の
実

施
と
共

に
、
毎

月
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
評

価
を
実

施
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
同

士
も
な
か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図

れ
て
い
な
い
状

況
が
あ
っ
た
為

、
リ
ー

ダ
ー

力
と
し
て
の
ス
キ
ル
等

も
踏

ま
え
な
が
ら

互
い
に
協
力
し
合

え
る
関

係
性

を
築

い
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の
必

要

の
向
上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

★
職

員
の
資

質
及

び
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ

ン
の
向
上

介
護

福
祉
士

合
格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援
専

門
員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

基
本

的
ケ
ア
の
知

識
・
技

術
の
習

得
及
び

リ
ー
ダ
ー
と
の
面
談

実
施

以
上

以
上

以
下

以
上

１
回

月

％

％

回
月

エ
リ
ア
と
し
て
は
、
目

標
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
資

格
取

得
に
向

け
て
職

員
自

身
が
計

画
的

に
学

習
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

平
成

年
度

よ
り
受

験
資

格
が
変

更
と
な
り
、
全

国
的

に
み

て
も
受

験
者

・
合

格
者

が
前

年
度

よ
り
大

幅
に
減

少
し
た
受

験
に
向

け
て

計
画
的

な
学
習
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 

 
職
員
の
退

職
に
よ
り
業

務
負

担
が
増

え
、
職

員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
。

計
画
的
な
取
得

よ
り
も
、
体

調
不

良
に
よ
る
取

得
率

が
多

く
あ
っ
た
為

、
職

員
全

員
が
計

画
的

に
取

得
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

業
務

を
こ
な
す

こ
と
で
精

い
っ
ぱ

い
と
な
り
、
職

員
同

士
が
確

認
し
合

え
る
場

が
な
か
な
か
取

れ
な
い
状

況
で
あ
っ
た
が
、
リ
ー

ダ
ー

に
相

談
す
る
な
ど
、
リ
ー

ダ
ー

と
職

員
と
の
関

係
性

は
築

く
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
稼
働
率
管
理
の
徹
底

法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
、
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

お
試

し
利

用
か
ら
の
成

約
率

医
療

依
存

度
の
高

い
方

の
受

入
件

数

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

件

千
円

件
以

上

件

千
円

件

昨
年

度
比

で
は

％
ほ
ど
向

上
し
た
も
の
の
、
入

院
や

当
日

キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
も
多
く
、
目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
追

加
利

用
を
募

る
た
め
に

も
、
よ
り
魅
力
的
な
行
事
を
企
画
し
て
い
く
。

お
試

し
利

用
時

に
リ
ハ
ビ
リ
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
好

評
価

で
あ
っ
た
が
、
半

日
型

や
少

人
数

型
を
選

ば
れ
る
方

も
多

か
っ
た
。
名

古
屋

市
に
お

い
て
は
複

数
の
事

業
所

を
試

す
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
た
め
、
一

日
を
有

効
に
楽

し
く
過

ご
せ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
作

り
に
て
選

ば
れ
る
事

業
所

を
目

指
す
。

問
い
合

わ
せ
件
数

自
体
が
少
な
く
、
目

標
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
施
設

に
て
対
応
可
能
な
方

は
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
院

や
利

用
終

了
数

が
多

く
、
業
務

改
善

に
伴

う
備

品
購

入
や

車
両
事

故
後

の
修

理
も
あ
っ
た
た
め
、
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
当

日
キ
ャ

ン
セ
ル
を
減

ら
し
、
振

替
利
用
率

の
向
上
と
お
試
し
利
用
の
成
約
率

を
高
め
、
目
標
収
入
達
成

を
目
指

す
。

事
業

所
評

価
加
算

の
算

定
を
目
指
し
た
が
、
要
支
援
度

を
維

持
・
改

善
出
来

た
利
用

者
様

の
人

数
が
要

件
に
至
ら
な
か
っ
た
。
来
年

度
も
引
き

続
き
算

定
を
目
指
す
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

★
元
気
に
な
る
活
動

の
提
供

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足

率 不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

は
っ
す

る
プ
ラ
ン
の
達

成
率

新
規

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
件

数

件 件

月
件

件 件

月
件

未
回

答
も
あ
り
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
良

い
評

価
を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
整

理
整

頓
や

気
持

ち
の
良

い
対

応
を
心

掛
け
て

い
く
。

定
期

的
な
勉
強
会
や
フ
ロ
ア
会
議

に
て
互
い
の
ケ
ア
を
見
直
し
、
不

適
切
ケ
ア
発
生

の
予
防
に
努

め
た
。

送
迎

時
、
バ
ッ
ク
の
際
の
後
方
不

注
意

と
、
車

椅
子
の
固
定
忘

れ
と
い
う
、
職
員
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
が
あ
っ
た
。
来
年

度
こ
そ

件
と
な
る
よ

う
、
発

生
予
防

に
努
め
て
い
く
。

参
加

率
は

％
に
は
至

ら
な
い
が
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
次
々
に
ご
自

分
で
目
標
を
立
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
。

毎
月

の
フ
ロ
ア
会
議
に
て
実

施
状
況
の
見
直

し
を
行
い
、
新

し
い
体
操

や
季
節
に
あ
わ
せ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

★
安
全
運
転
へ

の
意
識
の
向
上

★
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向

上

★
医
療
依
存
度

の
高
い
方
の
受
入

★
計
画
書
の
期

日
遵
守

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
回

数

業
務

ミ
ス
の
件

数

医
療

依
存

度
の
高

い
方

へ
の
対

応
に

関
す

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

計
画

書
の
期

日
遅

れ
件

数

年
回

年
回

件

不
合

格
数

件 件

年
回

件

年
回

年
回

件

不
合

格
数

件

件

年
回

件

法
人

内
外

の
研
修
に
参

加
し
、
虐
待
及
び
不

適
切
ケ
ア
撲
滅
に
努

め
て
い
る
。

法
人

内
外

の
研
修
に
参

加
し
、
全
職
員

の
接

遇
マ
ナ
ー
向
上
に
努

め
て
い
る
。

内
部

監
査
や

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
各
種

法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
・
手

続
き
の
遵
守

に
努

め
て
い
る
。

情
報

保
護
・
管
理

意
識
に
つ

い
て
意
識
付

け
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
正
し
く
運
用

が
で
き
た
。

職
員

の
不

注
意

に
よ
る
対

物
事

故
が
続

い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
し
、
朝

礼
時

に
送

迎
職

員
全
員

で
声

に
出

し
て
注

意
点

を
確

認
す
る
こ
と

で
、
事

故
発
生
の
防
止

に
努

め
て
い
る
。

件
数

と
し
て
は
昨

年
度

よ
り
も
多

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
手

順
書

を
作

成
し
た
こ
と
で
ミ
ス
の
基

準
が
明

確
と
な
り
、
今

ま
で
意

識
し
て
い
な
か
っ

た
ミ
ス
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
、
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

医
療

依
存

度
の
高

い
方

へ
の
対
応

に
関

す
る
勉
強

会
を
実

施
し
、
介

護
職

が
行

っ
て
良

い
処

置
に
つ

い
て
全
職

員
が
正

し
く
行

う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
知
識
・
技

術
の
向
上

に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

管
理

表
に
基

づ
い
て
計
画

的
に
作
成

し
、
毎

月
の
会
議
に
て
進

捗
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
期

日
遵
守
に
努

め
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

★
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の
確
保

★
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
実

績

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

開
催

実
施

件
数

勉
強

会
の
開

催
実

績

職
員

満
足

度

職
員

と
の
面

談
回

数

年
回

以
上

以
下

以
上

件
以

上

月
回

以
上

月
回

以
上

年
回

件

月
回

月
回

外
部

研
修

や
交

換
研
修
に
参

加
し
、
専
門
職

と
し
て
の
知
識
の
向

上
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

職
場

風
土

や
業

務
の
改
善

に
努

め
た
結
果
、
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
介
護
職
員

の
退
職
は

名
に
留
ま
っ
た
。

運
転

手
の
入

れ
替

わ
り
が
多
く
、
送
迎

職
員

の
確
保

が
必
要

と
な
り
、
計
画
的

な
取
得

が
難
し
か
っ
た
。
来
年

度
は
計
画

的
な
取

得
が
で
き
る
よ

う
職

員
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

親
睦

会
や

勤
続

年
・

年
パ
ー
テ
ィ
ー
に
て
他
施
設
の
職
員
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
士
気
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
フ
ロ
ア
会
議
に
て
勉

強
会
を
実
施

し
、
知
識
・
技
術
の
向

上
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

働
き
や

す
い
職
場
作
り
の
た
め
の
業

務
改
善

に
努
め
、

％
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
高
い
満
足

度
の
職
場
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
面

談
を
行

い
職
員

の
悩
み
や
思

い
を
聞
く
こ
と
で
、
職
員
の
不
安

の
解
消
や
、
職
員
関

係
の
改
善
に
努
め
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
稼
動
管
理
の
徹
底

．
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

．
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

．
助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、

何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の
算

定

稼
働

率

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
取
得

件
数

千
円 件

以
上

％

千
円 件

目
標

達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
営

業
活

動
に
よ
り
、
包

括
と
も
顔

な
じ
み

に
関

係
性

を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
他

事
業

所
の
相

談
員

と
も

協
力
し
合

い
な
が
ら
営

業
活

動
に
取

り
組

み
、
施

設
全

体
と
し
て
地

域
に
周

知
し
て
い
く
仕

組
み

作
り
が
で
き
た
。

少
し
ず

つ
登

録
人
数

と
し
て
も
増
え
て
き
た
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
目
標

と
す

る
人

数
ま
で
至

ら
ず
収

入
と
し
て
も
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ

た
。

新
た
な
加
算

の
取

得
に
お

い
て
は
、
難

し
い
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
来

年
度

に
向

け
て
も
追

加
で
加

算
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

満
足

度
の
向

上

レ
ク
活

動
の
充

実

自
分

ら
し
い
生

活
の
実

現

自
立

し
た
生

活
・
活

動
の
維

持

接
遇

マ
ナ

ー
及

び
環

境
評

価
の

満
足
率

ご
当
地
グ
ル
メ
巡

り
の
開

催

個
別

性
の
あ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

自
立

し
た
生
活
・
活
動
の
維
持

  
回

 

 

回

１
満
足
度
調

査
か
ら
は
、
好

評
化

で
あ
っ
た
が
、
細

部
に
至

っ
て
は
、
反

省
す

べ
き
点

も
あ
っ
た
為

、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
お

い
て
も
、
適

切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
日

々
意

識
し
な
が
ら
利

用
者

様
に
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

他
の
行
事
と
重

な
り
、
ご
当

地
と
し
て
の
回

数
は
減

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
利

用
者

様
と
作

る
イ
ベ

ン
ト
食

と
し
て
は
満

足
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様
に
一
人
ひ

と
り
に
合

っ
た
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
行

い
、
随

時
見

直
し
し
な
が
ら
在

宅
生

活
の
継

続
の
サ
ポ
ー

ト
を
行

っ
た
。

自
宅
で
の
生
活

が
維

持
で
き
る
よ
う
、
随

時
プ
ラ
ン
の
見

直
し
等

行
い
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
実

施
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア
の
提

供

★
認

知
症

介
護

の
知

識
と
技

術
の
習

得

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強
会
の
開
催
実

績

接
遇

マ
ナ

ー
勉

強
会

の
開

催
実

績 認
知

症
ケ
ア
研

修
へ

の
参
加

年
回

年
回

１
回
以
上

年
回

年
回

回

 
虐

待
勉

強
会

の
実

施
は
行

っ
て
い
る
が
、
職

員
自

身
業

務
に
追

わ
れ

、
感

情
が
出

て
し
ま
い
不
適

切
な
発

言
等

も
み

ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ

た
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
一

つ
と
し
て
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉

強
会

も
実

施
し
た
。

 
接
遇
・
マ
ナ
ー

の
勉

強
会

の
実

施
と
共

に
、
毎

月
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
評

価
を
実

施
し
た
。

研
修
に
行
っ
た
職

員
か
ら
の
伝

達
講

習
の
実

施
。
ま
た
研

修
だ
け
で
な
く
、
認

知
症

の
理

解
と
し
て
も
勉

強
会

を
行

っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の
必

要

の
向
上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

★
職

員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向

上

介
護

福
祉
士

合
格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援
専

門
員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

職
員

満
足
度

率

以
上

以
上

以
下

以
上

％
以
上

％

％ ％

エ
リ
ア
と
し
て
は
目

標
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
小

規
模

に
お

い
て
は
、
２
名

の
受

験
者

中
２
名

と
も
合

格
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成

年
度
よ
り
受

験
資

格
が
変

更
と
な
り
、
全

国
的

に
み

て
も
受

験
者

・
合

格
者

が
前

年
度

よ
り
大

幅
に
減

少
し
た
。

今
年

度
は
、
離

職
率

％
と
目

標
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
職

場
風

土
を
良

く
し
働

き
や

す
い
環

境
に
努

め
て
い
き
た
い
。

目
標

達
成
に
は
至

ら
ず

。
職

員
間

で
取

得
の
ば

ら
つ

き
が
出

て
し
ま
っ
た
為

計
画

的
に
取

得
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

職
員
の
満
足

度
と
し
て
は
、
目

標
達

成
で
き
ず

。
職

員
自

身
で
原

因
追

求
し
、
や

り
が
い
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
職

員
全

員
で
取

り
組

ん
で

い
き
た
い
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Ve
r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
稼
働
率
管
理
の
徹
底

法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
、
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

お
試

し
利

用
か
ら
の
成

約
率

医
療

依
存

度
の
高

い
方

の
受

入
件

数

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

件

千
円

件
以

上

件

千
円

件

昨
年

度
比

で
は

％
ほ
ど
向

上
し
た
も
の
の
、
入

院
や

当
日

キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
も
多
く
、
目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
追

加
利

用
を
募

る
た
め
に

も
、
よ
り
魅
力
的
な
行
事
を
企
画
し
て
い
く
。

お
試

し
利

用
時

に
リ
ハ
ビ
リ
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
好

評
価

で
あ
っ
た
が
、
半

日
型

や
少

人
数

型
を
選

ば
れ
る
方

も
多

か
っ
た
。
名

古
屋

市
に
お

い
て
は
複

数
の
事

業
所

を
試

す
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
た
め
、
一

日
を
有

効
に
楽

し
く
過

ご
せ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
作

り
に
て
選

ば
れ
る
事

業
所

を
目

指
す
。

問
い
合

わ
せ
件
数

自
体
が
少

な
く
、
目

標
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
施
設

に
て
対
応
可
能
な
方

は
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
院

や
利

用
終

了
数

が
多

く
、
業
務

改
善

に
伴

う
備

品
購

入
や

車
両
事

故
後

の
修

理
も
あ
っ
た
た
め
、
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
当

日
キ
ャ

ン
セ
ル
を
減

ら
し
、
振

替
利
用
率

の
向
上
と
お
試
し
利
用
の
成
約
率

を
高
め
、
目
標
収
入
達
成

を
目
指

す
。

事
業

所
評

価
加
算

の
算

定
を
目
指
し
た
が
、
要
支
援
度

を
維

持
・
改

善
出
来

た
利
用

者
様

の
人

数
が
要

件
に
至
ら
な
か
っ
た
。
来
年

度
も
引
き

続
き
算

定
を
目
指
す
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

★
元
気
に
な
る
活
動

の
提
供

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足

率 不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

は
っ
す

る
プ
ラ
ン
の
達

成
率

新
規

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
件

数

件 件

月
件

件 件

月
件

未
回

答
も
あ
り
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
良

い
評

価
を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
整

理
整

頓
や

気
持

ち
の
良

い
対

応
を
心

掛
け
て

い
く
。

定
期

的
な
勉
強
会
や
フ
ロ
ア
会
議

に
て
互
い
の
ケ
ア
を
見
直
し
、
不

適
切
ケ
ア
発
生

の
予
防
に
努

め
た
。

送
迎

時
、
バ
ッ
ク
の
際
の
後
方
不

注
意

と
、
車

椅
子
の
固
定
忘

れ
と
い
う
、
職
員
の
不
注
意

に
よ
る
事
故
が
あ
っ
た
。
来
年

度
こ
そ

件
と
な
る
よ

う
、
発

生
予
防

に
努
め
て
い
く
。

参
加

率
は

％
に
は
至

ら
な
い
が
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
次
々
に
ご
自

分
で
目
標
を
立
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
。

毎
月
の
フ
ロ
ア
会
議
に
て
実

施
状
況
の
見
直

し
を
行
い
、
新

し
い
体
操

や
季
節
に
あ
わ
せ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

★
安
全
運
転
へ

の
意
識
の
向
上

★
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向

上

★
医
療
依
存
度

の
高
い
方
の
受
入

★
計
画
書
の
期

日
遵
守

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
回

数

業
務

ミ
ス
の
件

数

医
療

依
存

度
の
高

い
方

へ
の
対

応
に

関
す

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

計
画

書
の
期

日
遅

れ
件

数

年
回

年
回

件

不
合

格
数

件 件

年
回

件

年
回

年
回

件

不
合

格
数

件

件

年
回

件

法
人

内
外

の
研
修
に
参

加
し
、
虐
待
及
び
不

適
切
ケ
ア
撲
滅
に
努

め
て
い
る
。

法
人

内
外

の
研
修
に
参

加
し
、
全
職
員

の
接

遇
マ
ナ
ー
向
上
に
努

め
て
い
る
。

内
部

監
査

や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
各
種

法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
・
手

続
き
の
遵
守

に
努

め
て
い
る
。

情
報

保
護

・
管
理

意
識
に
つ

い
て
意
識
付

け
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
正
し
く
運
用

が
で
き
た
。

職
員

の
不

注
意

に
よ
る
対

物
事

故
が
続

い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
し
、
朝

礼
時

に
送

迎
職

員
全
員

で
声

に
出

し
て
注

意
点

を
確

認
す
る
こ
と

で
、
事

故
発
生
の
防
止

に
努

め
て
い
る
。

件
数

と
し
て
は
昨

年
度

よ
り
も
多

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
手

順
書

を
作

成
し
た
こ
と
で
ミ
ス
の
基

準
が
明

確
と
な
り
、
今

ま
で
意

識
し
て
い
な
か
っ

た
ミ
ス
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
、
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

医
療

依
存

度
の
高

い
方

へ
の
対
応

に
関

す
る
勉
強

会
を
実

施
し
、
介

護
職

が
行

っ
て
良

い
処

置
に
つ

い
て
全
職

員
が
正

し
く
行

う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
知
識
・
技

術
の
向
上

に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

管
理

表
に
基

づ
い
て
計
画

的
に
作
成

し
、
毎

月
の
会
議
に
て
進

捗
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
期

日
遵
守
に
努

め
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

★
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の
確
保

★
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
実

績

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

開
催

実
施

件
数

勉
強

会
の
開

催
実

績

職
員

満
足

度

職
員

と
の
面

談
回

数

年
回

以
上

以
下

以
上

件
以

上

月
回

以
上

月
回

以
上

年
回

件

月
回

月
回

外
部

研
修

や
交

換
研
修
に
参

加
し
、
専
門
職

と
し
て
の
知
識
の
向

上
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

職
場

風
土

や
業

務
の
改
善

に
努

め
た
結
果
、
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
介
護
職
員

の
退
職
は

名
に
留
ま
っ
た
。

運
転

手
の
入

れ
替

わ
り
が
多
く
、
送
迎

職
員

の
確
保

が
必
要

と
な
り
、
計
画
的

な
取
得

が
難
し
か
っ
た
。
来
年

度
は
計
画

的
な
取

得
が
で
き
る
よ

う
職

員
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

親
睦

会
や

勤
続

年
・

年
パ
ー
テ
ィ
ー
に
て
他
施
設
の
職
員
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
士
気
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
フ
ロ
ア
会
議
に
て
勉

強
会
を
実
施

し
、
知
識
・
技
術
の
向

上
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

働
き
や

す
い
職
場
作
り
の
た
め
の
業

務
改
善

に
努
め
、

％
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
高
い
満
足

度
の
職
場
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
面

談
を
行

い
職
員

の
悩
み
や
思

い
を
聞
く
こ
と
で
、
職
員
の
不
安

の
解
消
や
、
職
員
関

係
の
改
善
に
努
め
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
稼
動
管
理
の
徹
底

．
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守
と
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
を
な
く
す

．
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を
徹
底
し
利
用
者
様
に
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
提
供
す
る

．
助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、

何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算
の
算

定

稼
働

率

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
取
得

件
数

千
円 件

以
上

％

千
円 件

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
営

業
活

動
に
よ
り
、
包

括
と
も
顔

な
じ
み

に
関

係
性

を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
他

事
業

所
の
相

談
員

と
も

協
力
し
合

い
な
が
ら
営

業
活

動
に
取

り
組

み
、
施

設
全

体
と
し
て
地

域
に
周

知
し
て
い
く
仕

組
み

作
り
が
で
き
た
。

少
し
ず

つ
登

録
人
数

と
し
て
も
増
え
て
き
た
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
目
標

と
す

る
人

数
ま
で
至

ら
ず
収

入
と
し
て
も
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ

た
。

新
た
な
加
算

の
取
得

に
お

い
て
は
、
難

し
い
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
来

年
度

に
向

け
て
も
追

加
で
加

算
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

満
足

度
の
向

上

レ
ク
活

動
の
充

実

自
分

ら
し
い
生

活
の
実

現

自
立

し
た
生

活
・
活

動
の
維

持

接
遇

マ
ナ

ー
及

び
環

境
評

価
の

満
足
率

ご
当
地
グ
ル
メ
巡

り
の
開

催

個
別

性
の
あ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

自
立

し
た
生
活
・
活
動
の
維
持

  
回

 

 

回

１
満
足
度
調

査
か
ら
は
、
好

評
化

で
あ
っ
た
が
、
細

部
に
至

っ
て
は
、
反

省
す

べ
き
点

も
あ
っ
た
為

、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
お

い
て
も
、
適

切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
日

々
意

識
し
な
が
ら
利

用
者

様
に
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

他
の
行
事
と
重

な
り
、
ご
当

地
と
し
て
の
回

数
は
減

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
利

用
者

様
と
作

る
イ
ベ

ン
ト
食

と
し
て
は
満

足
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様
に
一
人
ひ

と
り
に
合

っ
た
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
行

い
、
随

時
見

直
し
し
な
が
ら
在

宅
生

活
の
継

続
の
サ
ポ
ー

ト
を
行

っ
た
。

自
宅
で
の
生
活

が
維

持
で
き
る
よ
う
、
随

時
プ
ラ
ン
の
見

直
し
等

行
い
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
実

施
し
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア
の
提

供

★
認

知
症

介
護

の
知

識
と
技

術
の
習

得

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強
会
の
開
催
実

績

接
遇

マ
ナ

ー
勉

強
会

の
開

催
実

績 認
知

症
ケ
ア
研

修
へ

の
参
加

年
回

年
回

１
回
以
上

年
回

年
回

回

 
虐

待
勉

強
会

の
実

施
は
行

っ
て
い
る
が
、
職

員
自

身
業

務
に
追

わ
れ

、
感

情
が
出

て
し
ま
い
不
適

切
な
発

言
等

も
み

ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ

た
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
一

つ
と
し
て
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉

強
会

も
実

施
し
た
。

 
接
遇
・
マ
ナ
ー

の
勉

強
会

の
実

施
と
共

に
、
毎

月
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
評

価
を
実

施
し
た
。

研
修
に
行
っ
た
職

員
か
ら
の
伝

達
講

習
の
実

施
。
ま
た
研

修
だ
け
で
な
く
、
認

知
症

の
理

解
と
し
て
も
勉

強
会

を
行

っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の
必

要

の
向
上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

★
職

員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向

上

介
護

福
祉
士

合
格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援
専

門
員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

職
員

満
足
度

率

以
上

以
上

以
下

以
上

％
以
上

％

％ ％

エ
リ
ア
と
し
て
は
目

標
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
小

規
模

に
お

い
て
は
、
２
名

の
受

験
者

中
２
名

と
も
合

格
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成

年
度
よ
り
受

験
資

格
が
変

更
と
な
り
、
全

国
的

に
み

て
も
受

験
者

・
合

格
者

が
前

年
度

よ
り
大

幅
に
減

少
し
た
。

今
年

度
は
、
離

職
率

％
と
目

標
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
職

場
風

土
を
良

く
し
働

き
や

す
い
環

境
に
努

め
て
い
き
た
い
。

目
標

達
成
に
は
至

ら
ず

。
職

員
間

で
取

得
の
ば

ら
つ

き
が
出

て
し
ま
っ
た
為

計
画

的
に
取

得
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

職
員
の
満
足

度
と
し
て
は
、
目

標
達

成
で
き
ず

。
職

員
自

身
で
原

因
追

求
し
、
や

り
が
い
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
職

員
全

員
で
取

り
組

ん
で

い
き
た
い
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
稼
働
率
管
理
の
徹
底

 
 

2
.法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守

 
 

3
.温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
、
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
の
徹
底

 
 

4
.助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

★
2
適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

 

3
 適

切
な
設
備
管
理

 

1
  

 稼
働

率
 

2
 

  
収

支
差

益
額

 

 3
  

 
設
備
管

理
・
修
繕

箇
所

の
確
認

 

1
  

 9
6
.7

% 

2
  

 2
3
,9

37
 

千
円

 

3
 

  
1
回

/
月

 

1
  

 8
6
.5

 %
 

2
 

 
1
0
,5

14
  

千
円

 

3
 

 1
回

/
月

 

1
  

 毎
月

の
営
業

活
動
を
実
施
で
き
た
。
ま
た
、
新
聞
広
告
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
広
範
囲
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
  

 毎
月

の
収
入

及
び
支
出
の
執
行
状
況
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

入
居

者
様
の
心
身
状
態
の
低
下
に
よ
る
急
な
退
居
が
相
次
ぎ
、
稼
動
・
収
入
を
落
と
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

3
  

 経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
増
え
て
い
る
が
、
早
期
発
見
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 

2
 安

心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

 

3
 楽

し
い
時
間
の
共
有

 

1
  

 接
遇
マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

の
 

満
足
率

 

2
  

 定
期

巡
回

、
環

境
整

備
 

3
  

 交
流

機
会
の
場
の
設

置
 

1
  

 1
00

% 

 2
  

 1
回

/
月

 

3
  

 1
回

/
月

 

1
 

 
8
5％

 

 2
 

 
2
回

/
日

 

3
 

 
1
回

/
月

 

1
  

 毎
日

、
屋

内
外
の
清
掃
を
行
う
こ
と
で
環
境
評
価
の
満
足
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

 

 2
  

 定
期

巡
回
の
実
施
や
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
生
花
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
明
る
く
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
。

 

3
  

 毎
月

の
イ
ベ
ン
ト
や
外
出
イ
ベ
ン
ト
、
茶
話
会
の
実
施
に
よ
り
入
居
者
間
の
交
流
が
持
て
好
評
で
あ
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

2
入
居
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構

 

 
 

 
 
築

 

3
 防

災
・
防

犯
対

策
の
点

検
・
強

化
 

4
 各

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

 

5
 法

人
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

 

6
 地

域
活
動
へ
の
参
加

 
 

1
  

 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

  
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 3
  

 防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

 

4
 

  
リ
ー

ダ
ー

会
議

 

5
 

  
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開
催

 

6
 

  
地

域
活

動
へ
の
参
加

 

1
  

 2
回

/
年

 

2
  

 1
件

/
月

 

以
上

 

3
  

 1
回

/
年

 

4
  

 1
回

/
月

 

5
 

  
1
回

/
月

 

6
 

  
3
回

/
年

 

1
 

 2
回

/
年

 

2
 

 2
件

/
月

 

 3
 

 1
回

/
年

 

4
 

 1
回

/
月

 

5
 

 1
回

/
月

 

6
 

 3
回

/
年

 

1
  

 安
心

で
き
住

み
や
す
い
環
境
（ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
）づ

く
り
に
努
め
た
。

 

2
  

 ご
要

望
や

お
困
り
ご
と
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
  

 防
災
・防

犯
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
安
心
・安

全
な
施
設
環
境
が
構
築
で
き
た
。

 

4
  

 他
事

業
所
と
の
情
報
交
換
・
共
有
に
よ
り
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
  

 カ
フ
ェ
に
ミ
ニ
講
座
を
取
り
入
れ
、
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
変

え
た
事
で
参
加
者
が
増
え
、
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
  

 地
域

の
学
校

や
自
治
会
と
防
災
や
納
涼
祭
な
ど
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ま
た
来
て
い
た
だ
く
事
で
連
携
・交

流
 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

 

必
要
な
知
識
の
向
上

 

2
 働

き
や
す
い
職
場
環
境
の

 

実
現

 

★
3
 エ

リ
ア
内
に
お
け
る
交
流
機

 

会
の
確
保

 

1
  

 介
護

サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
へ

 

の
参

加
 

2
-1

 離
職
率

 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 開
催

実
施

件
数

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 1
5
%
以

下
 

2
-2

 7
0
%
以

上
 

3
  

 1
件

以
上

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 2
0
％

 

2
-2

 9
6
％

 

3
 

 
2
件

 

1
  

 接
遇

マ
ナ
ー

研
修
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
高
品
質
接
遇
マ
ナ
ー
の
定
着
が
図
れ
た
。

 

 2
-1

 働
き
や
す

い
環
境
作
り
に
努
め
た
。
ま
た
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
職
員
間
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 年
間
計

画
の
立
案
と
計
画
の
進
捗
状
況
を
施
設
内
会
議
に
て
確
認
し
、
積
極
的
な
取
得
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
  

 エ
リ
ア
で
の
親
睦
会
旅
行
・
食
事
会
と
忘
年
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
稼
働
率
管
理
の
徹
底

 
 

2
.法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守

 
 

3
.温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
、
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
の
徹
底

 
 

4
.助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

★
2
適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

 

3
 適

切
な
設
備
管
理

 

1
  

 稼
働

率
 

2
 

  
収

支
差

益
額

 

 3
  

 
設
備
管

理
・
修
繕

箇
所

の
確
認

 

1
  

 9
9
.5

% 

2
  

 1
7
,9

58
 

千
円

 

3
 

  
1
回

/
月

 

1
  

 9
7
.6

 %
 

2
 

 
1
5
,8

33
  

千
円

 

3
 

 1
回

/
月

 

1
  

 毎
月

の
営
業

活
動
の
実
施

に
よ
り
、
病
院
や
居
宅
な
ど
多
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
  

 毎
月

の
収
入

及
び
支
出
の
執
行
状
況
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

入
居

者
様
の
心
身
状
態
の
低
下
に
よ
る
急
な
退
居
が
相
次
ぎ
、
稼
動
・
収
入
を
落
と
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

3
  

 経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
増
え
て
い
る
が
、
早
期
発
見
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 

2
 安

心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

 

3
 楽

し
い
時
間
の
共
有

 

1
  

 接
遇
マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

の
 

満
足
率

 

2
  

 定
期

巡
回

、
環

境
整

備
 

3
  

 交
流

機
会
の
場
の
設

置
 

1
  

 1
00

% 

 2
  

 1
回

/
月

 

3
  

 1
回

/
月

 

1
 

 
8
8
.3

% 

 2
 

 
2
回

/
日

 

3
 

 
1
回

/
月

 

1
  

 毎
日

、
屋

内
外
の
清
掃
を
行
う
こ
と
で
環
境
評
価
の
満
足
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

 

 2
  

 定
期

巡
回
の
実
施
や
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
生
花
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
明
る
く
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
。

 

3
  

 建
屋

で
の
イ
ベ

ン
ト
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
に
よ
り
交
流
が
持
て
、
好

評
で
あ
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

2
入
居
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構

 

 
 

 
 
築

 

3
 防

災
・
防

犯
対

策
の
点

検
・
強

化
 

4
 各

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

 

5
 法

人
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

 

6
 地

域
活
動
へ
の
参
加

 
 

1
  

 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

  
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 3
  

 防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

 

4
 

  
リ
ー

ダ
ー

会
議

 

5
 

  
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開
催

 

6
 

  
地

域
活

動
へ
の
参
加

 

1
  

 2
回

/
年

 

2
  

 1
件

/
月

 

以
上

 

3
  

 1
回

/
年

 

4
  

 1
回

/
月

 

5
 

  
1
回

/
月

 

6
 

  
3
回

/
年

 

1
 

 2
回

/
年

 

2
 

 1
件

/
月

 

 3
 

 1
回

/
年

 

4
 

 1
回

/
月

 

5
 

 1
回

/
月

 

6
 

 3
回

/
年

 

1
  

 安
心

で
き
住

み
や
す
い
環
境
（ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
）づ

く
り
に
努
め
た
。

 

2
  

 ご
要

望
や

お
困
り
ご
と
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
  

 防
災
・防

犯
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
安
心
・安

全
な
施
設
環
境
が
構
築
で
き
た
。

 

4
  

 他
事

業
所
と
の
情
報
交
換
・
共
有
に
よ
り
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
  

 カ
フ
ェ
に
ミ
ニ
講
座
を
取
り
入
れ
、
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
変

え
た
事
で
参
加
者
が
増
え
、
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
  

 地
域

の
学
校

や
自
治
会
と
防
災
や
納
涼
祭
な
ど
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ま
た
来
て
い
た
だ
く
事
で
連
携
・交

流
 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

 

必
要
な
知
識
の
向
上

 

2
 働

き
や
す
い
職
場
環
境
の

 

実
現

 

★
3
 エ

リ
ア
内
に
お
け
る
交
流
機

 

会
の
確
保

 

1
  

 介
護

サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
へ

 

の
参

加
 

2
-1

 離
職
率

 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 開
催

実
施

件
数

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 1
5
%
以

下
 

2
-2

 7
0
%
以

上
 

3
  

 1
件

以
上

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 2
0
％

 

2
-2

 9
6
％

 

3
 

 
2
件

 

1
  

 接
遇

マ
ナ
ー

研
修
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
高
品
質
接
遇
マ
ナ
ー
の
定
着
が
図
れ
た
。

 

 2
-1

 働
き
や
す

い
環
境
作
り
に
努
め
た
。
ま
た
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
職
員
間
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 年
間
計

画
の
立
案
と
計
画
の
進
捗
状
況
を
施
設
内
会
議
に
て
確
認
し
、
積
極
的
な
取
得
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
  

 エ
リ
ア
で
の
親
睦
会
旅
行
・
食
事
会
と
忘
年
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

 

− 88− − 89−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
稼
働
率
管
理
の
徹
底

 
 

2
.法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守

 
 

3
.温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
、
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
の
徹
底

 
 

4
.助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

★
2
適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

 

3
 適

切
な
設
備
管
理

 

1
  

 稼
働

率
 

2
 

  
収

支
差

益
額

 

 3
  

 
設
備
管

理
・
修
繕

箇
所

の
確
認

 

1
  

 9
6
.7

% 

2
  

 2
3
,9

37
 

千
円

 

3
 

  
1
回

/
月

 

1
  

 8
6
.5

 %
 

2
 

 
1
0
,5

14
  

千
円

 

3
 

 1
回

/
月

 

1
  

 毎
月

の
営
業

活
動
を
実
施
で
き
た
。
ま
た
、
新
聞
広
告
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
広
範
囲
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
  

 毎
月

の
収
入

及
び
支
出
の
執
行
状
況
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

入
居

者
様
の
心
身
状
態
の
低
下
に
よ
る
急
な
退
居
が
相
次
ぎ
、
稼
動
・
収
入
を
落
と
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

3
  

 経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
増
え
て
い
る
が
、
早
期
発
見
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 

2
 安

心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

 

3
 楽

し
い
時
間
の
共
有

 

1
  

 接
遇
マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

の
 

満
足
率

 

2
  

 定
期

巡
回

、
環

境
整

備
 

3
  

 交
流

機
会
の
場
の
設

置
 

1
  

 1
00

% 

 2
  

 1
回

/
月

 

3
  

 1
回

/
月

 

1
 

 
8
5％

 

 2
 

 
2
回

/
日

 

3
 

 
1
回

/
月

 

1
  

 毎
日

、
屋

内
外
の
清
掃
を
行
う
こ
と
で
環
境
評
価
の
満
足
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

 

 2
  

 定
期

巡
回
の
実
施
や
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
生
花
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
明
る
く
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
。

 

3
  

 毎
月

の
イ
ベ
ン
ト
や
外
出
イ
ベ
ン
ト
、
茶
話
会
の
実
施
に
よ
り
入
居
者
間
の
交
流
が
持
て
好
評
で
あ
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

2
入
居
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構

 

 
 

 
 
築

 

3
 防

災
・
防

犯
対

策
の
点

検
・
強

化
 

4
 各

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

 

5
 法

人
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

 

6
 地

域
活
動
へ
の
参
加

 
 

1
  

 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

  
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 3
  

 防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

 

4
 

  
リ
ー

ダ
ー

会
議

 

5
 

  
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開
催

 

6
 

  
地

域
活

動
へ
の
参
加

 

1
  

 2
回

/
年

 

2
  

 1
件

/
月

 

以
上

 

3
  

 1
回

/
年

 

4
  

 1
回

/
月

 

5
 

  
1
回

/
月

 

6
 

  
3
回

/
年

 

1
 

 2
回

/
年

 

2
 

 2
件

/
月

 

 3
 

 1
回

/
年

 

4
 

 1
回

/
月

 

5
 

 1
回

/
月

 

6
 

 3
回

/
年

 

1
  

 安
心

で
き
住

み
や
す
い
環
境
（ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
）づ

く
り
に
努
め
た
。

 

2
  

 ご
要

望
や

お
困
り
ご
と
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
  

 防
災
・防

犯
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
安
心
・安

全
な
施
設
環
境
が
構
築
で
き
た
。

 

4
  

 他
事

業
所
と
の
情
報
交
換
・
共
有
に
よ
り
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
  

 カ
フ
ェ
に
ミ
ニ
講
座
を
取
り
入
れ
、
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
変

え
た
事
で
参
加
者
が
増
え
、
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
  

 地
域

の
学
校

や
自
治
会
と
防
災
や
納
涼
祭
な
ど
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ま
た
来
て
い
た
だ
く
事
で
連
携
・交

流
 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

 

必
要
な
知
識
の
向
上

 

2
 働

き
や
す
い
職
場
環
境
の

 

実
現

 

★
3
 エ

リ
ア
内
に
お
け
る
交
流
機

 

会
の
確
保

 

1
  

 介
護

サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
へ

 

の
参

加
 

2
-1

 離
職
率

 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 開
催

実
施

件
数

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 1
5
%
以

下
 

2
-2

 7
0
%
以

上
 

3
  

 1
件

以
上

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 2
0
％

 

2
-2

 9
6
％

 

3
 

 
2
件

 

1
  

 接
遇

マ
ナ
ー

研
修
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
高
品
質
接
遇
マ
ナ
ー
の
定
着
が
図
れ
た
。

 

 2
-1

 働
き
や
す

い
環
境
作
り
に
努
め
た
。
ま
た
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
職
員
間
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 年
間
計

画
の
立
案
と
計
画
の
進
捗
状
況
を
施
設
内
会
議
に
て
確
認
し
、
積
極
的
な
取
得
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
  

 エ
リ
ア
で
の
親
睦
会
旅
行
・
食
事
会
と
忘
年
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

 
 

 
 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
砂
田
橋

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1.
稼
働
率
管
理
の
徹
底

 
 

2
.法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
の
遵
守

 
 

3
.温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
、
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
の
徹
底

 
 

4
.助
け
合
い
、
感
謝
し
合
い
、
何
で
も
話
せ
る
職
場
の
実
現

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

★
2
適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

 

3
 適

切
な
設
備
管
理

 

1
  

 稼
働

率
 

2
 

  
収

支
差

益
額

 

 3
  

 
設
備
管

理
・
修
繕

箇
所

の
確
認

 

1
  

 9
9
.5

% 

2
  

 1
7
,9

58
 

千
円

 

3
 

  
1
回

/
月

 

1
  

 9
7
.6

 %
 

2
 

 
1
5
,8

33
  

千
円

 

3
 

 1
回

/
月

 

1
  

 毎
月

の
営
業

活
動
の
実
施

に
よ
り
、
病
院
や
居
宅
な
ど
多
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
  

 毎
月

の
収
入

及
び
支
出
の
執
行
状
況
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

入
居

者
様
の
心
身
状
態
の
低
下
に
よ
る
急
な
退
居
が
相
次
ぎ
、
稼
動
・
収
入
を
落
と
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

3
  

 経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
増
え
て
い
る
が
、
早
期
発
見
に
努
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 

 

2
 安

心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

 

3
 楽

し
い
時
間
の
共
有

 

1
  

 接
遇
マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

の
 

満
足
率

 

2
  

 定
期

巡
回

、
環

境
整

備
 

3
  

 交
流

機
会
の
場
の
設

置
 

1
  

 1
00

% 

 2
  

 1
回

/
月

 

3
  

 1
回

/
月

 

1
 

 
8
8
.3

% 

 2
 

 
2
回

/
日

 

3
 

 
1
回

/
月

 

1
  

 毎
日

、
屋

内
外
の
清
掃
を
行
う
こ
と
で
環
境
評
価
の
満
足
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

 

 2
  

 定
期

巡
回
の
実
施
や
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
生
花
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
明
る
く
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
。

 

3
  

 建
屋

で
の
イ
ベ

ン
ト
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
に
よ
り
交
流
が
持
て
、
好

評
で
あ
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

2
入
居
者
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構

 

 
 

 
 
築

 

3
 防

災
・
防

犯
対

策
の
点

検
・
強

化
 

4
 各

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

 

5
 法

人
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

 

6
 地

域
活
動
へ
の
参
加

 
 

1
  

 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

  
要

望
や

苦
情

の
把

握
と
改

善
件

数
 

 3
  

 防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

 

4
 

  
リ
ー

ダ
ー

会
議

 

5
 

  
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開
催

 

6
 

  
地

域
活

動
へ
の
参
加

 

1
  

 2
回

/
年

 

2
  

 1
件

/
月

 

以
上

 

3
  

 1
回

/
年

 

4
  

 1
回

/
月

 

5
 

  
1
回

/
月

 

6
 

  
3
回

/
年

 

1
 

 2
回

/
年

 

2
 

 1
件

/
月

 

 3
 

 1
回

/
年

 

4
 

 1
回

/
月

 

5
 

 1
回

/
月

 

6
 

 3
回

/
年

 

1
  

 安
心

で
き
住

み
や
す
い
環
境
（ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
）づ

く
り
に
努
め
た
。

 

2
  

 ご
要

望
や

お
困
り
ご
と
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
  

 防
災
・防

犯
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
安
心
・安

全
な
施
設
環
境
が
構
築
で
き
た
。

 

4
  

 他
事

業
所
と
の
情
報
交
換
・
共
有
に
よ
り
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
  

 カ
フ
ェ
に
ミ
ニ
講
座
を
取
り
入
れ
、
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
変

え
た
事
で
参
加
者
が
増
え
、
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
  

 地
域

の
学
校

や
自
治
会
と
防
災
や
納
涼
祭
な
ど
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ま
た
来
て
い
た
だ
く
事
で
連
携
・交

流
 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

 

必
要
な
知
識
の
向
上

 

2
 働

き
や
す
い
職
場
環
境
の

 

実
現

 

★
3
 エ

リ
ア
内
に
お
け
る
交
流
機

 

会
の
確
保

 

1
  

 介
護

サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
へ

 

の
参

加
 

2
-1

 離
職
率

 

2
-2

 有
給
休

暇
取
得

率
 

3
  

 開
催

実
施

件
数

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 1
5
%
以

下
 

2
-2

 7
0
%
以

上
 

3
  

 1
件

以
上

 

1
  

 2
回

/
年

 

 2
-1

 2
0
％

 

2
-2

 9
6
％

 

3
 

 
2
件

 

1
  

 接
遇

マ
ナ
ー

研
修
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
高
品
質
接
遇
マ
ナ
ー
の
定
着
が
図
れ
た
。

 

 2
-1

 働
き
や
す

い
環
境
作
り
に
努
め
た
。
ま
た
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
職
員
間
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 年
間
計

画
の
立
案
と
計
画
の
進
捗
状
況
を
施
設
内
会
議
に
て
確
認
し
、
積
極
的
な
取
得
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
  

 エ
リ
ア
で
の
親
睦
会
旅
行
・
食
事
会
と
忘
年
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
認
可
保
育
園

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
守
山
保
育
園

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
も
つ
力
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
で
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
。
２
．
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
定
員
率
の
達
成

 

2
 
子
ど
も
の
最
善
の
利

益
を
考
慮
し
た

 

保
育
園
の
定
着

 

 

1
 
 
定

員
率

 

2
 
 
園

見
学

会
開

催
回

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
％

 

2
 
 
 
年

2
0
回

 

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
年

2
0
回

 

 

1
 
 
役

所
と
の
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
入
園
希
望
者

の
要
望
を
受
け
て
随

時
見
学
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
目

標
定
員
の
達
成

が
出
来
た
。

 

2
 
 
希

望
に
応

え
て
随

時
、
園
見

学
会
な
ど
で
園
生

活
の
様
子
を
解
り
や
す
く
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
入
園
に
繋
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
保
護
者
満
足
度

の
向
上

 

  2
 
主
体
性
を
育
て
る
人
的
・
物
的
環
境

 

づ
く
り

 

1
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

 2
 

 
環

境
設

定
見

直
し
回

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
％

 

 2
 
 
 
年

2
回

 

 

1
 
 
1
0
0
％

 

  2
 
 
年

2
回

 

1
 

 
利

用
者

の
満

足
度
調
査
を
計

画
通
り
に
行

い
、
そ
の
都
度
要
望
や
課

題
が
出
た
時

は
職
員
会

議
な
ど
職
員
間
で
話
し
合
い
分

析
し
、
改
善
へ
と
立

案

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
子

ど
も
た
ち
の
最

善
の
利
益
の
基
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の
中
、
安

心
し
て
生
活
や
遊
び
を
展
開

し
乳
幼
児
期

に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
生

き
る
力
の
基
礎
と
な
る
学

び
が
得

ら
れ
る
よ
う
様

々
な
経
験
が
で
き
る
環
境

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

2
 
保
護
者
・
園
児
へ

の
適
切
な
支
援

 

1
 
 
 
不

適
合

件
数

 

2
-
1
 
職

員
会

議
の
開

催
実

績
 
 

2
-
2
 
幼

児
ク
ラ
ス
参

観
懇

談
会

参
加

率
 

2
-
3
 
乳

児
ク
ラ
ス
懇

談
会

参
加

率
 

1
 
 
 
0
件

 

2
-
1
 
年

1
2
回

 

2
-
2
 

9
8
％

 

2
-
3
 

6
8
％

 

1
 
 
 
0
件

 

2
-
1
 
年

1
2
回

 

2
-
2
 

9
8
％

 

2
-
3
 

7
0
％

 

 

1
 
 
 
内

部
ケ
ア
監

査
の
項
目
を
一

つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
名
古

屋
市
監
査
な
ど
で
も
不

適
合
な
く
目
標
値
を
達
成
で
き
た
。

 

2
-
1
 
シ
フ
ト
勤

務
の
中

、
行
事
後

を
利
用
し
全
職
員

参
加
型
の
職
員
会

を
設
定
し
行

う
こ
と
に
よ
り
保
育

目
標
へ
の
共
通
理

解
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
保

育
園

で
の
生

活
を
見
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
子

ど
も
の
成
長
を
感
じ
て
頂
き
懇
談
で
は
悩
み

を
話
し
合
い
子
育
て
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 
１
年

間
撮

り
た
め
た
子
ど
も
た
ち
の
保
育
で
の
生
活
や
遊
び
の
画

像
を
懇
談
会

に
て
上
映
し
、
こ
ど
も
の
１
年
間
の
成
長

を
一
緒
に
喜

び
共
有
し
子
育

 

 
 

 
て
を
支

え
、
子

育
て
支
援
に
繋

が
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

 

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

1
-
1
 
専

門
性

を
高

め
る
研

修
に
参

加
 

 1
-
2
 
時

季
に
応

じ
た
予

防
処

置
検

討
 

実
績

 

2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

1
-
1
 
年

8
回

 

以
上

 

1
-
2
 
年

2
回

 

 2
 

 
 
7
0
％

 
 

1
-
1
 
年

8
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

 2
 
 
 

6
6
％

 

1
-
1
保

育
所

内
外

の
研
修

に
参
加
し
職

員
間
で
情

報
を
共
有
し
専
門
性

を
高

め
る
た
め
キ
ャ
リ
ア
に
応

じ
て
必
要
な
知
識
及
び
技
術

の
習
得
を
行
い
、
維

持
及

び
向

上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
時

季
に
起

こ
る
感
染
症
や
病

気
に
対
す
る
予

防
処
置
や
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

い
症
状

が
出
た
時
や
流
行
時

に
は
適
切

に
対
応
で
き
た
。

 

 2
 
 
積

極
的

な
取

得
を
図
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
パ
ー

ト
職
員
の
補
充
な
ど
が
難
し
く
人

員
不
足
の
為
、
目

標
の
有
休
取
得
率

に
及
ば
な
か
っ
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
ド
ー
ム
前
こ
ど
も
園

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
で
い
る
環
境
づ
く
り
を
通
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
目

標
定

員
率
の
達
成

２
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考

慮
し
た
こ
ど
も
園
の
定
着

定
員

率

見
学

会
回
数

％

年
回

以
上

％ 回

号
認
定

名
を
含
む
１
３
７
名
の
園
児
が
在
籍
と
な
っ
た
。
こ
ど
も
園
の
特
色
で
あ
る
、
１
号
認
定
児
が
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
地
域
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、

年
度
は
１
号
認
定

名
入
所
希
望
者
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
出
来
き
た

た
め
、
園
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

ジ
ョ
イ
キ
ッ
ズ
（
子
育
て
支
援
）
で
の
毎
月
定
着
し
た
ニ
ー
ズ
、
園
内
見
学
に
於
い
て
は
そ
の
都
度
、
保
護
者
の
要
望
に

応
じ
て
実

施
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、
よ
り
子
ど
も
園
の
特
徴
に
つ

い
て
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

保
護
者
の
満
足
度
の
向
上

★
主
体
性
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
環
境
の
見
直
し

満
足
度

調
査
結

果

写
真
掲

示
と
ク
ア
ス
だ
よ
り
発

行
数

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・環

境
の
見

直
し

回
数

％

該
当
な
し

該
当
な
し

回

毎
月

回

満
足

度
調
査
を
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
行
な
う
こ
と
で
、
未
提
出
の
方
に
お
声
が
け
を
行
な
う
事
が
で

き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
産
休
中
の
保
護
者
の
方
が
育
児
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
が
増
え
た
こ
と
が
感
じ
取

ら
れ

た
。
ま
た
、
保
護
者
自
身
の
時
間
を
大
切
に
す
る
方
が
増
え
、
園
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
送
り
迎

え
、
行

事
な
ど
父
親
の
参
加
率
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
父
親
が
参
加
し
や
す
い
行
事
の
見
直
し
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ

た
子

育
て
支
援
に
取
組
ん
で
い
く
。

主
体

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
園
内
研
修
、
園
外
研
修
に
参
加
し
、
子
ど
も
の
姿
か
ら
環
境
構
成

の
見
直
し

を
行

な
っ
た
。
継
続
し
て
、
園
内
外
研
修
を
通
し
、
環
境
の
見
直
し
、
遊
び
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

園
児
・保

育
者
へ
の
適
切
な

支
援

★
2
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

職
員
会

議
の
開

催
実

績

支
援
園

児
保
護

者
と
の
懇

談

会 不
適

合
件

数

毎
月

回

年
回

該
当
な
し

毎
月

回

年
回

件

支
援

児
に
つ
い
て
は
、
職
員
会
で
職
員
全
員
に
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
面
談
を
通
し
、
家
庭
で
の
様
子
、

園
で
の
様
子
を
知
る
こ
と
で
、
双
方
で
ど
ん
な
支
援
が
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
合
う
場
と
し
、
集
団
生
活
に
お

け
る
園

の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
療
育
セ
ン
タ
ー
や
病
院
で
補
っ
て
頂
く
な
ど
、
常
に
子
ど
も
に

と
っ
て
最

善
の
解
決
策
を
保
護
者
と
共
に
考
え
て
い
く
体
制
が
で
き
た
。
ま
た
、
卒
園
児

名
は
小
学
校
と
の
連
携
を

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
が
出
来
る
体
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
厳
守
し
、
０
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
園
内
で
の
ケ
ガ
に
よ
る
病
院
受
診
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
都

度
遊
び
方
、
職
員
の
関
わ
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
っ
た
が
、
危
険
予
測
を
常
に
行
い
大
き
な
ケ
ガ
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
、
環
境
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
遊
び
を
工
夫
し
て
い
く
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必

要
な
知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現

各
年

齢
に
応

じ
た
保

育
の
専

門
性

を
高

め
る
た
め
の
研

修

に
参

加

有
給

休
暇

取
得
率

職
員

満
足

度
調
査

該
当
な
し

％

年
回

人
１
回

以
上 ％

年
回

職
員

の
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
た
研
修
に
参
加
し
、
知
識
向
上
を
図
り
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
園
全
体
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
繋

が
っ
た
。
ま
た
、
職
員
同
士
で
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
子
ど
も
の
発

達
に
合
わ
せ
た
遊
び
の
提
供
や
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
継
続
し
て
学
び
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

有
給

休
暇
取
得
を
計
画
的
に
平
等
に
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
公
私
の
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
職
員
の
満
足
度
も
上
が
っ
た
。
ま

た
、
時

間
内
に
業
務
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
に
も
全
職
員
が
理
解
し
協
力
し
合
う
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
認
可
保
育
園

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
守
山
保
育
園

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
も
つ
力
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
で
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
。
２
．
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
定
員
率
の
達
成

 

2
 
子
ど
も
の
最
善
の
利

益
を
考
慮
し
た

 

保
育
園
の
定
着

 

 

1
 
 
定

員
率

 

2
 
 
園

見
学

会
開

催
回

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
％

 

2
 
 
 
年

2
0
回

 

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
年

2
0
回

 

 

1
 
 
役

所
と
の
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
入
園
希
望
者

の
要
望
を
受
け
て
随

時
見
学
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
目

標
定
員
の
達
成

が
出
来
た
。

 

2
 
 
希

望
に
応

え
て
随

時
、
園
見

学
会
な
ど
で
園
生

活
の
様
子
を
解
り
や
す
く
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
入
園
に
繋
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
保
護
者
満
足
度

の
向
上

 

  2
 
主
体
性
を
育
て
る
人
的
・
物
的
環
境

 

づ
く
り

 

1
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

 2
 

 
環

境
設

定
見

直
し
回

数
 

 

1
 
 
 
1
0
0
％

 

 2
 
 
 
年

2
回

 

 

1
 
 
1
0
0
％

 

  2
 
 
年

2
回

 

1
 

 
利

用
者

の
満

足
度
調
査
を
計

画
通
り
に
行

い
、
そ
の
都
度
要
望
や
課

題
が
出
た
時

は
職
員
会

議
な
ど
職
員
間
で
話
し
合
い
分

析
し
、
改
善
へ
と
立

案

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
子

ど
も
た
ち
の
最

善
の
利
益
の
基
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の
中
、
安

心
し
て
生
活
や
遊
び
を
展
開

し
乳
幼
児
期

に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
生

き
る
力
の
基
礎
と
な
る
学

び
が
得

ら
れ
る
よ
う
様

々
な
経
験
が
で
き
る
環
境

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

2
 
保
護
者
・
園
児
へ

の
適
切
な
支
援

 

1
 
 
 
不

適
合

件
数

 

2
-
1
 
職

員
会

議
の
開

催
実

績
 
 

2
-
2
 
幼

児
ク
ラ
ス
参

観
懇

談
会

参
加

率
 

2
-
3
 
乳

児
ク
ラ
ス
懇

談
会

参
加

率
 

1
 
 
 
0
件

 

2
-
1
 
年

1
2
回

 

2
-
2
 

9
8
％

 

2
-
3
 

6
8
％

 

1
 
 
 
0
件

 

2
-
1
 
年

1
2
回

 

2
-
2
 

9
8
％

 

2
-
3
 

7
0
％

 

 

1
 
 
 
内

部
ケ
ア
監

査
の
項
目
を
一

つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
名
古

屋
市
監
査
な
ど
で
も
不

適
合
な
く
目
標
値
を
達
成
で
き
た
。

 

2
-
1
 
シ
フ
ト
勤

務
の
中

、
行
事
後

を
利
用
し
全
職
員

参
加
型
の
職
員
会

を
設
定
し
行

う
こ
と
に
よ
り
保
育

目
標
へ
の
共
通
理

解
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
保

育
園

で
の
生

活
を
見
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
子

ど
も
の
成
長
を
感
じ
て
頂
き
懇
談
で
は
悩
み

を
話
し
合
い
子
育
て
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 
１
年

間
撮

り
た
め
た
子
ど
も
た
ち
の
保
育
で
の
生
活
や
遊
び
の
画

像
を
懇
談
会

に
て
上
映
し
、
こ
ど
も
の
１
年
間
の
成
長

を
一
緒
に
喜

び
共
有
し
子
育

 

 
 

 
て
を
支

え
、
子

育
て
支
援
に
繋

が
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な
知

 

識
の
向
上

 

 

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

1
-
1
 
専

門
性

を
高

め
る
研

修
に
参

加
 

 1
-
2
 
時

季
に
応

じ
た
予

防
処

置
検

討
 

実
績

 

2
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

1
-
1
 
年

8
回

 

以
上

 

1
-
2
 
年

2
回

 

 2
 

 
 
7
0
％

 
 

1
-
1
 
年

8
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

 2
 
 
 

6
6
％

 

1
-
1
保

育
所

内
外

の
研
修

に
参
加
し
職

員
間
で
情

報
を
共
有
し
専
門
性

を
高

め
る
た
め
キ
ャ
リ
ア
に
応

じ
て
必
要
な
知
識
及
び
技
術

の
習
得
を
行
い
、
維

持
及

び
向

上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
時

季
に
起

こ
る
感
染
症
や
病

気
に
対
す
る
予

防
処
置
や
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

い
症
状

が
出
た
時
や
流
行
時

に
は
適
切

に
対
応
で
き
た
。

 

 2
 
 
積

極
的

な
取

得
を
図
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
パ
ー

ト
職
員
の
補
充
な
ど
が
難
し
く
人

員
不
足
の
為
、
目

標
の
有
休
取
得
率

に
及
ば
な
か
っ
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
ド
ー
ム
前
こ
ど
も
園

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
で
い
る
環
境
づ
く
り
を
通
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
子
ど
も
の
優
し
い
心
、
豊
か
な
心
、
強
い
心
を
育
て
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
目

標
定

員
率
の
達
成

２
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考

慮
し
た
こ
ど
も
園
の
定
着

定
員

率

見
学

会
回
数

％

年
回

以
上

％ 回

号
認
定

名
を
含
む
１
３
７
名
の
園
児
が
在
籍
と
な
っ
た
。
こ
ど
も
園
の
特
色
で
あ
る
、
１
号
認
定
児
が
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
地
域

に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、

年
度
は
１
号
認
定

名
入
所
希
望
者
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
出
来
き
た

た
め
、
園
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

ジ
ョ
イ
キ
ッ
ズ
（
子
育
て
支
援
）
で
の
毎
月
定
着
し
た
ニ
ー
ズ
、
園
内
見
学
に
於
い
て
は
そ
の
都
度
、
保
護
者
の
要
望
に

応
じ
て
実

施
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、
よ
り
子
ど
も
園
の
特
徴
に
つ

い
て
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

保
護
者
の
満
足
度
の
向
上

★
主
体
性
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
環
境
の
見
直
し

満
足
度

調
査
結

果

写
真
掲

示
と
ク
ア
ス
だ
よ
り
発

行
数

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・環

境
の
見

直
し

回
数

％

該
当
な
し

該
当
な
し

回

毎
月

回

満
足

度
調
査
を
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
行
な
う
こ
と
で
、
未
提
出
の
方
に
お
声
が
け
を
行
な
う
事
が
で

き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
産
休
中
の
保
護
者
の
方
が
育
児
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
が
増
え
た
こ
と
が
感
じ
取

ら
れ

た
。
ま
た
、
保
護
者
自
身
の
時
間
を
大
切
に
す
る
方
が
増
え
、
園
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
送
り
迎

え
、
行

事
な
ど
父
親
の
参
加
率
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
父
親
が
参
加
し
や
す
い
行
事
の
見
直
し
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ

た
子
育
て
支
援
に
取
組
ん
で
い
く
。

主
体

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
園
内
研
修
、
園
外
研
修
に
参
加
し
、
子
ど
も
の
姿
か
ら
環
境
構
成
の
見
直
し

を
行

な
っ
た
。
継
続
し
て
、
園
内
外
研
修
を
通
し
、
環
境
の
見
直
し
、
遊
び
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

園
児
・保

育
者
へ
の
適
切
な

支
援

★
2
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

職
員
会

議
の
開

催
実

績

支
援
園

児
保
護

者
と
の
懇

談

会 不
適

合
件

数

毎
月

回

年
回

該
当
な
し

毎
月

回

年
回

件

支
援

児
に
つ
い
て
は
、
職
員
会
で
職
員
全
員
に
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
面
談
を
通
し
、
家
庭
で
の
様
子
、

園
で
の
様
子
を
知
る
こ
と
で
、
双
方
で
ど
ん
な
支
援
が
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
合
う
場
と
し
、
集
団
生
活
に
お

け
る
園

の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
療
育
セ
ン
タ
ー
や
病
院
で
補
っ
て
頂
く
な
ど
、
常
に
子
ど
も
に

と
っ
て
最

善
の
解
決
策
を
保
護
者
と
共
に
考
え
て
い
く
体
制
が
で
き
た
。
ま
た
、
卒
園
児

名
は
小
学
校
と
の
連
携
を

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
が
出
来
る
体
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
厳
守
し
、
０
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
園
内
で
の
ケ
ガ
に
よ
る
病
院
受
診
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
都

度
遊
び
方
、
職
員
の
関
わ
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
っ
た
が
、
危
険
予
測
を
常
に
行
い
大
き
な
ケ
ガ
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
、
環
境
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
遊
び
を
工
夫
し
て
い
く
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必

要
な
知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現

各
年

齢
に
応

じ
た
保

育
の
専

門
性

を
高

め
る
た
め
の
研

修

に
参

加

有
給

休
暇

取
得
率

職
員

満
足

度
調
査

該
当
な
し

％

年
回

人
１
回

以
上 ％

年
回

職
員

の
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
た
研
修
に
参
加
し
、
知
識
向
上
を
図
り
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
園
全
体
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
繋

が
っ
た
。
ま
た
、
職
員
同
士
で
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
子
ど
も
の
発

達
に
合
わ
せ
た
遊
び
の
提
供
や
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
継
続
し
て
学
び
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

有
給

休
暇
取
得
を
計
画
的
に
平
等
に
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
公
私
の
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
職
員
の
満
足
度
も
上
が
っ
た
。
ま

た
、
時

間
内
に
業
務
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
に
も
全
職
員
が
理
解
し
協
力
し
合
う
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 90− − 91−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 
（
事
業
所
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
在
宅
復
帰
の
拡
充

 
 

 
2
．
ホ
テ
ル
並
み
の
環
境
・
接
遇
・
マ
ナ
ー

 
 

3
．
利
用
者
へ
の
個
別
ケ
ア
の
充
実

 
 

4
．
職
員
の
や
り
が
い
形
成

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

  ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 

 
 
 
稼

働
率

 

 

 2
 

 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 

 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

1
 

 
9
9
.9
％

 

  2
 

 
3
1
,9

2
5
 

千
円

 

3
 

 
1
件

以
上

 

1
 

 
9
8
.7
％

 

  2
 

 
5
1
,3

7
7
 

千
円

 

3
 

 
1
件

 

1
-
1
 
目

標
達

成
の
た
め
、
毎
月

の
業
務

の
中
に
営

業
の
予
定
を
組

み
込
み
、
毎
月

の
営
業
件

数
1
5
件

を
目
指
し
た
。
ま
た
毎
週
の
稼
働
会
議
に
て
、
相

談

員
間

で
稼

働
率

や
待
機

者
の
情
報
共

有
を
し
、
面

接
、
入
所
調
整
に
対

し
、
協
力
し
て
対
応
し
た
。
し
か
し
目
標
稼
働
率
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
在

宅
復

帰
強

化
、
法

人
内
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療

養
支
援
機
能

加
算
Ⅰ
の
算
定
が
可
能
と
な
り
、
増
収

に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-
1
 
毎

月
予

算
と
実

績
の
収
入
差
額

の
原
因
究

明
し
、
収
入
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
不

必
要

な
破

損
や
故
障

は
な
い
が
、
経
年
劣

化
に
よ
る
修
繕

は
増
え
て
き
て
い
る
。

 

3
 
 

 
新

た
な
加

算
と
し
て
、
再
入
所
時

栄
養
連
携

加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

     

 
 

 

1
-
1
 

 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

 

足
度

 

1
-
2
 
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
-
1
 

 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

2
-
2
 

 
入

浴
時

に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

2
-
3
 

 
施

設
入

所
後

の
褥

瘡
発

生
件

数
 

 2
-
4
 

 
誤

薬
（
飲

ま
せ

間
違

い
）
事

故
発

生

件
数

 

 
 
 

 

 

1
-
1
 

1
0
0
％

 

 

1
-
2
 

0
件

 

2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

2
-
3
 

0
件

 

 2
-
4
 

0
件

 

 

 
 

 

1
 

 
 
9
2
%
 

 

1
-
2
 

0
件

 

2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

2
-
3
 

1
2
名

 

 2
-
4
 

1
名

 

 

 
 
 

 

1
 

 
接

遇
環

境
チ
ェ
ッ
ク
の
継

続
的
な
実
施
と
、
環

境
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
実
施

に
よ
り
昨
年
度

よ
り
も
満
足

度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

1
-
2
 
身

体
拘

束
・
虐

待
防
止
勉
強
会

の
実
施
や
、
定
期
的
な
職
員
面
談
に
よ
り
不
適
切
ケ
ア
の
芽
を
摘

む
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
多

職
種

と
連

携
し
、
ケ
ア
内

容
を
都
度

見
直
し
た
事
に
よ
り
、
職
員
関

与
に
伴

う
受
診
事
故

は
発
生

し
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
た
ケ
ア
の
実
施
と
、
他
施

設
等
の
入
浴
時

の
事
故
の
情
報
共
有
を
行
い
、
重

大
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

2
-
3
 
褥

瘡
対

策
委

員
会

に
て
リ
ス
ク
分
析

対
策
等

を
話
し
合

い
実
践

し
、
前
年
度

よ
り
褥
瘡

発
生
者

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
目
標

値
の
達

成
は
で

き
な
か
っ
た
。

 

2
-
4
 
内

服
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
介
助
を
行

う
よ
う
教
育
を
し
て
い
る
が
、
服
薬
事
故

は
減
少
せ
ず
、
飲

ま
せ
間
違
い
事
故

も
1
件
発

生
し
た
。
内
服
マ
ニ
ュ

ア
ル
通

り
に
行

っ
て
い
る
か
確
認
テ
ス
ト
を
全
介
護

職
員
に
行

い
、
服
薬
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
た
。

 

 
 
 

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

★
4
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務
の
負
担

 

軽
減

 

  

 
 

1
-
1
 

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に

係
る

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

不
適

合
件

数
 

3
 

運
用

確
認

チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

 4
-
1
 

 
中

間
的

就
労

希
望

者
受

入
実

績
 

4
-
2
 

 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

携

件
数

 

 
 

 
 

 

1
-
1
 
年

３
回

 

 

1
-
2
 
年

２
回

 

2
 

 
 
0
件

 

3
-
1
 
不

合
格

0
 

 4
-
1
 
 
1
0
0
%
 

4
-
2
 
 
5
件

以
上

 

 

 
 

 
 

1
-
1
 
年

３
回

 

 

1
-
2
 
年

２
回

 

2
 

 
 
0
件

 

3
 

 
 
不

合
格

0
 

 4
-
1
 
 
1
0
0
%
 

4
-
2
 
 
2
件

 

 

 
 

 
 

1
-
1
 
年

3
回

虐
待

・
身

体
拘
束
勉
強
会

を
開
催
し
、
不
適
切
ケ
ア
へ
の
意
識

向
上
が
図

れ
た
。

 

 1
-
2
 
年

2
回

接
遇

マ
ナ
ー
勉
強
会
を
開

催
し
、
マ
ナ
ー
意
識
の
向
上
が
図
れ
た
。

 

2
 
 
 
IS

O
内

部
監

査
に
て
不

適
合
は
な
か
っ
た
。

 

3
-
0
 
全

職
員

に
教

育
を
行

い
、
情
報
保
護

・
管
理

手
順
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
-
1
 
１
名

の
受

け
入

れ
を
行

っ
た
。
結
果
、
就
労

の
希
望
が
あ
っ
た
た
め
職
員
と
し
て
雇

用
し
た
。

 

4
-
2
 
前

年
度

及
び

今
年

度
の
就
労

支
援
か
ら
の
入

職
者
に
つ

い
て
合
同
で
面
談
を
行
い
状

況
確
認
を
行
っ
た
。

 

 

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現
 

 ★
3
 
エ
リ
ア
内

に
お

け
る
交

流
機

会
の

確

保
 

 

1
-
1
 
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

1
-
2
 
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

2
-
1
 
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
0
 

 
 
開

催
実

施
件

数
 

 

1
-
1
 

7
5
％

 

1
-
2
 

2
5
％

 

2
-
1
 

1
1
％

以
下

 

2
-
2
 

7
0
％

以
上

 

3
-
0
 

1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 
1
0
％

 

2
-
1
 
 
1
7
.2
％

 

2
-
2
 
 
7
0
.8
％

 

3
-
0
 
 
1
8
件

 

 

1
-
1
 
名

古
屋

エ
リ
ア
で

1
8
人
受
験
し
、

1
2
人
合
格

し
て
い
る
。
合
格
率
の
目
標
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
名

古
屋

エ
リ
ア
で

1
0
名
受
験
し
、

1
名
合
格

し
、
合
格
率
は

1
0
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
全

国
平
均
は

1
0
.1
％
、
愛
知
県

平
均
は

1
3
.2
％
。

 

2
-
1
 
面

談
を
重

ね
、
何

度
か
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
む
を
得

ず
離
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

 

2
-
2
 
同

職
種

、
多

職
種
で
協

力
し
合
い
、
取
得
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
0
 
忘

年
会

や
勤

続
3
年
・
5
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
、
親
睦
会
の
実
施
を
エ
リ
ア
内
で
行

い
、
他
施
設
の
職
員
と
の
交
流
機

会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
心
と
体
が
元
気
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

．
ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
実
施

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算

の
算
定

稼
働

率

稼
働

検
討
会

議
開
催

数

新
規

利
用
者

数

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
算
定

件
数

月
回

月
名

千
円 件
以
上

月
回

月
名

千
円 件

定
期

的
な
営
業
活

動
の
実

施
や

、
積

極
的

な
お

試
し
の
受

け
入

れ
で
、
稼

働
率

向
上

に
努

め
た
。

定
期

的
に
開

催
し
、
各

職
員

が
稼

働
に
対

す
る
意

識
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

と
の
信

頼
関

係
を
築

き
、
今

ま
で
紹

介
の
無

か
っ
た
事

業
所

か
ら
も
紹

介
を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

法
改

正
に
伴

い
、
単

価
が
下

が
っ
た
り
し
た
が
、
新

た
な
加

算
の
算

定
や

稼
働

率
向

上
に
よ
り
、
収

益
の
確

保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

算
定

要
件
を
確

認
し
、
算

定
可

能
な
加

算
を
取

得
し
、
収

益
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
提

供
体

制
加

算

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
満

足
度

の
向

上
接
遇

マ
ナ
ー
及
び

環
境

評
価
の
満
足
率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件
数

職
員

関
与
に
伴
う
事
故

件
数

イ
ベ

ン
ト
実

施
回
数

件 件 回
年

件 件 回

未
回

答
も
あ
り
目

標
値

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
都

度
、
接

遇
マ
ナ
ー

に
つ

い
て
指

導
等

を
行

っ
た
り
、
利

用
者

様
の
つ

ぶ
や

き
を
元

に
、

環
境
整
備
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
、
情

報
共

有
や

ケ
ア
の
見

直
し
を
行

い
、
不

適
切

ケ
ア
発

生
の
予

防
に
つ

な
が
っ
た
。

各
職

員
が
情

報
共

有
を
行

い
、
事

故
防

止
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
季

節
行

事
に
関

し
て
は
、
計

画
的

に
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
以

外
の
月

に
関

し
て
は
、
な
か
な
か
意

見
が

ま
と
ま
ら
ず
、
イ
ベ

ン
ト
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア

の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守

情
報

保
護

・
管

理
意

識
の

更
な
る
向

上

★
安

全
運

転
へ

の
意

識
の
向

上

虐
待
、
不

適
切

ケ
ア
撲
滅

に

係
る
勉
強
会
の
開
催
件

数

接
遇

マ
ナ
ー
勉
強

会
の

開
催
件
数

不
適

合
件
数

運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故
の
発
生
回

数

年
回

年
回

件

不
合
格

件

年
回

年
回

件

不
合
格

件

勉
強

会
に
参

加
し
、
職

員
の
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
に
対

す
る
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

勉
強

会
に
参

加
し
、
各

職
員

の
接

遇
マ
ナ
ー

を
見

直
し
、
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

内
部

監
査
や

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
法

令
順

守
に
努

め
た
。

全
職

員
に
、
教
育

を
行

い
情

報
保

護
・
管

理
手

順
の
向

上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
半

期
は
、
右

左
折

時
に
車

輌
サ
イ
ド
を
擦

っ
て
し
ま
う
事

故
が
多

か
っ
た
。
他

施
設

の
車

輌
事

故
な
ど
も
情

報
共

有
を
行

い
、
職

員
へ

の

注
意
喚
起
を
継

続
し
て
行

い
、

月
以

降
は
車

輌
事

故
が
発

生
し
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の

必
要

な
知

識
の
向

上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の

実
現

★
エ
リ
ア
内

に
お

け
る
交

流

機
会

の
確

保

外
部

研
修
ま
た
は
交
換

研
修

実
施
件
数

相
談

員
の
育

成

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

開
催

実
施
件

数

件
以

上

名

以
下

以
上

件
以
上

件 名 件

外
部

研
修
に
参

加
す

る
こ
と
で
、
内

部
研

修
で
学

べ
な
い
内

容
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
職

員
の
知

識
の
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

対
象

者
の
選

定
が
で
き
な
く
、
且

つ
、
現

場
に
余

裕
が
な
く
、
相

談
員

養
成

コ
ー

ス
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
。

日
々

の
業
務
を
見

直
し
、
業

務
改

善
で
き
る
も
の
は
行

い
、
職

員
が
働

き
や

す
い
環

境
を
整

備
し
た
こ
と
で
、
離

職
は
無

か
っ
た
。

職
員

間
で
調
整

し
な
が
ら
、
計

画
的

に
有

給
休

暇
を
取

得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

忘
年

会
や
勤

続
年

・
年

記
念

パ
ー

テ
ィ
ー

、
エ
リ
ア
合

同
で
の
親

睦
会

に
よ
り
他

事
業

所
の
職

員
と
交

流
を
行

い
、
仕

事
に
対

す
る
モ

チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向

上
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 92− − 93−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 
（
事
業
所
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
在
宅
復
帰
の
拡
充

 
 

 
2
．
ホ
テ
ル
並
み
の
環
境
・
接
遇
・
マ
ナ
ー

 
 

3
．
利
用
者
へ
の
個
別
ケ
ア
の
充
実

 
 

4
．
職
員
の
や
り
が
い
形
成

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

  ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 

 
 
 
稼

働
率

 

 

 2
 

 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 

 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

1
 

 
9
9
.9
％

 

  2
 

 
3
1
,9

2
5
 

千
円

 

3
 

 
1
件

以
上

 

1
 

 
9
8
.7
％

 

  2
 

 
5
1
,3

7
7
 

千
円

 

3
 

 
1
件

 

1
-
1
 
目

標
達

成
の
た
め
、
毎
月

の
業
務

の
中
に
営

業
の
予
定
を
組

み
込
み
、
毎
月

の
営
業
件

数
1
5
件

を
目
指
し
た
。
ま
た
毎
週
の
稼
働
会
議
に
て
、
相

談

員
間

で
稼

働
率

や
待
機

者
の
情
報
共

有
を
し
、
面

接
、
入
所
調
整
に
対

し
、
協
力
し
て
対
応
し
た
。
し
か
し
目
標
稼
働
率
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
在

宅
復

帰
強

化
、
法

人
内
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療

養
支
援
機
能

加
算
Ⅰ
の
算
定
が
可
能
と
な
り
、
増
収

に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-
1
 
毎

月
予

算
と
実

績
の
収
入
差
額

の
原
因
究

明
し
、
収
入
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
不

必
要

な
破

損
や
故
障

は
な
い
が
、
経
年
劣

化
に
よ
る
修
繕

は
増
え
て
き
て
い
る
。

 

3
 
 

 
新

た
な
加

算
と
し
て
、
再
入
所
時

栄
養
連
携

加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 

     

 
 

 

1
-
1
 

 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

 

足
度

 

1
-
2
 
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
-
1
 

 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

2
-
2
 

 
入

浴
時

に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

2
-
3
 

 
施

設
入

所
後

の
褥

瘡
発

生
件

数
 

 2
-
4
 

 
誤

薬
（
飲

ま
せ

間
違

い
）
事

故
発

生

件
数

 

 
 
 

 

 

1
-
1
 

1
0
0
％

 

 

1
-
2
 

0
件

 

2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

2
-
3
 

0
件

 

 2
-
4
 

0
件

 

 

 
 

 

1
 

 
 
9
2
%
 

 

1
-
2
 

0
件

 

2
-
1
 

0
件

 

2
-
2
 

0
件

 

2
-
3
 

1
2
名

 

 2
-
4
 

1
名

 

 

 
 
 

 

1
 

 
接

遇
環

境
チ
ェ
ッ
ク
の
継

続
的
な
実
施
と
、
環

境
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
実
施

に
よ
り
昨
年
度

よ
り
も
満
足

度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

1
-
2
 
身

体
拘

束
・
虐

待
防
止
勉
強
会

の
実
施
や
、
定
期
的
な
職
員
面
談
に
よ
り
不
適
切
ケ
ア
の
芽
を
摘

む
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
多

職
種

と
連

携
し
、
ケ
ア
内

容
を
都
度

見
直
し
た
事
に
よ
り
、
職
員
関

与
に
伴

う
受
診
事
故

は
発
生

し
な
か
っ
た
。

 

2
-
2
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
た
ケ
ア
の
実
施
と
、
他
施

設
等
の
入
浴
時

の
事
故
の
情
報
共
有
を
行
い
、
重

大
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

2
-
3
 
褥

瘡
対

策
委

員
会

に
て
リ
ス
ク
分
析

対
策
等

を
話
し
合

い
実
践

し
、
前
年
度

よ
り
褥
瘡

発
生
者

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
目
標

値
の
達

成
は
で

き
な
か
っ
た
。

 

2
-
4
 
内

服
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
介
助
を
行

う
よ
う
教
育
を
し
て
い
る
が
、
服
薬
事
故

は
減
少
せ
ず
、
飲

ま
せ
間
違
い
事
故

も
1
件
発

生
し
た
。
内
服
マ
ニ
ュ

ア
ル
通

り
に
行

っ
て
い
る
か
確
認
テ
ス
ト
を
全
介
護

職
員
に
行

い
、
服
薬
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
た
。

 

 
 
 

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

★
4
 
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務
の
負
担

 

軽
減

 

  

 
 

1
-
1
 

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に

係
る

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 

不
適

合
件

数
 

3
 

運
用

確
認

チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

 4
-
1
 

 
中

間
的

就
労

希
望

者
受

入
実

績
 

4
-
2
 

 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

携

件
数

 

 
 

 
 

 

1
-
1
 
年

３
回

 

 

1
-
2
 
年

２
回

 

2
 

 
 
0
件

 

3
-
1
 
不

合
格

0
 

 4
-
1
 
 
1
0
0
%
 

4
-
2
 
 
5
件

以
上

 

 

 
 

 
 

1
-
1
 
年

３
回

 

 

1
-
2
 
年

２
回

 

2
 

 
 
0
件

 

3
 

 
 
不

合
格

0
 

 4
-
1
 
 
1
0
0
%
 

4
-
2
 
 
2
件

 

 

 
 

 
 

1
-
1
 
年

3
回

虐
待

・
身

体
拘
束
勉
強
会

を
開
催
し
、
不
適
切
ケ
ア
へ
の
意
識

向
上
が
図

れ
た
。

 

 1
-
2
 
年

2
回

接
遇

マ
ナ
ー
勉
強
会
を
開

催
し
、
マ
ナ
ー
意
識
の
向
上
が
図
れ
た
。

 

2
 
 
 
IS

O
内

部
監

査
に
て
不

適
合
は
な
か
っ
た
。

 

3
-
0
 
全

職
員

に
教

育
を
行

い
、
情
報
保
護

・
管
理

手
順
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
-
1
 
１
名

の
受

け
入

れ
を
行

っ
た
。
結
果
、
就
労

の
希
望
が
あ
っ
た
た
め
職
員
と
し
て
雇

用
し
た
。

 

4
-
2
 
前

年
度

及
び

今
年

度
の
就
労

支
援
か
ら
の
入

職
者
に
つ

い
て
合
同
で
面
談
を
行
い
状

況
確
認
を
行
っ
た
。

 

 

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現
 

 ★
3
 
エ
リ
ア
内

に
お

け
る
交

流
機

会
の

確

保
 

 

1
-
1
 
 
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

1
-
2
 
 
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

2
-
1
 
 
 
離

職
率

 

2
-
2
 
 
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
0
 

 
 
開

催
実

施
件

数
 

 

1
-
1
 

7
5
％

 

1
-
2
 

2
5
％

 

2
-
1
 

1
1
％

以
下

 

2
-
2
 

7
0
％

以
上

 

3
-
0
 

1
件

以
上

 

 

1
-
1
 
 
6
7
％

 

1
-
2
 
 
1
0
％

 

2
-
1
 
 
1
7
.2
％

 

2
-
2
 
 
7
0
.8
％

 

3
-
0
 
 
1
8
件

 

 

1
-
1
 
名

古
屋

エ
リ
ア
で

1
8
人
受
験
し
、

1
2
人
合
格

し
て
い
る
。
合
格
率
の
目
標
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
名

古
屋

エ
リ
ア
で

1
0
名
受
験
し
、

1
名
合
格

し
、
合
格
率
は

1
0
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
全

国
平
均
は

1
0
.1
％
、
愛
知
県

平
均
は

1
3
.2
％
。

 

2
-
1
 
面

談
を
重

ね
、
何

度
か
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
む
を
得

ず
離
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

 

2
-
2
 
同

職
種

、
多

職
種
で
協

力
し
合
い
、
取
得
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
0
 
忘

年
会

や
勤

続
3
年
・
5
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
、
親
睦
会
の
実
施
を
エ
リ
ア
内
で
行

い
、
他
施
設
の
職
員
と
の
交
流
機

会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
心
と
体
が
元
気
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

．
ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
実
施

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
の
達

成

★
適

切
な
収

支
差

益
の
確

保

★
法

改
正

に
伴

う
新

た
な
加

算

の
算
定

稼
働

率

稼
働

検
討
会

議
開
催

数

新
規

利
用
者

数

収
支

差
益
額

算
定

可
能

な
加
算

の
算
定

件
数

月
回

月
名

千
円 件
以
上

月
回

月
名

千
円 件

定
期

的
な
営
業
活

動
の
実

施
や

、
積

極
的

な
お

試
し
の
受

け
入

れ
で
、
稼

働
率

向
上

に
努

め
た
。

定
期

的
に
開

催
し
、
各

職
員

が
稼

働
に
対

す
る
意

識
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

と
の
信

頼
関

係
を
築

き
、
今

ま
で
紹

介
の
無

か
っ
た
事

業
所

か
ら
も
紹

介
を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

法
改

正
に
伴

い
、
単

価
が
下

が
っ
た
り
し
た
が
、
新

た
な
加

算
の
算

定
や

稼
働

率
向

上
に
よ
り
、
収

益
の
確

保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

算
定

要
件
を
確

認
し
、
算

定
可

能
な
加

算
を
取

得
し
、
収

益
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
提

供
体

制
加

算

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
満

足
度

の
向

上
接
遇

マ
ナ
ー
及
び

環
境

評
価
の
満
足
率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件
数

職
員

関
与
に
伴
う
事
故

件
数

イ
ベ

ン
ト
実

施
回
数

件 件 回
年

件 件 回

未
回

答
も
あ
り
目
標

値
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
都

度
、
接

遇
マ
ナ
ー

に
つ

い
て
指

導
等

を
行

っ
た
り
、
利

用
者

様
の
つ

ぶ
や

き
を
元

に
、

環
境
整
備
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
、
情

報
共

有
や

ケ
ア
の
見

直
し
を
行

い
、
不

適
切

ケ
ア
発

生
の
予

防
に
つ

な
が
っ
た
。

各
職

員
が
情

報
共

有
を
行

い
、
事

故
防

止
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
季

節
行

事
に
関

し
て
は
、
計

画
的

に
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
以

外
の
月

に
関

し
て
は
、
な
か
な
か
意

見
が

ま
と
ま
ら
ず
、
イ
ベ

ン
ト
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用

者
様

へ
の
適

切
な
ケ
ア

の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守

情
報

保
護

・
管

理
意

識
の

更
な
る
向

上

★
安

全
運

転
へ

の
意

識
の
向

上

虐
待
、
不

適
切

ケ
ア
撲
滅

に

係
る
勉
強
会
の
開
催
件

数

接
遇

マ
ナ
ー
勉
強

会
の

開
催
件
数

不
適

合
件
数

運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故
の
発
生
回

数

年
回

年
回

件

不
合
格

件

年
回

年
回

件

不
合
格

件

勉
強

会
に
参

加
し
、
職

員
の
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
に
対

す
る
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

勉
強

会
に
参

加
し
、
各

職
員

の
接

遇
マ
ナ
ー

を
見

直
し
、
意

識
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

内
部

監
査
や

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
法

令
順

守
に
努

め
た
。

全
職

員
に
、
教
育

を
行

い
情

報
保

護
・
管

理
手

順
の
向

上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
半

期
は
、
右

左
折

時
に
車

輌
サ
イ
ド
を
擦

っ
て
し
ま
う
事

故
が
多

か
っ
た
。
他

施
設

の
車

輌
事

故
な
ど
も
情

報
共

有
を
行

い
、
職

員
へ

の

注
意
喚
起
を
継

続
し
て
行

い
、

月
以

降
は
車

輌
事

故
が
発

生
し
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門

職
、
管

理
職

と
し
て
の

必
要

な
知

識
の
向

上

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の

実
現

★
エ
リ
ア
内

に
お

け
る
交

流

機
会

の
確

保

外
部

研
修
ま
た
は
交
換

研
修

実
施
件
数

相
談

員
の
育

成

離
職

率

有
給

休
暇
取

得
率

開
催

実
施
件

数

件
以

上

名

以
下

以
上

件
以
上

件 名 件

外
部

研
修
に
参

加
す

る
こ
と
で
、
内

部
研

修
で
学

べ
な
い
内

容
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
職

員
の
知

識
の
向

上
に
つ

な
が
っ
た
。

対
象

者
の
選

定
が
で
き
な
く
、
且

つ
、
現

場
に
余

裕
が
な
く
、
相

談
員

養
成

コ
ー

ス
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
。

日
々

の
業
務
を
見

直
し
、
業

務
改

善
で
き
る
も
の
は
行

い
、
職

員
が
働

き
や

す
い
環

境
を
整

備
し
た
こ
と
で
、
離

職
は
無

か
っ
た
。

職
員

間
で
調
整

し
な
が
ら
、
計

画
的

に
有

給
休

暇
を
取

得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

忘
年

会
や
勤

続
年

・
年

記
念

パ
ー

テ
ィ
ー

、
エ
リ
ア
合

同
で
の
親

睦
会

に
よ
り
他

事
業

所
の
職

員
と
交

流
を
行

い
、
仕

事
に
対

す
る
モ

チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向

上
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 92− − 93−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：

職
員
同
士
の
繋
が
り
の
強
化
、
働
き
や
す
い
職
場
風
土
を
築
く

安
心
・
安
全
・
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
信
頼
向
上
を
目
指
す

資
質
向
上
に
努
め
、
不
適
切
ケ
ア
、
職
員
関
与
に
伴
う
事
故
件
数

を
目
指
す

施
設
の
中
核
と
な
る
後
進
の
職
員
育
成
に
努
め
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

％

千
円 件
以

上

千
円 件

特
養

申
込

者
の
減

少
に
伴
い
、
空
床
が
生

じ
た
際
に
す

ぐ
に
ご
入
所

い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
も
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
緊
急

的
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

が

必
要

と
な
っ
た
方

を
積

極
的

に
お

受
け
し
た
こ
と
も
あ
り
、
全

体
的

な
稼

働
率

に
つ

い
て
は
目

標
を
達
成

す
る
に
至

っ
た
。
緊

急
利

用
の
受

け
入

れ
に

際
し
て
は
、
各

職
種
間

の
連
携
も
う
ま
く
取
れ
た
と
感

じ
ら
れ
る
。
稼
働

率
の
安
定
と
業

務
効
率

の
改

善
は
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

予
定

に
な
か
っ
た
修

繕
の
発

生
な
ど
、
当

初
見

込
ん
で
い
な
か
っ
た
突

発
的

な
支

出
の
発

生
も
あ
っ
た
が
、
稼

働
率

の
目

標
値

達
成

に
よ
る
目

標
売

上
金

額
の
増

大
等

に
よ
り
、
収
支

差
益
額
と
し
て
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
算
定
し
て
い
な
か
っ
た
加
算

を
新
た
に
算
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
加
算

の
算
定

要
件

を
満
た
す
こ
と
で
利

用

者
様

へ
の
ケ
ア
の
充
実
に
還

元
で
き
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
次
年
度

に
お

い
て
も
新
た
な
加
算

が
算
定
で
き
る
よ
う
意

識
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

安
楽
か
つ
快
適
な
生
活

の
確
保

余
暇
活
動
の
充

実

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数

施
設

入
所

後
の
褥

瘡
発

生
件

数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

け
入

れ
件

数

％

件 件 件 件

月
件

以
上

件 件 件 件

月
件

 

前
年

に
比

べ
る
と
評

価
は
上

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
全

体
的

に
見
る
と
ま
だ
ま
だ
低

い
と
感
じ
ら
れ
る
。
来
設
さ
れ
る
頻
度

の
少

な
い
方

に
と
っ
て
は
、
そ

の
回

の
印

象
が
大
き
く
な
る
た
め
、
良
い
状

態
を
標
準
化
で
き
る
よ
う
職
員
教
育
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

不
適

切
ケ
ア
件

数
は

件
で
あ
っ
た
。
勉

強
会
等
を
通
し
、
職
員
へ

の
意
識

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

移
乗

・
移

動
介

助
時
に
職
員

が
関
与
し
た
と
思

わ
れ
る
事
故

が
あ
っ
た
。
安
全
な
介
助

方
法
を
施
設

全
体
で
周
知
し
、
再
発
防
止

に
努

め
た
い
。

入
浴

時
に
お

け
る
事
故

は
発
生
し
て
い
な
い
。
入
浴
介
助
時
に
お

け
る
職
員

の
安
全
意
識

は
高
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
ケ
ア
が
で
き
て
い
る
。

施
設

入
所

後
の
褥
瘡

を
件
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
状
態
変
化
に
対
し
て
の
対
応

の
遅
れ
や
、
気
づ
き
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
。
予
防
計
画

を
よ
り
効

果
的

に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
他
職
種
連

携
の
向
上
を
図

れ
る
よ
う
意
識
を
高
め
て
い
く
。

有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
入

れ
る
こ
と
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
余

暇
活

動
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
外

部
に
依
頼

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
質

の
高

い
内

容
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用

者
様
か
ら
も
好
評

を
い
た
だ
け
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

業
務
の
効
率
化
、
職

員
負
担
の
軽
減

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

身
体

拘
束

廃
止

検
討

委
員

会
の

開
催

実
績

業
務

効
率

化
検

討
会

開
催

回
数

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

施
設

内
で
の
勉

強
会

を
予

定
通
り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
講
義

内
容

に
関
し
て
も
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
行

っ
た
こ
と
で
、
職

員
に
と
っ
て
よ
り
深
く
理

解

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

施
設

内
で
の
勉

強
会

を
予

定
通

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
主

体
で
講

義
内

容
を
考

え
て
行

っ
た
こ
と
で
、
自

身
の
接

遇
態

度
を
振

り
返

る
機

会
と
な
り
、
更

に
意

識
を
高

め
ら
れ
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

委
員

会
を
予

定
通

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
身

体
拘

束
は
原

則
行

っ
て
は
な
ら
な
い
行

為
で
あ
る
こ
と
に
対

し
て
の
認
識

は
深

ま
っ
て
お
り
、
身

体

拘
束

に
係

る
対

応
実

績
は

件
で
あ
っ
た
。
ど
う
い
っ
た
行
為
が
身

体
拘
束
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ

い
て
、
次
年
度
も
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
会
議

内
で
、
定
期
的
に
各

フ
ロ
ア
の
状
況
報

告
を
行

い
、
改
善
で
き
る
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

で
人

員
配
置

が
厳

し
い
状

況
と
な
り
、
十
分
な
対
応

策
を
立

案
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今

後
も
効

率
化

、
負

担
軽

減
に
つ

い
て
の
取

り
組
み

を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

職
員
育
成
、
指
導
力

強
化

介
護

福
祉

士
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

法
人

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研

修
へ

の
参

加
者

数
ｴ
ﾘｱ

特
定

行
為

従
事

資
格

取
得

者
数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

教
育

・
指

導
内

容
報

告
会

開
催

実
績

名
以

上

名
以

上

以
下

％
以

上

年
回

名 名

年
回

今
年

度
施

設
内

で
の
受
験
者

は
名
で
、
う
ち
合
格
は

名
で
あ
っ
た
。
今
年

度
実
務
者
研
修

の
締
め
切
り
が
予
定
よ
り
早
か
っ
た
た
め
、
そ
の
受

講

者
が

名
の
み

で
あ
っ
た
。
次
年
度

は
実
務
者
研

修
の
受
講
者
数

の
増
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

今
年

度
施

設
内

で
の
受
験

者
は

名
で
、
合

格
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
受

験
資
格
を
持

つ
職
員
へ

の
受
験
の
奨

励
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

養
成

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
名
、
現
任
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス

名
、
相
談

員
養
成
コ
ー

ス
名
と
い
う
形

で
受
講

者
を
輩
出
で
き
た
。
各
コ
ー
ス
を
受

講
す
る
こ

と
で
、
役

職
者

と
し
て
の
心
構
え
、
自
覚
と
い
っ
た
も
の
を
学
ぶ

よ
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

特
定

行
為

従
事

資
格
取
得
講
習
に

名
が
受
講
し
、
う
ち

名
が
今
年
度
に
履
修
を
修
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

別
業

種
へ

の
転

職
を
希
望

す
る
者
に
よ
る
離

職
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
介
護
の
仕
事
を
長
く
続

け
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
工
夫
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

職
員

が
不

足
状

態
と
な
っ
た
こ
と
で
計
画

通
り
に
取
得
で
き
な
か
っ
た
部

署
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議
に
て
、
各
リ
ー

ダ
ー

よ
り
教
育

・
指
導

内
容
や

職
員
と
の
関

わ
り
に
つ

い
て
の
報
告

を
行

い
、
各
フ
ロ
ア
で
の
情
報

共
有

と
、
参

考
に
な
る
取

り
組

み
の
水
平

展
開
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

強
く
持

つ
意

識
を
高

め
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
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(事
業
所
名
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針

 
：
 
1
．
安
心
か
つ
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
居
住
環
境
の
整
備
と
、
各
種
相
談
を
気
軽
に
し
て
い
た
だ
け
る
受
け
入
れ
態
勢
を
提
供
す
る
。

 
2
．
身
体
状
態
の
低
下
に
伴
う
生
活
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
入
居
者
様
に
対
し
、
可
能
な
限
り
住
宅
で
の
生
活
を
継
続
い
た

だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

   ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

1
 
 
 
稼
働

率
 

   2
 
 
 
収
支

差
益

額
 

1
 

1
0
0
%
 

   2
 

1
0
,0

7
7
千

円
 

1
 

9
9
.9

%
 

   2
 

7
,6

6
0
千

円
 

1
 
 
 
平

成
3
0
年

度
に
お
い
て
は
退
居

が
1
件

の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
安
定
し
た
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
空

室

が
発

生
す

る
頻

度
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
居

待
機
者
に
対
し
て
明
確
な
入

居
可
能
時
期

を
お
示

し
す
る
こ
と
が
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。

 

 
 

 
次

年
度

は
入

居
待

機
者

へ
の
定

期
的
な
現

況
確
認

を
行

い
、
入
居

を
お

急
ぎ
の
方

に
対

し
て
は
エ
リ
ア
内

で
比
較

的
早
く
ご
案
内

が
可

能
な
住

宅
を

紹
介

さ
せ

て
い
た
だ
く
等

の
配
慮

を
行
っ
て
い
く
。

 

2
 
 
 
サ
ー

ビ
ス
付

き
高

齢
者

向
け
住

宅
に
お

い
て
は
目

標
稼

働
率

に
近

い
実

績
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
店

舗
部

に
お

け
る
食

材
料

費
の
経

費
見

込

み
が
読

み
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当

初
に
て
設

定
し
た
目

標
値

の
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次

年
度

に
お

い
て
は
予

算
管

理
を
強

化
し
、
当

初

の
計

画
通

り
遂

行
し
て
い
け
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 

   

2
 
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
の
継
続

 

1
-
1
 
意
見

交
換

会
の
開

催
実

績
 

 1
-
2
 
不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数
 

 2
 
 
 
定

期
巡

回
、
環

境
整

備
、
住

宅
型

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
回

数
 

1
-
1
 
年

2
回

 

 1
-
2
 

0
件

 

 2
 
 
 

1
日

1
回

以
上

 

1
-
1
 
年

1
回

 

 1
-
2
 

0
件

 

 2
 
 
 

1
日

1
回

 

 
 
 

 
以

上
 

1
-
1
 
開

催
実

績
と
し
て
は
目
標
値

に
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度
は
意
見
交

換
会
の
開

催
は
も
と
よ
り
、
そ
の
会
を
入
居
者

同
士
が
顔

を
合

わ
せ
る
機
会
と
し
て

も
活

用
し
、
入

居
者

の
安
心
感
の
促
進
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
は
皆
無

で
あ
っ
た
。
虐
待
、
不
適

切
ケ
ア
撲

滅
に
係
る
勉
強

会
に
出

席
し
、
そ
れ

ら
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の
意
識

に
つ

い
て

よ
り
一

層
啓

発
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
入

居
者

の
安

否
確

認
を

1
日

1
回
以
上
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
常
の
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
定

期
巡
回
、
状
況

確
認

を
確

実
に
実
施
し
、
入
居
者

の
状
態
変
化

の
早
期
発
見
に
努

め
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

4
 
災
害
時
の
対
応

強
化

 

5
 
緊
急
発
生
時
等

の
円
滑
な
対
応

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
 
 
 
訓
練

の
実

施
実

績
 

5
 
 
 
対
応

に
関

す
る
入

居
者

様
か
ら
の

 

苦
情

件
数

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

数
 

 
0
件

 

4
 
 
 
年

2
回

 

5
 
 
 

0
件

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

数
 

 
 
 

 
0
件

 

4
 
 
 
年

1
回

 

5
 
 
 

0
件

 

1
-
1
 
当

該
勉

強
会

に
出

席
し
、
虐

待
や

不
適

切
ケ
ア
に
つ

な
が
ら
な
い
た
め
の
意

識
に
つ

い
て
よ
り
一

層
啓

発
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
制

度
改

正
に
よ

っ
て
義

務
付

け
ら
れ
た
身
体

拘
束
適
正
化

に
係
る
委
員
会
に
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
当

該
勉

強
会

に
出

席
し
、
適
切
な
接

遇
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違

反
と
な
る
ケ
ー

ス
の
発

生
は
な
か
っ
た
。
今

後
も
制

度
改

正
等

の
情

報
を
適

切
に
把

握
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守
を
標

準

化
し
て
い
く
。

 

3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用

に
よ
り
、
個

人
情
報
の
取
り
扱

い
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
大

々
的

な
訓

練
の
実
績
は

1
回
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
年
度
は
入
居

者
参
加
型

の
訓
練
を
開

催
し
、
有
事
の
際

の
行
動
把
握

に
つ
な
げ
る
。

 

5
 
 
 
緊

急
事

態
の
発

生
ケ
ー
ス
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
迅
速
な
対
応

に
努

め
た
こ
と
に
よ
り
苦
情
を
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

  ★
2
 
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の

 

確
保

 

3
 
介
護
に
関
す
る
知

識
の
習
得

 

1
-
1
 
離

職
率

 

 1
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

2
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 3
 
 
 
施
設

内
勉

強
会

へ
の
出

席
回

数
 

1
-
1
 

0
%
 

 1
-
2
 

7
0
%
以

上
 

2
 
 
 

1
件

以
上

 

 3
 
 
 

2
回

以
上

 

1
-
1
 

0
%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

1
件

 

 3
 
 
 

2
回

 

1
-
1
 
年

度
内

に
お

け
る
退
職

は
な
か
っ
た
た
め
目

標
達
成
と
な
っ
た
。
住
宅
担

当
と
し
て
は

1
名
で
あ
る
が
、
他
部
門
の
職

員
と
連
携
す
る
機

会
も
多
々
あ
る

た
め
、
情

報
共

有
や
協
力
体
制

の
向
上
に
よ
り
、
更

に
働
き
や
す

い
職
場
環
境

を
構
築
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
有

給
休

暇
に
つ

い
て
は
取
得
計
画

を
予
定
通

り
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
目

標
達
成
と
な
っ
た
。

 

2
 
 
 
エ
リ
ア
合

同
で
開
催
し
た
親

睦
会
企
画

に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

施
設
の
職
員
と
の
交
流

が
あ
ま
り
図
れ
な
か
っ
た
た
め
、
次
年

度
も
こ
う
い
っ
た

機
会

が
あ
れ
ば

、
他
施

設
の
職
員
と
の
交
流
も
積

極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

3
 
 
 
施

設
内

の
勉

強
会

に
出
席

す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
面
に
関

し
て
の
知

識
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
宅
に
お

い
て
は
日
頃
か
ら
直
接

的
な
介
護
を

行
う
機

会
は
な
い
が
、
有

事
の
際

に
そ
れ
が
必

要
と
な
る
場

面
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
た
め
、
次

年
度

も
勉

強
会

へ
の
出

席
を
継

続
し
、
知

識
と
し
て
身

に
付

け
て
お

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：

職
員
同
士
の
繋
が
り
の
強
化
、
働
き
や
す
い
職
場
風
土
を
築
く

安
心
・
安
全
・
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
信
頼
向
上
を
目
指
す

資
質
向
上
に
努
め
、
不
適
切
ケ
ア
、
職
員
関
与
に
伴
う
事
故
件
数

を
目
指
す

施
設
の
中
核
と
な
る
後
進
の
職
員
育
成
に
努
め
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

％

千
円 件
以

上

千
円 件

特
養

申
込

者
の
減

少
に
伴
い
、
空
床
が
生

じ
た
際
に
す

ぐ
に
ご
入
所

い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
も
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
緊
急

的
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

が

必
要

と
な
っ
た
方

を
積

極
的

に
お

受
け
し
た
こ
と
も
あ
り
、
全

体
的

な
稼

働
率

に
つ

い
て
は
目

標
を
達
成

す
る
に
至

っ
た
。
緊

急
利

用
の
受

け
入

れ
に

際
し
て
は
、
各

職
種
間

の
連
携
も
う
ま
く
取
れ
た
と
感

じ
ら
れ
る
。
稼
働

率
の
安
定
と
業

務
効
率

の
改

善
は
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

予
定

に
な
か
っ
た
修

繕
の
発

生
な
ど
、
当

初
見

込
ん
で
い
な
か
っ
た
突

発
的

な
支

出
の
発

生
も
あ
っ
た
が
、
稼

働
率

の
目

標
値

達
成

に
よ
る
目

標
売

上
金

額
の
増

大
等

に
よ
り
、
収
支

差
益
額
と
し
て
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
算
定
し
て
い
な
か
っ
た
加
算

を
新
た
に
算
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
加
算

の
算
定

要
件

を
満
た
す
こ
と
で
利

用

者
様

へ
の
ケ
ア
の
充
実
に
還

元
で
き
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
次
年
度

に
お

い
て
も
新
た
な
加
算

が
算
定
で
き
る
よ
う
意

識
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

安
楽
か
つ
快
適
な
生
活

の
確
保

余
暇
活
動
の
充

実

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故
件

数

施
設

入
所

後
の
褥

瘡
発

生
件

数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

け
入

れ
件

数

％

件 件 件 件

月
件

以
上

件 件 件 件

月
件

 

前
年

に
比

べ
る
と
評

価
は
上

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
全

体
的

に
見
る
と
ま
だ
ま
だ
低

い
と
感
じ
ら
れ
る
。
来
設
さ
れ
る
頻
度

の
少

な
い
方

に
と
っ
て
は
、
そ

の
回

の
印

象
が
大
き
く
な
る
た
め
、
良
い
状

態
を
標
準
化
で
き
る
よ
う
職
員
教
育
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

不
適

切
ケ
ア
件

数
は

件
で
あ
っ
た
。
勉

強
会
等
を
通
し
、
職
員
へ

の
意
識

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

移
乗

・
移

動
介

助
時
に
職
員

が
関
与
し
た
と
思

わ
れ
る
事
故

が
あ
っ
た
。
安
全
な
介
助

方
法
を
施
設

全
体
で
周
知
し
、
再
発
防
止

に
努

め
た
い
。

入
浴

時
に
お

け
る
事
故

は
発
生
し
て
い
な
い
。
入
浴
介
助
時
に
お

け
る
職
員

の
安
全
意
識

は
高
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
ケ
ア
が
で
き
て
い
る
。

施
設

入
所

後
の
褥

瘡
を

件
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
状
態
変
化
に
対
し
て
の
対
応

の
遅
れ
や
、
気
づ
き
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
。
予
防
計
画

を
よ
り
効

果
的

に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
他
職
種
連

携
の
向
上
を
図

れ
る
よ
う
意
識
を
高
め
て
い
く
。

有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
入

れ
る
こ
と
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
余

暇
活

動
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
外

部
に
依
頼

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
質

の
高

い
内

容
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用

者
様
か
ら
も
好
評

を
い
た
だ
け
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

業
務
の
効
率
化
、
職

員
負
担
の
軽
減

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

身
体

拘
束

廃
止

検
討

委
員

会
の

開
催

実
績

業
務

効
率

化
検

討
会

開
催

回
数

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

施
設

内
で
の
勉

強
会

を
予

定
通
り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
講
義

内
容

に
関
し
て
も
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
行

っ
た
こ
と
で
、
職

員
に
と
っ
て
よ
り
深
く
理

解

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

施
設

内
で
の
勉

強
会

を
予

定
通

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
主

体
で
講

義
内

容
を
考

え
て
行

っ
た
こ
と
で
、
自

身
の
接

遇
態

度
を
振

り
返

る
機

会
と
な
り
、
更

に
意

識
を
高

め
ら
れ
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

委
員

会
を
予

定
通

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
身

体
拘

束
は
原

則
行

っ
て
は
な
ら
な
い
行

為
で
あ
る
こ
と
に
対

し
て
の
認
識

は
深

ま
っ
て
お
り
、
身

体

拘
束
に
係

る
対

応
実

績
は

件
で
あ
っ
た
。
ど
う
い
っ
た
行
為
が
身

体
拘
束
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ

い
て
、
次
年
度
も
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

内
で
、
定
期
的
に
各

フ
ロ
ア
の
状
況
報

告
を
行

い
、
改
善
で
き
る
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

で
人

員
配
置

が
厳

し
い
状

況
と
な
り
、
十
分
な
対
応

策
を
立

案
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今

後
も
効

率
化

、
負

担
軽

減
に
つ

い
て
の
取

り
組

み
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

職
員
育
成
、
指
導
力

強
化

介
護

福
祉

士
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

ｴ
ﾘｱ

法
人

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研

修
へ

の
参

加
者

数
ｴ
ﾘｱ

特
定

行
為

従
事

資
格

取
得

者
数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

教
育

・
指

導
内

容
報

告
会

開
催

実
績

名
以

上

名
以

上

以
下

％
以

上

年
回

名 名

年
回

今
年

度
施

設
内

で
の
受
験
者

は
名
で
、
う
ち
合
格
は

名
で
あ
っ
た
。
今
年

度
実
務
者
研
修

の
締
め
切
り
が
予
定
よ
り
早
か
っ
た
た
め
、
そ
の
受

講

者
が

名
の
み

で
あ
っ
た
。
次
年
度

は
実
務
者
研

修
の
受
講
者
数

の
増
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

今
年

度
施

設
内

で
の
受
験

者
は

名
で
、
合

格
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
受

験
資
格
を
持

つ
職
員
へ

の
受
験
の
奨

励
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

養
成

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
名
、
現
任
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス

名
、
相
談

員
養
成
コ
ー

ス
名

と
い
う
形

で
受
講

者
を
輩
出
で
き
た
。
各
コ
ー
ス
を
受

講
す
る
こ

と
で
、
役

職
者

と
し
て
の
心
構
え
、
自
覚
と
い
っ
た
も
の
を
学
ぶ

よ
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

特
定

行
為

従
事

資
格
取
得
講
習
に

名
が
受
講
し
、
う
ち

名
が
今
年
度
に
履
修
を
修
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

別
業

種
へ

の
転

職
を
希
望

す
る
者
に
よ
る
離

職
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
介
護
の
仕
事
を
長
く
続

け
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
工
夫
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

職
員

が
不

足
状

態
と
な
っ
た
こ
と
で
計
画

通
り
に
取
得
で
き
な
か
っ
た
部

署
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議
に
て
、
各
リ
ー

ダ
ー

よ
り
教
育

・
指
導

内
容
や

職
員
と
の
関

わ
り
に
つ

い
て
の
報
告

を
行

い
、
各
フ
ロ
ア
で
の
情
報

共
有

と
、
参

考
に
な
る
取

り
組

み
の
水
平

展
開
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

強
く
持

つ
意

識
を
高

め
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針

 
：
 
1
．
安
心
か
つ
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
居
住
環
境
の
整
備
と
、
各
種
相
談
を
気
軽
に
し
て
い
た
だ
け
る
受
け
入
れ
態
勢
を
提
供
す
る
。

 
2
．
身
体
状
態
の
低
下
に
伴
う
生
活
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
入
居
者
様
に
対
し
、
可
能
な
限
り
住
宅
で
の
生
活
を
継
続
い
た

だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

   ★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

1
 
 
 
稼
働

率
 

   2
 
 
 
収
支

差
益

額
 

1
 

1
0
0
%
 

   2
 

1
0
,0

7
7
千

円
 

1
 

9
9
.9

%
 

   2
 

7
,6

6
0
千

円
 

1
 
 
 
平

成
3
0
年

度
に
お
い
て
は
退
居

が
1
件

の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
安
定
し
た
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
空

室

が
発

生
す

る
頻

度
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
居

待
機
者
に
対
し
て
明
確
な
入

居
可
能
時
期

を
お
示

し
す
る
こ
と
が
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。

 

 
 

 
次

年
度

は
入

居
待

機
者

へ
の
定

期
的
な
現

況
確
認

を
行

い
、
入
居

を
お

急
ぎ
の
方

に
対

し
て
は
エ
リ
ア
内

で
比
較

的
早
く
ご
案
内

が
可

能
な
住

宅
を

紹
介

さ
せ

て
い
た
だ
く
等

の
配
慮

を
行
っ
て
い
く
。

 

2
 
 
 
サ
ー

ビ
ス
付

き
高

齢
者

向
け
住

宅
に
お

い
て
は
目

標
稼

働
率

に
近

い
実

績
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
店

舗
部

に
お

け
る
食

材
料

費
の
経

費
見

込

み
が
読

み
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当

初
に
て
設

定
し
た
目

標
値

の
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次

年
度

に
お

い
て
は
予

算
管

理
を
強

化
し
、
当

初

の
計

画
通

り
遂

行
し
て
い
け
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 

   

2
 
安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
の
継
続

 

1
-
1
 
意
見

交
換

会
の
開

催
実

績
 

 1
-
2
 
不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数
 

 2
 
 
 
定

期
巡

回
、
環

境
整

備
、
住

宅
型

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
回

数
 

1
-
1
 
年

2
回

 

 1
-
2
 

0
件

 

 2
 
 
 

1
日

1
回

以
上

 

1
-
1
 
年

1
回

 

 1
-
2
 

0
件

 

 2
 
 
 

1
日

1
回

 

 
 
 

 
以

上
 

1
-
1
 
開

催
実

績
と
し
て
は
目
標
値

に
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度
は
意
見
交

換
会
の
開

催
は
も
と
よ
り
、
そ
の
会
を
入
居
者

同
士
が
顔

を
合

わ
せ
る
機
会
と
し
て

も
活

用
し
、
入

居
者

の
安
心
感
の
促
進
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
に
つ

い
て
は
皆
無

で
あ
っ
た
。
虐
待
、
不
適

切
ケ
ア
撲

滅
に
係
る
勉
強

会
に
出

席
し
、
そ
れ

ら
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の
意
識

に
つ

い
て

よ
り
一

層
啓

発
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
入

居
者

の
安

否
確

認
を

1
日

1
回
以
上
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
常
の
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
定

期
巡
回
、
状
況

確
認

を
確

実
に
実
施
し
、
入
居
者

の
状
態
変
化

の
早
期
発
見
に
努

め
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

4
 
災
害
時
の
対
応

強
化

 

5
 
緊
急
発
生
時
等

の
円
滑
な
対
応

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
 
 
 
訓
練

の
実

施
実

績
 

5
 
 
 
対
応

に
関

す
る
入

居
者

様
か
ら
の

 

苦
情

件
数

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

数
 

 
0
件

 

4
 
 
 
年

2
回

 

5
 
 
 

0
件

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 
 
 

0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

数
 

 
 
 

 
0
件

 

4
 
 
 
年

1
回

 

5
 
 
 

0
件

 

1
-
1
 
当

該
勉

強
会

に
出

席
し
、
虐

待
や

不
適

切
ケ
ア
に
つ

な
が
ら
な
い
た
め
の
意

識
に
つ

い
て
よ
り
一

層
啓

発
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
制

度
改

正
に
よ

っ
て
義

務
付

け
ら
れ
た
身
体

拘
束
適
正
化

に
係
る
委
員
会
に
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
当

該
勉

強
会

に
出

席
し
、
適
切
な
接

遇
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違

反
と
な
る
ケ
ー

ス
の
発

生
は
な
か
っ
た
。
今

後
も
制

度
改

正
等

の
情

報
を
適

切
に
把

握
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守
を
標

準

化
し
て
い
く
。

 

3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用

に
よ
り
、
個

人
情
報
の
取
り
扱

い
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
大

々
的

な
訓

練
の
実
績
は

1
回
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
年
度
は
入
居

者
参
加
型

の
訓
練
を
開

催
し
、
有
事
の
際

の
行
動
把
握

に
つ
な
げ
る
。

 

5
 
 
 
緊

急
事

態
の
発

生
ケ
ー
ス
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
迅
速
な
対
応

に
努

め
た
こ
と
に
よ
り
苦
情
を
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

  ★
2
 
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の

 

確
保

 

3
 
介
護
に
関
す
る
知

識
の
習
得

 

1
-
1
 
離

職
率

 

 1
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

2
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 3
 
 
 
施
設

内
勉

強
会

へ
の
出

席
回

数
 

1
-
1
 

0
%
 

 1
-
2
 

7
0
%
以

上
 

2
 
 
 

1
件

以
上

 

 3
 
 
 

2
回

以
上

 

1
-
1
 

0
%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

2
 
 
 

1
件

 

 3
 
 
 

2
回

 

1
-
1
 
年

度
内

に
お

け
る
退
職

は
な
か
っ
た
た
め
目

標
達
成
と
な
っ
た
。
住
宅
担

当
と
し
て
は

1
名
で
あ
る
が
、
他
部
門
の
職

員
と
連
携
す
る
機

会
も
多
々
あ
る

た
め
、
情

報
共

有
や
協
力
体
制

の
向
上
に
よ
り
、
更

に
働
き
や
す

い
職
場
環
境

を
構
築
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
有

給
休

暇
に
つ

い
て
は
取
得
計
画

を
予
定
通

り
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
目

標
達
成
と
な
っ
た
。

 

2
 
 
 
エ
リ
ア
合

同
で
開
催
し
た
親

睦
会
企
画

に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

施
設
の
職
員
と
の
交
流

が
あ
ま
り
図
れ
な
か
っ
た
た
め
、
次
年

度
も
こ
う
い
っ
た

機
会

が
あ
れ
ば

、
他
施

設
の
職
員
と
の
交
流
も
積

極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

3
 
 
 
施

設
内

の
勉

強
会

に
出
席

す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
面
に
関

し
て
の
知

識
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
宅
に
お

い
て
は
日
頃
か
ら
直
接

的
な
介
護
を

行
う
機

会
は
な
い
が
、
有

事
の
際

に
そ
れ
が
必

要
と
な
る
場

面
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
た
め
、
次

年
度

も
勉

強
会

へ
の
出

席
を
継

続
し
、
知

識
と
し
て
身

に
付

け
て
お

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

 

 

− 94− − 95−



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
 
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 1

.利
用
者
様
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア

 
 

2
.生
活
を
楽
し
め
る
環
境
つ
く
り

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 

★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
 
延

べ
サ
ー

ビ
ス
提

供
回

数
 

 2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

 

1
 
 
 
 
3
6
9
5
回

 

 
 

 
 
/
年

 

2
 
 
 
 
7
1
1
千

円
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 
 

1
 
 
 
 
3
7
2
0
回

 

 
 

 
 
/
年

 

2
 
 

 
 
6
9
2
千

円
 

3
 
 

 
 
1
件

 
 

1
 
 
 
目

標
は
達

成
し
た
が
、
介
護

保
険
制
度

H
3
1
年
度
の
事
業
所
医

師
の
往
診
・
受
診
の
動

向
が
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
積
極
的
な
営
業

が
 

行
え
な
か
っ
た
。

 

2
 

 
目

標
値

設
定

後
に
介
護
報
酬
算

改
訂
に
よ
る
減
額
要
件
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
目
標
値

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

 

3
 
 
 
法

改
正

に
伴

い
、
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算

を
新
た
に
算
定
し
た
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 
 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

の
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

1
-
3
 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

1
-
4
 
指

定
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

 

計
画

・
報

告
書

の
作

成
 

1
-
5
 
在

宅
サ
ー

ビ
ス
等

の
研

修
会

参
加

 
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
2
 
 
0
件

 

1
-
3
 
 
0
件

 

1
-
4
 
 
月

1
回

 

 1
-
5
 
 
年

2
回

 
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
2
 
 
0
件

 

1
-
3
 
 
0
件

 

1
-
4
 
 
月

1
回

 

 1
-
5
 
 
年

2
回

 
 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
に
は
毎

回
参
加
し
、
マ
ナ
ー
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
目

標
は
達

成
さ
れ
た
。

 

1
-
3
 
利

用
者

様
の
状

態
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

践
し
、
職
員
関
与
の
事
故
の
発
生

を
防

ぐ
事
が
で
き
た
。

 

1
-
4
 
毎

月
実

施
報

告
書

を
提
出
し
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
関
係

職
種
と
情
報
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
5
 
日

本
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

主
催
研

修
会
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援

事
業

研
修
会
へ
参
加
し
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

 

質
の
向

上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 
1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

4
 
利
用
者
様
に
関

す
る
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
の

 

構
築

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
 
 
 
医

療
・
居

宅
と
の
連

携
 

 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
不

合
格

0
 

 4
 
 
 
 
月

1
回

 
 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 
0
件

 

3
 
 
 
 
不

合
格

0
 

 4
 
 
 
 
月

1
回

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係
る
勉
強

会
に
は
毎
回
参
加
し
、
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
に
毎
回
参

加
す
る
こ
と
で
接
遇
・
マ
ナ
ー
に
関
し
て
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

3
 
 
 
全

職
員

に
、
教

育
を
行

い
情
報
保
護

・
管
理

手
順
の
向
上

に
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
毎

月
報

告
書

を
提

出
し
、
利
用
者

様
の
変
化

や
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を
関
係
職

種
に
密

に
伝
え
る
こ
と
で
、
担
当

C
M

と
よ
り
良
い
関
係
を
築
け
た
。

 

  

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 ★
3
 
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機
会

の
 

確
保

 
 

1
 
 
 
外

部
研

修
ま
た
は
交

換
研

修
実

施
 

件
数

 

2
-
1
 
離

職
率

 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 

1
 
 
 
 
年

１
件

 

以
上

 

2
-
1
 
 
0
%
以

下
 

2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 
 

1
 
 
 
 
年

2
件

 

 2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 

 
9
3
.1

%
 

3
 
 
 
 
1
2
件

 

1
-
1
 
交

換
研

修
は
業
務
の
都
合

に
よ
り
行
え
な
か
っ
た
が
、
外
部
研

修
へ
参
加
し
知
識

・
技
術
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
多
く
と
る
よ
う
に
し
、
お

互
い
の
考
え
等

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 

2
-
2
 
目

標
の
有

給
休

暇
取
得
率

は
達
成
さ
れ
た
。

 

3
 
 
 
リ
ハ
ビ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
利
用
者

様
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
や
福

祉
用
具
の
情
報
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

 

  

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
強
化

収
支
の
安
定

専
門
性
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
の
達

成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）

事
業

活
動

収
入

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

件
以

上

千
円

以
上

件
以

上

件

千
円

件

目
標

件
数

件
を
達
成
で
き
た
が
、
制

度
上
の
適
正
と
さ
れ
る
件
数

を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

当
初

予
算

件
数

よ
り
要
介
護
者

の
割
合
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
増
収
と
な
っ
た
。

入
院

時
に
病

院
と
の
連
携

を
図
り
、
入
院
時
加

算
を
算
定
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

接
客

マ
ナ
ー

の
満

足
度

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

つ
ぶ

や
き
件

数

 
以

上

 
件

 
年

件

件

件

回
目

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
数
値
を
、

回
目
で

に
向
上
で
き
た
。

正
確

な
情

報
提

供
等

に
よ
り
、
当

セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
適

切
な
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
。

訪
問

時
に
傾

聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

★
医
療
と
の
連
携

強
化

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

サ
ー

ビ
ス
情

報
の
公

表
実

地

医
療

と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定

年
回

年
回

件

年
回 件

回 回 件

年
回

件

施
設

が
実

施
す

る
虐
待
防
止
研

修
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
宅
で
の
虐
待

が
疑

わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
関

わ
り
、
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

が
開

催
す

る
勉
強
会

に
参
加
し
、
実
践

す
る
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足
度
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
政

監
査

に
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
内
容
と
訪

問
介

護
の
サ
ー

ビ
ス
計
画

の
内
容
の
相
違
に
つ

い
て
の
指
摘

が
件
あ
り
修
正
し
た
。

制
度

に
適

合
し
た
方
法
で
、
情
報
公

表
を
実

施
で
き
た
。

入
院

時
に
は
早

期
に
情
報

を
提
供

し
、

件
の
加
算

を
算
定
で
き
た
。
退
院
時

に
病

院
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加

し
、

件
退
院
時

の
加
算

が
算
定

で
き
た
。
入

院
ケ
ー
ス
が
少
な
く

件
は
未
達

成
で
あ
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

★
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
体

制
の

強
化

外
部

研
修

実
績

事
例

検
討

会
の
実

施

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

法
改

正
に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

へ
の
参

加

主
任

ケ
ア
マ
ネ
の
育

成

エ
リ
ア
で
の
ケ
ア
マ
ネ
の
増

員

年
回

年
回

延
べ

名

名 名

回 回 名 名 名

介
護

支
援

専
門

員
研
修
専
門
Ⅰ

に
参
加
し
、
知
識
の
向
上

が
図
れ
、
実
践

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

中
村

区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
事
例

検
討
会
に

回
参
加
で
き
知
識
の
向

上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

離
職

者
を
達

成
で
き
た
。

持
ち
件

数
が
標

準
件
数
を
超
え
る
月
が
あ
り
、
有
給
休
暇
取
得

を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。

市
が
主

催
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向
け
研
修
会

に
参
加
し
、
最
新

の
情
報
収
集

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

で
名
主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得
を
さ
れ
た
が
、
育
成
に
関

わ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

エ
リ
ア
内

で
名

増
員
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
 
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 1

.利
用
者
様
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア

 
 

2
.生
活
を
楽
し
め
る
環
境
つ
く
り

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 

 

★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
 
延

べ
サ
ー

ビ
ス
提

供
回

数
 

 2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

 

1
 
 
 
 
3
6
9
5
回

 

 
 

 
 
/
年

 

2
 
 
 
 
7
1
1
千

円
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 
 

1
 
 
 
 
3
7
2
0
回

 

 
 

 
 
/
年

 

2
 
 

 
 
6
9
2
千

円
 

3
 
 

 
 
1
件

 
 

1
 
 
 
目

標
は
達

成
し
た
が
、
介
護

保
険
制
度

H
3
1
年
度
の
事
業
所
医

師
の
往
診
・
受
診
の
動

向
が
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
積
極
的
な
営
業

が
 

行
え
な
か
っ
た
。

 

2
 

 
目

標
値

設
定

後
に
介
護
報
酬
算

改
訂
に
よ
る
減
額
要
件
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
目
標
値

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

 

3
 
 
 
法

改
正

に
伴

い
、
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算

を
新
た
に
算
定
し
た
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 
 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

の
満

足
率

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

1
-
3
 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

1
-
4
 
指

定
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

 

計
画

・
報

告
書

の
作

成
 

1
-
5
 
在

宅
サ
ー

ビ
ス
等

の
研

修
会

参
加

 
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
2
 
 
0
件

 

1
-
3
 
 
0
件

 

1
-
4
 
 
月

1
回

 

 1
-
5
 
 
年

2
回

 
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
2
 
 
0
件

 

1
-
3
 
 
0
件

 

1
-
4
 
 
月

1
回

 

 1
-
5
 
 
年

2
回

 
 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
に
は
毎

回
参
加
し
、
マ
ナ
ー
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
目

標
は
達

成
さ
れ
た
。

 

1
-
3
 
利

用
者

様
の
状

態
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

践
し
、
職
員
関
与
の
事
故
の
発
生

を
防

ぐ
事
が
で
き
た
。

 

1
-
4
 
毎

月
実

施
報

告
書

を
提
出
し
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
関
係

職
種
と
情
報
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
5
 
日

本
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

主
催
研

修
会
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援

事
業

研
修
会
へ
参
加
し
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

 

質
の
向

上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 
1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る

 

向
上

 

4
 
利
用
者
様
に
関

す
る
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
の

 

構
築

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
 
 
 
医

療
・
居

宅
と
の
連

携
 

 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 
0
件

 

3
 

 
 
不

合
格

0
 

 4
 
 
 
 
月

1
回

 
 

1
-
1
 
 
年

3
回

 

 1
-
2
 
 
年

2
回

 

2
 
 
 
 
0
件

 

3
 
 
 
 
不

合
格

0
 

 4
 
 
 
 
月

1
回

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係
る
勉
強

会
に
は
毎
回
参
加
し
、
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
に
毎
回
参

加
す
る
こ
と
で
接
遇
・
マ
ナ
ー
に
関
し
て
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

3
 
 
 
全

職
員

に
、
教

育
を
行

い
情
報
保
護

・
管
理

手
順
の
向
上

に
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 
 
 
毎

月
報

告
書

を
提

出
し
、
利
用
者

様
の
変
化

や
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を
関
係
職

種
に
密

に
伝
え
る
こ
と
で
、
担
当

C
M

と
よ
り
良
い
関
係
を
築
け
た
。

 

  

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 

 ★
3
 
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機
会

の
 

確
保

 
 

1
 
 
 
外

部
研

修
ま
た
は
交

換
研

修
実

施
 

件
数

 

2
-
1
 
離

職
率

 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
 
 
 
開

催
実

施
件

数
 

 

1
 
 
 
 
年

１
件

 

以
上

 

2
-
1
 
 
0
%
以

下
 

2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

3
 
 
 
 
1
件

以
上

 
 

1
 
 
 
 
年

2
件

 

 2
-
1
 
 
0
%
 

2
-
2
 

 
9
3
.1

%
 

3
 
 
 
 
1
2
件

 

1
-
1
 
交

換
研

修
は
業
務
の
都
合

に
よ
り
行
え
な
か
っ
た
が
、
外
部
研

修
へ
参
加
し
知
識

・
技
術
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
1
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
多
く
と
る
よ
う
に
し
、
お

互
い
の
考
え
等

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 

2
-
2
 
目

標
の
有

給
休

暇
取
得
率

は
達
成
さ
れ
た
。

 

3
 
 
 
リ
ハ
ビ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
利
用
者

様
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
や
福

祉
用
具
の
情
報
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

 

  

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅

事
業
所
の
経
営
方
針
：

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
強
化

収
支
の
安
定

専
門
性
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
の
達

成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）

事
業

活
動

収
入

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

件
以

上

千
円

以
上

件
以

上

件

千
円

件

目
標

件
数

件
を
達
成
で
き
た
が
、
制

度
上
の
適
正
と
さ
れ
る
件
数

を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

当
初

予
算

件
数

よ
り
要
介
護
者

の
割
合
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
増
収
と
な
っ
た
。

入
院

時
に
病

院
と
の
連
携

を
図
り
、
入
院
時
加

算
を
算
定
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

接
客

マ
ナ
ー

の
満

足
度

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

つ
ぶ

や
き
件

数

 
以

上

 
件

 
年

件

件

件

回
目

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
数
値
を
、

回
目
で

に
向
上
で
き
た
。

正
確

な
情

報
提

供
等

に
よ
り
、
当

セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
適

切
な
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
。

訪
問

時
に
傾

聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

★
医
療
と
の
連
携

強
化

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

サ
ー

ビ
ス
情

報
の
公

表
実

地

医
療

と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定

年
回

年
回

件

年
回 件

回 回 件

年
回

件

施
設

が
実

施
す

る
虐
待
防
止
研

修
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
宅
で
の
虐
待

が
疑

わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
関

わ
り
、
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

が
開

催
す

る
勉
強
会

に
参
加
し
、
実
践

す
る
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足
度
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
政

監
査

に
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
内
容
と
訪

問
介

護
の
サ
ー

ビ
ス
計
画

の
内
容
の
相
違
に
つ

い
て
の
指
摘

が
件
あ
り
修
正
し
た
。

制
度

に
適

合
し
た
方
法
で
、
情
報
公

表
を
実

施
で
き
た
。

入
院

時
に
は
早

期
に
情
報

を
提
供

し
、

件
の
加
算

を
算
定
で
き
た
。
退
院
時

に
病

院
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加

し
、

件
退
院
時

の
加
算

が
算
定

で
き
た
。
入

院
ケ
ー

ス
が
少
な
く

件
は
未
達

成
で
あ
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

★
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
体

制
の

強
化

外
部

研
修

実
績

事
例

検
討

会
の
実

施

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

法
改

正
に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

へ
の
参

加

主
任

ケ
ア
マ
ネ
の
育

成

エ
リ
ア
で
の
ケ
ア
マ
ネ
の
増

員

年
回

年
回

延
べ

名

名 名

回 回 名 名 名

介
護

支
援

専
門

員
研
修
専
門
Ⅰ

に
参
加
し
、
知
識
の
向
上

が
図
れ
、
実
践

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

中
村

区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
事
例

検
討
会
に

回
参
加
で
き
知
識
の
向

上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

離
職

者
を
達

成
で
き
た
。

持
ち
件

数
が
標

準
件
数
を
超
え
る
月
が
あ
り
、
有
給
休
暇
取
得

を
達

成
で
き
な
か
っ
た
。

市
が
主

催
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向
け
研
修
会

に
参
加
し
、
最
新

の
情
報
収
集

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

で
名
主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得
を
さ
れ
た
が
、
育
成
に
関

わ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

エ
リ
ア
内

で
名

増
員
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
新
栄

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
自
己
選
択
・自

己
決
定
を
基
本
と
し
た
施
設
運
営

．
要
支
援
か
ら
要
介
護
ま
で
対
応
可
能
な
施
設
環
境

．
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

．
職
員
が
笑
顔
で
働
け
る
職
場
環
境
作
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

新
規

数
（
月

間
平

均
）

お
試

し
利

用
者

数
（
成

約
数

）

営
業

件
数

（
月

間
平

均
）

収
支

差
益

額

要
介

護
・
要

支
援

（
総

合
）
比

率

タ
ク
シ
ー

利
用

率

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

名

名 件 千
円

： 件
以

上

名 名

件

千
円

： 件

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
年
間

を
通
し
、
徐
々
に
稼
働
率

を
高
め
る
事
が
出
来
、

月
に
施
設

最
高
の

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
年
間
通
じ
て

名
～

名
の
新
規
数
で
目
標

を
達
成
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
。

月
に
よ
っ
て
差

は
出
て
い
る
が
、
毎

月
の
営
業

の
効
果
も
あ
り
、
寒
さ
で
成
約
数
が
落
ち
込

む
月

～
月
で
も
平
均

名
の
成

約
を
達
成
で
き
た
。

目
標

未
達

成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
月
平
均

件
の
営
業
を
行

う
こ
と
は
出
来

た
。
次
年
度
は
営
業
方
法
も
含

め
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

新
規

獲
得

及
び

中
止
者
・
キ
ャ
ン
セ
ル
対
策

へ
の
行
動
が
弱
く
、
目
標
値
を
大
き
く
下

回
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
中
重

度
の
利

用
者
様
用
の
ミ
ニ
リ
ゾ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

を
進

め
、
要
介
護
者

の
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
数

の
増

加
と
運
転
手
確

保
が
で
き
ず

、
タ
ク
シ
ー
利
用
率

の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

平
成

年
度

よ
り
創
設
さ
れ
た
生
活

機
能
向

上
連
携
加
算
の
算

定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
充
実

利
用
者
様
参
加

の
施
設
作
り

接
遇

ﾏ
ﾅ
ｰ
及

び
環

境
評

価
満

足
率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

新
規

プ
ロ
グ
ラ
ム
件

数

イ
ベ

ン
ト
実

施
件

数

空
き
時

間
の
活

用
方

法
の
提

案

利
用

者
様

主
体

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提

案

件 件

件

件

件 件

件 件

件

件

件 件

目
標

値
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
、
職
員
教

育
を
行
っ
た
事

に
よ
り
、
一
定

の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

教
育

も
行

っ
た
成
果
も
あ
り
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
は
無
か
っ
た
。
来

年
度
も
継
続
的

に
職
員

教
育
を
行
い
、
発
生
を
防

い
で
い
く
。

施
設

内
研

修
等

の
職
員
研
修

を
行
う
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
を
高
め
発

生
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

利
用

者
様

目
線

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
見
直

し
を
随
時
行
う
こ
と
で
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
要

望
や
職
員

の
特
技
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
、
ま
た
、
利
用

者
様
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
も
で
き
た
。

目
標

件
数

を
達

成
す
る
こ
と
は
出

来
た
が
、
施

設
の
課
題
と
し
て
残

っ
て
い
る
為
、
次
年

度
も
引
き
続
き
検
討
・
実
施
を
し
て
い
く
。

利
用

者
様

の
得

意
な
こ
と
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
利
用
者
様

の
自
立
支

援
と
職
員
負
担
の
軽
減
の
効
果

が
あ
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意
識

の
更
な
る
向
上

安
全
運
転
へ
の
意
識
の
向

上

防
災
・
防
犯
対
策
の
点

検
・
強
化

業
務
の
ＩＴ

化
推
進

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

ﾏ
ﾅ
ｰ
勉

強
会

の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
件

数

防
災

・
防

犯
訓

練
の
実

施

人
気

ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
の
ﾘｿ
ﾞｰ
ﾄﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄｹ

ｱ
活

用

送
迎

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
導

入
に
よ
る
作

成
時

間

年
回

年
回

件

不
合

格

件

年
回

活
用

率

時
間

減

年
回

年
回

件

不
合

格

件

年
回

活
用

率

時
間

減

施
設

内
研

修
に
て
、
目
標
の
年

回
を
実
施

し
、
職
員
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
成

果
も
あ
り
、
今
年
度
の
実
績
と
し
て
虐
待

・
不
適
切

ケ
ア
は
発

生
す

る
こ
と
無
く
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

内
研

修
に
て
、
目
標
の
年

回
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
も
あ
り
利
用
者
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て

を
超
え
る
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
お

い
て
問
題
と
な
る
ケ
ー

ス
は
発
生
し
て
い
な
い
。

情
報

保
護

・
管

理
に
関
す
る
業

務
の
遂
行
状

況
を
定
期
的
な
確
認

を
行
な
い
、
適

切
な
管
理
状

況
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

安
全

運
転

管
理

者
を
中
心
と
し
た
安
全
運
転

教
育
の
成
果
も
あ
り
、
車
両
事
故

の
発
生
件
数

件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

防
災

・
防

犯
訓

練
を
毎
月
実
施

し
、
職
員
の
意

識
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
気

ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
に
お
い
て
、
ﾘｿ

ﾞｰ
ﾄﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄｹ

ｱ
の
活

用
を
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
為
、
職
員
の
負

担
軽

減
に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
た
。

送
迎

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
導
入

が
予
定

よ
り
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
為
、
目
標
の

削
減

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
送
迎
担
当
者
以

外
で
も
配
車
業
務

を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
果
と
な
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

必
要
な
知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機
会

の
確
保

職
員
の
確
保

外
部

研
修

・
交

換
研

修
実

績
件

数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

超
過

勤
務

適
正

管
理

の
検

討
実

績

開
催

実
施

件
数

介
護

職
・
介

助
員

の
新

規
雇

用
人

数

件 以
下

以
上

年
回

件
以

上

名

件

年
回

件

名

目
標

値
に
届

か
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
、
よ
り
多
く
の
職
員
に
参

加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
職
員

の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

目
標

未
達

成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度
目

標
達
成
す
る
為
に
、
職

員
の
意
見

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

の
構
築

に
努
め
て
い
き
た
い
。

有
休

取
得

率
で
あ
っ
た
。
目

標
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
次

年
度
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
、
働
き
や
す

い
環
境
作

っ
て
い
く
。

衛
生

委
員

会
に
て
毎
月
、
超
過
勤
務

の
報
告

を
行
い
、
対
策

等
の
検
討

を
行
っ
た
。

親
睦

会
や

勤
続

年
目
・

年
目
の
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
度
は
じ
め
て
エ
リ
ア
単

位
で
実
施
を
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

件
数

を
達

成
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
が
、
一
定
数
の
職

員
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
安

定
し
た
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
園

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン

リ
ゾ
ー
ト
新
栄

事
業
所
の
経
営
方
針
：

保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
事
業
所
作
り
を
行
う

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む

保
護
者
と
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

子
ど
も
の
受

け
入

れ
目

標
の
達

成

予
算

管
理

に
よ
る
支

出
の
低

減

保
育

所
利
用

実
人
数

保
育

備
品
の
計
画
的

な
執

行

名 以
上

予
算

以
内

名

予
算

求
人

募
集
時

に
は
、
法

人
で
認

可
外

保
育

所
を
完

備
し
て
い
る
こ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
職

員
の
採

用
に
つ

な
げ
る
事

が
で
き
た
。

計
画

的
な
予
算
管

理
に
よ
り
、
予

定
し
て
い
た
物

品
の
購

入
を
行

い
、
予

算
内

で
の
運

用
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
保

育
の
実

施

子
育

て
の
悩

み
や

不
安

の
解

消

子
ど
も
が
健

康
に
成

長
で
き
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施

連
絡

ﾉ
ｰ
ﾄの

記
録

満
足

度
調
査

の
実
施

保
護

者
へ
の
情
報
発

信

％ ％

年
回

年
回

％ ％

年
回

年
回

契
約

時
に
保

護
者

の
希

望
を
聞

き
取

り
、
ご
意

見
や

ご
要

望
を
取

り
入

れ
る
こ
と
を
徹

底
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

基
本

的
な
生
活
習

慣
の
習

得
や

成
長

の
様

子
を
連

絡
ﾉ
ｰ
ﾄに

て
、
保

護
者

へ
伝

達
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
上

半
期

の
み

の
実

施
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ご
家

族
か
ら
随

時
お

話
を
伺

う
時

間
を
作

り
、
ニ
ー

ズ
の
把

握
に

努
め
て
い
る
。

連
絡

ﾉ
ｰ
ﾄや

ご
家
族

が
お

迎
え
に
み

え
た
際

に
、
随

時
お

話
を
す

る
こ
と
に
よ
り
情

報
発

信
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

安
心

・
安

全
な
保

育
の
実

施

月
齢

に
応

じ
た
保

育
の
実

施

感
染

症
対

策
の
徹

底

防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

月
齢

に
応
じ
た
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
の
実
施

消
毒

回
数

事
業

所
内
で
の
感
染
症

発
生
件
数

年
回

以
上

％

週
回

件

年
回

％

週
回

件

託
児

所
内
で
の
教

育
は
行

っ
た
が
、
施

設
全

体
の
防

災
訓

練
へ

の
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次

年
度

は
計

画
的

に
実

施
を
す

る
。

異
年

齢
保
育
と
な
る
が
、
本

人
の
で
き
る
こ
と
に
着

目
し
な
が
ら
、
月

齢
に
合

わ
せ

た
保

育
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日

洗
浄
を
行
っ
て
い
る
が
、
随

時
、
熱

湯
ま
た
は
消

毒
薬

を
用

い
て
玩

具
の
消

毒
を
実

施
し
、
物

品
の
清

潔
保

持
に
努

め
た
。

子
ど
も
の
健
康

状
態

を
正

確
に
把

握
し
、
保

護
者

と
の
情

報
交

換
を
行

う
こ
と
で
、
発

生
防

止
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や

す
い
職

場
の
実

現

保
育

力
の
向

上

有
給

休
暇
取

得
率

事
業

所

職
員

満
足
度

調
査
の
実
施

研
修

の
参
加

実
績

年
回

年
回

以
上

年
回

年
回

職
員

間
で
協
力

し
、
年

間
計

画
に
沿

っ
て
取

得
し
た
事

で
、
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査

の
結

果
、
要

望
が
多
く
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次

年
度

は
計

画
的

に
実

施
を
し
て
い
く
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
新
栄

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
自
己
選
択
・自

己
決
定
を
基
本
と
し
た
施
設
運
営

．
要
支
援
か
ら
要
介
護
ま
で
対
応
可
能
な
施
設
環
境

．
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

．
職
員
が
笑
顔
で
働
け
る
職
場
環
境
作
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

適
切
な
収
支
差
益
の
確
保

法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

新
規

数
（
月

間
平

均
）

お
試

し
利

用
者

数
（
成

約
数

）

営
業

件
数

（
月

間
平

均
）

収
支

差
益

額

要
介

護
・
要

支
援

（
総

合
）
比

率

タ
ク
シ
ー

利
用

率

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

名

名 件 千
円

： 件
以

上

名 名

件

千
円

： 件

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
年
間

を
通
し
、
徐
々
に
稼
働
率

を
高
め
る
事
が
出
来
、

月
に
施
設

最
高
の

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
年
間
通
じ
て

名
～

名
の
新
規
数
で
目
標

を
達
成
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
。

月
に
よ
っ
て
差

は
出
て
い
る
が
、
毎

月
の
営
業

の
効
果
も
あ
り
、
寒
さ
で
成
約
数
が
落
ち
込

む
月

～
月
で
も
平
均

名
の
成

約
を
達
成
で
き
た
。

目
標

未
達

成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
月
平
均

件
の
営
業
を
行

う
こ
と
は
出
来

た
。
次
年
度
は
営
業
方
法
も
含

め
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

新
規

獲
得

及
び

中
止
者
・
キ
ャ
ン
セ
ル
対
策

へ
の
行
動
が
弱
く
、
目
標
値
を
大
き
く
下

回
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
中
重

度
の
利

用
者
様
用
の
ミ
ニ
リ
ゾ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

を
進

め
、
要
介
護
者

の
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
数

の
増

加
と
運
転
手
確

保
が
で
き
ず

、
タ
ク
シ
ー
利
用
率

の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

平
成

年
度

よ
り
創
設
さ
れ
た
生
活

機
能
向

上
連
携
加
算
の
算

定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
充
実

利
用
者
様
参
加

の
施
設
作
り

接
遇

ﾏ
ﾅ
ｰ
及

び
環

境
評

価
満

足
率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

新
規

プ
ロ
グ
ラ
ム
件

数

イ
ベ

ン
ト
実

施
件

数

空
き
時

間
の
活

用
方

法
の
提

案

利
用

者
様

主
体

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提

案

件 件

件

件

件 件

件 件

件

件

件 件

目
標

値
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
、
職
員
教

育
を
行
っ
た
事

に
よ
り
、
一
定

の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

教
育

も
行

っ
た
成
果
も
あ
り
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生
は
無
か
っ
た
。
来

年
度
も
継
続
的

に
職
員

教
育
を
行
い
、
発
生
を
防

い
で
い
く
。

施
設

内
研

修
等

の
職
員
研
修

を
行
う
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
を
高
め
発

生
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

利
用

者
様

目
線

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
見
直

し
を
随
時
行
う
こ
と
で
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
要

望
や
職
員

の
特
技
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
、
ま
た
、
利
用

者
様
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
も
で
き
た
。

目
標

件
数

を
達

成
す
る
こ
と
は
出

来
た
が
、
施

設
の
課
題
と
し
て
残

っ
て
い
る
為
、
次
年

度
も
引
き
続
き
検
討
・
実
施
を
し
て
い
く
。

利
用

者
様

の
得

意
な
こ
と
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
利
用
者
様

の
自
立
支

援
と
職
員
負
担
の
軽
減
の
効
果

が
あ
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意
識

の
更
な
る
向
上

安
全
運
転
へ
の
意
識
の
向

上

防
災
・
防
犯
対
策
の
点

検
・
強
化

業
務
の
ＩＴ

化
推
進

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

ﾏ
ﾅ
ｰ
勉

強
会

の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
件

数

防
災

・
防

犯
訓

練
の
実

施

人
気

ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
の
ﾘｿ
ﾞｰ
ﾄﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄｹ

ｱ
活

用

送
迎

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
導

入
に
よ
る
作

成
時

間

年
回

年
回

件

不
合

格

件

年
回

活
用

率

時
間

減

年
回

年
回

件

不
合

格

件

年
回

活
用

率

時
間

減

施
設

内
研

修
に
て
、
目
標
の
年

回
を
実
施

し
、
職
員
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
成

果
も
あ
り
、
今
年
度
の
実
績
と
し
て
虐
待

・
不
適
切

ケ
ア
は
発

生
す

る
こ
と
無
く
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

内
研

修
に
て
、
目
標
の
年

回
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
も
あ
り
利
用
者
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て

を
超
え
る
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
お

い
て
問
題
と
な
る
ケ
ー

ス
は
発
生
し
て
い
な
い
。

情
報

保
護

・
管

理
に
関
す
る
業

務
の
遂
行
状

況
を
定
期
的
な
確
認

を
行
な
い
、
適

切
な
管
理
状

況
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

安
全

運
転

管
理

者
を
中
心
と
し
た
安
全
運
転

教
育
の
成
果
も
あ
り
、
車
両
事
故

の
発
生
件
数

件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

防
災

・
防

犯
訓

練
を
毎
月
実
施

し
、
職
員
の
意

識
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
気

ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
に
お
い
て
、
ﾘｿ

ﾞｰ
ﾄﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄｹ

ｱ
の
活

用
を
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
為
、
職
員
の
負

担
軽

減
に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
た
。

送
迎

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
導
入

が
予
定

よ
り
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
為
、
目
標
の

削
減

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
送
迎
担
当
者
以

外
で
も
配
車
業
務

を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
果
と
な
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の

必
要
な
知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機
会

の
確
保

職
員
の
確
保

外
部

研
修

・
交

換
研

修
実

績
件

数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

超
過

勤
務

適
正

管
理

の
検

討
実

績

開
催

実
施

件
数

介
護

職
・
介

助
員

の
新

規
雇

用
人

数

件 以
下

以
上

年
回

件
以

上

名

件

年
回

件

名

目
標

値
に
届

か
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
、
よ
り
多
く
の
職
員
に
参

加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
職
員

の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

目
標

未
達

成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度
目

標
達
成
す
る
為
に
、
職

員
の
意
見

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

の
構
築

に
努
め
て
い
き
た
い
。

有
休

取
得

率
で
あ
っ
た
。
目

標
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
次

年
度
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
、
働
き
や
す

い
環
境
作

っ
て
い
く
。

衛
生

委
員

会
に
て
毎
月
、
超
過
勤
務

の
報
告

を
行
い
、
対
策

等
の
検
討

を
行
っ
た
。

親
睦

会
や

勤
続

年
目
・

年
目
の
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
度
は
じ
め
て
エ
リ
ア
単

位
で
実
施
を
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

件
数

を
達

成
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
が
、
一
定
数
の
職

員
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
安

定
し
た
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
園

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン

リ
ゾ
ー
ト
新
栄

事
業
所
の
経
営
方
針
：

保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
事
業
所
作
り
を
行
う

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む

保
護
者
と
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

子
ど
も
の
受

け
入

れ
目

標
の
達

成

予
算

管
理

に
よ
る
支

出
の
低

減

保
育

所
利
用

実
人
数

保
育

備
品
の
計
画
的

な
執

行

名 以
上

予
算

以
内

名

予
算

求
人

募
集
時

に
は
、
法

人
で
認

可
外

保
育

所
を
完

備
し
て
い
る
こ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
職

員
の
採

用
に
つ

な
げ
る
事

が
で
き
た
。

計
画

的
な
予
算
管

理
に
よ
り
、
予

定
し
て
い
た
物

品
の
購

入
を
行

い
、
予

算
内

で
の
運

用
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
保

育
の
実

施

子
育

て
の
悩

み
や

不
安

の
解

消

子
ど
も
が
健

康
に
成

長
で
き
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施

連
絡

ﾉ
ｰ
ﾄの

記
録

満
足

度
調
査

の
実
施

保
護

者
へ
の
情
報
発

信

％ ％

年
回

年
回

％ ％

年
回

年
回

契
約

時
に
保

護
者

の
希

望
を
聞

き
取

り
、
ご
意

見
や

ご
要

望
を
取

り
入

れ
る
こ
と
を
徹

底
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

基
本

的
な
生
活
習

慣
の
習

得
や

成
長

の
様

子
を
連

絡
ﾉ
ｰ
ﾄに

て
、
保

護
者

へ
伝

達
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

の
入
れ
替

わ
り
が
あ
り
、
上

半
期

の
み

の
実

施
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ご
家

族
か
ら
随

時
お

話
を
伺

う
時

間
を
作

り
、
ニ
ー

ズ
の
把

握
に

努
め
て
い
る
。

連
絡

ﾉ
ｰ
ﾄや

ご
家

族
が
お

迎
え
に
み

え
た
際

に
、
随

時
お

話
を
す

る
こ
と
に
よ
り
情

報
発

信
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

安
心

・
安

全
な
保

育
の
実

施

月
齢

に
応

じ
た
保

育
の
実

施

感
染

症
対

策
の
徹

底

防
災

・
防
犯

訓
練
の
実
施

月
齢

に
応
じ
た
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
の
実
施

消
毒

回
数

事
業

所
内
で
の
感
染
症

発
生
件
数

年
回

以
上

％

週
回

件

年
回

％

週
回

件

託
児

所
内
で
の
教

育
は
行

っ
た
が
、
施

設
全

体
の
防

災
訓

練
へ

の
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次

年
度

は
計

画
的

に
実

施
を
す

る
。

異
年

齢
保
育
と
な
る
が
、
本

人
の
で
き
る
こ
と
に
着

目
し
な
が
ら
、
月

齢
に
合

わ
せ

た
保

育
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日

洗
浄
を
行

っ
て
い
る
が
、
随

時
、
熱

湯
ま
た
は
消

毒
薬

を
用

い
て
玩

具
の
消

毒
を
実

施
し
、
物

品
の
清

潔
保

持
に
努

め
た
。

子
ど
も
の
健
康

状
態

を
正

確
に
把

握
し
、
保

護
者

と
の
情

報
交

換
を
行

う
こ
と
で
、
発

生
防

止
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や

す
い
職

場
の
実

現

保
育

力
の
向

上

有
給

休
暇
取

得
率

事
業

所

職
員

満
足
度

調
査
の
実
施

研
修

の
参
加

実
績

年
回

年
回

以
上

年
回

年
回

職
員

間
で
協
力

し
、
年

間
計

画
に
沿

っ
て
取

得
し
た
事

で
、
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査

の
結

果
、
要

望
が
多
く
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次

年
度

は
計

画
的

に
実

施
を
し
て
い
く
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
栄

 

事
業
所
の
経
営
方
針

: 
：
1
.稼

働
率
の
確
保
と
平

均
的

な
業
務

分
担
の
確
立

 2
.制
度
改
正
な
ど
新
し
い
知
識
の
習
得
と
各
自
の
専
門
職
と
し
て
の
力
量
の
向
上

 
3
.業
務
効
率
の
さ
ら
な
る
向
上

 
4
.利
用
者
様
、
ご
家
族
、
地
域
に
対
し
て
の
信
頼
度
の
向
上

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
件
数
の
達

成
 

★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）
 

2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

1
 

 
3
9
.5

件
 

2
 

 
2
2
,0

7
8
 千
円

 

3
 

 
1
件

以
上

 

1
 
 
 
3
3
.1

 
件

 

2
 
 
 
3
0
,7

0
8
 

 
 

 
 

 
 
千

円
 

3
 
 
 
8
件

 

1
 
目

標
件

数
に
は
到

達
で
き
な
か
っ
た
。
職
員
の
増
員
が
２
名
あ
り
、
新
規
の
利
用
者

数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

 

2
 
特

定
事

業
所

加
算

Ⅱ
の
算
定

に
よ
り
、
収
入

が
増
加
し
て
い
る
。
加
算
維

持
の
為

の
要
件
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

 

 3
 
特

定
事

業
所

加
算
Ⅱ

の
算
定

の
維
持
と
医
療

連
携
な
ど
の
加
算
の
算
定

を
可
能
な
限
り
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
利
用
者
様
満
足
度
の
向
上

 
1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
 

満
足

率
 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
の
発

生
件

数
 

 

1
-
3
 
つ

ぶ
や

き
件

数
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

0
件

 

 1
-
3
 

1
2
件

以
上

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

0
件

 

 1
-
3
 

2
3
件

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

な
ど
で
は
良

い
評
価
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 
満

足
度

調
査

の
内

容
を
部
会
で
検

討
し
、
さ
ら
な
る
満
足
度
の
向

上
に
努

め
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
の
勉

強
会
に
参

加
し
、
各
ケ
ア
マ
ネ
に
周
知
す
る
事

が
出
来
た
。
他

の
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
、
自
法
人
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
予
防
の
視
点
で

 

 
 

 
不

適
切

ケ
ア
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
き
た
い
。

 

1
-
3
 
利

用
者

様
か
ら
の
つ
ぶ

や
き
な
ど
を
集
め
、
施

設
内
事
業
所
な
ど
に
随
時
、
情

報
を
伝
え
る
事
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

★
3
 
医
療
と
の
連

携
強
化

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

3
 
 
 
医

療
と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定
 

 

1
-
1
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 

 
0
件

 

3
 

 
1
0
件

 

1
-
1
 
年

 
2
回

 

 1
-
2
 
年

 
2
回

 

2
 

 
0
件

 

3
 

 
8
件

 
 

1
-
1
 
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
に
参

加
。
ケ
ア
マ
ネ
だ
け
で
な
く
他
の
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
で
の
虐
待
防
止

に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

 

 1
-
2
 
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
に
参

加
し
、
居
宅
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

 

2
 

 
 
IS

O
2
7
0
0
1
に
お

い
て
不
適
合

は
な
か
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
情
報
の
保
護
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

 

3
 

 
 
入

院
時

の
連

携
加
算
の
算
定

を
行
う
事
は
出

来
た
が
、
支
援
で
は
算
定
出
来
な
い
為
目
標
件

数
に
は
到
達
し
な
か
っ
た
。

 

 
 

 
 
病

院
の
Ｍ

Ｓ
Ｗ
な
ど
と
の
連

絡
回
数
が
増
え
て
い
る
為
、
良
好
な
関
係

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

 
2
 
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
実

現
 

 ★
3
 
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
体

制
の

 

 
 

 
強
化

 

1
-
1
 
外

部
研

修
実

績
 

1
-
2
 
事

例
検

討
会

の
実

施
 

2
-
1
 
離

職
率

 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
1
 
法

改
正

に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

 

へ
の
参

加
 

3
-
2
 
主

任
ケ
ア
マ
ネ
の
育

成
 

3
-
3
 
エ
リ
ア
で
の
ケ
ア
マ
ネ
の
増

員
 

1
-
1
 
年

7
回

 

1
-
2
 
年

3
回

 

2
-
1
 

0
％

 

2
-
2
 

7
0
％

以
上

 

3
-
1
 
延

べ
7
名

 

 3
-
2
 

1
名

 

3
-
3
 

2
名

 
 

1
-
1
 
年

 
8
回

 

1
-
2
 
年

 
3
回

 

2
-
1
 

0
％

 

2
-
2
 

8
6
％

 

3
-
1
 
延

べ
8
名

 

 3
-
2
 

1
名

 

3
-
3
 

1
名

 

1
-
1
 
名

介
研

、
各

区
の
包
括
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
外

部
研
修
に
参
加
す
る
事
が
で
き
た
。

 
 

1
-
2
 
各

区
の
連

絡
会

、
包
括
セ
ン
タ
ー
主
催
の
事

例
検
討
会
議
に
参

加
し
検
討
を
行
っ
た
。
居
宅
内

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
月
に

1
回
程
度
行
っ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
今

年
度

の
離

職
は
な
か
っ
た
。
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
維
持

に
努

め
て
い
き
た
い
。

 
 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
は
積
極
的

に
奨
励
し
行

う
事

が
出
来
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
に
よ
っ
て
差
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
為
改
善
し
て
い
き
た
い
。

 
 

3
-
1
 
各

区
の
違

い
な
ど
若
干
あ
っ
た
が
、
問
題
な
く
対
応
で
き
て
い
る
。

 

 3
-
2
 
主

任
ケ
ア
マ
ネ
は

3
1
年
度
該
当

者
が
い
る
為
、
引
き
続
き
育
成
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
更
新
研

修
は
１
名
行
っ
て
い
る
。

 
 

3
-
3
 

1
名

増
員

す
る
事
が
出
来

た
。
育
休
が
終

了
し
時
短
で
復
帰
し
た
ケ
ア
マ
ネ
も
１
名
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
追
加
し
て
い
き
た
い
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
学
童
保
育
所

 
 
（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
・
ス
ク
ー
ル
東
山
公
園

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
児
童
の
自
発
性
と
、
人
を
思
い
や
る
社
会
性
を
育
む

 
2
．
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、
感
性
を
育
む
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
も
ち
、
協
調
性
を
育
む

 
3
．
安
定
し
た
稼
働
と
有
効
な
経
費
管
理

 
4
．
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 目

標
定
員
率
の
達
成

 
 

    2
 適

切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

1
-1

 定
員
率

 
  1
-2

 新
1
年

生
の
仮

予
約

数
 

 2
  

 収
支

差
益

額
 

 

1
-1

 
90

% 

  1
-2

 
30

名
 

 2
 

 -
 2

4
,0

4
0 

 
 

 
 

 
千
円

 

1
-1

 
10

2
.5

% 

  1
-2

 
32

名
 

 1
  

-
12

,6
9
4 

 
千
円

 

1
-1

 年
間
平

均
で
定
員
率
は
目
標
定
員
率
を
達
成
で
き
た
が
、

1
人
あ
た
り
の
週
利
用
回
数
は

4
月
に

3
.6

5
回

あ
っ
た
が

3
月

に
は

3
.1

1
回
と
低
下
し
た
。
中
で
も

9
月
と

2
月
は

3
.0

5
回
と
低
く
、
月
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
職
員

の
安

定
雇

用
の
た
め
に
利
用
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 
1
-2

 
仮

予
約

数
は
目
標
値
を
上
回
り
、
こ
の
ほ
か
に
見
学
者
が

9
名

あ
っ
た
。
し
か
し
、
利
用
内
容
の
変
更
、
料
金
の
改
定
を

 
11

月
に
決
め
た
た
め
、
新
規
入
所
者
は

19
名

と
な
っ
た
。
施
設
の
魅
力
発
信
が
課
題
で
あ
る
。

 

2
 

 
当

初
予

算
に
対
し

11
,3

4
6
千
円
収
支
差
益
額
が
好
転
し
た
。
し
か
し
人
件
費
の
減
額
は
求
人
難
に
よ
る
も
の
で
人
材
確

保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 
   

   2
 教

育
･保

育
の
質
の
向
上

 

1
-1

 接
遇

マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

 
の
満

足
率

 
1
-2

 不
適
切

な
言

動
が
理

由
の
苦

情
件

数
 

1
-3

 
料

金
設

定
に
関

す
る
要

望
件

 
 

 
数

 

 2
-1

 英
語
ク
ラ
ブ
の
満

足
率

 
 

 2
-2

 お
や
つ

提
供
の
満
足

率
 

 2
-3

 行
事
の
満
足

率
 

1
-1

 
10

0
％

 

 1
-2

  
0
件

 

 1
-3

  
0
件

 

  2
-1

 
10

0
％

 

 2
-2

 
10

0
％

 

 2
-3

 
10

0
％

 

1
-1

 
96

.3
％

 

 1
-2

  
1
件

 

 1
-3

  
2
 件

 

  2
-1

 
94

.1
％

 

 2
-2

 
90

.7
％

 

 2
-3

 
96

.3
％

 

1
-1

 接
遇

マ
ナ
ー

に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
い
評

価
を
い
た
が
、
職

員
の
対
応
に
個

人
差
が
あ
る
と
の
指
摘

を
い
た
だ

い
た
。
接

遇
の
均
質
化
が
図
れ
る
よ
う
研
修
を
継

続
し
て
い
く
。

 
1
-2

 打
撲

の
連

絡
を
担

当
職

員
が
忘

れ
て
後

日
に
行

っ
た
た
め
苦

情
を
い
た
だ
い
た
。
伝

達
内

容
に
つ

い
て
複

数
職

員
で

確
認

す
る
と
と
も
に
、
面
談
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
故
内
容

等
は
当
日
中
に
電
話
連
絡
す
る
よ
う
徹
底
し
た
。

 
1
-3

 長
期

休
暇

中
の
利
用

料
金
に
つ
い
て
遠

足
の
み

の
参

加
や
午

後
の
み
の
利
用

な
ど
、
利

用
形

態
に
よ
っ
て
割

安
に
利

用
で
き
る
設

定
を
設

け
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
た
。
定

員
と
人

員
配

置
の
兼

ね
合

い
か
ら
難

し
い
と
説

明
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

 
2
-1

 ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
教
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
会
話
中
心
の
内
容
や
時
間
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

 

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
入
門
的
な
取
り
組
み
へ
の
理
解
が
進
む
よ
う
広
報
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 

2
-2

 着
色
料
の
少

な
い
も
の
を
望
む
声
や
、
甘
い
も
の
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

2
～

3
品
の
中
か
ら
選
ん
で
食
べ
る

 

仕
組
み
を
伝
え
る
方
法
を
検
討
す
る
。

 

2
-3

 
お
楽
し
み
会
、
遠
足
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
長
期
休
暇
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
充
実
し
て
い
く
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 児

童
・
保
護
者
へ
の
適
切
な
支

 
 
援

 

  2
 コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

1
-1

 
支

援
員

全
体

会
議

（
パ

ー
ト

職
員

を
含

む
）の

定
期
開

催
 

1
-2

 保
育
部

会
へ
の
参
加

 
 2
  

 不
適

合
件

数
 

1
-1

 
１
１
回

 

 1
-2

 
4
回

 

 2
  

 
0
件

 

1
-1

 
１
１
回

 

 1
-2

  
3
回

 

 2
  

 
0
件

 

1
-1

 ８
月
を
除
い
て
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
議
事
録
を
繰
り
返
し
確
認
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
共
通
理
解
が
一
層
進
む
よ

 

う
に
す
る
。

 

1
-2

 職
員
配
置
が
整
わ
ず
参
加
で
き
な
い
会

が
あ
っ
た
。
支
援
員
会
議
で
水
平
展
開
す
る
内
容
も
あ
り
継
続
し
て
参
加
す
る
。

 
 2
  

 放
課

後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
か
支
援
員
会
議
で
確
認
す
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 専

門
職

と
し
て
の
必

要
な
知

識
･

技
能
の
向
上

 
 

      2
 
働

き
や
す

い
職
場

環
境
の
実
現

 

1
-1

 施
設

内
外

の
接

遇
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 
1
-2

 児
童

の
心

理
理
解

の
学

習
会

開
催

 
1
-3

支
援

方
法

の
実
地

研
修

の
実

施
 

1
-4

児
童
支

援
員
認

定
資
格

研
修

へ
の
参
加

者
数

 
2
-1

 
有

給
休

暇
取
得

率
 

 2
-2

 
離

職
率

 

1
-1

 
1
回

 
 1
-2

 
２
回

 

 1
-3

 
1
回

 
 1
-4

 
１
名

 
 

2
-1

 
80

％
 

以
上

 

2
-2

 
15

％
 

以
下

 

 

1
-1

 
1
回

 

 1
-2

 
２
回

 

 1
-3

 
1
回

 

 1
-4

 
2
名

 
 2
-1

 9
2
.5
％

 

 2
-2

 7
5
.0
％

 

1
-1

 
 職

員
の
マ
ナ
ー
向
上
、
均
質
化
の
た
め
継
続
し
て
実
施
す
る
。

 
 1
-2

  
来

所
児

童
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
児
童
の
心

理
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。
支
援
の
方
法

を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と

で
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

 
1
-3

  
子

ど
も
園

で
の
実
地

研
修

を
行

い
、
参

加
者
が
研
修

内
容

を
水

平
展

開
し
た
。
ま
た
、
支

援
方

法
に
つ

い
て
講
師

を
招

い
て
研

修
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
保
育
活
動
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-4

  
受

講
資
格

者
2
名
が
研
修
に
参
加
し
、
資
格
を
得
た
。
研
修
内
容
を
職
場
内
で
水
平
展
開
す
る
機
会
を
設
け
る
。

 
 2
-1

 
取

得
状

況
を
確
認
し
、
シ
フ
ト
作
成
に
反
映
す
る
こ
と
で
取
得
率
が
向
上
し
た
。

 

 2
-2

  
職

員
の
離

職
を
減
ら
す
た
め
、
負
担
の
少
な
い
施
設
運
営
方
法
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

− 100 − − 101 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
新
栄

 

事
業
所
の
経
営
方
針

: 
：
1
.稼

働
率
の
確
保
と
平

均
的

な
業
務

分
担
の
確
立

 2
.制
度
改
正
な
ど
新
し
い
知
識
の
習
得
と
各
自
の
専
門
職
と
し
て
の
力
量
の
向
上

 
3
.業
務
効
率
の
さ
ら
な
る
向
上

 
4
.利
用
者
様
、
ご
家
族
、
地
域
に
対
し
て
の
信
頼
度
の
向
上

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
件
数
の
達

成
 

★
2
 
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

 

 ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
（
各

自
平

均
）
 

2
 
 
 
収

支
差

益
額

 

 3
 
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
算

定
件

数
 

1
 

 
3
9
.5

件
 

2
 

 
2
2
,0

7
8
 千
円

 

3
 

 
1
件

以
上

 

1
 
 
 
3
3
.1

 
件

 

2
 
 
 
3
0
,7

0
8
 

 
 

 
 

 
 
千

円
 

3
 
 
 
8
件

 

1
 
目

標
件

数
に
は
到

達
で
き
な
か
っ
た
。
職
員
の
増
員
が
２
名
あ
り
、
新
規
の
利
用
者

数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

 

2
 
特

定
事

業
所

加
算

Ⅱ
の
算
定

に
よ
り
、
収
入

が
増
加
し
て
い
る
。
加
算
維

持
の
為

の
要
件
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

 

 3
 
特

定
事

業
所

加
算
Ⅱ

の
算
定

の
維
持
と
医
療

連
携
な
ど
の
加
算
の
算
定

を
可
能
な
限
り
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
利
用
者
様
満
足
度
の
向
上

 
1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
 

満
足

率
 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
の
発

生
件

数
 

 

1
-
3
 
つ

ぶ
や

き
件

数
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

0
件

 

 1
-
3
 

1
2
件

以
上

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

0
件

 

 1
-
3
 

2
3
件

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

な
ど
で
は
良

い
評
価
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 
満

足
度

調
査

の
内

容
を
部
会
で
検

討
し
、
さ
ら
な
る
満
足
度
の
向

上
に
努

め
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
の
勉

強
会
に
参

加
し
、
各
ケ
ア
マ
ネ
に
周
知
す
る
事

が
出
来
た
。
他

の
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
、
自
法
人
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
予
防
の
視
点
で

 

 
 

 
不

適
切

ケ
ア
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
き
た
い
。

 

1
-
3
 
利

用
者

様
か
ら
の
つ
ぶ

や
き
な
ど
を
集
め
、
施

設
内
事
業
所
な
ど
に
随
時
、
情

報
を
伝
え
る
事
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 

  ★
2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

★
3
 
医
療
と
の
連

携
強
化

 
 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

2
 
 
 
不

適
合

件
数

 

3
 
 
 
医

療
と
の
連

携
に
係

る
加

算
の
算

定
 

 

1
-
1
 
年

2
回

 

 1
-
2
 
年

2
回

 

2
 

 
0
件

 

3
 

 
1
0
件

 

1
-
1
 
年

 
2
回

 

 1
-
2
 
年

 
2
回

 

2
 

 
0
件

 

3
 

 
8
件

 
 

1
-
1
 
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
に
参

加
。
ケ
ア
マ
ネ
だ
け
で
な
く
他
の
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
で
の
虐
待
防
止

に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

 

 1
-
2
 
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
の
勉

強
会
に
参

加
し
、
居
宅
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

 

2
 

 
 
IS

O
2
7
0
0
1
に
お

い
て
不
適
合

は
な
か
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
情
報
の
保
護
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

 

3
 

 
 
入

院
時

の
連

携
加
算
の
算
定

を
行
う
事
は
出

来
た
が
、
支
援
で
は
算
定
出
来
な
い
為
目
標
件

数
に
は
到
達
し
な
か
っ
た
。

 

 
 

 
 
病

院
の
Ｍ

Ｓ
Ｗ
な
ど
と
の
連

絡
回
数
が
増
え
て
い
る
為
、
良
好
な
関
係

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

 

知
識
の
向
上

 

 
2
 
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
実

現
 

 ★
3
 
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
体

制
の

 

 
 

 
強
化

 

1
-
1
 
外

部
研

修
実

績
 

1
-
2
 
事

例
検

討
会

の
実

施
 

2
-
1
 
離

職
率

 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

3
-
1
 
法

改
正

に
対

応
し
た
研

修
・
勉

強
会

 

へ
の
参

加
 

3
-
2
 
主

任
ケ
ア
マ
ネ
の
育

成
 

3
-
3
 
エ
リ
ア
で
の
ケ
ア
マ
ネ
の
増

員
 

1
-
1
 
年

7
回

 

1
-
2
 
年

3
回

 

2
-
1
 

0
％

 

2
-
2
 

7
0
％

以
上

 

3
-
1
 
延

べ
7
名

 

 3
-
2
 

1
名

 

3
-
3
 

2
名

 
 

1
-
1
 
年

 
8
回

 

1
-
2
 
年

 
3
回

 

2
-
1
 

0
％

 

2
-
2
 

8
6
％

 

3
-
1
 
延

べ
8
名

 

 3
-
2
 

1
名

 

3
-
3
 

1
名

 

1
-
1
 
名

介
研

、
各

区
の
包
括
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
外

部
研
修
に
参
加
す
る
事
が
で
き
た
。

 
 

1
-
2
 
各

区
の
連

絡
会

、
包
括
セ
ン
タ
ー
主
催
の
事

例
検
討
会
議
に
参

加
し
検
討
を
行
っ
た
。
居
宅
内

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
月
に

1
回
程
度
行
っ
て
い
る
。

 

2
-
1
 
今

年
度

の
離

職
は
な
か
っ
た
。
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
維
持

に
努

め
て
い
き
た
い
。

 
 

2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
は
積
極
的

に
奨
励
し
行

う
事

が
出
来
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
に
よ
っ
て
差
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
為
改
善
し
て
い
き
た
い
。

 
 

3
-
1
 
各

区
の
違

い
な
ど
若
干
あ
っ
た
が
、
問
題
な
く
対
応
で
き
て
い
る
。

 

 3
-
2
 
主

任
ケ
ア
マ
ネ
は

3
1
年
度
該
当

者
が
い
る
為
、
引
き
続
き
育
成
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
更
新
研

修
は
１
名
行
っ
て
い
る
。

 
 

3
-
3
 

1
名

増
員

す
る
事
が
出
来

た
。
育
休
が
終

了
し
時
短
で
復
帰
し
た
ケ
ア
マ
ネ
も
１
名
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
追
加
し
て
い
き
た
い
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
学
童
保
育
所

 
 
（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
・
ス
ク
ー
ル
東
山
公
園

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
児
童
の
自
発
性
と
、
人
を
思
い
や
る
社
会
性
を
育
む

 
2
．
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、
感
性
を
育
む
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
も
ち
、
協
調
性
を
育
む

 
3
．
安
定
し
た
稼
働
と
有
効
な
経
費
管
理

 
4
．
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 目

標
定
員
率
の
達
成

 
 

    2
 適

切
な
収
支
差
益
の
確
保

 

1
-1

 定
員
率

 
  1
-2

 新
1
年

生
の
仮

予
約

数
 

 2
  

 収
支

差
益

額
 

 

1
-1

 
90

% 

  1
-2

 
30

名
 

 2
 

 -
 2

4
,0

4
0 

 
 

 
 

 
千
円

 

1
-1

 
10

2
.5

% 

  1
-2

 
32

名
 

 1
  

-
12

,6
9
4 

 
千
円

 

1
-1

 年
間
平

均
で
定
員
率
は
目
標
定
員
率
を
達
成
で
き
た
が
、

1
人
あ
た
り
の
週
利
用
回
数
は

4
月
に

3
.6

5
回

あ
っ
た
が

3
月

に
は

3
.1

1
回
と
低
下
し
た
。
中
で
も

9
月
と

2
月
は

3
.0

5
回
と
低
く
、
月
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
職
員

の
安

定
雇

用
の
た
め
に
利
用
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 
1
-2

 
仮

予
約

数
は
目
標
値
を
上
回
り
、
こ
の
ほ
か
に
見
学
者
が

9
名

あ
っ
た
。
し
か
し
、
利
用
内
容
の
変
更
、
料
金
の
改
定
を

 
11

月
に
決
め
た
た
め
、
新
規
入
所
者
は

19
名

と
な
っ
た
。
施
設
の
魅
力
発
信
が
課
題
で
あ
る
。

 

2
 

 
当

初
予

算
に
対
し

11
,3

4
6
千
円
収
支
差
益
額
が
好
転
し
た
。
し
か
し
人
件
費
の
減
額
は
求
人
難
に
よ
る
も
の
で
人
材
確

保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 利

用
者
様
満
足
度
の
向
上

 
   

   2
 教

育
･保

育
の
質
の
向
上

 

1
-1

 接
遇

マ
ナ
ー

及
び
環

境
評
価

 
の
満

足
率

 
1
-2

 不
適
切

な
言

動
が
理

由
の
苦

情
件

数
 

1
-3

 
料

金
設

定
に
関

す
る
要

望
件

 
 

 
数

 

 2
-1

 英
語
ク
ラ
ブ
の
満

足
率

 
 

 2
-2

 お
や
つ

提
供
の
満
足

率
 

 2
-3

 行
事
の
満
足

率
 

1
-1

 
10

0
％

 

 1
-2

  
0
件

 

 1
-3

  
0
件

 

  2
-1

 
10

0
％

 

 2
-2

 
10

0
％

 

 2
-3

 
10

0
％

 

1
-1

 
96

.3
％

 

 1
-2

  
1
件

 

 1
-3

  
2
 件

 

  2
-1

 
94

.1
％

 

 2
-2

 
90

.7
％

 

 2
-3

 
96

.3
％

 

1
-1

 接
遇

マ
ナ
ー

に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
い
評

価
を
い
た
が
、
職

員
の
対
応
に
個

人
差
が
あ
る
と
の
指
摘

を
い
た
だ

い
た
。
接

遇
の
均
質
化
が
図
れ
る
よ
う
研
修
を
継

続
し
て
い
く
。

 
1
-2

 打
撲

の
連

絡
を
担

当
職

員
が
忘

れ
て
後

日
に
行

っ
た
た
め
苦

情
を
い
た
だ
い
た
。
伝

達
内

容
に
つ

い
て
複

数
職

員
で

確
認

す
る
と
と
も
に
、
面
談
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
故
内
容

等
は
当
日
中
に
電
話
連
絡
す
る
よ
う
徹
底
し
た
。

 
1
-3

 長
期

休
暇

中
の
利
用

料
金
に
つ
い
て
遠

足
の
み

の
参

加
や
午

後
の
み
の
利
用

な
ど
、
利

用
形

態
に
よ
っ
て
割

安
に
利

用
で
き
る
設

定
を
設

け
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
た
。
定

員
と
人

員
配

置
の
兼

ね
合

い
か
ら
難

し
い
と
説

明
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

 
2
-1

 ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
教
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
会
話
中
心
の
内
容
や
時
間
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

 

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
入
門
的
な
取
り
組
み
へ
の
理
解
が
進
む
よ
う
広
報
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 

2
-2

 着
色
料
の
少

な
い
も
の
を
望
む
声
や
、
甘
い
も
の
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

2
～

3
品
の
中
か
ら
選
ん
で
食
べ
る

 

仕
組
み
を
伝
え
る
方
法
を
検
討
す
る
。

 

2
-3

 
お
楽
し
み
会
、
遠
足
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
長
期
休
暇
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
充
実
し
て
い
く
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 児

童
・
保
護
者
へ
の
適
切
な
支

 
 
援

 

  2
 コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 

1
-1

 
支

援
員

全
体

会
議

（
パ

ー
ト

職
員

を
含

む
）の

定
期
開

催
 

1
-2

 保
育
部

会
へ
の
参
加

 
 2
  

 不
適

合
件

数
 

1
-1

 
１
１
回

 

 1
-2

 
4
回

 

 2
  

 
0
件

 

1
-1

 
１
１
回

 

 1
-2

  
3
回

 

 2
  

 
0
件

 

1
-1

 ８
月
を
除
い
て
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
議
事
録
を
繰
り
返
し
確
認
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
共
通
理
解
が
一
層
進
む
よ

 

う
に
す
る
。

 

1
-2

 職
員
配
置
が
整
わ
ず
参
加
で
き
な
い
会

が
あ
っ
た
。
支
援
員
会
議
で
水
平
展
開
す
る
内
容
も
あ
り
継
続
し
て
参
加
す
る
。

 
 2
  

 放
課

後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
か
支
援
員
会
議
で
確
認
す
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 専

門
職

と
し
て
の
必

要
な
知

識
･

技
能
の
向
上

 
 

      2
 
働

き
や
す

い
職
場

環
境
の
実
現

 

1
-1

 施
設

内
外

の
接

遇
マ
ナ
ー

研
修

実
績

 
1
-2

 児
童

の
心

理
理
解

の
学

習
会

開
催

 
1
-3

支
援

方
法

の
実
地

研
修

の
実

施
 

1
-4

児
童
支

援
員
認

定
資
格

研
修

へ
の
参
加

者
数

 
2
-1

 
有

給
休

暇
取
得

率
 

 2
-2

 
離

職
率

 

1
-1

 
1
回

 
 1
-2

 
２
回

 

 1
-3

 
1
回

 
 1
-4

 
１
名

 
 

2
-1

 
80

％
 

以
上

 

2
-2

 
15

％
 

以
下

 

 

1
-1

 
1
回

 

 1
-2

 
２
回

 

 1
-3

 
1
回

 

 1
-4

 
2
名

 
 2
-1

 9
2
.5
％

 

 2
-2

 7
5
.0
％

 

1
-1

 
 職

員
の
マ
ナ
ー
向
上
、
均
質
化
の
た
め
継
続
し
て
実
施
す
る
。

 
 1
-2

  
来

所
児

童
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
児
童
の
心

理
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。
支
援
の
方
法

を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と

で
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

 
1
-3

  
子

ど
も
園

で
の
実
地

研
修

を
行

い
、
参

加
者
が
研
修

内
容

を
水

平
展

開
し
た
。
ま
た
、
支

援
方

法
に
つ

い
て
講
師

を
招

い
て
研

修
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
保
育
活
動
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-4

  
受

講
資
格

者
2
名
が
研
修
に
参
加
し
、
資
格
を
得
た
。
研
修
内
容
を
職
場
内
で
水
平
展
開
す
る
機
会
を
設
け
る
。

 
 2
-1

 
取

得
状

況
を
確
認
し
、
シ
フ
ト
作
成
に
反
映
す
る
こ
と
で
取
得
率
が
向
上
し
た
。

 

 2
-2

  
職

員
の
離

職
を
減
ら
す
た
め
、
負
担
の
少
な
い
施
設
運
営
方
法
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

− 100 − − 101 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
事
業
創
設
戦
略
部

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
１
．
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
２
．
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ

い
て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）
１
．
Ｅ
Ｐ
Ａ
職
員
の
確
実
な
確
保
。
２
．
外
国
人
事
業
者
に
対
す
る
教
育
事
業
の
創
設
。
技
能
実
習
制
度
に
関
す
る
調
査
検
討
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
平

成
3
0
年

度
予

算
内

に
お

け
る
予

算
執

行
管

理
 

1
 

 
平
成

3
0
年
度
予

算
に
お

け
る
執

行

率
 

1
 

1
0
0
%
以
下

 
1
 

10
0%

 
1
 

 
本
部
予
算
の
執
行

状
況

に
つ

い
て
は
予

算
ど
お

り
、

E
P
A
受

入
事

業
所

に
お

け
る
補

助
金

対
象

経
費

執
行

に
つ

い
て
は
、
補

助
上

限
額

1
0
0
.4

%
上
回

る
金

額
で
執

行
し
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

の
提

供
 

2
 
質

の
高

い
環

境
の
提

供
 

3
 
外

国
人

介
護

人
材

へ
の
理

解
促

進
 

1
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

3
-
1
 

H
P
、

fa
ce

b
o
o
k
等
へ

の
掲
載

回

数
 

3
-
2
 
施
設
掲

示
用
の
ポ
ス
タ
ー
作

成
 

1
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 

1
0
0
%
 

 

3
-
1
年

9
回

 

 3
-
2
 1

0
0
%
 

 
 
 
（
入
職

1
ヶ

月
前
ま
で
）
 

1
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 

1
0
0
%
 

 

3
-
1
年

1
2
回

 

 3
-
2
 1

0
0
%
 

 
 
 
（
入
職

1
ヶ

月
前
ま
で
）
 

1
 

 
 
年
２
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦

情
処

理
に
関

す
る
対

応
に
つ

い
て
課

題
を
見

出
し
、
次

年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年
２
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清

潔
な
共

同
空

間
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 

H
P
、

fa
ce

b
o
o
k
等

に
求

人
情

報
、

E
P
A
職

員
の
活

動
記

事
を
掲

載
し
、

E
P
A
候

補
者

の
採

用
活

動
に
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
2
 
受
入
前
に

E
P
A
職

員
を
紹

介
す

る
施

設
掲

示
用

ポ
ス
タ
ー

の
作

成
し
、
受

入
施

設
の
職

員
、
家

族
等

へ
事

前
に
紹

介
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
 
部

長
会

の
効

果
的

運
用

 

2
 

 
E
P
A
介

護
福

祉
士

候
補

者
の
確

保
と
円

滑
な
受

入
 

   

 3
 
 
外

国
人

技
能

実
習

制
度

に
基

づ

く
受

入
 

★
4
 

 
外

国
の
介

護
事

業
者

向
け

 

教
育

事
業

の
創

設
 

1
 

 
 
実
施
率

 

2
-
1
 
受
入
施

設
へ
の
事
前
研

修
実
施

 

2
-
2
 

E
P
A
就
労

2
～

3
年
目
以
降
の
学

習
計
画
の
策
定
・
実
施

 
 

2
-
3
 
受
入
手

順
書
の
改
訂

 

2
-
4
 

E
P
A
職
員
採
用
率

 

 3
 

 
 
技
能
実

習
法
に
基
づ

く
介
護

技
能

実
習
に
関

す
る
情

報
収
集

 

4
 

 
 
外
国
介

護
事
業

者
向
け
の
教
育

事
業
の
調

査
の
実

施
計
画

作
成

 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

2
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
3
 

1
0
0
%
 

2
-
4
 

9
0
%
 

 3
 

 
 
1
0
0
%
 

 4
 

 
 
1
0
0
%
 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

2
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
3
 

1
0
0
%
 

2
-
4
 

7
7
%
 

 3
 

 
 
1
0
0
%
 

 4
 

 
 
6
5
%
 

1
 

 
 

 
実
施
率
は
目

標
達

成
し
た
が
、
共

通
課

題
の
協

議
に
つ

い
て
は
更

な
る
充

実
を
目

標
に
次

年
度

取
り
組

む
。

 

2
-
1
 

 
受
入
施
設

に
お

い
て
職

員
へ

の
E
P
A
理

解
を
促

進
す

る
た
め
の
事

前
研

修
を
行

っ
た
。

 

2
-
2
 
 E

P
A
就
労

2
～

３
年

目
の
学

習
支

援
に
つ

い
て
、
介

護
福

祉
士

国
家

試
験

対
策

講
師

に
よ
る
講

義
時

間
を
新

た
に
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、

介
護
福
祉

士
国

家
試

験
に
焦

点
を
当

て
た
学

習
体

制
を
設

定
し
た
。

 

2
-
3
 

 
3
年
目
の
受
入

の
た
め
、

2
年

間
の
受

入
の
事

例
を
踏

ま
え
て
、
手

順
書

を
改

訂
し
た
。

 

2
-
4
 

 
国
際
厚
生

事
業

団
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
改

変
に
よ
り
機

関
マ
ッ
チ
ン
グ
が
不

利
と
な
り
、
当

法
人

を
1
位

で
応

募
し
た
候

補
者

を
採

用

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来

年
度

か
ら
施

設
マ
ッ
チ
ン
グ
に
変

更
す

る
こ
と
と
す

る
。

 

3
 

 
 

 
技
能
実
習
及

び
特

定
技

能
に
関

し
て
、
官

公
庁

・
関

連
団

体
よ
り
法

令
、
運

用
方

針
・
基

準
に
つ

い
て
、
法

人
の
外

国
人

採
用

の
方

策

の
指
針
を
作

る
た
め
の
最

新
情

報
を
収

集
し
た
。

 

4
 

 
 

 
中
国
等
の
介
護

事
業

者
の
動

向
・
ニ
ー

ズ
を
探

り
、
ど
の
よ
う
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

今
後

の
提

携
関

係
を
希

望
し
て
い
る
か
に
つ

い

て
、
調
査
を
行
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の
実

施
 

2
 

 
IS

M
S
認

識
・
力

量
教

育
の
質

の
 

向
上

 

3
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
更

な
る

 

向
上

 

★
4
 

E
P
A
介

護
職

員
の
学

習
支

援
体

 

制
の
整

備
 

5
 
部

内
の
情

報
共

有
、
必

須
知

識
 

の
獲
得

 

1
 
 
 
実
施

率
 

2
 
 
 
IS

M
S
力
量
・
認
識
判

定
テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 
 
 
運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不
合

格
数

 

4
 

 
 
E
P
A
職
員
の

JI
C

W
E
L
S
試
験
成

績
 

5
-
1
 

E
P
A
受
入
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

回
数

 

5
-
2
 
部
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

回
数

 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

 3
 
不
合
格
数

0
 

 4
 

8
0
%
以
上

 

 5
-
1
 
年

2
回

/

エ
リ
ア

 

5
-
2
 
月

1
回

 

1
 
 
1
0
0
%
 

2
 

 
1
0
0
%
 

 3
 
不
合
格
数

0
 

 4
 
 
 
8
3
%
 

 5
-
1
 
年

2
回

/

エ
リ
ア

 

5
-
2
 
月

1
回

 

１
 

 
 

 
年
度
前
半
で
は
外

部
研

修
へ

の
参

加
が
進

ま
ず

、
年

度
後

半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

２
 
 

 
 
入
職
時
・
定
期

の
教

育
機

会
に
お

け
る
認

識
・
力

量
教

育
の
質

を
向

上
さ
せ

、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
の
更

な
る
向

上
を
図

っ
た
。

 

 3
 

 
 

 
入
退
室
管
理
等

、
情

報
保

護
・
管

理
に
関

す
る
業

務
の
遂

行
状

況
を
定

期
的

に
確

認
し
、
常

に
適

切
な
管

理
を
実

施
し
た
。

 

 4
 

 
 

 
１
期
生
は
全

テ
ス
ト
の
平

均
が

8
3
%
正

答
、

2
期

生
は

9
2
%
で
あ
り
、
目

標
値

は
超

え
た
が
、
試

験
結

果
の
悪

い
E
P
A
職

員
や

幅
広

い
試

験
範
囲
に
な
る
と
正

答
率

が
落

ち
る
傾

向
が
あ
る
た
め
、
国

家
試

験
合

格
に
向

け
て
支

援
し
た
い
。

 

5
-
1
 

 
E
P
A
受
入
施

設
及

び
学

習
指

導
講

師
、
あ
る
い
は
個

別
の

E
P
A
職

員
と
、
学

習
支

援
の
相

談
、
病

気
そ
の
他

の
問

題
が
生

じ
た
際

な

ど
、
必
要
に
応

じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

相
談

を
行

っ
た
。

 

5
-
2
 
 
 
定

期
的

な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
事

業
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
本
部

 
事
業
推
進
・
営
繕
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い
て

中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）；
①
ジ
ョ
イ
フ
ル
岐
阜
駅
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
行
う
。
（
エ
リ
ア
と
共
同
）②
施
設
整
備
中
期
計
画
の
見
直
し
。
③
営
繕
計
画
の
策
定
を
行
い
順
次
実
施
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
事
業
計
画
検
討
段
階
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
資
金
収

支
計
画
を
策
定
す
る

 
 ★

2
 予

算
管
理
シ
ス
テ
ム
の
定
着

 
 

 

1
  

 特
定

の
事
業

に
つ

い
て
資
金

 

収
支

計
画
の
試
算

を
行

う
 

  2
-1

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管

理
台
帳

の
適

正
管

理
 

2
-2

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管

理
台
帳

の

活
用

 
 

1
 執

行
率

 

   2
-1

 
10

0
％

 
 2
-2

 
10

0
％

 

1
 執

行
率

 

1
00
％

 
  2
-1

 
10

0
％

 
 2
-2

 
10

0
％

 

1
  

 創
設

事
業
・
大

規
模
改
修
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
業
手
法
、
実
施
時
期
等
の
判
断
材
料
と
し
、

 

投
資

の
抑

制
を
図
り
、
最
大
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

 
  2
-1

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管
理
台
帳
を
更
新
し
、
情
報
共
有
し
た
。

 
 2
-2

 要
望
書

記
載
の
予
算
項
目
と
の
照
合
を
図
り
、
補
正
予
算
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
つ
と
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 
ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 
提
供

 

 
2
 
質
の
高
い
環
境
の
提
供

 
 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
 

1
 1

0
0％

 
(継

続
) 

 2
 1

0
0％

 
(継

続
) 

 

1
 1

0
0％

 
（
継

続
） 

 2
 1

0
0％

 
（
継

続
） 

 

1
  

 職
員

の
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
と
し
、
接
遇
・環

境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
年
２
回
（
上
半
期
、
下
半
期
）運

用
し
活
用
し

 
た
。

 

  2
  

 職
員

の
環
境

整
備
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目
的
と
し
、
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
年
２
回
（
上
半
期
、
下
半
期
）運

 

用
し
、
活

用
し
た
。

 
 

業
務

 
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
部
長
会
の
効
果
的
運
用

  

2
 ジ

ョ
イ
フ
ル
岐
阜

駅
の
オ
ー

 
プ
ン
に
向
け
た
準
備

 
3
 
施
設
整
備
中
期
計
画
の
見

 

直
し

 
4
 
営
繕
計
画
の
策
定

 
  

 5
 
上
記
営
繕
計
画
に
基
づ
く

 
事
業
実
施

 
 

1
 
実

施
率

 
 

2
 ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎

月
チ
ェ
ッ
ク

す
る

 
3
 
実

施
率

 

 4
 実

施
率

 
 5
 実

施
率

 
  

1
 1

0
0％

  

2
 1

0
0％

 
 3
 1

0
0％

 

(継
続

) 
4
 1

0
0％

 
(継

続
) 

5
 

10
0％

 

1
 

10
0％

 

2
 

10
0％

 
 3
 1

0
0％

 

(継
続

) 
4
 1

0
0％

 
(継

続
) 

5
 

10
0％

 
 

1
  

 部
長

会
に
お
け
る
情
報
を
共
有
し
、
部
内
に
周
知
し
、
対
応
し
た
。

 

2
 

 
建

物
等

管
理

委
託
・
賃
貸
住
宅
管
理
委
託
・施

設
整
備
補
助
金
事
務
・
施
設
開
設
準
備
経
費
補
助
金
事
務
等

 
 3
  

 新
規

事
業

計
画
を
一
旦
見
合
わ
せ
、
大
規
模
改
修
工
事
を
中
心
と
し
た
計
画
に
見
直
し
た
。

 

 4
  

 築
経

過
年

数
を
考
慮
し
中
期
計
画
の
素
案
を
策
定
し
た
。

 
 5
  

 グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井
（
特
養
棟
）
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 
職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 本

部
職
員
の
教
育
計
画
の

 
実
施

 

2
 

IS
M

S
認
識
・力

量
教
育
の

 
質

の
向
上

 
3
 
情
報
保
護
・管

理
意
識
の
さ

 

ら
な
る
向
上

 
4
 
職
員
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の

 
職
務
を
代
行
で
き
る
よ
う
に
ス

 

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

 
 

1
 
実

施
率

 
 2
 

IS
M

S
力
量

・認
識

判
定

テ
ス
ト

正
解

率
 

3
 
運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
 
職

務
の
達

成
率

 
 

1
 

10
0％

 
 2
 

10
0％

 
 3
 
不

合
格

数
 

0 
4
 

10
0％

 
   

1
 

10
0％

 
 2
 

10
0％

 
 3
 
不

合
格

数
 

0 
4
 

10
0％

 

1
  

 部
内

外
で
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
外
部
研
修
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
で
職
員
個
々
の
資
質
向
上
に
努
め
た
。

 
 2
 

 全
員

が
受

講
し
、

IS
M

S
に
つ
い
て
理
解
し
質
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

 
 3
 

 入
退

室
管
理

等
、
情
報
保
護
・
管
理
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
・
維
持
に
努

 

め
た
。

 
4
 

 定
期

的
な
部
内

会
議
に
よ
り
、
職
務
上
の
課
題
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
外
部
研
修
に
参
加
し
、
業
務
関
連
知
識
の
向
上
に

 
努

め
た
。

 

 

− 102 − − 103 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
事
業
創
設
戦
略
部

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
１
．
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
２
．
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ

い
て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）
１
．
Ｅ
Ｐ
Ａ
職
員
の
確
実
な
確
保
。
２
．
外
国
人
事
業
者
に
対
す
る
教
育
事
業
の
創
設
。
技
能
実
習
制
度
に
関
す
る
調
査
検
討
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
平

成
3
0
年

度
予

算
内

に
お

け
る
予

算
執

行
管

理
 

1
 

 
平
成

3
0
年
度
予

算
に
お

け
る
執

行

率
 

1
 

1
0
0
%
以
下

 
1
 

10
0%

 
1
 

 
本
部
予
算
の
執
行

状
況

に
つ

い
て
は
予

算
ど
お

り
、

E
P
A
受

入
事

業
所

に
お

け
る
補

助
金

対
象

経
費

執
行

に
つ

い
て
は
、
補

助
上

限
額

1
0
0
.4

%
上
回

る
金

額
で
執

行
し
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

の
提

供
 

2
 
質

の
高

い
環

境
の
提

供
 

3
 
外

国
人

介
護

人
材

へ
の
理

解
促

進
 

1
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

3
-
1
 

H
P
、

fa
ce

b
o
o
k
等
へ

の
掲
載

回

数
 

3
-
2
 
施
設
掲

示
用
の
ポ
ス
タ
ー
作

成
 

1
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 

1
0
0
%
 

 

3
-
1
年

9
回

 

 3
-
2
 1

0
0
%
 

 
 
 
（
入
職

1
ヶ

月
前
ま
で
）
 

1
 
 

1
0
0
%
 

2
 
 

1
0
0
%
 

 

3
-
1
年

1
2
回

 

 3
-
2
 1

0
0
%
 

 
 
 
（
入
職

1
ヶ

月
前
ま
で
）
 

1
 

 
 
年
２
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦

情
処

理
に
関

す
る
対

応
に
つ

い
て
課

題
を
見

出
し
、
次

年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年
２
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清

潔
な
共

同
空

間
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 

H
P
、

fa
ce

b
o
o
k
等

に
求

人
情

報
、

E
P
A
職

員
の
活

動
記

事
を
掲

載
し
、

E
P
A
候

補
者

の
採

用
活

動
に
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
2
 
受
入
前
に

E
P
A
職

員
を
紹

介
す

る
施

設
掲

示
用

ポ
ス
タ
ー

の
作

成
し
、
受

入
施

設
の
職

員
、
家

族
等

へ
事

前
に
紹

介
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
 
部

長
会

の
効

果
的

運
用

 

2
 

 
E
P
A
介

護
福

祉
士

候
補

者
の
確

保
と
円

滑
な
受

入
 

   

 3
 
 
外

国
人

技
能

実
習

制
度

に
基

づ

く
受

入
 

★
4
 

 
外

国
の
介

護
事

業
者

向
け

 

教
育

事
業

の
創

設
 

1
 

 
 
実
施
率

 

2
-
1
 
受
入
施

設
へ
の
事
前
研

修
実
施

 

2
-
2
 

E
P
A
就
労

2
～

3
年
目
以
降
の
学

習
計
画
の
策
定
・
実
施

 
 

2
-
3
 
受
入
手

順
書
の
改
訂

 

2
-
4
 

E
P
A
職
員
採
用
率

 

 3
 

 
 
技
能
実

習
法
に
基
づ

く
介
護

技
能

実
習
に
関

す
る
情

報
収
集

 

4
 

 
 
外
国
介

護
事
業

者
向
け
の
教
育

事
業
の
調

査
の
実

施
計
画

作
成

 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

2
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
3
 

1
0
0
%
 

2
-
4
 

9
0
%
 

 3
 

 
 
1
0
0
%
 

 4
 

 
 
1
0
0
%
 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

1
0
0
%
 

2
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
3
 

1
0
0
%
 

2
-
4
 

7
7
%
 

 3
 

 
 
1
0
0
%
 

 4
 

 
 
6
5
%
 

1
 

 
 

 
実
施
率
は
目

標
達

成
し
た
が
、
共

通
課

題
の
協

議
に
つ

い
て
は
更

な
る
充

実
を
目

標
に
次

年
度

取
り
組

む
。

 

2
-
1
 

 
受
入
施
設

に
お

い
て
職

員
へ

の
E
P
A
理

解
を
促

進
す

る
た
め
の
事

前
研

修
を
行

っ
た
。

 

2
-
2
 
 E

P
A
就
労

2
～

３
年

目
の
学

習
支

援
に
つ

い
て
、
介

護
福

祉
士

国
家

試
験

対
策

講
師

に
よ
る
講

義
時

間
を
新

た
に
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、

介
護
福
祉

士
国

家
試

験
に
焦

点
を
当

て
た
学

習
体

制
を
設

定
し
た
。

 

2
-
3
 

 
3
年
目
の
受
入

の
た
め
、

2
年

間
の
受

入
の
事

例
を
踏

ま
え
て
、
手

順
書

を
改

訂
し
た
。

 

2
-
4
 

 
国
際
厚
生

事
業

団
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
改

変
に
よ
り
機

関
マ
ッ
チ
ン
グ
が
不

利
と
な
り
、
当

法
人

を
1
位

で
応

募
し
た
候

補
者

を
採

用

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来

年
度

か
ら
施

設
マ
ッ
チ
ン
グ
に
変

更
す

る
こ
と
と
す

る
。

 

3
 

 
 

 
技
能
実
習
及

び
特

定
技

能
に
関

し
て
、
官

公
庁

・
関

連
団

体
よ
り
法

令
、
運

用
方

針
・
基

準
に
つ

い
て
、
法

人
の
外

国
人

採
用

の
方

策

の
指
針
を
作

る
た
め
の
最

新
情

報
を
収

集
し
た
。

 

4
 

 
 

 
中
国
等
の
介
護

事
業

者
の
動

向
・
ニ
ー

ズ
を
探

り
、
ど
の
よ
う
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

今
後

の
提

携
関

係
を
希

望
し
て
い
る
か
に
つ

い

て
、
調
査
を
行
っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の
実

施
 

2
 

 
IS

M
S
認

識
・
力

量
教

育
の
質

の
 

向
上

 

3
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
更

な
る

 

向
上

 

★
4
 

E
P
A
介

護
職

員
の
学

習
支

援
体

 

制
の
整

備
 

5
 
部

内
の
情

報
共

有
、
必

須
知

識
 

の
獲
得

 

1
 
 
 
実
施

率
 

2
 
 
 
IS

M
S
力
量
・
認
識
判

定
テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 
 
 
運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不
合

格
数

 

4
 

 
 
E
P
A
職
員
の

JI
C

W
E
L
S
試
験
成

績
 

5
-
1
 

E
P
A
受
入
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

回
数

 

5
-
2
 
部
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

回
数

 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

 3
 
不
合
格
数

0
 

 4
 

8
0
%
以
上

 

 5
-
1
 
年

2
回

/

エ
リ
ア

 

5
-
2
 
月

1
回

 

1
 
 
1
0
0
%
 

2
 

 
1
0
0
%
 

 3
 
不
合
格
数

0
 

 4
 
 
 
8
3
%
 

 5
-
1
 
年

2
回

/

エ
リ
ア

 

5
-
2
 
月

1
回

 

１
 

 
 

 
年
度
前
半
で
は
外

部
研

修
へ

の
参

加
が
進

ま
ず

、
年

度
後

半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

２
 
 

 
 
入
職
時
・
定
期

の
教

育
機

会
に
お

け
る
認

識
・
力

量
教

育
の
質

を
向

上
さ
せ

、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
の
更

な
る
向

上
を
図

っ
た
。

 

 3
 

 
 

 
入
退
室
管
理
等

、
情

報
保

護
・
管

理
に
関

す
る
業

務
の
遂

行
状

況
を
定

期
的

に
確

認
し
、
常

に
適

切
な
管

理
を
実

施
し
た
。

 

 4
 

 
 

 
１
期
生
は
全

テ
ス
ト
の
平

均
が

8
3
%
正

答
、

2
期

生
は

9
2
%
で
あ
り
、
目

標
値

は
超

え
た
が
、
試

験
結

果
の
悪

い
E
P
A
職

員
や

幅
広

い
試

験
範
囲
に
な
る
と
正

答
率

が
落

ち
る
傾

向
が
あ
る
た
め
、
国

家
試

験
合

格
に
向

け
て
支

援
し
た
い
。

 

5
-
1
 

 
E
P
A
受
入
施
設

及
び

学
習

指
導

講
師

、
あ
る
い
は
個

別
の

E
P
A
職

員
と
、
学

習
支

援
の
相

談
、
病

気
そ
の
他

の
問

題
が
生

じ
た
際

な

ど
、
必
要
に
応

じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

相
談

を
行

っ
た
。

 

5
-
2
 
 
 
定

期
的

な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
事

業
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
本
部

 
事
業
推
進
・
営
繕
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い
て

中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）；
①
ジ
ョ
イ
フ
ル
岐
阜
駅
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
行
う
。
（
エ
リ
ア
と
共
同
）②
施
設
整
備
中
期
計
画
の
見
直
し
。
③
営
繕
計
画
の
策
定
を
行
い
順
次
実
施
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
事
業
計
画
検
討
段
階
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
資
金
収

支
計
画
を
策
定
す
る

 
 ★

2
 予

算
管
理
シ
ス
テ
ム
の
定
着

 
 

 

1
  

 特
定

の
事
業

に
つ

い
て
資
金

 

収
支

計
画
の
試
算

を
行

う
 

  2
-1

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管

理
台
帳

の
適

正
管

理
 

2
-2

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管

理
台
帳

の

活
用

 
 

1
 執

行
率

 

   2
-1

 
10

0
％

 
 2
-2

 
10

0
％

 

1
 執

行
率

 

1
00
％

 
  2
-1

 
10

0
％

 
 2
-2

 
10

0
％

 

1
  

 創
設

事
業
・
大

規
模
改
修
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
業
手
法
、
実
施
時
期
等
の
判
断
材
料
と
し
、

 

投
資

の
抑

制
を
図
り
、
最
大
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

 
  2
-1

 フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
管
理
台
帳
を
更
新
し
、
情
報
共
有
し
た
。

 
 2
-2

 要
望
書

記
載
の
予
算
項
目
と
の
照
合
を
図
り
、
補
正
予
算
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
つ
と
め
た
。

 

利
用
者
様
と

 
ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 
提
供

 

 
2
 
質
の
高
い
環
境
の
提
供

 
 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
 

1
 1

0
0％

 
(継

続
) 

 2
 1

0
0％

 
(継

続
) 

 

1
 1

0
0％

 
（
継

続
） 

 2
 1

0
0％

 
（
継

続
） 

 

1
  

 職
員

の
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
と
し
、
接
遇
・環

境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
年
２
回
（
上
半
期
、
下
半
期
）運

用
し
活
用
し

 
た
。

 

  2
  

 職
員

の
環
境

整
備
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目
的
と
し
、
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
年
２
回
（
上
半
期
、
下
半
期
）運

 

用
し
、
活

用
し
た
。

 
 

業
務

 
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
部
長
会
の
効
果
的
運
用

  

2
 ジ

ョ
イ
フ
ル
岐
阜

駅
の
オ
ー

 
プ
ン
に
向
け
た
準
備

 
3
 
施
設
整
備
中
期
計
画
の
見

 

直
し

 
4
 
営
繕
計
画
の
策
定

 
  

 5
 
上
記
営
繕
計
画
に
基
づ
く

 
事
業
実
施

 
 

1
 
実

施
率

 
 

2
 ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎

月
チ
ェ
ッ
ク

す
る

 
3
 
実

施
率

 

 4
 実

施
率

 
 5
 実

施
率

 
  

1
 1

0
0％

  

2
 1

0
0％

 
 3
 1

0
0％

 

(継
続

) 
4
 1

0
0％

 
(継

続
) 

5
 

10
0％

 

1
 

10
0％

 

2
 

10
0％

 
 3
 1

0
0％

 

(継
続

) 
4
 1

0
0％

 
(継

続
) 

5
 

10
0％

 
 

1
  

 部
長

会
に
お
け
る
情
報
を
共
有
し
、
部
内
に
周
知
し
、
対
応
し
た
。

 

2
 

 
建

物
等

管
理

委
託
・
賃
貸
住
宅
管
理
委
託
・施

設
整
備
補
助
金
事
務
・
施
設
開
設
準
備
経
費
補
助
金
事
務
等

 
 3
  

 新
規

事
業

計
画
を
一
旦
見
合
わ
せ
、
大
規
模
改
修
工
事
を
中
心
と
し
た
計
画
に
見
直
し
た
。

 

 4
  

 築
経

過
年

数
を
考
慮
し
中
期
計
画
の
素
案
を
策
定
し
た
。

 
 5
  

 グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井
（
特
養
棟
）
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 
職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 本

部
職
員
の
教
育
計
画
の

 
実
施

 

2
 

IS
M

S
認
識
・力

量
教
育
の

 
質

の
向
上

 
3
 
情
報
保
護
・管

理
意
識
の
さ

 

ら
な
る
向
上

 
4
 
職
員
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の

 
職
務
を
代
行
で
き
る
よ
う
に
ス

 

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

 
 

1
 
実

施
率

 
 2
 

IS
M

S
力
量

・認
識

判
定

テ
ス
ト

正
解

率
 

3
 
運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
 
職

務
の
達

成
率

 
 

1
 

10
0％

 
 2
 

10
0％

 
 3
 
不

合
格

数
 

0 
4
 

10
0％

 
   

1
 

10
0％

 
 2
 

10
0％

 
 3
 
不

合
格

数
 

0 
4
 

10
0％

 

1
  

 部
内

外
で
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
外
部
研
修
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
で
職
員
個
々
の
資
質
向
上
に
努
め
た
。

 
 2
 

 全
員

が
受

講
し
、

IS
M

S
に
つ
い
て
理
解
し
質
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

 
 3
 

 入
退

室
管
理

等
、
情
報
保
護
・
管
理
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
・
維
持
に
努

 

め
た
。

 
4
 

 定
期

的
な
部
内

会
議
に
よ
り
、
職
務
上
の
課
題
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
外
部
研
修
に
参
加
し
、
業
務
関
連
知
識
の
向
上
に

 
努

め
た
。

 

 

− 102 − − 103 −



 
 

Ve
r.2
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 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
財
務
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
共
通
目
標
）①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い
て

中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
個
別
目
標
）
財
務
状
況
の
正
確
な
把
握
と
そ
れ
に
基
づ
く
必
要
な
経
営
情
報
の
発
信
。
円
滑
な
資
金
繰
り
の
確
保
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
予
算
管
理
の
実
行

 
1
 比

較
財
務

諸
表
の
確
認

 
1
毎

月
20

日
 

1
 
毎

月
20

 

日
位

 

1
 
会

計
会
議

資
料
・
会
計
ソ
フ
ト
等
で
予
算
実
績
を
把
握
、
確
認
し
修
正
事
項
等
が
あ
れ
ば
早
急
に
エ
リ
ア
・
施
設
へ
連
絡
し

た
。
特

に
名

古
屋
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
各
施
設

へ
伺
っ
て
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 

提
供

 

★
2
 
質
の
高
い
環

境
の
提
供

 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

1
 

10
0％

 

  2
 

10
0％

 

1
 

10
0％

 

  2
 

10
0％

 

1
 チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
接
遇
マ
ナ
ー
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

 

  2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
環
境
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 部

長
会
の
効
果
的
運
用

 

2
稼
働
率
表
の
早
期
作
成

 

3
月
次
報
告
書
の
早
期
作
成

 

 ★
4
岐
阜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な

 

支
払

 

★
5
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

 

1 
実

施
率

 

2 
稼

働
率

表
の
提
出

日
 

3 
月

次
報

告
書

の
提

出
日

 

 

4 
支

払
期

日
 

 

5  
業

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

数
 

1 
1
00

% 

2 
5
日

ま
で

 

3 
20

日
 

 

4 
支

払
期

日
 

 5 
20

個
以
上

 

1 
1
00

% 

2 
出

勤
初

日
 

3 
22

日
位

 

 

4 
支

払
期

日
 

 5 
20

個
以
上

 

1 
実

施
率

は
目

標
達
成
し
た
が
､共

通
課
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
更
な
る
充
実
を
目
標
に
次
年
度
取
り
組
む
。

 

2 
事

務
作

業
の
効
率
化
に
よ
り
早
期
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3 
事

務
作

業
の
効
率
化
に
努
め
た
が
、
目
標
日
時
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
業
務
の
見
直
し
、
合
理
化
を
進
め
て
報
告

の
早

期
化

に
努

め
て
ゆ
く
。

 

4 
事

業
推

進
・
営
繕
部
お
よ
び
銀
行
と
緊
密
な
情
報
交
換
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
支
払
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

 

5 
業

務
の
効

率
化
目
的
に
現
状
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
逐
次
改
訂

し
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の

実
施

 

2
 I
S
M

S
認

識
・
力
量

教
育
の

質
の
向
上

 

3
情
報

保
護
・
管
理

意
識
の
更

な
る
向
上

 

4
財
務
に
関
す
る
知
識
の
向
上

 

1
 実

施
率

 

 2
 I
S
M

S
力

量
・
認
識

判
定

テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
外
部

研
修
及

び
法
人

内
研
修

の

参
加

数
 

1 
 1

00
% 

 

2 
 1

00
% 

 3 
 不

合
格

 

数
0 

4 
 4

回
/
年

 
 

1 
7
0%

 

 

2 
1
00

% 

 3 
不

合
格

 

数
0 

4 
8
回

/
年

 
 

1
 
年

度
前
半

で
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

 2
 入

職
時
・
定
期

の
教
育
機
会
に
お
け
る
認
識
・力

量
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
更
な
る
向
上
を

図
っ
た
。

 

3
 入

退
室
管

理
等
、
情
報
保
護
・
管
理
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況
を
維
持

に
努

め
た
。

 

4
専
門

知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
研
修
に
積
極
的
に
参
加

し
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
研
究
･開
発
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
共
通
目
標
）
1
．
各
部
相
互
の
情
報
共
有
･連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。

 
2
．
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
慮
す
る
。

 
3
．
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い

て
中
長
期
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。

 
（
個
別
目
標
）1
．
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
（
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
扱
い
な
ど
）
。

2
．
次
期
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
。
国
際
研
究
（シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
）
や
海
外
研
修
な
ど
の
成

果
を
取
り
ま
と
め
、
施
設
運
営
に
活
か
す
と
共
に
政
策
提
言
を
行
う
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
研

究
活

動
に
お

け
る
予

算
管

理
の

 

徹
底

 

★
2
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
見

直
し

に
お

け
る
予

算
措

置
の
徹

底
 

1
 

 
予

算
管
理
実

施
 

 2
 

 
予
算
管
理
実

施
 

1
 

 
1
0
0
％

 

 2
 

 
1
0
0
％

 

1
 

 
1
0
0
％

 

 2
 

 
1
0
0
％

 

1
-
1
 
海
外
研

修
、
海

外
出

張
の
経

費
管

理
を
徹

底
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
次
期
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

施
に
向

け
た
準

備
に
取

り
掛

か
り
、
出

張
等

の
予

算
措

置
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
見

直
し
に
関

連
す

る
必

要
経

費
の
把

握
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 
 
1
 
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

の
提

供
 

 
 
2
 
質

の
高

い
環

境
の
提

供
 

 
 
3
 
利

用
者

様
、
ご
家

族
、
職

員
向

け

講
座

の
検

討
と
提

供
 

1
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

3
-
1
 
成
果

発
表
件

数
 

3
-
2
 
研
究

数
 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

3
-
1
 3

件
 

3
-
2
 4

件
 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 2

件
 

1
 

 
 
年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦

情
処

理
に
関

す
る
対

応
に
つ

い
て
課

題
を
見

出
し
、
次

年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清

潔
な
共

同
空

間
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 
一
般
向

け
の
成

果
発

表
の
機

会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
発

表
の
方

法
を
工

夫
し
次

年
度

実
施

し
た
い
。

 

3
-
2
 
研
究

テ
ー
マ
の
実

行
は
２
題

と
目

標
達

成
し
な
か
っ
た
。
早

期
か
ら
研

究
を
開

始
で
き
る
よ
う
に
次

年
度

計
画

に
着

手
し
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
部

長
会

の
効

果
的

運
用

 

★
2
 
次

期
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
の

検
討

と
導

入
に
向

け
た
調

整
 

  ★
3
 
業

務
用

P
C
に
お

け
る
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
等

の
対

策
の
構

築
 

★
4
 
研

究
･研

究
活

動
に
お

け
る
課

題

抽
出

と
低

減
 

 ★
5
 
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
等

業
務

支
援

機
器

の
導
入

に
向

け
た
検

討
 

1
 

 
実

施
率

 

2
-
1
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
肯
定
的

意
見
の
割
合

 

2
-
2
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
の
課
題

整
理

 

2
-
3
 
次
期

『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
要

件
整
理

 

3
-
1
 
対
策

実
施

 

3
-
2
 
教
育

実
施

 

4
-
1
 
研
修

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
 

4
-
2
 
提
言

数
 

4
-
3
 
提
言

数
 

5
 

 
試
験
導
入
結

果
の
肯

定
的

 

意
見

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
-
1
 1

0
0
％

 

 2
-
2
 1

0
0
％

 

2
-
3
 1

0
0
％

 

3
-
1
 1

0
0
％

 

3
-
2
 1

0
0
％

 

4
-
1
 1

0
0
％

 

4
-
2
 1

0
件

 

4
-
3
 5

件
 

5
 

 
8
0
％

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
-
1
 8

7
％

 

 2
-
2
 8

5
％

 

2
-
3
 8

5
％

 

3
-
1
 5

0
％

 

3
-
2
 1

0
0
％

 

4
-
1
 
良

8
0
％

 

4
-
2
 1

4
件

 

4
-
3
 5

件
 

5
 

 
7
0
％

 

1
 

 
実
施
率
は
目
標

達
成

し
た
が
、
共

通
課

題
の
協

議
に
つ

い
て
は
更

な
る
充

実
を
目

標
に
次

年
度

取
り
組

む
。

 

2
-
1
 
日
々

使
用
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
操

作
性

の
向

上
が
望

ま
れ
、
改

善
の
機

会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
課
題

･意
見
が
抽

出
さ
れ
た
が
、
職

種
別

に
整

理
し
、
よ
り
細

や
か
な
対

応
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

 

2
-
3
 
現
行

ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
課

題
＝

求
め
ら
れ
る
仕

様
と
し
て
要

件
整

理
の
指

標
と
し
た
。

 

3
-
1
設
定
変
更
を
行
っ
た
が
、
確

実
性

に
劣

る
こ
と
か
ら
次

年
度

更
新

の
機

会
に
ソ
フ
ト
の
入

替
を
実

施
す

る
こ
と
と
し
た
。

 

3
-
2
 
認
識

向
上
の
た
め
の
教

育
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-
1
 
海
外

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
･計

画
を
再

考
す

る
機

会
と
な
っ
た
。

 

4
-
2
海
外
研
修

の
参

加
者

と
共

に
、
施

設
運

営
等

へ
の
提

言
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-
3
 
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

５
件

の
提

言
を
行

っ
た
。
次

年
度

、
継

続
的

な
効

果
測

定
を
実

施
す

る
計

画
と
し
た
。

 

5
 

 
紙
オ
ム
ツ
処
理

機
の
実

証
実

験
を
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株

式
会

社
と
行

っ
た
。
紙

オ
ム
ツ
の
仕

様
等

に
よ
る
課

題
が
抽

出
で
き
、
処

理
機

仕
様

に

意
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の
実

施
 

 
 
2
 

IS
M

S
認

識
･力

量
教

育
の
質

の

向
上

 

 
 
3
 
情

報
保

護
･管

理
意

識
の
更

な
る

向
上

 

★
4
 
研

究
成

果
の
業

務
導

入
･支

援
 

★
5
 
部

内
情

報
管

理
の

 

シ
ス
テ
ム
化

 

1
 

 
実

施
率

 

2
 

 
IS

M
S
力
量

･認
識

判
定

テ
ス
ト
正

答
率

 

3
 

 
運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不
合

格
数

 

4
 

 
業
務
導
入

･支
援

数
 

5
-
1
 I
S
O

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
化

 

5
-
2
 
関
連

様
式
数

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
不
合
格

 

数
0
 

4
 

 
5
件

 

5
-
1
 1

0
0
％

 

5
-
2
 5

様
式

 

1
 

 
7
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
不
合
格

 

数
0
 

4
 

 
2
件

 

5
-
1
 9

0
％

 

5
-
2
 2

様
式

 

1
 

 
年
度
前
半
で
は
外

部
研

修
へ

の
参

加
が
進

ま
ず

、
年

度
後

半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

2
 

 
事
務
局
と
し
て
特

に
注

意
喚

起
を
要

す
る
項

目
の
作

成
な
ど
、
次

年
度

の
教

育
改

善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
 

 
定
期
チ
ェ
ッ
ク
に
お

い
て
、
不

合
格

は
な
い
も
の
の
、
認

識
の
向

上
に
対

し
て
、
方

法
を
工

夫
す

る
こ
と
を
課

題
と
し
た
。

 

 4
 

 
海
外
研
修
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

の
提

言
を
継

続
的

に
導

入
・
支

援
す

る
仕

組
み

づ
く
り
が
課

題
と
し
、
次

年
度

取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

 

5
-
1
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更

新
、
最

新
版

管
理

を
次

年
度

の
課

題
と
し
た
。

 

5
-
2
 
部
内

管
理
の
様

式
を
定

め
、
標

準
化

に
取

り
組

ん
だ
。
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Ve
r.2

.0
2 

 平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
財
務
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
共
通
目
標
）①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い
て

中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
個
別
目
標
）
財
務
状
況
の
正
確
な
把
握
と
そ
れ
に
基
づ
く
必
要
な
経
営
情
報
の
発
信
。
円
滑
な
資
金
繰
り
の
確
保
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
予
算

管
理
の
実
行

 
1
 比

較
財
務

諸
表
の
確
認

 
1
毎

月
20

日
 

1
 
毎

月
20

 

日
位

 

1
 
会

計
会
議

資
料
・
会
計
ソ
フ
ト
等
で
予
算
実
績
を
把
握
、
確
認
し
修
正
事
項
等
が
あ
れ
ば
早
急
に
エ
リ
ア
・
施
設
へ
連
絡
し

た
。
特

に
名

古
屋
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
各
施
設

へ
伺
っ
て
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 

提
供

 

★
2
 
質
の
高
い
環

境
の
提
供

 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

1
 

10
0％

 

  2
 

10
0％

 

1
 

10
0％

 

  2
 

10
0％

 

1
 チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
接
遇
マ
ナ
ー
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

 

  2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
環
境
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 部

長
会
の
効
果
的
運
用

 

2
稼
働
率
表
の
早
期
作
成

 

3
月
次
報
告
書
の
早
期
作
成

 

 ★
4
岐
阜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な

 

支
払

 

★
5
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

 

1 
実

施
率

 

2 
稼

働
率

表
の
提
出

日
 

3 
月

次
報

告
書

の
提

出
日

 

 

4 
支

払
期

日
 

 

5 
業

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

数
 

1 
1
00

% 

2 
5
日

ま
で

 

3 
20

日
 

 

4 
支

払
期

日
 

 5 
20

個
以
上

 

1 
1
00

% 

2 
出

勤
初

日
 

3 
22

日
位

 

 

4 
支

払
期

日
 

 5 
20

個
以
上

 

1 
実

施
率

は
目

標
達
成
し
た
が
､共

通
課
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
更
な
る
充
実
を
目
標
に
次
年
度
取
り
組
む
。

 

2 
事

務
作

業
の
効
率
化
に
よ
り
早
期
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3 
事

務
作

業
の
効
率
化
に
努
め
た
が
、
目
標
日
時
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
業
務
の
見
直
し
、
合
理
化
を
進
め
て
報
告

の
早

期
化

に
努

め
て
ゆ
く
。

 

4 
事

業
推

進
・
営
繕
部
お
よ
び
銀
行
と
緊
密
な
情
報
交
換
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
支
払
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

 

5 
業

務
の
効

率
化
目
的
に
現
状
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
逐
次
改
訂

し
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の

実
施

 

2
 I
S
M

S
認

識
・
力
量

教
育
の

質
の
向
上

 

3
情
報

保
護
・
管
理

意
識
の
更

な
る
向
上

 

4
財
務
に
関
す
る
知
識
の
向
上

 

1
 実

施
率

 

 2
 I
S
M

S
力

量
・
認
識

判
定

テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
外
部

研
修
及

び
法
人

内
研
修

の

参
加

数
 

1 
 1

00
% 

 

2 
 1

00
% 

 3 
 不

合
格

 

数
0 

4 
 4

回
/
年

 
 

1 
7
0%

 

 

2 
1
00

% 

 3 
不

合
格

 

数
0 

4 
8
回

/
年

 
 

1
 
年

度
前
半

で
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

 2
 入

職
時
・
定
期

の
教
育
機
会
に
お
け
る
認
識
・力

量
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
更
な
る
向
上
を

図
っ
た
。

 

3
 入

退
室
管

理
等

、
情
報
保
護
・
管
理
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況
を
維
持

に
努

め
た
。

 

4
専
門

知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
研
修
に
積
極
的
に
参
加

し
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
研
究
･開
発
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
共
通
目
標
）
1
．
各
部
相
互
の
情
報
共
有
･連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。

 
2
．
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
慮
す
る
。

 
3
．
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い

て
中
長
期
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。

 
（
個
別
目
標
）1
．
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
（
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
扱
い
な
ど
）
。

2
．
次
期
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
。
国
際
研
究
（シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
）
や
海
外
研
修
な
ど
の
成

果
を
取
り
ま
と
め
、
施
設
運
営
に
活
か
す
と
共
に
政
策
提
言
を
行
う
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
研

究
活

動
に
お

け
る
予

算
管

理
の

 

徹
底

 

★
2
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
見

直
し

に
お

け
る
予

算
措

置
の
徹

底
 

1
 

 
予

算
管
理
実

施
 

 2
 

 
予
算
管
理
実

施
 

1
 

 
1
0
0
％

 

 2
 

 
1
0
0
％

 

1
 

 
1
0
0
％

 

 2
 

 
1
0
0
％

 

1
-
1
 
海
外
研

修
、
海

外
出

張
の
経

費
管

理
を
徹

底
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
次
期
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

施
に
向

け
た
準

備
に
取

り
掛

か
り
、
出

張
等

の
予

算
措

置
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
見

直
し
に
関

連
す

る
必

要
経

費
の
把

握
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 
 
1
 
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

の
提

供
 

 
 
2
 
質

の
高

い
環

境
の
提

供
 

 
 
3
 
利

用
者

様
、
ご
家

族
、
職

員
向

け

講
座

の
検

討
と
提

供
 

1
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

3
-
1
 
成
果

発
表
件

数
 

3
-
2
 
研
究

数
 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

3
-
1
 3

件
 

3
-
2
 4

件
 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

3
-
1
 0

件
 

3
-
2
 2

件
 

1
 

 
 
年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦

情
処

理
に
関

す
る
対

応
に
つ

い
て
課

題
を
見

出
し
、
次

年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清

潔
な
共

同
空

間
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 
一
般
向

け
の
成

果
発

表
の
機

会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
発

表
の
方

法
を
工

夫
し
次

年
度

実
施

し
た
い
。

 

3
-
2
 
研
究

テ
ー
マ
の
実

行
は
２
題

と
目

標
達

成
し
な
か
っ
た
。
早

期
か
ら
研

究
を
開

始
で
き
る
よ
う
に
次

年
度

計
画

に
着

手
し
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
部

長
会

の
効

果
的

運
用

 

★
2
 
次

期
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
シ
ス
テ
ム
の

検
討

と
導

入
に
向

け
た
調

整
 

  ★
3
 
業

務
用

P
C
に
お

け
る
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
等

の
対

策
の
構

築
 

★
4
 
研

究
･研

究
活

動
に
お

け
る
課

題

抽
出

と
低

減
 

 ★
5
 
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
等

業
務

支
援

機
器

の
導
入

に
向

け
た
検

討
 

1
 

 
実

施
率

 

2
-
1
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
肯
定
的

意
見
の
割
合

 

2
-
2
 
『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
の
課
題

整
理

 

2
-
3
 
次
期

『
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
』
要

件
整
理

 

3
-
1
 
対
策

実
施

 

3
-
2
 
教
育

実
施

 

4
-
1
 
研
修

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
 

4
-
2
 
提
言

数
 

4
-
3
 
提
言

数
 

5
 

 
試
験
導
入
結

果
の
肯

定
的

 

意
見

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
-
1
 1

0
0
％

 

 2
-
2
 1

0
0
％

 

2
-
3
 1

0
0
％

 

3
-
1
 1

0
0
％

 

3
-
2
 1

0
0
％

 

4
-
1
 1

0
0
％

 

4
-
2
 1

0
件

 

4
-
3
 5

件
 

5
 

 
8
0
％

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
-
1
 8

7
％

 

 2
-
2
 8

5
％

 

2
-
3
 8

5
％

 

3
-
1
 5

0
％

 

3
-
2
 1

0
0
％

 

4
-
1
 
良

8
0
％

 

4
-
2
 1

4
件

 

4
-
3
 5

件
 

5
 

 
7
0
％

 

1
 

 
実
施
率
は
目
標

達
成

し
た
が
、
共

通
課

題
の
協

議
に
つ

い
て
は
更

な
る
充

実
を
目

標
に
次

年
度

取
り
組

む
。

 

2
-
1
 
日
々

使
用
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
操

作
性

の
向

上
が
望

ま
れ
、
改

善
の
機

会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
課
題

･意
見
が
抽

出
さ
れ
た
が
、
職

種
別

に
整

理
し
、
よ
り
細

や
か
な
対

応
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

 

2
-
3
 
現
行

ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
課

題
＝

求
め
ら
れ
る
仕

様
と
し
て
要

件
整

理
の
指

標
と
し
た
。

 

3
-
1
設
定
変
更
を
行
っ
た
が
、
確

実
性

に
劣

る
こ
と
か
ら
次

年
度

更
新

の
機

会
に
ソ
フ
ト
の
入

替
を
実

施
す

る
こ
と
と
し
た
。

 

3
-
2
 
認
識

向
上
の
た
め
の
教

育
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-
1
 
海
外

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
･計

画
を
再

考
す

る
機

会
と
な
っ
た
。

 

4
-
2
海
外
研
修

の
参

加
者

と
共

に
、
施

設
運

営
等

へ
の
提

言
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-
3
 
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

５
件

の
提

言
を
行

っ
た
。
次

年
度

、
継

続
的

な
効

果
測

定
を
実

施
す

る
計

画
と
し
た
。

 

5
 

 
紙
オ
ム
ツ
処
理

機
の
実

証
実

験
を
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株

式
会

社
と
行

っ
た
。
紙

オ
ム
ツ
の
仕

様
等

に
よ
る
課

題
が
抽

出
で
き
、
処

理
機

仕
様

に

意
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本

部
職

員
の
教

育
計

画
の
実

施
 

 
 
2
 

IS
M

S
認

識
･力

量
教

育
の
質

の

向
上

 

 
 
3
 
情

報
保

護
･管

理
意

識
の
更

な
る

向
上

 

★
4
 
研

究
成

果
の
業

務
導

入
･支

援
 

★
5
 
部

内
情

報
管

理
の

 

シ
ス
テ
ム
化

 

1
 

 
実

施
率

 

2
 

 
IS

M
S
力
量

･認
識

判
定

テ
ス
ト
正

答
率

 

3
 

 
運
用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不
合

格
数

 

4
 

 
業

務
導
入

･支
援

数
 

5
-
1
 I
S
O

作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
化

 

5
-
2
 
関
連

様
式
数

 

1
 

 
1
0
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
不
合
格

 

数
0
 

4
 

 
5
件

 

5
-
1
 1

0
0
％

 

5
-
2
 5

様
式

 

1
 

 
7
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
不
合
格

 

数
0
 

4
 

 
2
件

 

5
-
1
 9

0
％

 

5
-
2
 2

様
式

 

1
 

 
年
度
前
半
で
は
外

部
研

修
へ

の
参

加
が
進

ま
ず

、
年

度
後

半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

2
 

 
事
務
局
と
し
て
特
に
注

意
喚

起
を
要

す
る
項

目
の
作

成
な
ど
、
次

年
度

の
教

育
改

善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
 

 
定
期
チ
ェ
ッ
ク
に
お

い
て
、
不

合
格

は
な
い
も
の
の
、
認

識
の
向

上
に
対

し
て
、
方

法
を
工

夫
す

る
こ
と
を
課

題
と
し
た
。

 

 4
 

 
海
外
研
修
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後

の
提

言
を
継

続
的

に
導

入
・
支

援
す

る
仕

組
み

づ
く
り
が
課

題
と
し
、
次

年
度

取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

 

5
-
1
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新

、
最

新
版

管
理

を
次

年
度

の
課

題
と
し
た
。

 

5
-
2
 
部
内

管
理
の
様
式

を
定

め
、
標

準
化

に
取

り
組

ん
だ
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
（
事
業
所
名
）
本
部

 
人
事
部

 
／

 
サ
ン
サ
ン
研
修
セ
ン
タ
ー

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い

て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）
①
職
員
採
用
方
法
の
工
夫
に
よ
る
必
要
な
人
材
の
確
保
。
②
長
期
的
な
人
材
養
成
方
策
の
検
討
。
③
定
年
を
迎
え
た
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
人
材
の
活
用
方
法
。
④
人
材
確
保
の
た

め
の
新
規
事
業
の
創
造
の
検
討
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
 

1
 
事

業
計

画
に
基

づ
い
た
予

算

執
行
の
管
理

 

1
 
予

算
執
行

率
 

1
  

1
00

% 

以
下

 

1
  

1
00

% 
1
 

 部
内

共
有
に
努
め
、
予
算
内
に
て
効
率
的
・効

果
的
な
必
要
経
費
を
捻
出
し
管
理
を
行
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 

提
供

 
2
 
質
の
高
い
環
境
の
提
供

 
★

3
 
初
任
者
研
修
・
実
務
者
研
修

 

の
情
報
発
信

 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
3
 
研

修
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
ブ
ロ
グ
の

 

開
設

、
更

新
 

1
 

 1
00

% 

 2
 

 1
00

%
 

 
3

 
開

設
／

月
2

回
の
更

新
 

1
  

1
00

% 

 2
  

1
00

%
 

 
3

 
開

設
／

月
2

回
更

新
 

 

1
  

 年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦
情
処
理
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
課
題
を
見
出
し
、
次
年
度
に
つ
な
げ
た
。

 

 2
  

 年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清
潔
な
共
同
空
間
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
3
  

 法
人

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
研

修
セ
ン
タ
ー

ブ
ロ
グ
を
開

設
す

る
ま
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情

報
を
定

期
的

に
発

信
し
、
外
部
か
ら
の
申
し
込
み
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
開
設
後
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
並
行
し
て
情
報
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
人
事
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
 

ン
ア
ッ
プ
又
は
新
規
シ
ス
テ

 
ム
導
入

 

★
2
 
人
事
担
当
者
会
議
の
開
催

 
 ★

3
 
定
年
を
迎
え
た
キ
ャ
リ
ア
あ
る

 

人
材
活
用

 
★

4
 部

長
会
の
効
果
的
運
用

 

1
 
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

 
  2
 
開

催
頻
度

 
 3
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
定

年
を
迎

 

え
る
職

員
の
把

握
 

4
 
実

施
回
数

 

1
 

 1
2
月

 
実

施
 

 2
 

 4
回

 
 3
 

 1
1
月

 

実
施

 
4
 

 1
2
回

 

1
 

 1
2
月

 
実

施
 

 2
 

 4
回

 
開

催
 

3
 

 規
程

 

改
定

 
4
 

 1
2
回

 

1
  

 
1
2
月

に
予
定
通
り
に
、
人
事

シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行

っ
た
。

 
  2
 

  
定

期
的

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
各
エ
リ
ア
の
職
員
採
用
状
況

を
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
 

  
定

年
者

・
役
職
定
年
者
の
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
意
見
を
求
め
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
役
職
定
年
の
見
直
し

と
、
定

年
を

60
歳

か
ら

65
歳
に
延
長
す
る
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
4
 

  
実

施
率

は
目
標
達
成
し
た
が
、
共
通
課
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
更
な
る
充
実
を
目
標
に
次
年
度
取
り
組
む
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 

 本
部
職
員
の
教
育
計
画
の

 
実
施

 
2
 

 I
S
M

S
認

識
・
力
量

教
育
の

 

質
の
向
上

 
3
  
情
報
保
護
・
管
理
意
識
の

 
更
な
る
向
上

 

★
4
  
職
員
採
用
方
法
の
工
夫
に

 
よ
る
必
要
な
人
材
の
確
保

 
    ★

5
 
長
期
的
な
人
材
養
成
方
策

 
の
検
討

 
    ★

6
 
人
材
確
保
の
た
め
の
新
規
事

 
業
の
創
造
の
検
討

 

1
  

 実
施

率
 

 2
  

 
IS

M
S
力

量
・
認

識
判
定

テ
ス

 

ト
正

解
率

 
3
  

 運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

 
不

合
格

数
 

4
-1

 大
学
生

対
象

イ
ン
タ
ー

ン
シ

 
ッ
プ
実
施

 
4
-2

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

 

4
-3

 
フ
ァ
ミ
リ
ー

・フ
レ
ン
ド
リ
ー
企

 
業

へ
の
登

録
 

（
マ
ー

ク
の
取
得

） 

5
-1

 
通

信
過

程
に
よ
り
初

任
者

研
 

修
の
開
催

 
5
-2

 
新

規
高

卒
採
用

者
の
教

育
 

 5
-3

 
総

合
職

の
教

育
計
画

策
定

、
 

実
施

 

6
  

 検
討

結
果
の
報

告
 

1
 

 1
00

% 
 2
  

1
00

% 

 3
 

 不
合

格
 

数
0 

4
-1

 1
2
月

 
実

施
 

4
-2

 実
施

 

4
-3

 登
録

 
  5
-1

 実
施

 
 5
-2

 実
施

 

（2
回
） 

5
-3

 実
施

 
 6
  

 報
告

 

1
 

 7
0％

 
 2
 

 1
00
％

 

 3
  

不
合

格
 

数
0 

4
-1

 1
2
月

 
実

施
 

4
-2

 実
施

 

4
-3

 登
録

 
  5
-1

 実
施

 
 5
-2

 実
施

 

（2
回
） 

5
-3

 
策

定
 

 6
 

 未
実

施
 

1
 

  
年

度
前

半
で
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。

 
 2
  

 入
職

時
・
定

期
の
教
育

機
会
に
お
け
る
認

識
・
力

量
教

育
の
質

を
向

上
さ
せ
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
の
更

な
る
向
上

を
図
っ
た
。

 
3
  

 入
退

室
管

理
等
、
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-1

 
大

学
生

対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、
早
期
に
優
秀
な
学
生
と
接
点
を
持
ち
、
次
年
度
の
採
用
に
つ
な
げ
た
。

 
 4
-2

 情
報
発

信
や
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
）
を
活
用
し
た
。

 

4
-3

 愛
知

県
が
行

っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

企
業
に
登

録
を
し
、
職

員
が
仕

事
と
生

活
の
調

和
を
図

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 5
-1

 事
前

の
計

画
通

り
、
通
学

過
程

か
ら
通

信
過
程

へ
ス
ム
ー

ズ
に
移

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
通
信

課
程

に
よ
り
、
受

講
生

の
負

担
を
軽
減
し
た
学
び
や
す
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
5
-2

 
高

卒
採

用
者
に
対
し
、
入
社
後
、
定
期
的
に
研
修
を
行
う
と
共
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
、
悩
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
早

期
に
把
握

、
対
応
す
る
こ
と
で
早
期
離
職
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
5
-3

 
総

合
職

の
教
育
計
画
を
策
定
し
、
将
来
の
幹
部
候
補
の
育
成
が
始

ま
っ
た
。

 
 6
 

  
報

告
す

る
ま
で
至

ら
な
か
っ
た
が
、
人

材
確

保
の
た
め
の
新
規

事
業

に
つ
い
て
、
研

修
セ
ン
タ
ー

等
と
介

護
人

材
育

成
に
関
す
る
こ
と
で
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
 
総
務
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 （
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ

い
て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）①
基
本
方
針
に
基
づ
く
内
部
管
理
体
制
の
構
築
と
そ
の
実
効
性
の
確
保

 
②
Ｓ
Ｌ

/Ｓ
Ｖ
の
統
合
に
向
け
た
検
討

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
事
業
計
画
に
基

づ
く
適
正
な
予
算

 

管
理

 

1
 
 
 
予

算
の
執

行
率

 
1
 1

0
0
%
以

下
 

1
 1

0
0
%
以

下
 

1
 

 
 
部

内
共

有
に
努

め
、
予
算

内
に
て
効
率
的
・
効
果
的
な
必
要
経
費
を
捻
出
し
管
理

を
行
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の
提
供

 

2
 
質
の
高
い
環
境
の
提

供
 

1
 

 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

1
 1

0
0
%
(継

続
) 

2
 1

0
0
%
(継

続
) 

 

1
 1

0
0
%
 

2
 1

0
0
%
 

 

1
 

 
 
年

2
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦
情
処
理

に
関

す
る
対
応
に
つ

い
て
課
題
を
見

出
し
、
次
年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年

2
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
､清

潔
な
共
同
空

間
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡ 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
内
部
管
理
体
制

の
実
効
性

の
 

確
保

 

 ★
2
 
法
人
統
合
に
向
け
た
検
討

 

 

3
 
経
営
会
議
等
の
効
果
的
運
用

 

4
 
事
業
計
画
書
・
事
業

報
告
書
の
作

成
 

  ★
5
 

Q
C
大
会
の
開
催

 

★
6
 
職
員
手
帳
の
改
訂

 

★
7
 
部
長
会
の
効

果
的
運
用

 

8
 
適
切
な
秘
書
業
務

 

 

1
-
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会

の
開

催
 

1
-
2
 
評

議
員

会
、
理

事
会

の
適

正
運

用
 

1
-
3
 
会

計
監

査
人

の
選

任
 

2
 
 
 
検

討
結

果
の
報

告
 

 3
 

 
 
開

催
頻

度
 

4
-
1
 
事

業
計

画
書

の
取

り
ま
と
め

 

4
-
2
 
事

業
報

告
書

の
取

り
ま
と
め
及

び
納

品
 

 5
 

 
 
開

催
時

期
 

6
 

 
 
記

載
内

容
の
取

り
ま
と
め
及

び
納

品
 

7
 

 
 
実

施
率

 

8
 

 
 
適

切
な
秘

書
業

務
の
継

続
 

 

1
-
1
 

4
回

 

1
-
2
 
開

催
 

1
-
3
 

5
月

選
任

 

2
 

1
2
月

報
告

 

 3
 
月

1
回

 

4
-
1
 

3
月

上
程

 

4
-
2
 

6
月

納
品

 

 5
 

7
月

開
催

 

6
 

3
月

納
品

 

7
 

1
0
0
%
 

8
 
実

施
 

（
継

続
）
 

1
-
1
 

2
回

 

1
-
2
 
開

催
 

1
-
3
 
選

任
 

2
 
統

合
承

認
 

 3
 
月

1
回

 

4
-
1
 

3
月

上
程

 

4
-
2
 

7
月

納
品

 

 5
 

7
月

開
催

 

6
 
未

実
施

 

7
 

1
0
0
％

 

8
 
実

施
 

（
継

続
）
 

1
-
1
 
内

部
監

査
部

門
の
設
置
に
伴
い
、
業

務
を
移

管
し
、

1
0
月
と

2
月
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

を
開
催
し
た
。

 

1
-
2
 
理

事
会

、
評

議
員
会

を
適
正

に
運
用
で
き
た
。

 

1
-
3
 
予

定
通

り
に

5
月

に
選
任
し
た
。

 

2
 

 
 

9
月

に
今

年
度

内
に
法

人
統
合
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
関
係
各

所
に
確
認
し
な
が
ら
適

切
に
手
続
き
を
行
い
、
１
２
月
に
統

合
の
承
認

を
所
轄
庁

 

か
ら
得

ら
れ
た
。

 

3
 

 
 
タ
ブ
レ
ッ
ト
利

用
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
も
定

着
し
、
適
切
な
資
料
作
成

が
で
き
て
い
る
。

 

4
-
1
 
予

定
通

り
に

3
月

の
理
事
会
、
評
議

委
員
会

に
上
程
し
た
。

 

4
-
2
 
事

業
報

告
書

の
文
字
サ
イ
ズ
、
フ
ォ
ン
ト
等
を
統
一
し
、
作
成
者
に
周
知
す
る
こ
と
で
編
集
時
間

を
短
縮
し
た
。
社
会
福
祉
法

改
正
に
よ
り
、
理
事
会
・
 

評
議

員
会

の
最

終
承
認
を

6
月
末
に
得
た
た
め
､7

月
に
納

品
し
た
。

 

5
 

 
 
サ
ン
サ
ン
研

修
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
予
定
通
り
に

7
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
 

 
 
法

人
の
統

合
が
決

定
し
た
た
め
、
職
員

手
帳

の
改
訂
を
次
年

度
へ
持
ち
越
し
た
。
ま
た
手
帳

の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

 

7
 

 
 
実

施
率

は
目

標
達

成
し
た
が
、
共
通
課
題

の
協
議
に
つ

い
て
は
更
な
る
充
実

を
目
標
に
次
年
度

取
り
組
む
。

 

8
 

 
 
役

員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
及
び
出
張

の
手

配
を
適
切
に
行

っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本
部
職
員
の
教
育
計
画
の
実
施

 

2
 

IS
M

S
認
識
・
力
量
教
育

の
質
の
向
上

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

 

4
 
厚
労
省
通
知
、
医
療
・
福

祉
業
界
の

 

関
連
情
報
の
配
信

 

5
 
部
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

 

6
 
有
給
休
暇
取
得

の
奨
励

 

1
 
実
施
率

 

2
 I
S
M

S
力

量
・
認

識
判

定
テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 
運
用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
 
各
エ
リ
ア
・
本

部
内

へ
定

期
配

信
 

 5
 
開

催
頻

度
 

6
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

3
 
不

合
格

数
0
 

4
 
実

施
(継

続
) 

 5
 
月

2
回

 

6
 

8
0
%
 

 

(部
内

) 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

3
不

合
格

数
0
 

4
 
実

施
(継

続
) 

 5
 
月

2
回

 

6
 

8
9
％

 

（
部

内
）
 

1
 

 
 
年

度
前

半
で
は
外
部
研
修
へ

の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

2
 
 
 
入

職
時

・
定

期
の
教
育
機
会

に
お
け
る
認
識
・
力
量
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
た
。

 

3
 
 
 
入

退
室

管
理

等
、
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す

る
業
務
の
遂
行
状
況

を
定
期
的

に
確
認
し
、
常

に
適
切
な
管
理
状
況
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 

 
 
各

エ
リ
ア
に
医

療
・
福
祉
業
界

の
最
新
情
報

を
配
信
し
、
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
研
修
等

を
通
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促

し
た
。

 

 5
 

 
 
伝

達
事

項
を
伝

え
、
部
内

全
員
で
情
報
共
有

し
伝
達
漏
れ
等
を
防
い
だ
。

 

6
 

 
 
計

画
的

に
取

得
を
促
し
た
結

果
、
前
年
度

よ
り
有
給
休
暇
取
得
率

が
上
が
っ
た
。

 

 

− 106 − − 107 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
（
事
業
所
名
）
本
部

 
人
事
部

 
／

 
サ
ン
サ
ン
研
修
セ
ン
タ
ー

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
（
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ
い

て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）
①
職
員
採
用
方
法
の
工
夫
に
よ
る
必
要
な
人
材
の
確
保
。
②
長
期
的
な
人
材
養
成
方
策
の
検
討
。
③
定
年
を
迎
え
た
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
人
材
の
活
用
方
法
。
④
人
材
確
保
の
た

め
の
新
規
事
業
の
創
造
の
検
討
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
 

1
 
事

業
計

画
に
基

づ
い
た
予

算

執
行
の
管
理

 

1
 
予

算
執
行

率
 

1
  

1
00

% 

以
下

 

1
  

1
00

% 
1
 

 部
内

共
有
に
努
め
、
予
算
内
に
て
効
率
的
・効

果
的
な
必
要
経
費
を
捻
出
し
管
理
を
行
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の

 

提
供

 
2
 
質
の
高
い
環
境
の
提
供

 
★

3
 
初
任
者
研
修
・
実
務
者
研
修

 

の
情
報
発
信

 

1
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 

 2
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可
の
数

 
3
 
研

修
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
ブ
ロ
グ
の

 

開
設

、
更

新
 

1
 

 1
00

% 

 2
 

 1
00

%
 

 
3

 
開

設
／

月
2

回
の
更

新
 

1
  

1
00

% 

 2
  

1
00

%
 

 
3

 
開

設
／

月
2

回
更

新
 

 

1
  

 年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦
情
処
理
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
課
題
を
見
出
し
、
次
年
度
に
つ
な
げ
た
。

 

 2
  

 年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
清
潔
な
共
同
空
間
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
3
  

 法
人

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
研

修
セ
ン
タ
ー

ブ
ロ
グ
を
開

設
す

る
ま
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情

報
を
定

期
的

に
発

信
し
、
外
部
か
ら
の
申
し
込
み
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
開
設
後
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
並
行
し
て
情
報
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
人
事
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
 

ン
ア
ッ
プ
又
は
新
規
シ
ス
テ

 
ム
導
入

 

★
2
 
人
事
担
当
者
会
議
の
開
催

 
 ★

3
 
定
年
を
迎
え
た
キ
ャ
リ
ア
あ
る

 

人
材
活
用

 
★

4
 部

長
会
の
効
果
的
運
用

 

1
 
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

 
  2
 
開

催
頻
度

 
 3
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
定

年
を
迎

 

え
る
職

員
の
把

握
 

4
 
実

施
回
数

 

1
 

 1
2
月

 
実

施
 

 2
 

 4
回

 
 3
 

 1
1
月

 

実
施

 
4
 

 1
2
回

 

1
 

 1
2
月

 
実

施
 

 2
 

 4
回

 
開

催
 

3
 

 規
程

 

改
定

 
4
 

 1
2
回

 

1
  

 
1
2
月

に
予
定
通
り
に
、
人
事

シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行

っ
た
。

 
  2
 

  
定

期
的

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
各
エ
リ
ア
の
職
員
採
用
状
況

を
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
 

  
定

年
者

・
役
職
定
年
者
の
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
意
見
を
求
め
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
役
職
定
年
の
見
直
し

と
、
定

年
を

60
歳

か
ら

65
歳
に
延
長
す
る
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
4
 

  
実

施
率

は
目
標
達
成
し
た
が
、
共
通
課
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
更
な
る
充
実
を
目
標
に
次
年
度
取
り
組
む
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 

 本
部
職
員
の
教
育
計
画
の

 
実
施

 
2
 

 I
S
M

S
認

識
・
力
量

教
育
の

 

質
の
向
上

 
3
  
情
報
保
護
・
管
理
意
識
の

 
更
な
る
向
上

 

★
4
  
職
員
採
用
方
法
の
工
夫
に

 
よ
る
必
要
な
人
材
の
確
保

 
    ★

5
 
長
期
的
な
人
材
養
成
方
策

 
の
検
討

 
    ★

6
 
人
材
確
保
の
た
め
の
新
規
事

 
業
の
創
造
の
検
討

 

1
  

 実
施

率
 

 2
  

 
IS

M
S
力

量
・
認

識
判
定

テ
ス

 

ト
正

解
率

 
3
  

 運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

 
不

合
格

数
 

4
-1

 大
学
生

対
象

イ
ン
タ
ー

ン
シ

 
ッ
プ
実
施

 
4
-2

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

 

4
-3

 
フ
ァ
ミ
リ
ー

・フ
レ
ン
ド
リ
ー
企

 
業

へ
の
登

録
 

（
マ
ー

ク
の
取
得

） 

5
-1

 
通

信
過

程
に
よ
り
初

任
者

研
 

修
の
開
催

 
5
-2

 
新

規
高

卒
採
用

者
の
教

育
 

 5
-3

 
総

合
職

の
教

育
計
画

策
定

、
 

実
施

 

6
  

 検
討

結
果
の
報

告
 

1
 

 1
00

% 
 2
  

1
00

% 

 3
 

 不
合

格
 

数
0 

4
-1

 1
2
月

 
実

施
 

4
-2

 実
施

 

4
-3

 登
録

 
  5
-1

 実
施

 
 5
-2

 実
施

 

（2
回
） 

5
-3

 実
施

 
 6
  

 報
告

 

1
 

 7
0％

 
 2
 

 1
00
％

 

 3
  

不
合

格
 

数
0 

4
-1

 1
2
月

 
実

施
 

4
-2

 実
施

 

4
-3

 登
録

 
  5
-1

 実
施

 
 5
-2

 実
施

 

（2
回
） 

5
-3

 
策

定
 

 6
 

 未
実

施
 

1
 

  
年

度
前

半
で
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。

 
 2
  

 入
職

時
・
定

期
の
教
育

機
会
に
お
け
る
認

識
・
力

量
教

育
の
質

を
向

上
さ
せ
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
の
更

な
る
向
上

を
図
っ
た
。

 
3
  

 入
退

室
管

理
等
、
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
-1

 
大

学
生

対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、
早
期
に
優
秀
な
学
生
と
接
点
を
持
ち
、
次
年
度
の
採
用
に
つ
な
げ
た
。

 
 4
-2

 情
報
発

信
や
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
）
を
活
用
し
た
。

 

4
-3

 愛
知

県
が
行

っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

企
業
に
登

録
を
し
、
職

員
が
仕

事
と
生

活
の
調

和
を
図

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 5
-1

 事
前

の
計

画
通

り
、
通
学

過
程

か
ら
通

信
過
程

へ
ス
ム
ー

ズ
に
移

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
通
信

課
程

に
よ
り
、
受

講
生

の
負

担
を
軽
減
し
た
学
び
や
す
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
5
-2

 
高

卒
採

用
者
に
対
し
、
入
社
後
、
定
期
的
に
研
修
を
行
う
と
共
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
、
悩
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
早

期
に
把
握

、
対
応
す
る
こ
と
で
早
期
離
職
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
5
-3

 
総

合
職

の
教
育
計
画
を
策
定
し
、
将
来
の
幹
部
候
補
の
育
成
が
始

ま
っ
た
。

 
 6
 

  
報

告
す

る
ま
で
至

ら
な
か
っ
た
が
、
人

材
確

保
の
た
め
の
新
規

事
業

に
つ
い
て
、
研

修
セ
ン
タ
ー

等
と
介

護
人

材
育

成
に
関
す
る
こ
と
で
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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r.2
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
 
総
務
部

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 （
各
部
共
通
目
標
）
①
各
部
相
互
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
に
よ
り
、
法
人
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
。
②
各
エ
リ
ア
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
や
体
制
の
整
備
に
配
意
す
る
。
③
今
後
の
法
人
の
在
り
方
に
つ

い
て
中
長
期
的
観
点
か
ら
考
え
な
が
ら
、
業
務
に
取
り
組
む
。
（
各
部
個
別
目
標
）①
基
本
方
針
に
基
づ
く
内
部
管
理
体
制
の
構
築
と
そ
の
実
効
性
の
確
保

 
②
Ｓ
Ｌ

/Ｓ
Ｖ
の
統
合
に
向
け
た
検
討

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
1
 
事
業
計
画
に
基

づ
く
適
正
な
予
算

 

管
理

 

1
 
 
 
予

算
の
執

行
率

 
1
 1

0
0
%
以

下
 

1
 1

0
0
%
以

下
 

1
 

 
 
部

内
共

有
に
努

め
、
予
算

内
に
て
効
率
的
・
効
果
的
な
必
要
経
費
を
捻
出
し
管
理

を
行
っ
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の
提
供

 

2
 
質
の
高
い
環
境
の
提

供
 

1
 

 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

1
 1

0
0
%
(継

続
) 

2
 1

0
0
%
(継

続
) 

 

1
 1

0
0
%
 

2
 1

0
0
%
 

 

1
 

 
 
年

2
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
苦
情
処
理

に
関

す
る
対
応
に
つ

い
て
課
題
を
見

出
し
、
次
年
度

に
つ

な
げ
た
。

 

2
 

 
 
年

2
回

の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
､清

潔
な
共
同
空

間
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡ 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
内
部
管
理
体
制

の
実
効
性

の
 

確
保

 

 ★
2
 
法
人
統
合
に
向
け
た
検
討

 

 

3
 
経
営
会
議
等
の
効
果
的
運
用

 

4
 
事
業
計
画
書
・
事
業

報
告
書
の
作

成
 

  ★
5
 

Q
C
大
会
の
開
催

 

★
6
 
職
員
手
帳
の
改
訂

 

★
7
 
部
長
会
の
効

果
的
運
用

 

8
 
適
切
な
秘
書
業
務

 

 

1
-
1
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会

の
開

催
 

1
-
2
 
評

議
員

会
、
理

事
会

の
適

正
運

用
 

1
-
3
 
会

計
監

査
人

の
選

任
 

2
 
 
 
検

討
結

果
の
報

告
 

 3
 

 
 
開

催
頻

度
 

4
-
1
 
事

業
計

画
書

の
取

り
ま
と
め

 

4
-
2
 
事

業
報

告
書

の
取

り
ま
と
め
及

び
納

品
 

 5
 

 
 
開

催
時

期
 

6
 

 
 
記

載
内

容
の
取

り
ま
と
め
及

び
納

品
 

7
 

 
 
実

施
率

 

8
 

 
 
適

切
な
秘

書
業

務
の
継

続
 

 

1
-
1
 

4
回

 

1
-
2
 
開

催
 

1
-
3
 

5
月

選
任

 

2
 

1
2
月

報
告

 

 3
 
月

1
回

 

4
-
1
 

3
月

上
程

 

4
-
2
 

6
月

納
品

 

 5
 

7
月

開
催

 

6
 

3
月

納
品

 

7
 

1
0
0
%
 

8
 
実

施
 

（
継

続
）
 

1
-
1
 

2
回

 

1
-
2
 
開

催
 

1
-
3
 
選

任
 

2
 
統

合
承

認
 

 3
 
月

1
回

 

4
-
1
 

3
月

上
程

 

4
-
2
 

7
月

納
品

 

 5
 

7
月

開
催

 

6
 
未

実
施

 

7
 

1
0
0
％

 

8
 
実

施
 

（
継

続
）
 

1
-
1
 
内

部
監

査
部

門
の
設
置
に
伴
い
、
業

務
を
移

管
し
、

1
0
月
と

2
月
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

を
開
催
し
た
。

 

1
-
2
 
理

事
会

、
評

議
員
会

を
適
正

に
運
用
で
き
た
。

 

1
-
3
 
予

定
通

り
に

5
月

に
選
任
し
た
。

 

2
 

 
 

9
月

に
今

年
度

内
に
法

人
統
合
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
関
係
各

所
に
確
認
し
な
が
ら
適

切
に
手
続
き
を
行
い
、
１
２
月
に
統

合
の
承
認

を
所
轄
庁

 

か
ら
得

ら
れ
た
。

 

3
 

 
 
タ
ブ
レ
ッ
ト
利

用
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
も
定

着
し
、
適
切
な
資
料
作
成

が
で
き
て
い
る
。

 

4
-
1
 
予

定
通

り
に

3
月

の
理
事
会
、
評
議

委
員
会

に
上
程
し
た
。

 

4
-
2
 
事

業
報

告
書

の
文
字
サ
イ
ズ
、
フ
ォ
ン
ト
等
を
統
一
し
、
作
成
者
に
周
知
す
る
こ
と
で
編
集
時
間

を
短
縮
し
た
。
社
会
福
祉
法

改
正
に
よ
り
、
理
事
会
・
 

評
議

員
会

の
最

終
承
認
を

6
月
末
に
得
た
た
め
､7

月
に
納

品
し
た
。

 

5
 

 
 
サ
ン
サ
ン
研

修
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
予
定
通
り
に

7
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

6
 

 
 
法

人
の
統

合
が
決

定
し
た
た
め
、
職
員

手
帳

の
改
訂
を
次
年

度
へ
持
ち
越
し
た
。
ま
た
手
帳

の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

 

7
 

 
 
実

施
率

は
目

標
達

成
し
た
が
、
共
通
課
題

の
協
議
に
つ

い
て
は
更
な
る
充
実

を
目
標
に
次
年
度

取
り
組
む
。

 

8
 

 
 
役

員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
及
び
出
張

の
手

配
を
適
切
に
行

っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本
部
職
員
の
教
育
計
画
の
実
施

 

2
 

IS
M

S
認
識
・
力
量
教
育

の
質
の
向
上

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向
上

 

4
 
厚
労
省
通
知
、
医
療
・
福

祉
業
界
の

 

関
連
情
報
の
配
信

 

5
 
部
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

 

6
 
有
給
休
暇
取
得

の
奨
励

 

1
 
実
施

率
 

2
 I
S
M

S
力

量
・
認

識
判

定
テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 
運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

4
 
各
エ
リ
ア
・
本

部
内

へ
定

期
配

信
 

 5
 
開

催
頻

度
 

6
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

3
 
不

合
格

数
0
 

4
 
実

施
(継

続
) 

 5
 
月

2
回

 

6
 

8
0
%
 

 

(部
内

) 

1
 

1
0
0
%
 

2
 

1
0
0
%
 

3
不

合
格

数
0
 

4
 
実

施
(継

続
) 

 5
 
月

2
回

 

6
 

8
9
％

 

（
部

内
）
 

1
 

 
 
年

度
前

半
で
は
外
部
研
修
へ

の
参
加
が
進
ま
ず
、
年
度
後
半
に
集

中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

2
 
 
 
入

職
時

・
定

期
の
教
育
機
会

に
お
け
る
認
識
・
力
量
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
た
。

 

3
 
 
 
入

退
室

管
理

等
、
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す

る
業
務
の
遂
行
状
況

を
定
期
的

に
確
認
し
、
常

に
適
切
な
管
理
状
況
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 

 
 
各

エ
リ
ア
に
医

療
・
福
祉
業
界

の
最
新
情
報

を
配
信
し
、
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
研
修
等

を
通
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促

し
た
。

 

 5
 

 
 
伝

達
事

項
を
伝

え
、
部
内

全
員
で
情
報
共
有

し
伝
達
漏
れ
等
を
防
い
だ
。

 

6
 

 
 
計

画
的

に
取

得
を
促
し
た
結

果
、
前
年
度

よ
り
有
給
休
暇
取
得
率

が
上
が
っ
た
。

 

 

− 106 − − 107 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
本
部

 
社
会
貢
献
事
業
推
進
室

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
生
活
困
窮
者
相
談
支
援
事
業
・
就
労
支
援
事
業
の
着
実
な
実
施

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 
 

1
 
事
業
計
画
に
基

づ
い
た
予

算
執
行
の

管
理

 

 

1
 
 
 
委
員

会
で
の
支

出
執

行
状

況
の
確

認
 

1
 

 
計

画
通

り

1
0
0
％

執
行

 

1
 
計

画
通

り
 

執
行

 

1
 
委

員
会

開
催

毎
に
事
業
実
績

の
報
告
を
行

い
、
支
出
執
行
状
況
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
の
提
供

 

2
 
質
の
高
い
環
境
の
提

供
 

★
3
当
法
人
の
社
会
貢
献

事
業
を
地
域

に

判
り
易
く
伝
え
る

 

1
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

2
 

 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
可

の
数

 

3
-
1
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
新

着
情

報
の
更

新
 

3
-
2
「
社

会
貢

献
事

業
推

進
委

員
会

便
り
」

の
定

期
的

な
発

行
 

3
-
3
社
会

福
祉

士
実

習
生

の
受

け
入

れ
 

協
力

 

1
 
 

 
1
0
0
%
 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

3
-
1
 

2
か
月
毎

 

3
-
2
 

4
回

／
年

 

 3
-
3
 
受

け
入

れ

協
力

時
毎

 

1
 

 
 
1
0
0
％

 

2
 

 
 
1
0
0
％

 

3
-
1
 

2
か
月
毎

 

3
-
2
 
４
回

／
年

 

 3
-
3
 
３
回

／
年

 

1
 

 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
自

己
の
接
遇

マ
ナ
ー
に
つ

い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
環
境

に
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 
 
 
概

ね
2
ヶ
月

ご
と
に
現
状

と
相
違
な
い
か
確

認
し
、
新
着
情
報
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
2
 
 
 
目

標
通

り
「
社

会
貢
献

事
業
推
進
委

員
会

便
り
」
を
４
回
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者

様
、
ご
家
族
、
地
域
の
方
々

に
も
当
法
人

の
社
会
貢
献

事
業

を
知

っ
て
い
た
だ
く
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
来

年
度
は
掲

示
場
所
等
を
再
検

討
す
る
。

 

3
-
3
 
 
 
今

年
度

は
名

古
屋

,春
日
井
、
長
野

の
各
エ
リ
ア
か
ら
１
名
ず
つ
社
会

福
祉
士
実
習
生

を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
継

続
し
、
社
会
福

祉
士

を
目

指
し
て
い
る
学
生
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
学
び
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
当
法
人

の
社

会
貢
献
事
業
の

P
R
の
場
と
す
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
部
長
会
の
効

果
的
運
用

 

★
2
 
生
活
困
窮
者
相
談

支
援
事
業

の
実

施
エ
リ
ア
の
拡
大

 

  ★
3
 
生
活
困
窮
者
相
談

支
援
事
業

の
新

た
な
支
援
の
提
案

 

4
 
 
就
労
支
援
事
業

の
実
施

 

   

 5
 
ひ
と
り
親
世
帯
の
親
へ

の
支
援

 

 ★
6
 
多
様
な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
仕
組

 

み
の
提
案

 

★
7
 
関
係
機
関
や
地
域

と
の
連
携
強

化
 

1
 

 
 
実

施
率

 

2
-
1
 
江

南
エ
リ
ア
で
の
実

施
に
向

け
た
体

 

制
作

り
 

2
-
2
 
春

日
井

エ
リ
ア
で
の
連

携
機

関
拡

大
 

の
検

討
 

3
 

 
社
会

貢
献

事
業

推
進

委
員

会
で
の

 

検
討

 

4
-
1
 
就

労
支

援
件

数
（
全

体
）
 

4
-
2
 
就

労
支

援
件

数
（
雇

用
型

）
 

 4
-
3
 
半
日

就
労

体
験

実
施

回
数

 

4
-
4
 
認
定

事
業

所
の
拡

大
(通

所
事

業
所

) 

5
 

 
雇
用

受
け
入

れ
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
数

及
び

 

雇
用

後
の
面

談
等

に
よ
る
支

援
数

 

6
 

 
社

会
貢

献
事

業
推

進
委

員
会

で
の

 

検
討

 

7
 

 
連

携
会

議
（
共

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
の

 

実
施

 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
-
1

 
計

画
通

り

1
0
0
％

実
施

 

2
-
2
 
委

員
会

開

催
毎

 

3
 

 
委

員
会

開

催
毎

 

4
-
1
 

1
0
件

／
年

 

4
-
2
 

2
件

／
年

 

 4
-
3
 

2
回

／
年

 

4
-
4 

1
事

業
所

 

5
 

 
 
3
件

／
年

 

 
 

6
 

 
委

員
会

開

催
毎

 

7
 

 
 
3
回

／
年

 

1
 

 
 
1
0
0
％

 

2
-
1
 
計

画
通

り
 

実
施

 

2
-
2
 
委

員
会

開

催
毎

 

3
 

 
委

員
会

開

催
毎

 

4
-
1
 

1
9
件

／
年

 

4
-
2
 

5
件

／
年

 

 4
-
3
 

3
回

／
年

 

4
-
4
 

2
事

業
所

 

5
 

 
 
4
件

／
年

 

 6
 

 
委

員
会

開

催
毎

 

7
 

 
３
回

／
年

 

1
 

 
 

 
実

施
率

は
目

標
達
成
し
た
が
、
共
通
課
題

の
協
議
に
つ

い
て
は
更
な
る
充
実
を
目
標

に
次
年

度
取
り
組
む
。

 

2
-
1
 

 
 
江

南
市

社
会

福
祉
協
議
会
と
連

携
し
実
施

す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度

は
、
実

施
件
数
が
増
え
る
よ
う
更
な
る
連
携
強
化
と
、
他
の

 

関
係

機
関

（
民
生
児
童

委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）
と
の
連

携
を
試
み
る
。

 

2
-
2
 

 
 
春

日
井

市
内

の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

会
議
に
て
当
法
人

の
生
活
困
窮
者

相
談
支
援
事
業

を
P
R
し
、
そ
の
結
果
、
相

談
支
援
依
頼

が
あ
っ

た
。
来

年
度

も
引
き
続
き
連
携
機

関
の
拡
大

に
努

め
、
生
活
困
窮
者
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
る
。

 

3
 

 
 
 
生

活
困

窮
者

世
帯

の
子
ど
も
へ
の
支

援
、
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
を
目
的

と
し
て
、
「
子
ど
も
食

堂
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
継
続

す
 

る
。

 
 

４
-
1
.2

 
昨

年
度

か
ら
の
継
続

支
援

3
件
を
含
め
今

年
度
は

1
9
件
の
就
労
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
「
雇
用
型
」
を
利
用
し
た
の
は

5
名
、

当
法

人
で
雇

用
し
た
の
は

8
名
。
就

労
支
援
依
頼

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
来
年
度
も
受
け
入

れ
事

業
所
の
職
員

の
理
解
・
協
力

を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

 

4
-
3
 

 
今

年
度

は
3
回

実
施
し
た
が
、
昨
年
度
に
比
べ
参
加
人
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
判
断
。
来

年
度
は
中

止
と
す
る
。

 

4
-
4
 

 
生

活
困

窮
者

就
労

訓
練
事
業
所

を
２
事
業

所
（
JF

名
駅

D
C
、

G
F
熱
田
特
養

）
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
受
入
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

 

5
 

 
 

 
就

労
支

援
１
９
件
の
内
、
母
子
世
帯

の
親
へ

の
支
援
を

4
件
実
施
し
た
。
子
育
て
中

の
母
親

は
就
労
可
能
時
間
が
子
ど
も
の
影
響
を
受
け
や

す
い

た
め
、
一

緒
に
働
く
職
員
の
理

解
と
協
力
が
必
須
。
来
年
度
も
受
け
入

れ
事
業
所

の
職
員
の
理
解
・
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

 

6
 

 
 

 
L
G

B
T
や

外
国

籍
の
方
、
刑
余
者
等

の
就

労
支
援
依
頼
が
あ
り
、
委
員
会
で
受

け
入
れ

に
つ

い
て
検
討
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
具
体

的
な
「
多

様
な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
仕

組
み
」
の
提
案
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
来
年
度
も
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

 

7
 

 
 

 
課

題
が
多

い
対

象
者

に
つ
い
て
は
紹
介
先

や
関
係
機
関
と
共
同

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
場
を
持
ち
、
情
報
共
有
や
対
象
者

に
と
っ
て
の
よ
り
良

い
支
援

策
を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
本
部
職
員
の
教
育
計
画
の
実
施

 

2
 

IS
M

S
認
識
・
力
量
教
育

の
質
の
向
上

 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向

上
 

4
 C

S
W

現
任
者
研
修

の
実
施

 

5
 C

S
W

養
成
研
修

の
実
施

 

1
 
 
実

施
率

 

2
 

 
IS

M
S
力

量
・
認

識
判

定
テ
ス
ト
正

解
率

 

3
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
不

合
格

数
 

 4
 
 
研
修

の
実

施
回

数
 

5
 
 
研

修
の
実

施
 

1
 

 
 
1
0
0
%
 

2
 

 
 
1
0
0
%
 

3
 
 

 
不

合
格

0
 

 4
 

 
 
2
回

／
年

 

5
 
 

 
1
回

／
年

 

1
 

 
7
0
％

 

2
 

 
1
0
0
％

 

3
 

 
不

合
格

0
 

 4
 

 
2
回

／
年

 

5
 

 
１
回

／
年

 

1
 

 
 

 
年

度
前

半
で
は
外

部
研
修
へ

の
参
加
が
進

ま
ず
、
年
度
後
半
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。

 

2
 

 
 

 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

 
 

 
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 4
 

 
 

 
同

じ
研

修
を
２
回

設
定
し
、
職

員
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
研
修
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
参
加
し
や
す
か
っ
た
」
と
の
声

が
多
数
あ
が
っ
た
。

 

5
 

 
 

 
今

年
度

新
た
に
７
名
の

C
S
W

を
養

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

第３部 

社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 事業報告 
 

 
～平成３０年度 法人の経営方針～ 

 

＜エリアの経営方針＞ 

１． 共通基本目標 

①虐待・身体拘束・注意すれば防げる事故など不適切ケアをなくす。（基本技術の徹底、尊厳の教

育など） 

②事業計画に沿った確実な運営を行い、適切な収支差益を確保する。（稼動率管理の徹底、支出の

効率化など） 

③コンプライアンスを確保する。基準・報酬改定に的確に対応する。 

   基準・報酬改定内容の理解と遵守に遺漏なきを期す。行政の実地指導等に適切に対応する。 

④職員を安定して確保する。（多様なリクルート方法、多様な人材の活用、キャリアパスの構築、

資格取得の奨励や管理職の育成など） 

２． 創意工夫目標 

①常に利用者様の気持ちになってよりよいケアとは何かを考え、追求する。（暖かな接遇・節度あ

るマナー、気づきの共有とケアへの活かし、ご自分らしさを取り戻すケア、心のこもった看取

りなど） 

②利用者様が日々、生活を楽しめる環境を創り出す。（清潔な空間、親しみのある設え、生活感の

ある行事、アクティヴィティなど） 

③組織内の風通しを良くし、職員全員が働きやすい環境を作る。（何でも話せる・相談できる職場

環境など） 

④常に職員の業務内容を把握・分析し、専門性に応じた業務の分担により、効率化を図る。（多様

な働き手による多様な働き方の工夫、勤務時間や勤務のあり方の工夫、職場環境の工夫など） 

＜本部の経営方針＞ 

１． 各部共通目標 

①各部相互の情報共有・連携協力により、法人全体の立場に立って、効率的に業務を行う。 

②各エリアが仕事をしやすい環境や体制の整備に配意する。 

③今後の法人の在り方について中長期的観点から考えながら、業務に取り組む。 

２． 各部個別目標 

【財務部】財務状況の正確な把握とそれに基づく必要な経営情報の発信。円滑な資金繰りの確保。 

【総務部】基本方針に基づく内部管理体制の構築とその実効性の確保。ＳＬ/ＳＶの統合に向けた 

検討。 

【事業推進・営繕部】施設整備中期計画の見直しと営繕計画の策定・実施。 

  【人事部】職員採用方法の工夫による必要な人材の確保。長期的な人材養成方策の検討。 

      定年を迎えたキャリアがある人材の活用方法。人材確保のための新規事業の創造の 

検討。 

【研究･開発部】業務の効率化に向けたシステムの見直し（ポイントケアの扱いなど）。次期国際シ 

ンポジウムの準備。国際研究（シンポジウムなど）や海外研修などの成果を取りま 

とめ、施設運営に活かすとともに政策提言を行う。 

【事業創設戦略部】ＥＰＡ職員の確実な確保。外国人事業者に対する教育事業の創設。 技能実習 

制度に関する調査検討。  

【社会貢献事業推進室】生活困窮者支援事業・就労支援事業の着実な実施。 
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第３部 

社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 事業報告 
 

 
～平成３０年度 法人の経営方針～ 

 

＜エリアの経営方針＞ 

１． 共通基本目標 

①虐待・身体拘束・注意すれば防げる事故など不適切ケアをなくす。（基本技術の徹底、尊厳の教

育など） 

②事業計画に沿った確実な運営を行い、適切な収支差益を確保する。（稼動率管理の徹底、支出の

効率化など） 

③コンプライアンスを確保する。基準・報酬改定に的確に対応する。 

   基準・報酬改定内容の理解と遵守に遺漏なきを期す。行政の実地指導等に適切に対応する。 

④職員を安定して確保する。（多様なリクルート方法、多様な人材の活用、キャリアパスの構築、

資格取得の奨励や管理職の育成など） 

２． 創意工夫目標 

①常に利用者様の気持ちになってよりよいケアとは何かを考え、追求する。（暖かな接遇・節度あ

るマナー、気づきの共有とケアへの活かし、ご自分らしさを取り戻すケア、心のこもった看取

りなど） 

②利用者様が日々、生活を楽しめる環境を創り出す。（清潔な空間、親しみのある設え、生活感の

ある行事、アクティヴィティなど） 

③組織内の風通しを良くし、職員全員が働きやすい環境を作る。（何でも話せる・相談できる職場

環境など） 

④常に職員の業務内容を把握・分析し、専門性に応じた業務の分担により、効率化を図る。（多様

な働き手による多様な働き方の工夫、勤務時間や勤務のあり方の工夫、職場環境の工夫など） 

＜本部の経営方針＞ 

１． 各部共通目標 

①各部相互の情報共有・連携協力により、法人全体の立場に立って、効率的に業務を行う。 

②各エリアが仕事をしやすい環境や体制の整備に配意する。 

③今後の法人の在り方について中長期的観点から考えながら、業務に取り組む。 

２． 各部個別目標 

【財務部】財務状況の正確な把握とそれに基づく必要な経営情報の発信。円滑な資金繰りの確保。 

【総務部】基本方針に基づく内部管理体制の構築とその実効性の確保。ＳＬ/ＳＶの統合に向けた 

検討。 

【事業推進・営繕部】施設整備中期計画の見直しと営繕計画の策定・実施。 

  【人事部】職員採用方法の工夫による必要な人材の確保。長期的な人材養成方策の検討。 

      定年を迎えたキャリアがある人材の活用方法。人材確保のための新規事業の創造の 

検討。 

【研究･開発部】業務の効率化に向けたシステムの見直し（ポイントケアの扱いなど）。次期国際シ 

ンポジウムの準備。国際研究（シンポジウムなど）や海外研修などの成果を取りま 

とめ、施設運営に活かすとともに政策提言を行う。 

【事業創設戦略部】ＥＰＡ職員の確実な確保。外国人事業者に対する教育事業の創設。 技能実習 

制度に関する調査検討。  

【社会貢献事業推進室】生活困窮者支援事業・就労支援事業の着実な実施。 
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グレイスフル塩尻
〒３９９‐０７３７　長野県塩尻市大門八番町９-１０
ＴＥＬ（０２６３）５１‐６２１１　FAX（０２６３）５３‐７１６８
■特別養護老人ホーム（ユニット型・多床室） ■住宅型有料老人ホーム
■一般賃貸 ■ショートステイ（ユニット型） ■グループホーム
■小規模多機能型居宅介護 ■デイサービスセンター
■幼保連携型認定こども園

上松１８８-１

サンサン ワイナリー
〒３９９‐０７２２　長野県塩尻市柿沢字日向畠７０９-３
TEL（０２６３）５１-８０１１  FAX（０２６３）５６-２０８８
■サンサンワイナリー（ワイン醸造所）
■サンサンヴィンヤード（ワイン醸造ブドウ圃場）

〒４６０‐００１２　名古屋市中区千代田２-２４-３０

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター

■特別養護老人ホーム ■介護付有料老人ホーム（特定施設）
■高齢者向け優良賃貸住宅 ■ショートステイ

■特別養護老人ホーム ■ケアハウス ■ショートステイ 
■デイサービスセンター■地域包括支援センター ■認可外保育所

■介護老人保健施設 ■デイケアセンター ■居宅介護支援事業所
■福祉用具貸与・販売 ■訪問リハビリテーション ■申し込みセンター

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■グループホーム
■生活支援ハウス ■地域包括支援センター ■訪問介護

■特別養護老人ホーム ■介護老人保健施設 ■ケアハウス 
■ショートステイ■ショートケア ■デイサービスセンター 
■大型デイケアセンター ■グループホーム■居宅介護支援事業所
■在宅介護支援センター ■認可外保育所

■デイサービス ■グループホーム ■居宅介護支援事業所

■デイサービスセンター ■グループホーム ■居宅介護支援事業所

■介護付有料老人ホーム（特定施設） ■グループホーム
■デイサービスセンター

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ ■デイサービスセンター
■グループホーム ■生活支援ハウス
■居宅介護支援事業所（グレイスフル上伊那）

■デイサービスセンター ■グループホーム ■居宅介護支援事業所

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ

■特別養護老人ホーム ■ショートステイ

■サテライト型特別養護老人ホーム ■サテライト型介護老人保健施設
■住宅型有料老人ホーム ■ショートケア ■小規模多機能型居宅介護
■居宅介護支援事業所

もくさんち グレイスフル鳥居松
〒４８６‐０８３６　愛知県春日井市八事町１-３５-３
ＴＥＬ（０５６８）８９‐２７１１
■多世代交流による地域活性化の事業

■地域密着型特別養護老人ホーム ■住宅型有料老人ホーム
■小規模多機能型居宅介護

■グループホーム

サンサンリゾート グレイスフル春日井
〒４８６-０９０１　愛知県春日井市牛山町３０８２-１
TEL（０５６８）３１-３６１１  FAX（０５６８）３１-８８１２
■大型デイサービスセンター ■認可外保育所
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Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
施
設
を
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
か
ら
改
善
し
利
用
者
様
に
安
全
で
快
適
な
空
間
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
満
足
度
を
高
め
、
地
域
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
安
定
し
た
収
支
を
確
保
す
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
目

標
稼

働
率

支
出
予

算
執
行

年
年 以

下

 
改

修
工

事
の
工
期
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
調
整
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
稼
働
面

か
ら
は
効

率
且
つ
有
効

な
調
整
が
図
れ
ず
、
目
標
稼
働
率
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

次
年

度
に
向

け
、
改
修
工
事
に
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
環
境
の

活
動
、
有
効

活
用
に
て
、
利
用
者
様
、
ご
家
族
、
職

員
の
満
足

度
を
高
め
な
が
ら
稼
働
向
上
、
目
標
稼
働
の
達
成
に
努
め
て
い
く
。

 
一

次
補

正
に
て
修
正
し
た
課
目
も
あ
る
が
、
毎
月
の
予
算
執
行
状
況

を
確
認
し
、
適
切
な
支
出
管
理
が
行
え
た
。
ま
た
、

改
修

工
事
関
連
で
は
、
工
期
に
合
わ
せ
、
必
要
備
品
を
計
画
的
に
発
注

し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
１

安
心
し
て
利
用
・
生
活
出
来

る
施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
担
保
す
る

接
遇

・環
境

設
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
【
毎

月
末

評
価
し
提

出
】

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他
者

）【
月

】

全
項

目
可

割
可

 
毎

月
部

署
ご
と
に
接
遇
・環

境
設
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
他
者
評
価
を
実
施
し
た
。
特
養
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
不
可
項
目
の

改
善

案
や
進
捗
状
況

報
告

を
行
う
こ
と
で
意
識
の
向
上
に
繋
が
っ
た
。
項
目
に
よ
っ
て
は
他
者
か
ら
の
視

点
を
ご
家

族

視
点

と
捉

え
、
気
づ
き
の
場
と
な
っ
た
。

 
年

回
（

月
）に

自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
実
施
し
た
。
不
可
項
目
に
対
し
て
は
所
属
長
か
ら
直
接
指
導
を
行
い
、

改
善

を
図

っ
た
が
全
項
目
可
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
身
だ
し
な
み

を
整
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
伝
え
る
こ
と
で
改

善
を
図

っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
リ
ハ
計
画

の
適

切
な
管

理

件
件

 
実

地
指

導
（
介
護
保
険
法
）に

て
、
文
章
に
よ
る
指
導
（

件
）
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
職
員
間
で
確
認
を
行

う
こ
と
で
防
げ
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
同
様
の
指
導
を
受
け
な
い
よ
う
確
認
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
日
々
の
状
態
把
握
に
よ
る
多
職
種
間
の
連
携
に
て
、
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
状

態
の
変
化
時
に
は
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
計
画
書
の
見
直
し
、
修
正
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う

職
員
の
育
成

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作

る

虐
待

防
止
に
関
す

る
研
修

職
員
面

談

親
睦
会

の
開

催

職
員
満

足
度
調

査

年
回

年
回

年
回

以
上

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
間
の
教
育
計
画
に

回
の
研
修
を
組
み
込
み
、

月
「
高
齢
者
虐
待
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）」

、
１
２
月
「
身
体
拘
束
と
高

齢
者

虐
待
」
、

月
「虐

待
事
例
」
を
実
施
し
啓
発
に
努
め
た
が
、
不
適
切
ケ
ア
が

件
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
も
知
識

を
深

め
る
こ
と
で
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
に
繋
が
る
よ
う
教
育
の
場
を
設
け
て
い
く
。

施
設
長

よ
り
年

回
（

月
）職

員
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
た
。

親
睦
会

主
催
の
旅
行
や
食
事
会
を
通
じ
、
普
段
は
関
わ
り
の
少
な
い
職
員
や
、
他
部
署
の
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る

事
が
で
き
た
。

今
年
度

も
エ
リ
ア
共
通
項
目
に
て
、
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
エ
リ
ア
で
先
行
的
に
運
用
開
始
し
た
職
員
へ
の
一
斉
配
信

シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
実
施
し
た
こ
と
で
、
集
計
業
務
の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
施

設
が
古
い
、
設
備
の
不
具
合
が
多
い
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
大
規
模
改
修
に
て
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

満
足

度
の
向

上
に
繋
が
っ
た
。
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毎
月
の
予
算
執
行
状
況

を
確
認
し
、
適
切
な
支
出
管
理
が
行
え
た
。
ま
た
、

改
修

工
事
関
連
で
は
、
工
期
に
合
わ
せ
、
必
要
備
品
を
計
画
的
に
発
注

し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
１

安
心
し
て
利
用
・
生
活
出
来

る
施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
担
保
す
る

接
遇

・環
境

設
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
【
毎

月
末

評
価
し
提

出
】

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他
者

）【
月

】

全
項

目
可

割
可

 
毎

月
部

署
ご
と
に
接
遇
・環

境
設
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
他
者
評
価
を
実
施
し
た
。
特
養
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
不
可
項
目
の

改
善

案
や
進
捗
状
況

報
告
を
行

う
こ
と
で
意
識
の
向
上
に
繋
が
っ
た
。
項
目
に
よ
っ
て
は
他
者
か
ら
の
視

点
を
ご
家

族

視
点

と
捉

え
、
気
づ
き
の
場
と
な
っ
た
。

 
年

回
（

月
）に

自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
実
施
し
た
。
不
可
項
目
に
対
し
て
は
所
属
長
か
ら
直
接
指
導
を
行
い
、

改
善

を
図

っ
た
が
全
項
目
可
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
伝
え
る
こ
と
で
改

善
を
図

っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

行
政

か
ら
の
指
示

事
項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
リ
ハ
計
画

の
適

切
な
管

理

件
件

 
実

地
指

導
（
介
護
保
険
法
）に

て
、
文
章
に
よ
る
指
導
（

件
）
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
職
員
間
で
確
認
を
行

う
こ
と
で
防
げ
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
同
様
の
指
導
を
受
け
な
い
よ
う
確
認
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
日
々
の
状
態
把
握
に
よ
る
多
職
種
間
の
連
携
に
て
、
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
状

態
の
変
化
時
に
は
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
計
画
書
の
見
直
し
、
修
正
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う

職
員
の
育
成

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作

る

虐
待

防
止
に
関
す

る
研
修

職
員
面

談

親
睦
会

の
開

催

職
員
満

足
度
調

査

年
回

年
回

年
回

以
上

年
回

年
回

年
回

年
回

年
回

年
間
の
教
育

計
画
に

回
の
研
修
を
組
み
込
み
、

月
「
高
齢
者
虐
待
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）」

、
１
２
月
「
身
体
拘
束
と
高

齢
者

虐
待
」
、

月
「虐

待
事
例
」
を
実
施
し
啓
発
に
努
め
た
が
、
不
適
切
ケ
ア
が

件
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
も
知
識

を
深

め
る
こ
と
で
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
に
繋
が
る
よ
う
教
育
の
場
を
設
け
て
い
く
。

施
設
長

よ
り
年

回
（

月
）職

員
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
た
。

親
睦
会

主
催
の
旅
行
や
食
事
会
を
通
じ
、
普
段
は
関
わ
り
の
少
な
い
職
員
や
、
他
部
署
の
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る

事
が
で
き
た
。

今
年
度

も
エ
リ
ア
共
通
項
目
に
て
、
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
エ
リ
ア
で
先
行
的
に
運
用
開
始
し
た
職
員
へ
の
一
斉
配
信

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
実
施
し
た
こ
と
で
、
集
計
業
務
の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
施

設
が
古
い
、
設
備
の
不
具
合
が
多
い
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
大
規
模
改
修
に
て
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

満
足

度
の
向

上
に
繋
が
っ
た
。
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Ve
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
、
ご
家
族
に
寄
り
添
う
ケ
ア
を
目
指
し
、
職
員
の
知
識
・
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
、
継
続
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
、
安
定
し
た
収
支
差
益
を
維
持
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確

保
す
る

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率
以

下
以

下

～
月

ま
で
の
平
均
稼
働
率
が

、
月
よ
り
認
知
症
対
応
型

を
廃
止
し

月
以
降
は
平
均

と
な
っ
た
。
新
規

利
用
者
様

の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
、
随

時
、
お

受
け
し
て
い
た
が
急
な
入
院
や

入
所
が
相
次

ぎ
、
稼
働
率
を
安
定
さ
せ
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
。

一
部

補
正

に
て
修

正
し
た
。
計
画
通
り
に
執
行

す
る
こ
と
が
出
来
た
課
目
も
あ
っ
た
が
、
利
用
者

様
の
状
態
変
化

に
よ
っ
て
消

耗
品
に
変

動
が
あ
っ

た
。
今

後
も
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

★
利
用
者
様
、
ご
家
族

の
ニ
ー
ズ
把
握

し
相
談
し
や
す

い
関
係
を
構

築
す
る

認
知
症
ケ
ア
の
充

実
を
図
る

★
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
内

容
を
検
討
し
、
利

用
者
様
に
合
っ
た
時
間
を
目

指
す

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

利
用

者
様

、
ご
家

族
の
つ

ぶ
や

き

収
集

満
足

度
調

査
実

施
・
集

計
結

果

家
族

会
の
開

催

認
知

症
に
関

す
る
勉

強
会

の
実

施

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
内

容
に
関

す
る
情

報
共

有
の
場

の
開

催

全
項

目
可

件
月

回
年

回
月

回
月

全
項

目
可

１
件

月

回
年

回
月

回
月

チ
ェ
ッ
ク
表

を
活

用
し
改
め
て
基
本

の
身
だ
し
な
み
を
確
認
で
き
、
お
互

い
に
注
意

し
あ
う
こ
と
が
出

来
た
。

つ
ぶ

や
き
に
対

し
て
、
迅
速
に
解
決

出
来
る
よ
う
努
め
た
。
ま
た
、
職
員

間
で
の
つ
ぶ
や
き
に
対
す

る
意
識
の
差
が
出
て
し
ま
い
、
拾

い
上
げ
る
職
員

に

偏
り
が
出

来
て
し
ま
っ
た
。

年
回

、
満

足
度

調
査
を
実
施
し
、
集
計
結

果
を
新
聞
等
で
報
告

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
す

ぐ
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
た
。

月
、

月
に
開

催
し
、
ご
家
族
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
く
事
が
出
来

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活

用
し
利
用
者
様
の
様
子
も
お
伝
え
し
た
。

実
際

の
現

場
で
活

か
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
な
内
容
の
選
出

に
努
め
、
意

見
を
出
し
合

い
利
用

者
様
へ
の
接
し
方

を
検
討
す
る
事

が
出
来
た
。

症
状

別
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
意
味
等

を
学
び
合

い
、
職
員
間

の
力
量
の
差

を
埋
め
る
一
歩
に
つ
な
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守

す
る

★
デ
ー
タ
分

析
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る

広
域
的
な
意
見
・
要
望

を
収
集
す
る

円
滑
な
業
務
遂
行

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ハ

計
画

の
適

切
な
管

理

通
所

デ
ー

タ
分

析
シ
ー

ト
入

力
漏

れ

件
数

運
営

推
進

会
議

の
開

催

一
日

の
振

り
返

り
を
行

う

件 件 回
年 実
施

件 件 回
年 実
施

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
書

式
を
記
入
し
や
す

い
よ
う
変

更
し
、
事
故
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
計
画
書

を
基
に
遅

延
な
く
作
成
し
、
管
理
票
を
用

い
て
管
理
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
数

や
契
約
の
成
約
率
を
把

握
す

る
事
で
、
自
事
業
所
に
不

足
し
て
い
る
部
分

が
分
か
り
、
今
後
の
戦
略
に
活

か
す
こ
と
が
出
来

た
。

第
回

を
月

に
開
催
し
た
。

月
末
で
認

知
症
対
応
型
を
廃

止
し
た
た
め
、
第

回
目

の
開

催
は
な
い
が
、
第

回
目
の
会
議
で
は
地
域
の
方

や

利
用

者
様

の
ご
家
族

か
ら
直
接

お
話
を
伺

う
こ
と
が
出
来
、
事
業
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
出

来
た
。

利
用

者
様

の
情

報
や
、
業
務

に
関
わ
る
提
案

等
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
申
し
送
り
ノ
ー
ト
等
を
通
し
て
、
参
加
で
き
な
い
職
員

に
も
伝
達
出
来

た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

★
専
門
職
と
し
て
の
知
識
の
定
着

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

介
助

技
術

の
確

認
、
見

直
し
、
検

討

職
員

面
談

回
数

回
年

１
回

月

回
年

回
年

１
回

月

回
以

上
年

月
、

月
、

月
に
虐
待
に
関
す
る
勉
強

会
を
開
催
し
た
。
次
月

の
全
体
会
議

に
て
振
り
返
り
を
行
い
、
自
身

の
利
用
者

様
へ
の
関

わ
り
方
を
改

め

て
考

え
る
機

会
と
な
っ
た
。

基
本

的
な
介

護
技

術
を
学
ぶ
こ
と
で
自
身

の
振
り
返
り
に
も
つ
な
が
り
、
力
量
の
差

を
埋
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
利
用
者
様

の
状
態
変

化

に
合

わ
せ

て
介

助
方
法
も
検
討
し
、
職
員
の
体

調
管
理
に
も
注
意
し
、
介

護
技
術
を
よ
り
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

各
職

員
の
状

況
に
合

わ
せ
て
随
時
行

っ
た
。
退
職
す
る
職
員
が
重
な
っ
た
時
期

は
、
他
職
員
へ

の
負
担
が
多
く
考
え
ら
れ
た
た
め
、
業
務
の
見
直
し
も

併
せ

て
行

っ
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
安
全
で
気
持
ち
の
良
い
生
活
空
間
を
提
供
す
る

．
利
用
者
様
一
人
一
人
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
様
支
援
す
る

．
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
運
営
を
行
う

．
安
定
し
た
収
支
差
益
を
確
保
す
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差

益
を
確
保
す
る

計
画
的
な
予
算
の
執
行

目
標

稼
動

率

支
出

予
算

執
行

率
以

下

以

下

 
近

隣
市

内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

、
頂
い
た
問
合
せ
に
丁
寧
に
対
応
し
、
待
機
者
の
確

保
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
必

要
物

品
の
み
計
画
的
に
購
入

、
支
出
の
無
駄
を
抑
え
、
毎
月
の
収
支
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
予
算
執
行
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

利
用
者
様
が
生
き
生
き
と
健

康
に
生
活
で
き
る
様
支
援
す

る

 
接
遇
・
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

 
居
室
内
安
全
点
検
実
施
回
数

 
共
有
部
安
全
点
検
実
施
回
数

 
防
災
訓
練
実
施
回
数

清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

人
数

親
睦
会
行
事
参
加
延
人
数

月
例
会
開
催
回
数

歯
科
健
診
受
診
実
人
数

全
て
可

年
回

月
回

年
回

年 人 年 人 月
回

人

全
て
可

年
回

月
回

年
回

年 人 年 人 月
回

人

 
接

遇
・環

境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
実
施
、
不
備
項
目
に
つ
い
て
改
善

し
た
。

 
利

用
者
様
の
各
居
室
内
の
設
備
や
器
具
の
使
用
状
況
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検
を
行
い
安
全
確
保
に
繋
げ
た
。

 
共

有
部

や
ベ

ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
不
具
合
や
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検
を
行
い
安
全
確
保
に
繋
げ
た
。

 
利

用
者

様
に
ご
参
加
頂
き
、
避
難
経
路
の
確
認
や
実
際
の
避
難

訓
練
に
参
加
し
て
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

多
数
の
利

用
者
様
に
清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

親
睦

会
役

員
を
中
心
に
自
主
的
に
行
事
を
運
営
し
て
頂
き
、
多
数
の
利
用
者
様
に
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

月
例

会
に
て
感
染
症
や
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
を
伝
達
し
、
健
康
維
持
に
繋
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

春
日

井
市

の
誤
嚥
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
歯
科
受
診
を
促
進
し
、
健
康
維
持
に
繋
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

★
効
率
的
な
作
業
環
境
を
整
え

る

 
行

政
か
ら
の
指

示
事
項

件

数

 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
不

合
格

数

 
ケ
ア
ハ
ウ
ス
会

議
開

催
回
数

整
理

整
頓

の
日

の
実

施

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
件

数

 
件

 
件

 
月

回

月
回

 
年

件

 
件

 
件

月
回

月
回

年
件

 
老

人
福

祉
法

に
基
づ
く
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
運
営
基
準
を
遵
守
し
て
業
務
を
行
い
、
書
面
監
査
に
て
指
示
事
項
な
し
。

 
の
規
定
を
遵
守
し
て
業
務
を
行
っ
た
。

 
連

絡
・報

告
・
相
談
を
密
に
し
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
適
切
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

を
常
に
心
掛
け
、
整
理
整
頓
を
行
い
、
気
持
ち
よ
く
効
率
的
に
業
務
が
行
え
る
様
に
し
た
。

業
務

内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
し
、
不
備
な
く
確
実
に
業
務
が
行
え
る
様
に
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う

職
員
の
育
成

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作

る

虐
待

防
止

に
関

す
る
研
修

回
数

感
染

症
・
事
故

対
策
勉

強

会
参

加
回
数

親
睦

会
の
開
催

職
員

満
足

度
調
査

有
給

休
暇

取
得
率

年
回

年
回

年
回

年
回

以

上

年
回

年
回

年
回

年
回

 
虐

待
防

止
に
関
す
る
特
養
棟
全
体
で
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
感

染
症

予
防

や
事
故
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

親
睦

会
行

事
に
参
加
し
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
満
足
度
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

を
あ
ら
か
じ
め
勤
務
表
に
組
み
込
み
、
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
、
ご
家
族
に
寄
り
添
う
ケ
ア
を
目
指
し
、
職
員
の
知
識
・
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
、
継
続
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
、
安
定
し
た
収
支
差
益
を
維
持
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確

保
す
る

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率
以

下
以

下

～
月

ま
で
の
平
均
稼
働
率
が

、
月
よ
り
認
知
症
対
応
型

を
廃
止
し

月
以
降
は
平
均

と
な
っ
た
。
新
規

利
用
者
様

の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
、
随

時
、
お
受
け
し
て
い
た
が
急
な
入
院
や

入
所
が
相
次

ぎ
、
稼
働
率
を
安
定
さ
せ
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
。

一
部

補
正

に
て
修

正
し
た
。
計
画
通
り
に
執
行

す
る
こ
と
が
出
来
た
課
目
も
あ
っ
た
が
、
利
用
者

様
の
状
態
変
化

に
よ
っ
て
消

耗
品
に
変

動
が
あ
っ

た
。
今

後
も
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

★
利
用
者
様
、
ご
家
族

の
ニ
ー
ズ
把
握

し
相
談
し
や
す

い
関
係
を
構

築
す
る

認
知
症
ケ
ア
の
充

実
を
図
る

★
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
内

容
を
検
討
し
、
利

用
者
様
に
合
っ
た
時
間
を
目

指
す

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

利
用

者
様

、
ご
家

族
の
つ

ぶ
や

き

収
集

満
足

度
調

査
実

施
・
集

計
結

果

家
族

会
の
開

催

認
知

症
に
関

す
る
勉

強
会

の
実

施

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
内

容
に
関

す
る
情

報
共

有
の
場

の
開

催

全
項

目
可

件
月

回
年

回
月

回
月

全
項

目
可

１
件

月

回
年

回
月

回
月

チ
ェ
ッ
ク
表

を
活

用
し
改
め
て
基
本

の
身
だ
し
な
み
を
確
認
で
き
、
お
互

い
に
注
意

し
あ
う
こ
と
が
出

来
た
。

つ
ぶ

や
き
に
対

し
て
、
迅
速
に
解
決

出
来
る
よ
う
努
め
た
。
ま
た
、
職
員

間
で
の
つ
ぶ
や
き
に
対
す

る
意
識
の
差
が
出
て
し
ま
い
、
拾

い
上
げ
る
職
員

に

偏
り
が
出

来
て
し
ま
っ
た
。

年
回

、
満

足
度

調
査
を
実
施
し
、
集
計
結

果
を
新
聞
等
で
報
告

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
す

ぐ
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
た
。

月
、

月
に
開
催

し
、
ご
家
族
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
く
事
が
出
来

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活

用
し
利
用
者
様
の
様
子
も
お
伝
え
し
た
。

実
際

の
現

場
で
活

か
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
な
内
容
の
選
出

に
努
め
、
意

見
を
出
し
合

い
利
用

者
様
へ
の
接
し
方

を
検
討
す
る
事

が
出
来
た
。

症
状

別
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
意
味
等

を
学
び
合

い
、
職
員
間

の
力
量
の
差

を
埋
め
る
一
歩
に
つ
な
が
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守

す
る

★
デ
ー
タ
分

析
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る

広
域
的
な
意
見
・
要
望

を
収
集
す
る

円
滑
な
業
務
遂
行

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ハ

計
画

の
適

切
な
管

理

通
所

デ
ー

タ
分

析
シ
ー

ト
入

力
漏

れ

件
数

運
営

推
進

会
議

の
開

催

一
日

の
振

り
返

り
を
行

う

件 件 回
年 実
施

件 件 回
年 実
施

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
書

式
を
記
入
し
や
す

い
よ
う
変

更
し
、
事
故
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
計
画
書

を
基
に
遅

延
な
く
作
成
し
、
管
理
票
を
用

い
て
管
理
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
数

や
契
約
の
成
約
率
を
把

握
す

る
事
で
、
自
事
業
所
に
不

足
し
て
い
る
部
分

が
分
か
り
、
今
後
の
戦
略
に
活

か
す
こ
と
が
出
来

た
。

第
回

を
月

に
開
催
し
た
。

月
末
で
認

知
症
対
応
型
を
廃

止
し
た
た
め
、
第

回
目

の
開

催
は
な
い
が
、
第

回
目
の
会
議
で
は
地
域
の
方

や

利
用

者
様

の
ご
家

族
か
ら
直
接

お
話
を
伺

う
こ
と
が
出
来
、
事
業
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
出

来
た
。

利
用

者
様

の
情

報
や
、
業
務

に
関
わ
る
提
案

等
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
申
し
送
り
ノ
ー
ト
等
を
通
し
て
、
参
加
で
き
な
い
職
員

に
も
伝
達
出
来

た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

★
専
門
職
と
し
て
の
知
識
の
定
着

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

介
助

技
術

の
確

認
、
見

直
し
、
検

討

職
員

面
談

回
数

回
年

１
回

月

回
年

回
年

１
回

月

回
以

上
年

月
、

月
、

月
に
虐
待
に
関
す
る
勉
強

会
を
開
催
し
た
。
次
月

の
全
体
会
議

に
て
振
り
返
り
を
行
い
、
自
身

の
利
用
者

様
へ
の
関

わ
り
方
を
改

め

て
考

え
る
機

会
と
な
っ
た
。

基
本

的
な
介

護
技

術
を
学
ぶ
こ
と
で
自
身

の
振
り
返
り
に
も
つ
な
が
り
、
力
量
の
差

を
埋
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
利
用
者
様

の
状
態
変

化

に
合

わ
せ

て
介

助
方
法
も
検
討
し
、
職
員
の
体

調
管
理
に
も
注
意
し
、
介

護
技
術
を
よ
り
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

各
職

員
の
状

況
に
合

わ
せ
て
随
時
行

っ
た
。
退
職
す
る
職
員
が
重
な
っ
た
時
期

は
、
他
職
員
へ

の
負
担
が
多
く
考
え
ら
れ
た
た
め
、
業
務
の
見
直
し
も

併
せ

て
行

っ
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
安
全
で
気
持
ち
の
良
い
生
活
空
間
を
提
供
す
る

．
利
用
者
様
一
人
一
人
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
様
支
援
す
る

．
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
運
営
を
行
う

．
安
定
し
た
収
支
差
益
を
確
保
す
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保
す
る

計
画
的
な
予
算
の
執
行

目
標

稼
動

率

支
出

予
算

執
行

率
以

下

以

下

 
近

隣
市

内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

、
頂
い
た
問
合
せ
に
丁
寧
に
対
応
し
、
待
機
者
の
確

保
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
必

要
物

品
の
み
計
画
的
に
購
入

、
支
出
の
無
駄
を
抑
え
、
毎
月
の
収
支
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
予
算
執
行
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

利
用
者
様
が
生
き
生
き
と
健

康
に
生
活
で
き
る
様
支
援
す

る

 
接
遇
・
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

 
居
室
内
安
全
点
検
実
施
回
数

 
共
有
部
安
全
点
検
実
施
回
数

 
防
災
訓
練
実
施
回
数

清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

人
数

親
睦
会
行
事
参
加
延
人
数

月
例
会
開
催
回
数

歯
科
健
診
受
診
実
人
数

全
て
可

年
回

月
回

年
回

年 人 年 人 月
回

人

全
て
可

年
回

月
回

年
回

年 人 年 人 月
回

人

 
接

遇
・環

境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
実
施
、
不
備
項
目
に
つ
い
て
改
善

し
た
。

 
利

用
者

様
の
各
居
室
内
の
設
備
や
器
具
の
使
用
状
況
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検
を
行
い
安
全
確
保
に
繋
げ
た
。

 
共

有
部

や
ベ

ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
不
具
合
や
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検
を
行
い
安
全
確
保
に
繋
げ
た
。

 
利

用
者

様
に
ご
参
加
頂
き
、
避
難
経
路
の
確
認
や
実
際
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

多
数
の
利

用
者
様
に
清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

親
睦

会
役

員
を
中
心
に
自
主
的
に
行
事
を
運
営
し
て
頂
き
、
多
数
の
利
用
者
様
に
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

月
例

会
に
て
感
染
症
や
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
を
伝
達
し
、
健
康
維
持
に
繋
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

春
日

井
市

の
誤
嚥
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
歯
科
受
診
を
促
進
し
、
健
康
維
持
に
繋
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

★
効
率
的
な
作
業
環
境
を
整
え

る

 
行

政
か
ら
の
指

示
事
項

件

数

 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
不

合
格

数

 
ケ
ア
ハ
ウ
ス
会

議
開

催
回
数

整
理

整
頓

の
日

の
実

施

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
件

数

 
件

 
件

 
月

回

月
回

 
年

件

 
件

 
件

月
回

月
回

年
件

 
老

人
福

祉
法

に
基
づ
く
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
運
営
基
準
を
遵
守
し
て
業
務
を
行
い
、
書
面
監
査
に
て
指
示
事
項
な
し
。

 
の
規
定
を
遵
守
し
て
業
務
を
行
っ
た
。

 
連

絡
・報

告
・
相
談
を
密
に
し
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
適
切
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

を
常

に
心
掛
け
、
整
理
整
頓
を
行
い
、
気
持
ち
よ
く
効
率
的
に
業
務
が
行
え
る
様
に
し
た
。

業
務

内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
し
、
不
備
な
く
確
実
に
業
務
が
行
え
る
様
に
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う

職
員
の
育
成

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作

る

虐
待

防
止

に
関

す
る
研
修

回
数

感
染

症
・
事
故

対
策
勉

強

会
参

加
回
数

親
睦

会
の
開
催

職
員

満
足

度
調
査

有
給

休
暇

取
得
率

年
回

年
回

年
回

年
回

以

上

年
回

年
回

年
回

年
回

 
虐

待
防

止
に
関
す
る
特
養
棟
全
体
で
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
感

染
症

予
防
や
事
故
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

親
睦

会
行

事
に
参
加
し
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
満
足
度
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

を
あ
ら
か
じ
め
勤
務
表
に
組
み
込
み
、
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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r.2

.0
2 

平
成

３
０

年
度

 
事

業
報

告
 

 
(事

業
所

名
）
認

可
外

保
育

所
 

 
 

（
施

設
名

）
サ

ン
サ

ン
保

育
所

 
グ

レ
イ

ス
フ

ル
春

日
井

 

事
業

所
の

経
営

方
針

：
1
．

安
全

で
衛

生
的

な
環

境
の

中
で

優
し

い
心

・
強

い
心

を
育

て
、

子
ど

も
の

可
能

性
を

引
き

出
し

個
々

の
持

つ
力

を
育

む
。

2
．

保
護

者
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

子
育

て
支

援
を

行
い

安
心

し
て

働
け

る
環

境
を

つ
く
る

。
 

視
点

 
目

標
 

評
価

指
標

 
H

３
０

目
標

結
果

数
値

 
評

価
・
反

省
 

財
務

 

1
 

 
経

費
管

理
の

徹
底

 

 

1
 

 
利

用
料

金
の

正
確

な
請

求
達

成
率

 

 

2
 

 
予

算
に

沿
っ

た
物

品
購

入
達

成
率

 

1
  

1
00

%  

2
  

1
00

%
以

下
 

  

1
  

1
00

% 

 2
  

1
00

%  

1
  

チ
ェ

ッ
ク

表
を

活
用

し
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
で

入
力

ミ
ス

を
確

認
す

る
事

で
正

確
な

利
用

料
金

を
請

求
す

る
事

が
出

来
た

。
  

 2
  

予
定

通
り

予
算

に
基

づ
い

た
物

品
購

入
が

出
来

た
。
 

利
用

者
様

と
 

ご
家

族
 

（
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

）
 

1
 

 
利

用
満

足
度

の
向

上
 

  

2
 

 
安

全
・
快

適
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

の

実
施

 

3
 

 
年

齢
に

応
じ

た
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

体
力

を
身

に
つ

け
心

身
を

成

長
さ

せ
る

 

1
-1

 
利

用
満

足
度

調
査

の
満

足
度

 

1
-
2
 

調
査

結
果

に
基

づ
く

改
善

件
数

 

1
-
3
 

相
談

件
数

の
受

け
入

れ
率

 

2
  

 
安

全
・
清

潔
な

空
間

を
作

る
為

、
 

清
掃

・
消

毒
の

実
施

回
数

 

3
  

 
身

長
・
体

重
を

毎
月

測
り

、
発

達
記

 

録
表

に
記

載
回

数
 

1
-1

 
1
00

% 

1
-2

 
5

件
 

1
-3

 
1
00

% 

2 
7

日
/

週
 

3
  

 
 1

回
/
月

 

1
-1

 
1
00

% 

1
-2

 
1
2

件
 

1
-3

  
9
5
% 

2 
6

日
/

週
 

3
  

 1
回

/
月

 

1
-
1
 

す
べ

て
の

項
目

に
お

い
て

「
大

変
よ

い
」
「
良

い
」
の

評
価

を
頂

く
事

が
出

来
た

。
 

1
-
2
 
保

護
者

か
ら

の
要

望
を

職
員

で
話

し
合

い
、

対
応

可
能

な
ご

要
望

は
す

ぐ
に

実
施

し
公

表
を

行
っ

た
。

 

1
-
3
 
職

員
の

適
正

配
置

を
考

慮
し

た
上

で
、

空
状

況
に

合
わ

せ
て

柔
軟

に
対

応
し

た
が

、
保

育
士

の
欠

員
で

お
断

り
し

た
ケ

ー
ス

も
あ

っ
た

。
 

2
  

 
チ

ェ
ッ

ク
表

を
活

用
し

、
毎

日
お

も
ち

ゃ
の

消
毒

や
保

育
室

の
清

掃
や

整
理

整
頓

を
し

て
き

た
。

 

保
育

士
の

欠
員

で
日

曜
日

が
臨

時
休

業
日

と
な

り
6

日
/
週

と
な

っ
た

。
 

3
  

 
毎

月
1

回
身

長
・
体

重
を

測
り

、
発

達
記

録
表

に
記

録
を

す
る

事
で

成
長

過
程

を
保

護
者

、
保

育
士

間
で

共
有

出
来

た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

 

1 
安

全
・
快

適
な

施
設

環
境

維
持

 

 

2
 

 
 

感
染

症
対

策
の

徹
底

 

1 
施

設
内

外
の

不
具

合
の

有
無

の

チ
ェ

ッ
ク

回
数

 

2
 

 
 

感
染

症
発

生
件

数
 

1
 

 
 

1
回

/
月

 

 

2
  

 
 0

件
 

1
 
 
1

回
/
月

以
上

 

2
  

3
件

 

1
 

 
室

内
外

の
不

具
合

を
毎

日
チ

ェ
ッ

ク
し

、
不

具
合

が
あ

っ
た

場
合

は
早

急
に

改
善

し
安

全
な

環
境

作
り

に
努

め
た

。
 

 

2
 

 
汚

物
の

扱
い

に
は

十
分

に
気

を
つ

け
、

部
屋

の
換

気
、

手
の

消
毒

等
を

こ
ま

め
に

行
い

、
二

次
感

染
を

防
ぐ

よ
う
に

努
め

た
が

、
 

結
膜

炎
・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
感

染
症

が
発

生
し

た
。

 

人
材

と
 

組
織

 

職
員

の
確

保

と
育

成
戦

略
 

1 
働

き
や

す
い

職
場

環
境

 

 

2
  

 
 保

育
資

質
の

向
上

 

1 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 

2
 

 
 

外
部

研
修

参
加

率
 

1 
8
0%

 

 

2
 

  
1

人
1

回

/
年

 

1
 

 
 

88
% 

 

2
 

 
 
1

人
0

回
/
年

 
 

1
 

 
全

体
で

は
目

標
値

を
達

成
出

来
た

が
、

職
員

間
で

有
給

休
暇

取
得

率
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

り
平

等
に

有
給

を
取

得
出

来
な

か
っ

た
。

 

 

2
 

 
保

育
士

に
欠

員
が

あ
り

外
部

研
修

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
八
田

事
業
所
の
経
営
方
針
：
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
性
の
向
上
。
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
共
に
喜
び
、
支
え
合
い
、
満
ち
足
り
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
ケ
ア
を
追
求
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保

す
る

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率
年

年

入
院

者
や
急

な
退
所

が
あ
り
目
標
値
を
達
成

す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

毎
月

の
予

算
執
行
状
況
を
確
認
し
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
収
支
報
告
を
行

い
予
算
内

執
行
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

満
ち
足
り
た
生
活
へ
の
支
援

季
節
に
合

わ
せ
た
個
別
・
全

体
で
の

外
出
の
回
数

満
足

度
調

査
結

果

ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値

つ
ぶ

や
き
の
対

応
件

数

季
節

に
合

わ
せ

た
個

別

全
体

で
の
外

出
の
回

数

Ｙ
Ｅ
Ｓ

件
月

回
以

上

年

Ｙ
Ｅ
Ｓ

件
月

回
以

上

年

計
画

的
に
年

回
実
施
し
集
計

結
果
を
運
営

推
進
会
議
に
て
公
表

を
行

っ
た
。

回
と
も
満

足
度

は
％
と
回
答
頂

け
た
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
毎
に
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
探
り

が
％
と
な
り
目

標
数
値
を
達
成
す
る
事

が
で
き
た
。

つ
ぶ

や
き
か
ら
、
生
活
環
境
の
ニ
ー
ズ
を
導
き
出
し
翌
日
ま
た
は
、
翌
月

に
対
応

し
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
努

め
る
事
が
で
き
た
。

年
間

計
画

を
立
て
、
利

用
者
様

の
お
声
を
聴

き
な
が
ら
季
節
に
合
わ
せ

た
行
事
や
外
出

を
企
画
・
実
施

す
る
事
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

運
営

連
絡

協
議

会
へ

の
情

報
提

供

運
営

推
進

会
議

の
開

催

事
業

者
講

習
会

へ
の
参

加

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

法
人

統
一

化
に
向

け
て
の
検

討
会

の

実
施

回
数

回
以

上

年 回
年

回
年

回
年

回
以

上

年

回
年

回
年

回
年

月
に
実

施
し
た
運
営

連
絡
協
議
会

に
て
活

動
内
容
や
利
用
実
績
、
利
用
者
状
況

を
報
告

し
た
。

ヶ
月
に

回
開
催
し
、
利
用
者
様

、
ご
家

族
、
地
域
包
括
の
方
へ

活
動
報
告
や
意

見
交
換
を
行

い
交
流

し
信
頼

関
係
を
深

め
る
事
が
で
き
た
。

月
、

月
に
事

業
者
講
習
会
へ

参
加
し
、
情

報
公
表
、
業
務
管
理
体

制
整
備

を
理

解
す

る
事

が
で
き
た
。

合
同

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
部
会
に
お

い
て
、
検

討
を
行
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
統
一
化

を
図
る
た
め
の
話

し
合
い
を
行

っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
る

認
知
症
に
特
化
し
た
職
員
の
育

成

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

職
員

間
の
情

報
共

有
の
機

会

有
給

休
暇

取
得

率

外
部

研
修

へ
の
参

加

回
年

全
項

目
可

回
年

人

回
年

全
項

目
可

回
年

人

不
適

切
な
ケ
ア
、
身
体
拘
束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法
人
内
及
び
業
界
全
体
で
発

生
し
た
事
例
（
重
大
事
故
、
不
適
切

な
ケ
ア
）
に
関

す
る
研
修

へ
参

加
し
予
防
に
向

け
た
啓
発
を
行

う
事
が
で
き
た
。

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期

的
に
実
施
し
、
不
備

項
目

が
あ
れ
ば

改
善
を
行

い
、
接
遇
や
環
境
整
備

を
行
っ
た
。

毎
月
職

員
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
情

報
を
共

有
し
風
通
し
の
良

い
職
場
環

境
を
作
る
よ
う
に
努

め
る
事

が
で
き
た
。

計
画

を
立

て
有
給
休

暇
消
化
を
行
っ
て
い
た
が
、
職
員
の
異
動
な
ど
が
あ
り
目
標
を
達
成
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
。

認
知

症
に
関

す
る
外
部
研
修

・
内

部
研
修

に
参
加
す
る
事
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成

３
０

年
度

 
事

業
報

告
 

 
(事

業
所

名
）
認

可
外

保
育

所
 

 
 

（
施

設
名

）
サ

ン
サ

ン
保

育
所

 
グ

レ
イ

ス
フ

ル
春

日
井

 

事
業

所
の

経
営

方
針

：
1
．

安
全

で
衛

生
的

な
環

境
の

中
で

優
し

い
心

・
強

い
心

を
育

て
、

子
ど

も
の

可
能

性
を

引
き

出
し

個
々

の
持

つ
力

を
育

む
。

2
．

保
護

者
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

子
育

て
支

援
を

行
い

安
心

し
て

働
け

る
環

境
を

つ
く
る

。
 

視
点

 
目

標
 

評
価

指
標

 
H

３
０

目
標

結
果

数
値

 
評

価
・
反

省
 

財
務

 

1
 

 
経

費
管

理
の

徹
底

 

 

1
 

 
利

用
料

金
の

正
確

な
請

求
達

成
率

 

 

2
 

 
予

算
に

沿
っ

た
物

品
購

入
達

成
率

 

1
  

1
00

%  

2
  

1
00

%
以

下
 

  

1
  

1
00

% 

 2
  

1
00

%  

1
  

チ
ェ

ッ
ク

表
を

活
用

し
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
で

入
力

ミ
ス

を
確

認
す

る
事

で
正

確
な

利
用

料
金

を
請

求
す

る
事

が
出

来
た

。
  

 2
  

予
定

通
り

予
算

に
基

づ
い

た
物

品
購

入
が

出
来

た
。
 

利
用

者
様

と
 

ご
家

族
 

（
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

）
 

1
 

 
利

用
満

足
度

の
向

上
 

  

2
 

 
安

全
・
快

適
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

の

実
施

 

3
 

 
年

齢
に

応
じ

た
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

体
力

を
身

に
つ

け
心

身
を

成

長
さ

せ
る

 

1
-1

 
利

用
満

足
度

調
査

の
満

足
度

 

1
-
2
 

調
査

結
果

に
基

づ
く

改
善

件
数

 

1
-
3
 

相
談

件
数

の
受

け
入

れ
率

 

2
  

 
安

全
・
清

潔
な

空
間

を
作

る
為

、
 

清
掃

・
消

毒
の

実
施

回
数

 

3
  

 
身

長
・
体

重
を

毎
月

測
り

、
発

達
記

 

録
表

に
記

載
回

数
 

1
-1

 
1
00

% 

1
-2

 
5

件
 

1
-3

 
1
00

% 

2 
7

日
/

週
 

3
  

 
 1

回
/
月

 

1
-1

 
1
00

% 

1
-2

 
1
2

件
 

1
-3

  
9
5
% 

2 
6

日
/

週
 

3
  

 1
回

/
月

 

1
-
1
 

す
べ

て
の

項
目

に
お

い
て

「
大

変
よ

い
」
「
良

い
」
の

評
価

を
頂

く
事

が
出

来
た

。
 

1
-
2
 
保

護
者

か
ら

の
要

望
を

職
員

で
話

し
合

い
、

対
応

可
能

な
ご

要
望

は
す

ぐ
に

実
施

し
公

表
を

行
っ

た
。

 

1
-
3
 
職

員
の

適
正

配
置

を
考

慮
し

た
上

で
、

空
状

況
に

合
わ

せ
て

柔
軟

に
対

応
し

た
が

、
保

育
士

の
欠

員
で

お
断

り
し

た
ケ

ー
ス

も
あ

っ
た

。
 

2
  

 
チ

ェ
ッ

ク
表

を
活

用
し

、
毎

日
お

も
ち

ゃ
の

消
毒

や
保

育
室

の
清

掃
や

整
理

整
頓

を
し

て
き

た
。

 

保
育

士
の

欠
員

で
日

曜
日

が
臨

時
休

業
日

と
な

り
6

日
/
週

と
な

っ
た

。
 

3
  

 
毎

月
1

回
身

長
・
体

重
を

測
り

、
発

達
記

録
表

に
記

録
を

す
る

事
で

成
長

過
程

を
保

護
者

、
保

育
士

間
で

共
有

出
来

た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

 

1 
安

全
・
快

適
な

施
設

環
境

維
持

 

 

2
 

 
 

感
染

症
対

策
の

徹
底

 

1 
施

設
内

外
の

不
具

合
の

有
無

の

チ
ェ

ッ
ク

回
数

 

2
 

 
 

感
染

症
発

生
件

数
 

1
 

 
 

1
回

/
月

 

 

2
  

 
 0

件
 

1
 
 
1

回
/
月

以
上

 

2
  

3
件

 

1
 

 
室

内
外

の
不

具
合

を
毎

日
チ

ェ
ッ

ク
し

、
不

具
合

が
あ

っ
た

場
合

は
早

急
に

改
善

し
安

全
な

環
境

作
り

に
努

め
た

。
 

 

2
 

 
汚

物
の

扱
い

に
は

十
分

に
気

を
つ

け
、

部
屋

の
換

気
、

手
の

消
毒

等
を

こ
ま

め
に

行
い

、
二

次
感

染
を

防
ぐ

よ
う
に

努
め

た
が

、
 

結
膜

炎
・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
感

染
症

が
発

生
し

た
。

 

人
材

と
 

組
織

 

職
員

の
確

保

と
育

成
戦

略
 

1 
働

き
や

す
い

職
場

環
境

 

 

2
  

 
 保

育
資

質
の

向
上

 

1 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 

2
 

 
 

外
部

研
修

参
加

率
 

1 
8
0%

 

 

2
 

  
1

人
1

回

/
年

 

1
 

 
 

88
% 

 

2
 

 
 
1

人
0

回
/
年

 
 

1
 

 
全

体
で

は
目

標
値

を
達

成
出

来
た

が
、

職
員

間
で

有
給

休
暇

取
得

率
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

り
平

等
に

有
給

を
取

得
出

来
な

か
っ

た
。

 

 

2
 

 
保

育
士

に
欠

員
が

あ
り

外
部

研
修

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
八
田

事
業
所
の
経
営
方
針
：
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
性
の
向
上
。
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
共
に
喜
び
、
支
え
合
い
、
満
ち
足
り
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
ケ
ア
を
追
求
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支
差
益
を
確
保

す
る

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率
年

年

入
院

者
や

急
な
退
所

が
あ
り
目
標
値
を
達
成

す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

毎
月

の
予

算
執

行
状
況
を
確
認
し
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
収
支
報
告
を
行

い
予
算
内

執
行
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

満
ち
足
り
た
生
活
へ
の
支
援

季
節
に
合

わ
せ
た
個
別
・
全

体
で
の

外
出
の
回
数

満
足

度
調

査
結

果

ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値

つ
ぶ

や
き
の
対

応
件

数

季
節

に
合

わ
せ

た
個

別

全
体

で
の
外

出
の
回

数

Ｙ
Ｅ
Ｓ

件
月

回
以

上

年

Ｙ
Ｅ
Ｓ

件
月

回
以

上

年

計
画

的
に
年

回
実
施
し
集
計

結
果
を
運
営

推
進
会
議
に
て
公
表

を
行

っ
た
。

回
と
も
満

足
度

は
％
と
回
答
頂

け
た
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
毎

に
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
探
り

が
％
と
な
り
目

標
数
値
を
達
成
す
る
事

が
で
き
た
。

つ
ぶ

や
き
か
ら
、
生
活
環
境
の
ニ
ー
ズ
を
導
き
出
し
翌
日
ま
た
は
、
翌
月

に
対
応

し
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
努

め
る
事
が
で
き
た
。

年
間

計
画

を
立
て
、
利

用
者
様

の
お
声
を
聴

き
な
が
ら
季
節
に
合
わ
せ

た
行
事
や
外
出

を
企
画
・
実
施

す
る
事
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

運
営

連
絡

協
議

会
へ

の
情

報
提

供

運
営

推
進

会
議

の
開

催

事
業

者
講

習
会

へ
の
参

加

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

法
人

統
一

化
に
向

け
て
の
検

討
会

の

実
施

回
数

回
以

上

年 回
年

回
年

回
年

回
以

上

年

回
年

回
年

回
年

月
に
実

施
し
た
運
営

連
絡
協
議
会

に
て
活

動
内
容
や
利
用
実
績
、
利
用
者
状
況

を
報
告

し
た
。

ヶ
月
に

回
開
催
し
、
利
用
者
様

、
ご
家

族
、
地
域
包
括
の
方
へ

活
動
報
告
や
意

見
交
換
を
行

い
交
流
し
信
頼

関
係
を
深

め
る
事
が
で
き
た
。

月
、

月
に
事

業
者
講
習
会
へ

参
加
し
、
情

報
公
表
、
業
務
管
理
体

制
整
備

を
理

解
す

る
事

が
で
き
た
。

合
同

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
部
会
に
お

い
て
、
検

討
を
行
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
統
一
化

を
図
る
た
め
の
話

し
合
い
を
行

っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

★
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
る

認
知
症
に
特
化
し
た
職
員
の
育

成

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

職
員

間
の
情

報
共

有
の
機

会

有
給

休
暇

取
得

率

外
部

研
修

へ
の
参

加

回
年

全
項

目
可

回
年

人

回
年

全
項

目
可

回
年

人

不
適

切
な
ケ
ア
、
身
体
拘
束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法
人
内
及
び
業
界
全
体
で
発

生
し
た
事
例
（
重
大
事
故
、
不
適
切

な
ケ
ア
）
に
関

す
る
研
修

へ
参

加
し
予
防
に
向

け
た
啓
発
を
行

う
事
が
で
き
た
。

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期

的
に
実
施
し
、
不
備

項
目

が
あ
れ
ば

改
善
を
行

い
、
接
遇
や
環
境
整
備

を
行
っ
た
。

毎
月

職
員

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
情

報
を
共

有
し
風
通
し
の
良

い
職
場
環

境
を
作
る
よ
う
に
努

め
る
事

が
で
き
た
。

計
画

を
立

て
有

給
休

暇
消
化
を
行
っ
て
い
た
が
、
職
員
の
異
動
な
ど
が
あ
り
目
標
を
達
成
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
。

認
知

症
に
関

す
る
外
部
研
修

・
内

部
研
修
に
参
加
す
る
事
が
で
き
た
。

 

− 116 − − 117 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
協
和
協
調
：
多
職
種
連
携
の
も
と
、
良
質
な
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
法
人
内
他
事
業
所
と
連
携
し
、
介
護
保
険
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

 
凡
事
徹
底
：
社
会
人
と
し
て
対
人
援
助
者
と
し
て
基
本
に
立
ち
戻
り
、
専
門

職
と
し
て
研
鑽
を
積
む
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
1
 
収
支
差
益
を
確
保

す
る

 

   

1
-
1
 

目
標

稼
働

率
 

 1
-
2
 

待
機

者
数

 

 

1
-
3
 

支
出

予
算

執
行

率
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 

1
-
2
 
平

均
9
名

 

 
 
 
 

/
月

 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
8
.5

9
%
 

 1
-
2
 

9
.7

5
名

 

 
 
 
 

/
月

 

1
-
3
 

9
9
%
 

1
-
1
 
在

宅
復

帰
・
在

宅
療
養
支
援
機
能

加
算
の
算

定
を
目
指
し
、
退
所
支

援
に
努

め
回
転
率

の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。
退

所
者
の
増

加
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

 

 
 
 
 
ザ
に
よ
る
入

所
制

限
等
の
影
響
も
あ
り
、
目
標

稼
働
率
の
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
待

機
者

確
保

管
理

の
見
直
し
を
行
い
、
月
平

均
9
.7

5
名

の
面
談
を
実

施
す
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
居
宅
と
積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
在
宅
復
帰
支
援

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
計

画
的

な
物

品
購
入
や

修
繕
を
計

画
す
る
と
と
も
に
、
毎
月
の
予

算
執
行
率
を
確
認
し
、
支
出
状

況
の
把
握
に
努
め
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

 

 
 
 
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

1
-
1
 

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

 
 

 
 
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

(自
己

・
他

 

 
 

 
 
者

) 

1
-
2
 

 
満

足
度

調
査

結
果

(総
合

的
な
満

 

 
 

 
 
足

度
) 

1
-
3
 

 
【
介

護
】
満

足
度

調
査

結
果

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(清

掃
、
環

境
整

備
) 

1
-
4
 

 
【
リ
ハ
ビ
リ
】
満

足
度

調
査

結
果

 

1
-
1
 
全

項
目

可
 

  1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
0
0
%
 

 1
-
4
 

7
5
%
 

1
-
1
 

9
5
％

 

  1
-
2
 

9
8
.1

%
 

 1
-
3
 

8
5
.4

%
 

 1
-
4
 

8
0
.9

%
 

1
-
1
 
月

１
回

、
他

者
評
価
・
自
己
評

価
で
チ
ェ
ッ
ク
し
情
報
共
有
を
行

っ
た
。
各
部
署
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
少
し
ず
つ

取
り
組
む
こ
と

 

で
職

員
全

体
の
意

識
向
上
は
見

ら
れ
た
。
全
て
可
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
問
題
意
識

を
持
ち
解
決

の
た
め
に
検
討

す
る
機
会
を
持
て
た
。

 

 
 
 
 
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

は
、
全
項
目
可
と
な
っ
た
。

 

1
-
2
 

1
回

目
の
満

足
度

調
査
に
お

け
る
総
合
的
な
満
足
度
は
「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
方

3
.8

%
で
あ
っ
た
が
、

2
回
目
で
は

1
0
0
%
の
方

に

「
大

変
満

足
し
て
い
る
・
満
足
し
て
い
る
」
と
の
回
答

を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
満

足
度

調
査

に
て
、
居
室
や
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

1
回
目
で
は

1
7
.3

%
、

2
回
目
で
は

1
1
.9

%
の
方

よ
り
清
掃
が
あ
ま

り
行

き
届

い
て
い
な
い
・
行

き
届

い
て
い
な
い
と
の
回

答
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
4
 
可

能
な
限

り
、
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画
書

の
説
明

を
直
接
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
行
う
こ
と
で
、
満
足

度
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 

    ★
2
 
業
務
の
適
正

化
を
図
る

(各
職
種

) 

1
-
1
 

 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

 1
-
2
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ

ハ
計

画
の
適

切
な
管

理
 

1
-
3
 

 
【
事

務
員

】
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

2
 

 
 

 
業

務
改

善
検

討
回

数
 

1
-
1
 

0
件

 

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 

1
-
3
 

1
2
回

/
年

 

2
 
 
 

1
回

/
月

 

1
-
1
 

0
件

 

 1
-
2
 

1
0
0
％

 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 
 
 

1
2
回

 

1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

導
等

は
な
か
っ
た
が
、
在
宅

復
帰
・
在
宅
療
養
支
援

機
能
加
算

の
算
定
に
お

い
て
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支

援
機
能
指
標

計
算

書
 

 
 
 
 
に
基

づ
く
適

切
な
管
理

に
努

め
た
。

 

1
-
2
 
状

態
変

化
や

目
標

修
正
な
ど
の
変
更
を
含
め
て
、
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表

に
沿
っ
て
、
計
画

的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 
 
 
 
一

部
作

成
の
遅

れ
は
あ
っ
た
が
、
都
度
確

認
す
る
こ
と
で
適
切
な
管
理
に
努

め
た
。

 

1
-
3
 
経

費
削

減
・
法

令
・
規
定
等
の
情
報
等
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
処
理

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
月

１
回

リ
ー

ダ
ー

会
議
で
検

討
し
た
。
勤
務
時

間
を
業
務
に
合

わ
せ
て
柔
軟

に
変
更
し
、
超

過
勤

務
の
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の
 

 
 
 
 
育
成

 

  ★
2
 
施
設
内
他
職
種
交

換
研
修

 

 

1
-
1
 

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数
 

 

1
-
2
 

【
看

護
】
不

適
切

な
ケ
ア
の
検

討
回

数
 

2
 

 
 
多

職
種

研
修

実
施

件
数

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 

1
-
2
 
月

1
回

 

 2
 
 
 
各

職
種

 

 
 
 
 

1
回

/
年

 

 
 
 
 

 

 

 

 

1
-
1
 
年

３
回

 

 1
-
2
 
月

１
回

 

 
 
 
 
以

上
 

2
 

 
 
０
件

 

 

1
-
1
 
エ
リ
ア
研

修
も
含

め
、
年

3
回
実
施
し
た
。
よ
り
身
近
な
問
題
と
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
振
り
返
り
の
機
会
を
持
て
る
よ
う
な
講
義
内
容

を
意
識
し
た
。

 

 
 
 
 
自

己
の
ケ
ア
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

1
-
2
 
Ｎ
ｓ会

議
に
お

い
て
日
頃
の
対
応

を
振
返
る
と
と
も
に
、
対
応
が
適

切
で
あ
っ
た
か
検
討

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
々

の
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
を
高

 

 
 
 
 
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
交

換
研

修
と
い
う
形

は
実
施
で
き
て
い
な
い
が
、
他
職
種
の
業
務

を
知
り
、
協
力
体
制
を
敷
く
こ
と
で
、
業
務
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
協
和
協
調
：
多
職
種
連
携
の
も
と
、
良
質
な
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
法
人
内
他
事
業
所
と
連
携
し
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

 
2
．
凡
事
徹
底
：
社
会
人
と
し
て
対
人
援
助
者
と
し
て
基
本
に
立
ち
戻
り
、
専
門
職
と
し
て
研
鑽
を
積
む
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
1
-1

 目
標
稼
働
率

 

 

 
 

 
  

1
-2

 支
出
予
算
執
行
率

 

1
-1

 8
5
%    

1
-2

 1
0
0%
以

 

  
  
下

 

1
-1

 8
3
.4

% 

   

1
-2

 9
4
.9

% 

1
-1

通
所
介
護
の
総

合
事
業
緩
和
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
伴
い
、
要
支
援
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
移
行
す
る
利
用
者
様
の
受
け
入
れ

が
多
く
、
目

標
稼

働
率
を
上
回

る
月

も
あ
っ
た
が
、
平
均

介
護

度
の
低
下
に
よ
り
、
収
入
が
予
算

目
標

を
下

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
度
初
め
お
よ
び
冬
場
の
体
調
不
良
者
が
予
測
以
上
と
な
り
、
年
間
を
通
し
て
も
目
標
稼
働
率
未
達
成
と
な
っ
た
。

 

  
  
適
切
な
利
用
管
理
を
行
い
、
営
業
活
動
の
継
続
に
よ
り
目
標
稼
働

率
の
達
成
を
目
指
す
。

 

1
-2

 
毎
月
の
執
行
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
支
出
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る

施
設

と
し
て
サ

ー
ビ
ス
の

質
を

担
保
す
る

 

 

 ★
2
利
用
者

様
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の

提
供

 

3
 専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施

 

1
-1

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
、
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・他

者
） 

1
-2

 
満

足
度

調
査
結

果
（
総

合
的

な

満
足
度
） 

2
 

 
短

期
集

中
個

別
リ
ハ

ビ
リ
実

施

人
数

 

3
 

 
認

知
症

予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実

施
回
数

 

1
-1

 全
項
目

 

可
 

 1
-2

 
10

0
％

 

 2
  

 月
平
均

 

9
人

 

3
  

 3
回

/月
 

1
-1

全
項
目

 

  
  
可

 

 1
-2

 8
9
.5
％

 

 2
  
月
平
均

 

  
  

8
.9

人
 

3
  

 3
回

/月
 

1
-1

接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
沿
っ
て
毎
月
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
報
告
を
実
施
し
、
各
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
平
成

3
0

年
度
末
で
は
全
項
目
可
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

 1
-2

 総
合
的

な
満
足

度
に
対
し
、
上
半
期
で
満
足

頂
け
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
下

半
期
で
は
改
善
が
見
ら
れ
た
。
環
境
整

備
や
接
遇
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら
に
満
足
頂
け
る
事
業
所
を
目
指
し
て
い
く
。

 

2
  

 目
標
値
ま
で
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
居
宅
事
業
所
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
利
用
者
様

 

を
確
保
と
加
算

の
算
定
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
  

 集
団
作
業
療
法
を
基
に
し
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
計
画
通
り
毎
月

3
回
実
施
で
き
て
い
る
。
ま
た
半
期
に
１
回

 
評
価
ス

 

ケ
ー
ル
を
用
い
た
効
果
確
認
と
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ご
家
族
へ
の
報
告
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 法

令
を
遵
守
す

る
 

 
 

  ★
2
 
デ

ー
タ
分

析
を
ル

ー
テ
ィ
ン
化

す
る

 

★
3
 
業

務
の
適

正
化

を
図

る
（
各

職

種
） 

1
-1

 
行
政
か
ら
の
指
示
事
項
件
数

 

1
-2

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
リ
ハ

計
画

の
適

切

な
管
理

 

1
-3

 車
両
事
故
、
交
通
違
反
件
数

 

2
 

 
通

所
デ

ー
タ
分

析
シ

ー
ト
入

  
 

力
漏
れ
件
数

 

3
  

 業
務
改
善
検
討
回
数

 

1
-1

 0
件

 

1
-2

 1
0
0%

 

 1
-3

 0
件

 

2
 

 
0
件

 

 3
 

 
1
回

/月
 

1
-1

 0
件

 

1
-2

 1
0
0%

 

 1
-3

 6
件

 

2
  

 0
件

 

 3
  

 1
回

/月
 

1
-1

 行
政
監
査
等
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
加
算
等
の
根
拠
は
定
期
的
に
確
認
し
て
い
る
。

 

1
-2

 管
理
票
の
基
づ
き
、
計
画
的
に
管
理
で
き
て
い
る
。

 
 

 1
-3

 業
務
中
の
事
故

5
件
、
交
通
違
反

1
件
。
該
当
者
へ
の
指
導
と
周
知
を
図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

 

2
 

 
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
な
が
ら
稼
働
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
更
な
る
活
用
法
の
検
討
が
必
要
。

 

 3
 

 
デ
イ
ケ
ア
会
議

に
て
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
職
合
同
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
機
会
を
作
り
、
業
務
改
善
の
要
否
を
振
り
返
り
な
が
ら
実
施
し

 

て
い
る
。
ま
た
デ
イ
ケ
ア
会
議
以
外
に
も
、
業
務
後
の
申
し
送
り
に
て
早
急
な
改
善
・
話
し
合
い
が
必
要
な
議
案
が
あ
れ
ば
検
討
を

 

行
い
、
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員
の
育
成

 

 ★
2
法
人
内
通
所
事
業
所
研
修
の
実

施
 

1
 

 
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
回
数

 

 

 2
  

 研
修
実
施
回
数

 

1
 

 
年

3
回

 

  2
 

 
1
回

/年
 

1
  

 年
3
回

 

  2
  

 1
回

/年
 

1
  

 教
育
計
画
に
沿
っ
て
不
適
切
ケ
ア
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
勉
強
会
を
全
職
員
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
発
生
し
た

 

 
 

 
事
例
等
も
水
平
展
開

す
る
こ
と
で
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

 

 2
 

 
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井
と
の
交
換
研
修
を

1
名
ず
つ
実
施
し
て
い
る
。
実
際
に
他
の
事
業
所
を
見
る
機
会
と
な

 

 
 

 
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
協
和
協
調
：
多
職
種
連
携
の
も
と
、
良
質
な
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
法
人
内
他
事
業
所
と
連
携
し
、
介
護
保
険
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

 
凡
事
徹
底
：
社
会
人
と
し
て
対
人
援
助
者
と
し
て
基
本
に
立
ち
戻
り
、
専
門

職
と
し
て
研
鑽
を
積
む
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
1
 
収
支
差
益
を
確
保

す
る

 

   

1
-
1
 

目
標

稼
働

率
 

 1
-
2
 

待
機

者
数

 

 

1
-
3
 

支
出

予
算

執
行

率
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 

1
-
2
 
平

均
9
名

 

 
 
 
 

/
月

 

1
-
3
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
8
.5

9
%
 

 1
-
2
 

9
.7

5
名

 

 
 
 
 

/
月

 

1
-
3
 

9
9
%
 

1
-
1
 
在

宅
復

帰
・
在

宅
療
養
支
援
機
能

加
算
の
算

定
を
目
指
し
、
退
所
支

援
に
努

め
回
転
率

の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。
退

所
者
の
増

加
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

 

 
 
 
 
ザ
に
よ
る
入

所
制

限
等
の
影
響
も
あ
り
、
目
標

稼
働
率
の
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

 

1
-
2
 
待

機
者

確
保

管
理

の
見
直
し
を
行
い
、
月
平

均
9
.7

5
名

の
面
談
を
実

施
す
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
居
宅
と
積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
在
宅
復
帰
支
援

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
計

画
的

な
物

品
購
入
や

修
繕
を
計

画
す
る
と
と
も
に
、
毎
月
の
予

算
執
行
率
を
確
認
し
、
支
出
状

況
の
把
握
に
努
め
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設
と

 

 
 
 
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

1
-
1
 

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

 
 

 
 
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

(自
己

・
他

 

 
 

 
 
者

) 

1
-
2
 

 
満

足
度

調
査

結
果

(総
合

的
な
満

 

 
 

 
 
足

度
) 

1
-
3
 

 
【
介

護
】
満

足
度

調
査

結
果

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(清

掃
、
環

境
整

備
) 

1
-
4
 

 
【
リ
ハ
ビ
リ
】
満

足
度

調
査

結
果

 

1
-
1
 
全

項
目

可
 

  1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
0
0
%
 

 1
-
4
 

7
5
%
 

1
-
1
 

9
5
％

 

  1
-
2
 

9
8
.1

%
 

 1
-
3
 

8
5
.4

%
 

 1
-
4
 

8
0
.9

%
 

1
-
1
 
月

１
回

、
他

者
評
価
・
自
己
評

価
で
チ
ェ
ッ
ク
し
情
報
共
有
を
行

っ
た
。
各
部
署
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
少
し
ず
つ

取
り
組
む
こ
と

 

で
職

員
全

体
の
意

識
向
上
は
見

ら
れ
た
。
全
て
可
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
問
題
意
識

を
持
ち
解
決

の
た
め
に
検
討

す
る
機
会
を
持
て
た
。

 

 
 
 
 
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

は
、
全
項
目
可
と
な
っ
た
。

 

1
-
2
 

1
回

目
の
満

足
度

調
査
に
お

け
る
総
合
的
な
満
足
度
は
「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
方

3
.8

%
で
あ
っ
た
が
、

2
回
目
で
は

1
0
0
%
の
方

に

「
大

変
満

足
し
て
い
る
・
満
足
し
て
い
る
」
と
の
回
答

を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
満

足
度

調
査

に
て
、
居
室
や
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

1
回
目
で
は

1
7
.3

%
、

2
回
目
で
は

1
1
.9

%
の
方

よ
り
清
掃
が
あ
ま

り
行

き
届

い
て
い
な
い
・
行

き
届

い
て
い
な
い
と
の
回

答
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

1
-
4
 
可

能
な
限

り
、
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画
書

の
説
明

を
直
接
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
行
う
こ
と
で
、
満
足

度
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 

    ★
2
 
業
務
の
適
正

化
を
図
る

(各
職
種

) 

1
-
1
 

 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

 1
-
2
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ

ハ
計

画
の
適

切
な
管

理
 

1
-
3
 

 
【
事

務
員

】
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

2
 

 
 

 
業

務
改

善
検

討
回

数
 

1
-
1
 

0
件

 

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 

1
-
3
 

1
2
回

/
年

 

2
 
 
 

1
回

/
月

 

1
-
1
 

0
件

 

 1
-
2
 

1
0
0
％

 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 
 
 

1
2
回

 

1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

導
等

は
な
か
っ
た
が
、
在
宅

復
帰
・
在
宅
療
養
支
援

機
能
加
算

の
算
定
に
お

い
て
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支

援
機
能
指
標

計
算

書
 

 
 
 
 
に
基

づ
く
適

切
な
管
理

に
努

め
た
。

 

1
-
2
 
状

態
変

化
や

目
標

修
正
な
ど
の
変
更
を
含
め
て
、
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表

に
沿
っ
て
、
計
画

的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 
 
 
 
一

部
作

成
の
遅

れ
は
あ
っ
た
が
、
都
度
確

認
す
る
こ
と
で
適
切
な
管
理
に
努

め
た
。

 

1
-
3
 
経

費
削

減
・
法

令
・
規
定
等
の
情
報
等
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
処
理

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
月

１
回

リ
ー

ダ
ー

会
議
で
検

討
し
た
。
勤
務
時

間
を
業
務
に
合

わ
せ
て
柔
軟

に
変
更
し
、
超

過
勤

務
の
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の
 

 
 
 
 
育
成

 

  ★
2
 
施
設
内
他
職
種
交

換
研
修

 

 

1
-
1
 

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数
 

 

1
-
2
 

【
看

護
】
不

適
切

な
ケ
ア
の
検

討
回

数
 

2
 

 
 
多

職
種

研
修

実
施

件
数

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 

1
-
2
 
月

1
回

 

 2
 
 
 
各

職
種

 

 
 
 
 

1
回

/
年

 

 
 
 
 

 

 

 

 

1
-
1
 
年

３
回

 

 1
-
2
 
月

１
回

 

 
 
 
 
以

上
 

2
 

 
 
０
件

 

 

1
-
1
 
エ
リ
ア
研

修
も
含

め
、
年

3
回
実
施
し
た
。
よ
り
身
近
な
問
題
と
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
振
り
返
り
の
機
会
を
持
て
る
よ
う
な
講
義
内
容

を
意
識
し
た
。

 

 
 
 
 
自

己
の
ケ
ア
を
意

識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

1
-
2
 
Ｎ
ｓ会

議
に
お

い
て
日
頃
の
対
応

を
振
返
る
と
と
も
に
、
対
応
が
適

切
で
あ
っ
た
か
検
討

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
々

の
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
を
高

 

 
 
 
 
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
交

換
研

修
と
い
う
形

は
実
施
で
き
て
い
な
い
が
、
他
職
種
の
業
務

を
知
り
、
協
力
体
制
を
敷
く
こ
と
で
、
業
務
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
協
和
協
調
：
多
職
種
連
携
の
も
と
、
良
質
な
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
法
人
内
他
事
業
所
と
連
携
し
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

 
2
．
凡
事
徹
底
：
社
会
人
と
し
て
対
人
援
助
者
と
し
て
基
本
に
立
ち
戻
り
、
専
門
職
と
し
て
研
鑽
を
積
む
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
1
-1

 目
標
稼
働
率

 

 

 
 

 
  

1
-2

 支
出
予
算
執
行
率

 

1
-1

 8
5
%    

1
-2

 1
0
0%
以

 

  
  
下

 

1
-1

 8
3
.4

% 

   

1
-2

 9
4
.9

% 

1
-1

通
所
介
護
の
総

合
事
業
緩
和
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
伴
い
、
要
支
援
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
移
行
す
る
利
用
者
様
の
受
け
入
れ

が
多
く
、
目

標
稼

働
率
を
上
回

る
月

も
あ
っ
た
が
、
平
均

介
護

度
の
低
下
に
よ
り
、
収
入
が
予
算

目
標

を
下

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
度
初
め
お
よ
び
冬
場
の
体
調
不
良
者
が
予
測
以
上
と
な
り
、
年
間
を
通
し
て
も
目
標
稼
働
率
未
達
成
と
な
っ
た
。

 

  
  
適
切
な
利
用
管
理
を
行
い
、
営
業
活
動
の
継
続
に
よ
り
目
標
稼
働

率
の
達
成
を
目
指
す
。

 

1
-2

 
毎
月
の
執
行
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
支
出
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る

施
設

と
し
て
サ

ー
ビ
ス
の

質
を

担
保
す
る

 

 

 ★
2
利
用
者

様
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の

提
供

 

3
 専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施

 

1
-1

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
、
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・他

者
） 

1
-2

 
満

足
度

調
査
結

果
（
総

合
的

な

満
足
度
） 

2
 

 
短

期
集

中
個

別
リ
ハ

ビ
リ
実

施

人
数

 

3
 

 
認

知
症

予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実

施
回
数

 

1
-1

 全
項
目

 

可
 

 1
-2

 
10

0
％

 

 2
  

 月
平
均

 

9
人

 

3
  

 3
回

/月
 

1
-1

全
項
目

 

  
  
可

 

 1
-2

 8
9
.5
％

 

 2
  
月
平
均

 

  
  

8
.9

人
 

3
  

 3
回

/月
 

1
-1

接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
沿
っ
て
毎
月
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
報
告
を
実
施
し
、
各
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
平
成

3
0

年
度
末
で
は
全
項
目
可
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

 1
-2

 総
合
的

な
満
足

度
に
対
し
、
上
半
期
で
満
足

頂
け
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
下

半
期
で
は
改
善
が
見
ら
れ
た
。
環
境
整

備
や
接
遇
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら
に
満
足
頂
け
る
事
業
所
を
目
指
し
て
い
く
。

 

2
  

 目
標
値
ま
で
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
居
宅
事
業
所
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
利
用
者
様

 

を
確
保
と
加
算

の
算
定
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
  

 集
団
作
業
療
法
を
基
に
し
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
計
画
通
り
毎
月

3
回
実
施
で
き
て
い
る
。
ま
た
半
期
に
１
回

 
評
価
ス

 

ケ
ー
ル
を
用
い
た
効
果
確
認
と
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ご
家
族
へ
の
報
告
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 法

令
を
遵
守
す

る
 

 
 

  ★
2
 
デ

ー
タ
分

析
を
ル

ー
テ
ィ
ン
化

す
る

 

★
3
 
業

務
の
適

正
化

を
図

る
（
各

職

種
） 

1
-1

 
行
政
か
ら
の
指
示
事
項
件
数

 

1
-2

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
リ
ハ

計
画

の
適

切

な
管
理

 

1
-3

 車
両
事
故
、
交
通
違
反
件
数

 

2
 

 
通

所
デ

ー
タ
分

析
シ

ー
ト
入

  
 

力
漏
れ
件
数

 

3
  

 業
務
改
善
検
討
回
数

 

1
-1

 0
件

 

1
-2

 1
0
0%

 

 1
-3

 0
件

 

2
 

 
0
件

 

 3
 

 
1
回

/月
 

1
-1

 0
件

 

1
-2

 1
0
0%

 

 1
-3

 6
件

 

2
  

 0
件

 

 3
  

 1
回

/月
 

1
-1

 行
政
監
査
等
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
加
算
等
の
根
拠
は
定
期
的
に
確
認
し
て
い
る
。

 

1
-2

 管
理
票
の
基
づ
き
、
計
画
的
に
管
理
で
き
て
い
る
。

 
 

 1
-3

 業
務
中
の
事
故

5
件
、
交
通
違
反

1
件
。
該
当
者
へ
の
指
導
と
周
知
を
図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

 

2
 

 
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
な
が
ら
稼
働
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
更
な
る
活
用
法
の
検
討
が
必
要
。

 

 3
 

 
デ
イ
ケ
ア
会
議

に
て
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
職
合
同
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
機
会
を
作
り
、
業
務
改
善
の
要
否
を
振
り
返
り
な
が
ら
実
施
し

 

て
い
る
。
ま
た
デ
イ
ケ
ア
会
議
以
外
に
も
、
業
務
後
の
申
し
送
り
に
て
早
急
な
改
善
・
話
し
合
い
が
必
要
な
議
案
が
あ
れ
ば
検
討
を

 

行
い
、
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員
の
育
成

 

 ★
2
法
人
内
通
所
事
業
所
研
修
の
実

施
 

1
 

 
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
回
数

 

 

 2
  

 研
修
実
施
回
数

 

1
 

 
年

3
回

 

  2
 

 
1
回

/年
 

1
  

 年
3
回

 

  2
  

 1
回

/年
 

1
  

 教
育
計
画
に
沿
っ
て
不
適
切
ケ
ア
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
勉
強
会
を
全
職
員
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
発
生
し
た

 

 
 

 
事
例
等
も
水
平
展
開

す
る
こ
と
で
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

 

 2
 

 
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井
と
の
交
換
研
修
を

1
名
ず
つ
実
施
し
て
い
る
。
実
際
に
他
の
事
業
所
を
見
る
機
会
と
な

 

 
 

 
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
春
日
井
市
を
主
と
し
た
近
隣
地
域
の
要
介
護
高
齢
者
へ
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
及
び
支
援
を
行
い
、
在
宅
・
地
域
で
の
自
立
生
活
や
活
動
の
維
持
を
図
り
、
地
域
で
選
ば
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支

差
益

を
確

保
す

る
収
入
実

績

支
出
予

算
執
行

率

新
規
利

用
者
様

獲
得

各
種
加

算
に
よ
る
収

入
実
績

千

％

以
下

名
月

千

千

％

以
下 名

月

千

延
べ
件
数

件
、
延

べ
回

数
回

。
制

度
改

正
に
伴

う
医

師
の
診

察
に
お

い
て
減

算
対

応
と
な
っ
た
が
、
高

い
稼

働
率

を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
、
目

標
値

を
上

回
る
結

果
が
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
会
計
会

議
に
て
予

算
の
執

行
状

況
を
毎

回
確

認
し
、
安

定
し
た
事

業
運

営
が
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
値
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
地

域
と
の
連

携
を
図

る
こ
と
で
毎

月
一

定
の
新

規
利

用
者
様

を
受

け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
や

サ
ー

ビ
ス
提

供
体

制
加

算
な
ど
を
確

実
に
算

定
し
、
目

標
値

を
上

回
る
結

果
が
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安

心
し
て
利

用
出

来
る
施

設
と
し

て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
確

保
す

る

個
人

情
報

の
適

切
な
入

力
・
更

新

信
頼

・
満

足
の
得

ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス

の
提
供

接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

送
付
物

返
送
件

数

ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ加

算
の
算

定
率

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
担

当
者
会

議
へ

の
参
加

『
ほ
っ
と
タ
イ
ム
』
の
実
施

全
項

目
可

件

％

％ 回
月

全
項

目
可

件

％

％ 回
月

丁
寧
な
対
応
・
適

切
な
身

だ
し
な
み

に
心

掛
け
、
接

遇
マ
ナ
ー

を
意

識
し
、
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
定

期
的

な
確

認
も
実

施

し
た
。

送
付
物
や

書
類

関
係

な
ど
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
で
、
正

確
な
情

報
の
入

力
・
更

新
が
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

各
利
用
者

様
の
状

態
に
適

し
た
計

画
の
立

案
に
努

め
、
専

門
性

の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
を
提

供
し
て
い
る
。

可
能
な
限

り
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

に
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
他

職
種

と
の
連

携
を
意

識
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
る
。

介
入

時
間

に
加

え
て
、
利

用
者

様
や

ご
家

族
と
会

話
す

る
時

間
を
確

保
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
信

頼
関

係
の
構

築
と
と
も
に
不

安

感
の
軽
減

に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法

令
を
遵

守
す

る

事
業

所
の
発

展

医
療

機
関

と
の
連

携

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

と
の
連
携

行
政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

リ
ハ
ビ
リ
計

画
書
の
適
切

な
管
理

地
域

活
動
へ

の
参
加

医
療

機
関
へ

の
情
報

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

機
会

件

％

回
年

回
月

回
月

件

％

回
年

回
月

回
月

介
護
報
酬

の
改

定
に
合

わ
せ

、
適

切
に
対

応
し
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
計

画
書

年
間

管
理

表
に
基

づ
き
、
適

切
に
管

理
し
て
い
る
。

地
域
包
括

支
援

セ
ン
タ
ー

か
ら
依

頼
を
受

け
、
運

動
教

室
の
講

師
や

地
域

ケ
ア
会

議
と
地

域
の
介

護
予

防
活

動
へ

参
加

し
て
い
る
。

報
告

書
を
毎

月
作

成
・
送

付
し
、
利

用
者
様

の
状

態
や

進
捗

状
況

を
情

報
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

医
師

か
ら
も
情

報
を
定

期
的

に
頂

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

毎
月

居
宅
介

護
支

援
事

業
所

を
訪

問
し
、
報

告
書

や
計

画
書

を
手

渡
し
し
て
い
る
。
そ
の
際

、
進

捗
状

況
な
ど
を
情

報
共

有
し
連

携
に
努

め
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員

の
育
成

虐
待
防

止
に
関

す
る
研

修
回
数

年
回

年
回

不
適

切
な
ケ
ア
、
身

体
拘

束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法

人
内

及
び

業
界

全
体
で
発

生
し
た
事

例
に
関

す
る
研

修
に
参

加
し
、
対
策

の
周

徹
底
並
び

に
予
防

に
向

け
た
啓

発
に
努

め
て
い
る
。
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事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
目
指
し
、
対
人
援
助
技
術
の
向
上
・
職
員
定
着
に
努
め
収
入
に
つ
な
げ
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
年
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
1
 
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
 

１
 
 
 
3
,5

0
0
件

 
1
 

 
 
3
,6

4
5
件

 
1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
依

頼
を
迅
速

に
受
け
入
れ

、
目
標
の
件
数

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様

と
 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
利
用
者
様
及
び
ご
家
族
の
満
足
度
向
上

 

2
個
人
情
報
の
適
切
な
入
力
・
更
新

 

3
利
用
者
様
が
自
分
自
身

の
存
在
価

値
 

 
役
割
を
感
じ
る

 

  

4
緊
急
時
の
適
切
な
対
応

 

1
 
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

2
 
 
 
送

付
物

返
送

件
数

 

3
-
1
 
意

向
を
尊

重
し
た
計

画
書

の
作

成
 

3
-
2
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
の
実

施
 

3
-
3
 
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

の
開

催
 

3
-
4
 
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
活

用
 

4
 
 
 
適

切
な
対

応
 

1
 
 
 
満

足
度

1
0
0
%
 

2
 
 
 
0
件

 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 1

回
/
月

 

3
-
3
 1

0
0
%
 

3
-
4
 1

0
0
%
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
満

足
度

7
9
%
 

2
 
 
 
0
件

 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 1

回
/
月

 

3
-
3
 1

0
0
%
 

3
-
4
 1

0
0
%
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
満
足
度
調
査

の
結
果
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
内
で
周
知
し
、
利
用
者
様
、
ご
家
族

の
意
向
の
把
握
に
努

め
た
。

 

2
 
 
 
郵
便
物
が
送
る
際

は
、
宛
名
・
内
容
物
の
確

認
、
封
入
時
の
再
確

認
を
行

い
、
誤
送
付
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。

 

3
-
1
 
利
用
者
様
及
び
ご
家

族
と
協
同
で
プ
ラ
ン
の
作
成

、
見
直
し
を
行

い
、
意
向

に
沿

っ
た
計

画
書
の
作
成
を
目
指
し
た
。

 

3
-
2
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
漏
れ
な
く
実
施
す
る
と
同
時
に
、
ご
本
人
の
状
態
、
プ
ラ
ン
の
適
正
化

を
確

認
し
た
。

 

3
-
3
 
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

に
お

い
て
利
用
者
様

、
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
目
標

を
設
定
し
、
関
係

者
間
で
の
状
況
共
有

に
努

め
た
。

 

3
-
4
 
丁
寧
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
努

め
、
必
要

時
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
に
つ
な
げ
た

 

4
 
 
 

2
4
時
間
体
制
で
電
話
が
つ
な
が
る
状
態
を
保

ち
、
時
間
外
に
お

い
て
も
可
能
な
限
り
利
用
者

の
求

め
る
対
応
を
行

っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 
1
広
域
的
な
取
り
組
み
を
行
う

 

★
2
法
令
を
遵
守
す
る

 

  
3
情
報
保
護
・
管
理
意
識
の
更
な
る
向
上

 

 
4
特
定
事
業
所
の
役
割

を
果
た
す

 

1
 
 
 
運

営
連

絡
協

議
会

の
参

加
 

2
 
 
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

4
 
 
 
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
よ
る
指

導
 

1
 
 
 
2
回

／
年

 

2
 
 
 
0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

0
件

 

4
 
 
 
全

ケ
ー

ス
 

1
 
 
 
2
回

／
年

 

2
 
 
 
4
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

件
0
件

 

4
 
 
 
全

ケ
ー

ス
 

 
 
1
 
 
 
運
営
連
絡
協
議

会
に
参
加
し
、
地
域
住
民

か
ら
の
要
望

や
意
見
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
春
日
井
市
の
介
護
保
険
事
業

者
指
導
に
お

い
て
改
善
指
示
を

4
件
頂
く
。
事
業
内
、
ま
た
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
部

会
に
お

い
 

 
 
 
 
て
周
知
し
、
情
報
共
有

を
図
っ
た
。

 

3
 

 
 
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務

の
遂
行
状

況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況

が
維
持
で
き
た
。

 

4
 

 
 
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

5
名
配
属
し
て
お

り
、
各
ケ
ー
ス
を
確
認
し
助
言

し
て
い
る
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確

保
と
育
成

戦
略

 

 
1
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環
境
の
提
供

 

  
2
職
員
の
育
成

 

 
3
職
員
の
確
保
と
定
着

 

 
4
職
場
環
境
の
健
全
化

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
基

準
 

 
 

 

 
 

 
の
確

立
 

2
 
 
 
勉

強
会

・
内

外
部

研
修

の
参

加
 

3
 
 
 
職

員
面

談
の
実

施
 

4
 
 
 
有

給
休

暇
収

得
率

 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 2
 
 
 
2
0
/
年

 

3
 
 
 
3
回

/
年

 

4
 
 
 
8
0
%
 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 2
 
 
 
4
6
回

/
年

 

3
 
 
 
3
回

/
年

 

4
 
 
 
9
8
.9

%
 

1
 
 
 

 
法
人
統
一
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
意
識

統
一
を
図
る
と
同

時
に
、
事
業

所
独

自
で
マ
ナ
ー
研
修
会
を
開

催
し

 

 
 
 
 

 
マ
ナ
―
の
向
上

を
目
指
し
た
。

 

2
 

 
 
 
施
設
内
外
の
研
修
に
参

加
し
、
自
己
研
鑽

に
努
め
た
。

 

3
 
 
 
 
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

す
る
よ
う
に
定
期
的
に
面
談

を
行
っ
た
が
、
体
調
不
良
等

に
よ
り
退
職
す
る
者
も
い
た
。

 

4
 
 
 
 
計
画
的
な
有
給
休
暇

の
取
得

が
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
勤
務

の
調
整
を
図
り
、
目
標
値
以
上
の
取
得
が
で
き
た
。

 

 

− 120 − − 121 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
春
日
井
市
を
主
と
し
た
近
隣
地
域
の
要
介
護
高
齢
者
へ
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
及
び
支
援
を
行
い
、
在
宅
・
地
域
で
の
自
立
生
活
や
活
動
の
維
持
を
図
り
、
地
域
で
選
ば
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

収
支

差
益

を
確

保
す

る
収
入
実

績

支
出
予

算
執
行

率

新
規
利

用
者
様

獲
得

各
種
加

算
に
よ
る
収

入
実
績

千

％

以
下

名
月

千

千

％

以
下

名
月

千

延
べ
件
数

件
、
延

べ
回

数
回

。
制

度
改

正
に
伴

う
医

師
の
診

察
に
お

い
て
減

算
対

応
と
な
っ
た
が
、
高

い
稼

働
率

を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
、
目

標
値

を
上

回
る
結

果
が
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
会
計
会

議
に
て
予

算
の
執

行
状

況
を
毎

回
確

認
し
、
安

定
し
た
事

業
運

営
が
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
値
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
地

域
と
の
連

携
を
図

る
こ
と
で
毎

月
一

定
の
新

規
利

用
者
様

を
受

け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
や

サ
ー

ビ
ス
提

供
体

制
加

算
な
ど
を
確

実
に
算

定
し
、
目

標
値

を
上

回
る
結

果
が
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安

心
し
て
利

用
出

来
る
施

設
と
し

て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
確

保
す

る

個
人

情
報

の
適

切
な
入

力
・
更

新

信
頼

・
満

足
の
得

ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス

の
提
供

接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

送
付
物

返
送
件

数

ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ加

算
の
算

定
率

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
担

当
者
会

議
へ

の
参
加

『
ほ
っ
と
タ
イ
ム
』
の
実
施

全
項

目
可

件

％

％ 回
月

全
項

目
可

件

％

％ 回
月

丁
寧
な
対
応
・
適

切
な
身

だ
し
な
み

に
心

掛
け
、
接

遇
マ
ナ
ー

を
意

識
し
、
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
定

期
的

な
確

認
も
実

施

し
た
。

送
付
物
や

書
類

関
係

な
ど
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
で
、
正

確
な
情

報
の
入

力
・
更

新
が
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

各
利
用
者

様
の
状

態
に
適

し
た
計

画
の
立

案
に
努

め
、
専

門
性

の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
を
提

供
し
て
い
る
。

可
能
な
限

り
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

に
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
他

職
種

と
の
連

携
を
意

識
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
る
。

介
入

時
間

に
加

え
て
、
利

用
者

様
や

ご
家

族
と
会

話
す

る
時

間
を
確

保
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
信

頼
関

係
の
構

築
と
と
も
に
不

安

感
の
軽
減

に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法

令
を
遵

守
す

る

事
業

所
の
発

展

医
療

機
関

と
の
連

携

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

と
の
連
携

行
政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

リ
ハ
ビ
リ
計

画
書
の
適
切

な
管
理

地
域

活
動
へ

の
参
加

医
療

機
関
へ

の
情
報

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

機
会

件

％

回
年

回
月

回
月

件

％

回
年

回
月

回
月

介
護
報
酬

の
改
定

に
合

わ
せ

、
適

切
に
対

応
し
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
計

画
書

年
間

管
理

表
に
基

づ
き
、
適

切
に
管

理
し
て
い
る
。

地
域
包
括

支
援

セ
ン
タ
ー

か
ら
依

頼
を
受

け
、
運

動
教

室
の
講

師
や

地
域

ケ
ア
会

議
と
地

域
の
介

護
予

防
活

動
へ

参
加

し
て
い
る
。

報
告

書
を
毎

月
作

成
・
送

付
し
、
利

用
者
様

の
状

態
や

進
捗

状
況

を
情

報
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

医
師

か
ら
も
情

報
を
定

期
的

に
頂

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

毎
月

居
宅
介

護
支

援
事

業
所

を
訪

問
し
、
報

告
書

や
計

画
書

を
手

渡
し
し
て
い
る
。
そ
の
際

、
進

捗
状

況
な
ど
を
情

報
共

有
し
連

携
に
努

め
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員

の
育
成

虐
待
防

止
に
関

す
る
研

修
回
数

年
回

年
回

不
適

切
な
ケ
ア
、
身

体
拘

束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法

人
内

及
び

業
界

全
体
で
発

生
し
た
事

例
に
関

す
る
研

修
に
参

加
し
、
対
策

の
周

徹
底
並
び

に
予

防
に
向

け
た
啓

発
に
努

め
て
い
る
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
目
指
し
、
対
人
援
助
技
術
の
向
上
・
職
員
定
着
に
努
め
収
入
に
つ
な
げ
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
年
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 
1
 
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
 

１
 
 
 
3
,5

0
0
件

 
1
 

 
 
3
,6

4
5
件

 
1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
依

頼
を
迅
速

に
受
け
入
れ

、
目
標
の
件
数

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様

と
 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
利
用
者
様
及
び
ご
家
族
の
満
足
度
向
上

 

2
個
人
情
報
の
適
切
な
入
力
・
更
新

 

3
利
用
者
様
が
自
分
自
身

の
存
在
価

値
 

 
役
割
を
感
じ
る

 

  

4
緊
急
時
の
適
切
な
対
応

 

1
 
 
 
満

足
度

調
査

結
果

 

2
 
 
 
送

付
物

返
送

件
数

 

3
-
1
 
意

向
を
尊

重
し
た
計

画
書

の
作

成
 

3
-
2
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
の
実

施
 

3
-
3
 
サ
ー

ビ
ス
担

当
者

会
議

の
開

催
 

3
-
4
 
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
活

用
 

4
 
 
 
適

切
な
対

応
 

1
 
 
 
満

足
度

1
0
0
%
 

2
 
 
 
0
件

 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 1

回
/
月

 

3
-
3
 1

0
0
%
 

3
-
4
 1

0
0
%
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
満

足
度

7
9
%
 

2
 
 
 
0
件

 

3
-
1
 1

0
0
%
 

3
-
2
 1

回
/
月

 

3
-
3
 1

0
0
%
 

3
-
4
 1

0
0
%
 

4
 
 
 
1
0
0
%
 

1
 
 
 
満
足
度
調
査

の
結
果
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
内
で
周
知
し
、
利
用
者
様
、
ご
家
族

の
意
向
の
把
握
に
努

め
た
。

 

2
 
 
 
郵
便
物
が
送
る
際

は
、
宛
名
・
内
容
物
の
確

認
、
封
入
時
の
再
確

認
を
行

い
、
誤
送
付
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。

 

3
-
1
 
利
用
者
様
及
び
ご
家

族
と
協
同
で
プ
ラ
ン
の
作
成

、
見
直
し
を
行

い
、
意
向

に
沿

っ
た
計

画
書
の
作
成
を
目
指
し
た
。

 

3
-
2
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
漏
れ
な
く
実
施
す
る
と
同
時
に
、
ご
本
人
の
状
態
、
プ
ラ
ン
の
適
正
化

を
確

認
し
た
。

 

3
-
3
 
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

に
お

い
て
利
用
者
様

、
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
目
標

を
設
定
し
、
関
係

者
間
で
の
状
況
共
有

に
努

め
た
。

 

3
-
4
 
丁
寧
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
努

め
、
必
要

時
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
に
つ
な
げ
た

 

4
 
 
 

2
4
時
間
体
制
で
電
話
が
つ
な
が
る
状
態
を
保

ち
、
時
間
外
に
お

い
て
も
可
能
な
限
り
利
用
者

の
求

め
る
対
応
を
行

っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 
1
広
域
的
な
取
り
組
み
を
行
う

 

★
2
法
令
を
遵
守
す
る

 

  
3
情
報
保
護
・
管
理
意
識
の
更
な
る
向
上

 

 
4
特
定
事
業
所
の
役
割

を
果
た
す

 

1
 
 
 
運

営
連

絡
協

議
会

の
参

加
 

2
 
 
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

4
 
 
 
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
よ
る
指

導
 

1
 
 
 
2
回

／
年

 

2
 
 
 
0
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

0
件

 

4
 
 
 
全

ケ
ー

ス
 

1
 
 
 
2
回

／
年

 

2
 
 
 
4
件

 

 3
 
 
 
不

合
格

件
0
件

 

4
 
 
 
全

ケ
ー

ス
 

 
 
1
 
 
 
運
営
連
絡
協
議

会
に
参
加
し
、
地
域
住
民

か
ら
の
要
望

や
意
見
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
春
日
井
市
の
介
護
保
険
事
業

者
指
導
に
お

い
て
改
善
指
示
を

4
件
頂
く
。
事
業
内
、
ま
た
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
部

会
に
お

い
 

 
 
 
 
て
周
知
し
、
情
報
共
有

を
図
っ
た
。

 

3
 

 
 
情
報
保
護
・
管
理

に
関
す
る
業
務

の
遂
行
状

況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況

が
維
持
で
き
た
。

 

4
 

 
 
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

5
名
配
属
し
て
お

り
、
各
ケ
ー
ス
を
確
認
し
助
言

し
て
い
る
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確

保
と
育
成

戦
略

 

 
1
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
環
境
の
提
供

 

  
2
職
員
の
育
成

 

 
3
職
員
の
確
保
と
定
着

 

 
4
職
場
環
境
の
健
全
化

 

1
 
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
基

準
 

 
 

 

 
 

 
の
確

立
 

2
 
 
 
勉

強
会

・
内

外
部

研
修

の
参

加
 

3
 
 
 
職

員
面

談
の
実

施
 

4
 
 
 
有

給
休

暇
収

得
率

 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 2
 
 
 
2
0
/
年

 

3
 
 
 
3
回

/
年

 

4
 
 
 
8
0
%
 

1
 
 
 
1
0
0
%
 

 2
 
 
 
4
6
回

/
年

 

3
 
 
 
3
回

/
年

 

4
 
 
 
9
8
.9

%
 

1
 
 
 

 
法
人
統
一
接
遇
・
環
境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
意
識

統
一
を
図
る
と
同

時
に
、
事
業

所
独

自
で
マ
ナ
ー
研
修
会
を
開

催
し

 

 
 
 
 

 
マ
ナ
―
の
向
上

を
目
指
し
た
。

 

2
 

 
 
 
施
設
内
外
の
研
修
に
参

加
し
、
自
己
研
鑽

に
努
め
た
。

 

3
 
 
 
 
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

す
る
よ
う
に
定
期
的
に
面
談

を
行
っ
た
が
、
体
調
不
良
等

に
よ
り
退
職
す
る
者
も
い
た
。

 

4
 
 
 
 
計
画
的
な
有
給
休
暇

の
取
得

が
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
勤
務

の
調
整
を
図
り
、
目
標
値
以
上
の
取
得
が
で
き
た
。

 

 

− 120 − − 121 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
申
込
み
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
温
和
丁
寧
：
地
域
住
民
・
関
係
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
至
る
ま
で
の
心
の
行
き
届
い
た
相
談
窓
口
と
な
り
、
信
頼
を
得
る
。

 
協
和
強
調
：
入
居
・
入
所
事
業
所
へ
の
情
報
提
供
、
連
携
、
協
力
体
制
を
強
化
し
、
安
定

的
な
運
営
に
貢
献
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
入
居
・入

所
事
業
所
の
稼
働

率
の
維
持
、
向
上
及
び
安
定

し
た
収
入
の
確
保
に
貢
献
す

る
 

1
-1

 
新

規
申

込
み
件

数
 

      1
-2

 
営

業
件

数
 

 

1
-1

 
30

0
件

 

      1
-2

 
80

件
 

 

1
-1

 
25

0
件

 

      1
-2

 
70

件
 

 

1
-1

 
新

規
申

込
み
件
数
は
目
標
値
を
下
回
っ
た
が
、
老
人
保
健
施
設
の
回
転
率
向
上
に
伴
い
待
機
期
間
が
短
く
な
っ
た
こ
と

で
、
特

別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
で
も
早
期
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
老

人
保
健
施
設
の
待
機
者
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
他

の
エ
リ
ア
へ
の
希
望
者
に
対
し
て
も
、
他

エ
リ
ア
の
相
談
員

と
情
報

共
有

し
、
入

所
に
つ

な
げ

る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
待
機

中
に
状
況
の
変

化
が
あ
り
問
い
合
わ
せ

を
頂

い
た
際
は
、
各
施
設
相
談
員
へ
情
報

提
供
し
、
早

急
な
面

談
な
ど
を
依
頼
し
、
状
況
把
握
に
努

め
た
。

 

 
 

 
老

健
希

望
者

で
在
宅

復
帰
が
困
難

な
利
用
者
様
に
対
し
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
も

可
能

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
待
機
者
確
保
に
努
め
た
。

 
1
-2

 
エ
リ
ア
内
通

所
・
入
所
相
談
員
が
営
業
に
行
っ
た
際
、
申
込
み
セ
ン
タ
ー
の
案
内
を
配
布
し
て
い
る
。

 

 
 

 
直

接
問

い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
居
宅
事
業
所
や
病
院
に
は
、

F
A

X
や
郵
送
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
料
金
表
を
送
付
し
て
い

 
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
施

設
と
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
担
保
す
る
。

 

２
 
地

域
住

民
・
関

係
機

関
の
ニ

ー
ズ
を
捉

え
分

か
り
や

す
い

相
談
・援

助
を
行
う
 

  ３
 
待
機
期
間
中
の
継
続
的
な
ア

 

 
  

 プ
ロ
ー

チ
を
行

う
 

1
 

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク

表
（
自
己

・他
者
） 

2
-1

 
介

護
サ
ー

ビ
ス
等

の
適

切
な

情
報

提
供

。
 

 2
-2

 
満

足
度

調
査

 
 3
  

 
現

況
調

査
実
施

回
数

 

1
  

 全
項
目

 

 
可

 

 2
-1

 
10

0
％

 

  2
-2

 
10

0
％

 

 3
 

 
2
回

/年
 

 

1
 

 
全
項
目

 

可
 

 2
-1

 
10

0
％

 

  2
-2

 
10

0
％

 

 3
  

 
2
回

/年
 

1
 

 
申

込
み

相
談

窓
口

と
し
て
適
切

な
身

だ
し
な
み
に
心

掛
け
、
丁

寧
な
対

応
で
安

心
し
て
施

設
を
利

用
し
て
頂

け
る
よ
う
な

説
明

に
努

め
た
。

 
 

 
 

 

2
-1

 
制

度
改

正
に
伴
い
、
料

金
表

な
ど
を
更

新
し
、
エ
リ
ア
内
の
相
談

員
と
情
報
共

有
し
た
。
来
設

者
に
対

し
て
グ
ル
ー

プ
ホ

ー
ム
・
老

人
保

健
施

設
・
特

別
養

護
老
人
ホ
ー

ム
の
違

い
・
役

割
に
つ
い
て
具

体
的
な
説

明
を
行

い
待

機
期

間
も
含

め
適

切
な
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 
エ
リ
ア
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
対
し
満
足
度
調
査
を
郵
送
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
回
収
率
は
高
く
、

 
  

  
待

機
期

間
が
ど
れ
だ
け
続
く
の
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
所
で
き
て
安
心

し
て
い
る
と
い
う
声

を
頂
く
。

 
3
  

 
6
月

と
11

月
に
実
施
し
た
。
待
機
者
の
優
先
順
位
の
見
直
し
の
た
め
調
査
表

の
見
直
し
を
行
い
、
優
先
順
位
の
高
い
方

 

 
 

  
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
行
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 
1
-1

 
関

係
法

令
の
理

解
 

1
-2

 
車

両
事

故
、
駐

車
違

反
件
数

 
1
-1

 
10

0
％

 

1
-2

 
0
件

 

1
-1

 
10

0
％

 

1
-2

 
0
件

 

1
-1

 
関

係
法

令
の
理
解
に
努
め
、
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
1
-2

 
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
に
心

が
け
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
１

 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
 

職
員
の
育
成

 

1
 

 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
 
年

3
回

 
1
 
年

3
回

 
1
  

 教
育

計
画
に
沿
っ
て
不
適
切
ケ
ア
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
勉
強
会
を
全
職
員
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に

 

発
生

し
た
事

例
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
い
る
。

 
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
サ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン

レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
（
給
付
の
あ
り
方
）
に
適
応
し
つ
つ
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
選
ば
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
収
支
差
益
を
確
保

す
る

（
介

護
保

険
）
貸

与
利

用
者
数

支
出

予
算

執
行
数

名 ％

名

％

貸
与
利

用
者
様
数
は
前
年
よ
り

名
増
加
（

名
⇒

名
）
し
た
が
、
目
標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
介
護
度
の
軽
度

で
あ
っ
た
方
が
、
急
激

な
重
度
化
に
伴
い
、
施
設
入
居
と
な
る
ケ
ー
ス
が
複
数
見
ら
れ
た
。
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

依
頼

が
あ
っ
た
案
件
は
断
る
こ
と
な
く
対
応
し
、
貸
与
利
用
者
様
の
確
保
を
目
指
す

。

毎
月

、
執
行

状
況
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
確
認
し
、
支
出
状
況
を
全
員
が
把
握
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
が
で
き

た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・生

活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

満
足
度
調
査
の
細
分
化
に
よ

る
課
題
や
長
所
の
把
握

接
遇

・環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

満
足

度
調
査

の
回

収
率
向

上

全
項

目

可

％

全
項
目

可

％

接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

に
基

き
、
日
頃
の
対
応
を
自
己
評
価

他
者
評
価
す
る
こ
と

で
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

回
答

内
容

を
簡
易
的
な
方
式
に
変
更
し
、
回
収
率
の
向
上
に
努
め
た
が
、
目
標
値
ま
で
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
回
収

し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
点
検
に
関
し
て
の
課
題
が
見
え
て
き
た
た
め
、
次
年
度
以
降
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

★
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
を
デ
ー
タ
化

し
、
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い

知
り
得
た
知
識
を
報
告
す
る

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件
数

福
祉

用
具

計
画
書

の
適

切
な

作
成

管
理

勉
強

教
育
会

開
催
数

「
ひ

や
り
ハ
ッ
ト
」
報
告

件
数

報
告

会
の
開

催

件

％ 回

年

件

月

回

件

％ 回

年

件

月

回

行
政

か
ら
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
事
業
所
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
更
新
、
福
祉
用
具
の
追
加
、
事
業
所
変
更
の
際
に
作
成
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、

作
成

漏
れ
が
な
い
よ
う
管
理
も
で
き
て
い
る
。

毎
月
開

催
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
「
安
全
確
認
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
「
福
祉
用
具
計
画
書
」の

勉
強

教
育
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
福

祉
用
具
点
検
時
の
ポ
イ
ン
ト
や
商
品
提
案
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
が
共
有
で
き
た
。

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
時
に
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」の

報
告
を
す
る
こ
と
で
、
職
員
間
で
情
報
の
共
有

を
図

る
こ
と
が
で
き
、
事
故
を
未
然

に
予

防
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
事
故
発
生
「

」）

国
際

福
祉

機
器
展
の
参
加
で
得
た
知
識

等
を
、
内
部
や

外
部
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
職

員
の
育
成

専
門

職
と
し
て
の
知
識

職
能

の
更
な
る
向
上

虐
待

防
止
に
関
す

る
研
修

回

数 研
修

ポ
イ
ン
ト
制

度
等

の
活

用

年
回

ポ

イ
ン
ト

年
回

ポ

イ
ン
ト

不
適

切
ケ
ア
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法
人
内
及
び
、
業
界
全
体
で
発
生
し
た
事
例
に
関
す
る
情
報
を
、
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
イ
ン
ト
＝

時
間
の
研
修
と
し
て
、
一
人
あ
た
り

時
間
の
研
修
を
目
指
し
た
。
座
学

時
間
、
実
技

時
間
の
外
部

研
修

会
、

時
間
を
利
用
し
て
、
新
商
品
展
示
会
に
も
全
員
が
参
加
で
き
、
知
識

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
申
込
み
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
温
和
丁
寧
：
地
域
住
民
・
関
係
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
至
る
ま
で
の
心
の
行
き
届
い
た
相
談
窓
口
と
な
り
、
信
頼
を
得
る
。

 
協
和
強
調
：
入
居
・
入
所
事
業
所
へ
の
情
報
提
供
、
連
携
、
協
力
体
制
を
強
化
し
、
安
定

的
な
運
営
に
貢
献
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
入
居
・入

所
事
業
所
の
稼
働

率
の
維
持
、
向
上
及
び
安
定

し
た
収
入
の
確
保
に
貢
献
す

る
 

1
-1

 
新

規
申

込
み
件

数
 

      1
-2

 
営

業
件

数
 

 

1
-1

 
30

0
件

 

      1
-2

 
80

件
 

 

1
-1

 
25

0
件

 

      1
-2

 
70

件
 

 

1
-1

 
新

規
申

込
み
件
数
は
目
標
値
を
下
回
っ
た
が
、
老
人
保
健
施
設
の
回
転
率
向
上
に
伴
い
待
機
期
間
が
短
く
な
っ
た
こ
と

で
、
特

別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
で
も
早
期
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
老

人
保
健
施
設
の
待
機
者
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
他

の
エ
リ
ア
へ
の
希
望
者
に
対
し
て
も
、
他

エ
リ
ア
の
相
談
員

と
情
報

共
有

し
、
入

所
に
つ

な
げ

る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
待
機

中
に
状
況
の
変

化
が
あ
り
問
い
合
わ
せ

を
頂

い
た
際
は
、
各
施
設
相
談
員
へ
情
報

提
供
し
、
早

急
な
面

談
な
ど
を
依
頼
し
、
状
況
把
握
に
努

め
た
。

 

 
 

 
老

健
希

望
者

で
在
宅

復
帰
が
困
難

な
利
用
者
様
に
対
し
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
も

可
能

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
待
機
者
確
保
に
努
め
た
。

 
1
-2

 
エ
リ
ア
内
通

所
・
入
所
相
談
員
が
営
業
に
行
っ
た
際
、
申
込
み
セ
ン
タ
ー
の
案
内
を
配
布
し
て
い
る
。

 

 
 

 
直

接
問

い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
居
宅
事
業
所
や
病
院
に
は
、

F
A

X
や
郵
送
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
料
金
表
を
送
付
し
て
い

 
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
施

設
と
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
担
保
す
る
。

 

２
 
地

域
住

民
・
関

係
機

関
の
ニ

ー
ズ
を
捉

え
分

か
り
や

す
い

相
談
・援

助
を
行
う
 

  ３
 
待
機
期
間
中
の
継
続
的
な
ア

 

 
  

 プ
ロ
ー

チ
を
行

う
 

1
 

 
接

遇
・
環

境
整

備
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク

表
（
自
己

・他
者
） 

2
-1

 
介

護
サ
ー

ビ
ス
等

の
適

切
な

情
報

提
供

。
 

 2
-2

 
満

足
度

調
査

 
 3
  

 
現

況
調

査
実
施

回
数

 

1
  

 全
項
目

 

 
可

 

 2
-1

 
10

0
％

 

  2
-2

 
10

0
％

 

 3
 

 
2
回

/年
 

 

1
 

 
全
項
目

 

可
 

 2
-1

 
10

0
％

 

  2
-2

 
10

0
％

 

 3
  

 
2
回

/年
 

1
 

 
申

込
み

相
談

窓
口

と
し
て
適
切

な
身

だ
し
な
み
に
心

掛
け
、
丁

寧
な
対

応
で
安

心
し
て
施

設
を
利

用
し
て
頂

け
る
よ
う
な

説
明

に
努

め
た
。

 
 

 
 

 

2
-1

 
制

度
改

正
に
伴
い
、
料

金
表

な
ど
を
更

新
し
、
エ
リ
ア
内
の
相
談

員
と
情
報
共

有
し
た
。
来
設

者
に
対

し
て
グ
ル
ー

プ
ホ

ー
ム
・
老

人
保

健
施

設
・
特

別
養

護
老
人
ホ
ー

ム
の
違

い
・
役

割
に
つ
い
て
具

体
的
な
説

明
を
行

い
待

機
期

間
も
含

め
適

切
な
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-2

 
エ
リ
ア
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
対
し
満
足
度
調
査
を
郵
送
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
回
収
率
は
高
く
、

 
  

  
待

機
期

間
が
ど
れ
だ
け
続
く
の
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
所
で
き
て
安
心

し
て
い
る
と
い
う
声

を
頂
く
。

 
3
  

 
6
月

と
11

月
に
実
施
し
た
。
待
機
者
の
優
先
順
位
の
見
直
し
の
た
め
調
査
表

の
見
直
し
を
行
い
、
優
先
順
位
の
高
い
方

 

 
 

  
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
行
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守
す
る

 
1
-1

 
関

係
法

令
の
理

解
 

1
-2

 
車

両
事

故
、
駐

車
違

反
件
数

 
1
-1

 
10

0
％

 

1
-2

 
0
件

 

1
-1

 
10

0
％

 

1
-2

 
0
件

 

1
-1

 
関

係
法

令
の
理
解
に
努
め
、
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
1
-2

 
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
に
心

が
け
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
１

 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
 

職
員
の
育
成

 

1
 

 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
 
年

3
回

 
1
 
年

3
回

 
1
  

 教
育

計
画
に
沿
っ
て
不
適
切
ケ
ア
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
勉
強
会
を
全
職
員
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に

 

発
生

し
た
事

例
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
い
る
。

 
 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
サ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン

レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
（
給
付
の
あ
り
方
）
に
適
応
し
つ
つ
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
選
ば
れ
る
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
収
支
差
益
を
確
保

す
る

（
介

護
保

険
）
貸

与
利

用
者
数

支
出

予
算

執
行
数

名 ％

名

％

貸
与
利

用
者
様
数
は
前
年
よ
り

名
増
加
（

名
⇒

名
）
し
た
が
、
目
標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
介
護
度
の
軽
度

で
あ
っ
た
方
が
、
急
激
な
重
度
化
に
伴
い
、
施
設
入
居
と
な
る
ケ
ー
ス
が
複
数
見
ら
れ
た
。
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

依
頼

が
あ
っ
た
案
件
は
断
る
こ
と
な
く
対
応
し
、
貸
与
利
用
者
様
の
確
保
を
目
指
す

。

毎
月

、
執
行

状
況
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
確
認
し
、
支
出
状
況
を
全
員
が
把
握
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
が
で
き

た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安
心
し
て
利
用
・生

活
で
き
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

担
保
す
る

満
足
度
調
査
の
細
分
化
に
よ

る
課
題
や
長
所
の
把
握

接
遇

・環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

満
足

度
調
査

の
回

収
率
向

上

全
項

目

可

％

全
項
目

可

％

接
遇

・
環
境

整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表

に
基

き
、
日
頃
の
対
応
を
自
己
評
価

他
者
評
価
す
る
こ
と

で
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

回
答

内
容

を
簡
易
的
な
方
式
に
変
更
し
、
回
収
率
の
向
上
に
努
め
た
が
、
目
標
値
ま
で
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
回
収

し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
点
検
に
関
し
て
の
課
題
が
見
え
て
き
た
た
め
、
次
年
度
以
降
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守
す
る

★
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
を
デ
ー
タ
化

し
、
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い

知
り
得
た
知
識
を
報
告
す
る

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件
数

福
祉

用
具

計
画
書

の
適

切
な

作
成

管
理

勉
強

教
育
会

開
催
数

「
ひ

や
り
ハ
ッ
ト
」
報
告

件
数

報
告

会
の
開

催

件

％ 回

年

件

月

回

件

％ 回

年

件

月

回

行
政

か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
事
業
所
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
更
新
、
福
祉
用
具
の
追
加
、
事
業
所
変
更
の
際
に
作
成
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、

作
成

漏
れ
が
な
い
よ
う
管
理
も
で
き
て
い
る
。

毎
月
開

催
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
「
安
全
確
認
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
「
福
祉
用
具
計
画
書
」の

勉
強

教
育
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
福

祉
用

具
点
検
時
の
ポ
イ
ン
ト
や
商
品
提
案
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
が
共
有
で
き
た
。

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
時
に
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」の

報
告
を
す
る
こ
と
で
、
職
員
間
で
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
事
故
を
未
然

に
予

防
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
事
故
発
生
「

」）

国
際

福
祉

機
器
展
の
参
加
で
得
た
知
識

等
を
、
内
部
や

外
部
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
職

員
の
育
成

専
門

職
と
し
て
の
知
識

職
能

の
更
な
る
向
上

虐
待

防
止
に
関
す

る
研
修

回

数 研
修

ポ
イ
ン
ト
制

度
等

の
活

用

年
回

ポ

イ
ン
ト

年
回

ポ

イ
ン
ト

不
適

切
ケ
ア
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法
人
内
及
び
、
業
界
全
体
で
発
生
し
た
事
例
に
関
す
る
情
報
を
、
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
イ
ン
ト
＝

時
間
の
研
修
と
し
て
、
一
人
あ
た
り

時
間
の
研
修
を
目
指
し
た
。
座
学

時
間
、
実
技

時
間
の
外
部

研
修

会
、

時
間
を
利
用
し
て
、
新
商
品
展
示
会
に
も
全
員
が
参
加
で
き
、
知
識

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
職
員
の
心
も
身
体
も
元
気
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
り
、
利
用
者
様
の
満
足
度
が
向
上
し
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
施
設
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標

値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
収
支
差
益
を
確
保
す
る

事
業
計
画
に
基

づ
く
予
算
執
行
管
理

目
標

稼
動

率

‐
面

談
件

数

契
約

件
数

‐
支

出
予

算
執

行
率

支
出

執
行

状
況

の
確

認

％

月
件 件

％
以

下

毎
月

％

月
件 件 ％
以

下

毎
月

‐
１

入
所

に
お

い
て
は
、
年
度
初

め
に
定
員
の

割
程
度
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
調
整

が
必
要
と
な
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
ル
等

に
よ
り
、
稼

動
の
不
安
定
さ
が
見

ら
れ
た
為
、
安
定
し
た
調
整
が
行
え
る
様
次
年
度

仕
組
み
つ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

申
込

み
セ
ン
タ
ー
や
他
事
業

所
と
円
滑
な
連

携
を
図
り
、
迅
速
な
対
応
を
行

っ
た
事
で
、
目
標

値
を
上
回
る
事
が
出

来
た
。
ま
た
、
早
期
の
入
居

調
整

を
行

う
事

が
出

来
た
。

計
画

に
基

づ
く
管
理
を
行

う
、
支
出
予
算

執
行

率
以
下
の
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
。

事
業

計
画

に
基
づ
く
予
算
執
行

管
理

に
お

い
て
、
毎
月
支
出
執
行
状
況

を
確
認
し
た
事
で
、
適

切
な
予
算
の
管
理
を
行

う
事

が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安

心
し
て
利

用
・
生

活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

満
足
度
維
持
並
び
に
向
上

身
元
引
受
人
と
の
連
携
強
化

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

満
足

度
調

整
結

果

（
回

目
の
満

足
率

）

‐
家

族
交

流
会

開
催

‐
ご
家

族
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
率

全
項

目
可

％

‐
年

回

‐
％

一
部

不
可

有

％

‐
年

回

‐
％

毎
月

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
意
識
付

け
を
行

っ
た
事
で
、
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施
設
と
し
て
の
、
質
を
担
保
す
る
事

が
出
来
た
。

全
体

的
に
良

い
評
価

を
頂
け
て
い
る
。
食
事

に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て

件
意
見
が
挙

が
っ
て
い
た
為
、
対
応

さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。

引
き
続
き
満

足
度

調
査

の
意
見

を
基
に

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

各
フ
ロ
ア
に
お

い
て
、
交
流
会

を
実
施
し
た
。
参
加
頂
い
た
方

か
ら
は
好
評
を
頂

け
た
。
ご
家
族

の
参
加
者
数
を
増
や

す
為
に
、
時
間

及
び
曜
日

の

検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

身
元

引
受

人
に
積
極
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加
を
頂
く
事
で
、
ご
家
族
と
の
連
携
や
施

設
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
事
が
出
来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
１

法
令
を
遵
守
す
る

業
務
調
整
に
よ
る
職
員
負
担

の
軽
減

各
職
種
連
携
に
よ
る
迅
速
な
対
応

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

‐
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

リ
ハ
計

画
の
適

切
な
管

理

事
務

員
勉

強
会

開
催

数

会
議

で
検

討

関
係

職
種

で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

‐
件

‐
％

毎
月

回

毎
日

‐
１
件

‐
％

毎
月

回

毎
日

指
導

監
査

に
お

い
て
、

件
ユ
ニ
ッ
ト
に
お

け
る
職
員
の
配
置
（
馴
染

み
の
関
係

へ
の
留
意
）
に
つ

い
て
書
面
で
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

フ
ロ
ア

ユ
ニ

ッ
ト
の
環

境
に
お

い
て
、
他
ユ
ニ
ッ
ト
・
フ
ロ
ア
へ
の
応

援
が
必
要
と
な
る
機
会
も
多
く
、
固

定
が
厳
し
い
現

状
は
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
応
援
要

員
を
固

定
す

る
等

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

適
切

な
管

理
を
行
な
う
事
で
、
法
令
を
遵
守

す
る
事
が
出
来
た
。

毎
月

エ
リ
ア
事

務
員

会
議
に
お

い
て
、
事
務

処
理
に
関
す
る
諸
手

続
、
手
順
に
つ

い
て
、
勉
強
・
情
報
共

有
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の

意
識

向
上

に
繋

が
っ
た
。

各
会

議
に
お

い
て
、
業
務
負
担

へ
の
検
討

を
行
な
い
、
福
祉
用
具

の
導
入
や
、
環

境
整
備
を
行

っ
た
事
で
、
負
担
軽
減
に
繋
げ
る
事
が
出

来
た
。

毎
朝

各
専

門
職

に
て
情
報
共
有
を
行
い
、
利

用
者
様
の
状
態
変

化
や

ニ
ー
ズ
を
共
有
す
る
事
で
、
迅
速
な
連
携
・
対
応
を
行

う
事

が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

地
域
に
お

け
る
人
材
の
育
成
及
び

確
保

３
教
育
体
制
を
強
化
し
ス
キ
ル
向
上
を

目
指
す

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

‐
地

域
介

護
セ
ミ
ナ
ー

の
開

催

介
護

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催

各
専

門
分

野
の
人

材
養

成
数

年
回

年
回

以
上

年
回

以
上

各
１
名

以
上

年
回

年
回

以
上

年
回

以
上

各
１
名

以
上

研
修

や
毎

月
の
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
し
た
事
で
、
各
職
員
に
意
識

付
け
を
行
う
事

が
出
来
た
。
引
き
続
き
研
修
や
、
日
々

の
意
識
付

け
、
業
務
負
担

の
軽

減
、
ま
た
職

員
の
精

神
的
な
ケ
ア
が
行
え
る
様

に
取
り
組
み
を
継
続
し
、
予
防
に
努

め
て
い
き
た
い
。

地
域

へ
出

向
き
、
高
齢

者
の
方

を
対
象
に
、
介

護
予
防
（
嚥
下
体
操
等

）
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
、
大
変
好

評
を
頂

け
た
。
次

年
度

に
つ

い
て
は
、
介
護
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域

の
学

生
を
対
象
と
し
た
、
福
祉
体
験
の
受

け
入
れ
を
行
い
、
介
護

の
仕
事

に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
頂
く
事

が
出
来
た
。
次
年

度
に
つ

い
て

は
、
求

職
者

等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
計
画
し
て
い
き
た
い
。

制
度

上
の
必

須
研
修
を
中

心
に
、
各
担
当
で
講
師
を
行
い
、
専
門
的
な
知
識

を
向
上
す
る
事

が
出
来
た
。
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
性
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
満
足
度
の
向
上
と
利
用
者
様
の
自
立
支
援
及
び
認
知
症
の
予
防
と
改
善
に
つ
な
が
る
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
体

調
管

理
に
よ
る
目

標
稼

働
率

の
達

成
と
収

入
の
安

定
化

 

 

2
 
コ
ス
ト
に
対

す
る
意

識
向

上
と
適

切
な
収

入
差

益
の
確

保
 

  

1
 

 
稼

働
率

 

  2
 

 
予

算
執
行
率

 

1
 

 
1
0
0
％

 

  2
 

 
1
0
0
％
以

下
 

1
 

 
9
9
.9

7
％

 

  2
 

 
1
0
0
％
以

下
 

1
 

 
身
体
状
態
の
低

下
の
為

、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
の
生

活
が
困

難
に
な
っ
た
利

用
者

様
の
退

居
が
あ
っ
た
が
、
特

養
と
連

携
し
ス
ム
ー

ズ
な

入
退
居
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
 

 
支
出
執
行
状

況
を
確

認
し
、
計

画
的

な
物

品
購

入
、
ま
た
水

道
光

熱
費

の
削

減
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
満

ち
足

り
た
生

活
へ

の
支

援
 

 

 2
生

活
を
楽

し
め
る
環

境
作

り
 

 

   3
清

潔
な
空

間
作

り
 

  

1
-
1
満

足
度
調
査
結

果
 

1
-
2
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値
 

1
-
3
つ

ぶ
や
き
へ
の
対

応
件
数

 

2
-
1
個

別
ケ
ア
・
個
別
外

出
の
回

数
 

（
6
回

/
年
）
 

2
-
2
行

事
開
催

数
 

2
-
3
新

た
な
取

組
み
活

動
数

 

 3
-
1
居

室
清
掃

 

3
-
2
親

し
み
の
あ
る
設
え

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 Y

E
S
8
0
%
 

1
-
3
 2

件
/
月

 

2
-
1
 1
人

6
回

/

年
 

2
-
2
 1

2
回

/
年

 

2
-
3
 1

種
類

/
1
 

 

 
 

 
 
人

 

3
-
1
 1

回
/
週

 

3
-
2
 4

回
/
年

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 Y

E
S
9
6
%
 

1
-
3
 2

件
/
月

 

2
-
1
 1
人

6
回

/

年
 

2
-
2
 1

2
回

/
年

 

2
-
3
 1

種
類

/
1
 

 

 
 

 
 
人

 

3
-
1
 1

回
/
週

 

3
-
2
 4

回
/
年

 

1
-
1
 

回
収
率
が

1
0
0
％

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
回

答
が
あ
っ
た
全

て
の
ご
家

族
に
利

用
に
つ

い
て
満

足
し
て
い
る
と
の
評

価
を
得

た
。

 

1
-
2
 

6
ヶ
月
毎
に
実

施
、
利

用
者

様
の
満

足
で
き
る
生

活
を
支

援
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

1
-
3
 

つ
ぶ
や
き
を
拾
い
、
生

活
環

境
の
ニ
ー

ズ
を
導

き
出

す
こ
と
で
、
利

用
者

様
の
不

安
な
気

持
ち
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
た
。

 

2
-
1
 
人
員
配

置
の
問

題
か
ら
目

標
達

成
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
つ

ぶ
や

き
や

ご
家

族
か
ら
の
情

報
に
よ
り
ニ
ー

ズ
沿

っ
た
外

出
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
毎
月
、
季
節

感
の
あ
る
行

事
を
開

催
し
、
利

用
者

様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

2
-
3
 
利
用
者

様
一
人

ひ
と
り
に
対

し
、
担

当
職

員
が
今

ま
で
の
趣

味
や

楽
し
み

と
な
る
活

動
を
と
も
に
考

え
、
取

り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
日
々
の
居
室
清

掃
の
ほ
か
、
週

に
1
回

利
用

者
様

と
と
も
に
ベ

ッ
ド
の
下

や
タ
ン
ス
の
上

の
埃

と
り
、
衣

類
の
整

頓
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
2
 
毎
月
陶

芸
や
書

道
に
て
完

成
し
た
作

品
を
共

有
ス
ペ

ー
ス
へ

展
示

し
、
そ
の
後

居
室

に
も
飾

る
こ
と
が
で
き
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確

保
す

る
 

 

   

 

 

2
法

人
内

の
ル
ー

ル
を
守

る
 

3
職

員
の
働

き
や

す
い
環

境
作

り
 

1
-
1
運

営
連
絡

協
議
会

へ
の
情
報
提

供
 

 1
-
2
運

営
推
進

会
議
の
開
催

 

1
-
3
事

業
者
講

習
会
へ

の
参

加
 

1
-
4
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
法

人
統
一
化

に
向
け
て
の
検
討
会

の
 

回
数

 

2
 
 
IS

O
9
0
0
1
・
2
7
0
0
1
認
証

維
持

 

3
 
 
職

員
会
議
の
開
催
数

 

1
-
1
 
1
回
以

上

/
年

 

1
-
2
 6

回
/
年

 

1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
4
 4

回
/
年

 

  2
 

 
認
証
維
持

 

3
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 

1
回

/
年

 

 

1
-
2
 6

回
/
年

 

1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
4
 4

回
/
年

 

  2
 

 
認
証
維
持

 

3
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
内

の
活

動
内

容
や

利
用

実
績

、
利

用
者

状
況

を
報

告
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 

2
ヶ
月
に

1
回
、
運

営
推

進
会

議
を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
、
ご
家

族
や

地
域

の
方

、
市

関
係

者
に
情

報
開

示
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 

事
業
者
講

習
会

へ
は
全

て
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
法

改
正

に
伴

う
基

準
や

報
酬

等
の
変

更
を
理

解
し
、
対

応
に
努

め
た
。

 

1
-
4
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
統

一
を
図

る
た
め
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
部

会
で
現

在
も
話

し
合

い
を
行

っ
て
い
る
。

 

  2
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
の
実

施
、
最

新
の
情

報
を
常

に
更

新
す

る
よ
う
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

月
一
回
職

員
会

議
を
実

施
し
、
職

員
同

士
の
交

流
を
行

い
、
相

談
で
き
る
環

境
作

り
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
 

職
員

の
育

成
 

 

★
2
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

と
環

境
 

 

3
専

門
職

と
し
て
必

要
な
知

識
 

の
向
上

 

4
職

員
の
確

保
と
定

着
の

 

仕
組

み
作

り
 

5
働

き
や

す
い
環

境
の
実

現
 

1
 

 
虐

待
防
止
に
関
す
る
研
修
回

数
 

  2
 

 
接

遇
 
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
基

準
 

合
格
率

 

3
 

 
外

部
研
修

 
交
換

研
修
実

績
 

 4
 

 
職

員
面
談
実

施
回
数

 

 5
 
有
給
休
暇

取
得
率

 

1
 
 
3
回

/
年

 

  2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
6
回

/
年

 

 4
 

 
2
回

/
年

 

 5
 

 
8
0
％

 

1
 
 
3
回

/
年

 

  2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
2
回

/
年

 

 4
 

 
2
回

/
年

 

 5
 

 
4
3
.2
％

 

1
 

 
 
外
部
研
修
に
参

加
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
事

業
所

内
で
身

体
拘

束
及

び
虐

待
防

止
に
関

す
る
勉

強
会

を
行

っ
た
。

 

  2
 

接
遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
手
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
職

員
全

員
の
接

遇
マ
ナ
ー

向
上

と
高

品
質

な
環

境
整

備
に
努

め
る
こ
と

が
で
き
た
。

 

3
 

目
標
の
年
間

6
回

の
研

修
に
参

加
す

る
と
い
う
目

標
は
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
専

門
職

と
し
て
必

要
な
知

識
の
向

上
の
為

、
継

続
し
て
外
部
研

修
や

交
換

研
修

の
実

績
を
積

ん
で
い
き
た
い
。

 

4
 

相
談
で
き
る
機

会
を
確

保
し
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向

上
・
維

持
に
努

め
た
。

 

 

5
 

 
 
有
給
休
暇
消
化

状
況

を
確

認
し
な
が
ら
業

務
調

整
を
行

い
有

給
取

得
に
取

り
組

ん
だ
が
目

標
に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

 

 

− 124 − − 125 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
職
員
の
心
も
身
体
も
元
気
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
り
、
利
用
者
様
の
満
足
度
が
向
上
し
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
施
設
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標

値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
収
支
差
益
を
確
保
す
る

事
業
計
画
に
基

づ
く
予
算
執
行
管
理

目
標

稼
動

率

‐
面

談
件

数

契
約

件
数

‐
支

出
予

算
執

行
率

支
出

執
行

状
況

の
確

認

％

月
件 件

％
以

下

毎
月

％

月
件 件 ％
以

下

毎
月

‐
１

入
所

に
お

い
て
は
、
年
度
初

め
に
定
員
の

割
程
度
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
調
整

が
必
要
と
な
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
ル
等

に
よ
り
、
稼

動
の
不
安
定
さ
が
見

ら
れ
た
為
、
安
定
し
た
調
整
が
行
え
る
様
次
年
度

仕
組
み
つ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

申
込

み
セ
ン
タ
ー
や
他
事
業

所
と
円
滑
な
連

携
を
図
り
、
迅
速
な
対
応
を
行

っ
た
事
で
、
目
標

値
を
上
回
る
事
が
出

来
た
。
ま
た
、
早
期
の
入
居

調
整

を
行

う
事

が
出

来
た
。

計
画

に
基

づ
く
管
理
を
行

う
、
支
出
予
算

執
行

率
以
下
の
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
。

事
業

計
画

に
基
づ
く
予
算
執
行

管
理

に
お

い
て
、
毎
月
支
出
執
行
状
況

を
確
認
し
た
事
で
、
適

切
な
予
算
の
管
理
を
行

う
事

が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
安

心
し
て
利

用
・
生

活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

満
足
度
維
持
並
び
に
向
上

身
元
引
受
人
と
の
連
携
強
化

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

満
足

度
調

整
結

果

（
回

目
の
満

足
率

）

‐
家

族
交

流
会

開
催

‐
ご
家

族
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
率

全
項

目
可

％

‐
年

回

‐
％

一
部

不
可

有

％

‐
年

回

‐
％

毎
月

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
意
識
付

け
を
行

っ
た
事
で
、
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施
設
と
し
て
の
、
質
を
担
保
す
る
事

が
出
来
た
。

全
体

的
に
良

い
評
価

を
頂
け
て
い
る
。
食
事

に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て

件
意
見
が
挙

が
っ
て
い
た
為
、
対
応

さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。

引
き
続
き
満

足
度

調
査

の
意
見

を
基
に

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

各
フ
ロ
ア
に
お

い
て
、
交
流
会

を
実
施
し
た
。
参
加
頂
い
た
方

か
ら
は
好
評
を
頂

け
た
。
ご
家
族

の
参
加
者
数
を
増
や

す
為
に
、
時
間

及
び
曜
日

の

検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

身
元

引
受

人
に
積
極
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加
を
頂
く
事
で
、
ご
家
族
と
の
連
携
や
施

設
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
事
が
出
来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
１

法
令
を
遵
守
す
る

業
務
調
整
に
よ
る
職
員
負
担

の
軽
減

各
職
種
連
携
に
よ
る
迅
速
な
対
応

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

‐
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

リ
ハ
計

画
の
適

切
な
管

理

事
務

員
勉

強
会

開
催

数

会
議

で
検

討

関
係

職
種

で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

‐
件

‐
％

毎
月

回

毎
日

‐
１
件

‐
％

毎
月

回

毎
日

指
導

監
査

に
お
い
て
、

件
ユ
ニ
ッ
ト
に
お

け
る
職
員
の
配
置
（
馴
染

み
の
関
係

へ
の
留
意
）
に
つ

い
て
書
面
で
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

フ
ロ
ア

ユ
ニ

ッ
ト
の
環

境
に
お

い
て
、
他
ユ
ニ
ッ
ト
・
フ
ロ
ア
へ
の
応

援
が
必
要
と
な
る
機
会
も
多
く
、
固

定
が
厳
し
い
現

状
は
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
応
援
要

員
を
固

定
す

る
等

配
慮

し
て
い
き
た
い
。

適
切

な
管

理
を
行
な
う
事
で
、
法
令
を
遵
守

す
る
事
が
出
来
た
。

毎
月

エ
リ
ア
事
務
員

会
議
に
お

い
て
、
事
務

処
理
に
関
す
る
諸
手

続
、
手
順
に
つ

い
て
、
勉
強
・
情
報
共

有
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の

意
識

向
上

に
繋

が
っ
た
。

各
会

議
に
お

い
て
、
業
務
負
担

へ
の
検
討

を
行
な
い
、
福
祉
用
具

の
導
入
や
、
環

境
整
備
を
行

っ
た
事
で
、
負
担
軽
減
に
繋
げ
る
事
が
出

来
た
。

毎
朝

各
専

門
職

に
て
情
報
共
有
を
行
い
、
利

用
者
様
の
状
態
変

化
や

ニ
ー
ズ
を
共
有
す
る
事
で
、
迅
速
な
連
携
・
対
応
を
行

う
事

が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の

育
成

地
域
に
お

け
る
人
材
の
育
成
及
び

確
保

３
教
育
体
制
を
強
化
し
ス
キ
ル
向
上
を

目
指
す

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

‐
地

域
介

護
セ
ミ
ナ
ー

の
開

催

介
護

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催

各
専
門

分
野

の
人

材
養

成
数

年
回

年
回

以
上

年
回

以
上

各
１
名

以
上

年
回

年
回

以
上

年
回

以
上

各
１
名

以
上

研
修
や

毎
月

の
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
し
た
事
で
、
各
職
員
に
意
識

付
け
を
行
う
事

が
出
来
た
。
引
き
続
き
研
修
や
、
日
々

の
意
識
付

け
、
業
務
負
担

の
軽

減
、
ま
た
職
員
の
精

神
的
な
ケ
ア
が
行
え
る
様

に
取
り
組
み
を
継
続
し
、
予
防
に
努

め
て
い
き
た
い
。

地
域

へ
出

向
き
、
高
齢

者
の
方

を
対
象
に
、
介

護
予
防
（
嚥
下
体
操
等

）
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
、
大
変
好

評
を
頂

け
た
。
次

年
度

に
つ

い
て
は
、
介
護
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域

の
学

生
を
対
象
と
し
た
、
福
祉
体
験
の
受

け
入
れ
を
行
い
、
介
護

の
仕
事

に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
頂
く
事

が
出
来
た
。
次
年

度
に
つ

い
て

は
、
求

職
者

等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
計
画
し
て
い
き
た
い
。

制
度

上
の
必

須
研
修
を
中

心
に
、
各
担
当
で
講
師
を
行
い
、
専
門
的
な
知
識

を
向
上
す
る
事

が
出
来
た
。
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
性
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
満
足
度
の
向
上
と
利
用
者
様
の
自
立
支
援
及
び
認
知
症
の
予
防
と
改
善
に
つ
な
が
る
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

 
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
体

調
管

理
に
よ
る
目

標
稼

働
率

の
達

成
と
収

入
の
安

定
化

 

 

2
 
コ
ス
ト
に
対

す
る
意

識
向

上
と
適

切
な
収

入
差

益
の
確

保
 

  

1
 

 
稼
働
率

 

  2
 

 
予
算
執
行
率

 

1
 

 
1
0
0
％

 

  2
 

 
1
0
0
％
以

下
 

1
 

 
9
9
.9

7
％

 

  2
 

 
1
0
0
％
以

下
 

1
 

 
身
体
状
態
の
低

下
の
為

、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
の
生

活
が
困

難
に
な
っ
た
利

用
者

様
の
退

居
が
あ
っ
た
が
、
特

養
と
連

携
し
ス
ム
ー

ズ
な

入
退
居
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
 

 
支
出
執
行
状

況
を
確

認
し
、
計

画
的

な
物

品
購

入
、
ま
た
水

道
光

熱
費

の
削

減
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
満

ち
足

り
た
生

活
へ

の
支

援
 

 

 2
生

活
を
楽

し
め
る
環

境
作

り
 

 

   3
清

潔
な
空

間
作

り
 

  

1
-
1
満
足
度
調
査
結

果
 

1
-
2
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
数

値
 

1
-
3
つ

ぶ
や
き
へ
の
対

応
件
数

 

2
-
1
個
別
ケ
ア
・
個
別
外

出
の
回

数
 

（
6
回

/
年
）
 

2
-
2
行
事
開
催

数
 

2
-
3
新

た
な
取

組
み
活

動
数

 

 3
-
1
居

室
清
掃

 

3
-
2
親
し
み
の
あ
る
設
え

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 Y

E
S
8
0
%
 

1
-
3
 2

件
/
月

 

2
-
1
 1
人

6
回

/

年
 

2
-
2
 1

2
回

/
年

 

2
-
3
 1

種
類

/
1
 

 

 
 

 
 
人

 

3
-
1
 1

回
/
週

 

3
-
2
 4

回
/
年

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

1
-
2
 Y

E
S
9
6
%
 

1
-
3
 2

件
/
月

 

2
-
1
 1
人

6
回

/

年
 

2
-
2
 1

2
回

/
年

 

2
-
3
 1

種
類

/
1
 

 

 
 

 
 
人

 

3
-
1
 1

回
/
週

 

3
-
2
 4

回
/
年

 

1
-
1
 

回
収
率
が

1
0
0
％

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
回

答
が
あ
っ
た
全

て
の
ご
家

族
に
利

用
に
つ

い
て
満

足
し
て
い
る
と
の
評

価
を
得

た
。

 

1
-
2
 

6
ヶ
月
毎
に
実
施

、
利

用
者

様
の
満

足
で
き
る
生

活
を
支

援
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

1
-
3
 

つ
ぶ
や
き
を
拾

い
、
生

活
環

境
の
ニ
ー

ズ
を
導

き
出

す
こ
と
で
、
利

用
者

様
の
不

安
な
気

持
ち
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
た
。

 

2
-
1
 
人
員
配

置
の
問

題
か
ら
目

標
達

成
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
つ

ぶ
や

き
や

ご
家

族
か
ら
の
情

報
に
よ
り
ニ
ー

ズ
沿

っ
た
外

出
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
毎
月
、
季
節

感
の
あ
る
行

事
を
開

催
し
、
利

用
者

様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
た
。

 

2
-
3
 
利
用
者

様
一
人

ひ
と
り
に
対

し
、
担

当
職

員
が
今

ま
で
の
趣

味
や

楽
し
み

と
な
る
活

動
を
と
も
に
考

え
、
取

り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
日
々
の
居
室
清

掃
の
ほ
か
、
週

に
1
回

利
用

者
様

と
と
も
に
ベ

ッ
ド
の
下

や
タ
ン
ス
の
上

の
埃

と
り
、
衣

類
の
整

頓
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
2
 
毎
月
陶

芸
や
書

道
に
て
完

成
し
た
作

品
を
共

有
ス
ペ

ー
ス
へ

展
示

し
、
そ
の
後

居
室

に
も
飾

る
こ
と
が
で
き
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確

保
す

る
 

 

   

 

 

2
法

人
内

の
ル
ー

ル
を
守

る
 

3
職

員
の
働

き
や

す
い
環

境
作

り
 

1
-
1
運

営
連
絡

協
議
会

へ
の
情
報
提

供
 

 1
-
2
運
営
推
進

会
議
の
開
催

 

1
-
3
事
業
者
講

習
会
へ

の
参

加
 

1
-
4
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
法

人
統
一
化

に
向
け
て
の
検
討
会

の
 

回
数

 

2
 
 
IS

O
9
0
0
1
・
2
7
0
0
1
認
証

維
持

 

3
 
 
職

員
会
議
の
開
催
数

 

1
-
1
 
1
回
以

上

/
年

 

1
-
2
 6

回
/
年

 

1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
4
 4

回
/
年

 

  2
 

 
認
証
維
持

 

3
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 

1
回

/
年

 

 

1
-
2
 6

回
/
年

 

1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
4
 4

回
/
年

 

  2
 

 
認
証
維
持

 

3
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内

の
活

動
内

容
や

利
用

実
績

、
利

用
者

状
況

を
報

告
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 1
-
2
 

2
ヶ
月
に

1
回

、
運

営
推

進
会

議
を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
、
ご
家

族
や

地
域

の
方

、
市

関
係

者
に
情

報
開

示
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 

事
業
者
講

習
会

へ
は
全

て
参

加
す

る
こ
と
が
で
き
、
法

改
正

に
伴

う
基

準
や

報
酬

等
の
変

更
を
理

解
し
、
対

応
に
努

め
た
。

 

1
-
4
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
統

一
を
図

る
た
め
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
部

会
で
現

在
も
話

し
合

い
を
行

っ
て
い
る
。

 

  2
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
の
実

施
、
最

新
の
情

報
を
常

に
更

新
す

る
よ
う
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 

月
一
回
職

員
会

議
を
実

施
し
、
職

員
同

士
の
交

流
を
行

い
、
相

談
で
き
る
環

境
作

り
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
 

職
員

の
育

成
 

 

★
2
高

品
質

な
接

遇
マ
ナ
ー

と
環

境
 

 

3
専

門
職

と
し
て
必

要
な
知

識
 

の
向
上

 

4
職

員
の
確

保
と
定

着
の

 

仕
組

み
作

り
 

5
働

き
や

す
い
環

境
の
実

現
 

1
 

 
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
回

数
 

  2
 

 
接
遇

 
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
基

準
 

合
格
率

 

3
 

 
外
部
研
修

 
交
換

研
修
実

績
 

 4
 

 
職
員
面
談
実

施
回
数

 

 5
 
有
給
休
暇

取
得
率

 

1
 
 
3
回

/
年

 

  2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
6
回

/
年

 

 4
 

 
2
回

/
年

 

 5
 

 
8
0
％

 

1
 
 
3
回

/
年

 

  2
 

 
1
0
0
％

 

 3
 

 
2
回

/
年

 

 4
 

 
2
回

/
年

 

 5
 

 
4
3
.2
％

 

1
 

 
 
外
部
研
修
に
参

加
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
事

業
所

内
で
身

体
拘

束
及

び
虐

待
防

止
に
関

す
る
勉

強
会

を
行

っ
た
。

 

  2
 

接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
手
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
職

員
全

員
の
接

遇
マ
ナ
ー

向
上

と
高

品
質

な
環

境
整

備
に
努

め
る
こ
と

が
で
き
た
。

 

3
 

目
標
の
年
間

6
回

の
研

修
に
参

加
す

る
と
い
う
目

標
は
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
専

門
職

と
し
て
必

要
な
知

識
の
向

上
の
為

、
継

続
し
て
外
部
研

修
や

交
換

研
修

の
実

績
を
積

ん
で
い
き
た
い
。

 

4
 

相
談
で
き
る
機

会
を
確

保
し
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
向

上
・
維

持
に
努

め
た
。

 

 

5
 

 
 
有
給
休
暇
消
化

状
況

を
確

認
し
な
が
ら
業

務
調

整
を
行

い
有

給
取

得
に
取

り
組

ん
だ
が
目

標
に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

 

 

− 124 − − 125 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

 
 

 
（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
介
護
予
防
・
認
知
症
改
善
に
視
点
を
置
い
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
心
が
け
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
施
設
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
を
奨
励
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収

支
差

益
を
確

保
す

る
 

 2
 
事

業
計

画
に
基

づ
く
予

算
執

行
管

理
 

1
-
1
目
標
稼
働

率
 

1
-
2
支
出
予
算

執
行
率

 

2
 
 
支
出

執
行
状

況
の
確

認
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

2
 

 
 
4
半

期
毎

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

2
 
 
 

4
半

期
毎

 

1
-
1
 

1
名
の
退
所

者
が
あ
っ
た
が
、
同

一
月

内
に

1
名

の
新

規
利

用
者

が
あ
り
、
稼

働
率

1
0
0
%
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
設
備
の
修
繕
費

は
か
さ
ん
だ
が
、
光

熱
水

費
の
削

減
、
物

品
の
適

正
発

注
に
取

組
み

、
委

託
料

の
範

囲
で
執

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
予
算

執
行
の
管

理
を
徹

底
し
支

出
執

行
状

況
の
確

認
を
励

行
す

る
こ
と
で
、
消

耗
品

・
備

品
の
購

入
、
設

備
の
修

繕
を
計

画
的

に
実

行
す

 

 
 

 
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
向

上
す

る
 

2
 
自

立
し
た
生

活
の
継

続
を
図

る
 

 3
 
認

知
症

予
防

を
目

的
と
し
た
レ
ク
リ

 

エ
ー

シ
ョ
ン
の
企

画
と
実

施
お

よ
び

 

充
実

を
図

る
 

4
 
生

活
の
満

足
・
安

心
・
意

欲
の
向

上
 

 
 
を
図

る
 

5
 
健

康
状

態
を
定

期
的

に
把

握
し
、

 

 
 
支

援
へ

の
活

用
を
図

る
 

 6
 
地

域
活

動
へ

の
参

加
を
奨

励
す

る
 

1
 

 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

 
 
 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

2
-
1
買
物
バ
ス
の
運

行
 

2
-
2
自
炊
困
難

な
方

へ
の
弁

当
提
供

 

3
-
1
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施

件
数

 

3
-
2
参
加
人
数

 

 4
-
1
相
談
・
助

言
件
数

 

4
-
2
市
役
所
と
の
面
談

率
 

5
-
1
健
康
診
断

の
実
施

 

5
-
2
予
防
接
種

の
実
施

 

 6
 

 
参
加
実
績

（
累
計
）
 

1
 
 
 
全

項
目

可
 

 2
-
1
 

2
回

/
週

 

2
-
2
 

2
,2

0
0
食

 

3
-
1
 

1
2
0
回

 

3
-
2
 

1
0
人

～
 

 4
-
1
 

1
,8

5
0
件

 

4
-
2
 

1
0
0
%
 

5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
4
0
人

 

1
 
 
全

項
目

可
 

 2
-
1
 

2
回

/
週

 

2
-
2
 

2
,7

2
0
食

 

3
-
1
 

1
1
3
回

 

3
-
2
 

1
0
人

～
 

 4
-
1
 

3
,0

6
0
件

 

4
-
2
 

2
8
.5

%
 

5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
6
0
人

 

1
 

 
法
人
統
一
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基

づ
き
、
接

遇
マ
ナ
ー

の
向

上
と
高

品
質

な
環

境
整

備
に
取

組
み

、
利

用
者

様
や

外
来

者
か
ら
も
好

印
象

 

 
 

 
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
感

触
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
予
定
ど
お

り
、
毎

週
2
回

の
買

物
バ
ス
運

行
に
よ
り
、
食

材
供

給
の
利

便
性

を
確

保
・
提

供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
施
設
夕

食
弁

当
の
提

供
に
加

え
、
月

2
回

、
支

援
ハ
ウ
ス
内

で
麺

類
、
幕

の
内

弁
当

を
製

作
、
希

望
者

に
提

供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 
毎
月
開

催
の
行

事
（
カ
ラ
オ
ケ
等

）
の
ほ
か
、
初

詣
、
花

見
な
ど
の
季

節
行

事
を
織

り
込

み
、
ほ
ぼ
計

画
ど
お

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
2
 
各
利
用

者
様

の
通

所
サ
ー

ビ
ス
利

用
等

を
考

慮
し
、
参

加
し
や

す
い
曜

日
、
時

間
帯

に
開

催
す

る
こ
と
で
、
参

加
者

を
確

保
し
た
。

 

 4
-
1
 
骨
折
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
の
支

援
や

利
用

者
様

個
々

の
状

態
に
よ
る
特

別
な
事

情
か
ら
件

数
が
大

幅
に
増

加
し
た
。

 

4
-
2
 
全
員
対

象
の
面

談
は
実

施
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
案

件
に
応

じ
た
個

別
面

談
と
月

例
報

告
に
よ
る
対

応
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
-
1
 
医
療
機

関
へ

の
予

約
か
ら
受

診
、
受

診
結

果
の
把

握
、
要

精
検

、
そ
の
後

の
受

診
に
い
た
る
ま
で
対

応
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
-
2
 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接

種
を
漏

れ
な
く
全

員
実

施
し
、
感

染
症

予
防

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
肺

炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
該

当

者
で
希
望
者

の
み

実
施

し
た
。

 

6
 

 
“
歌
声
広
場
”
や

“
ぬ

く
も
り
の
集

い
”
へ

の
毎

回
参

加
が
あ
り
、
参

加
延

人
数

は
増

加
し
た
。

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
法

令
を
遵

守
す

る
 

2
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
向

上
 

1
 

 
行
政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

 

2
 

 
運
用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

1
 
 

0
件

 

2
 
不

合
格

件
数

 
 

 
 

0
件

 

1
 
 
0
件

 

2
 
不

合
格

数
 

 
 

0
件

 

1
 

 
法
人
内
関
係

事
業

所
と
協

力
し
、
地

域
の
要

望
や

意
見

を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
不

合
格

件
数

は
0
件

だ
っ
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員
の

 

 
 
育

成
 

2
 
職

員
の
確

保
と
定

着
 

3
 
職

場
環

境
の
健

全
化

 

1
 

 
虐
待
防
止

に
関
す

る
研
修

回
数

 
 

 2
 

 
職
員
面
談
実

施
回
数

 

3
 

 
有
給
休
暇

取
得
率

 

1
 
 

2
回

/
年

 

 2
 

 
2
回

/
年

 

3
 

 
8
0
%
 

1
 

 
1
回

/
年

 

 2
 

 
2
回

/
年

 

3
 

 
6
8
.6

2
%
 

1
 
 
 
研
修
は

1
回
し
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
が
、
不

適
切

な
ケ
ア
、
身

体
拘

束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法

人
内

及
び

業
界

全
体

で
発

生
し
た
事

例
に
関
す

る
情
報

を
取

得
し
、
対

策
の
周

知
徹

底
並

び
に
予

防
に
向

け
た
啓

発
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
予
定

ど
お
り
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
全
員

の
目
標

達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎

月
の
勤

務
調

整
に
よ
る
取

得
を
重

ね
た
結

果
で
あ
り
、
当

該
取

得
率

は
評

価
で
き
る
と
も
の
と

思
わ
れ
る
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 
 

 
（
施
設
名
）
第

2
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
職
員

1
人
ひ
と
り
が
心
も
身
体
も
元
気
に
働
け
る
職
場
つ
く
り
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し
た
収

入
を
確

保
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
 

 
 
利
用
者

様
数

 
1
-
1
 
月
平
均

7
0
人
以

上
 

 

1
-
1
 
月
平

均
6
9
名

 
 

 
 

 

1
-
1
 
平
成

3
0
年

4
月

よ
り
春

日
井

市
に
て
要

支
援

や
事

業
対

象
者

の
利

用
者

様
に
対

し
、
総

合
事

業
の
訪

問
型

緩
和

さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
単

位
数

が
低

く
、
加

算
も
な
い
た
め
収

入
減

と
な
っ
た
。
ま
た
、
入

院
な
ど
の
理

由
で
サ
ー

ビ
ス
が
一

時
待
機

状

態
の
利
用

者
様

が
多

く
、
新

規
の
受

け
入

れ
が
困

難
と
な
り
目

標
値

が
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
は
介

護
度

の
高

い
利

用
者

様
の
受

け

入
れ
が
出

来
る
よ
う
に
、
人

材
の
確

保
と
育

成
に
努

め
る
。

 

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利

用
者

様
、
ご
家

族
の
満

足
度

向
 

上
 

 ★
2
 
ご
自
分

ら
し
さ
を
尊

重
し
た
心
の
こ

も
っ
た
ケ
ア
を
提

供
す

る
 

 ★
3
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
事

業
所

と
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
担

保
す

る
 

1
 
 

 
満
足
度

調
査
・
つ

ぶ
や
き

 
  2
 
 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
 

  3
 
 

 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・

他
者
）
 

1
-
1
 

2
回

/
年

 
  2
 

 
 
1
0
0
%
 

  3
 
 
 
全
項

目
可

 

1
 

 
2
回

/
年

 
  2
 

 
1
0
0
%
 

  3
 
 
全
項

目
可

 

1
-
1
 
年

2
回
の
満
足

度
調

査
を
実

施
し
、
満

足
度

1
0
0
%
と
評

価
い
た
だ
く
と
共

に
、
利

用
者

様
や

ご
家

族
か
ら
の
貴

重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い

 
た
。
集
計
結
果
と
共

に
ご
意

見
に
対

し
て
事

業
所

か
ら
の
回

答
を
公

表
し
た
。

 
 2
-
1
 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
表

に
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
管

理
し
、

1
0
0
%
実

施
す

る
こ
と
が
出

来
た
。
そ
れ
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
の
妥

当
性

を
評

価
で
き
、

支
援
内
容

の
追
加

や
変

更
な
ど
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ

た
適
切

な
サ
ー

ビ
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
-
1
 
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

に
て
自

己
点

検
を
実

施
す

る
と
と
も
に
、
事

務
所

に
て
出

勤
時

職
員

同
士

で
の
点

検
を
行

っ
た
。
適

切
な
身

だ
し

な
み
で
サ
ー

ビ
ス
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
質

の
確

保
に
つ

な
が
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
緊

急
時

・
重

度
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
方

 
に
対

応
で
き
る
介

護
技

術
の
習

 
2
 
リ
ス
ク
を
予

測
で
き
る
こ
と
で
、
信

頼
 

し
て
も
ら
え
る
事

業
所

 
 

★
3
 
虐

待
・
身

体
拘

束
・
注

意
す

れ
ば

 
防

げ
る
事

故
な
ど
不

適
切

な
ケ
ア

 
を
無

く
す

 
 ★

4
 
高

齢
者

虐
待

防
止

法
を
理

解
す

る
 

 5
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
更

な
る

 
向

上
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
6
人

員
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
を

 
遵

守
す

る
 

1
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 2
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 3
-
1
 
終
礼

時
に
当

日
の
ケ
ア
内
容
を
振

り
返
る

 
3
-
2
 
相
談

件
数

 
3
-
3
 
現
場
で
の
疑
問

解
決

 
4
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 5
 
 
 
運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 6
 
 
 
自
主

点
検
す

る
 

1
 

 
2
回

/
年

 
 2
 

 
1
2
回

/
年

 
 3
-
1
 
毎
日

 
 3
-
2
 
毎
日

 
3
-
3
 1

回
/
月

 
4
 

 
3
回

/
年

 
 5
 

 
不
合
格

 
0
件

 
6
 

 
1
2
回

/
年

 

1
 

 
2
回

/
年

 
 2
 

 
1
2
回

/
年

 
 3
-
1
 
毎
日

 
 3
-
2
 
毎
日

 
3
-
3
 1

回
/
月

 
4
 

 
3
回

/
年

 
 5
 

 
不
合
格

 
0
件

 
6
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 
外
部
の
研
修
会

に
参

加
し
、
新

し
い
介

護
技

術
を
学

び
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
研

修
に
て
共

有
し
介

護
技

術
の
習

得
に
繋

が
っ
た
。

 
 2
-
1
 
毎
月
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
リ
ス
ク
に
対

す
る
事
例
を
検

討
し
、
職

員
１
人

1
人

が
リ
ス
ク
に
対

応
す

る
判

断
力

を
つ

け
て
い
る
。

 
 3
-
1
 
終
礼
時

に
、
当

日
の
報

告
を
す

る
よ
う
に
徹

底
し
た
。

 
 3
-
2
 
職
員
が
相
談
で
き
る
環

境
を
つ

く
り
、
サ
ー

ビ
ス
提
供

責
任

者
が
相

談
に
つ

い
て
回

答
を
し
、
安

心
で
き
る
体

制
を
と
っ
た
。

 
3
-
3
 
毎
月
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
検

討
し
解

決
し
た
。

 
4
-
1
 
年
３
回
勉

強
会

を
実

施
し
、
高

齢
者

虐
待

の
理

解
と
意

識
付

け
を
行

っ
た
。
結

果
、
ス
ピ
ー

チ
ロ
ッ
ク
に
配

慮
し
た
声

か
け
が
実

施
で
き
て

 
い
る
。

 
5
-
1
 
毎
月
運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
自

己
点

検
を
行

い
不

合
格

0
に
努
め
た
。

 
 6
-
1
 
毎
月
自

主
点
検

し
、
基

準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
の
確

認
を
行

っ
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
倫

理
・
法

令
遵

守
を
理

解
す

る
 

 
2
職

員
を
安

定
し
て
確

保
す

る
 

 

1
 

 
 
勉
強
会
実

施
回
数

 
 2
-
1
 
有
給
休

暇
取
得

率
 

2
-
2
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
募

集
に
つ

い
て

話
す

 
2
-
3
 
勤
務
可

能
日
確

認
回
数

 
 

1
 
 
 
2
回

/
年

 
 2
-
1
 8

0
％

 
2
-
2
 
年

3
回

 
以
上

 
 

 
 

 
 

2
-
3
 2

回
/
年

 

1
 
 
 
2
回

/
年

 
 2
-
1
 9

0
％

 
2
-
2
 
年

1
2
回

 
 

 
 

 
 

 2
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
1
 
年
２
回

の
勉
強

会
を
実

施
し
、
倫

理
・
法

令
遵

守
の
理

解
に
努

め
た
。

 
 2
-
1
 
取
得
率
が

9
0
％
と
高

く
、
皆
が
有

給
休

暇
を
と
り
や
す

い
環
境

が
整

い
、
働

き
や

す
い
職

場
と
な
っ
て
い
る
。

 
2
-
2
 
募
集
に
つ
い
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
話

し
、
紹

介
に
て
１
名

入
職

。
ま
た
離

職
率

0
%
と
な
っ
た
。

 
 2
-
3
 
職
員
一

人
一
人

の
状

況
に
応

じ
た
働

き
方

が
出

来
る
よ
う
に
、
そ
の
時

々
に
勤

務
可

能
日

時
を
確

認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
に
あ
っ
た
無

理
の
な
い
働

き
方

が
実

現
で
き
て
い
る
。
勤

務
時

間
の
拡

大
に
つ

な
が
る
よ
う
に
引

き
続

き
働

き
か
け
て
い
く
。

 

 

− 126 − − 127 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

 
 

 
（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
介
護
予
防
・
認
知
症
改
善
に
視
点
を
置
い
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
心
が
け
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
施
設
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
を
奨
励
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
収

支
差

益
を
確

保
す

る
 

 2
 
事

業
計

画
に
基

づ
く
予

算
執

行
管

理
 

1
-
1
目
標
稼
働

率
 

1
-
2
支
出
予
算

執
行
率

 

2
 
 
支
出

執
行
状

況
の
確

認
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

2
 

 
 
4
半

期
毎

 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

1
-
2
 

1
0
0
%
以

下
 

2
 
 
 

4
半

期
毎

 

1
-
1
 

1
名
の
退
所

者
が
あ
っ
た
が
、
同

一
月

内
に

1
名

の
新

規
利

用
者

が
あ
り
、
稼

働
率

1
0
0
%
を
維

持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
設
備
の
修
繕
費

は
か
さ
ん
だ
が
、
光

熱
水

費
の
削

減
、
物

品
の
適

正
発

注
に
取

組
み

、
委

託
料

の
範

囲
で
執

行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
予
算

執
行
の
管

理
を
徹

底
し
支

出
執

行
状

況
の
確

認
を
励

行
す

る
こ
と
で
、
消

耗
品

・
備

品
の
購

入
、
設

備
の
修

繕
を
計

画
的

に
実

行
す

 

 
 

 
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
向

上
す

る
 

2
 
自

立
し
た
生

活
の
継

続
を
図

る
 

 3
 
認

知
症

予
防

を
目

的
と
し
た
レ
ク
リ

 

エ
ー

シ
ョ
ン
の
企

画
と
実

施
お

よ
び

 

充
実

を
図

る
 

4
 
生

活
の
満

足
・
安

心
・
意

欲
の
向

上
 

 
 
を
図

る
 

5
 
健

康
状

態
を
定

期
的

に
把

握
し
、

 

 
 
支

援
へ

の
活

用
を
図

る
 

 6
 
地

域
活

動
へ

の
参

加
を
奨

励
す

る
 

1
 

 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

 
 
 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

2
-
1
買
物
バ
ス
の
運

行
 

2
-
2
自
炊
困
難

な
方

へ
の
弁

当
提
供

 

3
-
1
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施

件
数

 

3
-
2
参
加
人
数

 

 4
-
1
相
談
・
助

言
件
数

 

4
-
2
市
役
所
と
の
面
談

率
 

5
-
1
健
康
診
断

の
実
施

 

5
-
2
予
防
接
種

の
実
施

 

 6
 

 
参
加
実
績

（
累
計
）
 

1
 
 
 
全

項
目

可
 

 2
-
1
 

2
回

/
週

 

2
-
2
 

2
,2

0
0
食

 

3
-
1
 

1
2
0
回

 

3
-
2
 

1
0
人

～
 

 4
-
1
 

1
,8

5
0
件

 

4
-
2
 

1
0
0
%
 

5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
4
0
人

 

1
 
 
全

項
目

可
 

 2
-
1
 

2
回

/
週

 

2
-
2
 

2
,7

2
0
食

 

3
-
1
 

1
1
3
回

 

3
-
2
 

1
0
人

～
 

 4
-
1
 

3
,0

6
0
件

 

4
-
2
 

2
8
.5

%
 

5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

 6
 
 
 
1
6
0
人

 

1
 

 
法
人
統
一
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基

づ
き
、
接

遇
マ
ナ
ー

の
向

上
と
高

品
質

な
環

境
整

備
に
取

組
み

、
利

用
者

様
や

外
来

者
か
ら
も
好

印
象

 

 
 

 
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
感

触
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 
予
定
ど
お

り
、
毎

週
2
回

の
買

物
バ
ス
運

行
に
よ
り
、
食

材
供

給
の
利

便
性

を
確

保
・
提

供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
施
設
夕

食
弁

当
の
提

供
に
加

え
、
月

2
回

、
支

援
ハ
ウ
ス
内

で
麺

類
、
幕

の
内

弁
当

を
製

作
、
希

望
者

に
提

供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
1
 
毎
月
開

催
の
行

事
（
カ
ラ
オ
ケ
等

）
の
ほ
か
、
初

詣
、
花

見
な
ど
の
季

節
行

事
を
織

り
込

み
、
ほ
ぼ
計

画
ど
お

り
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-
2
 
各
利
用

者
様

の
通

所
サ
ー

ビ
ス
利

用
等

を
考

慮
し
、
参

加
し
や

す
い
曜

日
、
時

間
帯

に
開

催
す

る
こ
と
で
、
参

加
者

を
確

保
し
た
。

 

 4
-
1
 
骨
折
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
の
支

援
や

利
用

者
様

個
々

の
状

態
に
よ
る
特

別
な
事

情
か
ら
件

数
が
大

幅
に
増

加
し
た
。

 

4
-
2
 
全
員
対

象
の
面

談
は
実

施
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
案

件
に
応

じ
た
個

別
面

談
と
月

例
報

告
に
よ
る
対

応
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
-
1
 
医
療
機

関
へ

の
予

約
か
ら
受

診
、
受

診
結

果
の
把

握
、
要

精
検

、
そ
の
後

の
受

診
に
い
た
る
ま
で
対

応
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

5
-
2
 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接

種
を
漏

れ
な
く
全

員
実

施
し
、
感

染
症

予
防

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
肺

炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
該

当

者
で
希
望
者

の
み

実
施

し
た
。

 

6
 

 
“
歌
声
広
場
”
や

“
ぬ

く
も
り
の
集

い
”
へ

の
毎

回
参

加
が
あ
り
、
参

加
延

人
数

は
増

加
し
た
。

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
法

令
を
遵

守
す

る
 

2
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
向

上
 

1
 

 
行
政
か
ら
の
指

示
事
項

件
数

 

2
 

 
運
用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

1
 
 

0
件

 

2
 
不

合
格

件
数

 
 

 
 

0
件

 

1
 
 
0
件

 

2
 
不

合
格

数
 

 
 

0
件

 

1
 

 
法
人
内
関
係

事
業

所
と
協

力
し
、
地

域
の
要

望
や

意
見

を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 

 
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
不

合
格

件
数

は
0
件

だ
っ
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員
の

 

 
 
育

成
 

2
 
職

員
の
確

保
と
定

着
 

3
 
職

場
環

境
の
健

全
化

 

1
 

 
虐
待
防
止

に
関
す

る
研
修

回
数

 
 

 2
 

 
職
員
面
談
実

施
回
数

 

3
 

 
有
給
休
暇

取
得
率

 

1
 
 

2
回

/
年

 

 2
 

 
2
回

/
年

 

3
 

 
8
0
%
 

1
 

 
1
回

/
年

 

 2
 

 
2
回

/
年

 

3
 

 
6
8
.6

2
%
 

1
 
 
 
研
修
は

1
回
し
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
が
、
不

適
切

な
ケ
ア
、
身

体
拘

束
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
法

人
内

及
び

業
界

全
体

で
発

生
し
た
事

例
に
関
す

る
情
報

を
取

得
し
、
対

策
の
周

知
徹

底
並

び
に
予

防
に
向

け
た
啓

発
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 
 
予
定

ど
お
り
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
 
 
 
全
員

の
目
標

達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎

月
の
勤

務
調

整
に
よ
る
取

得
を
重

ね
た
結

果
で
あ
り
、
当

該
取

得
率

は
評

価
で
き
る
と
も
の
と

思
わ
れ
る
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 
 

 
（
施
設
名
）
第

2
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
職
員

1
人
ひ
と
り
が
心
も
身
体
も
元
気
に
働
け
る
職
場
つ
く
り
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
安

定
し
た
収

入
を
確

保
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
 

 
 
利
用
者

様
数

 
1
-
1
 
月
平
均

7
0
人
以

上
 

 

1
-
1
 
月
平

均
6
9
名

 
 

 
 

 

1
-
1
 
平
成

3
0
年

4
月

よ
り
春

日
井

市
に
て
要

支
援

や
事

業
対

象
者

の
利

用
者

様
に
対

し
、
総

合
事

業
の
訪

問
型

緩
和

さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
単

位
数

が
低

く
、
加

算
も
な
い
た
め
収

入
減

と
な
っ
た
。
ま
た
、
入

院
な
ど
の
理

由
で
サ
ー

ビ
ス
が
一

時
待
機

状

態
の
利
用

者
様

が
多

く
、
新

規
の
受

け
入

れ
が
困

難
と
な
り
目

標
値

が
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
は
介

護
度

の
高

い
利

用
者

様
の
受

け

入
れ
が
出

来
る
よ
う
に
、
人

材
の
確

保
と
育

成
に
努

め
る
。

 

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利

用
者

様
、
ご
家

族
の
満

足
度

向
 

上
 

 ★
2
 
ご
自
分

ら
し
さ
を
尊

重
し
た
心
の
こ

も
っ
た
ケ
ア
を
提

供
す

る
 

 ★
3
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
事

業
所

と
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

を
担

保
す

る
 

1
 
 

 
満
足
度

調
査
・
つ

ぶ
や
き

 
  2
 
 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
 

  3
 
 

 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・

他
者
）
 

1
-
1
 

2
回

/
年

 
  2
 

 
 
1
0
0
%
 

  3
 
 
 
全
項

目
可

 

1
 

 
2
回

/
年

 
  2
 

 
1
0
0
%
 

  3
 
 
全
項

目
可

 

1
-
1
 
年

2
回
の
満
足

度
調

査
を
実

施
し
、
満

足
度

1
0
0
%
と
評

価
い
た
だ
く
と
共

に
、
利

用
者

様
や

ご
家

族
か
ら
の
貴

重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い

 
た
。
集
計
結
果

と
共

に
ご
意

見
に
対

し
て
事

業
所

か
ら
の
回

答
を
公

表
し
た
。

 
 2
-
1
 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
表

に
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
管

理
し
、

1
0
0
%
実

施
す

る
こ
と
が
出

来
た
。
そ
れ
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
の
妥

当
性

を
評

価
で
き
、

支
援
内
容

の
追
加

や
変

更
な
ど
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ

た
適
切

な
サ
ー

ビ
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
-
1
 
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

に
て
自

己
点

検
を
実

施
す

る
と
と
も
に
、
事

務
所

に
て
出

勤
時

職
員

同
士

で
の
点

検
を
行

っ
た
。
適

切
な
身

だ
し

な
み
で
サ
ー

ビ
ス
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
質

の
確

保
に
つ

な
が
っ
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
緊

急
時

・
重

度
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
方

 
に
対

応
で
き
る
介

護
技

術
の
習

 
2
 
リ
ス
ク
を
予

測
で
き
る
こ
と
で
、
信

頼
 

し
て
も
ら
え
る
事

業
所

 
 

★
3
 
虐

待
・
身

体
拘

束
・
注

意
す

れ
ば

 
防

げ
る
事

故
な
ど
不

適
切

な
ケ
ア

 
を
無

く
す

 
 ★

4
 
高

齢
者

虐
待

防
止

法
を
理

解
す

る
 

 5
 
情

報
保

護
・
管

理
意

識
の
更

な
る

 
向

上
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
6
人

員
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
を

 
遵

守
す

る
 

1
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 2
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 3
-
1
 
終
礼

時
に
当

日
の
ケ
ア
内
容
を
振

り
返
る

 
3
-
2
 
相
談

件
数

 
3
-
3
 
現
場
で
の
疑
問

解
決

 
4
 
 
 
勉
強

会
実
施

回
数

 
 5
 
 
 
運
用

確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 6
 
 
 
自
主

点
検
す

る
 

1
 

 
2
回

/
年

 
 2
 

 
1
2
回

/
年

 
 3
-
1
 
毎
日

 
 3
-
2
 
毎
日

 
3
-
3
 1

回
/
月

 
4
 

 
3
回

/
年

 
 5
 

 
不
合
格

 
0
件

 
6
 

 
1
2
回

/
年

 

1
 

 
2
回

/
年

 
 2
 

 
1
2
回

/
年

 
 3
-
1
 
毎
日

 
 3
-
2
 
毎
日

 
3
-
3
 1

回
/
月

 
4
 

 
3
回

/
年

 
 5
 

 
不
合
格

 
0
件

 
6
 

 
1
2
回

/
年

 

1
-
1
 
外
部
の
研
修
会

に
参

加
し
、
新

し
い
介

護
技

術
を
学

び
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
研

修
に
て
共

有
し
介

護
技

術
の
習

得
に
繋

が
っ
た
。

 
 2
-
1
 
毎
月
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
リ
ス
ク
に
対

す
る
事
例
を
検

討
し
、
職

員
１
人

1
人

が
リ
ス
ク
に
対

応
す

る
判

断
力

を
つ

け
て
い
る
。

 
 3
-
1
 
終
礼
時

に
、
当

日
の
報

告
を
す

る
よ
う
に
徹

底
し
た
。

 
 3
-
2
 
職
員
が
相
談
で
き
る
環

境
を
つ

く
り
、
サ
ー

ビ
ス
提
供

責
任

者
が
相

談
に
つ

い
て
回

答
を
し
、
安

心
で
き
る
体

制
を
と
っ
た
。

 
3
-
3
 
毎
月
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
検

討
し
解

決
し
た
。

 
4
-
1
 
年
３
回
勉

強
会

を
実

施
し
、
高

齢
者

虐
待

の
理

解
と
意

識
付

け
を
行

っ
た
。
結

果
、
ス
ピ
ー

チ
ロ
ッ
ク
に
配

慮
し
た
声

か
け
が
実

施
で
き
て

 
い
る
。

 
5
-
1
 
毎
月
運

用
確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
て
自

己
点

検
を
行

い
不

合
格

0
に
努
め
た
。

 
 6
-
1
 
毎
月
自

主
点
検

し
、
基

準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
の
確

認
を
行

っ
た
。

 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
倫

理
・
法

令
遵

守
を
理

解
す

る
 

 
2
職

員
を
安

定
し
て
確

保
す

る
 

 

1
 

 
 
勉
強
会
実

施
回
数

 
 2
-
1
 
有
給
休

暇
取
得

率
 

2
-
2
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
募

集
に
つ

い
て

話
す

 
2
-
3
 
勤
務
可

能
日
確

認
回
数

 
 

1
 
 
 
2
回

/
年

 
 2
-
1
 8

0
％

 
2
-
2
 
年

3
回

 
以
上

 
 

 
 

 
 

2
-
3
 2

回
/
年

 

1
 
 
 
2
回

/
年

 
 2
-
1
 9

0
％

 
2
-
2
 
年

1
2
回

 
 

 
 

 
 

 2
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
1
 
年
２
回

の
勉
強

会
を
実

施
し
、
倫

理
・
法

令
遵

守
の
理

解
に
努

め
た
。

 
 2
-
1
 
取
得
率
が

9
0
％
と
高

く
、
皆
が
有

給
休

暇
を
と
り
や
す

い
環
境

が
整

い
、
働

き
や

す
い
職

場
と
な
っ
て
い
る
。

 
2
-
2
 
募
集
に
つ
い
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
話

し
、
紹

介
に
て
１
名

入
職

。
ま
た
離

職
率

0
%
と
な
っ
た
。

 
 2
-
3
 
職
員
一

人
一
人

の
状

況
に
応

じ
た
働

き
方

が
出

来
る
よ
う
に
、
そ
の
時

々
に
勤

務
可

能
日

時
を
確

認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
に
あ
っ
た
無

理
の
な
い
働

き
方

が
実

現
で
き
て
い
る
。
勤

務
時

間
の
拡

大
に
つ

な
が
る
よ
う
に
引

き
続

き
働

き
か
け
て
い
く
。

 

 

− 126 − − 127 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
目
標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
。
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
声
か
け
を
行
う
。
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 1
 
収

支
差

益
を
確

保
す

る
 

   2
 
建

屋
全

体
で
利

用
者

様
を
援

助
 

す
る

 
 

 1
-
1
 
目
標
稼

働
率

 

 1
-
2
 
支
出
予

算
執
行

率
 

 2
-
1
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催

数
 

 2
-
2
 
施
設
内

合
同
行

事
数

 

 1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 1

0
0
%
以

下
 

 2
-
1
 1

回
/
週

 

 2
-
2
 

2
件

/
年

 

 1
-
1
 
 
9
9
.7

%
 

 1
-
2
 

 
9
4
.9

%
 

 2
-
1
 
 
1
回

/
週

 

 2
-
2
 
 
2
件

/
年

 

 1
-
1
 
入
退

所
の
際

に
ス
ム
ー

ズ
な
調

整
が
行

え
ず

空
床

を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為

、
目

標
を
下

回
る
事

と
な
っ
た
。

 

 
 

 
空
床
Ｓ
Ｓ
利
用
者
の
確

保
を
行

い
、
早

め
の
入

所
調

整
に
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
非
常

勤
職
員

給
与

支
出

の
み

流
用

と
な
っ
た
。
計

画
的

な
雇

用
を
行

い
再

発
防

止
に
努

め
る
。

 

 2
-
1
 
週

1
回
、
各
職
種

間
で
情

報
共

有
を
行

う
事

で
、
建

屋
全

体
の
状

況
把

握
や

利
用

者
様

の
状

態
変

化
に
対

し
て
迅

速
な
対

応
を
行

う
 

 
 

 
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
2
 
５
月

地
域

感
謝

祭
、

8
月

納
涼

祭
を
開

催
し
、
ご
家

族
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
利

用
者

様
と
共

に
お

過
ご
し
い
た
だ
く
時

間
を
提

供
出

来

た
。

 

利
用

者
様

と
 

ご
家

族
 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）
 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
施

 

設
と
し
サ
－

ビ
ス
の
質

を
担

保
す

る
 

 ２
 
施

設
で
過

ご
す

時
間

を
充

実
さ
せ

 

る
 

  ★
3
 
ご
家

族
へ

の
報

告
を
徹

底
し
、
信

 

頼
関

係
を
深

め
る

 

1
-
1
 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・
 

 
他
者
）
 

2
-
1
 
ご
家

族
参
加
ス
ペ

シ
ャ
ル
誕
生
日

 

 
実
地

 

2
-
2
 
施
設
内

行
事
の
開
催
回

数
 

 3
-
1
 
満
足
度

調
査
結

果
 

 3
-
2
 
施
設
内

新
聞
発

行
回
数

 

1
 

 
全
項
目
可

 

  2
-
1
 

1
2
件

/
年

 

 2
-
2
 

3
回

/
年

 

 3
-
1
 

1
0
0
%
 

 3
-
2
 

4
回

/
年

 

1
 
 
 

2
項
目

 

不
可

 

 2
-
1
 

7
件

/
年

 

 2
-
2
 

3
回

/
年

 

 3
-
1
 

9
9
.6

%
 

 3
-
2
 

4
回

/
年

 

1
 

 
毎
月
、
接
遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
清

掃
等

の
状

況
報

告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

の
際

に
伝

達
し

た
。
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

で
は
、
２
名

不
可

が
い
た
が
、
不

合
格

者
へ

改
善

指
導

を
行

い
、
そ
の
後

、
改

善
さ
れ
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
す
べ

て
の
利
用

者
様

に
対

し
て
ス
ペ

シ
ャ
ル
誕

生
日

企
画

を
実

行
出

来
た
が
、
ご
家

族
と
の
調

整
が
出

来
ず

目
標

を
下

回
る
こ
と
と
な
っ

た
。

 

2
-
2
 

5
月
地
域
感

謝
祭

、
８
月

納
涼

祭
、

1
2
月

施
設

内
忘

年
会

と
各

種
イ
ベ

ン
ト
を
実

行
し
、
多

く
の
方

に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
楽

し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
出

来
た
。

 

3
-
1
 
概
ね
満

足
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
多

か
っ
た
が
、
職

員
に
よ
る
申

し
送

り
が
出

来
て
い
な
い
と
の
ご
指

摘
が
あ
っ
た
。
今

一
度

職
員

間
で
の

申
し
送
り
を
徹
底

す
る
。

 

3
-
2
 
３
か
月
に
１
度
、
施

設
内

の
状

況
を
報

告
す

る
為

、
新

聞
を
発

行
出

来
た
。

 

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
 

★
1
 
法

令
を
遵

守
す

る
 

 
 

  ★
2
 
記

録
を
し
っ
か
り
行

い
、
情

報
共

 

有
を
図

る
 

 

3
 
清

潔
を
保

持
す

る
た
め
の
環

境
整

 

備
を
行

う
 

1
-
1
 
行
政
か
ら
の
指
示

事
項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

 
の
適
切
な
管
理

 

1
-
3
 
事
務
員

勉
強
会

開
催
数

 

2
 
 
 
検
討
会

議
か
ら
の
改
善

数
 

  3
-
1
 
感
染
症

発
生
者

数
 

3
-
2
 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 
 

 
3
件

/
年

 

  3
-
1
 

0
人

/
年

 

3
-
2
 
全
項

目
 

 
 

 
可

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 

 
 

1
件

 

  3
-
1
 
 
0
人

/
年

 

3
-
2
 
 
1
項
目

 

不
可

 

1
-
1
 
実
地
指

導
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情

報
収

集
に
努

め
、
法

令
遵

守
を
行

う
仕

組
み

を
作

る
こ
と
が
出

来
た
。

 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
ケ
ア
計

画
共

に
新

規
・
更

新
と
も
滞

る
こ
と
な
く
管

理
を
行

い
、
職

員
へ

の
周

知
も
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

 1
-
3
 
毎
月

の
事
務

員
会

議
の
際

に
、
勉

強
会

を
開

催
し
情

報
共

有
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

2
 
 
 
毎
月
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

に
て
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
使

用
に
つ

い
て
業

務
改

善
の
話

し
合
い
を
行

っ
た
。
端

末
機

の
持

ち
運

び
を
簡

易

に
し
、
記
録

が
打
ち
や

す
く
な
り
改

善
に
つ

な
が
っ
た
。

 

 3
-
1
 
流
行
期

に
対
し
て
早

期
に
予

防
を
意

識
し
、
利

用
者

様
・
職

員
と
も
に
感

染
症

０
人

を
達

成
出

来
た
。

 

3
-
2
 
毎
月
、
接
遇

・
環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
清

掃
等

の
状

況
報

告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

の
際

に
伝

達
す

る
も

1
項
目
不

可
と
な
っ
た
。

 

人
材

と
 

組
織

 

職
員

の
確

保

と
育

成
戦

略
 

★
1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員

の
育
成

 

   ★
2
 
職

員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

充
実

さ
せ

働
き
や

す
い
職

場
を
作

る
 

 

1
-
1
 
虐
待
防

止
に
関

す
る
研

修
回
数

 

 1
-
2
 
現
場
で
の
疑
問
解

決
・
技
術

指
導

 

  2
-
1
 
情
報
共

有
不
満

件
数

 

 2
-
2
 
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

の
開
催

数
 

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 

1
回

/
月

 

  2
-
1
 

0
件

/
年

 

 2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

 

1
-
1
 

3
回

 

 1
-
2
 

1
2
回

 

  2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

1
2
回

 

1
-
1
 
高
齢
者

虐
待
に
関

す
る
研

修
に
つ

い
て
予

定
通

り
、

7
月

、
8
月

、
1
月

に
実

施
し
て
い
る
。

 

 1
-
2
 
副
介
護

長
に
よ
る
現

場
へ

の
指

導
内

容
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

に
て
報

告
を
し
て
い
る
。
介

助
方

法
、
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
等

、
現

場
で
の
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
職
員
満

足
度
調

査
に
て
不

満
件

数
を
集

計
。
特

に
不

満
に
感

じ
て
い
る
職

員
は
い
な
か
っ
た
。
本

年
度

、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

に
よ
る
個

人

面
談
を
実
施

し
て
お

り
、
職

員
か
ら
の
困

り
ご
と
の
聞

き
取

り
が
常

に
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。

 

2
-
2
 
毎
月
、
ユ
ニ
ッ
ト
会

議
の
開

催
が
で
き
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
内

の
情

報
共

有
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 目

標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
。
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
声
か
け
を
行
う
。
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 

1
 
収
支
差
益
を
確

保
す
る

 

     2
 
建
屋
全
体
で
利
用
者

様
を
援
助
す
る

 

  

 １
-
1
 
合

計
稼

働
率

 

 1
-
2
 
包

括
へ

の
営

業
件

数
 

 1
-
3
 
支

出
予

算
執

行
率

 

 2
 
 
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
数

 

 1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 1

回
/
月

 

 1
-
3
 1

0
0
%
以

下
 

 2
 
 

1
回

/
週

 

 1
-
1
 8

7
.8

%
 

 1
-
2
 1

回
/
月

 

 1
-
3
 9

1
.5

%
 

 2
 

 
1
回

/
週

 

 1
-
1
 
営

業
等

行
い
稼
働
率
向
上

に
努

め
た
が
、
契

約
に
は
な
か
な
か
繋

が
ら
ず

結
果
目
標
未

達
成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来

年
度
も
同
様
営

業
を
行

い
、

 

適
宜

、
空

き
状

況
の
説

明
を
し
て
い
き
、
安
定
し
た
収
入
の
確
保

に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

か
ら

6
件

の
紹
介

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
顔
な
じ
み
の
関
係

を
築
け
る
よ
う
に
毎
月

 

の
営

業
を
継

続
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
保

険
料

支
出

の
み
、
流
用
と
な
っ
た
。
車
両
の
保
険
料
を
把
握
し
再

発
防
止
に
努
め
る
。

 

 2
 
 
 
計

画
通

り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
利
用
者
様

の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
、
状
態
変

化
時
の
早
期
対
応
に
努

め
る
こ
と
が
出

来
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 ★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設

 

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す

 

る
 

★
2
 
利
用
者
様
や
ご
家

族
と
地
域
と
の

 

関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
援
助

を
行

 

う
 

★
3
 
ご
家
族
へ
の
報

告
を
徹
底
し
、
信
頼

 

関
係
を
深
め
る

 

 1
 

 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

 

 2
-
1
 
ふ

く
ろ
う
ツ
ア
ー

の
開

催
数

 

2
-
2
 
地

域
行

事
へ

の
参

加
数

 

 3
-
1
 
連

絡
帳

の
使

用
率

 

3
-
2
 
利

用
者

満
足

度
調

査
か
ら
の
改

善
 

件
数

 
 

 1
 
 
 
全

項
目

可
 

  2
-
1
 

4
0
回

/
年

 

2
-
2
 

5
回

/
年

 

 3
-
1
 

5
0
%
 

3
-
2
 

3
回

/
年

 

 1
 

 
全

項
目

可
 

  2
-
1
 3

5
回

/
年

 

2
-
2
 5

回
/
年

 

 3
-
1
 5

0
%
 

3
-
2
 0

回
 

 1
 
 
 
毎

月
、
接

遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
清

掃
等
の
状
況

報
告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
際
に
伝
達
し
た
。
身
だ
し

 

な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

は
全
項
目
可

と
な
っ
た
。

 
 

 
 

 
 

 

 2
-
1
 
季
節

や
気

温
の
関
係
で
開
催

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
月
が
あ
っ
た
た
め
、
目
標
未
達
成

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

2
-
2
 
福

祉
の
集

い
、
浅
山

の
集
い
、
梅

ヶ
坪
町

の
お
祭
り
、
ひ
な
ま
つ
り
等
に
参
加
し
て
、
地
域
の
方

々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 3
-
1
 
小

規
模

の
利

用
者
様
と
ご
家
族

に
確
認
し
、
連
絡
帳
の
希
望

が
あ
る
利
用
者
様

に
の
み
使

用
し
て
い
る
。

 

3
-
2
 
今

回
、
１
回

目
の
満
足
度

調
査
で
は
１
０
０
％
満
足
と
な
っ
た
。
２
回
目
に
お

い
て
、
満
足
度

が
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
項
目

に
関
し
て
現
在

改
善

に
向

け
 

て
取

り
組

ん
で
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 ★
1
 
法
令
遵
守
に
基
づ
き
、
業
務
を

 

遂
行
す
る

 

  ★
2
 
記
録
を
充
実
さ
せ
、
情
報
共
有
を
図

 

 
 

 
る

 

 

3
 
清
潔
を
保
持
す
る
た
め
の
環
境
整

 

備
を
行
う

 

 1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適

切
な
管

理
 

1
-
3
 
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

 2
 
 
 
検

討
会

議
か
ら
の
改

善
数

 

  3
-
1
 
感

染
症

発
症

者
数

 

3
-
2
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

 

ト
合

格
率

 
 

 1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 1

2
回

 

 2
 
 
 
3
件

 

  3
-
1
 

0
人

 

3
-
2
 1

0
0
%
 

 1
-
1
 0

件
 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 1

2
回

 

 2
 
 
 
3
件

 

  3
-
1
 0

人
 

3
-
2
 8

0
%
 

 1
-
1
 
 
実

地
指

導
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情
報
収

集
に
努
め
、
法
令
遵
守
を
行
う
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
。

 
 

1
-
2
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
新
規
・
更
新
と
も
滞
る
こ
と
な
く
管
理
を
行
い
、
職
員
へ

の
周
知
も
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

 

1
-
3
 
 
毎

月
の
事

務
員
会
議
の
際
に
、
勉
強

会
を
開

催
し
情
報
共
有
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

 2
 
 
 
 
毎

月
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

会
議
に
て
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
使
用
に
つ

い
て
業
務
改

善
の
話
し
合

い
を
行

っ
た
。
端
末
機

の
持
ち
運
び
を
簡

易
に
し
、
記

録
が
打

ち
や

す
く
な
り
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

 3
-
1
 
 
流

行
期

に
対

し
て
早
期
に
予

防
を
意
識
し
、
利
用
者
様
の
感
染

症
０
人
を
達
成
出
来

た
。

 

3
-
2
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

4
項
目

不
可
と
な
っ
た
た
め
、
接
遇
教
育
を
見
直
す

. 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

 ★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の
 

育
成

 

  ★
2
 
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

を
充
実
さ
せ
、
働
き
や
す

い
職
場
作

 

 
 

 
り

  

 1
-
1
 
虐

待
に
関

す
る
研

修
回

数
 

1
-
2
 
現

場
で
の
疑

問
解

決
、
技

術
指

導
 

  2
-
1
 
情

報
共

有
不

満
件

数
 

 2
-
2
 
小

規
模
会

議
の
開

催
数

 

 1
-
1
 

0
件

/
年

 

1
-
2
 

1
0
件

/
年

 

  2
-
1
 

0
件

/
年

 

 2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

 1
-
1
 3

回
/
年

 

1
-
2
 1

2
件

/
年

 

  2
-
1
 0

件
/
年

 

 2
-
2
 1

2
回

/
年

 

 1
-
1
 
高

齢
者

虐
待

に
関
す
る
研
修

に
つ
い
て
予

定
通
り
、

7
月
、

8
月
、

1
月
に
実
施
し
て
い
る
。

 

1
-
2
 
副

介
護

長
に
よ
る
現
場
へ

の
指
導
内
容

を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
報
告
を
し
て
い
る
。
介
助

方
法
、
利
用
者
様
へ

の
声
掛
け
等
、
現
場
で
の
指

 

導
を
実

施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
職

員
満

足
度

調
査

に
て
不

満
件
数

を
集
計
。
特
に
不
満
に
感
じ
て
い
る
職
員

は
い
な
か
っ
た
。
本

年
度

、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
、
個

人
面

談
を

 

実
施

し
て
お

り
、
職

員
か
ら
の
困

り
ご
と
の
聞
き
取
り
が
常
に
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

 

2
-
2
 
毎

月
、
ユ
ニ
ッ
ト
会
議
の
開
催
が
で
き
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
情
報
共
有

が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
目
標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
。
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
声
か
け
を
行
う
。
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 1
 
収

支
差

益
を
確

保
す

る
 

   2
 
建

屋
全

体
で
利

用
者

様
を
援

助
 

す
る

 
 

 1
-
1
 
目
標
稼

働
率

 

 1
-
2
 
支
出
予

算
執
行

率
 

 2
-
1
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催

数
 

 2
-
2
 
施
設
内

合
同
行

事
数

 

 1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 1

0
0
%
以

下
 

 2
-
1
 1

回
/
週

 

 2
-
2
 

2
件

/
年

 

 1
-
1
 
 
9
9
.7

%
 

 1
-
2
 

 
9
4
.9

%
 

 2
-
1
 
 
1
回

/
週

 

 2
-
2
 
 
2
件

/
年

 

 1
-
1
 
入
退

所
の
際

に
ス
ム
ー

ズ
な
調

整
が
行

え
ず

空
床
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為

、
目

標
を
下

回
る
事

と
な
っ
た
。

 

 
 

 
空
床
Ｓ
Ｓ
利
用
者

の
確

保
を
行

い
、
早

め
の
入

所
調

整
に
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
非
常

勤
職
員

給
与

支
出

の
み

流
用

と
な
っ
た
。
計

画
的

な
雇

用
を
行

い
再

発
防

止
に
努

め
る
。

 

 2
-
1
 
週

1
回
、
各
職
種

間
で
情

報
共

有
を
行

う
事

で
、
建

屋
全

体
の
状

況
把

握
や

利
用

者
様

の
状

態
変

化
に
対

し
て
迅

速
な
対

応
を
行

う
 

 
 

 
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
2
 
５
月

地
域

感
謝

祭
、

8
月

納
涼

祭
を
開

催
し
、
ご
家

族
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
利

用
者

様
と
共

に
お

過
ご
し
い
た
だ
く
時

間
を
提

供
出

来

た
。

 

利
用

者
様

と
 

ご
家

族
 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）
 

★
1
 
安

心
し
て
利

用
・
生

活
出

来
る
施

 

設
と
し
サ
－

ビ
ス
の
質

を
担

保
す

る
 

 ２
 
施

設
で
過

ご
す

時
間

を
充

実
さ
せ

 

る
 

  ★
3
 
ご
家

族
へ

の
報

告
を
徹

底
し
、
信

 

頼
関

係
を
深

め
る

 

1
-
1
 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

 
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
（
自

己
・
 

 
他
者
）
 

2
-
1
 
ご
家

族
参
加
ス
ペ

シ
ャ
ル
誕
生
日

 

 
実
地

 

2
-
2
 
施
設
内

行
事
の
開
催
回

数
 

 3
-
1
 
満
足
度

調
査
結

果
 

 3
-
2
 
施
設
内

新
聞
発

行
回
数

 

1
 

 
全
項
目
可

 

  2
-
1
 

1
2
件

/
年

 

 2
-
2
 

3
回

/
年

 

 3
-
1
 

1
0
0
%
 

 3
-
2
 

4
回

/
年

 

1
 
 
 

2
項
目

 

不
可

 

 2
-
1
 

7
件

/
年

 

 2
-
2
 

3
回

/
年

 

 3
-
1
 

9
9
.6

%
 

 3
-
2
 

4
回

/
年

 

1
 

 
毎
月
、
接
遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
清

掃
等

の
状

況
報

告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

の
際

に
伝

達
し

た
。
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

で
は
、
２
名

不
可

が
い
た
が
、
不

合
格

者
へ

改
善

指
導

を
行

い
、
そ
の
後

、
改

善
さ
れ
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
す
べ

て
の
利
用
者

様
に
対

し
て
ス
ペ

シ
ャ
ル
誕

生
日

企
画

を
実

行
出

来
た
が
、
ご
家

族
と
の
調

整
が
出

来
ず

目
標

を
下

回
る
こ
と
と
な
っ

た
。

 

2
-
2
 

5
月
地
域
感

謝
祭

、
８
月

納
涼

祭
、

1
2
月

施
設

内
忘

年
会

と
各

種
イ
ベ

ン
ト
を
実

行
し
、
多

く
の
方

に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
楽

し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
出

来
た
。

 

3
-
1
 
概
ね
満

足
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
多

か
っ
た
が
、
職

員
に
よ
る
申

し
送

り
が
出

来
て
い
な
い
と
の
ご
指

摘
が
あ
っ
た
。
今

一
度

職
員

間
で
の

申
し
送
り
を
徹
底

す
る
。

 

3
-
2
 
３
か
月
に
１
度
、
施

設
内

の
状

況
を
報

告
す

る
為

、
新

聞
を
発

行
出

来
た
。

 

 
 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
 

★
1
 
法

令
を
遵

守
す

る
 

 
 

  ★
2
 
記

録
を
し
っ
か
り
行

い
、
情

報
共

 

有
を
図

る
 

 

3
 
清

潔
を
保

持
す

る
た
め
の
環

境
整

 

備
を
行
う

 

1
-
1
 
行
政
か
ら
の
指
示

事
項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

 
の
適
切
な
管
理

 

1
-
3
 
事
務
員

勉
強
会

開
催
数

 

2
 
 
 
検
討
会

議
か
ら
の
改
善

数
 

  3
-
1
 
感
染
症

発
生
者

数
 

3
-
2
 
接
遇
・
環

境
整
備

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 
 

 
3
件

/
年

 

  3
-
1
 

0
人

/
年

 

3
-
2
 
全
項

目
 

 
 

 
可

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 1
-
3
 

1
2
回

 

2
 

 
 

1
件

 

  3
-
1
 
 
0
人

/
年

 

3
-
2
 
 
1
項
目

 

不
可

 

1
-
1
 
実
地
指

導
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情

報
収

集
に
努

め
、
法

令
遵

守
を
行

う
仕

組
み

を
作

る
こ
と
が
出

来
た
。

 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
栄

養
ケ
ア
計

画
共

に
新

規
・
更

新
と
も
滞

る
こ
と
な
く
管

理
を
行

い
、
職

員
へ

の
周

知
も
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

 1
-
3
 
毎
月

の
事
務

員
会

議
の
際

に
、
勉

強
会

を
開

催
し
情

報
共

有
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

2
 
 
 
毎
月
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

に
て
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
使

用
に
つ

い
て
業

務
改

善
の
話

し
合
い
を
行

っ
た
。
端

末
機

の
持

ち
運

び
を
簡

易

に
し
、
記
録

が
打
ち
や

す
く
な
り
改

善
に
つ

な
が
っ
た
。

 

 3
-
1
 
流
行
期

に
対
し
て
早

期
に
予

防
を
意

識
し
、
利

用
者

様
・
職

員
と
も
に
感

染
症

０
人
を
達

成
出

来
た
。

 

3
-
2
 
毎
月
、
接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
清

掃
等

の
状

況
報

告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

の
際

に
伝

達
す

る
も

1
項
目
不

可
と
な
っ
た
。

 

人
材

と
 

組
織

 

職
員

の
確

保

と
育

成
戦

略
 

★
1
 
安

全
で
適

切
な
ケ
ア
を
行

う
職

員

の
育
成

 

   ★
2
 
職

員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

充
実

さ
せ

働
き
や

す
い
職

場
を
作

る
 

 

1
-
1
 
虐
待
防

止
に
関

す
る
研

修
回
数

 

 1
-
2
 
現
場
で
の
疑
問
解

決
・
技
術

指
導

 

  2
-
1
 
情
報
共

有
不
満

件
数

 

 2
-
2
 
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

の
開
催

数
 

 

1
-
1
 
年

3
回

 

 1
-
2
 

1
回

/
月

 

  2
-
1
 

0
件

/
年

 

 2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

 

1
-
1
 

3
回

 

 1
-
2
 

1
2
回

 

  2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

1
2
回

 

1
-
1
 
高
齢
者

虐
待
に
関

す
る
研

修
に
つ

い
て
予

定
通

り
、

7
月

、
8
月

、
1
月

に
実

施
し
て
い
る
。

 

 1
-
2
 
副
介
護

長
に
よ
る
現

場
へ

の
指

導
内

容
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

会
議

に
て
報

告
を
し
て
い
る
。
介

助
方

法
、
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
等

、
現

場
で
の
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
職
員
満

足
度
調

査
に
て
不

満
件

数
を
集

計
。
特

に
不

満
に
感

じ
て
い
る
職

員
は
い
な
か
っ
た
。
本

年
度

、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

に
よ
る
個

人

面
談
を
実
施

し
て
お

り
、
職

員
か
ら
の
困

り
ご
と
の
聞

き
取

り
が
常

に
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。

 

2
-
2
 
毎
月
、
ユ
ニ
ッ
ト
会

議
の
開

催
が
で
き
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
内

の
情

報
共

有
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
 目

標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
管
理
を
行
う
。
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
声
か
け
を
行
う
。
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 

1
 
収
支
差
益
を
確

保
す
る

 

     2
 
建
屋
全
体
で
利
用
者

様
を
援
助
す
る

 

  

 １
-
1
 
合

計
稼

働
率

 

 1
-
2
 
包

括
へ

の
営

業
件

数
 

 1
-
3
 
支

出
予

算
執

行
率

 

 2
 
 
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
数

 

 1
-
1
 1

0
0
%
 

 1
-
2
 1

回
/
月

 

 1
-
3
 1

0
0
%
以

下
 

 2
 
 

1
回

/
週

 

 1
-
1
 8

7
.8

%
 

 1
-
2
 1

回
/
月

 

 1
-
3
 9

1
.5

%
 

 2
 

 
1
回

/
週

 

 1
-
1
 
営

業
等

行
い
稼
働
率
向
上

に
努

め
た
が
、
契

約
に
は
な
か
な
か
繋

が
ら
ず

結
果
目
標
未

達
成
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来

年
度
も
同
様
営

業
を
行

い
、

 

適
宜

、
空

き
状

況
の
説

明
を
し
て
い
き
、
安
定
し
た
収
入
の
確
保

に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 

1
-
2
 
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

か
ら

6
件

の
紹
介

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
顔
な
じ
み
の
関
係

を
築
け
る
よ
う
に
毎
月

 

の
営

業
を
継

続
し
て
い
く
。

 

1
-
3
 
保

険
料

支
出

の
み
、
流
用
と
な
っ
た
。
車
両
の
保
険
料
を
把
握
し
再

発
防
止
に
努
め
る
。

 

 2
 
 
 
計

画
通

り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
利
用
者
様

の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
、
状
態
変

化
時
の
早
期
対
応
に
努

め
る
こ
と
が
出

来
た
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

 ★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活

出
来
る
施
設

 

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す

 

る
 

★
2
 
利
用
者
様
や
ご
家

族
と
地
域
と
の

 

関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
援
助

を
行

 

う
 

★
3
 
ご
家
族
へ
の
報

告
を
徹
底
し
、
信
頼

 

関
係
を
深
め
る

 

 1
 

 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

 

 2
-
1
 
ふ

く
ろ
う
ツ
ア
ー

の
開

催
数

 

2
-
2
 
地

域
行

事
へ

の
参

加
数

 

 3
-
1
 
連

絡
帳

の
使

用
率

 

3
-
2
 
利

用
者

満
足

度
調

査
か
ら
の
改

善
 

件
数

 
 

 1
 
 
 
全

項
目

可
 

  2
-
1
 

4
0
回

/
年

 

2
-
2
 

5
回

/
年

 

 3
-
1
 

5
0
%
 

3
-
2
 

3
回

/
年

 

 1
 

 
全

項
目

可
 

  2
-
1
 3

5
回

/
年

 

2
-
2
 5

回
/
年

 

 3
-
1
 5

0
%
 

3
-
2
 0

回
 

 1
 
 
 
毎

月
、
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
清

掃
等
の
状
況

報
告
を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
際
に
伝
達
し
た
。
身
だ
し

 

な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

は
全
項
目
可

と
な
っ
た
。

 
 

 
 

 
 

 

 2
-
1
 
季

節
や

気
温

の
関
係
で
開
催

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
月
が
あ
っ
た
た
め
、
目
標
未
達
成

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

2
-
2
 
福

祉
の
集

い
、
浅
山

の
集
い
、
梅

ヶ
坪
町

の
お
祭
り
、
ひ
な
ま
つ
り
等
に
参
加
し
て
、
地
域
の
方

々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 3
-
1
 
小

規
模

の
利

用
者
様
と
ご
家
族

に
確
認
し
、
連
絡
帳
の
希
望

が
あ
る
利
用
者
様

に
の
み
使

用
し
て
い
る
。

 

3
-
2
 
今

回
、
１
回

目
の
満
足
度

調
査
で
は
１
０
０
％
満
足
と
な
っ
た
。
２
回
目
に
お

い
て
、
満
足
度

が
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
項
目

に
関
し
て
現
在

改
善

に
向

け
 

て
取

り
組

ん
で
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

 ★
1
 
法
令
遵
守
に
基
づ
き
、
業
務
を

 

遂
行
す
る

 

  ★
2
 
記
録
を
充
実
さ
せ
、
情
報
共
有
を
図

 

 
 

 
る

 

 

3
 
清
潔
を
保
持
す
る
た
め
の
環
境
整

 

備
を
行
う

 

 1
-
1
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適

切
な
管

理
 

1
-
3
 
事

務
員

勉
強

会
開

催
数

 

 2
 
 
 
検

討
会

議
か
ら
の
改

善
数

 

  3
-
1
 
感

染
症

発
症

者
数

 

3
-
2
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

 

ト
合

格
率

 
 

 1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 1

2
回

 

 2
 
 
 
3
件

 

  3
-
1
 

0
人

 

3
-
2
 1

0
0
%
 

 1
-
1
 0

件
 

1
-
2
 1

0
0
%
 

1
-
3
 1

2
回

 

 2
 
 
 
3
件

 

  3
-
1
 0

人
 

3
-
2
 8

0
%
 

 1
-
1
 
 
実

地
指

導
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情
報
収

集
に
努
め
、
法
令
遵
守
を
行
う
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
。

 
 

1
-
2
 
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
新
規
・
更
新
と
も
滞
る
こ
と
な
く
管
理
を
行
い
、
職
員
へ

の
周
知
も
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

 

1
-
3
 
 
毎

月
の
事

務
員

会
議
の
際
に
、
勉
強

会
を
開

催
し
情
報
共
有
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

 

 2
 
 
 
 
毎

月
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

会
議
に
て
ポ
イ
ン
ト
ケ
ア
の
使
用
に
つ

い
て
業
務
改

善
の
話
し
合

い
を
行

っ
た
。
端
末
機

の
持
ち
運
び
を
簡

易
に
し
、
記

録
が
打

ち
や

す
く
な
り
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

 3
-
1
 
 
流

行
期

に
対

し
て
早
期
に
予

防
を
意
識
し
、
利
用
者
様
の
感
染

症
０
人
を
達
成
出
来

た
。

 

3
-
2
 
 
接

遇
・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

4
項
目

不
可
と
な
っ
た
た
め
、
接
遇
教
育
を
見
直
す

. 
 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

 ★
1
 
安
全
で
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員

の
 

育
成

 

  ★
2
 
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

を
充
実
さ
せ
、
働
き
や
す

い
職
場
作

 

 
 

 
り

  

 1
-
1
 
虐

待
に
関

す
る
研

修
回

数
 

1
-
2
 
現

場
で
の
疑

問
解

決
、
技

術
指

導
 

  2
-
1
 
情

報
共

有
不

満
件

数
 

 2
-
2
 
小

規
模

会
議

の
開

催
数

 

 1
-
1
 

0
件

/
年

 

1
-
2
 

1
0
件

/
年

 

  2
-
1
 

0
件

/
年

 

 2
-
2
 

1
2
回

/
年

 

 1
-
1
 3

回
/
年

 

1
-
2
 1

2
件

/
年

 

  2
-
1
 0

件
/
年

 

 2
-
2
 1

2
回

/
年

 

 1
-
1
 
高

齢
者

虐
待

に
関
す
る
研
修

に
つ
い
て
予

定
通
り
、

7
月
、

8
月
、

1
月
に
実
施
し
て
い
る
。

 

1
-
2
 
副

介
護

長
に
よ
る
現
場
へ

の
指
導
内
容

を
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
報
告
を
し
て
い
る
。
介
助

方
法
、
利
用
者
様
へ

の
声
掛
け
等
、
現
場
で
の
指

 

導
を
実

施
し
て
い
る
。

 

 2
-
1
 
職

員
満

足
度

調
査

に
て
不

満
件
数

を
集
計
。
特
に
不
満
に
感
じ
て
い
る
職
員

は
い
な
か
っ
た
。
本

年
度

、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
、
個

人
面

談
を

 

実
施

し
て
お

り
、
職

員
か
ら
の
困

り
ご
と
の
聞
き
取
り
が
常
に
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

 

2
-
2
 
毎

月
、
ユ
ニ
ッ
ト
会
議
の
開
催
が
で
き
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
情
報
共
有

が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
目
標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
監
理
を
行
う
。

 
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
。

 
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。

 
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
 
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

  

  2
 
 
 
建
屋
全
体
で
利
用

者
様
を
援
助

す
る

 

1
-
1
 
 
目

標
稼

働
率

 
 

  

1
-
2
 
 
支

出
予

算
執

行
率

 

 2
-
1
 
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
数

 

 2
-
2
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
結

果
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 

  

1
-
2
 

1
0
0
%
 

以
下

 

2
-
1
 
 

1
回

/
週

 

 2
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
4
.6

8
%
 

  

1
-
2
 

9
6
.3

%
 

 

2
-
1
 
１
回

/
週

 

 2
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
即

入
居

の
待

機
者
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空
室
が
数
か
月

続
い
て
し
ま
っ
た
。
空

室
時
期

が
わ
か
り
次
第
、
各

居
宅
や
包
括
に

F
A

X
等
行
っ

 

た
が
、
利

用
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
度
々

連
絡
を
い
た
だ
く
、
居
宅

介
護
支

援
事
業
所
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

 

心
に
営

業
を
行

い
、
稼
働
率

1
0
0
％
を
目
指
す
。

 

1
-
2
 
予

算
に
沿

っ
た
支
出
を
適

正
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
-
1
 
他

部
署

の
職

員
と
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
有
料
職
員
不
在
時
に
も
適
切
な
対
応
が
で
き
た
。
ま
た
建
屋
全
体
の
利
用
者

様
の
状
況
把

握
が
で

 

 
 

 
 
き
た
。

 

2
-
2
 
引

き
続

き
買

い
物

や
利
用
者

の
希
望
に
添

う
こ
と
が
で
き
る
茶
話
会
等
を
実

施
し
て
い
き
、
満

足
度

ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施
設

 

 
 

 
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

  ★
2
 
施
設
全
体
行
事

へ
の
参
加

を
促
す

 

 

1
-
1
 
 
要

望
を
取

り
入

れ
た
行

事
の
開

催
数

 

1
-
2
 
 
買

い
物

や
茶

話
会

の
開

催
数

 

1
-
3
 
 
利

用
者

様
へ

の
情

報
提

供
 

1
-
4
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
結

果
 

2
 
 
 
 
参

加
人

数
 

  

1
-
1
 
 
8
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
4
回

/
年

 

1
-
3
 
 
1
7
回

/
年

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

2
 
 
 
 
1
0
名

 
 

 

以
上

 

1
-
1
 
 
8
回

/
年

 

1
-
2
 
 
4
8
回

/
年

 

1
-
3
 
 
1
7
回

/
年

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

2
 

 
 
１
１
名

 

1
-
1
 
作

陶
や

喫
茶

店
へ

の
外
出
な
ど
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
行
事
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
毎

月
2
回

の
買

い
物
と
茶
話
会
を
行

い
、
日

常
生
活
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
市

な
ど
で
行

わ
れ
る
講
習

会
な
ど
の
情
報
提

供
を
引
き
続
き
行

い
、
利
用
者
様

の
日
常
生
活

の
充
実
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

 

1
-
4
 
満

足
度

調
査

回
答

者
の
約

9
割
の
方

が
行

事
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
要
望

の
把
握
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 

 
地

域
感

謝
祭

や
納

涼
祭
に

1
0
名
以
上
の
方

が
参
加

さ
れ
、
地
域

と
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守

す
る

 

  ★
2
 
職
員
間
の
情

報
共
有
を
強

化
す
る

 

 

1
-
1
 
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
 
管

理
規

定
確

認
回

数
 

 2
-
1
 
 
口

頭
に
よ
る
引

継
ぎ
件

数
 

  

1
-
1
 
 
0
件

 

1
-
2
 
 
1
回

/
3
 

 
 
 
 
 
ヶ
月

 

2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

１
回

/
3
 

ヶ
月

 

2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 
行

政
監

査
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情
報
収

集
に
努
め
法
令
を
遵
守

す
る
よ
う
努
め
た
。

 

1
-
2
 
適

切
な
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
の
た
め
、
管
理
規

定
を
確
認
し
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
-
1
 
利

用
者

様
の
変

化
や
業
務
上

の
注
意
な
ど
確

実
に
申
し
送
り
を
行

い
、
業
務

を
円

滑
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
業
務
を
行

う
職
員

の
 

 
 

 
 
育
成

 

1
-
1
 
 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

1
-
2
 
 
他

施
設

の
見

学
 

1
-
3
 
 
勉

強
会

や
研

修
へ

の
参

加
回

数
 

 

1
-
4
 
 
接

遇
マ
ナ
ー

講
座

へ
の
参

加
 

  

1
-
1
 
 
3
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
回

/
年

 

1
-
3
 
 
2
回

以
上

/
年

 

1
-
4
 
 
1
回

以
上

/
年

 

 

1
-
1
 
 
3
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
回

/
年

 

1
-
3
 
 
3
回

/
年

 

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
今

後
も
虐

待
防

止
に
関
す
る
知

識
を
得
て
、
利
用
者
様
の
処
遇

改
善
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
他

施
設

の
行

事
等
を
参
考

に
し
、
茶
話
会

を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
疾

病
の
理

解
や

苦
情
対
応

を
行
う
上

で
必

要
な
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
勉

強
会
等
参
加
し
、
施
設
全

体
に
研
修

内
容

 

の
周

知
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

 

1
-
4
 
研

修
へ

の
参

加
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
き
、
職

員
の
マ
ナ
ー
向
上

を
図
り
た
い
。
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
職
員
が
楽
し
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
。
課
題
解
決
の
発
想
を
生
み
出
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
て
い
く
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
価
値
観
を
具
現
化
し
、
期
待
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
収
支
差
益
を
確
保
す
る

利
用
者
様
を
増

や
す

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率

要
介

護
者

の
比

率
（
実

人
数

）

実
利

用
者

数
（
年

間
平

均
）

居
宅

訪
問

以
外

の
営

業
先

開
拓

件

数

以
下

以
上

名

以
上 件

年

名

件
年

年
間

目
標

に
掲

げ
た
収
支
差
額

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
毎
月

の
遂
行
状
況

の
把
握

に
努
め
た
も
の
の
春
日
井
市

が
取
り
組
ん
だ
施
策
に

対
す

る
効

果
的

な
対
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

要
介

護
者

受
け
入

れ
拡
大

に
向
け
た
情
報
の
発

信
、
解
約
理
由
か
ら
可
能
な
改
善
項
目

に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
緩
和
移
行

に
伴
う
終
了
者
を

補
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
１

安
心
し
て
利
用
・
生
活
出
来
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

★
運
動
に
関
す
る
行
事
を
考
案

し
、
実

施
す
る

利
用
者
様
・
ご
家
族

に
対
す
る

情
報
提
供

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

接
遇

マ
ナ
ー

研
修

の
開

催
企

画
実

施
件

数

要
介

護
者

へ
の
情

報
提

供
数

要
介

護
の
比

率
（
実

人
数

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
件

数
個

別
報

告
件

数
職

種
間

連
携
検

討
会

議
の
実

施
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開

発
見

直
し

全
項

目
可

回
年

件
年

回
月

以
上

件
年

件
月

回
月

回
月

全
項

目
可

回
年

件
年

回
月

件
年

件
月

回
月

回
月

接
遇

マ
ナ
ー

の
研

修
の
開
催
、
接

遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
職
員
へ
の
意
識
改
善

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
当

初
予

定
し
て
い
た
運
動

行
事
以
上

の
開
催
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
の
利

用
者

様
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
ご
家
族
や
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
の
様

子
を
撮
影
し
担
当

者
会

議
で
見

て
い
た
だ
き
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

多
種

多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

月
よ
り
デ
イ
ル
ー
ム
で
個
別
活
動
し
や
す

い
環
境
作
り
や

運
動
内
容
の
見
直

し
、
運
動
へ
の
促
し
が
必

要
な

方
の
情

報
共

有
を
行
い
な
が
ら
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
各
職
種
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
会
議

の
開
催
、
そ
れ
以

外
に
今
年
度

よ
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
利
用
者
様

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
配
置
し
て
い
る
介
助

員
と
の
定
期

的
な

会
議

に
よ
り
内

容
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守

す
る

★
デ
ー
タ
分

析
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る

★
適
切
な
配
置

施
設
内
通
貨
の
運
用

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
リ
ハ
計

画
の
適

切
管

理

事
務

員
勉

強
会

開
催

数

通
所

デ
ー

タ
分

析
シ
ー

ト
入

力
漏

れ

件
数

業
務

配
置

見
直

し
検

討
実

施

施
設

内
通

貨
の
活

用
状

況
把

握

件

回

件 回
年

回
月

件

回

件 回
年

回
月

月
、
介

護
保

険
法

の
実
地
指
導

を
受
け
た
。
そ
の
際
重
要
事

項
説

明
書
の
苦

情
受
付
窓
口

の
保
険

者
が
、
春
日
井
市

の
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
者

が
管
理
者
氏
名
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
改
善
の
必
要
性
が
あ
る
と
指

導
を
受
け
そ
の
後
速
や
か
に
改
善
し
提
出

し
た
。

現
状

把
握

を
行

い
実
状

を
踏
ま
え
た
戦
略
を
立

て
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
に
部
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
分
析
シ
ー
ト
の
入
力
は
日

常
業
務
と
し
て

定
着

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
状

況
や
人
数
、
職
員

の
力
量

に
あ
わ
せ
て
定
期
的

に
職
員
の
配
置
や
役
割

を
見
直
す

こ
と
が
で
き
た
。

施
設

内
通

貨
の
活

性
化
に
向
け
様
々
な
使

用
方

法
の
見
直
し
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員
の
育
成

★
専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

★
職
員
が
主
体

的
に
働
く

★
介
護
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
の
実

施

定
期

的
な
施

設
内

相
談

員
会

議
の

開
催

回
数

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
回

数

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
実

施

職
員

参
加

型
イ
ベ

ン
ト
の
開

催

認
知

症
理

解
勉

強
会

開
催

認
知

症
に
つ

い
て
ケ
ー

ス
検

討

年
回

回
年

回
月

回
月

回
年

回
年

回
年

回
年

年
回

回
年

回
月

回
月

回
年

回
年

回
年

回
年

定
期

的
な
勉

強
会

の
開
催
に
よ
り
ケ
ー
ス
検
討
、
業
務
の
振
り
返
り
を
行

い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

へ
の
参

加
、
社
内
勉
強

会
、
交
換
研

修
と
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

が
主

体
的

に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
運

営
が
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
分

け
し
職
員

同
士
が
協
力

し
あ
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
月
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
会

議
で
は
、
積

極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
目
玉

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

認
知

症
の
勉

強
会

を
介
護
会

議
の
中
で
開

催
し
ケ
ー
ス
検
討
を
行

い
日
々
接

す
る
利
用
者
様

の
対

応
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
見
直

す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
利

用
者
様
同
士
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
視
野
を
広
げ
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
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事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
浅
山

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
目
標
稼
働
率
の
達
成
と
計
画
的
な
支
出
監
理
を
行
う
。

 
利
用
者
様
が
安
心
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
。

 
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
意
識
し
業
務
を
遂
行
す
る
。

 
職
員
教
育
の
充
実
と
職
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
 
 
収
支
差
益
を
確
保
す
る

 

  

  2
 
 
 
建
屋
全
体
で
利
用

者
様
を
援
助

す
る

 

1
-
1
 
 
目

標
稼

働
率

 
 

  

1
-
2
 
 
支

出
予

算
執

行
率

 

 2
-
1
 
 
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開

催
数

 

 2
-
2
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
結

果
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 

  

1
-
2
 

1
0
0
%
 

以
下

 

2
-
1
 
 

1
回

/
週

 

 2
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 

9
4
.6

8
%
 

  

1
-
2
 

9
6
.3

%
 

 

2
-
1
 
１
回

/
週

 

 2
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
即

入
居

の
待

機
者
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空
室
が
数
か
月

続
い
て
し
ま
っ
た
。
空

室
時
期

が
わ
か
り
次
第
、
各

居
宅
や
包
括
に

F
A

X
等
行

っ
 

た
が
、
利

用
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
度
々

連
絡
を
い
た
だ
く
、
居
宅

介
護
支

援
事
業
所
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

 

心
に
営

業
を
行

い
、
稼
働
率

1
0
0
％
を
目
指
す
。

 

1
-
2
 
予

算
に
沿

っ
た
支
出
を
適

正
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
-
1
 
他

部
署

の
職

員
と
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
有
料
職
員
不
在
時
に
も
適
切
な
対
応
が
で
き
た
。
ま
た
建
屋
全
体
の
利
用
者

様
の
状
況
把

握
が
で

 

 
 

 
 
き
た
。

 

2
-
2
 
引

き
続

き
買

い
物

や
利
用
者

の
希
望
に
添

う
こ
と
が
で
き
る
茶
話
会
等
を
実

施
し
て
い
き
、
満

足
度

ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施
設

 

 
 

 
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

 

  ★
2
 
施
設
全
体
行
事

へ
の
参
加

を
促
す

 

 

1
-
1
 
 
要

望
を
取

り
入

れ
た
行

事
の
開

催
数

 

1
-
2
 
 
買

い
物

や
茶

話
会

の
開

催
数

 

1
-
3
 
 
利

用
者

様
へ

の
情

報
提

供
 

1
-
4
 
 
利

用
者

満
足

度
調

査
結

果
 

2
 
 
 
 
参

加
人

数
 

  

1
-
1
 
 
8
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
4
回

/
年

 

1
-
3
 
 
1
7
回

/
年

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

2
 
 
 
 
1
0
名

 
 

 

以
上

 

1
-
1
 
 
8
回

/
年

 

1
-
2
 
 
4
8
回

/
年

 

1
-
3
 
 
1
7
回

/
年

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

2
 

 
 
１
１
名

 

1
-
1
 
作
陶

や
喫

茶
店

へ
の
外
出
な
ど
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
行
事
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
毎

月
2
回

の
買

い
物
と
茶
話
会
を
行

い
、
日

常
生
活
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
市

な
ど
で
行

わ
れ
る
講
習

会
な
ど
の
情
報
提

供
を
引
き
続
き
行

い
、
利
用
者
様

の
日
常
生
活

の
充
実
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

 

1
-
4
 
満

足
度

調
査

回
答

者
の
約

9
割
の
方

が
行

事
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
要
望

の
把
握
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
 
 

 
地

域
感

謝
祭

や
納

涼
祭
に

1
0
名
以
上
の
方

が
参
加

さ
れ
、
地
域

と
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
法
令
を
遵
守

す
る

 

  ★
2
 
職
員
間
の
情

報
共
有
を
強

化
す
る

 

 

1
-
1
 
 
行

政
か
ら
の
指

示
事

項
件

数
 

1
-
2
 
 
管

理
規

定
確

認
回

数
 

 2
-
1
 
 
口

頭
に
よ
る
引

継
ぎ
件

数
 

  

1
-
1
 
 
0
件

 

1
-
2
 
 
1
回

/
3
 

 
 
 
 
 
ヶ
月

 

2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

 

1
-
1
 

0
件

 

1
-
2
 

１
回

/
3
 

ヶ
月

 

2
-
1
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 
行

政
監

査
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
情
報
収

集
に
努
め
法
令
を
遵
守

す
る
よ
う
努
め
た
。

 

1
-
2
 
適

切
な
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
の
た
め
、
管
理
規

定
を
確
認
し
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

2
-
1
 
利

用
者

様
の
変

化
や
業
務
上

の
注
意
な
ど
確

実
に
申
し
送
り
を
行

い
、
業
務

を
円

滑
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
安
全
で
適
切
な
業
務
を
行

う
職
員

の
 

 
 

 
 
育
成

 

1
-
1
 
 
虐

待
防

止
に
関

す
る
研

修
回

数
 

1
-
2
 
 
他

施
設

の
見

学
 

1
-
3
 
 
勉

強
会

や
研

修
へ

の
参

加
回

数
 

 

1
-
4
 
 
接

遇
マ
ナ
ー

講
座

へ
の
参

加
 

  

1
-
1
 
 
3
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
回

/
年

 

1
-
3
 
 
2
回

以
上

/
年

 

1
-
4
 
 
1
回

以
上

/
年

 

 

1
-
1
 
 
3
回

/
年

 

1
-
2
 
 
2
回

/
年

 

1
-
3
 
 
3
回

/
年

 

 

1
-
4
 
 
2
回

/
年

 

1
-
1
 
今

後
も
虐

待
防

止
に
関
す
る
知

識
を
得

て
、
利
用
者
様
の
処
遇

改
善
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

1
-
2
 
他

施
設

の
行

事
等
を
参
考

に
し
、
茶
話
会

を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
3
 
疾

病
の
理

解
や

苦
情
対
応

を
行
う
上

で
必

要
な
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
勉

強
会
等
参
加
し
、
施
設
全

体
に
研
修

内
容

 

の
周

知
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

 

1
-
4
 
研

修
へ

の
参

加
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
き
、
職

員
の
マ
ナ
ー
向
上

を
図
り
た
い
。
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r.2
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 平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：
職
員
が
楽
し
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
。
課
題
解
決
の
発
想
を
生
み
出
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
て
い
く
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
価
値
観
を
具
現
化
し
、
期
待
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

１
収
支
差
益
を
確
保
す
る

利
用
者
様
を
増

や
す

目
標

稼
働

率

支
出

予
算

執
行

率

要
介

護
者

の
比

率
（
実

人
数

）

実
利

用
者

数
（
年

間
平

均
）

居
宅

訪
問

以
外

の
営

業
先

開
拓

件

数

以
下

以
上

名

以
上 件

年

名

件
年

年
間

目
標

に
掲

げ
た
収
支
差
額

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
毎
月

の
遂
行
状
況

の
把
握

に
努
め
た
も
の
の
春
日
井
市

が
取
り
組
ん
だ
施
策
に

対
す

る
効

果
的

な
対
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

要
介

護
者

受
け
入
れ
拡
大

に
向
け
た
情
報
の
発

信
、
解
約
理
由
か
ら
可
能
な
改
善
項
目

に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
緩
和
移
行

に
伴
う
終
了
者
を

補
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
１

安
心
し
て
利
用
・
生
活
出
来
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

★
運
動
に
関
す
る
行
事
を
考
案

し
、
実

施
す
る

利
用
者
様
・
ご
家
族

に
対
す
る

情
報
提
供

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表

（
自

己
・
他

者
）

接
遇

マ
ナ
ー

研
修

の
開

催
企

画
実

施
件

数

要
介

護
者

へ
の
情

報
提

供
数

要
介

護
の
比

率
（
実

人
数

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
件

数
個

別
報

告
件

数
職

種
間

連
携

検
討

会
議

の
実

施
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開

発
見

直
し

全
項

目
可

回
年

件
年

回
月

以
上

件
年

件
月

回
月

回
月

全
項

目
可

回
年

件
年

回
月

件
年

件
月

回
月

回
月

接
遇

マ
ナ
ー

の
研

修
の
開
催
、
接

遇
・
環
境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
職
員
へ
の
意
識
改
善

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
当

初
予

定
し
て
い
た
運
動

行
事
以
上

の
開
催
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
の
利

用
者
様
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
ご
家
族
や
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
の
様

子
を
撮
影
し
担
当

者
会

議
で
見

て
い
た
だ
き
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

多
種

多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

月
よ
り
デ
イ
ル
ー
ム
で
個
別
活
動
し
や
す

い
環
境
作
り
や

運
動
内
容
の
見
直

し
、
運
動
へ
の
促
し
が
必

要
な

方
の
情

報
共

有
を
行
い
な
が
ら
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
各
職
種
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
会
議

の
開
催
、
そ
れ
以

外
に
今
年
度

よ
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
利
用
者
様

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
配
置
し
て
い
る
介
助

員
と
の
定
期

的
な

会
議

に
よ
り
内

容
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
遵
守

す
る

★
デ
ー
タ
分

析
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る

★
適
切
な
配
置

施
設
内
通
貨
の
運
用

行
政

か
ら
の
指

示
事

項
件

数

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
リ
ハ
計

画
の
適

切
管

理

事
務

員
勉

強
会

開
催

数

通
所

デ
ー

タ
分

析
シ
ー

ト
入

力
漏

れ

件
数

業
務

配
置

見
直

し
検

討
実

施

施
設

内
通

貨
の
活

用
状

況
把

握

件

回

件 回
年

回
月

件

回

件 回
年

回
月

月
、
介

護
保

険
法

の
実
地
指
導

を
受
け
た
。
そ
の
際
重
要
事

項
説

明
書
の
苦

情
受
付
窓
口

の
保
険

者
が
、
春
日
井
市

の
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
者

が
管
理
者
氏
名
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
改
善
の
必
要
性
が
あ
る
と
指

導
を
受
け
そ
の
後
速
や
か
に
改
善
し
提
出

し
た
。

現
状

把
握

を
行

い
実
状

を
踏
ま
え
た
戦
略
を
立

て
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
に
部
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
分
析
シ
ー
ト
の
入
力
は
日

常
業
務
と
し
て

定
着

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
状

況
や
人
数
、
職
員

の
力
量

に
あ
わ
せ
て
定
期
的

に
職
員
の
配
置
や
役
割

を
見
直
す

こ
と
が
で
き
た
。

施
設

内
通

貨
の
活

性
化
に
向
け
様
々
な
使

用
方

法
の
見
直
し
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
切
な
ケ
ア
を
行

う
職
員
の
育
成

★
専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

★
職
員
が
主
体

的
に
働
く

★
介
護
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

虐
待

防
止

に
関

す
る
研

修
回

数

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
の
実

施

定
期

的
な
施

設
内

相
談

員
会

議
の

開
催

回
数

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
回

数

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
実

施

職
員

参
加

型
イ
ベ

ン
ト
の
開

催

認
知

症
理

解
勉

強
会

開
催

認
知

症
に
つ

い
て
ケ
ー

ス
検

討

年
回

回
年

回
月

回
月

回
年

回
年

回
年

回
年

年
回

回
年

回
月

回
月

回
年

回
年

回
年

回
年

定
期

的
な
勉

強
会

の
開
催
に
よ
り
ケ
ー
ス
検
討
、
業
務
の
振
り
返
り
を
行

い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

へ
の
参

加
、
社
内
勉
強

会
、
交
換
研

修
と
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

が
主

体
的

に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
運

営
が
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
分

け
し
職
員

同
士
が
協
力

し
あ
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
月
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
会

議
で
は
、
積

極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
目
玉

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

認
知

症
の
勉

強
会

を
介
護
会

議
の
中
で
開

催
し
ケ
ー
ス
検
討
を
行

い
日
々
接

す
る
利
用
者
様

の
対

応
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
見
直

す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
利

用
者
様
同
士
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
視
野
を
広
げ
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：

．
安
全
で
衛
生
的
な
環
境
の
中
で
優
し
い
心
・
強
い
心
を
育
て
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
持
つ
力
を
育
む
。
．
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
子
育
て
支
援
を
行
い
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

経
費

関
係

の
徹

底
 

利
用
料
金

の
確
実

な
管

理

 
支
出
執
行

率
以
下

チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
入

力
ミ
ス
を
確

認
す

る
事

で
正

確
な
利

用
料

金
を
請

求
す

る
事

が
出

来
た
。

予
算

に
基
づ

い
た
物

品
購

入
が
出

来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

満
足

度
の
向

上

安
全

・
快

適
な
保

育
サ

ー
ビ
ス
の

実
施

年
齢

に
応

じ
た
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

体
力

を
身

に
つ

け
心

身
を
成

長
さ
せ

る

 
利
用
満
足

度
調
査

結
果

 
調
査
結
果

に
基
づ

く
改

善
件
数

 
託
児
所
利

用
を
柔
軟

に
す
る

 
安

全
・
清

潔
な
空

間
を
作

る
為

清
掃
・
消

毒
の
毎

日
行
う

 
身

長
・
体

重
を
毎

月
測

り
、
発

達

記
録
表
に
記
載
す

る

  
件

 
 

日
週

回
月

  
件 日

週

回
月

今
後
も
よ
り
良
い
評

価
を
目

指
し
て
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

環
境

作
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

保
護

者
か
ら
の
要

望
を
職

員
で
話

し
合

い
、
対

応
可

能
な
件

は
す

ぐ
に
実

施
し
公

表
を
行

っ
て
き
た
。

職
員

の
適
正

配
置

を
考

慮
し
た
上

で
、
空

状
況

に
合

わ
せ

て
柔

軟
に
対

応
が
出

来
た
。

チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
毎

日
お

も
ち
ゃ
の
消

毒
や

保
育

室
の
清

掃
や

整
理

整
頓

を
し
て
き
た
。
今

後
も
引

き
続

き
取

り
組

ん
で
い
き
た
い
。

家
庭

の
様

子
を
聞

い
た
り
、
保

育
所

の
様
子

を
伝

え
た
り
し
て
保

護
者

と
の
連

絡
を
密

に
し
な
が
ら
信

頼
関

係
を
築

く
事

が
出

来
た
。
今

後

も
信
頼
関

係
を
築

く
事

に
力

を
入

れ
て
取

り
組

み
た
い
。
毎

月
身

長
・
体

重
を
測

り
、
成

長
過

程
を
保

護
者

・
保

育
士

間
で
共

有
出

来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

感
染

症
対

策
の
徹

底
 

月
案
に
記

載
す
る

 
部
屋
の
換
気
を
定

期
的

に
行

っ
た
り
、
月

案
に
記

載
し
て
手

洗
い
・
手

の
消

毒
を
こ
ま
め
に
行

い
二

次
感

染
を
防

ぐ
よ
う
に
努

め
た
。
汚

物

の
扱

い
に
も
十

分
気

を
つ

け
た
。
今

後
も
感

染
症

対
策

を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 
働

き
や

す
い
職

場
環

境

保
育

資
質

向
上

 
有
給
休
暇

取
得
率

勉
強
会
開
催
件

数

 

件
年

件
年

 
保
育
士
不

足
や

歳
児

の
新

規
利

用
者

が
増

え
た
為

目
標

に
は
達

成
出

来
な
か
っ
た
。
今

後
計

画
的

に
取

得
出

来
る
よ
う
に
取

り
組

み

た
い
。

 
目
標
件
数

に
は
達

成
出

来
な
か
っ
た
が
職

員
会

議
を
活

用
し
て
勉

強
会

を
行

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
事

が
出

来
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
春
日
井
・
多
治
見
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

事
業
所
の
経
営
方
針
：
事
務
セ
ン
タ
ー
及
び
エ
リ
ア
内
事
務
員
の
業
務
に
お
い
て
、
業
務
の
標
準
化
と
質
の
向
上
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

エ
リ
ア
収
支
の
把
握

経
費
削
減

会
計

会
議

へ
の
出

席

経
費

削
減

取
組

回
／

月

随
時

回
／

月

回
／

年

エ
リ
ア
の
収

支
デ

ー
タ
を
集
計
し
的
確
な
状

況
報
告
が
で
き
た
。

価
格

や
業

者
の
再
検
討

を
事
務
員
会
議

内
で
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
、
価
格
を
抑
え
て
品
質
の
良

い
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
自

己
・
他

者
）

該
当

項
目

可

該
当

項
目

可

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
エ
リ
ア
統

一
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
で
自
己

・
他
者
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
資
質

向
上
に
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
順
守
す
る

事
務
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

エ
リ
ア
体
制
の
強
化

事
務
の
効
率
化

事
務

員
勉

強
会

開
催

回
数

研
修

、
勉

強
会

参
加

回
数

エ
リ
ア
事

務
員

の
勉

強
会

開
催

エ
リ
ア
事

務
員

の
改

善
指

導

事
務

員
会

議
開

催

本
部

と
エ
リ
ア
間

で
の
交

換
研

修

業
務

改
善

件
数

回
／

年

回
／

年

回
／

年

件
／

年

回
／

年

名
／

年

回
／

年

回
／

年

回
／

年

回
／

年

件
／

年

回
／

年

名
／

年

回
／

年

事
務

員
会

議
で
改

正
・
変
更
点

を
把
握
し
確

実
な
労
働
契
約
の
締
結

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

・
勉

強
会

に
参
加
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
努

め
た
。

財
務

・
総

務
・
労

務
な
ど
、
テ
ー
マ
別
で
勉
強

会
を
し
て
エ
リ
ア
事
務
員

の
ス
キ
ル
向

上
を
図
っ
た
。

指
導

件
数

は
件
で
あ
っ
た
が
、
事
務
員
会

議
に
て
業
務
上
の
改
善
す
べ
き
点

を
定
期
的
に
検

討
す
る
場
を
設
け
て
、
提
案
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
業
務
ミ
ス
の
取
り
組
み

を
水
平

展
開
す
る
よ
う
に
努

め
た
。

本
部

・
エ
リ
ア
間

の
業
務
内
容

を
知
り
、
エ
リ
ア
事
務
の
意
味

を
理
解
す
る
よ
う
に
務
め
た
。

書
式

や
業

務
の
統
一
化

を
図
り
負
担
軽
減
、
効
率
化
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

必
要
に
応
じ
た
職

員
採
用

採
用

業
務

に
関

す
る
打

合
せ

回
数

エ
リ
ア
運

営
会

議
へ

の
報

告

エ
リ
ア
就

職
説

明
会

開
催

回
／

年

回
／

月

回
／

月

回
／

年

回
／

月

回
／

月

求
人

広
告

掲
載

の
費
用
対

効
果
を
テ
ー

タ
と
し
て
蓄
積
、
効
果
的
な
広
告
の
方
法
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討

す
る
よ
う
に
努

め
た
。

事
務

セ
ン
タ
ー

と
エ
リ
ア
な
い
施
設
が
連

携
し
て
、
募
集
か
ら
採
用

に
至
る
ま
で
一
連
の
流

れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
の
求

人
情

報
・
求
人
状

況
を
報
告
し
、
効
果
的
な
求
人
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
就

職
説

明
会
参
加
者
へ
法

人
の
特
徴

や
強
み
を
説
明
し
て
応

募
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
認
可
外
保
育
所

（
施
設
名
）
サ
ン
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井

事
業
所
の
経
営
方
針
：

．
安
全
で
衛
生
的
な
環
境
の
中
で
優
し
い
心
・
強
い
心
を
育
て
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
々
の
持
つ
力
を
育
む
。
．
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
子
育
て
支
援
を
行
い
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

経
費

関
係

の
徹

底
 

利
用
料
金

の
確
実

な
管

理

 
支
出
執
行

率
以
下

チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
入

力
ミ
ス
を
確

認
す

る
事

で
正

確
な
利

用
料

金
を
請

求
す

る
事

が
出

来
た
。

予
算

に
基
づ

い
た
物

品
購

入
が
出

来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

満
足

度
の
向

上

安
全

・
快

適
な
保

育
サ

ー
ビ
ス
の

実
施

年
齢

に
応

じ
た
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

体
力

を
身

に
つ

け
心

身
を
成

長
さ
せ

る

 
利
用
満
足

度
調
査

結
果

 
調
査
結
果

に
基
づ

く
改

善
件
数

 
託
児
所
利

用
を
柔
軟

に
す
る

 
安

全
・
清

潔
な
空

間
を
作

る
為

清
掃
・
消

毒
の
毎

日
行
う

 
身

長
・
体

重
を
毎

月
測

り
、
発

達

記
録
表
に
記
載
す

る

  
件

 
 

日
週

回
月

  
件 日

週

回
月

今
後
も
よ
り
良
い
評

価
を
目

指
し
て
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

環
境

作
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

保
護

者
か
ら
の
要

望
を
職

員
で
話

し
合

い
、
対

応
可

能
な
件

は
す

ぐ
に
実

施
し
公

表
を
行

っ
て
き
た
。

職
員

の
適
正

配
置

を
考

慮
し
た
上

で
、
空

状
況

に
合

わ
せ

て
柔

軟
に
対

応
が
出

来
た
。

チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用

し
、
毎

日
お

も
ち
ゃ
の
消

毒
や

保
育

室
の
清

掃
や

整
理

整
頓

を
し
て
き
た
。
今

後
も
引

き
続

き
取

り
組

ん
で
い
き
た
い
。

家
庭

の
様

子
を
聞

い
た
り
、
保

育
所

の
様
子

を
伝

え
た
り
し
て
保

護
者

と
の
連

絡
を
密

に
し
な
が
ら
信

頼
関

係
を
築

く
事

が
出

来
た
。
今

後

も
信
頼
関

係
を
築

く
事

に
力

を
入

れ
て
取

り
組

み
た
い
。
毎

月
身

長
・
体

重
を
測

り
、
成

長
過

程
を
保

護
者

・
保

育
士

間
で
共

有
出

来
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

感
染

症
対

策
の
徹

底
 

月
案
に
記

載
す
る

 
部
屋
の
換
気
を
定

期
的

に
行

っ
た
り
、
月

案
に
記

載
し
て
手

洗
い
・
手

の
消

毒
を
こ
ま
め
に
行

い
二

次
感

染
を
防

ぐ
よ
う
に
努

め
た
。
汚

物

の
扱

い
に
も
十

分
気

を
つ

け
た
。
今

後
も
感

染
症

対
策

を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
き
た
い
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 
働

き
や

す
い
職

場
環

境

保
育

資
質

向
上

 
有
給

休
暇

取
得
率

勉
強
会
開
催
件

数

 

件
年

件
年

 
保
育
士
不

足
や

歳
児

の
新

規
利

用
者

が
増

え
た
為

目
標

に
は
達

成
出

来
な
か
っ
た
。
今

後
計

画
的

に
取

得
出

来
る
よ
う
に
取

り
組

み

た
い
。

 
目
標
件
数

に
は
達

成
出

来
な
か
っ
た
が
職

員
会

議
を
活

用
し
て
勉

強
会

を
行

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
事

が
出

来
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
春
日
井
・
多
治
見
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

事
業
所
の
経
営
方
針
：
事
務
セ
ン
タ
ー
及
び
エ
リ
ア
内
事
務
員
の
業
務
に
お
い
て
、
業
務
の
標
準
化
と
質
の
向
上
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

エ
リ
ア
収
支
の
把
握

経
費
削
減

会
計

会
議

へ
の
出

席

経
費

削
減

取
組

回
／

月

随
時

回
／

月

回
／

年

エ
リ
ア
の
収

支
デ
ー
タ
を
集
計
し
的
確
な
状

況
報
告
が
で
き
た
。

価
格

や
業

者
の
再
検
討

を
事
務
員
会
議

内
で
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
、
価
格
を
抑
え
て
品
質
の
良

い
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★

★
安
心
し
て
利
用
・
生
活
で
き
る
施

設
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担

保
す
る

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
身

だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
自

己
・
他

者
）

該
当

項
目

可

該
当

項
目

可

接
遇

・
環

境
整

備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
エ
リ
ア
統

一
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
表
で
自
己

・
他
者
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
資
質

向
上
に
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
法
令
を
順
守
す
る

事
務
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

エ
リ
ア
体
制
の
強
化

事
務
の
効
率
化

事
務

員
勉

強
会

開
催

回
数

研
修

、
勉

強
会

参
加

回
数

エ
リ
ア
事

務
員

の
勉

強
会

開
催

エ
リ
ア
事

務
員

の
改

善
指

導

事
務

員
会

議
開

催

本
部

と
エ
リ
ア
間

で
の
交

換
研

修

業
務

改
善

件
数

回
／

年

回
／

年

回
／

年

件
／

年

回
／

年

名
／

年

回
／

年

回
／

年

回
／

年

回
／

年

件
／

年

回
／

年

名
／

年

回
／

年

事
務

員
会

議
で
改

正
・
変
更
点

を
把
握
し
確

実
な
労
働
契
約
の
締
結

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

・
勉

強
会

に
参
加
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
努

め
た
。

財
務

・
総

務
・
労

務
な
ど
、
テ
ー
マ
別
で
勉
強

会
を
し
て
エ
リ
ア
事
務
員

の
ス
キ
ル
向

上
を
図
っ
た
。

指
導

件
数

は
件
で
あ
っ
た
が
、
事
務
員
会

議
に
て
業
務
上
の
改
善
す
べ
き
点

を
定
期
的
に
検

討
す
る
場
を
設
け
て
、
提
案
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
業
務
ミ
ス
の
取
り
組
み

を
水
平

展
開
す
る
よ
う
に
努

め
た
。

本
部

・
エ
リ
ア
間

の
業
務
内
容

を
知
り
、
エ
リ
ア
事
務
の
意
味

を
理
解
す
る
よ
う
に
務
め
た
。

書
式

や
業

務
の
統
一
化

を
図
り
負
担
軽
減
、
効
率
化
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

必
要
に
応
じ
た
職

員
採
用

採
用

業
務

に
関

す
る
打

合
せ

回
数

エ
リ
ア
運

営
会

議
へ

の
報

告

エ
リ
ア
就

職
説

明
会

開
催

回
／

年

回
／

月

回
／

月

回
／

年

回
／

月

回
／

月

求
人

広
告

掲
載

の
費
用
対

効
果
を
テ
ー

タ
と
し
て
蓄
積
、
効
果
的
な
広
告
の
方
法
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討

す
る
よ
う
に
努

め
た
。

事
務

セ
ン
タ
ー

と
エ
リ
ア
な
い
施
設
が
連

携
し
て
、
募
集
か
ら
採
用

に
至
る
ま
で
一
連
の
流

れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
の
求

人
情
報
・
求
人
状

況
を
報
告
し
、
効
果
的
な
求
人
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
就

職
説

明
会
参
加
者
へ
法

人
の
特
徴

や
強
み
を
説
明
し
て
応

募
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
教
育
体
制
の
充
実
と
入
浴
・
排
泄
・
移
乗
ケ
ア
力
の
向
上
。
ホ
テ
ル
接
遇
に
対
抗
で
き
る
元
気
の
良
い
挨
拶
及
び
接
遇
。
在
宅
復
帰
に
向
け
た
チ
ー
ム
ケ
ア
の
充
足

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入

確
保

在
宅
復
帰
者
の
増

加

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

空
床

数
（
月

間
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

以
上

床
以

下

以
上

床

上
半
期
は
目

標
を
上
回

っ
た
も
の
の
下
半
期

に
な
り
入
院
者
が
月
平
均

名
発
生
し
た
こ
と
で
、
目
標

達
成
で
き
な
か
っ
た
。

上
記
原
因
に
加
え
、
空
床
後
の
再
調

整
に
平

均
日
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
空
床
数

が
増

加
し
て
し
ま
っ
た
。

入
院
数
の
増

加
と

月
月
の
在
宅
復
帰

者
が
月

人
と
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
数
値
の
低
下

に
影
響
し
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

明
る
く
元
気
良
い
接

遇
マ
ナ
ー
の
提

供

清
潔
な
住
環
境
の
提

供

生
活
に
つ
な
げ
る
チ
ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
の
実
践

複
合
施
設
と
し
て
の
強

み
の
強
化

★
全
員
が
笑
顔

に
な
れ
る
ケ
ア
の
提
供

調
査

で
「
で
き
て
い
る
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

調
査

で
「
満

足
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

居
宅

支
援

事
業

所
か
ら
の
紹

介
件

数

調
査

で
「
良

い
ケ
ア
を
受

け
て
い
る
」
以

上
の

割
合

（
平

均
）

以
上

件
以

上
件

朝
礼
で
の
挨
拶

練
習
や
委
員
会

活
動
と
連
動

さ
せ
た
チ
ェ
ッ
ク
表

に
基
づ
き
取
り
組
み

、
一

定
以

上
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。

高
齢
者
雇
用

を
各
フ
ロ
ア
に
配
置
し
清
掃

活
動
等
に
力
を
入

れ
た
こ
と
で
効
果

が
得
ら
れ
た
が
、
細
か
い
部
分
も
意
識

す
る
。

介
護
量
に
対

す
る
見
解
の
相
違
か
ら
在
宅
復

帰
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
家
屋

評
価
・
外
泊
・
外
出
の
必
要
性

を
説
明
す
る
。

空
床
型
の
為
、
積
極
的
な
案
内

が
で
き
ず
問

い
合
わ
せ
を
受

け
て
も
断
る
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
っ
た
。
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
。

目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
利

用
者

様
よ
り
満
足
い
た
だ
け
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
入
所
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

フ
ロ
ア
の
特
色

を
活
か
し
た
環

境
設
定

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を
な
く
す

★
事
故
件
数
の
減
少

★
営
業
体
制
の
確
立

★
在
宅
復
帰
を
目

指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
提

供

★
利
用
ニ
ー
ズ
の
抽
出
力
の
向

上

★
職
員
の
働
き
や
す

い
環
境

づ
く
り

★
看
取
り
ケ
ア
の

サ
イ
ク
ル
の
確

立

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
に
的

確
に
対
応

す
る

接
遇

･環
境

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
年

間
）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

外
傷

発
見

事
故

件
数

（
年

間
）

営
業

実
施

件
数

（
月

間
）

リ
ハ
ビ
リ
実

施
件

数
（
月

間
）
※

延
べ

満
足

度
調

査
回

収
率

（
回

）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

調
査

｢満
足

｣以
上

の
割

合
（
年

間
）

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

自
己

点
検

表
チ
ェ
ッ
ク
率

件

件
以

下

件
以

上

件
以

上

以
上

以
上

以
上

件

件 件 件

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
清
潔
な
環
境

作
り
は
推
進
で
き
た
が
、
特
色
を
活
か
し
た
し
つ

ら
え
の
整

備
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

服
薬
者
の
人

間
違
い
は
な
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
配
薬

は
で
き
て
い
る
が
セ
ッ
ト
ミ
ス

件
、
服

薬
忘
れ

件
が
発
生
し
た
。

移
乗
方
法
の
見
直
し
等
を
行
い
、
対

象
と
し
た
利
用
者
様
の
外
傷

発
見
は
全

体
で
前
年
度

割
減

と
な
っ
た
が
、
事
故

時
に
い

つ
ま
で
外
傷
が
無
か
っ
た
か
報
告
で
き
る
よ
う
、
皮

膚
状
態
の
観
察

教
育
が
活
か
さ
れ
て
お
り
発
生
件

数
が
上
が
っ
た
。

毎
月
管
理
者
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
営

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
、
紹
介
さ
れ
る
営

業
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

退
院
者
の
受

け
入
れ
（
主
に
施
設

か
ら
入
院

し
た
人
の
再
入
所
）
が
多
く
短
期
集
中
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
ら
な
い
入

所
者
が
増
え
、
提
供
実
人
数

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
目
標
到
達

に
至
ら
な
か
っ
た
大
き
な
要
因

と
考
え
る
。

上
半
期
は
書
類
を
郵
送
し
た
が
回
収
率

が
低

く
、
下
半
期

は
手
渡
し
数
を
増

や
し
回

収
率
を

上
昇
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

上
半
期
は
計
画
に
沿

っ
て
取
得
で
き
て
い
た
が
、
下
半
期
は
異
動
し
た
職
員

の
兼
ね
合

い
で
取

得
ペ
ー
ス
が
下
が
っ
た
。

職
員
間
同
士

の
不
満
が
聞
か
れ
た
。
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
各

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
る
。

名
が
施
設
で
ご
逝
去
さ
れ
適
切
な
対
応
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

管
理
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
相
談
員

名
と
毎
月

者
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
力

の
確
保

基
礎
知
識
及
び
基
礎

介
護
力
の
向
上

★
専
門
的
知
識

の
取
得
及
び
向

上

リ
ー
ダ
ー
層
の
育

成

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
よ
る
生
活

の

楽
し
み
の
増
加

★
高
齢
者
雇
用

の
更
な
る
推
進

研
修

回
数

（
年

間
）

外
部

研
修

参
加

者
数

（
年

間
）

初
任

実
務

者
研

修
参

加
者

数
年

間

介
護

福
祉

士
受

験
者

数

委
員

会
実

施
率

（
年

間
）

看
取

り
委

員
会

活
動

回
数

（
年

間
）

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会

活
動

回
数

（
年

間
）

介
助

サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

人
数

（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

名
名

上

人 回
以

上

名
以

上

回
以

上

名
以

上

回 名

名

人

回 名 回 名

委
員
会
を
中

心
に
取
り
組
み

を
進
め
、
満

足
度
調
査
も
参
考
に
し
な
が
ら
接

遇
強
化
を
中

心
に
教
育
を
行

う
こ
と
が
で
き
た

専
門
職
種
も
含

め
外
部
研

修
に
参
加
し
た
。
介
護
研
修

が
少
な
か
っ
た
た
め
来
年
度

は
介
護
研

修
参
加
数
を
増
や

す
。

同
期
の
繋

が
り
か
ら
参
加
意

欲
や
技
術
習

得
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
た
。
来
年
度
も
知
識
・
技
術

の
取
得
を
積
極

的
に
行

う
。

職
員
一
人
ひ
と
り
の
技
術
、
資
格
習
得

の
意

欲
が
高
ま
っ
て
お
り
、
研
修
や
学
び

の
機
会

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

年
度
途
中
よ
り
開
催
方
法

を
変
更
し
、
短

時
間

で
有
効
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
活
動
が
浸

透
し

て
い
な
い
フ
ロ
ア
も
み
ら
れ
た
た
め
、
委

員
会
活
動

の
周
知
方
法
や
活

動
報
告
の
機
会
作
り
を
行

う
。

委
員
会
活
動
と
し
て
年
間

回
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
健
に
お

け
る
看
取
り
に
つ
い
て
考

え
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

名
の
方
が
逝
去
さ
れ
、
そ
の
後
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
看
取
り
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

各
リ
ー
ダ
ー

と
面

接
を
行

い
、
職
責
を
基
に
目

標
・
課
題
を
明
確

に
し
て
管
理
育
成

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
職

責
や
役
割
を
意
識
さ
せ
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
の
自

覚
を
芽

生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
活
動
と
し
て
活

動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

と
打
ち
合

わ
せ
を
行

い
担
当

の
職

員
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

各
フ
ロ
ア
で
介
護

サ
ポ
ー

タ
ー

を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
達
成
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
業
務
分

化
を
積
極
的
に
行
う
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
元
気
に
自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定

し

た
運

営

看
護
体
制
加
算
及

び
日
常
生
活
継

続
支
援
加
算
の
継

続
的
な
取
得

★
支
出
管
理
の
徹
底

年
間

平
均

稼
働

率

月
平

均
待

機
者

数

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放

送
回

数

（
年

間
）

加
算

算
定

月
の
数

光
熱

水
費

の
支

出
額

（
年

間
）

以
上

名

以
上 回

以
上 ヶ

月 万

以
下

名

回

ヶ
月 万

突
発

的
な
入

院
や
逝
去

に
よ
り
空
床

が
長
期

間
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
円
滑
な
入
所
調

整
が
行
え
る
よ
う
相
談
員

だ
け
で
な
く
業

務
の
分
担

に
よ
り
相

談
員

が
有

効
に
動
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

月
よ
り
リ
ス
ト
の
作

成
を
施
設
で
行

う
よ
う
に
な
り
、
以
前
か
ら
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
継

続
し
て
利
用
を
希
望
し
て
い
る
方
に
は
再
度
申

込

書
を
送

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

を
し
た
。
集
ま
り
が
悪
く
、
リ
ス
ト
の
切
り
替
え
を
し
た
月

か
ら
は
一
時
的

に
待
機
者
が
減
少
し
た
。

新
聞

へ
の
掲

載
に
つ

い
て
今
年
度

は
施
設
全

体
で
行
っ
た
行
事
の

つ
の
み

と
な
っ
た
。

一
覧

表
を
も
と
に
毎
月
の
管
理
を
行

い
、
算
定

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

節
水

や
節

電
を
意
識
す
る
こ
と
で
目
標
達

成
は
出
来
る
見
込
み
で
あ
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
の
提
供

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生

活
の

提
供

★
心
の
こ
も
っ
た
重

度
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

★
余
暇
活
動
の
活
性
化

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

入
院

者
数

（
年

間
）

本
入

所
総

合
的

に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

シ
ョ
ー

ト
総

合
的

に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

名

以
下

名

接
遇

・
チ
ェ
ッ
ク
表

を
使

用
し
改
善
す
べ
き
項

目
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
員
か
ら
ご
家
族
へ

の
率
先
し
た
声
掛

け
、
迅
速
な
気
付
き
の
視
点

を
身

に
つ

け
る
事

が
出
来
た
。
電
話

応
対
に
つ

い
て
意

見
を
頂
い
て
お
り
事
務

職
も
含
め
た
接
遇
・
マ
ナ
ー

を
強
化
し
て
い
く
。

歳
以

上
の
方
を
雇
用
し
た
事
で
介
護

職
の
分
業
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
に
よ
り
質
の
高

い
環
境
整
備

の
継
続

が
出
来
て
い
る
。

脱
水

の
入

院
者
は

件
、
尿
路
感
染

件
、
肺
炎

件
と
な
っ
て
い
る
。

名
の
利
用
者
様

が
再
発
す
る
事
が
多
く
見

ら
れ
た
た
め
、
全
体
で
の
取

り

組
み

と
併

せ
て
個
々
の
既
往
に
関

す
る
対
策
を
密

に
と
り
予
防
を
図
っ
た
。

は
未

記
入

と
な
っ
て
い
る
。
大
変

満
足
と
満

足
の
割
合
が
半
数
ず
つ
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や

楽
し
み
を
提
供

す
る
事
、
そ
の
広

報
を
十

分
に
行

い
、
こ
こ
で
の
生
活

が
よ
り
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
て
頂
き
「
大
変

満
足
」
の
割

合
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
来
年
度

の
計
画

を
立
て
る
。

は
未

記
入

と
な
っ
て
い
る
。
年
間

を
通
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
お
り
、
よ
い
評
価
を
頂

い
て
い
る
。
来
年

度
で
は
現
在

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
在
宅
で
の
生
活
を
意

識
し
た
リ
ハ
ビ
リ
要
素
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
設
定
の

向
上

★
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

法
令
遵
守
の
徹

底

環
境

整
備

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
満

足
」
の
割

合

外
出

計
画

・
実

施
件

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件

以
上 件

以
上 件 以

上

件

件

件 件

件

加
湿

器
の
設

置
、
フ
ロ
ア
食
器

の
変
更
、
居

室
掃
除
の
使
用
物

品
変
更

な
ど

件
の
改
善
が
実

行
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
、
使

い
捨
て
清
拭
導

入
、
入
浴

業
務
、
排
泄
業
務
、
食
事
介

助
な
ど
大
き
な
変
更
か
ら
小
さ
な
変
更
を
含

め
年
間

を
通
し
て
改
善
を

図
る
事

が
出

来
た
。

ハ
ー

モ
ニ
カ
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
音
楽
を
使
っ
た
レ
ク
の
要
望
が
強
く
み
ら
れ
る
。
来

年
度
は
年
間
計
画
に
て
月

回
は
行
っ
て
い
け
る
よ
う
調
整

を
図

る
。

年
度

途
中

で
リ
ハ
ビ
リ
職

の
変
更
が
あ
り
、
ま
た
、
公
園
ま
で
の
外
出
計
画
を
立
て
て
い
た
が
利
用

者
様
の
身
体
能
力

的
に
も
そ
こ
ま
で
の
外
出

が
困

難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
来
年
度
は
近
場
で
確
実

に
行
え
る
計
画
を
立
て
る
予
定

で
あ
る
。

年
度

初
め
に
計

画
を
立
て
た
が
急
な
体
調

不
良
に
よ
る
勤
務

交
代
等
で
計
画
的
な
取

得
が
行
え
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
月
単
位
で
の
計
画
を
立
て

て
い
き
取

得
率

の
向
上
を
お
こ
な
う
。

今
年

度
の
退

職
は

名
と
な
っ
て
い
る
。
職
員

間
で
の
フ
ォ
ロ
ー
や
協
力
し
合
う
姿
勢

が
以
前

よ
り
も
強
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
不

適
合

は
な
く
目
標
を
達

成
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

★
管
理
職
、
専
門
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
・
技
術
の
向

上

介
護
福
祉
士
候

補
者
の
育

成

安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

職
員

育
成

数

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
「
知

識
・
技

術
の
向

上
」
の
割

合

派
遣

・
体

験
研

修
提

案
数

（
年

間
）

ス
タ
ッ
フ
の
夜

勤
業

務
実

施
者

数 職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

名
以

上

件 名 名
以

上

回 名 名 件 名 名

エ
リ
ア
共

通
で
行
っ
た
必
須
研
修

の
み
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
。

新
任

リ
ー

ダ
ー

職
員
は

名
と
な
り
目
標
を
達

成
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
合

格
者
数

は
名
、
今
年
度
は
受

験
資
格
が
変

わ
り
、
受
験
者
数
も
減
少

し
た
。
長
野

県
内
の
合
格
者

台
、
長
野
エ
リ
ア
で
も

名
の
合

格
と
厳

し
い
結

果
で
あ
っ
た
。
介
護
福
祉

士
は

名
の
合
格
の
見

込
み
で
あ
る
。

大
変

満
足

、
少

し
不

満
は
あ
る
が
満

足
を
あ
わ
せ
て
満
足
度
は

の
結

果
で
あ
っ
た
。
目
標
達

成
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
高

い
満
足

度
を
得
て

い
る
。

名
の
職

員
が
他

事
業
所
に
研

修
へ

行
き
、
来
年
度
現
在
の
夜

勤
時
間
変
更

を
計
画
し
て
い
る
。

職
員

は
名
中

名
が
退
職
と
な
っ
た
。
残
り

名
に
つ

い
て
は
、
日
勤
業
務

は
行
え
て
い
る
も
の
の
記
録
作

成
や
報
告
に
不
安
が
あ
る
た
め

来
年

度
中

の
夜
勤

開
始

を
予
定

す
る
。

職
員

か
ら
の
紹

介
に
て
間
接
業
務

名
が
入

職
し
た
。
現
在

も
継
続
し
て
雇
用

し
て
い
る
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
教
育
体
制
の
充
実
と
入
浴
・
排
泄
・
移
乗
ケ
ア
力
の
向
上
。
ホ
テ
ル
接
遇
に
対
抗
で
き
る
元
気
の
良
い
挨
拶
及
び
接
遇
。
在
宅
復
帰
に
向
け
た
チ
ー
ム
ケ
ア
の
充
足

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入

確
保

在
宅
復
帰
者
の
増

加

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

空
床

数
（
月

間
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

以
上

床
以

下

以
上

床

上
半
期

は
目

標
を
上
回

っ
た
も
の
の
下
半
期

に
な
り
入
院
者
が
月
平
均

名
発
生
し
た
こ
と
で
、
目
標

達
成

で
き
な
か
っ
た
。

上
記
原
因
に
加
え
、
空
床
後
の
再
調

整
に
平

均
日
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
空
床
数

が
増

加
し
て
し
ま
っ
た
。

入
院

数
の
増

加
と

月
月
の
在
宅
復
帰

者
が
月

人
と
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
数
値
の
低
下

に
影
響
し
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

明
る
く
元
気
良
い
接

遇
マ
ナ
ー
の
提

供

清
潔
な
住
環
境
の
提

供

生
活
に
つ
な
げ
る
チ
ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
の
実
践

複
合
施
設
と
し
て
の
強

み
の
強
化

★
全
員
が
笑
顔

に
な
れ
る
ケ
ア
の
提
供

調
査

で
「
で
き
て
い
る
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

調
査

で
「
満

足
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

居
宅

支
援

事
業

所
か
ら
の
紹

介
件

数

調
査

で
「
良

い
ケ
ア
を
受

け
て
い
る
」
以

上
の

割
合

（
平

均
）

以
上

件
以

上
件

朝
礼
で
の
挨
拶

練
習
や
委
員
会

活
動
と
連
動

さ
せ
た
チ
ェ
ッ
ク
表

に
基
づ
き
取
り
組
み

、
一

定
以

上
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。

高
齢
者
雇
用

を
各
フ
ロ
ア
に
配
置
し
清
掃

活
動
等
に
力
を
入

れ
た
こ
と
で
効
果

が
得
ら
れ
た
が
、
細
か
い
部
分
も
意
識

す
る
。

介
護
量
に
対

す
る
見
解
の
相
違
か
ら
在
宅
復

帰
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
家
屋

評
価
・
外
泊
・
外
出
の
必
要
性

を
説
明
す
る
。

空
床
型

の
為
、
積
極
的
な
案
内

が
で
き
ず
問

い
合
わ
せ
を
受

け
て
も
断
る
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
っ
た
。
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
。

目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
利

用
者

様
よ
り
満
足
い
た
だ
け
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
入
所
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

フ
ロ
ア
の
特
色

を
活
か
し
た
環

境
設
定

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を
な
く
す

★
事
故
件
数
の
減
少

★
営
業
体
制
の
確
立

★
在
宅
復
帰
を
目

指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
提

供

★
利
用
ニ
ー
ズ
の
抽
出
力
の
向

上

★
職
員
の
働
き
や
す

い
環
境

づ
く
り

★
看
取
り
ケ
ア
の

サ
イ
ク
ル
の
確

立

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
に
的

確
に
対
応

す
る

接
遇

･環
境

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
年

間
）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

外
傷

発
見

事
故

件
数

（
年

間
）

営
業

実
施

件
数

（
月

間
）

リ
ハ
ビ
リ
実

施
件

数
（
月

間
）
※

延
べ

満
足

度
調

査
回

収
率

（
回

）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

調
査

｢満
足

｣以
上

の
割

合
（
年

間
）

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

自
己

点
検

表
チ
ェ
ッ
ク
率

件

件
以

下

件
以

上

件
以

上

以
上

以
上

以
上

件

件 件 件

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
清
潔
な
環
境

作
り
は
推
進
で
き
た
が
、
特
色
を
活
か
し
た
し
つ

ら
え
の
整

備
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

服
薬
者
の
人

間
違
い
は
な
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
配
薬

は
で
き
て
い
る
が
セ
ッ
ト
ミ
ス

件
、
服

薬
忘
れ

件
が
発
生
し
た
。

移
乗
方
法
の
見
直
し
等
を
行
い
、
対

象
と
し
た
利
用
者
様
の
外
傷

発
見
は
全

体
で
前
年
度

割
減

と
な
っ
た
が
、
事
故

時
に
い

つ
ま
で
外
傷

が
無
か
っ
た
か
報
告
で
き
る
よ
う
、
皮

膚
状
態
の
観
察

教
育
が
活
か
さ
れ
て
お
り
発
生
件

数
が
上
が
っ
た
。

毎
月
管
理
者
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
営

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
、
紹
介
さ
れ
る
営

業
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

退
院
者
の
受

け
入
れ
（
主
に
施
設

か
ら
入
院

し
た
人
の
再
入
所
）
が
多
く
短
期
集
中
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
ら
な
い
入

所
者
が
増
え
、
提
供
実
人
数

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
目
標
到
達

に
至
ら
な
か
っ
た
大
き
な
要
因

と
考
え
る
。

上
半
期
は
書
類
を
郵
送

し
た
が
回
収
率

が
低

く
、
下
半
期

は
手
渡
し
数
を
増

や
し
回

収
率

を
上
昇

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

上
半
期
は
計
画
に
沿

っ
て
取
得
で
き
て
い
た
が
、
下
半
期
は
異
動
し
た
職
員

の
兼
ね
合

い
で
取

得
ペ
ー
ス
が
下
が
っ
た
。

職
員
間
同
士

の
不
満
が
聞
か
れ
た
。
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
各

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
る
。

名
が
施
設
で
ご
逝
去
さ
れ
適
切
な
対
応

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

管
理
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
相
談
員

名
と
毎
月

者
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
力

の
確
保

基
礎
知
識
及
び
基
礎

介
護
力
の
向
上

★
専
門
的
知
識

の
取
得
及
び
向

上

リ
ー
ダ
ー
層
の
育

成

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
よ
る
生
活

の

楽
し
み
の
増
加

★
高
齢
者
雇
用

の
更
な
る
推
進

研
修

回
数

（
年

間
）

外
部

研
修

参
加

者
数

（
年

間
）

初
任

実
務

者
研

修
参

加
者

数
年

間

介
護

福
祉

士
受

験
者

数

委
員

会
実

施
率

（
年

間
）

看
取

り
委

員
会

活
動

回
数

（
年

間
）

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会

活
動

回
数

（
年

間
）

介
助

サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

人
数

（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

名
名

上

人 回
以

上

名
以

上

回
以

上

名
以

上

回 名

名

人

回

名 回 名

委
員
会
を
中

心
に
取
り
組
み

を
進
め
、
満

足
度
調
査
も
参
考
に
し
な
が
ら
接

遇
強
化
を
中

心
に
教
育
を
行

う
こ
と
が
で
き
た

専
門
職
種
も
含

め
外
部
研

修
に
参
加
し
た
。
介
護
研
修

が
少
な
か
っ
た
た
め
来
年
度

は
介
護
研

修
参
加
数
を
増
や

す
。

同
期
の
繋

が
り
か
ら
参
加
意

欲
や

技
術
習

得
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
た
。
来
年
度
も
知
識
・
技
術

の
取
得
を
積
極

的
に
行

う
。

職
員
一
人
ひ
と
り
の
技
術
、
資
格
習
得

の
意

欲
が
高
ま
っ
て
お
り
、
研
修
や
学
び

の
機
会

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

年
度
途
中
よ
り
開
催
方
法

を
変
更
し
、
短

時
間

で
有
効
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
活
動
が
浸

透
し

て
い
な
い
フ
ロ
ア
も
み
ら
れ
た
た
め
、
委

員
会
活
動

の
周
知
方
法
や
活

動
報
告
の
機
会
作
り
を
行

う
。

委
員
会
活
動

と
し
て
年
間

回
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
健
に
お

け
る
看
取
り
に
つ
い
て
考

え
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

名
の
方
が
逝
去
さ
れ
、
そ
の
後
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
看
取
り
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

各
リ
ー
ダ
ー
と
面

接
を
行

い
、
職
責
を
基
に
目

標
・
課
題
を
明
確

に
し
て
管
理
育
成

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
職

責
や
役
割
を
意
識
さ
せ
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
の
自

覚
を
芽

生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会

活
動
と
し
て
活

動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

と
打
ち
合

わ
せ
を
行

い
担
当

の
職

員
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
毎
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

各
フ
ロ
ア
で
介
護

サ
ポ
ー

タ
ー

を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
達
成
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
業
務
分

化
を
積
極
的
に
行
う
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
元
気
に
自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定
し

た
運

営

看
護
体
制
加
算
及

び
日
常
生
活
継

続
支
援
加
算
の
継

続
的
な
取
得

★
支
出
管
理
の
徹
底

年
間

平
均

稼
働

率

月
平

均
待

機
者

数

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放

送
回

数

（
年

間
）

加
算

算
定

月
の
数

光
熱

水
費

の
支

出
額

（
年

間
）

以
上

名

以
上 回

以
上 ヶ

月 万

以
下

名

回

ヶ
月 万

突
発

的
な
入

院
や
逝
去

に
よ
り
空
床

が
長
期

間
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
円
滑
な
入
所
調

整
が
行
え
る
よ
う
相
談
員

だ
け
で
な
く
業

務
の
分
担

に
よ
り
相

談
員

が
有

効
に
動
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

月
よ
り
リ
ス
ト
の
作

成
を
施
設
で
行

う
よ
う
に
な
り
、
以
前
か
ら
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
継

続
し
て
利
用
を
希
望
し
て
い
る
方
に
は
再
度
申

込

書
を
送

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

を
し
た
。
集
ま
り
が
悪
く
、
リ
ス
ト
の
切
り
替
え
を
し
た
月

か
ら
は
一
時
的

に
待
機
者
が
減
少
し
た
。

新
聞

へ
の
掲

載
に
つ

い
て
今
年
度

は
施
設
全

体
で
行
っ
た
行
事
の

つ
の
み

と
な
っ
た
。

一
覧

表
を
も
と
に
毎
月
の
管
理
を
行

い
、
算
定

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

節
水

や
節

電
を
意
識
す
る
こ
と
で
目
標
達

成
は
出
来
る
見
込
み
で
あ
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
の
提
供

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生

活
の

提
供

★
心
の
こ
も
っ
た
重

度
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

★
余
暇
活
動
の
活
性
化

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

入
院

者
数

（
年

間
）

本
入

所
総

合
的

に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

シ
ョ
ー

ト
総

合
的

に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

名

以
下

名

接
遇

・
チ
ェ
ッ
ク
表

を
使

用
し
改
善
す
べ
き
項

目
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
員
か
ら
ご
家
族
へ

の
率
先
し
た
声
掛

け
、
迅
速
な
気
付
き
の
視
点

を
身

に
つ

け
る
事

が
出
来
た
。
電
話

応
対
に
つ

い
て
意

見
を
頂
い
て
お
り
事
務

職
も
含
め
た
接
遇
・
マ
ナ
ー

を
強
化
し
て
い
く
。

歳
以

上
の
方
を
雇
用
し
た
事
で
介
護

職
の
分
業
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
に
よ
り
質
の
高

い
環
境
整
備

の
継
続

が
出
来
て
い
る
。

脱
水

の
入

院
者
は

件
、
尿
路
感
染

件
、
肺
炎

件
と
な
っ
て
い
る
。

名
の
利
用
者
様

が
再
発
す
る
事
が
多
く
見

ら
れ
た
た
め
、
全
体
で
の
取

り

組
み

と
併

せ
て
個
々
の
既
往
に
関

す
る
対
策
を
密

に
と
り
予
防
を
図
っ
た
。

は
未

記
入

と
な
っ
て
い
る
。
大
変

満
足
と
満

足
の
割
合
が
半
数
ず
つ
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や

楽
し
み
を
提
供

す
る
事
、
そ
の
広

報
を
十

分
に
行

い
、
こ
こ
で
の
生
活

が
よ
り
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
て
頂
き
「
大
変

満
足
」
の
割

合
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
来
年
度

の
計
画

を
立
て
る
。

は
未

記
入

と
な
っ
て
い
る
。
年
間

を
通
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
お
り
、
よ
い
評
価
を
頂

い
て
い
る
。
来
年

度
で
は
現
在

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
在
宅
で
の
生
活
を
意

識
し
た
リ
ハ
ビ
リ
要
素
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
設
定
の

向
上

★
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

法
令
遵
守
の
徹

底

環
境

整
備

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
満

足
」
の
割

合

外
出

計
画

・
実

施
件

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件

以
上 件

以
上 件 以

上

件

件

件 件 件

加
湿

器
の
設

置
、
フ
ロ
ア
食
器

の
変
更
、
居

室
掃
除
の
使
用
物

品
変
更

な
ど

件
の
改
善
が
実

行
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
、
使

い
捨
て
清
拭
導

入
、
入
浴

業
務
、
排
泄
業
務
、
食
事
介

助
な
ど
大
き
な
変
更
か
ら
小
さ
な
変
更
を
含

め
年
間

を
通
し
て
改
善
を

図
る
事

が
出

来
た
。

ハ
ー

モ
ニ
カ
や

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
音
楽
を
使
っ
た
レ
ク
の
要
望
が
強
く
み
ら
れ
る
。
来

年
度
は
年
間
計
画
に
て
月

回
は
行
っ
て
い
け
る
よ
う
調
整

を
図

る
。

年
度

途
中

で
リ
ハ
ビ
リ
職

の
変
更
が
あ
り
、
ま
た
、
公
園
ま
で
の
外
出
計
画
を
立
て
て
い
た
が
利
用

者
様
の
身
体
能
力

的
に
も
そ
こ
ま
で
の
外
出

が
困

難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
来
年
度
は
近
場
で
確
実

に
行
え
る
計
画
を
立
て
る
予
定

で
あ
る
。

年
度

初
め
に
計
画
を
立
て
た
が
急
な
体
調

不
良
に
よ
る
勤
務

交
代
等
で
計
画
的
な
取

得
が
行
え
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
月
単
位
で
の
計
画
を
立
て

て
い
き
取

得
率

の
向
上
を
お
こ
な
う
。

今
年

度
の
退

職
は

名
と
な
っ
て
い
る
。
職
員

間
で
の
フ
ォ
ロ
ー
や
協
力
し
合
う
姿
勢

が
以
前

よ
り
も
強
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
不

適
合

は
な
く
目
標
を
達

成
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

★
管
理
職
、
専
門
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
・
技
術
の
向

上

介
護
福
祉
士
候

補
者
の
育

成

安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

リ
ー

ダ
ー

職
員

育
成

数

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
「
知

識
・
技

術
の
向

上
」
の
割

合

派
遣

・
体

験
研

修
提

案
数

（
年

間
）

ス
タ
ッ
フ
の
夜

勤
業

務
実

施
者

数 職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

名
以

上

件 名 名
以

上

回 名 名 件 名 名

エ
リ
ア
共

通
で
行
っ
た
必
須
研
修

の
み
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
。

新
任

リ
ー

ダ
ー
職

員
は

名
と
な
り
目
標
を
達

成
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
合

格
者
数

は
名
、
今
年
度
は
受

験
資
格
が
変

わ
り
、
受
験
者
数
も
減
少

し
た
。
長
野

県
内
の
合
格
者

台
、
長
野
エ
リ
ア
で
も

名
の
合

格
と
厳

し
い
結

果
で
あ
っ
た
。
介
護
福
祉

士
は

名
の
合
格
の
見

込
み
で
あ
る
。

大
変

満
足

、
少
し
不

満
は
あ
る
が
満

足
を
あ
わ
せ
て
満
足
度
は

の
結

果
で
あ
っ
た
。
目
標
達

成
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
高

い
満
足

度
を
得
て

い
る
。

名
の
職

員
が
他

事
業
所
に
研

修
へ

行
き
、
来
年
度
現
在
の
夜

勤
時
間
変
更

を
計
画
し
て
い
る
。

職
員

は
名
中

名
が
退
職
と
な
っ
た
。
残
り

名
に
つ

い
て
は
、
日
勤
業
務

は
行
え
て
い
る
も
の
の
記
録
作

成
や
報
告
に
不
安
が
あ
る
た
め

来
年

度
中

の
夜
勤

開
始
を
予
定

す
る
。

職
員

か
ら
の
紹

介
に
て
間
接
業
務

名
が
入

職
し
た
。
現
在

も
継
続
し
て
雇
用

し
て
い
る
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
元
気
に
自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働

率
管

理
の
徹

底
に
よ
る
安

定

し
た
運

営

年
間
平

均
稼
働

率

新
聞
掲

載
・
テ
レ
ビ
放
送

回
数

（
年
間
）

以
上

回
以

上
回

年
間
を
通

し
て

の
稼

働
率

。
当

事
業

所
、
行

政
、
医

療
機

関
、
地

域
包

括
、
民

間
広

域
事

業
所

等
、
と
の
連

携
し
、
情

報
共

有
に
て
、

入
居
者
確

保
に
努

め
、
待

機
者

の
方

に
こ
ま
め
に
連

絡
し
、
体

験
宿

泊
か
ら
円

滑
な
入

居
に
繋

げ
た
。

テ
レ
ビ
放

送
に
つ

い
て
は
経

費
的

な
面

も
あ
り
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ケ
ア
ハ

ウ
ス
単

独
で
の
メ
デ

ィ
ア
の
取

材
に
は
イ
ン
パ

ク
ト

が
弱
く
、
次

年
度

は
の
方

法
か
ら
対

策
す

る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
ホ
テ
ル
並
み
の
接

遇
と
環
境
の
提

供

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し

て
の
心

身
の
維

持
・
向

上

服
薬

に
関

す
る
自

立
度

の
向

上

接
遇
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

環
境
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

就
労
活

動
率

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

率

活
動
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

利
用
者

様
に
よ
る
服

薬
管
理

率

以
上

以
上

以
上

接
遇
の
満
足
度

は
目

標
達

成
が
年

間
を
通

じ
て
で
き
な
か
っ
た
。
限

ら
れ
た
職

員
数

で
あ
る
た
め
、
今

以
上

に
内

外
部

問
わ
ず

接
遇

へ

の
意
識
を
高

め
る
。

環
境
整

備
を
利

用
者

様
と
行

う
こ
と
に
よ
り
、
美

化
へ

の
意

識
作

り
に
も
繋

が
っ
た
が
目

標
達

成
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

就
労
は
個
人

の
心

身
状

況
の
差

も
あ
り
、
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

の
方

が
ケ
ア
ハ
ウ
ス
内

の
毎

日
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
新

し
い
入

居
者

様
の
地

域
行

事
参

加
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
増

え
て
い
る
。

毎
日

の
活

動
、
毎

月
の
行

事
な
ど
楽

し
ん
で
参

加
さ
れ
て
い
る
方

が
多

い
。
身

体
的

、
精

神
的

な
不

調
を
理

由
に
不

参
加

の
方

も
お

り
、

今
後
も
参

加
を
促

し
て
い
く
。

利
用
者
様

自
身

で
可

能
な
部

分
を
少

し
で
も
行

っ
て
頂

く
よ
う
に
、
声

掛
け
、
工

夫
を
し
た
が
目

標
達

成
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ホ
テ
ル
並

み
の
接

遇
と
設

備
設

定

の
向
上

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支

援
の
充

実

服
薬

管
理

業
務

の
見

直
し

ご
家

族
、
地

域
と
の
連

携
強

化

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

法
令

遵
守

の
徹

底

環
境
整

備
提
案

書
実
行

件
数

（
年
間
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
修
正

件
数

年
間

修
了
書

発
行
件

数
（
年
間

）

服
薬
支

援
の
見

直
し
数

（
年
間
）

ご
家

族
、
地
域
と
の
交
流
回

数

（
年
間
）

有
給
休

暇
取
得

率
（
年
間

）

職
員
の
定
着
率
（
年
間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

名
以

上

件
以
上

回
以
上

以
上

件

件 件 名
以

上

名 回

ラ
ウ
ン
ジ
に
共
有

で
行

う
よ
う
に
娯

楽
道

具
を
設

置
し
た
た
め
、
余

暇
を
楽

し
む

利
用

者
様

が
増

え
、
交

流
に
も
繋

が
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発

生
時

に
は
消

毒
・
換

気
を
徹

底
し
最

小
限

に
感

染
を
抑

え
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
お
こ
な
っ
た
。
就

労
活

動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
で
は
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
次

年
度

に
向

け
て
取

り
組

む
。

入
居
者
の

の
方

が
参

加
さ
れ
て
い
る
。
新

規
の
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
も
積

極
的

に
お

こ
な
っ
た
。

名
の
方
の
方

法
の
見

直
し
と

名
の
方

の
支

援
が
増

え
る
。
状

況
を
確

認
し
た
上

で
最

小
限

の
支

援
を
行

っ
た
。

隔
月
の
頻

度
で
開

催
し
ご
家

族
、
地

域
の
方

と
イ
ベ

ン
ト
を
通

し
て
交

流
が
出

来
た
。

１
有
給
休

暇
の
取

得
は
比

較
的

取
得

し
や

す
い
環

境
と
思

わ
れ
る
。
目

標
達

成
は
出

来
た
。

名
の
退
職

が
年

度
の
初

め
に
あ
っ
た
。
次

年
度

に
は
退

職
の
予

定
も
な
く
進

捗
で
き
る
予

定
で
あ
る
。

年
間
を
通

し
て
不

適
合

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
ホ
テ
ル
並

み
の
接

遇
と
環

境
設

定

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支

援
に
対

す
る
知

識
の
習

得

専
門

職
と
し
て
の
必

要
な
知

識
・
技

術
の
向

上

接
遇

・
環
境

勉
強
会

実
施
回

数

（
年
間
）

活
動

に
対
す

る
勉
強

会
の
実

施

（
年
間
）

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
「
知

識
・
技

術
向

上
」
の
割

合
（
年
間

）

派
遣

研
修
か
ら
の
提
案
数
（
年
間
）

回
以
上

回
以
上

件

回 回 件 件

単
独
で
の
勉

強
会

の
開

催
は
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
施

設
内

の
研

修
へ

参
加

し
意

識
の
向

上
に
努

め
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
為

の
研

修
を
行

い
、
円

滑
な
活

動
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
出

来
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
身

元
保

証
人

に
つ

い
て
の
勉

強
会

を
行

い
、
利

用
者

様
の
入

居
の
受

け
入

れ
体

制
が
よ
り
円

滑
に
な
っ
た
。

派
遣
研

修
が
行

え
ず

提
案

事
項

も
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
次

年
度

は
近

隣
の
視

察
も
含

め
て
進

め
る
予

定
で
あ
る
。
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r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
違
い
を
理
解
し
、
利
用
者
様
の
こ
だ
わ
り
を
実
現
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。
認
知
症
で
あ
っ
て
も
生
涯
役
割
を
持
ち
続
け
る
生
活
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
稼
働
率

の
維
持

不
必
要
な
経
費
の
抑

制

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

次
期

入
居

予
定

者
数

（
月

平
均

）

仕
入

れ
先

、
価

格
の
見

直
し
件

数

人
件

費
比

率

修
繕

費
（
当

初
予

算
費

）

名
以

上

回
以

上

以
下

減

名

回

増

法
人

内
の
入

所
施
設
と
も
連
携
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
退
居
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
な
営

業
は
実
施
し
た
が
、
担
当
者
の
交
代
も
あ
り
さ
ら
な
る

活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

エ
リ
ア
で
一

括
で
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率

的
に
経
費
を
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
勤

務
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
人
員

配
置
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

物
品

の
使

用
方
法
を
職
員
で
見
直
し
、
破
損

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
規

模
改
修
に
向

け
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
社
会
的
な
役
割
を
継

続
し
た
生
活

過
去
の
生
活

を
継
続
し
た
生
活

季
節
に
応
じ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

適
切
な
接
遇
、
環
境
、
介
護
技

術
で

の
サ
ー
ビ
ス
提
供

地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
生

活

生
活

に
対

す
る
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

生
活

に
対

す
る
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

施
設

イ
ベ

ン
ト
開

催
回

数

平
均

介
護

度
（
年

間
）

接
遇

満
足

度
（
と
て
も
満

足
）

環
境

満
足

度
（
と
て
も
満

足
）

高
木
公

園
を
活

用
し
た
イ
ベ

ン
ト
数

回
以

上

回
以

上

回 回

地
域

の
方

と
良

好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
動
に
多
数
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
、
日
常
生
活

の
中
で
実

施
し
た
い
こ
と
を
個

々
に
検
討
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
出

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
の
役
割

を
意
識
し
て
昨
年

よ
り
も
積
極
的
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

体
重

や
運

動
量

の
変
化
な
ど
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

直
し
た
。

申
し
送

り
や

会
議
の
際

に
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
職
員
で
共
有
し
、
意
識
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
が
中

心
と
な
り
清
掃
と
装
飾
を
行

い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ら
し
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

可
能

時
期

が
当
初
の
予
定
よ
り
遅

れ
目

標
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
利

用
可
能
と
な
っ
て
か
ら
は
、
日
常
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
家
事
以
外
で
活
躍

す
る
場
面
の
創
出

利
用
者
様
の
居

住
環
境
の
向

上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
ケ
ア

ご
家
族
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
の
増
加

★
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実

★
業
務
の
中
で
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

★
生
活
環
境
の
改
善

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る
。

プ
ラ
ン
へ

の
立

案
件

数

環
境

チ
ェ
ッ
ク
実

施
か
ら
の
改

善
率

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
改

善
件

数
（
年

間
）

ご
家

族
参

加
型

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

受
診

事
故

件
数

職
員

定
着

率

修
繕

計
画

実
施

率

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

件
以

上

件
以

上

回
以

上

件

件

件

回

件

ご
家

族
を
交

え
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
全
利
用
者
様
に
対

し
て
そ
の
方
の
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
プ
ラ
ン
に
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

チ
ェ
ッ
ク
者

よ
り
提
案
し
、
職
員

に
て
改
善
策

を
検
討
し
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
議

や
申

し
送

り
に
て
呼

び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
意
識
的
に
つ
ぶ
や
き
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ご
家

族
に
呼

び
か
け
を
行
っ
た
が
日
程
が
う
ま
く
合
わ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
年
間
計
画
を
立
て
て
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お
く
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

見
守

り
の
方

法
、
職
員

間
の
共
有
と
い
う
点
で
改
善
が
必
要
な
部
分

を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

か
ら
の
意

見
を
出
し
や
す
く
す
る
よ
う
会

議
の
開
催
方
法

を
検
討
し
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

修
繕

が
必

要
な
箇

所
を
細
か
く
調

査
し
、
優

先
度
を
検
討
し
修
繕

の
実
施
及

び
修
繕
計
画

を
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
算

の
算

定
要
件
な
ど
、
都
度
確
認
す
る
こ
と
で
適
切
な
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

認
知
症
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
の

向
上

★
ケ
ア
目
標
の
共
有

★
職
員
が
参
加
し
や
す
い
研
修
の
開

催

★
目
標
の
共
有

に
よ
る
職

員
の
意
思

統
一

★
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
践

知
識

理
解

テ
ス
ト
合

格
率

施
設

内
研

修
開

催
件

数

研
修

参
加

率

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

回
以

上
回

エ
リ
ア
で
の
必

須
研

修
に
全
職

員
が
参
加
し
、
知
識
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

で
の
研
修

実
施
方
法

が
変
更
と
な
り
、
目
標
の
回
数

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
必
要
な
研
修
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
催

方
法

を
エ
リ
ア
全
体
で
見
直
し
、
全

職
員

が
必
要
な
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
し
て
の
目
標
を
分
か
り
や

す
い
も
の
と
し
、
職
員
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
も
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
議

の
中

で
職

員
が
感
じ
て
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
意
見
と
し
て
出
す
機
械

を
作
り
、
ス
ト
レ
ス
の
軽

減
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
元
気
に
自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働

率
管

理
の
徹

底
に
よ
る
安

定

し
た
運

営

年
間
平

均
稼
働

率

新
聞
掲

載
・
テ
レ
ビ
放
送

回
数

（
年
間
）

以
上

回
以

上
回

年
間
を
通

し
て

の
稼

働
率

。
当

事
業

所
、
行

政
、
医

療
機

関
、
地

域
包

括
、
民

間
広

域
事

業
所

等
、
と
の
連

携
し
、
情

報
共

有
に
て
、

入
居
者

確
保

に
努

め
、
待

機
者

の
方

に
こ
ま
め
に
連

絡
し
、
体

験
宿

泊
か
ら
円

滑
な
入

居
に
繋

げ
た
。

テ
レ
ビ
放

送
に
つ

い
て
は
経

費
的

な
面

も
あ
り
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ケ
ア
ハ

ウ
ス
単

独
で
の
メ
デ

ィ
ア
の
取

材
に
は
イ
ン
パ

ク
ト

が
弱
く
、
次

年
度

は
の
方

法
か
ら
対

策
す

る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
ホ
テ
ル
並
み
の
接

遇
と
環
境
の
提

供

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し

て
の
心

身
の
維

持
・
向

上

服
薬

に
関

す
る
自

立
度

の
向

上

接
遇
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

環
境
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

就
労
活

動
率

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

率

活
動
「
大

変
満
足

・
満
足
」
の
割

合

利
用
者

様
に
よ
る
服

薬
管
理

率

以
上

以
上

以
上

接
遇
の
満
足

度
は
目

標
達

成
が
年

間
を
通

じ
て
で
き
な
か
っ
た
。
限

ら
れ
た
職

員
数

で
あ
る
た
め
、
今

以
上

に
内

外
部

問
わ
ず

接
遇

へ

の
意
識
を
高

め
る
。

環
境
整

備
を
利

用
者

様
と
行

う
こ
と
に
よ
り
、
美

化
へ

の
意

識
作

り
に
も
繋

が
っ
た
が
目

標
達

成
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

就
労
は
個
人

の
心

身
状

況
の
差

も
あ
り
、
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

の
方

が
ケ
ア
ハ
ウ
ス
内

の
毎

日
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
新

し
い
入

居
者

様
の
地

域
行

事
参

加
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
増

え
て
い
る
。

毎
日

の
活

動
、
毎

月
の
行

事
な
ど
楽

し
ん
で
参

加
さ
れ
て
い
る
方

が
多

い
。
身

体
的

、
精

神
的

な
不

調
を
理

由
に
不

参
加

の
方

も
お

り
、

今
後

も
参

加
を
促

し
て
い
く
。

利
用
者
様

自
身

で
可

能
な
部

分
を
少

し
で
も
行

っ
て
頂

く
よ
う
に
、
声

掛
け
、
工

夫
を
し
た
が
目

標
達

成
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ホ
テ
ル
並

み
の
接

遇
と
設

備
設

定

の
向
上

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支

援
の
充

実

服
薬

管
理

業
務

の
見

直
し

ご
家

族
、
地

域
と
の
連

携
強

化

働
き
や

す
い
職

場
環

境
の
実

現

法
令

遵
守

の
徹

底

環
境
整

備
提
案

書
実
行

件
数

（
年
間
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
修
正

件
数

年
間

修
了
書

発
行
件

数
（
年
間

）

服
薬
支

援
の
見

直
し
数

（
年
間
）

ご
家

族
、
地
域
と
の
交
流
回

数

（
年
間
）

有
給
休

暇
取
得

率
（
年
間

）

職
員
の
定
着
率
（
年
間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

名
以

上

件
以
上

回
以
上

以
上

件

件 件 名
以

上

名 回

ラ
ウ
ン
ジ
に
共
有

で
行

う
よ
う
に
娯

楽
道

具
を
設

置
し
た
た
め
、
余

暇
を
楽

し
む

利
用

者
様

が
増

え
、
交

流
に
も
繋

が
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発

生
時

に
は
消

毒
・
換

気
を
徹

底
し
最

小
限

に
感

染
を
抑

え
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
お
こ
な
っ
た
。
就

労
活

動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
で
は
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
次

年
度

に
向

け
て
取

り
組
む

。

入
居
者
の

の
方

が
参

加
さ
れ
て
い
る
。
新

規
の
利

用
者

様
へ

の
声

掛
け
も
積

極
的

に
お

こ
な
っ
た
。

名
の
方
の
方

法
の
見

直
し
と

名
の
方

の
支

援
が
増

え
る
。
状

況
を
確

認
し
た
上

で
最

小
限

の
支

援
を
行

っ
た
。

隔
月
の
頻

度
で
開

催
し
ご
家

族
、
地

域
の
方

と
イ
ベ

ン
ト
を
通

し
て
交

流
が
出

来
た
。

１
有
給

休
暇
の
取

得
は
比

較
的

取
得

し
や

す
い
環

境
と
思

わ
れ
る
。
目

標
達

成
は
出

来
た
。

名
の
退
職
が
年

度
の
初

め
に
あ
っ
た
。
次

年
度

に
は
退

職
の
予

定
も
な
く
進

捗
で
き
る
予

定
で
あ
る
。

年
間
を
通

し
て
不

適
合

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
ホ
テ
ル
並

み
の
接

遇
と
環

境
設

定

★
就

労
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支

援
に
対

す
る
知

識
の
習

得

専
門

職
と
し
て
の
必

要
な
知

識
・
技

術
の
向

上

接
遇

・
環
境

勉
強
会

実
施
回

数

（
年
間
）

活
動

に
対
す

る
勉
強

会
の
実

施

（
年
間
）

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
「
知

識
・
技

術
向

上
」
の
割

合
（
年
間

）

派
遣

研
修
か
ら
の
提
案
数
（
年
間
）

回
以
上

回
以
上

件

回 回 件 件

単
独
で
の
勉

強
会

の
開

催
は
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
施

設
内
の
研

修
へ

参
加

し
意

識
の
向

上
に
努

め
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
為

の
研

修
を
行

い
、
円

滑
な
活

動
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
出

来
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
身

元
保

証
人

に
つ

い
て
の
勉

強
会

を
行

い
、
利

用
者

様
の
入

居
の
受

け
入

れ
体

制
が
よ
り
円

滑
に
な
っ
た
。

派
遣
研

修
が
行

え
ず

提
案

事
項

も
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
次

年
度

は
近

隣
の
視

察
も
含

め
て
進

め
る
予

定
で
あ
る
。
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r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
違
い
を
理
解
し
、
利
用
者
様
の
こ
だ
わ
り
を
実
現
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。
認
知
症
で
あ
っ
て
も
生
涯
役
割
を
持
ち
続
け
る
生
活
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
稼
働
率

の
維
持

不
必
要
な
経
費
の
抑

制

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

次
期

入
居

予
定

者
数

（
月

平
均

）

仕
入

れ
先

、
価

格
の
見

直
し
件

数

人
件

費
比

率

修
繕

費
（
当

初
予

算
費

）

名
以

上

回
以

上

以
下

減

名

回

増

法
人

内
の
入

所
施
設
と
も
連
携
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
退
居
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
な
営

業
は
実
施
し
た
が
、
担
当
者
の
交
代
も
あ
り
さ
ら
な
る

活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

エ
リ
ア
で
一

括
で
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率

的
に
経
費
を
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
勤

務
状

況
を
確
認
し
、
適
切
な
人
員

配
置
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

物
品

の
使

用
方

法
を
職
員
で
見
直
し
、
破
損

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
規

模
改
修
に
向

け
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
社
会
的
な
役
割
を
継

続
し
た
生
活

過
去
の
生
活

を
継
続
し
た
生
活

季
節
に
応
じ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

適
切
な
接
遇
、
環
境
、
介
護
技

術
で

の
サ
ー
ビ
ス
提
供

地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
生

活

生
活

に
対

す
る
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

生
活

に
対

す
る
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

施
設

イ
ベ

ン
ト
開

催
回

数

平
均

介
護

度
（
年

間
）

接
遇

満
足

度
（
と
て
も
満

足
）

環
境

満
足

度
（
と
て
も
満

足
）

高
木

公
園

を
活

用
し
た
イ
ベ

ン
ト
数

回
以

上

回
以

上

回 回

地
域

の
方

と
良

好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
動
に
多
数
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
、
日
常
生
活

の
中
で
実

施
し
た
い
こ
と
を
個

々
に
検
討
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
出

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
の
役
割

を
意
識
し
て
昨
年

よ
り
も
積
極
的
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

体
重

や
運

動
量

の
変
化
な
ど
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

直
し
た
。

申
し
送

り
や

会
議
の
際

に
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
職
員
で
共
有
し
、
意
識
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
が
中

心
と
な
り
清
掃
と
装
飾
を
行

い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ら
し
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

可
能

時
期

が
当
初
の
予
定
よ
り
遅

れ
目

標
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
利

用
可
能
と
な
っ
て
か
ら
は
、
日
常
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
家
事
以
外
で
活
躍

す
る
場
面
の
創
出

利
用
者
様
の
居

住
環
境
の
向

上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
ケ
ア

ご
家
族
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
の
増
加

★
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実

★
業
務
の
中
で
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

★
生
活
環
境
の
改
善

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る
。

プ
ラ
ン
へ

の
立

案
件

数

環
境

チ
ェ
ッ
ク
実

施
か
ら
の
改

善
率

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
改

善
件

数
（
年

間
）

ご
家

族
参

加
型

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

受
診

事
故

件
数

職
員

定
着

率

修
繕

計
画

実
施

率

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

件
以

上

件
以

上

回
以

上

件

件

件

回

件

ご
家

族
を
交

え
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
全
利
用
者
様
に
対

し
て
そ
の
方
の
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
プ
ラ
ン
に
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

チ
ェ
ッ
ク
者

よ
り
提
案
し
、
職
員

に
て
改
善
策

を
検
討
し
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
議

や
申

し
送
り
に
て
呼

び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
意
識
的
に
つ
ぶ
や
き
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ご
家

族
に
呼

び
か
け
を
行
っ
た
が
日
程
が
う
ま
く
合
わ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
年
間
計
画
を
立
て
て
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お
く
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

見
守

り
の
方

法
、
職
員

間
の
共
有
と
い
う
点
で
改
善
が
必
要
な
部
分

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

か
ら
の
意

見
を
出
し
や
す
く
す
る
よ
う
会

議
の
開
催
方
法

を
検
討
し
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

修
繕

が
必

要
な
箇

所
を
細
か
く
調

査
し
、
優

先
度
を
検
討
し
修
繕

の
実
施
及

び
修
繕
計
画

を
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
算

の
算

定
要
件
な
ど
、
都
度
確
認
す
る
こ
と
で
適
切
な
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

認
知
症
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
の

向
上

★
ケ
ア
目
標
の
共
有

★
職
員
が
参
加
し
や
す
い
研
修
の
開

催

★
目
標
の
共
有

に
よ
る
職

員
の
意
思

統
一

★
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
践

知
識

理
解

テ
ス
ト
合

格
率

施
設

内
研

修
開

催
件

数

研
修

参
加

率

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

回
以

上
回

エ
リ
ア
で
の
必

須
研

修
に
全
職

員
が
参
加
し
、
知
識
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

で
の
研
修

実
施
方
法

が
変
更
と
な
り
、
目
標
の
回
数

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
必
要
な
研
修
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
催

方
法

を
エ
リ
ア
全
体
で
見
直
し
、
全

職
員

が
必
要
な
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
し
て
の
目
標
を
分
か
り
や

す
い
も
の
と
し
、
職
員
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
も
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
議

の
中

で
職

員
が
感
じ
て
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
意
見
と
し
て
出
す
機
械

を
作
り
、
ス
ト
レ
ス
の
軽

減
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
た
め
に
、
「
人
の
手
を
借
り
ず
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
り
、
退
屈
し
な
い
生
活
」
を
実
現
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
と
効
率

の
よ
い
運
営

に

よ
る
収
入
増
加

不
必
要
な
経
費
の
抑

制

年
間

平
均

稼
働

率

マ
ス
コ
ミ
へ

の
掲

載
回

数

仕
入

れ
先

、
価

格
の
見

直
し
件

数

人
件

費
比

率

回
以

上

回
以

上

以
下

回 回

年
度

序
盤

は
予
算

を
上

回
る
稼
働

率
を
維
持

し
、
中
盤

か
ら
予

算
を
下

回
っ
た
。
冬

場
の
入
院

者
や

体
調

不
良

に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
例

年
に
比

べ

増
加

し
た
。
営

業
頻
度

を
高
め
る
こ
と
で
新

規
利
用

者
獲
得
数
は
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
外
部
へ
広

報
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
で
開

催
し
掲

載
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
担

当
を
決

め
、
そ
の
職

員
が
中
心
と
な
り
実

施
し
た
。
無
駄
な
発
注
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
た
。

正
職

員
、
パ
ー
ト
の
割

合
を
見
直
し
適

切
な
人

員
配
置
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
専
門
性
の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供

★
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

満
足
度
の
高

い
接
遇
、
し
つ

ら
え
、
介

護
技
術
で
の
サ
ー
ビ
ス
提

供

★
尊
厳
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

個
別

リ
ハ
満

足
度

（
満

足
）

集
団

リ
ハ
満

足
度

（
満

足
）

１
年

後
の
継

続
利

用
率

短
時

間
サ
ー

ビ
ス
利

用
者

数

隣
接

す
る
公

園
の
活

用
率

接
遇

利
用

者
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

環
境

利
用

者
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

利
用

者
総

合
満

足
度

（
満

足
）

以
上

名
以

上
名

個
別

リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
る
方

に
つ

い
て
高

い
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

月
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
開
始
し
た
こ
と
等

に
よ
り
、
下
半
期
の
満
足
度

が
向
上
し
た
。

目
標

値
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
平
均

介
護
度
も
年
間
を
通

し
て
概
ね
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
規

利
用

者
様

で
半

日
利
用
を
希

望
す
る
方

も
多
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
声

に
よ
り
内

容
を
見
直
し
、
月

に
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
実
施
し
た
。
利
用
者

様
か
ら
高

い
満

足
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

職
員

が
意

識
す

る
よ
う
朝
礼
な
ど
で
理
念
を
唱

和
し
、
「
満
足
」
の
回

答
を
含

め
る
と

に
近

い
満

足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

接
遇

同
様

に
年

度
中
旬
に
事
業
所
内

の
環

境
を
改
善

し
、
「
満
足
」
の
回
答

を
含
め
る
と

に
近
い
満
足
度

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
は
僅
か
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
昨

年
度
よ
り
高
い
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
多
く
の
利
用
者
様

を
受
け
入
れ
ら
れ
る

業
務
の
確
立

★
短
時
間
で
効
果

の
出
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り

★
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実
に
よ
る
事
故

予
防

職
員
同
士
の
気

づ
き
に
よ
る
質
の
向
上

★
シ
ニ
ア
世
代
を
活
用
し
た
業
務

の

見
直
し

職
員
間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る
。

新
規

受
け
入

れ
件

数
（
月

平
均

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

受
診

事
故

件
数

環
境

チ
ェ
ッ
ク
表

実
施

結
果

（
年

間
）

超
過

勤
務

時
間

（
年

間
延

べ
時

間
）

会
議

開
催

回
数

委
員

会
実

施
率

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

（
県

書
式

）

件
以

上

個
以

上

件
以

下

時
間

回
以

上

件 個

件

時
間

回 ％

営
業

頻
度

を
増

や
し
、
前
年
度
平

均
を
上
回

る
こ
と
が
で
き
た
。
体
験
利
用
者

の
関
わ
り
方

を
見

直
し
利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
に
限

ら
ず
余
暇
の
時

間
を
活
用
し
た
活
動
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ひ
や

り
は
っ
と
報

告
の
書
式

を
見
直
し
、
挙
げ
や
す
く
す
る
こ
と
で
事
故
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

面
で
の
チ
ェ
ッ
ク
表

を
作
成
し
実

施
し
た
こ
と
で
環
境
維
持
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

特
定

職
種

の
超

過
時
間
が
多
か
っ
た
が
、
他

の
職
種
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
の
方
法

を
見
直
す
こ
と
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
の
課

題
に
対
し
て
臨
時

的
に
会
議

を
実
施
し
た
。
改
ま
っ
た
場
所

以
外

に
日
常
的
な
場

面
で
意
見
集
約
し
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

な
ど
各
担
当
を
定
め
そ
れ
ぞ
れ
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

７
自

己
評

価
を
行

い
、
加
算
の
要
件
な
ど
を
満

た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
及
び
マ
シ
ン
リ
ハ

ビ
リ
の
技
術
向
上

介
護
技
術
の
向

上

★
参
加
し
や
す

い
研
修
開
催

方
法
で
の

実
施

★
目
標
の
共
有

に
よ
る
職

員
の
意
思

統
一

送
迎
職
員
の
増

加

★
他
職
種
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
向
上

技
術

確
認

テ
ス
ト
合

格
率

技
術

確
認

テ
ス
ト
合

格
率

研
修

参
加

率

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

送
迎

人
員

確
保

数

職
員

定
着

率

名
以

上

％ ％

％

名

実
際

行
っ
て
い
る
場
面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

気
に
な
る
点

は
随

時
教
育
し
て
い
く
こ
と
で
、
エ
リ
ア
全
体
で
行
っ
た
確

認
テ
ス
ト
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
全

体
で
必
須
研

修
を
実
施
し
、
対

象
職

員
が
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

目
標

を
定

期
的

に
確
認
し
あ
う
こ
と
で
目
指
す

目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

補
助

で
同

乗
す
る
職
員

よ
り
必
要
な
助
言
等

を
行
い
採
用

後
確
実
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

未
経

験
の
入

職
職
員
に
つ

い
て
期
間

を
定
め
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
育
し
て
い
く
こ
と
で
定
着

に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
認
知
症
が
あ
っ
て
も
「
生
涯
現
役
」
を
合
言
葉
に
、
１
人
ひ
と
り
が
役
割
を
も
て
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定

し
た
運

営

年
間

平
均

稼
働

率

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放

送
回

数
年

間

以
上

回
以

上
回

イ
ベ

ン
ト
の
実
施
に
よ
る
追
加
利

用
、
積
極
的

な
営
業
に
よ
る
新
規

利
用
者
獲
得

に
よ
っ
て
目
標

稼
働
率
は
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
放
送
は
依
頼

を
し
て
も
難
し
く
、
下
半

期
に
新
聞
掲
載

の
み
と
し
行
事

や
下
諏
訪
図
書

館
へ
の
作
品

展
示

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
の
提
供

★
認
知
症
進
行
予

防
ケ
ア
に
よ
る
心
身
の
維

持
・
向
上

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

総
合

的
に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

維
持

ま
た
は
改

善
の
割

合

在
宅

で
の
生

活
継

続
者

率
年

間
以

上

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
表
を
元

に
各
職
員

に
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
目
標

を
達
成
で
き
た
。

目
標

値
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
「
満
足
で
は
な
い
・
あ
ま
り
満
足
で
は
な
い
」
の
値
は

で
あ
っ
た
。
次
年
度
は
環
境
面

へ
の
取
り
組
み

を
強

化
す

る
。

毎
月

の
行
事

に
利
用
者
様

の
生
活
歴

や
習

慣
を
生
か
せ
る
よ
う
工
夫
し
、
自
発
的
に
出
来
る
よ
う
な
促
し
や
声
掛
け
を
行
っ
た
が
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

多
重

課
題
運
動
、
朝

の
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
会
議
で
検

討
し
新
し
く
行
え
る
体
操
を
立
案

し
、
計
画

的
に
バ
ー
セ
ル

イ
ン
デ

ッ
ク
ス
を
測
定
し
た
。

重
介

護
者
に
合
っ
た
、
身
体
介

助
や
活
動
を
職
員
で
話
し
合
い
、
全
職
員

に
周

知
し
た
が
、
既

往
に
よ
る
入
院
や

介
護
環
境

の
変
化
に
よ
り

目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
設
定
の
向
上

★
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

法
令
遵
守
の
徹

底

環
境

整
備

提
案

書
実

行
件

数
（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数
（
年

間
）

交
流

会
、
活

動
の
披

露
回

数
年

間

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件 件

回

以
上

件

件 件

回 件

生
涯

現
役
の
役
割
で
環
境
整
備
で
き
る
項

目
や

チ
ェ
ッ
ク
表

を
活
用
し
利

用
者
様
と
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
。

運
動

メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
業
務
の
見

直
し
が
で
き
た
。
今
後
も
職
員
か
ら
の
提
案
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
て
い
く
。

地
域

の
保
育

園
や
小
学
校
と
予

定
が
合

わ
ず

自
託
児
所
を
中
心

に
交
流
で
き
る
計
画

を
立
案
、
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

職
員

の
勤
務

形
態
変
更
や
勤

務
変
更
等
で
有
給

休
暇

を
計
画

的
に
入
れ
て
お
い
て
も
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
発

生
し
て
い
た
。
次

年
度

に
は
他

部
署
の
応

援
も
も
ら
い
な
が
ら
積
極
的

な
取
得
を
進
め
る
。

面
接

や
職
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
で
退
職
者

が
で
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

法
令

に
基
づ

い
た
見
直

し
を
行

い
、
不
適
合

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

★
認
知
症
に
対

す
る
知
識
・
技
術

の
習
得

★
安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
「
知

識
・
技

術
向

上
」
の

割
合

派
遣

研
修

か
ら
の
提

案
数

年
間

利
用

者
体

験
か
ら
の
提

案
数

年
間

送
迎

職
員

の
確

保
数

年
間

職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
年

間

回
以

上

件 件 名 名

回 件 件 名 名

会
議

時
や
申
し
送
り
時

に
、
接
遇
や
環
境

設
定
に
つ
い
て
気

に
な
る
こ
と
を
挙
げ
理

解
を
深

め
た
。
接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
自

分
自
身
の
評
価
と
リ
ー
ダ
ー
が
評
価
し
個
別
で
気

に
な
る
所
が
あ
れ
ば

教
育
す
る
こ
と
も
出

来
た
。

認
知

症
勉
強
会

を
利
用
者
様

の
ケ
ア
の
見

直
し
を
通
じ
認
知
症

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
継
続
的
な
行

動
と
し

て
は
ま
だ
習
得

出
来

て
は
い
な
い
た
め
次
年
度
で
も
取
り
組
む
。

外
部

研
修
よ
り
提
案

事
項
を
全

職
員
に
周
知

、
実
施
し
業
務
を
効
率

的
に
行

う
事
が
出

来
た
。

利
用

者
体
験
か
ら
の
提

案
事
項
を
全

職
員
周

知
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
利
用
者
様

に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
と
は
何
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

パ
ー
ト
職
員
が
入

っ
た
こ
と
で
送
迎
職
員
１
名

が
確
保
で
き
、
デ
イ
ケ
ア
と
協
力

し
て
送
迎
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ー
ト
職
員

か
ら
の
紹
介
が
あ
り
、
他
部
署
で
あ
る
が
雇
用
に
ま
で
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
大
型
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
た
め
に
、
「
人
の
手
を
借
り
ず
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
り
、
退
屈
し
な
い
生
活
」
を
実
現
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
と
効
率

の
よ
い
運
営

に

よ
る
収
入
増
加

不
必
要
な
経
費
の
抑

制

年
間

平
均

稼
働

率

マ
ス
コ
ミ
へ

の
掲

載
回

数

仕
入

れ
先

、
価

格
の
見

直
し
件

数

人
件

費
比

率

回
以

上

回
以

上

以
下

回 回

年
度

序
盤

は
予

算
を
上

回
る
稼
働

率
を
維
持

し
、
中
盤

か
ら
予

算
を
下

回
っ
た
。
冬

場
の
入
院

者
や

体
調

不
良

に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
例

年
に
比

べ

増
加

し
た
。
営
業
頻
度

を
高
め
る
こ
と
で
新

規
利
用

者
獲
得
数
は
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
外
部
へ
広

報
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
で
開

催
し
掲

載
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
担

当
を
決

め
、
そ
の
職

員
が
中
心
と
な
り
実

施
し
た
。
無
駄

な
発
注
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
た
。

正
職

員
、
パ
ー

ト
の
割

合
を
見
直
し
適

切
な
人

員
配
置
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
専
門
性
の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供

★
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

満
足
度
の
高

い
接
遇
、
し
つ

ら
え
、
介

護
技
術
で
の
サ
ー
ビ
ス
提

供

★
尊
厳
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

個
別

リ
ハ
満

足
度

（
満

足
）

集
団

リ
ハ
満

足
度

（
満

足
）

１
年

後
の
継

続
利

用
率

短
時

間
サ
ー

ビ
ス
利

用
者

数

隣
接

す
る
公

園
の
活

用
率

接
遇

利
用

者
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

環
境

利
用

者
満

足
度

（
と
て
も
満

足
）

利
用

者
総

合
満

足
度

（
満

足
）

以
上

名
以

上
名

個
別

リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
る
方

に
つ

い
て
高

い
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

月
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
開
始
し
た
こ
と
等

に
よ
り
、
下
半
期
の
満
足
度

が
向
上
し
た
。

目
標

値
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
平
均

介
護
度
も
年
間
を
通

し
て
概
ね
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
規

利
用

者
様

で
半

日
利
用
を
希

望
す
る
方

も
多
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
声
に
よ
り
内

容
を
見
直
し
、
月

に
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
実
施
し
た
。
利
用
者

様
か
ら
高

い
満

足
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

職
員
が
意

識
す

る
よ
う
朝
礼
な
ど
で
理
念
を
唱

和
し
、
「
満
足
」
の
回

答
を
含

め
る
と

に
近

い
満

足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

接
遇

同
様
に
年
度
中
旬
に
事
業
所
内

の
環

境
を
改
善

し
、
「
満
足
」
の
回
答

を
含
め
る
と

に
近
い
満
足
度

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
は
僅

か
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
昨

年
度
よ
り
高
い
満
足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
多
く
の
利
用
者
様

を
受
け
入
れ
ら
れ
る

業
務
の
確
立

★
短
時
間
で
効
果

の
出
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り

★
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実
に
よ
る
事
故

予
防

職
員
同
士
の
気

づ
き
に
よ
る
質
の
向
上

★
シ
ニ
ア
世
代
を
活
用
し
た
業
務

の

見
直
し

職
員
間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る
。

新
規

受
け
入

れ
件

数
（
月

平
均

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

受
診

事
故

件
数

環
境

チ
ェ
ッ
ク
表

実
施

結
果

（
年

間
）

超
過

勤
務

時
間

（
年

間
延

べ
時

間
）

会
議

開
催

回
数

委
員

会
実

施
率

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

（
県

書
式

）

件
以

上

個
以

上

件
以

下

時
間

回
以

上

件 個

件

時
間

回 ％

営
業

頻
度

を
増

や
し
、
前
年
度
平

均
を
上
回

る
こ
と
が
で
き
た
。
体
験
利
用
者

の
関
わ
り
方

を
見

直
し
利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
に
限

ら
ず
余
暇
の
時

間
を
活
用
し
た
活
動
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ひ
や

り
は
っ
と
報

告
の
書
式

を
見
直
し
、
挙
げ
や
す
く
す
る
こ
と
で
事
故
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

面
で
の
チ
ェ
ッ
ク
表

を
作
成
し
実

施
し
た
こ
と
で
環
境
維
持
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

特
定

職
種

の
超
過
時
間
が
多
か
っ
た
が
、
他

の
職
種
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
の
方
法

を
見
直
す
こ
と
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
の
課

題
に
対
し
て
臨
時

的
に
会
議

を
実
施
し
た
。
改
ま
っ
た
場
所

以
外

に
日
常
的
な
場

面
で
意
見
集
約
し
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

な
ど
各
担
当
を
定
め
そ
れ
ぞ
れ
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

７
自

己
評

価
を
行

い
、
加
算
の
要
件
な
ど
を
満

た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
及
び
マ
シ
ン
リ
ハ

ビ
リ
の
技
術
向
上

介
護
技
術
の
向

上

★
参
加
し
や
す

い
研
修
開
催

方
法
で
の

実
施

★
目
標
の
共
有

に
よ
る
職

員
の
意
思

統
一

送
迎
職
員
の
増

加

★
他
職
種
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
向
上

技
術

確
認

テ
ス
ト
合

格
率

技
術

確
認

テ
ス
ト
合

格
率

研
修

参
加

率

職
員

満
足

度
調

査
結

果
（
満

足
）

送
迎

人
員

確
保

数

職
員

定
着

率

名
以

上

％ ％

％

名

実
際

行
っ
て
い
る
場
面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

気
に
な
る
点

は
随

時
教
育
し
て
い
く
こ
と
で
、
エ
リ
ア
全
体
で
行
っ
た
確

認
テ
ス
ト
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
全

体
で
必
須
研

修
を
実
施
し
、
対

象
職

員
が
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

目
標

を
定

期
的

に
確
認
し
あ
う
こ
と
で
目
指
す

目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

補
助

で
同

乗
す

る
職
員

よ
り
必
要
な
助
言
等

を
行
い
採
用

後
確
実
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

未
経

験
の
入

職
職
員
に
つ

い
て
期
間

を
定
め
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
育
し
て
い
く
こ
と
で
定
着

に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
質
の
高
い
接
遇
と
環
境
の
提
供
。
認
知
症
が
あ
っ
て
も
「
生
涯
現
役
」
を
合
言
葉
に
、
１
人
ひ
と
り
が
役
割
を
も
て
る
生
活
支
援
。
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定
し
た
運

営

年
間

平
均

稼
働

率

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放

送
回

数
年

間

以
上

回
以

上
回

イ
ベ

ン
ト
の
実
施
に
よ
る
追
加
利

用
、
積
極
的

な
営
業
に
よ
る
新
規

利
用
者
獲
得

に
よ
っ
て
目
標

稼
働
率
は
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
放
送
は
依
頼

を
し
て
も
難
し
く
、
下
半

期
に
新
聞
掲
載

の
み
と
し
行
事

や
下
諏
訪
図
書

館
へ
の
作
品
展
示

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
の
提
供

★
認
知
症
進
行
予

防
ケ
ア
に
よ
る
心
身
の
維

持
・
向
上

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

総
合

的
に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

維
持

ま
た
は
改

善
の
割

合

在
宅

で
の
生

活
継

続
者

率
年

間
以

上

接
遇

チ
ェ
ッ
ク
表
を
元

に
各
職
員

に
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
目
標

を
達
成
で
き
た
。

目
標

値
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
「
満
足
で
は
な
い
・
あ
ま
り
満
足
で
は
な
い
」
の
値
は

で
あ
っ
た
。
次
年
度
は
環
境
面

へ
の
取
り
組
み

を
強

化
す
る
。

毎
月

の
行
事

に
利
用
者
様

の
生
活
歴

や
習

慣
を
生
か
せ
る
よ
う
工
夫
し
、
自
発
的
に
出
来
る
よ
う
な
促
し
や
声
掛
け
を
行
っ
た
が
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

多
重

課
題
運
動
、
朝

の
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
会
議
で
検

討
し
新
し
く
行
え
る
体
操
を
立
案

し
、
計
画

的
に
バ
ー
セ
ル

イ
ン
デ

ッ
ク
ス
を
測
定
し
た
。

重
介

護
者
に
合
っ
た
、
身
体
介

助
や
活
動
を
職
員
で
話
し
合
い
、
全
職
員

に
周

知
し
た
が
、
既

往
に
よ
る
入
院
や

介
護
環
境

の
変
化
に
よ
り

目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環

境
設
定
の
向
上

★
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

法
令
遵
守
の
徹

底

環
境

整
備

提
案

書
実

行
件

数
（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数
（
年

間
）

交
流

会
、
活

動
の
披

露
回

数
年

間

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

チ
ェ
ッ
ク
表

不
適

合
件

数
（
年

間
）

件 件

回

以
上

件

件 件

回 件

生
涯

現
役
の
役
割
で
環
境
整
備
で
き
る
項

目
や

チ
ェ
ッ
ク
表

を
活
用
し
利

用
者
様
と
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
。

運
動

メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
の
業
務
の
見

直
し
が
で
き
た
。
今
後
も
職
員
か
ら
の
提
案
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
て
い
く
。

地
域

の
保
育

園
や
小
学
校
と
予

定
が
合

わ
ず

自
託
児
所
を
中
心

に
交
流
で
き
る
計
画

を
立
案
、
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

職
員

の
勤
務

形
態
変
更
や
勤

務
変
更
等
で
有
給

休
暇
を
計
画

的
に
入
れ
て
お
い
て
も
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
発

生
し
て
い
た
。
次

年
度
に
は
他

部
署
の
応

援
も
も
ら
い
な
が
ら
積
極
的

な
取
得
を
進
め
る
。

面
接

や
職
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
で
退
職
者

が
で
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

法
令

に
基
づ

い
た
見
直

し
を
行

い
、
不
適
合

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

★
認
知
症
に
対

す
る
知
識
・
技
術

の
習
得

★
安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
「
知

識
・
技

術
向

上
」
の

割
合

派
遣

研
修

か
ら
の
提

案
数

年
間

利
用

者
体

験
か
ら
の
提

案
数

年
間

送
迎

職
員

の
確

保
数

年
間

職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
年

間

回
以

上

件 件 名 名

回 件 件 名 名

会
議

時
や
申
し
送
り
時

に
、
接
遇
や
環
境

設
定
に
つ
い
て
気

に
な
る
こ
と
を
挙
げ
理

解
を
深

め
た
。
接
遇
・
環
境
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
自

分
自
身
の
評
価
と
リ
ー
ダ
ー
が
評
価
し
個
別
で
気

に
な
る
所
が
あ
れ
ば

教
育
す
る
こ
と
も
出

来
た
。

認
知

症
勉
強
会

を
利
用
者
様

の
ケ
ア
の
見

直
し
を
通
じ
認
知
症

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
継
続
的
な
行

動
と
し

て
は
ま
だ
習
得

出
来
て
は
い
な
い
た
め
次
年
度
で
も
取
り
組
む
。

外
部

研
修
よ
り
提
案

事
項
を
全

職
員
に
周
知

、
実
施
し
業
務
を
効
率

的
に
行

う
事
が
出

来
た
。

利
用

者
体
験
か
ら
の
提

案
事
項
を
全

職
員
周

知
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
利
用
者
様

に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
と
は
何
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

パ
ー
ト
職
員
が
入

っ
た
こ
と
で
送
迎
職
員
１
名

が
確
保
で
き
、
デ
イ
ケ
ア
と
協
力

し
て
送
迎
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ー
ト
職
員

か
ら
の
紹
介
が
あ
り
、
他
部
署
で
あ
る
が
雇
用
に
ま
で
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 138 − − 139 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
ご
自
分
の
住
ま
い
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
重
度
利
用
者
の
慣
れ
親
し
ん
だ
人
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
実
現
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
受
け
持
ち
件
数
の
維
持

年
間

平
均

受
け
持

ち
件

数

医
療

機
関

へ
の
営

業
件

数
（
月

平
均

）

件

回

件

回

人
員

体
制

の
変

更
に
向

け
て
年
度
途
中

よ
り
件
数
の
調
整
を
行
っ
た
。
来
年

度
に
向

け
て
最
大

件
数
受
け
持
て
る
よ
う
調
整

を
行
え
た
。

電
話

、
訪

問
を
活

用
し
、
定
期
的
な
営
業

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

満
足
い
く
環
境

の
中
で
の
生

活
継
続

★
重
度
者
が
将

来
の
不
安

を
感
じ
な
い

生
活

★
利
用
者
様
の
声
を
も
と
に
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

在
宅
生
活
の
継

続
に
向

け
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
利
用

者
満
足
度
の

向
上

生
活

全
般

に
関

す
る
利

用
者

満
足

度

プ
ラ
ン
に
関

す
る
利

用
者

満
足

度

要
介

護
以

上
の
担

当
数

（
月

平
均

）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
の
利

用
者

満
足

度

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

の
接

遇
に
対

す

る
利

用
者

満
足

度

件
件

利
用

者
様

と
こ
ま
め
に
連
絡
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
高
い
満
足
度

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
常

に
考
え
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

件
数

は
目

標
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
重
度
の
方
に
合

わ
せ
た
対

応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
聞
い
た
つ
ぶ
や
き
を
関

係
す

る
事
業
所
へ
提
案
し
改
善

点
を
一
緒

に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
て
利
用

者
様
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
満
足
度
調

査
で
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ
ラ
ン
作
成

★
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ

の
要
望
提
案
と

改
善

法
人
内
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連
携

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る

要
介

護
以

上
の
担

当
数

（
月

平
均

）

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
改

善
策

提
案

件
数

法
人

内
事

業
所

と
の
話

し
合

い
回

数

職
員

定
着

率

プ
ラ
ン
合

同
勉

強
会

開
催

回
数

（
年

）

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

（
県

書
式

）

件 件

回 回

件

件

回 回

病
院

を
中

心
に
営
業
を
行
っ
た
が
、
目
標
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
主
任
ケ
ア
マ
ネ
配
置

な
ど
の
営
業
を
展
開
し
て
い
く
。

利
用

者
様

か
ら
聞
き
取
っ
た
要

望
や
ご
意
見

を
相
談
員
は
リ
ー
ダ
ー
等
へ
こ
ま
め
に
伝
え
、
必
要

に
応
じ
改
善
案

に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
常

的
な
や

り
と
り
に
加
え
て
、
会
議
の
場
で
も
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
た
な
資

格
取
得
に
向
け
て
取
り
組
み
、
目

標
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

通
所

サ
ー

ビ
ス
と
一
緒

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
己

点
検

を
実

施
し
、
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

社
会
資
源
に
関

す
る
情
報
量
の
増
加

接
遇
技
術
の
向

上

利
用
者
様
の
要

望
の
収
集
と
改
善
案

提
案

他
事
業
所
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
増
加

法
人
内
外
に
お

け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
役
割
の
理
解

ケ
ア
マ
ネ
受
験
者
数

の
増
加

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

確
保

外
部

研
修

参
加

回
数

接
遇

研
修

参
加

回
数

改
善

提
案

件
数

職
員

満
足

度
調

査
結

果

職
員

満
足

度
調

査
結

果

ケ
ア
マ
ネ
受

験
者

数

（
建

屋
内

通
所

職
員

）

必
要

な
資

格
取

得
者

確
保

数

回

回

件

名 名

回

回

件

名 名

町
で
開

催
す

る
研
修

の
ほ
か
に
も
外
部
研
修

に
参
加
し
、
知
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

で
開

催
さ
れ
た
研

修
に
参
加
し
、
満
足

度
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
お
聞
き
し
た
内
容

を
関
係
す

る
担
当
者
へ
伝
え
、
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

を
通

じ
て
、
ま
た
そ
の
他

の
場
面
で
も
交

流
を
持
つ
機
会

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

が
求

め
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
役
割

を
理
解
し
、
事
業
計
画
で
掲
げ
た
目
標
達

成
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

該
当

す
る
職

員
た
ち
へ
直

接
声
を
か
け
、
受

験
者
数
を
増
や
す

取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

町
や

社
会

福
祉

協
議
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
継
続
し
て
運
営

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
き
っ
ず
る
ー
む

・
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
託
児
所
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
出
産
に
よ
る
退
職
の
予
防
、
及
び
子
育
て
マ
マ
を
中
心
と
し
た
新
規
職
員
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
託
児
所
を
利
用

す
る
新
規
職
員

の

確
保

予
算
管
理
の
徹

底

結
婚
・
出
産
に
伴

う
退
職
率

の
低
下

設
置

場
所

数

新
規

職
員

数

公
園

へ
の
散

歩
回

数

当
初

予
算

執
行

率

結
婚

、
出

産
に
伴

う
退

職
者

数

箇
所

名

週
回

名

箇
所

名

週
回

名

施
設

玄
関

な
ど
目
に
つ
く
場

所
へ
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

説
明

会
等

で
託

児
所

の
こ
と
を
説
明

し
、
子
育

て
世
代
の
就
職
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

計
画

ど
お

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

必
要

な
物

品
を
精
査

し
、
金
額
の
交

渉
を
行

い
、
購
入
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

面
接

時
に
見

学
を
進

め
、
実
際
の
保
育
場
面

を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
安

心
し
て
働
く
環
境
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
前

の
見

学
、
面

談
を
確
実

に
実
施
し
、
職

員
の
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

職
員
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
保
育

の
提
供

個
々
の
成
長

に
合
わ
せ
た
基
本
的
生

活
習
慣
や
体
力
を
身
に
付

け
、
心
身

の
成
長
を
図
る

満
足

度
調

査
（
安

心
度

保
護

者
）

実
施

回
数

（
週

間
）

交
流

回
数

（
年

間
）

年
齢

別
成

長
（
平

均
）
の
達

成

交
流

回
数

実
施

回
数

週
回

回

％

週
回

毎
日

回

週
回

回

％

週
回

毎
日

回

連
絡

ノ
ー

ト
の
活
用

方
法
を
見
直
し
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

屋
内

、
屋

外
な
ど
限
ら
れ
た
場
所
を
有

効
に
活
用
し
、
工
夫
し
て
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間

計
画

を
立

案
し
、
担
当
者

を
中
心
に
計

画
ど
お
り
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
を
決

め
、
規
程
ど
お
り
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

季
節

的
に
感

染
症
の
蔓
延

し
て
い
る
時
期

を
除
き
計
画
通
り
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
園

の
活

用
も
含
め
て
、
屋
外
で
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
地
域
向
け
の
託
児
所

に
つ
い
て
の

情
報
提
供

★
利
用
し
や
す

い
託
児
所
運

営
の
実
施

統
一
し
た
保
育
の
提
供

子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

環
境
の
構
築

地
域
と
の
交
流

の
活
発
化

「
託

児
所

だ
よ
り
」
掲

示
回

数

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
更

新
回

数

写
真

掲
示

回
数

メ
デ

ィ
ア
の
活

用
回

数

子
育

て
認

証
資

格
取

得

利
用

時
間

情
報

の
共

有
化

率

課
題

解
決

率

遊
具

・
玩

具
の
点

検
実

施
率

清
掃

・
消

毒
の
実

施
率

地
域

の
子

育
て
世

代
と
の
交

流
回

数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用

回
年

回
年

回
年

回

取
得 時

間

％ ％ ％ ％

週
回

回
／

年

回
年

回
年

回
年

回

取
得 時

間

％ ％ ％ ％

週
回

回
／

年

子
ど
も
の
様

子
が
よ
く
伝

わ
る
よ
う
写
真
等
も
工
夫
し
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

行
事

に
あ
わ
せ
て
子
ど
も
の
様

子
も
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
更

新
し
、
施
設
内

の
職
員
へ
託
児

所
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
部

署
と
合

同
で
施

設
内
の
行
事

の
際
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

情
報

を
収

集
し
、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

満
足

度
調

査
や
他

事
業
所
の
会
議
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
受

け
入
れ
可

能
時
間
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

保
育

日
誌

を
有

効
に
活
用
し
、
情
報
の
共

有
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
情
報

共
有
と
、
勉
強
会
な
ど
に
よ
る
知
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
を
決

め
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
様

、
担
当
者
を
決

め
、
確
実

に
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
園

で
の
活

動
は
積
極
的

に
行
え
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
来

ら
れ
る
機
会

が
少
な
く
、
来
年
度

は
更
な
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

計
画

通
り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
能
力
の
向

上

★
日
勤
以
外
の
時
間
帯
に
勤

務
で
き
る

職
員
の
確
保

外
部

研
修

へ
の
参

加
人

数

伝
達

研
修

回
数

託
児

所
内

勉
強

会
回

数

職
員

人
数

人
年

回
年

回
年

名
以

上

人
年

回
年

回
年

名

年
間

計
画

を
定

め
、
全
職

員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

後
の
会

議
に
て
伝
達
研
修

を
行

い
、
他

職
員
と
も
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

の
内
容
も
踏
ま
え
て
、
各
自
が
準

備
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

面
談

を
行

い
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
勤
務
時

間
に
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
ご
自
分
の
住
ま
い
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
重
度
利
用
者
の
慣
れ
親
し
ん
だ
人
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
実
現
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
受
け
持
ち
件
数
の
維
持

年
間

平
均

受
け
持

ち
件

数

医
療

機
関

へ
の
営

業
件

数
（
月

平
均

）

件

回

件

回

人
員

体
制

の
変
更
に
向

け
て
年
度
途
中

よ
り
件
数
の
調
整
を
行
っ
た
。
来
年

度
に
向

け
て
最
大

件
数
受
け
持
て
る
よ
う
調
整

を
行
え
た
。

電
話

、
訪

問
を
活

用
し
、
定
期
的
な
営
業

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

満
足
い
く
環
境

の
中
で
の
生

活
継
続

★
重
度
者
が
将

来
の
不
安

を
感
じ
な
い

生
活

★
利
用
者
様
の
声
を
も
と
に
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

在
宅
生
活
の
継

続
に
向

け
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
利
用

者
満
足
度
の

向
上

生
活

全
般

に
関

す
る
利

用
者

満
足

度

プ
ラ
ン
に
関

す
る
利

用
者

満
足

度

要
介

護
以

上
の
担

当
数

（
月

平
均

）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
の
利

用
者

満
足

度

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

の
接

遇
に
対

す

る
利

用
者

満
足

度

件
件

利
用

者
様

と
こ
ま
め
に
連
絡
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
高
い
満
足
度

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
常

に
考
え
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

件
数

は
目

標
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
重
度
の
方
に
合

わ
せ
た
対

応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
聞
い
た
つ
ぶ
や
き
を
関

係
す

る
事
業
所
へ
提
案
し
改
善

点
を
一
緒

に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て
利
用

者
様
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
満
足
度
調

査
で
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ
ラ
ン
作
成

★
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ

の
要
望
提
案
と

改
善

法
人
内
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連
携

法
の
基
準
、
報
酬
改

訂
に
的
確

に

対
応
す
る

要
介

護
以

上
の
担

当
数

（
月

平
均

）

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
改

善
策

提
案

件
数

法
人

内
事

業
所

と
の
話

し
合

い
回

数

職
員

定
着

率

プ
ラ
ン
合

同
勉

強
会

開
催

回
数

（
年

）

自
己

評
価

表
で
の
適

合
率

（
県

書
式

）

件 件

回 回

件

件

回 回

病
院

を
中

心
に
営
業
を
行
っ
た
が
、
目
標
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
主
任
ケ
ア
マ
ネ
配
置

な
ど
の
営
業
を
展
開
し
て
い
く
。

利
用

者
様

か
ら
聞
き
取
っ
た
要

望
や
ご
意
見

を
相
談
員
は
リ
ー
ダ
ー
等
へ
こ
ま
め
に
伝
え
、
必
要

に
応
じ
改
善
案

に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
常

的
な
や

り
と
り
に
加
え
て
、
会
議
の
場
で
も
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
た
な
資

格
取

得
に
向
け
て
取
り
組
み
、
目

標
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

通
所

サ
ー

ビ
ス
と
一
緒

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
己

点
検

を
実

施
し
、
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

社
会
資
源
に
関

す
る
情
報
量
の
増
加

接
遇
技
術
の
向

上

利
用
者
様
の
要

望
の
収
集
と
改
善
案

提
案

他
事
業
所
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
増
加

法
人
内
外
に
お

け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
役
割
の
理
解

ケ
ア
マ
ネ
受
験
者
数

の
増
加

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

確
保

外
部

研
修

参
加

回
数

接
遇

研
修

参
加

回
数

改
善

提
案

件
数

職
員

満
足

度
調

査
結

果

職
員

満
足

度
調

査
結

果

ケ
ア
マ
ネ
受

験
者

数

（
建

屋
内

通
所

職
員

）

必
要

な
資

格
取

得
者

確
保

数

回

回

件

名 名

回

回

件

名 名

町
で
開

催
す

る
研
修

の
ほ
か
に
も
外
部
研
修

に
参
加
し
、
知
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

で
開

催
さ
れ
た
研

修
に
参
加
し
、
満
足

度
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
お
聞
き
し
た
内
容

を
関
係
す

る
担
当
者
へ
伝
え
、
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

を
通

じ
て
、
ま
た
そ
の
他

の
場
面
で
も
交

流
を
持
つ
機
会

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

が
求

め
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
役
割

を
理
解
し
、
事
業
計
画
で
掲
げ
た
目
標
達

成
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

該
当

す
る
職

員
た
ち
へ
直

接
声
を
か
け
、
受

験
者
数
を
増
や
す

取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

町
や

社
会

福
祉
協

議
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
継
続
し
て
運
営

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
き
っ
ず
る
ー
む

・
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
託
児
所
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
出
産
に
よ
る
退
職
の
予
防
、
及
び
子
育
て
マ
マ
を
中
心
と
し
た
新
規
職
員
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
託
児
所
を
利
用

す
る
新
規
職
員

の

確
保

予
算
管
理
の
徹

底

結
婚
・
出
産
に
伴

う
退
職
率

の
低
下

設
置

場
所

数

新
規

職
員

数

公
園

へ
の
散

歩
回

数

当
初

予
算

執
行

率

結
婚

、
出

産
に
伴

う
退

職
者

数

箇
所

名

週
回

名

箇
所

名

週
回

名

施
設

玄
関

な
ど
目
に
つ
く
場

所
へ
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

説
明

会
等

で
託
児
所

の
こ
と
を
説
明

し
、
子
育

て
世
代
の
就
職
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

計
画

ど
お

り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

必
要

な
物

品
を
精
査

し
、
金
額
の
交

渉
を
行

い
、
購
入
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

面
接

時
に
見

学
を
進

め
、
実
際
の
保
育
場
面

を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
安

心
し
て
働
く
環
境
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
前

の
見

学
、
面

談
を
確
実

に
実
施
し
、
職

員
の
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

職
員
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
保
育

の
提
供

個
々
の
成
長

に
合
わ
せ
た
基
本
的
生

活
習
慣
や
体
力
を
身
に
付

け
、
心
身

の
成
長
を
図
る

満
足

度
調

査
（
安

心
度

保
護

者
）

実
施

回
数

（
週

間
）

交
流

回
数

（
年

間
）

年
齢

別
成

長
（
平

均
）
の
達

成

交
流

回
数

実
施

回
数

週
回

回

％

週
回

毎
日

回

週
回

回

％

週
回

毎
日

回

連
絡

ノ
ー

ト
の
活

用
方
法
を
見
直
し
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

屋
内

、
屋

外
な
ど
限
ら
れ
た
場
所
を
有

効
に
活
用
し
、
工
夫
し
て
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間

計
画

を
立

案
し
、
担
当
者

を
中
心
に
計

画
ど
お
り
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
を
決

め
、
規
程
ど
お
り
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

季
節

的
に
感

染
症
の
蔓
延

し
て
い
る
時
期

を
除
き
計
画
通
り
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
園

の
活

用
も
含
め
て
、
屋
外
で
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
地
域
向
け
の
託
児
所

に
つ
い
て
の

情
報
提
供

★
利
用
し
や
す

い
託
児
所
運

営
の
実
施

統
一
し
た
保
育
の
提
供

子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

環
境
の
構
築

地
域
と
の
交
流

の
活
発
化

「
託

児
所

だ
よ
り
」
掲

示
回

数

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
更

新
回

数

写
真

掲
示

回
数

メ
デ

ィ
ア
の
活

用
回

数

子
育

て
認

証
資

格
取

得

利
用

時
間

情
報

の
共

有
化

率

課
題

解
決

率

遊
具

・
玩

具
の
点

検
実

施
率

清
掃

・
消

毒
の
実

施
率

地
域

の
子

育
て
世

代
と
の
交

流
回

数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用

回
年

回
年

回
年

回

取
得 時

間

％ ％ ％ ％

週
回

回
／

年

回
年

回
年

回
年

回

取
得 時

間

％ ％ ％ ％

週
回

回
／

年

子
ど
も
の
様

子
が
よ
く
伝

わ
る
よ
う
写
真
等
も
工
夫
し
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

行
事

に
あ
わ
せ
て
子
ど
も
の
様

子
も
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
更

新
し
、
施
設
内

の
職
員
へ
託
児

所
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
部

署
と
合

同
で
施

設
内
の
行
事

の
際
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

情
報

を
収

集
し
、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

満
足

度
調

査
や
他

事
業
所
の
会
議
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
受

け
入
れ
可

能
時
間
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

保
育

日
誌

を
有

効
に
活
用
し
、
情
報
の
共

有
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
情
報

共
有
と
、
勉
強
会
な
ど
に
よ
る
知
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

担
当

者
を
決

め
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
様

、
担
当
者
を
決

め
、
確
実

に
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
園

で
の
活

動
は
積
極
的

に
行
え
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
来

ら
れ
る
機
会

が
少
な
く
、
来
年
度

は
更
な
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

計
画

通
り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
能
力
の
向

上

★
日
勤
以
外
の
時
間
帯
に
勤

務
で
き
る

職
員
の
確
保

外
部

研
修

へ
の
参

加
人

数

伝
達

研
修

回
数

託
児

所
内

勉
強

会
回

数

職
員

人
数

人
年

回
年

回
年

名
以

上

人
年

回
年

回
年

名

年
間

計
画

を
定

め
、
全
職

員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

後
の
会

議
に
て
伝
達
研
修

を
行

い
、
他

職
員
と
も
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部

研
修

の
内

容
も
踏
ま
え
て
、
各
自
が
準

備
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

面
談

を
行

い
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
勤
務
時

間
に
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
要
介
護
者
と
事
業
対
象
者
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
運
動
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
癒
し
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
年
以
上
自
分
の
足
で
歩
い
て
通
う
こ
と
の
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
に
よ
る
収
入

の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
率

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

以
上

回
以

上
回

毎
月

、
居

宅
支

援
事
業
所
や
病
院

等
へ
営
業

に
出
向
く
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
ぼ
毎
月
、
新
規
利
用

者
様
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

特
に
上

半
期

、
施

設
に
入
居
さ
れ
る
方
、
入
院
さ
れ
る
方
が
新
規
利
用
者

様
よ
り
多

い
状
況
が
あ
り
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
上

半
期

は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
継
続

し
て
利
用
者
数
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

に
先

駆
け
と
な
る
よ
う
、
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
年

回
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

を
行
い
、
居

宅
支
援
事
業
所
や
病
院

等
へ
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
対
象
と
な
る
方
に
ご
紹

介
を
し
て

頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
回
覧
板
を
活

用
し
て
、
施
設
の
紹
介
が
行
え
る
よ
う
に
調
整

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
自
主
的
に
行
え
る
運
動

メ
ニ
ュ
ー

の

充
実
に
よ
る
在

宅
生
活
継
続

の
支
援

★
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実

に

よ
る
満
足
度
向
上

★
運
動
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

メ
ニ
ュ
ー

の
開

発
数

（
年

間
）

自
主

的
に
行

え
る
運

動
メ
ニ
ュ
ー

の
見

直
し
回

数
年

間

認
定

更
新

時
の
維

持
・
向

上
者

率

（
年

間
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
率

（
年

間
）

活
動

に
関

す
る
満

足
度

調
査

（
年

間
）

リ
ラ
ッ
ク
ス
器

具
等

の
導

入
数

（
年

間
）

個

回

以
上

台

個 回 台

自
主

的
に
行

え
る
運
動

メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
を
行
い
、
デ
イ
ル
ー
ム
内

に
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

介
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
に
よ
り
、
職
員
と
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
職

が
中

心
と
な
り
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
も
定
期
的

に
見
直
し
、
計
画
書

に
反
映
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

認
定

更
新

者
の
維
持
・
向
上

者
の
率

は
、
目

標
値
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
様

の
向
上
心

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
者

の
割

合
が
減
っ
て
き
て
い
る
為
、
介
護
度

が
以
上
で
あ
っ
て
も
、
在
宅
支
援
が
行
え
る
特
長

を
明
確
に
し
て
い
く
。

通
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
等
で
情
報
共

有
を
図
り
、
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
年

回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様
や
ご
家
族
と
の
丁
寧
な
関

わ
り
を
行
い
、
上
半

期
か
ら
上

半
期
は
満

足
度

を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
介
護
業

務
の
経
験

が
多

い
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、
歌
体
操
、
嚥
下

体
操
、
タ
オ
ル
体
操
な
ど
、
毎
日

種
類
以
上

以
上

の
運

動
プ
ラ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
好
評
価
し
て
頂

け
た
。

マ
ッ
サ
ー

ジ
器

を
台
購
入
し
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
様
か
ら
好
評
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
通
所
緩
和
型

サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型

独
自
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
差
別
化

★
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
が
実
施
で
き
る

業
務
方
法
の
確
立

★
職
員
が
元
気

に
働

け
る
職
場

づ
く
り

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

通
所

緩
和

型
サ
ー

ビ
ス
と
通

所
型

独
自

サ
ー

ビ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
内

容

の
見

直
し
回

数
（
年

間
）

要
介

護
者

の
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

実
施

率
（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

実
施

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

介
護

職
員

の
超

過
勤

務
時

間

（
人

月
間

）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回

個 以
上

時
間

以
下 件

回

個 時
間

件

ご
希

望
に
応

じ
て
、
午

前
利
用
も
し
く
は
、
午

後
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
職

員
配
置
や
休
憩

時
間

の
設
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
職

員
の
体
制
を
変
更
し
、
リ
ハ
ビ
リ
実
施
回

数
に
つ
い
て
ご
希

望
に
沿

っ
て
変
更
す
る
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
際
な
ど
は
、
心
身
機
能

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
席
の
配
慮
を
行

う
こ
と
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の
要
件

を
把
握
し
、
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
が
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
役

割
分
担
を
明

確
に
し
て

取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

申
し
送

り
を
活

用
し
て
、
業
務

分
担
に
無

理
や

無
駄
が
生
じ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
送
迎
業
務
に
つ

い
て
、
往
復
す
る
回

数
が
多
く

な
ら
な
い
よ
う
、
送

迎
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
し
、
安

全
に
業
務
が
行
え
る
よ
う
、
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
。

勤
務

表
作

成
時

に
、
有
給
休
暇

取
得
希
望
を
確
認
し
、
積
極
的
に
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

下
半

期
、
利

用
者

様
の
増
加

に
伴
い
、
エ
リ
ア
内
人
事
異
動
で
ス
タ
ッ
フ
体
制
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ご
家
庭

の
事
情
や
体

調
不
良
に

よ
る
休

職
希

望
者

が
い
た
月
は
、
超
過

勤
務
時
間

数
が
少
し
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
月

が
あ
っ
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み

の
見

直
し
を
行
い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査

ま
で
に
、
す

べ
て
是
正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
職
員
の
確
保

★
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
勉
強

会
の

実
施

★
全
国
大
会
で
の
事
例
発
表

に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

運
転

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

介
護

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

全
国

大
会

事
例

発
表

数

事
業

所
へ

の
提

案
件

数

名
以

上

名
以

上

回 事
例

件
以

上

名 名 回 事
例

件

施
設

近
隣

か
ら
の
雇
用

促
進

に
よ
り
、
送
迎
パ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

パ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を

名
採
用
し
、
利
用

者
様
の
多

い
午
前
中
の
時
間
帯
の
業
務
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

通
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
等
で
情
報
共

有
を
図
り
、
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
実
施
す
る
目
的

や
実
施
方
法

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
法

令
を
学
ぶ
機

会
を
設

け
、
事
業

所
の
役
割
、
各
職
種

の
役
割

の
理
解
を
深

め
、
チ
ー
ム
内
の
連
携
を
強

化
す
る
。

老
健

大
会

に
て
事

業
所
の
取
り
組
み

を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

の
発

表
か
ら
事
業
所
へ

の
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
在
宅
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
と
休
息
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
生
活
が
で
き
る
事
業
所
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
の
向
上

に
よ
る
収
入
の
向

上

事
業

所
訪

問
回

数
（
月

間
）

退
去

か
ら
入

居
ま
で
の
日

数

（
平

均
）

各
種

会
議

で
の
活

動
報

告
回

数

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

回
数

（
年

間
）

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

回
以

上

日
以

内

回 回

回 日 回 回

計
画

的
に
事

業
所
訪
問

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ
リ
ア
内
の
相
談
員
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

待
機

者
に
対

し
、
定
期
的
に
様
子
や
入
居

の
意
思
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

月
に
特

養
に
住

み
替
え
の
為
、
退
所
が
あ
っ
た
が
空
床

期
間
は

日
間

で
調

整
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
日
々
の
健
康

管
理
に
も
努

め
、
入
院
者
を

名
も
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

協
議

会
や
運
営
連
絡

協
議
会
の
場
に
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
活
動
内

容
を
地
域

の
方
に
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー

会
議

や
、
フ
ロ
ア
会

議
で
も
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

居
宅

支
援

事
業

所
等
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
を
行
い
、
利

用
対
象
と
な
る
方
に
ご
紹
介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
新
聞
掲
載
・
テ
レ
ビ
放

送
に

つ
い
て
は
、
意

欲
的
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実

施
方
法
を
明

確
に
す
る
。

ご
自

宅
へ

の
外

泊
は
あ
っ
た
が
、
年
間
を
通
し
て
急
な
退
所
を

件
も
発
生
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
稼
働

率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
日
々
の
家
事

の
中
で
の
役
割
づ
く

り

★
買
い
物
以

外
で
の
外
出

の
機
会

づ
く
り

★
家
事
以
外
の
余
暇
活
動

の
充
実

利
用

者
様

の
役

割
保

有
率

ケ
ア
プ
ラ
ン
反

映
率

外
出

実
施

率
（
年

間
）

ご
家

族
と
の
外

出
回

数
（
半

年
）

活
動

に
関

す
る
満

足
度

（
年

間
）

余
暇

活
動

メ
ニ
ュ
ー

開
発

数

（
年

間
）

余
暇

活
動

実
施

率
（
年

間
）

以
上

回
以

上

個 以
上

回

個

居
室

担
当

者
が
中
心
と
な
り
、
利
用
者
様

の
生
活

歴
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
、
各
役
割

を
検
討
し
職
員

の
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間

計
画

に
沿

っ
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
施
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
項
目
で
「
見
守
れ
ば
で
き
る
」
の

項
目

に
な
る
よ
う
、
生
活
支
援

の
工
夫
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
外

出
す
る
機
会

を
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
日
の
買

い
物
以
外
で
も
、
希
望

を
お
聞
き
し
て
外
出
先
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
出

の
機

会
は
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
ご
家
族
の
参
加
率

を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
と
一

緒
に
計
画

を
立
て
ら
れ
る

機
会

を
設

け
て
実

施
に
つ
な
げ
て
い
く
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
調
査
に
よ
り
次
へ
の
課

題
を
見
つ

け
、
対
策
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

余
暇

活
動
に
つ

い
て
、
申
し
送
り
や
フ
ロ
ア
会

議
に
て
見
直
し
を
行

い
、
生
活

の
中
で
の
楽
し
み

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

歌
を
歌

う
機

会
や
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
が
と
て
も
人
気
で
、
自
ら
物
品
を
準

備
し
て
取
り
組
む
姿
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

を
行

っ
た
こ
と
で
、
日
中

の
活
動
と
休
息
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
よ
う
に
努
め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
業
務
を
ケ
ア
と
捉
え
た
支
援

生
活
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

つ
ぶ

や
き
・
よ
か
っ
た
件

数
（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

施
率

年
間

見
直

し
回

数
（
年

間
）

生
活

感
の
あ
る
行

事
の
立

案
・
実

行

数
（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件

回 回

件

件 回 回

件

目
標

件
数

に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
申
し
送
り
で
繰
り
返
し
、
つ
ぶ
や
き
・
よ
か
っ
た
こ
と
探
し
の
確
認
が
行
え
た
。

つ
ぶ

や
き
・
よ
か
っ
た
こ
と
探
し
の
確
認

は
行
え
た
が
、
対
策
の
立

案
が
曖
昧

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
内

容
が
あ
る
為
、
実
施
後
の
検
証
を
確
実

に
行
え
る

よ
う
に
徹

底
し
て
い
く
。

申
し
送

り
や

フ
ロ
ア
会
議

、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
見
直
し
を
行
い
、
計
画
通
り
に
実
施
で
き
た
。

誕
生

日
会

、
生

活
感

の
あ
る
行
事

、
外
出
、
設

え
に
つ
い
て
、
担
当
者

を
決
め
て
立

案
・
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
冬
季
期
間

は
、
外
出
の
機

会
が

少
な
か
っ
た
が
、
利

用
者
様
の
声

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
お
や
つ
作
り
や
、
ゲ
ー
ム
企
画
を
毎

月
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。
建
物
が
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
為
、
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み

を
明
確
に
し
て
不

備
が

な
い
よ
う
に
徹

底
す

る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

職
員
の
認
知
症

介
護
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

★
職
員
の
確
保

法
人

内
部

・
外

部
研

修
参

加
者

数

（
年

間
）

交
換

研
修

実
施

人
数

（
年

間
）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

介
護

職
員

採
用

人
数

年
間

名 名 回 件
以

上

名 名 回 件

全
職

員
が
必

須
研
修
に
参

加
し
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
健
大
会
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会

に
も

参
加

し
て
、
フ
ロ
ア
会
議
等
で
水

平
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
エ
リ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
研
修
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
事
業
所
内
に
水
平
展
開
し
自

事
業
所

の
ケ
ア
を
見
直
す

機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加

で
き
た
職

員
は

名
の
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
実
施
方
法
を
見

直
し
、
計
画
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

法
人

内
勉

強
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
建
屋
で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

で
の
退

職
者
が
発

生
し
な
か
っ
た
為
、
事
業
所
で
中
途
採
用
し
た
職
員
は
い
な
か
っ
た
が
、
就
職
説
明
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
の
協
力

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
要
介
護
者
と
事
業
対
象
者
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
運
動
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
癒
し
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
年
以
上
自
分
の
足
で
歩
い
て
通
う
こ
と
の
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
に
よ
る
収
入

の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
率

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

以
上

回
以

上
回

毎
月

、
居

宅
支

援
事
業
所
や
病
院

等
へ
営
業

に
出
向
く
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
ぼ
毎
月
、
新
規
利
用

者
様
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

特
に
上

半
期

、
施

設
に
入
居
さ
れ
る
方
、
入
院
さ
れ
る
方
が
新
規
利
用
者

様
よ
り
多

い
状
況
が
あ
り
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
上

半
期

は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
継
続

し
て
利
用
者
数
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

に
先

駆
け
と
な
る
よ
う
、
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
年

回
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

を
行
い
、
居

宅
支
援
事
業
所
や
病
院

等
へ
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
対
象
と
な
る
方
に
ご
紹

介
を
し
て

頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
回
覧
板
を
活

用
し
て
、
施
設
の
紹
介
が
行
え
る
よ
う
に
調
整

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
自
主
的
に
行
え
る
運
動

メ
ニ
ュ
ー

の

充
実
に
よ
る
在

宅
生
活
継
続

の
支
援

★
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実

に

よ
る
満
足
度
向
上

★
運
動
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

メ
ニ
ュ
ー

の
開

発
数

（
年

間
）

自
主

的
に
行

え
る
運

動
メ
ニ
ュ
ー

の
見

直
し
回

数
年

間

認
定

更
新

時
の
維

持
・
向

上
者

率

（
年

間
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
率

（
年

間
）

活
動

に
関

す
る
満

足
度

調
査

（
年

間
）

リ
ラ
ッ
ク
ス
器

具
等

の
導

入
数

（
年

間
）

個

回

以
上

台

個 回 台

自
主

的
に
行

え
る
運
動

メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
を
行
い
、
デ
イ
ル
ー
ム
内

に
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

介
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
に
よ
り
、
職
員
と
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
職

が
中

心
と
な
り
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
も
定
期
的

に
見
直
し
、
計
画
書

に
反
映
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

認
定

更
新

者
の
維

持
・
向
上

者
の
率

は
、
目

標
値
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
様

の
向
上
心

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
者

の
割

合
が
減
っ
て
き
て
い
る
為
、
介
護
度

が
以
上
で
あ
っ
て
も
、
在
宅
支
援
が
行
え
る
特
長

を
明
確
に
し
て
い
く
。

通
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
等
で
情
報
共

有
を
図
り
、
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
年

回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様
や
ご
家
族
と
の
丁
寧
な
関

わ
り
を
行
い
、
上
半

期
か
ら
上

半
期
は
満

足
度

を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
介
護
業

務
の
経
験

が
多

い
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、
歌
体
操
、
嚥
下

体
操
、
タ
オ
ル
体
操
な
ど
、
毎
日

種
類
以
上

以
上

の
運

動
プ
ラ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
好
評
価
し
て
頂

け
た
。

マ
ッ
サ
ー

ジ
器

を
台
購
入
し
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
様
か
ら
好
評
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
通
所
緩
和
型

サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型

独
自
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
差
別
化

★
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
が
実
施
で
き
る

業
務
方
法
の
確
立

★
職
員
が
元
気

に
働

け
る
職
場

づ
く
り

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

通
所

緩
和

型
サ
ー

ビ
ス
と
通

所
型

独
自

サ
ー

ビ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
内

容

の
見

直
し
回

数
（
年

間
）

要
介

護
者

の
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

実
施

率
（
年

間
）

業
務

改
善

提
案

実
施

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

介
護

職
員

の
超

過
勤

務
時

間

（
人

月
間

）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回

個 以
上

時
間

以
下 件

回

個 時
間

件

ご
希

望
に
応

じ
て
、
午

前
利
用
も
し
く
は
、
午

後
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
職

員
配
置
や
休
憩

時
間

の
設
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
職

員
の
体
制
を
変
更
し
、
リ
ハ
ビ
リ
実
施
回

数
に
つ
い
て
ご
希

望
に
沿

っ
て
変
更
す
る
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ル
ー

プ
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
際
な
ど
は
、
心
身
機
能

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
席
の
配
慮
を
行

う
こ
と
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の
要
件

を
把
握
し
、
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
が
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
役

割
分
担
を
明

確
に
し
て

取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

申
し
送

り
を
活

用
し
て
、
業
務

分
担
に
無

理
や

無
駄
が
生
じ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
送
迎
業
務
に
つ

い
て
、
往
復
す
る
回

数
が
多
く

な
ら
な
い
よ
う
、
送
迎
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
し
、
安

全
に
業
務
が
行
え
る
よ
う
、
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
。

勤
務

表
作

成
時

に
、
有
給
休
暇

取
得

希
望
を
確
認
し
、
積
極
的
に
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

下
半

期
、
利

用
者

様
の
増
加

に
伴
い
、
エ
リ
ア
内
人
事
異
動
で
ス
タ
ッ
フ
体
制
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ご
家
庭

の
事
情
や
体

調
不
良
に

よ
る
休

職
希

望
者

が
い
た
月
は
、
超
過

勤
務
時
間

数
が
少
し
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
月

が
あ
っ
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み

の
見

直
し
を
行
い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査

ま
で
に
、
す

べ
て
是
正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
職
員
の
確
保

★
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
勉
強

会
の

実
施

★
全
国
大
会
で
の
事
例
発
表

に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

運
転

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

介
護

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

全
国

大
会

事
例

発
表

数

事
業

所
へ

の
提

案
件

数

名
以

上

名
以

上

回 事
例

件
以

上

名 名 回 事
例

件

施
設

近
隣

か
ら
の
雇
用

促
進

に
よ
り
、
送
迎
パ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護
パ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を

名
採
用
し
、
利
用

者
様
の
多

い
午
前
中
の
時
間
帯
の
業
務
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

通
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
等
で
情
報
共

有
を
図
り
、
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
実
施
す
る
目
的

や
実
施
方
法

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
法

令
を
学
ぶ
機

会
を
設

け
、
事
業

所
の
役
割
、
各
職
種

の
役
割

の
理
解
を
深

め
、
チ
ー
ム
内
の
連
携
を
強

化
す
る
。

老
健
大

会
に
て
事

業
所
の
取
り
組
み

を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

の
発

表
か
ら
事
業
所
へ

の
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
在
宅
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
と
休
息
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
生
活
が
で
き
る
事
業
所
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
の
向
上

に
よ
る
収
入
の
向

上

事
業

所
訪

問
回

数
（
月

間
）

退
去

か
ら
入

居
ま
で
の
日

数

（
平
均

）

各
種

会
議

で
の
活

動
報

告
回

数

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

回
数

（
年

間
）

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

回
以

上

日
以

内

回 回

回 日 回 回

計
画

的
に
事

業
所
訪
問

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ
リ
ア
内
の
相
談
員
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

待
機

者
に
対

し
、
定
期
的
に
様
子
や
入
居

の
意
思
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

月
に
特

養
に
住

み
替
え
の
為
、
退
所
が
あ
っ
た
が
空
床

期
間
は

日
間

で
調

整
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
日
々
の
健
康

管
理
に
も
努

め
、
入
院
者
を

名
も
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

協
議

会
や
運
営
連
絡

協
議
会
の
場
に
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
活
動
内

容
を
地
域

の
方
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー

会
議

や
、
フ
ロ
ア
会

議
で
も
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

居
宅

支
援

事
業

所
等
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
を
行
い
、
利

用
対
象
と
な
る
方
に
ご
紹
介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
新
聞
掲
載
・
テ
レ
ビ
放

送
に

つ
い
て
は
、
意

欲
的
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実

施
方
法
を
明

確
に
す
る
。

ご
自

宅
へ

の
外

泊
は
あ
っ
た
が
、
年
間
を
通
し
て
急
な
退
所
を

件
も
発
生
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
稼
働

率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
日
々
の
家
事

の
中
で
の
役
割
づ
く

り

★
買
い
物
以

外
で
の
外
出

の
機
会

づ
く
り

★
家
事
以
外
の
余
暇
活
動

の
充
実

利
用

者
様

の
役

割
保

有
率

ケ
ア
プ
ラ
ン
反

映
率

外
出

実
施

率
（
年

間
）

ご
家

族
と
の
外

出
回

数
（
半

年
）

活
動

に
関

す
る
満

足
度

（
年

間
）

余
暇

活
動

メ
ニ
ュ
ー

開
発

数

（
年
間

）

余
暇

活
動

実
施

率
（
年

間
）

以
上

回
以

上

個 以
上

回

個

居
室

担
当

者
が
中
心
と
な
り
、
利
用
者
様

の
生
活
歴
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
、
各

役
割

を
検
討
し
職
員

の
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
間

計
画

に
沿

っ
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
施
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
項
目
で
「
見
守
れ
ば
で
き
る
」
の

項
目

に
な
る
よ
う
、
生
活
支
援

の
工
夫
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
外

出
す
る
機
会

を
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
日
の
買

い
物
以
外
で
も
、
希
望

を
お
聞
き
し
て
外
出
先
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
出

の
機

会
は
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
ご
家
族
の
参
加
率

を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
と
一

緒
に
計
画

を
立
て
ら
れ
る

機
会

を
設

け
て
実

施
に
つ
な
げ
て
い
く
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
調
査
に
よ
り
次
へ
の
課

題
を
見
つ

け
、
対
策
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

余
暇

活
動

に
つ

い
て
、
申
し
送
り
や
フ
ロ
ア
会

議
に
て
見
直
し
を
行

い
、
生
活

の
中
で
の
楽
し
み

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

歌
を
歌

う
機

会
や

、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
が
と
て
も
人
気
で
、
自
ら
物
品
を
準

備
し
て
取
り
組
む
姿
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

を
行

っ
た
こ
と
で
、
日
中

の
活
動
と
休
息
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
よ
う
に
努
め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
業
務
を
ケ
ア
と
捉
え
た
支
援

生
活
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

つ
ぶ

や
き
・
よ
か
っ
た
件

数
（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

施
率

年
間

見
直

し
回

数
（
年

間
）

生
活

感
の
あ
る
行

事
の
立

案
・
実

行

数
（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件

回 回

件

件 回 回

件

目
標

件
数

に
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
申
し
送
り
で
繰
り
返
し
、
つ
ぶ
や
き
・
よ
か
っ
た
こ
と
探
し
の
確
認
が
行
え
た
。

つ
ぶ

や
き
・
よ
か
っ
た
こ
と
探
し
の
確
認

は
行
え
た
が
、
対
策
の
立

案
が
曖
昧

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
内

容
が
あ
る
為
、
実
施
後
の
検
証
を
確
実

に
行
え
る

よ
う
に
徹

底
し
て
い
く
。

申
し
送

り
や

フ
ロ
ア
会
議

、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
見
直
し
を
行
い
、
計
画
通
り
に
実
施
で
き
た
。

誕
生

日
会

、
生

活
感

の
あ
る
行
事

、
外
出
、
設

え
に
つ
い
て
、
担
当
者

を
決
め
て
立

案
・
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
冬
季
期
間

は
、
外
出
の
機

会
が

少
な
か
っ
た
が
、
利

用
者
様
の
声

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
お
や
つ
作
り
や
、
ゲ
ー
ム
企
画
を
毎

月
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。
建
物
が
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
為
、
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み

を
明
確
に
し
て
不

備
が

な
い
よ
う
に
徹

底
す

る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

職
員
の
認
知
症

介
護
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

★
職
員
の
確
保

法
人

内
部

・
外

部
研

修
参

加
者

数

（
年

間
）

交
換

研
修

実
施

人
数

（
年

間
）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

介
護

職
員

採
用

人
数

年
間

名 名 回 件
以

上

名 名 回 件

全
職

員
が
必

須
研
修
に
参

加
し
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
健
大
会
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会

に
も

参
加

し
て
、
フ
ロ
ア
会
議
等
で
水

平
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
エ
リ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
研
修
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
事
業
所
内
に
水
平
展
開
し
自

事
業
所

の
ケ
ア
を
見
直
す

機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加

で
き
た
職

員
は

名
の
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
実
施
方
法
を
見

直
し
、
計
画
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

法
人

内
勉

強
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
建
屋
で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

で
の
退
職
者
が
発

生
し
な
か
っ
た
為
、
事
業
所
で
中
途
採
用
し
た
職
員
は
い
な
か
っ
た
が
、
就
職
説
明
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
の
協
力

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
気
持
ち
を
代
弁
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
提
供
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る
安
定

し
た

運
営

★
入
院
時
の
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
に

よ
る
加
算
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年
間

）

件

事
例

件

事
例

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

の
訪
問
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
信
頼
関
係

の
構
築
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
下

半
期

に
、
新
規
依
頼
、
引
継

ぎ
が
多
く
あ
り
、
受
け
持
ち
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会

に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
例

を
発
表

に
つ

い
て
は
、
他
事
業

所
か
ら
の

要
望

を
鑑

み
、

事
例
と
な
っ
た
。

法
人

内
事

業
所

の
相
談
員
と
連
携
を
密

に
行

い
、
紹
介
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
デ
イ
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
少
人
数

の
事
業
所

を

要
望

す
る
方

が
お

り
、
紹
介
率

が
や
や
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
で
き
る
よ

う
、
努

め
て
い
る
。

入
院

者
は
比

較
的
少
な
か
っ
た
。
利
用
者
様

が
入
院
し
た
際

は
、
医
療
機
関
地

域
連
携
室
と
の
連
携
に
努

め
た
。
入
院
の
情
報
に
つ

い
て
、

日
経

過
後

に
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
為
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
に
入
院
時

の
情
報
提
供

に
つ

い
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
、
再
度
、

ご
説

明
を
し
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
の
気

持
ち
を
理
解
し
た

上
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事

業
所
を
紹
介

す
る
こ
と
で
の
意
欲
向
上

計
画

に
関

し
て
の
満

足
度

（
年

間
）

相
談

援
助

技
術

に
関

す
る
研

修

参
加

回
数

（
年

間
）

提
供

範
囲

内
の
事

業
所

訪
問

（
年
間

）

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

へ
の
提

案
実

現
率

回 回
以

上

回 回

年
回

の
満

足
度

調
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
が
高

い
こ
と
を
確
認
で
き
た
為
、
今

後
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

の
向
上
に

努
め
る
。

能
力

向
上

に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
た
。
外
部
研
修
の
内
容

を
し
っ
か
り
調
査

し
、
今
後
も
、
知

識
向
上
に
取
り
組
む

。

提
供

範
囲

内
の
事

業
所
を
訪
問
し
、
そ
の
事

業
所
の
特
徴
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
特
徴
は
、
一
覧
に
ま
と

め
、
活

用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
の
要

望
は
、
各

事
業

所
の
相
談

員
に
伝

達
す

る
こ
と
が
で
き
、
各

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

は
要

望
実

現
の
為

の
取
り
組

み
を
行

う
こ
と
が
で

き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
の
向

上

★
効
率
的
な
プ
ラ
ン
作

成
に
よ
る

職
員
の
負
担
軽
減

地
域
や
法
人
外
事

業
所
の
動
向

の

情
報
収
集
と
法
人
内
事

業
所

連
携
強
化

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

事
例

提
供

数
（
年

間
）

研
修

先
へ

の
改

善
提

案
数

（
年

間
）

業
務

改
善

実
施

率
（
年

間
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
へ

の
出

席
に

併
せ

た
情

報
提

供
数

（
年

間
）

法
人

外
事

業
所

に
関

し
て
の
情

報
提

供
数

（
事

業
所

あ
た
り
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件
以

上

件
以

上

件

回
以

上

件

件
以

上

件

件

回 件

岡
谷

市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
連
絡
会
や
法
人

内
会
議
の
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

件
ず
つ

事
例

提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
者

か
ら
の

意
見

を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
お

い
て
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
各
事

業
所
の
工
夫

し
て
い
る
点
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ァ
イ
ル
の
保

管
方
法
や
、
記
録

の
簡
潔
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
業
務
の
効
率
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

に
て
開

催
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
や

動
向
を
集
め
、
法
人
内
事
業
所

に

発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

訪
問

で
得

ら
れ
た
特
性
や
雰

囲
気
な
ど
を
法

人
内
事
業
所

に
情

報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

制
度

改
定

に
関

す
る
事
項
な
ど
、
エ
リ
ア
内
居

宅
支
援
事
業
所
と
情
報

共
有
し
合

い
、
業
務
ミ
ス
な
ど
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
や
り
が
い
を
伝

え
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
者

の
創
出

主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得

に
向
け
た

知
識
の
向
上

★
利
用
者
体
験

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上

ケ
ア
マ
ネ
体

験
コ
ー

ス
受

入
人

数

（
年

間
）

研
修

参
加

数
（
年

間
）

利
用

者
体

験
回

数
（
年

間
）

名
以

上

件
以

上

回
以

上

名 件 回

エ
リ
ア
内

で
体

験
コ
ー

ス
の
開
催

が
行
え
た
が
、
地
域
内
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
為
、
体
験
コ
ー

ス
の
受
入
れ
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

今
後

も
、
エ
リ
ア
内
担
当
者
と
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、
介
護
の
実
務
経
験

が
長
い
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務

の
内

容
や

や
り
が
い
を
伝
え
、
ケ
ア
マ
ネ
を
目

指
す
ス
タ
ッ
フ
を
増
や

せ
る
よ
う
に
す
る
。

エ
リ
ア
内

研
修

や
、

研
修

に
参
加
し
、
知

識
の
向
上
に
努
め
た
。

事
業

所
へ

訪
問

し
た
際
に
、
相
談

員
か
ら
普

段
の
様
子
を
お

聞
き
す
る
他
、
受

け
持
ち
利
用
者
様

と
一
緒
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
体
験

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
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r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
加
え
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
外
出
レ
ク
の
充
実
に
よ
り
満
足
感
が
得
ら
れ
、
在
宅
生
活
へ
の
橋
渡
し
が
で
き
る
事
業
所
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入

確
保

在
宅
復
帰
者
の
増
加

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

回
以

上
回

入
院

者
に
よ
る
空

床
発
生

と
、
在
宅
復
帰

の
為

の
外
泊
が
あ
り
目
標
稼
働

率
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
法
改
正
や
地
域

の

ニ
ー

ズ
に
対

す
る
情
報

収
集
と
、
行
政
及

び
医
療

機
関
、
居
宅
支
援
事
業

所
等
の
各
関

係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図

る
こ
と
に
努
め
た
。

毎
月

、
営

業
活

動
を
実
施
し
、
チ
ラ
シ
を
活
用

し
た
広
報
活
動

に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

入
院

者
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
在
宅
復
帰
者

の
割
合
に
つ

い
て
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
医
療
機
関
や
居
宅
支

援
事
業
所
、

小
規

模
多

機
能

と
の
連
携
を
図
り
、
在
宅

生
活
へ
の
復
帰
、
継
続
に
向

け
積
極
的
な
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
で
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ

に
向

け
た
在

宅
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

明
る
く
元
気
良
い
接
遇
マ
ナ
ー
の

提
供

清
潔
な
住
環
境
の
提

供

生
活
に
つ
な
げ
る
チ
ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
の

実
践

★
在
宅
復
帰
後

の
継
続
的
支
援

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
に
よ
る

満
足
度
向
上

★
個
別
ケ
ア
の
提

供
に
よ
る
満
足
度

向
上

調
査

で
「
で
き
て
い
る
」
以

上
の

割
合

（
平

均
）

調
査

で
「
満

足
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

小
規

模
多

機
能

へ
の
紹

介
件

数

（
年

間
）

外
出

レ
ク
実

施
回

数
（
年

間
）

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
年

間
）

以
上

件
以

上

回
以

上

件 回

上
半

期
・
下

半
期

と
も
に
、
挨
拶
・
面

会
時
の
対
応
（
電
話
対
応
を
含
む
）
の
項

目
で
、
目
標
（

）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
職

員
が
質

の
高

い
接

遇
で
行
う
こ
と
の
意
識
を
持

っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

上
半

期
・
下

半
期

と
も
に
、
居
室
内

が
常

に
清

潔
で
過
ご
せ
る
環
境
の
項

目
で
、
目
標
（

）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

在
宅

復
帰

率
に
つ

い
て
は
、
目
標
値
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
在
宅

復
帰
に
向

け
て
の
リ
ハ

ビ
リ
は
毎
月
確
実

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
提

供
の
み
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
す

べ
て
の
職
種
が
在

宅
復
帰
に
向
け
た
生
活

支
援
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

小
規

模
リ
ー

ダ
ー
と
情
報
交
換
会

を
行

い
、
在

宅
復
帰
支
援

で
き
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
よ
り
、
利
用
料
金
が
高

い
と
い
う
理
由

や
、

数
日

で
も
ご
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
難
し
く
連
泊
を
希

望
す
る
方
が
い
た
こ
と
か
ら
、
利

用
し
た
い
方
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
っ
た
。

近
隣

保
育

園
の
運

動
会
や
、
紅

葉
狩
り
に
出

掛
け
る
こ
と
が
で
き
、
心
身

の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
別

リ
ハ
ビ
リ
、
残
存
機
能

を
活
か
し
た
生

活
支
援
に
取
り
組
み
、
「
ま
あ
ま
あ
満
足
」
を
含

め
る
と

の
満
足
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

質
の
高

い
接
遇
と
環
境

の
向
上

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を

な
く
す

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創
出

★
利
用
ニ
ー
ズ
の
抽
出
力
の
向
上

他
事
業
所
と
の
連
携
強
化

★
個
別
性
の
あ
る
ケ
ア
の
提
供

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

業
務

分
担

表
見

直
し
回

数
（
年

間
）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

施
率

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
平

均
）

小
規

模
多

機
能

か
ら
の
紹

介
件

数

（
年

間
）

個
別

ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回

件

件

件

回

件 件

件

環
境

整
備

の
時

間
を
確
実

に
確
保
で
き
る
よ
う
業
務
分
担
表
の
見

直
し
を
毎
月

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

服
薬

手
順

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
勉
強
会

の
実
施
、
定
期
的
な
注
意

喚
起
に
よ
り
、
目
標
（

件
）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

件
の
つ

ぶ
や
き
に
対
し
、

件
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様
の
声
を
聴
く
た
め
に
気

付
き
力

に
つ

い
て
、
申
し
送
り
な
ど
で
確
認
を

す
る
よ
う
努

め
た
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
面
会
時
な
ど
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
つ

い
て
協
力
を
お

願
い
し
た
が
、
回
収
率

を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
回
収
率

が
高

い
事
業
所

の
回
収
方
法
を
調
査
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

小
規

模
リ
ー

ダ
ー
と
月

回
の
情
報

交
換
会

を
行
い
、
待
機

者
確
保
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
目

標
値
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
老
健

か
ら
小
規
模

へ

退
所

後
、
再

び
老
健

に
入
所
で
き
る
リ
ピ
ー
タ
ー

の
確
保
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
別

リ
ハ
ビ
リ
、
残

存
機
能

を
活
か
し
た
生

活
支
援
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
定

期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
検
討
し
、
ケ
ア
方
法

の

確
認

が
確

実
に
行

え
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
力

の
確
保

知
識
及
び
基
礎
介

護
力
の
向
上

★
専
門
的
知
識

の
取
得
及
び
向

上

リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成

元
気
高
齢
者
の
就
労
支
援

研
修

回
数

（
年

間
）

交
換

研
修

実
施

回
数

（
年

間
）

介
護

支
援

専
門

員
資

格
取

得
者

数

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

実
施

率

（
年

間
）

就
労

登
録

人
数

（
年

間
）

回 回 人
以

上

名

回 回 名 名

入
所

部
門

リ
ー

ダ
ー
会
議
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
表
の
活

用
に
よ
り
、
接
遇
マ
ナ
ー
を
向
上

で
き
る
よ
う
努

め
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
が
他
の
エ
リ
ア
と
の
交
換
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

事
業
所
と
、
研
修

先
へ
の
提
案
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

は
行

え
た
が
、
介
護
支
援
分
野

の
項
目

で
合
格
点
に
達
し
て
い
な
い
。
難

易
度
が
上

が
っ
て
い
る
為
、
受
験

対
策

を
明
確

に
す
る
。

リ
ー

ダ
ー

の
職

責
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
能

力
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
全
項
目

に
チ
ェ
ッ
ク
が
つ

か
な
か
っ
た
為
、
引
き
続
き
、
育
成
に

力
を
入

れ
て
い
く
。

建
て
屋

全
体

で
名
確
保
で
き
た
。
引
き
続

き
、
就
労
で
き
る
よ
う
、
働
き
や

す
い
環

境
を
作

っ
て
い
く
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
気
持
ち
を
代
弁
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
提
供
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る
安
定

し
た

運
営

★
入
院
時
の
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
に

よ
る
加
算
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件

事
例

件

事
例

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

の
訪
問
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
信
頼
関
係

の
構
築
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
下

半
期

に
、
新
規
依
頼
、
引
継

ぎ
が
多
く
あ
り
、
受
け
持
ち
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会

に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
例

を
発
表

に
つ

い
て
は
、
他
事
業

所
か
ら
の

要
望

を
鑑

み
、

事
例
と
な
っ
た
。

法
人

内
事

業
所

の
相
談
員
と
連
携
を
密

に
行

い
、
紹
介
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
デ
イ
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
少
人
数

の
事
業
所

を

要
望

す
る
方

が
お
り
、
紹
介
率

が
や
や
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
利
用
者
様

の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
で
き
る
よ

う
、
努

め
て
い
る
。

入
院

者
は
比

較
的
少
な
か
っ
た
。
利
用
者
様

が
入
院
し
た
際

は
、
医
療
機
関
地

域
連
携
室
と
の
連
携
に
努

め
た
。
入
院
の
情
報
に
つ

い
て
、

日
経

過
後

に
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
為
、
利

用
者
様
・
ご
家
族
に
入
院
時

の
情
報
提
供

に
つ

い
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
、
再
度
、

ご
説

明
を
し
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
の
気

持
ち
を
理
解
し
た

上
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事

業
所
を
紹
介

す
る
こ
と
で
の
意
欲
向
上

計
画

に
関

し
て
の
満

足
度

（
年

間
）

相
談

援
助

技
術

に
関

す
る
研

修

参
加

回
数

（
年

間
）

提
供

範
囲

内
の
事

業
所

訪
問

（
年

間
）

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

へ
の
提

案
実

現
率

回 回
以

上

回 回

年
回

の
満

足
度

調
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
足
度
が
高

い
こ
と
を
確
認
で
き
た
為
、
今

後
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

の
向
上
に

努
め
る
。

能
力
向

上
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
た
。
外
部
研
修
の
内
容

を
し
っ
か
り
調
査

し
、
今
後
も
、
知

識
向
上
に
取
り
組
む

。

提
供

範
囲

内
の
事

業
所
を
訪
問
し
、
そ
の
事

業
所
の
特
徴
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
特
徴
は
、
一
覧
に
ま
と

め
、
活

用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
の
要

望
は
、
各

事
業

所
の
相
談

員
に
伝

達
す

る
こ
と
が
で
き
、
各

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

は
要

望
実

現
の
為

の
取
り
組

み
を
行

う
こ
と
が
で

き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
の
向

上

★
効
率
的
な
プ
ラ
ン
作

成
に
よ
る

職
員
の
負
担
軽
減

地
域
や
法
人
外
事

業
所
の
動
向

の

情
報
収
集
と
法
人
内
事

業
所

連
携
強
化

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

事
例

提
供

数
（
年

間
）

研
修

先
へ

の
改

善
提

案
数

（
年

間
）

業
務

改
善

実
施

率
（
年

間
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
へ

の
出

席
に

併
せ

た
情

報
提

供
数

（
年

間
）

法
人

外
事

業
所

に
関

し
て
の
情

報
提

供
数

（
事

業
所

あ
た
り
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件
以

上

件
以

上

件

回
以

上

件

件
以

上

件

件

回 件

岡
谷

市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
連
絡
会
や
法
人

内
会
議
の
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

件
ず
つ

事
例

提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
者

か
ら
の

意
見

を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
リ
ア
内

ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
お

い
て
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
各
事

業
所
の
工
夫

し
て
い
る
点
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ァ
イ
ル
の
保

管
方
法
や
、
記
録

の
簡
潔
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
業
務
の
効
率
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

に
て
開

催
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
や

動
向
を
集
め
、
法
人
内
事
業
所

に

発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

訪
問

で
得

ら
れ
た
特
性
や
雰

囲
気
な
ど
を
法

人
内
事
業
所

に
情

報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

制
度

改
定

に
関

す
る
事
項
な
ど
、
エ
リ
ア
内
居

宅
支
援
事
業
所
と
情
報

共
有
し
合

い
、
業
務
ミ
ス
な
ど
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
努

め
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
や
り
が
い
を
伝

え
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
者

の
創
出

主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得

に
向
け
た

知
識
の
向
上

★
利
用
者
体
験

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上

ケ
ア
マ
ネ
体

験
コ
ー

ス
受

入
人

数

（
年

間
）

研
修

参
加

数
（
年

間
）

利
用

者
体

験
回

数
（
年

間
）

名
以

上

件
以

上

回
以

上

名 件 回

エ
リ
ア
内

で
体

験
コ
ー

ス
の
開
催

が
行
え
た
が
、
地
域
内
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
為
、
体
験
コ
ー

ス
の
受
入
れ
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

今
後

も
、
エ
リ
ア
内
担
当
者
と
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、
介
護
の
実
務
経
験

が
長
い
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務

の
内

容
や

や
り
が
い
を
伝
え
、
ケ
ア
マ
ネ
を
目

指
す

ス
タ
ッ
フ
を
増
や

せ
る
よ
う
に
す
る
。

エ
リ
ア
内

研
修

や
、

研
修

に
参
加
し
、
知

識
の
向
上
に
努
め
た
。

事
業

所
へ

訪
問

し
た
際
に
、
相
談

員
か
ら
普

段
の
様
子
を
お

聞
き
す
る
他
、
受

け
持
ち
利
用
者
様

と
一
緒
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
体
験

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
保
健
施
設

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
加
え
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
外
出
レ
ク
の
充
実
に
よ
り
満
足
感
が
得
ら
れ
、
在
宅
生
活
へ
の
橋
渡
し
が
で
き
る
事
業
所
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入

確
保

在
宅
復
帰
者
の
増
加

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

回
以

上
回

入
院

者
に
よ
る
空
床
発
生

と
、
在
宅
復
帰

の
為

の
外
泊
が
あ
り
目
標
稼
働

率
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
法
改
正
や
地
域

の

ニ
ー

ズ
に
対

す
る
情
報

収
集
と
、
行
政
及

び
医
療

機
関
、
居
宅
支
援
事
業

所
等
の
各
関

係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図

る
こ
と
に
努
め
た
。

毎
月

、
営

業
活

動
を
実
施
し
、
チ
ラ
シ
を
活
用

し
た
広
報
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

入
院

者
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
在
宅
復
帰
者

の
割
合
に
つ

い
て
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
医
療
機
関
や
居
宅
支

援
事
業
所
、

小
規

模
多

機
能

と
の
連
携
を
図
り
、
在
宅

生
活
へ
の
復
帰
、
継
続
に
向

け
積
極
的
な
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
で
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ

に
向

け
た
在

宅
生

活
を
支

援
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

明
る
く
元
気
良
い
接
遇
マ
ナ
ー
の

提
供

清
潔
な
住
環
境
の
提

供

生
活
に
つ
な
げ
る
チ
ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
の

実
践

★
在
宅
復
帰
後

の
継
続
的
支
援

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
に
よ
る

満
足
度
向
上

★
個
別
ケ
ア
の
提

供
に
よ
る
満
足
度

向
上

調
査

で
「
で
き
て
い
る
」
以

上
の

割
合

（
平

均
）

調
査

で
「
満

足
」
以

上
の
割

合
（
平

均
）

在
宅

復
帰

率
（
年

間
）

小
規

模
多

機
能

へ
の
紹

介
件

数

（
年

間
）

外
出

レ
ク
実

施
回

数
（
年

間
）

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
年

間
）

以
上

件
以

上

回
以

上

件 回

上
半

期
・
下

半
期
と
も
に
、
挨
拶
・
面

会
時
の
対
応
（
電
話
対
応
を
含
む
）
の
項

目
で
、
目
標
（

）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
職

員
が
質

の
高

い
接

遇
で
行
う
こ
と
の
意
識
を
持

っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

上
半

期
・
下

半
期

と
も
に
、
居
室
内

が
常

に
清

潔
で
過
ご
せ
る
環
境
の
項

目
で
、
目
標
（

）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

在
宅

復
帰

率
に
つ

い
て
は
、
目
標
値
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
在
宅

復
帰
に
向

け
て
の
リ
ハ

ビ
リ
は
毎
月
確
実

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
提

供
の
み
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
す

べ
て
の
職
種
が
在

宅
復
帰
に
向
け
た
生
活

支
援
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

小
規

模
リ
ー

ダ
ー
と
情
報
交
換
会

を
行

い
、
在

宅
復
帰
支
援

で
き
る
よ
う
に
努

め
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
よ
り
、
利
用
料
金
が
高

い
と
い
う
理
由

や
、

数
日

で
も
ご
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
難
し
く
連
泊
を
希

望
す
る
方
が
い
た
こ
と
か
ら
、
利

用
し
た
い
方
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
っ
た
。

近
隣

保
育

園
の
運

動
会
や
、
紅

葉
狩
り
に
出

掛
け
る
こ
と
が
で
き
、
心
身

の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
別

リ
ハ
ビ
リ
、
残

存
機
能

を
活
か
し
た
生

活
支
援
に
取
り
組
み
、
「
ま
あ
ま
あ
満
足
」
を
含

め
る
と

の
満
足
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

質
の
高

い
接
遇
と
環
境

の
向
上

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を

な
く
す

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創
出

★
利
用
ニ
ー
ズ
の
抽
出
力
の
向
上

他
事
業
所
と
の
連
携
強
化

★
個
別
性
の
あ
る
ケ
ア
の
提
供

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

業
務

分
担

表
見

直
し
回

数
（
年

間
）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

施
率

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
平

均
）

小
規

模
多

機
能

か
ら
の
紹

介
件

数

（
年

間
）

個
別

ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回

件

件

件

回

件 件

件

環
境

整
備

の
時

間
を
確
実

に
確
保
で
き
る
よ
う
業
務
分
担
表
の
見

直
し
を
毎
月

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

服
薬

手
順

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
勉
強
会

の
実
施
、
定
期
的
な
注
意

喚
起
に
よ
り
、
目
標
（

件
）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

件
の
つ

ぶ
や
き
に
対
し
、

件
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様
の
声
を
聴
く
た
め
に
気

付
き
力

に
つ

い
て
、
申
し
送
り
な
ど
で
確
認
を

す
る
よ
う
努

め
た
。

年
回

の
満

足
度

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
面
会
時
な
ど
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
つ

い
て
協
力
を
お

願
い
し
た
が
、
回
収
率

を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
回
収
率

が
高

い
事
業
所

の
回
収
方
法
を
調
査
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

小
規

模
リ
ー

ダ
ー
と
月

回
の
情
報

交
換
会

を
行
い
、
待
機

者
確
保
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
目

標
値
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
老
健

か
ら
小
規
模

へ

退
所

後
、
再

び
老

健
に
入
所
で
き
る
リ
ピ
ー
タ
ー

の
確
保
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
別

リ
ハ
ビ
リ
、
残
存
機
能

を
活
か
し
た
生

活
支
援
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
定

期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
検
討
し
、
ケ
ア
方
法

の

確
認

が
確

実
に
行

え
た
。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
力

の
確
保

知
識
及
び
基
礎
介

護
力
の
向
上

★
専
門
的
知
識

の
取
得
及
び
向

上

リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成

元
気
高
齢
者
の
就
労
支
援

研
修

回
数

（
年

間
）

交
換

研
修

実
施

回
数

（
年

間
）

介
護

支
援

専
門

員
資

格
取

得
者

数

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

実
施

率

（
年

間
）

就
労

登
録

人
数

（
年

間
）

回 回 人
以

上

名

回 回 名 名

入
所

部
門

リ
ー

ダ
ー
会
議
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
基
本
介
護
チ
ェ
ッ
ク
表
の
活

用
に
よ
り
、
接
遇
マ
ナ
ー
を
向
上

で
き
る
よ
う
努

め
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
が
他
の
エ
リ
ア
と
の
交
換
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

事
業
所
と
、
研
修

先
へ
の
提
案
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

は
行

え
た
が
、
介
護
支
援
分
野

の
項
目

で
合
格
点
に
達
し
て
い
な
い
。
難

易
度
が
上

が
っ
て
い
る
為
、
受
験
対
策

を
明
確

に
す
る
。

リ
ー

ダ
ー

の
職

責
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活

用
し
、
能

力
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
全
項
目

に
チ
ェ
ッ
ク
が
つ

か
な
か
っ
た
為
、
引
き
続
き
、
育
成
に

力
を
入

れ
て
い
く
。

建
て
屋

全
体

で
名
確
保
で
き
た
。
引
き
続

き
、
就
労
で
き
る
よ
う
、
働
き
や

す
い
環

境
を
作

っ
て
い
く
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
気
持
ち
の
良
い
生
活
環
境
と
身
体
状
況
に
応
じ
た
ケ
ア
の
提
供
。
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
「
こ
こ
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定

し
た
運

営

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

平
均

待
機

者
数

（
月

間
）

回
以

上

名
以

上

回

名

体
調

の
変

化
、
創

傷
発
生

に
つ
い
て
、
き
め
細

や
か
な
予
防
・
早
期
発
見
・
治
癒
が
行
え
る
よ
う
努

め
た
。

グ
レ
イ
ス
フ
ル
下

諏
訪
と
連
携

を
図
り
、
入
院
者
が
発
生
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
で
き
る
よ
う
に
情
報

共
有
を
密
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

、
事

業
所

新
聞

を
作
成
し
、
広

報
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

月
よ
り
、
申

し
込
み
窓
口

が
広
域
か
ら
各

施
設
に
変
更

に
な
っ
た
が
、
広

域
と
の
連
携

を
密
に
行
い
、
入
所
検
討

委
員
会
の
実
施
方
法
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
所
に
て
待

機
者
管
理
が
行

え
る
仕
組
み
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

の
提
供

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生

活
の

提
供

★
心
の
こ
も
っ
た
重
度
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

★
余
暇
活
動
の
活
性
化

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

入
院

者
数

（
年

間
）

総
合

的
に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の

割
合

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
実

現
率

（
年

間
）

名
以

下
名

温
か
な
接

遇
、
節
度

の
あ
る
マ
ナ
ー
、
気
づ
き
の
共
有
で
、
気
持
ち
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
た
。
面
会
時
も
、
利
用
者
様

の
近
状
の
様
子
を

お
伝

え
す

る
な
ど
し
て
、
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
行

う
こ
と
を
努

め
た
。

介
護

サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
整
備
の
実
施

方
法
に
つ

い
て
見
直
し
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

職
種

間
の
情

報
共

有
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
行

い
、
体
調
不
良
、
創
傷
発
生

の
早
期
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
衰
や
心
疾
患

に
伴
う
入
院
が

あ
り
、
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
肺
炎
に
伴
う
入
院
者

は
、
昨
年
度

よ
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

ロ
ー

ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
フ
レ
シ
キ
の
活
用

に
つ

い
て
検
討

、
導
入
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
重
度
化

に
対
応

で
き
る
環
境
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

排
泄

ケ
ア
時

の
陰

部
洗
浄
の
徹
底
と
、
口
腔

ケ
ア
の
実
施
方
法

を
見
直

し
に
つ

い
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

よ
り
、
食
事

や
お
や
つ
作
り
に
関
す

る
つ
ぶ
や
き
が
多
く
聞
か
れ
た
為
、
毎
月
、
料

理
作

り
に
つ
い
て
、
計
画
・
実

施
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

季
節

感
の
あ
る
外
出
イ
ベ
ン
ト
は

回
実
施
で
き
た
。
毎
日
、
歌
の
時
間

を
設
け
る
他
、
ラ
ジ
オ
体
操

で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
継
続
的

に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会
に
お

い
て
積
極
的

に
事
例

を
発
表
す

る
こ
と
で
関
係
機
関
と
の
良
好
な
関

係
作
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
事
業

所
の
特
徴

の
把
握
と
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
相
談
員
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

の
向
上

★
質
の
高

い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

環
境

設
備

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
か
ら
の
提

案
件

数

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
満

足
」
の
割

合

（
年

間
）

外
出

計
画

・
実

施
件

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件
以

上

件
以

上

以
上

以
上

件

件 件

件

件

件

季
節

ご
と
の
設

え
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
の
環
境

整
備
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
表

を
用
い
た
環
境
整
備

を
定
着

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
か
ら
、
事
業
所
へ
の
ケ
ア
の
提
供
や

設
え
に
つ

い
て
提
案
・
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
各
種
委
員
会
、
入
所

部
門

リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
、
多

職
種
の
専

門
性
を
活
か
し
た
気
づ
き
を
共
有
し
、
工
夫
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

積
極

的
に
出

し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
適

切
な
方
法

で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
移
動
・
移
乗
介
助
が
行
え
て
い
る
か
ラ
ウ
ン
ド
に
て
確
認

を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ベ

ッ
ド
の
高

さ
が
調

整
で
き
ず
、
ボ
ー
ド
が
使
用

で
き
な
い
状
況
が
一

部
あ
る
為
、
低
床
ベ
ッ
ド
へ

の
入
れ
替
え
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
、
職

場
体
験

、
コ
ー
ラ
ス
発
表
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

入
れ
な
ど
、
幅

広
く
受
入
れ
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

様
の
ご
希

望
を
再
確
認
し
、
継

続
的
に
交
流

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

外
出

の
支

援
に
つ

い
て
､年

回
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
年
間
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
。

連
続

休
暇

の
取

得
は
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
有
給
休
暇
取
得

年
間
計
画
を
立
案
し
、
計
画
の
進
捗
状
況

を
し
っ
か
り
確
認

し
て
い
く
。

介
護

職
員

の
退

職
を

名
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
職
員
の
不

安
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
く
機

会
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
む

。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

専
門
職
と
し
て
の
必
要
な
知

識
・
技
術

の
向
上

★
安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

参
加

数
（
年

間
）

介
護

福
祉

士
取

得
数

ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
（
年

間
）

回 名 名 名 名
以

上

回 名 名 名 名

環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
表

の
活
用
を
定

着
さ
せ
、
方
法
、
頻
度
、
試
用
物
品

の
見
直
し
を
定
期
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

基
本

介
護

チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
、
相
互

の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
状
況
、
環
境
整
備
に
対
す
る
実

施
状
況
を
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
全

職
員
の
レ

ベ
ル
を

以
上

に
底
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
へ

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
修
参
加
者
よ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
関
す
る
取
り
組
み
を
水
平
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

資
格

取
得

者
よ
り
自
己
学
習
の
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
設

け
る
他
、
エ
リ
ア
内
研
修

へ
の
参

加
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

は
行

え
た
が
、
介
護
支
援
分
野

の
項
目

で
合
格
点
に
達
し
て
い
な
い
。
難

易
度
が
上

が
っ
て
い
る
為
、
受
験
対
策

を
明
確

に
す
る
。

業
務

の
根

本
的

な
見
直
し
を
図
り
、
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
努

め
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
運
動
に
よ
る
通
い
の
充
実
と
、
習
慣
と
し
て
い
た
こ
と
へ
の
支
援
に
よ
り
自
分
ら
し
い
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
づ
く
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
適
正
人
員
配
置

に
よ
る
安

定
し
た

運
営

★
重
度
者
の
受

け
入
れ

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

会
議

で
の

回
数

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報
回

数

（
年

間
）

要
介

護
以

上
の
新

規
登

録
者

数

（
年

間
）

以
上

回 回 名
以

上

回 回 名

医
療

機
関

や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
訪

問
し
、
事
業
所
の

を
行
い
、
新
規
利
用
者
様

の
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
～

月
の
間

は
、
職
員

の
人
員
配
置

が
整
わ
ず
、
新
規
利
用
者
様

の
受
入
れ
が
行
え
な
か
っ
た
が
、

月
以
降
は
新
規

利
用
者
様
を

積
極

的
に
受

け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
下

半
期
の
稼
働
率
は
平
均

を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

会
議

や
運
営
連
絡
協
議

会
に
お

い
て
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護

の
事
業
内
容

等
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
院

や
地

域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
行

い
、
利
用
対
象
と
な
る
方

に
ご
紹

介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

要
介

護
が
重

度
の
方
や
、
医

療
依
存
度

の
高

い
方
の
受

け
入
れ
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

老
人

保
健

施
設
か
ら
小

規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
へ
の
利

用
変
更
に
つ
い
て
も
、
連
携

を
図
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
通
い
を
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

提
供

入
所
施
設
か
ら
の
在
宅
復

帰
支
援

法
人
施
設
の
社

会
資
源
と
し
て
の

活
用

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実

施
率

（
年

間
）

個
別

レ
ク
実

施
率

（
年

間
）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
見

直
し
回

数

（
年

間
）

保
育

園
交

流
会

回
数

（
年

間
）

通
い
の
活

動
に
関

す
る
満

足
度

（
年

間
）

老
健

か
ら
の
紹

介
人

数
（
月

間
）

地
域

交
流

セ
ン
タ
ー

使
用

回
数

（
年

間
）

回

回 名
以

上

回

回

回 名 回

利
用

者
様

が
自

主
的
に
参

加
で
き
る
体
操
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動

に
つ
い
て
、
毎
日
実
施
で
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
要

望
か
ら
、
自
主
的
に
行
え
る
計
算
問
題
、
漢
字
・
読
み
、
間
違
え
探
し
、
パ
ズ
ル
な
ど
の
活
動
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動

に
つ

い
て
、
申
し
送
り
で
見
直
し
を
図
っ
た
。

自
ら
積

極
的

に
活

動
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
必
要
な
物
品
等
を
選
択
で
き
る
環
境

改
善
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

の
運

動
会
の
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
園
児
と
の
異

世
代
間
交
流

に
よ
る
心

身
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

満
足

度
調

査
で
は
、
普
段
、
外
出
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
外
出
の
企

画
が
楽
し
み

と
い
う
声

が
多
か
っ
た
。

毎
日

、
体

操
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
下
肢
筋
力
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
満

足
の
声
も
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

老
健

相
談

員
と
月

回
の
情
報

交
換
会
を
行

い
、
待
機
者
確
保

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
よ
り
、
利
用

料
金
が
高

い
と
い
う

理
由

か
ら
、
利

用
し
た
い
方

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
時

が
あ
っ
た
。

運
営

連
絡

協
議

会
、
運
営
推
進
会
議

に
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方

法
に
つ

い
て
ご
説

明
を
し
た
が
、
地
域

か
ら
の
利
用
希
望

は

少
な
か
っ
た
。
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
催
し
物
を
披
露
し
て
下
さ
る
際
や
、
介
護

予
防
教
室
で
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
つ
ぶ
や
き
や
生
活
歴

か
ら
の
個
別

ケ
ア
の
提
供

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

よ
り
信
ぴ
ょ
う
性

の
高

い
利
用
者
様

ニ
ー
ズ
の
収
集

施
設
全
体
の
待

機
者
確
保

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
ケ
ア
実

施
（
年

間
）

生
活

歴
か
ら
の
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

運
動

メ
ニ
ュ
ー

開
発

数
（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
年

間
）

小
規

模
登

録
者

で
の
特

養
・
老

健

待
機

者
数

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

個

以
上

名
以

上

件

個 名 件

月
人

件
以

上
の
つ
ぶ
や
き
を
記
録
す
る
こ
と
の
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
積
極
的

に
利

用
者
様
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
つ

ぶ
や
き
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
の
取
り
組
み
や
工
夫

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活

歴
な
ど
か
ら
得
意
な
こ
と
や

習
慣
と
し
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
、
活
動
に
参

加
に
お

誘
い
で
き
る
よ
う
お
声
掛

け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
自

分
が

や
り
た
い
と
思

う
こ
と
を
行
え
る
時
間
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。

運
動

メ
ニ
ュ
ー

に
つ

い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
職

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
機

会
を
設

け
、
日
々
の
申
し
送

り
で
見
直
し
を
図
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

ぐ
こ
と
が

で
き
た
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
送
迎
時
や
電
話
連
絡
な
ど
で
も
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
収
に
つ

い
て
協
力

を
お
願
い
し
た
が
、

回
収

率
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
回
収

率
が
高
い
事
業
所
の
回

収
方
法
を
調
査
し
、
実
行

で
き
る
よ
う
に
す

る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
提

示
の
際
等
に
特

養
や
老
健

の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
支
援

が
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
以

上
の
利
用
者
様

の
割
合
が
少
な
か
っ
た
為
、
実
際
に
待
機
者
に
な
る
方

の
人
数

は
少
な
か
っ
た
。

内
部

監
査

・
行

政
監
査
の
実
施

は
な
か
っ
た
。
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会

を
設
け
、
自

事
業
所

の
運

営
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
夜
勤
専
門
職
員

の
確
保

★
介
護
職
員
の
確
保

介
護
力
の
向
上

資
格
取
得
支
援

夜
勤

専
門

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

介
護

職
員

採
用

人
数

（
常

勤
換

算
）

交
換

研
修

実
施

人
数

年
間

勉
強

会
回

数
（
年

間
）

介
護

支
援

専
門

員
資

格
取

得
者

名 名 名 回 名

名 名 名 回 名

夜
勤

専
門

職
員

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
採
用

す
る
方
法
で
は
な
く
、
現
在
就
労

し
て
い
る
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
よ
り
夜
勤
希
望
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
規

則
勤

務
を
行

っ
て
い
た
職

員
の
負
担

軽
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

夜
勤

の
就

労
時

間
を

時
間
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
パ
ー
ト
職
員
で
も
就
労

時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
働
き
や
す

い
職
場
環

境
に

つ
な
が
っ
た
。

職
員

の
入

れ
替

わ
り
等

に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実

施
方
法
を
明

確
に
す
る
。

申
し
送

り
の
中

で
、
小
規
模

多
機
能
の
役
割

、
個
々
の
利
用
者
様

の
対
応
方

法
な
ど
を
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。

合
格

者
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
受

験
対
象
者
に
学
習

の
進
み
具
合

や
申
し
込
み
状

況
を
定
期
的
に
確
認

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
気
持
ち
の
良
い
生
活
環
境
と
身
体
状
況
に
応
じ
た
ケ
ア
の
提
供
。
余
暇
活
動
の
充
実
に
よ
り
「
こ
こ
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
定

し
た
運

営

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

平
均

待
機

者
数

（
月

間
）

回
以

上

名
以

上

回

名

体
調

の
変

化
、
創

傷
発
生

に
つ
い
て
、
き
め
細

や
か
な
予
防
・
早
期
発
見
・
治
癒
が
行
え
る
よ
う
努

め
た
。

グ
レ
イ
ス
フ
ル
下

諏
訪
と
連
携

を
図
り
、
入
院
者
が
発
生
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
で
き
る
よ
う
に
情
報

共
有
を
密
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

、
事

業
所

新
聞

を
作
成
し
、
広

報
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

月
よ
り
、
申

し
込
み
窓
口

が
広
域
か
ら
各

施
設
に
変
更

に
な
っ
た
が
、
広

域
と
の
連
携

を
密
に
行
い
、
入
所
検
討

委
員
会
の
実
施
方
法
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
所
に
て
待

機
者
管
理
が
行

え
る
仕
組
み
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

の
提
供

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生

活
の

提
供

★
心
の
こ
も
っ
た
重
度
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

★
余
暇
活
動
の
活
性
化

接
遇

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

環
境

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の
割

合

入
院

者
数

（
年

間
）

総
合

的
に
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の

割
合

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
実

現
率

（
年

間
）

名
以

下
名

温
か
な
接

遇
、
節
度

の
あ
る
マ
ナ
ー
、
気
づ
き
の
共
有
で
、
気
持
ち
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
た
。
面
会
時
も
、
利
用
者
様

の
近
状
の
様
子
を

お
伝

え
す

る
な
ど
し
て
、
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
行

う
こ
と
を
努

め
た
。

介
護

サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
整
備
の
実
施

方
法
に
つ

い
て
見
直
し
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

職
種

間
の
情

報
共
有
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
行

い
、
体
調
不
良
、
創
傷
発
生

の
早
期
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
老
衰
や
心
疾
患

に
伴
う
入
院
が

あ
り
、
目

標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
肺
炎
に
伴
う
入
院
者

は
、
昨
年
度

よ
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

ロ
ー

ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
フ
レ
シ
キ
の
活
用

に
つ

い
て
検
討

、
導
入
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
重
度
化

に
対
応

で
き
る
環
境
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

排
泄

ケ
ア
時

の
陰

部
洗
浄
の
徹
底
と
、
口
腔

ケ
ア
の
実
施
方
法

を
見
直

し
に
つ

い
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様
よ
り
、
食

事
や
お
や
つ
作
り
に
関
す

る
つ
ぶ
や
き
が
多
く
聞
か
れ
た
為
、
毎
月
、
料

理
作

り
に
つ
い
て
、
計
画
・
実

施
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

季
節

感
の
あ
る
外

出
イ
ベ
ン
ト
は

回
実
施
で
き
た
。
毎
日
、
歌
の
時
間

を
設
け
る
他
、
ラ
ジ
オ
体
操

で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
継
続
的

に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会
に
お

い
て
積
極
的

に
事
例

を
発
表
す

る
こ
と
で
関
係
機
関
と
の
良
好
な
関

係
作
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
事
業

所
の
特
徴

の
把
握
と
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
相
談
員
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

の
向
上

★
質
の
高

い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
充

実

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実

現

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

環
境

設
備

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
か
ら
の
提

案
件

数

業
務

改
善

提
案

書
実

行
件

数

（
年

間
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
満

足
」
の
割

合

（
年

間
）

外
出

計
画

・
実

施
件

数
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

職
員

の
定

着
率

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件
以

上

件
以

上

以
上

以
上

件

件 件

件

件

件

季
節

ご
と
の
設

え
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
の
環
境

整
備

に
意
欲

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
表

を
用
い
た
環
境
整
備

を
定
着

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
か
ら
、
事
業
所
へ
の
ケ
ア
の
提
供
や

設
え
に
つ

い
て
提
案
・
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
各
種
委
員
会
、
入
所

部
門

リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
、
多

職
種
の
専

門
性
を
活
か
し
た
気
づ
き
を
共
有
し
、
工
夫
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

積
極

的
に
出

し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
適

切
な
方
法

で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
移
動
・
移
乗
介
助
が
行
え
て
い
る
か
ラ
ウ
ン
ド
に
て
確
認

を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ベ

ッ
ド
の
高

さ
が
調

整
で
き
ず
、
ボ
ー
ド
が
使
用

で
き
な
い
状
況
が
一

部
あ
る
為
、
低
床
ベ
ッ
ド
へ

の
入
れ
替
え
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
、
職

場
体
験

、
コ
ー
ラ
ス
発
表
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

入
れ
な
ど
、
幅

広
く
受
入
れ
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

様
の
ご
希

望
を
再
確
認
し
、
継

続
的
に
交
流

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

外
出

の
支

援
に
つ

い
て
､年

回
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
年
間
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
。

連
続

休
暇

の
取

得
は
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
有
給
休
暇
取
得

年
間
計
画
を
立
案
し
、
計
画
の
進
捗
状
況

を
し
っ
か
り
確
認

し
て
い
く
。

介
護

職
員

の
退

職
を

名
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
職
員
の
不

安
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
く
機

会
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
む

。

内
部

ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
監
査

に
て
、
改
善
件
数

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
ひ
と
つ
取
り
組
み
の
見
直
し
を
行

い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
監
査
ま
で
に
、

す
べ

て
是

正
を
し
、
そ
の
対
応
を
継
続
で
き
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
と
環
境

設
定

専
門
職
と
し
て
の
必
要
な
知

識
・
技
術

の
向
上

★
安
定
し
た
職
員
確
保

接
遇

・
環

境
勉

強
会

実
施

回
数

（
年

間
）

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー

参
加

数
（
年

間
）

介
護

福
祉

士
取

得
数

ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

職
員

か
ら
の
紹

介
件

数
（
年

間
）

回 名 名 名 名
以

上

回 名 名 名 名

環
境

整
備

チ
ェ
ッ
ク
表

の
活
用
を
定

着
さ
せ
、
方
法
、
頻
度
、
試
用
物
品

の
見
直
し
を
定
期
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

基
本

介
護
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
、
相
互

の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
状
況
、
環
境
整
備
に
対
す
る
実

施
状
況
を
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
全

職
員
の
レ

ベ
ル
を

以
上

に
底
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
へ

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
修
参
加
者
よ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
関
す
る
取
り
組
み
を
水
平
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

資
格

取
得

者
よ
り
自
己
学
習
の
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
設

け
る
他
、
エ
リ
ア
内
研
修

へ
の
参

加
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

は
行

え
た
が
、
介
護
支
援
分
野

の
項
目

で
合
格
点
に
達
し
て
い
な
い
。
難

易
度
が
上

が
っ
て
い
る
為
、
受
験
対
策

を
明
確

に
す
る
。

業
務

の
根

本
的

な
見
直
し
を
図
り
、
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
努

め
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
運
動
に
よ
る
通
い
の
充
実
と
、
習
慣
と
し
て
い
た
こ
と
へ
の
支
援
に
よ
り
自
分
ら
し
い
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
づ
く
り

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
適
正
人
員
配
置

に
よ
る
安

定
し
た

運
営

★
重
度
者
の
受

け
入
れ

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

各
種

会
議

で
の

回
数

（
年

間
）

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報
回

数

（
年

間
）

要
介

護
以

上
の
新

規
登

録
者

数

（
年

間
）

以
上

回 回 名
以

上

回 回 名

医
療

機
関

や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
訪

問
し
、
事
業
所
の

を
行
い
、
新
規
利
用
者
様

の
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
～

月
の
間

は
、
職
員

の
人
員
配
置

が
整
わ
ず
、
新
規
利
用
者
様

の
受
入
れ
が
行
え
な
か
っ
た
が
、

月
以
降
は
新
規

利
用
者
様
を

積
極

的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
下

半
期
の
稼
働
率
は
平
均

を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

会
議

や
運
営
連
絡
協
議

会
に
お

い
て
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護

の
事
業
内
容

等
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
院

や
地

域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
行

い
、
利
用
対
象
と
な
る
方

に
ご
紹

介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

要
介

護
が
重

度
の
方
や
、
医

療
依
存
度

の
高

い
方
の
受

け
入
れ
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

老
人

保
健

施
設
か
ら
小

規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
へ
の
利

用
変
更
に
つ
い
て
も
、
連
携

を
図
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
通
い
を
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

提
供

入
所
施
設
か
ら
の
在
宅
復

帰
支
援

法
人
施
設
の
社

会
資
源
と
し
て
の

活
用

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実

施
率

（
年

間
）

個
別

レ
ク
実

施
率

（
年

間
）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
見

直
し
回

数

（
年

間
）

保
育

園
交

流
会

回
数

（
年

間
）

通
い
の
活

動
に
関

す
る
満

足
度

（
年

間
）

老
健

か
ら
の
紹

介
人

数
（
月

間
）

地
域

交
流

セ
ン
タ
ー

使
用

回
数

（
年

間
）

回

回 名
以

上

回

回

回 名 回

利
用

者
様

が
自

主
的
に
参

加
で
き
る
体
操
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動

に
つ
い
て
、
毎
日
実
施
で
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
要

望
か
ら
、
自
主
的
に
行
え
る
計
算
問
題
、
漢
字
・
読
み
、
間
違
え
探
し
、
パ
ズ
ル
な
ど
の
活
動
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動

に
つ

い
て
、
申
し
送
り
で
見
直
し
を
図
っ
た
。

自
ら
積

極
的

に
活
動
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
必
要
な
物
品
等
を
選
択
で
き
る
環
境

改
善
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

の
運

動
会
の
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
園
児
と
の
異

世
代
間
交
流

に
よ
る
心

身
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

満
足

度
調

査
で
は
、
普
段
、
外
出
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
外
出
の
企

画
が
楽
し
み

と
い
う
声

が
多
か
っ
た
。

毎
日

、
体

操
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
下
肢
筋
力
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
満

足
の
声
も
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

老
健

相
談

員
と
月

回
の
情
報

交
換
会
を
行

い
、
待
機
者
確
保

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
よ
り
、
利
用

料
金
が
高

い
と
い
う

理
由

か
ら
、
利

用
し
た
い
方

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
時

が
あ
っ
た
。

運
営

連
絡

協
議

会
、
運
営
推
進
会
議

に
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方

法
に
つ

い
て
ご
説

明
を
し
た
が
、
地
域

か
ら
の
利
用
希
望

は

少
な
か
っ
た
。
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
催
し
物
を
披
露
し
て
下
さ
る
際
や
、
介
護

予
防
教
室
で
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
つ
ぶ
や
き
や
生
活
歴

か
ら
の
個
別

ケ
ア
の
提
供

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

よ
り
信
ぴ
ょ
う
性

の
高

い
利
用
者
様

ニ
ー
ズ
の
収
集

施
設
全
体
の
待

機
者
確
保

★
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
の
的
確
な

対
応

つ
ぶ

や
き
か
ら
の
ケ
ア
実

施
（
年

間
）

生
活

歴
か
ら
の
ケ
ア
実

施
率

（
年

間
）

運
動

メ
ニ
ュ
ー

開
発

数
（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
年

間
）

小
規

模
登

録
者

で
の
特

養
・
老

健

待
機

者
数

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

個

以
上

名
以

上

件

個 名 件

月
人

件
以

上
の
つ
ぶ
や
き
を
記
録
す
る
こ
と
の
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
積
極
的

に
利

用
者
様
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
つ

ぶ
や
き
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
の
取
り
組
み
や
工
夫

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活

歴
な
ど
か
ら
得
意
な
こ
と
や

習
慣
と
し
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
、
活
動
に
参

加
に
お

誘
い
で
き
る
よ
う
お
声
掛

け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
自

分
が

や
り
た
い
と
思

う
こ
と
を
行
え
る
時
間
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。

運
動

メ
ニ
ュ
ー

に
つ

い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
職

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
機

会
を
設

け
、
日
々
の
申
し
送

り
で
見
直
し
を
図
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

ぐ
こ
と
が

で
き
た
。

年
回

の
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
送
迎
時
や
電
話
連
絡
な
ど
で
も
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
収
に
つ

い
て
協
力

を
お
願
い
し
た
が
、

回
収

率
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
回
収

率
が
高
い
事
業
所
の
回

収
方
法
を
調
査
し
、
実
行

で
き
る
よ
う
に
す

る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
提

示
の
際
等
に
特

養
や
老
健

の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
支
援

が
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

要
介

護
以

上
の
利
用
者
様

の
割
合
が
少
な
か
っ
た
為
、
実
際
に
待
機
者
に
な
る
方

の
人
数

は
少
な
か
っ
た
。

内
部

監
査

・
行

政
監
査
の
実
施

は
な
か
っ
た
。
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会

を
設
け
、
自

事
業
所
の
運

営
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
夜
勤
専
門
職
員

の
確
保

★
介
護
職
員
の
確
保

介
護
力
の
向
上

資
格
取
得
支
援

夜
勤

専
門

職
員

採
用

人
数

（
実

人
数

）

介
護

職
員

採
用

人
数

（
常

勤
換

算
）

交
換

研
修

実
施

人
数

年
間

勉
強

会
回

数
（
年

間
）

介
護

支
援

専
門

員
資

格
取

得
者

名 名 名 回 名

名 名 名 回 名

夜
勤

専
門

職
員

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
採
用

す
る
方
法
で
は
な
く
、
現
在
就
労

し
て
い
る
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
よ
り
夜
勤
希
望
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
規

則
勤

務
を
行

っ
て
い
た
職

員
の
負
担

軽
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

夜
勤

の
就

労
時

間
を

時
間
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
パ
ー
ト
職
員
で
も
就
労

時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
働
き
や
す

い
職
場
環

境
に

つ
な
が
っ
た
。

職
員

の
入

れ
替

わ
り
等

に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
実

施
方
法
を
明

確
に
す
る
。

申
し
送

り
の
中

で
、
小
規
模

多
機
能
の
役
割

、
個
々
の
利
用
者
様

の
対
応
方

法
な
ど
を
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
た
。

合
格

者
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
受

験
対
象
者
に
学
習

の
進
み
具
合

や
申
し
込
み
状

況
を
定
期
的
に
確
認

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
就
労
に
よ
る
社
会
参
加
を
通
じ
、
ご
自
分
ら
し
い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
に
よ
る
安
定
し
た

収
入
の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

待
機

者
数

（
月

間
）

各
種

会
議

で
の
事

業
所

紹
介

回
数

年
間

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

名 回
以

上

回
以

上

名 回 回

計
画

的
に
医

療
機

関
・
地
域

包
括
を
訪
問

し
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

前
年

度
入

居
し
た
方
の
施
設

を
知
っ
た
理

由
を
調
査
し
、
岡
谷
市
民

病
院
や
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
待

機
者

の
中

に
は
、
す

ぐ
に
入

居
す
る
こ
と
は
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
も
い
る
為
、
待
機
者
の
状
況

を
継
続
し
て
よ
く
把
握

し
、
ス

ム
ー

ズ
に
入

退
所
の
調

整
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

複
合

施
設

の
メ
リ
ッ
ト
を
運
営

連
絡
協
議
会

や
地
域
推
進
会
議
の
中
で
も
情
報
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
院

や
地

域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
行
い
、
利
用

対
象
と
な
る
方

に
ご
紹
介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
生
活
を
楽
し
め
る
環
境

の
創
出

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
率

（
年

間
）

高
齢

就
労

者
数

（
年

間
）

名
以

上
名

地
域

感
謝

祭
と
納

涼
祭
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

屋
台

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、

名
の
方
が
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
居

者
の
心

身
の
状
態

変
化
も
あ
り
、
就
労
に
関
す
る
ご
希
望
は
な
か
っ
た
。

今
後

に
つ

い
て
も
、
就
労
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
参
加
し
て
み
た
い
活
動

の
把
握
を
行
い
、
活
躍
で
き
る
場
面

を
増

や
し
て
い
く
こ
と
の
機
会
を
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

就
労
支
援

の
情
報
提
供

★
緊
急
対
応
時

の
手
順
の
理
解
向
上

法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
提

案
回

数

（
年

間
）

就
労

先
の
提

案
件

数
（
年

間
）

緊
急

時
対

応
手

順
確

認
回

数

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回
以

上

件
以

上

回
以

上

件

回 件

回

件

入
居

者
の
ご
希

望
を
踏
ま
え
、
地
域
感
謝
祭
と
納
涼
祭
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
提
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

お
祭

り
の
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
時

的
な
活
動

で
あ
る
為
、
年
間
通
し
て
活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
外
部

の
活
動

を
含

め
調

査
し
、
情

報
提
供
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

入
居

者
の
心

身
の
状
態

変
化
も
あ
り
、
就
労
に
関
す
る
ご
希
望
は
な
か
っ
た
。

緊
急

時
の
対

応
手

順
に
つ
い
て
、
申
し
送
り
の
中
で
確
認
を
行
う
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
時
の
対
応
方

法
に
つ

い
て
、
入
居
者

の
方
と

訓
練

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

監
査

・
行

政
監
査
の
実

施
は
な
か
っ
た
。
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会

を
設
け
、
自

事
業
所
の
運

営
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り

職
員

満
足

度
（
年

間
）

希
望

休
や

休
憩

時
間
等
お
互

い
に
声

を
か
け
あ
い
取
得
す
る
こ
と
で
働
き
や
す

い
職
場
環

境
を
つ

く
る
こ
と
に
努
め
た
。

変
形

労
働

制
を
生

か
し
た
勤
務
時

間
の
工
夫

を
す
る
こ
と
で
、
超
過
勤
務
時
間

を
減
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

実
施

し
た
職
員
満
足
度
調
査

に
お

い
て
も
、
高
い
満
足
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
か
ら
の
急
な
依
頼
や
状
態
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
意
識
し
関
わ
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
に
頼
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
達
成
に
よ
る
安
定
し
た
運

営

★
入
院
時
の
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る

加
算
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件

事
例

件

事
例

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

の
訪
問
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
信
頼
関
係

の
構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
新
規
依
頼

、
引
継

ぎ
等
を
継

続
的
に
確

保
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
例

を
発
表
に
つ

い
て
は
、
他
事
業

所
か
ら
の

要
望

を
鑑

み
、

事
例
と
な
っ
た
。

は
運

動
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
特
徴

が
あ
る
事
業
所
へ
の
紹
介

希
望
が
多

か
っ
た
。

は
、
主

治
医
が
い
る
事
業
所
の
紹

介
希
望
が
多
か
っ
た
。

に
つ

い
て
は
、
ご
家
族
等

の
希
望
に
沿
っ
て
予

約
で
き
る
事
業
所
を
希
望
す
る
方
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望

も
あ
っ
た
が
、
法

人
内
サ
ー

ビ

ス
事

業
所

の
特

徴
の
把
握

し
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

相
談
員
と
の
連
携

す
る
こ
と
も
努

め
た
。

利
用

者
様

が
入

院
し
た
際
に
は
、
積
極
的

に
医
療
機
関
地
域
連
携

室
と
の
関
係

性
の
構
築

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
一
歩

先
を
読
ん
だ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

所
を
紹
介
す

る
こ
と
で
の
意
欲
向
上

施
設

入
所

者
率

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
年

間
）

計
画

に
関

し
て
の
満

足
度

（
年

間
）

提
供

範
囲

内
の
事

業
所

訪
問

（
年

間
）

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

へ
の
提

案
実

現
率

以
下

回
以

上
回

以
上

急
な
依

頼
や

状
態
変
化

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
関
係

機
関
と
の
関

係
性
の
構
築

に
努

め
た
。
利
用
者
様
の
状

態
変
化
に
合

わ
せ
て
、
施

設
入

所
や

、
小

規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

の
利
用

調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
在
宅

生
活
を
継

続
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
積
極
的

に
行
え
た
。

本
人

・
ご
家

族
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所

と
密

に
情
報
共
有
す
る
こ
と
と
、
丁

寧
な
関
わ
り
を
行

う
こ
と
で
、
高
い
満
足
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
人

・
ご
家

族
の
ご
要
望
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
か
ら
の
情
報
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
高

い
満
足
度

を

確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ー

ビ
ス
事

業
所
を
訪
問
し
、
そ
の
事

業
所

が
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
本
人

・
ご
家
族
に
も
情
報
提

供
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

付
有

料
老

人
ホ
ー
ム
や
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
事

業
所
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
治

医
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
血
圧

測
定

の
一

覧
表
を
事
業
所
か
ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本

人
の
体
調

観
察
が
密

に

行
え
る
よ
う
、
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

地
域
の
動
向

の
情
報
収
集
と
法
人
内

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
共
有

★
効
率
的
な
プ
ラ
ン
作
成

に
よ
る
職

員

の
負
担
軽
減

★
地
域
住
民
に
向
け
た
介
護

予
防

教
室
の
開
催

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
へ

の
出

席
に

合
わ
せ

た
情

報
提

供
数

（
年

間
）

研
修

先
へ

の
改

善
提

案
数

（
年

間
）

業
務

改
善

実
施

率
（
年

間
）

地
区

開
催

の
認

知
症

カ
フ
ェ
参

加

回
数

（
年

間
）

介
護

予
防

教
室

で
の
講

義
開

催

回
数

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件
数

回
数

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

回
以

上

回
以

上

件

件

件 回 回 件

地
域

に
て
開

催
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
や

動
向
を
集
め
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

内
会

議
の
場

に
お

い
て
も
、
他
者
か
ら
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
換

研
修

は
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
お
い
て
、
各

事
業
所
の
工
夫
し
て
い
る
点
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と

が
で
き
た
。

研
修

先
で
学

ん
だ
こ
と
を
自
事
業
所

内
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
井

川
区

主
催

の
認
知
症

カ
フ
ェ
に
参
加
し
、
介
護
保
険
事
業
所
と
し
て
関

わ
る
こ
と
の
で
き
る
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
当
法

人

ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

グ
レ
イ
ス
フ
ル
で
脳
し
ゃ
っ
き
り
コ
ー
ス
の
介
護

予
防
教
室
を
開
催
し
た
が
、
他
者

が
担
当
と
な
り
、
講
義

を
担
当
す
る
機
会

は
な
か
っ
た
。

制
度

改
定

に
関

す
る
事
項
な
ど
、
よ
く
確
認

し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
や
り
が
い
を
伝
え
、

ケ
ア
マ
ネ
を
目
指
す
者

の
創
出

主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得

に
向
け
た
知

識

の
向
上

★
利
用
者
様
体
験

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
向
上

ケ
ア
マ
ネ
体

験
コ
ー

ス
受

入
人

数

外
部

研
修

参
加

回
数

利
用

者
体

験
回

数
（
年

間
）

名
以

上

回
以

上

回
以

上

名

回

回

エ
リ
ア
内

で
体

験
コ
ー

ス
の
開
催

が
行
え
た
が
、
地
域
内
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
為
、
体
験
コ
ー

ス
の
受
入
れ
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

今
後

も
、
エ
リ
ア
内
担
当
者
と
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、
介
護
の
実
務
経
験

が
長
い
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務

の
内

容
や

や
り
が
い
を
伝
え
、
ケ
ア
マ
ネ
を
目

指
す
ス
タ
ッ
フ
を
増
や

せ
る
よ
う
に
す
る
。

市
町

村
の
ケ
ア
マ
ネ
研
修
や
連
絡

会
に
参
加

し
、
地
域
に
根
付

い
た
情
報

の
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
へ

訪
問

し
た
際
に
、
相
談

員
か
ら
普

段
の
様
子
を
お

聞
き
す
る
他
、
受

け
持
ち
利
用
者
様

と
一
緒
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
体
験

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
就
労
に
よ
る
社
会
参
加
を
通
じ
、
ご
自
分
ら
し
い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
管
理
に
よ
る
安
定
し
た

収
入
の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

待
機

者
数

（
月

間
）

各
種

会
議

で
の
事

業
所

紹
介

回
数

年
間

各
種

メ
デ

ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

活
動

回
数

（
年

間
）

名 回
以

上

回
以

上

名 回 回

計
画

的
に
医

療
機

関
・
地
域

包
括
を
訪
問

し
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

前
年

度
入

居
し
た
方
の
施
設

を
知
っ
た
理

由
を
調
査
し
、
岡
谷
市
民

病
院
や
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
待

機
者

の
中

に
は
、
す

ぐ
に
入

居
す
る
こ
と
は
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
も
い
る
為
、
待
機
者
の
状
況

を
継
続
し
て
よ
く
把
握

し
、
ス

ム
ー

ズ
に
入

退
所

の
調

整
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

複
合

施
設

の
メ
リ
ッ
ト
を
運
営

連
絡
協
議
会

や
地
域
推
進
会
議
の
中
で
も
情
報
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
院

や
地

域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
行
い
、
利
用

対
象
と
な
る
方

に
ご
紹
介
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

新
聞

掲
載

・
テ
レ
ビ
放
送

に
つ
い
て
は
、
意
欲
的

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
実
施
方
法
を
明
確

に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
生
活
を
楽
し
め
る
環
境

の
創
出

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
率

（
年

間
）

高
齢

就
労

者
数

（
年

間
）

名
以

上
名

地
域

感
謝

祭
と
納

涼
祭
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

屋
台

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、

名
の
方
が
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
居

者
の
心

身
の
状
態

変
化
も
あ
り
、
就
労
に
関
す
る
ご
希
望
は
な
か
っ
た
。

今
後

に
つ

い
て
も
、
就
労
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
参
加
し
て
み
た
い
活
動

の
把
握
を
行
い
、
活
躍
で
き
る
場
面

を
増

や
し
て
い
く
こ
と
の
機
会
を
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

就
労
支
援

の
情
報
提
供

★
緊
急
対
応
時

の
手
順
の
理
解
向
上

法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
提

案
回

数

（
年

間
）

就
労

先
の
提

案
件

数
（
年

間
）

緊
急

時
対

応
手

順
確

認
回

数

（
年

間
）

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

回
以

上

件
以

上

回
以

上

件

回 件

回

件

入
居

者
の
ご
希

望
を
踏
ま
え
、
地
域
感
謝
祭
と
納
涼
祭
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
提
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

お
祭

り
の
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
時

的
な
活
動

で
あ
る
為
、
年
間
通
し
て
活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
外
部

の
活
動

を
含

め
調

査
し
、
情

報
提
供
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

入
居

者
の
心

身
の
状
態

変
化
も
あ
り
、
就
労
に
関
す
る
ご
希
望
は
な
か
っ
た
。

緊
急

時
の
対

応
手

順
に
つ
い
て
、
申
し
送
り
の
中
で
確
認
を
行
う
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
時
の
対
応
方

法
に
つ

い
て
、
入
居
者

の
方
と

訓
練

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

監
査

・
行

政
監
査
の
実

施
は
な
か
っ
た
。
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会

を
設
け
、
自

事
業
所
の
運

営
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り

職
員

満
足

度
（
年

間
）

希
望

休
や

休
憩

時
間
等
お
互

い
に
声

を
か
け
あ
い
取
得
す
る
こ
と
で
働
き
や
す

い
職
場
環

境
を
つ

く
る
こ
と
に
努
め
た
。

変
形

労
働

制
を
生
か
し
た
勤
務
時

間
の
工
夫

を
す
る
こ
と
で
、
超
過
勤
務
時
間

を
減
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

年
回

実
施

し
た
職
員
満
足
度
調
査

に
お

い
て
も
、
高
い
満
足
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
岡
谷

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
か
ら
の
急
な
依
頼
や
状
態
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
意
識
し
関
わ
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
に
頼
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
所
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
達
成
に
よ
る
安
定
し
た
運

営

★
入
院
時
の
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る

加
算
算
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
（
年

間
）

外
部

で
の
事

例
提

供
数

（
年

間
）

法
人

内
サ
ー

ビ
ス
紹

介
率

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件

事
例

件

事
例

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

の
訪
問
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
信
頼
関
係

の
構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
新
規
依
頼

、
引
継

ぎ
等
を
継

続
的
に
確

保
で
き
た
。

各
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等
で
行

わ
れ
る
事
例
検
討
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
例

を
発
表
に
つ

い
て
は
、
他
事
業

所
か
ら
の

要
望

を
鑑

み
、

事
例
と
な
っ
た
。

は
運

動
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
特
徴

が
あ
る
事
業
所
へ
の
紹
介

希
望
が
多

か
っ
た
。

は
、
主

治
医
が
い
る
事
業
所
の
紹

介
希
望
が
多
か
っ
た
。

に
つ

い
て
は
、
ご
家
族
等

の
希
望
に
沿
っ
て
予

約
で
き
る
事
業
所
を
希
望
す
る
方
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望

も
あ
っ
た
が
、
法

人
内
サ
ー

ビ

ス
事

業
所

の
特

徴
の
把
握

し
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

相
談
員
と
の
連
携

す
る
こ
と
も
努

め
た
。

利
用

者
様

が
入

院
し
た
際
に
は
、
積
極
的

に
医
療
機
関
地
域
連
携

室
と
の
関
係

性
の
構
築

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
一
歩

先
を
読
ん
だ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

所
を
紹
介
す

る
こ
と
で
の
意
欲
向
上

施
設

入
所

者
率

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

（
年

間
）

計
画

に
関

し
て
の
満

足
度

（
年

間
）

提
供

範
囲

内
の
事

業
所

訪
問

（
年
間

）

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

へ
の
提

案
実

現
率

以
下

回
以

上
回

以
上

急
な
依

頼
や

状
態
変
化

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
関
係

機
関
と
の
関

係
性
の
構
築

に
努

め
た
。
利
用
者
様
の
状

態
変
化
に
合

わ
せ
て
、
施

設
入

所
や

、
小

規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

の
利
用

調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
在
宅

生
活
を
継

続
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
積
極
的

に
行
え
た
。

本
人

・
ご
家

族
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所

と
密

に
情
報
共
有
す
る
こ
と
と
、
丁

寧
な
関
わ
り
を
行

う
こ
と
で
、
高
い
満
足
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
人

・
ご
家

族
の
ご
要
望
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
か
ら
の
情
報
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
高

い
満
足
度

を

確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ー

ビ
ス
事

業
所
を
訪
問
し
、
そ
の
事

業
所

が
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
本
人

・
ご
家
族
に
も
情
報
提

供
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

付
有

料
老

人
ホ
ー
ム
や
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
事

業
所
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
治

医
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
血
圧

測
定

の
一

覧
表
を
事
業
所
か
ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本

人
の
体
調

観
察
が
密

に

行
え
る
よ
う
、
努

め
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

地
域
の
動
向

の
情
報
収
集
と
法
人
内

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
共
有

★
効
率
的
な
プ
ラ
ン
作
成

に
よ
る
職

員

の
負
担
軽
減

★
地
域
住
民
に
向
け
た
介
護

予
防

教
室
の
開
催

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
の
的

確
な

対
応

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
へ

の
出

席
に

合
わ
せ

た
情

報
提

供
数

（
年

間
）

研
修

先
へ

の
改

善
提

案
数

（
年

間
）

業
務

改
善

実
施

率
（
年

間
）

地
区

開
催

の
認

知
症

カ
フ
ェ
参

加

回
数

（
年

間
）

介
護

予
防

教
室

で
の
講

義
開

催

回
数

内
部

ケ
ア
監

査
・
行

政
監

査
に
よ
る

改
善

件
数

件
数

回
数

入
院

時
情

報
連

携
加

算
算

定
率

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

回
以

上

回
以

上

件

件

件 回 回 件

地
域

に
て
開

催
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
や

動
向
を
集
め
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
人

内
会

議
の
場

に
お

い
て
も
、
他
者
か
ら
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
換

研
修

は
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
内
ケ
ア
マ
ネ
会
議

に
お
い
て
、
各

事
業
所
の
工
夫
し
て
い
る
点
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と

が
で
き
た
。

研
修

先
で
学

ん
だ
こ
と
を
自
事
業
所

内
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
井

川
区

主
催

の
認
知
症

カ
フ
ェ
に
参
加
し
、
介
護
保
険
事
業
所
と
し
て
関

わ
る
こ
と
の
で
き
る
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
当
法

人

ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

グ
レ
イ
ス
フ
ル
で
脳
し
ゃ
っ
き
り
コ
ー
ス
の
介
護

予
防
教
室
を
開
催
し
た
が
、
他
者

が
担
当
と
な
り
、
講
義

を
担
当
す
る
機
会

は
な
か
っ
た
。

制
度

改
定

に
関

す
る
事
項
な
ど
、
よ
く
確
認

し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
や
り
が
い
を
伝
え
、

ケ
ア
マ
ネ
を
目
指
す
者

の
創
出

主
任
ケ
ア
マ
ネ
取
得

に
向
け
た
知

識

の
向
上

★
利
用
者
様
体
験

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
向
上

ケ
ア
マ
ネ
体

験
コ
ー

ス
受

入
人

数

外
部

研
修

参
加

回
数

利
用

者
体

験
回

数
（
年

間
）

名
以

上

回
以

上

回
以

上

名

回

回

エ
リ
ア
内

で
体

験
コ
ー

ス
の
開
催

が
行
え
た
が
、
地
域
内
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
為
、
体
験
コ
ー

ス
の
受
入
れ
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

今
後

も
、
エ
リ
ア
内
担
当
者
と
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
確
認
し
合
う
と
と
も
に
、
介
護
の
実
務
経
験

が
長
い
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務

の
内

容
や

や
り
が
い
を
伝
え
、
ケ
ア
マ
ネ
を
目

指
す
ス
タ
ッ
フ
を
増
や

せ
る
よ
う
に
す
る
。

市
町

村
の
ケ
ア
マ
ネ
研
修
や
連
絡

会
に
参
加

し
、
地
域
に
根
付

い
た
情
報

の
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
へ

訪
問

し
た
際
に
、
相
談

員
か
ら
普

段
の
様
子
を
お

聞
き
す
る
他
、
受

け
持
ち
利
用
者
様

と
一
緒
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
体
験

す
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
総
合
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
。

．
元
気
高
齢
者
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
創
出
と
確
保
。

．
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
町
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
に
よ
る
収
入

の
向
上

軽
微
な
も
の
を
含

め
る
車
両
事

故
を

無
く
す
こ
と
に
よ
る
支
出

の
減
少

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

通
所

サ
ー

ビ
ス

平
均

利
用

者
数

（
年

間
平

均
）

通
所

介
護

平
均

利
用

人
数

（
年

間
平

均
）

車
両

事
故

件
数

（
年

間
）

以
上

名

名

件

名

名

件

 
新

規
利

用
者

様
を
前
年
と
同
様

に
多
く
獲
得
が
出

来
、
目
標
値
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
紹
介

が
あ
っ
た
際
に
、
定

員
に
達
し
て
い
て
も
曜

日
調

整
等

を
図

る
こ
と
が
で
き
、
新
規
を
断
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
目

標
値

を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
度
当
初
と
年

度
末

を
比
べ
る
と
平
均

利
用
人
数

が
１
名
増
加
し
た
。
総

合
事
業
の
新
規

利
用
者
様

の
紹
介
は

い
た
だ
い
て
い
た
が
、
利
用
休
止

や
更
新
に
て
要

介
護
の
認
定

が
お
り
た
こ
と
が
大
き
な
増
加

が
な
か
っ
た
要
因
で
あ
っ
た
。

 
目

標
値

を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
例
年

に
比
べ
入
院
者
が
多
く
発
生
し
た
こ
と
が
要

因
と
な
り
、
年
間
新
規
利
用
者

様
名
紹
介

い
た
だ

い
た
も
の
の
登
録
人
数

は
微
増
と
な
っ
た
。

大
き
な
事

故
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
些
細

な
注
意

欠
如
か
ら
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
発
生
し
た
事
故
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
、
定
例

会
議
に
て

共
有

し
再

発
防
止

に
努
め
て
い
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
マ
ナ
ー
・
質

の

高
い
環
境

の
提
供

自
宅
で
体
験
で
き
な
い
質

の
高

い
イ

ベ
ン
ト
の
実
施

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
提
供
に
よ
る
社
会

参
加
の
促
進

★
中
・
重
度
の
方
で
も
楽
し
め
る
リ
ハ
ビ
リ

の
提
供

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の
割

合

イ
ベ

ン
ト
の
追

加
参

加
人

数
（
年

間
）

バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
評

価
点

の

維
持

・
改

善
者

率
（
年

間
）

要
介

護
度

３
以

上
の
方

の
グ
ル
ー

プ

リ
ハ
ビ
リ
、
集

団
体

操
の
参

加
率

（
年

間
）

名
以

上

以
上

名

 
主

に
職

員
の
対

応
に
つ

い
て
大
変
満
足

と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
し
か
し
、
大
変

満
足
よ
り
も
満
足

し
て
い
る
と
い
う
項
目

に
多
く
の
方

が
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
為

、
そ
れ
を
含
め
る
と

は
満
足
い
た
だ
け
て
い
た
。

 
目

標
値

を
大

幅
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
１
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
蔓
延
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
た
こ
と
や
、
参
加
希
望

の
多

い
利
用

者
様

の
利

用
休

止
等
が
重
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

 
概

ね
維

持
・
改

善
さ
れ
て
い
た
が
、
転

倒
や
病
気

の
発
症
等
で

が
維
持
で
き
な
か
っ
た
方

が
い
た
こ
と
か
ら
目
標
値
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
改

善
さ
れ
た
方
は

の
う
ち
の

で
あ
っ
た
。

 
座

っ
て
行

え
る
集

団
リ
ハ
ビ
リ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
は
目
標

を
達
成
で
き
た
。
マ
ン
ネ
リ
化

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
対
応
を
随
時

行
え
て
お

り
、

月
よ
り
新

た
な
集
団

リ
ハ
ビ
リ
に
変
更
予
定
で
あ
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

効
率
的
な
総
合
事
業

の
実
施

★
中
・
重
度
の
方

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

★
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
維

持

総
合

事
業

登
録

者
数

（
年

間
平

均
）

ケ
ア
プ
ラ
ン
へ

の
提

案
数

離
職

率
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

名

件
人

以
上

名

１
件

 
新

規
利

用
者

様
の
紹
介
を

月
ま
で
で

名
い
た
だ
く
も
、
利
用
休
止
や
要

介
護
へ
の
更

新
が
大
き
な
要
因
と
な
り
目
標
を
下
回
っ
た
。
年
度
当
初

が
登

録
者

名
で
あ
っ
た
が
、
年
度

末
は

名
と
増
加
傾
向
に
は
あ
っ
た
。

 
１
件

の
み

で
あ
っ
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員

と
自
宅
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

同
席
の
元

訪
問
し
、
自
宅
で
の
環

境
設
定
や
動
作
の
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き

た
。

持
病

の
悪

化
に
よ
り
退
職

と
な
っ
た
職
員

が
発
生
し
た
が
、
当
該
職

員
か
ら
の
紹
介
者

の
入
職
も
あ
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
勤
続
年

数
が
長
い
職
員
が
多

い
こ
と
か
ら
有
給
休
暇
や

特
別
休
暇
の
取
得
数
も
多
く
、
消
化
数

は
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保
と

育
成
戦
略

円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強
化

に
よ
り
職
員
の
心
身
の
健

全
と
意
欲

の
向
上
を
図
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た
事
業

活
動
の
実
施

★
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
事

業
運
営

に
よ
り
地
域
住
民

の
新
た
な
雇
用

を

生
み
出
す

★
介
護
に
お

け
る
基
本
技
術
・
知
識
を

身
に
付
け
、
不

適
切
な
ケ
ア
を
防
止

す
る

職
員

満
足

度
調

査
結

果
「
満

足
」

の
割

合

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の
実

施
回

数
（
年

間
）

地
域

住
民

の
雇

用
人

数
（
年

間
）

「
あ
れ
？

」
と
思

う
ケ
ア
の
業

務
改

善

件
数

（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

件
以

上

回 名

件

看
護

職
員

が
介
護

や
リ
ハ
ビ
リ
を
担

い
、
介

護
職
員
も
看
護
職
員

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
職
種
を
越
え
た
連
携
が
と
れ
て
い
た
。

職
員

満
足

度
調

査
に
お
い
て
も
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
の
記
載
が
多

数
見
ら
れ
た
。

相
談

員
会

議
、
通
所
リ
ー

ダ
ー
会
議
で
の
情

報
も
共
有
し
、
法
令
遵
守

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

か
ら
の
紹
介
や
、
口
コ
ミ
に
よ
り
採
用
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
よ
り
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
運
営

の
た
め
に
発
信
力

の
向
上
が

必
要

で
あ
り
、
回

覧
板
や
地
域
の
新

聞
を
有
効
活

用
し
て
い
く
。

申
し
送

り
に
て
対

応
方
法
を
検
討
し
、
統
一

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
よ
り
良
い
温
か
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

．
利
用
者
様
の
活
躍
の
機
会
を
創
出
す
る
。

．
健
康
的
に
長
く
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
稼
働
率
の
安
定
を
図
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
稼
働
に
よ
る
収
入

の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

次
期

入
居

候
補

者
数

（
月

間
平

均
）

 

名
以

上
名

利
用

者
様

の
風

邪
症
状
や
肺

炎
に
よ
る
体
調

不
良
が

月
か
ら

月
ま
で
発
生
し
稼
動
が
不
安

定
だ
っ
た
が
、

月
よ
り
満
床
を
維

持
す
る
こ
と
が

出
来

た
。

月
ま
で

～
名
だ
っ
た
次
期
入
居
候
補
者

を
月
よ
り

名
以
上
維
持

し
、
急
遽
の
退
居

に
備
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
の
で
き
る
こ
と
を
奪
わ
な
い

こ
と
に
よ
る
身
体
機

能
及
び
認
知
症

の
状
態
維
持
と
改

善
を
図
り
、
地
域
で

活
動
で
き
る
場
面
が
増
え
る

利
用
者
様
の
心

身
と
も
に
健
康

的
な

生
活
を
実
現
す
る

介
護

度
の
維

持
、
改

善
者

数
（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
件

数
（
年

間
）

満
足

度
調

査
（
活

動
面

）

体
調

不
良

に
よ
る
退

居
者

数
（
年

間
）

名

件

名

名
中

名

件

名

入
退

居
者

を
除

き
、
年
間
通
し
て
入
居
さ
れ
て
い
た

名
の
利
用
者
様

の
内
１
名
が
、
認
知
症

の
進
行
に
よ
り
、
要
介
護

か
ら
要
介
護

に
変
更
と

な
っ
た
。

月
の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
交
代

に
よ
る
伝
達
不
足
も
あ
り
、

月
ま
で

件
だ
っ
た
為
、
目

標
値
に
及
ば
な
か
っ
た
。

月
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム

会
議

に
て
つ

ぶ
や

き
担
当

を
設
定
し
・
入
力
場
所
・
各
職
員
の
つ
ぶ
や
き
件
数
を
会
議

に
て
報
告

す
る
事
に
つ
い
て
周

知
を
行
っ
た
。

返
答

い
た
だ
い
た

名
中
、
無
記
入

の
方

名
を
除
き
、
満
足
と
の
返
答
を
い
た
だ
い
た
。

月
に
胆

の
う
炎
で

名
、

・
月

に
風
邪
症

状
の
利
用
者
様

が
計

名
発
生
・
入
院

し
内

名
が
長
期
入
院
と
な
り
退
居
と
な
っ
た
。
以
後
、
職
員

の

体
調

管
理

徹
底

の
周
知
、
居
室

の
温
・
湿
度
管
理

、
暖
房
と
加
湿
器
の
適
正
利
用
を
実
施
し
、
冬
季
期

間
は
体
調
不
良

や
入
院
は
発

生
し
な
か
っ

た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
家

族
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充

実
に
よ
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
質

の
向
上

業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
職
員
の
負

担
を
軽
減
す
る

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の
割

合

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
関

す
る
調

査
）

家
族

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
率

（
年

間
）

業
務

改
善

件
数

（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

件 以
上

件

満
足

度
調

査
に
返

答
い
た
だ
い
た

名
中
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容

は
利
用
者
様

の
ご
希
望

に
沿
っ
た
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
す
か
？

」
の
質
問

に
、

「
わ
か
り
や

す
い
」
と
返
答

い
た
だ
い
た
方
が

名
だ
っ
た
。

今
年

度
月

の
時

点
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
が
期
限
ど
お
り
作
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
為
、
ま
た
、

月
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
交
代
、

月
の
計
画

作

成
担

当
者

の
交

代
も
あ
り
、
家
族

カ
ン
フ
ァ
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
平
成

年
１
月
よ
り
プ
ラ
ン
の
遅
延

は
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
作
成
し
た
管

理
表

を
も
と
に
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
計

画
作
成

担
当
者
が
連
携
し
て
実

施
し
て
い
く
。

月
よ
り
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
会
議
の
定

例
議

題
と
し
て
業
務
効
率
化
を
あ
げ
て
検

討
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

職
員

名
急

遽
の
退
職
が
あ
り
、
勤
務
調

整
や
新
規
職
員
教
育
等

の
為
目
標
値

に
及
ば
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強
化

に
よ
り
職
員
の
心
身
の
健

全
と
意
欲

の
向
上
を
図
る

専
門
性
の
高

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
習
得

★
介
護
に
お

け
る
基
本
技
術
・
知
識

を
身
に
つ

け
、
不
適
切
な
ケ
ア
を
防

止
す
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た
事
業

活
動
の
実
施

職
員

満
足

度
調

査
の
結

果
「
満

足
」

の
割

合

介
護

支
援

専
門

員
資

格
の
取

得
者

数 認
知

症
介

護
実

践
者

研
修

の
修

了

者
数

「
あ
れ
？

」
と
思

う
ケ
ア
の

業
務

改
善

件
数

（
年

間
）

利
用

者
体

験
実

施
回

数
年

間

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の
実

施
回

数

（
年

間
）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

名
以

上

名
以

上

件

全
職

員

回
以

上

回
以

上

回
以

上

名 名

件

名

回

回

職
員

間
の
業

務
優
先
順
位
や

価
値
観
の
ず

れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
、
会
議

に
て
す
り
合
わ
せ

を
行
う
こ
と
を
定
例
と

し
、
意

見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

資
格

者
の
異
動

と
休

職
が
あ
り
目
標
値

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

計
画

作
成

担
当

者
に
て

名
実
施
し
た
。

月
よ
り
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
会
議
の
中
で
介

助
困
難
利
用
者
様

の
ケ
ー
ス
を
検
討
す
る
議
題

を
作
り
、

回
の
会
議
で

～
件
は
事
例
が
挙

が
っ
て

い
る
。

お
む

つ
試

着
を
実
施
し
た
が
、
羞
恥
心
か
ら
女
性
職
員
の
未
実

施
が

名
い
た
。
今
後

は
入
浴

体
験
や

日
の
日
課
体
験
も
実
施

を
検
討
す
る
。

毎
月

の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
議

に
て
精

査
す
る
機
会
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
会
議
に
て
情
報
伝
達
し
て
い
る
。

外
部

研
修

受
講

職
員
に
よ
る
資
料
回
覧
と
、
職
員
対
応
の
苦
情

事
例
か
ら
勉
強
会
を
行

っ
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
総
合
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
。

．
元
気
高
齢
者
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
創
出
と
確
保
。

．
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
町
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
向
上
に
よ
る
収
入

の
向
上

軽
微
な
も
の
を
含

め
る
車
両
事

故
を

無
く
す
こ
と
に
よ
る
支
出

の
減
少

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

通
所

サ
ー

ビ
ス

平
均

利
用

者
数

（
年

間
平

均
）

通
所

介
護

平
均

利
用

人
数

（
年

間
平

均
）

車
両

事
故

件
数

（
年

間
）

以
上

名

名

件

名

名

件

 
新

規
利

用
者

様
を
前
年
と
同
様

に
多
く
獲
得
が
出

来
、
目
標
値
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
紹
介

が
あ
っ
た
際
に
、
定

員
に
達
し
て
い
て
も
曜

日
調

整
等

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
新
規
を
断
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
目

標
値

を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
度
当
初
と
年

度
末

を
比
べ
る
と
平
均

利
用
人
数

が
１
名
増
加
し
た
。
総

合
事
業
の
新
規

利
用
者
様

の
紹
介
は

い
た
だ
い
て
い
た
が
、
利
用
休
止

や
更
新
に
て
要

介
護
の
認
定

が
お
り
た
こ
と
が
大
き
な
増
加

が
な
か
っ
た
要
因
で
あ
っ
た
。

 
目

標
値

を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
例
年

に
比
べ
入
院
者
が
多
く
発
生
し
た
こ
と
が
要

因
と
な
り
、
年
間
新
規
利
用
者

様
名
紹
介

い
た
だ

い
た
も
の
の
登

録
人
数

は
微
増
と
な
っ
た
。

大
き
な
事

故
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
些
細

な
注
意

欠
如

か
ら
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
発
生
し
た
事
故
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
、
定
例

会
議
に
て

共
有

し
再

発
防
止

に
努
め
て
い
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ホ
テ
ル
並
み
の
接
遇
マ
ナ
ー
・
質

の

高
い
環
境

の
提
供

自
宅
で
体
験
で
き
な
い
質

の
高

い
イ

ベ
ン
ト
の
実
施

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
提
供
に
よ
る
社
会

参
加
の
促
進

★
中
・
重
度
の
方
で
も
楽
し
め
る
リ
ハ
ビ
リ

の
提
供

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の
割

合

イ
ベ

ン
ト
の
追

加
参

加
人

数
（
年

間
）

バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
評

価
点

の

維
持

・
改

善
者

率
（
年

間
）

要
介

護
度

３
以

上
の
方

の
グ
ル
ー

プ

リ
ハ
ビ
リ
、
集

団
体

操
の
参

加
率

（
年

間
）

名
以

上

以
上

名

 
主

に
職

員
の
対

応
に
つ

い
て
大
変
満
足

と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
し
か
し
、
大
変

満
足
よ
り
も
満
足

し
て
い
る
と
い
う
項
目

に
多
く
の
方

が
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
為

、
そ
れ
を
含
め
る
と

は
満
足
い
た
だ
け
て
い
た
。

 
目

標
値

を
大

幅
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
１
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
蔓
延
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
た
こ
と
や
、
参
加
希
望

の
多

い
利
用

者
様

の
利

用
休

止
等
が
重
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

 
概

ね
維

持
・
改

善
さ
れ
て
い
た
が
、
転

倒
や
病
気

の
発
症
等
で

が
維
持
で
き
な
か
っ
た
方

が
い
た
こ
と
か
ら
目
標
値
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
改

善
さ
れ
た
方
は

の
う
ち
の

で
あ
っ
た
。

 
座

っ
て
行

え
る
集

団
リ
ハ
ビ
リ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
は
目
標

を
達
成
で
き
た
。
マ
ン
ネ
リ
化

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
対
応
を
随
時

行
え
て
お

り
、

月
よ
り
新

た
な
集
団

リ
ハ
ビ
リ
に
変
更
予
定
で
あ
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

効
率
的
な
総
合
事
業

の
実
施

★
中
・
重
度
の
方

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

★
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
維

持

総
合

事
業

登
録

者
数

（
年

間
平

均
）

ケ
ア
プ
ラ
ン
へ

の
提

案
数

離
職

率
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

名

件
人

以
上

名

１
件

 
新
規

利
用
者

様
の
紹
介
を

月
ま
で
で

名
い
た
だ
く
も
、
利
用
休
止
や
要

介
護
へ
の
更

新
が
大
き
な
要
因
と
な
り
目
標
を
下
回
っ
た
。
年
度
当
初

が
登

録
者

名
で
あ
っ
た
が
、
年
度

末
は

名
と
増
加
傾
向
に
は
あ
っ
た
。

 
１
件

の
み

で
あ
っ
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員

と
自
宅
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

同
席
の
元

訪
問
し
、
自
宅
で
の
環

境
設
定
や
動
作
の
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き

た
。

持
病

の
悪

化
に
よ
り
退
職

と
な
っ
た
職
員

が
発
生
し
た
が
、
当
該
職

員
か
ら
の
紹
介
者

の
入
職
も
あ
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
勤
続
年

数
が
長
い
職
員
が
多

い
こ
と
か
ら
有
給
休
暇
や

特
別
休
暇
の
取
得
数
も
多
く
、
消
化
数

は
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保
と

育
成
戦
略

円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強
化

に
よ
り
職
員
の
心
身
の
健

全
と
意
欲

の
向
上
を
図
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た
事
業

活
動
の
実
施

★
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
事

業
運
営

に
よ
り
地
域
住
民

の
新
た
な
雇
用

を

生
み
出
す

★
介
護
に
お

け
る
基
本
技
術
・
知
識
を

身
に
付
け
、
不

適
切
な
ケ
ア
を
防
止

す
る

職
員

満
足

度
調

査
結

果
「
満

足
」

の
割

合

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の
実

施
回

数
（
年

間
）

地
域

住
民

の
雇

用
人

数
（
年

間
）

「
あ
れ
？

」
と
思

う
ケ
ア
の
業

務
改

善

件
数

（
年

間
）

回
以

上

名
以

上

件
以

上

回 名

件

看
護

職
員

が
介
護

や
リ
ハ
ビ
リ
を
担

い
、
介

護
職
員
も
看
護
職
員

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
職
種
を
越
え
た
連
携
が
と
れ
て
い
た
。

職
員

満
足

度
調
査

に
お
い
て
も
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
の
記
載
が
多

数
見
ら
れ
た
。

相
談

員
会

議
、
通
所
リ
ー

ダ
ー
会
議
で
の
情

報
も
共
有
し
、
法
令
遵
守

に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

か
ら
の
紹
介
や
、
口
コ
ミ
に
よ
り
採
用
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
よ
り
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
運
営

の
た
め
に
発
信
力

の
向
上
が

必
要

で
あ
り
、
回

覧
板
や
地
域
の
新

聞
を
有
効
活

用
し
て
い
く
。

申
し
送

り
に
て
対

応
方
法
を
検
討
し
、
統
一

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
よ
り
良
い
温
か
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

．
利
用
者
様
の
活
躍
の
機
会
を
創
出
す
る
。

．
健
康
的
に
長
く
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
稼
働
率
の
安
定
を
図
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

安
定
し
た
稼
働
に
よ
る
収
入

の
確
保

平
均

稼
働

率
（
年

間
）

次
期

入
居

候
補

者
数

（
月

間
平

均
）

 

名
以

上
名

利
用

者
様

の
風

邪
症
状
や
肺

炎
に
よ
る
体
調

不
良
が

月
か
ら

月
ま
で
発
生
し
稼
動
が
不
安

定
だ
っ
た
が
、

月
よ
り
満
床
を
維

持
す
る
こ
と
が

出
来

た
。

月
ま
で

～
名
だ
っ
た
次
期
入
居
候
補
者

を
月
よ
り

名
以
上
維
持
し
、
急
遽
の
退
居

に
備
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
の
で
き
る
こ
と
を
奪
わ
な
い

こ
と
に
よ
る
身
体
機

能
及
び
認
知
症

の
状
態
維
持
と
改

善
を
図
り
、
地
域
で

活
動
で
き
る
場
面
が
増
え
る

利
用
者
様
の
心

身
と
も
に
健
康

的
な

生
活
を
実
現
す
る

介
護

度
の
維

持
、
改

善
者

数
（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
件

数
（
年

間
）

満
足

度
調

査
（
活

動
面

）

体
調

不
良

に
よ
る
退

居
者

数
（
年

間
）

名

件

名

名
中

名

件

名

入
退

居
者

を
除

き
、
年
間
通
し
て
入
居
さ
れ
て
い
た

名
の
利
用
者
様

の
内
１
名
が
、
認
知
症

の
進
行
に
よ
り
、
要
介
護

か
ら
要
介
護

に
変
更
と

な
っ
た
。

月
の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
交
代

に
よ
る
伝
達
不
足
も
あ
り
、

月
ま
で

件
だ
っ
た
為
、
目

標
値
に
及
ば
な
か
っ
た
。

月
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム

会
議

に
て
つ

ぶ
や

き
担
当

を
設
定
し
・
入
力
場
所
・
各
職
員
の
つ
ぶ
や
き
件
数
を
会
議

に
て
報
告

す
る
事
に
つ
い
て
周

知
を
行
っ
た
。

返
答

い
た
だ
い
た

名
中
、
無
記
入

の
方

名
を
除
き
、
満
足
と
の
返
答
を
い
た
だ
い
た
。

月
に
胆

の
う
炎

で
名
、

・
月

に
風
邪
症

状
の
利
用
者
様

が
計

名
発
生
・
入
院
し
内

名
が
長
期
入
院
と
な
り
退
居
と
な
っ
た
。
以
後
、
職
員

の

体
調

管
理

徹
底

の
周
知
、
居
室

の
温
・
湿
度
管
理

、
暖
房
と
加
湿
器
の
適
正
利
用
を
実
施
し
、
冬
季
期

間
は
体
調
不
良

や
入
院
は
発

生
し
な
か
っ

た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
家

族
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充

実
に
よ
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
質

の
向
上

業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
職
員
の
負

担
を
軽
減
す
る

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の
割

合

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
関

す
る
調

査
）

家
族

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
率

（
年

間
）

業
務

改
善

件
数

（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

件 以
上

件

満
足

度
調

査
に
返
答
い
た
だ
い
た

名
中
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容

は
利
用
者
様

の
ご
希
望

に
沿
っ
た
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
す
か
？

」
の
質
問

に
、

「
わ
か
り
や

す
い
」
と
返
答

い
た
だ
い
た
方
が

名
だ
っ
た
。

今
年

度
月

の
時

点
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
が
期
限
ど
お
り
作
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
為
、
ま
た
、

月
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
交
代
、

月
の
計
画

作

成
担

当
者

の
交

代
も
あ
り
、
家
族

カ
ン
フ
ァ
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
平
成

年
１
月
よ
り
プ
ラ
ン
の
遅
延

は
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
作
成
し
た
管

理
表

を
も
と
に
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
計

画
作
成

担
当
者
が
連
携
し
て
実

施
し
て
い
く
。

月
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
会
議
の
定

例
議

題
と
し
て
業
務
効
率
化
を
あ
げ
て
検

討
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

職
員

名
急

遽
の
退
職
が
あ
り
、
勤
務
調

整
や
新
規
職
員
教
育
等

の
為
目
標
値

に
及
ば
な
か
っ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強
化

に
よ
り
職
員
の
心
身
の
健

全
と
意
欲

の
向
上
を
図
る

専
門
性
の
高

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
習
得

★
介
護
に
お

け
る
基
本
技
術
・
知
識

を
身
に
つ

け
、
不
適
切
な
ケ
ア
を
防

止
す
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た
事
業

活
動
の
実
施

職
員

満
足

度
調

査
の
結

果
「
満

足
」

の
割

合

介
護

支
援

専
門

員
資

格
の
取

得
者

数 認
知

症
介

護
実

践
者

研
修

の
修

了

者
数

「
あ
れ
？

」
と
思

う
ケ
ア
の

業
務

改
善

件
数

（
年

間
）

利
用

者
体

験
実

施
回

数
年

間

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の
実

施
回

数

（
年

間
）

勉
強

会
開

催
回

数
（
年

間
）

名
以

上

名
以

上

件

全
職

員

回
以

上

回
以

上

回
以

上

名 名

件

名

回

回

職
員

間
の
業

務
優
先
順
位
や

価
値
観
の
ず

れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
、
会
議

に
て
す
り
合
わ
せ

を
行
う
こ
と
を
定
例
と

し
、
意

見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

資
格

者
の
異
動

と
休

職
が
あ
り
目
標
値

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

計
画

作
成

担
当

者
に
て

名
実
施
し
た
。

月
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
会
議
の
中
で
介

助
困
難
利
用
者
様

の
ケ
ー
ス
を
検
討
す
る
議
題

を
作
り
、

回
の
会
議
で

～
件
は
事
例
が
挙

が
っ
て

い
る
。

お
む

つ
試

着
を
実
施
し
た
が
、
羞
恥
心
か
ら
女
性
職
員
の
未
実

施
が

名
い
た
。
今
後

は
入
浴

体
験
や

日
の
日
課
体
験
も
実
施

を
検
討
す
る
。

毎
月

の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
議

に
て
精

査
す
る
機
会
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
会
議
に
て
情
報
伝
達
し
て
い
る
。

外
部

研
修

受
講

職
員
に
よ
る
資
料
回
覧
と
、
職
員
対
応
の
苦
情

事
例
か
ら
勉
強
会
を
行

っ
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
事
業
所
内
外
と
の
連
携
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上
。

．
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
町
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る

安
定
し
た
運
営

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数

（
年

間
平

均
）

事
例

発
表

件
数

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件
以

上

件

件 件

 
中

断
し
て
い
た
新
規

の
受

け
入
れ
を
再
開
し
、
地
域

包
括
や
病
院
へ
こ
ま
め
に
訪
問
を
し
た
こ
と
で
、
後

期
に
な
り
件
数
は
伸
び
て
き
た
が
、
目
標
の

件
数

ま
で
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
下
半
期

は
月

平
均

件
以
上
の
新
規
紹
介
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

 
町

の
地

域
ケ
ア
会
議

等
で
発
表
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
困

難
ケ
ー
ス
等
に
つ

い
て
は
個
別
で
地
域
包

括
へ

の
相

談
や

、
エ
リ
ア
内
で
の
検
討

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
入

院
の
連

絡
を
受
け
た
時

点
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
病

院
へ
情
報
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

質
の
高
い
接
遇
に
よ
る
利
用
者
様

の

満
足
度
の
維
持
・
向
上

利
用
者
様
の
つ

ぶ
や
き
が

サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
れ
る

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

（
接

遇
）

つ
ぶ

や
き
収

集
数

（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

現
数

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件

件

前
期

、
後

期
と
も
に
接
遇
面
に
お
い
て
、
利

用
者
様
や
ご
家
族
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
を
頂

け
て
い
る
。
今
後
も
現
状
維

持
で
き
る
よ
う
日
々

の
業

務
を
行

っ
て
い
く
。

訪
問

時
に
聞

か
れ
た
事
業
所

へ
の
要
望

等
を
そ
の
都
度
、
事
業

所
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
へ

伝
え
た
つ
ぶ
や
き
に
対
し
て
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
事
業

所
へ
確

認
し
、
利
用
者

様
に
も
確
認
し
た
。
ま
た
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
も
そ
の
旨

を
記
載
し
、
サ
ー

ビ
ス
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

多
職
種
共
同
に
よ
る
専
門
性

の

高
い
プ
ラ
ン
作

成

行
政
へ
の
情
報

提
供
に
よ
る

業
務
改
善
の
実
施

★
職
員
定
着
に
よ
る
安
定
し
た

事
業
運
営
の
継
続

プ
ラ
ン
作

成
過

程
の

改
善

提
案

件
数

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

地
域

包
括

へ
の
訪

問
回

数
（
年

間
）

退
職

率
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

件 回
以

上

以
上

件 回

プ
ラ
ン
作

成
過

程
に
お

い
て
改
善
す
べ
き
点

が
な
か
っ
た
た
め
、
提
案
件
数
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
の
不
明
点
等

は

エ
リ
ア
内

で
確

認
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

は
達

成
し
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
訪
問

時
に
直
接
ご
本
人
・
ご
家

族
に
お
渡

し
し
、
そ
の
場

で
記
載
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
昨

年
の

よ
り
大

幅
に
回
収
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

週
で

～
回

訪
問
す
る
こ
と
を
意
識
づ

け
、
訪
問
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

退
職

者
な
く
、
安
定
し
た
運
営

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

に
支

障
な
く
、
有

給
休
暇
を
計

画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

事
業
所
を
超
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
連

携
強
化
に
よ
り
職

員
の
心
身

の
健
全

と
意
欲
の
向
上

を
図
る

ケ
ア
マ
ネ
―
ジ
ャ
ー
と
し
て
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
性

を
高

め
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た

事
業
活
動
の
実
施

ケ
ア
マ
ネ
取
得
者
を
獲

得
し
、
安

定
し
た
事
業
運
営
を
展
開
す
る

職
員

満
足

度

研
修

参
加

回
数

（
年

間
）

交
換

研
修

開
催

回
数

（
年

間
）

居
宅

ケ
ア
マ
ネ
会

議
参

加
率

（
年

間
）

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の

実
施

回
数

（
年

間
）

施
設

内
職

員
の
新

規
ケ
ア
マ
ネ

資
格

取
得

者
数

（
年

間
）

回
以

上

回
以

上

回
以

上

名
以

上

回

回

回

名

事
業

所
で
連

携
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
連

絡
会

や
、
研
修
に
参

加
す
る
こ
と
で
意
識
的
に
専
門

性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

の
ケ
ア
マ
ネ
の
入

れ
替

り
も
あ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
来
年

度
の
事
業
計
画

で
研

修
を
予
定
し
て
い

る
。

毎
回

の
会

議
に
て
、

名
の
ケ
ア
マ
ネ
の
う
ち
ど
ち
ら
か

名
は
必
ず
参
加
す
る
こ
と
で
情
報

を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

居
宅

の
会

議
、
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
で
制
度
面

等
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
確
認
し
水
平
展
開

し
、
事

業
所
内
で
も
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

者
が

名
い
た
が
、
い
ず

れ
も
不
合
格

と
な
り
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
特
定
施
設
）

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
、
ご
家
族
か
ら
、
「
こ
こ
は
安
心
」
と
思
っ
て
頂
け
る
体
制
つ
く
り
。
（
温
か
な
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
事
故
予
防
）
。
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ

ー
）
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
広
報
し
、
安
定
稼
働
を
目
指
す
。
（
待
機
者
確
保
・
稼
働
率
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成
に
よ
る
目
標
収

入 支
出
管
理
の
徹

底

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

入
居

可
能

な
方

の
確

保
者

数
月

取
材

依
頼

（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
前

年
度

比
）
（
年

）

以
上

名
以

上

回
以

上

万
円

以

上

名
以

上

回

万
円

行
政

、
居

宅
介

護
支

援
事
業
所
、
医
療

機
関

、
介
護
予
防
事
業
に
て
広

報
活
動
を
行

い
、
安
定

稼
働
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
内

の
相

談
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
情
報

交
換

を
行

い
、
入

退
居

管
理

を
行

う
こ
と
や

待
機
者

確
保

が
で
き
た
。
ま
た
併

設
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の
住
み
替
え
も
増
え
た
。

イ
ベ

ン
ト
の
際

に
取

材
依
頼
を
行

い
、
広
報

活
動
を
行
っ
た
。

使
用

方
法

及
び

発
注

方
法

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
を
行

い
、
支
出

の
削
減

を
意

識
し
な
が
ら
、
購
入

見
直
し
が
で
き
た
。
（
消

耗
品
：
マ
ス
コ
ー

ル
、

浴
室

用
洗

剤
）

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
で
安
心

し
た
生
活

の
確
保

元
気
で
安
定
し
た
生
活

の
維
持

自
立

度
の
向

上
を
目

指
し
、
お

む
つ

外
し
に
よ
り
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少

温
か
な
接
遇

、
質
の
高
い
環
境

の
中

で
の
生
活

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
臭

気

に
つ

い
て
・
職

員
対

応
に
つ

い
て
）

入
院

者
数

（
年

）

オ
ム
ツ
使

用
者

人
数

（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
更

新
継

続

つ
ぶ

や
き
検

討
実

施
件

数
（
年

）

名
以

下

名

継
続 件

以
上

名

名

継
続 件

臭
気

に
つ

い
て
は
昨

年
度
か
ら
改
善
さ
れ
て
い
た
が
、
接
遇

面
で
は
「
忙

し
い
そ
う
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
接
遇
の
改
善

が
必
須

で
あ
る
た
め
、

来
年

度
も
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

入
院

の
理

由
と
し
て
は
肺

炎
、
尿

路
感
染
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
で
あ
っ
た
。
状
態

に
変

化
が
見

ら
れ
た
際
は
看
護
職

や
リ
ー

ダ
ー

が
中
心
と
な
り
ケ

ア
の
方

法
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

お
む

つ
内

で
の
排

泄
で
は
な
く
、
立

ち
上

が
り
可

能
な
方

は
ト
イ
レ
に
て
排

泄
で
き
る
よ
う
排

泄
パ
タ
ー

ン
を
デ

ー
タ
化

し
ケ
ア
の
見

直
し
を
行

う
こ
と

や
、
お

む
つ

の
種
類

等
そ
の
方

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
見
直
し
を
繰
返
し
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

認
定

が
継

続
さ
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を
意
識
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

件
数

は
目

標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎

月
の
フ
ロ
ア
会
議

に
て
必
要
な
内
容

の
検
討
を
行

な
い
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
利
用
者
様
の
思
い
を
く
み
取
り
温
か

い
接
遇
、
気
づ
き
の
情
報
共
有

を
計

る
仕
組
み
つ
く
り

★
こ
の
対
応
、
言
動
、
大
丈

夫
？
の
視

点
で
の
検
討
見
直
し
改
善

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を
起
こ
さ

な
い
仕
組
み
つ
く
り

体
調
不
良
者
の
早
期
発
見

事
故
予
防
の
推

進

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向
上

法
の
基
準
、
報
酬
改

正
に
的
確

に
対

応
す
る

満
足

度
結

果
（
年

回
）

臭
気

対
策

実
施

率
（
毎

日
）

つ
ぶ

や
き
検

討
実

施
件

数
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

苦
情

報
告

書

フ
ロ
ア
事

例
検

討
報

告
書

（
年

）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

業
務

日
誌

（
バ
イ
タ
ル
・
排

泄
）

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
（
年

）

事
故

報
告

書
（
転

倒
受

診
事

故
）

職
員

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回

毎
日 件

以
上

回
以

上

件

回
以

上

件

毎
日

件

件
以

下

回
以

上

回

毎
日 件 回

回 回 件

毎
日 件

件 回
以

上

昨
年

度
か
ら
改

善
さ
れ
た
内
容

も
あ
っ
た
が
、
接
遇
面
で
評
価
が
下

が
っ
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見

か
ら
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

臭
気

対
策

を
実

施
し
昨
年
度

よ
り
は
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
取
り
組
み
の
継
続
と
、
定
期
的
な
業
務
の
見
直
し
を
行

な
っ
て
い
く
。

毎
月

の
フ
ロ
ア
会

議
に
て
必
要
な
内
容
の
検

討
を
行

な
い
実

施
し
た
。
実
施

結
果
で
改
善
さ
れ
た
内
容
も
多

数
あ
っ
た
。

毎
月

フ
ロ
ア
会

議
を
行

な
い
、
都
度

業
務

の
見
直
し
を
行

な
っ
た
。
職

員
が
働
き
や
す

い
環
境
作

り
と
業
務

時
間

の
見

直
し
や
、
利

用
者

様
が
安
心

し

て
生

活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
検

討
・
実
施

し
た
。

入
浴

回
数

に
関

す
る
業
務
ミ
ス
が
あ
っ
た
。
同

様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
対
策
を
決

め
実
施
し
て
い
る
。

対
応

が
難

し
い
ケ
ー
ス
を
会
議
の
議
題
に
あ
げ
、
各
職
員
が
対
応

に
困
ら
な
い
よ
う
ケ
ア
の
方
法

を
共
有
し
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
職

員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
服
薬
ミ
ス
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日

の
バ
イ
タ
ル
測
定
を
行
な
う
こ
と
で
、
異

常
の
早
期
発
見
と
他
職
員
と
の
情
報
共
有
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
、
つ
ぶ
や
き
を
記
録
す
る
時
間

を
定
め
る
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
づ
け
や
対
策
の
立
案

・
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
規

で
の
入

居
後
に
受
診
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
今
後
も
新
規

入
居

者
様
の
情

報
を
共
有
し
、
リ
ス
ク
の
把

握
を
確
実

に
行
な
っ
て
い
く
。

職
員

満
足

度
調

査
の
結
果
か
ら
業
務
改

善
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

初
め
に
有

給
休
暇

取
得
計
画

を
作
成
し
、
全

職
員
が
平
等

に
取
得
で
き
る
よ
う
勤
務

に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

身
体

的
拘

束
適

正
化

委
員

会
で
の
内

容
を
全

職
員

に
周

知
で
き
る
体

制
づ

く
り
が
で
き
た
。
ま
た
、
事

業
所

の
指

定
更

新
に
つ

い
て
も
一

覧
表

を
作

成
す

る
こ
と
で
有

効
期
間
切
れ
を
防
ぎ
、
更
新
に
向

け
て
余
裕
を
持

っ
て
書
類
作
成

が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー
ダ
ー
層
の
育

成

介
護
の
質
の
向
上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
尊
厳
を
理

解
し

た
ケ
ア
の
浸
透
（
特
養
と
の
違

い
）

利
用
者
様
の
視

点
で
の
業
務

の
見

直
し
、
職
員
の
働
き
や
す

い
職
場

つ
く

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女
性

の
就
労

支
援

多
様
な
働
き
手
に
よ
る
多
様
な
働
き
方

の
工
夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
建

屋
）

（
指

導
が
な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
建

屋

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
録

（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

雇
用

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

回
以

上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名 名 回
以

上

回

回 名 名

建
屋

内
に
て
新

た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見
込

み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ

い
て
は
全
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修

は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

不
適

切
ケ
ア
防

止
や
事

故
予
防
に
関
し
て
は
全
職
員
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

フ
ロ
ア
会

議
を
行
な
い
、
課
題
に
対
し
て
の
対
策
や
情
報
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
中

で
業
務
改
善
、
箇

所
に
つ

い
て
話
し
合

い
を
行

い
、
業
務
分
担

の
見
直
し
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
、
定

年
を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希
望

を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤
や

勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 152 − − 153 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
事
業
所
内
外
と
の
連
携
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上
。

．
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
町
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る

安
定
し
た
運
営

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数

（
年

間
平

均
）

事
例

発
表

件
数

（
年

間
）

入
院

時
情

報
連

携
加

算
（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件
以

上

件

件 件

 
中

断
し
て
い
た
新
規

の
受

け
入
れ
を
再
開
し
、
地
域

包
括
や
病
院
へ
こ
ま
め
に
訪
問
を
し
た
こ
と
で
、
後

期
に
な
り
件
数
は
伸
び
て
き
た
が
、
目
標
の

件
数

ま
で
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
下
半
期

は
月

平
均

件
以
上
の
新
規
紹
介
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

 
町

の
地

域
ケ
ア
会
議

等
で
発
表
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
困

難
ケ
ー
ス
等
に
つ

い
て
は
個
別
で
地
域
包

括
へ

の
相

談
や

、
エ
リ
ア
内
で
の
検
討

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
入

院
の
連

絡
を
受
け
た
時

点
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
病

院
へ
情
報
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

質
の
高
い
接
遇
に
よ
る
利
用
者
様

の

満
足
度
の
維
持
・
向
上

利
用
者
様
の
つ

ぶ
や
き
が

サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
れ
る

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

（
接

遇
）

つ
ぶ

や
き
収

集
数

（
年

間
）

つ
ぶ

や
き
実

現
数

（
年

間
）

件
以

上

件
以

上

件

件

前
期

、
後

期
と
も
に
接
遇
面
に
お
い
て
、
利

用
者
様
や
ご
家
族
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
を
頂

け
て
い
る
。
今
後
も
現
状
維

持
で
き
る
よ
う
日
々

の
業

務
を
行

っ
て
い
く
。

訪
問

時
に
聞

か
れ
た
事
業
所

へ
の
要
望

等
を
そ
の
都
度
、
事
業

所
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
へ

伝
え
た
つ
ぶ
や
き
に
対
し
て
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
事
業

所
へ
確

認
し
、
利
用
者

様
に
も
確
認
し
た
。
ま
た
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
も
そ
の
旨

を
記
載
し
、
サ
ー

ビ
ス
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

多
職
種
共
同
に
よ
る
専
門
性

の

高
い
プ
ラ
ン
作

成

行
政
へ
の
情
報

提
供
に
よ
る

業
務
改
善
の
実
施

★
職
員
定
着
に
よ
る
安
定
し
た

事
業
運
営
の
継
続

プ
ラ
ン
作

成
過

程
の

改
善

提
案

件
数

（
年

間
）

満
足

度
調

査
回

収
率

地
域

包
括

へ
の
訪

問
回

数
（
年

間
）

退
職

率
（
年

間
）

有
給

休
暇

取
得

率
（
年

間
）

件 回
以

上

以
上

件 回

プ
ラ
ン
作

成
過

程
に
お

い
て
改
善
す
べ
き
点

が
な
か
っ
た
た
め
、
提
案
件
数
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
の
不
明
点
等

は

エ
リ
ア
内

で
確

認
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

は
達

成
し
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
訪
問

時
に
直
接
ご
本
人
・
ご
家

族
に
お
渡

し
し
、
そ
の
場

で
記
載
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
昨

年
の

よ
り
大
幅
に
回
収
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

週
で

～
回

訪
問
す
る
こ
と
を
意
識
づ

け
、
訪
問
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

退
職

者
な
く
、
安

定
し
た
運
営

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

に
支

障
な
く
、
有

給
休
暇
を
計

画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

事
業
所
を
超
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
連

携
強
化
に
よ
り
職

員
の
心
身

の
健
全

と
意
欲
の
向
上

を
図
る

ケ
ア
マ
ネ
―
ジ
ャ
ー
と
し
て
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
性

を
高

め
る

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
た

事
業
活
動
の
実
施

ケ
ア
マ
ネ
取
得
者
を
獲

得
し
、
安

定
し
た
事
業
運
営
を
展
開
す
る

職
員

満
足

度

研
修

参
加

回
数

（
年

間
）

交
換

研
修

開
催

回
数

（
年

間
）

居
宅

ケ
ア
マ
ネ
会

議
参

加
率

（
年

間
）

情
報

共
有

、
水

平
展

開
の

実
施

回
数

（
年

間
）

施
設

内
職

員
の
新

規
ケ
ア
マ
ネ

資
格

取
得

者
数

（
年

間
）

回
以

上

回
以

上

回
以

上

名
以

上

回

回

回

名

事
業

所
で
連

携
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
マ
ネ
連

絡
会
や
、
研
修
に
参

加
す
る
こ
と
で
意
識
的
に
専
門

性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

途
中

の
ケ
ア
マ
ネ
の
入

れ
替

り
も
あ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
来
年

度
の
事
業
計
画

で
研

修
を
予
定
し
て
い

る
。

毎
回

の
会

議
に
て
、

名
の
ケ
ア
マ
ネ
の
う
ち
ど
ち
ら
か

名
は
必
ず
参
加
す
る
こ
と
で
情
報

を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

居
宅

の
会

議
、
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
で
制
度
面

等
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
確
認
し
水
平
展
開

し
、
事

業
所
内
で
も
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
験

者
が

名
い
た
が
、
い
ず

れ
も
不
合
格

と
な
り
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
特
定
施
設
）

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
、
ご
家
族
か
ら
、
「
こ
こ
は
安
心
」
と
思
っ
て
頂
け
る
体
制
つ
く
り
。
（
温
か
な
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
事
故
予
防
）
。
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ

ー
）
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
広
報
し
、
安
定
稼
働
を
目
指
す
。
（
待
機
者
確
保
・
稼
働
率
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成
に
よ
る
目
標
収

入 支
出
管
理
の
徹

底

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

入
居

可
能

な
方

の
確

保
者

数
月

取
材

依
頼

（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
前

年
度

比
）
（
年

）

以
上

名
以

上

回
以

上

万
円

以

上

名
以

上

回

万
円

行
政

、
居

宅
介

護
支

援
事
業
所
、
医
療

機
関

、
介
護
予
防
事
業
に
て
広

報
活
動
を
行

い
、
安
定

稼
働
に
努

め
た
。

エ
リ
ア
内

の
相

談
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
情
報

交
換

を
行

い
、
入

退
居

管
理

を
行

う
こ
と
や

待
機
者

確
保

が
で
き
た
。
ま
た
併

設
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の
住
み
替
え
も
増
え
た
。

イ
ベ

ン
ト
の
際

に
取

材
依
頼
を
行

い
、
広
報

活
動
を
行
っ
た
。

使
用

方
法

及
び

発
注

方
法

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
を
行

い
、
支
出

の
削
減

を
意

識
し
な
が
ら
、
購
入

見
直
し
が
で
き
た
。
（
消

耗
品
：
マ
ス
コ
ー

ル
、

浴
室

用
洗

剤
）

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

快
適
で
安
心

し
た
生
活

の
確
保

元
気
で
安
定
し
た
生
活

の
維
持

自
立

度
の
向

上
を
目

指
し
、
お

む
つ

外
し
に
よ
り
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少

温
か
な
接
遇

、
質
の
高
い
環
境

の
中

で
の
生
活

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
臭

気

に
つ

い
て
・
職

員
対

応
に
つ

い
て
）

入
院

者
数

（
年

）

オ
ム
ツ
使

用
者

人
数

（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
更

新
継

続

つ
ぶ

や
き
検

討
実

施
件

数
（
年

）

名
以

下

名

継
続 件

以
上

名

名

継
続 件

臭
気

に
つ

い
て
は
昨

年
度
か
ら
改
善
さ
れ
て
い
た
が
、
接
遇

面
で
は
「
忙

し
い
そ
う
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
接
遇
の
改
善

が
必
須

で
あ
る
た
め
、

来
年

度
も
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

入
院

の
理

由
と
し
て
は
肺

炎
、
尿

路
感
染
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
で
あ
っ
た
。
状
態

に
変

化
が
見

ら
れ
た
際
は
看
護
職

や
リ
ー

ダ
ー

が
中
心
と
な
り
ケ

ア
の
方

法
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
た
。

お
む

つ
内

で
の
排

泄
で
は
な
く
、
立

ち
上

が
り
可

能
な
方

は
ト
イ
レ
に
て
排

泄
で
き
る
よ
う
排

泄
パ
タ
ー

ン
を
デ

ー
タ
化

し
ケ
ア
の
見

直
し
を
行

う
こ
と

や
、
お

む
つ

の
種
類

等
そ
の
方

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
見
直
し
を
繰
返
し
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

認
定

が
継

続
さ
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を
意
識
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

件
数

は
目

標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
毎

月
の
フ
ロ
ア
会
議

に
て
必
要
な
内
容

の
検
討
を
行

な
い
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
利
用
者
様
の
思
い
を
く
み
取
り
温
か

い
接
遇
、
気
づ
き
の
情
報
共
有

を
計

る
仕
組
み
つ
く
り

★
こ
の
対
応
、
言
動
、
大
丈

夫
？
の
視

点
で
の
検
討
見
直
し
改
善

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤

薬
ミ
ス
を
起
こ
さ

な
い
仕
組
み
つ
く
り

体
調
不
良
者
の
早
期
発
見

事
故
予
防
の
推

進

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向
上

法
の
基
準
、
報
酬
改

正
に
的
確

に
対

応
す
る

満
足

度
結

果
（
年

回
）

臭
気

対
策

実
施

率
（
毎

日
）

つ
ぶ

や
き
検

討
実

施
件

数
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

苦
情

報
告

書

フ
ロ
ア
事

例
検

討
報

告
書

（
年

）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

間
）

業
務

日
誌

（
バ
イ
タ
ル
・
排

泄
）

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
（
年

）

事
故

報
告

書
（
転

倒
受

診
事

故
）

職
員

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回

毎
日 件

以
上

回
以

上

件

回
以

上

件

毎
日

件

件
以

下

回
以

上

回

毎
日 件 回

回 回 件

毎
日 件

件 回
以

上

昨
年

度
か
ら
改

善
さ
れ
た
内
容

も
あ
っ
た
が
、
接
遇
面
で
評
価
が
下

が
っ
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見

か
ら
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

臭
気

対
策

を
実

施
し
昨
年
度

よ
り
は
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
取
り
組
み
の
継
続
と
、
定
期
的
な
業
務
の
見
直
し
を
行

な
っ
て
い
く
。

毎
月

の
フ
ロ
ア
会

議
に
て
必
要
な
内
容
の
検

討
を
行

な
い
実

施
し
た
。
実
施

結
果
で
改
善
さ
れ
た
内
容
も
多

数
あ
っ
た
。

毎
月

フ
ロ
ア
会

議
を
行

な
い
、
都
度

業
務

の
見
直
し
を
行

な
っ
た
。
職

員
が
働
き
や
す

い
環
境
作

り
と
業
務

時
間

の
見

直
し
や
、
利

用
者

様
が
安
心

し

て
生

活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
検

討
・
実
施
し
た
。

入
浴

回
数

に
関

す
る
業
務
ミ
ス
が
あ
っ
た
。
同

様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
対
策
を
決

め
実
施
し
て
い
る
。

対
応

が
難

し
い
ケ
ー
ス
を
会
議
の
議
題
に
あ
げ
、
各
職
員
が
対
応

に
困
ら
な
い
よ
う
ケ
ア
の
方
法

を
共
有
し
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
職

員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
服
薬
ミ
ス
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日

の
バ
イ
タ
ル
測
定
を
行
な
う
こ
と
で
、
異

常
の
早
期
発
見
と
他
職
員
と
の
情
報
共
有
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
、
つ

ぶ
や
き
を
記
録
す
る
時
間

を
定
め
る
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
づ
け
や
対
策
の
立
案

・
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

新
規

で
の
入

居
後

に
受
診
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
今
後
も
新
規
入
居

者
様
の
情

報
を
共
有
し
、
リ
ス
ク
の
把

握
を
確
実

に
行
な
っ
て
い
く
。

職
員

満
足

度
調

査
の
結
果
か
ら
業
務
改

善
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度

初
め
に
有

給
休
暇

取
得
計
画

を
作
成
し
、
全

職
員
が
平
等

に
取
得
で
き
る
よ
う
勤
務

に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

身
体

的
拘

束
適

正
化

委
員

会
で
の
内

容
を
全

職
員

に
周

知
で
き
る
体

制
づ

く
り
が
で
き
た
。
ま
た
、
事

業
所

の
指

定
更

新
に
つ

い
て
も
一

覧
表

を
作

成
す

る
こ
と
で
有

効
期
間
切
れ
を
防
ぎ
、
更
新
に
向

け
て
余
裕
を
持

っ
て
書
類
作
成

が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー
ダ
ー
層
の
育

成

介
護
の
質
の
向
上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
尊
厳
を
理

解
し

た
ケ
ア
の
浸
透
（
特
養
と
の
違

い
）

利
用
者
様
の
視

点
で
の
業
務

の
見

直
し
、
職
員
の
働
き
や
す

い
職
場

つ
く

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女
性

の
就
労

支
援

多
様
な
働
き
手
に
よ
る
多
様
な
働
き
方

の
工
夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
建

屋
）

（
指

導
が
な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
建

屋

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
録

（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

雇
用

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

回
以

上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名 名 回
以

上

回

回 名 名

建
屋

内
に
て
新

た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見
込

み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ

い
て
は
全
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修

は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

不
適

切
ケ
ア
防

止
や
事

故
予
防
に
関
し
て
は
全
職
員
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

フ
ロ
ア
会

議
を
行
な
い
、
課
題
に
対
し
て
の
対
策
や
情
報
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
中

で
業
務
改
善
、
箇

所
に
つ

い
て
話
し
合

い
を
行

い
、
業
務
分
担

の
見
直
し
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
、
定

年
を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希
望

を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤
や

勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
。
（
温
か
な
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
事
故
予
防
）
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
）
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
広
報
し
、
安
定
稼

働
を
目
指
す
。
（
待
機
者
確
保
・
稼
働
率
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成
に
よ
る
目
標

収
入

支
出
管
理
の
徹
底

１
年

間
平

均
稼

働
率

（
年

）

入
居

可
能

な
方

の
確

保
者

数
月

見
学

会
開

催
回

数
（
年

）

取
材

依
頼

（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
前

年
度

比
）
（
年

）

名
以

上

回 回
以

上

万
円

以
上

名 回

１
回

万
円

居
宅

介
護

支
援

事
業
所
、
医
療
機
関

に
て
広

報
活
動
を
行

い
、
施
設
の
売
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

エ
リ
ア
内

、
外

の
相

談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
情
報
交
換
、
共
有

を
行
い
、
待

機
者
確
保
に
取
り
組
む
事
が
で
き
た
。

見
学

会
を
開

催
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
見
学
依
頼
が
あ
っ
た
際
は
都
度
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
新

聞
社

に
行
事

の
取
材
依
頼

を
行

い
、
施
設
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
地
域

へ
広
報
活

動
を
行
う
事

が
で
き
た
。

昨
年

度
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
機

器
の
購
入
が
あ
っ
た
た
め
金
額
差
が
大
き
い
が
、
細

か
な
物
品
で
も
価
格
を

社
以
上
で
比
較
す
る
な

ど
削

減
の
意

識
向

上
が
図
れ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

自
分
ら
し
い
快
適
な
生
活

の
継
続

地
域
と
の
関

わ
り
の
継
続

有
酸
素
運
動

の
継
続
に
よ
る
下
肢

筋
力
維
持
を
目
指

す

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生
活
の

継
続

温
か
な
接
遇
、
質
の
高
い
環

境
の
中

で
の
生
活

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
年

回
）
（

の
生

活
に
つ

い
て
）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

地
域

交
流

レ
ク
計

画
書

（
年

）

（
子

ど
も
と
の
交

流
回

数
）

現
状

維
持

人
数

（
介

護
度

維
持

）

（
年

）
（
認

定
更

新
者

）

入
院

者
数

（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継

続

件
以

上

回
以

上

名
以

上

名
以

下

継
続

件 回 名 名

継
続

全
職

員
が

の
役

割
に
つ

い
て
理
解
で
き
る
よ
う
、
接
遇

マ
ナ
ー
、
環
境
面
に
関
し
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
々

の
利

用
者

様
の
つ

ぶ
や
き
に
耳

を
傾
け
、
希
望
の
外
出
レ
ク
な
ど
を
計
画

・
実
行
す
る
こ
と
で
満
足
度
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

町
内

の
保

育
園

児
と
の
交

流
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
多
世
代
交
流
や
施
設

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

有
酸

素
運

動
や

家
事
へ
の
参

加
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
の
維
持

が
で
き
た
。

入
院

の
理

由
と
し
て
は
胆
石

や
脳

梗
塞

、
転

倒
に
よ
る
骨
折

で
あ
っ
た
。
バ
イ
タ
ル
測
定

を
毎
日

実
施
し
、
異

常
が
見

ら
れ
た
際

に
は
ご
家
族

に
連

絡

を
と
り
、
迅

速
に
対

応
す
る
事
が
で
き
た
。

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
継

続
の
た
め
、
法
人

共
通

の
接
遇

マ
ナ
ー
、
環

境
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
運
用

に
よ
り
個
々

の
意
識

を
高

め
、
選

ば
れ
る
施
設

に
な
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
主
体

の
生
活
の
仕
組
み

つ
く
り

★
温
か
い
心
あ
る
接
遇
・
気
づ
き
の
情

報
交
換
の
仕
組
み

づ
く
り
と
向
上

★
こ
の
対
応
、
言
動

大
丈
夫
？
の
視
点

で
の
検
討
見
直
し
改

善

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤
薬
ミ
ス
を
な
く
す

危
機
感
を
持
ち
、
骨
折

事
故
、
業
務

ミ
ス
等
を
未
然

に
防
ぐ

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意

欲
の
向

上 法
の
基
準
、
報

酬
改
正
に
的

確
に

対
応
す
る

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
表

（
年

回
）

ご
家

族
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
率

フ
ロ
ア
会

議
（
年

）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

苦
情

報
告

（
年

）

フ
ロ
ア
事

例
検

討
報

告
書

（
教

育
報

告
書

）
（
年

）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

）

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
数

（
年

）

事
故

報
告

書
（
転

倒
受

診
事

故
）

職
員

満
足

度
「
大

変
満

足
」
の
割

合

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回
以

上

件
以

上

件

回
以

上

件 件
以

上

件
以

下

以
上

回
以

上

回

件

件 回 件

件

件

回

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
表

を
基

に
利
用
者
様

の
状
況

や
、
や
り
た
い
事
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反

映
し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
実
施
す
る
事
が
で
き
た
。

ご
家

族
に
参

加
し
て
頂

け
な
い
事
も
あ
っ
た
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
時
に
現
在
の
状

態
な
ど
を
伝
え
、
ご
家
族

の
思

い
を
知

る
事

が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
際

に
接
遇

マ
ナ
ー
、
気
づ
き
の
共
有
に
つ

い
て
の
勉
強
会

を
開
催
し
、
職
員

の
意

識
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
、
個
別
レ
ク
や

日
々
の
支
援

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

間
で
気

が
つ
い
た
と
き
に
注
意
し
合

う
こ
と
で
、
自
身
の
声
か
け
や
対
応

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

対
応

の
難

し
い
方

に
つ

い
て
は
フ
ロ
ア
会

議
で
の
検

討
や

ご
家

族
を
交

え
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
す

る
こ
と
で
、
声

か
け
や

介
助

の
仕

方
な
ど

を
統

一
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

の
服

薬
ミ
ス
を
部
門
別
会
議

に
て
情
報
共
有

し
、
自
事
業
所
で
起
こ
さ
な
い
よ
う
対
策

を
検
討
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

勉
強

会
を
開

き
、
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
の
重
要
性

は
理
解
し
た
が
、
実
際

に
は
件
数

を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
様
式
を
変
更
し
そ
の
場
で
記
入
で
き
る
よ
う
に
し

た
こ
と
で
件

数
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

普
段

か
ら
の
様

子
を
申
し
送
り
や

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
共
有

す
る
こ
と
で
様

子
観

察
の
意

識
向

上
が
図

れ
た
。
受
診

事
故

の
理

由
と
し
て
は
頭
部

打
撲

の
受

診
と
な
っ
て
い
る
。

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

を
基
に
業

務
改
善

を
行
い
、
職
員

の
満
足
度

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

に
つ

い
て
は
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
定
着
率
に
つ

い
て
は
退
職
者
が

名
あ
っ
た
こ
と
で
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

部
門

別
会

議
に
て
、
加
算
要
件

の
確
認
や
身

体
拘
束
廃
止
に
つ

い
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー
ダ
ー
層

の
育
成

介
護
の
質

の
向
上
を
目

指
す

★
利
用
者
様

の
気
持
ち
尊
厳
を
理
解

し
た
ケ
ア
の
浸
透
（

の
役

割
に
つ

い
て
）

利
用
者
様
の
視
点
で
の
業
務

の
見

直
し
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女

性
の
就

労
支
援

多
様
な
働
き
方
の
工

夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
指

導
が

な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
録

（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

就
労

登
録

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

以
上

回
以

上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名

名

回 回 件 名 名

建
屋

内
に
て
新

た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見
込

み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ

い
て
は
全
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修

は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

認
知

症
に
関

し
て
、
排
せ
つ

介
助

の
方
法

の
勉
強
会

は
行
な
っ
た
が
、
確

認
テ
ス
ト
ま
で
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
。
安

全
運

転
や

不
適
切

ケ
ア
防
止
、

事
故

予
防

に
関

し
て
は
全
職
員
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
フ
ロ
ア
会
議
行

い
、
課
題
や
情

報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
中

で
業
務
改
善
、
箇

所
に
つ

い
て
話
し
合

い
を
行

い
、
定
時
で
帰

れ
る
よ
う
に
業

務
改
善
を
行

な
う
事
が
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
、
定

年
を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希
望

を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤
や

勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
こ
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
る
と
元
気
に
な
る
」
の
提
供
。
（
心
あ
る
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
メ
ニ
ュ
ー
数
・
事
故
予
防
）
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
）
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
安
定
稼
働
。
（
地
域
・利

用
者
様
・
ご
家
族
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成
に
よ
る
目
標
収

入

総
合
事
業
者
の
受
入
れ
の
検
討
調

整 支
出
管
理
の
徹

底

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

居
宅

訪
問

回
数

（
月

）

新
聞

記
事

へ
の
掲

載
（
年

）

受
入

れ
人

数
（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
今

年
度

比
）
（
年

）

以
上

月
回

回
以

上

名 万
円

以

上

月
回

回 名

万
円

目
標

稼
働

率
を
達
成
で
き
た
月
が

回
し
か
な
か
っ
た
。
来
年
度

も
継
続

し
て
、
稼
働
が
高

い
事

業
所
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
取
り
入

れ
、
実
行
し

て
い
く
。

居
宅

事
業

所
の
訪
問
時

に
は
、
チ
ラ
シ
を
持

参
し
、
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
事

の
際

に
新
聞
記
事

へ
の
掲
載

を
依
頼

し
た
。
縁
日
の
行
事

に
つ

い
て
は
大
き
く
記
事

に
載

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

名
の
方

の
新

規
受
け
入

れ
が
で
き
た
。
今

後
も
総
合
事
業
対
象
者

数
を
調
整
し
、
安
定
可
能

の
維
持
を
目
指

し
て
い
く
。

昨
年

度
は
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
が
あ
っ
た
た
め
大
き
な
差
が
出
た
が
、
普

段
か
ら
の
備
品
に
つ
い
て
も
価
格
を

社
以
上
で
比
較

す
る
な
ど
削
減
の
意

識
向

上
が
図

れ
た
。

利
用
者
様

と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

「
こ
こ
に
く
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、
さ
せ

て
も
ら
え
る
」
の
継
続

利
用
者
様
に
必

要
な
活
動
の
提
供

に

よ
る
維
持
、
改
善

「
こ
こ
に
来
た
い
」
の
継
続

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ

い
て
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
（
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
：
改

善
者

数
）

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継
続

メ
ニ
ュ
ー

見
直

し
実

施
数

（
年

）

名
以

上

継
続 件

以
上

名

継
続 件

「
大

変
満

足
」
の
割
合

は
、

回
目

が
、

回
目
が

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
大
変
満
足

」
と
「
満
足
」
を
合

わ
せ
る
と

回
目
が

、
回
目

が

と
な
っ
て
い
る
。
レ
ク
の
内
容
も
利
用
者
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
「
出

来
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
」
に
着
目

し
、
利

用
者
様

の
意

欲
の
向

上
や

身
体

状
態

の
維

持
、
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動

に
取
り
組

ん
だ
。
活

動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
利
用

者
様
も
、
他

利
用
者
様
と
一
緒

に
作
品
作
り
や
運
動

に
参
加
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
て
い
る
。

気
持

ち
の
良

い
空
間
、
環

境
作
り
を
継
続
し
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
空

間
作
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
モ
デ
ル
フ
ロ
ア
認
定
証
取

得
を
継

続
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

内
容

の
メ
ニ
ュ
ー

の
見

直
し
を
定
期

的
に
実
施

し
、
手
話

ダ
ン
ス
や
、
防

災
頭
巾

作
り
、
雑

巾
作
り
、
パ
ス
テ
ル
画
、
ガ
ラ
ス
絵
具

作
品
等

新
し
い

メ
ニ
ュ
ー

を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用

者
様

の
「
で
き
る
こ
と
」
も
増
え
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
の
生

活
意
欲
向
上

に
つ

な
げ
る
サ
ー
ビ
ス
の
定
着

★
心
の
こ
も
っ
た
接
遇

と
気
づ
き
の
共

有

の
仕
組
み
つ
く
り
と
環
境

の
向
上
維
持

★
こ
の
対
応
、
言
動
大

丈
夫
？
の
視
点

で
の
検
討
と
見
直
し
に
よ
る
改

善

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向
上

法
の
基
準
、
報
酬

改
正
に
的

確
に
対

応
す
る

満
足

度
調

査
（
年

回
）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継
続

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
件

数
（
年

）

苦
情

報
告

書
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

（
年

）

事
例

検
討

報
告

書
（
年

）

職
員

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

（
年

回
）

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

（
年

）

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回 件
以

上

継
続 件

以
上

件 件 回
以

上

以
上

回
以

上

回

件

継
続 件 件 件 件 回

満
足

度
調

査
を

回
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
職
員
間
で
情
報
共
有
し
、
見

直
し
や
改
善

が
必
要

な
項
目
に
つ
い
て
は
、
検
討

・
実

施
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
は
、
「
今
日

も
楽
し
か
っ
た
」
「
こ
こ
に
来
る
こ
と
で
元

気
に
な
る
よ
」
な
ど
前
向
き
な
発
言
の
つ
ぶ

や
き
が
多
く
聞

か
れ
た
。
今
後

も
利
用

者
様

の
つ

ぶ
や
き
に
耳
を
澄
ま
せ
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

接
遇

マ
ナ
ー

や
環

境
整
備
な
ど
を
意
識
し
、
日
々
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

の
件

は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
を
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
月
の
目

標
件
数
を
明

確
に
す
る
な
ど
職
員
の
意
識

付
け
を
行
っ
て
い
く
。

送
迎

時
の
職

員
の
対
応
に
つ
い
て
の
苦

情
か
ら
、
事

例
検
討

会
を
開

催
し
た
。
全

職
員

が
意
識

し
、
利
用
者

様
、
ご
家
族

へ
の
対

応
を
丁
寧
に
行
え

る
よ
う
に
意

識
し
て
い
く
。

継
続

し
て
、
業

務
ミ
ス
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
細

か
い
こ
と
も
共

有
し
、
対
策
実
施

を
行
っ
て
い
く
。

不
適

切
ケ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
い
、
日
々
の
業
務
内
で
職

員
同
士
が
確
認
し
あ
う
体
制

が
で
き
た
。

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

を
基
に
業
務
改
善

を
行
い
、
職
員

の
満
足
度

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

に
つ
い
て
は
計
画
的

に
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
定
着
率
に
つ

い
て
も
退
職

者
が
な
か
っ
た
こ
と
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
算

算
定

要
件
や

新
た
な
加
算

に
つ

い
て
は
各
部

門
会
議

に
て
確

認
を
行

な
っ
た
。
事

業
所

の
指
定

更
新
に
つ

い
て
も
一

覧
表

を
作
成

す
る
こ
と

で
意

識
付

け
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確

保
と
育
成

戦
略

リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成

介
護
の
質

の
向
上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
尊
厳
を
意
識
し

た
ケ
ア
の
浸
透

利
用
者
様
の
視

点
で
の
業
務

の
見
直

し
、
職
員
の
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女

性
の
就
労

支
援

多
様
な
働
き
手
に
よ
る
多
様
な
働
き
方

の
工
夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
全

体
）

（
指

導
が
な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
全

体

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
開

催
回

数
（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

雇
用

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

以
上 回

以
上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名 名
名

回 回 件 名 名

建
屋

内
に
て
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任
命

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見

込
み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ
い
て
は
全
職
員

が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修
は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

安
全

運
転

や
不

適
切
ケ
ア
防
止
、
事

故
予

防
に
関
し
て
は
全

職
員
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
定

期
で
の
開

催
で
は
あ
っ
た
が
、
検
討
が
必
要
な
際
は
都
度
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
々

の
細
か
な
こ
と
は
申
し
送
り
を
活
用
で
き
た
。

レ
ク
棚

の
配

置
変
え
を
し
、
レ
ク
用
品
の
整

理
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
置
き
場
所

の
検
討

を
し
、
活
動
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用

は
な
か
っ
た
が
、
定
年

を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希

望
を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤

や
勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
。
（
温
か
な
心
の
こ
も
っ
た
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
事
故
予
防
）
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
）
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
広
報
し
、
安
定
稼

働
を
目
指
す
。
（
待
機
者
確
保
・
稼
働
率
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成
に
よ
る
目
標

収
入

支
出
管
理
の
徹
底

１
年

間
平

均
稼

働
率

（
年

）

入
居

可
能

な
方

の
確

保
者

数
月

見
学

会
開

催
回

数
（
年

）

取
材

依
頼

（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
前

年
度

比
）
（
年

）

名
以

上

回 回
以

上

万
円

以
上

名 回

１
回

万
円

居
宅

介
護

支
援

事
業
所
、
医
療
機
関

に
て
広

報
活
動
を
行

い
、
施
設
の
売
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

エ
リ
ア
内

、
外

の
相

談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
情
報

交
換
、
共
有

を
行
い
、
待

機
者
確
保
に
取
り
組
む
事
が
で
き
た
。

見
学

会
を
開

催
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
見
学
依
頼
が
あ
っ
た
際
は
都
度
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
新

聞
社

に
行
事

の
取
材
依
頼

を
行

い
、
施
設
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
地
域

へ
広
報
活

動
を
行
う
事

が
で
き
た
。

昨
年

度
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
機

器
の
購
入
が
あ
っ
た
た
め
金
額
差
が
大
き
い
が
、
細

か
な
物
品
で
も
価
格
を

社
以
上
で
比
較
す
る
な

ど
削

減
の
意

識
向

上
が
図
れ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

自
分
ら
し
い
快
適
な
生
活

の
継
続

地
域
と
の
関

わ
り
の
継
続

有
酸
素
運
動

の
継
続
に
よ
る
下
肢

筋
力
維
持
を
目
指

す

健
康
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
生
活
の

継
続

温
か
な
接
遇
、
質
の
高
い
環

境
の
中

で
の
生
活

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
年

回
）
（

の
生

活
に
つ

い
て
）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

地
域

交
流

レ
ク
計

画
書

（
年

）

（
子

ど
も
と
の
交

流
回

数
）

現
状

維
持

人
数

（
介

護
度

維
持

）

（
年

）
（
認

定
更

新
者

）

入
院

者
数

（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継

続

件
以

上

回
以

上

名
以

上

名
以

下

継
続

件 回 名 名

継
続

全
職

員
が

の
役

割
に
つ

い
て
理
解
で
き
る
よ
う
、
接
遇

マ
ナ
ー
、
環
境
面
に
関
し
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
々

の
利

用
者

様
の
つ

ぶ
や
き
に
耳

を
傾
け
、
希
望
の
外
出
レ
ク
な
ど
を
計
画

・
実
行
す
る
こ
と
で
満
足
度
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

町
内

の
保

育
園

児
と
の
交

流
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
多
世
代
交
流
や
施
設

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

有
酸

素
運

動
や

家
事
へ
の
参

加
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
の
維
持

が
で
き
た
。

入
院

の
理

由
と
し
て
は
胆
石

や
脳

梗
塞

、
転

倒
に
よ
る
骨
折

で
あ
っ
た
。
バ
イ
タ
ル
測
定

を
毎
日

実
施
し
、
異

常
が
見

ら
れ
た
際

に
は
ご
家
族

に
連

絡

を
と
り
、
迅

速
に
対

応
す
る
事
が
で
き
た
。

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
継

続
の
た
め
、
法
人

共
通

の
接
遇

マ
ナ
ー
、
環

境
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
運
用

に
よ
り
個
々

の
意
識

を
高

め
、
選

ば
れ
る
施
設

に
な
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
主
体

の
生
活
の
仕
組
み

つ
く
り

★
温
か
い
心
あ
る
接
遇
・
気
づ
き
の
情

報
交
換
の
仕
組
み

づ
く
り
と
向
上

★
こ
の
対
応
、
言
動

大
丈
夫
？
の
視
点

で
の
検
討
見
直
し
改

善

薬
の
セ
ッ
ト
ミ
ス
、
誤
薬
ミ
ス
を
な
く
す

危
機
感
を
持
ち
、
骨
折

事
故
、
業
務

ミ
ス
等
を
未
然

に
防
ぐ

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意

欲
の
向

上 法
の
基
準
、
報

酬
改
正
に
的

確
に

対
応
す
る

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
表

（
年

回
）

ご
家

族
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実

施
率

フ
ロ
ア
会

議
（
年

）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

苦
情

報
告

（
年

）

フ
ロ
ア
事

例
検

討
報

告
書

（
教

育
報

告
書

）
（
年

）

薬
の
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
年

）

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
数

（
年

）

事
故

報
告

書
（
転

倒
受

診
事

故
）

職
員

満
足

度
「
大

変
満

足
」
の
割

合

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回
以

上

件
以

上

件

回
以

上

件 件
以

上

件
以

下

以
上

回
以

上

回

件

件 回 件

件

件

回

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
表

を
基

に
利
用
者
様

の
状
況

や
、
や
り
た
い
事
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反

映
し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
実
施
す
る
事
が
で
き
た
。

ご
家

族
に
参

加
し
て
頂

け
な
い
事
も
あ
っ
た
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
時
に
現
在
の
状

態
な
ど
を
伝
え
、
ご
家
族

の
思

い
を
知

る
事

が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
際

に
接
遇

マ
ナ
ー
、
気
づ
き
の
共
有
に
つ

い
て
の
勉
強
会

を
開
催
し
、
職
員

の
意

識
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

値
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
、
個
別
レ
ク
や

日
々
の
支
援

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

間
で
気

が
つ
い
た
と
き
に
注
意
し
合

う
こ
と
で
、
自
身
の
声
か
け
や
対
応

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

対
応

の
難

し
い
方

に
つ

い
て
は
フ
ロ
ア
会

議
で
の
検

討
や

ご
家

族
を
交

え
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
す

る
こ
と
で
、
声

か
け
や

介
助

の
仕

方
な
ど

を
統

一
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

他
事

業
所

の
服

薬
ミ
ス
を
部
門
別
会
議

に
て
情
報
共
有

し
、
自
事
業
所
で
起
こ
さ
な
い
よ
う
対
策

を
検
討
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

勉
強

会
を
開

き
、
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
の
重
要
性

は
理
解
し
た
が
、
実
際

に
は
件
数

を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
様
式
を
変
更
し
そ
の
場
で
記
入
で
き
る
よ
う
に
し

た
こ
と
で
件

数
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

普
段

か
ら
の
様

子
を
申
し
送
り
や

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
共
有

す
る
こ
と
で
様

子
観

察
の
意

識
向

上
が
図

れ
た
。
受
診

事
故

の
理

由
と
し
て
は
頭
部

打
撲

の
受

診
と
な
っ
て
い
る
。

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

を
基
に
業

務
改
善

を
行
い
、
職
員

の
満
足
度

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

に
つ

い
て
は
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
定
着
率
に
つ

い
て
は
退
職
者
が

名
あ
っ
た
こ
と
で
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

部
門

別
会

議
に
て
、
加
算
要
件

の
確
認
や
身

体
拘
束
廃
止
に
つ

い
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー
ダ
ー
層

の
育
成

介
護
の
質

の
向
上
を
目

指
す

★
利
用
者
様

の
気
持
ち
尊
厳
を
理
解

し
た
ケ
ア
の
浸
透
（

の
役

割
に
つ

い
て
）

利
用
者
様
の
視
点
で
の
業
務

の
見

直
し
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女

性
の
就

労
支
援

多
様
な
働
き
方
の
工

夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
指

導
が

な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
録

（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

就
労

登
録

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

以
上

回
以

上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名

名

回 回 件 名 名

建
屋

内
に
て
新

た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見
込

み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ

い
て
は
全
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修

は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

認
知

症
に
関

し
て
、
排
せ
つ

介
助

の
方
法

の
勉
強
会

は
行
な
っ
た
が
、
確

認
テ
ス
ト
ま
で
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
。
安

全
運

転
や

不
適
切

ケ
ア
防
止
、

事
故

予
防

に
関

し
て
は
全
職
員
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
フ
ロ
ア
会
議
行

い
、
課
題
や
情

報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ロ
ア
会

議
の
中
で
業
務
改
善
、
箇

所
に
つ

い
て
話
し
合

い
を
行

い
、
定
時
で
帰

れ
る
よ
う
に
業

務
改
善
を
行

な
う
事
が
で
き
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
、
定

年
を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希
望

を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤
や

勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
第

グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
こ
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
る
と
元
気
に
な
る
」
の
提
供
。
（
心
あ
る
接
遇
・
快
適
な
環
境
・
メ
ニ
ュ
ー
数
・
事
故
予
防
）
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
。
（
業
務
・
環
境
・
節
度
あ
る
マ
ナ
ー
）
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
安
定
稼
働
。
（
地
域
・利

用
者
様
・
ご
家
族
）

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成
に
よ
る
目
標
収

入

総
合
事
業
者
の
受
入
れ
の
検
討
調

整 支
出
管
理
の
徹

底

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

居
宅

訪
問

回
数

（
月

）

新
聞

記
事

へ
の
掲

載
（
年

）

受
入

れ
人

数
（
年

）

消
耗

品
費

削
減

（
今

年
度

比
）
（
年

）

以
上

月
回

回
以

上

名 万
円

以

上

月
回

回 名

万
円

目
標

稼
働

率
を
達
成
で
き
た
月
が

回
し
か
な
か
っ
た
。
来
年
度
も
継
続

し
て
、
稼
働
が
高

い
事

業
所
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
取
り
入

れ
、
実
行
し

て
い
く
。

居
宅

事
業

所
の
訪
問
時

に
は
、
チ
ラ
シ
を
持

参
し
、
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
事

の
際

に
新
聞
記
事

へ
の
掲
載

を
依
頼

し
た
。
縁
日
の
行
事

に
つ

い
て
は
大
き
く
記
事

に
載

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

名
の
方

の
新

規
受
け
入

れ
が
で
き
た
。
今

後
も
総
合
事
業
対
象
者

数
を
調
整
し
、
安
定
可
能

の
維
持
を
目
指

し
て
い
く
。

昨
年

度
は
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
が
あ
っ
た
た
め
大
き
な
差
が
出
た
が
、
普

段
か
ら
の
備
品
に
つ
い
て
も
価
格
を

社
以
上
で
比
較

す
る
な
ど
削
減
の
意

識
向

上
が
図

れ
た
。

利
用
者
様

と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

「
こ
こ
に
く
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、
さ
せ

て
も
ら
え
る
」
の
継
続

利
用
者
様
に
必

要
な
活
動
の
提
供

に

よ
る
維
持
、
改
善

「
こ
こ
に
来
た
い
」
の
継
続

調
査

で
「
大

変
満

足
」
の
割

合
（
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ

い
て
）

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
（
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
：
改

善
者

数
）

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継
続

メ
ニ
ュ
ー

見
直

し
実

施
数

（
年

）

名
以

上

継
続 件

以
上

名

継
続 件

「
大

変
満

足
」
の
割
合

は
、

回
目

が
、

回
目
が

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
大
変
満
足

」
と
「
満
足
」
を
合

わ
せ
る
と

回
目
が

、
回
目

が

と
な
っ
て
い
る
。
レ
ク
の
内
容
も
利
用
者
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
「
出

来
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
」
に
着
目

し
、
利

用
者
様

の
意

欲
の
向

上
や

身
体

状
態

の
維

持
、
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動

に
取
り
組

ん
だ
。
活

動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
利
用

者
様
も
、
他

利
用
者
様
と
一
緒

に
作
品
作
り
や
運
動

に
参
加
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
て
い
る
。

気
持

ち
の
良

い
空
間
、
環

境
作
り
を
継
続
し
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
空

間
作
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
モ
デ
ル
フ
ロ
ア
認
定
証
取

得
を
継

続
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

内
容

の
メ
ニ
ュ
ー

の
見

直
し
を
定
期

的
に
実
施

し
、
手
話

ダ
ン
ス
や
、
防

災
頭
巾

作
り
、
雑

巾
作
り
、
パ
ス
テ
ル
画
、
ガ
ラ
ス
絵
具

作
品
等

新
し
い

メ
ニ
ュ
ー

を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用

者
様

の
「
で
き
る
こ
と
」
も
増
え
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
の
生

活
意
欲
向
上

に
つ

な
げ
る
サ
ー
ビ
ス
の
定
着

★
心
の
こ
も
っ
た
接
遇

と
気
づ
き
の
共

有

の
仕
組
み
つ
く
り
と
環
境

の
向
上
維
持

★
こ
の
対
応
、
言
動
大

丈
夫
？
の
視
点

で
の
検
討
と
見
直
し
に
よ
る
改

善

職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向
上

法
の
基
準
、
報
酬

改
正
に
的

確
に
対

応
す
る

満
足

度
調

査
（
年

回
）

つ
ぶ

や
き
対

策
実

施
件

数
（
年

）

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
認

定
証

取
得

継
続

ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
件

数
（
年

）

苦
情

報
告

書
（
年

）

業
務

ミ
ス
報

告
書

（
年

）

事
例

検
討

報
告

書
（
年

）

職
員

満
足

度
調

査
「
大

変
満

足
」
の

割
合

（
年

回
）

有
給

休
暇

取
得

率
職

員
定

着
率

（
年

）

部
門

別
会

議
に
て
検

討

回 件
以

上

継
続 件

以
上

件 件 回
以

上

以
上

回
以

上

回

件

継
続 件 件 件 件 回

満
足

度
調

査
を

回
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
職
員
間
で
情
報
共
有
し
、
見

直
し
や
改
善

が
必
要

な
項
目
に
つ
い
て
は
、
検
討

・
実

施
で
き
た
。

利
用

者
様

か
ら
は
、
「
今
日

も
楽
し
か
っ
た
」
「
こ
こ
に
来
る
こ
と
で
元

気
に
な
る
よ
」
な
ど
前
向
き
な
発
言
の
つ
ぶ

や
き
が
多
く
聞

か
れ
た
。
今
後

も
利
用

者
様

の
つ

ぶ
や

き
に
耳
を
澄
ま
せ
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

接
遇

マ
ナ
ー

や
環

境
整
備
な
ど
を
意
識
し
、
日
々
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

の
件

は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
を
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
月
の
目

標
件
数
を
明

確
に
す
る
な
ど
職
員
の
意
識

付
け
を
行
っ
て
い
く
。

送
迎

時
の
職

員
の
対
応
に
つ
い
て
の
苦

情
か
ら
、
事

例
検
討

会
を
開

催
し
た
。
全

職
員

が
意
識

し
、
利
用
者

様
、
ご
家
族

へ
の
対

応
を
丁
寧
に
行
え

る
よ
う
に
意

識
し
て
い
く
。

継
続

し
て
、
業

務
ミ
ス
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
細

か
い
こ
と
も
共

有
し
、
対
策
実
施

を
行
っ
て
い
く
。

不
適

切
ケ
ア
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
行
い
、
日
々
の
業
務
内
で
職

員
同
士
が
確
認
し
あ
う
体
制

が
で
き
た
。

職
員

ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

を
基
に
業
務
改
善

を
行
い
、
職
員

の
満
足
度

向
上
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

に
つ

い
て
は
計
画
的

に
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
定
着
率
に
つ

い
て
も
退
職

者
が
な
か
っ
た
こ
と
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
算

算
定

要
件
や

新
た
な
加
算

に
つ

い
て
は
各
部

門
会
議

に
て
確

認
を
行

な
っ
た
。
事

業
所

の
指
定

更
新
に
つ

い
て
も
一

覧
表

を
作
成

す
る
こ
と

で
意

識
付

け
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確

保
と
育
成

戦
略

リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成

介
護
の
質

の
向
上

★
利
用
者
様
の
気
持
ち
尊
厳
を
意
識
し

た
ケ
ア
の
浸
透

利
用
者
様
の
視

点
で
の
業
務

の
見
直

し
、
職
員
の
働
き
や
す

い
職
場
つ
く
り

元
気
高
齢
者
、
子
育
て
女

性
の
就
労

支
援

多
様
な
働
き
手
に
よ
る
多
様
な
働
き
方

の
工
夫

リ
ー

ダ
ー

職
責

チ
ェ
ッ
ク
表

（
全

体
）

（
指

導
が
な
く
て
も
で
き
る
）

リ
ー

ダ
ー

見
習

い
任

命
者

数
全

体

介
護

福
祉

士
ケ
ア
マ
ネ
合

格
者

数

内
部

研
修

外
部

研
修

参
加

率

施
設

内
研

修
確

認
テ
ス
ト
（
年

）

フ
ロ
ア
会

議
開

催
回

数
（
年

）

業
務

見
直

し
改

善
数

（
年

）

雇
用

人
数

希
望

者
把

握

名 名

名

以
上 回

以
上

回
以

上

件
以

上

名 名

名 名 名
名

回 回 件 名 名

建
屋

内
に
て
新

た
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
屋

内
に
て
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護

福
祉

士
に
関
し
て
は
見

込
み
で
は
あ
る
が
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

内
部

研
修

に
つ

い
て
は
全
職
員

が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
外
部
研
修
は
申
し
込
み

が
う
ま
く
で
き
て
お
ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

安
全

運
転

や
不

適
切
ケ
ア
防
止
、
事

故
予

防
に
関
し
て
は
全

職
員
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
定

期
で
の
開

催
で
は
あ
っ
た
が
、
検
討
が
必
要
な
際
は
都
度
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
々

の
細
か
な
こ
と
は
申
し
送
り
を
活
用
で
き
た
。

レ
ク
棚

の
配

置
変

え
を
し
、
レ
ク
用
品
の
整

理
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
置
き
場
所

の
検
討

を
し
、
活
動
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

高
齢

者
雇

用
の
採
用

は
な
か
っ
た
が
、
定
年

を
迎
え
る
職
員
の
継
続
雇

用
は
で
き
た
。

職
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
収
入
面
で
の
希

望
を
踏
ま
え
、
他
事
業
所
の
夜
勤

や
勤
務
時
間
な
ど
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 154 − − 155 −



 
 

Ve
r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
入
所
：
重
度
化
、
医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
対
応
に
重
点
を
置
く
。
短
期
：
美
へ
の
意
識
を
持
ち
、
一
般
の
高
級
和
風
ホ
テ
ル
の
マ
ナ
ー
・環

境
・
対
応
が
で
き
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働

率
の
向

上

本
入

所
の
利

用
者

様
の
体

調
安

定

就
労

に
繋

が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発

掘

稼
働

率
（
年
間

平
均
）

本
入
所

稼
働
率
（
年
間
平

均
）

業
務
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
年

）

以
上

以
上 団
体

団
体

特
養
で
の
逝
去

者
や

入
院

件
数

が
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
空

床
利

用
も
多

か
っ
た
が
、
「
高

級
和

風
ホ
テ
ル
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
定

着
に

よ
り
、
設
え
や
待

遇
面

で
の
好

評
が
口

コ
ミ
と
な
り
、
ニ
ー

ズ
拡

大
に
つ

な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

年
間
平

均
稼
働

率
は

と
な
り

目
標

よ
り
低

い
数

値
と
な
っ
た
。
要

因
と
し
て
は
、
年

間
件

以
上

の
看

取
り
対

応
を
行

っ
た
事

に
よ
る
空
床
が

番
で
あ
る
。
ま
た
、
入

院
件

数
も

件
と
目

標
を
大

き
く
下

回
っ
た
事

で
稼

働
率

低
迷

の
要

因
に
繋

が
っ
た
。

人
員

が
充
足
で
き
て
い
た
た
め
、
就

労
に
つ

な
げ
る
活

動
は
控

え
、
業

務
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み

に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

目
的

を
持

っ
て
利

用
で
き
る

重
度

化
、
医

療
依

存
度

が
高

く
て

も
安

定
し
た
生

活
が
送

れ
る

★
入

居
者

様
の
心

理
的

安
定

を
図

る

★
ご
家

族
の
信

頼
が
得

ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
充

実

（
ご
家
族

参
加
型

年
）

入
院
者

数
（
年
）

利
用
者

様
満
足

度
調
査

（
全
体
の
満
足
）

満
足
度

調
査

（
全

体
の
満

足
）

回
以

上

名

回

名

敬
老
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

、
新

年
会

の
回

実
施

す
る
こ
と
が
出

来
た
。

結
果

件
と
目
標

を
件

上
回

る
数

値
と
な
っ
た
。
徹

底
し
た
温

度
や

湿
度

の
管

理
に
努

め
、
脱

水
症

状
な
ど
の
入

院
は
発

生
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
加
齢

に
よ
る
嚥

下
能

力
の
低

下
に
よ
っ
て
誤

嚥
性

肺
炎

に
な
る
場

合
や

、
持

病
の
悪

化
な
ど
防

ぎ
難

い
入

院
も
あ
っ
た
。

マ
イ
ナ
ス
意
見

は
無

く
、
や

や
満

足
を
含

め
満

足
度

と
な
っ
た
。
外

出
機

会
を
増

や
す

な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
充

実
や

、
設

え
の
改

善
を
行

い
、
入
居
者

様
か
ら
も
好

評
の
意

見
を
頂

け
た
。

マ
イ
ナ
ス
意
見

は
無

く
、
や

や
満

足
を
含

め
満

足
度

と
な
っ
た
。
ご
家

族
参

加
型

の
イ
ベ

ン
ト
を
実

施
し
、
日

頃
の
様

子
を
積

極
的

に

お
伝
え
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機

会
も
増

え
、
信

頼
関

係
が
構

築
で
き
た
事

に
よ
る
評

価
と
考

え
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

一
般

の
高

級
和

風
ホ
テ
ル
の
マ
ナ

ー
・
環

境
・
対

応
が
発

揮
で
き
る

重
度

化
、
医

療
依

存
度

の
高

い
方

に
対

応
で
き
る

★
同

様
の
業

務
ミ
ス
・
事

故
・
苦

情
を

防
止

す
る

★
内

部
ケ
ア
監

査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

実
施

★
傾

聴
技

法
の
実

施

第
三
者

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

（
年

）

外
部
研

修
参
加

数
（
年
）

加
算
対

象
者
の
受
け
入

れ
数

（
年
）

同
様
事

例
の
発

生
数
（
年

）

誤
薬
事

故
件

数
（
年
）

実
施
回

数
（
年
）

退
職
者

数
（
年
）

回 名
以

上

名
以

上

件 件 回 人

回 名 名 件 件 回 人

回
数
を
実

施
で
き
、
質

の
継

続
が
で
き
た
。

外
部
研

修
に
は
参

加
で
き
た
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
外

部
サ
ー

ビ
ス
業

系
の
研

修
に
は
参

加
す

る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

要
介
護
度

、
の
方

が
合

計
で

名
入

所
し
た
。
特

定
や

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
に
て
医

療
依

存
度

が
高

く
な
り
、
介

助
量

の
増

加
に
よ
り
退

所
さ
れ
た
方
を
積

極
的

に
受

け
入

れ
た
事

が
要

因
で
あ
る
。
そ
の
反

面
入

所
か
ら
短

期
間

で
退

所
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
多

く
な
り
、
稼

働
率

を

下
げ
る
要
因

に
も
繋

が
っ
た
。

事
故
報

告
書
等

で
再

発
の
可

能
性

が
あ
る
事

項
を
穴

埋
め
テ
ス
ト
で
実

施
し
、
同

じ
利

用
者

様
へ

同
様

の
事

故
を
防

ぐ
こ
と
で
き
た
。

飲
ま
せ
忘

れ
の
事

故
が

件
発

生
し
た
。
申

し
送

り
の
方

法
や

確
認

テ
ス
ト
実

施
に
よ
り
そ
の
後

発
生

し
て
い
な
い
。

回
数
を
分
け
て
実

施
す

る
こ
と
で
、
重

点
項

目
に
時

間
を
か
け
て
監

査
で
き
、
法

令
遵

守
と
適

切
な
運

営
を
確

認
で
き
た
。

傾
聴
技

法
を
職

員
面

談
で
使

用
し
心

理
的

安
定

を
図

れ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー

ダ
ー

だ
け
で
な
く
、
み

ん
な
で

注
意

し
あ
え
る
環

境
づ

く
り

外
部

研
修

へ
の
参

加

★
適

材
の
育

成

★
計

画
の
理

解
浸

透

★
内

部
ケ
ア
監

査
員

教
育

★
傾

聴
技

法
の
獲

得

医
療

的
対

応
の
知

識
を
高

め
る

フ
ロ
ア
会
議
の
開
催
（
年

）

気
づ
き
・
尊
厳
の
検
討
事

項
（
年
）

外
部
研

修
参
加

数
（
年
）

テ
ス
ト
実

施
率
（
年
）

計
画
説

明
会
開

催
（
年
）

育
成
数
（
年
）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

研
修
回

数
（
年
）

回 個

以
上 件
以

上

回 人
以

上

人
以

上

回
以

上

回 個

件 回 人 人 回

毎
月
定

例
で
開
催

す
る
こ
と
が
出

来
た
。
対

応
に
困

る
利

用
者

様
の
共

有
や

対
策

を
講

じ
る
こ
と
で
、
ケ
ア
の
統

一
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

フ
ロ
ア
会
議
内
で
定

例
議

題
と
し
て
あ
げ
、
毎

月
利

用
者

様
の
対

応
に
つ

い
て
検

討
す

る
こ
と
が
出

来
た
。

老
健
大

会
、

研
修

、
に
参

加
す

る
こ
と
が
出

来
た
。

事
故
報

告
書
等
で
再

発
の
可

能
性

が
あ
る
事

項
を
穴

埋
め
テ
ス
ト
し
、
再

発
防

止
と
適

性
の
確

認
、
育

成
を
図

れ
た
。

浸
透
の
確
認
の
為

に
穴

埋
め
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
全

職
員

か
ら
全

問
の
正

解
が
確

認
で
き
た
。

監
査
員

に
必
要

な
知

識
を
得

ら
れ
る
育

成
が
で
き
た
。
当

初
相

談
員

を
監

査
員

と
考

え
た
が
、
稼

働
管

理
に
注

力
す

る
為

、
育

成
対

象
か

ら
外
し
た
。
監

査
員

の
数

は
他
部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

管
理
職

対
象
に
講

義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全

問
の
正

解
を
確

認
し
、
知

識
の
獲

得
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

看
護
職

に
よ
り
、
陰

部
洗

浄
、
感

染
対

策
、
服

薬
に
関

し
て
の
研

修
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
予
防
：
短
期
で
目
標
を
達
成
し
、
状
態
を
改
善
で
き
る
。
ま
た
、
支
援
側
に
移
行
で
き
る
。
介
護
：
法
改
正
に
よ
る
重
度
、
医
療
依
存
度
の
高
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入
増
加

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

 
稼

働
率

（
年

間
平

均
）

予
防

：
介

護
比

率
（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）

送
迎

職
員

の
確

保
（
年

）

：

団
体

名
以

上

：

団
体

名

専
門

職
種

、
、
リ
ハ
ビ
リ
で
の
営
業

を
毎
月

回
行
い
、
新
規
、
体
験

の
利
用
者
様

の
獲

得
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
継
続
す
る
。

新
規

の
イ
ベ

ン
ト
、
授
業
を
毎
月

会
議
に
て
検

討
し
開
催
し
た
。
毎
月
追
加

利
用

が
～

名
あ
っ
た
。

総
合

事
業

受
け
入
れ
割
合

を
算
出
し
、
概

ね
調
整
す
る
事
無
く
、
そ
の
範
囲

内
と
な
っ
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

新
た
に

名
の
雇
用
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
生
活

を
向
上

★
介
護
度
の
状

態
が
維
持

改
善

で
き
る

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
定

を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

数
値

改
善

者
数

（
年

）

ケ
ア
項

目
の
改

善
数

（
年

）

利
用

者
様
満

足
度

調
査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

名
以

上

件
以

上

名 件

数
値

把
握

と
し
て
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
年

回
計
測
し
た
。
数
値
グ
ラ
フ
を
作

成
し
デ
ー
タ
保
存

が
出
来
た
。

利
用

者
様

の
日

常
生
活
機
能

を
把
握
し
、
ケ
ア
や
状
態
を
見
直

す
こ
と
で
項
目
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

満
足

度
調

査
の
結
果

を
会
議

内
で
確
認

し
、
改
善
や
対
応
の
統
一
を
行

っ
た
。
介
護
、
予
防

と
分
け
て
満
足
度
調

査
を
実
施
し
た
。

介
護

と
予

防
を
分
け
て
満
足
度

調
査
を
行

っ
た
。
丁
寧
さ
、
安
全
、
要
望
の
実

効
性
の
項

目
を
追

加
し
て
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

基
本
的
な
介
護
技
術

の
向
上

★
法
改
正
に
対

応
す
る
評
価
表
作
成

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
、
事
故
、
苦
情

防
止

★
内
部
監
査

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

★
重
度
化
、
医
療
依
存

度
の
高

い
方
に

対
応
で
き
る

毎
月

の
介

護
技

術
研

修
（
月

）

新
た
な
評

価
表

作
成

同
様

事
例

件
数

（
年

）

実
施
回

数
（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

加
算

対
象

者
の
受

け
入

れ
数

（
年

）

回

評
価

指
標

決
定

件 回 人 名
以

上

回
年

評
価

指
標

決
定

件 回 人

名

会
議

を
中

心
に
基
本

的
な
介
護
技
術
、
職

員
の
知
識
不
足

に
関
し
て
研
修

を
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

前
期

、
後

期
の
目
標

評
価
を
行
い
、
介

護
度

を
前
年
度
と
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦
情
に
関
し
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施
、
評
価
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
同

様
の
業

務
ミ
ス
や
事
故
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

回
数

を
分

け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
職

員
面
談
で
使
用
し
心
理
的
安

定
を
図
れ
た
。
し
か
し
腰
痛
と
県
外
へ

の
引
っ
越
し
を
理
由
と
し
た
退
職

が
発
生
し
た
。

重
度

化
、
医

療
依

存
度

の
高

い
方
に
関
し
て
、
新
加
算
に
基
づ
き
研

修
を
開
催
で
き
た
。
勤

務
体

制
を
整
え
加
算
取
得
、
維
持

が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
傾
聴
技
法
の
獲
得
、
実
施

★
内
部
ケ
ア
監
査
員

の
教
育

★
事
業
計
画
の
理
解
、
浸
透

★
適
材
の
育
成

★
医
療
的
対
応

の
知
識
を
高

め
る

テ
ス
ト
合

格
数

（
年

）

内
部

ケ
ア
監

査
員

数
（
年

）

事
業

計
画

の
説

明
会

開
催

数
（
年

）

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

研
修

回
数
（
年

）

名
以

上

名
以

上

回 回
以

上

名 名 回 回

管
理

職
対

象
に
講
義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全
問
の
正
解

を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

監
査

員
に
必

要
な
知
識
を
得

ら
れ
る
育
成

が
で
き
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

中
重

度
ケ
ア
体

制
加

算
、
認
知
症
等

の
加
算

に
関
わ
る
内

容
で
研
修
を
行

う
こ
と
が
出
来

た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
入
所
：
重
度
化
、
医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
対
応
に
重
点
を
置
く
。
短
期
：
美
へ
の
意
識
を
持
ち
、
一
般
の
高
級
和
風
ホ
テ
ル
の
マ
ナ
ー
・環

境
・
対
応
が
で
き
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率

の
向

上

本
入

所
の
利

用
者

様
の
体

調
安

定

就
労

に
繋

が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発

掘

稼
働

率
（
年
間

平
均
）

本
入
所

稼
働
率
（
年
間
平

均
）

業
務
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

（
年

）

以
上

以
上 団
体

団
体

特
養
で
の
逝
去
者

や
入

院
件

数
が
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
空

床
利

用
も
多

か
っ
た
が
、
「
高

級
和

風
ホ
テ
ル
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
定

着
に

よ
り
、
設
え
や
待

遇
面

で
の
好

評
が
口

コ
ミ
と
な
り
、
ニ
ー

ズ
拡

大
に
つ

な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

年
間
平

均
稼
働

率
は

と
な
り

目
標

よ
り
低

い
数

値
と
な
っ
た
。
要

因
と
し
て
は
、
年

間
件

以
上

の
看

取
り
対

応
を
行

っ
た
事

に
よ
る
空
床
が

番
で
あ
る
。
ま
た
、
入

院
件

数
も

件
と
目

標
を
大

き
く
下

回
っ
た
事

で
稼

働
率

低
迷

の
要

因
に
繋

が
っ
た
。

人
員

が
充
足
で
き
て
い
た
た
め
、
就

労
に
つ

な
げ
る
活

動
は
控

え
、
業

務
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み

に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

目
的

を
持

っ
て
利

用
で
き
る

重
度

化
、
医

療
依

存
度

が
高

く
て

も
安

定
し
た
生

活
が
送

れ
る

★
入

居
者

様
の
心

理
的

安
定

を
図

る

★
ご
家

族
の
信

頼
が
得

ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
充

実

（
ご
家
族

参
加
型

年
）

入
院
者

数
（
年
）

利
用
者

様
満
足

度
調
査

（
全
体
の
満
足

）

満
足
度

調
査

（
全

体
の
満

足
）

回
以

上

名

回

名

敬
老
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

、
新

年
会

の
回

実
施

す
る
こ
と
が
出

来
た
。

結
果

件
と
目
標

を
件

上
回

る
数

値
と
な
っ
た
。
徹

底
し
た
温

度
や

湿
度

の
管

理
に
努

め
、
脱

水
症

状
な
ど
の
入

院
は
発

生
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
加
齢

に
よ
る
嚥

下
能

力
の
低

下
に
よ
っ
て
誤

嚥
性

肺
炎

に
な
る
場

合
や

、
持

病
の
悪

化
な
ど
防

ぎ
難

い
入

院
も
あ
っ
た
。

マ
イ
ナ
ス
意
見

は
無

く
、
や

や
満

足
を
含

め
満

足
度

と
な
っ
た
。
外

出
機

会
を
増

や
す

な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
充

実
や

、
設

え
の
改

善
を
行

い
、
入
居
者

様
か
ら
も
好

評
の
意

見
を
頂

け
た
。

マ
イ
ナ
ス
意
見

は
無

く
、
や

や
満

足
を
含

め
満

足
度

と
な
っ
た
。
ご
家

族
参

加
型

の
イ
ベ

ン
ト
を
実

施
し
、
日

頃
の
様

子
を
積

極
的

に

お
伝
え
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機

会
も
増

え
、
信

頼
関

係
が
構

築
で
き
た
事

に
よ
る
評

価
と
考

え
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

一
般

の
高

級
和

風
ホ
テ
ル
の
マ
ナ

ー
・
環

境
・
対

応
が
発

揮
で
き
る

重
度

化
、
医

療
依

存
度

の
高

い
方

に
対

応
で
き
る

★
同
様

の
業

務
ミ
ス
・
事

故
・
苦

情
を

防
止

す
る

★
内
部

ケ
ア
監

査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

実
施

★
傾
聴

技
法

の
実

施

第
三
者

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

（
年

）

外
部
研

修
参
加

数
（
年
）

加
算
対

象
者
の
受
け
入

れ
数

（
年
）

同
様
事

例
の
発

生
数

（
年

）

誤
薬
事

故
件

数
（
年
）

実
施
回

数
（
年
）

退
職
者

数
（
年
）

回 名
以

上

名
以

上

件 件 回 人

回 名 名 件 件 回 人

回
数
を
実

施
で
き
、
質

の
継

続
が
で
き
た
。

外
部
研

修
に
は
参

加
で
き
た
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
外

部
サ
ー

ビ
ス
業

系
の
研

修
に
は
参

加
す

る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

要
介
護
度

、
の
方

が
合

計
で

名
入

所
し
た
。
特

定
や

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
に
て
医

療
依

存
度

が
高

く
な
り
、
介

助
量

の
増

加
に
よ
り
退

所
さ
れ
た
方
を
積

極
的

に
受

け
入

れ
た
事

が
要

因
で
あ
る
。
そ
の
反

面
入

所
か
ら
短

期
間

で
退

所
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
多

く
な
り
、
稼

働
率

を

下
げ
る
要
因

に
も
繋

が
っ
た
。

事
故
報

告
書
等

で
再

発
の
可

能
性

が
あ
る
事

項
を
穴

埋
め
テ
ス
ト
で
実

施
し
、
同

じ
利

用
者

様
へ

同
様

の
事

故
を
防

ぐ
こ
と
で
き
た
。

飲
ま
せ
忘

れ
の
事

故
が

件
発

生
し
た
。
申

し
送

り
の
方

法
や

確
認

テ
ス
ト
実

施
に
よ
り
そ
の
後

発
生

し
て
い
な
い
。

回
数
を
分
け
て
実

施
す

る
こ
と
で
、
重

点
項

目
に
時

間
を
か
け
て
監

査
で
き
、
法

令
遵

守
と
適

切
な
運

営
を
確

認
で
き
た
。

傾
聴
技

法
を
職
員

面
談

で
使

用
し
心

理
的

安
定

を
図

れ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

リ
ー

ダ
ー
だ
け
で
な
く
、
み

ん
な
で

注
意

し
あ
え
る
環

境
づ

く
り

外
部
研
修

へ
の
参

加

★
適

材
の
育

成

★
計
画

の
理

解
浸

透

★
内
部

ケ
ア
監

査
員

教
育

★
傾
聴

技
法

の
獲

得

医
療

的
対

応
の
知

識
を
高

め
る

フ
ロ
ア
会
議
の
開
催

（
年

）

気
づ
き
・
尊

厳
の
検
討
事

項
（
年
）

外
部
研

修
参
加

数
（
年
）

テ
ス
ト
実

施
率

（
年
）

計
画
説

明
会
開

催
（
年
）

育
成
数
（
年
）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

研
修
回

数
（
年
）

回 個

以
上 件
以

上

回 人
以

上

人
以

上

回
以

上

回 個

件 回 人 人 回

毎
月
定

例
で
開

催
す

る
こ
と
が
出

来
た
。
対

応
に
困

る
利

用
者

様
の
共

有
や

対
策

を
講

じ
る
こ
と
で
、
ケ
ア
の
統

一
を
行

う
こ
と
が
出

来
た
。

フ
ロ
ア
会
議
内
で
定

例
議

題
と
し
て
あ
げ
、
毎

月
利

用
者

様
の
対

応
に
つ

い
て
検

討
す

る
こ
と
が
出

来
た
。

老
健
大

会
、

研
修

、
に
参

加
す

る
こ
と
が
出

来
た
。

事
故
報

告
書
等

で
再

発
の
可

能
性

が
あ
る
事

項
を
穴

埋
め
テ
ス
ト
し
、
再

発
防

止
と
適

性
の
確

認
、
育

成
を
図

れ
た
。

浸
透
の
確
認
の
為

に
穴

埋
め
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
全

職
員

か
ら
全

問
の
正

解
が
確

認
で
き
た
。

監
査
員

に
必
要

な
知

識
を
得

ら
れ
る
育

成
が
で
き
た
。
当

初
相

談
員

を
監

査
員

と
考

え
た
が
、
稼

働
管

理
に
注

力
す

る
為

、
育

成
対

象
か

ら
外
し
た
。
監

査
員

の
数

は
他
部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

管
理
職

対
象
に
講

義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全

問
の
正

解
を
確

認
し
、
知

識
の
獲

得
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

看
護
職

に
よ
り
、
陰

部
洗

浄
、
感

染
対

策
、
服

薬
に
関

し
て
の
研

修
を
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
予
防
：
短
期
で
目
標
を
達
成
し
、
状
態
を
改
善
で
き
る
。
ま
た
、
支
援
側
に
移
行
で
き
る
。
介
護
：
法
改
正
に
よ
る
重
度
、
医
療
依
存
度
の
高
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入
増
加

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

 
稼

働
率

（
年

間
平

均
）

予
防

：
介

護
比

率
（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）

送
迎

職
員

の
確

保
（
年

）

：

団
体

名
以

上

：

団
体

名

専
門

職
種

、
、
リ
ハ
ビ
リ
で
の
営
業

を
毎
月

回
行
い
、
新
規
、
体
験

の
利
用
者
様

の
獲

得
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
継
続
す
る
。

新
規

の
イ
ベ

ン
ト
、
授
業
を
毎
月

会
議
に
て
検

討
し
開
催
し
た
。
毎
月
追
加

利
用

が
～

名
あ
っ
た
。

総
合

事
業

受
け
入

れ
割
合

を
算
出
し
、
概

ね
調
整
す
る
事
無
く
、
そ
の
範
囲

内
と
な
っ
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

新
た
に

名
の
雇

用
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
生
活

を
向
上

★
介
護
度
の
状

態
が
維
持

改
善
で
き
る

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
定

を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

数
値

改
善

者
数

（
年

）

ケ
ア
項

目
の
改

善
数

（
年

）

利
用

者
様

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

名
以

上

件
以

上

名 件

数
値

把
握

と
し
て
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
年

回
計
測
し
た
。
数
値
グ
ラ
フ
を
作

成
し
デ
ー
タ
保
存

が
出
来
た
。

利
用

者
様

の
日

常
生
活
機
能

を
把
握
し
、
ケ
ア
や
状
態
を
見
直

す
こ
と
で
項
目
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

満
足

度
調

査
の
結

果
を

会
議

内
で
確
認

し
、
改
善
や
対
応
の
統
一
を
行

っ
た
。
介
護
、
予
防

と
分
け
て
満
足
度
調

査
を
実
施
し
た
。

介
護

と
予

防
を
分
け
て
満
足
度

調
査
を
行

っ
た
。
丁
寧
さ
、
安
全
、
要
望
の
実

効
性
の
項

目
を
追

加
し
て
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

基
本
的
な
介
護
技
術

の
向
上

★
法
改
正
に
対

応
す
る
評
価
表
作
成

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
、
事
故
、
苦
情

防
止

★
内
部
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

★
重
度
化
、
医
療
依
存

度
の
高

い
方
に

対
応
で
き
る

毎
月

の
介

護
技

術
研

修
（
月

）

新
た
な
評

価
表

作
成

同
様

事
例

件
数

（
年

）

実
施

回
数

（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

加
算

対
象

者
の
受

け
入

れ
数

（
年

）

回

評
価

指
標

決
定

件 回 人 名
以

上

回
年

評
価

指
標

決
定

件 回 人

名

会
議

を
中

心
に
基
本

的
な
介
護
技
術
、
職

員
の
知
識
不
足

に
関
し
て
研
修

を
行
う
こ
と
が
出
来

た
。

前
期

、
後

期
の
目
標

評
価
を
行
い
、
介

護
度

を
前
年
度
と
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦
情
に
関
し
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施
、
評
価
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
同

様
の
業

務
ミ
ス
や
事
故
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

回
数

を
分

け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
職

員
面
談
で
使
用
し
心
理
的
安

定
を
図
れ
た
。
し
か
し
腰
痛
と
県
外
へ

の
引
っ
越
し
を
理
由
と
し
た
退
職

が
発
生
し
た
。

重
度

化
、
医

療
依

存
度

の
高

い
方
に
関
し
て
、
新
加
算
に
基
づ
き
研

修
を
開
催
で
き
た
。
勤

務
体

制
を
整
え
加
算
取
得
、
維
持

が
出
来
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
傾
聴
技
法
の
獲
得
、
実
施

★
内
部
ケ
ア
監
査
員

の
教
育

★
事
業
計
画
の
理
解
、
浸
透

★
適
材
の
育
成

★
医
療
的
対
応

の
知
識
を
高

め
る

テ
ス
ト
合

格
数

（
年

）

内
部

ケ
ア
監

査
員

数
（
年

）

事
業

計
画

の
説

明
会

開
催

数
（
年

）

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

研
修

回
数

（
年

）

名
以

上

名
以

上

回 回
以

上

名 名 回 回

管
理

職
対

象
に
講
義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全
問
の
正
解

を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

監
査

員
に
必

要
な
知
識
を
得

ら
れ
る
育
成

が
で
き
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

中
重

度
ケ
ア
体

制
加

算
、
認
知
症
等

の
加
算

に
関
わ
る
内

容
で
研
修
を
行

う
こ
と
が
出
来

た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ゆ
っ
た
り
・
じ
っ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
考
え
実
行
す
る
力
を
職
員
自
身
で
つ
く
り
、
利
用
者
様
が
主
役
で
あ
る
生
活
を
つ
く
り
出
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
達
成
に
よ
る
安
定
収

入
確
保

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）
団

体
団

体

年
度

内
に

件
の
入
退

去
が
あ
り
、
入
居
ま
で
に
期
間
が
有

っ
た
こ
と
で
目
標
に
至
ら
な
か
っ
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
が
主

役
と
な
れ
る

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

満
足

度
調

査
（
職

歴
・
生

活
歴

が
生

か
さ
れ
た
か
を
問

う
項

目
）

利
用

者
様

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

職
歴

・
生

活
歴

を
活
か
せ
る
方

は
活
か
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
実
施
を
行

っ
た
。
し
か
し
状
態

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
、
新
た
な
情

報
が

入
手

で
き
な
い
方
も
お

ら
れ
、
次
年
度

は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
で
き
る
だ
け
ご
家
族
に
参

加
頂
き
、
情
報

を
集
め
、
生
か
せ
る
よ
う
図
る
。

満
足

度
調

査
で
満
足

を
得
ら
れ
て
い
る
回

答
を
頂
い
た
。

満
足

度
調

査
で
満

足
を
得
ら
れ
て
い
る
回

答
を
頂
い
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
利
用
者
様
の
職
歴
・
生
活
歴

が
反
映

さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
と
ケ
ア
統

一

日
常
業
務
・
非
日
常

業
務
・
不
定
期

対
応
業
務
が
改
善
で
き
る

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦
情
を
防

止
す
る

★
内
部
ケ
ア
監
査

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ﾘｽ

ﾄの
実

施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

利
用

者
様

プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
居

室
担

当

改
善

数
（
年

）

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施

回
数

（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

人
件

以
上 件

以
上

件 回 人

人
件

件

件 回 人

一
人

１
件

以
上

の
担
当

を
持
つ
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
状
態
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
、
新
た
な
情
報
が
入
手
で
き
な
い
方
も
お

ら
れ
、
次

年
度

は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
で
き
る
だ
け
ご
家
族

に
参
加
頂
き
、
情
報
を
集

め
、
生
か
せ
る
よ
う
図
る
。

改
善

を
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
終
了
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
出

来
ず
、
実
施

す
る
項
目
が
増
え
た
。

次
年

度
で
整

理
を
す
る
。

活
動

に
よ
り
同

様
の
ミ
ス
は
発
生
し
て
い
な
い
。

回
数

を
分

け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
職

員
面
談
で
使
用
し
心
理
的
安

定
を
図
れ
た
。
し
か
し
腰
痛
と
長
期
治

療
を
理
由
と
し
た
退
職
が
発
生
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
1

ゆ
っ
た
り
・
じ
っ
く
り
の
実
現
の
た
め
、

考
え
実
行

す
る
力
を
自
身
で
つ
く
る

医
療
的
対
応
の
知
識
を
高

め
る

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

内
部
ケ
ア
監
査
員
教
育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

フ
ロ
ア
会

議
提

案
数

（
月

）

研
修

回
数

（
年

）

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

の
根

本
機

能
の
説

明
会

（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

人
件

以
上 回
以

上

回 回 人
以

上

人
以

上

人
件

回 回 回 人 人

日
々

の
申

し
送

り
の
中
で
時
間
を
設
け
、
困
難

事
例
は
早

め
早
め
に
相
談
し
あ
い
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

所
定

の
勉

強
会

以
外
に
も
、
資

料
を
配
布
し
勉
強
の
機
会
を
設
け
る
事

が
出
来
た
。

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

定
例

の
会

議
内

で
説
明
が
で
き
、
機

能
の
浸

透
が
図
れ
た
。

監
査

員
に
必

要
な
知
識
を
得

ら
れ
る
育
成

が
で
き
た
。

管
理

職
対

象
に
講
義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全
問
の
正
解

を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
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r.2
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
へ
の
マ
ナ
ー
・
応
対
に
重
点
を
置
き
、
内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

計
画
的
修
繕
で
収
支
目

標
の
達
成

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

予
算

執
行

率

（
事

業
活

動
資

金
収

支
差

）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）
団

体
団

体

予
算

に
計

上
さ
れ
た
修
繕
は
計
画
的
に
執
行

で
き
た
。
定
期
的
に
設
備

を
確
認
し
異
常

の
早
期
発

見
に
努
め
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
定

を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

希
望
を
実
現
し
満

足
感
・
達
成
感
、
気

持
ち
に
刺
激
が
得

ら
れ
る

利
用

者
様
満

足
度

調
査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

趣
味

活
動

の
計

画
数

（
年

）

外
出

企
画

計
画

数
（
年

）

個 個

個 個

満
足

度
調

査
の
結

果
か
ら
、
支
援
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
に
お

い
て
は
共
同
生

活
の
場

の
整
理
整
頓
、
居
心
地
の
良

い
空
間
と
感
じ
て
頂

け
、

の
満

足
度

の
回

答
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
総
合
的
満

足
度
は

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

２
環

境
面

は
で
来
客
者
か
ら
も
『
緑

が
い
い
で
す
ね
』
と
好
評

だ
っ
た
が
、
総
合
的
満

足
度
は

に
至
ら
な
か
っ
た
。
不
満
足

と
の
回
答

が
あ
っ

た
項

目
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
に
て
職
員

間
で
意
見

交
換
を
行
な
い
再
発
防
止
に
努
め
た
。

日
の
中

で
午

前
、
午
後

の
テ
ィ
タ
イ
ム
を
楽

し
み
、
入
居
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
た
。
特
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
相
手

が
気
の
合
う
方

だ
と

時
の
終

了
が

時
ま
で
及
び
、
笑
顔
と
満
足
感

達
成
感
が
出
て
い
た
。

計
画

以
上

に
実

施
で
き
た
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

回
参
加

、
外
出
計
画
、
買

い
物

、
食
事
の
企
画

で
回
楽
し
ま
れ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦
情
防
止

★
内
部
ケ
ア
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
さ
な
い
で
対
応
を

統
一
す
る

信
頼
で
き
る
生
活
援
助
員
と
し
て
行

政
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
絡
を
迅

速

に
行
う

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施
回

数
（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

対
応

検
討

会
議

数
（
年

）

ル
ー

ル
化

で
き
た
か

件 回 人

回

ル
ー

ル
化

で
き
た

件 回 人

回

ル
ー

ル
化

で
き
た

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦

情
に
つ
な
が
る
事
例
は
無
く
、
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

回
数

を
分

け
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
利

用
者
様
対
応
で
使

用
し
、
心

理
的
安
定
を
図

れ
た
。

毎
月

の
申

し
送

り
や
申

し
送
り
ノ
ー
ト
、
カ
ル
テ
記
載
を
行
う
こ
と
で
、
入

居
者
様
の
状

態
や
異
変

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
認
知
機
能
低

下
の
見

ら
れ
る
入
居
者

様
の
日
々
の
様
子
を
職
員

間
で
申
し
送
る
と
と
も
に
、
各

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
へ

随
時

報
告
し
、
情
報
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

常
に
行

政
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
必
要

時
、
連
携

が
で
き
た
。
体
調
、
急
変

時
の
対
応

が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

★
内
部
ケ
ア
監
査
員
教

育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

勉
強

会
の
実

施
（
年

）

回 人 人 回

回 人 人 回

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

当
初

支
援

員
を
監
査
員
と
考
え
た
が
、
通
常

業
務
に
専
念
す
る
こ
と
と
し
た
。
監
査
員
の
数
は
他

部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

支
援

員
を
対

象
に
講
義

を
実
施
し
、
テ
ス
ト
の
実
施
と
全
問
の
正

解
を
確
認
し
、
知

識
の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

実
際

の
電

話
、
来

客
対
応
を
事
例
に
意
見

交
換
の
場
を
持

っ
た
。
満
足
度
調

査
の
結
果

を
受
け
て
、
振
返
り
と
対
応
の
統
一

を
確
認

で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
ゆ
っ
た
り
・
じ
っ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
考
え
実
行
す
る
力
を
職
員
自
身
で
つ
く
り
、
利
用
者
様
が
主
役
で
あ
る
生
活
を
つ
く
り
出
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
達
成
に
よ
る
安
定
収

入
確
保

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）
団

体
団

体

年
度

内
に

件
の
入
退

去
が
あ
り
、
入
居
ま
で
に
期
間
が
有

っ
た
こ
と
で
目
標
に
至
ら
な
か
っ
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
が
主

役
と
な
れ
る

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

満
足

度
調

査
（
職

歴
・
生

活
歴

が
生

か
さ
れ
た
か
を
問

う
項

目
）

利
用

者
様
満

足
度

調
査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

職
歴

・
生

活
歴

を
活
か
せ
る
方

は
活
か
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
実
施
を
行

っ
た
。
し
か
し
状
態

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
、
新
た
な
情

報
が

入
手

で
き
な
い
方
も
お

ら
れ
、
次
年
度

は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
で
き
る
だ
け
ご
家
族
に
参

加
頂
き
、
情
報

を
集
め
、
生
か
せ
る
よ
う
図
る
。

満
足

度
調

査
で
満

足
を
得
ら
れ
て
い
る
回

答
を
頂
い
た
。

満
足

度
調

査
で
満

足
を
得
ら
れ
て
い
る
回

答
を
頂
い
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
利
用
者
様
の
職
歴
・
生
活
歴

が
反
映

さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
と
ケ
ア
統

一

日
常
業
務
・
非
日
常

業
務
・
不
定
期

対
応
業
務
が
改
善
で
き
る

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦
情
を
防

止
す
る

★
内
部
ケ
ア
監
査

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ﾘｽ

ﾄの
実

施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

利
用

者
様

プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
居

室
担

当

改
善

数
（
年

）

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施
回

数
（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

人
件

以
上 件

以
上

件 回 人

人
件

件

件 回 人

一
人

１
件

以
上

の
担
当

を
持
つ
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
状
態
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
、
新
た
な
情
報
が
入
手
で
き
な
い
方
も
お

ら
れ
、
次

年
度

は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
で
き
る
だ
け
ご
家
族

に
参
加
頂
き
、
情
報
を
集

め
、
生
か
せ
る
よ
う
図
る
。

改
善

を
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
終
了
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
出

来
ず
、
実
施

す
る
項
目
が
増
え
た
。

次
年

度
で
整

理
を
す
る
。

活
動

に
よ
り
同

様
の
ミ
ス
は
発
生
し
て
い
な
い
。

回
数

を
分

け
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
職

員
面
談
で
使
用
し
心
理
的
安

定
を
図
れ
た
。
し
か
し
腰
痛
と
長
期
治

療
を
理
由
と
し
た
退
職
が
発
生
し
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
1

ゆ
っ
た
り
・
じ
っ
く
り
の
実
現
の
た
め
、

考
え
実
行

す
る
力
を
自
身
で
つ
く
る

医
療
的
対
応
の
知
識
を
高

め
る

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

内
部
ケ
ア
監
査
員
教
育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

フ
ロ
ア
会

議
提

案
数

（
月

）

研
修

回
数
（
年

）

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

の
根

本
機

能
の
説

明
会

（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

人
件

以
上 回
以

上

回 回 人
以

上

人
以

上

人
件

回 回 回 人 人

日
々

の
申

し
送

り
の
中
で
時
間
を
設
け
、
困
難

事
例
は
早

め
早
め
に
相
談
し
あ
い
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

所
定

の
勉

強
会

以
外
に
も
、
資

料
を
配
布
し
勉
強
の
機
会
を
設
け
る
事

が
出
来
た
。

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

定
例

の
会

議
内

で
説
明
が
で
き
、
機

能
の
浸

透
が
図
れ
た
。

監
査

員
に
必

要
な
知
識
を
得

ら
れ
る
育
成

が
で
き
た
。

管
理

職
対

象
に
講
義
を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実

施
と
全
問
の
正
解

を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
箕
輪

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
へ
の
マ
ナ
ー
・
応
対
に
重
点
を
置
き
、
内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

計
画
的
修
繕
で
収
支
目

標
の
達
成

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

予
算

執
行

率

（
事

業
活

動
資

金
収

支
差

）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）
団

体
団

体

予
算

に
計

上
さ
れ
た
修
繕
は
計
画
的
に
執
行

で
き
た
。
定
期
的
に
設
備

を
確
認
し
異
常

の
早
期
発

見
に
努
め
た
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ

な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増

加
の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
入
居
者
様
の
心
理
的
安
定

を
図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

希
望
を
実
現
し
満

足
感
・
達
成
感
、
気

持
ち
に
刺
激
が
得

ら
れ
る

利
用

者
様

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

趣
味

活
動

の
計

画
数

（
年

）

外
出

企
画

計
画

数
（
年

）

個 個

個 個

満
足

度
調

査
の
結

果
か
ら
、
支
援
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
に
お

い
て
は
共
同
生

活
の
場

の
整
理
整
頓
、
居
心
地
の
良

い
空
間
と
感
じ
て
頂

け
、

の
満

足
度

の
回

答
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
総
合
的
満

足
度
は

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

２
環

境
面

は
で
来
客
者
か
ら
も
『
緑

が
い
い
で
す
ね
』
と
好
評

だ
っ
た
が
、
総
合
的
満

足
度
は

に
至
ら
な
か
っ
た
。
不
満
足

と
の
回
答

が
あ
っ

た
項

目
に
つ

い
て
は
申
し
送
り
に
て
職
員
間
で
意
見

交
換
を
行
な
い
再
発
防
止
に
努
め
た
。

日
の
中

で
午

前
、
午
後

の
テ
ィ
タ
イ
ム
を
楽

し
み
、
入
居
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
た
。
特
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
相
手

が
気
の
合
う
方

だ
と

時
の
終

了
が

時
ま
で
及
び
、
笑
顔
と
満
足
感

達
成
感
が
出
て
い
た
。

計
画

以
上

に
実

施
で
き
た
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

回
参
加
、
外
出
計
画
、
買

い
物

、
食
事
の
企
画

で
回
楽
し
ま
れ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦
情
防
止

★
内
部
ケ
ア
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
さ
な
い
で
対
応
を

統
一
す
る

信
頼
で
き
る
生
活
援
助
員
と
し
て
行

政
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
絡
を
迅

速

に
行
う

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施

回
数

（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

対
応

検
討

会
議

数
（
年

）

ル
ー

ル
化

で
き
た
か

件 回 人

回

ル
ー

ル
化

で
き
た

件 回 人

回

ル
ー

ル
化

で
き
た

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦

情
に
つ
な
が
る
事
例
は
無
く
、
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

回
数

を
分

け
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
利

用
者
様
対
応
で
使

用
し
、
心

理
的
安
定
を
図

れ
た
。

毎
月

の
申

し
送

り
や
申

し
送
り
ノ
ー
ト
、
カ
ル
テ
記
載
を
行
う
こ
と
で
、
入

居
者
様
の
状

態
や
異
変

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
認
知
機
能
低

下
の
見

ら
れ
る
入
居
者

様
の
日
々
の
様
子
を
職
員

間
で
申
し
送
る
と
と
も
に
、
各

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
へ

随
時

報
告
し
、
情
報
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

常
に
行

政
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
必
要

時
、
連
携

が
で
き
た
。
体
調
、
急
変

時
の
対
応

が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

★
内
部
ケ
ア
監
査
員
教

育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

勉
強

会
の
実

施
（
年

）

回 人 人 回

回 人 人 回

事
故

報
告

書
等

で
再

発
の
可
能

性
が
あ
る
事

項
を
穴
埋
め
テ
ス
ト
し
、
再
発
防

止
と
適
性
の
確
認
、
育
成
を
図
れ
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
職
員
か
ら
全

問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

当
初

支
援

員
を
監

査
員
と
考
え
た
が
、
通
常

業
務
に
専
念
す
る
こ
と
と
し
た
。
監
査
員
の
数
は
他

部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

支
援

員
を
対

象
に
講
義

を
実
施
し
、
テ
ス
ト
の
実
施
と
全
問
の
正

解
を
確
認
し
、
知

識
の
獲
得

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

実
際

の
電

話
、
来

客
対
応
を
事
例
に
意
見

交
換
の
場
を
持

っ
た
。
満
足
度
調

査
の
結
果

を
受
け
て
、
振
返
り
と
対
応
の
統
一

を
確
認

で
き
た
。

 

− 158 − − 159 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
伊
那

事
業
所
の
経
営
方
針
：
法
改
正
に
対
応
し
、
利
用
者
様
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と
地
域
連
携
の
要
に
な
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る
安
定

運
営

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数

（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）

件
以

上

団
体

件

団
体

月
平

均
件

、
年

件
の
新
規
依
頼

を
受

け
た
が
、
逝
去

や
入
院
、
入
所
等
で

件
が
廃

止
と
な
り
目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

年
度

よ
り
依

頼
件
数

は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ
な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加

の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
担
当
利
用
者
様

の
心
理
的
安

定
を

図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

★
地
域
ケ
ア
会
議
で
支
援
で
き
る

利
用

者
様

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

地
域

ケ
ア
会

議
参

加
数

（
年

）
回

以
上

回

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立

案
時
に
、
よ
り
意
識
し
て
ご
利

用
者
様
の
意
向

を
聞
き
取
る
等
で
、
前
期

か
ら
後
期

へ
上
昇
し
た
。

前
期

、
後

期
の
満
足

を
得
ら
れ
て
い
る
。

に
達
す
る
た
め
に
全
担

当
利
用
者
様

、
ご
家
族
へ
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
る
。

困
難

事
例

に
つ

い
て
は
、
包
括
へ
そ
の
都
度

相
談
し
て
い
る
が
、
実

際
に
地
域
ケ
ア
会
議
開
催

に
至
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

潜
在
す
る
問
題
を
発

掘
、
地
域
関
係

者
に
発
信
す
る

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦

情
を
防

止
す
る

★
内
部
ケ
ア
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

情
報

発
掘

・
発

信
数

（
年

）

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施

回
数

（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

個
以

上

件 回 人

個 件 回 人

地
域

行
事

や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
加
え
て
、
箕
輪
町
社
協
主

催
の
「
地
域

共
生

社
会
を
考
え
る
会
」
に
参
加

し
、
交
通
弱
者
問

題
等

の
発

信
が
で
き
た
。

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦

情
は
発
生

し
な
か
っ
た
。
満
足
度
調
査
や
つ
ぶ

や
き
に
も
注
意
し
て
、
問

題
発
生
を
防
ぐ
。

回
数

を
分

け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
利

用
者
様
、
ご
家
族
と
の
面
談

で
使
用
し
心
理
的
安
定

を
図
れ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

★
内
部
ケ
ア
監
査
員
教
育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

医
療
的
対
応
の
知
識
を
高

め
る

法
人
同
一
地
域
内

の
連
携
・
相
談

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

研
修

回
数

（
年

）

連
携

・
相

談
回

数
（
年

）

回 人 人 回
以

上

回
以

上

回 人 人 回

回

事
故

や
業

務
ミ
ス
は
発
生
し
な
か
っ
た
為
、
穴

埋
め
テ
ス
ト
を
す
る
機
会
は
無
か
っ
た
が
、
定
期
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
適
正
を
確
認
で
き
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

当
初

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
監
査

員
と
考
え
た
が
、
通
常
業
務
に
専
念

す
る
こ
と
と
し
た
。
監
査
員

の
数

は
他
部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

講
義

を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実
施
と
全
問
の
正

解
を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

制
度

改
正

に
伴

う
入
院
・
退
院
時
の
加

算
算

定
と
主
治
医
や
訪
問
看

護
等
の
医

療
系
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
、
在
宅
で
の
看
取
り
等

に
つ

い
て
学
ぶ
。

居
宅

部
門

会
議

、
エ
リ
ア
会
議
、
施
設
内
全

体
会
議
で
連
携
を
図
り
、
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
た

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
日
義

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
家
に
い
る
時
で
も
利
用
者
様
の
「
や
る
気
・
元
気
・
笑
い
」
を
引
き
出
せ
る
役
割
の
持
て
る
生
活
を
つ
く
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
 
稼
働
向
上
の
取
り
組
み
の
実
施

に
よ

 

 
 
 
る
平
均
稼
働
率

8
2
%
以
上

の
維
持

 

 ★
2
 
 
利
用
予
定
数

に
合
っ
た
職

員
配
置

 

1
-
1
 
新

規
獲

得
者

数
（
年

間
）
 

 1
-
2
 
月

平
均

追
加

利
用

者
数

（
月

）
 

 2
 
 
 
法

人
職

員
配

置
内

 

1
-
1
 
 
2
2
名

以

上
 

1
-
2
 
 
8
.5

名
 

以
上

 
 

 

2
 
 
 
 
1
名

以
内

 

1
-
1
 
 
1
7
名

 

 1
-
2
 
 
1
1
.5

名
 

 2
 
 
 
 
1
名

 

1
-
1
 
 
週

に
1
回

の
事
業
所
訪

問
を
目
標

に
営
業

を
行
い
、
チ
ラ
シ
や
体
験
利

用
の
広
報

を
実
施
し
た
結
果
、
平
均
月
に
１
件
体
験

利
用
者
の
希
望
が
出

て
き
て
い
る
。

 

1
-
2
 
 
追

加
利

用
が
出

来
そ
う
な
利
用

者
様
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
声
掛

け
を
行

う
職
員
を
割
り
振
り
計
画

的
に
追
加
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
 
 
 
 
毎

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、
利
用
人

数
に
応
じ
て
職
員

の
配
置
を
行

い
利
用

人
数
が
少

な
い
日
に
は
勤
務
調
整
や

有
給
休
暇
を
取
得
す
る

こ
と
が

 

出
来

た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
 
多
彩
な
行
事
や
目
的

を
持
っ
た
活

 

 
 
 
動
提
供
に
よ
る
利
用
者
様

満
足
度

 

の
向
上

 

  ★
2
 
 
自
立
支
援

に
よ
る
生
活

意
欲
向
上

 

 ★
3
 
 
中
重
度
の
利
用
者
様
に
必
要
な
活

 

動
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
心
身
機

 

能
の
維
持
・
改
善

 

1
-
1
 
利

用
者

様
満

足
度

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
 

  1
-
2
 
特

別
日

課
開

催
数

（
月

）
 

 2
 
 
 
平

均
介

護
度

 

 3
 
 
 
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
（
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ

ク
ス
：
改

善
者

数
（
評

価
期

間
）
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

  1
-
2
 
 
1
回

 

 2
 
 
 
 
1
.7

5
 

以
下

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3
 
 
 
 
3
名

以
上

 

1
-
1
 
 
8
5
%
 

  1
-
2
 
 
0
.5

回
 

 2
 
 
 
 
1
.8

0
 

 3
 
 
 
 
3
名

 

1
-
1
 
 
行

事
に
つ

い
て
は
年
間
で
立
て
た
計
画

を
概

ね
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
月
に

3
件

～
4
件
の
行
事
を
設
定

す
る
こ
と
で
興
味
の
あ
る
も

の
を
選

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
歌
や
楽

器
を
使
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
気
が
あ
っ
た
。

 

 1
-
2
 
 
特

別
日

課
と
し
て
手

先
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
き
た
。
主
に
簡

単
な
物
作
り
が
多

か
っ
た
が
、
計
画

か
ら
準
備
ま
で
担
当

が
考
え
る

の
に
負

担
も
見

ら
れ
て
お
り
、
実
施
で
き
な
い
月
も
あ
り

2
ヵ
月
に

1
回
ほ
ど
の
実
施
と
な
っ
た
。

 

2
-
1
 
 
介

護
度

の
高

い
方

の
受
け
入
れ
も
あ
り
全
体

の
介
護
度
は
上
が
っ
て
い
る
。
総
合
事
業

対
象
者

は
前
年
度

4
件
か
ら

8
件
に
増
加
し
た
が
、
要
介

護
に
区

分
変

更
し
た
利
用
者
様
が

2
名

い
た
こ
と
も
介
護
度
が
上

が
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

 

3
-
1
 
 
要

介
護

3
～

5
の
対
象
者

の
中
で
退
所
さ
れ

た
方
や
老
健
に
入

所
さ
れ
た
方
も
い
た
が
、
作
業

療
法
士
の
機
能
訓
練

や
集
団
体
操

の
提
供
に
て

3

名
は
改

善
し
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
が
楽
し
め
る
新

し
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
の
導

入
 

  ★
2
 
 
統
一
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供

 

   ★
3
 
 
業
務
改
善

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
無
い

 

職
場

 

★
4
 
 
法
の
基
準
、
報
酬
改
定
に
的
確
に

 

対
応
す
る

 

1
-
1
 
つ

ぶ
や

き
の
件

数
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

/
 

(月
）
 

1
-
2
 
新
ア
ク
テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
の
導

入
件
数

（
月

）
 

2
-
1
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開

催
数

（
月

）
 

 2
-
2
 
利

用
者

様
満

足
度

（
全

体
）
 

 3
 
 
 
D

S
会

議
の
超

過
勤

務
時

間
の
削

減
 

 4
 
 
 
報

酬
改

定
確

認
回

数
（
年

間
）
 

1
-
1
 
 
2
件

 
 

 1
-
2
 
 
4
件

以
上

 

 2
-
1
 
 
該

当
な
し

 

 2
-
2
 
 
8
0
%
 

 3
 
 
 
 
前

年
月

2
0
%
減

 

4
 
 
 
 
2
回

以
上

 

1
-
1
 
 
1
.8

件
 

 1
-
2
 
 
0
.5

件
 

 2
-
1
 
 
1
回

 

 2
-
2
 
 
1
0
0
%
 

 3
 
 
 
 
2
1
.4

%
減

 

 4
 
 
 
 
2
回

 

1
-
1
 
 
毎

日
申

し
送

り
時

に
つ
ぶ
や
き
の
確
認
を
行

い
入
力
出
来
て
い
る
。
月
毎

に
つ
ぶ
や
き
の
件
数

に
む
ら
が
あ
る
が
、
行
事
や
レ
ク
が
あ
っ
た
際
に
は

多
く
件

数
を
上

げ
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

 

1
-
2
 
 
月

に
4
件

以
上

の
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
導
入
す
る
の
は
実
際
に
は
難
し
い
為
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
見
直
し
を
行

い
不
必

要
な
も
の
は
削
除
し
て

い
る
。

 

2
-
1
 
 
生

活
相

談
員

の
異
動
で
不
慣

れ
な
部
分
は
あ
っ
た
が
、
毎
月
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
見
直
し
を
行
い
各
職
員

か
ら
意
見

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

 
 

 2
-
2
 
 利

用
者

の
要

望
や
日
常

の
様
子
を
観

察
し
、
申
し
送
り
の
際
に
意

見
を
出
し
合

い
情
報

を
共
有
す

る
こ
と
で
統
一
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
出
来
て

い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
-
1
 
 
超

過
分

を
利

用
人
数
が
少
な
い
日
や

職
員

が
多
い
に
調
整
を
す
る
こ
と
で
削
減
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
が
、
計
画

性
が
不
十
分
な
為
次
年
度
の
課

題
と
な
る
。

 

4
-
1
 
 
加

算
の
項

目
に
つ

い
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
会

議
時
に
確
認
を
行
い
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
介
護
保
険
に
関
す
る
確
認
は
十

分
に
出
来
な
か
っ

た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
 
加
算
取
得

に
向
け
た
必

要
な
職
員

 

の
確
保
と
育
成

 

 

 

2
 
 
地
域
と
の
交
流

を
行

い
、
地
域
に
活

 

 
 
 
動
状
況
を
発
信

す
る

 

 

3
 
 
職
員
個
々
の
介
護
技
術
向
上

個
々

 

 
 
の
勤
務
に
あ
わ
せ
た
勤
務

の
実
施
に

 

 
 
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
保

 

 
 
つ

 

   

1
-
1
 
介

護
福

祉
士

資
格

取
得

者
 

 1
-
2
 
相

談
員

養
成

コ
ー

ス
参

加
者

 

 2
-
1
 
美

化
活

動
回

数
(年

) 

2
-
2
 
地

域
行

事
へ

の
参

加
人

数
（
年

）
 

2
-
3
 
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開

催
数

（
年

）
 

3
-
1
 
交

換
研

修
の
実

施
 

3
-
2
 
職

員
満

足
度

（
大

変
満

足
）
 

 3
-
3
 
離

職
率

 

3
-
4
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 3
-
5
 
送

迎
職

員
確

保
 

1
-
1
 
 
1
名

/
1

名
 

 
 

 

1
-
2
 
 
1
名

/
1

名
 

 
 

 
 

2
-
1
 
 
2
回

 

2
-
2
 
 
2
名

以
上

 

2
-
3
 
 
3
回

 

3
-
1
 
 
1
名

 

3
-
2
 
 
1
0
0
%
 

 3
-
3
 
 
0
名

 

3
-
4
 
 
8
0
%
 

 3
-
5
 
 
1
名

 

1
-
1
 
 
1
名

 

 1
-
2
 
 
1
名

 

 2
-
1
 
 
2
回

 

2
-
2
 
 
2
名

 

2
-
3
 
 
3
回

 

3
-
1
 
 
1
名

 

3
-
2
 
 
2
5
%
 

 3
-
3
 
 
0
名

 

3
-
4
 
 
8
1
.3

%
 

 3
-
5
 
 
1
名

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

を
受
験
し
た
職

員
は
エ
リ
ア
の
勉
強
会
や
自
己
学
習

を
行

い
受
験
に
臨

め
た
。

 

 1
-
2
 
 
対

象
の
職

員
は
養
成
コ
ー

ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
-
1
 
 
地

域
と
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
2
 
 
地

域
の
文

化
祭
に
準
備
、
片
付
け
含

め
職

員
と
利
用
者
様
で
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
3
 
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

 

3
-
1
 
 
交

換
研

修
を
実

施
し
他
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
取
り
組
み
を
持
ち
帰
り
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
-
2
 
 
満

足
の
回

答
は
多
か
っ
た
が
大

変
満
足
は
少
な
い
結
果
と
な
る
。
大
き
な
不
満

は
無

い
が
ち
ょ
っ
と
し
た
人
間
関
係
や

体
制
に
つ

い
て
の
不
満
が
聞

か
れ
た
。
（
少

々
満
足

は
あ
る
が
満
足

 
6
2
%
 
や
や

満
足

 
1
3
%
）
 

3
-
3
 
 
職

員
満

足
度

か
ら
も
大
き
な
不
満

は
な
く
、
意

見
が
聞
か
れ
た
際
に
は
上
司
と
相
談
し
対
応
す
る
こ
と
で
離
職
防
止
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
-
4
 
 
パ
ー

ト
職

員
を
中
心

に
有
給
休

暇
を
取
得
す

る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
常
勤
職
員
も
取
得

出
来
て
は
い
る
も
の
の
取
得
率

を
上
げ
る
に
は
も
う
少
し
計

画
的

に
勤

務
を
調
整
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 

3
-
5
 
 
送

迎
職

員
１
名
確
保
で
き
て
お
り
、
安
全

に
送
迎
を
行
え
て
い
る
。

 

 

− 160 − − 161 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
伊
那

事
業
所
の
経
営
方
針
：
法
改
正
に
対
応
し
、
利
用
者
様
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と
地
域
連
携
の
要
に
な
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
件
数
達
成

に
よ
る
安
定

運
営

就
労
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数

（
年

間
平

均
）

業
務

系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増

加
数

（
年

）

件
以

上

団
体

件

団
体

月
平

均
件

、
年

件
の
新
規
依
頼

を
受

け
た
が
、
逝
去

や
入
院
、
入
所
等
で

件
が
廃

止
と
な
り
目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

年
度

よ
り
依

頼
件
数

は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

人
員

が
充

足
で
き
て
い
た
た
め
、
就
労
に
つ
な
げ
る
活
動
は
控
え
、
業
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加

の
み
に
努

め
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
担
当
利
用
者
様

の
心
理
的
安

定
を

図
る

★
ご
家
族
の
信
頼

が
得
ら
れ
る

★
地
域
ケ
ア
会
議
で
支
援
で
き
る

利
用

者
様
満

足
度

調
査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

満
足

度
調

査

（
総

合
的

満
足

を
問

う
項

目
）

地
域

ケ
ア
会

議
参

加
数

（
年

）
回

以
上

回

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立

案
時
に
、
よ
り
意
識
し
て
ご
利

用
者
様
の
意
向

を
聞
き
取
る
等
で
、
前
期

か
ら
後
期

へ
上
昇
し
た
。

前
期

、
後

期
の
満
足

を
得
ら
れ
て
い
る
。

に
達
す
る
た
め
に
全
担

当
利
用
者
様

、
ご
家
族
へ
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
る
。

困
難

事
例

に
つ

い
て
は
、
包
括
へ

そ
の
都
度

相
談
し
て
い
る
が
、
実

際
に
地
域
ケ
ア
会
議
開
催

に
至
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

潜
在
す
る
問
題
を
発

掘
、
地
域
関
係

者
に
発
信
す
る

★
同
様
の
業
務
ミ
ス
・
事
故
・
苦

情
を
防

止
す
る

★
内
部
ケ
ア
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施

★
傾
聴
技
法
の
実
施

情
報

発
掘

・
発

信
数

（
年

）

同
様

事
例

の
発

生
数

（
年

）

実
施
回

数
（
年

）

退
職

者
数

（
年

）

個
以

上

件 回 人

個 件 回 人

地
域

行
事

や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
加
え
て
、
箕
輪
町
社
協
主

催
の
「
地
域

共
生

社
会
を
考
え
る
会
」
に
参
加

し
、
交
通
弱
者
問

題
等

の
発

信
が
で
き
た
。

業
務

ミ
ス
、
事

故
、
苦

情
は
発
生

し
な
か
っ
た
。
満
足
度
調
査
や
つ
ぶ

や
き
に
も
注
意
し
て
、
問

題
発
生
を
防
ぐ
。

回
数

を
分

け
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
重
点
項

目
に
時
間
を
か
け
て
監
査
で
き
、
法
令
遵

守
と
適
切
な
運
営
を
確
認
で
き
た
。

傾
聴

技
法

を
利

用
者
様
、
ご
家
族
と
の
面
談

で
使
用
し
心
理
的
安
定

を
図
れ
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
適
材
の
育
成

★
計
画
の
理
解

浸
透

★
内
部
ケ
ア
監
査
員
教
育

★
傾
聴
技
法
の
獲
得

医
療
的
対
応
の
知
識
を
高

め
る

法
人
同
一
地
域
内

の
連
携
・
相
談

テ
ス
ト
実

施
率

（
年

）

計
画

説
明

会
開

催
（
年

）

育
成

数
（
年

）

テ
ス
ト
合

格
（
年

）

研
修

回
数
（
年

）

連
携

・
相

談
回

数
（
年

）

回 人 人 回
以

上

回
以

上

回 人 人 回

回

事
故

や
業

務
ミ
ス
は
発
生
し
な
か
っ
た
為
、
穴

埋
め
テ
ス
ト
を
す
る
機
会
は
無
か
っ
た
が
、
定
期
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
適
正
を
確
認
で
き
た
。

浸
透

の
確

認
の
為
に
穴
埋
め
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
全
問
の
正
解

が
確
認
で
き
た
。

当
初

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
監
査

員
と
考
え
た
が
、
通
常
業
務
に
専
念

す
る
こ
と
と
し
た
。
監
査
員

の
数

は
他
部
署
で
の
育
成
で
確
保
で
き
た
。

講
義

を
実

施
し
、
テ
ス
ト
の
実
施
と
全
問
の
正

解
を
確
認
し
、
知
識

の
獲
得
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

制
度

改
正

に
伴

う
入
院
・
退
院
時
の
加

算
算

定
と
主
治
医

や
訪
問
看

護
等
の
医

療
系
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

、
在
宅
で
の
看
取
り
等

に
つ

い
て
学
ぶ
。

居
宅

部
門

会
議

、
エ
リ
ア
会
議
、
施
設
内
全

体
会
議
で
連
携
を
図
り
、
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
た

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
日
義

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
家
に
い
る
時
で
も
利
用
者
様
の
「
や
る
気
・
元
気
・
笑
い
」
を
引
き
出
せ
る
役
割
の
持
て
る
生
活
を
つ
く
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
 
稼
働
向
上
の
取
り
組
み
の
実
施

に
よ

 

 
 
 
る
平
均
稼
働
率

8
2
%
以
上

の
維
持

 

 ★
2
 
 
利
用
予
定
数

に
合
っ
た
職

員
配
置

 

1
-
1
 
新

規
獲

得
者

数
（
年

間
）
 

 1
-
2
 
月

平
均

追
加

利
用

者
数

（
月

）
 

 2
 
 
 
法

人
職

員
配

置
内

 

1
-
1
 
 
2
2
名

以

上
 

1
-
2
 
 
8
.5

名
 

以
上

 
 

 

2
 
 
 
 
1
名

以
内

 

1
-
1
 
 
1
7
名

 

 1
-
2
 
 
1
1
.5

名
 

 2
 
 
 
 
1
名

 

1
-
1
 
 
週

に
1
回

の
事
業
所
訪

問
を
目
標

に
営
業

を
行
い
、
チ
ラ
シ
や
体
験
利

用
の
広
報

を
実
施
し
た
結
果
、
平
均
月
に
１
件
体
験

利
用
者
の
希
望
が
出

て
き
て
い
る
。

 

1
-
2
 
 
追

加
利

用
が
出

来
そ
う
な
利
用

者
様
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
声
掛

け
を
行

う
職
員
を
割
り
振
り
計
画

的
に
追
加
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
 
 
 
 
毎

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、
利
用
人

数
に
応
じ
て
職
員

の
配
置
を
行

い
利
用

人
数
が
少

な
い
日
に
は
勤
務
調
整
や

有
給
休
暇
を
取
得
す
る

こ
と
が

 

出
来

た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
 
多
彩
な
行
事
や
目
的

を
持
っ
た
活

 

 
 
 
動
提
供
に
よ
る
利
用
者
様

満
足
度

 

の
向
上

 

  ★
2
 
 
自
立
支
援

に
よ
る
生
活

意
欲
向
上

 

 ★
3
 
 
中
重
度
の
利
用
者
様
に
必
要
な
活

 

動
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
心
身
機

 

能
の
維
持
・
改
善

 

1
-
1
 
利

用
者

様
満

足
度

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
 

  1
-
2
 
特

別
日

課
開

催
数

（
月

）
 

 2
 
 
 
平

均
介

護
度

 

 3
 
 
 
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
（
バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ

ク
ス
：
改

善
者

数
（
評

価
期

間
）
 

1
-
1
 
 
1
0
0
%
 

  1
-
2
 
 
1
回

 

 2
 
 
 
 
1
.7

5
 

以
下

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3
 
 
 
 
3
名

以
上

 

1
-
1
 
 
8
5
%
 

  1
-
2
 
 
0
.5

回
 

 2
 
 
 
 
1
.8

0
 

 3
 
 
 
 
3
名

 

1
-
1
 
 
行

事
に
つ

い
て
は
年
間
で
立
て
た
計
画

を
概

ね
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
月
に

3
件

～
4
件
の
行
事
を
設
定

す
る
こ
と
で
興
味
の
あ
る
も

の
を
選

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
歌
や
楽

器
を
使
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
気
が
あ
っ
た
。

 

 1
-
2
 
 
特

別
日

課
と
し
て
手

先
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
き
た
。
主
に
簡

単
な
物
作
り
が
多

か
っ
た
が
、
計
画

か
ら
準
備
ま
で
担
当

が
考
え
る

の
に
負

担
も
見

ら
れ
て
お
り
、
実
施
で
き
な
い
月
も
あ
り

2
ヵ
月
に

1
回
ほ
ど
の
実
施
と
な
っ
た
。

 

2
-
1
 
 
介

護
度

の
高

い
方

の
受
け
入
れ
も
あ
り
全
体

の
介
護
度
は
上
が
っ
て
い
る
。
総
合
事
業

対
象
者

は
前
年
度

4
件
か
ら

8
件
に
増
加
し
た
が
、
要
介

護
に
区

分
変

更
し
た
利
用
者
様
が

2
名

い
た
こ
と
も
介
護
度
が
上

が
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

 

3
-
1
 
 
要

介
護

3
～

5
の
対
象
者

の
中
で
退
所
さ
れ

た
方
や
老
健
に
入

所
さ
れ
た
方
も
い
た
が
、
作
業

療
法
士
の
機
能
訓
練

や
集
団
体
操

の
提
供
に
て

3

名
は
改

善
し
て
い
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
 
利
用
者
様
が
楽
し
め
る
新

し
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
の
導

入
 

  ★
2
 
 
統
一
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供

 

   ★
3
 
 
業
務
改
善

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
無
い

 

職
場

 

★
4
 
 
法
の
基
準
、
報
酬
改
定
に
的
確
に

 

対
応
す
る

 

1
-
1
 
つ

ぶ
や

き
の
件

数
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

/
 

(月
）
 

1
-
2
 
新
ア
ク
テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
の
導

入
件
数

（
月

）
 

2
-
1
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開

催
数

（
月

）
 

 2
-
2
 
利

用
者

様
満

足
度

（
全

体
）
 

 3
 
 
 
D

S
会

議
の
超

過
勤

務
時

間
の
削

減
 

 4
 
 
 
報

酬
改

定
確

認
回

数
（
年

間
）
 

1
-
1
 
 
2
件

 
 

 1
-
2
 
 
4
件

以
上

 

 2
-
1
 
 
該

当
な
し

 

 2
-
2
 
 
8
0
%
 

 3
 
 
 
 
前

年
月

2
0
%
減

 

4
 
 
 
 
2
回

以
上

 

1
-
1
 
 
1
.8

件
 

 1
-
2
 
 
0
.5

件
 

 2
-
1
 
 
1
回

 

 2
-
2
 
 
1
0
0
%
 

 3
 
 
 
 
2
1
.4

%
減

 

 4
 
 
 
 
2
回

 

1
-
1
 
 
毎

日
申

し
送

り
時

に
つ
ぶ
や
き
の
確
認
を
行

い
入
力
出
来
て
い
る
。
月
毎

に
つ
ぶ
や
き
の
件
数

に
む
ら
が
あ
る
が
、
行
事
や
レ
ク
が
あ
っ
た
際
に
は

多
く
件

数
を
上

げ
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

 

1
-
2
 
 
月

に
4
件

以
上

の
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
導
入
す
る
の
は
実
際
に
は
難
し
い
為
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
見
直
し
を
行

い
不
必

要
な
も
の
は
削
除
し
て

い
る
。

 

2
-
1
 
 
生

活
相

談
員

の
異
動
で
不
慣

れ
な
部
分
は
あ
っ
た
が
、
毎
月
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
見
直
し
を
行
い
各
職
員

か
ら
意
見

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

 
 

 2
-
2
 
 利

用
者

の
要

望
や
日
常

の
様
子
を
観

察
し
、
申
し
送
り
の
際
に
意

見
を
出
し
合

い
情
報

を
共
有
す

る
こ
と
で
統
一
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
出
来
て

い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
-
1
 
 
超

過
分

を
利

用
人
数
が
少
な
い
日
や

職
員

が
多
い
に
調
整
を
す
る
こ
と
で
削
減
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
が
、
計
画

性
が
不
十
分
な
為
次
年
度
の
課

題
と
な
る
。

 

4
-
1
 
 
加

算
の
項

目
に
つ

い
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
会

議
時
に
確
認
を
行
い
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
介
護
保
険
に
関
す
る
確
認
は
十

分
に
出
来
な
か
っ

た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
 
加
算
取
得

に
向
け
た
必

要
な
職
員

 

の
確
保
と
育
成

 

 

 

2
 
 
地
域
と
の
交
流

を
行

い
、
地
域
に
活

 

 
 
 
動
状
況
を
発
信

す
る

 

 

3
 
 
職
員
個
々
の
介
護
技
術
向
上

個
々

 

 
 
の
勤
務
に
あ
わ
せ
た
勤
務

の
実
施
に

 

 
 
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
保

 

 
 
つ

 

   

1
-
1
 
介

護
福

祉
士

資
格

取
得

者
 

 1
-
2
 
相

談
員

養
成

コ
ー

ス
参

加
者

 

 2
-
1
 
美

化
活

動
回

数
(年

) 

2
-
2
 
地

域
行

事
へ

の
参

加
人

数
（
年

）
 

2
-
3
 
認

知
症

カ
フ
ェ
の
開

催
数

（
年

）
 

3
-
1
 
交

換
研

修
の
実

施
 

3
-
2
 
職

員
満

足
度

（
大

変
満

足
）
 

 3
-
3
 
離

職
率

 

3
-
4
 
有

給
休

暇
取

得
率

 

 3
-
5
 
送

迎
職

員
確

保
 

1
-
1
 
 
1
名

/
1

名
 

 
 

 

1
-
2
 
 
1
名

/
1

名
 

 
 

 
 

2
-
1
 
 
2
回

 

2
-
2
 
 
2
名

以
上

 

2
-
3
 
 
3
回

 

3
-
1
 
 
1
名

 

3
-
2
 
 
1
0
0
%
 

 3
-
3
 
 
0
名

 

3
-
4
 
 
8
0
%
 

 3
-
5
 
 
1
名

 

1
-
1
 
 
1
名

 

 1
-
2
 
 
1
名

 

 2
-
1
 
 
2
回

 

2
-
2
 
 
2
名

 

2
-
3
 
 
3
回

 

3
-
1
 
 
1
名

 

3
-
2
 
 
2
5
%
 

 3
-
3
 
 
0
名

 

3
-
4
 
 
8
1
.3

%
 

 3
-
5
 
 
1
名

 

 

1
-
1
 
 
介

護
福

祉
士

を
受
験
し
た
職

員
は
エ
リ
ア
の
勉
強
会
や
自
己
学
習

を
行

い
受
験
に
臨

め
た
。

 

 1
-
2
 
 
対

象
の
職

員
は
養
成
コ
ー

ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

 2
-
1
 
 
地

域
と
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
2
 
 
地

域
の
文

化
祭
に
準
備
、
片
付
け
含

め
職

員
と
利
用
者
様
で
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
3
 
 
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

 

3
-
1
 
 
交

換
研

修
を
実

施
し
他
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
取
り
組
み
を
持
ち
帰
り
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
-
2
 
 
満

足
の
回

答
は
多
か
っ
た
が
大

変
満
足
は
少
な
い
結
果
と
な
る
。
大
き
な
不
満

は
無

い
が
ち
ょ
っ
と
し
た
人
間
関
係
や

体
制
に
つ

い
て
の
不
満
が
聞

か
れ
た
。
（
少

々
満
足

は
あ
る
が
満
足

 
6
2
%
 
や
や

満
足

 
1
3
%
）
 

3
-
3
 
 
職

員
満

足
度

か
ら
も
大
き
な
不
満

は
な
く
、
意

見
が
聞
か
れ
た
際
に
は
上
司
と
相
談
し
対
応
す
る
こ
と
で
離
職
防
止
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

3
-
4
 
 
パ
ー

ト
職

員
を
中
心

に
有
給
休

暇
を
取
得
す

る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
常
勤
職
員
も
取
得

出
来
て
は
い
る
も
の
の
取
得
率

を
上
げ
る
に
は
も
う
少
し
計

画
的

に
勤

務
を
調
整
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 

3
-
5
 
 
送

迎
職

員
１
名
確
保
で
き
て
お
り
、
安
全

に
送
迎
を
行
え
て
い
る
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
日
義

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：1
利
用
者
様
と
職
員
が
一
緒
に
活
動
し
、
一
人
一
人
が
毎
日
輝
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
。

 
2
職
員
の
認
知
症
介
護
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
ス
ム
ー

ズ
な
入

退
居

、
知

名
度

を
上

げ
、
目

標
稼

働
率

を
達

成

す
る
こ
と
に
よ
る
収
入
の
安
定

 

1
-1

 
平
均
稼
働
率
（
年
間
平
均
） 

 1
-2

 
退

居
か

ら
次

期
入

居
ま
で

の
 

 
 

 

日
数
（
平
均
） 

1
-3

 
地
域
新
聞
掲
載
回
数
（年

間
） 

1
-1

 
10

0%
 

 

1
-2

 
3
日
内

 

 1
-3

 
4
回

以
上

 

1
-1

 
9
9
.3

% 

 

1
-2

 
3
.5

日
 

 

1
-3

 
5
回

 

1
-1

 ス
ム
ー
ズ
な
入

退
去
案
内
に
よ
り
、
概
ね
安
定
し
た
稼
動
を
維
持
で
き
た

6
月
に
入
院

者
が

1
名
あ
る
な
ど
で
目
標
達
成

で
き
な

か
っ
た
。
入
院
時

に
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
、
適
切
な
住
み
替
え
の
提
案
等
に
よ
り
、
平
均
稼
働
率
の
目
標
を
達
成
す
る
。

 

1
-2

 目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
全
ケ
ー
ス

4
日
以
内
の
入
居
案
内
が
で
き
た
。
今
後
も
、
居
宅
事
業
所
訪
問
に
よ
り
、
待
機

者
の
確
保
に
努
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
退

去
を
目
指
す
。

 

1
-3

 新
聞
社
の
取
材
、
地
域
冊
子
へ
の
掲
載

お
よ
び

年
4
回
地
域
の
回
覧
板
に
て
施
設
の
活
動
の
広
報
を
行
い
、
地
域
へ
の
発
信

が
で
き
た
。

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
ご
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行
い

1

日
1
回
以
上
輝
く
時
間
が
あ

 

る
 

 ★
2
や

り
た
い
こ
と
や

希
望

が
叶

い
、

楽
し
み
を
持
て
る
暮
ら
し

 

3
 
清
潔
で
気
持
ち
の
良
い
生
活

 

1
-1

 
満

足
度

調
査

（
生

活
）
「
あ
ま
り

満
足
で
は
な
い
」回

答
 

1
-2

 
で
き
る
こ
と
参
加
人
数
（毎

日
） 

 

2
  

 ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
平
均
点

 

 3
-1

 
満
足
度
調
査
（
身
だ
し
な
み
） 

大
変
満
足

 

3
-2

 満
足
度
調
査
（清

潔
）
 

 

大
変
満
足

 

1
-1

 
0%

 

 1
-2

 
18

名
 

 2
 

  
18

点
 

 

3
-1

 
10

0%
 

 3
-2

 
10

0%
 

1
-1

 
0
% 

 1
-2

 
18

名
 

 2 
16

点
 

 

 

3
-1

 
92

% 

 3
-2

 
90

% 

1
-1

 ど
の
方
に
も
何
か
ひ
と
つ
役
割
を
持
っ
て
頂
く
よ
う
取
り
組
み
を
行
い
、
「
大
変
良
い
」
と
い
う
意
見
を
多
く
頂
き
、
利
用
者
様
と
ご
家

族
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-2

 利
用

者
様
に
、
掃
除
や

炊
事
、
買
い
物
な
ど
の
家
事
活
動

等
に
参
加
し
て
頂
く
他
、
そ
の
方
に
で
き
る
こ
と
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
が
で
き
た
。

 

2
  

 利
用
者

様
と
向

き
合

い
、
ご
本
人

の
や
り
た
い
こ
と
を
お

聞
き
し
、
認
知

症
状
が
重
く
、
ご
自

分
の
意

思
を
な
か
な
か
言
葉
に
で
き

な
い
方
に
つ
い
て
も
、
ご
本
人
の
ご
希
望
や
お
気
持
を
推
し
量
り
な
が
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
繋
げ
る
習
慣
が
で
き
た
。

 

3
-1

 ご
本
人
の
好

き
な
洋
服
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
「
い
つ
も
同
じ
洋
服
を
着
て
い
る
」
等
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
。
ご
家
族
に
協

力
を
頂
き
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 

3
-2

 満
足
度
調
査

の
目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
利
用
者
様
と
一
緒
に
清
掃
を
行
う
時
間
を
尊
重
し
な
が
ら
環
境
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
利
用
者
様

と
一
緒
に
活
動
を
行

い
、
利
用
者
様
理
解
を
深
め
る

 

★
2
 
利

用
者
様

、
ご
家

族
の
ご
希

望

を
拾
い
上
げ
る

 

 ★
3
 
地
域
の
中

で
の
生
活

を
意
識

し

た
温

か
な
接

遇
と
清

潔
な
環

境

設
定

 

  
4
 
法

の
基

準
、
報

酬
改

定
に
的

確

に
対
応
す
る

 

1
  

 M
M

S
E
（
維
持
・
改
善
） 

 2
-1

 
つ
ぶ
や
き
件
数
（月

平
均

/ 

1
人
平
均
） 

2
-2

 
ご
家
族
と
の
行
事
回
数
（
年
間
） 

3
-1

 満
足
度
調
査
（職

員
の
対
応
） 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
変
満
足

 

3
-2

 
地
域
サ
ロ
ン
参
加
回
数
（
年
間
） 

3
-3

 
地
域
美
化
活
動
（年

間
） 

 

4
  

 報
酬
改
定
確
認
回
数
（
年
間
） 

 

1
 

 
 7

5%
 

 2
-1

 
24

件
/2

 

  
  
件
以
上

 

2
-2

 
3
回

 

3
-1

 
10

0%
 

 3
-2

 
6
回

以
上

 

3
-3

 
2
回

以
上

 

4 
  

3
回

以
上

 

1
  

 
50

%
 

 

 2
-1

 
12

件
/ 

  
  

 0
.8

件
 

2
-2

 
3
回

 

3
-1

 
92

% 

 3
-2

 
9
回

 

3
-3

 
2
回

 

4
  

 3
回

 

1
  

 毎
日
体
を
動
か
し
な
が
ら
歌
を
歌
っ
た
り
、
頭
の
体
操
を
兼
ね
た
運
動
を
行
う
取
り
組
み
に
よ
り
、
要
介
護

2
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
活
発
に
活
動
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
の
様
子
が
み
ら
れ
、
維
持
・改

善
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-1

職
員
に
よ
り
件
数
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
既
存
職
員
と
と
も
に
新
規
職
員
に
も
利
用
者
様
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
持
つ
よ
う

教
育
し
て
い
く
。

 

2
-2

地
域
感
謝
祭
・
紅
葉
狩
り
・忘

年
会
を
ご
家
族
参
加
に
て
実
施
し
、
利
用
者
様
と
と
も
に
参
加
ご
家
族
に
も
喜
ん
で
頂
け
た
。

 

3
-1

ご
家
族
対
応
の
中
で
職
員
間
で
の
情
報
共
有
不
足
の
面
が
見
ら
れ
た
。
定
例
会
議
で
都
度
注
意
を
行
い
。
対
策
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
の
対
応
満
足
度
を
あ
げ
て
い
く
。

 

3
-2

 利
用
者
様
と
と
も
に
地
域
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
地
域
の
方
と
の
交
流
と
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-3

 職
員
の
み
の
参
加

に
と
な
っ
た
た
め
、
利
用
者
様
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
時
期
・
方
法
の
検
討
を
行
う
。

 

4
  

 主
に
エ
リ
ア
内
部
門
別
会
議
等
に
て
確
認
を
行

い
、
法
の
基
準
に
沿
っ
た
運
営
が
行
え
た
。
今
後
も
、
最
新
の
情
報
を
得
て
、
基

準
に
沿
っ
た
運
営
を
行
っ
て
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員

の
確

保
と

育
成

戦
略

 

1
 
職
員
の
認
知
症
介
護
の
ス
キ

 

ル
ア
ッ
プ

 

    

★
2 

長
く
働
け
る
職
場
作
り

 

 

   

1
-1

 
法
人
外
研
修
参
加
人
数

 

 

1
-2

 
交
換
研
修
実
施
人
数

 

 

1
-3

 
事
業
所
内
勉
強
会
実
施
回
数

 

 
 

 
 

2
-1

 
職
員
満
足
度

 

 2
-2

 
離
職
者

 

2
-3

 
腰
痛
保
持
者

 

1
-1

 
6
名

 

 

1
-2

 
6
名

 

 

1
-3

 
6
回

 

 2
-1

 
10

0%
 

 2
-2

 
0
名

 

2
-3

 
5
名

以
下

 
 

 1
-1

 
6
名

 

 

1
-2

 
2
名

 

 1
-3

 
6
回

 

 2
-1

 
86

% 

 2
-2

 
0
名

 

2
-3

 
5
名

 

1
-1

全
国
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会
の
他
、
行
政
・医

療
機
関
等
で
開
催
さ
れ
る
研
修
等
に
参
加
し
、
取
り
組
み
の
水
平
展
開
が

で
き
た
。

 

1
-2

交
換
研
修
に
参
加
し
、
他
施
設
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
施
設
に
生
か
す
提
案
が
で
き
た
。
早
め
に
計
画
し
、
実
施
人

員
を
増
や
し
て
い
く
。

 

1
-3

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー

ド
ケ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施

の
他
、
研
修
参
加
職
員
か
ら
の
伝
達
を
行
い
、
職
員
の
利
用
者
様
本
位

の
ケ
ア
へ
の
意
識
付
け
と
な
っ
た
。

 

2
-1

 人
間
関
係
な
ど
は
大
き
な
問
題
が
な
い
が
、
係
仕
事
等
が
多
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
課
題
に
対
し
て
は
皆
で
考
え
、
仕
事
量

の
偏
り
な
く
全
員
で
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
満
足
度
を
あ
げ
て
い
く
。

 

2
-2

 働
き
方
の
希

望
に
で
き
る
限
り
沿
っ
て
人
員
配
置
を
行
い
、
今
年
度
の
離
職
者
を
ゼ
ロ
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-3

 Q
C

 と
し
て
取
り
組
み
、
業
務
を
行
う
際
の
各
場
面
に
て
職
員
が
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
腰
痛
保
持
者
が
減

少
し
た
。
今
後
も
、
意
識
し
て
取
り
組
み
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
行
う
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
木
曽

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
自
律
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
利
用
者
様
の
「
あ
り
が
と
う
」
、
ご
家
族
の
「
あ
り
が
と
う
」
、
職
員
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
た
く
さ
ん
聞
け
る
ケ
ア
の
提
供
を
す
る
。

=
 3
つ
の
「
あ
り
が
と
う
」
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
入
所
稼
働
率
の
安
定
に
よ
る
収
入

 

確
保

 

 
 2

 
加
算
安
定
に
よ
る
収
入
の
増
加

 

 ★
3
 
在
宅
生
活
の
課
題
を
把
握

し
て
サ
ー

 

ビ
ス
に
つ
な
げ
、
満
足

度
向
上
に
よ
り

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
稼

働
率
安
定
を
図

 

る
 

1
 
 
 
 
平

均
稼

働
率

(本
入

所
/
年

間
) 

  2
 

 
 
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
算

定
 

 
率

(年
間

) 

3
‐
1
 
 
平

均
稼

働
率

(S
S
/
年

間
) 

  3
‐
2
 
 
平

均
新

規
利

用
者

数
(月

) 

1
 

 
9
9
.5

%
以

 
 

 

 
 

 
上

 

 2
 
 

 
1
0
0
%
 

 3
-
1
 

9
3
%
以

上
 

  3
‐
2
 

3
人

以
上

 

1
 
 
 
 
9
9
.2

%
 

  2
 
 
 
 
1
0
0
%
 

 3
-
1
 
 
8
6
.5

%
 

  3
-
2
 
 
2
.4

人
 

1
 
 
 
 
更

新
認

定
で
要

介
護

2
と
な
り
、
老
健
入
所

ま
で
の

2
2
日
間
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
空
床

利
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
施
設
医
を
含

む
チ
ー

ム
内

で
相

談
や

情
報
共

有
を
図
り
、
入

院
発

生
か
ら
空
床
調

整
に
向

け
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。
状
況

を
見
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

様
で
か
つ
特

養
申

込
者

を
案
内
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
空
床
調
整

が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
 
新

規
入

所
者

の
介
護
度

の
割
合
（
要
介
護

4
、

5
が

7
0
%
以
上
）
を
意
識
し
、
毎
月

算
定
確
認
表

の
更
新
を
行
い
確
実
に
算

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
 
居

宅
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
複
数
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
老
健
を
申
し
込

ん
で
い
て
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出

た
り
、
利
用
者
様
が
入
院
し
た
り
す
る
と
、
事

業
所

 

訪
問

を
し
て
も
す
ぐ
の
利
用
希

望
を
募
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
逝
去
や
施

設
入
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
終
了
者

が
多
か
っ

 

た
。
選

ば
れ
る
施
設
と
な
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
、
新

規
利
用
者
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
木
祖
村
方
面

の
営
業

を
強
化
す
る
。

 

3
-
2
 
 
4
月

、
9
月

と
相

談
員
の
交

代
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
手
探
り
の
状
況
が
あ
っ
た
。
築

い
て
き
た
関
係
性

を
も
と
に
、
リ
ハ
ビ
リ
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
専

門
職

を
配

置
し
て
い
る
強
み

を
専
門
職

員
に
チ
ラ
シ
作

成
を
依
頼
し
、
広

報
活
動
を
強
化
し
新
規
利
用
者
獲
得

に
い
か
し
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
利
用
者
様
の
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
す
る

 

ケ
ア
の
統
一
を
図
る

(特
養

) 

 
 2

 
楽
し
み
と
快
適
な
施
設
生

活
の
創
出

 

(S
S
) 

1
-
1
 
 
調

査
「
全

体
」
の
割

合
(年

2
回

) 

 1
-
2
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
提

案
数

 

2
-
1
 
 
つ

ぶ
や

き
件

数
(ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

/

月
) 

2
-
2
 
 
レ
ク
実

施
数

(月
) 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

1
件

以
上

 

2
-
1
 

1
件

以
上

 

 2
-
2
 

1
回

以
上

 

1
-
1
 
 
9
4
%
 

 1
-
2
 
 
4
件

 

2
-
1
 
 
1
件

 

 2
-
2
 
 
1
回

 

1
-
1
 
 
前

年
と
同

程
度

の
満

足
度
と
な
っ
た
。
回

収
率
が

4
2
.9
％
と
低
い
た
め
、
回
収

率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み

を
実
施

し
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
頂
く
こ
と

で
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

 

1
-
2
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
提
案
し
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 

 
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
専

門
職

が
中

心
と
な
り
、
利

用
者

様
か
ら
の
要

望
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挙

げ
る
事

が
で
き
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
職

員
か
ら
の
つ

ぶ
や

き
件

数

が
少

な
い
た
め
、
利
用
者
様

と
の
関

わ
り
の
中
か
ら
日
々
拾
い
上
げ
る
意
識
を
持

っ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
 
お

料
理

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用

者
様
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
月

1
回

以
上
提
供
す
る
事

が
で
き
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
専
門
職

員
を
中
心

に
個
々

に
合

わ
せ

た
手
作
業
レ
ク
や
体
操
な
ど
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1

自
然
排

便
が
食

物
な
ど
で
促
せ
る
よ
う

対
象
者
の

7
0
%
以
上
の
下
剤
使
用

 

量
を
減
少

(特
養
・
S
S
) 

★
2
 
自
律
し
た
生
活

(自
分
の
意
思
で
行
う

 

こ
と

)支
援
の
提

供
(特

養
・
S
S
) 

  ★
3
 
利
用
者
様
・
ご
家
族

様
に
信
頼

頂
け

 

る
真
摯
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

 

 

★
4
 
心

の
こ
も
っ
た
看

取
り
ケ
ア
を
行

い
、

安
心

し
て
施

設
生

活
の
最

期
を
送

っ

て
頂
く

 

1
-
1
 
 
対

象
者

人
数

 

1
-
2
 
 
下

剤
使

用
の
減

少
率

 

 2
-
1
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
担

当
者

会
議

提
案

 

数
(特

養
・
S
S
/
年

) 

2
-
2
 
 
自

律
生

活
支

援
者

数
(年

) 

2
-
3
 
 
業

務
分

担
の
見

直
し
数

(年
) 

3
-
1
 
 
服

薬
ミ
ス
件

数
(年

) 

3
-
2
 
 
虐

待
ひ

や
り
は
っ
と

(月
/
一

人
) 

 4
-
1
 
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成

 

4
-
2
 
 
他

職
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
者

数
 

4
-
3
 
職

員
ア
ン
ケ
ー

ト
実

施
率

 

1
-
1
 

1
0
名

以
上

 

1
-
2
 

7
0
%
以

上
 

 2
-
1
 

1
件

以
上

 

 2
-
2
 

5
名

以
上

 

2
-
3
 

3
つ

以
上

 

3
-
1
 

0
件

 

3
-
2 

1
件

以
上

 

 4
-
1
 
完

成
 

4
-
2
 

4
名

以
上

 

4
-
3
 

1
0
0
％

 

1
-
1
 
 
1
4
名

 

1
-
2
 
 
7
5
%
 

 2
-
1
 
 
2
件

 

 2
-
2
 
 
6
名

 

2
-
3
 
 
4
つ

 

3
-
1
 
 
4
件

 

3
-
2
 
 
1
件

 

 4
-
1
 
 
完

成
 

4
-
2
 

 
3
名

 

4
-
3
 

1
0
0
％

 

1
-
1
 
 
全

体
で

1
4
名

を
対
象
と
し
、
甘
酒

や
オ
リ
ゴ
糖
を
使
用
し
た
取
り
組
み

を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

1
-
2
 
 
対

象
者

の
7
5
%
が
臨
時
の
下
剤
の
減
量

に
繋
が
っ
た
。
定
期

の
下
剤

に
つ
い
て
も
減

量
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 2
-
1
 
 
利

用
者

様
の
自

分
の
意

志
で
行
う
こ
と
に
着

目
し
て
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
提
案
し
、
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
 
ユ
ニ
ッ
ト
毎

対
象
者
を
選
定
し
、
自
律
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
担
当

者
か
ら
発

信
し
、
継
続
的
な
実
施
が
出
来
た
。

 

2
-
3
 
 
職

員
間

の
協

力
体
制
や
掃

除
等
の
間
接

業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
効

果
的
な
業
務
改
善

が
図

れ
た
。

 

3
-
1
 
 
目

標
達

成
に
至

ら
な
か
っ
た
。
新
た
な
服
薬

手
順
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
た
ケ
ア
を
徹

底
し
、
服

薬
ミ
ス
の
軽
減

を
目
指
す
。

 

3
-
2
 
 
虐

待
・
身

体
拘

束
委

員
会

か
ら
、
不
適

切
ｹ
ｱ
予
防

の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
お
り
、
虐

待
の
未
然

予
防
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
更
に
信
頼

の
お

け
る

ケ
ア
に
つ

な
げ
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
会
議

に
て
定
期

的
に
確
認
す
る
機
会

を
設
け
る
。

 

4
-
1
 
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
看

取
り
に
な
っ
た
際
に
使

用
し
、
修
正
点

が
あ
れ
ば

リ
ー

ダ
ー

会
議
に
て
検

討
し
、
更
に
改

善
し
て
い
く
。

 

4
-
2
 
 
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
他

職
種
の
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
。
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携

を
図
り
、
計
画

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
職
員
の
介
護
技

術
と
創
造
性

の
向
上

 

  
 
2
 
地
域
高
齢
者
雇
用

と
介
護
職
員
雇

用
 

促
進

 

 ★
3
 
一
般
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

 
 
 

 
す

 

★
4
 
風
通
し
の
良

い
施
設

を
目
指
す

 

 

1
-
1
 
 
交

換
研

修
件

数
 

1
-
2
 
 
研

修
参

加
率

 

2
-
1
 
 
地

域
サ
ロ
ン
参

加
回

数
(年

) 

2
-
2
 
 
企

画
実

施
回

数
(年

) 

2
-
3
 
 
採

用
者

数
(中

途
含

め
る

) 

3
 
 
 
 
委

員
会

開
催

参
加

回
数

(年
) 

 4
 
 
 
 
交

流
会

(年
) 

1
-
1
 

4
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

2
-
1
 

3
回

 

2
-
2
 

2
回

 

2
-
3
 

2
名

以
上

 

3
 

 
 
1
2
回

 

 4
 

 
 

3
回

以
上

 

1
-
1
 

 
4
件

 

1
-
2
 

 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

 
6
回

 

2
-
2
 

 
1
回

 

2
-
3
 

 
3
名

 

3
 
 
 
 
1
2
回

 

 4
 
 
 
 
4
回

 

1
-
1
 
 
各

部
門

に
て
交

換
研
修
を
行

っ
た
。
取
り
入

れ
る
も
の
の
周

知
を
行

い
、
他
職
種

が
何
に
つ

い
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

1
-
2
 
 
全

職
員

が
計

画
通
り
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
1
 
 
施

設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
職
員
、
施
設
長
な
ど
他
職
種

が
地
域

サ
ロ
ン
に
参
加
し
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
自

施
設

の
企

画
で
、
地
域
の
別
施
設
と
塩
淵

サ
ロ
ン
歌

会
サ
ロ
ン
を
合
同
で
開
催
企

画
を
行
い

5
0
名
の
参
加
者
を
つ

の
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 
 
求

人
活

動
の
結
果
、
職
員

の
紹
介
で

2
名
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら

1
名
を
採
用
で
き
た
。
求
人
の
問
合
せ
傾
向
は
、
最

近
で
は

S
N

S
か
ら
が
多

い
。

 

3
 
 
 
 
各

担
当

委
員

は
各

々
責

任
を
持

ち
、
事

業
所

へ
周

知
、
実

行
す
べ

き
も
の
を
伝

達
で
き
た
。
委

員
会

に
定

期
的

に
参

加
す

る
こ
と
で
、
責

任
感

を
養

い
知

識
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
 
職

員
同

士
、
交

流
す
る
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
歓
迎
会
、
暑
気
払

い
、
忘
年
会
、

E
P
A
主
催

の
パ
ー
テ
ィ
）
 

 

− 162 − − 163 −
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平
成
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年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
日
義

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：1
利
用
者
様
と
職
員
が
一
緒
に
活
動
し
、
一
人
一
人
が
毎
日
輝
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
。

 
2
職
員
の
認
知
症
介
護
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
 
ス
ム
ー

ズ
な
入

退
居

、
知

名
度

を
上

げ
、
目

標
稼

働
率

を
達

成

す
る
こ
と
に
よ
る
収
入
の
安
定

 

1
-1

 
平
均
稼
働
率
（
年
間
平
均
） 

 1
-2

 
退

居
か

ら
次

期
入

居
ま
で

の
 

 
 

 

日
数
（
平
均
） 

1
-3

 
地
域
新
聞
掲
載
回
数
（年

間
） 

1
-1

 
10

0%
 

 

1
-2

 
3
日
内

 

 1
-3

 
4
回

以
上

 

1
-1

 
9
9
.3

% 

 

1
-2

 
3
.5

日
 

 

1
-3

 
5
回

 

1
-1

 ス
ム
ー
ズ
な
入

退
去
案
内
に
よ
り
、
概
ね
安
定
し
た
稼
動
を
維
持
で
き
た

6
月
に
入
院

者
が

1
名
あ
る
な
ど
で
目
標
達
成

で
き
な

か
っ
た
。
入
院
時

に
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
、
適
切
な
住
み
替
え
の
提
案
等
に
よ
り
、
平
均
稼
働
率
の
目
標
を
達
成
す
る
。

 

1
-2

 目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
全
ケ
ー
ス

4
日
以
内
の
入
居
案
内
が
で
き
た
。
今
後
も
、
居
宅
事
業
所
訪
問
に
よ
り
、
待
機

者
の
確
保
に
努
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
退

去
を
目
指
す
。

 

1
-3

 新
聞
社
の
取
材
、
地
域
冊
子
へ
の
掲
載

お
よ
び

年
4
回
地
域
の
回
覧
板
に
て
施
設
の
活
動
の
広
報
を
行
い
、
地
域
へ
の
発
信

が
で
き
た
。

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
ご
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行
い

1

日
1
回
以
上
輝
く
時
間
が
あ

 

る
 

 ★
2
や

り
た
い
こ
と
や

希
望

が
叶

い
、

楽
し
み
を
持
て
る
暮
ら
し

 

3
 
清
潔
で
気
持
ち
の
良
い
生
活

 

1
-1

 
満

足
度

調
査

（
生

活
）
「
あ
ま
り

満
足
で
は
な
い
」回

答
 

1
-2

 
で
き
る
こ
と
参
加
人
数
（毎

日
） 

 

2
  

 ハ
ピ
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
平
均
点

 

 3
-1

 
満
足
度
調
査
（
身
だ
し
な
み
） 

大
変
満
足

 

3
-2

 満
足
度
調
査
（清

潔
）
 

 

大
変
満
足

 

1
-1

 
0%

 

 1
-2

 
18

名
 

 2
 

  
18

点
 

 

3
-1

 
10

0%
 

 3
-2

 
10

0%
 

1
-1

 
0
% 

 1
-2

 
18

名
 

 2 
16

点
 

 

 

3
-1

 
92

% 

 3
-2

 
90

% 

1
-1

 ど
の
方
に
も
何
か
ひ
と
つ
役
割
を
持
っ
て
頂
く
よ
う
取
り
組
み
を
行
い
、
「
大
変
良
い
」
と
い
う
意
見
を
多
く
頂
き
、
利
用
者
様
と
ご
家

族
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-2

 利
用

者
様
に
、
掃
除
や

炊
事
、
買
い
物
な
ど
の
家
事
活
動

等
に
参
加
し
て
頂
く
他
、
そ
の
方
に
で
き
る
こ
と
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
が
で
き
た
。

 

2
  

 利
用
者

様
と
向

き
合

い
、
ご
本
人

の
や
り
た
い
こ
と
を
お

聞
き
し
、
認
知

症
状
が
重
く
、
ご
自

分
の
意

思
を
な
か
な
か
言
葉
に
で
き

な
い
方
に
つ
い
て
も
、
ご
本
人
の
ご
希
望
や
お
気
持
を
推
し
量
り
な
が
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
繋
げ
る
習
慣
が
で
き
た
。

 

3
-1

 ご
本
人
の
好

き
な
洋
服
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
「
い
つ
も
同
じ
洋
服
を
着
て
い
る
」
等
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
。
ご
家
族
に
協

力
を
頂
き
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 

3
-2

 満
足
度
調
査

の
目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
利
用
者
様
と
一
緒
に
清
掃
を
行
う
時
間
を
尊
重
し
な
が
ら
環
境
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
利
用
者
様

と
一
緒
に
活
動
を
行

い
、
利
用
者
様
理
解
を
深
め
る

 

★
2
 
利

用
者
様

、
ご
家

族
の
ご
希

望

を
拾
い
上
げ
る

 

 ★
3
 
地
域
の
中

で
の
生
活

を
意
識

し

た
温

か
な
接

遇
と
清

潔
な
環

境

設
定

 

  
4
 
法

の
基

準
、
報

酬
改

定
に
的

確

に
対
応
す
る

 

1
  

 M
M

S
E
（
維
持
・
改
善
） 

 2
-1

 
つ
ぶ
や
き
件
数
（月

平
均

/ 

1
人
平
均
） 

2
-2

 
ご
家
族
と
の
行
事
回
数
（
年
間
） 

3
-1

 満
足
度
調
査
（職

員
の
対
応
） 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
変
満
足

 

3
-2

 
地
域
サ
ロ
ン
参
加
回
数
（
年
間
） 

3
-3

 
地
域
美
化
活
動
（年

間
） 

 

4
  

 報
酬
改
定
確
認
回
数
（
年
間
） 

 

1
 

 
 7

5%
 

 2
-1

 
24

件
/2

 

  
  
件
以
上

 

2
-2

 
3
回

 

3
-1

 
10

0%
 

 3
-2

 
6
回

以
上

 

3
-3

 
2
回

以
上

 

4 
  

3
回

以
上

 

1
  

 
50

%
 

 

 2
-1

 
12

件
/ 

  
  

 0
.8

件
 

2
-2

 
3
回

 

3
-1

 
92

% 

 3
-2

 
9
回

 

3
-3

 
2
回

 

4
  

 3
回

 

1
  

 毎
日
体
を
動
か
し
な
が
ら
歌
を
歌
っ
た
り
、
頭
の
体
操
を
兼
ね
た
運
動
を
行
う
取
り
組
み
に
よ
り
、
要
介
護

2
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
活
発
に
活
動
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
の
様
子
が
み
ら
れ
、
維
持
・改

善
が
見
ら
れ
た
。

 

2
-1

職
員
に
よ
り
件
数
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
既
存
職
員
と
と
も
に
新
規
職
員
に
も
利
用
者
様
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
持
つ
よ
う

教
育
し
て
い
く
。

 

2
-2

地
域
感
謝
祭
・
紅
葉
狩
り
・忘

年
会
を
ご
家
族
参
加
に
て
実
施
し
、
利
用
者
様
と
と
も
に
参
加
ご
家
族
に
も
喜
ん
で
頂
け
た
。

 

3
-1

ご
家
族
対
応
の
中
で
職
員
間
で
の
情
報
共
有
不
足
の
面
が
見
ら
れ
た
。
定
例
会
議
で
都
度
注
意
を
行
い
。
対
策
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
の
対
応
満
足
度
を
あ
げ
て
い
く
。

 

3
-2

 利
用
者
様
と
と
も
に
地
域
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
地
域
の
方
と
の
交
流
と
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

3
-3

 職
員
の
み
の
参
加

に
と
な
っ
た
た
め
、
利
用
者
様
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
時
期
・
方
法
の
検
討
を
行
う
。

 

4
  

 主
に
エ
リ
ア
内
部
門
別
会
議
等
に
て
確
認
を
行

い
、
法
の
基
準
に
沿
っ
た
運
営
が
行
え
た
。
今
後
も
、
最
新
の
情
報
を
得
て
、
基

準
に
沿
っ
た
運
営
を
行
っ
て
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員

の
確

保
と

育
成

戦
略

 

1
 
職
員
の
認
知
症
介
護
の
ス
キ

 

ル
ア
ッ
プ

 

    

★
2 

長
く
働
け
る
職
場
作
り

 

 

   

1
-1

 
法
人
外
研
修
参
加
人
数

 

 

1
-2

 
交
換
研
修
実
施
人
数

 

 

1
-3

 
事
業
所
内
勉
強
会
実
施
回
数

 

 
 

 
 

2
-1

 
職
員
満
足
度

 

 2
-2

 
離
職
者

 

2
-3

 
腰
痛
保
持
者

 

1
-1

 
6
名

 

 

1
-2

 
6
名

 

 

1
-3

 
6
回

 

 2
-1

 
10

0%
 

 2
-2

 
0
名

 

2
-3

 
5
名

以
下

 
 

 1
-1

 
6
名

 

 

1
-2

 
2
名

 

 1
-3

 
6
回

 

 2
-1

 
86

% 

 2
-2

 
0
名

 

2
-3

 
5
名

 

1
-1

全
国
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会
の
他
、
行
政
・医

療
機
関
等
で
開
催
さ
れ
る
研
修
等
に
参
加
し
、
取
り
組
み
の
水
平
展
開
が

で
き
た
。

 

1
-2

交
換
研
修
に
参
加
し
、
他
施
設
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
施
設
に
生
か
す
提
案
が
で
き
た
。
早
め
に
計
画
し
、
実
施
人

員
を
増
や
し
て
い
く
。

 

1
-3

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー

ド
ケ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施

の
他
、
研
修
参
加
職
員
か
ら
の
伝
達
を
行
い
、
職
員
の
利
用
者
様
本
位

の
ケ
ア
へ
の
意
識
付
け
と
な
っ
た
。

 

2
-1

 人
間
関
係
な
ど
は
大
き
な
問
題
が
な
い
が
、
係
仕
事
等
が
多
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
課
題
に
対
し
て
は
皆
で
考
え
、
仕
事
量

の
偏
り
な
く
全
員
で
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
満
足
度
を
あ
げ
て
い
く
。

 

2
-2

 働
き
方
の
希

望
に
で
き
る
限
り
沿
っ
て
人
員
配
置
を
行
い
、
今
年
度
の
離
職
者
を
ゼ
ロ
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-3

 Q
C

 と
し
て
取
り
組
み
、
業
務
を
行
う
際
の
各
場
面
に
て
職
員
が
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
腰
痛
保
持
者
が
減

少
し
た
。
今
後
も
、
意
識
し
て
取
り
組
み
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
行
う
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
木
曽

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
の
自
律
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
利
用
者
様
の
「
あ
り
が
と
う
」
、
ご
家
族
の
「
あ
り
が
と
う
」
、
職
員
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
た
く
さ
ん
聞
け
る
ケ
ア
の
提
供
を
す
る
。

=
 3
つ
の
「
あ
り
が
と
う
」
 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
入
所
稼
働
率
の
安
定
に
よ
る
収
入

 

確
保

 

 
 2

 
加
算
安
定
に
よ
る
収
入
の
増
加

 

 ★
3
 
在
宅
生
活
の
課
題
を
把
握

し
て
サ
ー

 

ビ
ス
に
つ
な
げ
、
満
足

度
向
上
に
よ
り

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
稼

働
率
安
定
を
図

 

る
 

1
 
 
 
 
平

均
稼

働
率

(本
入

所
/
年

間
) 

  2
 

 
 
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
算

定
 

 
率

(年
間

) 

3
‐
1
 
 
平

均
稼

働
率

(S
S
/
年

間
) 

  3
‐
2
 
 
平

均
新

規
利

用
者

数
(月

) 

1
 

 
9
9
.5

%
以

 
 

 

 
 

 
上

 

 2
 
 

 
1
0
0
%
 

 3
-
1
 

9
3
%
以

上
 

  3
‐
2
 

3
人

以
上

 

1
 
 
 
 
9
9
.2

%
 

  2
 
 
 
 
1
0
0
%
 

 3
-
1
 
 
8
6
.5

%
 

  3
-
2
 
 
2
.4

人
 

1
 
 
 
 
更

新
認

定
で
要

介
護

2
と
な
り
、
老
健
入
所

ま
で
の

2
2
日
間
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
空
床

利
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
施
設
医
を
含

む
チ
ー

ム
内

で
相

談
や

情
報
共

有
を
図
り
、
入

院
発

生
か
ら
空
床
調

整
に
向

け
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。
状
況

を
見
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

様
で
か
つ
特

養
申

込
者

を
案
内
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
空
床
調
整

が
で
き
た
。

 

2
 

 
 
 
新

規
入

所
者

の
介
護
度

の
割
合
（
要
介
護

4
、

5
が

7
0
%
以
上
）
を
意
識
し
、
毎
月

算
定
確
認
表

の
更
新
を
行
い
確
実
に
算

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
 
居

宅
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
複
数
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
老
健
を
申
し
込

ん
で
い
て
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出

た
り
、
利
用
者
様
が
入
院
し
た
り
す
る
と
、
事

業
所

 

訪
問

を
し
て
も
す
ぐ
の
利
用
希

望
を
募
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
逝
去
や
施

設
入
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
終
了
者

が
多
か
っ

 

た
。
選

ば
れ
る
施
設
と
な
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
、
新

規
利
用
者
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
木
祖
村
方
面

の
営
業

を
強
化
す
る
。

 

3
-
2
 
 
4
月

、
9
月

と
相

談
員
の
交

代
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
手
探
り
の
状
況
が
あ
っ
た
。
築

い
て
き
た
関
係
性

を
も
と
に
、
リ
ハ
ビ
リ
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
専

門
職

を
配

置
し
て
い
る
強
み

を
専
門
職

員
に
チ
ラ
シ
作

成
を
依
頼
し
、
広

報
活
動
を
強
化
し
新
規
利
用
者
獲
得

に
い
か
し
て
い
く
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
 
利
用
者
様
の
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
す
る

 

ケ
ア
の
統
一
を
図
る

(特
養

) 

 
 2

 
楽
し
み
と
快
適
な
施
設
生

活
の
創
出

 

(S
S
) 

1
-
1
 
 
調

査
「
全

体
」
の
割

合
(年

2
回

) 

 1
-
2
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
提

案
数

 

2
-
1
 
 
つ

ぶ
や

き
件

数
(ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

/

月
) 

2
-
2
 
 
レ
ク
実

施
数

(月
) 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

1
件

以
上

 

2
-
1
 

1
件

以
上

 

 2
-
2
 

1
回

以
上

 

1
-
1
 
 
9
4
%
 

 1
-
2
 
 
4
件

 

2
-
1
 
 
1
件

 

 2
-
2
 
 
1
回

 

1
-
1
 
 
前

年
と
同

程
度

の
満

足
度
と
な
っ
た
。
回

収
率
が

4
2
.9
％
と
低
い
た
め
、
回
収

率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み

を
実
施

し
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
頂
く
こ
と

で
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

 

1
-
2
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
提
案
し
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 

 
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
専

門
職

が
中

心
と
な
り
、
利

用
者

様
か
ら
の
要

望
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挙

げ
る
事

が
で
き
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
職

員
か
ら
の
つ

ぶ
や

き
件

数

が
少

な
い
た
め
、
利
用
者
様

と
の
関

わ
り
の
中
か
ら
日
々
拾
い
上
げ
る
意
識
を
持

っ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
 
お

料
理

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用

者
様
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
月

1
回

以
上
提
供
す
る
事

が
で
き
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
専
門
職

員
を
中
心

に
個
々

に
合

わ
せ

た
手
作
業
レ
ク
や
体
操
な
ど
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1

自
然
排

便
が
食

物
な
ど
で
促
せ
る
よ
う

対
象
者
の

7
0
%
以
上
の
下
剤
使
用

 

量
を
減
少

(特
養
・
S
S
) 

★
2
 
自
律
し
た
生
活

(自
分
の
意
思
で
行
う

 

こ
と

)支
援
の
提

供
(特

養
・
S
S
) 

  ★
3
 
利
用
者
様
・
ご
家
族

様
に
信
頼

頂
け

 

る
真
摯
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

 

 

★
4
 
心

の
こ
も
っ
た
看

取
り
ケ
ア
を
行

い
、

安
心

し
て
施

設
生

活
の
最

期
を
送

っ

て
頂
く

 

1
-
1
 
 
対

象
者

人
数

 

1
-
2
 
 
下

剤
使

用
の
減

少
率

 

 2
-
1
 
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
担

当
者

会
議

提
案

 

数
(特

養
・
S
S
/
年

) 

2
-
2
 
 
自

律
生

活
支

援
者

数
(年

) 

2
-
3
 
 
業

務
分

担
の
見

直
し
数

(年
) 

3
-
1
 
 
服

薬
ミ
ス
件

数
(年

) 

3
-
2
 
 
虐

待
ひ

や
り
は
っ
と

(月
/
一

人
) 

 4
-
1
 
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成

 

4
-
2
 
 
他

職
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
者

数
 

4
-
3
 
職

員
ア
ン
ケ
ー

ト
実

施
率

 

1
-
1
 

1
0
名

以
上

 

1
-
2
 

7
0
%
以

上
 

 2
-
1
 

1
件

以
上

 

 2
-
2
 

5
名

以
上

 

2
-
3
 

3
つ

以
上

 

3
-
1
 

0
件

 

3
-
2 

1
件

以
上

 

 4
-
1
 
完

成
 

4
-
2
 

4
名

以
上

 

4
-
3
 

1
0
0
％

 

1
-
1
 
 
1
4
名

 

1
-
2
 
 
7
5
%
 

 2
-
1
 
 
2
件

 

 2
-
2
 
 
6
名

 

2
-
3
 
 
4
つ

 

3
-
1
 
 
4
件

 

3
-
2
 
 
1
件

 

 4
-
1
 
 
完

成
 

4
-
2
 

 
3
名

 

4
-
3
 

1
0
0
％

 

1
-
1
 
 
全

体
で

1
4
名

を
対
象
と
し
、
甘
酒

や
オ
リ
ゴ
糖
を
使
用
し
た
取
り
組
み

を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

1
-
2
 
 
対

象
者

の
7
5
%
が
臨
時
の
下
剤
の
減
量

に
繋
が
っ
た
。
定
期

の
下
剤

に
つ
い
て
も
減

量
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 2
-
1
 
 
利

用
者

様
の
自

分
の
意

志
で
行
う
こ
と
に
着

目
し
て
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
提
案
し
、
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
-
2
 
 
ユ
ニ
ッ
ト
毎

対
象
者
を
選
定
し
、
自
律
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
担
当

者
か
ら
発

信
し
、
継
続
的
な
実
施
が
出
来
た
。

 

2
-
3
 
 
職

員
間

の
協

力
体
制
や
掃

除
等
の
間
接

業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
効

果
的
な
業
務
改
善

が
図

れ
た
。

 

3
-
1
 
 
目

標
達

成
に
至

ら
な
か
っ
た
。
新
た
な
服
薬

手
順
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
た
ケ
ア
を
徹

底
し
、
服

薬
ミ
ス
の
軽
減

を
目
指
す
。

 

3
-
2
 
 
虐

待
・
身

体
拘

束
委

員
会

か
ら
、
不
適

切
ｹ
ｱ
予
防

の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
お
り
、
虐

待
の
未
然

予
防
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
更
に
信
頼

の
お

け
る

ケ
ア
に
つ

な
げ
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
会
議

に
て
定
期

的
に
確
認
す
る
機
会

を
設
け
る
。

 

4
-
1
 
 
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
看

取
り
に
な
っ
た
際
に
使

用
し
、
修
正
点

が
あ
れ
ば

リ
ー

ダ
ー

会
議
に
て
検

討
し
、
更
に
改

善
し
て
い
く
。

 

4
-
2
 
 
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
他

職
種
の
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
。
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携

を
図
り
、
計
画

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
職
員
の
介
護
技

術
と
創
造
性

の
向
上

 

  
 
2
 
地
域
高
齢
者
雇
用

と
介
護
職
員
雇

用
 

促
進

 

 ★
3
 
一
般
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

 
 
 

 
す

 

★
4
 
風
通
し
の
良

い
施
設

を
目
指
す

 

 

1
-
1
 
 
交

換
研

修
件

数
 

1
-
2
 
 
研

修
参

加
率

 

2
-
1
 
 
地

域
サ
ロ
ン
参

加
回

数
(年

) 

2
-
2
 
 
企

画
実

施
回

数
(年

) 

2
-
3
 
 
採

用
者

数
(中

途
含

め
る

) 

3
 
 
 
 
委

員
会

開
催

参
加

回
数

(年
) 

 4
 
 
 
 
交

流
会

(年
) 

1
-
1
 

4
件

 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

2
-
1
 

3
回

 

2
-
2
 

2
回

 

2
-
3
 

2
名

以
上

 

3
 

 
 
1
2
回

 

 4
 

 
 

3
回

以
上

 

1
-
1
 

 
4
件

 

1
-
2
 

 
1
0
0
%
 

2
-
1
 

 
6
回

 

2
-
2
 

 
1
回

 

2
-
3
 

 
3
名

 

3
 
 
 
 
1
2
回

 

 4
 
 
 
 
4
回

 

1
-
1
 
 
各

部
門

に
て
交

換
研
修
を
行

っ
た
。
取
り
入

れ
る
も
の
の
周

知
を
行

い
、
他
職
種

が
何
に
つ

い
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

1
-
2
 
 
全

職
員

が
計

画
通
り
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

2
-
1
 
 
施

設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
職
員
、
施
設
長
な
ど
他
職
種

が
地
域

サ
ロ
ン
に
参
加
し
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
 
自

施
設

の
企

画
で
、
地
域
の
別
施
設
と
塩
淵

サ
ロ
ン
歌

会
サ
ロ
ン
を
合
同
で
開
催
企

画
を
行
い

5
0
名
の
参
加
者
を
つ

の
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 
 
求

人
活

動
の
結
果
、
職
員

の
紹
介
で

2
名
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら

1
名
を
採
用
で
き
た
。
求
人
の
問
合
せ
傾
向
は
、
最

近
で
は

S
N

S
か
ら
が
多

い
。

 

3
 
 
 
 
各

担
当

委
員

は
各

々
責

任
を
持

ち
、
事

業
所

へ
周

知
、
実

行
す
べ

き
も
の
を
伝

達
で
き
た
。
委

員
会

に
定

期
的

に
参

加
す

る
こ
と
で
、
責

任
感

を
養

い
知

識
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

4
 
 
 
 
職

員
同

士
、
交

流
す
る
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
歓
迎
会
、
暑
気
払

い
、
忘
年
会
、

E
P
A
主
催

の
パ
ー
テ
ィ
）
 

 

− 162 − − 163 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
木
曽

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
・
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
の
暮
ら
し
の
支
援
。

 
地
域
・
行
政
と
の
連
携
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
技
術
・
質
の
向
上
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
 
1
 
 
目
標
ケ
ア
プ
ラ
ン
件
数
達
成
に
よ
る

 

 
 
 
安
定
し
た
運
営

 

 ★
2
 
適
切
な
支
援
に
よ
る
加
算
の
取
得

 

 

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
 

  2
 

 
入
院

時
情

報
提

供
加

算
の
取

得
率

 

1
 
 
 

4
0
件

 

（
年

度
末

）
 

 2
 
 
 

8
0
%
 

 
 
 
（
全

入
院

 

 
 
 
者

の
う
ち
）
 

1
 
 
 

3
4
件

 

（
年

度
末

）
 

 2
 
 
 

7
8
.5

%
 

（
全

入
院

 

者
の
う
ち
）
 

1
 
 
 

8
月

ま
で
は
、
平

均
4
0
件
を
維
持
で
き
た
が
、

8
月
以
降
、
施
設
入
所

2
名
、
入
院
（
そ
の
後
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
療
養
型
入
所
等
で

 

 
 
 
支

援
終

了
）
5
名

、
逝
去

5
名
な
ど
で
、
今
年
度
は
支
援
終
了

件
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
年
度
末

で
は

4
0
件
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

 
 
 
来

年
度

は
、
業

務
量
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
月

平
均

3
9
件
を
維
持
で
き
る
よ
う
目

指
す
。

 

2
 
 
 
入

院
当

初
か
ら
退
院
調
整

の
必
要
が
な
い
方

が
3
名

含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

8
0
%
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
退
院

調
整
が
必
要

と
 

 
判

断
さ
れ
る
利

用
者
様

に
つ
い
て
は
、

1
0
0
%
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
継
続

す
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
質
の
高
い
接
遇
に
よ
る
利
用
者
様

の
 

満
足
度
向
上

 

  2
 
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
、
利
用

 

 
 
 
 
者
様
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
要
望
を

 

 
把
握
す
る

 

3
 
地
域
内
事
業
所

に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

 

的
確
に
伝
え
る

 

 

1
-
1
 
利

用
者

・
ご
家

族
満

足
度

 

（
回

収
率

の
向

上
）
 

1
-
2
 
利

用
者

・
ご
家

族
満

足
度

 

（
要

望
）
 

2
 

 
 
つ

ぶ
や

き
件

数
（
年

）
 

  3
 
 
 
地

域
内

事
業

所
利

用
の

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
 

  

1
-
1
 

6
5
%
 

 
 
 
以

上
 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
 
 
 

1
2
件

 

 
 
 
以

上
  

3
 
 
 

4
5
%
 

 
 
 
以

上
 

 
 
 
 
（
年

度
末

）
 

 

1
-
1
 

7
6
.5

%
 

 
 

 

1
-
2
 

9
8
.2

%
 

 2
 
 
 

1
2
件

 

  

3
 
 
 

2
9
.4

%
 

 
 
 
以

上
 

 
 
 
（
年

度
末

）
 

 

1
-
1
 
訪

問
時

に
直

接
お
渡
し
し
た
り
、
記
入

の
説
明

等
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
回
収
率

は
達
成
で
き
た
（
1
回
目
：
7
8
.9

%
、

2
回
目
：
7
4
.2

%
）
。

 

 1
-
2
 
「
回

答
な
し
」
の
方

が
1
名

い
た
為
、
目
標
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度

は
、
回
収
方
法

を
工
夫

し
た
り
、
エ
リ
ア
・
部
会
内
で
質
問
項
目

を
 

検
討

す
る
な
ど
行
い
、
さ
ら
に
利
用
者
様

の
率
直
な
ご
意
見
を
伺
え
る
よ
う
に
す
る
。

 

2
 
 
 
件

数
と
し
て
は
達

成
で
き
た
。
来
年
度
も
継
続

し
、
地
域
内
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

へ
つ
ぶ
や
き
の
内
容

を
伝
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
活
か
せ
る

 

 
 

 
よ
う
に
努

め
る
。

 

 3
 
 
 
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
定
期

利
用
の
方

が
入

院
、
逝
去
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
徐
々
に
減
少
し
た
。
運
営
地
域
が
、
地
域

内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

 

対
象

範
囲

外
の
区

域
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
他
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

か
ら
移
行
ケ
ー

ス
の
依

頼
も
あ
る
た
め
、
目
標
達
成

は
困
難
な
状
況

に
 

あ
る
。
来

年
度

は
、
目
標
と
し
て
は
設
定
し
な
い
が
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範

囲
で
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
ご
説
明

や
提
案
を
行

っ
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
要

望
を
、

 

 
 
事
業
所
に
伝
え
る

 

★
2
 
入
院
時
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
の
意

向
に
沿
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な

 

支
援
の
提
供

 

★
3
 
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
に
的
確
に
対

 

応
す
る

 

1
 
 
 
つ
ぶ

や
き
の
地

域
内

事
業

所
へ

の
 

 
 
 
提

供
 

2
 
 
 
入

院
時

、
病

院
へ

の
利

用
者

様
の
訪

問
 

 3
 
 
 
報

酬
改

定
確

認
回

数
（
年

間
）
 

1
 
 
 

1
2
回

 

 

2
 
 

 
1
0
0
%
 

  3
 
 
 

2
回

以
上

 

1
 
 
 

9
回

 

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

4
回

 

1
 
 
 
つ

ぶ
や

き
の
目

標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
、
利
用

者
様
の
ご
意
見

や
思
い
に
つ
い
て
、
そ
の
度
、
地
域
内
事
業

所
や

 

 
 
 
他

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

に
口
頭
で
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
る
。
来
年
度
は
、

1
2
回
行
え
る
よ
う
、
継
続
す
る
。

 

2
 
 
 
退

院
調

整
が
必

要
な
方
に
つ

い
て
は
、

1
0
0
%
訪
問
で
き
た
。
目
標
に
は
上
げ
な
い
が
、
来
年
度
も
継
続
し
、
医
療
機
関
や
ご
家

族
と
の
連
携

を
 

 
図

り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
退
院
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

 3
 
 
 
年

度
の
初

め
、
エ
リ
ア
居
宅

会
議
内
、
事
業
者

連
絡
会
等
で
情
報
を
収
集
し
、
報
酬
改
定

や
保
険

者
の
法
基
準
・
解

釈
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

 

た
。
今

後
も
情

報
収
集

に
努
め
、
エ
リ
ア
内
会
議
や

地
域
の
連
絡
会
等
で
確
認
を
行

っ
て
行
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 
職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
と
技
術
の
向

上
 

 

2
 
適
切
な
業
務
の
た
め
の
効

率
化

 

 3
 
医
療
と
の
連
携

の
強
化

 

4
 
医
療
・
多
職
種
連
携

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

 

ジ
メ
ン
ト
力
向
上

 

★
5
 
地
域
の
情
報

を
得
る

 

   

1
-
1
 
エ
リ
ア
内

交
換

研
修

参
加

回
数

 

1
-
2
 
専

門
研

修
Ⅱ

の
参

加
、
修

了
 

1
-
3
 
研

修
参

加
回

数
 

2
 

 
 
エ
リ
ア
居

宅
会

議
出

席
回

数
 

（
情

報
交

換
）
 

3
 

 
 
病

院
地

域
連

携
会

議
の
出

席
回

数
 

4
 
 
 
研

修
へ

の
参

加
回

数
（
病

院
主

催
 

 
 
 
を
含

む
 

5
-
1
 
行

政
、
事

業
者

か
ら
の
情

報
（
月

）
 

5
-
2
 
在

宅
サ
ー

ビ
ス
の
提

案
数

（
年

）
 

1
-
1
 

1
回

 

1
-
2
 

1
回

 

1
-
3
 

1
回

以
上

 
 

2
 

 
 
6
回

 

 3
 

 
 
5
回

以
上

 

4
 

 
 
3
回

 

 5
-
1
 

1
つ

以
上

 

5
-
2
 

1
2
件

以
上

 

1
-
1
 

0
回

 

1
-
2
 

1
回

 

1
-
3
 

4
回

 
 

2
 

 
 
6
回

 

 3
 

 
 
3
回

 

4
 

 
 
1
0
回

 

 5
-
1
 

1
つ

 

5
-
2
 

1
0
件

 

1
-
1
 
予

定
時

期
に
日

程
調
整

が
つ
か
ず
、
行
え
な
か
っ
た
が
、
内
部

監
査
、
エ
リ
ア
内
会
議
で
事
例
や

業
務
に
つ

い
て
助
言
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
専

門
研

修
Ⅱ

（
初

回
更
新
研
修

を
兼
ね
る
）
を
修
了
し
た
。

 

1
-
3
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
に
関
す
る
研
修
会
に

3
回
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
研
修
会
に

1
回
参
加
し
た
。

 

2
 
 
 
6
回

出
席

し
、
情

報
共
有
・
交
換
を
行

っ
た
。

 

 3
 

 
専

門
研

修
等

と
重

な
り
、
欠
席
月

が
あ
り
、
回
数
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
欠
席
時

は
出
席
者
か
ら
情
報
取
得
を
行

っ
た
。

 

4
 

 
病

院
主

催
の
研

修
会
や
脳
卒
中

研
究
会
、
薬

剤
師
主
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形

式
の
研
修
会
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
研
修
会
に
参
加
し
た
。

 

そ
の
他

、
認

知
症

に
関
す
る
研
修
会
や

権
利
擁
護

に
関
す
る
講
習
に
参
加
し
た
。

 

5
-
1
 
毎

月
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

か
ら
利
用

者
様
に
関
す
る
こ
と
、
空
き
状
況
な
ど
情
報
を
取
得
し
た
。
行

政
か
ら
も
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
取
得
し
た
。

 

5
-
2
 
チ
ラ
シ
を
持

参
し
て
ご
説
明
し
た
方
は

1
0
件

だ
っ
た
が
、
提

案
・
ご
説
明
は
必
要
時
に
随
時
行
っ
た
。

 

 
 
 

 
  

 
Ve

r.2
.0

2 
平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
松

事
業
所
の
経
営
方
針
：誰

も
が
利

用
し

た
い

明
る
い

施
設
を

つ
く

る
た

め
に
、

つ
の
ゼ

ロ
（

受
診

事
故

・
苦
情

・
業
務

ミ
ス

）
と

つ
の

％
（
笑

顔
で
挨

拶
プ
ラ

ス
ワ
ン

達
成

％
・
利

用
者

様
満
足

％
・
職

員
の
や

り
が

い

％
）

を
実
現

す
る

。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
の
達
成

に
よ
る
収

入
の
安
定

加
算
算
定
に
よ
る
収
入
の
増
加

★
個
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
地
域

の
知

度
を
あ
げ
、
Ｓ
Ｓ
稼
働
率

を
向
上
し
、

収
入
増
を
図
る

平
均

稼
働

率
（
特

養
）

（
年

間
平

均
）

日
常

生
活

継
続

支
援

加
算

算
定

率

看
取

り
加

算
算

定
率

（
年

間
）

平
均

稼
働

率
（

）
（
年

間
平

均
）

地
域

新
聞

掲
載

回
数

（
年

間
）

以
上

以
上

回
以

上
回

事
故

に
よ
る
入
院

件
、
体
調
不
良
に
よ
る
入

院
件
が
あ
っ
た
。
加
算
を
維
持
す
る
た
め
に
要
介

護
、

の
利
用
者
様
を
中
心

に
ご
案
内
し
た

が
、
上

位
の
方

の
体
調
不
良

や
他

の
施

設
か
ら
同

時
に
声
が
か
か
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
た
め
、
次
期

入
所
候
補
者

を
随

時
確
保

し
て
い
く
。

要
介

護
の
割
合
が

以
上
の
算
定
要

件
で
算
定

で
き
た
。
同
時
に
、
認

知
症
自
立
度

の
割

合
で
も
算
定
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
き
た
。
嘱
託
医

師
と
の
連

携
を
図
り
、
来
年
度
は
認

知
症
自
立
度
で
の
算
定
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

状
態

変
化

時
に
多
職
種
連
携
で
プ
ラ
ン
変
更

を
行
う
こ
と
で
看
取
り
介
護
へ

の
移
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
施
設
で
看
取
り
と
な
っ
た
利

用
者

様
全

員
に
、
看

取
り
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
訪

問
の
際
に
、
専

門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
出
来
る
こ
と
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
空
床

の
案
内

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
新

規
の
半

分
程
度
あ
っ
た
。
同
時

期
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
重
な
る
こ
と
や
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
調
整

が
難
し
く
稼
働
率
の
達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

電
力

会
社

で
作

品
展
を
行
っ
た
際
に
新
聞

に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
町

内
の
方

よ
り
展
示
を
見

に
行
っ
た
と
お
話

を
い
た
だ
い
た
た
め
活
動
の
周

知
に
つ

な
が
っ
た
。
ま
た
相

撲
の
応
援
模

様
の
取
材

も
あ
っ
た
。
今
後
も
新
聞
社

に
連
絡
を
取
り
、
行
事

や
活
動
を
広
報
し
て
い
く
。

用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
ケ
ガ
や
苦
痛
の
な
い
安
心
な
生
活

★
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生

活
の
継
続

清
潔
で
心
地
良

い
環
境
で
の
生

活

受
診

事
故

件
数

（
年

間
）

満
足

度
調

査
（
特

養
プ
ラ
ン
）

大
変

満
足

満
足

度
調

査
（

プ
ラ
ン
）

大
変

満
足

満
足

度
調

査
（
活

動
）
大

変
満

足

満
足

度
調

査
（
挨

拶
）
大

変
満

足

満
足

度
調

査
（
清

潔
面

）
大

変
満

足

件
件

転
倒

・
転

落
に
よ
る
事
故
が

件
、
誤
嚥

に
よ
る
事
故
が

件
発
生
し
て
い
る
。
通
常

の
様
子
か
ら
は
予
測
が
で
き
な
い
事
故
も
あ
る
が
、
限

ら
れ
た
見

守
り
の
中

で
工

夫
し
、
事
故

を
予
測
す
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
。

利
用

者
様

の
日
常

の
様

子
や
つ
ぶ
や
き
、
ご
家
族
か
ら
の
お
話
か
ら
ご
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
だ
。
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
内

容
を
具
体
的

に
記
載
し
、
ご
家
族

が
施
設
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
よ
う
努

め
て
い
く
。

居
宅

ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
を
図
り
、
専
門

職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
や

入
浴
機
会

の
確
保
な
ど
個

別
の
ニ
ー
ズ
を
お

聞
き
し
て
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

案
・
実
施
で
き
た
。
今
後
も
連
携
を
密
に
図
り
、
個
別

の
ニ
ー
ズ
を
把
握

と
実
現

に
努
め
て
い
く
。

毎
月

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
活
動

の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様

の
個
別
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
も
の
は
実
施
回
数

が
少
な
い
た

め
、
今

後
、
個

別
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
く
。

取
り
組

み
に
よ
り
、
職
員
の
接
遇

の
意
識
が
高

ま
り
、
目
標
達
成
が
で
き
た
。
今
後
も
挨
拶
プ
ラ
ス
ワ
ン
を
意
識
し
て
行
い
、
利

用
者
様
、
ご
家
族
様

の

満
足

度
を
高

め
て
い
く
。

ハ
ン
デ

ィ
モ
ッ
プ
を
各
居
室

に
設
置
し
て
気
付

い
た
時
に
細

部
ま
で
清
掃
で
き
る
よ
う
に
し
、
こ
ま
め
な
清
掃
を
心
が
け
、
満
足
度
調
査
で
「
い
つ
も
気

持
ち
い
い
」
「
ほ
と
ん
ど
気
持
ち
い
い
」
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
職
員

の
清
潔
面

へ
の
意
識

を
高

め
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
事
故
予
防
と
業
務
ミ
ス
ゼ
ロ
の
推

進

利
用
者
様
、
ご
家
族
と
の
信
頼
関

の

構
築

★
利
用
者
様
と
向
き
合

い
、
個
々

の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
。

温
か
な
接
遇
と
清
潔
な
環
境
設

定

法
基
準
、
改
訂

に
的

確
に
対
応

す
る

一
つ

の
事

故
に
対

す
る
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と

数
（
平

均
）

 同
一

の
業

務
ミ
ス
件

数

ご
家

族
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
率

長
期

対
応

必
要

な
苦

情
受

付
数

ケ
ア
プ
ラ
ン
課

題
解

決
数

平
均

ユ
ニ
ッ
ト
会

議
開

催
数

（
年

間
）

笑
顔

で
挨

拶
プ
ラ
ス
ワ
ン
達

成

満
足

度
調

査
（
生

活
面

）
時

々
臭

気

が
あ
る

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

間
）

件
以

上

件 件 つ
以

上

回 回
以

上

件 件 件 ～
つ

回 回

事
故

予
防

委
員

か
ら
情
報

を
発
信
し
一

人
で
も
多
く
の
職
員
が
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
を
挙

げ
、
そ
の
ヒ
ヤ
リ
が
ど
う
い
う
事
故
に
つ
な
が
る
か
を
記
載
す
る
よ
う
取

り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
事
故
発
生

前
に
対

策
や
思
い
当
た
る
こ
と
を
挙
げ
事
故
予

防
に
努

め
て
い
く
。

服
薬

ミ
ス
の
発

生
が
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
守
り
ミ
ス
を
無

く
す
。

ご
家

族
と
連

携
を
図
り
、
多
職
種
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
勤
務
の
調

整
を
行
な
い
な
が
ら
日
程
調
整
を
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
ご
家
族

カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
、
信
頼

の
構

築
が
で
き
た
。

ご
家

族
の
要

望
等
は
、
全
体

周
知
で
き
る
よ
う
に
業
務
日
誌
や
申

し
送
り
ノ
ー
ト
に
反
映
さ
せ

た
。
職
員
の
対
応

に
つ
い
て
の
苦
情
を

件
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
そ
の
内

容
や
対
応
に
つ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
基
に
全
体
周
知
を
図

り
、
対
応
策
を
徹

底
す
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内

容
に
利
用

者
様
ご
と
の
課

題
を
入
れ
込
み
、
そ
の
課
題
が
解

決
で
き
る
よ
う
に
日

々
の
ケ
ア
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

開
催

に
向

け
時
間

調
整

を
行
っ
た
が
、
目
標

達
成

で
き
な
か
っ
た
。
様
々
な
形
で
職

員
の
意
見

を
聞
き
取
り
統
一
し
た
ケ
ア
を
行

う
。

他
者

評
価

と
自
己

評
価
に
分

け
て
各
自
シ
ー

ル
を
貼
り
目
視
化
も
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
行

っ
た
。
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
他
職
員

へ
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
、
お
互

い
に
良

い
と
こ
ろ
を
発
見
し
合
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他
者

評
価
、
自

己
評
価
の
多
か
っ
た
職
員
を
表
彰
す
る
場
を

作
り
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
っ
た
。

原
因

を
特

定
し
、
消
臭
剤
や
清
掃

道
具
を
活

用
し
て
臭
気
対
策
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
「
い
つ
も
臭
気
を
感
じ
な
い
」
と
い
う
高
評
価
な
意
見

も
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
居

室
に
よ
っ
て
は
時
々
（
排
泄

の
）
臭

気
が
あ
る
と
少
数
な
が
ら
意
見
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
臭
気
対

策
を
行

っ
て
い
く
。

算
定

で
き
る
加

算
が
な
い
か
確
認

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
現
時
点
で
は
新
た
に
算
定
で
き
る
も
の
は
無
か
っ
た
が
、
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
や
排
泄

自
立

加
算

等
は
施
設
で
の
体
制

が
整
っ
た
り
、
対
象

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
算
定

が
で
き
る
た
め
、
今
後

も
確
認
を
し
て
い
く
。

人
材
と
組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

介
護
の
質
の
向
上

★
職
員
の
や
り
が
い
の
創
出
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り

★
必
要
な
職
員
の
確

保

交
換

研
修

回
数

（
年

間
）

研
修

提
案

、
実

践
件

数

職
員

満
足

度
調

査
（
満

足
）

業
務

改
善

実
施

数

退
職

者
数

中
途
採

用
人

数

回 件
以

上

件
以

上

名 名

回 件 件 名 名

人
員

調
整

が
難
し
く
、
回
数
の
目
標
達
成

は
出
来
な
か
っ
た
が
、
研

修
及
び
交
換
研

修
に
て
多

の
施
設
を
知
り
、
水
平
展

開
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

に
て
学

ん
だ
こ
と
を
提
案

し
、
職
員
に
周

知
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
課
題
に
対
し
て
、
多
職
種
で
話

し
合
っ
て
解
決

が
で
き
た
。
他

の
課
題
で
も
皆
で
解

決
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
満
足
度

を
上
げ
て
い
く
。

入
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
の
内
容

と
リ
ン
ク
さ
せ
て
実
施

し
、
業
務
の
改

善
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

体
調

不
良

、
帰

省
に
よ
る
退

職
者
が
あ
り
目
標

達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
悩
み

の
あ
る
職
員
に
対
し
て
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

職
員
間
で
話
し
合

い
、
体

調
不

良
の
理

由
で
退

職
し
な
い
職

場
を
つ
く
る
。

パ
ー

ト
介

護
職

員
、
看
護

職
員

の
採
用

が
で
き
た
。
職
員
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等

に
よ
る
募
集
を
行

う
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
木
曽

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
・
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
の
暮
ら
し
の
支
援
。

 
地
域
・
行
政
と
の
連
携
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
技
術
・
質
の
向
上
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

 
 
1
 
 
目
標
ケ
ア
プ
ラ
ン
件
数
達
成
に
よ
る

 

 
 
 
安
定
し
た
運
営

 

 ★
2
 
適
切
な
支
援
に
よ
る
加
算
の
取
得

 

 

1
 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
件

数
 

  2
 

 
入
院

時
情

報
提

供
加

算
の
取

得
率

 

1
 
 
 

4
0
件

 

（
年

度
末

）
 

 2
 
 
 

8
0
%
 

 
 
 
（
全

入
院

 

 
 
 
者

の
う
ち
）
 

1
 
 
 

3
4
件

 

（
年

度
末

）
 

 2
 
 
 

7
8
.5

%
 

（
全

入
院

 

者
の
う
ち
）
 

1
 
 
 

8
月

ま
で
は
、
平

均
4
0
件
を
維
持
で
き
た
が
、

8
月
以
降
、
施
設
入
所

2
名
、
入
院
（
そ
の
後
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
療
養
型
入
所
等
で

 

 
 
 
支

援
終

了
）
5
名

、
逝
去

5
名
な
ど
で
、
今
年
度
は
支
援
終
了

件
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
年
度
末

で
は

4
0
件
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

 

 
 
 
来

年
度

は
、
業

務
量
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
月

平
均

3
9
件
を
維
持
で
き
る
よ
う
目

指
す
。

 

2
 
 
 
入

院
当

初
か
ら
退
院
調
整

の
必
要
が
な
い
方

が
3
名

含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

8
0
%
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
退
院

調
整
が
必
要

と
 

 
判

断
さ
れ
る
利

用
者
様

に
つ
い
て
は
、

1
0
0
%
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
継
続

す
る
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
質
の
高
い
接
遇
に
よ
る
利
用
者
様

の
 

満
足
度
向
上

 

  2
 
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
、
利
用

 

 
 
 
 
者
様
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
要
望
を

 

 
把
握
す
る

 

3
 
地
域
内
事
業
所

に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

 

的
確
に
伝
え
る

 

 

1
-
1
 
利

用
者

・
ご
家

族
満

足
度

 

（
回

収
率

の
向

上
）
 

1
-
2
 
利

用
者

・
ご
家

族
満

足
度

 

（
要

望
）
 

2
 

 
 
つ

ぶ
や

き
件

数
（
年

）
 

  3
 
 
 
地

域
内

事
業

所
利

用
の

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
件

数
 

  

1
-
1
 

6
5
%
 

 
 
 
以

上
 

1
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
 
 
 

1
2
件

 

 
 
 
以

上
  

3
 
 
 

4
5
%
 

 
 
 
以

上
 

 
 
 
 
（
年

度
末

）
 

 

1
-
1
 

7
6
.5

%
 

 
 

 

1
-
2
 

9
8
.2

%
 

 2
 
 
 

1
2
件

 

  

3
 
 
 

2
9
.4

%
 

 
 
 
以

上
 

 
 
 
（
年

度
末

）
 

 

1
-
1
 
訪

問
時

に
直

接
お
渡
し
し
た
り
、
記
入

の
説
明

等
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
回
収
率

は
達
成
で
き
た
（
1
回
目
：
7
8
.9

%
、

2
回
目
：
7
4
.2

%
）
。

 

 1
-
2
 
「
回

答
な
し
」
の
方

が
1
名

い
た
為
、
目
標
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度

は
、
回
収
方
法

を
工
夫

し
た
り
、
エ
リ
ア
・
部
会
内
で
質
問
項
目

を
 

検
討

す
る
な
ど
行
い
、
さ
ら
に
利
用
者
様

の
率
直
な
ご
意
見
を
伺
え
る
よ
う
に
す
る
。

 

2
 
 
 
件

数
と
し
て
は
達

成
で
き
た
。
来
年
度
も
継
続

し
、
地
域
内
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

へ
つ
ぶ
や
き
の
内
容

を
伝
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
活
か
せ
る

 

 
 

 
よ
う
に
努

め
る
。

 

 3
 
 
 
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
定
期

利
用
の
方

が
入

院
、
逝
去
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
徐
々
に
減
少
し
た
。
運
営
地
域
が
、
地
域

内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

 

対
象

範
囲

外
の
区

域
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
他
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

か
ら
移
行
ケ
ー

ス
の
依

頼
も
あ
る
た
め
、
目
標
達
成

は
困
難
な
状
況

に
 

あ
る
。
来

年
度

は
、
目
標
と
し
て
は
設
定
し
な
い
が
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範

囲
で
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
ご
説
明

や
提
案
を
行

っ
て
い
く
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
要

望
を
、

 

 
 
事
業
所
に
伝
え
る

 

★
2
 
入
院
時
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
の
意

向
に
沿
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な

 

支
援
の
提
供

 

★
3
 
法
の
基
準
、
報

酬
改
定
に
的
確
に
対

 

応
す
る

 

1
 
 
 
つ
ぶ

や
き
の
地

域
内

事
業

所
へ

の
 

 
 
 
提

供
 

2
 
 
 
入

院
時

、
病

院
へ

の
利

用
者

様
の
訪

問
 

 3
 
 
 
報

酬
改

定
確

認
回

数
（
年

間
）
 

1
 
 
 

1
2
回

 

 

2
 
 

 
1
0
0
%
 

  3
 
 
 

2
回

以
上

 

1
 
 
 

9
回

 

 

2
 
 
 

1
0
0
%
 

  3
 
 
 

4
回

 

1
 
 
 
つ

ぶ
や

き
の
目

標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
、
利
用

者
様
の
ご
意
見

や
思
い
に
つ
い
て
、
そ
の
度
、
地
域
内
事
業

所
や

 

 
 
 
他

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

に
口
頭
で
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
る
。
来
年
度
は
、

1
2
回
行
え
る
よ
う
、
継
続
す
る
。

 

2
 
 
 
退

院
調

整
が
必

要
な
方
に
つ

い
て
は
、

1
0
0
%
訪
問
で
き
た
。
目
標
に
は
上
げ
な
い
が
、
来
年
度
も
継
続
し
、
医
療
機
関
や
ご
家

族
と
の
連
携

を
 

 
図

り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
退
院
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

 3
 
 
 
年

度
の
初

め
、
エ
リ
ア
居
宅

会
議
内
、
事
業
者

連
絡
会
等
で
情
報
を
収
集
し
、
報
酬
改
定

や
保
険

者
の
法
基
準
・
解

釈
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

 

た
。
今

後
も
情

報
収
集

に
努
め
、
エ
リ
ア
内
会
議
や

地
域
の
連
絡
会
等
で
確
認
を
行

っ
て
行
く
。

 

人
材
と

 

組
織

 
職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
と
技
術
の
向

上
 

 

2
 
適
切
な
業
務
の
た
め
の
効

率
化

 

 3
 
医
療
と
の
連
携

の
強
化

 

4
 
医
療
・
多
職
種
連
携

に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

 

ジ
メ
ン
ト
力
向
上

 

★
5
 
地
域
の
情
報

を
得
る

 

   

1
-
1
 
エ
リ
ア
内

交
換

研
修

参
加

回
数

 

1
-
2
 
専

門
研

修
Ⅱ

の
参

加
、
修

了
 

1
-
3
 
研

修
参

加
回

数
 

2
 

 
 
エ
リ
ア
居

宅
会

議
出

席
回

数
 

（
情

報
交

換
）
 

3
 

 
 
病

院
地

域
連

携
会

議
の
出

席
回

数
 

4
 
 
 
研

修
へ

の
参

加
回

数
（
病

院
主

催
 

 
 
 
を
含

む
 

5
-
1
 
行

政
、
事

業
者

か
ら
の
情

報
（
月

）
 

5
-
2
 
在

宅
サ
ー

ビ
ス
の
提

案
数

（
年

）
 

1
-
1
 

1
回

 

1
-
2
 

1
回

 

1
-
3
 

1
回

以
上

 
 

2
 

 
 
6
回

 

 3
 

 
 
5
回

以
上

 

4
 

 
 
3
回

 

 5
-
1
 

1
つ

以
上

 

5
-
2
 

1
2
件

以
上

 

1
-
1
 

0
回

 

1
-
2
 

1
回

 

1
-
3
 

4
回

 
 

2
 

 
 
6
回

 

 3
 

 
 
3
回

 

4
 

 
 
1
0
回

 

 5
-
1
 

1
つ

 

5
-
2
 

1
0
件

 

1
-
1
 
予

定
時

期
に
日

程
調
整

が
つ
か
ず
、
行
え
な
か
っ
た
が
、
内
部

監
査
、
エ
リ
ア
内
会
議
で
事
例
や

業
務
に
つ

い
て
助
言
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
-
2
 
専

門
研

修
Ⅱ

（
初

回
更
新
研
修

を
兼
ね
る
）
を
修
了
し
た
。

 

1
-
3
 
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
に
関
す
る
研
修
会
に

3
回
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
研
修
会
に

1
回
参
加
し
た
。

 

2
 
 
 
6
回

出
席

し
、
情

報
共
有
・
交
換
を
行

っ
た
。

 

 3
 

 
専

門
研

修
等

と
重

な
り
、
欠
席
月

が
あ
り
、
回
数
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
欠
席
時

は
出
席
者
か
ら
情
報
取
得
を
行

っ
た
。

 

4
 

 
病

院
主

催
の
研

修
会
や
脳
卒
中

研
究
会
、
薬

剤
師
主
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形

式
の
研
修
会
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
研
修
会
に
参
加
し
た
。

 

そ
の
他

、
認

知
症

に
関
す
る
研
修
会
や

権
利
擁
護

に
関
す
る
講
習
に
参
加
し
た
。

 

5
-
1
 
毎

月
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

か
ら
利
用

者
様
に
関
す
る
こ
と
、
空
き
状
況
な
ど
情
報
を
取
得
し
た
。
行

政
か
ら
も
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
取
得
し
た
。

 

5
-
2
 
チ
ラ
シ
を
持

参
し
て
ご
説
明
し
た
方
は

1
0
件

だ
っ
た
が
、
提

案
・
ご
説
明
は
必
要
時
に
随
時
行
っ
た
。
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2 
平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
松

事
業
所
の
経
営
方
針
：誰

も
が
利

用
し

た
い

明
る
い

施
設
を

つ
く

る
た

め
に
、

つ
の
ゼ

ロ
（

受
診

事
故

・
苦

情
・
業

務
ミ

ス
）

と
つ

の
％

（
笑

顔
で
挨

拶
プ
ラ

ス
ワ
ン

達
成

％
・

利
用
者

様
満
足

％
・
職

員
の
や

り
が

い

％
）

を
実
現

す
る

。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

稼
働
率
の
達
成

に
よ
る
収

入
の
安
定

加
算
算
定
に
よ
る
収
入
の
増
加

★
個
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
地
域

の
知

度
を
あ
げ
、
Ｓ
Ｓ
稼
働
率

を
向
上
し
、

収
入
増
を
図
る

平
均

稼
働

率
（
特

養
）

（
年

間
平

均
）

日
常

生
活

継
続

支
援

加
算

算
定

率

看
取

り
加

算
算

定
率

（
年

間
）

平
均

稼
働

率
（

）
（
年

間
平

均
）

地
域

新
聞

掲
載

回
数

（
年

間
）

以
上

以
上

回
以

上
回

事
故

に
よ
る
入
院

件
、
体
調
不
良
に
よ
る
入

院
件
が
あ
っ
た
。
加
算
を
維
持
す
る
た
め
に
要
介

護
、

の
利
用
者
様
を
中
心

に
ご
案
内
し
た

が
、
上

位
の
方

の
体
調
不
良

や
他
の
施

設
か
ら
同

時
に
声
が
か
か
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
た
め
、
次
期

入
所
候
補
者

を
随

時
確
保
し
て
い
く
。

要
介

護
の
割
合
が

以
上
の
算
定
要

件
で
算
定

で
き
た
。
同
時
に
、
認

知
症
自
立
度

の
割

合
で
も
算
定
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
き
た
。
嘱
託
医

師
と
の
連

携
を
図
り
、
来
年
度
は
認

知
症
自
立
度
で
の
算
定
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

状
態

変
化

時
に
多
職
種
連
携
で
プ
ラ
ン
変
更

を
行
う
こ
と
で
看
取
り
介
護
へ

の
移
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
施
設
で
看
取
り
と
な
っ
た
利

用
者

様
全

員
に
、
看

取
り
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業

所
訪

問
の
際
に
、
専

門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
出
来
る
こ
と
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
空
床

の
案
内

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
新

規
の
半

分
程
度
あ
っ
た
。
同
時

期
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
重
な
る
こ
と
や
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
調
整

が
難
し
く
稼
働
率
の
達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

電
力

会
社

で
作

品
展
を
行
っ
た
際
に
新
聞

に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
町

内
の
方

よ
り
展
示
を
見

に
行
っ
た
と
お
話

を
い
た
だ
い
た
た
め
活
動
の
周

知
に
つ

な
が
っ
た
。
ま
た
相

撲
の
応
援
模

様
の
取
材

も
あ
っ
た
。
今
後
も
新
聞
社

に
連
絡
を
取
り
、
行
事

や
活
動
を
広
報
し
て
い
く
。

用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
ケ
ガ
や
苦
痛
の
な
い
安
心
な
生
活

★
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生

活
の
継
続

清
潔
で
心
地
良

い
環
境
で
の
生

活

受
診

事
故

件
数

（
年

間
）

満
足

度
調

査
（
特

養
プ
ラ
ン
）

大
変

満
足

満
足

度
調

査
（

プ
ラ
ン
）

大
変

満
足

満
足

度
調

査
（
活

動
）
大

変
満

足

満
足

度
調

査
（
挨

拶
）
大

変
満

足

満
足

度
調

査
（
清

潔
面

）
大

変
満

足

件
件

転
倒

・
転

落
に
よ
る
事
故
が

件
、
誤
嚥

に
よ
る
事
故
が

件
発
生
し
て
い
る
。
通
常

の
様
子
か
ら
は
予
測
が
で
き
な
い
事
故
も
あ
る
が
、
限

ら
れ
た
見

守
り
の
中

で
工
夫
し
、
事
故

を
予
測
す
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
。

利
用

者
様

の
日

常
の
様

子
や
つ
ぶ
や
き
、
ご
家
族
か
ら
の
お
話
か
ら
ご
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
だ
。
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
内

容
を
具
体
的

に
記
載
し
、
ご
家
族

が
施
設
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
よ
う
努

め
て
い
く
。

居
宅

ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
を
図
り
、
専
門

職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
や

入
浴
機
会

の
確
保
な
ど
個

別
の
ニ
ー
ズ
を
お

聞
き
し
て
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

案
・
実
施
で
き
た
。
今
後
も
連
携
を
密
に
図
り
、
個
別

の
ニ
ー
ズ
を
把
握

と
実
現

に
努
め
て
い
く
。

毎
月

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
活
動

の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
用
者
様

の
個
別
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
も
の
は
実
施
回
数

が
少
な
い
た

め
、
今

後
、
個

別
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
く
。

取
り
組

み
に
よ
り
、
職
員
の
接
遇

の
意
識
が
高

ま
り
、
目
標
達
成
が
で
き
た
。
今
後
も
挨
拶
プ
ラ
ス
ワ
ン
を
意
識
し
て
行
い
、
利

用
者
様
、
ご
家
族
様

の

満
足

度
を
高

め
て
い
く
。

ハ
ン
デ

ィ
モ
ッ
プ
を
各
居
室

に
設
置
し
て
気
付

い
た
時
に
細

部
ま
で
清
掃
で
き
る
よ
う
に
し
、
こ
ま
め
な
清
掃
を
心
が
け
、
満
足
度
調
査
で
「
い
つ
も
気

持
ち
い
い
」
「
ほ
と
ん
ど
気
持
ち
い
い
」
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
職
員

の
清
潔
面

へ
の
意
識

を
高

め
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
事
故
予
防
と
業
務
ミ
ス
ゼ
ロ
の
推

進

利
用
者
様
、
ご
家
族
と
の
信
頼
関

の

構
築

★
利
用
者
様
と
向
き
合

い
、
個
々

の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
。

温
か
な
接
遇
と
清
潔
な
環
境
設

定

法
基
準
、
改
訂
に
的

確
に
対
応

す
る

一
つ

の
事

故
に
対

す
る
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と

数
（
平

均
）

 同
一

の
業

務
ミ
ス
件

数

ご
家

族
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
参

加
率

長
期

対
応

必
要

な
苦

情
受

付
数

ケ
ア
プ
ラ
ン
課

題
解

決
数

平
均

ユ
ニ
ッ
ト
会

議
開

催
数

（
年

間
）

笑
顔

で
挨

拶
プ
ラ
ス
ワ
ン
達

成

満
足

度
調

査
（
生

活
面

）
時

々
臭

気

が
あ
る

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

間
）

件
以

上

件 件 つ
以

上

回 回
以

上

件 件 件 ～
つ

回 回

事
故

予
防

委
員

か
ら
情
報

を
発
信
し
一

人
で
も
多
く
の
職
員
が
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
を
挙

げ
、
そ
の
ヒ
ヤ
リ
が
ど
う
い
う
事
故
に
つ
な
が
る
か
を
記
載
す
る
よ
う
取

り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
事
故
発
生

前
に
対

策
や
思
い
当
た
る
こ
と
を
挙
げ
事
故
予

防
に
努

め
て
い
く
。

服
薬

ミ
ス
の
発

生
が
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
守
り
ミ
ス
を
無

く
す
。

ご
家

族
と
連

携
を
図
り
、
多
職
種
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
勤
務
の
調

整
を
行
な
い
な
が
ら
日
程
調
整
を
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
ご
家
族

カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
、
信
頼

の
構

築
が
で
き
た
。

ご
家

族
の
要

望
等
は
、
全
体

周
知
で
き
る
よ
う
に
業
務
日
誌
や
申

し
送
り
ノ
ー
ト
に
反
映
さ
せ

た
。
職
員
の
対
応

に
つ
い
て
の
苦
情
を

件
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
そ
の
内

容
や
対
応
に
つ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
基
に
全
体
周
知
を
図

り
、
対
応
策
を
徹

底
す
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内

容
に
利
用

者
様
ご
と
の
課

題
を
入
れ
込
み
、
そ
の
課
題
が
解

決
で
き
る
よ
う
に
日

々
の
ケ
ア
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

開
催

に
向

け
時

間
調
整

を
行
っ
た
が
、
目
標

達
成
で
き
な
か
っ
た
。
様
々
な
形
で
職

員
の
意
見

を
聞
き
取
り
統
一
し
た
ケ
ア
を
行

う
。

他
者

評
価

と
自

己
評
価
に
分

け
て
各
自
シ
ー

ル
を
貼
り
目
視
化
も
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
行

っ
た
。
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
他
職
員

へ
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
、
お
互

い
に
良

い
と
こ
ろ
を
発
見
し
合
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他
者

評
価
、
自

己
評
価
の
多
か
っ
た
職
員
を
表
彰
す
る
場
を

作
り
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
っ
た
。

原
因

を
特

定
し
、
消
臭
剤
や
清
掃

道
具
を
活

用
し
て
臭
気
対
策
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
「
い
つ
も
臭
気
を
感
じ
な
い
」
と
い
う
高
評
価
な
意
見

も
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
居

室
に
よ
っ
て
は
時
々
（
排
泄

の
）
臭

気
が
あ
る
と
少
数
な
が
ら
意
見
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
臭
気
対

策
を
行

っ
て
い
く
。

算
定

で
き
る
加
算
が
な
い
か
確
認

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
現
時
点
で
は
新
た
に
算
定
で
き
る
も
の
は
無
か
っ
た
が
、
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
や
排
泄

自
立

加
算

等
は
施
設
で
の
体
制

が
整
っ
た
り
、
対
象

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
算
定

が
で
き
る
た
め
、
今
後

も
確
認
を
し
て
い
く
。

人
材
と
組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

介
護
の
質
の
向
上

★
職
員
の
や
り
が
い
の
創
出
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り

★
必
要
な
職
員
の
確

保

交
換

研
修

回
数

（
年

間
）

研
修

提
案

、
実

践
件

数

職
員

満
足

度
調

査
（
満

足
）

業
務

改
善

実
施

数

退
職

者
数

中
途

採
用

人
数

回 件
以

上

件
以

上

名 名

回 件 件 名 名

人
員

調
整

が
難
し
く
、
回
数
の
目
標
達
成

は
出
来
な
か
っ
た
が
、
研

修
及
び
交
換
研

修
に
て
多

の
施
設
を
知
り
、
水
平
展

開
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

に
て
学

ん
だ
こ
と
を
提
案

し
、
職
員
に
周

知
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
課
題
に
対
し
て
、
多
職
種
で
話

し
合
っ
て
解
決

が
で
き
た
。
他

の
課
題
で
も
皆
で
解

決
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
満
足
度

を
上
げ
て
い
く
。

入
所

リ
ー

ダ
ー

会
議
の
内
容

と
リ
ン
ク
さ
せ
て
実
施

し
、
業
務
の
改

善
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

体
調

不
良

、
帰

省
に
よ
る
退

職
者
が
あ
り
目
標

達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
悩
み

の
あ
る
職
員
に
対
し
て
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

職
員
間
で
話
し
合

い
、
体

調
不

良
の
理

由
で
退

職
し
な
い
職

場
を
つ
く
る
。

パ
ー

ト
介

護
職
員

、
看
護

職
員

の
採
用

が
で
き
た
。
職
員
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
に
よ
る
募
集
を
行

う
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
っ
て
長
く
働
け
る
職
場
風
土
を
構
築
し
、
全
職
員
が
基
本
的
な
介
護
技
術
、
知
識
を
取
得
し
利
用
者
様
へ
心
の
こ
も
っ
た
安
心
・
安
全
な
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入
 

の
安
定

 

1
-
1
 
年

間
平

均
稼

働
率

 

 

1
-
2
 
申

込
者

数
 

 1
-
3
 
 
次

期
入

所
候

補
者

数
 

 

1
-
1
 

9
9
.5

%
 

以
上

 

1
-
2
 

5
5
名

以
上

 

 1
-
3
 

5
名

以
上

 

1
-
1
 

9
7
.2

3
%
 

 1
-
2
 

5
6
名

 

 1
-
3
 

1
名

 

1
-
1
 
 
 
 
月

末
に
入

院
の
要
因

解
析
が
で
き
た
が
、
前
年
度
と
比
較
し
入
院

者
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
入

院
平
均
日

数
が

1
3
日
の
結
果
か
ら
、

 

引
き
続

き
毎

日
の
変
動

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次
期

待
機
者
確
保
、
空
床
発

生
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
入
居
調
整
を
す
る
。

 

1
-
2
-
1
 

 
申

込
者

、
待

機
者

確
保
の
た
め
の
効
果

的
な
策
を
検
討
し
実
行
し
た
結
果
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

1
-
2
-
2
 

 
新

し
い
広

報
活
動
を
見
直
し
、
広
報
担

当
者
を
１
名
か
ら
２
名
へ
変
更
し
て
い
る
。
紹
介

の
あ
る
病
院
を
主
体
に
活
動
が
で
き
た
。

 

1
-
3
-
1
 

 
次

期
入

所
候

補
者
の
基
準

を
明
確

に
し
、
対
応
が
で
き
た
。

 

1
-
3
-
2
 

 
入

院
者

数
が
多
く
、
次
期
入
所

候
補
者
と
の
連
絡
が
入

居
の
連
絡
と
な
り
、
入
院
者

に
対
し
必

要
な
待
機
者
の
確
保

が
十
分
で
な
か

 

っ
た
。
今

年
度
の
入
院
者
か
ら
次
年
度
月
平

均
６
名
以
上
の
獲
得
を
目
指
す
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 

（
環
境
・
接
遇
）
 

  

2
 
生
活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

 

★
3
 
健
康
・
安
全
管
理

に
よ
る
生
活
支
援

 

1
-
1
 
利

用
者

様
満

足
度

調
査

（
環

境
）
 

 
 

 
（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）
 

1
-
2
 
利

用
者

様
満

足
度

調
査

（
接

遇
）
 

 
 

 
 
（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）
 

2
-
1
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
実

施
回

数
（
月

間
）
 

 3
-
1
 
褥

瘡
発

生
者

数
（
延

べ
）
 

 3
-
2
 
褥

瘡
改

善
率

 

3
-
3
 
再

発
者

数
 

 3
-
4
 
事

故
件

数
（
転

倒
・
転

落
）
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
1
 

6
回

以
上

 

 3
-
1
 

0
名

 

 3
-
2
 

1
0
0
%
 

3
-
3
 

0
名

 

 3
-
4
 
転

倒
1
0
件

以
下

 

転
落

 
5
件

 

以
下

 

1
-
1
 

6
9
%
 

 1
-
2
 

8
4
%
 

 2
-
1
 

1
6
回

 

 3
-
1
 

1
2
名

 

 3
-
2
 

9
1
.6

%
 

3
-
3
 

1
名

 

 3
-
4
 
転

倒
1
3
件

 

転
落

1
5
件

 

1
-
1
 

 
 
業

務
の
見

直
し
か
ら
環

境
整
備
に
あ
た
る
時
間
を
つ
く
り
、
共
有
ス
ペ

ー
ス
の
業
務
見
直
し
が
で
き
た
。
次
年
度
居
室
環
境

に
つ
い
て
取
り
組

み
を

継
続

し
て
い
く
。

 

1
-
2
 
 
 
 
入

浴
業

務
見

直
し
で
職
員
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
、
落
ち
着

い
た
対
応

が
で
き
た
。
利
用
者
様
、
ご
家
族
に
対
し
質
の
高

い
マ
ナ
ー

 

を
次

年
度

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
接

遇
講

習
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
業
務
の
中
で
教
育
し
、
意

識
づ
け
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 

 
 
季

節
に
あ
っ
た
、
生

活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
、
実
施
し
目

標
達
成
で
き
た
。

 

 3
-
1
 

 
 
前

半
で
予

防
の
物

品
が
不
足
し
、
目
標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
後

半
で
、
職
員
間
で
情
報

共
有
を
密
に
行

い
、
高
リ
ス
ク
者

に
対
し
、
ク
ッ
シ
ョ

 

ン
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
変
更

が
早

期
に
で
き
、
発

生
を
防

げ
た
。

 

3
-
2
 

 
 
毎

月
の
褥

瘡
予

防
委
員
会
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
把
握
、
予

防
策
の
具

体
的
な
確
認
を
継
続

で
き
た
。

 

3
-
3
 

 
 
治

癒
者

に
お

い
て
は
定

期
的
に
状

態
確

認
す
る
機
会
と
し
て
排
泄
ケ
ア
時
、
変

化
を
確
認
し
た
際
、
記
録
に
残
す

事
を
ル
ー
ル
化
で
き
た
。
以
後

発
生

者
0
名

を
維
持
で
き
て
い
る
。

 

3
-
4
 

 
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
転

倒
・
転
落
リ
ス
ク
を
把

握
し
、
個
々
に
沿

っ
た
対
処
を
心

掛
け
た
が
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ケ
ア
の
中
で
利

用
者
様
が
落

ち
着

け
る
対

策
に
つ

い
て
次
年
度

検
討
し
、
対
策
期

間
も
定
め
予
防

を
強
化
す
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
清
潔
な
空
間
づ
く
り
と
気
持
ち
の
良
い

接
遇
の
定
着

 

 

2
 
安
全
な
技
術
と
気
付
き
の
担
保

 

     

3
 
多
床
室
業
務
の
標
準
化

 

   ★
4
 
介
護
報
酬
改
定

へ
の
正
確
な
対

応
 

1
-
1
 
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
数

 

 1
-
2
 
接

遇
模

範
職

員
数

 

2
-
1
 
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
転

落
、
外

傷
）
 

 

2
-
2
 
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
件

数
 

 2
-
3
 
事

故
統

計
分

析
回

数
（
年

間
）
 

 

3
-
1
 
業

務
見

直
し
回

数
 

 

3
-
2
 
超

過
勤

務
時

間
数

（
月

平
均

）
 

 

4
 
 
 
自

己
点

検
回

数
（
年

間
）
 

1
-
1
 

2
フ
ロ
ア

 

 

1
-
2
 

2
名

以
上

 

2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

8
5
件

以
上

 

 2
-
3
 

1
2
回

以
上

 

 3
-
1
 

3
回

以
上

 

 3
-
2
 

4
0
時

間
 

以
下

 

4
 
 
 
2
回

以
上

 

  
 

 

1
-
1
 

2
フ
ロ
ア

 

 

1
-
2
 

2
名

 

2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

7
0
件

 

 2
-
3
 

1
2
回

 

 3
-
1
 

5
回

 

 3
-
2
 

5
8
時

間
 

 

4
 

 
2
回

 

1
-
1
 

各
勤

務
担

当
者
に
整
理
整
頓
分
担

を
決

め
実
施
で
き
て
い
る
。
次
年
度
よ
り
清
掃

が
十
分
で
な
い
部
分

に
つ
い
て
間
接

業
務
担
当
者

の
雇
用
も

含
め
検

討
し
実

践
し
て
い
く
。

 

1
-
2
 

事
業

所
内

で
接
遇
の
評
価
が
高

い
リ
ー
ダ
ー
を

2
名
模
範
職
員
と
決
定
し
行
動
で
き
た
。

 

2
-
1
 
 
 
 
 
一

つ
一

つ
の
ケ
ア
に
適

切
に
対
応
し
、
事
故
、
誤
っ
た
手
技

に
よ
る
事

故
を
確
実

に
無
く
せ

る
よ
う
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
リ
ス
ク
確
認
、
実

施
教

育
が
で
き
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

2
-
2
 

 
 

 
気

付
き
の
共
有

の
た
め
、
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
の
基
準
を
伝
達

し
、
認
識
の
統

一
が
で
き
た
。
毎
月

の
目
標
数
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
挙

げ
る
習
慣

 

書
式

変
更

に
よ
り
件
数
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-
3
 
 
 
 
 
各

フ
ロ
ア
の
月
間

の
転
倒
・
転
落
事

故
統
計
か
ら
利
用

者
様
、
時
間
帯

の
分
析
が
で
き
リ
ス
ク
の
高

い
時
間
帯
を
再
認
識
で
き
た
。
毎
月

の
事
故

予
防

委
員

会
の
中
で
報
告
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
場

で
も
時
間
帯
か
ら
の
注
意
喚
起

を
行
う
事

が
で
き
た
。

 

3
-
1
-
1
 
 
 
介

護
の
楽

し
さ
に
つ

い
て
先
輩
職
員

の
意
見
を
聞
き
、
必
要
な
業
務

の
整
理
、
業
務

改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
-
1
-
2
 
 
 
緊

急
時

以
外
の
超
過
勤

務
を
、
業
務
見

直
し
か
ら
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み

が
で
き
た
。

 

3
-
2
 

 
 

 
間

接
介

護
職
員

を
雇
用
し
て
専
門
職

の
業
務
を
整
理
で
き
た
。
し
か
し
、
年
度
途
中
で
職
員

の
入
れ
替

わ
り
が
あ
り
目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ

 

た
。

 

4
 

 
 

 
 
 
加

算
要

件
、
基
準

に
お
い
て
自
己
点
検

表
を
用
い
て
定

期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
高
齢
者
の
心

身
に
対
す
る
理
解
の
向

 

上
 

  

2
 
必
要
人
員
配
置

の
維
持

 

    

1
-
1
 
研

修
参

加
率

 

1
-
2
 
技

術
講

習
会

参
加

率
 

（
排

泄
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
 

 

2
-
1
 
職

員
満

足
度

 

2
-
2
 
リ
ー

ダ
ー

人
数

 

2
-
3
 
退

職
者

数
 

 2
-
4
 
中

途
採

用
者

数
 

2
-
5
 
職

員
か
ら
の
紹

介
人

数
 

 

1
-
1
 

6
0
%
以

上
 
 

1
-
2
 

6
0
%
以

上
 

  2
-
1
 

7
5
%
以

上
 

2
-
2
 

4
名

 

2
-
3
 

0
名

 

 2
-
4
 

1
名

以
上

 

2
-
5
 

1
名

以
上

 

1
-
1
 
未

実
施

 
 

1
-
2
 

2
5
%
 

  2
-
1
 

7
5
%
 

2
-
2
 

4
名

 

2
-
3
 

2
名

 

 2
-
4
 

4
名

 

2
-
5
 

0
名

 

1
-
1
 

 
 
 
知

識
向

上
の
た
め
の
効
果
的
研
修

を
計

画
的
に
、
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
次
年
度
は
細
か
な
計

画
を
立
て
る
。

 
 

 

1
-
2
 
 
 
 
 
職

員
の
入

れ
替

わ
り
に
よ
り
、
目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
実
技
講
習
を
実
施
し
、
職
員
の
技

術
力
の
把
握

が

で
き
た
。
技
術
向
上
に
つ

い
て
は
研

修
か
ら
実

践
の
場
で
実
施
す
る
事
で
改
善

が
み
ら
れ
て
い
る
。

 

 2
-
1
 

 
 

 
個

人
面

談
は
定

期
的
に
実

施
で
き
た
が
、
す
ぐ
課
題
解
決

に
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

 

2
-
2
 

 
 

 
リ
ー

ダ
ー

候
補
者

の
育
成
を
す
す
め
、
目
標
達
成
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 

 
 

 
目

標
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
勤
務
時
間
や

 
業
務
内
容

の
工
夫

に
よ
っ
て
、
身

体
的
負
担
の
軽
減

が
で
き
た
。

 

 2
-
4
 

 
 

 
計

画
的

採
用
、
多
様
な
働
き
方

に
よ
る
雇
用
か
ら
人
員

配
置
を
整
え
る
事
が
で
き
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

2
-
5
 

 
 

 
目

標
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
職

員
か
ら
の
紹

介
の
伝
達
、
周
知
を
定
期

的
に
実
施
し
定
着
さ
せ
る
事
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
器
に
見
合
っ
た
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
目
標
に
、
縦
の
職
員
の
つ
な
が
り
を
重
要
視
し
基
本
介
護
技
術
、
知
識
の
向
上
を
図
り
、
心
の
こ
も
っ
た
安
心
安
全
な
ケ
ア
を
安
定
し
て
提
供
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成
に
よ
る
収
入

の
安
定

年
間

平
均

稼
働

率

次
期

入
所

候
補

者
数

申
込
者

数

以

上

名
以

上

名
以

上

名

件

入
院

者
発

生
後

の
対
応

を
具
体
的
か
つ

正
確
に
行
う
た
め
に
、
多
職
種
と
の
情
報
交
換

の
工

夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

達
成

で
き
な
か
っ
た
場

合
の
要
因
解

析
が
十
分
に
で
き
ず

、
週
単
位

の
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
が
後
手
と
な
り
、
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

入
院

者
の
対

応
に
追

わ
れ
て
し
ま
い
、
待

機
者
と
し
て
次
期
入
所
候
補

者
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

次
期

入
所

候
補

者
と
の
連
絡

を
定
期
的

に
行
い
意
思
確
認
、
近
況
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
入
所
に
繋

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

空
床

予
測

に
対
し
て
申
込
者

数
が
足
り
ず

、
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
予
測

数
を
明
確
に
し
て
活

動
す
る
。

広
報

活
動

回
数

を
増
や
す

予
定
で
あ
っ
た
が
相
談
員
の
交
代
等
も
あ
り
目
標
の
回

数
達
ま
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

次
年

度
は
主

任
相
談
員
を
中

心
と
し
た
相
談
員

体
制
を
整
え
、
稼
働
管
理
、
申
し
込

み
、
広
報
活
動

を
予
定
通
り
行
え
る
よ
う
図
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

（
環
境
・
接
遇
）

生
活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施

★
健
康
、
安
全
管
理

に
よ
る
生

活
支
援

利
用

者
様

満
足

度
調

査
（
環

境
）

（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）

利
用

者
様

満
足

度
調

査
（
接

遇
）

（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
発

表
型

）
受

入
数

褥
瘡

発
生

者
数

（
延

べ
）

褥
瘡

改
善

率

再
発

者
数

事
故

件
数

（
転

倒
・
転

落
）

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

組
以

上

名 名

転
倒

件
以

下

転
落

件
以

下

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ 組

名 名

転
倒

件

転
落

件

業
務

の
見

直
し
か
ら
環

境
整
備
の
仕

組
み

を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
が
、
大
き
な
見
直

し
改
善
は
で
き
ず
満
足

度
向
上
達
成

は

で
き
な
か
っ
た
。
清
掃
が
十

分
で
な
い
部
分

に
つ

い
て
間
接
業
務
担
当
者
の
雇
用
も
含

め
検
討
し
実
践

し
て
い
く
。

全
体

的
に
意

識
を
高
く
持
ち
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
が
、
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

適
切

な
接

遇
に
つ
い
て
講
習

を
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
計
画
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。

季
節

に
あ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

で
き
た
が
、
フ
ロ
ア
に
よ
る
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
年

間
を
通
し
て
積
極

的
に
受

け
入

れ
る
こ
と
が
出
来

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
実
習
生
に
も
入

っ
て
も
ら
う
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
基
本

的
な
ケ
ア
の
徹
底
と
継
続
、
情

報
共
有
に
よ
り
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
褥

瘡
予

防
委
員
会
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
把
握
、
予

防
策
の
具

体
的
な
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
は
再

発
者
は
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
今
後
も
報
告
→
対
策
→

現
場
確
認

を
標
準
化

し
更
に
対
応
し
て
い
く
。

治
癒

ま
で
の
期
限
を
具
体
的
に
定
め
、
確

実
に
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

治
癒

者
に
お

い
て
は
定
期
的
に
状
態
確
認

す
る
機
会
（
委
員
会
）
を
設
け
、
再
発

を
さ
せ
な
い
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

未
然

に
防

ぐ
取
り
組
み

が
後
手
に
な
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
未
然
に
転

倒
・
転
落
リ
ス
ク
を
把

握
し
、
注
意
す
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
事
故

を
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
よ
り
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
活
用
、
情
報
共
有
し
、
未
然
に
防

ぐ
取
り
組
み
を
進
め
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
清
潔
な
空
間
づ
く
り
と
気
持
ち
の
良
い

接
遇
の
定
着

★
教
育
体
制
の
整
備

★
よ
り
良
い
介
護
の
追
求

★
介
護
報
酬
改
定

へ
の
正
確
な
対

応

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
数

接
遇

模
範

職
員

数

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

入
れ
フ
ロ
ア
数

実
習

担
当

者
数

現
場

確
認

回
数

（
フ
ロ
ア

年
）

事
故

統
計

分
析

回
数

（
年

間
）

超
過

勤
務

時
間

数
（
月

平
均

）

自
己

点
検

回
数

（
年

間
）

フ
ロ
ア

名
以

上

フ
ロ
ア

名 回
以

上

回
以

上

時

回
以

上

フ
ロ
ア

名 フ
ロ
ア

名

回

回

時

回

日
々

の
清

掃
、
整
理
整
頓
へ

の
意
識

を
年

間
を
通
し
て
維
持

で
き
た
。
更

に
清
潔
な
空
間

の
必

要
性
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
課
題
と
し

て
残

っ
て
い
る
た
め
、
次
年
度

も
周
知

し
て
い
く
。

事
業

所
内

で
接

遇
の
評
価

が
高
い
リ
ー
ダ
ー
を

名
模
範
職
員
と
決
定
し
行
動
で
き
た
。
他
フ
ロ
ア
職
員

と
の
気
付
き
も
共
有
し
環
境
改
善

す
る
。

事
業

所
内

で
接

遇
の
評
価

が
高

い
職
員
を
挙
げ
、
模
範
職
員
と
し
て
位
置

付
け
た
が
、
仕
組
み

の
構
築
は
で
き
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
フ
ロ
ア
を
限
定
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
習

生
を
担

当
す
る
職
員
を
固

定
し
、
指

導
力
の
向
上
、
実
習

生
へ
の
印

象
づ
く
り
を
標
準
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
ケ
ア
、
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
ケ
ア
が
適
切

に
で
き
て
い
る
か
巡

視
す
る
機
会

を
設
定
す
る
仕
組
み
つ
く
り
が
で
き
な
か
っ
た
。

‐
各

フ
ロ
ア
の
月

間
の
転
倒
・
転
落
事
故

統
計
か
ら
利
用
者

様
、
時
間
帯
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

時
間

帯
分

析
か
ら
一
日

の
中
で
の
事
故
発

生
リ
ス
ク
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
注
意
喚
起
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

の
入

れ
替

わ
り
が
影
響
し
目
標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
通
常
業
務

の
超
過
は
業
務
内
容
の
見
直

し
で
以
前
よ
り
も
減

少
し
た
。

加
算

要
件

、
基

準
に
お
い
て
自
己

点
検
表

を
用
い
て
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
高
齢
者
の
心

身
に
対
す
る
理
解
の
向

上 風
通
し
の
良

い
職
場
風

土
の
構
築

★
安
定
し
た
職
員
確

保

研
修

参
加

率

技
術

講
習

会
参

加
率

（
排

泄
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

職
員

満
足

度

リ
ー

ダ
ー

人
数

（
年

度
末

時
点

）

退
職

者
数

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

け
入

れ
数

実
習

生
受

け
入

れ
数

実
習

生
受

け
入

れ
か
ら
の
採

用

者
数

職
員

か
ら
の
紹

介
人

数

以
上

以
上

以
上

名

名 名
以

上

名
以

上

名
以

上

名
以

上

未
実

施

未
実

施

名 名 名

名

名 名

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。
外
部

講
師
を
招

い
て
の
研
修

は
実
施
で
き
な
か
っ

た
が
施

設
職
員

に
よ
る
そ
の
場
で
の
簡
単
な
指

導
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
人

面
談

は
定
期
的
に
実
施
で
き
た
が
、
す
ぐ
課
題
解
決

に
至

ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
課

題
と
な
っ
た
。

リ
ー

ダ
ー

候
補
者

の
育
成

を
す
す

め
、
目

標
達
成
が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
定

期
異
動
、
中
途
採
用

は
計
画
的

に
実
施
で
き
た
。

多
様

な
働

き
手

に
よ
る
勤
務
時

間
や
シ
フ
ト
の
工
夫
を
行

っ
た
。

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ

は
行
え
た
。
次
年
度
は
手
順

を
標
準
化

す
る
。

介
護

福
祉

士
養
成

校
等
の
実

習
を
積
極

的
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年

度
は
手
順

を
標
準
化
す
る
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
実

習
終
了
時

に
あ
ら
た
め
て
管
理

者
よ
り
声
を
掛

け
る
こ
と
で
施
設
に
つ
い
て
好
印
象
を
持

っ
た
と
の
感

想
を
得
ら
れ
た
。

職
員

か
ら
の
紹
介
の
伝
達
、
周
知
を
定
期

的
に
実
施
し
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

− 166 − − 167 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 
（
事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
っ
て
長
く
働
け
る
職
場
風
土
を
構
築
し
、
全
職
員
が
基
本
的
な
介
護
技
術
、
知
識
を
取
得
し
利
用
者
様
へ
心
の
こ
も
っ
た
安
心
・
安
全
な
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収

入
 

の
安
定

 

1
-
1
 
年

間
平

均
稼

働
率

 

 

1
-
2
 
申

込
者

数
 

 1
-
3
 
 
次

期
入

所
候

補
者

数
 

 

1
-
1
 

9
9
.5

%
 

以
上

 

1
-
2
 

5
5
名

以
上

 

 1
-
3
 

5
名

以
上

 

1
-
1
 

9
7
.2

3
%
 

 1
-
2
 

5
6
名

 

 1
-
3
 

1
名

 

1
-
1
 
 
 
 
月

末
に
入

院
の
要
因

解
析
が
で
き
た
が
、
前
年
度
と
比
較
し
入
院

者
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
入

院
平
均
日

数
が

1
3
日
の
結
果
か
ら
、

 

引
き
続

き
毎

日
の
変
動

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次
期

待
機
者
確
保
、
空
床
発

生
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
入
居
調
整
を
す
る
。

 

1
-
2
-
1
 

 
申

込
者

、
待

機
者

確
保
の
た
め
の
効
果

的
な
策
を
検
討
し
実
行
し
た
結
果
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

1
-
2
-
2
 

 
新

し
い
広

報
活
動
を
見
直
し
、
広
報
担

当
者
を
１
名
か
ら
２
名
へ
変
更
し
て
い
る
。
紹
介

の
あ
る
病
院
を
主
体
に
活
動
が
で
き
た
。

 

1
-
3
-
1
 

 
次

期
入

所
候

補
者
の
基
準

を
明
確

に
し
、
対
応
が
で
き
た
。

 

1
-
3
-
2
 

 
入

院
者

数
が
多
く
、
次
期
入
所

候
補
者
と
の
連
絡
が
入

居
の
連
絡
と
な
り
、
入
院
者

に
対
し
必

要
な
待
機
者
の
確
保

が
十
分
で
な
か

 

っ
た
。
今

年
度
の
入
院
者
か
ら
次
年
度
月
平

均
６
名
以
上
の
獲
得
を
目
指
す
。

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 

（
環
境
・
接
遇
）
 

  

2
 
生
活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

 

★
3
 
健
康
・
安
全
管
理

に
よ
る
生
活
支
援

 

1
-
1
 
利

用
者

様
満

足
度

調
査

（
環

境
）
 

 
 

 
（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）
 

1
-
2
 
利

用
者

様
満

足
度

調
査

（
接

遇
）
 

 
 

 
 
（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）
 

2
-
1
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
実

施
回

数
（
月

間
）
 

 3
-
1
 
褥

瘡
発

生
者

数
（
延

べ
）
 

 3
-
2
 
褥

瘡
改

善
率

 

3
-
3
 
再

発
者

数
 

 3
-
4
 
事

故
件

数
（
転

倒
・
転

落
）
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 1
-
2
 

1
0
0
%
 

 2
-
1
 

6
回

以
上

 

 3
-
1
 

0
名

 

 3
-
2
 

1
0
0
%
 

3
-
3
 

0
名

 

 3
-
4
 
転

倒
1
0
件

以
下

 

転
落

 
5
件

 

以
下

 

1
-
1
 

6
9
%
 

 1
-
2
 

8
4
%
 

 2
-
1
 

1
6
回

 

 3
-
1
 

1
2
名

 

 3
-
2
 

9
1
.6

%
 

3
-
3
 

1
名

 

 3
-
4
 
転

倒
1
3
件

 

転
落

1
5
件

 

1
-
1
 

 
 
業

務
の
見

直
し
か
ら
環

境
整
備
に
あ
た
る
時
間

を
つ
く
り
、
共
有
ス
ペ

ー
ス
の
業
務
見
直
し
が
で
き
た
。
次
年
度
居
室
環
境

に
つ
い
て
取
り
組

み
を

継
続

し
て
い
く
。

 

1
-
2
 
 
 
 
入

浴
業

務
見

直
し
で
職
員
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
、
落
ち
着

い
た
対
応

が
で
き
た
。
利
用
者
様
、
ご
家
族
に
対
し
質
の
高

い
マ
ナ
ー

 

を
次

年
度

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
接

遇
講

習
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
業
務
の
中
で
教
育
し
、
意

識
づ
け
が
で
き
た
。

 

2
-
1
 

 
 
季

節
に
あ
っ
た
、
生

活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
、
実
施
し
目

標
達
成
で
き
た
。

 

 3
-
1
 

 
 
前

半
で
予

防
の
物

品
が
不
足
し
、
目
標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
後

半
で
、
職
員
間
で
情
報

共
有
を
密
に
行

い
、
高
リ
ス
ク
者

に
対
し
、
ク
ッ
シ
ョ

 

ン
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
変
更

が
早

期
に
で
き
、
発

生
を
防

げ
た
。

 

3
-
2
 

 
 
毎

月
の
褥

瘡
予

防
委
員
会
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
把
握
、
予

防
策
の
具

体
的
な
確
認
を
継
続

で
き
た
。

 

3
-
3
 

 
 
治

癒
者

に
お

い
て
は
定

期
的
に
状

態
確

認
す
る
機
会
と
し
て
排
泄
ケ
ア
時
、
変

化
を
確
認
し
た
際
、
記
録
に
残
す

事
を
ル
ー
ル
化
で
き
た
。
以
後

発
生

者
0
名

を
維
持
で
き
て
い
る
。

 

3
-
4
 

 
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
転

倒
・
転
落
リ
ス
ク
を
把

握
し
、
個
々
に
沿

っ
た
対
処
を
心

掛
け
た
が
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ケ
ア
の
中
で
利

用
者
様
が
落

ち
着

け
る
対

策
に
つ

い
て
次
年
度

検
討
し
、
対
策
期

間
も
定
め
予
防

を
強
化
す
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 
清
潔
な
空
間
づ
く
り
と
気
持
ち
の
良
い

接
遇
の
定
着

 

 

2
 
安
全
な
技
術
と
気
付
き
の
担
保

 

     

3
 
多
床
室
業
務
の
標
準
化

 

   ★
4
 
介
護
報
酬
改
定

へ
の
正
確
な
対

応
 

1
-
1
 
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
数

 

 1
-
2
 
接

遇
模

範
職

員
数

 

2
-
1
 
業

務
ミ
ス
報

告
数

（
転

落
、
外

傷
）
 

 

2
-
2
 
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
件

数
 

 2
-
3
 
事

故
統

計
分

析
回

数
（
年

間
）
 

 

3
-
1
 
業

務
見

直
し
回

数
 

 

3
-
2
 
超

過
勤

務
時

間
数

（
月

平
均

）
 

 

4
 
 
 
自

己
点

検
回

数
（
年

間
）
 

1
-
1
 

2
フ
ロ
ア

 

 

1
-
2
 

2
名

以
上

 

2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

8
5
件

以
上

 

 2
-
3
 

1
2
回

以
上

 

 3
-
1
 

3
回

以
上

 

 3
-
2
 

4
0
時

間
 

以
下

 

4
 
 
 
2
回

以
上

 

  
 

 

1
-
1
 

2
フ
ロ
ア

 

 

1
-
2
 

2
名

 

2
-
1
 

0
件

 

 2
-
2
 

7
0
件

 

 2
-
3
 

1
2
回

 

 3
-
1
 

5
回

 

 3
-
2
 

5
8
時

間
 

 

4
 

 
2
回

 

1
-
1
 

各
勤

務
担

当
者
に
整
理
整
頓
分
担

を
決

め
実
施
で
き
て
い
る
。
次
年
度
よ
り
清
掃

が
十
分
で
な
い
部
分

に
つ
い
て
間
接

業
務
担
当
者

の
雇
用
も

含
め
検

討
し
実

践
し
て
い
く
。

 

1
-
2
 

事
業

所
内

で
接
遇
の
評
価
が
高

い
リ
ー
ダ
ー
を

2
名
模
範
職
員
と
決
定
し
行
動
で
き
た
。

 

2
-
1
 
 
 
 
 
一

つ
一

つ
の
ケ
ア
に
適

切
に
対
応
し
、
事
故
、
誤
っ
た
手
技

に
よ
る
事

故
を
確
実

に
無
く
せ

る
よ
う
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
リ
ス
ク
確
認
、
実

施
教

育
が
で
き
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

2
-
2
 

 
 

 
気

付
き
の
共
有

の
た
め
、
ヒ
ヤ
リ
は
っ
と
の
基
準
を
伝
達

し
、
認
識
の
統

一
が
で
き
た
。
毎
月

の
目
標
数
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
挙

げ
る
習
慣

 

書
式

変
更

に
よ
り
件
数
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
。

 

2
-
3
 
 
 
 
 
各

フ
ロ
ア
の
月
間

の
転
倒
・
転
落
事

故
統
計
か
ら
利
用

者
様
、
時
間
帯

の
分
析
が
で
き
リ
ス
ク
の
高

い
時
間
帯
を
再
認
識
で
き
た
。
毎
月

の
事
故

予
防

委
員

会
の
中
で
報
告
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
場

で
も
時
間
帯
か
ら
の
注
意
喚
起

を
行
う
事

が
で
き
た
。

 

3
-
1
-
1
 
 
 
介

護
の
楽

し
さ
に
つ

い
て
先
輩
職
員

の
意
見
を
聞
き
、
必
要
な
業
務

の
整
理
、
業
務

改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

 

3
-
1
-
2
 
 
 
緊

急
時

以
外
の
超
過
勤

務
を
、
業
務
見

直
し
か
ら
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み

が
で
き
た
。

 

3
-
2
 

 
 

 
間

接
介

護
職
員

を
雇
用
し
て
専
門
職

の
業
務
を
整
理
で
き
た
。
し
か
し
、
年
度
途
中
で
職
員

の
入
れ
替

わ
り
が
あ
り
目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ

 

た
。

 

4
 

 
 

 
 
 
加

算
要

件
、
基
準

に
お
い
て
自
己
点
検

表
を
用
い
て
定

期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
 
高
齢
者
の
心

身
に
対
す
る
理
解
の
向

 

上
 

  

2
 
必
要
人
員
配
置

の
維
持

 

    

1
-
1
 
研

修
参

加
率

 

1
-
2
 
技

術
講

習
会

参
加

率
 

（
排

泄
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
 

 

2
-
1
 
職

員
満

足
度

 

2
-
2
 
リ
ー

ダ
ー

人
数

 

2
-
3
 
退

職
者

数
 

 2
-
4
 
中

途
採

用
者

数
 

2
-
5
 
職

員
か
ら
の
紹

介
人

数
 

 

1
-
1
 

6
0
%
以

上
 
 

1
-
2
 

6
0
%
以

上
 

  2
-
1
 

7
5
%
以

上
 

2
-
2
 

4
名

 

2
-
3
 

0
名

 

 2
-
4
 

1
名

以
上

 

2
-
5
 

1
名

以
上

 

1
-
1
 
未

実
施

 
 

1
-
2
 

2
5
%
 

  2
-
1
 

7
5
%
 

2
-
2
 

4
名

 

2
-
3
 

2
名

 

 2
-
4
 

4
名

 

2
-
5
 

0
名

 

1
-
1
 

 
 
 
知

識
向

上
の
た
め
の
効
果
的
研
修

を
計

画
的
に
、
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
次
年
度
は
細
か
な
計

画
を
立
て
る
。

 
 

 

1
-
2
 
 
 
 
 
職

員
の
入

れ
替

わ
り
に
よ
り
、
目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
実
技
講
習
を
実
施
し
、
職
員
の
技

術
力
の
把
握

が

で
き
た
。
技
術
向
上
に
つ

い
て
は
研

修
か
ら
実

践
の
場
で
実
施
す
る
事
で
改
善

が
み
ら
れ
て
い
る
。

 

 2
-
1
 

 
 

 
個

人
面

談
は
定

期
的
に
実

施
で
き
た
が
、
す
ぐ
課
題
解
決

に
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

 

2
-
2
 

 
 

 
リ
ー

ダ
ー

候
補
者

の
育
成
を
す
す
め
、
目
標
達
成
が
で
き
た
。

 

2
-
3
 

 
 

 
目

標
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
勤
務
時
間
や

 
業
務
内
容

の
工
夫

に
よ
っ
て
、
身

体
的
負
担
の
軽
減

が
で
き
た
。

 

 2
-
4
 

 
 

 
計

画
的

採
用
、
多
様
な
働
き
方

に
よ
る
雇
用
か
ら
人
員

配
置
を
整
え
る
事
が
で
き
、
目
標
達

成
で
き
た
。

 

2
-
5
 

 
 

 
目

標
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
職

員
か
ら
の
紹

介
の
伝
達
、
周
知
を
定
期

的
に
実
施
し
定
着
さ
せ
る
事
が
で
き
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
器
に
見
合
っ
た
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
目
標
に
、
縦
の
職
員
の
つ
な
が
り
を
重
要
視
し
基
本
介
護
技
術
、
知
識
の
向
上
を
図
り
、
心
の
こ
も
っ
た
安
心
安
全
な
ケ
ア
を
安
定
し
て
提
供
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成
に
よ
る
収
入

の
安
定

年
間

平
均

稼
働

率

次
期

入
所

候
補

者
数

申
込

者
数

以

上

名
以

上

名
以

上

名

件

入
院

者
発

生
後

の
対
応

を
具
体
的
か
つ

正
確
に
行
う
た
め
に
、
多
職
種
と
の
情
報
交
換

の
工

夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

達
成

で
き
な
か
っ
た
場

合
の
要
因
解

析
が
十
分
に
で
き
ず

、
週
単
位

の
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
が
後
手
と
な
り
、
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

入
院

者
の
対

応
に
追

わ
れ
て
し
ま
い
、
待

機
者
と
し
て
次
期
入
所
候
補

者
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

次
期

入
所

候
補

者
と
の
連
絡

を
定
期
的

に
行
い
意
思
確
認
、
近
況
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
入
所
に
繋

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

空
床

予
測

に
対
し
て
申
込
者
数

が
足
り
ず

、
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
予
測

数
を
明
確
に
し
て
活

動
す
る
。

広
報

活
動

回
数

を
増
や
す

予
定
で
あ
っ
た
が
相
談
員
の
交
代
等
も
あ
り
目
標
の
回

数
達
ま
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

次
年

度
は
主

任
相
談
員
を
中

心
と
し
た
相
談
員

体
制
を
整
え
、
稼
働
管
理
、
申
し
込

み
、
広
報
活
動

を
予
定
通
り
行
え
る
よ
う
図
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

（
環
境
・
接
遇
）

生
活
感
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施

★
健
康
、
安
全
管
理

に
よ
る
生

活
支
援

利
用

者
様

満
足

度
調

査
（
環

境
）

（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）

利
用

者
様

満
足

度
調

査
（
接

遇
）

（
“
大

変
満

足
し
て
い
る
”
の
割

合
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
発

表
型

）
受

入
数

褥
瘡

発
生

者
数

（
延

べ
）

褥
瘡

改
善

率

再
発

者
数

事
故

件
数

（
転

倒
・
転

落
）

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

組
以

上

名 名

転
倒

件
以

下

転
落

件
以

下

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ

入
所

ｼ
ｮｰ

ﾄ 組

名 名

転
倒

件

転
落

件

業
務

の
見

直
し
か
ら
環

境
整
備
の
仕

組
み

を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
が
、
大
き
な
見
直

し
改
善
は
で
き
ず
満
足

度
向
上
達
成

は

で
き
な
か
っ
た
。
清
掃
が
十

分
で
な
い
部
分

に
つ

い
て
間
接
業
務
担
当
者
の
雇
用
も
含

め
検
討
し
実
践

し
て
い
く
。

全
体

的
に
意

識
を
高
く
持
ち
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
が
、
目
標
達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

適
切

な
接

遇
に
つ
い
て
講
習

を
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
計
画
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。

季
節

に
あ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

で
き
た
が
、
フ
ロ
ア
に
よ
る
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
年

間
を
通
し
て
積
極

的
に
受

け
入

れ
る
こ
と
が
出
来

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
実
習
生
に
も
入

っ
て
も
ら
う
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
基
本

的
な
ケ
ア
の
徹
底
と
継
続
、
情

報
共
有
に
よ
り
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

毎
月

の
褥

瘡
予

防
委
員
会
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
把
握
、
予

防
策
の
具

体
的
な
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
年

度
は
再

発
者
は
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
今
後
も
報
告
→
対
策
→

現
場
確
認

を
標
準
化

し
更
に
対
応
し
て
い
く
。

治
癒

ま
で
の
期

限
を
具
体
的
に
定
め
、
確

実
に
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

治
癒

者
に
お

い
て
は
定
期
的
に
状
態
確
認

す
る
機
会
（
委
員
会
）
を
設
け
、
再
発

を
さ
せ
な
い
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

未
然

に
防

ぐ
取

り
組
み

が
後
手
に
な
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
未
然
に
転

倒
・
転
落
リ
ス
ク
を
把

握
し
、
注
意
す
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
事
故

を
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度

は
よ
り
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
活
用
、
情
報
共
有
し
、
未
然
に
防

ぐ
取
り
組
み
を
進
め
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
清
潔
な
空
間
づ
く
り
と
気
持
ち
の
良
い

接
遇
の
定
着

★
教
育
体
制
の
整
備

★
よ
り
良
い
介
護
の
追
求

★
介
護
報
酬
改
定

へ
の
正
確
な
対

応

モ
デ

ル
フ
ロ
ア
数

接
遇

模
範

職
員

数

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

入
れ
フ
ロ
ア
数

実
習

担
当

者
数

現
場

確
認

回
数

（
フ
ロ
ア

年
）

事
故

統
計

分
析

回
数

（
年

間
）

超
過

勤
務

時
間

数
（
月

平
均

）

自
己

点
検

回
数

（
年

間
）

フ
ロ
ア

名
以

上

フ
ロ
ア

名 回
以

上

回
以

上

時

回
以

上

フ
ロ
ア

名 フ
ロ
ア

名

回

回

時

回

日
々

の
清

掃
、
整
理
整
頓
へ

の
意
識

を
年

間
を
通
し
て
維
持

で
き
た
。
更

に
清
潔
な
空
間

の
必

要
性
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
課
題
と
し

て
残

っ
て
い
る
た
め
、
次
年
度

も
周
知

し
て
い
く
。

事
業

所
内

で
接

遇
の
評
価

が
高
い
リ
ー
ダ
ー
を

名
模
範
職
員
と
決
定
し
行
動
で
き
た
。
他
フ
ロ
ア
職
員

と
の
気
付
き
も
共
有
し
環
境
改
善

す
る
。

事
業

所
内

で
接

遇
の
評
価

が
高

い
職
員
を
挙
げ
、
模
範
職
員
と
し
て
位
置

付
け
た
が
、
仕
組
み

の
構
築
は
で
き
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
フ
ロ
ア
を
限
定
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
習

生
を
担

当
す
る
職
員
を
固

定
し
、
指

導
力
の
向
上
、
実
習

生
へ
の
印

象
づ
く
り
を
標
準
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
ケ
ア
、
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
ケ
ア
が
適
切

に
で
き
て
い
る
か
巡

視
す
る
機
会

を
設
定
す
る
仕
組
み
つ
く
り
が
で
き
な
か
っ
た
。

‐
各

フ
ロ
ア
の
月
間
の
転
倒
・
転
落
事
故

統
計
か
ら
利
用
者

様
、
時
間
帯
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

時
間

帯
分

析
か
ら
一
日

の
中
で
の
事
故
発

生
リ
ス
ク
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
注
意
喚
起
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

職
員

の
入

れ
替
わ
り
が
影
響
し
目
標
達

成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
通
常
業
務

の
超
過
は
業
務
内
容
の
見
直

し
で
以
前
よ
り
も
減

少
し
た
。

加
算

要
件

、
基

準
に
お
い
て
自
己

点
検
表

を
用
い
て
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
高
齢
者
の
心

身
に
対
す
る
理
解
の
向

上 風
通
し
の
良

い
職
場
風

土
の
構
築

★
安
定
し
た
職
員
確

保

研
修

参
加

率

技
術

講
習

会
参

加
率

（
排

泄
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

職
員

満
足

度

リ
ー

ダ
ー

人
数

（
年

度
末

時
点

）

退
職

者
数

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

け
入

れ
数

実
習

生
受

け
入

れ
数

実
習

生
受

け
入

れ
か
ら
の
採

用

者
数

職
員

か
ら
の
紹

介
人

数

以
上

以
上

以
上

名

名 名
以

上

名
以

上

名
以

上

名
以

上

未
実

施

未
実

施

名 名 名

名

名 名

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
次
年

度
は
年
度
初

め
に
年
間

計
画
を
作
成

し
て
実
施
す
る
。
外
部

講
師
を
招

い
て
の
研
修

は
実
施
で
き
な
か
っ

た
が
施

設
職

員
に
よ
る
そ
の
場
で
の
簡
単
な
指

導
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
人

面
談

は
定
期
的
に
実
施
で
き
た
が
、
す
ぐ
課
題
解
決

に
至

ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
課

題
と
な
っ
た
。

リ
ー

ダ
ー

候
補
者

の
育
成

を
す
す

め
、
目

標
達
成
が
で
き
た
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
定

期
異
動
、
中
途
採
用

は
計
画
的

に
実
施
で
き
た
。

多
様

な
働

き
手
に
よ
る
勤
務
時

間
や
シ
フ
ト
の
工
夫
を
行

っ
た
。

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ

は
行
え
た
。
次
年
度
は
手
順

を
標
準
化
す
る
。

介
護

福
祉

士
養
成

校
等
の
実

習
を
積
極

的
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年

度
は
手
順

を
標
準
化
す
る
。

目
標

達
成

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
実

習
終
了
時
に
あ
ら
た
め
て
管
理

者
よ
り
声
を
掛

け
る
こ
と
で
施
設
に
つ
い
て
好
印
象
を
持

っ
た
と
の
感

想
を
得
ら
れ
た
。

職
員

か
ら
の
紹

介
の
伝
達
、
周
知
を
定
期

的
に
実
施
し
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
こ
こ
に
居
た
い
」と
思
っ
て
頂
け
る
生
活
環
境
が
継
続
で
き
健
康
へ
の
意
欲
が
高
い
利
用
者
様
を
増
や
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
達

成
に
よ
る
収

入
の

安
定

年
間
平
均

稼
働
率
（
年
）

次
期
入
所

対
象
者

数
（
年
）

名
以

上
名

タ
イ
ム
リ
ー
に
退

居
予

定
を
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
、
リ
フ
ォ
ー

ム
す

る
期

間
を
短

縮
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
見

学
者

・
申

込
者

へ
は

法
人
内
他

地
域

の
住

宅
系

施
設

を
し
入

居
を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。

複
合
施

設
の
メ
リ
ッ
ト
を
ま
と
め
効

率
的

に
外

部
へ

ア
ピ
ー

ル
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

申
し
込

み
リ
ス
ト
の
精

査
を
し
、
入

居
可

能
な
利

用
者

の
把

握
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

個
々

の
得

意
分

野
の

活
用

★
元

気
で
生

活
で
き
る
こ
と
の
支

援

利
用
者
様

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
年

）

健
康
へ
の
意
識
の
向
上
者

数

（
年
）

相
談
会
（
健

康
面
）
の
開
催
（
年
）

名
以

上

名
以

上

回
以
上

名 名 回

利
用
者

様
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公

募
を
行

い
、
建

屋
内

へ
生

花
を
飾

る
等

環
境

整
備

へ
の
協

力
を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。

、
健
康
等

の
不

安
解

消
や

維
持

に
向

け
た
相

談
会

を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
計

画
通

り
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
ご
自

身
の
健

康
へ

の
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
活

躍
で
き
る
場

面
の
確

保

★
利

用
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
向
上

社
会

参
加
回

数
（
年

）

生
活

の
満
足

度
（
年
）

回
以

上
回

利
用
者

様
の
で
き
る
こ
と
を
把

握
し
、
地

域
で
の
老

人
ク
ラ
ブ
へ

の
参

加
や

公
民

館
活

動
等

へ
参

加
で
き
る
呼

び
か
け
を
行

う
こ
と
が
で

き
た
。
継

続
し
働

き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

定
期
的

に
利
用

者
様

の
状

況
を
確

認
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
身

体
状

況
や

生
活

面
の
不

安
等

聞
き
取

り
を

行
う
こ
と
が
で
き
満

足
度

に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
利

用
者

様
の
不

安
や

変
化

へ
の

支
援

★
生

活
し
や

す
い
環

境
づ

く
り

情
報

共
有
数

（
月
）

環
境

満
足
度

（
年
）

件
以

上
件

日
々
の
業
務

の
中

で
利

用
者

様
か
ら
の
健

康
面

等
で
不

安
な
声

を
確

認
し
集

約
し
関

係
職

員
と
連

携
を
図

り
情

報
共

有
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

環
境

面
等

で
速

や
か
に
対

応
で
き
な
い
事

例
も
あ
っ
た
為

不
満

に
繋

が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

利
用

者
様

も
含

め
た
定

期
的

な
清

掃
活

動
等
で
施
設

内
で
の
環

境
維

持
を
図

っ
て
い
く
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
訪
問
を
強
化
し
（宿

泊
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
入
所
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
）
利
用
者
様
が
望
む
自
宅
に
お
け
る
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
達

成
に
よ
る
収

入
の

安
定

★
医

療
依

存
度

の
高

い
利

用
者

様

の
柔

軟
な
受

け
入

れ

年
間

平
均
稼

働
率
（
年
）

集
会

参
加
回

数
（
年
）

新
聞

掲
載
数

（
年
）

訪
問

件
数
（
月
）

受
け
入
れ
者

数
（
月

平
均
）

以

上

回
以

上

回
以

上

前
年
度

増

登
録
者

増

回 回

増 増

医
療
機
関
、
地

域
包

括
セ
ン
タ
ー

（
中

部
・
北

部
）
を
定

期
訪

問
し
活

動
内

容
を
発

信
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
目

標
稼

働
率

を
達

成
す

る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
関

係
つ

く
り
を
行

っ
て
い
く
。

運
営
推
進

会
議

等
や

八
番

町
の
敬

老
会

等
に
足

を
運

び
サ
ー

ビ
ス
内

容
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設
で
の
取

り
組

み
を
地

域
向

け
へ

新
聞

を
活

用
し

す
る
こ
と
は
で
き
た
が
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

適
切
な
人
員
配

置
で
１
日

当
た
り
の
訪

問
回

数
（

日
平

均
回

以
上

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
安

定
し
た
収

入
管

理
を
行

う
こ
と
が
で
き

た
。

医
療
機
関

、
地

域
包

括
セ
ン
タ
ー

へ
医

療
依

存
度

の
受

け
入

れ
に
つ

い
て
営

業
を
行

う
こ
と
は
で
き
た
が
地

域
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
サ
ー

ビ

ス
利
用
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
在

宅
生

活
継

続
の
支

援

社
会

参
加

を
す

る
事

で
の
生

活
意

欲
の
向

上

平
均

訪
問

ケ
ア
プ
ラ
ン
数
（
月
）

医
療

的
管
理

が
必
要

な
件

数
（
月

平
均
）

活
動

参
加
満

足
度
（
年
）

前
年
度

増

登
録
者

増

増 増

在
宅
生
活
を
継

続
す

る
た
め
に
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
継

続
し
て
利

用

者
様
ら
し
さ
を
追

求
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提

供
し
て
い
く
。

在
宅
生
活
で
必

要
な
医

療
依

存
度

の
高

い
ケ
ー

ス
に
つ

い
て
受

け
入

れ
を
行

う
体

制
は
整

え
た
が
地

域
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
要

望
が
な
く

目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

主
と
な
る
活
動

に
つ

い
て
外

食
外

出
が
中

心
と
な
り
、
食

事
以

外
の
利

用
者

様
の
や

り
た
い
事

で
の
新

た
な
支

援
を
提

案
す

る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
外

食
で
の
満

足
度

が
高

い
結

果
と
な
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
訪

問
介

護
の
質

の
向

上

★
基

本
的

な
医

療
面

の
理

解

根
拠

に
基

づ
く
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

実
践

★
法

の
基

準
、
報

酬
改

定
に
的

確
に

対
応

す
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
提
案
数

（
月
）

勉
強

会
の
開

催
数
（
年
）

提
案

し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
数

月 報
酬

改
定
確

認
回
数

（
年
）

人

提
案 回
以

上

回
以

上

回
以

上

人

提
案 回 回 回

訪
問
で
の
ケ
ア
の
質

の
向

上
の
た
め
（
ケ
ー

ス
検

討
会

等
）
利

用
者

様
の
生

活
状

況
を
注

意
深

く
観

察
す

る
こ
と
は
意

識
で
き
た
が
、
気

づ
き
の
提

案
と
し
て
目

標
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

医
療

依
存
度

の
受

け
入

れ
ケ
ー

ス
を
基

に
勉

強
会

を
開

催
し
基

本
的

な
医

療
知

識
の
向

上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

質
の
高

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
提

案
で
き
る
よ
う
研

修
へ

の
参

加
や

、
利

用
者

様
の
意

欲
を
引

き
出

す
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提

供
を
行

う
こ
と

が
で
き
た
。

地
域
へ
の
（
塩
尻

駅
、
長

野
銀

行
等

）
作

品
提

供
の
場

を
作

り
利

用
者

様
が
主

と
な
り
参

加
す

る
こ
と
で
や

り
が
い
を
持

っ
て
頂

く
こ
と
が

で
き
た
。

自
事
業
所

に
関

す
る
介

護
保

険
改

定
等
に
つ

い
て
は

を
活

用
し
勉

強
会

の
開

催
が
行

え
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

気
づ

き
の
共

有
で
の
介

護
・
認

知

症
の
理

解
の
浸

透

★
働

き
や

す
い
環

境
作

り

★
訪

問
職

員
の
確

保

１
気
づ

き
の
提

案
数
（
月
）

職
員

満
足
度

（
年
）

訪
問

職
員
確

保
数
（
年
）

１
件
以

上

人
以

上

件 名

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開

催
で
利

用
者

様
の
気

持
ち
に
気

づ
く
こ
と
や

、
認

知
症

研
修

等
に
参

加
し
基

本
的

な
認

知
症

の
理

解
を
更

に

深
め
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
気

づ
き
の
提

案
と
し
て
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー

が
中

心
と
な
り
職

員
間

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図

り
、
働

き
や

す
い
職

場
環

境
を
作

れ
る
よ
う
意

識
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
休

憩
場
所
へ

の
不

満
足

か
ら
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等

を
活

用
し
家

事
支

援
が
で
き
る
訪

問
職

員
の
確

保
が

名
は
で
き
た
が
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
「
こ
こ
に
居
た
い
」と
思
っ
て
頂
け
る
生
活
環
境
が
継
続
で
き
健
康
へ
の
意
欲
が
高
い
利
用
者
様
を
増
や
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
達

成
に
よ
る
収

入
の

安
定

年
間
平
均

稼
働
率
（
年
）

次
期
入
所

対
象
者

数
（
年
）

名
以

上
名

タ
イ
ム
リ
ー
に
退

居
予

定
を
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
、
リ
フ
ォ
ー

ム
す

る
期

間
を
短

縮
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
見

学
者

・
申

込
者

へ
は

法
人
内
他

地
域

の
住

宅
系

施
設

を
し
入

居
を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。

複
合
施

設
の
メ
リ
ッ
ト
を
ま
と
め
効

率
的

に
外

部
へ

ア
ピ
ー

ル
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

申
し
込

み
リ
ス
ト
の
精

査
を
し
、
入

居
可

能
な
利

用
者

の
把

握
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用

者
様

個
々

の
得

意
分

野
の

活
用

★
元

気
で
生

活
で
き
る
こ
と
の
支

援

利
用
者
様

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
年

）

健
康
へ
の
意
識
の
向
上
者

数

（
年
）

相
談
会
（
健

康
面
）
の
開
催
（
年
）

名
以

上

名
以

上

回
以
上

名 名 回

利
用
者

様
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公

募
を
行

い
、
建

屋
内

へ
生

花
を
飾

る
等

環
境

整
備

へ
の
協

力
を
促

す
こ
と
が
で
き
た
。

、
健
康
等

の
不

安
解

消
や

維
持

に
向

け
た
相

談
会

を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
計

画
通

り
実

施
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
ご
自

身
の
健

康
へ

の
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
活

躍
で
き
る
場

面
の
確

保

★
利

用
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
向
上

社
会

参
加
回

数
（
年

）

生
活

の
満
足

度
（
年
）

回
以

上
回

利
用
者

様
の
で
き
る
こ
と
を
把

握
し
、
地

域
で
の
老

人
ク
ラ
ブ
へ

の
参

加
や

公
民

館
活

動
等

へ
参

加
で
き
る
呼

び
か
け
を
行

う
こ
と
が
で

き
た
。
継

続
し
働

き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

定
期
的

に
利

用
者

様
の
状

況
を
確

認
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
身

体
状

況
や

生
活

面
の
不

安
等

聞
き
取

り
を

行
う
こ
と
が
で
き
満

足
度

に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
利

用
者

様
の
不

安
や

変
化

へ
の

支
援

★
生

活
し
や

す
い
環

境
づ

く
り

情
報

共
有
数

（
月
）

環
境

満
足
度

（
年
）

件
以

上
件

日
々
の
業
務

の
中

で
利

用
者

様
か
ら
の
健

康
面

等
で
不

安
な
声

を
確

認
し
集

約
し
関

係
職

員
と
連

携
を
図

り
情

報
共

有
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

環
境

面
等

で
速

や
か
に
対

応
で
き
な
い
事

例
も
あ
っ
た
為

不
満

に
繋

が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

利
用

者
様

も
含

め
た
定

期
的

な
清

掃
活

動
等
で
施
設

内
で
の
環

境
維

持
を
図

っ
て
い
く
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
訪
問
を
強
化
し
（宿

泊
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
入
所
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
）
利
用
者
様
が
望
む
自
宅
に
お
け
る
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標

稼
働

率
達

成
に
よ
る
収

入
の

安
定

★
医

療
依

存
度

の
高

い
利

用
者

様

の
柔

軟
な
受

け
入

れ

年
間

平
均
稼

働
率
（
年
）

集
会

参
加
回

数
（
年
）

新
聞

掲
載
数

（
年
）

訪
問

件
数
（
月
）

受
け
入
れ
者

数
（
月

平
均
）

以

上

回
以

上

回
以

上

前
年
度

増

登
録
者

増

回 回

増 増

医
療
機
関
、
地

域
包

括
セ
ン
タ
ー

（
中

部
・
北

部
）
を
定

期
訪

問
し
活

動
内

容
を
発

信
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
目

標
稼

働
率

を
達

成
す

る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
関

係
つ

く
り
を
行

っ
て
い
く
。

運
営
推
進

会
議

等
や

八
番

町
の
敬

老
会

等
に
足

を
運

び
サ
ー

ビ
ス
内

容
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設
で
の
取

り
組

み
を
地

域
向

け
へ

新
聞

を
活

用
し

す
る
こ
と
は
で
き
た
が
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

適
切
な
人
員

配
置

で
１
日

当
た
り
の
訪

問
回

数
（

日
平

均
回

以
上

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
安

定
し
た
収

入
管

理
を
行

う
こ
と
が
で
き

た
。

医
療
機
関

、
地

域
包

括
セ
ン
タ
ー

へ
医

療
依

存
度

の
受

け
入

れ
に
つ

い
て
営

業
を
行

う
こ
と
は
で
き
た
が
地

域
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
サ
ー

ビ

ス
利
用
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
在

宅
生

活
継

続
の
支

援

社
会

参
加

を
す

る
事

で
の
生

活
意

欲
の
向

上

平
均

訪
問

ケ
ア
プ
ラ
ン
数
（
月
）

医
療

的
管
理

が
必
要

な
件

数
（
月

平
均
）

活
動

参
加
満

足
度
（
年
）

前
年
度

増

登
録
者

増

増 増

在
宅
生
活
を
継

続
す

る
た
め
に
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
に
沿

っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
サ
ー

ビ
ス
提

供
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
継

続
し
て
利

用

者
様
ら
し
さ
を
追

求
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提

供
し
て
い
く
。

在
宅
生
活
で
必

要
な
医

療
依

存
度

の
高

い
ケ
ー

ス
に
つ

い
て
受

け
入

れ
を
行

う
体

制
は
整

え
た
が
地

域
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
要

望
が
な
く

目
標
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

主
と
な
る
活
動

に
つ

い
て
外

食
外

出
が
中

心
と
な
り
、
食

事
以

外
の
利

用
者

様
の
や

り
た
い
事

で
の
新

た
な
支

援
を
提

案
す

る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
利

用
者

様
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
外

食
で
の
満

足
度

が
高

い
結

果
と
な
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
訪

問
介

護
の
質

の
向

上

★
基

本
的

な
医

療
面

の
理

解

根
拠

に
基

づ
く
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

実
践

★
法

の
基

準
、
報

酬
改

定
に
的

確
に

対
応

す
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
提
案
数

（
月
）

勉
強

会
の
開

催
数
（
年
）

提
案

し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
数

月 報
酬

改
定
確

認
回
数

（
年
）

人

提
案 回
以

上

回
以

上

回
以

上

人

提
案 回 回 回

訪
問
で
の
ケ
ア
の
質

の
向

上
の
た
め
（
ケ
ー

ス
検

討
会

等
）
利

用
者

様
の
生

活
状

況
を
注

意
深

く
観

察
す

る
こ
と
は
意

識
で
き
た
が
、
気

づ
き
の
提

案
と
し
て
目

標
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

医
療

依
存
度

の
受

け
入

れ
ケ
ー

ス
を
基

に
勉

強
会

を
開

催
し
基

本
的

な
医

療
知

識
の
向

上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

質
の
高

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
提

案
で
き
る
よ
う
研

修
へ

の
参

加
や

、
利

用
者

様
の
意

欲
を
引

き
出

す
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提

供
を
行

う
こ
と

が
で
き
た
。

地
域
へ
の
（
塩

尻
駅

、
長

野
銀

行
等

）
作

品
提

供
の
場

を
作

り
利

用
者

様
が
主

と
な
り
参

加
す

る
こ
と
で
や

り
が
い
を
持

っ
て
頂

く
こ
と
が

で
き
た
。

自
事
業
所

に
関

す
る
介

護
保

険
改

定
等
に
つ

い
て
は

を
活

用
し
勉

強
会

の
開

催
が
行

え
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

気
づ

き
の
共

有
で
の
介

護
・
認

知

症
の
理

解
の
浸

透

★
働

き
や

す
い
環

境
作

り

★
訪

問
職

員
の
確

保

１
気
づ

き
の
提

案
数
（
月
）

職
員

満
足
度

（
年
）

訪
問

職
員
確

保
数
（
年
）

１
件
以

上

人
以

上

件 名

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開

催
で
利

用
者

様
の
気

持
ち
に
気

づ
く
こ
と
や

、
認

知
症

研
修

等
に
参

加
し
基

本
的

な
認

知
症

の
理

解
を
更

に

深
め
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
気

づ
き
の
提

案
と
し
て
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー

が
中
心

と
な
り
職

員
間

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図

り
、
働

き
や

す
い
職

場
環

境
を
作

れ
る
よ
う
意

識
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
休

憩
場
所
へ

の
不

満
足

か
ら
目

標
を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等

を
活

用
し
家

事
支

援
が
で
き
る
訪

問
職

員
の
確

保
が

名
は
で
き
た
が
目

標
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
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Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
に
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
頂
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
に
、
身
体
機
能
向
上
を
主
に
運
動
面
の
更
な
る
推
進
と
午
後
の
活
動
の
充
実
化
を
図
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成
に
よ
る
収
入
の
安

定 稼
働
向
上
の
取
り
組
み

に
よ
る
利
用

者
様
の
確
保

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

要
介

護
者

平
均

利
用

人
数

月

相
当

サ
ー

ビ
ス
平

均
利

用
人

数

（
月

）

サ
ー

ビ
ス

平
均

利
用

人
数

月

新
規

利
用

者
様

獲
得

数
（
月

）

新
聞

掲
載

数
（
年

）

以
上

要
介

護

名
以

上

相
当

サ
ー

ビ
ス
（

名
）
以

上

サ
ー

ビ
ス 名

以
上 人
以

上

回
以

上

名

名 名 名

回

相
談

員
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員

が
重
点
的

に
営
業

を
行
う
居
宅
事

業
所
の
見

直
し
し
計
画
的

に
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ラ
シ
の
配
布

頻
度
、
内
容

を
見

直
す

こ
と
で
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
繋

が
っ
た
。

要
介

護
者

を
紹

介
頂
く
件
数

の
多
い
居
宅

事
業
所
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
月

回
以
上
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
目
標

に

達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
運
動

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
中
心
と
し
た
チ
ラ
シ
の
配
布

を
月

回
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
運
動

を
目
的
と

し
た
利

用
者

様
確
保

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
様
の
様
子

を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
の
配
布
を
月

回
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
皆

様
・
利
用
者
様
・
ご
家
族
向
け
の
見
学
会
・
体
験
会
を
年

回
開
催
し
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
目
標
と
す
る
人
数
を
獲

得
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

施
設

で
の
取

り
組

み
を
新
聞
等

に
取
り
上
げ
て
頂
く
事
は
で
き
た
が
目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

中
・
重
度
の
状

況
に
合

わ
せ
た
メ
ニ
ュ

－
の
提
供

★
身
体
機
能
の
効
果
の
見
え
る
化

を
図

る

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
満

足
度

（
年

）

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

数
年

バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
評

価
向

上

数
（
年

）

１

つ
以

上

以
上

向
上

つ

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ッ
ド
コ
ー
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
）
の
見
直

し
を
年
２
回
以
上
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
、
目

標
と
な

る
満

足
度

を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

中
度

、
重

度
の
利
用
者
様

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年

つ
以
上
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
次
年
度
の
継
続
課
題
と
す
る
。

利
用

者
様

、
ご
家
族

が
目
で
見
て
わ
か
る
こ
と
の
取
り
組
み
は
行
え
た
が
、
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
更

に
意
欲
の
向
上
ま
で
つ
な
げ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
の
向
上

★
午
後
の
時
間

の
有
効
活
用

★
サ
ー
ビ
ス
空
間
の
環
境
整
備

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
に
的

確
に
対

応
す
る

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理

解
度

（
年

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
件

数
（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
の
継

続
、
環

境

の
満

足
度

（
年

）

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

）

個
以

上

回
以

上

個

回

１
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ッ
ド
コ
ー

ド
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
外
部
研
修
へ

職
員

名
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
す
る

事
は
で
き
た
が
、
新
た
な
職

員
へ
の
理

解
度
ま
で
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
質
の
向
上
に
個
人

差
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。

午
後

の
時

間
の
マ
ン
ネ
リ
化
防

止
の
た
め
に
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継

続
し
て
、
業
務
の
見
直
し
を
行
い
満
足
度
向
上

を

図
る
。

環
境

整
備

の
職

員
を
採

用
し
、
し
つ
ら
え
を
整
え
、
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
、
細

か
な
部
分
で
清
掃
面
が
行
き
届
か
な
い
部

分
も
あ
り
目
標

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

相
談

員
を
中

心
に
自
事

業
所
に
関
す
る
介

護
保
険
改
定
等
つ

い
て
勉
強
会

を
開
催
し
情
報

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
利
用
者
様
へ

の
気
づ
き
に
よ
る
介
護

の
質
の
向
上

★
働
き
や
す
い
環
境
作
り

★
送
迎
職
員
の
確
保

★
相
談
員
の
輩

出

１
利

用
者

様
へ

の
気

づ
き
提

案
数

（
月

職
員

満
足

度
（
年

）

送
迎

職
員

確
保

数
（
年

）

次
期

相
談

員
の
確

保
数

（
年

）

１
人

件

以
上 人
以

上

名
以

上

人
件

人 名

申
し
送

り
や

ケ
ー
ス
検

討
会
等
を
活

用
し
利

用
者
様
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
よ
う
気

づ
き
の
共

通
を
図
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
目
標
と
す
る
提
案

数

は
個

人
差

も
あ
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

職
員

間
で
日

常
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
何
で
も
話
せ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
た
が
休
憩
等
で
職
員

の
不
満
足

が
あ
り
目
標
を

達
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
等

の
活
用
で
送
迎

職
員
の
人

材
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

次
期

相
談

員
の
対
象
と
な
る
人
材

の
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
の
ご
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
て
頂
く
た
め
に
、
利
用
者
様
の
出
来
る
こ
と
を
見
極
め
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
本
来
の
役
割
を
果
た
す
施
設
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入
の

安
定

次
期
入
居
者

の
確
保

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

次
期

入
居

者
数

（
年

）

新
聞

掲
載

数
（
年

）

人
以

上

回
以

上

名 回

定
期

的
な
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

、
医

療
機

関
の
訪

問
で
連

携
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
認

知
症

ケ
ア
で
活

動
的

な
取
り
組

み
を
居

宅
事

業
所

や
外

部
に
向

け
他

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
違
い
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
健

康
管
理
と
適
切
な
空
調
管

理
を
行
う
事
で
利

用
者
様
の
体
調
変
化
の
早
期
発

見
、
予
防
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
待

機
者
へ
の
連
絡
を
取
る
こ
と
で
次
期
入
居
者
の
確

保
と
申
込
者

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

会
議

を
活
用

し
民
生

委
員
、
区

長
等

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
頂
く
事
が
で
き
た
。
ま
た
利

用
者
様

の
活

動
に
ご
理
解

し

て
頂

く
事

が
で
き
た
。

施
設

の
イ
ベ

ン
ト
等

些
細

な
事

で
も
メ
デ

ィ
ア
や

新
聞

等
へ

連
絡

し
取
り
上

げ
て
頂

く
事

は
で
き
た
が
、
目

標
回

数
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
継

続
し
て
次
年
度
も
取
組

を
行
う
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ご
本
人
ら
し
さ
を
追
求
し
た
質
の
高

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
の
提
供

身
体
機
能
及
び
認

知
機
能
の
維
持

向
上

★
利
用
者
様
と
ご
家

族
が
一
緒

に
過
ご

せ
る
時
間
の
確
保

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対

す
る
満

足
度

（
年

）

生
活

歴
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
提

案
数

（
月

）

、
認

知
症

自
立

度
向

上
者

率

年 ご
家

族
参

加
型

の
レ
ク
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
開

催
数

（
年

）

件 回
以

上

件

回

利
用

者
様

の
出

来
る
こ
と
や

生
き
て
こ
ら
れ

た
背

景
を
職

員
間

で
共

有
し
、
ご
本

人
の
輝

い
て
い
た
時

代
を
理

解
し
、
利

用
者

様
の
「
ご
自

分
ら
し

さ
」
を
取

り
戻

す
ケ
ア
を
提
供

こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

・
ご
家

族
参
加

で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
生
活

歴
か
ら
の
提
案
数

に
つ

い
て
は
目
標

世
達
成

す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

生
活

の
中

で
活

動
量

が
増

加
で
き
る
事

や
活
躍
で
き
る
場
面

提
供
す
る
こ
と
は
意

識
し
て
行
え
た
が
、
利

用
者
様

の
入

れ
変

わ
り
が
あ
り
目
標

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
継
続

し
て
身
体
機
能

が
低
下
防
止
で
き
る
よ
う
ケ
ア
を
行
う
。

ご
家

族
を
交

え
て
利

用
者
様

自
身

が
楽

し
め
、
季

節
を
感

じ
ら
れ
る
行

事
を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
家

族
に
よ
っ
て
は
、
参

加
さ
れ
な
い
方

も

あ
っ
た
為

更
に
参
加

の
声
掛

け
を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
が
主
と
な
っ
た
生
活
づ
く

り 認
知
症
の
評

価
指
標
の
デ

ー
タ
化

★
適
切
な
ケ
ア
で
の
体
調

管
理

★
定
期
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開

催

★
法
の
基
準
、
報
酬
改
定
に
的
確
に

対
応
す
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実

践
率

（
月

）

生
活

機
能

の
維

持
改

善
数

（
年

）

体
調

不
良

で
の
退

居
者

数
（
年

）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開

催
数

（
月

）

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

）

件 名 回
以

上

回
以

上

件

名 回 回

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
勉
強

会
を
開
催

し
、

時
間
シ
ー
ト
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
利

用
者

様
に
よ
り
ニ
ー
ズ
の
引
き
出

し
が
不
足

し

て
お

り
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実
践
が
目
標
に
至

ら
な
か
っ
た
。

認
知

症
状

に
応

じ
た
個

々
の
状
況

を
把
握

し
関

わ
り
方
を
統
一

を
行

う
こ
と
は
で
き
た
が
、
目
標

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
認
知
症

の
デ

ー
タ

を
取

り
認

知
症
の
改
善

に
努

め
て
い
く
。

職
員

の
基

本
的

な
医
学

知
識
や
健
康

管
理

に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
健
康

管
理
を
意
識
す
る
こ
と
で
環

境
に
対
す
る
意
識
も
深

め

る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活

歴
か
ら
利

用
者
様

の
興
味

が
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
利
用
者
様

の
笑
顔
や

生
活
意
欲

を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

自
事

業
所

に
関

す
る
改
定
等

に
つ

い
て
は

等
を
活
用
し
事

業
所
内
で
の
勉

強
会
を
開
催

し
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
役
割

の
理
解

★
働
き
や
す

い
環
境
作
り

★
新
人
職
員

の
確
保

１
役

割
の
理

解
度

年

職
員

満
足

度
（
年

）

職
員

紹
介

人
数

（
年

）

１

人
以

上
人

定
例

会
議

や
定

期
的
な
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開

催
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
役

割
を
浸

透
さ
せ
、
職

員
の
理

解
を
深

め
温
か
な
ケ
ア
を
意

識
で

き
る
よ
う
教
育
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

、
リ
ー

ダ
ー
、
施
設

長
を
中
心

に
全
職

員
と
日
常

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続

き
職
員

の
些

細
な
変
化

気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
職

場
環
境
を
整

え
て
い
く
。

職
員

が
紹

介
で
き
る
風

土
を
つ
く
り
人
材
確

保
を
行
う
。
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r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
利
用
者
様
に
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
頂
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
に
、
身
体
機
能
向
上
を
主
に
運
動
面
の
更
な
る
推
進
と
午
後
の
活
動
の
充
実
化
を
図
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成
に
よ
る
収
入
の
安

定 稼
働
向
上
の
取
り
組
み

に
よ
る
利
用

者
様
の
確
保

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

要
介

護
者

平
均

利
用

人
数

月

相
当

サ
ー

ビ
ス
平

均
利

用
人

数

（
月

）

サ
ー

ビ
ス

平
均

利
用

人
数

月

新
規

利
用

者
様

獲
得

数
（
月

）

新
聞

掲
載

数
（
年

）

以
上

要
介

護

名
以

上

相
当

サ
ー

ビ
ス
（

名
）
以

上

サ
ー

ビ
ス 名

以
上 人
以

上

回
以

上

名

名 名 名

回

相
談

員
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員

が
重
点
的

に
営
業

を
行
う
居
宅
事

業
所
の
見

直
し
し
計
画
的

に
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ラ
シ
の
配
布

頻
度
、
内
容

を
見

直
す

こ
と
で
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
繋

が
っ
た
。

要
介

護
者

を
紹
介
頂
く
件
数

の
多
い
居
宅

事
業
所
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
月

回
以
上
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
目
標

に

達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
運
動

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
中
心
と
し
た
チ
ラ
シ
の
配
布

を
月

回
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
運
動

を
目
的
と

し
た
利

用
者

様
確
保

を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
へ

サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
様
の
様
子

を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
の
配
布
を
月

回
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
皆

様
・
利
用
者
様
・
ご
家
族
向
け
の
見
学
会
・
体
験
会
を
年

回
開
催
し
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
目
標
と
す
る
人
数
を
獲

得
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

施
設

で
の
取

り
組

み
を
新
聞
等

に
取
り
上
げ
て
頂
く
事
は
で
き
た
が
目
標

に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

中
・
重
度
の
状

況
に
合

わ
せ
た
メ
ニ
ュ

－
の
提
供

★
身
体
機
能
の
効
果
の
見
え
る
化

を
図

る

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
満

足
度

（
年

）

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

数
年

バ
ー

セ
ル
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
評

価
向

上

数
（
年

）

１

つ
以

上

以
上

向
上

つ

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ッ
ド
コ
ー
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
）
の
見
直

し
を
年
２
回
以
上
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
、
目

標
と
な

る
満

足
度

を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

中
度

、
重

度
の
利

用
者
様

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年

つ
以
上
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
次
年
度
の
継
続
課
題
と
す
る
。

利
用

者
様

、
ご
家

族
が
目
で
見
て
わ
か
る
こ
と
の
取
り
組
み
は
行
え
た
が
、
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
更

に
意
欲
の
向
上
ま
で
つ
な
げ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
の
向
上

★
午
後
の
時
間

の
有
効
活
用

★
サ
ー
ビ
ス
空
間
の
環
境
整
備

★
法
の
基
準
、
報
酬

改
定
に
的

確
に
対

応
す
る

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理

解
度

（
年

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
件

数
（
年

）

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
の
継

続
、
環

境

の
満

足
度

（
年

）

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

）

個
以

上

回
以

上

個

回

１
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ッ
ド
コ
ー

ド
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
外
部
研
修
へ

職
員

名
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
す
る

事
は
で
き
た
が
、
新
た
な
職

員
へ
の
理

解
度
ま
で
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
質
の
向
上
に
個
人

差
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。

午
後

の
時

間
の
マ
ン
ネ
リ
化
防

止
の
た
め
に
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継

続
し
て
、
業
務
の
見
直
し
を
行
い
満
足
度
向
上

を

図
る
。

環
境

整
備

の
職
員
を
採

用
し
、
し
つ
ら
え
を
整
え
、
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
は
で
き
た
が
、
細

か
な
部
分
で
清
掃
面
が
行
き
届
か
な
い
部

分
も
あ
り
目
標

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

相
談

員
を
中

心
に
自
事

業
所
に
関
す
る
介

護
保
険

改
定
等

つ
い
て
勉
強
会

を
開
催
し
情
報

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
利
用
者
様
へ

の
気
づ
き
に
よ
る
介
護

の
質
の
向
上

★
働
き
や
す
い
環
境
作
り

★
送
迎
職
員
の
確
保

★
相
談
員
の
輩

出

１
利

用
者

様
へ

の
気

づ
き
提

案
数

（
月

職
員

満
足

度
（
年

）

送
迎

職
員

確
保

数
（
年

）

次
期

相
談

員
の
確

保
数

（
年

）

１
人

件

以
上 人
以

上

名
以

上

人
件

人 名

申
し
送

り
や

ケ
ー
ス
検

討
会
等
を
活

用
し
利

用
者
様
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
よ
う
気

づ
き
の
共

通
を
図
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
目
標
と
す
る
提
案

数

は
個

人
差

も
あ
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

職
員

間
で
日

常
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
何
で
も
話
せ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
た
が
休
憩
等
で
職
員

の
不
満
足

が
あ
り
目
標
を

達
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
等

の
活
用
で
送
迎

職
員
の
人

材
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

次
期

相
談

員
の
対
象
と
な
る
人
材

の
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
利
用
者
様
の
ご
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
て
頂
く
た
め
に
、
利
用
者
様
の
出
来
る
こ
と
を
見
極
め
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
本
来
の
役
割
を
果
た
す
施
設
を
目
指
す
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入
の

安
定

次
期
入
居
者

の
確
保

年
間

平
均

稼
働

率
（
年

）

次
期

入
居

者
数

（
年

）

新
聞

掲
載

数
（
年

）

人
以

上

回
以

上

名 回

定
期

的
な
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

、
医

療
機

関
の
訪

問
で
連

携
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
認

知
症

ケ
ア
で
活

動
的

な
取
り
組

み
を
居

宅
事

業
所

や
外

部
に
向

け
他

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
違
い
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

の
健
康
管
理
と
適
切
な
空
調
管

理
を
行
う
事
で
利

用
者
様
の
体
調
変
化
の
早
期
発

見
、
予
防
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

定
期

的
に
待

機
者
へ
の
連
絡
を
取
る
こ
と
で
次
期
入
居
者
の
確

保
と
申
込
者

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
営

推
進

会
議

を
活
用

し
民
生

委
員
、
区

長
等

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
頂
く
事
が
で
き
た
。
ま
た
利

用
者
様

の
活

動
に
ご
理
解

し

て
頂

く
事

が
で
き
た
。

施
設

の
イ
ベ

ン
ト
等

些
細

な
事

で
も
メ
デ

ィ
ア
や

新
聞

等
へ

連
絡

し
取
り
上

げ
て
頂

く
事

は
で
き
た
が
、
目

標
回

数
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
継

続
し
て
次

年
度
も
取
組

を
行
う
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

ご
本
人
ら
し
さ
を
追
求
し
た
質
の
高

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
の
提
供

身
体
機
能
及
び
認

知
機
能
の
維
持

向
上

★
利
用
者
様
と
ご
家

族
が
一
緒

に
過
ご

せ
る
時
間
の
確
保

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対

す
る
満

足
度

（
年

）

生
活

歴
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
提

案
数

（
月

）

、
認

知
症

自
立

度
向

上
者

率

年 ご
家

族
参

加
型

の
レ
ク
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
開

催
数

（
年

）

件 回
以

上

件

回

利
用

者
様

の
出

来
る
こ
と
や

生
き
て
こ
ら
れ

た
背

景
を
職

員
間

で
共

有
し
、
ご
本

人
の
輝

い
て
い
た
時

代
を
理

解
し
、
利

用
者

様
の
「
ご
自

分
ら
し

さ
」
を
取

り
戻

す
ケ
ア
を
提
供

こ
と
が
で
き
た
。

利
用

者
様

・
ご
家

族
参
加

で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
生
活

歴
か
ら
の
提
案
数

に
つ

い
て
は
目
標

世
達
成

す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

生
活

の
中

で
活

動
量

が
増

加
で
き
る
事

や
活
躍
で
き
る
場
面

提
供
す
る
こ
と
は
意

識
し
て
行
え
た
が
、
利

用
者
様

の
入

れ
変

わ
り
が
あ
り
目
標

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
継
続

し
て
身
体
機
能

が
低
下
防
止
で
き
る
よ
う
ケ
ア
を
行
う
。

ご
家

族
を
交

え
て
利

用
者
様

自
身

が
楽

し
め
、
季

節
を
感

じ
ら
れ
る
行

事
を
開

催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
家

族
に
よ
っ
て
は
、
参

加
さ
れ
な
い
方

も

あ
っ
た
為

更
に
参
加

の
声
掛

け
を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
が
主
と
な
っ
た
生
活
づ
く

り 認
知
症
の
評

価
指
標
の
デ

ー
タ
化

★
適
切
な
ケ
ア
で
の
体
調

管
理

★
定
期
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開

催

★
法
の
基
準
、
報
酬
改
定
に
的
確
に

対
応
す
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実

践
率

（
月

）

生
活

機
能

の
維

持
改

善
数

（
年

）

体
調

不
良

で
の
退

居
者

数
（
年

）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開

催
数

（
月

）

報
酬

改
定

確
認

回
数

（
年

）

件 名 回
以

上

回
以

上

件

名 回 回

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
勉
強

会
を
開
催

し
、

時
間
シ
ー
ト
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
利

用
者

様
に
よ
り
ニ
ー
ズ
の
引
き
出

し
が
不
足

し

て
お

り
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実
践
が
目
標
に
至

ら
な
か
っ
た
。

認
知

症
状

に
応

じ
た
個

々
の
状
況

を
把
握

し
関

わ
り
方
を
統
一

を
行

う
こ
と
は
で
き
た
が
、
目
標

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
継

続
し
て
認
知
症

の
デ

ー
タ

を
取

り
認

知
症
の
改
善

に
努

め
て
い
く
。

職
員

の
基

本
的
な
医
学

知
識
や
健
康

管
理

に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
健
康

管
理
を
意
識
す
る
こ
と
で
環

境
に
対
す
る
意
識
も
深

め

る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活

歴
か
ら
利

用
者
様

の
興
味

が
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
利
用
者
様

の
笑
顔
や

生
活
意
欲

を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

自
事

業
所

に
関

す
る
改
定
等

に
つ

い
て
は

等
を
活
用
し
事

業
所
内
で
の
勉

強
会
を
開
催

し
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
役
割

の
理
解

★
働
き
や
す

い
環
境
作
り

★
新
人
職
員

の
確
保

１
役

割
の
理

解
度

年

職
員

満
足

度
（
年

）

職
員

紹
介

人
数

（
年

）

１

人
以

上
人

定
例

会
議

や
定

期
的
な
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開

催
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
役

割
を
浸

透
さ
せ
、
職

員
の
理

解
を
深

め
温
か
な
ケ
ア
を
意

識
で

き
る
よ
う
教
育
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

、
リ
ー

ダ
ー

、
施
設

長
を
中
心

に
全
職

員
と
日
常

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続

き
職
員

の
些

細
な
変
化

気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
職

場
環
境
を
整

え
て
い
く
。

職
員

が
紹

介
で
き
る
風

土
を
つ
く
り
人
材
確

保
を
行
う
。
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Ve
r.2

.0
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
施
設
名
）
サ
ン
･サ

ン
こ
ど
も
園
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
子
ど
も
が
豊
か
な
教
育
・
保
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
広
げ
、
子
育
て
と
い
う
幸
せ
を
保
護
者
・
地
域
と
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入
安
定

★
知
名
度
を
上
げ
入
園
希
望
者

の
増

加
に
つ
な
げ
る

２
号

定
員

率
＝

在
園

児
数

定
員

１
号

定
員

率
＝

在
園

児
数

定
員

園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設

置
回

数

未
就

園
児

園
庭

・
園

内
開

放
育

児

相
談

の
実

施

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
開

設

新
聞

掲
載

回
数

毎
月

回

回

開
設 回

毎
月

回

回

開
設 回

上
限

を
超

え
な
い
範
囲
で
、
安
定
し
た
定
員
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
行
政

と
連
携
、
入
園
希

望
の
情
報
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

入
所

直
前

で
認
定

の
切
替

え
申
請
が
あ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

に
は
到

達
し
な
か
っ
た
が
、
定
員
上
限

名
を
守
り
な
が
ら
運
営
で
き
た
。

園
の
知

名
度

ア
ッ
プ
や
入
園
申
込

み
期
間
を
広
報
す
る
た
め
上

半
期
に
重
点

を
置

い
た

を
展

開
し
、
毎
月
チ
ラ
シ
を
設
置
、
補
充
し
た
。

毎
週

木
曜

日
に
無
料
で
園
開
放

を
行
い
、
地

域
の
子
育
て
支
援
施
設

と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
未
就
園
児
親

子
の
利
用

を
増
や
し
、
口
コ

ミ
に
よ
る
入

園
に
つ
な
が
る
よ
う
実

施
し
た
。

こ
ど
も
園

の
知

名
度
を
上
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
、
職
員

の
人
材
確
保

と
入
園
希

望
者
に
向
け
た
情
報
を
積

極
的
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
月

開
設

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

地
域

に
根

付
い
た
子

育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
認
知
を
高

め
る
発
信

を
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
行

い
、
そ
れ
と
同
時
に
地

域
の
魅

力
そ
の
も
の
も
高

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
子
ど
も
の
遊
び
の
充
実

★
保
護
者
の
満

足
度
の
向
上

★
地
域
連
携

異
年

齢
保

育
の
実

施

満
足

度
調

査
結

果

保
護

者
の
保

育
参

加
者

数

地
域

と
の
交

流

地
域

人
材

の
活

用
延

べ
人

数

介
護

施
設

と
の
交

流
回

数

毎
週

回

以
上

名

回 回

回

毎
週

回

以
上

名

回 回

回

園
内

に
コ
ー

ナ
ー
を
設

け
て
、
異
年
齢

に
よ
る
遊
び
を
展
開
し
、
人
と
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
育
つ

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
護

者
の
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
り
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
、
日
々
の
様
子
を

や
連
絡
帳
、
口
頭
な
ど
で
伝
え
ら
れ
た
。

任
意

の
保

護
者

に
よ
る
一

日
保
育
体
験

を
実

施
、
子
ど
も
の
育
ち
や
園
運
営
へ

の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
飾

り
・
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

に
加
え
て
園
児
が
で
き
る
内
容
で
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
人

材
を
活
用
、
コ
ー
ナ
ー
保
育
や

園
行
事
に
講
師
と
し
て
参

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多

様
な
人
と
の
関

わ
り
を
経
験
し
、
人
と
し
て
の
幅
を

広
げ
ら
れ
る
機
会

を
持
て
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
園
児
が
フ
ロ
ア
に
訪
問

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
園
内
行
事
に
も
見

学
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
認
定
こ
ど
も
園
法
に
準
拠
し
た
運
営

★
教
育
・
保
育
の
質
向
上

★
園
内
の
見
え
る
化

★
教
育
・
保
育
の
記
録
の
標

準
化

★
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー

の
提
供

★
魅
力
あ
る
街
人
づ
く
り
（
公
益
的
視
点
）

 
職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向

上

監
査

指
摘

事
項

件
数

交
換

研
修

時
の
公

開
保

育
研

究

保
護

者
の
任

意
参

加
機

会
数

機
器

に
よ
る
記

録
実

施
率

接
遇

マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
表

確
認

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
継

続

環
境

美
化

活
動

へ
の
参

加
者

数

有
給

休
暇

取
得

率

件

年
回

回 回

か
月

名 以
上

件 年
回

回 回

か
月

名 以
上

行
政

機
関

連
携
し
な
が
ら
法

令
に
沿

っ
た
運

営
が
で
き
、
監
査
に
お

い
て
も
指
摘

事
項
が
な
か
っ
た
。

エ
リ
ア
間

の
交

換
研
修
で
公
開
保
育

研
究
を
行
い
、
他
園

に
学
び
な
が
ら
教
育
・
保
育

の
質
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

園
生

活
が
見

え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
任
意
で
教
育
保
育
に
参
加
で
き
る
機
会
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

化
に
よ
る
記
録
シ
ス
テ
ム
を
完
全
実

施
し
、
保
育
者
の
負
担
軽

減
お
よ
び

記
録
の
有

効
活
用

を
完
全
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

接
遇

マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
定

期
的
に
行

い
、
職

員
の
意
識
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

を
行

い
、
園
児

の
生
活

の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
保

育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
員

参
加

型
地

域
貢
献
活

動
（
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
定
植
）
を
企

画
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

を
生

か
し
、
仕
事
と
生
活

の
調
和

を
取
り
な
が
ら
健
康

に
長
く
勤
務
で
き
る
環
境

を
整

え
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保
と

育
成
戦
略

★
円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強

化

（
所
属
感
向
上
）

★
保
育
教
諭
の
質
向
上

（
人
材
教
育
に
よ
る
保
育
の
質
向
上
）

★
新
規
職
員
の
確
保

（
人
材
確
保
の
視
点

）

全
職

員
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
回

数

全
職

員
誕

生
日

メ
ッ
セ
ー

ジ

専
門

性
を
高

め
る
勉

強
会

の
実

施

虐
待

予
防

研
修

実
施

回
数

学
校

訪
問

の
早

期
実

施

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

入
者

数

年
回

年
回

年
回

回 月
実

施

名

年
回

年
回

年
回

回

９
月

月

名

全
職

員
で
研

修
会

を
実
施
し
て
教
育
保

育
の
質
向
上

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
時
間
の
と
り
方
に
課

題
が
あ
り
、
来
年
度
検
討
事
項
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
面
談
や
日
ご
ろ
の
声

か
け
に
加

え
、
職
員
の
誕
生
日
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
り
、
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

勉
強

会
を
毎

月
一
回
定
期
開
催
、
専
門
性
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
と
し
た
が
、
園
内

行
事
に
よ
り
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
開
催
月

を
検

討
す
る

保
護

者
に
よ
る
虐
待
防
止
、
職

員
に
よ
る
虐
待

に
つ
な
が
る
対
応

が
な
い
か
、
年
２
回

の
実
施
が
１
回
で
あ
っ
た
た
め
、
園
内

研
修
を
充
実
さ
せ
る
。

来
年

度
は
採

用
予
定
が
な
い
が
、
継

続
採
用

の
た
め
に
９
月
と

月
に
学
校
訪
問
を
行
な
い
、
顔

つ
な
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
育

実
習

生
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
身
的

な
受

入
で
な
く
、
近

隣
の
養

成
機

関
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
、
園

か
ら
受
入

を
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
優

秀
な

人
材

獲
得

に
つ
な
げ
る
。
受

入
数
は
小
さ
な
園
で
あ
り
、

名
の
受
入
予
約
を
行
な
っ
た
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名

) 
サ
ン
サ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
次
世
代
継
承
に
相
応
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
構
築

 
2
．
農
業
の
活
性
化
・
地
域
貢
献
を
実
現

 
3
．
高
品
質
な
ワ
イ
ン
造
り
の
基
礎
と
な
る
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行
う

 
4
．
顧
客
満
足
度
の
高
い
ワ
イ
ン
を
目
指
し
、
目
標
の
売
上
を
確
保

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
経
営
資
源
（
土
地
）
の
最
適
化
を
図
り
、

 

★
1
サ
ン
サ
ン
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
東
山
圃

場
の

 

★
1
完
成
度
ア
ッ
プ

 

★
2
ワ
イ
ン
は
製
造
＆
販

売
計
画
に
基
づ

 

い
た
製
品
を
確
保

 

  ★
3
ワ
イ
ン
製
造
計
画
に
基
づ
く
原
料
手
当

★
3
を
実
施
。

 

 

1
-
1
植

栽
樹

の
樹

形
を
整

え
、
成

木
時

に
 

1
-
1
備

え
る

 

 2
-
1
製

造
本

数
 

 

 2
-
2
ワ
イ
ン
売

上
げ
額

 

 3
-
1
自

園
原

料
確

保
数

量
 

3
-
2
購

入
原

料
の
調

達
数

量
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

(7
5
1
本

) 

 2
-
1
 2

7
,0

0
0
本

 

 2
-
2
 3

,6
0
0
万
円

 

 3
-
1
 1

7
.0

t 

3
-
2
 2

8
.5

t 

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 
 
 

 
(7

5
1
本

) 

 2
-
1
 2

9
,2

1
5
本

 

 
 
 
 

 

2
-
2
 3

,6
0
0
万
円

 

 3
-
1
 1

6
,9

5
0
k
g 

3
-
2
 2

8
,0

7
0
k
g 

1
-
1
 
ナ
イ
ア
ガ
ラ

 
1
9
9
本
、
コ
ン
コ
ー
ド

 
1
0
3
本
、
グ
ラ
ー
ニ
ー
ス
ミ
ス

 
8
1
本
、
紅
玉

 
2
8
0
本
、
梅

 
8
8
本
の
剪
定
、
誘
引
作
業

を
完
全
履
行
し
て
高

品
 

質
な
原

料
手

当
へ
の
基

礎
固
め
が
終
了
し
た
。

 

 2
-
1
 
平

成
3
0
年

度
 
詰
実
施
本
数

2
9
,2

1
5
本
（
参
考
値

 
2
0
1
6
年
産

 
1
3
,3

0
1
本

, 
 
2
0
1
7
年
産

 
1
5
,9

1
4
本
）
 
 

サ
イ
ダ
ー

を
2
,2

0
0
本
増
産
す
る
こ
と
で
、
前
年
比

8
%
の
増
産
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
ワ
イ
ナ
リ
ー

2
,1

0
0
万
円
、
シ
ョ
ッ
プ

1
,5

0
0
万

円
と
な
り
、
当
初
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
シ
ャ
ル
ド
ネ
に
貴

腐
果

が
発
生
、
収
量

が
若

干
減
少
し
た
。

 

3
-
2
 
良

好
な
作

柄
、
ほ
ぼ
予

定
通
り
の
品
質
・
数

量
を
確
保
で
き
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
ワ
イ
ナ
リ
ー
運
営
の
健
全

化
 

   ★
2
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
有
効
利
用

 

 

1
-
1
原

料
手

当
、
ワ
イ
ン
、
製

造
、
人

員
、

 

1
-
1
販

売
計

画
の
策

定
（
計

画
）
 

1
-
2
ヴ
ァ
リ
ュ
ー

ワ
イ
ン
の
商

店
ア
イ
テ
ム
数

 

 

2
-
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
農

作
業

実
施

 

 2
-
2
当

法
人

関
係

者
に
よ
る
農

業
実

習
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 

1
-
2
 3

ア
イ
テ
ム

 

 2
-
1
 3

回
 

 2
-
2
 3

回
 

  

1
-
1
 7

5
%
 

 

1
-
2
 4

ア
イ
テ
ム

 

 2
-
1
 3

回
 

 2
-
2
 2

回
 

 

1
-
1
 

2
名

の
退

職
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
労

働
投
下
時
間
が
不

足
し
た
の
で
、
来

年
度
予
算
で
圃
場
管
理
の
正
職

員
採
用
を

2
名
計
上
し
た
。

 

 1
-
2
 
商

品
ジ
ャ
ン
ル
の
領
域
を
拡

大
さ
せ
る
た
め
に
新
製
品
（
ナ
イ
ア
ガ
ラ
甘

口
、
コ
ン
コ
ー
ド
甘
口
、
サ
イ
ダ
ー
、
ノ
ン
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
メ
ル
ロ
）
を
発
売
し

 

た
。

 

2
-
1
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
年

3
回
受
け
入
れ
、
初
夏

の
誘
引
作
業
、
秋
の
収

穫
、
冬
の
剪
定

作
業
を
実

施
し
た
。
年
間
の
労
働
作

業
時
間
を
軽

減
で
き
る
、
レ

 

ベ
ル
ま
で
に
繋

げ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
法

人
関

係
者

に
よ
る
農
業

実
習
を
２
回
実
施

し
た
が
、
作
業
者

の
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
ま
で
の
交
通
手

段
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市

内
循
環
バ
ス
の

 

利
用

が
有

効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
利

用
に
つ

い
て
、
法
人
に
周
知
を
図
る
。

 

業
務
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
最

大
 

★
1
限
に
引
き
出
す
ブ
ド
ウ
栽
培

の
構
築

 

 ★
2
二
つ
の
圃
場
（
柿
沢

＆
東
山
）
の
パ
ラ

 

※
2
レ
ル
管
理

 

 

3
農
業
機
械
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
技
術

 

★
3
能
力
の
ア
ッ
プ

 

4
醸
造
技
術
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
製
品
の

 

★
4
開
発

 

1
-
1
気

象
観

測
デ

ー
タ
の
デ

ー
タ
集

約
 

  2
-
1
設

定
作

業
の
実

行
率

 

  3
-
1
動

力
機

器
に
よ
る
事

故
件

数
 

 

 4
-
1
新

製
品

の
ア
イ
テ
ム
数

 

 
 

 

1
-
1
 D

av
is
観

測
 

 
 

 
機

器
稼

動
 

 
 

 
(1

0
0
%
) 

2
-
1
 1

0
0
%
 
 

  3
 
 

0
件

 
 
 

 4
-
1
 4

ア
イ
テ
ム

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

  2
-
1
 7

5
%
 

  3
-
1
 0

件
 

 4
-
1
 4

ア
イ
テ
ム

 

1
-
1
 
三

重
大

学
大

学
院
生
物
資
源
科
と
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
、
研
究
報
告

を
作
成
で
き
た
。

A
I
に
よ
る
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
管

理
導
入
を
進

め
る
。

 

  2
-
1
 
獣

害
（
主

と
し
て
鹿
）
に
よ
っ
て
東
山
圃
場

の
獣

対
策
が
課
題
と
な
っ
た
た
め
、
電

気
柵
の
設
置

を
行

な
う
。

 

  3
-
1
 
職

員
の
技

術
レ
ベ
ル
向
上

に
よ
り
、
リ
ス
ク
回

避
が
可
能
と
な
っ
た
。

 

 
 

4
-
1
 
発

泡
性

ワ
イ
ン
の
製
造
技
術

を
導
入
し
た
新

し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
製
品
が
開

発
可
能
と
な
っ
た
。

 

人
材
と
組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
お
け
る

IS
M

S
の
最
大

 

★
1
目
的
顧
客
・
取
引
先

に
安
心
を
提

供

★
1
す
る
事
で
ク
レ
ー
ム
発
生
を
事

前
に
防

★
1
止
す
る

 

1
-
1
ク
レ
ー

ム
発

生
件

数
 

1
-
2
商

品
規

格
書

に
合

致
し
な
い
商

品
の

 

1
-
2
発

生
件

数
 

    

1
-
3
 H

A
C

C
P
的

手
法

を
駆

使
し
た
ワ
イ
ン

 

1
-
3
製

造
工

程
中

H
az

ar
d
を
洗

い
出

す
 

1
-
1
 0

件
 
 

1
-
2
 0

件
 

     1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
1
 1

件
 

1
-
2
 0

件
 

     

1
-
3
 1

回
/
年

 

1
-
1
 
メ
ル

ロ
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
入
味

不
ぞ
ろ
い
の
指
摘
、
許
容
範
囲
以
内
で
あ
る
が
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
す
る
。

 

1
-
2
 
商

品
規

格
に
合

致
し
た
品
質

を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
ば
ら
つ
き
を
少
な
く
で
き
る
と
よ
い
た
め
、
来
年
度
デ

ミ
ン
グ
サ
ー

ク
ル
を
導
入
し
て
い
く
。

 

①
サ
ー

ビ
ス
・
調
査
研
究
：
顧
客
の
要
求

を
調
査
・
研
究
す
る
。

 

②
設

計
：
顧

客
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
品
質
の
製
品

を
設
計
す
る
。

 

③
製

造
：
設

計
ど
お
り
製
品
を
製

造
す
る
。

 

④
検

査
・
販

売
：
製
品

を
顧
客
に
販
売
す
る
。

 

以
上

の
4
つ

の
段
階
に
分

け
品
質
管

理
を
行
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。

 

1
-
3
 
製

品
中

へ
の
虫

混
入
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
来
年

度
は
詰
室

 
虫

ゼ
ロ
化

を
目

指
す
。
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事
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報
告

事
業
所
名
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
施
設
名
）
サ
ン
･サ

ン
こ
ど
も
園
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻

事
業
所
の
経
営
方
針
：
子
ど
も
が
豊
か
な
教
育
・
保
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
無
限
の
可
能
性
を
広
げ
、
子
育
て
と
い
う
幸
せ
を
保
護
者
・
地
域
と
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

★
目
標
稼
働
率
達
成

に
よ
る
収
入
安
定

★
知
名
度
を
上
げ
入
園
希
望
者

の
増

加
に
つ
な
げ
る

２
号

定
員

率
＝

在
園

児
数

定
員

１
号

定
員

率
＝

在
園

児
数

定
員

園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設

置
回

数

未
就

園
児

園
庭

・
園

内
開

放
育

児

相
談

の
実

施

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
開

設

新
聞

掲
載

回
数

毎
月

回

回

開
設 回

毎
月

回

回

開
設 回

上
限

を
超

え
な
い
範
囲
で
、
安
定
し
た
定
員
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
行
政

と
連
携
、
入
園
希

望
の
情
報
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

入
所

直
前

で
認

定
の
切
替

え
申
請
が
あ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

に
は
到

達
し
な
か
っ
た
が
、
定
員
上
限

名
を
守
り
な
が
ら
運
営
で
き
た
。

園
の
知

名
度

ア
ッ
プ
や
入
園
申
込

み
期
間
を
広
報
す
る
た
め
上

半
期
に
重
点

を
置

い
た

を
展

開
し
、
毎
月
チ
ラ
シ
を
設
置
、
補
充
し
た
。

毎
週

木
曜

日
に
無
料
で
園
開
放

を
行
い
、
地

域
の
子
育
て
支
援
施
設

と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
未
就
園
児
親

子
の
利
用

を
増
や
し
、
口
コ

ミ
に
よ
る
入

園
に
つ
な
が
る
よ
う
実

施
し
た
。

こ
ど
も
園

の
知

名
度
を
上
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
、
職
員

の
人
材
確
保

と
入
園
希

望
者
に
向
け
た
情
報
を
積

極
的
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
月

開
設

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

地
域

に
根

付
い
た
子

育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
認
知
を
高

め
る
発
信

を
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
行

い
、
そ
れ
と
同
時
に
地

域
の
魅

力
そ
の
も
の
も
高

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

★
子
ど
も
の
遊
び
の
充
実

★
保
護
者
の
満

足
度
の
向
上

★
地
域
連
携

異
年

齢
保

育
の
実

施

満
足

度
調

査
結

果

保
護

者
の
保

育
参

加
者

数

地
域

と
の
交

流

地
域

人
材

の
活

用
延

べ
人

数

介
護

施
設

と
の
交

流
回

数

毎
週

回

以
上

名

回 回

回

毎
週

回

以
上

名

回 回

回

園
内

に
コ
ー

ナ
ー
を
設

け
て
、
異
年
齢

に
よ
る
遊
び
を
展
開
し
、
人
と
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
育
つ

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
護

者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
、
日
々
の
様
子
を

や
連
絡
帳
、
口
頭
な
ど
で
伝
え
ら
れ
た
。

任
意

の
保

護
者

に
よ
る
一

日
保
育
体
験

を
実

施
、
子
ど
も
の
育
ち
や
園
運
営
へ

の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
飾

り
・
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

に
加
え
て
園
児
が
で
き
る
内
容
で
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
人

材
を
活
用
、
コ
ー
ナ
ー
保
育
や

園
行
事
に
講
師
と
し
て
参

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多

様
な
人
と
の
関

わ
り
を
経
験
し
、
人
と
し
て
の
幅
を

広
げ
ら
れ
る
機

会
を
持
て
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
園

児
が
フ
ロ
ア
に
訪
問

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
園
内
行
事
に
も
見

学
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

★
認
定
こ
ど
も
園
法
に
準
拠
し
た
運
営

★
教
育
・
保
育
の
質
向
上

★
園
内
の
見
え
る
化

★
教
育
・
保
育
の
記
録
の
標

準
化

★
高
品
質
な
接
遇
マ
ナ
ー

の
提
供

★
魅
力
あ
る
街
人
づ
く
り
（
公
益
的
視
点
）

 
職
員
の
心
身

の
健
全
と
意
欲

の
向

上

監
査

指
摘

事
項

件
数

交
換

研
修

時
の
公

開
保

育
研

究

保
護

者
の
任

意
参

加
機

会
数

機
器

に
よ
る
記

録
実

施
率

接
遇

マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
表

確
認

真
・
モ
デ

ル
フ
ロ
ア
継

続

環
境

美
化

活
動

へ
の
参

加
者

数

有
給

休
暇

取
得

率

件

年
回

回 回

か
月

名 以
上

件 年
回

回 回

か
月

名 以
上

行
政

機
関

連
携
し
な
が
ら
法

令
に
沿

っ
た
運

営
が
で
き
、
監
査
に
お

い
て
も
指
摘

事
項
が
な
か
っ
た
。

エ
リ
ア
間

の
交
換

研
修
で
公
開
保
育

研
究
を
行
い
、
他
園

に
学
び
な
が
ら
教
育
・
保
育

の
質
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

園
生

活
が
見

え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
任
意
で
教
育
保
育
に
参
加
で
き
る
機
会
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

化
に
よ
る
記
録
シ
ス
テ
ム
を
完
全
実

施
し
、
保
育
者
の
負
担
軽

減
お
よ
び

記
録
の
有

効
活
用

を
完
全
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

接
遇

マ
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
定

期
的
に
行

い
、
職

員
の
意
識
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境

整
備

を
行

い
、
園
児

の
生
活

の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
保

育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
員

参
加

型
地
域

貢
献
活

動
（
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
定
植
）
を
企

画
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

有
給

休
暇

を
生

か
し
、
仕
事
と
生
活

の
調
和

を
取
り
な
が
ら
健
康

に
長
く
勤
務
で
き
る
環
境

を
整

え
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保
と

育
成
戦
略

★
円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
連
携
強

化

（
所
属
感
向
上
）

★
保
育
教
諭
の
質
向
上

（
人
材
教
育
に
よ
る
保
育
の
質
向
上
）

★
新
規
職
員
の
確
保

（
人
材
確
保
の
視
点

）

全
職

員
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
回

数

全
職

員
誕

生
日

メ
ッ
セ
ー

ジ

専
門

性
を
高

め
る
勉

強
会

の
実

施

虐
待

予
防

研
修

実
施

回
数

学
校

訪
問

の
早

期
実

施

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受

入
者

数

年
回

年
回

年
回

回 月
実

施

名

年
回

年
回

年
回

回

９
月

月

名

全
職

員
で
研

修
会

を
実
施
し
て
教
育
保

育
の
質
向
上

を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
時
間
の
と
り
方
に
課

題
が
あ
り
、
来
年
度
検
討
事
項
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
面

談
や
日
ご
ろ
の
声

か
け
に
加

え
、
職
員
の
誕
生
日
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
り
、
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

勉
強

会
を
毎

月
一
回
定
期
開
催
、
専
門
性
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
と
し
た
が
、
園
内

行
事
に
よ
り
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
開
催
月

を
検

討
す
る

保
護

者
に
よ
る
虐
待
防
止
、
職

員
に
よ
る
虐
待

に
つ
な
が
る
対
応

が
な
い
か
、
年
２
回

の
実
施
が
１
回
で
あ
っ
た
た
め
、
園
内

研
修
を
充
実
さ
せ
る
。

来
年

度
は
採

用
予
定
が
な
い
が
、
継

続
採
用

の
た
め
に
９
月
と

月
に
学
校
訪
問
を
行
な
い
、
顔

つ
な
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
育

実
習

生
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
身
的

な
受

入
で
な
く
、
近

隣
の
養

成
機

関
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
、
園

か
ら
受
入

を
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
優

秀
な

人
材

獲
得

に
つ
な
げ
る
。
受

入
数
は
小
さ
な
園
で
あ
り
、

名
の
受
入
予
約
を
行
な
っ
た
。

  
 

Ve
r.2
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名

) 
サ
ン
サ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
1
．
次
世
代
継
承
に
相
応
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
構
築

 
2
．
農
業
の
活
性
化
・
地
域
貢
献
を
実
現

 
3
．
高
品
質
な
ワ
イ
ン
造
り
の
基
礎
と
な
る
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行
う

 
4
．
顧
客
満
足
度
の
高
い
ワ
イ
ン
を
目
指
し
、
目
標
の
売
上
を
確
保

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1
経
営
資
源
（
土
地
）
の
最
適
化
を
図
り
、

 

★
1
サ
ン
サ
ン
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
東
山
圃

場
の

 

★
1
完
成
度
ア
ッ
プ

 

★
2
ワ
イ
ン
は
製
造
＆
販

売
計
画
に
基
づ

 

い
た
製
品
を
確
保

 

  ★
3
ワ
イ
ン
製
造
計
画
に
基
づ
く
原
料
手
当

★
3
を
実
施
。

 

 

1
-
1
植

栽
樹

の
樹

形
を
整

え
、
成

木
時

に
 

1
-
1
備

え
る

 

 2
-
1
製

造
本

数
 

 

 2
-
2
ワ
イ
ン
売

上
げ
額

 

 3
-
1
自

園
原

料
確

保
数

量
 

3
-
2
購

入
原

料
の
調

達
数

量
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

(7
5
1
本

) 

 2
-
1
 2

7
,0

0
0
本

 

 2
-
2
 3

,6
0
0
万
円

 

 3
-
1
 1

7
.0

t 

3
-
2
 2

8
.5

t 

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 
 
 

 
(7

5
1
本

) 

 2
-
1
 2

9
,2

1
5
本

 

 
 
 
 

 

2
-
2
 3

,6
0
0
万
円

 

 3
-
1
 1

6
,9

5
0
k
g 

3
-
2
 2

8
,0

7
0
k
g 

1
-
1
 
ナ
イ
ア
ガ
ラ

 
1
9
9
本
、
コ
ン
コ
ー
ド

 
1
0
3
本
、
グ
ラ
ー
ニ
ー
ス
ミ
ス

 
8
1
本
、
紅
玉

 
2
8
0
本
、
梅

 
8
8
本
の
剪
定
、
誘
引
作
業

を
完
全
履
行
し
て
高

品
 

質
な
原

料
手

当
へ
の
基

礎
固
め
が
終
了
し
た
。

 

 2
-
1
 
平

成
3
0
年

度
 
詰
実
施
本
数

2
9
,2

1
5
本
（
参
考
値

 
2
0
1
6
年
産

 
1
3
,3

0
1
本

, 
 
2
0
1
7
年
産

 
1
5
,9

1
4
本
）
 
 

サ
イ
ダ
ー

を
2
,2

0
0
本
増
産
す
る
こ
と
で
、
前
年
比

8
%
の
増
産
が
で
き
た
。

 

2
-
2
 
ワ
イ
ナ
リ
ー

2
,1

0
0
万
円
、
シ
ョ
ッ
プ

1
,5

0
0
万

円
と
な
り
、
当
初
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 3
-
1
 
シ
ャ
ル
ド
ネ
に
貴

腐
果

が
発
生
、
収
量

が
若

干
減
少
し
た
。

 

3
-
2
 
良

好
な
作

柄
、
ほ
ぼ
予

定
通
り
の
品
質
・
数

量
を
確
保
で
き
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

★
1
ワ
イ
ナ
リ
ー
運
営
の
健
全

化
 

   ★
2
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
有
効
利
用

 

 

1
-
1
原

料
手

当
、
ワ
イ
ン
、
製

造
、
人

員
、

 

1
-
1
販

売
計

画
の
策

定
（
計

画
）
 

1
-
2
ヴ
ァ
リ
ュ
ー

ワ
イ
ン
の
商

店
ア
イ
テ
ム
数

 

 

2
-
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
農

作
業

実
施

 

 2
-
2
当

法
人

関
係

者
に
よ
る
農

業
実

習
 

1
-
1
 1

0
0
%
 

 

1
-
2
 3

ア
イ
テ
ム

 

 2
-
1
 3

回
 

 2
-
2
 3

回
 

  

1
-
1
 7

5
%
 

 

1
-
2
 4

ア
イ
テ
ム

 

 2
-
1
 3

回
 

 2
-
2
 2

回
 

 

1
-
1
 

2
名

の
退

職
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
労

働
投
下
時
間
が
不

足
し
た
の
で
、
来

年
度
予
算
で
圃
場
管
理
の
正
職

員
採
用
を

2
名
計
上
し
た
。

 

 1
-
2
 
商

品
ジ
ャ
ン
ル
の
領
域
を
拡

大
さ
せ
る
た
め
に
新
製
品
（
ナ
イ
ア
ガ
ラ
甘

口
、
コ
ン
コ
ー
ド
甘
口
、
サ
イ
ダ
ー
、
ノ
ン
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
メ
ル
ロ
）
を
発
売
し

 

た
。

 

2
-
1
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
年

3
回
受
け
入
れ
、
初
夏

の
誘
引
作
業
、
秋
の
収

穫
、
冬
の
剪
定

作
業
を
実

施
し
た
。
年
間
の
労
働
作

業
時
間
を
軽

減
で
き
る
、
レ

 

ベ
ル
ま
で
に
繋

げ
て
い
く
。

 

2
-
2
 
法

人
関

係
者

に
よ
る
農
業

実
習
を
２
回
実
施

し
た
が
、
作
業
者

の
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
ま
で
の
交
通
手

段
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市

内
循
環
バ
ス
の

 

利
用

が
有

効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
利

用
に
つ

い
て
、
法
人
に
周
知
を
図
る
。

 

業
務
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
最

大
 

★
1
限
に
引
き
出
す
ブ
ド
ウ
栽
培

の
構
築

 

 ★
2
二
つ
の
圃
場
（
柿
沢

＆
東
山
）
の
パ
ラ

 

※
2
レ
ル
管
理

 

 

3
農
業
機
械
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
技
術

 

★
3
能
力
の
ア
ッ
プ

 

4
醸
造
技
術
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
製
品
の

 

★
4
開
発

 

1
-
1
気

象
観

測
デ

ー
タ
の
デ

ー
タ
集

約
 

  2
-
1
設

定
作

業
の
実

行
率

 

  3
-
1
動

力
機

器
に
よ
る
事

故
件

数
 

 

 4
-
1
新

製
品

の
ア
イ
テ
ム
数

 

 
 

 

1
-
1
 D

av
is
観

測
 

 
 

 
機

器
稼

動
 

 
 

 
(1

0
0
%
) 

2
-
1
 1

0
0
%
 
 

  3
 
 

0
件

 
 
 

 4
-
1
 4

ア
イ
テ
ム

 

1
-
1
 1

0
0
%
 

  2
-
1
 7

5
%
 

  3
-
1
 0

件
 

 4
-
1
 4

ア
イ
テ
ム

 

1
-
1
 
三

重
大

学
大

学
院
生
物
資
源
科
と
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
、
研
究
報
告

を
作
成
で
き
た
。

A
I
に
よ
る
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
管

理
導
入
を
進

め
る
。

 

  2
-
1
 
獣

害
（
主

と
し
て
鹿
）
に
よ
っ
て
東
山
圃
場

の
獣

対
策
が
課
題
と
な
っ
た
た
め
、
電

気
柵
の
設
置

を
行

な
う
。

 

  3
-
1
 
職

員
の
技

術
レ
ベ
ル
向
上

に
よ
り
、
リ
ス
ク
回

避
が
可
能
と
な
っ
た
。

 

 
 

4
-
1
 
発

泡
性

ワ
イ
ン
の
製
造
技
術

を
導
入
し
た
新

し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
製
品
が
開

発
可
能
と
な
っ
た
。

 

人
材
と
組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

★
1
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
お
け
る

IS
M

S
の
最
大

 

★
1
目
的
顧
客
・
取
引
先

に
安
心
を
提

供

★
1
す
る
事
で
ク
レ
ー
ム
発
生
を
事

前
に
防

★
1
止
す
る

 

1
-
1
ク
レ
ー

ム
発

生
件

数
 

1
-
2
商

品
規

格
書

に
合

致
し
な
い
商

品
の

 

1
-
2
発

生
件

数
 

    

1
-
3
 H

A
C

C
P
的

手
法

を
駆

使
し
た
ワ
イ
ン

 

1
-
3
製

造
工

程
中

H
az

ar
d
を
洗

い
出

す
 

1
-
1
 0

件
 
 

1
-
2
 0

件
 

     1
-
3
 2

回
/
年

 

1
-
1
 1

件
 

1
-
2
 0

件
 

     

1
-
3
 1

回
/
年

 

1
-
1
 
メ
ル

ロ
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
入
味

不
ぞ
ろ
い
の
指
摘
、
許
容
範
囲
以
内
で
あ
る
が
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
す
る
。

 

1
-
2
 
商

品
規

格
に
合

致
し
た
品
質

を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
ば
ら
つ
き
を
少
な
く
で
き
る
と
よ
い
た
め
、
来
年
度
デ

ミ
ン
グ
サ
ー

ク
ル
を
導
入
し
て
い
く
。

 

①
サ
ー

ビ
ス
・
調
査
研
究
：
顧
客
の
要
求

を
調
査
・
研
究
す
る
。

 

②
設

計
：
顧

客
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
品
質
の
製
品

を
設
計
す
る
。

 

③
製

造
：
設

計
ど
お
り
製
品
を
製

造
す
る
。

 

④
検

査
・
販

売
：
製
品

を
顧
客
に
販
売
す
る
。

 

以
上

の
4
つ

の
段
階
に
分

け
品
質
管

理
を
行
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。

 

1
-
3
 
製

品
中

へ
の
虫

混
入
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
来
年

度
は
詰
室

 
虫

ゼ
ロ
化

を
目

指
す
。

 

 
 

− 172 − − 173 −



 
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
長
野
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
長
野
エ
リ
ア
の
事
務
、
事
務
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に

 
仕
事
の
理
解
を
深
め
、
法
人
の
安
定
し
た
運
営
、
職
員
採
用
活
動
に
お
い
て
貢
献
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1

経
費

の
削

減
・
収

支
差

額
の

向
上

 

  
2
 採

用
活
動

 

1
 対

象
項
目

の
単

価
の
削

減
数

 
  2
 新

卒
職
員

採
用
数

 

1
 

20
品
目
以

上
 

 2
 

20
名
以
上

 

1
 

24
品
目

 

  2
 

21
名

 

1
事

務
用

品
を
中

心
に
、
エ
リ
ア
で
の
使
用

状
況

や
、
現

在
の
安

値
を
調

査
し
「
長
野

エ
リ
ア
統

一
消

耗
品

リ
ス
ト
」
を
作

成
し

た
。
事

務
職
員

が
自
施
設
で
使
用
し
て
い
る
消
耗
品
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 
採

用
の
チ
ー

ム
が
で
き
た
こ
と
、
エ
リ
ア
が
主
導
と
な
っ
て
、
人
材
不
足
と
い
わ
れ
る
中
、
採
用
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
介
護
職

18
名
管
理
栄
養
士

2
名
総
合
職

1
名
を
確
保
し
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
ホ
テ
ル

並
み

の
接

遇
マ
ナ

ー

の
提
供

 

 

1
 ミ

ニ
テ
ス
ト
の
実

施
回

数
 

1
 

3
回

 
1
 

3
回

 
1
計

画
通

り
に

3
回

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

1
1
月

に
は
「ビ

ジ
ネ
ス
文
書
の
書
き
方
」で

社
内
文
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
例
を
参
考

に
テ
ス
ト
を
行

っ
た
。

 
1
月

に
は
「来

客
対
応
マ
ナ
ー
①
」
 
で
応
接
室
で
の
入
退
室
、
席
次
、
お
茶
の
出
し
方
な
ど
の
テ
ス

ト
を
行
っ
た
。

2
月
に
は
「
来
客
対
応
マ
ナ
ー
②
」
と
し
て

 
い
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
た
め
の
マ
ナ
ー
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
を
行
っ

た
。

  

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 経

費
削
減
会
議

 

 
2
予
算
管
理
の
意
識
向
上

 
 ★

3
新

規
事

務
員

用
の
簡
易

マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成

 
  

4
 
よ
り
よ
い
採

用
活
動

方
法

を
目

指
す

 

 
5
 

D
T

P
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
活
用

 
 

1
 会

議
の
開

催
数

 

 2
 勉

強
会
開

催
数

 
 3
 マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成

数
 

   4
 採

用
活
動

打
合
せ

数
 

  5
 パ

ン
フ
等

作
成
数

 

1
 

3
回

 

 2
 

2
回

 

 3
 

1
個
以
上

 

   4
 

5
回

 

  5
 

10
件
以
上

 

1
 

1
回

 

 2
 

1
回

 

 3
 

3
個

 

   4
 

10
回

 

  5
 

90
件

 

 

1
 
エ
リ
ア
の
事

務
員
に
よ
り
「
長
野
エ
リ
ア
統
一
消
耗
品
リ
ス
ト
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 
簿

記
の
勉

強
会
を

1
度
行

い
、
仕
訳
の
基
本
、
試
算
表
の
意
味
や
見
方
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。

 
 3
 
「
入

職
職

員
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」「
障
害
者
雇
用
の
計
算
フ
ァ
イ
ル
」「
有
給
休
暇
の
管
理
計
算
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
統

一
し
た
ル
ー
ル
で
、
効
率
的
に
管
理
し
や
す
い
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
。
現
在
は
「
人
事
関
係
伺
い
」
、
「ワ

イ
ナ
リ
ー
の

商
品

管
理
」
を
効
率
よ
く
入
力
・
管
理
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

 4
 
本

部
人
事

部
主
導
の
採
用
担
当
者
会
議
（4

回
）
長
野
エ
リ
ア
採
用
担
当
者
会
議
（
6
回
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
部
の
手
法

を
参

考
に
し
、
エ
リ
ア
独
自
の
柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
採
用
活
動
方
法
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 5
 
今

年
度
の

D
T

P
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
岐
阜
駅
の
業
務
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
販
売
促
進
が
主
と
な
っ
た
が
、
合
同
説
明

会
資

料
や

施
設

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
行

っ
た
。
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
、
法

人
統
合
の
お

知
ら
せ
な
ど
で
も
活

用
す
る
機
会
が
増

え
て
い

る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 
 

2
 
事

務
セ

ン
タ
ー

職
員

間
の

個
々
の
職
務
拡
大

 
 

 
3
 
事

務
セ
ン
タ
ー

の
職

務
の

引

継
ぎ

 
 4
 障

害
者
雇

用
の
確

保
 

1
 職

員
と
の
面

接
数

 
 2
 開

催
数

 

  
3
 引

継
ぎ
数

 

  
4
 障

害
者
雇

用
率

 

1
 

5
人

 
 2
 

2
回

 

  3
 

2
件

 

  4
 

2
.6

%
以
上

 

1
 

2
人

 

 2
 

1
回

 

  3
 

1
件

 

  4
 

2
.8

% 

1
 
通

常
の
事

務
セ
ン
タ
ー
の
二
名
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 
 2
 
人

事
奉

行
、
給

与
大

将
の
デ

ー
タ
処
理

関
係

を
二
人

と
も
に
扱
え
る
よ
う
に
し
て
、
人

事
担

当
不

在
で
も
業
務

が
滞

ら
な
い

よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
 
労

働
保
険

の
手

順
を
引
き
継
い
だ
。

 
現
在
、
月
額
変
更
届
、
会
計
会
議
資
料
作
り
を
引
き
継
い
で
い
る
。

 

  4
 
「
障

害
者

雇
用
の
計
算
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
計
算
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
エ
リ
ア
会
議
で
も
報
告
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
熱
田

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
1
．
介
護
保
険
制
度
改
正
に
対
応
し
た
収
益
の
確
保
。

 
2
．
安
定
し
た
経
営
実
現
の
た
め
の
稼
働
率
・
予
算
管
理
の
徹
底
。

 
3
．
各
職
員
が
や
り
が
い
を
持
ち
、
成
長
で
き
る
職
場
づ
く
り
。

 
4
．
対
人
援
助
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
に
よ
る
、
信
頼
あ
る
施
設
づ
く
り
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 
 ★

2
 
適
切
な
収
支
の
確

保
 

  ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
稼

働
率

 
 
2
 
 
収

支
差

額
 

  
3
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
取

得
件

数
 

  
 

1
 

 
 
9
9
.5

%
 

 2
 
 
 
1
2
8
,9

8
9

千
円

以
上

 
 3
 
 
 
1
件

以
上

 

1
 

 
 
9
8
.6

%
 

 2
 
 
 
1
1
6
,9

8
4
 

千
円

 
 

3
 
 
 
1
件

 

1
 
 
 
待

機
者

確
保

に
苦
戦
し
、
目
標

稼
働
率
は
未

達
成
と
な
っ
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
空
床
利
用

の
活
用
に
よ
り
、
稼
働
率
の
向

上
に
努

め
た
。

 
 
 
 
 
今

後
は
母

体
で
あ
る
特
養
の
稼
動

安
定
を
優

先
し
、
待
機
者
確
保
・
待

機
者
に
迅
速

に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
、
安
定
し
た
稼
動
運

営
に
努

め
る
。

 
2
 

 
稼

働
率

の
低

下
に
伴

い
、
収
入
の
確

保
が
難

し
か
っ
た
。
ま
た
、
開
設
か
ら

1
0
年
が
経

過
し
老
朽

化
し
た
設
備
へ
の
修

繕
費
の
支

出
が
増
加
し
、
目

標
を
下

回
る
結

果
と
な
っ
た
。
今
後
も
設
備
修

繕
費

の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
稼
働
率
、
収
入

の
向

上
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
設
備

の
点
検
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
定

期
的
に
行

い
、
突
然
の
故
障
を
予

防
す
る
。

 
3
 
 
 
法

改
正

に
伴

う
新

た
に
取
得
可
能
な
加
算

は
無
か
っ
た
が
、
平
成

3
1
年

2
月
よ
り
常
勤
医
師

が
配
置
さ
れ
た
た
め
、
同

月
よ
り
常
勤
医

師
配
置
加
算

を
算

定
開

始
し
た
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 
  ★

2
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 
    ★

3
 
季
節
に
応
じ
た
外
出
行
事

の
開
催

 
 ★

4
 
認
知
症
カ
フ
ェ
開
催
に
向
け
た
情

報
 

 
 

 
収
集

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

 
1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
-
1
 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

2
-
2
 
入

浴
時

に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

 2
-
3
 
施

設
入

所
後

の
褥

瘡
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
外

出
行

事
の
企

画
件

数
 

 4
 
 
 
認

知
症

カ
フ
ェ
の
見

学
回

数
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 
1
-
2
 
 
0
件

 
2
-
1
 
 
0
件

 
2
-
2
 
 
0
件

 
 2
-
3
 
 
0
件

 
 3
 
 
 
 
4
件

 
 4
 
 
 
 
2
回

 

1
-
1
 

9
3
.8

%
 

 1
-
2
 

0
件

 
2
-
1
 

0
件

 
2
-
2
 

0
件

 
 2
-
3
 

0
件

 
 3
 
 
 

4
件

 
 4
 
 
 

3
回

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

に
関

し
て
は
高
評
価

を
頂

け
た
が
、
環
境
評
価
に
つ
い
て
は
利
用
者
様

の
居
室
内

の
清
潔
保
持

に
課
題
を
残

す
結
果
と
な
っ
た
。
次

年
度

は
新

た
な
改
善
策

を
実
施
し
、
清

潔
な
環
境

作
り
を
行
う
。

 
1
-
2
 
各

種
委

員
会

を
通
し
て
予
防
処
置

を
図
り
、
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
安
全
な
施

設
生

活
が
維
持
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 
 

2
-
1
 
委

員
会

が
中

心
と
な
り
、
ケ
ア
の
見
直
し
や

予
防
処
置
に
努

め
た
。
今
後
も
職

員
が
関
与
し
た
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

 
2
-
2
 
リ
ー

ダ
ー

会
議

等
で
情
報
共
有

を
行
い
、
他

職
種
の
視
点
で
ケ
ア
方

法
や
浴
種
を
検
討
す
る
等

意
識
を
持
ち
取
り
組
み
、
重
大
事

故
を
予
防
で
き

た
。
今

後
も
安

全
な
入
浴
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

 
2
-
3
 
委

員
会

に
て
現

状
を
把
握
し
、
そ
の
方
に
合

っ
た
対
応
策
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
福
祉
用
具

の
導
入

等
を
検
討
し
発
生

を
予
防
で
き
た
。
今
後
も
施
設

内
で
の
発

生
を
防

い
で
い
く
。

 
3
 
 
 
外

出
を
実

施
し
、
普
段
と
異
な
る
笑
顔

を
見
せ

て
下
さ
り
喜
ん
で
頂
け
た
。
感
染
症

の
流
行
時
期

に
実
行
で
き
な
か
っ
た
外
出
企

画
も
あ
っ
た
た
め
、

今
後

は
時

期
的

状
況
も
ふ
ま
え
た
上
で
計
画
す
る
。

 
4
 
 
 
近

隣
学

区
（
熱

田
区
・
瑞
穂
区
・
東

区
）
で
行

わ
れ
て
い
る
認
知
症

カ
フ
ェ
に
出

向
き
、
知
識
・
情

報
収
集
を
行

っ
た
。
来
年
度
開
催

に
向
け
て
準

備
を

進
め
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 
   ★

2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 
 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向

 
 

 
 

 
 
上

 
★

4
 
地
域
貢
献
及
び
介

護
業
務
の
負
担

軽
減

 
★

5
 
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
の
浸
透

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

 2
 
 
 
不

適
合

件
数

 
 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
-
1
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

携
件

 
 

 
 
数

 
 

 
 

 
 

 
5
-
1
 
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
の
浸

透
率

 
5
-
2
 
取

り
組

み
実

施
状

況
率

 

1
-
1
 
 
年

3
回

 
 1
-
2
 
 
年

2
回

 
 2
 
 
 
 
0
件

 
 3
 
 
 
 
不

合
格

 
 
 
 
 
 
0
件

 
4
 

 
 

3
件

以
上

 
 5
-
1
 
 
1
0
0
%
 

5
-
2
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 

3
回

 
 

1
-
2
 

2
回

 
 2
 

 
 
1
件

 
 3
 
 

 
不

合
格

 
0
件

 
4
 

 
 
3
件

 
 5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
基

本
技

術
の
徹

底
や
尊
厳

に
係
る
教
育

を
展

開
し
、
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
撲
滅
へ
の
予
防
処

置
に
努
め
た
。
今
後
も
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
ア

ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
内

容
の
充
実

を
図
る
。

 
1
-
2
 
外

部
の
マ
ナ
ー

研
修
の
内
容

を
施
設
内
勉

強
会
へ
水
平
展
開
す
る
な
ど
、
接
遇
マ
ナ
ー

の
強
化

に
取
組
ん
だ
。
施
設
全
体
で
接
遇

マ
ナ
ー
に
対
す

る
意

識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
2
 
 
 
法

人
内

監
査

に
て
不
適
合
が

1
件
あ
っ
た
。
関
係
法
令
の
理
解

を
深

め
る
と
共
に
、
同

様
の
不
適

合
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
今
後
も
内
部
ケ
ア

監
査

や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
強

化
し
、
各
種
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
・
手
続
き
の
遵
守
を
果
た
す
。

 
3
 
 
 
情

報
保

護
・
管

理
に
関
す
る
業

務
の
遂
行
状

況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 4
 

 
社

会
貢

献
推

進
室

か
ら
の
依
頼
に
対
応

し
、
中

間
的
就
労
に
て
間
接
業

務
を
行
え
る
方
を
雇

用
で
き
た
。
多
様
な
人
材
の
受
入

れ
が
で
き
る
よ
う
、
業

務
改

善
や

簡
素

化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
を
す

す
め
て
い
く
。

 
5
-
1
 
全

職
員

を
対

象
に
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
把
握
状

況
を
調
査
し
、
フ
ロ
ア
環
境
の
改

善
・
向
上
に
努
め
た
。

 
5
-
2
 
全

職
員

対
象

に
チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
実
施

状
況
の
評
価
を
行
い
、
職

員
の
意
識
改

革
を
行

っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
必
要
な
知
識

の
向
上

 
  

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 
   ★

3
 
自
施
設
の
取
り
組
み

ア
ピ
ー
ル

 
   
 
4
 
職
員
一
人
一
人

の
成
長
を
目
指
し
た

取
組
み

 

1
-
1
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

 1
-
2
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

 2
-
1
 
離

職
率

 
 2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 
 3
 
 
 
外

部
発

表
件

数
 

  4
 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
合

格
率

 

1
-
1
 
 
7
5
%
 

 1
-
2
 
 
2
5
%
 

 2
-
1
 
 
1
1
.5

%
以

 
 

 
 

 
下

 
2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

 3
 
 
 
 
2
件

 
  4
 
 
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 

6
7
%
 

 1
-
2
 

1
0
%
 

 2
-
1
 

8
％

 
 2
-
2
 

7
0
%
 

 3
 
 
 
1
件

 
  4
 

 
8
6
%
 

 

1
-
1
 
受

験
資

格
保

持
者

に
意
欲
向

上
を
促
し
、
エ
リ
ア
や
法
人
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
合
格
支
援

を
実

施
し
た
。
自
施
設
の
合

格
率
は

2
5
％
と
満

足
の

い
く
結

果
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
介

護
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
合
格

に
向

け
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す
る
。

 
1
-
2
 
受

験
資

格
保

持
者
に
意
欲
向

上
を
促
し
、
エ
リ
ア
や
法
人
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
合
格
支
援

を
実

施
し
た
。
全
国
的
に
低

い
合
格

率
で
あ
っ
た
が
、

自
施

設
に
お

い
て
は

0
％

で
あ
っ
た
。
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
合
格

に
向

け
更
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

 
2
-
1
 
職

員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
前
年

度
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
が
働
き
や
す

い
職
場
風
土
を
構
築

す
る
と
共
に
、
業
務

内
容
の
見

直
し
に
よ
る
負

担
の
軽
減
と
効
率
化
を
目

指
す
。

 
2
-
2
 
年

間
計

画
の
立
案
と
進
捗
状
況

確
認
を
行

い
つ
つ
、
相
互
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
取
得
率

の
向
上

を
図
る
。
ま
た
新
し
い
制
度

を
理
解
し
、
計

画
的

に
取

得
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
す
る
。

 
3
 
 
 
エ
ン
ト
リ
ー

は
し
て
い
た
も
の
の
抽

選
か
ら
も
れ

て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
自
分

達
の
日
ご
ろ
の
成
果

を
ま
と
め
外
部

に
発
表
す
る

こ
と
を
通

じ
、
自

身
の
成

長
の
機
会
と
し
た
り
、
質
疑

応
答
で
の
対
応
力

を
身
に
つ

け
る
機
会
と
し
た
い
。
ま
た
、
他
施
設
の
取
り
組
み
か
ら
学
び
成
長

の
糧

と
す

る
。

 
4
 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
活
用
し
、
一

人
一
人
が
成

長
で
き
る
過
程
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。
今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
職

員
の
成
長

を
目
指
す
。
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平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
長
野
エ
リ
ア
事
務
セ
ン
タ
ー

 
 

 

事
業
所
の
経
営
方
針
：
長
野
エ
リ
ア
の
事
務
、
事
務
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に

 
仕
事
の
理
解
を
深
め
、
法
人
の
安
定
し
た
運
営
、
職
員
採
用
活
動
に
お
い
て
貢
献
す
る
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

★
1

経
費

の
削

減
・
収

支
差

額
の

向
上

 

  
2
 採

用
活
動

 

1
 対

象
項
目

の
単

価
の
削

減
数

 
  2
 新

卒
職
員

採
用
数

 

1
 

20
品
目
以

上
 

 2
 

20
名
以
上

 

1
 

24
品
目

 

  2
 

21
名

 

1
事

務
用

品
を
中

心
に
、
エ
リ
ア
で
の
使
用

状
況

や
、
現

在
の
安

値
を
調

査
し
「
長
野

エ
リ
ア
統

一
消

耗
品

リ
ス
ト
」
を
作

成
し

た
。
事

務
職
員

が
自
施
設
で
使
用
し
て
い
る
消
耗
品
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 
採

用
の
チ
ー

ム
が
で
き
た
こ
と
、
エ
リ
ア
が
主
導
と
な
っ
て
、
人
材
不
足
と
い
わ
れ
る
中
、
採
用
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
介
護
職

18
名
管
理
栄
養
士

2
名
総
合
職

1
名
を
確
保
し
た
。

 

 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
ホ
テ
ル

並
み

の
接

遇
マ
ナ

ー

の
提
供

 

 

1
 ミ

ニ
テ
ス
ト
の
実

施
回

数
 

1
 

3
回

 
1
 

3
回

 
1
計

画
通

り
に

3
回

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

1
1
月

に
は
「ビ

ジ
ネ
ス
文
書
の
書
き
方
」で

社
内
文
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
例
を
参
考

に
テ
ス
ト
を
行

っ
た
。

 
1
月

に
は
「来

客
対
応
マ
ナ
ー
①
」
 
で
応
接
室
で
の
入
退
室
、
席
次
、
お
茶
の
出
し
方
な
ど
の
テ
ス

ト
を
行
っ
た
。

2
月
に
は
「
来
客
対
応
マ
ナ
ー
②
」
と
し
て

 
い
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
た
め
の
マ
ナ
ー
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
を
行
っ

た
。

  

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

★
1
 経

費
削
減
会
議

 

 
2
予
算
管
理
の
意
識
向
上

 
 ★

3
新

規
事

務
員

用
の
簡
易

マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成

 
  

4
 
よ
り
よ
い
採

用
活
動

方
法

を
目

指
す

 

 
5
 

D
T

P
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
活
用

 
 

1
 会

議
の
開

催
数

 

 2
 勉

強
会
開

催
数

 
 3
 マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成

数
 

   4
 採

用
活
動

打
合
せ

数
 

  5
 パ

ン
フ
等

作
成
数

 

1
 

3
回

 

 2
 

2
回

 

 3
 

1
個
以
上

 

   4
 

5
回

 

  5
 

10
件
以
上

 

1
 

1
回

 

 2
 

1
回

 

 3
 

3
個

 

   4
 

10
回

 

  5
 

90
件

 

 

1
 
エ
リ
ア
の
事

務
員
に
よ
り
「
長
野
エ
リ
ア
統
一
消
耗
品
リ
ス
ト
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 2
 
簿

記
の
勉

強
会
を

1
度
行

い
、
仕
訳
の
基
本
、
試
算
表
の
意
味
や
見
方
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。

 
 3
 
「
入

職
職

員
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」「
障
害
者
雇
用
の
計
算
フ
ァ
イ
ル
」「
有
給
休
暇
の
管
理
計
算
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
統

一
し
た
ル
ー
ル
で
、
効
率
的
に
管
理
し
や
す
い
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
。
現
在
は
「
人
事
関
係
伺
い
」
、
「ワ

イ
ナ
リ
ー
の

商
品

管
理
」
を
効
率
よ
く
入
力
・
管
理
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

 4
 
本

部
人
事

部
主
導
の
採
用
担
当
者
会
議
（4

回
）
長
野
エ
リ
ア
採
用
担
当
者
会
議
（
6
回
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
部
の
手
法

を
参

考
に
し
、
エ
リ
ア
独
自
の
柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
採
用
活
動
方
法
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 5
 
今

年
度
の

D
T

P
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
岐
阜
駅
の
業
務
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
販
売
促
進
が
主
と
な
っ
た
が
、
合
同
説
明

会
資

料
や

施
設

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
行

っ
た
。
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
、
法

人
統
合
の
お

知
ら
せ
な
ど
で
も
活

用
す
る
機
会
が
増

え
て
い

る
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り

 
 

2
 
事

務
セ

ン
タ
ー

職
員

間
の

個
々
の
職
務
拡
大

 
 

 
3
 
事

務
セ
ン
タ
ー

の
職

務
の

引

継
ぎ

 
 4
 障

害
者
雇

用
の
確

保
 

1
 職

員
と
の
面

接
数

 
 2
 開

催
数

 

  
3
 引

継
ぎ
数

 

  
4
 障

害
者
雇

用
率

 

1
 

5
人

 
 2
 

2
回

 

  3
 

2
件

 

  4
 

2
.6

%
以
上

 

1
 

2
人

 

 2
 

1
回

 

  3
 

1
件

 

  4
 

2
.8

% 

1
 
通

常
の
事

務
セ
ン
タ
ー
の
二
名
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 
 2
 
人

事
奉

行
、
給

与
大

将
の
デ

ー
タ
処
理

関
係

を
二
人

と
も
に
扱
え
る
よ
う
に
し
て
、
人

事
担

当
不

在
で
も
業
務

が
滞

ら
な
い

よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3
 
労

働
保
険

の
手

順
を
引
き
継
い
だ
。

 
現
在
、
月
額
変
更
届
、
会
計
会
議
資
料
作
り
を
引
き
継
い
で
い
る
。

 

  4
 
「
障

害
者

雇
用
の
計
算
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
計
算
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
エ
リ
ア
会
議
で
も
報
告
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

  
 

Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

 
事
業
報
告

 
 

(事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
 

 
（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
熱
田

 

事
業
所
の
経
営
方
針

：
1
．
介
護
保
険
制
度
改
正
に
対
応
し
た
収
益
の
確
保
。

 
2
．
安
定
し
た
経
営
実
現
の
た
め
の
稼
働
率
・
予
算
管
理
の
徹
底
。

 
3
．
各
職
員
が
や
り
が
い
を
持
ち
、
成
長
で
き
る
職
場
づ
く
り
。

 
4
．
対
人
援
助
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
に
よ
る
、
信
頼
あ
る
施
設
づ
く
り
。

 

視
点

 
目
標

 
評
価
指
標

 
H
３
０
目
標
値

 
結
果
数
値

 
評
価
・
反
省

 

財
務

 

1
 
目
標
稼
働
率
の
達
成

 
 ★

2
 
適
切
な
収
支
の
確

保
 

  ★
3
 
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

 

1
 
 
稼

働
率

 
 
2
 
 
収

支
差

額
 

  
3
 
 
算

定
可

能
な
加

算
の
取

得
件

数
 

  
 

1
 

 
 
9
9
.5

%
 

 2
 
 
 
1
2
8
,9

8
9

千
円

以
上

 
 3
 
 
 
1
件

以
上

 

1
 

 
 
9
8
.6

%
 

 2
 
 
 
1
1
6
,9

8
4
 

千
円

 
 

3
 
 
 
1
件

 

1
 
 
 
待

機
者

確
保

に
苦
戦
し
、
目
標

稼
働
率
は
未

達
成
と
な
っ
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
空
床
利
用

の
活
用
に
よ
り
、
稼
働
率
の
向

上
に
努

め
た
。

 
 
 
 
 
今

後
は
母

体
で
あ
る
特
養
の
稼
動

安
定
を
優

先
し
、
待
機
者
確
保
・
待

機
者
に
迅
速

に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
、
安
定
し
た
稼
動
運

営
に
努

め
る
。

 
2
 

 
稼

働
率

の
低

下
に
伴

い
、
収
入
の
確

保
が
難

し
か
っ
た
。
ま
た
、
開
設
か
ら

1
0
年
が
経

過
し
老
朽

化
し
た
設
備
へ
の
修

繕
費
の
支

出
が
増
加
し
、
目

標
を
下

回
る
結

果
と
な
っ
た
。
今
後
も
設
備
修

繕
費

の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
稼
働
率
、
収
入

の
向

上
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
設
備

の
点
検
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
定

期
的
に
行

い
、
突
然
の
故
障
を
予

防
す
る
。

 
3
 
 
 
法

改
正

に
伴

う
新

た
に
取
得
可
能
な
加
算

は
無
か
っ
た
が
、
平
成

3
1
年

2
月
よ
り
常
勤
医
師

が
配
置
さ
れ
た
た
め
、
同

月
よ
り
常
勤
医

師
配
置
加
算

を
算

定
開

始
し
た
。

 
 

利
用
者
様
と

 

ご
家
族

 

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
） 

1
 
利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

 
  ★

2
 
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

 
    ★

3
 
季
節
に
応
じ
た
外
出
行
事

の
開
催

 
 ★

4
 
認
知
症
カ
フ
ェ
開
催
に
向
け
た
情

報
 

 
 

 
収
集

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

 
1
-
2
 
不

適
切

ケ
ア
発

生
件

数
 

2
-
1
 
職

員
関

与
に
伴

う
事

故
件

数
 

2
-
2
 
入

浴
時

に
お

け
る
重

大
事

故
件

数
 

 2
-
3
 
施

設
入

所
後

の
褥

瘡
発

生
件

数
 

 3
 
 
 
外

出
行

事
の
企

画
件

数
 

 4
 
 
 
認

知
症

カ
フ
ェ
の
見

学
回

数
 

1
-
1
 

1
0
0
%
 

 
1
-
2
 
 
0
件

 
2
-
1
 
 
0
件

 
2
-
2
 
 
0
件

 
 2
-
3
 
 
0
件

 
 3
 
 
 
 
4
件

 
 4
 
 
 
 
2
回

 

1
-
1
 

9
3
.8

%
 

 1
-
2
 

0
件

 
2
-
1
 

0
件

 
2
-
2
 

0
件

 
 2
-
3
 

0
件

 
 3
 
 
 

4
件

 
 4
 
 
 

3
回

 

1
-
1
 
接

遇
マ
ナ
ー

に
関

し
て
は
高
評
価

を
頂

け
た
が
、
環
境
評
価
に
つ
い
て
は
利
用
者
様

の
居
室
内

の
清
潔
保
持

に
課
題
を
残

す
結
果
と
な
っ
た
。
次

年
度

は
新

た
な
改
善
策

を
実
施
し
、
清

潔
な
環
境

作
り
を
行
う
。

 
1
-
2
 
各

種
委

員
会

を
通
し
て
予
防
処
置

を
図
り
、
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
安
全
な
施

設
生

活
が
維
持
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

 
 

2
-
1
 
委

員
会

が
中

心
と
な
り
、
ケ
ア
の
見
直
し
や

予
防
処
置
に
努

め
た
。
今
後
も
職

員
が
関
与
し
た
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

 
2
-
2
 
リ
ー

ダ
ー

会
議

等
で
情
報
共
有

を
行
い
、
他

職
種
の
視
点
で
ケ
ア
方

法
や
浴
種
を
検
討
す
る
等

意
識
を
持
ち
取
り
組
み
、
重
大
事

故
を
予
防
で
き

た
。
今

後
も
安

全
な
入
浴
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

 
2
-
3
 
委

員
会

に
て
現

状
を
把
握
し
、
そ
の
方
に
合

っ
た
対
応
策
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
福
祉
用
具

の
導
入

等
を
検
討
し
発
生

を
予
防
で
き
た
。
今
後
も
施
設

内
で
の
発

生
を
防

い
で
い
く
。

 
3
 
 
 
外

出
を
実

施
し
、
普
段
と
異
な
る
笑
顔

を
見
せ

て
下
さ
り
喜
ん
で
頂
け
た
。
感
染
症

の
流
行
時
期

に
実
行
で
き
な
か
っ
た
外
出
企

画
も
あ
っ
た
た
め
、

今
後

は
時

期
的

状
況
も
ふ
ま
え
た
上
で
計
画
す
る
。

 
4
 
 
 
近

隣
学

区
（
熱

田
区
・
瑞
穂
区
・
東

区
）
で
行

わ
れ
て
い
る
認
知
症

カ
フ
ェ
に
出

向
き
、
知
識
・
情

報
収
集
を
行

っ
た
。
来
年
度
開
催

に
向
け
て
準

備
を

進
め
る
。

 

業
務

 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

 

1
 
利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

 
   ★

2
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

 
 

3
 
情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向

 
 

 
 

 
 
上

 
★

4
 
地
域
貢
献
及
び
介

護
業
務
の
負
担

軽
減

 
★

5
 
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
の
浸
透

 

1
-
1
 
虐

待
、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
 

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

1
-
2
 
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績
 

 2
 
 
 
不

適
合

件
数

 
 3
 
 
 
運

用
確

認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

 4
-
1
 
社

会
貢

献
事

業
推

進
室

と
の
連

携
件

 
 

 
 
数

 
 

 
 

 
 

 
5
-
1
 
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
の
浸

透
率

 
5
-
2
 
取

り
組

み
実

施
状

況
率

 

1
-
1
 
 
年

3
回

 
 1
-
2
 
 
年

2
回

 
 2
 
 
 
 
0
件

 
 3
 
 
 
 
不

合
格

 
 
 
 
 
 
0
件

 
4
 

 
 

3
件

以
上

 
 5
-
1
 
 
1
0
0
%
 

5
-
2
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 

3
回

 
 

1
-
2
 

2
回

 
 2
 

 
 
1
件

 
 3
 
 

 
不

合
格

 
0
件

 
4
 

 
 
3
件

 
 5
-
1
 

1
0
0
%
 

5
-
2
 

1
0
0
%
 

1
-
1
 
基

本
技

術
の
徹

底
や
尊
厳

に
係
る
教
育

を
展

開
し
、
虐
待
及
び
不
適
切
ケ
ア
撲
滅
へ
の
予
防
処

置
に
努
め
た
。
今
後
も
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
ア

ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
内

容
の
充
実

を
図
る
。

 
1
-
2
 
外

部
の
マ
ナ
ー

研
修
の
内
容

を
施
設
内
勉

強
会
へ
水
平
展
開
す
る
な
ど
、
接
遇
マ
ナ
ー

の
強
化

に
取
組
ん
だ
。
施
設
全
体
で
接
遇

マ
ナ
ー
に
対
す

る
意

識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
2
 
 
 
法

人
内

監
査

に
て
不
適
合
が

1
件
あ
っ
た
。
関
係
法
令
の
理
解

を
深

め
る
と
共
に
、
同

様
の
不
適

合
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
今
後
も
内
部
ケ
ア

監
査

や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
強

化
し
、
各
種
法
令
、
法
人
内
ル
ー
ル
・
手
続
き
の
遵
守
を
果
た
す
。

 
3
 
 
 
情

報
保

護
・
管

理
に
関
す
る
業

務
の
遂
行
状

況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
常
に
適
切
な
管
理
状
況

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 4
 

 
社

会
貢

献
推

進
室

か
ら
の
依
頼
に
対
応

し
、
中

間
的
就
労
に
て
間
接
業

務
を
行
え
る
方
を
雇

用
で
き
た
。
多
様
な
人
材
の
受
入

れ
が
で
き
る
よ
う
、
業

務
改

善
や

簡
素

化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
を
す

す
め
て
い
く
。

 
5
-
1
 
全

職
員

を
対

象
に
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
把
握
状

況
を
調
査
し
、
フ
ロ
ア
環
境
の
改

善
・
向
上
に
努
め
た
。

 
5
-
2
 
全

職
員

対
象

に
チ
ェ
ッ
ク
表
を
用

い
て
実
施

状
況
の
評
価
を
行
い
、
職

員
の
意
識
改

革
を
行

っ
た
。

 

人
材
と

 

組
織

 

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

 

1
 
専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
必
要
な
知
識

の
向
上

 
  

2
 
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

 
   ★

3
 
自
施
設
の
取
り
組
み

ア
ピ
ー
ル

 
   
 
4
 
職
員
一
人
一
人

の
成
長
を
目
指
し
た

取
組
み

 

1
-
1
 
介

護
福

祉
士

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

 1
-
2
 
介

護
支

援
専

門
員

合
格

率
（
ｴ
ﾘｱ

）
 

 2
-
1
 
離

職
率

 
 2
-
2
 
有

給
休

暇
取

得
率

 
 3
 
 
 
外

部
発

表
件

数
 

  4
 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
合

格
率

 

1
-
1
 
 
7
5
%
 

 1
-
2
 
 
2
5
%
 

 2
-
1
 
 
1
1
.5

%
以

 
 

 
 

 
下

 
2
-
2
 
 
7
0
%
以

上
 

 3
 
 
 
 
2
件

 
  4
 
 
 
 
1
0
0
%
 

1
-
1
 

6
7
%
 

 1
-
2
 

1
0
%
 

 2
-
1
 

8
％

 
 2
-
2
 

7
0
%
 

 3
 
 
 
1
件

 
  4
 

 
8
6
%
 

 

1
-
1
 
受

験
資

格
保

持
者

に
意
欲
向

上
を
促
し
、
エ
リ
ア
や
法
人
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
合
格
支
援

を
実

施
し
た
。
自
施
設
の
合

格
率
は

2
5
％
と
満

足
の

い
く
結

果
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
介

護
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
合
格

に
向

け
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す
る
。

 
1
-
2
 
受

験
資

格
保

持
者
に
意
欲
向

上
を
促
し
、
エ
リ
ア
や
法
人
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
合
格
支
援

を
実

施
し
た
。
全
国
的
に
低

い
合
格

率
で
あ
っ
た
が
、

自
施

設
に
お

い
て
は

0
％

で
あ
っ
た
。
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
合
格

に
向

け
更
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

 
2
-
1
 
職

員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
前
年

度
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
が
働
き
や
す

い
職
場
風
土
を
構
築

す
る
と
共
に
、
業
務

内
容
の
見

直
し
に
よ
る
負

担
の
軽
減
と
効
率
化
を
目

指
す
。

 
2
-
2
 
年

間
計

画
の
立
案
と
進
捗
状
況

確
認
を
行

い
つ
つ
、
相
互
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
取
得
率

の
向
上

を
図
る
。
ま
た
新
し
い
制
度

を
理
解
し
、
計

画
的

に
取

得
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
す
る
。

 
3
 
 
 
エ
ン
ト
リ
ー

は
し
て
い
た
も
の
の
抽

選
か
ら
も
れ

て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
自
分

達
の
日
ご
ろ
の
成
果

を
ま
と
め
外
部

に
発
表
す
る

こ
と
を
通

じ
、
自

身
の
成

長
の
機
会
と
し
た
り
、
質
疑

応
答
で
の
対
応
力

を
身
に
つ

け
る
機
会
と
し
た
い
。
ま
た
、
他
施
設
の
取
り
組
み
か
ら
学
び
成
長

の
糧

と
す

る
。

 
4
 
 
 
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
活
用
し
、
一

人
一
人
が
成

長
で
き
る
過
程
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。
今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
職

員
の
成
長

を
目
指
す
。
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Ve
r.2

.0
2 

平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
熱
田

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
稼
働
管
理
と
安
定
し
た
収
益
の
確
保
。

．
環
境
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
利
用
者
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

．
職
員
の
個
性
を
活
か
し
、
明
る
く
楽
し
い
事
業
所
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

★
適
切
な
収
支

の
確

保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

稼
働

検
討

会
議

の
開

催

新
規

利
用

者
様

の
成

約
率

日
平

均
利

用
者

様
人

数

収
支

差
額

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

月
回

以
上

人

千
円

以
上

件
以

上

月
回

以
上

人

千
円 件

目
標

稼
働

率
を
達
成
し
た
月
も
あ
っ
た
が
、
入

院
者
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
新
規
利
用
者

様
の
獲

得
が
で
き
ず
、
結
果
目
標

達
成
が
で
き
な
か
っ
た
。

会
議

を
開

催
し
、
営
業
報
告
や
、
利

用
者
様

状
況
の
報
告
な
ど
情
報
共
有

を
行

い
、
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
試

し
利

用
時

、
職

員
が
積
極

的
に
お
声

か
け
し
、
体
操
な
ど
参
加
を
促
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安
心

し
て
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
成
約
に
繋

が
っ
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
際

に
、
追
加

の
促
し
や
振
り
替
え
を
行
っ
た
が
、
長

期
中
止
の
方

が
多
く
発
生
し
た
の
で
、
目
標

に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

稼
働

率
の
低

下
に
伴

い
、
収

入
の
確

保
が
困

難
で
あ
っ
た
が
、
計

画
的

な
物

品
購
入

や
修

繕
に
よ
り
支

出
を
抑

え
る
等

し
、
大
幅

に
収

支
差

額
を
下

げ
る
こ
と
を
防

い
だ
。

定
期

的
に
算

定
要
件
な
ど
の
確
認

と
職
員
体

制
の
見
直
し
を
図
る
も
、
新
た
に
算

定
で
き
る
加
算

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

★
地
域
資
源
の
活
用

★
認

知
症

カ
フ
ェ
開

催
に
向

け
た
情

報

収
集

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

季
節

に
合

わ
せ

た
イ
ベ

ン
ト
の
開

催

環
境

改
善

の
検

討
回

数

地
域

資
源

活
用

回
数

認
知

症
カ
フ
ェ
の
見

学
回

数

件

月
回

以
上

年
回

年
回

以
上 回

件

月
回

以
上

年
回

年
回

回

満
足

度
ア
ン
ケ
ー

ト
下
半
期

に
、
中
途
採
用

職
員
の
接
遇

マ
ナ
ー

に
対
し
て
利
用
者
様

よ
り
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。
挨

拶
な
ど
職
員
教
育
を
行

い

利
用

者
様

か
ら
の
不
満
も
消
え
、
良
好
な
関

係
を
構

築
で
き
た
。

勉
強

会
や

職
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
引
き
続
き
職
員

関
与
に
伴

う
事
故
を
防

い
で
い
く
。

毎
月

、
利

用
者

様
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
反
省
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
を
図
り
満
足
度
の
向
上
に
繋

げ
る
。

計
画

的
に
環

境
改

善
の
検
討
を
実
施

し
た
。
ソ
フ
ァ
な
ど
の
購
入
を
行
い
、
利
用
者
様

の
満
足
度

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

周
辺

の
公

園
に
お
花

見
に
で
か
け
た
り
、
近
隣
の
商
業
施
設

に
買

い
物
行
事
を
実
施
し
、
地

域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
隣

学
区

（
熱

田
区

・
瑞
穂

区
・
東

区
）
で
行
わ
れ
て
い
る
認
知

症
カ
フ
ェ
に
出

向
き
、
知
識

・
情
報

収
集

を
行
っ
た
。
来

年
度
開

催
に
向

け
て
準
備
を

進
め
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向

上

★
安
全
運
転
へ

の
意
識
の
向
上

★
利
用
者
様
の
健
康
維
持

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
件

数

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実

施

年
回

年
回

件

不
合

格

件 件

毎
日

年
回

年
回

件

不
合

格

件 件

毎
日

勉
強

会
を
年

回
実

施
し
、
全
職
員

に
意
識

付
け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
内
容

の
充

実
を
図

る
。

施
設

内
で
の
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強
会

を
計
画
的

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
の
意
識
も
高
ま
り
、
日
々
の
業
務
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

監
査

な
ど
を
通
し
て
不
適
合
な
く
、
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
法
令

に
則
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
く
。

情
報

保
護

・
管

理
意
識

に
つ

い
て
職
員
に
正
し
く
周
知
で
き
、
適
切
な
運
用
が
で
き
た
。

全
車

輌
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
職
員
の
安
全
運
転

に
対
す
る
意

識
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
車
輌

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
様
の
介
護
度

の
維
持
、
改

善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職

、
管
理

職
と
し
て
の
必

要
な
知

識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

★
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の
確

保

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
実

績

件
数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

開
催

実
施

件
数

回
以

上

以
下

以
上

件
以

上

回 件
以

上

外
部

研
修

で
他

業
種
と
の
交
流

が
図
れ
た
り
、
交
換
研
修
で
、
他
事
業
所
と
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
定
期
的

に
実
施
し
て
い
く
。

事
業

所
と
し
て
離
職
者

は
い
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
職
場
環
境
の
見

直
し
を
図

り
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。

事
業

所
全

体
で
目

標
取
得
率
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
し
い
制
度
を
理
解

し
、
計
画
的
に
有
給
休
暇
の
取
得

を
行
っ
て
い
く
。

他
事

業
所

の
職

員
と
交
流

を
図
り
、
情
報
共

有
や
水
平
展
開
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

千
円

件
以

上

月
回

千
円

件

月
回

特
養

と
し
て
は
、
目

標
稼

働
率

（
）
を
達

成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

％
を
上

回
る
月
が
増
え
た
。
病
院

・
居

宅
と
の
連
携

に
よ

り
、
特

養
入

所
希

望
者

の
紹

介
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
徐

々
に
関

係
づ

く
り
が
で
き
て
き
た
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
お

い
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
等

が

多
く
目

標
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
居

宅
支
援
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
規
利
用
者

の
割
合
が
増
え
た
。

夏
場

か
ら
秋

に
か
け
て
特

養
は
退

所
が
多

く
発

生
し
、
待

機
者

の
確

保
も
困

難
だ
っ
た
こ
と
、
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
例

年
よ
り

多
か
っ
た
こ
と
で
収
益

が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
待
機
者

の
確
保
と
入
所
者

様
の
体
調
管

理
に
重
点

を
置
く
必
要
が
あ
る
。

日
常

生
活

継
続

支
援
加

算
の
取
得

を
検

討
し
た
が
、
待

機
者

減
少

に
伴

い
、
要
件

に
合

致
す

る
入

所
者

調
整
が
で
き
ず

、
取

得
に
至

ら
な

か
っ
た
。
来
年
度
も
、
加
算

算
定
を
意

識
し
、
入
退

所
調
整
等

に
努

め
て
い
く
。

予
算

執
行

状
況

は
毎

月
確

認
で
き
て
い
た
が
、
建

築
後

８
年

経
過

し
た
こ
と
も
あ
り
、
経

年
劣

化
あ
に
お

け
る
修

繕
が
目

立
っ
た
。
ま
た
、
補

正
予

算
に
て
人
件

費
の
誤
計
上

が
あ
り
、
予
算

上
の
大
幅
な
経
費

の
差
異

が
出
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今

後
は
更
な
る
確
認

を
行
っ
て
い
く
よ
う

に
努

め
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

★
情
報
共
有
と
信
頼

関
係
の
構

築

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

食
事

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故

施
設

入
所

後
の
褥

瘡
発

生
件

数

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ご
家

族
参

加
率

件

月
回

件 件 件

件

達
成

月
回

件 件 件 ％

法
人

統
一
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
策
を
た
て
、
掃
除
パ
ー
ト
と
連
携
し
、
満
足
度
向
上
を
目

指
し
た
。
掃
除
パ
ー
ト

の
補

充
が
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
満

足
度
の
低

い
ト
イ
レ
に
つ

い
て

％
の
満
足

度
向
上
が
み
ら
れ
た
。

他
職

種
と
よ
く
ケ
ア
方
法
に
つ

い
て
話

し
合

い
、
利
用
者
様
一
人

一
人

に
対
し
て
の
よ
り
よ
い
ケ
ア
の
実
現
を
目
指

し
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生

は
な
か
っ
た
。

食
事

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
開

催
で
き
な
い
月
も
あ
っ
た
が
、
お
や
つ
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、
目
の
前
で
作
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
事

に
関
し

て
毎

月
最
低

回
は
開
催
で
き
た
。
利
用
者
様

か
ら
「
美
味
し
い
」
や

「
食
べ
た
い
」
の
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

移
乗

介
助
中

に
起
き
た
と
思

わ
れ
る
骨
折

事
故
が

件
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
再
発
防
止

の
た
め
、
勉
強
会
や
個
別
指
導

を
行
っ
た
。

事
故

・
苦

情
委
員

会
や
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

会
議
に
て
、
過
去
の
重

大
事
故
に
つ

い
て
再
周

知
さ
せ
、
注
意
喚
起
を
促
し
た
。

常
に
ケ
ア
マ
ネ
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
相
談

が
で
き
た
。
勉
強
会
で
陰
部
洗
浄
方

法
を
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
所

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
事
前

に
参
加
し
や
す
い
日
程
を
伺

う
こ
と
で
、
今
年
度

の
目

標
値
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

対
策

や
ル
ー

ル
の
確

認
と
見

直
し

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

回
目

で
高
齢
者
虐

待
の
定
義

や
身
体
拘
束

に
つ
い
て
の
教
育
を
行

い
、

回
目
で
知
識

の
習
得

が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

回

目
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
に
つ

い
て
の
教
育
を
行
っ
た
。
不
適
切
な
ケ
ア
を
許
さ
な
い
た
め
の
効
果

は
出
て
い
る
。

勉
強

会
の
開

催
は
で
き
た
が
、
業
務
都
合
上
、
出
席
で
き
た
職
員
は
少
な
く
、
勉
強

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
へ
の
教
育
方
法
を

構
築

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
て
ル
ー
ル
の
確
認

と
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
見
直
し
を
行

う
中
で
、
現
状
と
一
致
し
な
い
ル
ー
ル
も

あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ヶ
所

診
療
所

の
届
け
出

未
提
出
と
、
結
核
健

康
診
断
報
告
の
未

提
出
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用

者
様
・
ご
家
族
よ
り
、
職
員

の
対
応
に

関
し
て
の
苦
情
が

件
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
改
善

済
み
で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎
月
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
不
合
格
に
な
る
項
目
も
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
、
管
理
意
識

の
向
上

に
努

め
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

介
護

福
祉

士
合

格
率

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

以
下

以
上

名
受

験
し
、

名
合
格
し
た
。
中
で
も
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
模
擬
試
験

に
参
加
し
、
そ
こ
で
結
果

を
出
せ
な
か
っ
た
職

員
が
意
欲

を
高
め
、

合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
模
擬
試

験
が
や
る
気

を
促
進
さ
せ
る
結
果
と
な
り
良
か
っ
た
。

名
古

屋
エ
リ
ア
全
体

で
名
受

験
し
合
格

者
名
。
資
格
取

得
支
援
と
し
て
、
名
古
屋
エ
リ
ア
で
勉
強
会
を
開
催
し
た
が
、
業
務

の
都
合
上

参
加

者
名
と
少

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
来

年
度
の
課
題
と
し
て
、
支
援
方
法
を
含
め
て
検
討

が
必
要

で
あ
る
。

毎
月

の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
と
、
職
員

へ
の
声
か
け
・
表
情
チ
ェ
ッ
ク
を
意
識

し
、
職
員
の
精

神
的
な
負
担
軽
減
に
努

め
た
。
ま
た
、
風

通
し
の
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
の
面
談

に
は
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
。

急
な
欠

員
に
対
し
、
職
員
の
補

充
が
で
き
ず
、
有
給
消
化
が
計
画

通
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
も
職
員
同
士

が
フ
ロ
ア

を
超

え
て
協
力
し
合
い
、
有

給
取
得
で
き
る
よ
う
努

め
る
こ
と
は
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
熱
田

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
稼
働
管
理
と
安
定
し
た
収
益
の
確
保
。

．
環
境
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
利
用
者
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

．
職
員
の
個
性
を
活
か
し
、
明
る
く
楽
し
い
事
業
所
づ
く
り
。

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率
の
達
成

★
適
切
な
収
支

の
確

保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

稼
働

率

稼
働

検
討

会
議

の
開

催

新
規

利
用

者
様

の
成

約
率

日
平

均
利

用
者

様
人

数

収
支

差
額

算
定

可
能

な
加

算
の
算

定
件

数

月
回

以
上

人

千
円
以

上

件
以

上

月
回

以
上

人

千
円 件

目
標

稼
働

率
を
達

成
し
た
月
も
あ
っ
た
が
、
入

院
者
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
新
規
利
用
者

様
の
獲

得
が
で
き
ず
、
結
果
目
標

達
成
が
で
き
な
か
っ
た
。

会
議

を
開

催
し
、
営
業
報
告
や
、
利

用
者
様

状
況
の
報
告
な
ど
情
報
共
有

を
行

い
、
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
試

し
利

用
時

、
職

員
が
積
極

的
に
お
声

か
け
し
、
体
操
な
ど
参
加
を
促
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安
心

し
て
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
成
約
に
繋

が
っ
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
際

に
、
追
加

の
促
し
や
振
り
替
え
を
行
っ
た
が
、
長

期
中
止
の
方

が
多
く
発
生
し
た
の
で
、
目
標

に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

稼
働

率
の
低

下
に
伴

い
、
収

入
の
確

保
が
困

難
で
あ
っ
た
が
、
計

画
的

な
物

品
購
入

や
修

繕
に
よ
り
支

出
を
抑

え
る
等

し
、
大
幅

に
収

支
差

額
を
下

げ
る
こ
と
を
防

い
だ
。

定
期

的
に
算

定
要

件
な
ど
の
確
認

と
職
員
体

制
の
見
直
し
を
図
る
も
、
新
た
に
算

定
で
き
る
加
算

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足
度

の
向
上

★
地
域
資
源
の
活
用

★
認

知
症

カ
フ
ェ
開

催
に
向

け
た
情

報

収
集

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の
満

足
率

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

季
節

に
合

わ
せ

た
イ
ベ

ン
ト
の
開

催

環
境

改
善

の
検

討
回

数

地
域

資
源

活
用

回
数

認
知

症
カ
フ
ェ
の
見

学
回

数

件

月
回

以
上

年
回

年
回

以
上 回

件

月
回

以
上

年
回

年
回

回

満
足

度
ア
ン
ケ
ー

ト
下
半
期

に
、
中
途
採
用

職
員
の
接
遇

マ
ナ
ー

に
対
し
て
利
用
者
様

よ
り
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。
挨

拶
な
ど
職
員
教
育
を
行

い

利
用

者
様

か
ら
の
不
満
も
消
え
、
良
好
な
関

係
を
構

築
で
き
た
。

勉
強

会
や

職
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
引
き
続
き
職
員

関
与
に
伴

う
事
故
を
防

い
で
い
く
。

毎
月

、
利

用
者

様
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
反
省
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
を
図
り
満
足
度
の
向
上
に
繋

げ
る
。

計
画

的
に
環

境
改

善
の
検
討
を
実
施

し
た
。
ソ
フ
ァ
な
ど
の
購
入
を
行
い
、
利
用
者
様

の
満
足
度

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設

周
辺

の
公

園
に
お
花

見
に
で
か
け
た
り
、
近
隣
の
商
業
施
設

に
買

い
物
行
事
を
実
施
し
、
地

域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
隣

学
区

（
熱

田
区

・
瑞
穂

区
・
東

区
）
で
行
わ
れ
て
い
る
認
知

症
カ
フ
ェ
に
出

向
き
、
知
識

・
情
報

収
集

を
行
っ
た
。
来

年
度
開

催
に
向

け
て
準
備
を

進
め
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ
の
適
切
な
ケ
ア
の
提
供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理
意

識
の
更
な
る
向

上

★
安
全
運
転
へ

の
意
識
の
向
上

★
利
用
者
様
の
健
康
維
持

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る
勉

強
会

の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

車
輌

事
故

の
発

生
件

数

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実

施

年
回

年
回

件

不
合

格

件 件

毎
日

年
回

年
回

件

不
合

格

件 件

毎
日

勉
強

会
を
年

回
実

施
し
、
全
職
員

に
意
識

付
け
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
内
容

の
充

実
を
図

る
。

施
設

内
で
の
接

遇
マ
ナ
ー

勉
強
会

を
計
画
的

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
職

員
の
意
識
も
高
ま
り
、
日
々
の
業
務
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

内
部

監
査

な
ど
を
通
し
て
不
適
合
な
く
、
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
法
令

に
則
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
く
。

情
報

保
護

・
管

理
意
識

に
つ

い
て
職
員
に
正
し
く
周
知
で
き
、
適
切
な
運
用
が
で
き
た
。

全
車

輌
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
職
員
の
安
全
運
転

に
対
す
る
意

識
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
車
輌

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
様
の
介
護
度

の
維
持
、
改

善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職

、
管
理

職
と
し
て
の
必

要
な
知

識
の
向
上

働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現

★
エ
リ
ア
内
に
お

け
る
交
流
機

会
の
確

保

外
部

研
修

ま
た
は
交

換
研

修
実

績

件
数

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

開
催

実
施

件
数

回
以

上

以
下

以
上

件
以

上

回 件
以

上

外
部

研
修

で
他

業
種
と
の
交
流

が
図
れ
た
り
、
交
換
研
修
で
、
他
事
業
所
と
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
定
期
的

に
実
施
し
て
い
く
。

事
業

所
と
し
て
離
職
者

は
い
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
職
場
環
境
の
見

直
し
を
図

り
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。

事
業

所
全

体
で
目

標
取
得
率
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
し
い
制
度
を
理
解

し
、
計
画
的
に
有
給
休
暇
の
取
得

を
行
っ
て
い
く
。

他
事

業
所

の
職

員
と
交
流

を
図
り
、
情
報
共

有
や
水
平
展
開
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

千
円

件
以

上

月
回

千
円

件

月
回

特
養

と
し
て
は
、
目

標
稼

働
率

（
）
を
達

成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

％
を
上

回
る
月
が
増
え
た
。
病
院

・
居

宅
と
の
連
携

に
よ

り
、
特

養
入

所
希

望
者

の
紹

介
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
徐

々
に
関

係
づ

く
り
が
で
き
て
き
た
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
お

い
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
等

が

多
く
目

標
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
居

宅
支
援
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
規
利
用
者

の
割
合
が
増
え
た
。

夏
場

か
ら
秋

に
か
け
て
特

養
は
退

所
が
多

く
発

生
し
、
待

機
者

の
確

保
も
困

難
だ
っ
た
こ
と
、
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
例

年
よ
り

多
か
っ
た
こ
と
で
収
益

が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
待
機
者

の
確
保
と
入
所
者

様
の
体
調
管

理
に
重
点

を
置
く
必
要
が
あ
る
。

日
常

生
活

継
続

支
援
加

算
の
取
得

を
検

討
し
た
が
、
待

機
者

減
少

に
伴

い
、
要
件

に
合

致
す

る
入

所
者

調
整
が
で
き
ず

、
取

得
に
至

ら
な

か
っ
た
。
来
年
度
も
、
加
算

算
定
を
意

識
し
、
入
退

所
調
整
等

に
努

め
て
い
く
。

予
算

執
行

状
況

は
毎

月
確

認
で
き
て
い
た
が
、
建

築
後

８
年

経
過

し
た
こ
と
も
あ
り
、
経

年
劣

化
あ
に
お

け
る
修

繕
が
目

立
っ
た
。
ま
た
、
補

正
予

算
に
て
人
件

費
の
誤
計
上

が
あ
り
、
予
算

上
の
大
幅
な
経
費

の
差
異

が
出
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今

後
は
更
な
る
確
認

を
行
っ
て
い
く
よ
う

に
努

め
て
い
く
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

★
情
報
共
有
と
信
頼

関
係
の
構

築

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

食
事

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

入
浴

時
に
お

け
る
重

大
事

故

施
設

入
所

後
の
褥

瘡
発

生
件

数

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ご
家

族
参

加
率

件

月
回

件 件 件

件

達
成

月
回

件 件 件 ％

法
人

統
一
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用

い
て
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
策
を
た
て
、
掃
除
パ
ー
ト
と
連
携
し
、
満
足
度
向
上
を
目

指
し
た
。
掃
除
パ
ー
ト

の
補

充
が
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
満

足
度
の
低

い
ト
イ
レ
に
つ

い
て

％
の
満
足

度
向
上
が
み
ら
れ
た
。

他
職

種
と
よ
く
ケ
ア
方
法
に
つ

い
て
話

し
合

い
、
利
用
者
様
一
人

一
人

に
対
し
て
の
よ
り
よ
い
ケ
ア
の
実
現
を
目
指

し
、
不
適
切
ケ
ア
の
発
生

は
な
か
っ
た
。

食
事

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
開

催
で
き
な
い
月
も
あ
っ
た
が
、
お
や
つ
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、
目
の
前
で
作
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
事

に
関
し

て
毎

月
最
低

回
は
開
催
で
き
た
。
利
用
者
様

か
ら
「
美
味
し
い
」
や

「
食
べ
た
い
」
の
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

移
乗

介
助
中

に
起
き
た
と
思

わ
れ
る
骨
折

事
故
が

件
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
再
発
防
止

の
た
め
、
勉
強
会
や
個
別
指
導

を
行
っ
た
。

事
故

・
苦

情
委
員

会
や
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

会
議
に
て
、
過
去
の
重

大
事
故
に
つ

い
て
再
周

知
さ
せ
、
注
意
喚
起
を
促
し
た
。

常
に
ケ
ア
マ
ネ
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
相
談

が
で
き
た
。
勉
強
会
で
陰
部
洗
浄
方

法
を
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
所

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
事
前

に
参
加
し
や
す
い
日
程
を
伺

う
こ
と
で
、
今
年
度

の
目

標
値
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

対
策

や
ル
ー

ル
の
確

認
と
見

直
し

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

回
目

で
高
齢
者
虐

待
の
定
義

や
身
体
拘
束

に
つ
い
て
の
教
育
を
行

い
、

回
目
で
知
識

の
習
得

が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

回

目
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
に
つ

い
て
の
教
育
を
行
っ
た
。
不
適
切
な
ケ
ア
を
許
さ
な
い
た
め
の
効
果

は
出
て
い
る
。

勉
強

会
の
開

催
は
で
き
た
が
、
業
務
都
合
上
、
出
席
で
き
た
職
員
は
少
な
く
、
勉
強

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
へ
の
教
育
方
法
を

構
築

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
て
ル
ー
ル
の
確
認

と
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
見
直
し
を
行

う
中
で
、
現
状
と
一
致
し
な
い
ル
ー
ル
も

あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ヶ
所

診
療
所

の
届
け
出

未
提
出
と
、
結
核
健

康
診
断
報
告
の
未

提
出
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用

者
様
・
ご
家
族
よ
り
、
職
員

の
対
応
に

関
し
て
の
苦
情
が

件
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
改
善

済
み
で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎
月
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
不
合
格
に
な
る
項
目
も
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
、
管
理
意
識

の
向
上

に
努

め
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

介
護

福
祉

士
合

格
率

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

以
下

以
上

名
受

験
し
、

名
合
格
し
た
。
中
で
も
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
模
擬
試
験

に
参
加
し
、
そ
こ
で
結
果

を
出
せ
な
か
っ
た
職

員
が
意
欲

を
高
め
、

合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
模
擬
試

験
が
や
る
気

を
促
進
さ
せ
る
結
果
と
な
り
良
か
っ
た
。

名
古

屋
エ
リ
ア
全
体

で
名
受

験
し
合
格

者
名
。
資
格
取

得
支
援
と
し
て
、
名
古
屋
エ
リ
ア
で
勉
強
会
を
開
催
し
た
が
、
業
務

の
都
合
上

参
加

者
名
と
少

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
来

年
度
の
課
題
と
し
て
、
支
援
方
法
を
含
め
て
検
討

が
必
要

で
あ
る
。

毎
月

の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
と
、
職
員

へ
の
声
か
け
・
表
情
チ
ェ
ッ
ク
を
意
識

し
、
職
員
の
精

神
的
な
負
担
軽
減
に
努

め
た
。
ま
た
、
風

通
し
の
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
の
面
談

に
は
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
。

急
な
欠

員
に
対
し
、
職
員
の
補

充
が
で
き
ず
、
有
給
消
化
が
計
画

通
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
も
職
員
同
士

が
フ
ロ
ア

を
超

え
て
協
力
し
合
い
、
有

給
取
得
で
き
る
よ
う
努

め
る
こ
と
は
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

千
円

件
以

上

月
回

千
円

件

月
回

上
半

期
に
つ

い
て
は
安
定
し
た
稼
働

を
保
つ

こ
と
が
で
き
た
が
、
下
半
期

は
入
院
者

が
同
時
期

に
数
名
発
生
し
た
際
の
補
填
が
間

に

合
わ
ず
、
大
き
く
稼
働

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

稼
働

率
に
つ

い
て
は
、
目
標
値
よ
り
下
回

っ
て
い
た
も
の
の
、
平
均
要
介
護

度
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、
収
入
額
に
対
す
る
影

響
は
少
な
く
、

目
標

を
下

回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

新
た
に
創
設
さ
れ
た
口
腔
衛
生
管

理
体
制
加

算
等
の
加
算

の
算
定
条
件

に
合
致
せ
ず
、
取

得
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
来
年
度
も
加
算

算
定

を
意
識
し
、
取
得

可
能
な
加
算
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
算
定

を
行

っ
て
い
く
。

予
算

執
行
状
況

は
毎
月
確

認
で
き
て
い
た
が
、
修
繕
費
用
等
の
予

期
せ
ぬ
出
費
や
、
計
画
通
り
の
購
入
を
す
す

め
て
い
な
い
部
分
も

あ
っ
た
た
め
、
更

に
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

★
情
報
共
有
と
信
頼

関
係
の
構

築

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

食
事

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

年
回

以
上

の
ご
家

族
参

加
率

件

月
回

件

件

達
成

月
回

件

％

接
遇

に
関
し
て
は

の
満
足

度
を
獲
得
で
き
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
フ
ロ
ア
全
体

の
満
足

度
は
高
か
っ
た
が
、
居
室
・
ト
イ
レ
掃
除

の
と
こ
ろ
で
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

の
装
飾
に
つ
い
て
、
季
節

感
が
あ
る
な
ど
高
評
価
が
得
ら
れ
た
。

他
職

種
と
よ
く
ケ
ア
方
法

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
利
用
者
様
一
人
一
人

に
対
し
て
の
よ
り
よ
い
ケ
ア
の
実
現
を
目
指
し
た
。
不

適
切
ケ
ア
の

発
生

は
な
か
っ
た
。

食
事

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な
い
月

は
、
お
や

つ
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
目
の
前
で
作
っ
て
、
食

べ
て
と
‘
食
’
へ
の
興
味

や
美
味
し
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
満
足
度

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

他
職

種
と
よ
く
話
し
合
っ
て
連
携

し
、
利
用
者

様
に
あ
っ
た
ケ
ア
の
提
供
が
で
き
、
目
標

達
成
に
つ

な
が
っ
た
。

前
月

に
ご
家
族

へ
連
絡
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
参
加

を
促
し
た
。
ご
家
族

の
都

合
（
体
調

不
良
等
）
に
て
日
程
の
調

整
が

難
し
い
時

は
、
勤
務
変
更
し
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
調
整
を
行
っ
た
。
今

後
も
情
報
共
有

の
為

、
調
整

を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

対
策

や
ル
ー

ル
の
確

認
と
見

直
し

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

回
目

で
高
齢
者
虐

待
の
定
義

や
身
体
拘
束

に
つ
い
て
の
教
育
を
行

い
、

回
目
で
知
識

の
習
得

が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

回

目
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
に
つ

い
て
の
教
育
を
行
っ
た
。
不
適
切
な
ケ
ア
を
許
さ
な
い
た
め
の
効
果

は
出
て
い
る
。

勉
強

会
の
開

催
は
で
き
た
が
、
業
務
都
合
上
、
出
席

で
き
た
職
員
は
少
な
く
、
勉
強

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
へ
の
教
育
方
法
を

構
築

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
て
ル
ー
ル
の
確
認

と
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
見
直
し
を
行

う
中
で
、
現
状
と
一
致
し
な
い
ル
ー
ル
も

あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

利
用

者
様
の
離
設
が
あ
り
、
ご
家
族
に
も
多
大

な
心
配
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
再
発
防
止
策

を
考
え
、
実
施
し
て
い
る
が
、
定
期

的
に

効
果

の
確
認
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎
月
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
不
合
格
に
な
る
項
目
も
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
、
管
理
意
識
の
向
上

に
努

め
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

介
護

福
祉

士
合

格
率

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

リ
ー

ダ
ー

に
値

す
る
人

材
育

成

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

名

以
下

以
上

名

事
業

所
と
し
て
は
、

名
受

験
し
、

名
と
も
合

格
し
、

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

名
と
も
勉
強
熱
心
で
、
エ
リ
ア
で
行
っ
た
模
擬

試
験

に
も
参
加
し
、
良

い
成
績

を
お
さ
め
て
い
た
。

名
古

屋
エ
リ
ア
全
体
で

名
受
験

し
合
格

者
名
。
資
格
取
得
支
援
と
し
て
、
名
古

屋
エ
リ
ア
で
勉
強
会
を
開
催
し
た
が
、
業
務

の
都
合
上

参
加

者
名
と
少

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
来

年
度
の
課
題
と
し
て
、
支
援
方
法
を
含
め
て
検
討

が
必
要

で
あ
る
。

対
象

者
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー

ス
に
も
参
加
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
、
今
後
も
期

待
の
で
き
る
人
材
へ
と
育
っ
た
。

看
護

職
名
（
ご
家
庭
の
事
情
）
、
介
護
職

名
（
時
給
の
問
題
、
メ
ン
タ
ル
の
問

題
）
の
退
職
が
あ
っ
た
。
介
護
職
員

に
関
し
て
は
繰
り
返
し

面
談

を
行
っ
た
が
、
退
職
と
い
う
結

果
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
職
員
の

に
い
か
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

目
標

達
成
で
き
た
要
因

と
し
て
は
、
年
度
始

め
に
立
て
た
年
間
計
画

に
沿
っ
て
、
有
給

取
得
を
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
職
員
も

平
等

に
取
得
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

，
千

円

月
回

，
千

円

月
回

空
室

が
後

期
最

大
３
室

あ
り
、
申

込
み

名
簿

の
洗

い
出

し
や

新
聞

広
告

の
チ
ラ
シ
掲

載
を
は
じ
め
と
し
た
チ
ラ
シ
を
各

所
に
配

布
す

る
な
ど

営
業

活
動
を
行

っ
た
が
、
十
分
な
効

果
が
得

ら
れ
ず

、
３
月
末

に
お
い
て
も
１
室
の
空
室
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

稼
働

率
が
目

標
数

値
よ
り
下

回
り
、
収

支
差
益

額
も
目

標
数

値
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
。
待

機
者
の
確

保
が
出

来
な
く
、
退

居
後

の
入

居
調

整
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
か
っ
た
。

利
用

者
様

の
募

集
を
行

う
た
め
、
電

化
製

品
設
置

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行

い
、
ま
た
新
聞

チ
ラ
シ
等

を
配

布
す

る
こ
と
で
、
営
業

活
動

を
充
実
さ

せ
た
。
経
費
は
予
定

よ
り
増
額
と
な
っ
た
が
、
入
居
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

定
期

巡
回

、
環

境
整

備
の
実

施

件

日
１
回

未
実

施

件

日
１
回

職
員

の
交

代
が
続

き
、
調

査
に
つ

い
て
は
、
実

施
に
至

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代

わ
り
現

任
Ｌ
Ｓ
Ａ
が
入

居
者

様
か
ら
の
要

望
を
確

認
し
て

い
く
こ
と
で
、
徐

々
に
で
は
あ
る
が
信
頼

関
係

は
構

築
で
き
つ

つ
あ
る
。
環
境
面

や
安

心
頂

け
る
環

境
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
意
見
要

望
を
傾
聴

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

意
見

要
望
を
丁
寧
に
傾

聴
し
て
い
く
こ
と
で
、
安
心
感
を
持
っ
て
頂
き
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

１
日

に
１
回
フ
ロ
ア
を
巡
回

し
、
利

用
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
た
り
、
環

境
面

の
確

認
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

に
て
週
１
回
行

わ
れ
て
い
る
自
主
的
な
交
流

活
動

に
つ
い
て
も
状

況
把
握

と
サ
ポ
ー

ト
に
努

め
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

★
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務
の
負
担

軽
減

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

地
域

清
掃

活
動

の
実

施

年
回

年
回

件

不
合

格
数

月
１
回

年
回

年
回

件

不
合

格
数

月
１
回

基
本

的
知

識
が
確

認
で
き
、
ど
う
い
う
行

為
が
虐

待
や

不
適

切
行

為
に
当

た
る
か
が
理
解

で
き
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
利

用
者
様

と
接

す
る

上
で
の
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

話
し
方

や
利
用

者
様
の
気
持
ち
に
た
っ
て
の
接
し
方
の
振
り
返
り
の
良

い
機
会

に
な
っ
た
。

市
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
各

種
法
令

や
法
人
内
の
ル
ー

ル
、
手
続
き
の
遵

守
し
、
業
務
運

営
に
努
め
て
き
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎

月
確

認
を
行

う
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
不

合
格

に
な
る
項

目
も
な
か
っ
た
。
引

き
続

き
、
管

理
意

識
の
向

上
に
努

め
て
き

た
。

利
用

者
様

に
参
加

を
呼
び
か
け
毎

月
の
施

設
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行

い
定

着
し
て
き
た
。
ま
た
、
町
内
で
行

う
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
も
積
極
的

に
参

加
を
頂
き
、
地

域
と
の
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

感
染

症
の
勉

強
会

へ
の
参

加

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

年
回

％

％

年
回

％

％

勉
強

会
に
参
加

す
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
話
題

や
情

報
を
、
利
用

者
様

に
伝
え
生
活

の
情
報

と
し
て
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
（
感

染
症

や
防
災
な
ど
）

高
優

賃
に
お

い
て
は
、
年

度
当

初
１
名

採
用
し
た
が
、
継

続
で
き
な
く
新

た
に
採
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
継

続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
仕

事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
活
動

内
容

の
選
定
や

環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

有
給

取
得

に
つ

い
て
は
、
月

１
日

を
目

標
に
取

得
を
計

画
し
て
い
た
が
、
若

干
取

得
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
計

画
的

に

取
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

★
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
加
算

の
算
定

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

算
定

可
能

な
加

算
の
取

得
件

数

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

千
円

件
以

上

月
回

千
円

件

月
回

上
半

期
に
つ

い
て
は
安
定
し
た
稼
働

を
保
つ

こ
と
が
で
き
た
が
、
下
半
期

は
入
院
者

が
同
時
期

に
数
名
発
生
し
た
際
の
補
填
が
間

に

合
わ
ず
、
大
き
く
稼
働

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

稼
働

率
に
つ

い
て
は
、
目
標
値
よ
り
下
回

っ
て
い
た
も
の
の
、
平
均
要
介
護

度
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、
収
入
額
に
対
す
る
影

響
は
少
な
く
、

目
標

を
下

回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

新
た
に
創
設
さ
れ
た
口
腔
衛
生
管

理
体
制
加

算
等
の
加
算

の
算
定
条
件

に
合
致
せ
ず
、
取

得
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
来
年
度
も
加
算

算
定

を
意
識
し
、
取
得

可
能
な
加
算
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
算
定

を
行

っ
て
い
く
。

予
算

執
行
状
況

は
毎
月
確

認
で
き
て
い
た
が
、
修
繕
費
用
等
の
予

期
せ
ぬ
出
費
や
、
計
画
通
り
の
購
入
を
す
す

め
て
い
な
い
部
分
も

あ
っ
た
た
め
、
更

に
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

★
情
報
共
有
と
信
頼

関
係
の
構

築

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

食
事

イ
ベ

ン
ト
開

催
件

数

職
員

関
与

に
伴

う
事

故
件

数

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

年
回

以
上

の
ご
家

族
参

加
率

件

月
回

件

件

達
成

月
回

件

％

接
遇

に
関
し
て
は

の
満
足

度
を
獲
得
で
き
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
フ
ロ
ア
全
体

の
満
足

度
は
高
か
っ
た
が
、
居
室
・
ト
イ
レ
掃
除

の
と
こ
ろ
で
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

の
装
飾
に
つ
い
て
、
季
節

感
が
あ
る
な
ど
高
評
価
が
得
ら
れ
た
。

他
職

種
と
よ
く
ケ
ア
方
法

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
利
用
者
様
一
人
一
人

に
対
し
て
の
よ
り
よ
い
ケ
ア
の
実
現
を
目
指
し
た
。
不

適
切
ケ
ア
の

発
生

は
な
か
っ
た
。

食
事

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な
い
月

は
、
お
や

つ
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
目
の
前
で
作
っ
て
、
食

べ
て
と
‘
食
’
へ
の
興
味

や
美
味
し
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
達
成

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
満
足
度

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

他
職

種
と
よ
く
話
し
合
っ
て
連
携

し
、
利
用
者

様
に
あ
っ
た
ケ
ア
の
提
供
が
で
き
、
目
標

達
成
に
つ

な
が
っ
た
。

前
月

に
ご
家
族

へ
連
絡

し
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
参
加

を
促
し
た
。
ご
家
族

の
都

合
（
体
調

不
良
等
）
に
て
日
程
の
調

整
が

難
し
い
時

は
、
勤
務
変
更
し
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
調
整
を
行
っ
た
。
今

後
も
情
報
共
有

の
為

、
調
整

を
行
っ
て
い
く
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

対
策

や
ル
ー

ル
の
確

認
と
見

直
し

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

年
回

年
回

月
回

件

不
合

格
数

回
目

で
高
齢
者
虐

待
の
定
義

や
身
体
拘
束

に
つ
い
て
の
教
育

を
行

い
、

回
目
で
知
識

の
習
得

が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

回

目
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
に
つ

い
て
の
教
育
を
行
っ
た
。
不
適
切
な
ケ
ア
を
許
さ
な
い
た
め
の
効
果

は
出
て
い
る
。

勉
強

会
の
開

催
は
で
き
た
が
、
業
務
都
合
上
、
出
席

で
き
た
職
員
は
少
な
く
、
勉
強

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
へ
の
教
育
方
法
を

構
築

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
て
ル
ー
ル
の
確
認

と
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
見
直
し
を
行

う
中
で
、
現
状
と
一
致
し
な
い
ル
ー
ル
も

あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

利
用

者
様
の
離
設
が
あ
り
、
ご
家
族
に
も
多
大

な
心
配
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
再
発
防
止
策

を
考
え
、
実
施
し
て
い
る
が
、
定
期

的
に

効
果

の
確
認
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎
月
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
不
合
格
に
な
る
項
目
も
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
、
管
理
意
識
の
向
上

に
努

め
る
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

介
護

福
祉

士
合

格
率

介
護

支
援

専
門

員
合

格
率

リ
ー

ダ
ー

に
値

す
る
人

材
育

成

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

名

以
下

以
上

名

事
業

所
と
し
て
は
、

名
受

験
し
、

名
と
も
合

格
し
、

を
達

成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

名
と
も
勉
強
熱
心
で
、
エ
リ
ア
で
行
っ
た
模
擬

試
験

に
も
参
加
し
、
良

い
成
績

を
お
さ
め
て
い
た
。

名
古

屋
エ
リ
ア
全
体
で

名
受
験

し
合
格

者
名
。
資
格
取
得
支
援
と
し
て
、
名
古

屋
エ
リ
ア
で
勉
強
会
を
開
催
し
た
が
、
業
務

の
都
合
上

参
加

者
名
と
少

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
来

年
度
の
課
題
と
し
て
、
支
援
方
法
を
含
め
て
検
討

が
必
要

で
あ
る
。

対
象

者
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー

ス
に
も
参
加
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
、
今
後
も
期

待
の
で
き
る
人
材
へ
と
育
っ
た
。

看
護

職
名
（
ご
家
庭
の
事
情
）
、
介
護
職

名
（
時
給
の
問
題
、
メ
ン
タ
ル
の
問

題
）
の
退
職
が
あ
っ
た
。
介
護
職
員

に
関
し
て
は
繰
り
返
し

面
談

を
行
っ
た
が
、
退
職
と
い
う
結

果
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
職
員
の

に
い
か
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

目
標

達
成
で
き
た
要
因

と
し
て
は
、
年
度
始

め
に
立
て
た
年
間
計
画

に
沿
っ
て
、
有
給

取
得
を
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
職
員
も

平
等

に
取
得
で
き
た
。
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平
成
３
０
年
度

事
業
報
告

事
業
所
名
）
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

（
施
設
名
）
グ
レ
イ
ス
フ
ル
上
前
津

事
業
所
の
経
営
方
針
：
．
職
員
間
・
ご
家
族
の
情
報
共
有
を
行
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

．
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
施
に
よ
り
、
質
の
向
上
を
図
る

．
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
確
保
す
る

．
安
定
し
た
稼
動
と
有
効
な
稼
働
管
理
を
行
う

視
点

目
標

評
価
指
標

３
０
目
標
値

結
果
数
値

評
価
・
反
省

財
務

目
標
稼
働
率

の
達
成

★
適
切
な
収
支
差
益

の
確
保

適
切
な
予
算
執
行

稼
働

率

収
支

差
益

額

予
算

執
行

状
況

の
確

認
実

施

，
千

円

月
回

，
千

円

月
回

空
室

が
後

期
最

大
３
室

あ
り
、
申

込
み

名
簿

の
洗

い
出

し
や

新
聞

広
告

の
チ
ラ
シ
掲

載
を
は
じ
め
と
し
た
チ
ラ
シ
を
各

所
に
配

布
す

る
な
ど

営
業

活
動
を
行

っ
た
が
、
十
分
な
効

果
が
得

ら
れ
ず

、
３
月
末

に
お
い
て
も
１
室
の
空
室
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

稼
働

率
が
目

標
数

値
よ
り
下

回
り
、
収

支
差
益

額
も
目

標
数

値
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
。
待

機
者
の
確

保
が
出

来
な
く
、
退

居
後

の
入

居
調

整
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
か
っ
た
。

利
用

者
様

の
募

集
を
行

う
た
め
、
電

化
製

品
設
置

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行

い
、
ま
た
新
聞

チ
ラ
シ
等

を
配

布
す

る
こ
と
で
、
営
業

活
動

を
充
実
さ

せ
た
。
経

費
は
予
定

よ
り
増
額
と
な
っ
た
が
、
入
居
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
た
。

利
用
者
様
と

ご
家
族

（
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
）

利
用
者
様
満
足

度
の
向
上

★
安
楽
か
つ
快
適
な
生

活
の
確
保

接
遇

マ
ナ
ー

及
び

環
境

評
価

の

満
足

率

不
適

切
ケ
ア
発

生
件

数

定
期

巡
回

、
環

境
整

備
の
実

施

件

日
１
回

未
実

施

件

日
１
回

職
員

の
交

代
が
続

き
、
調

査
に
つ

い
て
は
、
実

施
に
至

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代

わ
り
現

任
Ｌ
Ｓ
Ａ
が
入

居
者

様
か
ら
の
要

望
を
確

認
し
て

い
く
こ
と
で
、
徐

々
に
で
は
あ
る
が
信
頼

関
係

は
構

築
で
き
つ

つ
あ
る
。
環
境
面

や
安

心
頂

け
る
環

境
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
意
見
要

望
を
傾
聴

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

意
見

要
望
を
丁
寧
に
傾

聴
し
て
い
く
こ
と
で
、
安
心
感
を
持
っ
て
頂
き
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

１
日

に
１
回
フ
ロ
ア
を
巡
回

し
、
利

用
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
た
り
、
環

境
面

の
確

認
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

に
て
週
１
回
行

わ
れ
て
い
る
自
主
的
な
交
流

活
動

に
つ
い
て
も
状

況
把
握

と
サ
ポ
ー

ト
に
努

め
て
い
る
。

業
務

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

利
用
者
様
へ

の
適
切
な
ケ
ア
の
提

供

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

情
報
保
護
・
管
理

意
識
の
更
な
る

向
上

★
地
域
貢
献
及
び

介
護
業
務
の
負
担

軽
減

虐
待

、
不

適
切

ケ
ア
撲

滅
に
係

る

勉
強

会
の
開

催
実

績

接
遇

マ
ナ
ー

勉
強

会
の
開

催
実

績

不
適

合
件

数

運
用

確
認

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

地
域

清
掃

活
動

の
実

施

年
回

年
回

件

不
合

格
数

月
１
回

年
回

年
回

件

不
合

格
数

月
１
回

基
本

的
知

識
が
確

認
で
き
、
ど
う
い
う
行

為
が
虐

待
や

不
適

切
行

為
に
当

た
る
か
が
理
解

で
き
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
利

用
者
様

と
接

す
る

上
で
の
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

話
し
方

や
利
用

者
様
の
気
持
ち
に
た
っ
て
の
接
し
方
の
振
り
返
り
の
良

い
機
会

に
な
っ
た
。

市
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
各

種
法
令

や
法
人
内
の
ル
ー

ル
、
手
続
き
の
遵

守
し
、
業
務
運

営
に
努
め
て
き
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
毎

月
確

認
を
行

う
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
不

合
格

に
な
る
項

目
も
な
か
っ
た
。
引

き
続

き
、
管

理
意

識
の
向

上
に
努

め
て
き

た
。

利
用

者
様

に
参
加

を
呼
び
か
け
毎

月
の
施

設
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行

い
定

着
し
て
き
た
。
ま
た
、
町
内
で
行

う
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
も
積
極
的

に
参

加
を
頂
き
、
地

域
と
の
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
材
と

組
織

職
員
の
確
保

と
育
成
戦
略

専
門
職
、
管
理
職
と
し
て
の
必
要
な

知
識
の
向
上

働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
実
現

感
染

症
の
勉

強
会

へ
の
参

加

離
職

率

有
給

休
暇

取
得

率

年
回

％

％

年
回

％

％

勉
強

会
に
参
加

す
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
話
題

や
情

報
を
、
利
用

者
様

に
伝
え
生
活

の
情
報

と
し
て
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
（
感

染
症

や
防
災
な
ど
）

高
優

賃
に
お

い
て
は
、
年

度
当

初
１
名

採
用
し
た
が
、
継

続
で
き
な
く
新

た
に
採
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
継

続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
仕

事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
活
動

内
容

の
選
定
や

環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

有
給

取
得

に
つ

い
て
は
、
月

１
日

を
目

標
に
取

得
を
計

画
し
て
い
た
が
、
若

干
取

得
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
計

画
的

に

取
で
き
た
。
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● 平成３０年度 部会活動報告 ● 

１.相談員部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

6月28日（木） 

グレイスフル塩尻 

28名 ① 重要事項説明書の見直しについて 

② 収入予算作成時の注意点について 

③ 居宅サービス利用料における領収書への医療費控除金額記載について 

④ 指導監査 指示事項 改善報告用のフォルダ設置について 

⑤ 法人共通未収金マニュアルの見直しについて 

⑥ 特養における配置医師による対応及びその他対応方針の作成について 

⑦ 施設サービス契約終了通知書と預かり品・立替金管理委託契約終了通知

書の一本化について 

⑧ ＩＳＯ９００１の本審査における一般観察事項の進捗確認について 

⑨ 部会勉強会：稼働率向上の取り組みについて 

9月18日（火） 

ジョイフル名駅 

25名 ① 重要事項説明書・契約書の見直しについて（進捗状況報告） 

② 入居者の健康管理における協定書について（進捗状況の報告） 

③ 法人減免の見直しについて 

④ ＩＳＯ９００１是正報告書の内容及び対応の確認 

⑤ 部会勉強会：営業・稼働率向上について 

12月6日（木） 

ジョイフル多治見 

29名 ① 居宅サービス利用料のおける領収書への医療費控除金額記載について 

② 施設サービス契約終了通知書と預かり品・立替金管理委託契約終了通知

書の一本化について 

③ 重要事項説明書・契約書の見直しについて（進捗状況の確認） 

④ 平成31年度相談員部会の取り組み、部会勉強会の内容検討について 

⑤ 各エリアにおける稼働状況の確認 

⑥ 介護保険法、老人福祉法実地指導報告 

⑦ 配置医師との協定書について 

⑧ 作業マニュアル、様式の統一について 

⑨ 未収金の対応について 

⑩ 法人統合の事務手続きの進捗状況確認 

⑪ 部会勉強会：接遇マナー苦情対応について 

3月19日（火） 

ジョイフル名駅 

28名 ① 居宅サービス利用料における領収書への医療費控除金額記載について 

② 相談員部会部会長について 

③ 法人統合に伴う手続きの確認 

④ 満足度調査における食事の満足度の項目について 

⑤ 実地指導報告 

⑥ 各エリアにおける稼働状況報告 

⑦ ISO受け入れフローの統一について 

⑧ 部会勉強会：業務改善・働き方改革 

 
（２）活動の成果と問題点 
・定例会議開催 

活動計画に基づき、各エリアにおいて毎月１回相談員会議を実施した。合同相談員部会は年４回開催し、併せて相

談員勉強会も実施した。 

・収入予算作成時のポイント・注意点について 

収入予算を作成する際の注意点やポイントとして、収入予算作成ツールの内容、数式の確認。稼働率、今後見込ま
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れる平均稼働率の設定。加算の算定条件を確認し入力する事。減免制度対象者に応じた減免額の設定。制度改正時

の報酬額変更の対応などを挙げ、教育を実施した。 

・居宅サービス利用料における領収書への医療費控除金額の記載について 

居宅サービスの中には医療系サービスと併用することにより利用料が医療費控除の対象となるケースがあるが、医

療保険によるサービスを利用された際に、居宅サービス担当者にて把握ができず医療費控除の金額を掲載できない

ケースが発生した。今後、同じミスを予防するため、平成３１年４月より該当する居宅サービス領収書へ医療費控

除金額と、「医療系サービスを利用した際に記載の金額が医療費控除の対象となる」旨を併記し運用を開始するこ

ととした。 

・配置医師との協定書の作成 

介護保険法の改正にて、介護老人福祉施設において緊急時等の対応について配置医師との連携や対応方法について

定める事となった。相談員部会にて内容を検討し「嘱託医師」「常勤医師」「精神科医師」に分けて健康管理におけ

る協定書の様式を作成し、運用を開始することができた。 

・部会勉強会の実施 

第１回、第２回相談員部会においては稼働率の向上や営業に関して勉強会を実施した。稼働率の面では、利用依頼

があった際に自施設が満床であったとしても他施設の空き状況を確認し、利用に繋げる事によりエリア全体の稼働

向上を目指すことを意識づけする事ができた。第３回は接遇マナー・苦情対応についてのテーマで勉強会を実施し

た。主任相談員相当を対象として実施したSTSラーニングでの学びを元に教育内容を検討し、正しい名刺の受け渡

しなどのマナーについて教育し水平展開をすることができた。第４回では、業務改善・働き方改革をテーマにして

実施する。 

・今後の課題 

入所施設においては、待機者を更に確保し安定した稼働率を維持していく事が求められる。そのためには、相談員

の調整力の向上や、居宅サービスとの連携、居宅介護支援事業所に対する営業スキルの向上が必要である。 

教育については経験年数の浅い相談員が増えているため、経験年数に応じた教育内容とする事が求められる。平成

３１年度においては、経験が１～２年の相談員と３年以上の相談員とを分割し、それぞれの経験値に応じた内容に

て教育を展開していきたいと考えている。 

 

２.グループホーム部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月24日（木） 
グレイスフル塩尻 
グレイスフル春日井 

（ＴＶ会議） 

14名 ①人員配置・加算条件等の確認 
 ・身体拘束廃止未実施減算に係る委員会（各事業所）の開催状況 
 ・入院時費用加算について行政の見解 
→要件や届出を見落とすことがないよう事業所ごとに確認し、整備する。 

②30年度GH部会活動計画について 
 ・ハウスマネージャーの交換研修を、エリア間（長野⇔愛岐）で実施する。 
 ・外部講師による認知症ケアの勉強会を、7月に合同で調整する。 
③ハピネスチェックについて 
 ・パーソンセンタードケアの立場（評価視点）となる項目を加え、全職員

が理解し易いように様式を修整。 
④共通アセスメントシートについて 
 ・愛岐エリアで共通アセスメントシートと並行し使用していた様式を確認

するとともに、共通アセスメントシートの特記事項の活用法について意見

交換した。 
8月 21日(木） 
グレイスフル塩尻 

（集合会議） 

14名 ① ハウスマネージャーの交換研修について 
・それぞれ自事業所のアピールポイントを示し、どの事業所で学びたいか

を検討。愛岐エリアより研修の日程を決定した。 
② 契約書及び重要事項説明書変更について 

 ・部会検討会議、行政から連絡、指示が来ている部分について追記、修正

を行った。 
③ アセスメント表について 
 ・愛岐エリアで共通アセスメントシートと並行し使用していた様式を長野

エリアでも使用し、今後の活用法について意見交換する。  
11月29日（木） 

グレイスフル春日井 
（集合会議） 

 

12名 ①ハウスマネージャーの交換研修について 
 ・11月に布袋→日義、八田→塩尻で実施。（研修報告書参照） 
②30年度GH部会活動内容の進捗状況確認 
 ＜全体＞ 
 ・ハピネスチェックやMMSEについて、事業所毎に回数を設定し（概ね

1～2回）実施。 
 ・認知症ケアの質の向上について、外部講師による勉強会を7月に実施。 
 ＜愛岐エリア＞ 
 ・各事業所における困難事例を取り上げ、事例検討会として定期的に勉強

会を実施。内容については各事業所へ水平展開し、共通理解のもと認知症

ケアの理解や専門性を高めている。 
 ・ケアマネ交流会を 5 月と 11 月に実施し、ケアマネージャー同士の意見

交換や情報共有を図り、安定したサービス提供に繋げている。 
 ＜長野エリア＞ 
 ・認知症実践者研修を通して、参加者以外の職員も提出課題に取り組み、

専門的知識の習得やスキルアップに繋げている。 
 ・職員のストレスケアについて、アンケート集約後のフィードバック方法

について検討し、不適切ケアの防止や離職防止に繋げている。 
④ 31年度GH部会活動計画案について（平成31年度活動計画案参照） 

3月28日（木） 
ジョイフル多治見 
グレイスフル塩尻 
（テレビ会議） 

14名 ① 31年度新体制の確認 
 ・31年度の部会長、各エリア代表及び部会参加者について異動等による 
 新しい体制の確認を行った。 
② 人員配置・加算条件等の確認 
・身体拘束未実施減算に係る委員会開催状況の確認および「身体拘束等の

適正化のための指針」が各事業所において掲示されているかの確認を行っ

た。 
③ 30年度部会活動報告について 
・各開催された会の議事録担当者が開催状況を記載し、活動の成果と問題

点については各参加者により意見・反省を記載した。 
④ 業務マニュアルの統一について 
・部会担当者にて作成したマニュアル・フローについて各エリアより意見

を出し合い、その意見をもとに再度担当者にて変更・追記を行う。 
⑤ ハウスマネージャー交換研修報告 
・共有フォルダにて各研修報告書を確認し、情報共有を行う。 

⑥ 31年度の部会開催日程について 
 ・会議予定日を決定した。 

 
（２）活動の成果と問題点 
＜成果＞ 
・ハピネスチェックの様式に項目（パーソンセンタードケアの理解）を加えたことで内容が分かり易くなり、個別ケア

の充実に繋げるツールとして取入れることができた。 
・長野と愛岐エリア間で、ハウスマネージャーの交換研修を計6回実施した。ハウスマネージャーの業務や事業所毎の

取組みについて意見交換し、自事業所や各エリアで報告・検討した上で新しい取り組みについて取り入れることがで

きた。 

− 184 − − 185 −



れる平均稼働率の設定。加算の算定条件を確認し入力する事。減免制度対象者に応じた減免額の設定。制度改正時

の報酬額変更の対応などを挙げ、教育を実施した。 

・居宅サービス利用料における領収書への医療費控除金額の記載について 

居宅サービスの中には医療系サービスと併用することにより利用料が医療費控除の対象となるケースがあるが、医

療保険によるサービスを利用された際に、居宅サービス担当者にて把握ができず医療費控除の金額を掲載できない

ケースが発生した。今後、同じミスを予防するため、平成３１年４月より該当する居宅サービス領収書へ医療費控

除金額と、「医療系サービスを利用した際に記載の金額が医療費控除の対象となる」旨を併記し運用を開始するこ

ととした。 

・配置医師との協定書の作成 

介護保険法の改正にて、介護老人福祉施設において緊急時等の対応について配置医師との連携や対応方法について

定める事となった。相談員部会にて内容を検討し「嘱託医師」「常勤医師」「精神科医師」に分けて健康管理におけ

る協定書の様式を作成し、運用を開始することができた。 

・部会勉強会の実施 

第１回、第２回相談員部会においては稼働率の向上や営業に関して勉強会を実施した。稼働率の面では、利用依頼

があった際に自施設が満床であったとしても他施設の空き状況を確認し、利用に繋げる事によりエリア全体の稼働

向上を目指すことを意識づけする事ができた。第３回は接遇マナー・苦情対応についてのテーマで勉強会を実施し

た。主任相談員相当を対象として実施したSTSラーニングでの学びを元に教育内容を検討し、正しい名刺の受け渡

しなどのマナーについて教育し水平展開をすることができた。第４回では、業務改善・働き方改革をテーマにして

実施する。 

・今後の課題 

入所施設においては、待機者を更に確保し安定した稼働率を維持していく事が求められる。そのためには、相談員

の調整力の向上や、居宅サービスとの連携、居宅介護支援事業所に対する営業スキルの向上が必要である。 

教育については経験年数の浅い相談員が増えているため、経験年数に応じた教育内容とする事が求められる。平成

３１年度においては、経験が１～２年の相談員と３年以上の相談員とを分割し、それぞれの経験値に応じた内容に

て教育を展開していきたいと考えている。 

 

２.グループホーム部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月24日（木） 
グレイスフル塩尻 
グレイスフル春日井 

（ＴＶ会議） 

14名 ①人員配置・加算条件等の確認 
 ・身体拘束廃止未実施減算に係る委員会（各事業所）の開催状況 
 ・入院時費用加算について行政の見解 
→要件や届出を見落とすことがないよう事業所ごとに確認し、整備する。 

②30年度GH部会活動計画について 
 ・ハウスマネージャーの交換研修を、エリア間（長野⇔愛岐）で実施する。 
 ・外部講師による認知症ケアの勉強会を、7月に合同で調整する。 
③ハピネスチェックについて 
 ・パーソンセンタードケアの立場（評価視点）となる項目を加え、全職員

が理解し易いように様式を修整。 
④共通アセスメントシートについて 
 ・愛岐エリアで共通アセスメントシートと並行し使用していた様式を確認

するとともに、共通アセスメントシートの特記事項の活用法について意見

交換した。 
8月 21日(木） 
グレイスフル塩尻 

（集合会議） 

14名 ① ハウスマネージャーの交換研修について 
・それぞれ自事業所のアピールポイントを示し、どの事業所で学びたいか

を検討。愛岐エリアより研修の日程を決定した。 
② 契約書及び重要事項説明書変更について 

 ・部会検討会議、行政から連絡、指示が来ている部分について追記、修正

を行った。 
③ アセスメント表について 
 ・愛岐エリアで共通アセスメントシートと並行し使用していた様式を長野

エリアでも使用し、今後の活用法について意見交換する。  
11月29日（木） 

グレイスフル春日井 
（集合会議） 

 

12名 ①ハウスマネージャーの交換研修について 
 ・11月に布袋→日義、八田→塩尻で実施。（研修報告書参照） 
②30年度GH部会活動内容の進捗状況確認 
 ＜全体＞ 
 ・ハピネスチェックやMMSEについて、事業所毎に回数を設定し（概ね

1～2回）実施。 
 ・認知症ケアの質の向上について、外部講師による勉強会を7月に実施。 
 ＜愛岐エリア＞ 
 ・各事業所における困難事例を取り上げ、事例検討会として定期的に勉強

会を実施。内容については各事業所へ水平展開し、共通理解のもと認知症

ケアの理解や専門性を高めている。 
 ・ケアマネ交流会を 5 月と 11 月に実施し、ケアマネージャー同士の意見

交換や情報共有を図り、安定したサービス提供に繋げている。 
 ＜長野エリア＞ 
 ・認知症実践者研修を通して、参加者以外の職員も提出課題に取り組み、

専門的知識の習得やスキルアップに繋げている。 
 ・職員のストレスケアについて、アンケート集約後のフィードバック方法

について検討し、不適切ケアの防止や離職防止に繋げている。 
④ 31年度GH部会活動計画案について（平成31年度活動計画案参照） 

3月28日（木） 
ジョイフル多治見 
グレイスフル塩尻 
（テレビ会議） 

14名 ① 31年度新体制の確認 
 ・31年度の部会長、各エリア代表及び部会参加者について異動等による 
 新しい体制の確認を行った。 
② 人員配置・加算条件等の確認 
・身体拘束未実施減算に係る委員会開催状況の確認および「身体拘束等の

適正化のための指針」が各事業所において掲示されているかの確認を行っ

た。 
③ 30年度部会活動報告について 
・各開催された会の議事録担当者が開催状況を記載し、活動の成果と問題

点については各参加者により意見・反省を記載した。 
④ 業務マニュアルの統一について 
・部会担当者にて作成したマニュアル・フローについて各エリアより意見

を出し合い、その意見をもとに再度担当者にて変更・追記を行う。 
⑤ ハウスマネージャー交換研修報告 
・共有フォルダにて各研修報告書を確認し、情報共有を行う。 

⑥ 31年度の部会開催日程について 
 ・会議予定日を決定した。 

 
（２）活動の成果と問題点 
＜成果＞ 
・ハピネスチェックの様式に項目（パーソンセンタードケアの理解）を加えたことで内容が分かり易くなり、個別ケア

の充実に繋げるツールとして取入れることができた。 
・長野と愛岐エリア間で、ハウスマネージャーの交換研修を計6回実施した。ハウスマネージャーの業務や事業所毎の

取組みについて意見交換し、自事業所や各エリアで報告・検討した上で新しい取り組みについて取り入れることがで

きた。 
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・外部講師によるパーソンセンタードケアの勉強会をＴＶ会議で行い、認知症ケアに対する理解の向上を図った。 
・平成 30年 4月より導入された身体拘束廃止未実施減算対策のための確認を含め、人員配置・加算条件等の確認を行

い、不安なく運営を行うことができた。 
 
＜問題点＞ 
・会議議題については事前にエリア毎で意見を集約して部会に臨んだが、意見がまとまらず次の会議に持ち越しもあっ

た。エリア担当者より進捗状況の確認や情報交換、発信を随時行い、部会にて決定する。 
・ハピネスチェックについて、事業所によっては上手く活用できていない部分もあるため、評価結果の活かし方（ケア

プランへの落とし込み方など）を情報共有し、実践に繋げていく。 
・ハウスマネージャーの交換研修においては施設見学的な要素も必要であるが、ハウスマネージャーのスキルアップが

目的であることからハウスマネージャー業務を意識し研修に臨む必要がある。次年度はハウスマネージャーの職責に

基づいた視点をより意識して行う。 

 

３. リハビリ部会 活動報告 

（１）開催状況  

開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

4月18日（水） 

TV会議 

〈DC・DS担当〉 

18名 ①介護報酬改定後の対応について 提案者 篠田 

②要支援の方への加算算定・移行の状況 提案者 洞 

③情報共有 

④個別機能訓練計画書、リハビリテーション計画書について 

5月16日（水） 

TV会議 

〈特養担当〉 

13名 ①2018年度改定について    提案者 GF春日井 山内 

②褥瘡に対するリハビリ職員の取り組み  

提案者 JF各務原 玉田  

③ノーリフティングのラウンドについて  

提案者 GF下諏訪 松本 

④各事業所報告 前月の特養稼働率 前月の加算状況 1 日の平均個別リハ

ビリ実施人数  

グループリハビリ実施人数 提案者 第2JF 足立 

⑤特養もしくはショートステイで取得可能な加算の確認    

提案者 GF上松 野尻 

6月20日（水） 

TV会議 

〈老健担当〉 

20名 ①リショーネの使用状況(対象者選定含む)について       

提案者 GF下諏訪 柳澤 

②在宅復帰・支援指の対応力を高める方法について検討  

提案者 篠田 

③ISO9001事業計画実行計画のリハビリの取り組み  

提案者 FC江南 藤岡 

④介護報酬改定後の業務の変化について（点数化され、取り組み始めた事

など） 提案者 GF春日井 福田  

⑤退所前後訪問の実施状況（対象,ﾒﾝﾊﾞｰ,ﾀｲﾐﾝｸﾞ,頻度等） 

提案者 FC江南 吉田 

7月21日（土） 

ジョイフル多治見 

〈リハビリ部会全体〉 

39名 ①勉強会『ノーリフティングポリシー：実技中心』 提案者 篠田 

②福祉用具『リーパッド』の紹介  提案者 第2JF足立 

③『計画書内容とポイントケア上の記録相違について』 

提案者 GF下諏訪 尾崎    

④在宅復帰・支援指の対応力を高める方法について検討（6月 TV会議から

の持ち越し） 提案者 篠田リハビリ統括責任者 

⑤ラウンド評価表用紙の法人内統一について』 提案者 GF下諏訪 尾崎 

8月15日（木） 

TV会議 

〈訪問リハビリ担当〉 

9名 ①事業所医師の診療について ※H30.7開催部会からの継続検討 

②診療情報提供書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

③医師との連携について  ※H30.7開催部会からの継続検討 

④重要事項説明書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

⑤個人情報同意書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

⑥制度改定後の各事業所の状況について 

⑦その他 

9月21日（金） 

ジョイフル多治見 

〈代表者会〉 

8名 ①内部監査チェックリストについて見直し  

提案者 JF名駅 末𠮷𠮷𠮷𠮷 

②リハビリ主任、リハビリ長の役職者になるための過程   

提案者 GF下諏訪 尾崎 

③交換研修について 提案者 篠田 

10月17日（水） 

TV会議〈DC・DS担当〉 

16名 ①2018年度FC江南実地指導について 提案者 FC江南 丹羽 

②その他 

11月21日（水） 

TV会議〈特養担当〉 

12名 ①2018年度グレイスフル春日井特養実地指導について  

提案者 山内 

②2018年度ジョイフル各務原特養 実地指導について  

提案者 玉田 

③車椅子クッション導入後の使用状態の確認について  

提案者 中村 

④フロア職員のクッションやスライディングボードの使用方法について 

提案者 松本 

12月1日（土） 

ジョイフル多治見 

〈リハビリ部会全体〉 

38名 ①拘縮予防リハビリ用エアー装具の紹介 

（空気の力で腕や手指の拘縮を予防するリハビリ機器）                                         

提案者 JF名駅 都筑 

②スライディングボード一体型車椅子の紹介   GF春日井 洞 

③愛知県老人保健施設協会リハビリ職員研修会報告   

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

『2018年同時改定に伴う老健施設におけるリハビリテーションのありか

た』 

④各種リハビリ計画書内のご本人・ご家族の要望聞き取り方法について 

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

⑤サンフランシスコ研修報告  FC江南 水谷 

⑥役職者・中堅職員の成長を促す取組みについて   

篠田リハビリ統括責任者 

1.職員手帳 第四章 職員の職務 理学療法士の職務・作業療法士の職

務・言語聴覚士の職務 

リハビリ長の職務 リハビリ主任の職務 ・リハビリ統括責任者の職

務 

2.スーパースターシート、スーパースターシートに基づく能力評価表（レ

ベルA～D） 

3.相談員養成（初任者）コースの受講 

4.リハビリ統括責任者による各事業所での教育 

⑦各担当者での情報意見交換  

⑧その他  

1月16日（水） 

TV会議〈老健担当〉 

16名 ①2018年度ジョイフル名駅実地指導について 提案者 末吉 

②2018年度実地指導を踏まえての確認と見直しについて  

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

③その他 経営会議Ⅰ部より 報告者 大兼政施設長 
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・外部講師によるパーソンセンタードケアの勉強会をＴＶ会議で行い、認知症ケアに対する理解の向上を図った。 
・平成 30年 4月より導入された身体拘束廃止未実施減算対策のための確認を含め、人員配置・加算条件等の確認を行

い、不安なく運営を行うことができた。 
 
＜問題点＞ 
・会議議題については事前にエリア毎で意見を集約して部会に臨んだが、意見がまとまらず次の会議に持ち越しもあっ

た。エリア担当者より進捗状況の確認や情報交換、発信を随時行い、部会にて決定する。 
・ハピネスチェックについて、事業所によっては上手く活用できていない部分もあるため、評価結果の活かし方（ケア

プランへの落とし込み方など）を情報共有し、実践に繋げていく。 
・ハウスマネージャーの交換研修においては施設見学的な要素も必要であるが、ハウスマネージャーのスキルアップが

目的であることからハウスマネージャー業務を意識し研修に臨む必要がある。次年度はハウスマネージャーの職責に

基づいた視点をより意識して行う。 

 

３. リハビリ部会 活動報告 

（１）開催状況  

開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

4月18日（水） 

TV会議 

〈DC・DS担当〉 

18名 ①介護報酬改定後の対応について 提案者 篠田 

②要支援の方への加算算定・移行の状況 提案者 洞 

③情報共有 

④個別機能訓練計画書、リハビリテーション計画書について 

5月16日（水） 

TV会議 

〈特養担当〉 

13名 ①2018年度改定について    提案者 GF春日井 山内 

②褥瘡に対するリハビリ職員の取り組み  

提案者 JF各務原 玉田  

③ノーリフティングのラウンドについて  

提案者 GF下諏訪 松本 

④各事業所報告 前月の特養稼働率 前月の加算状況 1 日の平均個別リハ

ビリ実施人数  

グループリハビリ実施人数 提案者 第2JF 足立 

⑤特養もしくはショートステイで取得可能な加算の確認    

提案者 GF上松 野尻 

6月20日（水） 

TV会議 

〈老健担当〉 

20名 ①リショーネの使用状況(対象者選定含む)について       

提案者 GF下諏訪 柳澤 

②在宅復帰・支援指の対応力を高める方法について検討  

提案者 篠田 

③ISO9001事業計画実行計画のリハビリの取り組み  

提案者 FC江南 藤岡 

④介護報酬改定後の業務の変化について（点数化され、取り組み始めた事

など） 提案者 GF春日井 福田  

⑤退所前後訪問の実施状況（対象,ﾒﾝﾊﾞｰ,ﾀｲﾐﾝｸﾞ,頻度等） 

提案者 FC江南 吉田 

7月21日（土） 

ジョイフル多治見 

〈リハビリ部会全体〉 

39名 ①勉強会『ノーリフティングポリシー：実技中心』 提案者 篠田 

②福祉用具『リーパッド』の紹介  提案者 第2JF足立 

③『計画書内容とポイントケア上の記録相違について』 

提案者 GF下諏訪 尾崎    

④在宅復帰・支援指の対応力を高める方法について検討（6月 TV会議から

の持ち越し） 提案者 篠田リハビリ統括責任者 

⑤ラウンド評価表用紙の法人内統一について』 提案者 GF下諏訪 尾崎 

8月15日（木） 

TV会議 

〈訪問リハビリ担当〉 

9名 ①事業所医師の診療について ※H30.7開催部会からの継続検討 

②診療情報提供書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

③医師との連携について  ※H30.7開催部会からの継続検討 

④重要事項説明書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

⑤個人情報同意書について ※H30.7開催部会からの継続検討 

⑥制度改定後の各事業所の状況について 

⑦その他 

9月21日（金） 

ジョイフル多治見 

〈代表者会〉 

8名 ①内部監査チェックリストについて見直し  

提案者 JF名駅 末𠮷𠮷𠮷𠮷 

②リハビリ主任、リハビリ長の役職者になるための過程   

提案者 GF下諏訪 尾崎 

③交換研修について 提案者 篠田 

10月17日（水） 

TV会議〈DC・DS担当〉 

16名 ①2018年度FC江南実地指導について 提案者 FC江南 丹羽 

②その他 

11月21日（水） 

TV会議〈特養担当〉 

12名 ①2018年度グレイスフル春日井特養実地指導について  

提案者 山内 

②2018年度ジョイフル各務原特養 実地指導について  

提案者 玉田 

③車椅子クッション導入後の使用状態の確認について  

提案者 中村 

④フロア職員のクッションやスライディングボードの使用方法について 

提案者 松本 

12月1日（土） 

ジョイフル多治見 

〈リハビリ部会全体〉 

38名 ①拘縮予防リハビリ用エアー装具の紹介 

（空気の力で腕や手指の拘縮を予防するリハビリ機器）                                         

提案者 JF名駅 都筑 

②スライディングボード一体型車椅子の紹介   GF春日井 洞 

③愛知県老人保健施設協会リハビリ職員研修会報告   

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

『2018年同時改定に伴う老健施設におけるリハビリテーションのありか

た』 

④各種リハビリ計画書内のご本人・ご家族の要望聞き取り方法について 

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

⑤サンフランシスコ研修報告  FC江南 水谷 

⑥役職者・中堅職員の成長を促す取組みについて   

篠田リハビリ統括責任者 

1.職員手帳 第四章 職員の職務 理学療法士の職務・作業療法士の職

務・言語聴覚士の職務 

リハビリ長の職務 リハビリ主任の職務 ・リハビリ統括責任者の職

務 

2.スーパースターシート、スーパースターシートに基づく能力評価表（レ

ベルA～D） 

3.相談員養成（初任者）コースの受講 

4.リハビリ統括責任者による各事業所での教育 

⑦各担当者での情報意見交換  

⑧その他  

1月16日（水） 

TV会議〈老健担当〉 

16名 ①2018年度ジョイフル名駅実地指導について 提案者 末吉 

②2018年度実地指導を踏まえての確認と見直しについて  

提案者 篠田リハビリ統括責任者 

③その他 経営会議Ⅰ部より 報告者 大兼政施設長 
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2月20日（水） 

TV会議〈訪問リハビリ担

当〉 

11名 ①訪問リハビリ事業所の実績数確認 提案者 加藤 

②元号変更に伴う各種書類の統一について  

③介護報酬改定に関するQ&A解釈について 提案者 小島 

④猶予期間2年延長に伴い診療情報提供書の一文追加について 

⑤法人統合による契約書類について 提案者 都筑 

⑥実地指導で指摘された訪問リハビリ会議の開催について 

⑦その他 

3月11日（月） 

TV会議〈代表者会〉 

8名 ①2019年度リハビリ部会活動の取り組みについて 提案者 GF下諏訪 尾

崎 

②2019 年度新人オリエンテーションについて 提案者 篠田リハビリ統括

責任者 

『ノーリフティングポリシーについて』 

③その他  

 

（２）活動の成果と問題点  

①2018 年度の改正においては法人内での情報共有ができ算定要件変更に沿って書類作成、加算算定へと進めること

ができた。しかし、加算算定のための作成書類が格段に増加し、事務作業のかかる時間が大幅に増えている。特に

大規模通所事業所では大きな負担となっている。書類作成・管理の効率化を他部署と情報共有しながら 2019 年度

は進める。 

②当初立てていた事業計画について、制度変更による事務作業の増加、リハビリ提供数の増加から交換研修の計画が

立てることができない、交換研修に行く時間が確保できない事態が発生し、今期は実施を見送った。次年度以降は

無理のない取り組みかどうかをよく精査する。 

③役職者・中堅職員・新人職員の成長を促す取り組みについては、12 月 1 日(土)の全体部会で検討・結果を記載す

る。⇒職員手帳を用いて、まずは職責の確認を行った。その後、スーパースターシートの各レベルの必要事項から、

自分自身がどの位置にいるのか再確認した。役職者へのステップアップについては相談員養成コースへの参加とい

う方法がある。リハビリ部会出席者からはほぼ参加がない（現在、長野エリアで2名）が、所長や施設長へのステ

ップアップには必要な知識であるため、今後も参加を募っていく。 

各エリア代表者については、後任者育成の目標も踏まえ、2019 年度は名古屋エリア・春日井エリア・長野エリア

では変更をおこなった。江南岐阜エリアについては退職や産休予定の対応で担当変更や新規入職者対応があること

から前任者を継続とした。 

④2018 年度は新しくリハビリ職員を配置した事業所はなかった。江南エリアでは特養 2 箇所、名古屋エリアでは特

養2箇所、春日井エリアでは特養1箇所、岐阜・多治見エリアでは特養1箇所で配置できていない現状である。長

野エリアについては定員数の多い特養には配置されているため不足はない。2019 年度はジョイフル岐阜駅に PT1

名配置を調整中である。今後は前述の事業所についても必要に応じ、配置を協議していくこととする。2018 年度

法人内では講師依頼があり、ケアマネ部会に篠田リハビリ統括責任者が、栄養士部会には篠田リハビリ統括責任者

とグレイスフル熱田 松尾 ST が対応した。リハビリ職員の配置がない事業所からの相談や依頼（介助方法・福祉

用具の使用方法、身体状況評価等）については、近隣事業所からの派遣、リハビリ統括責任者が訪問することで現

在のところは対応している。 

⑤全国ノーリフティング推進協会主催の「ノーリフティング一般研修」には2018年度法人内のリハビリ職員で12名

参加した。今後もノーリフティングポリシーの発信力を高めるために参加をしていく。また、教育としては「ノー

リフティング指導者研修」への参加も推進し、法人内外での成果を求めていく。 

⑥地域との連携、関係作りとして江南エリアでは介護予防教室「楽しく健康づくり教室」を定期的に３箇所でおこな

っており、リハビリ職員が担当しながら進めている。春日井エリアでも地域サロンへの講師派遣、市の独自事業の

短期集中型サービスを担当し軽度要介護者への介入をおこなっている。名古屋エリアでも、リハビリテーションネ

ットワーク（愛知県 PT協会 OT協会 ST協会が合同で行っている取組みで、愛知県内の市単位で構成されている。

市内事業所に勤務しているリハビリ職員間で情報共有や介護予防教室への講師協力などをしている）へ参加し介護

予防について地域との情報共有をおこなっている。長野エリアでは通所事業所と老人保健施設において介護予防教

室を開催し地域住民へのかかわりを持っている。2019 年度も積極的な地域に向けての活動については継続するこ

ととする。 

⑦どのエリアでも地域の他法人で、同じ事業形態での勉強会、交流会に参加し外部との接点は持っている。地域のリ

ハビリ専門職との交友関係はできているも、自事業所内の運営につなげるほどの情報は得られていない。外部の事

業所見学から工夫によって新たに事業所のアピールポイントになるものを模索していく。 

 

４. 栄養士部会 活動報告 
（１）開催状況    

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

6月15日（金） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル箕輪 

（テレビ会議） 

27名 ① 教育チェックリストについて 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ ベトナムEPAのオリエンテーションについて 

⑤ 4・5月勉強会より 

・ 介護保険法の改正について 

・ 経口維持加算について 

8月2日（木） 

ジョイフル千種 

27名 ① 教育チェックリストについて 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ 6・7月の勉強会より 

・ 栄養補助食品について 

⑤ 勉強会「療養食加算」について 

11月20日（火） 

ジョイフル千種 

27名 ① リハビリ部会による勉強会「食事介助・姿勢について」 

② 栄養ソフトについて 

③ ISO本審査報告 

④ 内部ケアサービス監査における改善点の検討 

⑤ 教育チェックリストについて 

⑥ 平成30年度 事業報告について 

⑦ 平成31年度 事業計画について 

⑧ 8～10月の勉強会より 

・ 経口移行加算について 

・ 業務の効率化について 

1月29日（火） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル塩尻 

（テレビ会議） 

27名 ① ISO9001本審査報告 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ 食器類の購入について 

⑤ サンサンスタイルブログについて 

⑥ 平成30年度 事業報告について 

⑦ 平成31年度 事業計画について 

⑧ 12月の勉強会より 

  ・ 献立作成について 

3月11日（月） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル塩尻 

（テレビ会議） 

 

30名 ① 栄養ソフトについて 

② 教育チェックリストについて 

③ 非常食について 

④ 平成30年度 事業報告について 

⑤ 平成31年度 事業計画について 

⑥ 1・2月の勉強会より 

  ・ 栄養補助食品について 
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2月20日（水） 

TV会議〈訪問リハビリ担

当〉 

11名 ①訪問リハビリ事業所の実績数確認 提案者 加藤 

②元号変更に伴う各種書類の統一について  

③介護報酬改定に関するQ&A解釈について 提案者 小島 

④猶予期間2年延長に伴い診療情報提供書の一文追加について 

⑤法人統合による契約書類について 提案者 都筑 

⑥実地指導で指摘された訪問リハビリ会議の開催について 

⑦その他 

3月11日（月） 

TV会議〈代表者会〉 

8名 ①2019年度リハビリ部会活動の取り組みについて 提案者 GF下諏訪 尾

崎 

②2019 年度新人オリエンテーションについて 提案者 篠田リハビリ統括

責任者 

『ノーリフティングポリシーについて』 

③その他  

 

（２）活動の成果と問題点  

①2018 年度の改正においては法人内での情報共有ができ算定要件変更に沿って書類作成、加算算定へと進めること

ができた。しかし、加算算定のための作成書類が格段に増加し、事務作業のかかる時間が大幅に増えている。特に

大規模通所事業所では大きな負担となっている。書類作成・管理の効率化を他部署と情報共有しながら 2019 年度

は進める。 

②当初立てていた事業計画について、制度変更による事務作業の増加、リハビリ提供数の増加から交換研修の計画が

立てることができない、交換研修に行く時間が確保できない事態が発生し、今期は実施を見送った。次年度以降は

無理のない取り組みかどうかをよく精査する。 

③役職者・中堅職員・新人職員の成長を促す取り組みについては、12 月 1 日(土)の全体部会で検討・結果を記載す

る。⇒職員手帳を用いて、まずは職責の確認を行った。その後、スーパースターシートの各レベルの必要事項から、

自分自身がどの位置にいるのか再確認した。役職者へのステップアップについては相談員養成コースへの参加とい

う方法がある。リハビリ部会出席者からはほぼ参加がない（現在、長野エリアで2名）が、所長や施設長へのステ

ップアップには必要な知識であるため、今後も参加を募っていく。 

各エリア代表者については、後任者育成の目標も踏まえ、2019 年度は名古屋エリア・春日井エリア・長野エリア

では変更をおこなった。江南岐阜エリアについては退職や産休予定の対応で担当変更や新規入職者対応があること

から前任者を継続とした。 

④2018 年度は新しくリハビリ職員を配置した事業所はなかった。江南エリアでは特養 2 箇所、名古屋エリアでは特

養2箇所、春日井エリアでは特養1箇所、岐阜・多治見エリアでは特養1箇所で配置できていない現状である。長

野エリアについては定員数の多い特養には配置されているため不足はない。2019 年度はジョイフル岐阜駅に PT1

名配置を調整中である。今後は前述の事業所についても必要に応じ、配置を協議していくこととする。2018 年度

法人内では講師依頼があり、ケアマネ部会に篠田リハビリ統括責任者が、栄養士部会には篠田リハビリ統括責任者

とグレイスフル熱田 松尾 ST が対応した。リハビリ職員の配置がない事業所からの相談や依頼（介助方法・福祉

用具の使用方法、身体状況評価等）については、近隣事業所からの派遣、リハビリ統括責任者が訪問することで現

在のところは対応している。 

⑤全国ノーリフティング推進協会主催の「ノーリフティング一般研修」には2018年度法人内のリハビリ職員で12名

参加した。今後もノーリフティングポリシーの発信力を高めるために参加をしていく。また、教育としては「ノー

リフティング指導者研修」への参加も推進し、法人内外での成果を求めていく。 

⑥地域との連携、関係作りとして江南エリアでは介護予防教室「楽しく健康づくり教室」を定期的に３箇所でおこな

っており、リハビリ職員が担当しながら進めている。春日井エリアでも地域サロンへの講師派遣、市の独自事業の

短期集中型サービスを担当し軽度要介護者への介入をおこなっている。名古屋エリアでも、リハビリテーションネ

ットワーク（愛知県 PT協会 OT協会 ST協会が合同で行っている取組みで、愛知県内の市単位で構成されている。

市内事業所に勤務しているリハビリ職員間で情報共有や介護予防教室への講師協力などをしている）へ参加し介護

予防について地域との情報共有をおこなっている。長野エリアでは通所事業所と老人保健施設において介護予防教

室を開催し地域住民へのかかわりを持っている。2019 年度も積極的な地域に向けての活動については継続するこ

ととする。 

⑦どのエリアでも地域の他法人で、同じ事業形態での勉強会、交流会に参加し外部との接点は持っている。地域のリ

ハビリ専門職との交友関係はできているも、自事業所内の運営につなげるほどの情報は得られていない。外部の事

業所見学から工夫によって新たに事業所のアピールポイントになるものを模索していく。 

 

４. 栄養士部会 活動報告 
（１）開催状況    

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

6月15日（金） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル箕輪 

（テレビ会議） 

27名 ① 教育チェックリストについて 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ ベトナムEPAのオリエンテーションについて 

⑤ 4・5月勉強会より 

・ 介護保険法の改正について 

・ 経口維持加算について 

8月2日（木） 

ジョイフル千種 

27名 ① 教育チェックリストについて 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ 6・7月の勉強会より 

・ 栄養補助食品について 

⑤ 勉強会「療養食加算」について 

11月20日（火） 

ジョイフル千種 

27名 ① リハビリ部会による勉強会「食事介助・姿勢について」 

② 栄養ソフトについて 

③ ISO本審査報告 

④ 内部ケアサービス監査における改善点の検討 

⑤ 教育チェックリストについて 

⑥ 平成30年度 事業報告について 

⑦ 平成31年度 事業計画について 

⑧ 8～10月の勉強会より 

・ 経口移行加算について 

・ 業務の効率化について 

1月29日（火） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル塩尻 

（テレビ会議） 

27名 ① ISO9001本審査報告 

② 栄養ソフトについて 

③ 非常食について 

④ 食器類の購入について 

⑤ サンサンスタイルブログについて 

⑥ 平成30年度 事業報告について 

⑦ 平成31年度 事業計画について 

⑧ 12月の勉強会より 

  ・ 献立作成について 

3月11日（月） 

ジョイフル名駅 

グレイスフル塩尻 

（テレビ会議） 

 

30名 ① 栄養ソフトについて 

② 教育チェックリストについて 

③ 非常食について 

④ 平成30年度 事業報告について 

⑤ 平成31年度 事業計画について 

⑥ 1・2月の勉強会より 

  ・ 栄養補助食品について 
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（２）活動の成果と問題点 

1．部会・勉強会の開催について 

    ・活動計画に基づいて、エリア勉強会を月に1回、管理栄養士部会を年5回行い、エリアを超えて情報の共有や

検討を行うことができた。年に2回はテレビ会議ではなく、直接顔を合わせることにより、積極的に意見交換

を行うことができた。 

    ・毎月、共通テーマで勉強会を行い、【管理栄養士業務マニュアル】の作成や見直しを継続することができた。

また、リハビリ部会に食事姿勢や嚥下のしくみについて講義を依頼し、より専門的知識の向上に繋がった。今

後も継続的な勉強会の開催によりスキルアップを図る。 

2．食事提供について 

    ・給食業務委託会社と連携を図り、食材の仕入れ状況の確認や使用食材の見直しを行い、適切な食材費内で食事

提供を行うことができた。今後もよりよい食事の提供を行い、利用者様の満足度向上を図りたい。 

・献立作成（入所、有料、保育園）は分担制を継続し、業務の効率化に努めている。 

・栄養ソフトについて高齢者、保育園・こども園の食事提供に対応し、且つ業務の効率化に繋がるソフトの新規

導入を検討した。来年度からソフトを変更するため、献立の登録や使用方法の確認などスムーズに運用できる

ように努めていきたい。 

・非常食の献立を法人で統一して発注のタイミングを揃えることができたが、各施設で在庫の確認などに時間を

要してしまった。地震や災害の影響により納品が遅れることもあるため、来年度からは早めに購入準備を進め

ていきたい。 

3．教育体制について 

    ・新卒及び中途採用者の教育体制が不十分であったため、【教育チェックリスト】を作成した。今後どのように

活用するのか体制を確立していく必要がある。 

    ・栄養補助食品について、利用者様の状態に合わせて選定できるよう【仕入額一覧表】を作成し、施設により選

定に差をなくしてコスト削減にも繋げることができた。商品について、メリット・デメリットをまとめること

もできたため、今後は随時更新して選定の際に活用していく必要がある。 

4．情報共有について 

・指導監査やISO本審査、内部ケアサービス監査などの結果を迅速に共有し、法人内で水平展開できた。 

・誤嚥事故や異物混入などの食品事故が発生した場合は、速やかに再発防止改善策を講じて、情報共有すること

ができた。同様の事故が発生しないよう、各施設で予防に努める。 

 

５.介護部会 活動報告 

（１）開催状況 
開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議題／内容 

4月27日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

24名 ① H30年度介護部会活動計画について 
② 介護力向上・職員負担軽減 
③ 現任職員教育活 
④ 新人職員教育 
⑤ 事故統計・分析 
⑥ 新人合宿の反省 
⑦ H30年度介護保険改訂について 

6月7日（木） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

26名 ① H30年度の新人合宿（開催方法、場所検討） 
② 下シーツについて 
③ 新人職員のメンタルフォロー 
④ 介護力向上・職員負担軽減（清拭タオル代替用品検討、 

排泄マニュアル改訂） 
⑤ 新人職員教育（各研修の実績確認と課題精査） 
⑥ 現任職員教育（各リーダーコースの日程調整、内容確認） 
⑦ 事故統計・分析（ヒヤリハット書式統一、介護虐待チェック表） 

活動目標、 
活動計画立案 

⑧ EPA職員情報共有 

8月10日（金） 

グレイスフル塩尻 

13階地域交流センター 

27名 ① H30年度の新人合宿（日程、各エリアの担当者決め） 
② 再発防止水平展開マニュアル、業務ミス、再発防止検討書、 

事故報告書の様式改訂について 
③ ディーフリ（排泄自立支援サービス）の検討 
④ 身体拘束、虐待に関する指針改定について 
⑤ 介護力向上・職員負担軽減（清拭タオル代替用品、aamsの検討） 
⑥ 新人職員教育（現場実習課題、新人研修評価書式の見直し、 

講義資料の精査と統一、フォローアップ研修及び茶話会日程調整） 
⑦ 現任職員教育（各リーダーコースの振り返り、上級リーダーコース 

の内容摺合せ） 
⑧ 事故統計・分析（ヒヤリハット書式統一、再発防止検討書検討の 

判断基準摺合せ） 
⑨ EPA職員情報共有 

10月5日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

22名 ① ディーフリー、センサー内蔵マットレスの紹介 
② H30年度新人合宿について 
③ aamsの評価報告 
④ 介護力向上・職員負担軽減（使い捨てお尻拭きの選定確認、排泄調査シー

トの見直し） 
⑤ 新人職員教育（第2回フォローアップ研修の振り返り、 

第3回フォローアップ研修の日程確認） 
⑥ 現任職員教育（各リーダーコースの日程確認） 
⑦ 事故統計・分析（ヒヤリハット、介護虐待チェック表について、 

介護福祉士資格取得に向けて） 
⑧ EPA職員情報共有 

12月21日（金） 

ジョイフル名駅 

地下地域交流センター 

27名 ① H30年度事業計画活動スケジュールの報告と説明 
② 身体拘束指針の掲示確認 
③ センサー、マット等の購入について 
④ 新人全体研修について 
⑤ 虐待及び不適切ケアの情報共有 
⑥ 介護力向上・職員負担軽減（使い捨てお尻拭きの移行、排泄調査 

について） 
⑦ 新人職員教育（新人オリ、新人研修について） 
⑧ 現任職員教育（各リーダーコースの内容確認） 
⑨ 事故統計・分析（事故統計調査、ヒヤリハット書式・区分について、虐待

予防取組み評価） 
⑩ EPA職員情報共有 

2月8日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

24名 ① aams試験的実施評価 
② オムツ処理 
③ 全体研修のスケジュール及び担当割り振りについて 
④ 不適切ケアの情報共有 
⑤ 介護力向上・職員負担軽減（排泄調査結果報告、使い捨ておしり 

拭きの移行について） 
⑥ 新人職員教育（採用前実習・茶話会・入社後研修について、新人 

職員のレポートについて） 
⑦ 現任職員教育（来年度の運営計画立案） 
⑧ 事故統計・分析（事故統計調査、ヒヤリハット書式・区分について、虐待

予防取組み評価） 
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（２）活動の成果と問題点 

1．部会・勉強会の開催について 

    ・活動計画に基づいて、エリア勉強会を月に1回、管理栄養士部会を年5回行い、エリアを超えて情報の共有や

検討を行うことができた。年に2回はテレビ会議ではなく、直接顔を合わせることにより、積極的に意見交換

を行うことができた。 

    ・毎月、共通テーマで勉強会を行い、【管理栄養士業務マニュアル】の作成や見直しを継続することができた。

また、リハビリ部会に食事姿勢や嚥下のしくみについて講義を依頼し、より専門的知識の向上に繋がった。今

後も継続的な勉強会の開催によりスキルアップを図る。 

2．食事提供について 

    ・給食業務委託会社と連携を図り、食材の仕入れ状況の確認や使用食材の見直しを行い、適切な食材費内で食事

提供を行うことができた。今後もよりよい食事の提供を行い、利用者様の満足度向上を図りたい。 

・献立作成（入所、有料、保育園）は分担制を継続し、業務の効率化に努めている。 

・栄養ソフトについて高齢者、保育園・こども園の食事提供に対応し、且つ業務の効率化に繋がるソフトの新規

導入を検討した。来年度からソフトを変更するため、献立の登録や使用方法の確認などスムーズに運用できる

ように努めていきたい。 

・非常食の献立を法人で統一して発注のタイミングを揃えることができたが、各施設で在庫の確認などに時間を

要してしまった。地震や災害の影響により納品が遅れることもあるため、来年度からは早めに購入準備を進め

ていきたい。 

3．教育体制について 

    ・新卒及び中途採用者の教育体制が不十分であったため、【教育チェックリスト】を作成した。今後どのように

活用するのか体制を確立していく必要がある。 

    ・栄養補助食品について、利用者様の状態に合わせて選定できるよう【仕入額一覧表】を作成し、施設により選

定に差をなくしてコスト削減にも繋げることができた。商品について、メリット・デメリットをまとめること

もできたため、今後は随時更新して選定の際に活用していく必要がある。 

4．情報共有について 

・指導監査やISO本審査、内部ケアサービス監査などの結果を迅速に共有し、法人内で水平展開できた。 

・誤嚥事故や異物混入などの食品事故が発生した場合は、速やかに再発防止改善策を講じて、情報共有すること

ができた。同様の事故が発生しないよう、各施設で予防に努める。 

 

５.介護部会 活動報告 

（１）開催状況 
開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議題／内容 

4月27日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

24名 ① H30年度介護部会活動計画について 
② 介護力向上・職員負担軽減 
③ 現任職員教育活 
④ 新人職員教育 
⑤ 事故統計・分析 
⑥ 新人合宿の反省 
⑦ H30年度介護保険改訂について 

6月7日（木） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

26名 ① H30年度の新人合宿（開催方法、場所検討） 
② 下シーツについて 
③ 新人職員のメンタルフォロー 
④ 介護力向上・職員負担軽減（清拭タオル代替用品検討、 

排泄マニュアル改訂） 
⑤ 新人職員教育（各研修の実績確認と課題精査） 
⑥ 現任職員教育（各リーダーコースの日程調整、内容確認） 
⑦ 事故統計・分析（ヒヤリハット書式統一、介護虐待チェック表） 

活動目標、 
活動計画立案 

⑧ EPA職員情報共有 

8月10日（金） 

グレイスフル塩尻 

13階地域交流センター 

27名 ① H30年度の新人合宿（日程、各エリアの担当者決め） 
② 再発防止水平展開マニュアル、業務ミス、再発防止検討書、 

事故報告書の様式改訂について 
③ ディーフリ（排泄自立支援サービス）の検討 
④ 身体拘束、虐待に関する指針改定について 
⑤ 介護力向上・職員負担軽減（清拭タオル代替用品、aamsの検討） 
⑥ 新人職員教育（現場実習課題、新人研修評価書式の見直し、 

講義資料の精査と統一、フォローアップ研修及び茶話会日程調整） 
⑦ 現任職員教育（各リーダーコースの振り返り、上級リーダーコース 

の内容摺合せ） 
⑧ 事故統計・分析（ヒヤリハット書式統一、再発防止検討書検討の 

判断基準摺合せ） 
⑨ EPA職員情報共有 

10月5日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

22名 ① ディーフリー、センサー内蔵マットレスの紹介 
② H30年度新人合宿について 
③ aamsの評価報告 
④ 介護力向上・職員負担軽減（使い捨てお尻拭きの選定確認、排泄調査シー

トの見直し） 
⑤ 新人職員教育（第2回フォローアップ研修の振り返り、 

第3回フォローアップ研修の日程確認） 
⑥ 現任職員教育（各リーダーコースの日程確認） 
⑦ 事故統計・分析（ヒヤリハット、介護虐待チェック表について、 

介護福祉士資格取得に向けて） 
⑧ EPA職員情報共有 

12月21日（金） 

ジョイフル名駅 

地下地域交流センター 

27名 ① H30年度事業計画活動スケジュールの報告と説明 
② 身体拘束指針の掲示確認 
③ センサー、マット等の購入について 
④ 新人全体研修について 
⑤ 虐待及び不適切ケアの情報共有 
⑥ 介護力向上・職員負担軽減（使い捨てお尻拭きの移行、排泄調査 

について） 
⑦ 新人職員教育（新人オリ、新人研修について） 
⑧ 現任職員教育（各リーダーコースの内容確認） 
⑨ 事故統計・分析（事故統計調査、ヒヤリハット書式・区分について、虐待

予防取組み評価） 
⑩ EPA職員情報共有 

2月8日（金） 

ジョイフル千種 

14階地域交流センター 

24名 ① aams試験的実施評価 
② オムツ処理 
③ 全体研修のスケジュール及び担当割り振りについて 
④ 不適切ケアの情報共有 
⑤ 介護力向上・職員負担軽減（排泄調査結果報告、使い捨ておしり 

拭きの移行について） 
⑥ 新人職員教育（採用前実習・茶話会・入社後研修について、新人 

職員のレポートについて） 
⑦ 現任職員教育（来年度の運営計画立案） 
⑧ 事故統計・分析（事故統計調査、ヒヤリハット書式・区分について、虐待

予防取組み評価） 
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（２）活動の成果と問題点 

1.介護力向上・職員負担軽減 

≪活動成果≫ 

・使い捨てお尻拭きの使用方法について、温かい状態でお尻拭きが使用できるよう、部会全体で業務改善を 

おこなった。それに伴い今後は排泄マニュアル、基本介護チェック表の改訂も同時に行って いきたい。 

・その他、福祉機器（ディーフリー、aams、テルサコール等）について導入の検証をおこなった。 

今後も積極的な検証から導入につなげていく。 

≪今後の課題≫ 

・排泄マニュアルや基本介護チェック表の改訂を進めて行く。 

・排泄用品の入れ替えについて、導入までに時間を要した為、価格交渉まで辿り着けなかった。 

使用実績から価格交渉を行っていきたい。 

・おしぼり、清拭タオルの切り替えに付随し、バスタオル類の一部リース化を再度検討したい。 

・様々な角度から現状把握を行い、ハード、ソフト面の改善を行い業務負担軽減に取り組んでいく。 

2.職員教育（新人） 

≪活動成果≫ 

・新人研修（新人オリ、入社後研修、新人フォローアップ）スケジュールを統一し、実施する事での教育内容の

統一化を図る事ができた。しかし、エリアにより集合しての研修と、各施設での研修とで実施方法にバラツキ

が見られた為、来年度は実施方法についても検討していきたい。 

・他職種との連携や教育ニーズの把握を受講者や教育実施者からくみ取り、今後の研修に活かしていきたい。 

≪今後の課題≫ 

・教育方法の統一と、新人教育に関わるマニュアルや様式の改訂を行っていく。 

3.職員教育（現任） 

≪活動成果≫ 

【養成リーダーコース】 

・どの受講者も大変意欲的にコース受講していた為、講義内容については特に問題はなかった。 

今後はコース内よりリーダーに昇進していく職員も増えると予想される為、“組織人としての身だしなみ”

等の分野も講義内容に盛り込んでいく。また、1年目リーダーの教育といった取り組みもおこなって行きたい。 

【現任リーダーコース】 

・講義内で他施設の取り組み発表といった内容を加えたことで、受講者のよい刺激や取り組みの水平展開に繋

がった。 

・交換研修については研修報告書の取り扱いや認識に曖昧な部分があった。 

【上級リーダーコース】 

・今年度は介護長研修で学んだ内容を受講者にとってわかりやすくした形で変換し、講義をおこなってきたが、

コースの期間が3日間である為、すべて伝えるのは難しかった。今後は内容の再検討や精査は必要である。 

≪今後の課題≫ 

・リーダー就任1年目職員の教育の実施を検討する。 

・研修報告書の取り扱いや、コース課題については実行計画の結果を介護長および管理者の確認後に提出する

事を取り決めとしていく。 

・上級リーダーコースの研修期間及び内容の精査、外部講師依頼も含めて検討していきたい。 

4.事故統計・分析 

≪活動成果≫ 

・毎月の全事故、受診事故の統計をとり、受診事故一覧の作成を今後も継続していき、各施設で発生した事故

を水平展開し分析することで事故を未然に防いでいけるよう役立てていきたい。 

・ヒヤリハットに関して、ポイントケア入力よりシート入力に変更した結果として、ヒヤリハットの 

件数が2.5倍になった。件数を多く上げるといった点においては一定の成果があったと捉えている。 

今後はポイントケアとの連動も可能になるよう、検討を重ねていく。 

・「業務負担軽減のための取り組み表、虐待予防に向けて」といったシートを作成し、虐待予防に向けた取組

みを実施する事が出来たが、不適切ケアの撲滅へは繋がらなかった。 

≪今後の課題≫ 

・事故の未然防止を実施していくため、来年度はヒヤリハットの分析も行っていきたい。又、ヒヤリハットの

区分取り決めやポイントケアとの連動も合わせて行っていく。 

・不適切ケア撲滅の為、現状把握からの原因追究と対策を実施していく。又、アンガーマネジメントも実施し

不適切ケア予防に努めていく。 

 

６.看護部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月29日（火） 
ジョイフル千種 

21名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 新人オリエンテーション、採用後の教育内容とマニュアルについて 

⑤ その他（部会議事録について） 

（褥瘡予防支援計画について）  

（国際シンポジウムの報告について） 

（部会検討会議報告について） 

8月31日（金） 
グレイスフル塩尻 

20名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 褥瘡予防支援計画等について 

⑤ インフルエンザ発生時の予防投与について 

⑥ 新人オリエンテーション資料について 

⑦ 議事録について 

11月23日（金） 
ジョイフル多治見 

19名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 褥瘡発生リスク評価スケール使用状況について 
⑤ 新人オリエンテーション資料について 
⑥ 疾患別介護対応マニュアルについて 
⑦ 平成31年度事業計画について 
⑧ その他（今年度のフレイルの取り組み） 

3月21日（木） 

ジョイフル多治見 
21名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 

② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 疾患別高齢者介護マニュアルについて 
⑤ 平成30年度事業報告、平成31年度事業計画について 
⑥ ISO900審査結果 一般観察事項及び改善の機会についての検討 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.定例会議開催 

  エリア定例会議（毎月１回開催）は活動計画に基づき開催出来た。 

合同看護部会開催（年４回）も計画通り輪番制で開催する事が出来た。 

2.事故・感染症・服薬事故の検討 

  各施設の事故・感染症・服薬関連事故について共有することが出来た。 

冬期流行感染症発症数は、各エリア昨年度同様みられていたが、迅速な対応を行い感染症の蔓延を最小限にする

事が出来た。今後、インフルエンザ予防については、法人ルールに則り、円滑な対応をする。 

服薬関連事故については、部会共有フォルダに入力し、情報共有を行なうことが出来た。 

昨年度の誤薬事故の対応策や指導内容等を踏まえ、繰り返し情報共有を行った。服薬関連事故の中で、落薬や飲
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（２）活動の成果と問題点 

1.介護力向上・職員負担軽減 

≪活動成果≫ 

・使い捨てお尻拭きの使用方法について、温かい状態でお尻拭きが使用できるよう、部会全体で業務改善を 

おこなった。それに伴い今後は排泄マニュアル、基本介護チェック表の改訂も同時に行って いきたい。 

・その他、福祉機器（ディーフリー、aams、テルサコール等）について導入の検証をおこなった。 

今後も積極的な検証から導入につなげていく。 

≪今後の課題≫ 

・排泄マニュアルや基本介護チェック表の改訂を進めて行く。 

・排泄用品の入れ替えについて、導入までに時間を要した為、価格交渉まで辿り着けなかった。 

使用実績から価格交渉を行っていきたい。 

・おしぼり、清拭タオルの切り替えに付随し、バスタオル類の一部リース化を再度検討したい。 

・様々な角度から現状把握を行い、ハード、ソフト面の改善を行い業務負担軽減に取り組んでいく。 

2.職員教育（新人） 

≪活動成果≫ 

・新人研修（新人オリ、入社後研修、新人フォローアップ）スケジュールを統一し、実施する事での教育内容の

統一化を図る事ができた。しかし、エリアにより集合しての研修と、各施設での研修とで実施方法にバラツキ

が見られた為、来年度は実施方法についても検討していきたい。 

・他職種との連携や教育ニーズの把握を受講者や教育実施者からくみ取り、今後の研修に活かしていきたい。 

≪今後の課題≫ 

・教育方法の統一と、新人教育に関わるマニュアルや様式の改訂を行っていく。 

3.職員教育（現任） 

≪活動成果≫ 

【養成リーダーコース】 

・どの受講者も大変意欲的にコース受講していた為、講義内容については特に問題はなかった。 

今後はコース内よりリーダーに昇進していく職員も増えると予想される為、“組織人としての身だしなみ”

等の分野も講義内容に盛り込んでいく。また、1年目リーダーの教育といった取り組みもおこなって行きたい。 

【現任リーダーコース】 

・講義内で他施設の取り組み発表といった内容を加えたことで、受講者のよい刺激や取り組みの水平展開に繋

がった。 

・交換研修については研修報告書の取り扱いや認識に曖昧な部分があった。 

【上級リーダーコース】 

・今年度は介護長研修で学んだ内容を受講者にとってわかりやすくした形で変換し、講義をおこなってきたが、

コースの期間が3日間である為、すべて伝えるのは難しかった。今後は内容の再検討や精査は必要である。 

≪今後の課題≫ 

・リーダー就任1年目職員の教育の実施を検討する。 

・研修報告書の取り扱いや、コース課題については実行計画の結果を介護長および管理者の確認後に提出する

事を取り決めとしていく。 

・上級リーダーコースの研修期間及び内容の精査、外部講師依頼も含めて検討していきたい。 

4.事故統計・分析 

≪活動成果≫ 

・毎月の全事故、受診事故の統計をとり、受診事故一覧の作成を今後も継続していき、各施設で発生した事故

を水平展開し分析することで事故を未然に防いでいけるよう役立てていきたい。 

・ヒヤリハットに関して、ポイントケア入力よりシート入力に変更した結果として、ヒヤリハットの 

件数が2.5倍になった。件数を多く上げるといった点においては一定の成果があったと捉えている。 

今後はポイントケアとの連動も可能になるよう、検討を重ねていく。 

・「業務負担軽減のための取り組み表、虐待予防に向けて」といったシートを作成し、虐待予防に向けた取組

みを実施する事が出来たが、不適切ケアの撲滅へは繋がらなかった。 

≪今後の課題≫ 

・事故の未然防止を実施していくため、来年度はヒヤリハットの分析も行っていきたい。又、ヒヤリハットの

区分取り決めやポイントケアとの連動も合わせて行っていく。 

・不適切ケア撲滅の為、現状把握からの原因追究と対策を実施していく。又、アンガーマネジメントも実施し

不適切ケア予防に努めていく。 

 

６.看護部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月29日（火） 
ジョイフル千種 

21名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 新人オリエンテーション、採用後の教育内容とマニュアルについて 

⑤ その他（部会議事録について） 

（褥瘡予防支援計画について）  

（国際シンポジウムの報告について） 

（部会検討会議報告について） 

8月31日（金） 
グレイスフル塩尻 

20名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 褥瘡予防支援計画等について 

⑤ インフルエンザ発生時の予防投与について 

⑥ 新人オリエンテーション資料について 

⑦ 議事録について 

11月23日（金） 
ジョイフル多治見 

19名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 
② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 褥瘡発生リスク評価スケール使用状況について 
⑤ 新人オリエンテーション資料について 
⑥ 疾患別介護対応マニュアルについて 
⑦ 平成31年度事業計画について 
⑧ その他（今年度のフレイルの取り組み） 

3月21日（木） 

ジョイフル多治見 
21名 ① 事故・感染症発生状況の情報共有 

② 服薬関連事故・業務ミス報告・検討 

③ 症例検討（看取りや医療依存度の高い利用者様等） 

④ 疾患別高齢者介護マニュアルについて 
⑤ 平成30年度事業報告、平成31年度事業計画について 
⑥ ISO900審査結果 一般観察事項及び改善の機会についての検討 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.定例会議開催 

  エリア定例会議（毎月１回開催）は活動計画に基づき開催出来た。 

合同看護部会開催（年４回）も計画通り輪番制で開催する事が出来た。 

2.事故・感染症・服薬事故の検討 

  各施設の事故・感染症・服薬関連事故について共有することが出来た。 

冬期流行感染症発症数は、各エリア昨年度同様みられていたが、迅速な対応を行い感染症の蔓延を最小限にする

事が出来た。今後、インフルエンザ予防については、法人ルールに則り、円滑な対応をする。 

服薬関連事故については、部会共有フォルダに入力し、情報共有を行なうことが出来た。 

昨年度の誤薬事故の対応策や指導内容等を踏まえ、繰り返し情報共有を行った。服薬関連事故の中で、落薬や飲

− 192 − − 193 −



ませ忘れについては減少した施設もあるが、法人全体の誤薬事故件数はゼロにはできなかった。引き続き、繰り

返しの指導・教育、啓発をしていくことで誤薬事故ゼロを目指していく。 

3.情報共有 

  部会において、医療依存度の高い利用者様の受け入れや重度化の対応事例、看取り事例、困難事例などを共有・

検討することで、自施設の対応に活かすことができた。今後も継続して行う。 

スマホ端末の活用状況の情報交換は随時行えている。ポイントケアと連動し記録に反映される医療機器の導入を

行ったが、接続環境面から施設により差がある。即時入力も定着しており、業務の効率化に繋がっている。 

4.他エリア・他専門職部会との連携とリスク分散 

  部会活動内容については議事録などで情報の把握に努めた。 

エリア内外で研修のサポート等、協力しながら行なう事ができた。 

5.職員教育・能力開発と交流 

  各施設で教育計画に沿った勉強会を実施し、職員教育を行なうことが出来た。   

介護職員の各種研修（喀痰吸引等・初任者・実務者・新入職員・EPA職員等）や教育にも協力し、サポートする

事ができた。 

新人オリエンテーションの内容を検討し、統一化を図った。疾患別高齢者介護マニュアルを作成、活用し、教育

を行うことができた。新たに疾患別高齢者介護マニュアルの追加作成に取り組んでいる。来年度中の教育に活用

できるよう、完成を目指す。 

今年度の法人内交換研修は、業務に支障のない範囲での実施となった。重要性は認識しているため、必要に応じ

た実施とし、継続して取り組む。 

施設で働く看護職としての教育が十分でない現状があるため、次年度には看護職の教育を追加する。 

6.職場環境の充実 

   他職種とも協力し、職員の情報を共有し状況把握を行なうことができた。 
職員間で声賭けを行ない、褒める、認めるということを意識しながら職員教育に関わることができた。 

 

７.居宅介護支援事業所部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月14日（月） 
テレビ会議 

17名 ①介護報酬改定について 
②マニュアルの統一について 
③情報共有について 
④内部ケア監査チェック項目の確認について 
⑤ポイントケアについて 

8月29日（水） 
グレイスフル塩尻 

 

19名 ①介護報酬改定について 
②マニュアルの統一について 
③情報共有について 
④ポイントケアについて 

11月16日（金） 
テレビ会議 

 

19名 ①マニュアルの統一について 
②実地指導報告について（春日井エリア【グレイスフル春日井より】） 
③平成３１年度活動計画について   
④事例検討（名古屋エリアより） 

3月15日（金） 
グレイスフル春日井 

 

17名 ①満足度調査アンケートについて 
②情報共有について 
③H30年度事業報告について 
④法人統合について 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.介護報酬改定、法人サービス事業所との情報共有について 

・平成３０年の介護報酬改定に際し、各市町村の見解を確認しながら重要事項説明書の変更を協議し、適切な運

用につなげることができた。 

・加算算定について、変更となった事項を具体的に確認することで、正しい制度理解に努めた。 

2.内部ケア監査チェック項目について 

・実地指導における確認事項に沿った形でチェック表を作成した。各居宅事業所での内部ケア監査において、基

準に沿った運営を行えているかの確認につなげた。 

3.マニュアルの統一 

・介護予防ケアマネジメント等、各市町村において異なる点は多々あるが、異なる点はマニュアルのフローに記

載することで明確に示し、マニュアルの統一を目指した。 

4.ポイントケアの機能改善について 

・業務の効率化を図る為、ポイントケアの機能改善内容を協議した。機能改善に伴う負担軽減と、発生する費用

等を総合的に勘案した結果、現状の機能を活かした対応を進めていくこととした。 

5.法人統合について 

・サンライフに所属する居宅において、新規指定申請の情報共有に努め、遅滞なく指定申請を行うことができた。 

・事業所番号の変更に伴い、各市町村の方針を確認、共有した上で手続きを実施し、漏れがないように努めた。 

6.その他 

・H31年度活動報告について 

・実地指導内容の共有について 
 

８.保育部会 活動報告                                       

（１）開催状況 
開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

5月21日（月） 

会場：守山保育園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

主幹保育教諭 

    主任保育士 

9名 議題１．「接遇・環境整備チェックリスト」について  

①統一された保育部門の接遇・環境整備チェックリストは賞与評価月に職員個人

を対象に実施する。 

②各エリアによって実施方法は異なるが、認定フロア制度については園全体でチ

ェックし、現行に沿って実施する。 

③統一書式の原案を新田園長から5/28までにメールで発信する。5/31管理者勉強

会議に園長会を設けて、再度確認を 6月実施する。実施した経過を見て 7月保

育部会で最終案を検討する。 

⇒鶴巣施設長より法人子育て支援施設のメーリングリストを確認して、情報を発

信する。 

議題2.事故報告書書式について 

⇒法人介護部門を参考に時系列を明確にできるよう、書式の見直しを図った。 

議題3.幼保連携型認定こども園教育・保育要領について 

⇒今回の改訂ポイントをまとめたものを基に確認した。今後各園の研修に活用し

ていく。 

①「乳児期から意識しておきたい３つの資質能力」 

②「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の１０の姿について」 

③「小学校以降の教育と連続、連携について」 

④「認定こども園教育・保育要領 教育的機能と児童福祉施設としての機能を果

たす」 

議題 4.保護者負担見直しについて社会福祉法人の運営する子育て支援施設である

ことを踏えた検討 

保護者負担についてはその方向性を検討し、園ですぐに実施に向けて、動ける内

容と部会検討会議に判断を仰ぐ部分を明確にしたうえで、部会検討会議に上程す

ることとした。 
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ませ忘れについては減少した施設もあるが、法人全体の誤薬事故件数はゼロにはできなかった。引き続き、繰り

返しの指導・教育、啓発をしていくことで誤薬事故ゼロを目指していく。 

3.情報共有 

  部会において、医療依存度の高い利用者様の受け入れや重度化の対応事例、看取り事例、困難事例などを共有・

検討することで、自施設の対応に活かすことができた。今後も継続して行う。 

スマホ端末の活用状況の情報交換は随時行えている。ポイントケアと連動し記録に反映される医療機器の導入を

行ったが、接続環境面から施設により差がある。即時入力も定着しており、業務の効率化に繋がっている。 

4.他エリア・他専門職部会との連携とリスク分散 

  部会活動内容については議事録などで情報の把握に努めた。 

エリア内外で研修のサポート等、協力しながら行なう事ができた。 

5.職員教育・能力開発と交流 

  各施設で教育計画に沿った勉強会を実施し、職員教育を行なうことが出来た。   

介護職員の各種研修（喀痰吸引等・初任者・実務者・新入職員・EPA職員等）や教育にも協力し、サポートする

事ができた。 

新人オリエンテーションの内容を検討し、統一化を図った。疾患別高齢者介護マニュアルを作成、活用し、教育

を行うことができた。新たに疾患別高齢者介護マニュアルの追加作成に取り組んでいる。来年度中の教育に活用

できるよう、完成を目指す。 

今年度の法人内交換研修は、業務に支障のない範囲での実施となった。重要性は認識しているため、必要に応じ

た実施とし、継続して取り組む。 

施設で働く看護職としての教育が十分でない現状があるため、次年度には看護職の教育を追加する。 

6.職場環境の充実 

   他職種とも協力し、職員の情報を共有し状況把握を行なうことができた。 
職員間で声賭けを行ない、褒める、認めるということを意識しながら職員教育に関わることができた。 

 

７.居宅介護支援事業所部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月14日（月） 
テレビ会議 

17名 ①介護報酬改定について 
②マニュアルの統一について 
③情報共有について 
④内部ケア監査チェック項目の確認について 
⑤ポイントケアについて 

8月29日（水） 
グレイスフル塩尻 

 

19名 ①介護報酬改定について 
②マニュアルの統一について 
③情報共有について 
④ポイントケアについて 

11月16日（金） 
テレビ会議 

 

19名 ①マニュアルの統一について 
②実地指導報告について（春日井エリア【グレイスフル春日井より】） 
③平成３１年度活動計画について   
④事例検討（名古屋エリアより） 

3月15日（金） 
グレイスフル春日井 

 

17名 ①満足度調査アンケートについて 
②情報共有について 
③H30年度事業報告について 
④法人統合について 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.介護報酬改定、法人サービス事業所との情報共有について 

・平成３０年の介護報酬改定に際し、各市町村の見解を確認しながら重要事項説明書の変更を協議し、適切な運

用につなげることができた。 

・加算算定について、変更となった事項を具体的に確認することで、正しい制度理解に努めた。 

2.内部ケア監査チェック項目について 

・実地指導における確認事項に沿った形でチェック表を作成した。各居宅事業所での内部ケア監査において、基

準に沿った運営を行えているかの確認につなげた。 

3.マニュアルの統一 

・介護予防ケアマネジメント等、各市町村において異なる点は多々あるが、異なる点はマニュアルのフローに記

載することで明確に示し、マニュアルの統一を目指した。 

4.ポイントケアの機能改善について 

・業務の効率化を図る為、ポイントケアの機能改善内容を協議した。機能改善に伴う負担軽減と、発生する費用

等を総合的に勘案した結果、現状の機能を活かした対応を進めていくこととした。 

5.法人統合について 

・サンライフに所属する居宅において、新規指定申請の情報共有に努め、遅滞なく指定申請を行うことができた。 

・事業所番号の変更に伴い、各市町村の方針を確認、共有した上で手続きを実施し、漏れがないように努めた。 

6.その他 

・H31年度活動報告について 

・実地指導内容の共有について 
 

８.保育部会 活動報告                                       

（１）開催状況 
開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

5月21日（月） 

会場：守山保育園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

主幹保育教諭 

    主任保育士 

9名 議題１．「接遇・環境整備チェックリスト」について  

①統一された保育部門の接遇・環境整備チェックリストは賞与評価月に職員個人

を対象に実施する。 

②各エリアによって実施方法は異なるが、認定フロア制度については園全体でチ

ェックし、現行に沿って実施する。 

③統一書式の原案を新田園長から5/28までにメールで発信する。5/31管理者勉強

会議に園長会を設けて、再度確認を 6月実施する。実施した経過を見て 7月保

育部会で最終案を検討する。 

⇒鶴巣施設長より法人子育て支援施設のメーリングリストを確認して、情報を発

信する。 

議題2.事故報告書書式について 

⇒法人介護部門を参考に時系列を明確にできるよう、書式の見直しを図った。 

議題3.幼保連携型認定こども園教育・保育要領について 

⇒今回の改訂ポイントをまとめたものを基に確認した。今後各園の研修に活用し

ていく。 

①「乳児期から意識しておきたい３つの資質能力」 

②「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の１０の姿について」 

③「小学校以降の教育と連続、連携について」 

④「認定こども園教育・保育要領 教育的機能と児童福祉施設としての機能を果

たす」 

議題 4.保護者負担見直しについて社会福祉法人の運営する子育て支援施設である

ことを踏えた検討 

保護者負担についてはその方向性を検討し、園ですぐに実施に向けて、動ける内

容と部会検討会議に判断を仰ぐ部分を明確にしたうえで、部会検討会議に上程す

ることとした。 
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議題5. 他施設（法人）への見学研修 

⇒これまでは、園長や主幹のみで他法人の園見学を行なってきたが、次代を担う

人材育成の視点からも、一般職を同行させ、部会でその職員に報告を行い保育

の質向上を図る。 

議題6. 次代を担う人材育成（集合研修について） 

⇒継続議題 

議題7. 第三者評価実施に向けて 

⇒認定こども園の第三者評価ガイドラインの状況、実施に向けた行政としての方

針を確認する。 

議題8. 管理職研修について「認定こども園協会ステップアップ研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

⇒受講状況の確認と今年度の受講計画    

多治見こども園長 守山保育園長    ステップⅡ修了 ステップⅢ受講 

塩尻こども園長 ドーム前こども園長  未受講     ステップⅠ受講 

議題9. 保育部門のホームページ作成について 

⇒職員採用強化のため部会検討会議への提案ができるように準備を進める。 

議題10.内部監査チェックリストについて  

ISO 内部監査と内部ケアサービス監査を一緒にしていく方向で内容を見直し作成

した。 

議題11.午睡チェックセンサー（補助金）について 

乳幼児突然死症候群（SIDS）の発生件数が多い為、その減少を目的として国から

3/4の補助金が出る予定と名古屋市から連絡があった。今後、このシステムを導入

するか情報を集め検討していく。 

7月13日（金） 

会場： 

サン･サンこども

園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

  学童担当 

9名 議題１.部会検討会議より報告  

⇒社会福祉法人が運営する子育て支援施設として保護者負担軽減を念頭に、保護

者負担額の見直しを図る。 

議題2.他施設（法人）への見学研修 

⇒視野を広げ、他施設の良さに学ぶ姿勢を持ち、教育保育の質向上に向けた機会

とする。 

⇒参加の一般職には人材育成も兼ねて保育部会内で研修報告する。 

議題3.法人集合研修 保育管理職員養成コース（名称未定） 

⇒次代を担う人材育成について、部会として集合研修を実施できるように、平成

31年度 1月実施に向け準備を進める。講習内容は保育内容に加え、法令遵守・

事業計画・労務管理・予算・補助金の仕組・人材育成・雇用確保・広報戦略等、

マネジメントについても行なう。 

・初回は現任の主幹保育教諭や主任保育士を対象とする。 

・期間は1年間を見込み、主としてレポートの提出によって評価を行なう。 

・研修終了後は次年度以降の講師となり、次期管理職を育成していけるようにす

る。 

・集合研修の詳細については原案を作成し、11月を目処として部会検討会議に上

程する。 

議題4.保育部門のホームページ作成について 

⇒シンケージ堀内様との打合せ内容（制作スケジュール）を確認した。 

議題5.栄養管理ソフト「わんぱくランチ」導入見送りについて 

⇒ソフトとして、子ども向けのメニューや研修など魅力的ではあるが、個人情報

の管理の脆弱性や、今後もクラウド型にする予定がないなど、自社による開発

力の欠如が見受けられ、総合的判断から導入見送りとした。今後も献立作成、

栄養管理業務の軽減、給食の質向上に向けてソフトの導入を検討したい。 

※栄養士部会でソフト見直しについて検討されているとの情報があったので、栄

養士部会に問い合わせる。           

議題6.満足度調査結果・分析（主任会） 

満足度調査の分析  

1）法人共通部分の比較分析（他園に学ぶ機会） 

2）設問の内容検討 

・回答いただく設問について、「満足している」100％となることが見受けられ、

さらなるニーズを吸い上げることができる内容とするにはどうしたらよいか？

を検討する必要がある。 

議題7.保育職の入職手当について 

⇒特に名古屋エリアについては、求人を出しても応募がなかなか来ない状況があ

る。 

⇒比較的応募の多い昼間のパート職の時間帯にも応募がないため、対策として保

育職の入職手当について検討したい。 

⇒入職祝い金について名古屋エリア（ドーム・守山）は求人をかけても来ない状

況があるため、今後検討。（担当 岩田） 

⇒求人票については、東海 3 県（愛知・岐阜・三重）の通勤可能な養成校宛てに

送付している。これに加えて、長野エリアの養成校からの採用実績があるドー

ム前こども園と守山保育園については、卒業生を同伴させ、進路担当の方や教

授とのパイプ作りを9月初旬に行なうこととする。（担当 福田・岩田） 

9月14日（金） 

会場： 

ドーム前こども園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

 

 

6名 議題1.部会検討会議からの報告 

①法人保育部門のホームページ進捗状況報告および開設までのスケジュールにつ

いて 

1）学生から園の概要、教育・保育方針、教育・保育内容、働く人について見える

化を図った。 

2）インターンシップや保育実習、ボランティア（実習）などを申し込みやすいよ

うに常時タブを設置した。 

3）保育士の求人情報をトップ画面から確認できるように、各園の最新情報を確認

できる情報欄を設置した。 

②園児の体操服の選定について 

体操服の見直しを行い、園児の成長によりよい体操服の素材・機能性、金額面

での保護者負担軽減も含めて検討したことを報告した。体操服選考について保

護者会の役員に参加いただき、その意見も踏まえた上で法人が決定するとこと

となった。 

議題2. 保育の集合研修 

⇒次代を担う人材育成を行う、（保育）上級リーダー研修を創設する。平成31年1

月に現、主幹保育教諭・主任保育士を対象として集合研修を行なう。研修日程

及び内容の詳細については10/29管理者勉強会後に園長会で検討し、11月の部

会検討会議議題として提案する。 

議題3. 人材確保策の検討 

⇒保育部会で意見を集約し、以下の通り人材確保につながる対応策実施について

まとめた。 

○学生と人的つながりを持つ機会をつくる 

①インターンシップ、保育実習、職場体験の受入れをホームページで積極的に実

施する。 

②ボランティアについては、学生も参加がしやすく園を直接知っていただける機

会となるため、園行事のサポートをしてくれるような、ちょっとしたボランテ

ィアを募っていけるようなチラシを作成して養成校に依頼する。学校が休みの

時に参加しやすいことも想定されるので、春休みや夏休みなどを想定した行事

ボランティアを各園で企画する。 

○園の見える化（ホームページによる情報発信、地域とのつながりの強化） 
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議題5. 他施設（法人）への見学研修 

⇒これまでは、園長や主幹のみで他法人の園見学を行なってきたが、次代を担う

人材育成の視点からも、一般職を同行させ、部会でその職員に報告を行い保育

の質向上を図る。 

議題6. 次代を担う人材育成（集合研修について） 

⇒継続議題 

議題7. 第三者評価実施に向けて 

⇒認定こども園の第三者評価ガイドラインの状況、実施に向けた行政としての方

針を確認する。 

議題8. 管理職研修について「認定こども園協会ステップアップ研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

⇒受講状況の確認と今年度の受講計画    

多治見こども園長 守山保育園長    ステップⅡ修了 ステップⅢ受講 

塩尻こども園長 ドーム前こども園長  未受講     ステップⅠ受講 

議題9. 保育部門のホームページ作成について 

⇒職員採用強化のため部会検討会議への提案ができるように準備を進める。 

議題10.内部監査チェックリストについて  

ISO 内部監査と内部ケアサービス監査を一緒にしていく方向で内容を見直し作成

した。 

議題11.午睡チェックセンサー（補助金）について 

乳幼児突然死症候群（SIDS）の発生件数が多い為、その減少を目的として国から

3/4の補助金が出る予定と名古屋市から連絡があった。今後、このシステムを導入

するか情報を集め検討していく。 

7月13日（金） 

会場： 

サン･サンこども

園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

  学童担当 

9名 議題１.部会検討会議より報告  

⇒社会福祉法人が運営する子育て支援施設として保護者負担軽減を念頭に、保護

者負担額の見直しを図る。 

議題2.他施設（法人）への見学研修 

⇒視野を広げ、他施設の良さに学ぶ姿勢を持ち、教育保育の質向上に向けた機会

とする。 

⇒参加の一般職には人材育成も兼ねて保育部会内で研修報告する。 

議題3.法人集合研修 保育管理職員養成コース（名称未定） 

⇒次代を担う人材育成について、部会として集合研修を実施できるように、平成

31年度 1月実施に向け準備を進める。講習内容は保育内容に加え、法令遵守・

事業計画・労務管理・予算・補助金の仕組・人材育成・雇用確保・広報戦略等、

マネジメントについても行なう。 

・初回は現任の主幹保育教諭や主任保育士を対象とする。 

・期間は1年間を見込み、主としてレポートの提出によって評価を行なう。 

・研修終了後は次年度以降の講師となり、次期管理職を育成していけるようにす

る。 

・集合研修の詳細については原案を作成し、11月を目処として部会検討会議に上

程する。 

議題4.保育部門のホームページ作成について 

⇒シンケージ堀内様との打合せ内容（制作スケジュール）を確認した。 

議題5.栄養管理ソフト「わんぱくランチ」導入見送りについて 

⇒ソフトとして、子ども向けのメニューや研修など魅力的ではあるが、個人情報

の管理の脆弱性や、今後もクラウド型にする予定がないなど、自社による開発

力の欠如が見受けられ、総合的判断から導入見送りとした。今後も献立作成、

栄養管理業務の軽減、給食の質向上に向けてソフトの導入を検討したい。 

※栄養士部会でソフト見直しについて検討されているとの情報があったので、栄

養士部会に問い合わせる。           

議題6.満足度調査結果・分析（主任会） 

満足度調査の分析  

1）法人共通部分の比較分析（他園に学ぶ機会） 

2）設問の内容検討 

・回答いただく設問について、「満足している」100％となることが見受けられ、

さらなるニーズを吸い上げることができる内容とするにはどうしたらよいか？

を検討する必要がある。 

議題7.保育職の入職手当について 

⇒特に名古屋エリアについては、求人を出しても応募がなかなか来ない状況があ

る。 

⇒比較的応募の多い昼間のパート職の時間帯にも応募がないため、対策として保

育職の入職手当について検討したい。 

⇒入職祝い金について名古屋エリア（ドーム・守山）は求人をかけても来ない状

況があるため、今後検討。（担当 岩田） 

⇒求人票については、東海 3 県（愛知・岐阜・三重）の通勤可能な養成校宛てに

送付している。これに加えて、長野エリアの養成校からの採用実績があるドー

ム前こども園と守山保育園については、卒業生を同伴させ、進路担当の方や教

授とのパイプ作りを9月初旬に行なうこととする。（担当 福田・岩田） 

9月14日（金） 

会場： 

ドーム前こども園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

 

 

6名 議題1.部会検討会議からの報告 

①法人保育部門のホームページ進捗状況報告および開設までのスケジュールにつ

いて 

1）学生から園の概要、教育・保育方針、教育・保育内容、働く人について見える

化を図った。 

2）インターンシップや保育実習、ボランティア（実習）などを申し込みやすいよ

うに常時タブを設置した。 

3）保育士の求人情報をトップ画面から確認できるように、各園の最新情報を確認

できる情報欄を設置した。 

②園児の体操服の選定について 

体操服の見直しを行い、園児の成長によりよい体操服の素材・機能性、金額面

での保護者負担軽減も含めて検討したことを報告した。体操服選考について保

護者会の役員に参加いただき、その意見も踏まえた上で法人が決定するとこと

となった。 

議題2. 保育の集合研修 

⇒次代を担う人材育成を行う、（保育）上級リーダー研修を創設する。平成31年1

月に現、主幹保育教諭・主任保育士を対象として集合研修を行なう。研修日程

及び内容の詳細については10/29管理者勉強会後に園長会で検討し、11月の部

会検討会議議題として提案する。 

議題3. 人材確保策の検討 

⇒保育部会で意見を集約し、以下の通り人材確保につながる対応策実施について

まとめた。 

○学生と人的つながりを持つ機会をつくる 

①インターンシップ、保育実習、職場体験の受入れをホームページで積極的に実

施する。 

②ボランティアについては、学生も参加がしやすく園を直接知っていただける機

会となるため、園行事のサポートをしてくれるような、ちょっとしたボランテ

ィアを募っていけるようなチラシを作成して養成校に依頼する。学校が休みの

時に参加しやすいことも想定されるので、春休みや夏休みなどを想定した行事

ボランティアを各園で企画する。 

○園の見える化（ホームページによる情報発信、地域とのつながりの強化） 
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保護者や就業される学生に、園の事を分かり易くするためホームページによる

情報発信、地域とのつながりの強化を図る。 

○ハローワークの有効活用 

人事権のある職員が出向いて、求職者の検索にヒットしやすい求人票の見直し

を行なう。その際には地域性もあるが、ハローワークの職員と面識がもてるよ

うな意識を持って訪問、依頼する。 

○養成校への学校訪問（連携） 

卒業生同伴で学校訪問を行うと、滞在時間が45分から1時間程度と長く話を聞

いていただける。採用実績のある学校については、各園で戦略的に訪問をかけ

る。 

介護と保育でそれぞれが訪問すると養成校の進路担当者が混乱されることもあ

るので、エリア内の調整を図る。 

議題4. 他施設への見学研修実施案  

⇒H30・12/3（月）予定 けやきの木保育園 見学研修（管理職員 1 名 一般職 2

名 計3名） 

参加予定者  守  山：佐藤ゆか主任保育士（保育経験年数 21年）          

ドーム ：釣谷綾子保育教諭 （保育経験年数 18年） 

多治見：伊藤千春保育教諭  （保育経験年数 4年） 

12月14日（金） 

会場：多治見こども

園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

  

9名 議題1. 経営会議Ⅰからの報告 

⇒主幹保育教諭養成コースについて   

資料 主幹保育教諭養成コース実施要綱、主幹保育教諭養成コースカリキュラ

ムを確認した。 

※集合研修日程は、保育業務に支障がでないよう基本土曜日での開催とする。 

※最終面接及び試験（11月）、修了式（12月）を予定し、修了式を本部JF千種で

行いたい。 

⇒保育部会日程、開催園の調整を図り以下の通り決定した（議題4含む） 

第１回     第２回     第３回     第４回

     第５回     第６回 

開催日 5/24（金） 8/23（金） 9/20（金） 11/15

（金） 1/17（金） 2/21（金） 

議題2. 保育部門のホームページ  

⇒12/19までに全体トップページ・塩尻サン・サンこども園の HPが先行して出来

上がる予定である。急ぎ修正対応と保護者への写真使用許諾をとる。また理事

長のコメントなどもあり、決裁伺いで承認をとった上で1月公開をめざす。 

議題3.  1月経営会議Ⅰ 平成31年度保育部会事業計画について 

⇒平成31年度保育部会事業計画について、1月経営会議に図る内容を検討した。 

議題4 けやきの木保育園 見学報告 

報告者：伊藤保育教諭（多治見）・ 佐藤主任保育士（守山） 

報告内容：子どもの育ちの環境構成から見る保育のあり方 

議題5. 再発防止・水平展開マニュアル改訂について 

⇒事故報告書について法人介護部門で見直しが図られており、それに沿った運用

に移行する。新田園長が担当して、事故報告書の原案を発信する。経営会議Ⅰ

に図り、ISO9001への登録を行なう。 

議題6. 保護者満足度調査について 

⇒各園から後期保護者満足度調査実施状況を報告（塩尻、守山は実施中、ドーム・

多治見は実施予定） 

100％満足の回答も増えており、より実態に即した満足度調査にするため、来年

度から、回答項目を「はい・いいえ」だけでなく「どちらかと言えば、はい」

など増やしていくことを検討し全園共通で実施する。 

議題7. 主任会からの提案事項実施スケジュール 

わらべ歌を各園で取組んでいく。提案事項実施スケジュール意見集約表を見て、

各園の取り組みを確認した。 

議題8. 消費税10％ 保育料無償化に向けた状況および対応について 

●無償対象者   

１．幼稚園（４時間程度）については満３歳（３歳になった日）から 

２．保育園 ３歳児クラス〈３歳になった後の最初の４月以降〉 

  ※その他の施設等については、上記扱いも踏まえて、検討が行なわれている 

３．０歳児から２歳児の子どもたちの利用料金については、住民税非課税世帯を

対象とする。 

●対象 

利用料：保育料〈利用料〉 

●対象外 

実費徴収として徴収されている費用（通園送迎費、食材費、行事費など） 

●今後の対策等 

①消費税 10％になった場合、用品等の料金が改定される場合があることを重要事

項説明書に示すようにする。 

②食材費（給食費）について 

 給食費を保護者負担とするか国で議論されているため、今後の動向を注視する。 

 給食費が保護者負担となった場合の料金、請求方法（月額/食数請求）について

次回の議題とする。 

③行政との連携（満3歳児保育への対応）   

満３歳児になったタイミングで保育を必要とする園児が、無償化対象の１号認

定（幼稚園）への切り替えを希望されることが想定される。園が満 3 歳児保育

の指定を受けていない場合、無償化の恩恵を得られない保護者が発生するため、

どういった対応を行政が考えているのか把握に努める。また満 3 歳児保育を実

施できる指定を取ったほうがいいのか、市及び県と従前の協議を各園が進めて

おく。 

（塩尻市：回答なし 多治見市：満3歳児受入れ可 名古屋市：未定） 

2月15日（金） 

会場： 

ドーム前こども園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

  主幹保育教諭 

主任保育士 

  学童担当  

10名 議題1. 経営会議Ⅰより 

○塩尻こども園と多治見こども園の施設型給付費等に係る処遇改善期末手当て支

給について算定根拠の確認。 

○【次年度への提案】保育教諭の資格手当見直しについて（多治見こども園と塩

尻こども園のみが対象） 

来年度の継続議題として、提案した。 

議題2. 保育部門のホームページ  

3月公開に向けて、進行中。各園から進捗状況の報告を行なった。  

議題3. 幼児教育無償化に伴う情報共有 

次年度の保育部会で継続議題として扱い、業務に支障がなく、保護者の不利益が

生じないようにする。 

議題4. 保育部会 平成30年度活動報告および反省 

次年度については、事業計画を承認済み。今年度の活動及びその反省を本日の部

会も踏まえて作成する。 

議題5. 保育部会部会長について  

平成31年度からの部会長について、人選を行った。 

議題６．園の賠償保険について 

現行の保険内容と他社の保険とを比較できるように比較表を作成し、来年度保育

部会で検討した上、必要に応じて保険の見直しを経営会議に上程する。（比較表作

成担当：岩田） 
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保護者や就業される学生に、園の事を分かり易くするためホームページによる

情報発信、地域とのつながりの強化を図る。 

○ハローワークの有効活用 

人事権のある職員が出向いて、求職者の検索にヒットしやすい求人票の見直し

を行なう。その際には地域性もあるが、ハローワークの職員と面識がもてるよ

うな意識を持って訪問、依頼する。 

○養成校への学校訪問（連携） 

卒業生同伴で学校訪問を行うと、滞在時間が45分から1時間程度と長く話を聞

いていただける。採用実績のある学校については、各園で戦略的に訪問をかけ

る。 

介護と保育でそれぞれが訪問すると養成校の進路担当者が混乱されることもあ

るので、エリア内の調整を図る。 

議題4. 他施設への見学研修実施案  

⇒H30・12/3（月）予定 けやきの木保育園 見学研修（管理職員 1 名 一般職 2

名 計3名） 

参加予定者  守  山：佐藤ゆか主任保育士（保育経験年数 21年）          

ドーム ：釣谷綾子保育教諭 （保育経験年数 18年） 

多治見：伊藤千春保育教諭  （保育経験年数 4年） 

12月14日（金） 

会場：多治見こども

園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

      主幹保育教諭 

    主任保育士 

  

9名 議題1. 経営会議Ⅰからの報告 

⇒主幹保育教諭養成コースについて   

資料 主幹保育教諭養成コース実施要綱、主幹保育教諭養成コースカリキュラ

ムを確認した。 

※集合研修日程は、保育業務に支障がでないよう基本土曜日での開催とする。 

※最終面接及び試験（11月）、修了式（12月）を予定し、修了式を本部JF千種で

行いたい。 

⇒保育部会日程、開催園の調整を図り以下の通り決定した（議題4含む） 

第１回     第２回     第３回     第４回

     第５回     第６回 

開催日 5/24（金） 8/23（金） 9/20（金） 11/15

（金） 1/17（金） 2/21（金） 

議題2. 保育部門のホームページ  

⇒12/19までに全体トップページ・塩尻サン・サンこども園の HPが先行して出来

上がる予定である。急ぎ修正対応と保護者への写真使用許諾をとる。また理事

長のコメントなどもあり、決裁伺いで承認をとった上で1月公開をめざす。 

議題3.  1月経営会議Ⅰ 平成31年度保育部会事業計画について 

⇒平成31年度保育部会事業計画について、1月経営会議に図る内容を検討した。 

議題4 けやきの木保育園 見学報告 

報告者：伊藤保育教諭（多治見）・ 佐藤主任保育士（守山） 

報告内容：子どもの育ちの環境構成から見る保育のあり方 

議題5. 再発防止・水平展開マニュアル改訂について 

⇒事故報告書について法人介護部門で見直しが図られており、それに沿った運用

に移行する。新田園長が担当して、事故報告書の原案を発信する。経営会議Ⅰ

に図り、ISO9001への登録を行なう。 

議題6. 保護者満足度調査について 

⇒各園から後期保護者満足度調査実施状況を報告（塩尻、守山は実施中、ドーム・

多治見は実施予定） 

100％満足の回答も増えており、より実態に即した満足度調査にするため、来年

度から、回答項目を「はい・いいえ」だけでなく「どちらかと言えば、はい」

など増やしていくことを検討し全園共通で実施する。 

議題7. 主任会からの提案事項実施スケジュール 

わらべ歌を各園で取組んでいく。提案事項実施スケジュール意見集約表を見て、

各園の取り組みを確認した。 

議題8. 消費税10％ 保育料無償化に向けた状況および対応について 

●無償対象者   

１．幼稚園（４時間程度）については満３歳（３歳になった日）から 

２．保育園 ３歳児クラス〈３歳になった後の最初の４月以降〉 

  ※その他の施設等については、上記扱いも踏まえて、検討が行なわれている 

３．０歳児から２歳児の子どもたちの利用料金については、住民税非課税世帯を

対象とする。 

●対象 

利用料：保育料〈利用料〉 

●対象外 

実費徴収として徴収されている費用（通園送迎費、食材費、行事費など） 

●今後の対策等 

①消費税 10％になった場合、用品等の料金が改定される場合があることを重要事

項説明書に示すようにする。 

②食材費（給食費）について 

 給食費を保護者負担とするか国で議論されているため、今後の動向を注視する。 

 給食費が保護者負担となった場合の料金、請求方法（月額/食数請求）について

次回の議題とする。 

③行政との連携（満3歳児保育への対応）   

満３歳児になったタイミングで保育を必要とする園児が、無償化対象の１号認

定（幼稚園）への切り替えを希望されることが想定される。園が満 3 歳児保育

の指定を受けていない場合、無償化の恩恵を得られない保護者が発生するため、

どういった対応を行政が考えているのか把握に努める。また満 3 歳児保育を実

施できる指定を取ったほうがいいのか、市及び県と従前の協議を各園が進めて

おく。 

（塩尻市：回答なし 多治見市：満3歳児受入れ可 名古屋市：未定） 

2月15日（金） 

会場： 

ドーム前こども園 

参加者： 

担当施設長 

園長 

  主幹保育教諭 

主任保育士 

  学童担当  

10名 議題1. 経営会議Ⅰより 

○塩尻こども園と多治見こども園の施設型給付費等に係る処遇改善期末手当て支

給について算定根拠の確認。 

○【次年度への提案】保育教諭の資格手当見直しについて（多治見こども園と塩

尻こども園のみが対象） 

来年度の継続議題として、提案した。 

議題2. 保育部門のホームページ  

3月公開に向けて、進行中。各園から進捗状況の報告を行なった。  

議題3. 幼児教育無償化に伴う情報共有 

次年度の保育部会で継続議題として扱い、業務に支障がなく、保護者の不利益が

生じないようにする。 

議題4. 保育部会 平成30年度活動報告および反省 

次年度については、事業計画を承認済み。今年度の活動及びその反省を本日の部

会も踏まえて作成する。 

議題5. 保育部会部会長について  

平成31年度からの部会長について、人選を行った。 

議題６．園の賠償保険について 

現行の保険内容と他社の保険とを比較できるように比較表を作成し、来年度保育

部会で検討した上、必要に応じて保険の見直しを経営会議に上程する。（比較表作

成担当：岩田） 
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議題7.今年の満足度調査及び来年度に向けて 

来年度の満足度調査について 

・10項目中7項目を法人統一（保育部門）として実施する。（残り3項目は各園の

事業計画に沿った内容） 

・5月の保育部会において、原案を提示検討した上で上半期満足度調査を行う。 

（担当：宮越） 

・設問項目は通年とする。 

議題8.来年度の交換研修について日程の提案 

日程：６月６日（木）・７日（金）塩尻 3歳以上児   

  １１月７日（木）・８日（金）守山 3歳未満児 

その他：託児施設について、保育部会から情報発信ができるようにメーリングリ

ストを整備している。 

研修をしていただく機会として、エリア間の交換研修の報告書や他法人の施設見

学の報告、保育部会の議事録などを発信していく。 

 

（２）活動の成果と今後に向けた課題点 

《成果》 

1.次代の人材育成に向けた法人内集合研修の構築、運用開始ができた。 

2.エリアを超えた交換研修では、同年齢のクラス担任が実際に保育内容を見学、交流したことで、水平展開 

できる現場実践に繋げられた。 

3.子育て支援施設における教育・保育要領や法改正などの確認を随時行ない、適正な園運営につながるよう 

にした。  

4.保育部門のホームページを作成、職員の確保・地域の子育て支援施設としての情報発信ができる体制をとっ

た。 

5.保育教諭の処遇改善に向け、平成28年度に整備いただいた給与規定を適正に運用できた。今度も処遇改善 

の動向把握に努め、職員への適切な給与支給ができる体制をとり、安定した人材確保に努める。 

6.適切な労務管理を行い、各園が超過勤務など法人のルールに沿った運用ができていることを確認した。今後 

も他園との差別化を図り、適切な労働環境による職員確保、離職防止に努めていく。 

7.社会福祉法人が運営する子育て支援施設として、保護者負担の見直しを図り、軽減に向け部会として統一実 

施した。 

8.他法人が運営する施設をこれまで幹部職が主に視察を行っていたが、一般職にも同行していただき、保育の 

質向上と次代の人材育成を加味して実施できた。また研修内容を法人内の子育て支援施設に研修資料として 

メール配信した。今後も研修の機会を提供できるようにする。 

《次年度に向けた課題点》（経営会議Ⅰ承認済） 

    ①次世代リーダー育成の法人内集合研修の実施 （現 主幹保育教諭 主任保育士を対象として実施） 
    ⇒経営会議にて承認済み。H31.1開始～H32.12終了予定 
   ②教育保育の質向上に向け、園内研修の充実、職員間の保育ふりかえりや意見交換ができる環境を構築する。 

⇒園内研修の充実、マニュアルの活用、交換研修の実施（年2回）、他法人の園見学（年1回） 
  ⇒法人の理念や保育方針、めざす子どもの姿について園内共通理解促進の方策を、部会で継続議題として扱い 

研鑽を深める。 
③園管理ソフトの運用について、ソフト会社と連携しながら使用方法の理解促進と、業務フローICT化を進め

る。 
⇒紙媒体記録からデータ管理へ移行をすすめることを継続実施する。  

    ④園の安全管理について、ヒヤリハット・事故報告書から分析し、園の運営に活かせるようにする。 
    ⇒統一した書式でのヒヤリハット分析および因子を明確にした、対策の実施を検討する。 
   ⑤保育料の無償化及び、消費税率10％に向けた保育にかかる料金の見直しを図る。 

    ⇒制度理解について、一般職にも研修できるようにする。 
   ⑥保育部門ホームページの運用 

⇒新卒・中途の職員採用向上及び園児獲得につながるようブログなどを更新していく。（人材獲得） 
⇒情報セキュリティーの確認および職員研修 

   ⑦安心安全な保育環境の整備 
    ⇒第三者評価の実施（現時点では認定こども園の基準が示されていないが、保育所のスケールで実施する。） 

⑧虐待防止（保護者・保育者）についての研修、実施を行なう。  
 

９.施設ケアマネ部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月16日（水） 
ジョイフル多治見 

 

27名 ①全体協議事項（経営会議Ⅰからの検討；ケアプランの標準化について 
ケアマネ受験・更新について） 

②各委員会報告 
③情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項） 
④部会活動計画と委員会体制について 
⑤内部監査チェックリストについて 

8月22日（水） 
  テレビ会議 
（各エリアにて） 

26名 ①各委員会報告 
②契約書、重要事項の改訂について 
③褥瘡予防プランについて 

11月21日（水） 
グレイスフル塩尻 

 

24名 ①部会勉強会 「スキルアップのためのスーパービジョンとは」 
②全体協議事項（褥瘡予防プラン標準化について、平成３１年度事業計画） 
③各委員会報告 
④情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項） 

3月20日（水） 
ジョイフル多治見 

  

26名 ①部会勉強会 「褥瘡予防プランの標準化」 
②全体協議事項（経営会議Ⅰからの検討） 
③各委員会報告 
④情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項、研修報告） 
⑤平成３１年度 新体制について 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.定例会議の開催について 

＜成果＞ 活動計画に基づいて計画通りに開催できた。 

＜問題点＞委員会ごとでの活動や協議をすることが多く、テレビ会議での開催時は、活発な意見交換が難しいとの

声が挙がった。来年度は、全体での集合会議を年間３回、年間１～２回、委員会メンバーのみでテレビ会

議を実施する。 
2.各委員会の活動について 
①ケアマネ養成委員会 
■現任者コース 
＜成果＞ ６月と７月の２日間でカリキュラムを組み、現任者の５名が参加した。 

        ランチョンミーティングの中で日頃の業務について情報交換、悩みの共有ができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        座学やグループワークを通し、知識やアセスメントの能力向上を目指す。 
        ランチョンミーティングを行い、情報共有をしながら悩みや疑問の解決につなげる。 

■新任者コース 
＜成果＞ １０月と１１月、２月に講義と実習を設定し５名が参加した。 

        アセスメントからプラン作成までの流れについてグループワークを交え、学びを深めた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        座学や実習を通し、施設ケアマネとしての基本的な知識やスキルの習得を目指す。 
②能力向上委員会 
■交換研修 
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議題7.今年の満足度調査及び来年度に向けて 

来年度の満足度調査について 

・10項目中7項目を法人統一（保育部門）として実施する。（残り3項目は各園の

事業計画に沿った内容） 

・5月の保育部会において、原案を提示検討した上で上半期満足度調査を行う。 

（担当：宮越） 

・設問項目は通年とする。 

議題8.来年度の交換研修について日程の提案 

日程：６月６日（木）・７日（金）塩尻 3歳以上児   

  １１月７日（木）・８日（金）守山 3歳未満児 

その他：託児施設について、保育部会から情報発信ができるようにメーリングリ

ストを整備している。 

研修をしていただく機会として、エリア間の交換研修の報告書や他法人の施設見

学の報告、保育部会の議事録などを発信していく。 

 

（２）活動の成果と今後に向けた課題点 

《成果》 

1.次代の人材育成に向けた法人内集合研修の構築、運用開始ができた。 

2.エリアを超えた交換研修では、同年齢のクラス担任が実際に保育内容を見学、交流したことで、水平展開 

できる現場実践に繋げられた。 

3.子育て支援施設における教育・保育要領や法改正などの確認を随時行ない、適正な園運営につながるよう 

にした。  

4.保育部門のホームページを作成、職員の確保・地域の子育て支援施設としての情報発信ができる体制をとっ

た。 

5.保育教諭の処遇改善に向け、平成28年度に整備いただいた給与規定を適正に運用できた。今度も処遇改善 

の動向把握に努め、職員への適切な給与支給ができる体制をとり、安定した人材確保に努める。 

6.適切な労務管理を行い、各園が超過勤務など法人のルールに沿った運用ができていることを確認した。今後 

も他園との差別化を図り、適切な労働環境による職員確保、離職防止に努めていく。 

7.社会福祉法人が運営する子育て支援施設として、保護者負担の見直しを図り、軽減に向け部会として統一実 

施した。 

8.他法人が運営する施設をこれまで幹部職が主に視察を行っていたが、一般職にも同行していただき、保育の 

質向上と次代の人材育成を加味して実施できた。また研修内容を法人内の子育て支援施設に研修資料として 

メール配信した。今後も研修の機会を提供できるようにする。 

《次年度に向けた課題点》（経営会議Ⅰ承認済） 

    ①次世代リーダー育成の法人内集合研修の実施 （現 主幹保育教諭 主任保育士を対象として実施） 
    ⇒経営会議にて承認済み。H31.1開始～H32.12終了予定 
   ②教育保育の質向上に向け、園内研修の充実、職員間の保育ふりかえりや意見交換ができる環境を構築する。 

⇒園内研修の充実、マニュアルの活用、交換研修の実施（年2回）、他法人の園見学（年1回） 
  ⇒法人の理念や保育方針、めざす子どもの姿について園内共通理解促進の方策を、部会で継続議題として扱い 

研鑽を深める。 
③園管理ソフトの運用について、ソフト会社と連携しながら使用方法の理解促進と、業務フローICT化を進め

る。 
⇒紙媒体記録からデータ管理へ移行をすすめることを継続実施する。  

    ④園の安全管理について、ヒヤリハット・事故報告書から分析し、園の運営に活かせるようにする。 
    ⇒統一した書式でのヒヤリハット分析および因子を明確にした、対策の実施を検討する。 
   ⑤保育料の無償化及び、消費税率10％に向けた保育にかかる料金の見直しを図る。 

    ⇒制度理解について、一般職にも研修できるようにする。 
   ⑥保育部門ホームページの運用 

⇒新卒・中途の職員採用向上及び園児獲得につながるようブログなどを更新していく。（人材獲得） 
⇒情報セキュリティーの確認および職員研修 

   ⑦安心安全な保育環境の整備 
    ⇒第三者評価の実施（現時点では認定こども園の基準が示されていないが、保育所のスケールで実施する。） 

⑧虐待防止（保護者・保育者）についての研修、実施を行なう。  
 

９.施設ケアマネ部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

5月16日（水） 
ジョイフル多治見 

 

27名 ①全体協議事項（経営会議Ⅰからの検討；ケアプランの標準化について 
ケアマネ受験・更新について） 

②各委員会報告 
③情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項） 
④部会活動計画と委員会体制について 
⑤内部監査チェックリストについて 

8月22日（水） 
  テレビ会議 
（各エリアにて） 

26名 ①各委員会報告 
②契約書、重要事項の改訂について 
③褥瘡予防プランについて 

11月21日（水） 
グレイスフル塩尻 

 

24名 ①部会勉強会 「スキルアップのためのスーパービジョンとは」 
②全体協議事項（褥瘡予防プラン標準化について、平成３１年度事業計画） 
③各委員会報告 
④情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項） 

3月20日（水） 
ジョイフル多治見 

  

26名 ①部会勉強会 「褥瘡予防プランの標準化」 
②全体協議事項（経営会議Ⅰからの検討） 
③各委員会報告 
④情報共有事項（介護保険法 実地指導指摘事項、研修報告） 
⑤平成３１年度 新体制について 

 
（２）活動の成果と問題点 

1.定例会議の開催について 

＜成果＞ 活動計画に基づいて計画通りに開催できた。 

＜問題点＞委員会ごとでの活動や協議をすることが多く、テレビ会議での開催時は、活発な意見交換が難しいとの

声が挙がった。来年度は、全体での集合会議を年間３回、年間１～２回、委員会メンバーのみでテレビ会

議を実施する。 
2.各委員会の活動について 
①ケアマネ養成委員会 
■現任者コース 
＜成果＞ ６月と７月の２日間でカリキュラムを組み、現任者の５名が参加した。 

        ランチョンミーティングの中で日頃の業務について情報交換、悩みの共有ができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        座学やグループワークを通し、知識やアセスメントの能力向上を目指す。 
        ランチョンミーティングを行い、情報共有をしながら悩みや疑問の解決につなげる。 

■新任者コース 
＜成果＞ １０月と１１月、２月に講義と実習を設定し５名が参加した。 

        アセスメントからプラン作成までの流れについてグループワークを交え、学びを深めた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        座学や実習を通し、施設ケアマネとしての基本的な知識やスキルの習得を目指す。 
②能力向上委員会 
■交換研修 
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＜成果＞ カンファレンスの進め方、使用する資料や情報収集方法のすり合わせを行うことができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        交換研修を継続し意識の統一や施設ケアマネ全体のレベルアップにつなげる。 
■勉強会 
＜成果＞ 外部講師を招き「スーパービジョン」についての研修を実施した。カンファレンス時などでのケアマ

ネとしての働きかけ方法、姿勢について気付かされ理解を深めることができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        ケアマネとしての必要な知識、情報を共有しコンプライアンスに基づいた業務を実現する。 
③受験対策委員会 
■受験対策について 
＜成果＞ 勉強方法や勉強会の日にち設定を委員会で検討し、各エリアの受験者が取り組みやすい環境を整えた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        平成３０年度のケアマネ合格者が法人内で２名の結果で全国平均を大きく下回った。 
        自宅学習のヒント、仕事と両立した勉強方法の確立に向けてのサポート、アドバイスを強化する。 

■体験コース 
＜成果＞ ５月～９月の期間で居宅または施設を選択できる体験実習の機会を設定し６名が参加した。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        体験コースの間口を広げ、参加者を増やし施設ケアマネの仕事の魅力をアピールする。 
 
3.研修報告、外部監査報告など情報共有について 
＜成果＞ 研修内容の伝達、実地指導の指摘事項の共有によりケアマネ全体で共通認識を持つことができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

         ケアマネとしての必要な知識、情報を共有し共通認識、意識の統一を図る。 
 

10.小規模多機能型居宅介護部会 活動報告 
（１） 開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
（人数） 

議  題  ／  内  容 

5月 23日（水） 
テレビ会議 

 12名 

①各事業所から実績・活動報告、新規利用者様獲得、サービス調整について情報

交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③運営推進会議内容の水平展開 
④運用チェックリストの確認 

9月26日（水） 
テレビ会議 

 
 12名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③運営推進会議内容の水平展開 

11月22日（木） 
テレビ会議 

 10名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③参考資料、QC活動および施設内取り組みについての提案、情報共有 
④重要事項説明書・契約書改定について 
⑤部会長変更、部会案内について 
⑥交換研修について 
⑦各事業所の機能訓練内容、取り組み評価 

2月20日（水） 
JF砂田橋 

 
 

 10名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②運営推進会議報告 
③業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
④平成31年度活動計画について 
⑤平成31年～担当施設長オブザーバーについて 

 
（２）活動の成果と問題点 

① 実績、活動報告について 
今年度、TV会議での開催を実施。各事業所の実績、活動報告を行い各事業所での取り組みを水平展開している。 
新規利用者様獲得のために、どのような案内や取り組みを行ったか、営業方法や営業活動、見学会などの開催など

について情報を共有出来た。 
② 業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
長野エリアについては統一されているが愛岐エリアにおいて、各事業所のフローに準じていることで9月に愛岐エ

リア内担当者にて話し合いを実施し各事業所のフローを照らし合わせながら原案を作成、また長野エリアのフロー

についての訂正案を検討。2月部会において同エリア統一に向けて取りまとめていく予定。 
③ 運営推進会議の水平展開について 
地域に密着したサービスとして包括、民生委員、ご家族など含めたご意見を伺い、各事業所の運営推進会議内容に

ついて情報共有を実施。今後のサービスの発展や転換に繋げられるように水平展開を行う事が出来た。 
④ 適正な登録人数の情報共有、人員配置での収入の安定化について 
職員配置及び登録人数において情報共有を行い安定した稼動に繋げられる様に共通の理解とする事が出来た。 

≪問題点≫ 
法人内外への研修について、参加状況の確認や報告会を開催する事ができなかった。 
認知症ケア・アクティブリビングについての取り組み、評価をすることができなかった。 
各事業所の環境や地域性も踏まえたうえでの効果的なデータを活用、構築する事が出来なかった。 

 

11. 事務部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

4月23日（月） 
ジョイフル名駅 

 ６名 ① ２９年度ＥＰＡ介護福祉士候補者受け入れの振り返り 
② 事務部会 議事録担当（輪番）について 
③ Ｈ３０年度活動方針およびエリア体制の強化について 
④ 年次業務の確認（５月～７月） 

5月31日（木） 
サンサンリゾート新栄 

 ６名 ① 車両購入、寄付金について 
② エリア体制の強化について 
③ 年次業務の確認（７月～９月） 

8月23日（木） 
ジョイフル名駅 

５名 ① 車両購入手順書の再変更について 
② ＩＳＯ９００１の備品破損報告書の変更案について 
③ 事務職の給与見直しについて 
④ 年次業務の確認（９月～１１月） 

10月29日（月） 
ジョイフル名駅 

７名 ① 車両購入手順書の再変更について 
② ＩＳＯ９００１の備品破損報告書の変更案について 
③ 事務職の給与見直しについて 
④ 年次業務の確認（１２月～２月） 
⑤ 学生を実習で受け入れたときの謝礼の勘定科目について 
⑥ 事業計画について 

1月30日（水） 
ジョイフル名駅 

7名 ① 来年度の部会体制について 
② 今年度の反省と来年度の課題について 
③ 年次業務の確認（３月 ～ ５月） 
④ その他 

3月1日（金） 
サンサンリゾート新栄 

  
開催なし 

 
（２）活動の成果と問題点 
【活動の成果】 
・ 執行決裁権限の変更、発注方法が本部から施設へと変わることにより、作業マニュアルを修正、福祉車両等でうけ
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＜成果＞ カンファレンスの進め方、使用する資料や情報収集方法のすり合わせを行うことができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        交換研修を継続し意識の統一や施設ケアマネ全体のレベルアップにつなげる。 
■勉強会 
＜成果＞ 外部講師を招き「スーパービジョン」についての研修を実施した。カンファレンス時などでのケアマ

ネとしての働きかけ方法、姿勢について気付かされ理解を深めることができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        ケアマネとしての必要な知識、情報を共有しコンプライアンスに基づいた業務を実現する。 
③受験対策委員会 
■受験対策について 
＜成果＞ 勉強方法や勉強会の日にち設定を委員会で検討し、各エリアの受験者が取り組みやすい環境を整えた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        平成３０年度のケアマネ合格者が法人内で２名の結果で全国平均を大きく下回った。 
        自宅学習のヒント、仕事と両立した勉強方法の確立に向けてのサポート、アドバイスを強化する。 

■体験コース 
＜成果＞ ５月～９月の期間で居宅または施設を選択できる体験実習の機会を設定し６名が参加した。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

        体験コースの間口を広げ、参加者を増やし施設ケアマネの仕事の魅力をアピールする。 
 
3.研修報告、外部監査報告など情報共有について 
＜成果＞ 研修内容の伝達、実地指導の指摘事項の共有によりケアマネ全体で共通認識を持つことができた。 
＜問題点・平成３１年度の目標＞ 

         ケアマネとしての必要な知識、情報を共有し共通認識、意識の統一を図る。 
 

10.小規模多機能型居宅介護部会 活動報告 
（１） 開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
（人数） 

議  題  ／  内  容 

5月 23日（水） 
テレビ会議 

 12名 

①各事業所から実績・活動報告、新規利用者様獲得、サービス調整について情報

交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③運営推進会議内容の水平展開 
④運用チェックリストの確認 

9月26日（水） 
テレビ会議 

 
 12名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③運営推進会議内容の水平展開 

11月22日（木） 
テレビ会議 

 10名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
③参考資料、QC活動および施設内取り組みについての提案、情報共有 
④重要事項説明書・契約書改定について 
⑤部会長変更、部会案内について 
⑥交換研修について 
⑦各事業所の機能訓練内容、取り組み評価 

2月20日（水） 
JF砂田橋 

 
 

 10名 

①各事業所から実績・活動報告、情報交換 
②運営推進会議報告 
③業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
④平成31年度活動計画について 
⑤平成31年～担当施設長オブザーバーについて 

 
（２）活動の成果と問題点 

① 実績、活動報告について 
今年度、TV会議での開催を実施。各事業所の実績、活動報告を行い各事業所での取り組みを水平展開している。 
新規利用者様獲得のために、どのような案内や取り組みを行ったか、営業方法や営業活動、見学会などの開催など

について情報を共有出来た。 
② 業務マニュアル、受け入れフローの統一について 
長野エリアについては統一されているが愛岐エリアにおいて、各事業所のフローに準じていることで9月に愛岐エ

リア内担当者にて話し合いを実施し各事業所のフローを照らし合わせながら原案を作成、また長野エリアのフロー

についての訂正案を検討。2月部会において同エリア統一に向けて取りまとめていく予定。 
③ 運営推進会議の水平展開について 
地域に密着したサービスとして包括、民生委員、ご家族など含めたご意見を伺い、各事業所の運営推進会議内容に

ついて情報共有を実施。今後のサービスの発展や転換に繋げられるように水平展開を行う事が出来た。 
④ 適正な登録人数の情報共有、人員配置での収入の安定化について 
職員配置及び登録人数において情報共有を行い安定した稼動に繋げられる様に共通の理解とする事が出来た。 

≪問題点≫ 
法人内外への研修について、参加状況の確認や報告会を開催する事ができなかった。 
認知症ケア・アクティブリビングについての取り組み、評価をすることができなかった。 
各事業所の環境や地域性も踏まえたうえでの効果的なデータを活用、構築する事が出来なかった。 

 

11. 事務部会 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

4月23日（月） 
ジョイフル名駅 

 ６名 ① ２９年度ＥＰＡ介護福祉士候補者受け入れの振り返り 
② 事務部会 議事録担当（輪番）について 
③ Ｈ３０年度活動方針およびエリア体制の強化について 
④ 年次業務の確認（５月～７月） 

5月31日（木） 
サンサンリゾート新栄 

 ６名 ① 車両購入、寄付金について 
② エリア体制の強化について 
③ 年次業務の確認（７月～９月） 

8月23日（木） 
ジョイフル名駅 

５名 ① 車両購入手順書の再変更について 
② ＩＳＯ９００１の備品破損報告書の変更案について 
③ 事務職の給与見直しについて 
④ 年次業務の確認（９月～１１月） 

10月29日（月） 
ジョイフル名駅 

７名 ① 車両購入手順書の再変更について 
② ＩＳＯ９００１の備品破損報告書の変更案について 
③ 事務職の給与見直しについて 
④ 年次業務の確認（１２月～２月） 
⑤ 学生を実習で受け入れたときの謝礼の勘定科目について 
⑥ 事業計画について 

1月30日（水） 
ジョイフル名駅 

7名 ① 来年度の部会体制について 
② 今年度の反省と来年度の課題について 
③ 年次業務の確認（３月 ～ ５月） 
④ その他 

3月1日（金） 
サンサンリゾート新栄 

  
開催なし 

 
（２）活動の成果と問題点 
【活動の成果】 
・ 執行決裁権限の変更、発注方法が本部から施設へと変わることにより、作業マニュアルを修正、福祉車両等でうけ
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られる自動車税、自動車取得税の減免手続きの漏れがないよう実地するため、車両購入業者に「自動車取得税」「自

動車税又は軽自動車税」の減免申請を依頼するように追加など、法人共通の手順書ができて漏れがないように確実

に実地できる事となった。 
・ 事務職対象資格（日商簿記）を資格手当として追加されることによるモチベーションの向上、資格取得への意欲が

見受けられるようになった。 
・ 本部職員の教育の問題点について検討した。 
・ 各エリアで行われた実地指導や会計・労務監査等の結果について情報共有ができた。 
・ 本部職員も部会に参加することにより、問題意識を共有できるようになった。 
【問題点】 
・ 車両が補助車両（日本財団など）または車両購入業者が減免申請を行わない場合は、施設が県税事務所・市町村等

より減免申請書を入手し申請を行うこととなるため、注意する必要がある。 
・ 他の資格手当についても同様の事とはなるが、事務職対象資格（日商簿記）の資格手当が支給される職員について

は、資格取得しているからではなく、資格に見合う業務が必要とされる。 
・ 求人がかなり厳しい状況となっている。よりいっそうの求人活動の合理化・情報共有化をはかり、様々な手段を講

じる必要がある 
・ 本部の各部署の教育については、引き続き審議が必要である。 

 

12. 通所部会 活動報告 

（１）開催状況 
開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

5月9日（金） 

ジョイフル多治見 

9名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④H30年度通所部会事業計画について 

⑤重要事項説明書・運営規程・事業所一覧について 

⑥緩和サービスについて 

⑦満足度調査について 

⑧加算取得について 

⑨送迎システムについて 

⑩勉強会(6月13日に開催)「業務改善について」 

8月8日（水） 

グレイスフル箕輪 

8名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④送迎システムジオルーター進捗状況確認 

⑤ドライブレコーダーを活用した安全運転教育の構築に関する進捗状況確認 

⑥車輌事故報告書について 

⑦契約書・重要事項説明書について 

⑧勉強会「対人援助について」 

11月15日（水） 

サンサンリゾート 

新栄 

 

8名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④車輌事故報告書、交通違反報告書、内規について 

⑤送迎システムジオルーター進捗状況確認 

⑥ドライブレコーダーを活用した安全運転教育の構築に関する進捗状況確認 

⑦送迎時における利用者様の個人情報の持ち出しについて 

⑧勉強会「接遇マナーについて」 

2月 13日（水） 

サンサンリゾート 

新栄 

7名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④身体拘束に関わる指針の掲示について 

⑤70歳以上の運転手職員について 

⑤H30年度活動報告の確認 

⑥H31年度部会事業計画について 

⑦勉強会「営業戦略について」 

 
（２）活動の成果と問題点 

①情報の共有と水平展開 
〈活動の成果〉 
・稼働管理や事故・業務ミス、エリアの課題等についての情報共有を行うことが出来た。他事業所で行っていたイ

ベントなども参考にし、自事業所に取り入れることが出来た。 
・データ管理について、キャンセル数を毎月把握することで自事業所の状況が把握しやすく、対策につなげること

が出来たと感じた。今後も継続していきたい。 
・各地域特有の車輌事故もあるが、それらを共有することでリスクマネジメントにもつながり、自事業所の新たな

事故を防ぐ一歩にもつながったと感じた。 
〈問題点〉 
・各事業所内の情報共有に関して、全体への水平展開が出来ていない事業所も見受けられた。各事業所で  働く

職員数が違うため、各事業所にて水平展開の方法を見直し、効果のあった方法に関しては部会を通して共有する

必要がある。 
・車輌事故に関して、件数が多い事業所からの発信が遅れてしまうケースもあった。水平展開する重要性を認識し、

今後も迅速に発信できるよう心がけていく。 
②所長や相談員・リーダーの勉強会の開催 
〈活動の成果〉 
・法人内だけではなく外部の研修に参加することで、より知識等の向上につながった。外部研修への参加を通して、

その研修でしか学ぶことが出来ない内容に触れることが出来た。また、現場にも水平展開することが出来た。 
・交換研修を実施した事業所もあり、お互いの事業所の違いや参考に出来る部分が多くあり、サービスの質の向上

に繋げることが出来た。満足度調査の結果からも接遇面に関して向上が見られた事業所もあり、研修で学んだ事

が現場で活かされていると感じた。 
〈問題点〉 
・研修に参加できる人員の確保が難しい事業所もあったため、計画的に勤務表を作成する必要があった。 
・研修内容のフィードバックについて、方法を検討する必要があった。 
・部会での勉強会が形式的になってしまうこともあったため、趣旨を見直し検討していく必要がある。 
③マニュアルや書式の統一 
〈活動の成果〉 
・エリア毎に差異があった書式もあったため、書式やマニュアル等の統一をしたことで業務改善につながったと思

われる。今後も契約書、重要事項説明書、事業所一覧等も他部会の動向も見ながら、法改正に準じ変更を行って

いく。 
〈問題点〉 
・デイサービスマニュアル、デイケアマニュアルの統一について、着手が遅くなってしまった。計画性が足 
りなかったため、今後も情報収集を行い遅延のないよう進めていく。 

・エリア代表、各事業所の担当者がもっと協力的にアプローチ出来ればよかったと思う。担当者は決まって 
いたが、その他の事業所でも積極的に関われるとよかった。 

④職員の接遇マナー及び、事業所の環境整備 
  〈活動の成果〉 
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られる自動車税、自動車取得税の減免手続きの漏れがないよう実地するため、車両購入業者に「自動車取得税」「自

動車税又は軽自動車税」の減免申請を依頼するように追加など、法人共通の手順書ができて漏れがないように確実

に実地できる事となった。 
・ 事務職対象資格（日商簿記）を資格手当として追加されることによるモチベーションの向上、資格取得への意欲が

見受けられるようになった。 
・ 本部職員の教育の問題点について検討した。 
・ 各エリアで行われた実地指導や会計・労務監査等の結果について情報共有ができた。 
・ 本部職員も部会に参加することにより、問題意識を共有できるようになった。 
【問題点】 
・ 車両が補助車両（日本財団など）または車両購入業者が減免申請を行わない場合は、施設が県税事務所・市町村等

より減免申請書を入手し申請を行うこととなるため、注意する必要がある。 
・ 他の資格手当についても同様の事とはなるが、事務職対象資格（日商簿記）の資格手当が支給される職員について

は、資格取得しているからではなく、資格に見合う業務が必要とされる。 
・ 求人がかなり厳しい状況となっている。よりいっそうの求人活動の合理化・情報共有化をはかり、様々な手段を講

じる必要がある 
・ 本部の各部署の教育については、引き続き審議が必要である。 

 

12. 通所部会 活動報告 

（１）開催状況 
開催日 

開催場所 

出席者 

(人数) 
議  題  ／  内  容 

5月9日（金） 

ジョイフル多治見 

9名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④H30年度通所部会事業計画について 

⑤重要事項説明書・運営規程・事業所一覧について 

⑥緩和サービスについて 

⑦満足度調査について 

⑧加算取得について 

⑨送迎システムについて 

⑩勉強会(6月13日に開催)「業務改善について」 

8月8日（水） 

グレイスフル箕輪 

8名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④送迎システムジオルーター進捗状況確認 

⑤ドライブレコーダーを活用した安全運転教育の構築に関する進捗状況確認 

⑥車輌事故報告書について 

⑦契約書・重要事項説明書について 

⑧勉強会「対人援助について」 

11月15日（水） 

サンサンリゾート 

新栄 

 

8名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④車輌事故報告書、交通違反報告書、内規について 

⑤送迎システムジオルーター進捗状況確認 

⑥ドライブレコーダーを活用した安全運転教育の構築に関する進捗状況確認 

⑦送迎時における利用者様の個人情報の持ち出しについて 

⑧勉強会「接遇マナーについて」 

2月 13日（水） 

サンサンリゾート 

新栄 

7名 ①各事業所の稼働向上の取り組みについての情報共有 

②事故や業務ミスに関する情報共有 

③業務改善等に関する情報共有 

④身体拘束に関わる指針の掲示について 

⑤70歳以上の運転手職員について 

⑤H30年度活動報告の確認 

⑥H31年度部会事業計画について 

⑦勉強会「営業戦略について」 

 
（２）活動の成果と問題点 

①情報の共有と水平展開 
〈活動の成果〉 
・稼働管理や事故・業務ミス、エリアの課題等についての情報共有を行うことが出来た。他事業所で行っていたイ

ベントなども参考にし、自事業所に取り入れることが出来た。 
・データ管理について、キャンセル数を毎月把握することで自事業所の状況が把握しやすく、対策につなげること

が出来たと感じた。今後も継続していきたい。 
・各地域特有の車輌事故もあるが、それらを共有することでリスクマネジメントにもつながり、自事業所の新たな

事故を防ぐ一歩にもつながったと感じた。 
〈問題点〉 
・各事業所内の情報共有に関して、全体への水平展開が出来ていない事業所も見受けられた。各事業所で  働く

職員数が違うため、各事業所にて水平展開の方法を見直し、効果のあった方法に関しては部会を通して共有する

必要がある。 
・車輌事故に関して、件数が多い事業所からの発信が遅れてしまうケースもあった。水平展開する重要性を認識し、

今後も迅速に発信できるよう心がけていく。 
②所長や相談員・リーダーの勉強会の開催 
〈活動の成果〉 
・法人内だけではなく外部の研修に参加することで、より知識等の向上につながった。外部研修への参加を通して、

その研修でしか学ぶことが出来ない内容に触れることが出来た。また、現場にも水平展開することが出来た。 
・交換研修を実施した事業所もあり、お互いの事業所の違いや参考に出来る部分が多くあり、サービスの質の向上

に繋げることが出来た。満足度調査の結果からも接遇面に関して向上が見られた事業所もあり、研修で学んだ事

が現場で活かされていると感じた。 
〈問題点〉 
・研修に参加できる人員の確保が難しい事業所もあったため、計画的に勤務表を作成する必要があった。 
・研修内容のフィードバックについて、方法を検討する必要があった。 
・部会での勉強会が形式的になってしまうこともあったため、趣旨を見直し検討していく必要がある。 
③マニュアルや書式の統一 
〈活動の成果〉 
・エリア毎に差異があった書式もあったため、書式やマニュアル等の統一をしたことで業務改善につながったと思

われる。今後も契約書、重要事項説明書、事業所一覧等も他部会の動向も見ながら、法改正に準じ変更を行って

いく。 
〈問題点〉 
・デイサービスマニュアル、デイケアマニュアルの統一について、着手が遅くなってしまった。計画性が足 
りなかったため、今後も情報収集を行い遅延のないよう進めていく。 

・エリア代表、各事業所の担当者がもっと協力的にアプローチ出来ればよかったと思う。担当者は決まって 
いたが、その他の事業所でも積極的に関われるとよかった。 

④職員の接遇マナー及び、事業所の環境整備 
  〈活動の成果〉 
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・接遇・環境チェックリストを基に一人一人チェックをし、不適合があれば改善を促し、職員教育を行う  こと

ができた。また、各自の意識を高める事にもつながったと思う。今後も利用者様にとって快適な環境となるよう、

職員にとって働きやすい環境となるよう、定期的に実施していく事が必要である。 
・事業所間でチェックリストを用いて環境面の確認を行うことで、自事業所では気が付きにくい視点からの意見も

上がり、お互いに気付きへとつながり環境面の向上につながったと思われる。今後も稼働低迷している事業所を

中心に、実施していく。 
〈問題点〉 
・満足度調査の結果を共有し、環境面が利用者様へ与える影響を通所事業所全体で考える機会を設ける必要  が

あった。 
・環境面のチェックが出来る事業所に偏りが見られたため、エリア内で計画的に各事業所を回り、エリア担 
当者がチェックをする等進める必要があった。 

  ⑤ドライブレコーダーを活用した安全運転教育の構築 
  〈活動の成果〉 
  ・担当事業所にて、ドライブレコーダーを活用し勉強会を行うことにより、職員の運転意識や勉強の必要性を改め

て確認できた。 
  ・ドライブレコーダーを活用することで、普段走行している道路の危険箇所が把握できるため、勉強会の 

資料として重要であると感じた。 
〈問題点〉 
・ドライブレコーダーを搭載している車輌を保有している事業所に、過度な負担がかからないよう連携を図 
り、通所全体で事故防止につながるよう努めていく必要がある。 

・部会にて今後も勉強会の進捗状況や、勉強会後の変化等を共有していく必要がある。 
 

   

● 平成３０年度 部門活動報告 ● 

1.ヘルパーステーション部門 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

10月26日 
第2グレイフル 
春日井 

5名 ①実地指導の報告・共有 
②状況報告書の書式変更について 
③モニタリングの管理方法について 
 

3月15日 
フラワーコート江南 

5名 ①事務所での業務分担について 
②人員の確保について 
③ケアマネジャーとの連携について 
④ローテーションの組み方について 
 

 
（２）活動の成果と問題点 

<成果> 
・ 実地指導の指導内容を受け、訪問介護計画の書式を変更。それにより、プラン内容の根拠が明確化

された。 
・ 状況報告書を変更し、ケアマネへの情報が的確に伝えられるようになった。 
・ 事務所での業務内容を協議。江南・春日井で事業所体制は異なるが、それぞれの効果的な取組を学

ぶことができた。 
・ ケアマネとの連携については以前に比べ早く報告できるようになり、ケアマネジャーとの信頼関係

を深めることができた。 
・ ローテーションについては、空白の時間をなくすような作成方法を検討していった。今後もよいや

り方があれば随時共有していく。 
 
<問題点> 
・H31年10月改正への対応。 
・総合事業サービスと要介護サービスが偏らず、バランスの良い収益の確保。 
・効果的なローテの組み方。 

 

2. 住宅系部門 活動報告 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

なし  なし 
 
（2）活動の成果と問題点 
１． 待機者確保に向けた営業活動およびPR活動 

① 特に名古屋エリアの複数施設にて継続的に空室状態が生じたため、次の営業活動を行った。 
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・入居キャンペーンの実施（入居契約が指定期間内に締結された場合、電化製品2点を進呈） 
・入居募集チラシを新聞折込みにて配布（春日井市、一宮市、小牧市の約３２万戸） 
・入居募集チラシを施設サービス利用者へ請求書に同封し配布 
・施設の壁面に入居募集チラシを掲示 
・待機者リストをもとに入居希望確認を実施 
・見学者等リスト（申込一覧表）を活用し、入居希望の確認を実施 
・法人内外以外の居宅介護支援事業所へのチラシ配布と希望者の確認 

   ※上記の活動を行うことで、数件の入居を頂くことができたり、チラシを見たとのことで問い合

わせを頂いたりした。 
しかし、すべての施設で満床とはならず、今後も上記の営業活動を継続していく必要がある。 

  ②入居時における生活環境の向上と負担軽減を目的にエアコンを施設負担で設置していく。 
  ③入居申込者リストをもとに、入居希望の再確認及びリストの整理を行った。 
２． 施設間の情報共有 

・経営会議にて入居状況について、現状及び問題点を報告 
・エリア施設長会議で入居者確保について協議（上記の提案を行う） 
・法人内住宅施設にて現状・取り組み・問題点を共有 
 

3.養護老人ホーム部門 活動報告 
（１）開催状況 

開催日 
開催場所 

出席者 
(人数) 

議  題  ／  内  容 

6月15日（金） 
養護老人ホーム 
ジョイフル羽島 

4名 ①稼働・営業状況報告 
②加算算定状況 
③取り組み意見交換 
④身体拘束適正化について 

⑤過去の実地指導の水平展開 
8月17日（金） 
養護老人ホーム 
サンライフむつみ 

4名 ①稼働・営業状況報告 
②加算算定状況  
③取り組み意見交換 
④苦情の水平展開 

11月16日（金） 
養護老人ホーム 
ジョイフル羽島 

4名 ①稼働・営業状況報告 
②加算算定状況  
③取り組み意見交換 

2月 19日（火） 
養護老人ホーム 
サンライフむつみ 

4名 ①稼働・営業状況報告 
②加算算定状況  
③取り組み意見交換 

 
（２）活動の成果と問題点 
＜成果＞ 
・各取り組みの意見交換を実施し、施設内の生活環境の見直しや外出許可の緩和化が進められ、少しず

つ生活のし易い施設への見直しが図れている。 

・加算算定の情報共有を行い、双方の施設で新しい加算の算定に向けて行政と検討することができた。 

 

 

   

＜問題点＞ 
・各市町村が措置控えや予算上の理由により、入所者の確保が困難になっている。地域に潜在している

措置対象者の情報を把握している地域包括への営業活動をより積極的に行う等有効な営業活動につい

て検討を要する。 
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（２）活動の成果と問題点 
＜成果＞ 
・各取り組みの意見交換を実施し、施設内の生活環境の見直しや外出許可の緩和化が進められ、少しず

つ生活のし易い施設への見直しが図れている。 

・加算算定の情報共有を行い、双方の施設で新しい加算の算定に向けて行政と検討することができた。 

 

 

   

＜問題点＞ 
・各市町村が措置控えや予算上の理由により、入所者の確保が困難になっている。地域に潜在している
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社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 指導監査 指示事項／改善報告 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
大型デイサービスセンター 
サンサンリゾート太古の湯 

通所介護 実施日 平成３０年７月６日 
指示事項 改善事項 

（通所介護） 
・個別機能訓練加算Ⅰの算定に当たっては、3 か

月に 1 回以上利用者居宅を訪問し、生活状況を

確認し、訓練内容、評価、進捗状況を説明し、

目標や訓練内容等見直しを行う必要があるこ

とに留意すること。 
 
・ヒヤリ・ハット記録の収集に努めること。 
 
 
（業務管理） 
・確認した範囲で特になし。 

 
・居宅訪問は、利用者様の生活を把握し、課題を

抽出するため詳細に記録し、個別機能訓練計画

書の目標設定や運動プログラムの見直しに繋

がるよう徹底する。 
 
 
・ヒヤリ・ハットの収集を事業所内で啓発し、情

報を分析することで、事故防止に努める。 
 

 

監査機関 
 岐阜県岐阜地域福祉事務所 

福祉課地域福祉係 施設名 
介護老人福祉施設 
養護老人ホーム 
ジョイフル羽島 実施日 平成３０年７月１３日 

指示事項 改善事項 
（介護老人福祉施設） 
・特になし 
 
（養護老人） 
・特になし 

 
 

 
監査機関  名古屋西 労働基準監督署 

施設名 ジョイフル名駅 
実施日 平成３０年８月２１日 

指示事項 改善事項 
１．労働基準法に、労働時間、休日、深夜業等に

ついての規定が設けられていることから、使用

者には、労働時間を適正に把握する責務があ

る。貴事業所においては、制服への更衣時間を

労働時間に含んでいないが、就業を命じられた

業務に必要な準備行為（着用を義務付けられた

所定の服装への着替え）は労働時間に該当す

る。また、労働時間の把握方法として自己申告

制を採用しているが、自己申告した労働時間が

実労働時間と合致しているか否かについての

１．就業を命じられた業務に必要な準備行為（着

用を義務付けられた所定の服装への着替え）

は労働時間に該当するという認識を持ち、労

務管理を行っていくよう改めた。 
また、自己申告された労働時間が実労働時間

と合致しているか否かについての実態調査に

ついては、定期的(半期に１回以上)、出勤簿に

記載された時刻とパソコンのログ（電源を入

り切りした時刻）や記録の入力時刻との照会

によって行うこととした。 
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実態調査を行っていない状況にある。ついて

は、別添リーフレットにある「労働時間の適正

な把握のために使用者が講ずべき措置に関す

るガイドライン」に基づき、改善に向けた方策

を講ずるとともにその結果（労働時間の補正が

必要となった場合においてはその内容を含

む。）及び実行後１か月間の労働時間管理の状

況について、平成 30 年 11 月 15 日までに、労

働時間を添えて報告すること。また、同ガイド

ラインの 4（2）の原則的な方法によることが

できないかについても、併せて検討し、検討し

た結果について上記期限までに報告すること。 
 
２．年次有給休暇について、衛生委員会で部署別

の取得状況の確認を行うなど取得率の向上に

努めているが、労働者の心身の健康の維持、業

務の効率化や創造性の向上の観点からも、取得

しやすい職場環境を整備し、取得率向上に向け

た具体的な方策を検討すること。 

ガイドラインの４（２）の原則的な方法によ

ることができないかについては、タイムカー

ドの導入について検討中。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．有給休暇の取得については、各職員が年間

の取得計画を立て、その計画に基づいて取得

していくようにしているが、計画通りに取得

できているかの進捗確認を強化すると共に、

取得を推奨するための声掛けを継続してい

く。 
また勤務表作成時に、有給休暇の取得を推奨

し、取得率の向上を図っていく。 

 

監査機関 
 名古屋市子ども青少年局 
名古屋市保育部保育運営課 施設名 

幼保連携型認定こども園 
ジョイフルドーム前こども園 

実施日 平成３０年９月３日 
指示事項 改善事項 

（経理） 
・勘定科目は、社会福祉法人会計基準に準拠した

ものとすること。（本部支部勘定） 
 

 
・平成３０年度決算時に本部支部勘定を事業区

分間貸付金、事業区分間借入金へ振替処理を行

う。 

 
監査機関 岐阜県東濃県事務所 

施設名 
サービス付き高齢者向け住宅 

ジョイフル多治見 実施日 平成３０年９月２７日 
指示事項 改善事項 

・指示事項なし  

 
監査機関 岐阜県東濃県事務所 

施設名 
幼保連携型認定こども園 

ジョイフル多治見こども園 実施日 平成３０年９月２７日 
指示事項 改善事項 

・指示事項なし  

 
 
 

監査機関 
名古屋市子ども青少年局 

名古屋市保育部保育運営課 施設名 
社会福祉法人サンライフ 
ジョイフル守山保育園 

実施日 平成３０年１０月５日 
指示事項 改善事項 

（経理） 
・勘定科目は、社会福祉法人会計基準に準拠した

ものとすること。（本部支部勘定） 
 
 
・当期末支払資金残高が当該年度の委託費収入

の３０％を超えている場合、将来発生が見込ま

れる経費を積立預金として積み立てるなど、長

期的に安定した経営が確保できる計画を作成

すること。 

 
・平成３０年度決算時に本部支部勘定を事業区

分間貸付金、事業区分間借入金へ振替処理を行

う。 
 
・平成２９年度末支払資金残 

49,077,953 円より 40,000,000 円を積み立てる

こととする。 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 フラワーコート 江南 
実施日 平成３０年１０月１１日 

指示事項 改善事項 
（通所リハ【予防】、訪問リハ【予防】） 
運営規定と重要事項説明書との整合を図るこ

と。（営業日） 

 
 
 
 
 
（老健） 
退所時情報提供加算の算定にあたっては、事前

に主治の医師と調整しなければならないこと

を留意し、情報提供文書に必要事項を適切に記

入すること。 

 
・通所リハビリは、運営規定を変更し、 

10月 22日に変更届を提出する。 

（別紙 運営規定等 参照） 

 

・訪問リハビリは、重要事項説明書を変更する。

（別紙 重要事項説明書等 参照） 

 
 

・退所後に主治医との調整が必要であることを

再認識したうえで、文書を作成する。 

・情報提供書作成時、必要事項の記入漏れがない

よう、書式を見直す。 

 

監査機関 
名古屋市住宅都市局住宅企画課 
名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 
施設名 

サービス付き高齢者向け住宅 
ジョイフル名駅 

実施日 平成３０年１１月２７日 
指示事項 改善事項 

（業務管理） 
・契約期間の記入が無いものがあるため、補記す

ること。 
 
（運営） 
・運営懇談会の構成員に第三者的立場にある者

 
・契約書を全て確認し、契約期間の記入が漏れて

いるものについては全て補記した。 
 
 
・次年度の運営懇談会より、第三者的立場にある
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実態調査を行っていない状況にある。ついて

は、別添リーフレットにある「労働時間の適正

な把握のために使用者が講ずべき措置に関す

るガイドライン」に基づき、改善に向けた方策

を講ずるとともにその結果（労働時間の補正が

必要となった場合においてはその内容を含

む。）及び実行後１か月間の労働時間管理の状

況について、平成 30 年 11 月 15 日までに、労

働時間を添えて報告すること。また、同ガイド

ラインの 4（2）の原則的な方法によることが

できないかについても、併せて検討し、検討し

た結果について上記期限までに報告すること。 
 
２．年次有給休暇について、衛生委員会で部署別

の取得状況の確認を行うなど取得率の向上に

努めているが、労働者の心身の健康の維持、業

務の効率化や創造性の向上の観点からも、取得

しやすい職場環境を整備し、取得率向上に向け

た具体的な方策を検討すること。 

ガイドラインの４（２）の原則的な方法によ

ることができないかについては、タイムカー

ドの導入について検討中。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．有給休暇の取得については、各職員が年間

の取得計画を立て、その計画に基づいて取得

していくようにしているが、計画通りに取得

できているかの進捗確認を強化すると共に、

取得を推奨するための声掛けを継続してい

く。 
また勤務表作成時に、有給休暇の取得を推奨

し、取得率の向上を図っていく。 

 

監査機関 
 名古屋市子ども青少年局 
名古屋市保育部保育運営課 施設名 

幼保連携型認定こども園 
ジョイフルドーム前こども園 

実施日 平成３０年９月３日 
指示事項 改善事項 

（経理） 
・勘定科目は、社会福祉法人会計基準に準拠した

ものとすること。（本部支部勘定） 
 

 
・平成３０年度決算時に本部支部勘定を事業区

分間貸付金、事業区分間借入金へ振替処理を行

う。 

 
監査機関 岐阜県東濃県事務所 

施設名 
サービス付き高齢者向け住宅 

ジョイフル多治見 実施日 平成３０年９月２７日 
指示事項 改善事項 

・指示事項なし  

 
監査機関 岐阜県東濃県事務所 

施設名 
幼保連携型認定こども園 
ジョイフル多治見こども園 実施日 平成３０年９月２７日 

指示事項 改善事項 
・指示事項なし  

 
 
 

監査機関 
名古屋市子ども青少年局 
名古屋市保育部保育運営課 施設名 

社会福祉法人サンライフ 
ジョイフル守山保育園 

実施日 平成３０年１０月５日 
指示事項 改善事項 

（経理） 
・勘定科目は、社会福祉法人会計基準に準拠した

ものとすること。（本部支部勘定） 
 
 
・当期末支払資金残高が当該年度の委託費収入

の３０％を超えている場合、将来発生が見込ま

れる経費を積立預金として積み立てるなど、長

期的に安定した経営が確保できる計画を作成

すること。 

 
・平成３０年度決算時に本部支部勘定を事業区

分間貸付金、事業区分間借入金へ振替処理を行

う。 
 
・平成２９年度末支払資金残 

49,077,953 円より 40,000,000 円を積み立てる

こととする。 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 フラワーコート 江南 
実施日 平成３０年１０月１１日 

指示事項 改善事項 
（通所リハ【予防】、訪問リハ【予防】） 
運営規定と重要事項説明書との整合を図るこ

と。（営業日） 

 
 
 
 
 
（老健） 
退所時情報提供加算の算定にあたっては、事前

に主治の医師と調整しなければならないこと

を留意し、情報提供文書に必要事項を適切に記

入すること。 

 
・通所リハビリは、運営規定を変更し、 

10月 22日に変更届を提出する。 

（別紙 運営規定等 参照） 

 

・訪問リハビリは、重要事項説明書を変更する。

（別紙 重要事項説明書等 参照） 

 
 

・退所後に主治医との調整が必要であることを

再認識したうえで、文書を作成する。 

・情報提供書作成時、必要事項の記入漏れがない

よう、書式を見直す。 

 

監査機関 
名古屋市住宅都市局住宅企画課 
名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 
施設名 

サービス付き高齢者向け住宅 
ジョイフル名駅 

実施日 平成３０年１１月２７日 
指示事項 改善事項 

（業務管理） 
・契約期間の記入が無いものがあるため、補記す

ること。 
 
（運営） 
・運営懇談会の構成員に第三者的立場にある者

 
・契約書を全て確認し、契約期間の記入が漏れて

いるものについては全て補記した。 
 
 
・次年度の運営懇談会より、第三者的立場にある
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を加えるよう努めること。 
 
（処遇） 
・施設サービス計画を作成するなど、有料老人ホ

ームが提供するサービスについて明確にする

こと。 
 

方にもご出席いただけるようにはたらきかけ

を行う。 
 
・「有料老人ホームが提供するサービスについて

明確にし、必要に応じて居宅介護支援事業所に

提供する」という指針内容に対応するために、

重要事項説明書に掲載されているサービス内

容の箇所を抜粋し、提供する。 

 

監査機関 
名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 
施設名 

介護支援センター  
訪問リハビリ 

デイケアセンター 
ジョイフル名駅 実施日 平成３０年１１月２７日 

指示事項 改善事項 
（居宅介護支援 【ケアプラン】） 
1）居宅サービス計画の作成にあたっては、ア

セスメントによる課題分析の結果、抽出され

たニーズを第２表の生活全般の解決すべき

課題に優先順位を考慮して記載すること。 
 
2）居宅サービス計画の作成にあたっては、生

活全般の解決すべき課題に沿った長期目標

及び、短期目標を具体的に設定すること 
 
3）居宅サービス計画に位置づけた訪問介護が

行うサービスの内容と訪問介護計画書のサ

ービス内容との整合性を確認すること 
 

 

4）介護支援専門員一人あたりの居宅サービス

計画作成担当数が標準担当件数内となるよ

うに努めること。 

 

 

（訪問リハビリ） 

1）事故発生防止の観点から、ヒヤリハット事

例の報告を増やすこと。 

 

 

（通所リハビリ） 

1）事故発生防止の観点から、ヒヤリハット事

例の報告を増やすこと。 

 
 
 
1）2）アセスメントからケアプランへの流れを

再確認すると共に、長期目標、短期目標など

の設定の仕方などを再確認し、実施指導以

後、実践している。 

 

 

 

3）指導を受けたケースについては、アセスメ

ントを再度行い、居宅サービス計画と訪問介

護計画の整合性があうように確認した。ま

た、他のケースについても確認を行った。 

 

4）法人内の他居宅介護支援事業所と調整を図

り、43件から 41件に件数を調整した。今後、

調整を継続して行い、標準担当件数内となる

ように努めていく。 

 

 

1）ヒヤリハットを記入しやすいよう様式を変

更し事例を収集しやすいようにした。報告

数を増やすよう努める。 

 

 

1）ヒヤリハットを記入しやすいよう様式を変

更し事例を収集しやすいようにした。報告数

を増やすよう努める。 

 

監査機関 
名古屋市健康福祉局監査課 

名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 施設名 
介護老人福祉施設 

ショートステイホーム 
ジョイフル名駅 

実施日 平成３０年１１月２８日～２９日 
指示事項 改善事項 

（処遇） 
・施設サービス計画の作成にあたっては、生活全

般の解決すべき課題に沿った長期目標及び短

期目標を具体的に設定すること。 
 
 
 
・入居者の外出の機会を増やすこと。 
 
 
・事故発生防止の観点からヒヤリハット事例の

報告を増やすこと。 
 
 
 
（運営） 
・育児休業規程を改正する際は、職員の代表者の

意見書を添付して労働基準監督署へ届け出る

こと。 
 
・職員の雇入れ時健康診断を実施すること。 
 
 
・ユニットケアについては、「馴染みの関係」が

求められることから、ユニット単位の勤務体制

を確保すること。 
 
・職員及び６５歳以上の入所者の結核健康診断

（胸部Ｘ線検査）結果を保健所へ報告するこ

と。 
 
（経理） 
・複数のサービス区分に共通する経費について

合理的な基準によって配分すること。 
 
・入居者立替用小口現金個人別出納帳に精算に

ついても記載すること。 

 
・施設サービス計画の作成にあたっては、単に利

用者様が抱える課題・問題を解決するためだけ

の目標とするのではなく、利用者様の可能性や

希望を実現することにつなげられるようなポ

ジティブな目標も掲げられるよう努める。 
 
・外出の機会が更に増やせるよう、計画的な対応

に努める。 
 
・ヒヤリハットの拾い上げへの意識を更に向上

できるよう、職員教育に努める。また挙がった

ヒヤリハットを事故予防に活用できるよう努

める。 
 
 
・規程の改正にあたっては、労働基準監督署への

届け出を漏れなく行うように改善していく。 
 
 
・職員の雇入れ時の健康診断について、遅滞なく

実施するよう留意する。 
 
・人員確保、配置調整に取り組み、単位ごとの職

員配置が可能となるよう努める。 
 
 
・結核健康診断の結果報告については、毎年年度

末までに提出する。 
 
 
 
・複数のサービス区分に共通する経費について

は、合理的な基準での配分方法を検討する。 
 
・入居者立替用小口現金個人別出納帳に、精算に

ついても記載する欄を設け運用する。 
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を加えるよう努めること。 
 
（処遇） 
・施設サービス計画を作成するなど、有料老人ホ

ームが提供するサービスについて明確にする

こと。 
 

方にもご出席いただけるようにはたらきかけ

を行う。 
 
・「有料老人ホームが提供するサービスについて

明確にし、必要に応じて居宅介護支援事業所に

提供する」という指針内容に対応するために、

重要事項説明書に掲載されているサービス内

容の箇所を抜粋し、提供する。 

 

監査機関 
名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 
施設名 

介護支援センター  
訪問リハビリ 

デイケアセンター 
ジョイフル名駅 実施日 平成３０年１１月２７日 

指示事項 改善事項 
（居宅介護支援 【ケアプラン】） 
1）居宅サービス計画の作成にあたっては、ア

セスメントによる課題分析の結果、抽出され

たニーズを第２表の生活全般の解決すべき

課題に優先順位を考慮して記載すること。 
 
2）居宅サービス計画の作成にあたっては、生

活全般の解決すべき課題に沿った長期目標

及び、短期目標を具体的に設定すること 
 
3）居宅サービス計画に位置づけた訪問介護が

行うサービスの内容と訪問介護計画書のサ

ービス内容との整合性を確認すること 
 

 

4）介護支援専門員一人あたりの居宅サービス

計画作成担当数が標準担当件数内となるよ

うに努めること。 

 

 

（訪問リハビリ） 

1）事故発生防止の観点から、ヒヤリハット事

例の報告を増やすこと。 

 

 

（通所リハビリ） 

1）事故発生防止の観点から、ヒヤリハット事

例の報告を増やすこと。 

 
 
 
1）2）アセスメントからケアプランへの流れを

再確認すると共に、長期目標、短期目標など

の設定の仕方などを再確認し、実施指導以

後、実践している。 

 

 

 

3）指導を受けたケースについては、アセスメ

ントを再度行い、居宅サービス計画と訪問介

護計画の整合性があうように確認した。ま

た、他のケースについても確認を行った。 

 

4）法人内の他居宅介護支援事業所と調整を図

り、43件から 41件に件数を調整した。今後、

調整を継続して行い、標準担当件数内となる

ように努めていく。 

 

 

1）ヒヤリハットを記入しやすいよう様式を変

更し事例を収集しやすいようにした。報告

数を増やすよう努める。 

 

 

1）ヒヤリハットを記入しやすいよう様式を変

更し事例を収集しやすいようにした。報告数

を増やすよう努める。 

 

監査機関 
名古屋市健康福祉局監査課 

名古屋市健康福祉局高齢福祉部

介護保険課 施設名 
介護老人福祉施設 

ショートステイホーム 
ジョイフル名駅 

実施日 平成３０年１１月２８日～２９日 
指示事項 改善事項 

（処遇） 
・施設サービス計画の作成にあたっては、生活全

般の解決すべき課題に沿った長期目標及び短

期目標を具体的に設定すること。 
 
 
 
・入居者の外出の機会を増やすこと。 
 
 
・事故発生防止の観点からヒヤリハット事例の

報告を増やすこと。 
 
 
 
（運営） 
・育児休業規程を改正する際は、職員の代表者の

意見書を添付して労働基準監督署へ届け出る

こと。 
 
・職員の雇入れ時健康診断を実施すること。 
 
 
・ユニットケアについては、「馴染みの関係」が

求められることから、ユニット単位の勤務体制

を確保すること。 
 
・職員及び６５歳以上の入所者の結核健康診断

（胸部Ｘ線検査）結果を保健所へ報告するこ

と。 
 
（経理） 
・複数のサービス区分に共通する経費について

合理的な基準によって配分すること。 
 
・入居者立替用小口現金個人別出納帳に精算に

ついても記載すること。 

 
・施設サービス計画の作成にあたっては、単に利

用者様が抱える課題・問題を解決するためだけ

の目標とするのではなく、利用者様の可能性や

希望を実現することにつなげられるようなポ

ジティブな目標も掲げられるよう努める。 
 
・外出の機会が更に増やせるよう、計画的な対応

に努める。 
 
・ヒヤリハットの拾い上げへの意識を更に向上

できるよう、職員教育に努める。また挙がった

ヒヤリハットを事故予防に活用できるよう努

める。 
 
 
・規程の改正にあたっては、労働基準監督署への

届け出を漏れなく行うように改善していく。 
 
 
・職員の雇入れ時の健康診断について、遅滞なく

実施するよう留意する。 
 
・人員確保、配置調整に取り組み、単位ごとの職

員配置が可能となるよう努める。 
 
 
・結核健康診断の結果報告については、毎年年度

末までに提出する。 
 
 
 
・複数のサービス区分に共通する経費について

は、合理的な基準での配分方法を検討する。 
 
・入居者立替用小口現金個人別出納帳に、精算に

ついても記載する欄を設け運用する。 
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監査機関 
愛知労働局雇用環境 

均等部指導課 施設名 サンライフ本部 
実施日 平成３０年１２月５日 

指示事項 改善事項 
（処遇） 
・指摘事項なし 

 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
特別養護老人ホーム 

第 2 ジョイフル江南始め 4 事業所 
実施日 平成３１年１月１１日 

指示事項 改善事項 
（通所介護） 
重要事項説明書を実態に合わせて変更すること

（負担割合） 
 
 
・サービス提供体制強化加算の算定にあたり、

他職種の割合の算出をするときは、他職種を兼

務する介護職員として勤務する時間を含めて計

算すること。平成 28 年度以降の職員の割合を再

計算し、自主点検の上、報告すること。 
 
（特養） 
・アセスメントに当たっては、入所者及びその

家族に面接して行い、内容の充実を図ること。 
 
・施設サービス計画の作成は、サービス担当者

会議で意見を求めて作成すること。 
 
 
個別機能訓練を実施する場合は、実施時間、訓

練内容、担当者等について記録すること。 
 
（情報公表） 
特になし 

 

負担割合の記載文を下記の通り変更した。 

「介護保険負担割合証に記載されている負担割

合を利用者様からお支払い頂きます。」 

 

生活相談員と介護職を兼務の場合、勤務表は分

けて表記する。 

自主点検の結果、28年4月以降各月において50％

以上確保している。 

 

 
 
すべてのケースにおいてケアマネジャー自身が

利用者様に面接し、アセスメントを実施する。 
 
入所前に多職種とのサービス担当者会議を開催

し、意見を求めたうえ施設サービス計画を作成す

る。 
 
個別機能訓練の実施について、利用者様毎に実施

時間、訓練内容、担当者等について記録する。 
 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
ジョイフル江南 

特養・短期入所（予防含） 
実施日 平成３１年１月１８日 

指示事項 改善事項 
（特養） 
・特になし 
 
 

 
 
 
 

（短期入所【予防含む】） 
・運営規程と重要事項説明書の整合性をとるこ

と（送迎実施地域を越えた場合の交通費） 
 
（情報公表） 
・特になし 

 
・現状、交通費を請求しているケースはない為、

運営規程を重要事項説明書の通りに改定した。 
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監査機関 
愛知労働局雇用環境 

均等部指導課 施設名 サンライフ本部 
実施日 平成３０年１２月５日 

指示事項 改善事項 
（処遇） 
・指摘事項なし 

 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
特別養護老人ホーム 

第 2 ジョイフル江南始め 4 事業所 
実施日 平成３１年１月１１日 

指示事項 改善事項 
（通所介護） 
重要事項説明書を実態に合わせて変更すること

（負担割合） 
 
 
・サービス提供体制強化加算の算定にあたり、

他職種の割合の算出をするときは、他職種を兼

務する介護職員として勤務する時間を含めて計

算すること。平成 28 年度以降の職員の割合を再

計算し、自主点検の上、報告すること。 
 
（特養） 
・アセスメントに当たっては、入所者及びその

家族に面接して行い、内容の充実を図ること。 
 
・施設サービス計画の作成は、サービス担当者

会議で意見を求めて作成すること。 
 
 
個別機能訓練を実施する場合は、実施時間、訓

練内容、担当者等について記録すること。 
 
（情報公表） 
特になし 

 

負担割合の記載文を下記の通り変更した。 

「介護保険負担割合証に記載されている負担割

合を利用者様からお支払い頂きます。」 

 

生活相談員と介護職を兼務の場合、勤務表は分

けて表記する。 

自主点検の結果、28年4月以降各月において50％

以上確保している。 

 

 
 
すべてのケースにおいてケアマネジャー自身が

利用者様に面接し、アセスメントを実施する。 
 
入所前に多職種とのサービス担当者会議を開催

し、意見を求めたうえ施設サービス計画を作成す

る。 
 
個別機能訓練の実施について、利用者様毎に実施

時間、訓練内容、担当者等について記録する。 
 
 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
ジョイフル江南 

特養・短期入所（予防含） 
実施日 平成３１年１月１８日 

指示事項 改善事項 
（特養） 
・特になし 
 
 

 
 
 
 

（短期入所【予防含む】） 
・運営規程と重要事項説明書の整合性をとるこ

と（送迎実施地域を越えた場合の交通費） 
 
（情報公表） 
・特になし 

 
・現状、交通費を請求しているケースはない為、

運営規程を重要事項説明書の通りに改定した。 
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 指導監査 指示事項／改善報告 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 
施設名 

大型デイサービスセンター 
サンサンリゾート 
グレイスフル春日井 

通所介護 実施日 平成３０年６月２６日 

指示事項 改善事項 
（通所介護） 
・苦情連絡先として保険者担当課の連絡先を記 
載すること。（重要事項説明書） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・通所介護計画の作成者は管理者であることに 
留意すること。 

 
 
（情報公表、業務管理） 
特になし 

 
・苦情連絡先について 
点検の結果（点検日 6 月 26 日） 
平成 30 年 6 月 1 日付から使用している重要事 
項説明書において小牧市担当課の苦情連絡先 
の記載漏れがあった。 

改善結果 
重要事項説明書（6 月 27 日改訂） 
小牧市役所健康福祉部介護保険課 
給付指導係を追記。 
6 月 27 日以降、改訂版を使用している。 

 
・通所介護計画書の作成者について 

6 月 27 日以降、作成者名を管理者とするよう 
改めた。 

 
 
 

 
監査機関 中保健センター 

施設名 
介護老人福祉施設 

グレイスフル上前津 実施日 平成３０年７月１２日 
指示事項 改善事項 

（運営） 
・嘱託医師がクリニックの管理者に就任したこ 
とに伴う二か所以上許可申請の提出について、 
グレイスフル上前津医務室としての申請がさ 
れていなかった。 

 
 
（業務管理） 
・結核健康診断報告（毎年度 1 回保健所へ FAX

で報告）と補助金の申請が平成２８年度・２９

年度と、提出されていなかった。 

 
・申請が必要な事項、時期、必要書類等をまとめ

た資料を作成する。 
 また、二か所以上許可申請に関して、平成３０

年７月３０日付で提出した。毎年年度末に必ず

申請していく。 
 
 
・申請が必要な事項、時期、必要書類等をまとめ

た資料を作成し、補助金の申請についても確実

に行う。 

 
 

監査機関 
愛知県健康福祉部健康福祉総務課 
監査指導室 法人監査グループ 施設名 

地域密着型特別養護老人ホーム 
特別養護老人ホーム 
グレイスフル浅山 実施日 平成３０年７月２４日 

指示事項 改善事項 
（経理） 
・現金の取扱いについては、現金出納帳を整備

すること。 

 
・平成 30 年 9 月 23 日より現金出納簿を整備

し、使用している。 

 
監査機関 諏訪保険福祉事務所 福祉課 

施設名 きっずるーむＴＡＮ・ＴＡＮ 
実施日 平成３０年８月７日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 
監査機関 長野県 健康福祉部 地域福祉課 

施設名 
住宅型有料老人ホーム  

グレイスフル塩尻 実施日 平成３０年８月２４日 
指示事項 改善事項 

・指摘事項なし。  

 
監査機関 長野県 健康福祉部 地域福祉課 

施設名 
特別養護老人ホーム   
グレイスフル箕輪 実施日 平成３０年８月２４日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 

監査機関 
春日井市健康福祉部 
介護高齢福祉課 施設名 

介護支援センター 
グレイスフル春日井 

実施日 平成３０年９月２１日 
指示事項 改善事項 

（運営） 
・介護予防サービス計画に位置づけた期間が終

了するときは、当該計画の目標の達成状況につ

いて評価し記録を残すこと。 
 
 
（給付） 
・医療系サービスを導入する際は、介護支援専門

員が利用者の同意を得て、主治の医師等の意見

を求めること。 
 
・アセスメント時は、課題分析標準項目を具備す

ること。 
 
・居宅サービス計画の作成にあたって、利用者の

 
・介護予防サービス計画に位置づけた期間が終

了する際「介護予防サービス・支援計画表」に

目標の達成状況を評価し、地域包括支援センタ

ーに提出し記録を残す。 
 
 
・医療系サービス導入時、利用者の同意を得て医

療連携に努め主治医の意見をケアプランに反

映すると共に記録に残す。 
 
・アセスメント課題分析標準項目を漏れなく記

入し、介護計画作成につなげていく。 
 
・利用者が抱える課題をアセスメントを通じて
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 指導監査 指示事項／改善報告 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 
施設名 

大型デイサービスセンター 
サンサンリゾート 
グレイスフル春日井 

通所介護 実施日 平成３０年６月２６日 

指示事項 改善事項 
（通所介護） 
・苦情連絡先として保険者担当課の連絡先を記 
載すること。（重要事項説明書） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・通所介護計画の作成者は管理者であることに 
留意すること。 

 
 
（情報公表、業務管理） 
特になし 

 
・苦情連絡先について 
点検の結果（点検日 6 月 26 日） 
平成 30 年 6 月 1 日付から使用している重要事 
項説明書において小牧市担当課の苦情連絡先 
の記載漏れがあった。 

改善結果 
重要事項説明書（6 月 27 日改訂） 
小牧市役所健康福祉部介護保険課 
給付指導係を追記。 
6 月 27 日以降、改訂版を使用している。 

 
・通所介護計画書の作成者について 

6 月 27 日以降、作成者名を管理者とするよう 
改めた。 

 
 
 

 
監査機関 中保健センター 

施設名 
介護老人福祉施設 
グレイスフル上前津 実施日 平成３０年７月１２日 

指示事項 改善事項 
（運営） 
・嘱託医師がクリニックの管理者に就任したこ 
とに伴う二か所以上許可申請の提出について、 
グレイスフル上前津医務室としての申請がさ 
れていなかった。 

 
 
（業務管理） 
・結核健康診断報告（毎年度 1 回保健所へ FAX
で報告）と補助金の申請が平成２８年度・２９

年度と、提出されていなかった。 

 
・申請が必要な事項、時期、必要書類等をまとめ

た資料を作成する。 
 また、二か所以上許可申請に関して、平成３０

年７月３０日付で提出した。毎年年度末に必ず

申請していく。 
 
 
・申請が必要な事項、時期、必要書類等をまとめ

た資料を作成し、補助金の申請についても確実

に行う。 

 
 

監査機関 
愛知県健康福祉部健康福祉総務課 
監査指導室 法人監査グループ 施設名 

地域密着型特別養護老人ホーム 
特別養護老人ホーム 
グレイスフル浅山 実施日 平成３０年７月２４日 

指示事項 改善事項 
（経理） 
・現金の取扱いについては、現金出納帳を整備

すること。 

 
・平成 30 年 9 月 23 日より現金出納簿を整備

し、使用している。 

 
監査機関 諏訪保険福祉事務所 福祉課 

施設名 きっずるーむＴＡＮ・ＴＡＮ 
実施日 平成３０年８月７日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 
監査機関 長野県 健康福祉部 地域福祉課 

施設名 
住宅型有料老人ホーム  
グレイスフル塩尻 実施日 平成３０年８月２４日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし。  

 
監査機関 長野県 健康福祉部 地域福祉課 

施設名 
特別養護老人ホーム   
グレイスフル箕輪 実施日 平成３０年８月２４日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 

監査機関 
春日井市健康福祉部 
介護高齢福祉課 施設名 

介護支援センター 
グレイスフル春日井 

実施日 平成３０年９月２１日 
指示事項 改善事項 

（運営） 
・介護予防サービス計画に位置づけた期間が終

了するときは、当該計画の目標の達成状況につ

いて評価し記録を残すこと。 
 
 
（給付） 
・医療系サービスを導入する際は、介護支援専門

員が利用者の同意を得て、主治の医師等の意見

を求めること。 
 
・アセスメント時は、課題分析標準項目を具備す

ること。 
 
・居宅サービス計画の作成にあたって、利用者の

 
・介護予防サービス計画に位置づけた期間が終

了する際「介護予防サービス・支援計画表」に

目標の達成状況を評価し、地域包括支援センタ

ーに提出し記録を残す。 
 
 
・医療系サービス導入時、利用者の同意を得て医

療連携に努め主治医の意見をケアプランに反

映すると共に記録に残す。 
 
・アセスメント課題分析標準項目を漏れなく記

入し、介護計画作成につなげていく。 
 
・利用者が抱える課題をアセスメントを通じて
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能力・環境の評価を通じて利用者が現に抱える

問題点を明らかにし、解決すべき課題を把握す

ること。 

確認分析した上で目標を定め、自立した日常生

活を送れる事を目標とし居宅サービス計画を

作成する。 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
第２グレイスフル春日井 

特養・短期入所（予防含） 
訪問介護 実施日 平成３０年９月２１日 

指示事項 改善事項 
（特養） 
・いわゆる「馴染みの関係」を考慮し、単位ごと

に固定した介護職員を配置する必要があるこ

とに留意すること。 
 
 
（訪問介護） 
・訪問介護計画はアセスメント結果等に基づき

提供するサービスの具体的内容、所要時間等を

明らかにすること。 
 
 
 
・居宅サービス計画に対して訪問介護計画の内

容とサービス提供内容に相違が見られるため、

適時適切に計画の見直しを行なうこと。 
 
 
 
・1 回の訪問介護において身体介護と生活援助を

組み合わせて算定する場合は、それぞれの時

間、内容がわかるように記載すること。 
 
（短期入所【予防】、情報公表、業務管理） 
確認した範囲で特になし。 

 
・1 フロアー３ユニットの構成のため職員欠勤

等々によってはフロアー間で応援体制を取っ

ており、できる限り留意はするものの厳しい現

状にある。 
 
 
・アセスメントの特記事項にアセスメント時に

収集した情報を詳細に記載する。 
訪問介護計画書は様式を見直し、新たに援助項

目、サービスの具体的内容及び所要時間の記載

項目を増やした。 
 
・骨折により一時的に支援内容の変更が生じた

事例に対し訪問介護計画内容は変更していた

が居宅サービス計画と相違が見られた。居宅ケ

アマネージャーと連携に努め適時適切に計画

を見直すこととする。 
 
・訪問介護計画書の区分（身体・生活）毎にサー

ビスの具体的内容、所要時間を記載する。 
 
 

 
監査機関 木曽広域連合 健康福祉課 

施設名 
デーサービスセンター 
グレイスフル日義 実施日 平成３０年１０月２６日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 
監査機関 木曽広域連合 健康福祉課 

施設名 
グループホーム 
グレイスフル日義 実施日 平成３０年１０月２６日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
グレイスフル春日井 

特養・短期入所（予防含） 
・通所介護 実施日 平成３０年１１月２日 

指示事項 改善事項 
（特養） 
・特になし 
 
（短期入所【予防】） 
・重要事項説明書を実態に合わせて変更するこ 
と。 

 
 
 
   
（情報公表、業務管理） 
・特になし 
 
（通所介護） 
・ヒヤリハットの収集に努めること。 

 

 
 
 
 
・実地指導後、直ちに実態に合わせ基本報酬を変 
更。今後、重要事項説明書を変更する際、変更 
作業者とは、別の職員による確認も行い、二重 
チェック体制にて適切な運用に努める。※法人 
内への情報共有、周知も図った。 

 
 
 
 
 
・併設の特養で使用している『リスクマネジメン

ト ひやり・はっと気づきシート』を使用し、

ヒヤリハットの収集を行うこととした。 
本シートを活用し、気づき、事故予防に努める。 

 

監査機関 
（長野県）松本福祉事務所 

（塩尻市）こども課 施設名 
幼保連携型認定こども園 
サン・サンこども園 

実施日 平成３０年１２月１０日 
指示事項 改善事項 

・指摘事項なし  

 
監査機関 春日井市 

施設名 
特別養護老人ホーム 
グレイスフル春日井 実施日 平成３０年１２月１２日 

指示事項 改善事項 
（運営） 
１、職員による利用者に対する虐待の防止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 高齢者虐待を未然に防止するため、虐待防止

の勉強会を実施（年 3 回）する。 
【特養グレイスフル春日井の教育計画】 
・8 月高齢者虐待（メンタルヘルス）8/22 済 
・12 月身体拘束について（講師：施設長） 
・2 月虐待事例から学ぶ（講師：地域包括） 
② 認知症利用者様の増加に伴い、認知症につい

て内部または外部研修への参加を計画する。 
③「介護虐待自己チェックシート」による評価を

行い管理者評価と乖離がある場合は、個別面談
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能力・環境の評価を通じて利用者が現に抱える

問題点を明らかにし、解決すべき課題を把握す

ること。 

確認分析した上で目標を定め、自立した日常生

活を送れる事を目標とし居宅サービス計画を

作成する。 

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
第２グレイスフル春日井 
特養・短期入所（予防含） 

訪問介護 実施日 平成３０年９月２１日 
指示事項 改善事項 

（特養） 
・いわゆる「馴染みの関係」を考慮し、単位ごと

に固定した介護職員を配置する必要があるこ

とに留意すること。 
 
 
（訪問介護） 
・訪問介護計画はアセスメント結果等に基づき

提供するサービスの具体的内容、所要時間等を

明らかにすること。 
 
 
 
・居宅サービス計画に対して訪問介護計画の内

容とサービス提供内容に相違が見られるため、

適時適切に計画の見直しを行なうこと。 
 
 
 
・1 回の訪問介護において身体介護と生活援助を

組み合わせて算定する場合は、それぞれの時

間、内容がわかるように記載すること。 
 
（短期入所【予防】、情報公表、業務管理） 
確認した範囲で特になし。 

 
・1 フロアー３ユニットの構成のため職員欠勤

等々によってはフロアー間で応援体制を取っ

ており、できる限り留意はするものの厳しい現

状にある。 
 
 
・アセスメントの特記事項にアセスメント時に

収集した情報を詳細に記載する。 
訪問介護計画書は様式を見直し、新たに援助項

目、サービスの具体的内容及び所要時間の記載

項目を増やした。 
 
・骨折により一時的に支援内容の変更が生じた

事例に対し訪問介護計画内容は変更していた

が居宅サービス計画と相違が見られた。居宅ケ

アマネージャーと連携に努め適時適切に計画

を見直すこととする。 
 
・訪問介護計画書の区分（身体・生活）毎にサー

ビスの具体的内容、所要時間を記載する。 
 
 

 
監査機関 木曽広域連合 健康福祉課 

施設名 
デーサービスセンター 
グレイスフル日義 実施日 平成３０年１０月２６日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 
監査機関 木曽広域連合 健康福祉課 

施設名 
グループホーム 
グレイスフル日義 実施日 平成３０年１０月２６日 

指示事項 改善事項 
・指摘事項なし  

 

監査機関 
愛知県健康福祉部 

健康福祉総務課監査指導室 施設名 
グレイスフル春日井 

特養・短期入所（予防含） 
・通所介護 実施日 平成３０年１１月２日 

指示事項 改善事項 
（特養） 
・特になし 
 
（短期入所【予防】） 
・重要事項説明書を実態に合わせて変更するこ 
と。 

 
 
 
   
（情報公表、業務管理） 
・特になし 
 
（通所介護） 
・ヒヤリハットの収集に努めること。 

 

 
 
 
 
・実地指導後、直ちに実態に合わせ基本報酬を変 
更。今後、重要事項説明書を変更する際、変更 
作業者とは、別の職員による確認も行い、二重 
チェック体制にて適切な運用に努める。※法人 
内への情報共有、周知も図った。 

 
 
 
 
 
・併設の特養で使用している『リスクマネジメン

ト ひやり・はっと気づきシート』を使用し、

ヒヤリハットの収集を行うこととした。 
本シートを活用し、気づき、事故予防に努める。 

 

監査機関 
（長野県）松本福祉事務所 

（塩尻市）こども課 施設名 
幼保連携型認定こども園 
サン・サンこども園 

実施日 平成３０年１２月１０日 
指示事項 改善事項 

・指摘事項なし  

 
監査機関 春日井市 

施設名 
特別養護老人ホーム 
グレイスフル春日井 実施日 平成３０年１２月１２日 

指示事項 改善事項 
（運営） 
１、職員による利用者に対する虐待の防止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 高齢者虐待を未然に防止するため、虐待防止

の勉強会を実施（年 3 回）する。 
【特養グレイスフル春日井の教育計画】 
・8 月高齢者虐待（メンタルヘルス）8/22 済 
・12 月身体拘束について（講師：施設長） 
・2 月虐待事例から学ぶ（講師：地域包括） 
② 認知症利用者様の増加に伴い、認知症につい

て内部または外部研修への参加を計画する。 
③「介護虐待自己チェックシート」による評価を

行い管理者評価と乖離がある場合は、個別面談
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２、職員の業務負担軽減への取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を行なう。 
④ 施設管理者は、虐待防止の観点から是正すべ

き点、不適切ケアがないか定期的に巡視し自己

点検を行ない特養会議にて報告する。 
⑤ 従来型施設の特性を活かし、複数の職員にて

勤務を行なうため、お互いに確認し合い、注意

し合える職場風土を作る。 
 
① 幹部職員・管理者は、日頃からスタッフへの

声かけを行いストレスマネジメント、メンタル

ヘルスケアを効果的に行なう。（ハートルーム

も活用する） 
② 特養会議にて対応困難ケースの検討を定例議

題として処遇の検討を行なう。 
③ 職員の経験や技術レベルを考慮し３階の夜勤

回数のバランスを図り負担軽減に努める。 
④ 積極的な求人活動を継続し介護職員の採用に

努める。 
⑤ 2019 年度の法改正を鑑み、全職員が平等に計

画的な有休取得の仕組みを作る。 

 
監査機関 名古屋北 労働基準監督署 

施設名 グレイスフル上前津 
実施日 平成３１年２月２８日 

指示事項 改善事項 
・定期健康診断結果から異常の所見が認められ 

た労働者に対し、医師の意見を聴取していな 

い。 

 
 
 
 
・衛生委員会における議事で重要なものに係る 

記録を作成していない。 

 
 
・貴事業所においては、労働時間の把握方法とし 

て自己申告制を採用しているが、必要な実態・ 

確認を行っていないといった状況にある。つい 

ては、別添リーフレットにある「労働時間の適 

正な把握のために使用者が講ずべき措置に関 

わるガイドライン」に基づき、改善に向けた方 

策を講ずると共に、その結果（労働時間の補正 

が必要となった場合、その内容も含む）及び実 

行後１ヶ月間の労働時間管理の状況について 

・定期健康診断結果から異常の所見が認められた 

労働者に対し、医師のコメントは記入されてい 

たが、就労の可否までは記載されていなかった 

ため、「就労可」「条件付き就労可」「就労不可」 

を記載し、医師の聴取を行うことで就労の負荷 

について明確にしていく。 

 

・２月より衛生委員会で話し合われた内容につい 

ては、議事録を作成し、職員の衛生管理を徹底 

すると共に議事録を保管していく。 

 

・当事業所では、現在労働時間の把握方法とし 

て自己申告制を採用しているが、管理者が随 

時現場に赴き、職員の超過勤務の有無を確認 

すると共に、職員は出退勤時は必ず１階事務 

所に立ち寄り、掲示してあるプレートを反転 

することとなっているため、その時点で勤務 

状況を確認している。自己申告された労働時 

間が実労働時間と合致しているかについての 

実態調査については、今後定期的に実施して 

平成 31年 3月 10日までに、労働時間記録、賃 

金台帳、を添えて報告すること。 

 また、同ガイドライン４（2）の原則的な方法 

によることができないかについても併せて検 

討し、検討した結果について上記期限までに報

告すること。 
 

いく。出勤簿に記載された時刻とパソコンの 

ログや記録の入力時刻との照合によって行う 

こととする。 

ご指導いただいた同ガイドライン４（2）の原

則的な方法によることができないかについて

は、現在ジョイフル名駅他の施設にてタイムカ

ードを試行的に取り入れ、活用に向けての問題

点を確認し、導入に向けて検討を行っている。

（次期は現在のところ未定） 

 

監査機関 
春日井市役所 

健康福祉部 介護・高齢福祉課 施設名 
春日井市地域包括支援センター

西部 
実施日 平成３１年３月１２日 

指示事項 改善事項 
（人員） 
特になし 
 
（運営） 
個人情報を用いる場合、家族の個人情報も取り扱

う時は、家族の同意を得ること。 
 
 
（給付） 
ＨＮ様 
サービス提供開始後にケアプランの同意を得て

いる事例を確認した。今後は、提供前に同意を得

ること。他の利用者についても、自主点検を実施

し結果報告すること。 
モニタリング結果を記録していない事例があっ

た為、適正な記録を残すこと。 
 
ＩＹ様 
ケアプラン交付後に個別サービス計画に提出を

求めていない事例を確認した。今後、個別サービ

ス計画の提出を求め、ケアプランとの整合性を確

認すること。 
 
ＫＭ様 
リハビリマネジメント加算を算定しているが、担

当者との情報共有が 9 ヶ月以上とれていないこ

とを確認した。今後は、情報共有、連携を図るこ

と。また、他の利用者についてケアプランに位置

づけていない加算が算定されている事例を確認

した。利用者が自立した生活を営むことができる

 
 
 
 
既存の利用者に対しては、サービス担当者会議の

際など、訪問した際に、同意を得る。新規の利用

者に対しては、家族の同意も得る。 
 
 
包括で直接担当しているケースを全て自主点検

し、サービス提供前に同意を得ている事を確認し

た。 
 
 
モニタリングを行った際は、記録に「モニタリン

グ実施」と記録する。 
 
サービス提供事業所に個別サービス計画の提出

を求め、ケアプランとの整合性を確認した。今後

は、個別サービス計画の提出を求めた記録を残

す。 
 
 
情報共有、連携を適切に行い、利用者の自立支援

をサービス提供事業所と協働して行う。 
包括で直接担当しているケースを全て自主点検

し、プランに位置付けていない加算の算定がない

ことを確認した。 
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２、職員の業務負担軽減への取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を行なう。 
④ 施設管理者は、虐待防止の観点から是正すべ

き点、不適切ケアがないか定期的に巡視し自己

点検を行ない特養会議にて報告する。 
⑤ 従来型施設の特性を活かし、複数の職員にて

勤務を行なうため、お互いに確認し合い、注意

し合える職場風土を作る。 
 
① 幹部職員・管理者は、日頃からスタッフへの

声かけを行いストレスマネジメント、メンタル

ヘルスケアを効果的に行なう。（ハートルーム

も活用する） 
② 特養会議にて対応困難ケースの検討を定例議

題として処遇の検討を行なう。 
③ 職員の経験や技術レベルを考慮し３階の夜勤

回数のバランスを図り負担軽減に努める。 
④ 積極的な求人活動を継続し介護職員の採用に

努める。 
⑤ 2019 年度の法改正を鑑み、全職員が平等に計

画的な有休取得の仕組みを作る。 

 
監査機関 名古屋北 労働基準監督署 

施設名 グレイスフル上前津 
実施日 平成３１年２月２８日 

指示事項 改善事項 
・定期健康診断結果から異常の所見が認められ 

た労働者に対し、医師の意見を聴取していな 

い。 

 
 
 
 
・衛生委員会における議事で重要なものに係る 

記録を作成していない。 

 
 
・貴事業所においては、労働時間の把握方法とし 

て自己申告制を採用しているが、必要な実態・ 

確認を行っていないといった状況にある。つい 

ては、別添リーフレットにある「労働時間の適 

正な把握のために使用者が講ずべき措置に関 

わるガイドライン」に基づき、改善に向けた方 

策を講ずると共に、その結果（労働時間の補正 

が必要となった場合、その内容も含む）及び実 

行後１ヶ月間の労働時間管理の状況について 

・定期健康診断結果から異常の所見が認められた 

労働者に対し、医師のコメントは記入されてい 

たが、就労の可否までは記載されていなかった 

ため、「就労可」「条件付き就労可」「就労不可」 

を記載し、医師の聴取を行うことで就労の負荷 

について明確にしていく。 

 

・２月より衛生委員会で話し合われた内容につい 

ては、議事録を作成し、職員の衛生管理を徹底 

すると共に議事録を保管していく。 

 

・当事業所では、現在労働時間の把握方法とし 

て自己申告制を採用しているが、管理者が随 

時現場に赴き、職員の超過勤務の有無を確認 

すると共に、職員は出退勤時は必ず１階事務 

所に立ち寄り、掲示してあるプレートを反転 

することとなっているため、その時点で勤務 

状況を確認している。自己申告された労働時 

間が実労働時間と合致しているかについての 

実態調査については、今後定期的に実施して 

平成 31 年 3月 10日までに、労働時間記録、賃 

金台帳、を添えて報告すること。 

 また、同ガイドライン４（2）の原則的な方法 

によることができないかについても併せて検 

討し、検討した結果について上記期限までに報

告すること。 
 

いく。出勤簿に記載された時刻とパソコンの 

ログや記録の入力時刻との照合によって行う 

こととする。 

ご指導いただいた同ガイドライン４（2）の原

則的な方法によることができないかについて

は、現在ジョイフル名駅他の施設にてタイムカ

ードを試行的に取り入れ、活用に向けての問題

点を確認し、導入に向けて検討を行っている。

（次期は現在のところ未定） 

 

監査機関 
春日井市役所 

健康福祉部 介護・高齢福祉課 施設名 
春日井市地域包括支援センター

西部 
実施日 平成３１年３月１２日 

指示事項 改善事項 
（人員） 
特になし 
 
（運営） 
個人情報を用いる場合、家族の個人情報も取り扱

う時は、家族の同意を得ること。 
 
 
（給付） 
ＨＮ様 
サービス提供開始後にケアプランの同意を得て

いる事例を確認した。今後は、提供前に同意を得

ること。他の利用者についても、自主点検を実施

し結果報告すること。 
モニタリング結果を記録していない事例があっ

た為、適正な記録を残すこと。 
 
ＩＹ様 
ケアプラン交付後に個別サービス計画に提出を

求めていない事例を確認した。今後、個別サービ

ス計画の提出を求め、ケアプランとの整合性を確

認すること。 
 
ＫＭ様 
リハビリマネジメント加算を算定しているが、担

当者との情報共有が 9 ヶ月以上とれていないこ

とを確認した。今後は、情報共有、連携を図るこ

と。また、他の利用者についてケアプランに位置

づけていない加算が算定されている事例を確認

した。利用者が自立した生活を営むことができる

 
 
 
 
既存の利用者に対しては、サービス担当者会議の

際など、訪問した際に、同意を得る。新規の利用

者に対しては、家族の同意も得る。 
 
 
包括で直接担当しているケースを全て自主点検

し、サービス提供前に同意を得ている事を確認し

た。 
 
 
モニタリングを行った際は、記録に「モニタリン

グ実施」と記録する。 
 
サービス提供事業所に個別サービス計画の提出

を求め、ケアプランとの整合性を確認した。今後

は、個別サービス計画の提出を求めた記録を残

す。 
 
 
情報共有、連携を適切に行い、利用者の自立支援

をサービス提供事業所と協働して行う。 
包括で直接担当しているケースを全て自主点検

し、プランに位置付けていない加算の算定がない

ことを確認した。 
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よう支援すべきサービスをケアプランに位置づ

けること。 

 

監査機関 
塩尻市 健康福祉事業部  
長寿課 介護保険係 施設名 

グループホーム 
グレイスフル塩尻 

実施日 平成３１年３月２８日 
指示事項 改善事項 

・指摘事項なし  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 労務監査 指示事項／改善報告 

監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

サンサンリゾート太古の湯 
実施日 平成３０年 ８月１０日 

監査員 
太部長 

藤井内部監査責任者付 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
 

超過勤務申書における、超過勤務予定、超過

勤務命令、超過勤務結果について、全ての項

目の時間数が全員完璧に一致した記載とな

っているが、一部の労働者にヒアリングした

ところ、実際の勤務時間結果が予定をかなり

超えていても、予定通りの時間を記載してい

る事実が確認された。実際の超過勤務時間に

対して未払い賃金が生じている状態である。

労働者の自主的な判断によるものと思われ

るが、働き方改革が叫ばれる中、正しい時間

管理を行う必要がある。 

 
・業務内容の更なる見直しを実施し、不要な業務

は削減し効率化を図る。 
・自己申告制（勤務結果報告）により把握した労

働時間が実際の労働時間と合致しているか申

請書類（勤務結果報告）の提出の際、再度、口

頭での確認を実施し、職員の時間管理を適正に

行う。また、未払い賃金については該当職員に

確認し、超過勤務と確認できた時間は、超過勤

務手当を支給した。 
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よう支援すべきサービスをケアプランに位置づ

けること。 

 

監査機関 
塩尻市 健康福祉事業部  
長寿課 介護保険係 施設名 

グループホーム 
グレイスフル塩尻 

実施日 平成３１年３月２８日 
指示事項 改善事項 

・指摘事項なし  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 労務監査 指示事項／改善報告 

監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

サンサンリゾート太古の湯 
実施日 平成３０年 ８月１０日 

監査員 
太部長 

藤井内部監査責任者付 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
 

超過勤務申書における、超過勤務予定、超過

勤務命令、超過勤務結果について、全ての項

目の時間数が全員完璧に一致した記載とな

っているが、一部の労働者にヒアリングした

ところ、実際の勤務時間結果が予定をかなり

超えていても、予定通りの時間を記載してい

る事実が確認された。実際の超過勤務時間に

対して未払い賃金が生じている状態である。

労働者の自主的な判断によるものと思われ

るが、働き方改革が叫ばれる中、正しい時間

管理を行う必要がある。 

 
・業務内容の更なる見直しを実施し、不要な業務

は削減し効率化を図る。 
・自己申告制（勤務結果報告）により把握した労

働時間が実際の労働時間と合致しているか申

請書類（勤務結果報告）の提出の際、再度、口

頭での確認を実施し、職員の時間管理を適正に

行う。また、未払い賃金については該当職員に

確認し、超過勤務と確認できた時間は、超過勤

務手当を支給した。 
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 労務監査 指示事項／改善報告 

監査種類 労務監査 
事業所名 
施設名 

サンサンワイナリー 
実施日 平成３０年 ４月１１日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

1）就業規則について 
事業所に存在しているが、労働基準監督署への届

け出がされていなかった。現時点で常用雇用労働

者として 11 人おり、10 名以上であるので届け出

義務がある。 
 
2）給与計算について 
本来であれば、5 時以前の労働或は 22 時以降の労

働については、深夜割増を支給する必要がある

が、支給されていない。 
 
3）超過勤務申請書について 
実際に残業しているのに超過勤務申請書に記載

されていなかった。所定外労働した時間につい

て、他の日に振替えて休もうとしているため、

所定外勤務簿に記載していなかったケースがあ

るとのこと。しかし、実際には振替ができなか

ったケースもあり、その場合は、残業代が未払

いとなってしまっている。振替はその月内で行

うというルールを徹底すべき。 

1） 
平成 30 年 6 月に松本労働基準監督署へ届け出る

準備をしている。 
 
 
 
2） 
平成 30年 4月分の給与より深夜割増を支給した。

現在は天候などの緊急時を除き深夜勤務となら

ないよう勤務予定を組んでいる。 
 
3） 
今回の監査で職員の意識も高まった。振替えはそ

の月内で行うというルールを共通に認識をした。

超過勤務の申請も徹底し事前に申請したうえで

管理者が超過勤務の必要性を判断している。 
 
 
 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル熱田 
実施日 平成３０年９月２７日 

監査員 
佐合内部監査責任者 

太部長 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
・36 協定の提出期限が守られていなかった。 
 
 
・従業員代表の選出が投票、挙手等での選出でな

かった。 
 
 

・毎年 3 月に提出が行えるよう年間スケジュール

に組み込んだ。 
 
・従業員代表の選出をするにあたり、衛生委員会

にて職員の選出、出席のできない職員には委任状

にて意見を聴取していたが、監査時に質問を受け

た際、説明が十分にできなかった。 

 選出の手続きについて他者へ説明ができるよう

理解を深める。 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル箕輪 
実施日 平成３０年１１月２８日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

（労務） 
1）就業規則の届け出について 
就業規則改定の都度、変更の届け出はされている

が、法人全体において平成３０年４月に就業規則

を改定したのに対して、当施設においては、その

改定が行われていない。法人全体で就業規則に基

づき統一された運用を行っている場合、改定され

た就業規則を労働基準監督署に届け出る必要が

ある。 
 
2）従業員代表の選任方法 
従業員代表を選任する際には、法に規定する協定

等をする者を選出することを明らかにして実施

される投票、挙手等の方法による手続により選出

された者であること（労働基準法施行規則 6 条の

2）という要件がある。当施設においては親睦会

の代表が従業員代表となるのだが、その親睦会の

代表を施設長が決めることとなっており改善が

必要である。 
 
3） 労働安全法６６条の４ 
法令に基づき、異常の所見がある者について、医

師又は歯科医師の意見を聴かなければならない。

また、その者について、医師より「就労可・就労

不可・条件付き就労可」等の記載を健康診断結果

報告書等に記載すべきであり、それら記載はされ

ているが、医師等の署名捺印がなく、さらには「条

件付きでの就労可」と記載があったが、その条件

についての記載が無かった。 

 
平成３０年１２月１３日に届け出を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
従業員代表をどの部門で引き受けるかも含めて、

親睦会内で決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月に産業医へ押印を依頼した。あわせて条件

付就業可の職員部分に「主治医の受診」などを明

記していただくよう依頼し、記載いただいた。 
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 労務監査 指示事項／改善報告 

監査種類 労務監査 
事業所名 
施設名 

サンサンワイナリー 
実施日 平成３０年 ４月１１日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

1）就業規則について 
事業所に存在しているが、労働基準監督署への届

け出がされていなかった。現時点で常用雇用労働

者として 11 人おり、10 名以上であるので届け出

義務がある。 
 
2）給与計算について 
本来であれば、5 時以前の労働或は 22 時以降の労

働については、深夜割増を支給する必要がある

が、支給されていない。 
 
3）超過勤務申請書について 
実際に残業しているのに超過勤務申請書に記載

されていなかった。所定外労働した時間につい

て、他の日に振替えて休もうとしているため、

所定外勤務簿に記載していなかったケースがあ

るとのこと。しかし、実際には振替ができなか

ったケースもあり、その場合は、残業代が未払

いとなってしまっている。振替はその月内で行

うというルールを徹底すべき。 

1） 
平成 30 年 6 月に松本労働基準監督署へ届け出る

準備をしている。 
 
 
 
2） 
平成 30年 4月分の給与より深夜割増を支給した。

現在は天候などの緊急時を除き深夜勤務となら

ないよう勤務予定を組んでいる。 
 
3） 
今回の監査で職員の意識も高まった。振替えはそ

の月内で行うというルールを共通に認識をした。

超過勤務の申請も徹底し事前に申請したうえで

管理者が超過勤務の必要性を判断している。 
 
 
 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル熱田 
実施日 平成３０年９月２７日 

監査員 
佐合内部監査責任者 

太部長 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
・36 協定の提出期限が守られていなかった。 
 
 
・従業員代表の選出が投票、挙手等での選出でな

かった。 
 
 

・毎年 3 月に提出が行えるよう年間スケジュール

に組み込んだ。 
 
・従業員代表の選出をするにあたり、衛生委員会

にて職員の選出、出席のできない職員には委任状

にて意見を聴取していたが、監査時に質問を受け

た際、説明が十分にできなかった。 

 選出の手続きについて他者へ説明ができるよう

理解を深める。 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル箕輪 
実施日 平成３０年１１月２８日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

（労務） 
1）就業規則の届け出について 
就業規則改定の都度、変更の届け出はされている

が、法人全体において平成３０年４月に就業規則

を改定したのに対して、当施設においては、その

改定が行われていない。法人全体で就業規則に基

づき統一された運用を行っている場合、改定され

た就業規則を労働基準監督署に届け出る必要が

ある。 
 
2）従業員代表の選任方法 
従業員代表を選任する際には、法に規定する協定

等をする者を選出することを明らかにして実施

される投票、挙手等の方法による手続により選出

された者であること（労働基準法施行規則 6 条の

2）という要件がある。当施設においては親睦会

の代表が従業員代表となるのだが、その親睦会の

代表を施設長が決めることとなっており改善が

必要である。 
 
3） 労働安全法６６条の４ 
法令に基づき、異常の所見がある者について、医

師又は歯科医師の意見を聴かなければならない。

また、その者について、医師より「就労可・就労

不可・条件付き就労可」等の記載を健康診断結果

報告書等に記載すべきであり、それら記載はされ

ているが、医師等の署名捺印がなく、さらには「条

件付きでの就労可」と記載があったが、その条件

についての記載が無かった。 

 
平成３０年１２月１３日に届け出を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
従業員代表をどの部門で引き受けるかも含めて、

親睦会内で決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月に産業医へ押印を依頼した。あわせて条件

付就業可の職員部分に「主治医の受診」などを明

記していただくよう依頼し、記載いただいた。 
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監査種類 労務監査 
事業所名 
施設名 

グレイスフル日義 
実施日 平成３０年１１月２８日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

 
就業規則の届け出について 
就業規則改定の都度、変更の届け出はされている

が、法人全体において平成３０年４月に就業規則

を改定したのに対して、当施設においては、その

改定が行われていない。法人全体で就業規則に基

づき統一された運用を行っている場合、改定され

た就業規則を労働基準監督署に届け出る必要が

ある。 

 
 
就業規則の変更届けを労働基準所に平成３０年

１２月４日に遡りで提出した。 
 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井 
実施日 平成３０年１２月 ４日 

監査員 
太部長 

藤井内部監査責任者付 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
（労務） 
○社会保険の加入について 
当法人は社会保険の対象となる従業員規模が 501
人以上の事業所に該当するため、所定労働時間が

週 20 時間を超え、月給が 8 万 8000 円以上、かつ

1 年以上継続して適用事務所に勤務している（も

しくは勤務する見込みがある）場合は社会保険に

加入させる必要がある。まず、事務担当者の認識

が所定労働時間週 20 時間ではなく、週 30 時間で

あったこと。 
さらには、以前から勤務していた方の一人が今年

４月に労働時間を拡大し、それに伴い月給が 8 万

8000 円以上に変更となった。途中変更であり、

気付き辛いこともあってか、結果的に社会保険に

未加入となっていた。 

 
 
社会保険加入要件は理解できた。今後は、パート

職員で採用条件を変更する場合は、施設長・事務

員で確認し適切に加入の手続きを行なう。 
未加入となっていた職員については、説明と同意

を得て加入手続きを行なった。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 内部ケアサービス監査 指示事項／改善報告 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

ジョイフル多治見 実施日 平成３０年７月１９日 
監査員 富樫エリア責任者他１３名 

指示事項 改善事項 
「ISO27001」 
・緊急連絡網の整備について、職員間はオクレン

ジャーを使用し一斉連絡可能となっていたが

関係機関への連絡が可能となる様、整備するこ

と。 
 
・事務所内に利用者様の居室一覧が掲示されてい

るが、事務所外から誰でも確認できるようにな

っている。利用者様の情報保護の観点から見直

しを検討すること。 
 
「介護部門」 
・H29 年度 感染症の教育実績を確認した。参加

できなかった職員に対して、資料や会議での伝

達方式をとっていたが、伝達をした実績は確認

出来なかった為、全職員必須の教育が実施でき

たとはみなされない可能性がある。 
 
「事務部門」 
・衛生管理者が前任者のままになっているように

見受けられたので要確認すること。 
 

         
・関係機関連絡先は作成済みであったが、一部周

知できていなかったため、伝言板で全員に周知

した。 
 
 
・事務所内で事務所外から見えない壁がないた

め、ボードの移動はせず、名前の一部にマスキ

ングテープを貼り、個人が特定できないように

する。 
 
 
・今後はＰＣ内に専用シートを設け、資料による

伝達方式も含め、学習した全職員が感想等を入

力できるようにして、教育実績の管理をする。 
 
 
 
 
・法人内の有資格者へ変更をすると共に、事務所

職員及び看護師に衛生管理者資格の受験を促

し早期に配置する。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

特別養護老人ホーム    
ジョイフル布袋 

実施日 平成３０年７月２４日 
監査員 有働エリア責任者他１５名 

指示事項 改善事項 
【介護部門】 
・ポイントケアの即時入力が職員によってできて

いないのではないか。また、入浴介助の実績記

録から、一部で、入浴介助中に記録をしている

と思われる記録を確認した。入浴介助に関して

は、目を離すリスクを考慮し介助後に入力する

事が適正なため、注意喚起が必要。 
→即時入力の徹底と入浴介助時の記録について

 
・待機職員はスマホ端末を持ち歩き、1 介助 1 記

録を行うよう指導する。 
浴室にはスマホは持ち込まず、1 人終了ごとに

入力を行い、入浴中は見守りを徹底するよう周

知していく。 
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監査種類 労務監査 
事業所名 
施設名 

グレイスフル日義 
実施日 平成３０年１１月２８日 

監査員 
太部長 

（平野社会保険労務士） 
指示事項 改善事項 

 
就業規則の届け出について 
就業規則改定の都度、変更の届け出はされている

が、法人全体において平成３０年４月に就業規則

を改定したのに対して、当施設においては、その

改定が行われていない。法人全体で就業規則に基

づき統一された運用を行っている場合、改定され

た就業規則を労働基準監督署に届け出る必要が

ある。 

 
 
就業規則の変更届けを労働基準所に平成３０年

１２月４日に遡りで提出した。 
 

 
監査種類 労務監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井 
実施日 平成３０年１２月 ４日 

監査員 
太部長 

藤井内部監査責任者付 
（平野社会保険労務士） 

指示事項 改善事項 
（労務） 
○社会保険の加入について 
当法人は社会保険の対象となる従業員規模が 501
人以上の事業所に該当するため、所定労働時間が

週 20 時間を超え、月給が 8 万 8000 円以上、かつ

1 年以上継続して適用事務所に勤務している（も

しくは勤務する見込みがある）場合は社会保険に

加入させる必要がある。まず、事務担当者の認識

が所定労働時間週 20 時間ではなく、週 30 時間で

あったこと。 
さらには、以前から勤務していた方の一人が今年

４月に労働時間を拡大し、それに伴い月給が 8 万

8000 円以上に変更となった。途中変更であり、

気付き辛いこともあってか、結果的に社会保険に

未加入となっていた。 

 
 
社会保険加入要件は理解できた。今後は、パート

職員で採用条件を変更する場合は、施設長・事務

員で確認し適切に加入の手続きを行なう。 
未加入となっていた職員については、説明と同意

を得て加入手続きを行なった。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 内部ケアサービス監査 指示事項／改善報告 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

ジョイフル多治見 実施日 平成３０年７月１９日 
監査員 富樫エリア責任者他１３名 

指示事項 改善事項 
「ISO27001」 
・緊急連絡網の整備について、職員間はオクレン

ジャーを使用し一斉連絡可能となっていたが

関係機関への連絡が可能となる様、整備するこ

と。 
 
・事務所内に利用者様の居室一覧が掲示されてい

るが、事務所外から誰でも確認できるようにな

っている。利用者様の情報保護の観点から見直

しを検討すること。 
 
「介護部門」 
・H29 年度 感染症の教育実績を確認した。参加

できなかった職員に対して、資料や会議での伝

達方式をとっていたが、伝達をした実績は確認

出来なかった為、全職員必須の教育が実施でき

たとはみなされない可能性がある。 
 
「事務部門」 
・衛生管理者が前任者のままになっているように

見受けられたので要確認すること。 
 

         
・関係機関連絡先は作成済みであったが、一部周

知できていなかったため、伝言板で全員に周知

した。 
 
 
・事務所内で事務所外から見えない壁がないた

め、ボードの移動はせず、名前の一部にマスキ

ングテープを貼り、個人が特定できないように

する。 
 
 
・今後はＰＣ内に専用シートを設け、資料による

伝達方式も含め、学習した全職員が感想等を入

力できるようにして、教育実績の管理をする。 
 
 
 
 
・法人内の有資格者へ変更をすると共に、事務所

職員及び看護師に衛生管理者資格の受験を促

し早期に配置する。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

特別養護老人ホーム    
ジョイフル布袋 

実施日 平成３０年７月２４日 
監査員 有働エリア責任者他１５名 

指示事項 改善事項 
【介護部門】 
・ポイントケアの即時入力が職員によってできて

いないのではないか。また、入浴介助の実績記

録から、一部で、入浴介助中に記録をしている

と思われる記録を確認した。入浴介助に関して

は、目を離すリスクを考慮し介助後に入力する

事が適正なため、注意喚起が必要。 
→即時入力の徹底と入浴介助時の記録について

 
・待機職員はスマホ端末を持ち歩き、1 介助 1 記

録を行うよう指導する。 
浴室にはスマホは持ち込まず、1 人終了ごとに

入力を行い、入浴中は見守りを徹底するよう周

知していく。 
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全体周知を図り、改善へとつなげていただきた

い。 
 
【看護部門】 
＜入退所＞ 
・入所時の利用者様のボディチェックを実施して

いるが、確認した記録がない。 
 リスクマネジメントの一貫として、水平展開さ

れた事項であるため、目視のみでなく記録を残

すこと。 
 
 
 
 
 
 
 
【施設ケアマネ部門】 
・褥瘡形成時や治癒後の予防プランのアセスメン

ト用紙に褥瘡についてアセスメントした記載

が無かった。全体を通してケアマネのアセスメ

ントが少なく、現在使用しているシートでは、

課題の整理やニーズ、目標を導き出す事が難し

いと思われる。アセスメントシート（様式）の

見直しをお願いする。 

 
 
 
 
 
・多職種で連携しボディチェックを行った後の記

録を残していく。 
・送迎職員、目視およびご家族に声掛けを皮膚ト

ラブルは無いかを確認する。（必要時、法人内/
利用施設に確認） 

・送迎職員からの情報をもとに目視できる部分を

確認し記録。その後、入浴・トイレ時などでそ

の他の部分を確認し記録に残す。 
（退所時） 
入所中の皮膚トラブルは現在も記録はできて

おり継続していく。 
 
 
・対象者（A 様）のアセスメント用紙に記載する。 

既存のアセスメントシートに課題の整理や 
ニーズの把握ができるよう課題整理表を作成 
し活用していく。 

 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

特別養護老人ホーム    

ジョイフル羽島 
実施日  平成３０年８月２８日 
監査員 有働エリア責任者他１６名 

指示事項 改善事項 
【看護部門】 
＜感染予防、感染性医療廃棄物の管理＞ 
・ショートステイ利用者の使用済みの点滴と留置

針がビニール袋に入った状態で医療廃棄物の

容器の上に置いてあった。 
病院へ返却の為に保管するのであれば、感染の

危険性を最小限にする方法を考える必要があ

る。 
 
 ＜事故予防、投薬ミス＞ 
・6 月の服薬業務ミスにおいて、再発防止の検討

が完了していないものがあった。看護、介護と

もに検討し対策を立案する必要があると思わ

 
 
・施設にて実施した点滴済みの留置針は、速やか

に施設設置の医療用廃棄物容器に保管する。 
（9 月より実施） 
 
 
 
 
 
・今後は、看護、介護で再発防止策を速やかに検

討し、対策を立案していく。（本業務ミスにつ

いては、完了済み）（9 月～実施） 

 

れる。 
 
【相談員部門】 
・身体拘束を必要とした事例の記録を確認した。

ショートステイ利用者様であったこともあり、

居宅、ショートステイのケアプランを確認し

た。しかし、身体拘束をやむなく必要とする旨

がプランに見当たらなかった。法人内他施設で

の実地指導では、プランも連動していることが

必要であるとの見解を示されていた例もあっ

たため、プランの内容の見直しを提案する。 

 
 
 
・居宅ケアマネジャーに相談し、居宅プランの内

容に追記していただくことを依頼した。ショー

トステイケアプランも追記する。 
（9 月 26 日のショート利用時より実施） 

 
 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
デイサービスセンター 
小規模多機能型居宅介

護 
ジョイフル砂田橋 

実施日 平成３０年８月３０日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他８名 

指示事項 改善事項 
 
・褥瘡ハイリスク者の予防計画書は作成されて 
いるが、見直しの頻度が決まっていないため、 
1 ヶ月に 1 度は見直しを行い、更新をすること。 

（特養） 
 
・検食簿及び安全衛生書類に一部記載漏れが 

あったため改善を図ること。（栄養士） 

    
・毎月見直しを実施する。変更があった場合は褥

瘡委員会にて報告する。 
 
 
 
・書類を再点検し、記入漏れを修正した。委託業

者への書類整備について指導した。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

養護老人ホーム     
サンライフむつみ 

実施日 平成３０年９月１４日 
監査員 有働エリア責任者他９名 

指示事項 改善事項 
【介護部門】 
・入浴について 
 マニュアルが存在していないとの事。入浴は 

大きなリスクを伴う場面なので、法人共通の 
 入浴マニュアルを参考に活用してはどうか。 
 又、見守り体制について、自立の方は、見守り

をしていない場合もあるとの事だったが、事故

のリスクはあるため、できる範囲見守りができ

る体制を検討して頂きたい。 
 
 
 

 
・ISO9001 の入浴マニュアルに沿って運用を開始

する。9 月末までに全体会議、職員朝礼にて入

浴マニュアルを伝達。周知徹底の為、職員室に

掲示。10 月より運用を開始する。 
 
※養護むつみは、ISO9001 の認証外施設であり、

いままで ISO9001 の入浴マニュアルの 設置を

していなかった。 
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全体周知を図り、改善へとつなげていただきた

い。 
 
【看護部門】 
＜入退所＞ 
・入所時の利用者様のボディチェックを実施して

いるが、確認した記録がない。 
 リスクマネジメントの一貫として、水平展開さ

れた事項であるため、目視のみでなく記録を残

すこと。 
 
 
 
 
 
 
 
【施設ケアマネ部門】 
・褥瘡形成時や治癒後の予防プランのアセスメン

ト用紙に褥瘡についてアセスメントした記載

が無かった。全体を通してケアマネのアセスメ

ントが少なく、現在使用しているシートでは、

課題の整理やニーズ、目標を導き出す事が難し

いと思われる。アセスメントシート（様式）の

見直しをお願いする。 

 
 
 
 
 
・多職種で連携しボディチェックを行った後の記

録を残していく。 
・送迎職員、目視およびご家族に声掛けを皮膚ト

ラブルは無いかを確認する。（必要時、法人内/
利用施設に確認） 

・送迎職員からの情報をもとに目視できる部分を

確認し記録。その後、入浴・トイレ時などでそ

の他の部分を確認し記録に残す。 
（退所時） 
入所中の皮膚トラブルは現在も記録はできて

おり継続していく。 
 
 
・対象者（A 様）のアセスメント用紙に記載する。 

既存のアセスメントシートに課題の整理や 
ニーズの把握ができるよう課題整理表を作成 
し活用していく。 

 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

特別養護老人ホーム    

ジョイフル羽島 
実施日  平成３０年８月２８日 
監査員 有働エリア責任者他１６名 

指示事項 改善事項 
【看護部門】 
＜感染予防、感染性医療廃棄物の管理＞ 
・ショートステイ利用者の使用済みの点滴と留置

針がビニール袋に入った状態で医療廃棄物の

容器の上に置いてあった。 
病院へ返却の為に保管するのであれば、感染の

危険性を最小限にする方法を考える必要があ

る。 
 
 ＜事故予防、投薬ミス＞ 
・6 月の服薬業務ミスにおいて、再発防止の検討

が完了していないものがあった。看護、介護と

もに検討し対策を立案する必要があると思わ

 
 
・施設にて実施した点滴済みの留置針は、速やか

に施設設置の医療用廃棄物容器に保管する。 
（9 月より実施） 
 
 
 
 
 
・今後は、看護、介護で再発防止策を速やかに検

討し、対策を立案していく。（本業務ミスにつ

いては、完了済み）（9 月～実施） 

 

れる。 
 
【相談員部門】 
・身体拘束を必要とした事例の記録を確認した。

ショートステイ利用者様であったこともあり、

居宅、ショートステイのケアプランを確認し

た。しかし、身体拘束をやむなく必要とする旨

がプランに見当たらなかった。法人内他施設で

の実地指導では、プランも連動していることが

必要であるとの見解を示されていた例もあっ

たため、プランの内容の見直しを提案する。 

 
 
 
・居宅ケアマネジャーに相談し、居宅プランの内

容に追記していただくことを依頼した。ショー

トステイケアプランも追記する。 
（9 月 26 日のショート利用時より実施） 

 
 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
デイサービスセンター 
小規模多機能型居宅介

護 
ジョイフル砂田橋 

実施日 平成３０年８月３０日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他８名 

指示事項 改善事項 
 
・褥瘡ハイリスク者の予防計画書は作成されて 
いるが、見直しの頻度が決まっていないため、 
1 ヶ月に 1 度は見直しを行い、更新をすること。 

（特養） 
 
・検食簿及び安全衛生書類に一部記載漏れが 

あったため改善を図ること。（栄養士） 

    
・毎月見直しを実施する。変更があった場合は褥

瘡委員会にて報告する。 
 
 
 
・書類を再点検し、記入漏れを修正した。委託業

者への書類整備について指導した。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

養護老人ホーム     
サンライフむつみ 

実施日 平成３０年９月１４日 
監査員 有働エリア責任者他９名 

指示事項 改善事項 
【介護部門】 
・入浴について 
 マニュアルが存在していないとの事。入浴は 

大きなリスクを伴う場面なので、法人共通の 
 入浴マニュアルを参考に活用してはどうか。 
 又、見守り体制について、自立の方は、見守り

をしていない場合もあるとの事だったが、事故

のリスクはあるため、できる範囲見守りができ

る体制を検討して頂きたい。 
 
 
 

 
・ISO9001 の入浴マニュアルに沿って運用を開始

する。9 月末までに全体会議、職員朝礼にて入

浴マニュアルを伝達。周知徹底の為、職員室に

掲示。10 月より運用を開始する。 
 
※養護むつみは、ISO9001 の認証外施設であり、

いままで ISO9001 の入浴マニュアルの 設置を

していなかった。 
 
 
 

− 232 − − 233 −



 

【看護部門】 
＜入退所＞ 
・入退所時のボディチェックを実施していない。

実施・記録について検討すること。 
 
 
【相談員部門】 
・消火器の位置が避難経路図に示してあるものと

異なっている。消火器はどの場所からも歩行距

離２０ｍ以内に配置されていることが義務付

けられているため、正しい置き場所に変えて頂

きたい。 

 
 
・チェック表を準備し、入所日に実施・記録に残

す。施設から他施設への退所時は退所日に実

施・記録を残す。次回入退所時より運用する。 
 
 
・各廊下の利用者様の清掃時に移動された事を確

認。利用者様には朝礼にて消火器の位置を動か

さないように依頼する。防火管理者が週 1 回

(金)に位置のチェックを行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 内部ケアサービス監査 指示事項／改善報告 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

ユニット型介護老人福祉

施設 
グレイスフル塩尻 

実施日 平成３０年７月２４日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
ケアアシストや巡視の入力漏れがあった。 
 
 
（看護） 
体重が減少している入所者様の発見が遅れた。ま

た、発見から嘱託医への報告、検査に至るまでに

時間がかかりすぎている。 
 
 
 

（介護） 
簡易的なチェックシートにて確認を行い、入力漏

れを防止する。（8 月より開始） 
 
 
体重測定時に、前回の測定より 3％以上変動して

いた場合には、看護職員と栄養士が評価し、今後

の方針を発信する。また、担当の嘱託医へ報告し

指示を仰ぐ。体重測定表が 2 か月分の経過のみ把

握できる表であった為、12 ヶ月確認できるよう変

更した。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設（多床

室）グレイスフル塩尻 
実施日 平成３０年７月２４日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
ケアアシスト、水分摂取量、服薬のポイントケア

の入力漏れがあった。 
 
 
 
 
（看護） 
長時間の座位にて皮膚トラブルを生じることが

多いとのことである。食後に、リフト等で二人介

助を待っている利用者様を複数みかけた。「待つ」

に対し現状より良い方法があるか検討をしてい

ただきたい。 

（介護） 
遅番出勤時に「0 時から 10 時」までの実績を確認

する。夜勤者は「11 時から 23 時」までの記録を

確認する業務分担に変更した。（8 月より開始）簡

易的なチェックシートにて確認を行い、入力漏れ

を防止する。 
 
（看護） 
利用者に合わせ臥床をする。転倒・転落のリスク

が高い方より臥床を行うルールとした。 
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【看護部門】 
＜入退所＞ 
・入退所時のボディチェックを実施していない。

実施・記録について検討すること。 
 
 
【相談員部門】 
・消火器の位置が避難経路図に示してあるものと

異なっている。消火器はどの場所からも歩行距

離２０ｍ以内に配置されていることが義務付

けられているため、正しい置き場所に変えて頂

きたい。 

 
 
・チェック表を準備し、入所日に実施・記録に残

す。施設から他施設への退所時は退所日に実

施・記録を残す。次回入退所時より運用する。 
 
 
・各廊下の利用者様の清掃時に移動された事を確

認。利用者様には朝礼にて消火器の位置を動か

さないように依頼する。防火管理者が週 1 回

(金)に位置のチェックを行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 内部ケアサービス監査 指示事項／改善報告 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

ユニット型介護老人福祉

施設 
グレイスフル塩尻 

実施日 平成３０年７月２４日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
ケアアシストや巡視の入力漏れがあった。 
 
 
（看護） 
体重が減少している入所者様の発見が遅れた。ま

た、発見から嘱託医への報告、検査に至るまでに

時間がかかりすぎている。 
 
 
 

（介護） 
簡易的なチェックシートにて確認を行い、入力漏

れを防止する。（8 月より開始） 
 
 
体重測定時に、前回の測定より 3％以上変動して

いた場合には、看護職員と栄養士が評価し、今後

の方針を発信する。また、担当の嘱託医へ報告し

指示を仰ぐ。体重測定表が 2 か月分の経過のみ把

握できる表であった為、12 ヶ月確認できるよう変

更した。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設（多床

室）グレイスフル塩尻 
実施日 平成３０年７月２４日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
ケアアシスト、水分摂取量、服薬のポイントケア

の入力漏れがあった。 
 
 
 
 
（看護） 
長時間の座位にて皮膚トラブルを生じることが

多いとのことである。食後に、リフト等で二人介

助を待っている利用者様を複数みかけた。「待つ」

に対し現状より良い方法があるか検討をしてい

ただきたい。 

（介護） 
遅番出勤時に「0 時から 10 時」までの実績を確認

する。夜勤者は「11 時から 23 時」までの記録を

確認する業務分担に変更した。（8 月より開始）簡

易的なチェックシートにて確認を行い、入力漏れ

を防止する。 
 
（看護） 
利用者に合わせ臥床をする。転倒・転落のリスク

が高い方より臥床を行うルールとした。 
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監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

グループホーム 
グレイスフル八田 

実施日 平成３０年７月２７日 
監査員 富樫エリア責任者他７名 

指示事項 改善事項 
【ISO27001】 
・緊急連絡網を整備して頂きたい。 

職員間はオクレンジャーを使用し一斉連絡可

能となっていたが関係機関への連絡が可能と

なる様整備されたい。 

 
・緊急連絡網を整備し有事の際にはガス、水道を

すぐに止められるよう、緊急連絡網に電話番号の

記載をした。（8/2 済み） 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
グレイスフル木曽 

実施日 平成３０年８月９日 

監査員 
鈴木エリア責任者心得 

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
・褥瘡予防計画について、作成はしているが、職

員に周知ができていないため情報共有できる

と良い。また 2 月 4 日で途切れている計画書が

あった。ルールでは月 1 回の更新となっている

ため記録の確認が必要である。 
 
＜ISO27001＞ 
・鍵管理台帳の作成がされていないため作成する

必要がある。 

 
・担当看護職から、月 1 回の更新ルールを再徹底

するよう周知する提出期限は毎月 15 日までに

各ユニットリーダーへ提出し、ユニットリーダ

ーがユニット分の作成漏れがないか確認し、担

当看護職へ提出する。 
 
 
・現在各鍵の本数を確認し、8/30 までに完成予定

である。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井特

養棟 
実施日 平成３０年８月１３日 
監査員 富樫エリア責任者他１１名 

指示事項 改善事項 
【巡視チェック】 
・身だしなみ、挨拶、言葉遣い等の接遇において、

気になる点が見られた。一部の職員であるが組

織として指導を継続する必要がある。（特養） 
 
【ISO27001】 
・緊急連絡網に関係機関（保険者等）への連絡が

可能となる様整備されたい。 
 
 
【看護部門】 
・膀胱留置カテ－テルの取扱いの指導方法で、指

 
・9 月に身だしなみチェックリストにて自己・他

者評価を行い接遇も含めて指導を継続する。 
 
 
 
・関係機関の欄を追加（春日井市介護高齢福祉課、

愛知県高齢福祉課、SGS ジャパン）。ISMS 管

理責任者から連絡を入れる経路とした。 
 
 
・尿路感染症のマニュアルを各フロアへ配布し、

 

導はされているが看護部会で作成した疾患別

介護対応マニュアル（尿路感染症）を活用して

いないようであった。活用すれば取扱いの周知

とケアの統一がより進むと思われる。 
 
【相談員部門】 
・入居時のバイタルチェックがされていない（記

録が確認できなかった）。利用者様の状態把握、

情報共有のため、入居時のバイタルチェックを

徹底し、記録に残すこと。 

看護職員が説明を行う。感染症の施設内勉強会

でも活用していく。 
 
 
 
 
・記録の入力忘れがないよう、入居日の記録を確

認し、入力忘れがあった際は、看護職員へ声を

掛ける。 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井老

健棟 
実施日 平成３０年８月１７日 
監査員 富樫エリア責任者他１１名 

指示事項 改善事項 
【巡視チェック】 
・事務所内、複合機の上に埃がたまっている。カ

ウンターの裏にダンボールに入った物が乱雑

に置かれている。事務所内の定期的な清掃と収

納について検討が必要。 
 
【リハビリ部門】 
・前年度、指示事項の福祉用具や勉強会は実施さ

れているが、フロアのラウンド時、ベッドの高

さが一律になっている印象があったため、利用

者様それぞれに合わせた高さ調整ができると

よい。 
 
【相談員部門】 
・加算の算定要件について確認する。入所前後訪

問指導加算（Ⅰ）について、青本 p825、①及

び⑦が、根拠を示すには不十分であった。 
指導内容が医師の診療録等に記載されるよう

に改善し（⑦）、それが、施設サービス計画や

個別機能訓練計画書等に反映されるようにす

ること（①）。 

 
・通常の清掃のみではなく、細部の清掃や、整理

整頓をする機会を定期的につくっていく。 
 
 
 
 

・ベッドの高さについては、利用者様の状況に合

わせて調整していく。 
 
 
 
 
 
・入所前後訪問指導実施日、入所前後訪問指導の

内容を元に、退所を目的とした診療方針を医師

記録に記載する。 
また、入所前後訪問指導内容や医師記録を反映

させた施設サービス計画書やリハビリ計画書

を作成する。 
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監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

グループホーム 
グレイスフル八田 

実施日 平成３０年７月２７日 
監査員 富樫エリア責任者他７名 

指示事項 改善事項 
【ISO27001】 
・緊急連絡網を整備して頂きたい。 

職員間はオクレンジャーを使用し一斉連絡可

能となっていたが関係機関への連絡が可能と

なる様整備されたい。 

 
・緊急連絡網を整備し有事の際にはガス、水道を

すぐに止められるよう、緊急連絡網に電話番号の

記載をした。（8/2 済み） 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
グレイスフル木曽 

実施日 平成３０年８月９日 

監査員 
鈴木エリア責任者心得 

他６名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
・褥瘡予防計画について、作成はしているが、職

員に周知ができていないため情報共有できる

と良い。また 2 月 4 日で途切れている計画書が

あった。ルールでは月 1 回の更新となっている

ため記録の確認が必要である。 
 
＜ISO27001＞ 
・鍵管理台帳の作成がされていないため作成する

必要がある。 

 
・担当看護職から、月 1 回の更新ルールを再徹底

するよう周知する提出期限は毎月 15 日までに

各ユニットリーダーへ提出し、ユニットリーダ

ーがユニット分の作成漏れがないか確認し、担

当看護職へ提出する。 
 
 
・現在各鍵の本数を確認し、8/30 までに完成予定

である。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井特

養棟 
実施日 平成３０年８月１３日 
監査員 富樫エリア責任者他１１名 

指示事項 改善事項 
【巡視チェック】 
・身だしなみ、挨拶、言葉遣い等の接遇において、

気になる点が見られた。一部の職員であるが組

織として指導を継続する必要がある。（特養） 
 
【ISO27001】 
・緊急連絡網に関係機関（保険者等）への連絡が

可能となる様整備されたい。 
 
 
【看護部門】 
・膀胱留置カテ－テルの取扱いの指導方法で、指

 
・9 月に身だしなみチェックリストにて自己・他

者評価を行い接遇も含めて指導を継続する。 
 
 
 
・関係機関の欄を追加（春日井市介護高齢福祉課、

愛知県高齢福祉課、SGS ジャパン）。ISMS 管

理責任者から連絡を入れる経路とした。 
 
 
・尿路感染症のマニュアルを各フロアへ配布し、

 

導はされているが看護部会で作成した疾患別

介護対応マニュアル（尿路感染症）を活用して

いないようであった。活用すれば取扱いの周知

とケアの統一がより進むと思われる。 
 
【相談員部門】 
・入居時のバイタルチェックがされていない（記

録が確認できなかった）。利用者様の状態把握、

情報共有のため、入居時のバイタルチェックを

徹底し、記録に残すこと。 

看護職員が説明を行う。感染症の施設内勉強会

でも活用していく。 
 
 
 
 
・記録の入力忘れがないよう、入居日の記録を確

認し、入力忘れがあった際は、看護職員へ声を

掛ける。 
 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

グレイスフル春日井老

健棟 
実施日 平成３０年８月１７日 
監査員 富樫エリア責任者他１１名 

指示事項 改善事項 
【巡視チェック】 
・事務所内、複合機の上に埃がたまっている。カ

ウンターの裏にダンボールに入った物が乱雑

に置かれている。事務所内の定期的な清掃と収

納について検討が必要。 
 
【リハビリ部門】 
・前年度、指示事項の福祉用具や勉強会は実施さ

れているが、フロアのラウンド時、ベッドの高

さが一律になっている印象があったため、利用

者様それぞれに合わせた高さ調整ができると

よい。 
 
【相談員部門】 
・加算の算定要件について確認する。入所前後訪

問指導加算（Ⅰ）について、青本 p825、①及

び⑦が、根拠を示すには不十分であった。 
指導内容が医師の診療録等に記載されるよう

に改善し（⑦）、それが、施設サービス計画や

個別機能訓練計画書等に反映されるようにす

ること（①）。 

 
・通常の清掃のみではなく、細部の清掃や、整理

整頓をする機会を定期的につくっていく。 
 
 
 
 

・ベッドの高さについては、利用者様の状況に合

わせて調整していく。 
 
 
 
 
 
・入所前後訪問指導実施日、入所前後訪問指導の

内容を元に、退所を目的とした診療方針を医師

記録に記載する。 
また、入所前後訪問指導内容や医師記録を反映

させた施設サービス計画書やリハビリ計画書

を作成する。 
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監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
ショートステイ 
デイサービスセンター 
グレイスフル熱田 

実施日 平成３０年８月２１日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他８名 
指示事項 改善事項 

・36 協定の提出期限が守られていない。 
（8/15 に提出されていた） 
 （施設全体） 
 
・衛生管理者の巡視（記録）がされていなかった。 
 （施設全体） 
 
・採用条件通知書のサインが採用日前でなかった。 
【就業規則にある採用時の提出書類の理解不足】 
(施設全体) 

・次年度は定められている期間に遅延なく提出す

る。 
 
 
・巡視チェック表を作成し、書面にて巡視記録を

残していく。 
 
・規定を確認し、規定に沿い書類整備を行ってい

きます。また、作業時にはその都度、規定を確

認する。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
第 2 グレイスフル岡谷 

実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
虐待防止の指針の掲示が事業所内になく、虐待

防止委員会の議事録の回覧が事業所内でされ

ていない。 
 

就寝前の口腔ケアの記録がポイントケアで入

力されていない。 
 
 
 

（看護） 
入所時のバイタル、外傷確認の記録がポイント

ケアに入力されていない。 
 

 
 
 
（全体） 

ロッカーの使用が徹底されていない。（本日出

勤の職員で施錠されていない箇所が複数みら

れた） 
 

（介護） 
議事録の完成から一週間以内に介護長が事業

所へ回覧し、回覧後は介護長が保管する。 
虐待防止の指針を事業所へ掲示した。 

 
実績の入力漏れがないか、退勤前の確認を徹底

するよう職員間で改善報告書を共有し、リーダ

ー・介護長にて即時入力ができているか出勤時

に確認する。（9/14 より開始） 
 
（看護） 
入所時のバイタルは、受け入れの対応をした職

員が入力する。外傷確認は入所後最初の入浴を

担当した職員が入力することをルール化し、習

慣化できるまでは入所日の申し送りの場で周

知・確認する。 
 
（全体） 
ロッカーを使用する際には必ず施錠すること

を、業務改善報告書にて職員へ周知した。（9/14
より開始） 

 

 

特養の居室環境は早急に改善する必要があ

る。居室代に相応しい環境になっていない。 
 
 
 
 
（ISO27001〉 

「重要情報持出管理表」等の記載はあったが管

理責任者の印がないところがあった。 
 
 

床・トイレについては、介護サポートスタッフ

の出勤時（週 5 日）に全居室行う。 
リネン交換・洗面台清掃は、早番・日勤・遅番

それぞれ一日一床ずつ行うことで週 1 回の交換

を保つ。 
 
 
重要情報持出管理表を記載した職員が地域マネ

ージャーへ提出するルールを再度確認し、業務

改善報告書にて職員へ周知した。（9/14 より開

始） 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人保健施設 
第 2 グレイスフル岡谷 

実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
虐待防止の指針の掲示が事業所内になく、虐待

防止委員会の議事録の回覧が事業所内でされ

ていない。 
 
（看護） 

薬のデータがポイントケアに入力されていな

い方が見られた。（N 様・Y 様） 
 
 
 
（全体） 

ロッカーの使用が徹底されていない。（本日出

勤の職員で施錠されていない箇所が複数みら

れた） 
 
（ISO27001） 
「重要情報持出管理表」等の記載はあったが管理

責任者の印がないところがあった。 
 
 

（介護） 
議事録の完成から一週間以内に介護長が事業

所へ回覧し、回覧後は介護長が保管する。 
虐待防止の指針を事業所へ掲示した。 

 
（看護） 
入所時に看護職員が入力し、当日不在の場合に

は当日入所オリエンテーションに出席した介

護職員が入力を行う。 
 

 
（全体） 
ロッカーを使用する際には必ず施錠すること

を職員へ周知した。エリア共通の注意喚起文を

掲示した。 
 
（ISO27001） 
重要情報持出管理表を記載した職員が地域マネ

ージャーへ提出するルールを再度確認し、業務

改善報告書にて職員へ周知した。（9/14 より開

始） 

 
 
 
 
 

− 238 − − 239 −



 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
ショートステイ 
デイサービスセンター 
グレイスフル熱田 

実施日 平成３０年８月２１日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他８名 
指示事項 改善事項 

・36 協定の提出期限が守られていない。 
（8/15 に提出されていた） 
 （施設全体） 
 
・衛生管理者の巡視（記録）がされていなかった。 
 （施設全体） 
 
・採用条件通知書のサインが採用日前でなかった。 
【就業規則にある採用時の提出書類の理解不足】 
(施設全体) 

・次年度は定められている期間に遅延なく提出す

る。 
 
 
・巡視チェック表を作成し、書面にて巡視記録を

残していく。 
 
・規定を確認し、規定に沿い書類整備を行ってい

きます。また、作業時にはその都度、規定を確

認する。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
第 2 グレイスフル岡谷 

実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
虐待防止の指針の掲示が事業所内になく、虐待

防止委員会の議事録の回覧が事業所内でされ

ていない。 
 

就寝前の口腔ケアの記録がポイントケアで入

力されていない。 
 
 
 

（看護） 
入所時のバイタル、外傷確認の記録がポイント

ケアに入力されていない。 
 

 
 
 
（全体） 

ロッカーの使用が徹底されていない。（本日出

勤の職員で施錠されていない箇所が複数みら

れた） 
 

（介護） 
議事録の完成から一週間以内に介護長が事業

所へ回覧し、回覧後は介護長が保管する。 
虐待防止の指針を事業所へ掲示した。 

 
実績の入力漏れがないか、退勤前の確認を徹底

するよう職員間で改善報告書を共有し、リーダ

ー・介護長にて即時入力ができているか出勤時

に確認する。（9/14 より開始） 
 
（看護） 
入所時のバイタルは、受け入れの対応をした職

員が入力する。外傷確認は入所後最初の入浴を

担当した職員が入力することをルール化し、習

慣化できるまでは入所日の申し送りの場で周

知・確認する。 
 
（全体） 
ロッカーを使用する際には必ず施錠すること

を、業務改善報告書にて職員へ周知した。（9/14
より開始） 

 

 

特養の居室環境は早急に改善する必要があ

る。居室代に相応しい環境になっていない。 
 
 
 
 
（ISO27001〉 

「重要情報持出管理表」等の記載はあったが管

理責任者の印がないところがあった。 
 
 

床・トイレについては、介護サポートスタッフ

の出勤時（週 5 日）に全居室行う。 
リネン交換・洗面台清掃は、早番・日勤・遅番

それぞれ一日一床ずつ行うことで週 1 回の交換

を保つ。 
 
 
重要情報持出管理表を記載した職員が地域マネ

ージャーへ提出するルールを再度確認し、業務

改善報告書にて職員へ周知した。（9/14 より開

始） 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人保健施設 
第 2 グレイスフル岡谷 

実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（介護） 
虐待防止の指針の掲示が事業所内になく、虐待

防止委員会の議事録の回覧が事業所内でされ

ていない。 
 
（看護） 

薬のデータがポイントケアに入力されていな

い方が見られた。（N 様・Y 様） 
 
 
 
（全体） 

ロッカーの使用が徹底されていない。（本日出

勤の職員で施錠されていない箇所が複数みら

れた） 
 
（ISO27001） 
「重要情報持出管理表」等の記載はあったが管理

責任者の印がないところがあった。 
 
 

（介護） 
議事録の完成から一週間以内に介護長が事業

所へ回覧し、回覧後は介護長が保管する。 
虐待防止の指針を事業所へ掲示した。 

 
（看護） 
入所時に看護職員が入力し、当日不在の場合に

は当日入所オリエンテーションに出席した介

護職員が入力を行う。 
 

 
（全体） 
ロッカーを使用する際には必ず施錠すること

を職員へ周知した。エリア共通の注意喚起文を

掲示した。 
 
（ISO27001） 
重要情報持出管理表を記載した職員が地域マネ

ージャーへ提出するルールを再度確認し、業務

改善報告書にて職員へ周知した。（9/14 より開

始） 

 
 
 
 
 

− 238 − − 239 −



 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

デイサービスセンター  

グレイスフル岡谷 
実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（相談員） 
判定会議が契約後に行われていたケースがあ

り、判定会議を行った後に契約がされていな

い。 
 

掲示してある運営規程と重要事項説明書が古

い物になっていた。 
 
（リハビリ） 

1 か月に 1 回のモニタリングがあるが、2 か月

以降のプログラム等の記載がない。 
 

居宅訪問記録を付けないと個別機能訓練加算

が算定できないが、その記録がない。 
 
（ISO27001） 

デジカメのメモリーが削除されていない。 
 

（相談員） 
フェイスシートを作成した段階で、すぐに判定

会議を行うように変更した。 
 
 
古いものは剥がし、最新のものを施設の玄関に

設置した。 
 
（リハビリ） 
モニタリング後に記載するようにした。 

 
 
訪問時の様子を記入するようにした。 
 
 
（ISO27001） 
デジカメを使用した後は、すぐにＰＣ内に取り込

み、メモリーを削除していくよう職員に周知し

た。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
ショートステイ 
介護付き有料老人ホー

ム 
グレイスフル上前津 

実施日 平成３０年８月３０日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他７名 

指示事項 改善事項 
・リネン庫のシーツ等が天井部に近い部分まで 

積まれていた。 
 スプリンクラーが対応できる高さで保管する 

こと。 
（施設全体） 
 
・浴室、洗濯室にて洗剤と一緒にハイター 
（塩素系漂白剤）が手の届く位置に保管され 

ていた。 
 扉付きの棚等での保管を検討すること。 
（施設全体） 
 

・施設内の倉庫、リネン庫、ロッカーを確認し改

善した。 
今後は、施設長および介護長が巡回時に改善が

継続されているかを随時チェックしていく。 
 
 
・開封してあるハイター（塩素系漂白剤）はキッ

チンのシンク下（扉あり）にて管理し、在庫に

ついては１４階倉庫にて保管する。 
 
 
 

 

・10 時に見学の為、館内をラウンドした際、 
朝食後薬がカウンターの上に置いたままで 
あった。 

 確認すると傾眠があると伺ったが、回収するか 
セットし直すかの対応を行うこと。（有料） 

・薬をカウンターに放置することは危険であるた

め、すぐに服用できない場合は、回収・再度セ

ットすることを徹底する。 
 
 

 
 
 

− 240 − − 241 −



 

監査種類 内部ケアサービス監査 
事業所名 
施設名 

デイサービスセンター  

グレイスフル岡谷 
実施日 平成３０年８月２８日 

監査員 
伊藤エリア統括責任者心得

他８名 
指示事項 改善事項 

（相談員） 
判定会議が契約後に行われていたケースがあ

り、判定会議を行った後に契約がされていな

い。 
 

掲示してある運営規程と重要事項説明書が古

い物になっていた。 
 
（リハビリ） 

1 か月に 1 回のモニタリングがあるが、2 か月

以降のプログラム等の記載がない。 
 

居宅訪問記録を付けないと個別機能訓練加算

が算定できないが、その記録がない。 
 
（ISO27001） 

デジカメのメモリーが削除されていない。 
 

（相談員） 
フェイスシートを作成した段階で、すぐに判定

会議を行うように変更した。 
 
 
古いものは剥がし、最新のものを施設の玄関に

設置した。 
 
（リハビリ） 
モニタリング後に記載するようにした。 

 
 
訪問時の様子を記入するようにした。 
 
 
（ISO27001） 
デジカメを使用した後は、すぐにＰＣ内に取り込

み、メモリーを削除していくよう職員に周知し

た。 

 
監査種類 内部ケアサービス監査 

事業所名 
施設名 

介護老人福祉施設 
ショートステイ 
介護付き有料老人ホー

ム 
グレイスフル上前津 

実施日 平成３０年８月３０日 

監査員 
赤塚エリア責任者心得 

他７名 

指示事項 改善事項 
・リネン庫のシーツ等が天井部に近い部分まで 

積まれていた。 
 スプリンクラーが対応できる高さで保管する 

こと。 
（施設全体） 
 
・浴室、洗濯室にて洗剤と一緒にハイター 
（塩素系漂白剤）が手の届く位置に保管され 

ていた。 
 扉付きの棚等での保管を検討すること。 
（施設全体） 
 

・施設内の倉庫、リネン庫、ロッカーを確認し改

善した。 
今後は、施設長および介護長が巡回時に改善が

継続されているかを随時チェックしていく。 
 
 
・開封してあるハイター（塩素系漂白剤）はキッ

チンのシンク下（扉あり）にて管理し、在庫に

ついては１４階倉庫にて保管する。 
 
 
 

 

・10 時に見学の為、館内をラウンドした際、 
朝食後薬がカウンターの上に置いたままで 
あった。 

 確認すると傾眠があると伺ったが、回収するか 
セットし直すかの対応を行うこと。（有料） 

・薬をカウンターに放置することは危険であるた

め、すぐに服用できない場合は、回収・再度セ

ットすることを徹底する。 
 
 

 
 
 

− 240 − − 241 −



社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 監事監査 指示事項／改善報告

実施日 平成３０年 ７月２６日 施設名 ジョイフル江南 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・落薬事故が発生しているため防止に努めるこ

と。 
 
 
 
・給食会議にて「雑な盛り付けがされていた」と

の意見があった。厨房業者へ改善の依頼をするこ

と。 
 
・医療廃棄物について、業者と施設単独で契約し

適正に処理をすること。 

 
・服薬マニュアルに基づき飲み込みまでの確認を

徹底している。監査後、同様の事故の発生は防止

出来ている。 
 
 
・毎月の給食会議にて利用者様や職員の声を届

け、改善に向けた意識づけと取り組みを継続して

いる。 
 
・業者とジョイフル江南間で契約を締結し医療廃

棄物の収集、運搬に関し適正に処理出来る体制を

整えた。 

 

実施日 平成３０年 ７月２６日 施設名 第 2 ジョイフル江南 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・満足度調査において、居室の床掃除が行き届い

ていないとの意見があったので、掃除を徹底して

欲しい。 
 
 
・お風呂の床、目地のあたりに汚れがあった為、

落として頂きたい。 
 
・便座が汚れている箇所があり、使用後の清潔に

努めて頂きたい。 
 
・落薬事故 4 件の報告があった。飲み込まれたこ

とを確認できるまで立ち会う事が再発防止策と

されており、ルールを守るように周知を図って頂

きたい。 
 
デイサービスセンター 
・指摘事項なし 

 
・清掃員の増員により、床掃除を日常業務とした

ことと、職員が利用者様居室に行った際は、ベッ

ドの下、洗面などが汚れていないか目視を徹底す

ることで清潔を保つようにしている。 
 
・床の傷に入り込んだ汚れは完全に除去できない

ものがある為、計画的に修繕を行うようにする。 
 
・共用トイレを定期巡視し、汚れていたらすみや

かな除去に努める。 
 
・利用者様自身で服薬される方であっても、飲み

込みするまでの確認の徹底を図り、再発防止に努

める。 

 

実施日 平成３０年 ７月 １８日 施設名 ジョイフル千種 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設、介護付き有料老人ホーム 
・満足度アンケートから、ベッド下の汚れがある

等の意見が見られた。 
 今後、こういった意見を無くしていけるように

取り組みが必要である。 
 
・職員の健康を十分に考えながら、疲れているよ

うな表情をした職員がいたら、声をかけながら

対応してもらいたい。 
 

 
・清掃の職員が退職により不足していたが、採用

にむけて募集を行い、1 名の採用ができた。 
 また、日頃から部屋の隅やベッド下の汚れに注

意を配るよう教育を行った。 
 
・出勤、退勤時には、事務所に寄って頂き、でき

る限りコミュニケーションが取れるよう努め

ています。 
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社会福祉法人サンライフ 

平成３０年度 監事監査 指示事項／改善報告

実施日 平成３０年 ７月２６日 施設名 ジョイフル江南 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・落薬事故が発生しているため防止に努めるこ

と。 
 
 
 
・給食会議にて「雑な盛り付けがされていた」と

の意見があった。厨房業者へ改善の依頼をするこ

と。 
 
・医療廃棄物について、業者と施設単独で契約し

適正に処理をすること。 

 
・服薬マニュアルに基づき飲み込みまでの確認を

徹底している。監査後、同様の事故の発生は防止

出来ている。 
 
 
・毎月の給食会議にて利用者様や職員の声を届

け、改善に向けた意識づけと取り組みを継続して

いる。 
 
・業者とジョイフル江南間で契約を締結し医療廃

棄物の収集、運搬に関し適正に処理出来る体制を

整えた。 

 

実施日 平成３０年 ７月２６日 施設名 第 2 ジョイフル江南 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・満足度調査において、居室の床掃除が行き届い

ていないとの意見があったので、掃除を徹底して

欲しい。 
 
 
・お風呂の床、目地のあたりに汚れがあった為、

落として頂きたい。 
 
・便座が汚れている箇所があり、使用後の清潔に

努めて頂きたい。 
 
・落薬事故 4 件の報告があった。飲み込まれたこ

とを確認できるまで立ち会う事が再発防止策と

されており、ルールを守るように周知を図って頂

きたい。 
 
デイサービスセンター 
・指摘事項なし 

 
・清掃員の増員により、床掃除を日常業務とした

ことと、職員が利用者様居室に行った際は、ベッ

ドの下、洗面などが汚れていないか目視を徹底す

ることで清潔を保つようにしている。 
 
・床の傷に入り込んだ汚れは完全に除去できない

ものがある為、計画的に修繕を行うようにする。 
 
・共用トイレを定期巡視し、汚れていたらすみや

かな除去に努める。 
 
・利用者様自身で服薬される方であっても、飲み

込みするまでの確認の徹底を図り、再発防止に努

める。 

 

実施日 平成３０年 ７月 １８日 施設名 ジョイフル千種 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設、介護付き有料老人ホーム 
・満足度アンケートから、ベッド下の汚れがある

等の意見が見られた。 
 今後、こういった意見を無くしていけるように

取り組みが必要である。 
 
・職員の健康を十分に考えながら、疲れているよ

うな表情をした職員がいたら、声をかけながら

対応してもらいたい。 
 

 
・清掃の職員が退職により不足していたが、採用

にむけて募集を行い、1 名の採用ができた。 
 また、日頃から部屋の隅やベッド下の汚れに注

意を配るよう教育を行った。 
 
・出勤、退勤時には、事務所に寄って頂き、でき

る限りコミュニケーションが取れるよう努め

ています。 
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 監事監査 指示事項／改善報告 

 

実施日 平成３０年 ８月 ９日 施設名 第２グレイスフル春日井 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・誤薬事故があがっていた。他の利用者様の薬 
（整腸剤）を誤って提供。絶対あってはならない 
事なので注意して下さい。 

 
 

 
・服薬時は顔、名前、分包数の確認等十分に注意 

する。服薬直前の名前の呼上げの徹底。マニュアル 

の再確認を実施。 

 
 

 

実施日 平成３０年 ８月１０日 施設名 グレイスフル浅山 

指示事項 改善事項 
小規模多機能型居宅介護 

・施設内巡視で気になった点としては、小規模多

機能のトイレで少しゴミが落ちていたところ

と、トイレの換気扇の清掃をすると良いと感じ

た。また、レンジフードの上に少々埃があり、

汚れていた。 

 

特別養護老人ホーム 

・特養では、キッチンのレンジ内が少々汚れてい

たが、フロアーも居室も清潔に保たれていた。 

 

・業務ミス報告書では、服薬に関してのミスが多

かったが、看護師の話では錠剤から粉薬へと変

更することや、トロミをつけて提供するように

なってからは落薬事故が減っているとのこと

であった。 

・満足度調査の結果では、明るく挨拶をしてくれ

る・職員は親切に対応してくれるとの意見が多

かったが車椅子のタイヤの空気がいつも入っ

ていない、テーブルの下の汚れなどが気になる

等の意見が一部挙がっていた。 

 

 

 

・小規模多機能のトイレ清掃につきましては、毎

日 16 時と汚れていた場合、その都度清掃をす

るルールになっていました。小規模会議にて再

周知を図っています。 
換気扇・レンジフードの上については、年末の

大掃除の際に定期的に実施することをルール

化しました。 
 

・レンジ内の汚れにつきましては、栄養士が週に

1 回は確認をすることをルール化しました。 
 
・服薬関連のミスにつきましては、各ケースで立

案した再発防止策を徹底し、前年度比－5 件と

なりました。今後も再発防止に努めます。 
 
 
・車椅子のタイヤの空気不足につきましては、チ

ェック表を作成し対応しましたが、明らかな改

善はみられなかったため、2019 年度は作業担

当者を明確にし、対応します。また、テーブル

の下の汚れは、ユニットリーダー会議にて再周

知を図り、清掃の徹底を促しました。 

 
 
 

実施日 平成３０年１０月３０日 施設名 
介護老人福祉施設 

グレイスフル下諏訪 
指示事項 改善事項 

介護老人福祉施設 
・医務室はもう少し整理整頓できると良い。 
 
・4 階フロアはもう少し清掃ができると良い。 
 
 
・食後の衣類の汚れについては改善できると良

い。 
 
 
・レクリエーションの実施について、要望にもあ

がっているため見直しできると良い。 
 
 
デイサービスセンター 
・指摘事項なし 

 
・定期で医務室内の整理、清掃することとした。 
 
・定期でステーション、リビングの清掃をするこ

ととした。 
 
・タオルを膝の上に広げる、食事用エプロンの使

用で衣類が汚れないよう対策をした。汚れがつい

た場合にはその場で拭き取っている。 
 
・季節に沿ったレクリエーションを計画した。

（例：クリスマス会、餅つき） 

 

実施日 平成３０年１０月３１日 施設名 
介護老人保健施設  
グレイスフル下諏訪 

指示事項 改善事項 
大型デイケアセンター 
・デイケアのプール入口の足拭きマットについて

は、もっと大きいもので滑らないものを設置する

ようにしてほしい。 
 
介護老人保健施設 
・３階のレンジフードに埃がたまっていたのが残

念だったので、改善をお願いしたい。 
 
・設えの取り組みについては進んでいると思う

が、早めに改善ができるようにお願いしたい。 
 
・挨拶はもっと積極的にしたほうがよい。 
 
 
・トイレに設置してある使用済のオムツ入れは、

大きいものに変更するのか、こまめに捨てること

にするのか管理方法を明確にしてほしい。 
 

 
・大判のものを敷くように変更した。 
 
 
 
 
・11 月中に掃除を行い、定期的に確認することと

した。 
 
・年始頃に必要物品を購入した。今後も各フロア

の設えについては継続して取り組む。 
 
・朝礼での挨拶やラウンド時に、挨拶で気になる

職員へは管理職より教育をしている。 
 
・小まめに確認するよう、各階リーダーを通して

周知を行った。 
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社会福祉法人サン・ビジョン 

平成３０年度 監事監査 指示事項／改善報告 

 

実施日 平成３０年 ８月 ９日 施設名 第２グレイスフル春日井 

指示事項 改善事項 
介護老人福祉施設 
・誤薬事故があがっていた。他の利用者様の薬 
（整腸剤）を誤って提供。絶対あってはならない 
事なので注意して下さい。 

 
 

 
・服薬時は顔、名前、分包数の確認等十分に注意 

する。服薬直前の名前の呼上げの徹底。マニュアル 

の再確認を実施。 

 
 

 

実施日 平成３０年 ８月１０日 施設名 グレイスフル浅山 

指示事項 改善事項 
小規模多機能型居宅介護 

・施設内巡視で気になった点としては、小規模多

機能のトイレで少しゴミが落ちていたところ

と、トイレの換気扇の清掃をすると良いと感じ

た。また、レンジフードの上に少々埃があり、

汚れていた。 

 

特別養護老人ホーム 

・特養では、キッチンのレンジ内が少々汚れてい

たが、フロアーも居室も清潔に保たれていた。 

 

・業務ミス報告書では、服薬に関してのミスが多

かったが、看護師の話では錠剤から粉薬へと変

更することや、トロミをつけて提供するように

なってからは落薬事故が減っているとのこと

であった。 

・満足度調査の結果では、明るく挨拶をしてくれ

る・職員は親切に対応してくれるとの意見が多

かったが車椅子のタイヤの空気がいつも入っ

ていない、テーブルの下の汚れなどが気になる

等の意見が一部挙がっていた。 

 

 

 

・小規模多機能のトイレ清掃につきましては、毎

日 16 時と汚れていた場合、その都度清掃をす

るルールになっていました。小規模会議にて再

周知を図っています。 
換気扇・レンジフードの上については、年末の

大掃除の際に定期的に実施することをルール

化しました。 
 

・レンジ内の汚れにつきましては、栄養士が週に

1 回は確認をすることをルール化しました。 
 
・服薬関連のミスにつきましては、各ケースで立

案した再発防止策を徹底し、前年度比－5 件と

なりました。今後も再発防止に努めます。 
 
 
・車椅子のタイヤの空気不足につきましては、チ

ェック表を作成し対応しましたが、明らかな改

善はみられなかったため、2019 年度は作業担

当者を明確にし、対応します。また、テーブル

の下の汚れは、ユニットリーダー会議にて再周

知を図り、清掃の徹底を促しました。 

 
 
 

実施日 平成３０年１０月３０日 施設名 
介護老人福祉施設 

グレイスフル下諏訪 
指示事項 改善事項 

介護老人福祉施設 
・医務室はもう少し整理整頓できると良い。 
 
・4 階フロアはもう少し清掃ができると良い。 
 
 
・食後の衣類の汚れについては改善できると良

い。 
 
 
・レクリエーションの実施について、要望にもあ

がっているため見直しできると良い。 
 
 
デイサービスセンター 
・指摘事項なし 

 
・定期で医務室内の整理、清掃することとした。 
 
・定期でステーション、リビングの清掃をするこ

ととした。 
 
・タオルを膝の上に広げる、食事用エプロンの使

用で衣類が汚れないよう対策をした。汚れがつい

た場合にはその場で拭き取っている。 
 
・季節に沿ったレクリエーションを計画した。

（例：クリスマス会、餅つき） 

 

実施日 平成３０年１０月３１日 施設名 
介護老人保健施設  
グレイスフル下諏訪 

指示事項 改善事項 
大型デイケアセンター 
・デイケアのプール入口の足拭きマットについて

は、もっと大きいもので滑らないものを設置する

ようにしてほしい。 
 
介護老人保健施設 
・３階のレンジフードに埃がたまっていたのが残

念だったので、改善をお願いしたい。 
 
・設えの取り組みについては進んでいると思う

が、早めに改善ができるようにお願いしたい。 
 
・挨拶はもっと積極的にしたほうがよい。 
 
 
・トイレに設置してある使用済のオムツ入れは、

大きいものに変更するのか、こまめに捨てること

にするのか管理方法を明確にしてほしい。 
 

 
・大判のものを敷くように変更した。 
 
 
 
 
・11 月中に掃除を行い、定期的に確認することと

した。 
 
・年始頃に必要物品を購入した。今後も各フロア

の設えについては継続して取り組む。 
 
・朝礼での挨拶やラウンド時に、挨拶で気になる

職員へは管理職より教育をしている。 
 
・小まめに確認するよう、各階リーダーを通して

周知を行った。 
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1 社会福祉法人サンライフ

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書
（自）平成 30 年 4 月 1 日　（至）平成 31 年 3 月 31 日

第一号第一様式

勘 定 科 目 差異(A)-(B)予 算 ( A ) 決 算 ( B ) 備 考

社会福祉法人サンライフ （単位：円）

7,858,891,274介護保険事業収入 4,735,2747,854,156,000 ;
304,389,367老人福祉事業収入 952,367303,437,000 ;
19,838,253児童福祉事業収入 805,25319,033,000 ;
387,056,759保育事業収入 9,883,759377,173,000 ;
268,638,674その他の事業収入 8,776,674259,862,000 ;
111,318,869賃貸収入 11,802,86999,516,000 ;
1,356,402借入金利息補助金収入 15,5981,372,000
508,300経常経費寄附金収入 230,300278,000 ;
54,513受取利息配当金収入 19,51335,000 ;

69,948,705その他の収入 9,101,70560,847,000 ;
9,022,001,116    事業活動収入計（1） 46,292,1168,975,709,000 ;
4,745,665,763人件費支出 139,134,2374,884,800,000
1,343,812,707事業費支出 101,520,2931,445,333,000
1,219,129,407事務費支出 284,080,5931,503,210,000
11,344,405利用者負担軽減額 1,213,59512,558,000
160,856,094支払利息支出 3,904,906164,761,000

23,219流動資産評価損等資金減少 23,2190 ;
7,480,831,595    事業活動支出計（2） 529,830,4058,010,662,000
1,541,169,521  事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2） 576,122,521965,047,000 ;
298,858,360施設整備等補助金収入 640298,859,000

1,833,000,000設備資金借入金収入 01,833,000,000
2,342,000固定資産売却収入 1,903,0004,245,000

2,134,200,360    施設整備等収入計（4） 1,903,6402,136,104,000
1,155,790,000設備資金借入金元金償還支出 01,155,790,000
1,974,437,924固定資産取得支出 24,936,0761,999,374,000
3,130,227,924    施設整備等支出計（5） 24,936,0763,155,164,000
996,027,564  施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5） 23,032,436; 1,019,060,000 ; ;
28,314,497その他の活動による収入 12,261,49716,053,000 ;
28,314,497    その他の活動収入計（7） 12,261,49716,053,000 ;
44,867,130積立資産支出 1,840,87046,708,000
22,607,138その他の活動による支出 1,329,86223,937,000
67,474,268    その他の活動支出計（8） 3,170,73270,645,000
39,159,771  その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8） 15,432,229; 54,592,000 ; ;

  予備費支出（10） 00
505,982,186  当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10） 614,587,186; 108,605,000 ;

2,014,561,717  前期末支払資金残高（12） 02,014,561,717
2,520,543,903  当期末支払資金残高（11）+（12） 614,587,1861,905,956,717 ;
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1 社会福祉法人サンライフ

法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書
（自）平成 30 年 4 月 1 日　（至）平成 31 年 3 月 31 日

第二号第一様式

社会福祉法人サンライフ （単位：円）

勘 定 科 目 当年度決算（A） 前年度決算（B) 増減（A)-（B)

7,611,142,870介護保険事業収益 247,748,4047,858,891,274
314,287,710老人福祉事業収益 9,898,343304,389,367 ;
18,592,460児童福祉事業収益 1,245,79319,838,253
382,029,777保育事業収益 5,026,982387,056,759
251,531,788その他の事業収益 17,106,886268,638,674
99,370,930賃貸収益 11,947,939111,318,869
404,400経常経費寄附金収益 103,900508,300

8,677,359,935    サービス活動収益計（1） 273,281,5618,950,641,496
4,734,996,835人件費 38,901,8094,773,898,644
1,273,393,801事業費 70,418,9061,343,812,707
1,114,369,721事務費 104,759,6861,219,129,407
11,298,424利用者負担軽減額 45,98111,344,405
842,839,677減価償却費 17,242,761860,082,438
141,762,306国庫補助金等特別積立金取崩額 13,876,166; 127,886,140 ;

0徴収不能額 23,21923,219
98,030徴収不能引当金繰入 31,078129,108

7,835,234,182    サービス活動費用計（2） 245,299,6068,080,533,788
842,125,753  サービス活動増減差額（3）=（1）-（2） 27,981,955870,107,708
1,446,784借入金利息補助金収益 90,3821,356,402 ;
57,501受取利息配当金収益 2,98854,513 ;

47,548,948その他のサービス活動外収益 22,399,75769,948,705
49,053,233    サービス活動外収益計（4） 22,306,38771,359,620
144,790,308支払利息 16,065,786160,856,094
144,790,308    サービス活動外費用計（5） 16,065,786160,856,094
95,737,075  サービス活動外増減差額（6）=（4）-（5） 6,240,601; 89,496,474 ;
746,388,678    経常増減差額（7）=（3）+（6） 34,222,556780,611,234
16,279,360施設整備等補助金収益 282,579,000298,858,360
159,998固定資産売却益 65,00094,998 ;

0その他の特別収益 6,115,0006,115,000
16,439,358    特別収益計（8） 288,629,000305,068,358
247,563,999固定資産売却損・処分損 247,378,745185,254 ;
234,203,452国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 234,203,4520 ;
19,220,560国庫補助金等特別積立金積立額 279,637,800298,858,360
32,581,107    特別費用計（9） 266,462,507299,043,614
16,141,749  特別増減差額（10）=（8）-（9） 22,166,4936,024,744 ;
730,246,929当期活動増減差額（11）=（7）+（10） 56,389,049786,635,978

8,471,246,082前期繰越活動増減差額（12） 770,246,9299,241,493,011
9,201,493,011当期末繰越活動増減差額（13）=（11）+（12） 826,635,97810,028,128,989

0基本金取崩額（14） 00
40,000,000その他の積立金取崩額（15） 40,000,0000 ;

0その他の積立金積立額（16） 40,000,00040,000,000

9,241,493,011次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）-（16） 746,635,9789,988,128,989
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1 社会福祉法人サンライフ

法 人 単 位 貸 借 対 照 表

平成 31 年 3 月 31 日 現在

第三号第一様式

資 産 の 部 負 債 の 部
当 年 当 年前 年

増 減
前 年

増 減

社会福祉法人サンライフ （単位：円）

度 末 度 末 度 末 度 末

3,011,696,084流動資産 537,537,9733,549,234,057 流動負債 2,471,759,525 2,363,075,489 108,684,036
1,672,396,780  現金預金 443,733,3522,116,130,132   短期運営資金借入金 311,000,000 311,000,000 0
1,314,902,980  事業未収金 108,844,7721,423,747,752   事業未払金 680,646,806 649,975,500 30,671,306
14,762,620  未収金 7,642,8527,119,768 ;   1年以内返済予定設備資金借入金 1,202,808,000 1,155,790,000 47,018,000

19,184  貯蔵品 19,1840 ;   預り金 34,520,379 34,623,726 ; 103,347
79,405  医薬品 62,236141,641   前受金 1,640,099 1,587,731 52,368
353,115  立替金 649,7421,002,857   仮受金 1,110,008 45,440 1,064,568

9,280,030  仮払金 8,059,0151,221,015 ;   賞与引当金 240,034,233 210,053,092 29,981,141
98,030  徴収不能引当金 31,078; 129,108 ; ; 固定負債 14,693,148,825 14,066,918,535 626,230,290

25,742,928,688固定資産 1,154,984,55126,897,913,239   設備資金借入金 14,439,963,000 13,809,771,000 630,192,000
13,918,093,710 基本財産 1,691,446,30015,609,540,010   退職給付引当金 149,642,625 151,390,885 ; 1,748,260
2,948,044,255  土地 605,000,0003,553,044,255   長期預り金 103,418,200 99,272,900 4,145,300
10,969,049,455  建物 1,086,446,30012,055,495,755   役員退職慰労引当金 0 6,115,000 ; 6,115,000
1,000,000  基本財産特定預金 01,000,000   長期前受収益 125,000 368,750 ; 243,750

11,824,834,978 その他の固定資産 536,461,74911,288,373,229 ;   負債の部合計 17,164,908,350 16,429,994,024 734,914,326
純 資 産 の 部1,792,338,866  土地 01,792,338,866

5,642,390,159  建物 2,723,682,4638,366,072,622 基本金 181,000,000 181,000,000 0
263,366,841  構築物 26,226,266237,140,575 ; 国庫補助金等特別積立金 3,043,109,957 2,872,137,737 170,972,220

13  機械及び装置 013 その他の積立金 70,000,000 30,000,000 40,000,000
94,529,358  車輌運搬具 3,809,09990,720,259 ;   施設整備等積立金 70,000,000 30,000,000 40,000,000
337,637,628  器具及び備品 110,111,899447,749,527 次期繰越活動増減差額 9,988,128,989 9,241,493,011 746,635,978
3,377,250,000  建設仮勘定 3,377,250,0000 ; （うち当期活動増減差額） 786,635,978 730,246,929 56,389,049
30,269,136  権利 6,938,20123,330,935 ;
30,732,647  ソフトウェア 1,550,38532,283,032
119,985,300  退職給付引当資産 2,177,130122,162,430
79,152,667  差入保証金 698,94079,851,607
17,014,220  その他の固定資産 459,00016,555,220 ;
10,168,143  措置施設特定預金 010,168,143
30,000,000  施設整備等積立資産 40,000,00070,000,000   純資産の部合計 13,282,238,946 12,324,630,748 957,608,198
28,754,624,772  資産の部合計 1,692,522,52430,447,147,296   負債及び純資産の部合計 30,447,147,296 28,754,624,772 1,692,522,524
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2 社会福祉法人サン・ビジョン

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書
（自）平成 30 年 4 月 1 日　（至）平成 31 年 3 月 31 日

第一号第一様式

勘 定 科 目 差異(A)-(B)予 算 ( A ) 決 算 ( B ) 備 考

社会福祉法人サン・ビジョン （単位：円）

7,350,347,126介護保険事業収入 22,420,8747,372,768,000
244,718,180老人福祉事業収入 1,259,180243,459,000 ;
108,061,808保育事業収入 2,109,808105,952,000 ;
81,946,918その他の事業収入 201,91881,745,000 ;
10,522,739賃貸収入 109,73910,413,000 ;
788,239経常経費寄附金収入 60,239728,000 ;
76,825受取利息配当金収入 18,82558,000 ;

101,853,296その他の収入 16,140,29685,713,000 ;
7,898,315,131    事業活動収入計（1） 2,520,8697,900,836,000
4,359,570,540人件費支出 20,394,4604,379,965,000
1,324,436,595事業費支出 96,588,4051,421,025,000
1,480,200,650事務費支出 227,103,3501,707,304,000

9,907,628利用者負担軽減額 724,37210,632,000
77,543,759支払利息支出 6,417,24183,961,000
150,711その他の支出 66,289217,000

7,251,809,883    事業活動支出計（2） 351,294,1177,603,104,000
646,505,248  事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2） 348,773,248297,732,000 ;
560,000,000設備資金借入金収入 0560,000,000
7,107,840固定資産売却収入 4,686,8402,421,000 ;

567,107,840    施設整備等収入計（4） 4,686,840562,421,000 ;
666,534,000設備資金借入金元金償還支出 1,000666,535,000
192,083,983固定資産取得支出 74,012,017266,096,000
858,617,983    施設整備等支出計（5） 74,013,017932,631,000
291,510,143  施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5） 78,699,857; 370,210,000 ; ;
18,422,618その他の活動による収入 1,044,61817,378,000 ;
18,422,618    その他の活動収入計（7） 1,044,61817,378,000 ;
1,739,196積立資産支出 1,739,1960 ;
17,633,918その他の活動による支出 153,91817,480,000 ;
19,373,114    その他の活動支出計（8） 1,893,11417,480,000 ;
950,496  その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8） 848,496; 102,000 ;

  予備費支出（10） 00
354,044,609  当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10） 426,624,609; 72,580,000 ;

3,019,690,350  前期末支払資金残高（12） 03,019,690,350
3,373,734,959  当期末支払資金残高（11）+（12） 426,624,6092,947,110,350 ;
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2 社会福祉法人サン・ビジョン

法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書
（自）平成 30 年 4 月 1 日　（至）平成 31 年 3 月 31 日

第二号第一様式

社会福祉法人サン・ビジョン （単位：円）

勘 定 科 目 当年度決算（A） 前年度決算（B) 増減（A)-（B)

7,341,395,132介護保険事業収益 8,951,9947,350,347,126
239,264,191老人福祉事業収益 5,453,989244,718,180
96,975,075保育事業収益 11,086,733108,061,808
79,654,686その他の事業収益 2,292,23281,946,918
12,319,471賃貸収益 1,796,73210,522,739 ;
818,998経常経費寄附金収益 30,759788,239 ;

7,770,427,553    サービス活動収益計（1） 25,957,4577,796,385,010
4,448,315,504人件費 87,230,3164,361,085,188 ;
1,348,767,094事業費 24,330,4991,324,436,595 ;
1,117,923,746事務費 362,276,9041,480,200,650
10,495,961利用者負担軽減額 588,3339,907,628 ;
825,508,854減価償却費 12,736,630838,245,484
185,984,215国庫補助金等特別積立金取崩額 4,918,100; 181,066,115 ;

24,086徴収不能額 24,0860 ;
356,680徴収不能引当金繰入 356,6800 ;

29,981,329その他の費用 47,466,433; 77,447,762 ; ;
7,535,426,381    サービス活動費用計（2） 219,935,2877,755,361,668
235,001,172  サービス活動増減差額（3）=（1）-（2） 193,977,83041,023,342 ;

8,090借入金利息補助金収益 8,0900 ;
414,264受取利息配当金収益 337,43976,825 ;

61,607,108その他のサービス活動外収益 40,246,188101,853,296
62,029,462    サービス活動外収益計（4） 39,900,659101,930,121
88,168,245支払利息 10,624,48677,543,759 ;

67,358その他のサービス活動外費用 83,353150,711
88,235,603    サービス活動外費用計（5） 10,541,13377,694,470 ;
26,206,141  サービス活動外増減差額（6）=（4）-（5） 50,441,79224,235,651 ;
208,795,031    経常増減差額（7）=（3）+（6） 143,536,03865,258,993 ;
4,009,000施設整備等補助金収益 4,009,0000 ;
216,594施設整備等寄附金収益 216,5940 ;
444,994固定資産売却益 885,8401,330,834

0その他の特別収益 5,854,0895,854,089
4,670,588    特別収益計（8） 2,514,3357,184,923
2,048,525固定資産売却損・処分損 1,979,27669,249 ;
4,009,000国庫補助金等特別積立金積立額 4,009,0000 ;
6,057,525    特別費用計（9） 5,988,27669,249 ;
1,386,937  特別増減差額（10）=（8）-（9） 8,502,6117,115,674 ;

207,408,094当期活動増減差額（11）=（7）+（10） 135,033,42772,374,667 ;
8,730,192,678前期繰越活動増減差額（12） 207,408,0948,937,600,772
8,937,600,772当期末繰越活動増減差額（13）=（11）+（12） 72,374,6679,009,975,439

0基本金取崩額（14） 00
0その他の積立金取崩額（15） 2,400,0002,400,000
0その他の積立金積立額（16） 00

8,937,600,772次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）-（16） 74,774,6679,012,375,439
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2 社会福祉法人サン・ビジョン

法 人 単 位 貸 借 対 照 表

平成 31 年 3 月 31 日 現在

第三号第一様式

資 産 の 部 負 債 の 部
当 年 当 年前 年

増 減
前 年

増 減

社会福祉法人サン・ビジョン （単位：円）

度 末 度 末 度 末 度 末

3,826,906,706流動資産 673,697,8404,500,604,546 流動負債 1,744,332,689 1,482,909,212 261,423,477
2,379,045,848  現金預金 592,493,5222,971,539,370   事業未払金 836,451,137 585,321,831 251,129,306
1,246,886,511  事業未収金 9,203,0741,256,089,585   1年以内返済予定設備資金借入金 682,500,000 666,534,000 15,966,000
6,046,305  未収金 1,591,1657,637,470   預り金 29,723,562 39,078,700 ; 9,355,138
2,710,920  貯蔵品 1,251,6393,962,559   前受金 569,060 817,098 ; 248,038
323,800  医薬品 67,740391,540   仮受金 584,650 44,400 540,250

75,203,905  商品・製品 8,631,32583,835,230   賞与引当金 194,504,280 191,113,183 3,391,097
107,107,102  仕掛品 68,816,437175,923,539 固定負債 6,294,245,177 6,423,282,926 ;129,037,749

4,120  立替金 4,1200 ;   設備資金借入金 6,125,302,000 6,247,802,000 ;122,500,000
180,253  前払金 54,858125,395 ;   退職給付引当金 93,910,777 97,037,226 ; 3,126,449

9,754,622  仮払金 8,437,1731,317,449 ;   長期預り金 73,122,400 70,928,100 2,194,300
356,680  徴収不能引当金 139,089; 217,591 ;   役員退職慰労引当金 1,250,000 5,715,000 ; 4,465,000

18,010,278,098固定資産 650,003,56017,360,274,538 ;   長期前受収益 660,000 1,800,600 ; 1,140,600
12,653,429,006 基本財産 441,436,86512,211,992,141 ;   負債の部合計 8,038,577,866 7,906,192,138 132,385,728

純 資 産 の 部2,254,197,739  土地 02,254,197,739
10,398,231,267  建物 441,436,8659,956,794,402 ; 基本金 410,000,000 410,000,000 0
1,000,000  基本財産特定預金 01,000,000 国庫補助金等特別積立金 4,399,925,779 4,580,991,894 ;181,066,115

5,356,849,092 その他の固定資産 208,566,6955,148,282,397 ; その他の積立金 0 2,400,000 ; 2,400,000
1,207,892,915  土地 01,207,892,915   備品等購入積立金 0 2,400,000 ; 2,400,000
2,896,827,285  建物 132,281,0902,764,546,195 ; 次期繰越活動増減差額 9,012,375,439 8,937,600,772 74,774,667
456,085,347  構築物 40,551,061415,534,286 ; （うち当期活動増減差額） 72,374,667 207,408,094 ;135,033,427

13  機械及び装置 013
109,150,820  車輌運搬具 6,682,318102,468,502 ;
454,697,739  器具及び備品 32,213,521422,484,218 ;
6,071,529  権利 277,8995,793,630 ;
30,060,091  ソフトウェア 2,570,99832,631,089
85,753,453  退職給付引当資産 1,739,19687,492,649
8,440,900  差入保証金 265,0008,705,900
19,469,000  その他の固定資産 1,264,00020,733,000
82,400,000  措置施設特定預金 2,400,00080,000,000 ;   純資産の部合計 13,822,301,218 13,930,992,666 ;108,691,448
21,837,184,804  資産の部合計 23,694,28021,860,879,084   負債及び純資産の部合計 21,860,879,084 21,837,184,804 23,694,280
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サンライフ・サン･ビジョン業績推移

（百万円）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

事業活動収入
SV

SL

合計

0

3,000

6,000

9,000

12,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

人件費
SV

SL

合計

－255－



サンライフ・サン･ビジョン業績推移

（百万円）

人件費

支出

62%

事務費

支出

20%

事業費

支出

14%

償還金

3%

利息

0%

資金収

支差額

-1%

26年度経費

人件費

支出

62%

事務費

支出

18%

事業費

支出

14%

償還金

3%

利息

0%

資金収

支差額

-1%

27年度経費

人件費

支出

62%

事務費

支出

18%

事業費

支出

15%

償還金

3%

利息

0%

資金収

支差額

2%

28年度経費

人件費

支出

63%

事務費

支出

18%

事業費

支出

15%

償還金

2%

利息

0%

資金収

支差額

2%

29年度経費

人件費

支出

58%

事務費

支出

17%

事業費

支出

17%

償還金

2%

利息

0%

資金収

支差額

6%

30年度経費

0

3,000

6,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

事業活動資金収支差額 SV

SL

合計

－256－



サンライフ・サン･ビジョン業績推移

（百万円）
SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計

介護保険事業収入 6,958 6,849 13,807 6,960 7,087 14,047 7,100 7,290 14,390 7,341 7,611 14,952 7,350 7,859 15,209
0 0 0 0 0

老人福祉事業収入 234 311 545 234 316 550 237 319 556 239 314 553 245 304 549
保育事業収入 78 233 311 81 328 409 93 353 446 97 382 479 108 387 495
医療事業収入 18 25 43 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
その他事業収入 148 405 553 173 393 566 152 410 562 155 419 574 195 472 667

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

事業活動収入計 7,436 7,823 15,259 100.0% 7,451 8,124 15,575 100.0% 7,582 8,372 15,954 100.0% 7,832 8,726 16,558 100.0% 7,898 9,022 16,920 100.0%
人件費支出 3,907 4,187 8,094 53.0% 4,141 4,398 8,539 54.8% 4,218 4,465 8,683 54.4% 4,436 4,737 9,173 55.4% 4,359 4,745 9,104 53.8%
事業費支出 1,312 1,271 2,583 16.9% 1,275 1,241 2,516 16.2% 1,301 1,252 2,553 16.0% 1,349 1,273 2,622 15.8% 1,324 1,343 2,667 15.8%
事務費支出 874 1,008 1,882 12.3% 876 1,070 1,946 12.5% 1,069 1,084 2,153 13.5% 1,118 1,114 2,232 13.5% 1,480 1,219 2,699 16.0%
支払利息支出 107 172 279 1.8% 98 165 263 1.7% 95 151 246 1.5% 88 145 233 1.4% 77 161 238 1.4%
その他の支出 0 0 0 0.0% 7 11 18 0.1% 12 8 20 0.1% 10 12 22 0.1% 12 12 24 0.1%
事業活動支出計 6,200 6,638 12,838 84.1% 6,397 6,885 13,282 85.3% 6,695 6,960 13,655 85.6% 7,001 7,281 14,282 86.3% 7,252 7,480 14,732 87.1%

事業活動資金収支差額 1,236 1,185 2,421 15.9% 1,054 1,239 2,293 14.7% 887 1,412 2,299 14.4% 831 1,445 2,276 13.7% 646 1,542 2,188 12.9%
施設整備費等補助金収入 8 159 167 1.1% 267 3 270 1.7% 10 16 26 0.2% 4 16 20 0.1% 299 299 1.8%
設備資金借入金収入 150 1,713 1,863 12.2% 150 612 762 4.9% 1,300 1,147 2,447 15.3% 454 2,597 3,051 18.4% 560 1,833 2,393 14.1%
固定資産売却収入 5 697 702 4.6% 12 2 14 0.1% 268 1 269 1.7% 12 2 14 0.1% 7 2 9 0.1%
施設整備等収入計 163 2,569 2,732 17.9% 429 617 1,046 6.7% 1,578 1,164 2,742 17.2% 470 2,615 3,085 18.6% 567 2,134 2,701 16.0%
設備資金借入金元金償還支出 696 1,021 1,717 11.3% 696 976 1,672 10.7% 692 1,129 1,821 11.4% 882 1,130 2,012 12.2% 667 1,156 1,823 10.8%
固定資産取得支出 597 2,964 3,561 23.3% 1,134 775 1,909 12.3% 1,587 1,405 2,992 18.8% 435 2,659 3,094 18.7% 192 1,974 2,166 12.8%
施設整備等支出計 1,293 3,985 5,278 34.6% 1,830 1,751 3,581 23.0% 2,279 2,534 4,813 30.2% 1,317 3,789 5,106 30.8% 859 3,130 3,989 23.6%

施設整備等資金収支差額 △ 1,130 △ 1,416 △ 2,546 -16.7% △ 1,401 △ 1,134 △ 2,535 -16.3% △ 701 △ 1,370 △ 2,071 -13.0% △ 847 △ 1,174 △ 2,021 -12.2% △ 292 △ 996 △ 1,288 -7.6%
その他の活動収入 28 32 60 0.4% 34 30 64 0.4% 32 29 61 0.4% 37 64 101 0.6% 16 26 42 0.2%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他の活動収入計 28 32 60 0.4% 34 30 64 0.4% 32 29 61 0.4% 37 64 101 0.6% 16 26 42 0.2%
その他の活動支出 31 30 61 0.4% 36 115 151 1.0% 38 28 66 0.4% 41 30 71 0.4% 16 66 82 0.5%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他の活動支出計 31 30 61 0.4% 36 115 151 1.0% 38 28 66 0.4% 41 30 71 0.4% 16 66 82 0.5%
その他の活動資金収支差額 △ 3 2 △ 1 0.0% △ 2 △ 85 △ 87 -0.6% △ 6 1 △ 5 0.0% △ 4 34 30 0.2% 0 △ 40 △ 40 -0.2%

　　予備費支出 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%
資金収支差額 103 △ 229 △ 126 -0.8% △ 349 20 △ 329 -2.1% 180 43 223 1.4% △ 20 305 285 1.7% 354 506 860 5.1%

7,281 13,156 20,437 6,733 13,792 20,525 7,341 13,499 20,840 6,915 14,966 21,881 6,808 15,643 22,451

SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計 SV SL 合計
収支差額変動要因 ドーム前開設 春日井ﾘｿﾞｰﾄ開設 布袋特養開設 岐阜開設

新栄開設 ｳﾞｨﾝﾔｰﾄﾞ開設

太古の湯開設

介護報酬改定率 - 2.27% + 0.54%
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2014年度に消費税対応で
+0.63％改定。待遇改善計画を
建てた事業所に最大介護職員1
人当り月約1.2万円の賃上げを
可能とする加算を除くと実質
約4％マイナス。

安倍政権は「介護離職ゼロ」
を目標に掲げており、事業所
の経営安定化や人材確保のた
めに報酬増が必要だと判断し
た。
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